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BR MD 

CARL JOHANN MAXIMOWICZ. 

By KINGO MIYABE. 

(With a Portrait). 

泰 西 の 植物 學 者 に し て 本 邦 の 植物 を 研究 し た る 者 多 し と 中 も 、 

露 図 の カー ル 、 ヨ ー ハ ン 、 マ キシ モ ヴ ォ ツ チ 氏 の 如 〈《 綿 審 周 到 な る 

研究 を 信 せ し 者 は 和 項 ら く 他 に な か る べし 。 吾 人 自 園 の 植物 を 研究 

する に K 営 5、 同 氏 の 研究 し た る 跡 を 経る に 、 基 記事 の 明 発 に し て 

断 楽 の 正確 な る K、 不 知 不 議 快 感 と 敬 信 の 念 の 興 る を 覚め 。 AAD 

西 物 を 廣 く 植物 胸 界 に 紹介 せ し 了 欧米 の 植物 學 者 中 、 親 し 〈《 我 図 土 

に 渡来 し て 、 共 研究 に 従事 せ し 者 は 、 氏 を 外 に し て は 僅か に ツン 

ル グ (Thunkerg), 2ER } (Siebold), Y avy = (Savatier), FEN TI 

(Kjellmann) ES 3 IE SF MESEKERZOHLRZMHLHTEH 

ABR CHR LR SZBORE bo 然 れ ども る マキ シモ ヴ ォ キツ チ 氏 

man IBAN + A HE BT. HO C He BY UC PEAS L. BU BR, 

EIMGO=MKREHERARER ECL HMATOMDTCRARAER LL, Hi 

の 後 も 何 寿 基 忠 賞 な る 徒 僕 須 川 長 之 助 を し て 、、 本 邦 各 地 の 植 物 を 

採集 せしめ 、 拓く し て 得 た る 豊富 な る 材料 を 死に 握る 迄 研究 し 以 

て 、 本 邦 植 物 存 更 上 に 漂 滅 すま べから ざる 深 測 な る 印 凍 を 残し だ た 5o 

予 は 明治 二 十 二 年 の 夏 、 米 園 * り 欧州 を 経て 上 幅 朝 する 人 汗 り 、 

殖 ん ど 二 週 日 の 問 、 陸 彼 得 像 帝國 植物 園内 に 於 ける 同氏 の 家 に 
(Trans. Sap. Nat. Hist. Suc. Vol. I. 1905.) 



2 ee —v eS EWE FO [ok 

tmeo PEL KBE L EBON ROH RER EEE IT ZERTH 

MT ZOR XH 72 bo 

WDSRREASHMAL. REMDBRCAT SA KROME YE 

HBP SF SIL MH CH RASBRLEAC. FHCONREDSAEA 

RMReBETAT SRB. MKROMSBrMI SRL Yb SPR T 

ZLrtAOPHLPAPVY BN Y > (Ascherson) kn AA L — (Hemsley) 

MBRRAAMALEH 3, FOAL CK bHMmMALRZIO 

LC. RÄELATESENSZILOIDLEF TO 

マキ シモ ヴォ ツチ 氏 は 純 粒 な る 露 西 了 亜人 に し て 、 千 入 百 二 十 

tae Cw +) 圭一 月 二 本 三 日 、 英 新 科 府 よ り 各 か ら ざ る ウー ラ 

(Tula) と 策 す る 一 市 に 生 る 。 RERBLCUCHKL AL HERD CHm 

Bree bob. WM CHE Rr MDBRRGELSABOSK, REM 

育 の 方 針 は 全く 植物 に 前 す る 嗜好 心 を 紙 押 せ し む る に あり し を 以 

て 、 其 邸 内 に 花園 を 作 5、 多 く の 章 木 を 培養 し 、 愛 見 と し て 其 窟 生 

を な さき さ し め な たり 5、 余 が マ 氏 の 家 に 在 ! し 時 、 氏 は 余 に 一 書 を 示し て 

ACTEM AaADAEABBACT LID, KRRDBMSEICKRD BH lc 

自 か ら 6 製本 せら れ し ゃ る の な 5」 と 。 

REEIHDZEROHEN II T, RMR yr Me 

FT3DELIMLRZLIOLLT WH HS Hic HHT A OI 

LH, NTELIEUIAI LEBEN Zoo KORMDKBRLEA?RABER 

LEMDBCMARICBT ZEIT, FF’ BER LIT mar 

MERLRZIFELELEATBREIEUBZBBL Fw xy IE 

CAM bo 

FI Hr KARL RBRAGT ZHDABRPUSPYFNTY 

5 (Alexander Bunge) Kir ad ad, ZERO KM DO HE HH 

< 従事 中 な り 583。 EK SS KIS Ie eH ICM SH MB IM ET 

間 に 、 基 の 強 き 感化 を 受け 、 自 か ら 東 亜 の 植物 に 興味 を 威 し 次 に 次 

Bris ct. HDS oR IC Ker CZOS IE LZ? bo 

dy ER 
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RKERUIKTEL 26S, FARETERKEM OE OME 

RHEE ON, FI/FAROEZIH zZ zZ EEE, TAHıa tr IM 

SAPARD IRSRACMIELL FABHBAT-ERDERE 

SUCKkMOMRLR RE AZZAR YT BRE 5 30 

寺 入 百 五 十 三 年 霊園 政府 は 軍艦 デ ょ アナ (Diana) を し て 世界 を 週 

EH し め 、 廣 く 享 術 上 の 探 概 を な さ し む る 事 を 企 略 せ 5。 THE 

物 移 者 と し て 同艦 乗 込 を 命 せ られ 、 同 年 秋 其 の 本 國 を 出 帆 せ ぅ 5、 時 に 

Kinn の Bo 

軍艦 デ ェ アナ は 南米 、 伯 西 見 の サオ 、 デ 、 ジ ャ ネイ ィ ャ 、 智 利 の テ . と シメ 

ラ ィ 及び 布 吐 の ホノルル ヽ 等 に 到 り ?、 更に 韓 じ て 東 部 西 比 利 可 深 

岸 州 に 放 け る デ 、 カ スト リー 洛 に 入港 せ 5》。 BnNBEXTFAGETA 

FEAÄZT=EHRTLT, KEUKTIBTIIS THF EI L 

事 を 開 知 せり と 。 面 し て デュ アナ は 特別 な る 勤務 を 命ぜ られ な る を 

以 て 、 マ 氏 は 其 地 に . 上 陸 し 凌 租 江 方 面 の 植物 探検 に 従事 する 事 と 

な れ 5。 HI AÄABDORULINOTTERH I ALBEI HER LT 

奥 へ % ぬ 。 RERTHENTNNZZTELRZEE HAT HELFETED, 

充分 に 其 探 検 採集 を 途 げ 、 千 入 吾 五 十 七 年 三 月 同 地 を 出合 し 西 比 利 

mete > CRB CSR bo 此 時 より ち 氏 は 一 切 の 事業 を 抑 手 し 、 専 

OREM L POLE ZRAOMEKERTZHOM SHER 

と し て Primitie Flore Amurensis 3 §@ i dh HE THEN Bits bo 

此 書 は 露 都 帝 園 科 移 倉 よ ょ ORME ONLAIOKNULCAHARA 

DI2I + -AUHLZALN TFT ZT ER TR RHBO- EI UTL AS 

CHR LAFEMOBMERS ER ERIK CRB BLD 
il D Hh BR Sa RE AK D FP A HD GAD DEE Fr FL D HE, 

AARKREBMMAB CKO 7e*AORAKCKRIFYLBLErR! 

Cm lL RRL CK RERERDARTrBF R50 此 書 は 一 

mAOMRDWEDEABRASIOKNLIKRECKANTK I TH 

HERMES SRS wRRAL LCOZROLETAC EB 



4 BR —¥¥ > Ea FOR 

72 b Bo 

ia hy F 2 BD Demidoff) 7 om Sb 5 Bi LOK BI KL x 

JESS CACYL A TROBBRECRORS LEZEN) 

LEE UC HOW OR MERA LOA WMT SORE 
AL, AB A+ I ae BELLO OG Sk A OY EC BREW TEL, 

PAIRAYH) -RRKMG OME’ BU. FARATERE 

元 FD BK 3 wh PIC BSL HI ML 62k HH LE OAL 

ke aie Lebo Rm RE PAN EZ e Lec, 

KS SUHWRE OBIE CUCL RARER OS AY LU 

STEELER bo 拓く 永く 一 ケ所 た た 滞 存 し た る は 甚 地方 の 植物 を 最 

$ 完全 (C 研 究 せ ん が 飼 に し て 、 氏 の 如き は 和賀 に 吐 昌 を 情 ま ず し て 、 専 

BEROEHNBASFTEHLRZAEZANL RARE HD 

標本 を 採集 せ し に 止ま ST MHRA SHEA YR LCHRRE RAB 

生 園 32L. 2. AO MAMBLAABRHAILBR<( 2Nke MR LA et 

VC PEA IC MS PY L 72 bo 

LATA O Kw eA CRAIC Ka MS zzemr 

RAK LCR CER L. BE REO RETR IC IC. BE 2 Ee 

る o Wt HAH RORRICTANRARA LDA OR 3 ER 

を 感じ な る 時 な ぅ 5 し 。 役 の 生姜 事件 の 如き も 氏 の 横濱 滞在 中 に 起 

らし 出 事 に し て 、 氏 の 語ら れ し 所 に 依 れ ば 、 他 の 外人 と 共に 一 時 は 

武 壮 し 、 死 を 決し て 了 戦は ん と せら れ し 曲 。 

INZEMNLFAHBRTFTZERRET HA TR -ELELE 

HTOHMERELTdo Ku EM DEE DL AND Hh Ic I RG 

ZEAMSIILEDYHTUMIBRUENZEREZEECHUE TAN 

地方 、 特 に 高山 の 植物 を 採集 せしめ だ }》、 此 者 能 く 主人 の 意 を 秦 じ 、 忠 

人 真 に 氏 の 事業 を 助け た 》、 故 に 氏 は 其 券 に 本 いん が 念 め に 長 之 馬 の 

XIN L 72 3 iy D RM 4B Lo 

li] FO Aka OD HGH ROMA eA LO A Ie HE LEW CH 

i 
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MLFAELIEHITAFIHSTFWERBCHELT Io br 

ZRRKOHRKEKTORBRLIOHBESHTEN - EREHMOHE 

Burke 

FABRTREREE AL ED 2 4g BB RE (Head Botanist) に 4 

進 し 、 死 に 至る 所 で 此 職 に 中 勤 な FS REAREF-UREME 
國 科 學 全 の 正信 上 員 に 推 時 せら る 、 是 れ 露 図 の 學 者 と し て 最大 の 名 媒 

と する 所 た 5o 

千 入 百 狼 十 四 年 露 都 に 植物 學 及 国 琴 學 高 國 全 議 開催 せら れ し 

時 、 本 邦 よ ょ り は 田代 安定 氏 派遣 す せら れ 同 氏 が 荒 球 諾 島 に 於 て 採集 

せら れ だ た る 標本 、 及 東京 帝國 博物 館員 及 田中 符 男 氏 の 採集 せら れ し 

BDOEHELT TKOHELMSLYUK AR OH MERLUL TCM 

KUMA LE) CHMEE BURGH, ZENRSK MAEE 
氏 、 牧 時 富太郎 氏 、 健 藤生 太郎 兵 ER FU し て 、 其 研究 の 結果 は Diagnoses 

Plantarum Novarum Asiaticarum. VI-VIII. (1886-1893). FR (t & HK HIN Jo 

QZEADRBBSNVBAGFSWAX— (Przewalsky) 及び ポタ ダニ 

> (Eotanin) の 東部 中 央 亜細亜 及び 支那 の 内 都 に 於 て 採集 し た る 植 

物 標本 は 、 基 く マ 氏 の 手 に 委ね られ 、 基 研究 を 仰ぐ で 事 と な れ 5。 HE 

果 の 一 部 は 義 表 せら れ し ゃ 、 基 完成 を 見 る に 至ら ざり し っ 

氏 の 研究 の 方 法 は 、 事 物 を 根本 的 に 精査 する に あり 〉 て 、 決 し て 其 

結果 を 公 に する に 委 な ら ず 、 充 分 に 時 を 坦 し 、 研 究 に 研究 を 重ね 、 初 め 

て 出版 する を 常 と せ 5o 数 に 一 度 ひ 氏 の 調査 を 経た る 植物 の 部 類 

は 明確 に 整理 せら る ヽ ゝ  を以て 後進 者 と し て 基 進 路 の 卒 坦 な る を 深 

(Melo RELHARGRBOM BROBCBLA HK 

WSL > TEA OFEN I SH? bo 

Ki EAA WEE BAT SOR WCER RMI MAL 

に 終 に 共 目 的 を 達せ すし て 永眠 せら れ な 5。 氏 の 余 に 語ら れ し 所 

に 依 れ ば 「『 余 $ 巡 に 老年 に 達し 、 魚 谷 も を か る べ け れ ば 、 大 規模 の 日 

AM MEKBT CLARA UL RAK KASOMBAIHSCMK IH 

2 
J 
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一 年 に て 完成 する 程度 を 以 て 着手 する 積 な 5』 と 、 面 し て 各 科 及 属 
に 基 性 質 を 著 は す に 必要 な る 剛 書 を 挿 計 書 に し て 、 其 彫 書 の 如き 
$ 過 年 準備 し あり なら 〉 ヵ 、 天 若 し マ 氏 に 候 す に 休 修 敷 年 の 日 月 を 以 て 
せ は 、 苦 人 は 此 大 著述 を 手 に する を 得 て 、 至 大 の 利 盆 と 光明 と を 得 
Mews, な 5 No 

氏 は 外 狐 強 き 威 戯 を 備 、 一 見 近づき 難 き 趣 あ る も 、 一 度 近く 拉 
すれ ば 、 其 外 箱 の 下 に 親切 厚 情 の 消 ち 浴 ろ る を 認 る に 難 か ら ず 

氏 は 多く の 親友 を 有 し 、 又 常に 世 人 の 敬愛 を 受け た IL. EDS 

者 に 暫し 親切 に し て 且つ 究 篤 K 其 誘導 に 導 め られ し 一 例 を 掲 け ん 
に 、 余 が 骨 て 千島 植物 志 を 著 は さん と する K 営 5 其 企 周 を 同氏 に 報 
し な たり ちらし た に 、 氏 答 て 曰く 『 余 は SOS EU KA AH Y RE ES 
PABBA BWW RT ss - MERE OM AL RAT 2 
CEO FR CR CRESN RZRALARSERMRLEARS 
SOM ALMICE PO ZNLHERAETHL BREE 
VOUAHEBUILLOMENBY ENLEBtKN BEE 

MTD OR A Lb, Ib Eb RD FS A LIN Le ZI HR 
も 牧草 中 に 針 を 索 め 得 た る 感 あ らし と っ 

氏 は 千 六 百 九 十 一 年 二 月 十 玉 日 露 都 帝 國 植 物 園 内 官 合 に 於 て 

HTT ANEW ORT SRL TI EIER OZ TE 
TK Eb Lo 

FTORDZLERILE RAR ARE II HT ROT ZB I 
ZUR RAEHUMERZEMARL TEC ORR Zev 3 7 FE 

Wie Dei rz tw way (Dr. Lunin) Kit K+ B 4.X%— ADAP 

思 あ る 由 な れ ど る ふる 面 信 す る と と を 得 ず 、 且 つ 又 其 消 息 を も 知る を 得 

Er の 
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1859.—Primitiz Flora Amurensis. Mit ro Tafeln und einer Karte. S. 1-504. 

(Memoires de l’Acad&mie Impériale des Sciences de St.-Petersbourg. VII* Serie. 

T: TX.) 

1861.—Golowninia, eine neue Gattung der Gentianeen. Mit 1 Tafel. (Melan- 

ges biologiques. T.IV. p. 37-44). 

1866.—Rhamnez Orientali-Asiatice. Cum tab. 1. pp. 20. (Mem. Acad. 

Imp. d. Sciences de St.-Petersb. T. X. No. 11). 

1866.—Diagnoses breves Plantarum novarum Japonie et Mandshuriz. 

Decas E (Mel biol. T. VL p. 19-26). 

1867.—Ditto. Decas II-VI. (Mel. biol. T. VI. p. 200-205, p. 206-214, 

p- 258-276, p. 367-376). 

1867.—Revisio Hydrangearum Asiz Orientalis. Cum 3 tab. pp. 48. (Mem. 

Acad. Imp. Sc. St.-Pétersb. T. X. No. 16 et dernier). : 

1870—Rhododendrez Asix Orientalis. Cum 4 tab. pp. 53. (Ditto. T. 

XVI. No. 9.) 

1870.—Ophiopogonis Species in Herbariis Petropolitanis servatas exposuit. 

Mel. biol. T. VI. p.. 320-331). 

1870.—Diagnoses breves Plantarum novarum Japoniz et Mandshur&. Decas 

VIL-VIH. (Mel. biol. .T. VII. p. 332-342, p- 553-564)- 

1871.—Ditto. Decas IX-X. (Mel. biol. T. VII. p. 1-21, p. 367-421). 

1871.—Ein Nachtrag zu meiner Abhandlung “Rhododendreee Asie 

Orientalis.” (Mel. biol. T. VIII. p. 150-167) 

1871.— Einfluss fremden Pollens auf die Form der erzeugten Frucht.— 

St.-Petersb. 

1872.—Diagnoses Plantarum Novarum Japoniz et Mandshuria. Decas 

XI-XIH. (Mel. biol. T. VIII. p. 506-562, p. 598-650, T. IX. p. 1-30. pl. 1). 

1873.— Ditto. Decas XIV-XVI. (Mel. biol. T. IX. p. 31-76, p. 148-188, 

p- 214-270). 

1873.—Synopsis Generis Lespedezz, Michaux. pp. 59. (Festo semisaeculari 

horti Imperialis botanici Petropolitani, die 22 Martti 1873 celebrato, praesentata). 

1874.—Diagnoses Plantarum Novarum Japoniz et MIandshurie. Decas 

XVII-XIX. (Mel. biol. T. IX. p. 281-374, P- 394-452). 

1876.— Ditto. Decas XX. (Mel. biol. T. IX. p. 581-660. pl. 1. 
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1876. 一 Adumbratio specierum generis Chrysosplenii L. (Mel. biol. T. IX. 

P- 757-771). 
1876. 一 Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. I. (Mel. biol. T. IX. 

p- 708-831). 

1877.— Ditto. Il. (Mel. biol. T. X. p. 43-134). 

1879.— Ad Flore Asie Orientalis cognitionem meliorem fragmenta, 

し っ PP- 7 

1879.— Adnotationes de Spiraeaceis. pp. XI, 156. 

1880.—Diagnoses Plantarum Novarum Asiaticarum. III. (Mel. biol. T. X. 

p- 567-741). 
1881 —Ditto. TV. (Mel. biol. T. XI. p. 155-350. pl. 1), 

1881.—De Coriaria, Ilice et Monochasmate, hujusque generibus proxime 

affınibus Bungea et Cymbaria. Cum tab. 4:""Pp,. 70. ・ (Me Acad. Imig. ares 

Sp retersb! I. XXIX.U- No. 3). 

1881.—Ueber J. J. Rein, Japan nach Reisen und Studien. (Bot. Zeit. Bd. 

RRXIX. S. 272-277). 

1883.—Diagnoses Plantarum novarum Asiaticum. V. (Mel. biol. T. XI. 

p- 623-876. pl. 3). 

1884. 一 Sur les collections botaniques de la Mongolie et du Tibet septen- 

trional (Tangout) recueillies recemment par des voyageurs Russes et conservées a 

St.-Petersbourg. (Bull. du Congres international de botanique et d’horticulture a 

St.-Petersbourg. p. 1-196). 

1885.—Amaryllidacex Sinico-Japonice. (Engl., Bot. Jahrb. Bd. VI. 

p- 75-81). | 

1886.— Spiraea bullata Maxim. (Gartenflora, Bd. XXXV. p .65-66). 

1886.— Diagnoses Plantarum novarum Asiaticarum. VI. (Mel. biol. T. XI. 

P- 415-572). 

1888.—Ditto, VU. (Mel. biol. TL XII. p. 713-934. pl. 4.) 

1889.—Plantz Chinenses Potaniniana nec non Piasezkiane. Thalamiflore 

et Disciflor@. (Acta Horti Petropolitani. Vol. XI. p. 1-112). 

1889. 

parte Turkestaniz sinensis lectarum. Fasc. I. Vhalamiflorz et Disciflore. Cum 

Enumeratic Plantarum hucusque in Mongolia nec non adjacente 

ce tA. PP IV 5.738. 

1889.— Flora Tangutica, sive Enumeratio Plantarum regionis Tangut (Amdo) 

Provincia Kansu, nec non Tibetie praesertim orientaliborealis atque Tsaidam. 

Ex collectionibus N. M. Przewalski atque G. N. Potanin. Fase. I. Thalamiflore 

et Disciflore... Cum tab. 31->\ppa X VIIa ro: 
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TSCHONOSKE SUGAWA, A FAITHFUL SERVANT 

AND COLLECTOR TO MAXIMOWICZ. 

By GENTARO YAMADA. 

Professor of Botany, Agricultural and Dendrological College, Morioka 

須川 長 之 助 は 陸中 園 紫 波 郡 水分 村 字 下松 本 の 人 な 156。 # 

て 露 園 植物 和光 者 でき キシ と シモ ヴォ ツチ 氏 の 含め に K、 普 本邦 の 植物 を 

FEL. HBG HDHD マ 氏 長 之 助 の 券 を 賞 し 、 其 名 を 以 て 

植物 に 命ずる も る の 十 種 に 人 鱗 る 。 BARA. HACMEEER 

RAR TRACER EBRT 昨 三 十 七 年 二 月 、 作 始め て 同 

人 と 相 見 る の 機 を 得 て 、 探 集 談 を 聞く 、 含 其 大 要 を 人 録 す 。 唯一 

BOFHLRIZLIDPANTKAERHOJADBSSIZURBSH 

する 所 な 5。 

採集 の 由 浴 。 長 之 助 は 年 責め て 二 十 、 画 館 世 出稼 し 、 先 づ 大 工 

の 家 に 二 し 、 後 入 幡 宮 の 別 営 に 僕 な たり し が 、 マ キシ モ ヴ テ # ツ チ 氏 の 來 

ATKRLAAOHSBSUII TA BE LH R LI KH ELA EN IH 

LTTEIHABERTZALTEEHAIG 3. ( 後 交 第 に 二 雨 、 二 十 

三 分 、 三 南 を 受 く る 至れ} ぅ )o BAZCETRA. TRANS CMD 

[trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. 1905.] 
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の 名 稽 を 以 て す 、 長 之 動 知る < と 多 か ら ず と 中 ども 、 田 野 の 間 に 入 と 

災 . り た る て と \ て 、 多 少 の 知る 所 ある を 答 べ た る Cc、 で 多大 CI 計 8 

MBIA t CBWE I EI CH DRE OH LT RU. BR 

植物 を 指名 し て 採集 に 赴 か し め た る に 、 選 れ て 探 5 来 ら ぎ ざる $ の を 
LHOLAU, HC RAE ON 7b. LCR ICM TS SITE 

UTRONKIWITTEINENRENDHMTIRETZITEIL 

始め な bo 

採集 の 地方 。 初め は 画 館 近 苑 を 採集 し 、 交 久 元 年 五 月 に 

Pa a. | 

bo HMERLKRORELIMESZNHSEFLLTRRHLLICH 

OW MIRE LAR bo FÄTREREMCHEALTZEHR 

KZA WTeAL TKCMBYLE2ZYH31 DB HK HERZ 

CRYST OULD. ACHNIIR TATRA TRIER KB OH 

CKHNSIZADmSAbLELZ 画 館 泰行 所 は ゥ 5 マ 氏 の 従者 と し て 

苑 状 を 受け 、 外 國 般 に て 横 沙 に 航 し 、 居 る と と 四 十 魚 日 、 其 問 僅か 

FEMS eR Do 同年 十 二 月 頃 藤 崎 に 着 す 、 基 年 は 長崎 附近 を 排 

EL BSE ae EO et PAT KS CUTE LL. ZEHN THEM To IA 

=F Uh IL a he HG LY EI, BT RR BOO aR OE Ie EO HE OO 

RENO AIL RAT ERR O ZLANK we Rb CREASY 

CET EUV KLARA RTT SORA ALCU CL REN 

株 集 せしめ だ たる な を な り め 、 同 年 衝 三 度 び 横濱 に 出 で 、 元 冶 元 年 一 月 マ 氏 

の 時 園 す る と 共に 、 長 之 助 は ニコ ラ 3 氏 の 許 に 使 は る o 

で 氏 外 賠 後 基 依 頼 に て 慶應 一 二 の 雨 年 間 和 植物 探 集 に 従事 す 、 前 

See mre 

恐山 等 を 採集 せ ?。 HRMHITETRII ER DI TH HE 

ka oN NAL OW OC. EM OA 7 RRA © OHS 

Wa ee oe SED WE ee OE CHA Ut RHE LL D4 FORE 

NAEeuM AACS BReUL CRU, Pei wo zn 1) Paw i 
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廻 ? て 、 大 坂 に 出 で 四 園 に 渡 ゅ 5、 双 西海 に 航 し 薩州 に 入る と と を 得 

だ 5。 二 十 二 年 に は 齋藤 松太郎 と 云 ふ 人 を 語ら ひ 、 山 陰 道 に 進み 、 

京都 に 所 り て 名 所 人 蒼 踏 に 採集 し 、 甲 じ て 加 賀 の 碧 山 、 越 中 の 立山 に 

敬 め 、 烏 遊 に 向 ひ し が 隆 守 の 信 め に 竜 ら ず し て 時 る o 此 間 に 岩手 山 、 

Bw Sie sees HRKRPROMKETFACRKCHZr Be 

yo 

採集 の 方 法 。 RZWBIKTFHIENTE ZN MAREE 

携 へ ず し て . 深 返 、 仙 華 紙 等 を 厚紙 板の間 に 挿 み て 携行 し 、 日 に 一 回 

を 取 換 へ 、 宿 合 に 着け ば 糸 に て 縛 5、 類 邊 に 立て ヽ 乾 燥 せしめ だ な 

bo 初め は 一 種 三 十 個 の 標本 を 探 ?、 珍 らし きも の に 至り 5 て は 四 十 

個 を 探る る の あ 9。 二 二 年 後に は 一 種 十 個 の 標本 を 和 製 す 、 花 叉 は 和 満 

な きも る の は 探 ら ず 、 一 度 得 た る も る の は 再び 集め あめ ざる を 常 と す 、 表 に 

後に は 一 種 を 配 見 する に $ 容 易 を ら 6 ざる な り 5%、 植物 の 高き さ 及 所 生 

の 場所 ( 山 と か 準 と か 木 の 上 な ど と) は 一 を 記載 し 上 下 の 葉 、 草 の 根 等 

は 注意 し て 墓 め た 5》。 STTRKRESZHUR~ THR (BUDD 

は 花咲 き 、 資 成る 僅か に 三 二 旦 区 し て 了 了 る 、 努 力 す る 所 あれ と 。 TER 

外 國 後 の 探 集 は 、 希 騰 加 特 立 教 信 の ナド トリ ツ ス 氏 の 盛 す る 所 に し 

て 、 月 拾 五 園 旅費 一 日 二 十 氏 診 物 運賃 一 里 二 銭 を 受け 入 用 の 物品 は 

それ を を 々 現物 に て 支給 せら 5 れ だ た 5》。 

マ 氏 の 生生 。 マ 氏 は 身 の 革 五 尽 四 五 寸 療 形 に し て 、 顔 上 少し 

長く 〈、 僅 か に 状 あ 5%、 多 〈 室 内 に あり 〉 ら て 、 始 総 書 衣 を 手 に し て 研究 せ 

られ 、 植 物 の 日 本 名 な ど を され て 記し 置か れ た 5。 MERKEL 

時 , は 言語 不通 の 含め に 、 返 答 に 苦し むと と あり し が 、 後 に は 邦 語 に 

て 話さ る < 至り 、 閑 あれ ば 種々 の 談話 を 試み られ だ 5》。 葛 集 せら 

SZ. sOkMMOAZZET BRR BB BRBHD AT RAK bi ll 5 

し 時 は 、 ジ ー ポ ボル トド 氏 と 往来 せら れ だ り 5、 マ 氏 箇 て 有 ジ 氏 の 植物 控 集 

の 場所 を 話 ら ざる に 苦し せ と 言 は れ だ る て と あり め 。 

や 氏 の 使用 する 所 は 、 長 之 助 の 外 、 厨 夫 、 園 丁 、 小 使 及 び 馬 丁 各 一 
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ABINKNZHRIM.TKOENIHRTZUKH I IKRDO ER 

HH b> Lad, ZINN FT IEI LI. TER ZD BO ZB A Soe 

ZIERLL RMAC ECR USF LCHAFEL aU TER < 

R<MOER MCMC BORAARCH ISL MEBIFZURBENS, 

LM eit TF SUWRIOCMSEFKE LC HEGH LACH ANE 

SLA nM Om EET CL ED) LY’. ZLRZHEIEHO HF 

Hives De な 0o 
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HSeet 松 村松 年 

GB = BD 

DIE HEMIPTEREN FAUNA VON RIUKIU 

(OKINAWA). 

VON 

DR. S. MATSUMURA. 

(Mit Tafel J). 

ae et 

Die Hemipteren-Fauna von Okinawa wurde bis heute von Niemanden studiert 

und veröffentlicht. Im Jahre 1894 hat Herr Dr. ADOLF FRITZE eine Broschüre 

„Die Fauna der Liukiu Insel Okinawa “ veröffentlicht, darin erwähnte er 30 Hemip- 

teren-Arten, von denen nur die folgenden 13 Arten mit den Namen dargestellt sind. 

1. Cantao ocellatus THUNB.=Cantao dispar AM. et SERV. 

2. Chrysocoris nobilis L. 

Diese Art habe ich von dieser Insel noch nicht erhalten, indem die prachtvolle 

Art Calliphara excellens BURM. dort häufig ist. Wahrscheinlich hätte er irrtüm- 

lich diese Art als C. zodzlis L. determiniert. 

3. Raphigaster smaragdula F.=Nezara viridula L. 

4. Acanthocoris sordidus THUNB. 

5. Strachia ornata L.=Eurydema. 

6. Alydus fuscus F. 

Diese Art kommt weder in Japan noch Okinawa vor, wahrscheinlich hat er die 

haiifigste Art Riptortus clavatus THUNB. als A. fuscus F. determiniert. Der 

letztere ist nicht selten in Formosa. 

7. Homoeocerus plagiatus GERM. 

Diese Art habe ich auch von dieser Insel nicht gesehen, sie ist wahrscheinlich 

H. untpunctatus ST. AL. 

8. Anisoscelis orientalis DALL=Leptoglossus membranaceus F. 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc.、 Vol. I. 1905.] 
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9. Lygaeus cingulatus F.= Dysdercus. 

10. Lygaeus nigriceps DALL.=Oncopeltus. 

I1. Amisops niveus F. 

12. Nodina guttifrons WK.=Myndura fuscata F. 

13. Platypleura Kaempferi F. 

14. Platypleura colorata S TAL.=Graptopsaltria. 

Ausser den obigen gab er darin die folgenden Insekten mit nur den Gattun- 

esnamen an. 

Platinopus, Erga, Piezodorus, Leptocorisa, Macrodema, Pirates, Euagoras, 

Prostemma, Acanthia, Aradus, Hydrometra, Ranatra, Corixa, Ricania und 

Fidicina. 

Im Jahre 1g03 hat Herr Y. IRUMA beschrieb die Cicadinen von Oshima in 

NAWA’S Konchu-sekai (Insect World) Vol. 69-70, mit zwei Tafeln 5. und 7. Die 

Beschreibungen sind ziemlich genau, fehlen sie jedoch die Hauptmerkmale und 

die lateinischen Namen. Durch die Abbildungen kann man jedoch die folgenden 

Arten ermittlen : 

Pl. v, fig. 1. Nephotettix apicalis MOTSCH. 

g. 2. Aconura producta MATS. 

g. 6. Nirvana pallida MELICH. 

fig. 7. Parabolocratus okinawensis MATS. 

fig. 9. Tettigonia alba WK. 

Pl. vi, fg. 11. Zuricania ocellus WK. 

Herr T. KUROIWA hat mir die zahlreichen wertvollen Materialen aus 

Okinawa, welcher seit langer Zeit dort als der Director an der landwirthschaftlichen 

Schule angestellt ist, hierher eingeschickt. Unter 250 Arten habe ich 8 Homo- 

pteren und 29 Heteropteren gefunden, von denen 7 Arten überhaupt für die wis- 

senschaftliche Welt neue sind. 

Herr T. MIYAGI aus Okinawa, welcher als der Student in unserer Akademie 

studiert, hat mir auf seiner Heimatreise nach Okinawa (in letzten Sommerferien) 

auch ziemlich viele Materialen gesammelt. Herr S. UCHIDA, welcher ‚der 

Student in der landwischtschaftlichen ‘Akademie zu Tokio ist, bekam aus Daito- 

jima (eine kleine Insel nahe Yaeyama) eine schöne Cercopide, welche von Herrn 

TAMAOKI gesammelt wurde, reichte mir hierher über. Kleine Homopteren und 

Heteropteren aus dieser Insel sind überhaupt gar nicht bekannt, müsste jedoch dort 

zahlreiche Arten vorkommen. Zweimal verliess ich Sapporo auf die Reise nach Oki- 

nawa, wurde jedesmal unglücklicherweise durch den Mangel der Schiffen des Jap.- 

Russischen Krieges wegen verhindert. So möchte ich diesmal die nur mir wohl 

IE 
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bekannten grösseren Arten veröffentlichen. Hierzu beschreibe ich noch eine neue 

der Cosmopsaltria oshimensis sehr ähnliche C. ogasawarensis aus Ogasawara. 

nn —— 

HOMOPTERA. 

CICADIDE. 

1. Platypleura Kaempferi F. 

Tettigonia Kaempferi F, Ent. Syst. VI. p. 23, n. 25, 1794. 

Cicada Kaempfert WK., List. Hom. I. p. 117, n. 34, 1850.. 

Platypleura fuscangulis BUTL., Cist. Ent. I. p. 189, n. 29, 1874. 

Platypleura Kaempferi BUTL., Cist. Ent. I. p. 189, n. 27, 1874; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 20, Tab. I., fig. 14, a, b; 

MATS., Summary Jap. Cicad. p. 2, Tab. I., fig. a, b, 898. 

Platypleura hyalino-limbata SIGN., Bull. Soc. Ent. Fr. (6) t. I, p. XLII, iSSr ; 

ATKINSON, Journ. Asiac. Soc. Beng. Vol. IV, p. 150, 1886. 

Platypleura repanda UBL. (Nec. F.), Proc. Nat. Mus. U. S. p. 276, 1896. 

Fundort: Okinawa, Miyako. 

Sonstige Fundorten : Hok., Honshu, Shikoku, Kiushu, Formosa, China. 

2. Graptopsaltria colorata STÄL. 

Graptopsaltria colorata STAL, Berlin. Ent. Zeit. X. p. 169, 1866 ; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 25, Tab. IL, fig. 8, a, b, 1891; 

MATS,, Sum Jap. Cicad. p.-4, hie. 2. a; b, 1898. 

3. Cryptotympana pustulata F. 

Tettigonia pustulata ¥., Mant. Ins. II, p. 266, 1787. 

Tettigonia atrata F., Mant. Ins. II, p- 267, 1786. 

Cicada nigra OLIV., Enc. Meth. V. p. 750, 1790. 

Fidicina bubo WK., List. Hom. p. 28, 1850. 

Cryptotympana pustulata DIST., Monog. p. 87, Tab. XI, fig. 10, a, b, 1892; 

MATS; Sum.) Gicads py 12, Tab. NIS 11..3%0b,. 1808, 

Fundort: Okinawa, Miyako. 

Sonstige Fundorten: Honshu, Kiushu, Formosa, China, Philippinen, Malay. 

4. Cryptotympana facialis WK. 

Cicada facialis WK., List. Hom. Suppl. p. 30, 1858. 

Cryptotympana facialis STÄL,, Oefv. vet. Akad. Förh. p. 483, 1862; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 90, 1892, Tab. XI, fig. 11, a, b; 

MATS., Sum. Jap. Cicad.p. 11, fig. 10, a, b, 1898. 

Fundort: Kiushu, Riukiu (Okinawa), China, Siam. 
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5. Cosmopsaltria oshimensis n. sp. 

Fundort: Oshima und Kikaigashima, gesammelt von Herrn A. OWSTON. 

6. Leptopsaltria tuberosa SIGN. 

Cicada tuberosa SIGN., Ann. Soc. Ent. Fr. p. 229, 1847. 

Dundubia tuberosa WK. List. Hom. I. p. 78, 1850. 

Leptopsaltria tuberosa STÄL, Berl. Ent, Zeit. p- 70, 1866 ; 

DIST., Monog. Orient. Cicad. p. 34, Tab. VII, fig. 7, a, b, 1892 ; 

MATS., ‘Sum. Jap. Cicad. p. 8 fig. 7, a, b, 1808, 

Fundort: Daitojima, gesammelt von Herrn TAMAOKI; Sonstige Fund- 

orten sind Kiushu, Honshu, Sikkim, Khasia Hills, Java. 

CERCOPIDE. 
Subfam. CERCOPIN A. 

7. Cosmoscarta Uchide n. sp. 

Fundort: Daitojima, gesammelt von Herrn T. TAMAOKI. 

FULGORIDE. 

Subfam. RICANIINZ. 

8. Ricania binotata WK. - 

Ricania binotata WK., Journ. Linn. Soc, Zool. X, p. 149, 1870: 

MELICH., Monog. d. Ricanid. p. 230, 1898. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA ; sonstige Fund- 

orten sind Neu-Guinea, Borneo, Aru-Insel. 

9. Euricania ocellus WK. 

Ricania ocellus WK., List. Hom. I, P. 429, 1851 ; 

STATE Oefv. Vet. Akad. Forh., p. 491, 1862. 

Euricania ocellus MELICH. Monog. Ricanid. p. 260, Taf. IX, fig. 24, 1898. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstige Fund- 

orten sind Ostindien, Sikkim, Lakhon, Assam, China. 

10. Mindura fuscata F. 

Cicada fuscata F., Ent. Syst. IV, p. 28, 1794. 

Flata fuscata F., Ent. Syst. Suppl. p. 518, 1798 ; Syst, Rhyn., p. 47, 1803. 

Pochazia obscura STAL, Oefv. Vet. Akad. Förh., p. 160, 1865 ; Hem. Fabr. II, p. 104, 1869. 
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Nogodina guttifrons WK., Journ. Linn. Soc. Zool. p. 164, 1870; 

FRITZE, Die Fauna der Okinawa, p. 70, 1894; MELICH., Monog. Ricanid. p. 336, 1898. 

Mindura fuscata MELICH., Monog. Ricanid. p. 301, Tab. XIV, fig. 13a, 1898. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA ; sonstige Fund- 

orten sind Java, Tranquebar, Morty, Neu-Guinea, Ceram, Sula. 

Subfam. DICTYOPHORIN &. 

11. Dictyophora okinawensis n. sp. 

Furdort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

12. Anagnia splendens GERM. 

Flata splendens GERM., Thon. Arch. H, p. 2, 48, 1830. 

Dictyophora indiana WK., List Hom. II, p. 310, 1851. 

Orthopagus lunulifer UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 279, 1896; 

MATS. Ent. Nach. 26, p. 207, 1900. 

Fundort: Oshima. gesammelt von Herrn Y. IKUMA. Diese kommt auch 

häufig in Tokyo vor. 

Sonstige Fundorten: Malay, Indien. 

Subfam. FLATINE. 

13. Geisha distinctissima WK. 

Poeciloptera distincissima WK., List Hom. B. M. Suppl. p. 114, 1858. 

Fundort: Okinawa und Oshima, gesammelt von Herren T. MIYAGI und 

Y. IKUMA. 

Subfam. CIXIINZE. 

14. Bidis vittata n.sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA ; sonstiger Fund- 

ort ist Ogasawara, gesammelt von Autor selbst auf einem Farn 

kraut. 

Subfam. ISSINA. 

15. Hemisphaerius flavimacula WK. 

Zemisphaerius flavimacula WK., List. Hom. II, p. 378, 1851; 

UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 282, 1896. 

Hemisphaerius variabilis BUTL., Ann. Mag, N. H. XVI, p. 98 1875; 

MATS., Ent. Nach. 26, p. 210, 1900. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA; sonstige Eund- 

orten sind Honshu, Kiushu, China, Malay, Indien. 

ln, 
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JASSIDE. 

Subfam. JASSIN AS, 

16. Tartessus malayus STAL. (PI. I, fie. to 

Tartessus malayus STAL, Freg. Eugenies, p. 290, 1859; Vet. Akad., p. 156, 1865 ; 

SIGN., Ann. Soc. Ent. Fr. p. 357, Pl. 9, fig. 82, 1880. 

Tartessus ferrugineus STAL, Vet. Akad. p. 738, 1870; 

SPANG., Vet, Akad. p. 7, 1878. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch sehr häufig in Hachijo-jima vor und ziemlich schädlich für 

Obstpflanzen wie Feige, Orangen u. s. w. 

Sonstige Fundorten: Philippinen, China, Malay, Indien. 

17. Rephotettix apicalis MOTSCH. 

Pediopsis apicalis MOVSCH., Etud. Ent. p. rro, 1859. 

Pediopsis nigromaculatus MOTSCH., Etud. Ent. p, Iıı, 1859. 

Thamnotettix nigropicta STAL, Oefv. Vet. Akad. XXVI, p. 740, 1870. 

Fundort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. 

Sonstige Fundorten: Formosa, China, Malay, Philippinen, Indien, Java, 

Borneo, Africa. 

Var. cincticeps UHL, 

Selenocephalus cincticeps UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. p. 292, 1896. 

Fundort: Oshima. 

Sonstige Fundorten: Honshu, Shikoku, Kiushu, China. 

18. Eutettix discigutta WK. 

Acocephalus discigutta WK., Journ. Linn. Soc. I, p. 172, 1857. 

Thamnotettix sellata UHL., Proc. Nat. Mus. U. S. XIX, p. 294,- 1896. 

Eutettix sellatus MATS., Term. Füzet. XXV, p. 381, 1902; 

MELICH., Hom. Ceyl. p. 189, '1903. 

Fundort: Oshima. 

Sonstige Fundorten: Honshu, Kiushu, China, Malay, Philippinen, Indien, 

Australien. 

19. Aconura producta MATS. 

Aconura producta MATS., Term. Füzet. XXV, p. 385, 1902, 

Fundort: Oshima. 

Sonstige Fundorten: Honshu, Kiushu, Ogasawara, China. 

u 
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Subfam. TETTIGONIIN ZA. 

£0. Tettigonia alba WK. 

Tettigonia alba WK., List Hom. IH, p. 766, 1851 ; SIGN. Ann. Soc. Ent. Fr. p. 663, Pl. 21, fig. 3, 1863. 

Fundort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. 

Sonstige Fundorten: China, Malay, Indien. 

Subfam. ACOCEPHALINZ. 

21. Parabolocratus okinawensis n. sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

häufig auch in Kiushu und Honshu vor. 

22. Nirvana pallida MELICH. 

Nirvana pallida MELICH., Hom. Fauna v. Ceylon, p. 168, 1904. 

Fundort: Oshima, gesammelt von Herrn Y. IKUMA. Diese kommt auch 

häufig in Kagoshima vor. 

HETEROPTERA. 

PENTATOMIDE. 

Subfam. SCUTELLINE. 

23. Cantao ocellatus THUNB. 

Cimex ocellatus. THUNB., Nov. Ins. Spec. IH, p. 60, fig. 72, 1784; GMELIN, ed. Syst. Nat. I (4), p. 2133, 1788. 

Cimex dispar F., Ent. Syst. IV, p. 81, 1794; DONOVAN, Ins. China, Hem. taf. 13, fig. 1, 1798. 

Tetyra dispar F., Syst. Rhyng. p. 129, 1803; SCHIÖDTE, Kroyer’s Nat. Tidsskr., IV, p. 281, 1842. 

Callidea dispar BURM., Handb. II, p. 394, 1835: Herr. SCHAFF., Wanz. Ins. III, p. 99, taf. 324, 1835. 

Calliphora dispar GERM., Zeit. I, p. 123, 1839. 

Callidea ocellata WEST., Donoy. 1. c. p. 47 t. 20, fig, 1842. 

Scutellera dispar BLANCHARD, Hist. Nat. Ins. III, p. 158, Hem. taf. 8, fig. 2, 1840. 

Cantao dispar AM. et SERV., Hist. Ins. Hem. p. 29, 1843; FRITZE, Die Fauna d. Okinawa, p. 69, 1894. 

Cantao rufipes DALLAS, List Hem. I, p. 17, 1851: WK., Cat. Het. I, p. 14, 1867. 

Cantao ocellatus DALL., 1. c. p. 17, 1851; VOLLEN.、 Faune Ent. FArch. Indo-Neerl., I, p. Io, 1863; 

WK,, 1. c. p. 14, 1867; STÄL, Hem. Fabr.. I, p. 9, 1868 ———Oefv. Vet Akad. p. 616, 1870; 

Enum. Hem. II, p. 10, 1873; DIST., Ann. Mag. N. H. II, p. 44, 1879; ATKINSON, 

Notes on Ind. Rhyn. No. 2, p. 149, 1887. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und A. FRITZE. 

Sonstige Fundorten : China, Philippinen Formosa, Malay, Indien, Java, 

Sumatra. 

Futterpflanzen: Dischofha javanıca BL. 
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24. Calliphara (Chrysophara) excellens BURM. 

Tetyra excellens BURM., Nov. Act. Ac. Leop. Vol. 16, Suppl. I, p. 287, Pl. 41, fig. 2, 1834. 

Callidea excellens AM. et SERV., Hist. Hém., p. 32 1843. 

Callidea nobilis GERM., Zeit. Ent., Vol. I, p. 117, 1839. 

Tectocoris obscura WEST., in Hope Cat. Hem., p. II, 1837. 

Callidea obscura ATKINS., Journ. As. Soc. Beng., Vol. 56, p. 165, 1887. 

Callidea praslinia DALL., List. Hem., Vol. I, p. 24, 1851. 

Callidea speciosa WHITE, Zool. Misc., p. 80, 1842. 

Calliphara excellens DIST., Fauna Brit. Ind. Rhynch., Vol. I, p. 53, 1902. 

Fundort: Okinawa und Daitojima, gesammelt von Herren T. KUROIWA 

und TAMAOKTI. 

Sonstige Fundorten: China (Hongkong), Philippinen, Nepal, Celebes. 

25. Brachyaulax myakonus n.sp. 

Fundort: Myakojima in Okinawa Archipel, gesammelt von Herrn T. 

KUROIWA. 

. Subfam. PENTATOMIN Zs. 

26. Aenaria Lewisi SCOTT. 

Aenaria Lewisi SCOTT, Ann. Mag, Nat. Hist. (4) 14, p. 296, 1874. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von T. KUROIWA. Diese kommt auch in 

Honshu und Kiushu vor, sehr schädlich für die Reispflanzen. 

27. Massocephalus maculatus DALL. : 

Massocephalus maculatus DAL]. List Hem. I. p. 231, Pl. 9, fig. 1, 1851; STAL, Enum.,°s, p. 7,1876. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch in Kumamoto (Gokanosho) und Philippinen Insel vor. 

28. Eysarcoris ventralis WEST. 

Pentatoma ventralis WEST., in Hope Cat. Hem, J, p. 36, 1837; STÄL Enum. Hem. p. 126, 1876. 

Pentatoma pallicornis WEST., 1.ı. p. 8, 1837. 

Eysarcoris distacta DALL., List Hem., I, p. 226, 1851. 

Stollia rectipes ELLEN., Nat. Tidsskr. Ned. Ind. 24, p. 150, fig. 19, 1862. 

Stollia distacta STAL, Enum. Hem. 5, p. 82, 1875. 

Eysarcoris (2?) ventralis ATKINS., Journ, Asit. Soc. Beng. Vol. LVH, Pl. III, p. 41, 1888. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese Art ist 

ziemlich häufig auch in Honshu und Kiushu. 

Sonstige Fundorten: Bengal, China, Java, Sumatra, Philippinen. 

っ 
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29. Carbula obtusangula REUT. 

Carbula oblusangula REUTER., Ent. Mon. Mag. XVII, p. 233, 1881. 

rır 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUKOIWA. Diese kommt 

auch in China vor. 

30. Eurydema ornatum L. 

Cimex ornatus L., Syst. Nat. 10 ed. p. 446, 1758. 

Stracha herbacea HAHN, Wanz. UI, p. 13, fig. 239, 1835. 

Strachia ornata FRITZE, Fanna d. Okinawa p. 69, 1894. 

Fundort: Okinawa gesammelt von Herrn T. KUROIWA (häufig). 

Sonstiger Fundort: Europa. 

31. Nezara viridula L. 

Cimex viridulus L., Syst. Nat. p. 444, 1758. 

Cimex smaragdulus F., Syst. Ent. p. 744, 1775. 

Cimex spirans. F., Ent. Syst. Suppl. p. 533, 1798. 

Cimex viridissimus WWOLFF, Icon. p. 55, Pl. VI, fig. 52, 1801. 

Cimex variabiis DE VILLERS, Ent. Suct., p. 505, 1789. 

Cimex transversus THUNB., Diss. Cut. Nov. Ins. II, p. 40, 1783. 

Pentatoma unicolor WEST., in Hope Cat. ı, p. 38, 1837. 

Pentatoma subsericea WEST. 1. c. p. 38. 

Pentatoma Let WEST., 1. c. p. 38. 

Pentatoma tripunctigera WEST., 1. c. p. 38. 

Pentatoma proxima WEST., 1. c. p. 38. 

Pentatoma chinensis WFST., |. c. p. 38. 

Pentatoma chloris WEST., 1. c. p. 38. 

Pentatoma chlorocephala WEST.,]. c. p. 38. 

Pentatoma propingua WEST., 1. c. p. 39. 

Pentatoma berylina WEST., 1. c. p. 39. 

Pentatoma plicaticollis LUCAS, Expl. Alg. Ins. p. 87, Hem. Pl. 3. fig. 9, 1849. 

Cimex hemichloris GERM., in Silberm. rev. 5, p. 166, 1837. 

Rhaphigaster prasinus DALL., List. Hem. p. 274, 1851. 

Rhaphigaster orbus STAL, Oefv, Vet. Akad. Forh., p. 221, 1853. 

Nezara approximata REICHE et FAIRM., Voy. Abyss. Ins. p. 443, 1847. 

Nezara viridis SCOTT, Ann. Mag. N. H. (4) Vol. 14, p. 290, 1874. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch in Honshu, Kiushu, Shikoku und Ogasawara vor, sehr 

schadlich fiir Setaria italica (Awa). 

Sonstige Fundorten: China, Philippinen, Malay, Indien, Africa, Europa. 

x 
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32. Plautia Stali SCOTT. 

Plautia Stali SCOTT, Ann. Mag. Nat. H.:(4) 14, p. 299, 1874. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. Miyagi. Diese kommt auch 

nicht selten in Honshu und Kiushu vor. 

Subfam. ASOPIN A. 

33. Zierona cerulea L. 

Cimex cerulus L., Syst. Nat. IO ed. p. 445, 1758. 

Pentatoma concinna WEST., in Hope Cat. I, p. 39, 1837. 

Pentatoma violacea WEST., in Hope Cat. p. 39, 1838. 

Zicrona illustris AMYOT et SERV., Hem. p. 87, 1843. 

Zicrona cuprea DALL., List. Hem. p. 108, 1851. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch in Honshu und Kiushu vor, 

Sonstige Fnndorten : China, Indien, Malay, Philippinen, Africa, Europa und 

N. America. 

Subfam. PHYLLOCEPHALINZ. 

34. Gonopsis affinis UHL. 

Gonopsis afinis UHL., Proc. Acad, Philad. p. 224, 1860. 

Macrina vacillans WK., Cat. Het, III, p. 497, 1868. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

Diese kommt auch in Honshu und Shikoku vor. 

Fam. COREIDE. 

9 Subfam. HOMOEOCERINZ. 

35. Homoeocerus unipunctatus THUNB. 

Cimex unipunctatus THUNB., Nat. Ins. It, p. 38, Pl. 2, f. 52, 1783. 

Thiponius unipunctatus STÄL, BenlisElnt: Zeit. To) 72160; 1866: 

Homoeocerus unipunctatus STÄL, Enum. Hem. III, p. 60, 1873. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch in Kiushu vor. 

Sonstiger Fundort : China. 

Subfam. ANISOSCELINZ. 

36. Leptoglossus membranaceus F. 

Cimex membranaceus F., Spec. II, p. 351, 1781. 
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Cimex momordice FORSTER, Descrip. An. p. 16, 1844. 

7 Amsescelis orientalis DALL., List Hem.-p. 454, 1852; FRITZE, Fauna d. Okinawa, p. 69, 1894. 

Anisoscelis flavopunctatus SIGN., in Maillard Not. sur Wile de la Réunion. Ins. p. 27, Pl. 21, fig. 4. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten : China, Malay, Philippinen, Indien, Africa. 

Subfam. PHYSOMERINZ. 

37. Acanthocoris sordidus THUNB. 

Cimex serdidus THUNB,, Nov. Ins. Sp. 11, p. 44, 1783. 

Acanthocoris scaber (fro parte) STÄL, Berl. Ent. Zeit. X, p. 158, 1866. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

In Honshu und Kiushu kommt diese Art sehr häufig vor und 

ziemlich schädlich für unseren Solanaceen. 

Sonstiger Fundort : China. 

Subfam. GONOCERINZ. 

38. Cletus trigonus THUNB. 

Cimex trigonus THUNB., Nov. Ins. Sp. 11, p. 37. 1783. 

Cimex pugnator F., Mant. 2, p. 287, 1787. 

Cletus bistillatus DOHRN, Stett. Ent. Zeit. 21, p. 403, 1860. 

Cletus trigenus STAL, Enum. Hem. p- 78, 1873- 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

Sonstige Fundorten: Philippinen, China, Malay, Ceylon, Bengal. 

Futterpflanzen: Reispflanzen, ziemlich schädlich. 

39. Cletus infuscatus n.sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Subfam. LEPTOCORISINE. 

40. Leptocorisa varicornis F. 

Gerris varicornis F., Syst. Rhyn. p. 260, 1803. 

Leptocorisa apicalis WEST, in Hope Cat. Hem. 11, p. 18, 1837. 

Gerris flavida GUERIN, Voy. Cog. Ins. p. 178, Pl. 12, fig. 12, 1830. 

Leptocorisa chinensis DALL., 11, p. 483, 1852. 

Fundort: Okinawa, gesammelt vor Herren T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

Diese kommt auch in Honshu und Kiushu vor, ziemlich schadlich 

fiir die Reispflanzen. 

Sonstige Fundorten: China, Philippinen, Formosa, Malacca, Ceylon, Foua. 
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Subfam. ALYDINA. 

41. Riptortus clavatus THUNB. 

Cimex clavatus THUNB., Nov. Ins. sp. II, p. 34, Pl. 2, fig. 4, 1783. 

Camptopus annulatus UHL. Proc. Acad. Philad. p. 225, 1860. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herren T. KUROIWA und T. MIYAGI. 

Diese kommt auch in Japan häufig vor und ziemlich schädlich 

für Leguminaceen. 

Sonstige Fundorten: China, Java, Australien. 

Fam. LYGAEIDA. 

Subfam. LYGAEINZ. 

42. Oncopeltus nigriceps DALL. 

Lygacus nigriceps DALL., List Hem, p. 537, 1852. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. 

Sonstiger Fundort : Indien. 

43. Lygaeus hospes F. 

Lygaeus hospes F., Ent. Syst. IV, p. 150, 1794. 

Lygaeus afinis WOLFF, Icon. 111, p. 110, fig. 104, 1802. 

Lygaeus lanio H. SCHAFF., Wanz. Ins., VII, p. 21, fig. 705, 1844. 

Lygaeus squalidus MONT, et SIGN., Ann. Soc. Ent. Fr. p. 66, 1861. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten: China, Phillippinen, Malay, Indien, Neu-Caledonien. 
\ 

Subfam. APHANINE. 

44. Ahanus fallaciosus n.sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Fam. PYRRHOCORIDE. 

Subfam. LARGIN A, 

45. Physopelta albofasciata DE GEER. 

Cimex albofasciata DE GEER, Mem., 111, p. 335, Pl. XXXIV, fig. 1, 1773. 

Cimex erythromelas GMELIN, Syst, Nat. 1, p. 2171, 1788. 

Physopelta affinis AMYOT et SERV., Hem. p. 272, 1843. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten : Formosa, China, Malay, Indien, Java. 
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46. Physopelta Schlanbuschi F. 

Cimex Schlanbuschi F., Mant. Ins. II, p. 299, 1787. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Sonstige Fundorten : Formosa, China, Indien, Malay. 

Subfam. PYRRHOCORINE. 

47. Dysdercus cingulatus F. 

Cimex cinguwlarus F., Syst. Ent. p. 719, 1775. 

Cimex superstitiosus THUNB., Nov. Ins. sp. III, p. 55, fig. 66, 1784. 

Cimex Koenigi F., Syst. Ent. p. 720, 1775. 

Astemma Koeningii BLANCH., Hist de Ins. p. 128, 1, Pl. IV, fig. 8. 1840. 

Pyrrhocoris poecilus H. SCHÄFF., Wanx. Ins. VII, p. 17, fig. 699, 1844. 

Pyrrhocoris solenis H. SCHÄFF, 1. c. p. 18, fig. 700, 1844. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. In Honshu und 

Kiushu kommt er auch vor. 

Sonstige Fundorten: China, Philippinen, Malay, Borneo, Java, Sumatra, 

Indien, Neu-Guinea. 

Fam. HYDROMETRIDE. 

Subfam. GERRINF. 

48. Gerris paludum F. 

Gerris paludum F., Ent. Syst. IV, p. 188, 1794. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. Diese kommt 

auch häufig in Honshu, Shikoku und Kiushu vor. 

Sonstiger Fundort: Europa. 

49. Halobates sericeus ESCH. 

Halobates sericeus ESCH., Entomograph, I, p. 108, t. 11, fig. 4, 1822. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. 

Diese Kommt auch häufig in Honshu und Kiushu vor. 

Sontige Fundorten : China, Philippinen, Malay, Australien, Indien, Africa. 

Fam. REDUVIIDE. 

Subfam. ECTRICHODINE. 

50. Ectrychotes Andree THUNB. 

Cimex Andreae THUNB., Nov, Ins. sp. III, p. 56, 1784. 
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Loricerus axillarıs COSTA, Ann, II, p. 79, 1864. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

51. Echtrichotes okinawensis n.sp. 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Subfam. HARPACTORIN 2. 

52. Endochus marginalis n sp. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Fam. CIMICIDE. 

53. Cimex lecturalius L. 

C2Zz。 lecturalius 1, Syst. Nat. Ioed. p. 441, 1758. 

Fuudort: Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. Diese cosmopoli- 

tanische Art schleppte auch in Hokkaidö ein. 

Fam. NOTONECTIDE. 

54. Notonecta bivittata MATS. 

Notonecta bivittata MATS., Journ, Sapporo Agri’l College Vol. II, pt. 2, p. 59, Taf. 1, fig. 9, 1905. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. MIYAGI. 

55. Anisops niveus F. 

Notonecta niveus F., Ent. Syst. IV, p. 58, 1794. 

Fundort ; Okinawa, gesammelt von Herrn A. FRITZE. Diese kommt auch 

in Ogasawara (Bonin Insel) vor, 

Sonstige Fundorten: China, Malay, Indien. 

Fam. NEPIDE. 

56. Nepa brachyura HORV. 

Nepa brachyura HORV., Term, Füz. III, p. 10, 1879. 

Fundort: Okinawa, gesammelt häufig von Herrn A. FRITZE. Diese 

kommt auch in Honshu und Kiushu vor. 
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Die Beschreibung der neuen Arten. 

Cosmopsaltria ogasawarensis n. sp. (Pl. 1, fig. 1.) 

 Korper grün und schwarz. Scheitel so lang als zwischen den Augen breit, 

ein schwarzer Fleck am Hinterrande nahe den Augen, an dessen innerer Seite je 

mit einem eingestochenen schwärzlichen Punktchen. Ein breiter schwarzer Quer- 

band kreuzt die Ozellenregion. Frons schwarz, an der Basis heller. Stirn mit 

tiefen seitlichen Querfurchen, in der Mitte schwarz, im oberen Theile einen hellen 

Längsstrich einschliessend ; die seitlichen Querfurchen oben und unten schwarz, in 

der Mitte aber grünlich. Antennen schwarz, 2-4 Glieder an der Basis heller. 

Pronotum in der Mitte mit einem schwarzen Längsstrich, welcher in der Mitte 

einen helleren spiessförmigen Längsstrich einschliesst, an den Seiten mit drei langen 

und zwei dreieckigen Flecken, von denen die letzteren am Hinterecken auf sitzt 

sind. Scutellum schwarz, die zwei nach hinten divergierende kurze Mittellinien 

grünlichgelb, an den Seiten mit zwei grossen Längsflecken und vor der kreuzför- 

migen Vorragung mit zwei kleinen, die letzteren oft mit den seitlichen Flecken 

verschmoltzen sind ; der hintere Theil grünlich. Elytren glasshell, Nerven gelblich- 

braun, gegen die Spitze hin dunkler, der Costalnerv grünlich. Der erste und 

der zweite Quernerv des Coriums schwärzlich geraucht. Hinterflügel an der 

Basis bläulichgrün, in der Mitte des Costalrandes gelblich, Nerven an der Basıs 

grünlich, gegen die Spitze hin schwärzlich. Beine grünlichgelb, Vorder-und 

Mittel-tibien, die änssersten hellen Spitzen ansgenommen, sowie auch die Tarsen 

dunkel, Hintertarsen gelblich. Operculum ziemlich lang, erreicht etwa die 

Mitte des vierten Segmentes, grünlichgelb, am Innenrande schwärzlich, selten 

an der Spitze bräunlich gesäumt; an der Spitze schmal abgerundet, in der 

Mitte auswärts nahe der Basis stark eingeengt. Abdomen schwarz, weisslich 

behaart und pülvert. Jedes Rückensegment am Hinterrande grünlich, 1-4 

Segmenten am Rücken und an den Seiten gelblich gefleckt. 

2. Die Zeichnung etwas heller als beim &, der Plan jedoch derselbe, nur 

die Zeichungen auf dem Abdominalrücken verschwunden. 

4. Bauch an der Spitze schwärzlich, Genitalplatten bräunlichgelb, gegen 

die Spitze hin etwas verengt, gelblich behaart. 

2. Bauch gelblich, in der Mitte der Länge nach schwarz (mindestens an 

der Genitalplatten schwarz), auf dem letzten Bauchsegment an den Seiten je mit 

einem schwarzen Punktchen. Legescheide sehr lang, etwa 4.5mm von der Spitze 

der Scheidenpolster hervorragend, an der Spitze schwarz, gelblich lang behaart. 

Scheidenpolster gelblich, an den inneren Rändern und an der Spitze schwärzlich. 
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Länge: & 32mm., 2 30mm.; bis zur Spitze der Elytren & 45mm., 2 

42mm; Breite des Pronotums &2 10-12mm. 

Fundort: Ogasawara, gesammelt vom Autor selbst ; zahlreiche Exemplare 

in meiner Sammlung. 

Der Form nach der nordchinesischen Art C. mongolica Dist. etwas ähnlich, 

diese Art weicht jedoch in der Form des Operculums und in der Färbung des 

Körpers ab. 

Cosmopsaltria oshimensis n. sp. 

Der Form und dem Plan nach der vorhergehenden Art sehr ähnlich, 

diese weicht aber wie folgends ab: ( 

&. Viel grösser, nämlich Körper-länge 37mm., und bis zur Spitze der 

~Elytren 50mm. 

Auf dem Vorderfliigel, der erste, der zweite und der dritte Quernerv sch- 

wärzlich gefleckt und die alle Apicalnerven an den Spitzen mit schwarzen 

Fleckchen versehen. 

Operculum länger, gegen die Spitze hin wird es viel schmäler und am 

Rande schwärzlich gesäumt. Abdominalrücken ohne helleren Flecken ; Geni- 

talplatten ganz schwarz, an der Spitze kurz kegelförmig zugespitzt, mit schwar- 

zen Härchen versehen. 

2. Kaum verscheidbar von C. ogasawarensis, die Spitze der letzten Tibien 

jedoch immer schwarz. 

Fundort : Ein Männchen gesammelt von Herrn A. OWSTON in Oshima 

und ein Weibchen in Kikaigashima, die beiden Inseln gehören dem Okinawa 

Archipel. 

Cosmoscarta Uchide n. sp. (Pl. I, fig. 4.) 

〒・ Kopf, Pronotum und Abdomen schwarz. Rostrum, Beine, Meso- und 

Meta-sternum, Scutellum, Genitalsegment sowie auch das Basalsegment des 

Abdomens koralroth. Scheitel vorne stark. gewölbt, bräunlich kurz behaart. 

Pronotum sehr gross, rautenförmig, sehr fein punkturiert und bräunlich behaart ; 

am hintern Rande abgerundet. Scutellum kurz, fein aber deutlich punkturiert. 

Elytren schwarz, die Basalhälfte des Clavus, die Naht, die Basis des Coriums, 

ein grosser C-förmiger Makel in der Mitte des Coriums koralroth. Der letzterere 

Makel mit der rothen Wurzel des Coriums und des Clavus durch einen rothen 

Strich verbindet wird, bildet eine grosse S-förimige Zeichnung. Die Nerven des 

Apicalfeldes netzartig anatomosiert. Flügel subhyahin, etwas gebräunt, die 
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Basis koralroth. Genitalsegment und Beine ganz roth, nur an der Spitze der 

Tarsen schwärzlich. Mesosternum mit zwei kegelförmigen sbraunlichen Vor- 

ragungen. 

Länge: 2 7.5mm.; Exp. 35mm. 

Fundort : Daito-jima, gesammelt von Herrn S. Uchida. 

Die Gattung Cosmoscarta gehört eigentlich den malayischen Gebieten und 

zwar in Japan wurden bis heute von Niemanden gefunden. Mein Freund Herrn S. 

Uchida hat das schöne Thierchen von der Insel Daito im Okinawa Archipel 

durch die Einsendung von Herrn TAMAOKI erhalten. Es hat keine Aehnlich- 

keit mit andern Cosmocarta-Arten. 

Nur ein Exemplar in meiner Sammlung. 

Dictyophora okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 7.) 

Schmutziggelb. Kopf viel länger als das Pronotum und das Scutellum zusam- 

men. Scheitel etwas dunkler, schmal und lang, bis zur Spitze fast von gleicher 

Breite; in der Mitte läuft eine schmale weissliche Längs-linie ; unten gelb, mit 

zwei mennigrothen Längslinien, und an der Spitze schwärzlich gefleckt. Rostrum 

an der Spitze dunkel, die Kielen gelblich. Pronotum in der Mitte roth, der Kiel 

gelb. Scutellum in der Mitte der Länge nach heller, mit zwei braunliche — 

Längslinien, an der Spitze gelb. Elytren lang und Schmal, die Basalgeader 

gelblich, die Pterostigma und Netznerven bräunlich, die erstere dreieckig und 

gross ist. Beine gelblich, die Coxen vorwiegend schwärzlich, die Schenkel 

schwarz gestreift, die Spitzen der Tibien und Tarsen schwarzlich. Abdominal- 

rücken bräunlich gefleckt, der Bauch der Länge nach breit schwarz. 

Länge: &gmm.; 2 12mm.; bis zur Spitze der Elytren & 12mm., 2 15mm. 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach kein andere Dictyophoriden ähnlich, es ist deutlich sch- 

mäler als die bekannten asiatischen Arten. Unsere gemeine Art D. sinica WK. 

unterscheidet sich gleich von seinem Zutritt der grünlicher Längslinien auf dem 

Scutellum. 

Bidis vittata n. sp. (Pl. I, fig. 5.) 

Schmutziggelb, etwas grün beschattet. Scheitel zweimal so lang als zwis- 

chen den Augen breit ; am Vordertheile jederseits mit einem schwarzen Längs- 

flecke.. Frons schmal, mit dem Clypeus zusammen spindelförmig, spärlich gelb 

behaart, in zwei Reihe der Länge nach mit helleren rundlichen Fleckchen vers- 

chen, von denen die oberen Fleckchen viel deutlicher sind. Antennen sehr 
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Jang, das Glied 2 im oberen Theile dunkel, die äusserste Spitze heller, viel 

länger als das Glied ı, die Endborst so lang wie die beiden Glieder zusammen. 

Der Mittelkiel des Pronotums dunkel, am Hinterrande jederseits bräunlich 

gefleckt. Die fünf Kiele auf dem Scutellum dunkelbräunlich. Elytren glasshell, 

die Nerven vorwiegend dunkelbraun, theilweise gelblich, gekörnt und spärlich 

gelb behaart; im Apicalfelde mit einem breiten langen, bräunlichen Flecke, 

welcher auf den Quernerven unterbrochen und daselbst gelblich ist, die alle 

Apicalzellen an der Spitze bräunlich gefleckt. Beine gelblich, die Tibien vor 

der Spitze und die Tarsen bräunlich. Abdomen grünlichgelb, beim 2 röthlich 

gefleckt. 

Lange: '& 5.5mm. 7mm. ;- 2. 7.5mm: ;. bis zur Spitze der Elytren Som, 

2 iomm. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von: Herrn T. KUROIWA. Dieselbe Art 

habe ich auch in Ogasawara (Bonin Insel) auf einer Pteridis-Art gefangen. 

Der Eorm nach der indo-malayischen Art Didis notivena WK., Journ. Linn. 

Sec. ‘Zool, vol. J, pl. IV, fig: +2, 2a,’ 2b, (1856) sehr ähnlich, durch den dente 

lichen bräunlichen Lingsfleck und die Apicalflecken der Apicalzellen jedoch 

ganz verschieden. 

Parabolocratus okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 3.) 

2 Blassgrün. Scheitel vorn parabolisch abgerundet, so lang wie zwischen den 

Augen breit, am Hinterrande in der Mitte mit einer kurzen Längsfurche. Stirn in 

der Mitte sehr flach gewölbt, am Vorderande mit einer von einer Auge bis zur 

andern Ange ziehenden undeutlichen dunkelgrünen Bogenlinie. Pronotum quer- 

runzelig, in der Mitte spärlich punktiert. Scutellum so lang wie das Pronotum, 

glatt. Elytren kurz, subhyalin, fein querrunzelig und weisslich grün, mit gleich- 

färbigen Nerven. Beine weisslich, die Hinterschenkel grünlich beschattet, die 

Klauen an der Spitzenhälfte bräunlich. Jedes Bauchsegment am Hinterrande 

weit ausgedehnt weisslich ; letztes Bauchsegment zweimal so lang als das vor- 

hergehende Bauchsegment, weisslich, in der Mitte am Hinterrande ein weing 

hervorragen und an dessen Seiten je mit einer kleinen Ausrandung. Lege- 

scheide ein weing länger als die Scheidenpolster, an der Spitze gelblich. 

Länge: 2 8.5mm.; Breite des Pronotums 2.5mm. 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach der philippinischen Art P. fallescens STAL* etwas ähnlich, 

der Scheitel jedoch breiter und kürzer. 

* Ann, Soc. Ent. France, p. 41, Pl. 7. fig. 24, 1380. 
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Brachyaulax miyakonus n. sp. (Pl. I, fig. 9.) 

Blau, etwas purpur einspielend. Unterseite metallischgrün, das Connexivum 

orangengelb. Coxen, Hüften, Schenkel hellbräunlichgelb. Scheitel konisch 

dreieckig, etwas länger als zwischen den Augen breit ; Stylus ein wenig länger 

als das Jochctück, grob runzelig und spärlich punktiert. Antennen schwärzlich 

braun, das Glied 1 an der Basalhälfte gelblich, 2 ein wenig kürzer als 1, 3 

so lang wie ı und 2 zusammen, 4 und 5 von gleicher Länge und viel länger 

als 3. Rostrum schwarz, erreicht die Hintercoxen, an der Basis und in der 

Mitte gelblich. Der Theil zwischen dem Prosternum und der Gula wachsgelb. 

Die Mittelquerfurche des Pronotums ziemlich tief und grob punktiert, hinten 

gewölbt und spärlich fein punktiert. Die Querwülste an der Basis des Scutel- 

lums spärlich punktiert ; Scutellum breit konisch, an der Spitze abgestützt, mit 

4 undeutlichen rundlichen schwarzen Flecken, von denen die vorderen zwei 

fast 3mal grösser als die hinteren ; sehr fein aber spärlich punktiert. 

Lange: & 2 ri2mm.: Breite des Pronotums 5.5mm. 

Fundort: Miyako-jima, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach der B. rufomaculata STAL aus Philippinen etwas ähnlich. 

Cletus infuscatus n. sp. (Pl. I, fig. 8.) 

Körper oben schmutziggelb, unten blassgelblich. Kopf hinter den Augen . 

je mit einem schwarzen Längsstriche. Rostrum an der Spitze schwärzlich. An- 

tennalglied ı ein wenig länger als 2, 4 ein wenig länger als 3 und dick. Pro- 

notaldornen lang, scharf zugespitzt und von schwärzer Farbe. Scutellum in der ~ 

Mitte heller. Hemelytren einfärbig, nicht heller an der Costa, am Innenwinkel 

des Coriums ohne blassen Fleckchen, das Corium am Aussenrande gelblich- 

braun. Membran dunkel, ein wenig blau einspielend. Bauch mit 6 Längsreihen 

von schwärzen Fleckchen, die Pleuren je mit einem schwärzen Fleckchen. 

Beine einfärbig blassgelb, die Coxen mit einen. schwärzen Fleckchen. 

Länge: & 2 rimm.: Breite des Pronotums mit den Dornen 5.5mm. 

Fundort : Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach dem C. Zrigonus THUNB. sehr ähnlich, der einfärbige 

Costalrand und die dunklen Hemelytren lässt sich aber ganz leicht unterscheiden. 

Es ähnelt sich auch den C. dbipunctatus H.S., durch das Fehlen der Antennal- 

dornen, die einfärbigen Pronotumskanten und die dunkle Membran der Hemely- 

tren jedoch verschieden. 
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Aphanus fallaciosus n. sp. (Pl. I, fig. 10.) 

2. Körper oben bräunlichgelb, unten schwarz. Kopf schwarz, spitzdrei- 

eckig ; zwischen den Augen mit zwei rötlichen Fleckchen. Antennen gelblich, 

Glied 1 bräunlich gefleckt, 2 länger als 3, 4 so lang wie 3; alle an den Spitzen 

bräunlich, 3 und 4 vorwiegend bräunlich, 4 nur an der Basis gelblich. Prono- 

tum quadratisch, ein wenig nach vorn verschmälert, an der Vorderhälfte 

schwärzlich, hinten bräunlich punktiert. Scutellum lang, an der Basis schwärz- 

lich, in der Mitte heller. Hemelytren bräunlich punktiert, das Corium an der 

Spitze und vor der Mitte bräunlich gefleckt, die Membran dunkelbräunlich. 

Abdomen schwärz, am Connexivum gelblich gefleckt. Beine gelblich, die 

Schenkel bräunlich gefleckt, an den Spitzen schwärzlichbraun, die Vorder- 

schenkel stark verdickt. 

Lange: 2 9mm.: Breite des Pronotums 3mm. : 

Fundort : Okinawa, zwei Exemplare gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach der A. japonicus STÄL etwas ähnlich, der Körper aber 
u 

länger, die Beine gelblich, indem beim A. japonicus die Beine pechschwarz sind. 

Ectrychotes okinawensis n. sp. (Pl. I, fig. 11.) 

2. Glänzend schwarz. Scheitel an den Seiten deutlich der Länge nach ge- 

fürcht, kurz zahlreich quergestrichelt. Fühler gegen die Spitze hin schmal, Glied 

ı etwas kürzer als Glied 2, Glied, 3-8 sehr kurz und an der Spitze etwas 

heller. Rostrum kurz und dick. Pronotum an den Seiten der Länge nach 

deutlich gefürcht, mit 8-9 eingestochenen Punktchen, indem in der Centralfurche 

mit 4 Punktchen versehen sind, die Scheibe deutlich quergefürcht. Hemelytren 

schwarz, am Costalrande an der Basis gelblich. 

Connexivum gelblich, Abdominal-rücken blutroth, zwei Apicalsegmenten 

sowie auch drittes und viertes Segment an den Seiten auch schwarz. 

Bauch blutroth, glänzend, 2 der Spitze und an den Seiten schwarz, in 

der Mitte der Länge nach mit drei crescentförmigen schwarzen Flecken, welche 

oft mit den seitlichen schwarzen Flecken verbunden sind ; an den Seiten sieht 

man 4 kegelförmigen Flecke, welche oft an der Basis mit den seitlichen schwar- 

zen Rändern verschmoltzen sind. Die beiden äussersten Ränder blutroth. 

Länge: 14mm. ; Breite des Pronotums 3.7mm. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA. 

Der Form nach £. haematogaster BURM. sehr ähnlich, dieses fehlt aber 

die seitlichen schwarzen Flecken und die Schenkel an der Basis nicht blutroth 

wie beim yaematogaster. 

+ 本 
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Endochus marginalis n. sp. (Pl. I, fig. 6.) 

Körper blutroth ; Antennen, ein grosser Längsfleck auf der hintern Hälfte 

des Pronotums, die Dornen, die Mitte des Scutellums, der Clavus, der Hinter- 

rand des Coriums in der Mitte, das Sternum, der Abdomen, das rothe Connexi- 

vum und den rothen Ventrallängsstreifen ausgenommen, schwärzlichbraun. Kopf 

ein wenig kürzer als das Pronotum, spärlich weiss behaart. Rostrum gelblich, 

an der Spitze bräunlich. Antennalglied ı viel länger als der Kopf, das Pronotum 

und das Scutellum zusammen, an der Basis und an der Spitze gelblich. Pronotum 

kurz weisslich behaart, dessen Vorderhälfte mit den kurzen Dornen zusammen 

gelblichroth ; die Dornen der Hinterhälfte schr lang und schmal, an der Spitze 

scharf zugespitzt. Hemelytren beim @ ein wenig kürzer und beim 2 ein wenig 

länger als das Abdomen, das Corium blutroth, der Costalnerv gelblich, die 

Membran hyalin, bräunlich geraucht, die Nerven gelblich. Abdominalrücken 

an der Basis und am Connexivum blutroth, das übrige ganz schwärzlichbraun. 

Bauch in der Mitte der Länge nach breit blutroth gestreift. Beine gelblich, 

Coxen blutroth, die Schenkel mit drei schwarzen Längsstreifen, an der Spitze 

schwärzlich, an der äussersten Spitze aber röthlich, die Tibien bräunlich, an 

der Nahe der Basis mit einem dunklern Flecke, die Tarsen schwärzlich, die 

Klauen gelblich. 

Länge: @ 13.5mm.; 2 ı4mm.; Breite des Pronotums &2 3mm. 

Fundort: Okinawa, gesammelt von Herrn T. KUROIWA : vier Exemplare 

in meiner Sammlung. 

Diese Art gehört eigentlich der Stalischen Subgenera Puzrsus. Der Form 

nach dem E. Stélianus HORVATH Termes. Füzet. p. 9, Tab. VII, fig. 4 

(1879) etwas ähnlich, durch die Färbung und die Pronotaldornen aber ganz 

verschieden. 

14, Nov. 1905. 

Erklärung der Tafel I. 

Cosmopsaltria ogasawarensis n. sp. 

2. Tartessus malayus STAL. 

3. Parabolocratus okinawensis n. sp. 

4. Cosmoscarta Uchid& n. sp. 

5. Bidis vittata n. sp. 

6. Endochus marginalis n. sp. 
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7. Dictyophora okinawensis n. sp. 

8. Cletus infuscatus n. sp. 

9. Brachyauiax miyakonus n. sp. 

10. Aphanus fallaciosus n. sp. 

11. Ketrychotes okinawensis n. sp. 
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SBORBIMRNÄRTER TZELFARN DD EKD 3 

SERRE LMRLKKCFSARABKES ZZ ERHOA 

TERINL APTROMN ZA BREE WM MMLETARIC 
し て 其 内 九 種 は 新種 な 5。 Mb FOWL 

7 ルフ 、 フ リッ 

i] 4 mn EI (Homoptera) に 属す る も ぁ も の 
1. Platypleura Kaempferi F. (て の い の ぜ み 

2. Graptopsaltria colorata STAL. あぶ ぐら ぜ み 

3. Cryptotympana pustulata F. ER: FA 

ABC: facialis WK. EEE (ee Gas eet am 

5. Cosmopsaltria Oshimensis n. Sp: “See eee es % 

6. Leptopsaltria tuberosa SIGN. ひめ は る ぜ み 
Z. Cosmoscarta Uchide n. sp. で MS ZTBILTS 5 DBS Si 

8. Ricania binotata WK. FAN AO Ca A 

9. Euricania ocellus WK. MW POD 292% 

10. Myndura fuscata F. や FE ASN eS 

‚11. Dictyophora Okinawensis n. sp. At T HA TEE 

12. Anagnia splendens GERM. DIR Arg IAL 

13. Geisha distinctissima WK. HD を, 械 は で の. る 

14. Bidis vittata n. sp. し だ すけ ば $ も どき SH) 

15. Hemisphaerius flavomacula WK, DB 5 ADA 

16. Tartessus malayus STÄL. Kr e GS a) 
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Nephotettix apicalis MOTSCH. 92 CAlktLtdue 

do. Var. cincticeps UHL. == 種 

Eutettix discigutta WK. ひし る ん よ ょ よ と ば い 

Aconura producta MATS. few aad ば で 

Tettigonia alba WK. LASEECUw 

Parabolocratus okinawensis nw sp. BASRIRAUIATue 

Nirvana pallida MELICH. WeSC LT cae 

‘ #4 WH A (Heteroptera) (2 J + 4 4 

Cantao ocellatus THUNB. あか きか めで し 

し ュ SI 

第 一 園 版 第 三 園 ) 

の 

Calliphara excellens BURM. な いい ヽ \ 他 し らん か めで し 

Brachyaulax miyakonus n. sp. みや と きん か め を し (HBT B) 

Aenaria Lewis! SCOTT. いね か めで し 

Massocephalus maculatus DALL? FLSBIDBUL 

Eysarcoris ventralis WEST. し ら 府 し か めで し 

Carbula obtusangula REUT. か た だ たび が ろか めで や し 

Eurydema ornatum L. Ba rı AD 

Nesara virtdula L. ATDAUVL 

Plautia Stali SCOTT. は ね あか あ を が かがめ 

Zicrona coerulea L. る 5 か めで や し 

Gonopsis afınıs UHL. ZUXvARAUVLE 

Homoeocerus unipunctatus THUNB. EL~ FRAY L 

Leptoglossus membranaceus F. いろ あし へ 5 か めで を や し 

Acanthocoris sordidus THUNB. wısSaınBuLl 

Cletus trigonus THUNB. は 5 か めで や し 

Ee infuscafus n. sp. (CAR RTI PAUL 

Leptocorisa varıcornis F. くも か か めで ぜ で し 

(第 入 園 ) 

Riptortus clavatus THUNB. FJ eEn~FbMSHAUT UABAZS I) 

Oncopeltus nigriceps DALL. aD te. 

Lygaeus hospes F. SBASITEFSHREPAULE 

A phanus fallaciosus n. sp. SATE Dre (Sr 

Physopelta albofasciata DEG. し ろ じ ゆ めじ か めし 

ーー Schlanbuschi F. は ほ は ら あ か ほし か めで や し 

Dysdercus cingulatus F. あか き ぎ き ほ し か め ぞ を し 

Gerris (Hydrometra) palludum F. ひめ か は ぐる 

Halobates sericeus ESCH. 5 AOD 

Ei) 

ed eee 1 
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50・ 

51. 

52. 

53・ 

54 

55. 

56. 

BT BE CP LS eT 

Ectrychotes Andree THUNB. の め DYN) AI N ES 

B.. okinawensis n. sp. »3 X: 3) ALCBH C+ — B) 

Endochus marginalis n. sp. くろ ひげ びな が さき さ し が め E7RH 

Cimex lecturalius L. Se a 2 らち 9 

Notonecta bivittata MATS. S SE SO AEG 

Anisops niveus F. BA は を まし の つの Bar wv 

Nepa brachyura HORV. ADAADP Pad 



He ssassgh Trans. Sapporo N, H.S., Vol. I. アア 

Matsumura :—Hemipteren Okinawas. 
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KRARATHKOZZHSROHATHT 

A BR 直 

NOTES ON CEREAL RUSTS IN JAPAN. | 

(With an English résumé). 

Y. TAKAHASHI. 

Botanist to-the Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sapporo. 

PLHDWSEBBLATHR WBS E+ ABD CKO, 

KW KHET SKBORRMAADBAC AAR ETA7TLE CRMNSL 

DB AZENRKRLARTLHIEHREOHERTEFTZAL DSL 

に 供 せ ん と す 。 

本 邦 に 於 て 見 出 き る ヽ 変 類 範 病 の 種類 と 皇 げ 基 特 徴 を 記す れ 

ば 天 き の 如 し 。 但し 各種 租 菌 の 條 下 に 皇 ぐ る 標 品 は 、 宮 部 博士 の 手 

元 に 集積 せる も る の と 、 余 の 有する も の と を 合 し た る も る の な り め }。 

DER C™NBHKROARLELHMTFSIOKLT HB, 

KE RE GvvUsSROMBDORAMDE ST 

病原 Eli Puccinia glumarum (Schm.) Eriks. et Hem. | #$L, ERIKSSON 

氏 は 乏 れ を 若干 の 券 種 に 分 っ 。 即ち (4) 小 変 を 優 す る もの) 大 変 肥 

び 裸 栓 を 侯 す る の 、 つ ) ら いせ き を 侵す も の 、 及 び 他 の 未 本 科 西 物 に 

寄生 する 一 二 の 装 種 是 れ な 5。 但し 此 等 の 胡 種 は 其 外 形 に 於 て は 

ZA - ZZ ZEHTAAZNd, 即ち (1) は 小 変人 た 短 生 する の み 

に し て 大 論 、 ら c せ き 等 に 寄生 する と と な く 、(p) は 大 変 及び 裸 変 に 

寄生 する る 其他 の 変 類 に 寄生 せ ざ る が 如き 之 れ な 5 ぅ 。 

$e 8 1 D HK Wa F (Uredospores) は 多く は 椿 園 形 の 集 園 (Sor) eB 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 



40 ms HAS HK I HS US EGR HD FE IS eC 

LC HOMMRAL. we OKM LEEK UCMAIE LL BR 
継 列 す 。 ENHBO-KHMAIGMTREOMBKRCREE 
AMER ES SLU. MRESNUEIREOKRMEEE SRI 

SHLD b)o HIF IL XH OD Hi br (Glumes), FU SI EFrn EY 

SOW RB CUM ABM ZEN BT DRE bo 

鏡 肥 子 は 球形 若しくは 少し く 椿 園 に 傾き 基 長 き 十 入 ミュ ー 位 

LbTTNI 2s -MKRELAZASEREATRRSY BBA ICL 

CHM bo BFL M SNE’ WAH oT (KLEBAHN K 

ORI LM EFLAM HERA LS LPI Me ET S|AzL 

© 5)o FO REIL — Kt 2- MOR AR HUT HRs 2 -lHbo 

K WC #5 Jey Nd -F (Tcleutospores) DO 4E Mik BH Ob RL Bb CHI 

SE hICHEK A OOM EL RK EBT An 

D- do HLAEAMLERMICRLES S7CLONULUGAICHKH 

WCE To MLE ORM IRR OV ICAU, HHS HE KO HK 

je (Paraphyses) (0 k 6 CLEOPR UHMAY ONLI A RO 

mK DS OM UC HR RRR KILN EH TB ZEAL 8 

AMF IL RHA RO RBA RRA GSF LT, SU-FcH 

5), KEHRUM FAZ DI, MIR ERY 3 DI, - ZOOM AB 

REIIHTZDIKKUZFTÄHNT AEN SH OCMAZBARENE 

も 、 概 し て 上 位 の 細胞 と 下位 の 細胞 と の 間 に 多 少 の 総 れ を 有 し 且つ 
Jef bt OMI EARL TO 終局 胞子 は 其 長 き 四 十 乃 吾 

Bes 2s DER PRN 2 st -D2EIrinea HEU WM 

は 甚だ 短小 を 5》。 

Be OG (3. AR HS HH hc ES CAEL RK RAE EE TECH 

る o BPPPHBIRMIA SASUKE SNKELSZIUES447 LE 

BILD RADRE IPM SBMA bo 

祭 寺 の 手元 に ある 標本 の 出席 yee poe Ue UME 7 

胞子 時 代 、1UI は 終局 胞子 時 代 を 示す 。 UPA Uo 
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EREKH OLR RSE tES HAT ESSER 
E.R MOL RRBS TAS A AFARAKBE.SRE LH BST 

APESERRRERRRA A SHULL eR STM eAA tT A 

BAWAZUNBSHAFRRTFTIHBRASENTR TAN GHGE 
GQw= t= FAAMAAFEDE. FSR=SBH SAN aA = 

ASMATSHEFS-K.SHERRRAH CO BHRSETAFAAS 
SHE-K.EFRSROLBAM=A TERED EHR) K ROLLA 

SL BRAKE ERE. FRECHE TA SPH RAR DOLAR 
HHL CGLILM@M= TAS EADBABRA.KSERDUH LHe 
S+tA*tAot— ABE Bd 

@E BAS BRCLBEH=E TAS AASER FRESE UW 

CHF 明 浴 三 十 太 年 四 月 、 千 石 興 大 悪 氏 ) 東 京 C 上 L 明 治 三 十 三 年 大 月 四 日 章 時 

EIHRSFETSFZSLUMSESEHFZERA HUND AFBHSEH 
UNBE-ZFTASCTHEBSHEWZAZRBLEUNSE=STr=SHrAZ 

ace eka Woe tee ue ares Ae ek 

毛 CT. 明治 三 十 太 年 上 月 二 十 日 、 高 橋 長 直人 を ッ タ ニシ ペッ 村 GL He 

ZTRFENZSTZSHSER Wo 

KE _EAEMLHH=+tH#HFS—-HQLGHRL RCL HH 

=p ur -E Fo 

Aso. wb sD BE i FOF AR (Accidium-stage) ARK BRE S 

MSS4E SBC ESBZNTRMTFSZAIODAGA 

-⑫) 3H. 是 れ 白井 氏 の くろ は し ぶ と 積 す る る の に し て 、 小 

EGE KE BE. GvrUVvUsSRORBORABD TESTO 

HMI Puccnia graminis Pers. WL TC, ERIKSSON 氏 は 之 れ を 

ZTOBELFD 即ち (4) bvus RORE RETRTIAO, 

(JEL LCHErRT IO (NEZRUIZEORAÄAHNMTR 

FID HTTHORAHHNMTSETITZZSZEDERENT Do 

ESHOSMTFEIMERITSEDELHTEL TEHEHER 

EU £ZBERRUTHELKRSMWHEULNEITZTEDdD 

BMF URAC rT SRL. ERISUErTr: = -YARzEır: 2 -』 

MMW rRNA 2 -HBE=Ms2-fMCSr Ut. HRIGKE 

BOL-GAD*SH SrBEL TFT MIFTRUKRBELEL, IT 2-8 

anv at 

uhr 

を 

Pen 

ee Pe Teas PEN Pe ey re 

7 ae 

0 

? n デア 

と 7 FR al 

de oe SS ah Ieee 

まま デア 4 
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42 BHAA IL RU 6 BIR © BEA I ET 

bh OVE S & HL. iG MH HO, HO PME ZI: 2 - Sb HS 

駐 紗 芽 孔 は 四 個 あり て (KLEBAHN 氏 の 設 に ょ よれ ば 稀 れ に 三 又は 五 

個 の と と あり ちら と) 胞子 の 中 央 部 (赤道 ) に 互 K 同 距離 を 隔て ヽ 相 習 す 。 

新 か る 排 置 は 他 の 種類 に は 乏 れ 無し 。 

終局 胞子 の 集 園 は 程 及 び 葉 輔 に 生じ 、 細 延長 し 、 表 肥 に 散 は 

れず し て 多 間 に 露出 し 、 弟 色 を 呈す 。 FMF LBETHOHER S 

Wi 42 2 ユー」 位 、 幅 圭二 下 万 詩 三 二 Hera rer 

穫 明 に し て 非常 に 長き を 以 て 他 の 種類 よ 5 見 分 くる と と 極め て 欠 

BT bo 

BRILAMD IR CAKES ACHST. BLCRBHEER BCL 

て 大 抵 和 寄主 の 成 融 に 近 つ ける 頃 な る を 以 て な 51。 

余 等 の 手元 に ある 標本 の 出席 を 記す れ ば 下 の 如 し oc 

FEE ARCHER AAI 明治 三 十 革 年 夫 月 十 九 日 吉野 毅 

— {Mm FOLUL WBS rA A AS EF RM — KH). Me ie OL OW ve 

SrA# AA FHABS ERE MD ARRERRERR SA CT RS + 

AREAS ABM HARKXKEVARLER MAAN CGI Ww ere REA KS 

FRAP REA DORR OLIL MAS eR AA te DD ee 
長 直 )。 

此 の 如く 余 等 の 有する 彼 害 標本 は すべ て 小 交 属し 、 大 交 宰 
凄 等 の 彼 害 標本 は 一 $ 之 れ を 有 せ ず 。 ZLANUTUNZUSD 

EMBAEAEFRTEIANFLIFREURSZL. HREDPAILE 

を 容れ ず 。 

ADF 604. He © JE Ne FOR RIL ZZ2z22 が な 上 に 現 は る ヽ 

も の に し て 、 余 等 の 手元 に は 札幌 、 函 館 、 磯 谷 (後志 園 ) 及 び 様 似 ( 昌 高 

國 ) に て 採集 す せる と 5 と ま ら ず (Berberis vulgaris) 0 HER SYK 

の 標 品 あり 5。 

(3) PBORR. — lt te 4H (Brownrust) RH PURECA CHS 

ZBOLTLT,WMELL Puccinia triticina Eriks. & fii L WA Ww A 

BADE To 
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BMrFEALHBEEALI ERBEYTELABHKE WRI 

HELMCACL ABW CKCRELLHWMBOESKETt. 胞子 は 概 し 

TAI. HEM WERT ZH TEL, ZMOFFILTALI: BTR 

IBHBEBREHAZIERTITNTBEBEITFR DV ZWBTFIELE 

LTITZELTSTNI ZZSI(ZFZLOFERUBOBBFTAETFTZTZE 

YTARTSZrAN LO SRFEEHBEITrWIA: 2 - AEIrTFN 

re — he Do 

冬 局 胞子 の 集 園 は 黒色 の 小 球 秩 を 含 し 、 主として 業 面 令 多少 

業 症 に も 生じ 、 不 規則 に 般 在 し 、 表 記 に 菩 は れ あ る は 黄 久 に 同じ 、 脂 

RB RBELEO BSCHG zum SHS 6% D4be >. SES 

BUERBELILTELTGEZ ZIG SS HETSICCH TE FT 

所 も る 赤 測 褐色 を 有 す 。 MTrokiınzr:e2 - HBR 22-A, 

BETHIFETTTr SD 柄 は 等 つて 短 も o 

此 種 類 は 札幌 地方 に て は 最 る 普通 K 胞 生 し 大 害 を な す 。 

標 品 の 出 庭 下 の 如 し < 

EISSEHLLSSSHAFSATFTHHE PRAR RAKE MH 

RRA ULB RS TERHRAADEMESS-DQRRERERES 

SHOCULM@R=ETMH#AAT-HAEBEHEAARCULOUM=A TAEAA 

十 三 日 吊 田 新兵 )、 岐 阜 怪 大 野村 上 技 村 、 明 方 村 CL. 明 治 三 十 三 年 五 月 、 帳 

口 某 )、 東 京 小 石川 CLT. 明 活 三 十 三 年 天 月 四 日 章 野 俊 助 氏 )、 東 京 西 ヶ 

原 CH.IH. 明 治 三 十 古 年 大 月 上 日 吉野 毅 一 氏 )、 東 京王 子 附近 CIT. 明 党 

=SFAFAAT-HAS RHE). SBEHRFEBEN LU AS FA 

KHAAHSBHBE-KNKRHERHBÄABSS CLASS THF AS EHE 

BAKE BERERRERNH LI 明治 三 十 三 年 上 月 二 十 三 日 、 山 

田 玄 大 旗 氏 )、 後 志 園 岩内 郡 八 足 村 CHL 明 洛 二 十 五 年 月 近藤 某 )、 石 碧 

HHRULUL MHI +RHE UDR DE- KRSM KMB RE RAE 氏 、 

WHEARB RE REARS RR AOA RENAL MBSE TASE 

ABEKZEERNAF LEN BRNO. NBS=ErZSe£rA-HN LEHE) 

FENWNBAxwatdH#B=aA +t tH#tA— t+ ALBEE AD> 

BM SRT RARERYSNTSZ3XOFZ do 

HVASBEZEORH KERCRROHRB BE BW, DF, 
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筐 の 異名 を 有する も の に し て 、 病 原 菌 は Puccinia simplex (Körn.) Eriks. 

et Henn, FRE L KARA ICHARZAODEA bo 

Ib i D $F NaF 4 Bh HB Be BL FÄNR Ei ie HE LOK 

形 甚 だ 少 さく 僅 々 一 二 屋 の 長き さあ る に 過ぎ きず o 胞子 は 財形 若 し く 

は 椿 彫 形 に し て 、 彫 8 きも る の は 直 衝 二 十 ミ ュー-」 内 外 、 椿 園 の も の は 其 

長 さ 二 十 万 詩 三 ニ ' ミ ュー( 位 C し て 、 症 色 を 帯び 、 表 面 K 刺 を 有 て 、 

KMOREILTAL 刺 と 刺 と の 距離 は 一 年 万 玉 ニ '「 ミ ュー 胞子 

の 膜 の 厚 さ は 一 年 ' ミ ュー 内 外 あ 5o 

総局 胞子 は 葉 博 若しくは 葉 面 に な 生じ 、 表 皮 に 蔽 は れ 微 小 な る 黒 
MIKO HM EL. PMH COMM EL WFR Ee BO Mh 

DOHNNDHEHLBANTLT, SSH - OHM I BE 5. HB-E 

UF, KHEIKITÄAZEN TS -MUTFABEITE:S 

Ed bo) | 
EIZKESHNESWTEMNONZZZEN BHT oO 

概して 一 室 ょ 5 成 る と と ヽ を 以 て 特徴 と す 。 BTR ROBRAY 

BUS ZLRGRO PERE Uo 

iin OHH Be ET NEP OMLS 

KEW AMMAR dL 明治 三 十 上 年 五 月 甘 太 日 、 吉 野 毅 

—-K)ARACLW A SPFARHRALR TER AAR RKRRBKMARA 

ULWw=t—-KtOA LR TRA YH DARL Awe tt RAR 

ー 日 、 其 fa #8 HE Bo 

PR ZE—_ye e LU WAM EHDA AE Mee - RER 

Rue IL WAS tTOeRAR + —- AS BE EDAR CL Ww at te 

Mo HN ak RO Lee Le RS BIOS Bw) ラ 

YUL WB woO FEE RAH TARE RSE EAR HBA rARA 

AZRSEOLACLILMY WH AR EATS HEME. Ae 

上 川 郡 永山 村 CHI. 明 治 三 十 上 年 上 月 二 十 五 日 高橋 ) 全 上 川 郡 比布 村 (TL. 

明治 三 士 上 年 上 月 ニ 十 上 日 高橋)、 天 暗 園 初山別 CL. 明 治 三 十 太 年 七 月 

ニー 昌 、 高 橋 )、 全 幸 毛 CH. 全 月 六 昌 高橋 )、 奥 尻 (II. 明治 二 十 三 年 七 月 甘 

日 宮部 金吾 氏 )。 

5) bDvVREDRFO 走れ 赤褐色 鏡 と も 呼ぶ ふる の に し て 、 病 

[u 

| 
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MB (3. Puceinia dispersa Eriks. et Henn. と 和 生 し らい せき に 特有 な る る 

の と す o 

角 胞 子 は 赤褐色 の 集 園 を 含 し 主として 葉 の 雨 面 に 生じ 、 集 園 

及び 胞子 の 外観 形状 等 は 小 族 赤 負 責 の 其 れ に 類 せ 5。 

終局 胞子 は 微小 な る 凌 呈 然 の 集 園 を 今 し て 葉 還 に 生じ ( 余 は 未 

だ 其 葉 に 生 ぜ る を 見 し と と を しい)、 表 度 に 義 は る o BFR RBTA 

LaoERBE THU. HERSAT2 2-12 OAS 2-18 TORCOR 

AZ (.HeR o's 2-45 do 

eA KRW KC CLR ATW Anchusa arvensis 及び A. offic 

mais CTEBRMTFTLZLEFZLOLLT, ZGWBFOBATAZULARA 

BAZ OT RKB ON rR TC LRA TH. BRAACEBS 

盛 に 之 れ を 侵す と 云 ネ ふ 。 去れ ば 本 伏 菌 が 如何 な る 状態 に て 越 年 す 

ZU -DEHT Io 面 し て 北海 道 に 於 て は 札幌 典 移 校 及び 北海 ・ 

道 農事 試験 場 に て 試作 する らい ぜ き は 年 々  之 に 侵 され 、 盛 に 鐘 胞 

子 を 生ずる も 絶 局 胞 子 を 生ずる て と 極め て 稀 れ な 5。 BLANK 

歯 の 腔 胞子 時 代 に 至り て は 、 余 等 は 未だ 乏 れ を 北海 道 に 於 て 帝 見 

せ ず 。 ALITASHERAKHFTTAUSEMTOREN CHET S 

も る の に あら ざる か 。 余 は 未だ 生地 試験 に よ ふち 5 て 此 事 を 確か め ず と 

3E%, Bromus Mi FAST ZHRBAOBWS BE BCONH SIE 

MARSHALL WARD kOodzZr 3, 2255 Puccinia Porri D FF ie 

FRARMADELBECOASSZEROBRRESMA bo 

SvVUATAAAKRCLHRROBMICRECSSELS UMTS 

UC. ERESHCABHHEZZHELSSET ZUM AIG. ML 

TZEOBEHEILTEBETAKTRETZTÄGL WR II EN 

る る の は 一 $ 之 れ 無 し 。 FSEHEHTAINnNZTOMLo 

狩 園 上 有川 郡 示 山 村 GQLI. 明 活 三 十 上 年 上 月 二 十 五 日 、 高 橋 胡 直 入 全 札 

SEN RE Pa ee ae eb REN cee 

ABERSBEIEDARCTLM BET LT FAR SET t B.S HE Wo 

Fr VER} 
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(6) EEE TE AK Bio ane BE TE fla AC OAS Hy (CAF AE TS EM 

(Crownrust) は 以前 は すべ て 一 種 (〆zczzzzg coronata Corda) HAMA M 

レ し が 、 KLEBAHN kZN% ( 甲 ) /. coronifera Kleb. と ( 乙 ) P. coronata 

(Corda) Kleb. と の 二 種 に 分 ち た る は 人 の 知る 所 な り 5。 MERKEN 

子 を Rhamnus cathartica ER 生じ 、( 選 ) は 之 れ を Frangula Alnus 上 に 生 

FSROW EL. HWBFRKBMMSLRCICK CANE Ewe 

の 間 に 多 少 の 相知 あり 5。 面 し て ERIKSSON 及び KLEBAHN KOM 

に ょ よれ ば LP. coronifera D Pl0 4 HF OMB H 5 TC. MAIC HET SB 

9» DIE P. coronifera Avenae Eriks. EN bo 要する に KLEBAHN 氏 

D WE FET FEN UE ae ZED FE MK TEN P. coonfra に 属す る も る の な 5 め 。 

Bh li — Ole FF F -\H do LP. coronata var. himalensis Barclay ZA 

Zbo 面 し て 本 邦 の くろ うめ も どき (Rhamnus japonica) (FAT SD 

Aecidium は 従来 ア .cezozZzzZ の 腔 胞子 時 代 即 ち Aec. Rhamni Gmel. に 

該 間 する も る の と 思 民 せら れ し が 、 近 頃 P.DIETEL 氏 は くろ うめ $ 
どき に 生 ぜ る Accidium を 日 本 ょ 5 得 之 れ を P. himalensis (Crda.) Die- 

tel (=P. coronata var. himalensis Barcel.) に 属す る も の と 査定 し 、 其 後 更 

(CMRF k 6 AE IAMS Accidium ¥ G2 er Ht BE Aee. 

Rhamni japomct & Bebo RULCKREWUMLCAIHBZEAD Acci- 

dium [(LHAE OBR LAS MARS. HERO EAMD Aecidium 

DAp Aec. Rhamni Gmel. も る 赤く ろう めも どき に 寄生 する や 。 此 等 の 

締 間 は 信之 れ を 解 大 す る 能 は ざる も ゃ も 、 兎 に 角 余 等 が 札幌 に て 見 る 

WTO RATER GIL PL RR GML RICK CP. coronifera WM 

全 す る を 見 る な り 5。 但 し P.MAGNOS 氏 は 此 種 の 本 名 と し て P. Lola 

Niels. を 用 の P.coronifera を 以 て 基 別 名 と 信 す べき を 指摘 し 、SYDOW 

KOBmBEIB ア . Lot ZKRABELBLEINFL REM 6S P. 

coronifcra を 用 ゆる 事 と し 、 其 性 状 を 記す れ ば 下 の 如 し o 

SMFTENSSEAHHRTFAÄNITEL TEL, KR BCM 

A MTFTERMBERSABEAHELHLH EOLDIKHEITIE 
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sr: = -, TEL, RER LTE HA AD 5. RU 

に し て 約 二 「 ミ 2 -,DBRATAL SEFLE=MHS 50 KLEE 

胞子 は 黒色 の 小 踏 を な し て 葉 に 生じ 、 一 種 特別 の 形 術 を 有する を 

以 て 容易 く 之 れ を 議 別 する を 得 。 特別 の 形状 と は 胞子 の 上 尋 に 数 

個 の 角 睦 突起 を 有する て と と 是 れ な 5。 但し 此 特 徴 が P. coronifera に 

% P. coronata に る 共通 な る は 言 を 侯 た ず 。 

-KLEBAHN 氏 の 読 に ょ よれ ば P. coronata (Corda) Kleb. D E13 F- 2 

葉 の 下面 に 生じ 、 乏 れ に 反し て ア /.cozogzczz DEM FLROMBE 

現 は れ 、 加 之 P. coronata (Corda) DQI5 BLI AT LCH HS X 

3EMrBI KTEAMTERTEU ZRH OmMELAZIT?. 

coronata (Corda) D #% fy fA SAMIR RAL BRR BL, P. coroni- 

fr OENKSMTEBOARBENTTANKZERTBITDEDBI- 

ALANP. hmadasısK ZI TAHRRMTAIEZZOARG HF & 

BUTF£EEBLZRIKUNSFLTREFTSHRD bo 

標 品 の 出 謀 を 時 くれ ば 下 の 如 し 。 

EXZEEHKUNBESETBSÄARN LEHRER E kL 

GErt£<EttI1 r=S=HFE SF E—-HARPARALRCRKB-—+HE TF A 

SREB HE). CULAR B=RA THA A TGV. HS ER EG) 

EEtRAPHLRK CREP SHTERDOLDOZAZT WM 

Din HIER P. coromfera CLWMRFSYTHS3. KREAB TER 

の も の を 手 に 入れ ざる を 憎み と す 。 RAZER FI db nz 

品 を 見 る に 、 其 外観 は 抑 つ て P. coronata (Corda) に 類する が 如 し 。 此 

等 の 事 に 就 て は 今後 研 完 の 上 更に 報告 すべ し 。 BRARBK TH 

ERSBHOREHHREISITUTRZHTAL TU ER LEE 27 

bo 

ZZHMH-EBONKALZINEIBETITZEHVOEREH TAT FIN 

Kd“romLlo 



EEE 。 yo Fes 

ta Mi AR FB AS SU ERD FEA. MT 

Puccinia graminis (5%) 

小 DE I glumarum (a FF) 

P. triticina 【 流 FR) 

P. graminis (5%) 

eae BE i 
ste Fes glumarum (ie GF) 

ius BE 
P. simplex (Fi. TE EE BH 

cg graminis (2 9) 

らい ぜ き +7. glumarım (5 5%) 

P. dispersa (555) 

| P. graminis (3 FF) 

in BE 
[P. coronifera (GEAR FE) 

ERELRZUSFHORIETZEMUIZIHMHFLIR IF 

BIT MMW IC TUN A KE SI MN - KERN IB EN GE 

生 す る こと と 珍 ら し か ら ず 。 FERDROUENM OG HOR 

を 損 で れ ば 下 の 如 し 。 

FA, GRAF (Uredospores) (《 く よる 検索 表 。 

ー、 銃 胞子 集 半 は 黄色 を 呈し 、 規 則 正 し 〈 併 列 し て 葉 面 に 線 状 を 

% す AOI Oy, aa HORDE en Ol OiO iV ee glumarum. 

Z,5RF£EMUITANTHEL REL SesS 

A, NaF th de te Ie TEL REIS KI EO fii A Sb 

b Shatin eiedel ihre es feo le) ie\e fe ale loge WIOSOSOIIOWOICKOW つ OCNCOL RI に < PB; gramuinis. 

B,FRTFTUBEBEFLSIUKAKBKB TE CAS 

(A) 小 BE シ (= す る の ・ ド ーー ドー ドー ドー ドド ドド ドゥ ピッ ピー レー P. triticina. 

( 7) K BE BE, AN DE 27 EB す る (CD OIC ROTOR ROO CIOL Ci OIG P. simplex. 

(>) 5 いき を fz す る D CCICICICOROIOICROE に まま まま VER dispersa. 

(=) MEIERETUD es e lolate suas celetiateive! eitel ons P. coronifera. 

ae 
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zZ 終局 肥 子 (Telentospores) (と よる 栓 索 素 。 

— ARTFTEBUSFEDRKOHTEHLEFE<ZHESKTE 

す たこ A RS ee ee も ーー に ここ ーーーー P. graminis, 

ZABEAMTOLRHBUZEKTZUN EO TEZHUEHR LT SE 

ず 

A, 移 局 胞子 の 集 園 は 葉 囚 に 生じ 線 然 に 併 列 す ア . glumarum. 

B、 閑 局 胞 子 の 集 園 は 葉 面 若しくは 葉 還 に 生じ 線上 汰 に 併 列 

5 ake i 

(4) 終局 妥 手 は 多く は 一 室 エ 5 成る ---…-… P. simplex. 

(=e) EAMFUZIEIIRB 

Ola Fi HEC ARR LAT -- P. coronifera. 

OO 〇 胞子 ほ は 突 超 を 有 せ ず 

へ 小 変 を 侯 す も る の 一 ーーー… P. triticina. 

Veg RR key Fe ee P. dispersa. 

EITEASRÄH TAT ZSZTISRI SHBE LI I AFZA 

る 助言 を 得 た る こと と 、 博 士 の 手元 に 集 れ る 標 品 を 貸 奥 せら れ な 

る と と に 就 て 謝意 を 表し 、 了 芋 つの 本文 に 記し た る 胞子 の 形 狼 、 大 さき 等 

は 北海 道 農事 試験 場 に 於 て 余 の 調査 せる 所 に 従 へ る こと と 、 大 方 

の 諸 賢 に 翌 し 標 品 の 寄 奥 を 希望 する の 極め て 切な る こと を 巡 に 附 

記 So 

上 主 $ な る 疹 考 書 

P. Dietel, Uredinex japonice. V. (Engier's Botan. Jahrb. Bd. XXXIV. 1905.) 

J. Eriksson und E. Henning, Die Getreideroste. 1896. 

a 

3. H. Klebahn, Ein Beitrag zur Getreidefrage. (Zeitschr. E Pflanzenkr. Bd. VIII. 1898.) 

4 ぅ Die wirtwechselnden Rostpilze. 1904. 

5. Em. Marshall, Researches sur la rouille des Cereales. 1903. 

6. P. et H. Sydow, Monographia Uredinearum. Vol. I. 1904. 
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RESUME. 

Puccinia graminis Pers., P. glumarum (Schm.) Eriks, et Henn., P. ¢riticcna 

Eriks., P. dispersa Eriks., P. simplex (Körn.) Eriks. et Henn. and P. coroni- 

fera Kleb. are all found in Japan. In other words, all the species of the 

cereal rusts reported from Europe occur on our grain crops. 

Generally speaking, of these six species, P. glumarum is the most common 

in Japan, attacking wheat and barley to a large extent. VP. ¢triticina and P. 

simplex are of common occurrence in Hokkaido, seriously attacking their 

respective host. These two species are found also in Honshü (the Main Island). 

P. graminis appears. on wheat much later than either P. glumarum or P. 

triticina both in Honshü and Hokkaidö, and causes a very little or almost no 

damage to the crop. PP. coronifera is a!so practically of no economic impor- 

tance in Japan. So far P. dispersa is known only from Hokkaido, where rye 

is cultivated at some places for experimental purposes. The aecidium stage 

of this species, however, is not yet found by us, and its teleutospores are very 

rarely formed in Hokkaido, as far as my observation is concerned. The fact 

may be that the fungus passes the winter in its uredo stage. 

Finally it must be added that at present nothing is known about the rela- 

tion of our oat rust to Aecidium Rhamni japonici Diet., which occurs on 

Rhamnus japonica in Japan. Aecidium-form of Puccinia himalensis (Barcl.) 

Diet. has also been reported by DIETEL on the same host from Japan. 

6 Sapporo, Nov. 25, 1905. 
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POS ET 束 
村 田 庄 区 部 

A PRELIMINARY LIST OF THE BIRDS OF 

HOKKAIDO. 
BY 

SS HIRTTA, 

Professor of Zoology in Sapporo Agricultural College, 

AND 

SHOJIRO MURATA, 

Assistant Curator of the College Museum. 

The collection of the bird's skins in our College Museum now amounts 

to more than 2500 in number. Among these are included the “Kaitakushi " 

collection, and many from that of BLAKISTON in Hakodate; the largest part, 

however, has been collected during the last 30 years by several naturalists 

connected with the Museum, but chiefly by our enthusiastic collector, Mr. S. 

MURATA. The birds, which are enumerated in the present list, are confined to 

those which inhabit and frequent the islands of Hokkaido, the Kurile Chain 

inclusive, while those from other localities will, it is hoped, be published on a 

future occasion in the form of an explanatory catalogue, in which the birds in 

the present list will, of course, be included, while their nests and egg-characters 

as well as their food and habits will be added. 

The systematic arrangement adapted in our list is based on the classifica- 

tion in “The Birds of the Japanese Empire” by Mr. H. SEEBOHM (London, 

1890). and also in the “List of the Birds of Japan” by Prof. I. Ijima (Tokyo, 

1891). 
S. HATTA. 

Nov. 20, 1905. 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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我 札幌 農 移 校 附属 博物 館 に 蔵 する 所 の 鳥類 の 標本 は 其 敷 、 全 や ゃ 

二 千 五 百 以上 に 和 達し zo 此 中 に は 開拓 使 芝 博 物 館 の 標本 $ も あり. プ 

ラキ スト ー ン 氏 の 採集 に 係る 標本 も 合 む 、 だ か 、 其 大 多 粗 は 我 博物 

(MICH RE SHEANTBZETENTKETZIDITDH2o 就 

beh SRER. NBERBEDHKELRZLOUHIER 

部 分 を 占め る 。 BRAT SHOWA RIC ELEROAROP, Ab 

海道 本 島 及 び 千 島 群 島 に 住 し 若く は 夫 遊 する 種類 の み を 載せ る て と 

と ょ と し が た o 本 人 道 以外 に 産地 を 有する 標本 は 他 日 、 読 明 附 の 烏 譜 と し 

て 世に 公 に せん と と を 期す る の で ある が 、 基 中 に は 本 表 中 の 鳥類 を 

加入 する は 勿論 、 卵 、 巣 、 及 び 常 斬 の 説明 を も 加 へ だ たい 駆り て ある o 

本 表 の 配列 は 専ら 飯島 博士 の ' 日 本 の 鳥 目 鐘 及 びび シー ボー ハム 氏 

の 「 日 本 帝國 の 鳥類 の 分 類 法 に 擦 ? だ る の て ある c 

明治 三 十 入 年 十 一 月 

OS ee 
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Subclass PASSEREFORMES. 

Order PICO-PASSERES. 

Suborder PASSERES. 

Family PASSERIDZ. 

Subfamily TURDINE. 

1. Geocichla varia, (Pa//.) 

White’s Ground-Thrush ...... Bee eve eee DEE oO Ce 

ジー sibirica, (Pall.) 

Siberias .Gramd-Ehrust に > ここ 5 ers Sl ee ae 

3. Merula.cardis, (7-) 

farey “japanese Muzel... 5). 5u.s rite sck-. caste な 4 か : 

4. fuscata, (Pall.) 

Dusky Ouzel....:..... RL Pe eect ee te ee ee. つ で ぐみ, ちゃ や うま すま. 

EL naumanni, (7:) 

Bert tale Cini tegen nn Sees ne staged は ち ぢ お や うつ で ぐみ. 

6. pallida, (G7.) 

Pale Our RE taeda aes FD OA lh の : 

7 chrysolaus, ( 7-) 

Brown slaraneser @nzel 233, nee あか は ら 5, ちや じ な い C. 

8. obscura, (7.) 

Vase, mel Ses ae er lat Z2ABRRUZY. 

9. Erithacus akahige, (7-) 

Japanese IE GIN oe papers cn man ss 2ern andes dence ab ig cholo 

10. calliope, (Pall.) 

Siberian Ruby-throated Robin.................--- の ご ど ge. 

IT. cyaneus, (Pa//.) 

Se A EEE 55%. 

ı2. Monticola cyanus solitaria, (J/i//.) 

Eastern Blue Rock-Thrush ....... 5 本 が 3 て My be bx 

we 
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16. 

TE 

19. 

i) Oo 

A 田 、 村 Fk i PAL 

Cinclus pallasi, 7. 

Siberian Black-bellied Bipper +... Aca 3s: の は の 5 69 ・ 

Accentor montanellus,(/2/Z ) 

rubidus, (7. & S.) 

Tapaneserikledoe Sparrow er nee. か や て JNI の Ble See 

Pratincola maura, (?a//.) 

Siberian sotonechat <2... LER ts SE ABE: Ab ae ae の が . た ざさ , て Deps oe 

Ruticilla aurorea, (G7.) 

Daunan IGGIS 人 SH Ar... TE GT Le う びび た Ss: 

Tarsiger cyanurus, (Pa//.) 

Siberian’ Due ta Mr ee BAR Sb ぴた ぎ . 

Niltava cyanomelena, (7.) 

Japanese Blue, Plycatcher, NIL ae ERBEN TR Sie 29: 

Siphia luteola, (?a/l.) 

Mugimakintthyeatcnetinccieccussechcee A un To ee 

Xanthopygia narcissina, (7-) 

Narcissus: lycateller tn... as. ten に 1 で 2722. 

Muscicapa sibirica, Gzu. 

Siberian Elyetteher cadens. ceesceyste sence sean SD. た Se 

latirostris Rafkes. 

Prowa dbyeate her 4... “rau. nennen は de て き :0 め 5 たき 。 

Subfamily CRATEROPODINA. 

Hypsipetes amaurotis, (7-) 

iBrown-ecaned WBWibuls re nen ee UL eh 

Zosterops japonica, 7. & S. 

Japanese “Wihtte*eyie. 25,5... Ne nr eae めじ ろ る. 

Subfamily SYLV/NA 

Phylloscopus coronatus, (7. & S.) 

Temminck’s Crowned Willow-Warbler........... せん だ いじ し く 《 の C: 
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Phylloscopus xanthodryas, Sz. 

Swinhoe's Willow-Warbler..............i.0....... め ぼ を . 

tenellipes, Sz. 

Pale-lgged Willow-Warbler....................6 を ども PP eee 

Acrocephalus orientalis, (7. & S.) 

Ghitese -Greau eed Warbler :. u >、 SG 1 じき: RUE 

すさ め 
bistrigiceps, Sw. 

Shrenekiss Rees Warbler 24.000 este zn a Dae 960 史 

Locustella fasciolata, (Gray) 

Gray’s Grasshopper-Warbler ..................... BETAS. 

ochotensis, (Mida.) 

Middendorf’s Grosshopper-Warbler............ Lp ar Ac 3. 

Cettia squamiceps, (Sw.) 

Swinhoe's Bush-Warbler.......- ......... RSS ES DI eee 

cantans, (7. & S.) 

Large Japanese Bush-Warbler................... ee, ia Oar ee 

cantillans, (7. & S.) 

Small Japanese Bush-Warbler.........:..0+...- oie ie, tel far 

Subfamily PARINA. 

Regulus cristatus orientalis, Seed. 

LEASE Vara IMG Te ty ee 

Parus palustris japonicus, Seed. 

Japanese Marsh-Tit...........- ERBE, eee fe a os Ge 

ater pekinensis, Seed. 

Bester Cole Dee ln. nee an Cowes amc auans tA が ら . 

atriceps minor, (7. & S.) 

Makchunan Great Dil 2.22... as I ち - 

varius, 7. & S. 

ck PaaS Wine. oc Ges cn eevee el sten Eee Opps. 

Acredula caudata, (/.) 

Continental Long-tailed Tit...................... L?a zt DB. 
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AT. 

44- 

45. 

46. 

47. 

48. 

49. 

50. 

BTL 

A WY Ab i at FE ES AA Be 

Troglodytes fumigatus, 7. 

japanese Wren tect eee pore EEE SER SER NUR, 

Certhia familiaris, Z. 

Commieg Oreeper: Ser... 2 ee eto fa es Ba he 

Sitta cesia amurensis, (Sw.) 

Wa Witla ny Nuthatehz sn er. Be ide he の の の らら の 5 

uralensis, (Zzchz.) 

Siberian Nuthatch.............. a ee De oie LAT Gr 3, fae be 

albifrons, (7acz.) 

Kamtschatkan Nuthatch............ ........ AO 72 WO 3 2125. 

Subfamily CORV/NZ. 

Corvus corax, L. 

Rea dint) Be eka he ear Beal OAS ope hee eee 

macrorhynchus japonensis, (//.) 

Japanese, Onicntal Ravens, 0. まい しゃ に Sa Bema 

corone, /. 

EEE ER RE EERZEDE 3 

dauricus, Pail. 

Pallas Jaekdawy AM DO へ US < z Weer ae 

Nucifraga caryocatactes, (Z.) 

Nüteracker-.nz..}. て っ Oe Een cick sees 12259, だ 428 De 

Garrulus brandti, Zversim. 

Brandt's Jay spice MER Maver a? SAU ts. 

Subfamily LANIINE. 

Lanius major, Pal. 

Pallas AGrey.Shrilsener are eee asda oe BIE AF. 

superciliosus, Lath. 

Japanese Red-tailed: Shrike ....... ........ risa あか る F. 

bucephalus, 7. & S. 

Bull-headed + Shrike! ooo. As: us る ず . 
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59. 

63. 

64. 

66. 

67. 
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Subfamily STURNINA. 

Sturnus cineraceus, 7: 

ee Be ee eee SRFEHEIER ur 

Sturnia pirrhogenys, (7. & S.) 

| geile ees Mice) g TCE Dies eee eee an Shsnr atc UP eee 所 

Ampelis garrulus, Z. 

Hohenlan Waxwing. „in... Rete きれ ん じゃ く - 

japonicus, Szed. 

MESESMM 半 eo で Se で ここ れん じゃ く 《. 

Subfamily MOTACILLINA. 

Motacilla lugens, A7z77/. 

Kanischackcin, Waptall » 2.9:..s003. 2.4 22 dae 5 すゞ みせ きれ ひい, は < 

せき れい. 

japonica, Sw. 

TSPaRESEH NW ap 2 a se) ea FE EEE ATS 

boarula melanope, (Pa//.) 

Raster Grey, Wagtalhr re... ee Sqr a iw. 

Anthus maculatus, Hodgs. 

Basen Be cok Die ee i cee uATU,AAL 5. 

spinoletta japonicus, (7: & S.) 

Tapaneser Flame MEN IE rn Et Fe TRA: cB 

cervinus, (Pall.) 

etthinated: Pip Sues tare et ine ね あか た ひば 5. 

Subfamily ALAUDINA. 

Alauda arvensis pekinensis, Sw. 

Karpe Japanese Sky Barker ち し まひ ばけ り ). 

japonica, (7. & S.) 

Small japanese oley—Lark’....... 2. ee. Fee ひば 5. 

Subfamily FRINGILLINE. 

Coccothraustes vulgaris, Pa//. 

Common Fawfink......... か EE 、 2 し め . 
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68. 

69. 

70. 

“Ee 

73: 

74. 

/5・ 

SO. 

83. 

A WAY dk i SEB ALC 

personatus, 7: & S. 

Japanese Hawfınk ..... ehe: 

Loxia curvirostra, Z. 

Common/Crossbulli ee et 

Pinicola enucleator, (/.) 

Pine-Grosbeak 

Carpodacus roseus, (Pa//.) 

Rose-Fink 

ーーー sanguinolentus, (7. & S.) 

Japanese Rose-Fink.............. 

erythrinus, (Pa//.) 

Searlet Rese Pink 7... oo a ek: 

Fringilla spinus, VB, 

SISK Loc ee Ma eet lese 

linaria, Z. 

Mealy: Redpolen. vun. 

ーー montifringilla, Z. 

Brambling 

‘ 

—— sinica, L. 

Chinese 'Greenfink....2.....2.4. 

kawarahiba, 7. 

Japanese Greentinks. 267. 52.4% 

Japanese SO LN 

Pyrrhula griseiventris, Zafres. 

Oriental “Bullsnless 2.0.2228, 2 

rosacea, (Seeb.) 

Rosy Oriental Bullink Pa 

Passer montanus, (Z.) 

Direc IpPartoWR. ne 

rutilans, (7.) 

RUSSEL SparroWi se! nen 

ee ee ee re 

EE 

see co eee eeepo peeeeoeee eeeeeer 

名 oc は ちの AM 

ES Tre er > UF DIEB UM. 

Montifringilla brunneinucha, (Brandt.) 

EBEN Beet re 

rat うぅ うそ, に ほ ひ うそ と. 

1 ete Sen 759972, 00:9. <- 
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Emberiza ciopsis, //. 

Bonaparte’s Japanese Bunting. ............ oe 4. DA: 

yessoensis, Sz. 

Swinhoe’s Japanese Bunting....................... 

scheniclus palustris, (Sev:.) 

Eastern Reed Bunting...... eee Nee ye 

rustica Pall. 

な べ か ぜ り 5, て こじ め けり 54.- 

ちほ じゅ 5 ん 4 ん. 

で かしら だ が だが. 

fuscata, Pall. 

Grey-headed Bunting. 

personata, 7. 

Temminck’s Japanese 

elegans, 7. 

Banner ot 

Temminck’s Yellow-browed Bunting . ........ 

rutila, Pa//. 

Rubby Bunting......... 

aureola, Pal. 

Yellow-breasted Bunting......... Lese, Be ee 

variabilis, 7. 

Grey BON -.--- 

ーーーー- nivalis, Z. 

Snow Bunting...... ... 

White-headed Bunting.. 

ee er ee Zur ee re Ze ze 

leucocephala, Gv. (?) 

ee ee ee ee ee BE ee ee ee Ze Ze 

ゆき は ほ \ じ みろ - 

L5DRARNLA 

Subfamily HIRUNDININA. 

Hirundo rustica gutturalis, (Sco/.) 

Eastern Chimney-Swallow...............usae-» 

javanica namyei, (S’ejr.) 

Loochoo Bungalow-Swallow.............. eurer. 

Chelidon dasypus, 2. 

Black-chinned Martin ee の い は まき つの つばめ は つ 

ば め . 



és A 田 、 村 Hae HE BOL Be 

99. Cotyle riparia, (Z.) 

Sand- Martin (Psi lies ne だら ED すがり の yee 

EHER - 

Suborder SCANSORES. 

100. Gecinus canus, ((7.) 

Grey-headed Green Woodpecker... .ce-<:..4-- や すみ げ ら . 

101. Picus martius, /. ・ 

Great Black MVobdpeckef nn. nr ek EN 

102. ———- leuconotus, Bechst. 

Wihite-bagked Wopdpecker. m. rn. nel ZESlKH DW DB. 

103. ——— major japonicus, (Seed.) 

Japanese Great Spotted-Woodpecker............ あ が ば びら. 

104. -——— minor, /. 

esser -Dpetted-Wosodpecker....... re cn ne 08 DE 

105. Iyngipicus kizuki seebohmi, arg. 

Hargitt’s Pygmy Woodpecker........ ier eee Chia らら 

106. Iynx torquilla, (Z.) 

WMC REN Te HboetTu-BSBEH OTw. 

Suborder U PU PA. 

107. Upupa epops, Z. 

15 10101 POE PS の いわ CPP ala Bone や の つが し も しら . 

Onder C SE UFNFBZRi} 

Suborder COLU M BA. 

108. Turtur orientalis, (Za//.) 

Bastern Turtle Dove... 20 nase の ooo Se ea 

109. Treron sieboldi, (7-) 

Japanese USneenvPiccon ee ee あ を け と . 

OMrClICuj 主 (2(G の (CYS EE 

Suborder CUCU LI. 

110. Cuculus canorus, Z. 

Common, Guckoaes DRY お PP の PS 39.9, BIE Aidt We, 



III. 

112. 

114. 

115. 

116. 

117- 

119. 

120. 

HATTA AND MURATA : THE BIRDS OF HOKKAIDO. 61 

Cuculus intermedius, Vai. 

Himalayan Cuckoo.............. Ba ee ee つい ヽ \ ど ち 5: 作 ん 休ん と 5$. 

poliocephalus,。 ア zz/. 

Ss SR CU Se Sep Se a ee a こっこ see っ FG Zr 

hyperythrus, G/d. 

Amoor Cuckoo... .......:- RE EN C5 の ち 。 ち LEN 

Subclass CORACITFOMES. 

Order PICA RIZE. 

Suborder HALCYON E Ss. 

Halcyon coromanda, (gz ん.) 

RIG ne Pet RESINS sc eng re hah rn - み や まま しゃ や う び ん, あか 

し ゃ や う び ん. 
Alcedo ispida bengalensis, (G7. 

Eastern Common Kingfisher..........2.........--- か は せみ , し や うだ が ん - 

Ceryle guttata, (Vzgors.) 

Oriental Spotted Kingfisher ........ oe Pr nee AI TT A,P SA. 

Suborder CO RACIA. 

Cypselus pacificus, (Lath. 

Vehrte rumaperd Swen ccs sae see cusses な ない 5 つの つばめ. あま つば 

Chetura caudacuta, (Lath. 

Mersile eile, Swit = kor ee wok tbe HPO. 

Capurimulgus jotaka, (7: & S., 

本 UM お EE ょ た だか, かす ひど と どり 5). 

subclass FALCONTFORMES. 

Order RAPTORES. 

Suborder STRIGES. 

Bubo blakistoni, Seed. 

Blakiston’s < 所 atlerOWI。、。。。。。。。。。、。。。 eg, at oi Lp 2A 4 A 



ei. 

133. 

Surnia nyctea, (Z.) 

Snowy Owl....t:: 

A 田 、 村 田 一 北海 道産 鳥類 目 鱗 

ER 

Nyctale funerea, (4/.) 

Tengmalm’s Owl.. Ci et EZ Zu Er Er ur ur 

Strix uralensis, Pal. 

rat Ow oe ee 

ーーーー otus, /. 

Long-eared Owl 

brachyotus, 

Short-eared Owl 

Pe ee a eC ed 

Pe eC eer ee eC na 

Forst. 

coer meee rer F*e* eee ot 

Ninox scutulata, (Raffes.) 

Brown Owlet Pre Oe ee ee Ltr ne 

Scops semitorques, (7. & S.) 

Feathered-toed Scops Owl 

scops, (/.) 

ACOps OWL... 

ee ee i ed 

LALA. 

きん め ふ くみ 

MEZ OI DIR: 

ZOO IN SD 

Suborder ACCIPITRES. 

Falco peregrinus, 72757. 

Peregrine Falcon 

subbuteo, Z. 

Hobby-....esrse- 

De 

EEE I Ir u are Be EL Br BE Be Be Er Be Er Br u BE Bra ge Zr Eu Zu Ze 

esalon, Zunst. 

ME 0 は 2p3es ap 

Pandion haliztus, (/.) 

MO)S reser near Pr Ce IE BL UL Hr DHL Bene Ba I BL Sr I I 

Milvus ater melanotis, (7. & S.) 

Siberian Black Kite 2...0.... en. ach ue 

Halietus albicillus, (Z.) 

White-tailed Basler... ve m er NO 

Steller's Sea-eagle 

pelagicus, (Pa//.) 

Ce CL BIC HE u Bose Ber re Be Er Br Ze Dr Br Se BE SE Br Zr a Zu Zr 

ちご は や ぶさ き . 

ぐち 5 (の ん (は >: 
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141. 

142. 

144- 

145. 

146. 
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Aguila lagopus, (G7.) 

Rough-legged Buzza Ug os eee See ree! 

Spizetus nipalensis, (//degs.) 

Weptier rested: SE 

Buteo vulgaris, Leach. 

Common Buzzard.... 

Circus cyaneus, (Z.) 

Men Ploarier..- IS 、 

eruginosus, /. 

Marsh-Harrier ........ 

Accipiter palumbarius 

aS i] eee Saree 

nisus, (Z.) 

に 

» (Z.) 
ee 

Eansnaftı Sparrowchawk... 2. A men, 

gularis, (7. & S) 
Ghrnese: Spatra w- ber wile. So ミーコ co レラ ンー 

は いた だ か,( 千 ) と の 5-( 全 ) 

Didi (FP) 223 222.039 

Subclass ANSERIFORM E S. 

Order PELECANO-HERODIONES. 

Suborder STEGANOPODES. 

Phalacrocorax capillatus, (7. & S.) 

Temminck’s Cormor 

Resplenden Shag.... 

IRE oe See ios oe voice ae =. 

pelagicus, Pall. 

ーー 

ーーー bicristatus, Pa//. 

BEE BIC. A ge ohn tne pes So wna en dere so 025253; 

Suborder H ERODIONES. 

Ardea cinerea, /. 

alba modesta, 

South-eastern Egret 

(J. E. Gray.) 

ee 
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149. 

150. 

EBT. 

154. 

155: 

150. 

157. 

158. 

159. 

160. 

16%. 
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Ardea garzetta, /. 

Trittle Boret tar ee 

Nycticorax nycticorax, (/.) 

Nisht-heronw rt. ner... 8. 

Botaurus stellaris, (/.) 

IDittest esas Pe Se ea ua 

sinensis, (G77.) 

Oriental Little Bittern 

eurythma, (Sco.) 

Schrenck’s Little Bittern 

Ce ee ed 

ee ee ee er 

Ce ee een 

Keuter nenn 

BE EZ SIE REN 
Wr. 

AT bo) 、 さ 8 

さん か の ご どの. 

ょ し ど ゐ ぼん の う 5 さき. 

ちほ は ょ し どの. 

Suborder PLATALEA. 

Ibis nippon, 7: 

lapaneseserested]Bisı. tee Lea: 

Order LAMELLIROSTRES. 

Suborder AN SERES 9 

Cygnus musicus, Bechst. 

Hopper Swan... RE 

Anser cygnoides, G7. 

Chinese Goose... 250.0. ee: 

segetum serrirostris, 

Eastern Bean-Goose 

albifrons, (Sco/.) 

White-fronted Goose........ 

minutus, Mazz. 

Lesser White-fronted Goose 

hyperboreus, Pa//. 

SNOW AGOOSE ee ieee 

Hutchins Bernacle Goose 

Ce ee | 

OR 

w. 

Kenner Tara Tre. 

CE 

eet treet ee ee © Er er er 

UE 

hutehinsi, Swains. & Rich. 

CE 

BS El ¢ C5. 

ADOBMWA- 

ULSWAZRAD 

か 5 が ね , ま が ん. 

と か り が ね. 
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Anas clypeata, Z. 

Soo fe Ve Bi ee nat は し が ぴろ が も る ,〈《, ち が る . 

boschas, Z. 

DREIER ee Een conn ais sav pe sc pascps aoc seeoease > Bs %- 

zonorhyncha, Sz. 

FT か る が る . 

crecca, Z. 

CDROM でき LE EEE J ee てこ が る. 

falcata。Czozgz- 

HE BEE, ri as S- 

acuta, Z. 

Hye! ER wee EA Ee ee ke Bee eee を な が が も る. 

penelope, Z. 

いこ C と に に てこ ーーー ウー uch. 

galericulata, /. 

euch inne Pre 5. 0 a ent ks fe Ge 

Fuligula americana, (Swans. & Richards.) 

mumeriedn, Black Seuter cr ed ra oS くろ が る. 

fusca stejnegeri, (Rıidgway.) 

WE た と まき が 《 2 

glacialis, (Z.) 

1 7H 5 が も る - 

clangula, (Z.) 

Golden: Byes ur ur nun キー 和 な ほじ ろ が る . 

histrionica, (Z.) 

(2b SEE Reha dr 2 a u. => LI) AL, FT きろ OGL 

93: 

baeri, (Radde.) 

Siberian. White-eyed Duck.................. eee あか は じ ク ろ .G すい て が も る.- 

ferina, (Z.) 

ya in ter EEE EEE ery te ae LEU A- 

cristata, (Leach.) ; ; 

TTS Be SR MEER Re SACHE PAPRER る ん くろ は じみ. 



IST. 

189. 

190. 
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Fuligula marila, (Z.) 

SEAM Aguas tice bonne tases ee reden nee Bie ashe が NE Er 

Somateria spectabilis, (Z.) 

Kto CETL Na, En ernennt een indes け わ だ た か る ゃ る . 

Mergus merganser, /. 

CG OOSAING SPE AE Ie, abe あの eo の CE カ か は あい N. 

serrator, /. 

Bed breasted‘ Merbariser nem m ae Lac eeeaeeae う 5 みあ いさ . 

albelius, /. 

RSME ni Sees EANERDN AR es Erna te ee の KC Gy いま きき 

Subelass GALLIFORME S. 

Order II BIN AR ES- 

Diomedea albatrus, Pa. 

Stellers Alba os Ku nee EDS 3 

derogata, Sz. 

Series: Albatross Kerne esses eh Cy ey Tee 

Puffinus leucomelas, ( 7.) : 

SieboldsZshearwater igs cccs ine diseeae haces Je Gow ne ete De 

griseus, (G7/.) 

DOOLY Sear Whe Ie. sc onsen erden epee oi a ww AA hs ip 

Procellaria leachi, 7. 

Weach’s Morketailed PGI nen ee Zi E45 Dr 

furcata, Gy. | 

Grey Pork-tatled Petreli..... urn. .tet は いい ろう みつ の つばめ. 

Order GALLO-GEBE ALL; の 5- 

Suborder GAVIA. 

Alca troile, (Z.) 

Gallenaob es AAG FOS ee? ee 5. dh Pai (の: 

carbo, (Pall.) 

Sooty Krutllemot.. a 1. inet DDOGo2 UU we zZ’... 
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192. 

193. 

195. 

196. 

197. 

198. 

199. 

200. 

201. 

202. 
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Alca antigua, Gr. 

LOSE TENT Al a oe うみ すす め 

wumisuzume, 7. 

Temminc ド 's Guillemot.......... テー か ん で ぜ り 5 うみ すず め . 

Fratercnla cirrhata, (Pal. 

Qe EEE ee nn. ut 

monocerata, (Pall.) 

Era kalte Ban een a na 

cristatella, (?z=/7.) 

Be ET RER EEE ER ee 

pygmea, (Grr.) 

AR SRISICCR CURT E GBI A 

pusilla, (Pa//.) 

ere Peller fee eo oe ae ee 

Stercorarius pomarinus, (7-) 

fan hate ae er See ee ec ces 

Larus glaucus, Brin. 

人 

glaucescens, Nauın. 

Glan uibpede Gulli na 

marinus schistisagus, (S/ejr.) 

Eastern Great Black-backed Gull......... 

cachinnans, Pa//. 

か SE 

crassirostis, V7zer//. 

‘Wenwrtineres. Gall 2a ee Hs et 

canus, L. 

EEE ee a: 

tridactylus, Z. 

De a na 

ridibundus, /. 

信介 

ZR& O 5b mh. 

ESEL 

る と ろ ぶ うみ すず め . 

し ら ひ げ う みす すめ. 

と うみ すず め - 

ちち ふ は せ で ぐろ か も ゃ る め - 

みつ ゆび か る め - 

ゆり か る ゃ る め - 

6 



iS) 2) Sa 

208. 

218. 

219. 

六田 、 村 Pde ve SEBS 

iharussaundeérsty (So)... eek: NER m = VADs a. ode 

Suborder LIMICO BYE: 

Charadrius fulvus, Gv. 

Weiatic {Golden NPIoyer. cick een こ Pe Bae Aa inn 9 グフ 

helveticus, (Z.) 

EE VaR GAS 00 おん お Tea fx 

minor, Walf. & Meyer 

ittleRınged. Plaverk on... ae? a RR お と の うだ ひ 

placidus, Gray. 

Hiodgson's "Ringed. Ployer!......... 2er... ante ty ve US 

Ask N 7225 と 06 
monglicus, Pa//. 

Mongolian Dand-Bloyer IS we een Reed eas の MGM な と lO 

Vanellus cristatus, Walf. & Meyer. 

Common apie ssn Ve ea Oe esac ne Tel) Os EN 7 05 

Hematopus osculans, Sz. 

Japanese Oystereakcheran Ne ala oe Ra. hi 

Numenius arquatus lineatus, Cav. 

Common Curlew alt en aaa net TOM AGO Rn. 

cyanopus, Vrezll. 

Nustra ham GR Shee ein. ne Va We BT 

Phalaropus fulicarius, (Z.) 

rey a Halarope 2 ee は の いろ ひれ あし し き - 

hyperboreus, (/.) 

ed necked" Phalaroper... a. ee あめ か 名 b AIS U (し 

Totanus fuscus, (Z.) 

MuskyRed-chanleı enter en 208 DIS ar 

glottis, (Z.) 

GE een Bee の 2 の の 222 RBD ミ イセ フン の 

stagnatilis, Bechst. 

Mars sandpliperi 0 rare ee eee mone rr De ome en 8 
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き あ し し き , う すず み 
x. 

SSL za 

ZUBE: 

ZELL x, し ば な * 

Zur a. 

222. Totanus incanus, (G».) 

PIA ANOTING) SE 、、 ne 

223. glareola, (ん.) 

生生 ドー コト y (lp Ee eg We 

224. ochropus, (Z) 

reer SABEDIREL teren: 

225. —— terekius, (Za//). 

SEE た ちこ で に es さこ トニ SR うこ と ミポ 

っ 26. hypoleucus, (Z.) 

Comingn . Said piper 2... I 2255 ennuanernne acs 

227. pugnax, (Z.) 

LAT) | Wee Dee ne one nee i eae te amen or sae Mm re 

228. Limosa rufa uropygialis, (G/d.) 

Fiastern Bartailed’ Godwib..... aan en 

220. melanura melanuroides, (G/z.) 

Bastern Black falle Godwit. raus 

230. Strepsilas interpres, (Z.) 

OURS EINGS sas ee en a sammie soe Seana eisig ae で 

231. Tringa crassirostris, 7: & S. 

Transen. 2 en tea eee ee 

332. alpina pacifica, (Cozes.) 

Pf ates Eh era Jaden senden 

233. arenaria, /. 

Dane ine Einen. has 

234- minuta, Le?s/. 

キテ 

235- pygmea, (Z.) 

Spoon pilledts Sane PIPER... 2: 252-22 LEE = Sanne 

236. acuminata, (Zorsf.) 

Siler itis LP CELOLAP SATE PIPE! » <2: . nen 

237. Scolopax australis, Lash. 

ee ae MUTI, Sng on ek oa aos FEINE FT て 

69 

L 
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Scolopax soitaria, (Hodgs.) 

Japanese. Solitatys Sniper en rar SCHERER OR zn De 

megala, (Sw.) 

SWINnhoe 5 WOM Lakes ees osl-wiee esis v's ne net hen ns Dee 

gallinago, /. 

VOMIT OMNI OR near ee se ee Diem Pers: 

rusticola, /. 

NV Oe COC Kons ne een seen や の [ale & Wie 

Suborder QRALLA, 

Grus japonensis, (477/2/.) 

SACECO MANIC ssa ee ce Retina ee ence neaiins Fee Oe 

leucauchen, /. 

NiniteenaprdCrane 2... asics teats asada costae DIR IR: 

virgo, L. 

Demoiselle pane re Joob oo eee WD AA te つの だ 

Suborder FU LICARIA. 

Otis dybowskii, 7acz. 

Bastern Great. Bustardn ne... oope.cteteasae eer ne es の が ん ・. 

Crex fusca erythrothorax, (7. & S.) 

Siberian SG DK nannten een U 〈 OFSTED く 、 の 02 

Rallus aquaticus indicus, (の ZZ .) 

Kasten, VVT ee Ce に は し いっ marie CC: た ec DER MER 6 

Fulica atra, Z. 

Common Cop res ea eee rience are Sense > (ほほ けん. 

Gallinula chloropus, (/.) 

Water-hemfz 42... ae sob ci ots eee ee rai her dir: 

Suborder PYGO PO D ES. 

Colymbus adamsi, Gray. 

Wyhrbespilled tw err ter rare は 50 ドジ on の Ne 
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Colymbus arcticus, Z. 

Baer remitted Wier sas nennen SEI Lv. 

septentrionalis, /. 

Prec Che oatecb BAWEI ica. een sone dagee's DU. 

Podiceps rubricollis major, 7: & S. 

astern. Red-necked Grebe... ........0000.. DADA bDvrOYL 5b. 

nigricollis, Brehm. 

Disek weeked Greles eee nore e creeds 4. nen EEE が いで の 者 ee 

ーーーー cornutus, (Grx.) 

SelaronanGrebe ts en a une みみ か いつ ぜ け 5. 

minor, (G7z.) 

Pal arena N rete hei eee BD Ir 340°C oe 

Suborder GALLINE. 

Tetrao mutus, Montin. 

Commons Biacnuean. ar. een Ce て うつ 

bonasia, /. 

ビジ イー Groesse A てこ 色 ぞ や まま どり, 名 ぞ らい 

SEHR: 

Coturnix communis, Doun. 

ER Vu Mla tied cere, ie Se She nc cain en ee aha 

japonica, Seed. 

Paster, Commer endl 2. あか の どう づら - 

(RHE ENT) 



4 sy 
MIC) ite 0Y 

y) の 

だ 

F 

ae Pas ie 



CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

BY 

T. Köno. 

(With Plate II.) 

EBEENTMUZIHERLDOEHT, BEZZZRIDOT,ERXAU 

チュ シ と な す 。 MLUTRRTÄTR KEHRLRZA, HL? 

書類 少な か ら ざ れ と も 、 チ ュ シ に 就 て は 松浦 竹 四 郎 氏 の 東 暖 夷 晶 

=, HR RO cH. KB EA RO AS BRR AR Ha 

MORBPK BICKER T SZUBATO Mi MMe CMM ICLT 

Fr VYVRZBORRMREBTASZCHE SGT KROBMFABGLC OMS db, 

赤 チ ェ シ に 就 て は 多く 説く 所 な し o BLF~YLER. BL TAZ 

の 地名 に より て 、 知 られ だ る も の に し て 、 宙 際 之 を 調査 し た る 人 稀 

ZZOAAGTFT, ÄSEITHELRZAZAUNÄ, RK ESE ICH 

BEX OnFeLEBRANZ 5, BNFBECKFORREAKH Te ah 

べ ん と 欲す る 所 以 を 5。 

西 

チャ シグ の 定義 

チェ シ は 、 岩 夷 語 即ち ア ィ イヌ 語 に し て 、 一 地域 に 人 の 容易 に 入 

SHIN S425. BMF BUrSoea eee ジュ ン . パ バチ. ラー 氏 の ア 

[Irans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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A rH GE MIT. BR EE bo MUTASE B BS 

ee ZB AM 

YUCHDOROEKRBOMAB,OLY チュ シ LMISE 5. MELT 

北海 道 の 人 類 拘 的 遺跡 と し て 、 此 廃 K 調 ム 所 の チャ シ は 、 十 昔 の 北 

(Rk, BB REL ETI し て 、 信 日 普通 チェ シュ ツ ( 北 中 ) と 稽 す 

ZRDZıbo REAP HMR BI II て 、 ボ で チャン 大 内) ボン 

yobs) z27F.,.,ı8, 97. 7 VE 7417.7 0B). 

AF, VUEE)EORLUCHIESZS%3OH5. MLF2A Fx TH 

申 と 策 す る も る の の 如き は 、 概 ぬ 一 種 の 迷信 ょ り 、 合 名 せる も の な 衝 

ば 、 其 人 の 遺跡 な る 読 あ る も の の 外 は 、 此 謀 に 計 ム 所 の チュ シ の 内 

ee om Ss SOL To 

FRVORA 

チュ シ は 、 北 海道 本 地 (千島 を 除き る 北海 道 を 中 心 と し て 、 南 

は 奥 物 地方 の 北部 、 北 は 千島 列島 の 大 部 分 に 存在 す 。 

RAR OF, ICH CRA ALIFE RR AMBRE BH 

We It, 2 BE BRR © Jb EER SEP ICRU OK (42 47)0 dh do 

AMNAZTZENETEHST-HN ERBHKRO EASES 

XOBw bh, DME ROPRORBOVENEMHR 5, FZ eR 

oie Oat 

JE HE ES AK CRC TR BED WW ORIN t AN IH SEID 

Yo Wo i Rb DG % HE % El 5 LS IMMER = By PRA BIL — By 

Bw, LEA CHEWS FHWA Rs Yo 

EERBENLEZLOBKRKENKI BSSESHOEMI } Yo 

ELE WATS COTM AAR RCM EKHE BBA RL IUMEND 

て 限り 、 三 方 は 肖 澤 に 臨み 、 基 中腰 に 営 り て 一 蒼 の 階段 幅 五 大 尺 の も の を 

折 回 LU HE IH ATA DRY 第 内 了 堅 穴 の 敷 二 十 二 個 あ り て 、 

AUMARPRICR TUM WM LEK SISA BRRORE DH YD L BMA 

MEZEARELBORKF TR SHAM*A HUG Yo 

EIRP RRR GER BRE) ERORMM 8s (ber be 

- ZH -EANHTZ LIEB EIALERRIRARUT 4BOS 

DA ERNRKMI-ZTENKETMAXOHKEHBELAONKEh 5 Vo 
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HAFTERBRERUEER TS EBEN SV BREE it G2 

T-ERENSHZUEILRBRARLER FIR BEH BSP EA OH LIT, 

ERLUZIEXOAED 

SUMMER. ERBEN RU 3 F,Y ABI DFA5T, BLE 

HACHUZEHZ,RLRZSZTESTLEL HMB II TH 

れ ば 、 其 遺跡 は 、 北 海道 の チュ シ と 全く 〈 同 一 に し て 、 革 奥地 方 に は 其 

遺跡 尾 な か ら ざ る を 知る べし 。 移 後 園 に も る 之 C 侯 和 寄 め た る 遺跡 あ 

ちと の 談話 を 、 聞 きら だ る と と ある る も 詳 か な ら ず 、 奥 匠 地 方 は 休 

の 調査 を 身 す べき 3 も の と す 。 

HAMIL. YDREKAL 今 基地 名 に 存する 所 の 

る の 、 並 地名 に 存 せ ぎざぎざ る も る 、 明 に チュ シ と 認 む べき も る の を 下 に 各 

げん 4。 但し 引用 書籍 は 選 を 記す る る も る 、 同 一 の チュ シ に し て 雪 種 の 書 

RBM TSAO, HIRATHSUFHOHILLDDATET 

る に 止む 。 文書 籍 に 見 を ず し て 談話 に 聞き た る も の は 談話 者 の 氏 

名 を 記し 、 書 籍 に も る 見 を ず 談 話 に も 聞き た る と と な くし て 、 予 の 見 

出し た る も る の は 所 の 名 を 記す 。 

= § Be 

Ree RE UW ORR RR ED tHeBRREMARYR SI BRB 

eee ree ie Fey I ee a Se a ee EIG 

BURT eSEM RAB RBRA Do AHI ALC HRELE BF i 

BRAT:U UHR RADBREE CL HEEB AI BER ASF 

A.B BTiSAHBEB 422 t BL to 8 = WA RE RF ey =D) ENT 

町 の 北部 に あり 。a 

h 

0 

後 a 8 

HRRRABA Fe YR RRR Do RBRBM*AHILE BRT 4A 

DSUYVLSBRBEHSKPRAKRRHRECBRBLOS REC VLRBIL 

Fe BE Fo 

HABA DAA WMI ARR RRA AHAB I- At ry rt 

ERMRHBDV, BL ARMD BALCH CHL VABORKNDY ES 

RORABHAZUY LRG HPLV RET HTADEILbtOnu 5 ko 

SBAMRLRBA + + VR KH AR 

SARRRAA Ft + YY = POE RRA Bo 



ME-FrY MSR DB 

積丹 郡 余 別 村 チャ シ ジ 2 YC 上 )o 

余市 郡 余市 町 余市 川 左岸 < 河野 常吉 )o 含有 徹し て 畑 と な る も 漆 及 び 中 

Be ope te to HR MRI KOKRF 7 IO AK ROT 

BwebHY) £ E26 ORK M 

a FF 

ERBETEN vv N Fe ey Y 2 OR Be ae Sh AH fio 

fd #2 ER ZEN AT A EO OC EE KR AOR WI BK OVA 

aie Sh Se lo } 

LIV RmBRA BTA MF + vy = > ORD th % Fo it IE 

DADO EI 5 Yo 

ELNUREMA AHEM F + vy za yV mh bo HAW LOS & AH 

WN Ae i CHB To | 
EUIBEHMNNMNARFHFYTDYCHKRTER KR JE Oe To 

he 振 

it HRM CEN BR ORR ER AR WABI A MF ey + 10G SIND 

3), ER EBORMBOML RRLODI) HALA CBE RZHF 

あおり rin CU lL ZHBUIKREL iY T- HERR He 

£ Ome) -o LRM BRWAM RRR OMAR Fr % LE To 

kt HH ER HE BAW F x VCH 上 ) 

HER SRA RAF ey + 14 CA bo MRM AEA SE 

Hr 4% DMB Y Lo | 

BEARAHNKYr Fey 2 EB REA N A MER Bo 

ARMBARN En FrY=a YR Ho ARHELAKA 6.0 4 OGY 

BER 

ARE PEA MMM e 7 ER EI THM eh ho LMR DOAN 

S25 BK AT: Vo 

室蘭 郡 室蘭 町 北岸 シッ トク 岬 の 西方 に ある 小 岬 (同上 )o BHOBE 

入 オ ピ シ テ クル 目 〈、 室 杉 に あろ る 且 個 ' の チェ ィ シ は 、 ア イィ イ テ oh Dad: 

ら ) も の TR) -Eo 

ZWRSEH MLR HH ORBDF ery = PRK Sh AM. 同書 に 日 

CLbBARRP ays HORA RU CHLULEB ERY TER U ED 

ZMRZEHN dE RRO ey FH YC) EI 

白老 郡 白 老 村 チャ ショ コツ (同上 )。 

BRM RA 7 4 Ft + YOR RH RA edo 

HPA MMM ROB t RE OM 1 24 Fe VCR EI BH FA ih 
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す 直 な れれ ぜ ば 、 人 造り チャ シ な らん oc 

FERESINITIENSER RD) ZRH EL THE üB 1.0 

DEWKEA RIF R OBE AB AR 3.7 KK y TH DEM UN bo 

FERBRHEH << Ho Fr Y 2 FCFRE RB) HSC A CY = OOF 

DRMOBA HO Hu Y to 

FEE B MHA =e = FUG ery =z 7TCRREM ARM. モ ベ ペ ツ 有川 と 

FREIOMOA EI LUA S567 &£BPRISBH U4 PR CAMS Fz 

a & 8 
WRREBANH WR VY sy Fx YOR RB *e KH Wo 

BCRAPBPARA Fe Y > > R BRA RI FF 7» TCH RHO ZI OH 

Bue 2 23. REA HK Fo 

WHEE B AMA x ee ı UHR IFA r Fr I CH EB RU N ABR 

BB) ar Fr VL UNRDZDEUNV 

BEAERHAUHS TE TBR Fe Y = FC Edo 

we PA A PS oO Rh F + YOR BR EB &) 

RERSWAREN ORAS OA EI WE H+ CR RE FX 

ZW SOEHI ME LTHADOENZL Dd KV £EHBERWE I I 

まま キャ. ダビ ツタ と Dito 

才 内 郡 下 下方 村 染 退 川 東岸 チェ ャ シュッ ツ (同上 )s WHERE Ye TY x 

I TAZAFRLLELLBEDIERUJLoLE To 

A a A al hh & O RE Wey FF we A) 

af FY 28 4 all DO HK BC 上 )。 Reh BPO#x OK FI VT Fs MM 

を 隔て て 相 圭 す 。 

=A ti Rt HR HH OD BH Wc bo 

=BARBRMAnHY => TRPBRAR ABC ACHEAABOEF= 

HVE PRB H I). ALARM AA ih 2.8 ABER AN SOR 

け 多 し 。 EB—-—Bl-MHEY bo 

三石 郡 骨 毛 圭 チ ャ シュ ツ ( 同 上 )。 RECA (WS AR AS LABS 

HSVLUKABGHASAD Eh FERNE Fo 

=SARBHENNDORRBRA KE SRRARD BRADH*AE~L 

跡 ち り と 写す 。 未 同 有 之 記 に は 城跡 と あり 。 

MMBRHSB HA ++ yY = VR RB*e ZW 

BMRA SHR MIBRx AI FFIR BRH RI FAY FerYVilt 

山城 の 義 な り 。 

BOBRASHR WIRY 74 Fe YR bo AKA EASE UY 

し 跡 な り と 妃 す 、 如 何 に や 。 JFANEZERN,.ZEALHAU 

Mie AF JN Hizb HD Yo 



NI CO 
WE—-F + VDE RHO 4 

m: 

SeMARBA RS LHF +e vy = V/HBREH ED RB nd 

WIL KH we FOLSEPEUBEOREADAD LE «tC LB t = Es to 

MMM ERA FS 7 y COMM bE 同書 に 曰く 大 な る 土手 の 名 き 

物 あ り 、 昔 別 官 様 r な キネ クルミ) の 般 が 化し て 此 の 如く 成り LEE MA 

BULLE RW OMFS HIOHVET LORE OLEH EB 
REMSI CLELERM AE eH Y Lo 

ih RR ER AGH RE AML UPR CMO RLEBORRBIK 2 

PADEHEK DS 往 昔 アイ ヌメ の 任 長 の 居城 に し て 、 諸 方 の 敵 と 兵 を 

HA 129 2 Bo 

HR 2 ARAB REM OL ARN KAMER SDD Y 

Gua sie . 

hi BB FY HN Ah ey Fe Y = PCR BE WO) Hh Do 

LURE NNR NHR OM OR EG BH) KEHLYZRUD 

MRA BROOM RAT FAN So Ske CEB RAE LOE 

he 

WRB MA et Pr eB Fey 2 VOR TIER RU J HEN OA Do 

WER HSN HSK KF yy 2 VOR RRA A. ABA HW To 

ELNIRER EA TRGB R tev = YP CFB ES PBL Se 

BE To 

釧 88 國 

AL fy 2B 12 G0 A BA ke ACR Bt BX — K)o 

HERR UNA We wT 4 a A SOR AF RD = MD HS) 

tnMHRBERKE Lt S do 

H tk A Ral NW RM Ft + y = OR Be a Th H Mo 

HHM AR TARR ORME SH ARR ROR F |- oS Mp le 

在り CR DYE KD Vo 

釧路 郡 釧路 町 蓄 會 所 裏 チ ェ ャ シュ ツ ( 東 岩 夷 日 誌 Bh oe OD Kl 

ニニ トム と の 住 せ し 虚 な り ょ と 言 偉 ふ 。 今 基 形 を 存 せ ず 、 一 方 切 骨 せり o 

釧路 郡 釧 踏 町 も モ シ リヤ の チャ シュ ツ ( 東 上 夷 夜話 :o AB A se 

ロロ チャ ショ ウ と 放す 。。』 営 地名 の 光 殖 、 す = トゥ ムシ ウ の 城跡 な りこ と ミミ tow 

媒 夷 夜話 に は 、 麻 に 二 重 の 漆 を 続 ら さろ る ょ し を 記せ ども 、 今 見 を ん ず ( 此 チ ャ 

YM Re UY BMT NS Lo 

NERNEN ye bY BOM Fy vy YOR RF A a) 同書 に 

WNT Fa b Aw DF 2 wT TS AY ARE oe ae Se aN ees Ch ae, 

勝三 方 ぶり 攻 來 り 落 城 に 及ぶ と o 

4 

中 

(ale 

jal ul + の 
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MR MRM A> 7 = 1S KR EME Ko 

MeRRBRAx~ Fen TP OMFte ¥ = YR BHA Bo 

WERAB IRE FZ y 2+ 7 =F 2 Ve vA HH BECBR 

此 庶 一 の 城跡 あり 、 穴 居 跡 多 し と 。 

WERE HDA GW Re > Fev 2 VRB BRE UWI HEBERA Dd 

BRURRRA BRM EAR Ft ey = POR BHA Bo 

厚岸 郡 厚岸 町 オッ ナイ 山河 野 常吉 )。 BELTHLENRNZB ı BGE BEE 

te To 

BRERAKRA +e 5s HR ORM ED» Be BntrkOEK dS Vo 

BRRBRA TF ee TOF es Y SV HEHE DI He Bnc— 

HOEK SD 

BRREBEBH TV 

AID EK D Vo 

St ay ュ タ ン ( 河 野 常吉 )。 BKHEOEODOEEL BJ =2D 

根 ミ = Ea 

花咲 郡 沖 根 邊 村 シ タッシ ( 納 北 布 日 誌 ) 同書 に 日 く 土 半 跡 あり て 次 

BLRBAANT Lo 

(iE RREHBBA t+ Y =z 7A bo BELVSLEY mR Ft + 

2 2G DDD (BOF LHA ETO 

7ERRMRBHEBH ty REPT OFK ye Y コツ (同上 )。 

iCRRBHEBN Te > Fe Vib AHR ACBLIRL ENYA, 

HFHOAFHUTRAUVLIUEL ko 

ERMAN ty Ka OM Ft x Y 2 YC LI 

(CRRBEBHF Ht 7FOMF ey 247M KHEBTOLEH 

=) tae 

根室 郡 根室 村 の 東部 チェ シュ ッ ( 東 西 暖 夷 山川 地理 取調 園 )。 

SF ff 2E sl 4 A PG HO RF + vy = PCA bo 

BP REREA Fey 2% BHSSK LIA BAM To 

HARSHA RBI Gt se y = PGR RB HA Mo 

ER 園 

PERE MH Fs y = PUK Do 
BERRBHeE eR ey Fe CK HER KUN MAR BD 

WMEMBRAF + y = YC 上 うぅ 
MERRABH T+ Y 27M bo 久 握 日誌 に 日 く 、 三 町 許 の 土手 、 倫 

も 城 記 の 如 し o BAMBI RY DY AAA CHBAMORBUY & SZ do 

REPL -—HLHRARHEVVOKRS Lan = 7, I PORHNN bo 

BSNS a <I OMHR++vV=YREHM AN 



So MEYER 2s 

CUWRBUMAD MI HET sr tev = rh bo 傾 あ も る 閉 の 義 な り o 

絞 別 郡 深 滞 村 浅 沿川 左岸 チャ シュ ッ ( 東 西 由 実 山川 地理 取調 較 )。 

WReRMARN ST es YI OMAF Vay F x YC bdo 

SERRA NW Fx vy 2 YOR BE A Ao HY 5s 

天 8 8 

aq HBR GY Bi PY GRR RO PRR Y Fy y 2 YOU LK A BR 

huRkASA KR BRR Fe ey = > ORG UN HE KO Do 

AA MIL LBRHEB RUND EI Fe vy 2ayre 4k HB To 

Vib wHAM ICSF. YOR MHL. EAFORSS 

BOBELKUBZ TUT, RU ER Fe. YASSBR DOT EU FD 

知る べから ず 。 Ak HF, Y な る べし と 思 は る る 個 慶 な ぅ に あ 

ら ざ れ ど も る 、 誤 謗 を 偉 へ ん と と を 恐れ て 暫く 之 を 略す 。 Manu 

調査 せ ば 、 チ ュ シ の 敷 は 必ず 大 に 増加 する な らん と 信 ず 。 

at. 

i, BM II TZITAIRAB, MHEAFIMBHETER Re 

KEELT FTERANEDORBRUELRTZÜREBUMTHLR 

SOF, RAL IHNEN ELRZENFTFTASETEIIR 

(EY ZKEET- ZIEHEN EC. ABBY Ye AYRES 

DBmirpicd, F,vokkizrand THAPF ry t BU 

6 4)}E PF OMLo 

ae ey BC PEA BE ¥ - 2 700 7 ua BAS eee 

Bil #0 Ob BR HT & Zo 

Me Re A Fy vy 3 OR Re Klo 

HERA KIRKE NA ey Fev a - (CS HRBRA BD 同書 に 

CK PHL tt we kb ko 

eR AEM KARA カム イチ セ ( 同 上 )。 AO IS A CN OK Be 

hUIELOEEBICFR EV 何人 の 築き し も の な る や ょ 、 カ ム 

+x imoRORRALABMA2NSL
 LHe > 4K PAA 4 Y 

yy t Ss MAD Yo 

HRA KRM AHA Fe vy a YER BHD SMBRA MI Ih 

wk pm tte vy vy & SS HAB Yo 

HEU TR GER OR OA OS ORO AC BF Ho ERIK #Y CHARA 

I N 

Ja 

Ya Hl 
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す 、 内 保 の 部 落 ょ より 逐 を 望む べし =。 

| EMRKEEBEEBRAEREO fh EL) 小 砂丘 の 周 園 に 空 漆 の 

跡 を 存 す 。 MEK EK HD I 

SMESWNHENHERMZTEDO EN Do 低 き 丘 上 に あり 。 Mar 

基 形 を 損し た る tM Bee HB SO 

新知 郡 ウ タ シ シ 内 ( 多 丹 士 人 賀 長 ヤー ュ フ )。 VUFO*+BEKARO 

を 存 す E-z Bo 

新知 郡 ワ ショ ッ 鳴 チェ シュッ (同上 )。 此 席 チャ シュ ッ ル 以 て 地名 と す 。 

占 守 郡 シャ シュ タン Kl EI 

占 守 郡 オン ネ ュ タン BBC E% 

幌 甘 、 占 守 の 二 島 に は 毅 鹿 上 陸 せ る も 、 了 予 は チュ シ の 遺跡 を 見 

ざり りき 。 や ー ズ ラフ 等 質問 する る も る 、 右 戦場 の 跡 は あれ ども る 、 チ ュ 、 シ 

BA2,2 = A I/EIR DI) EL, EBEORRBR ER EZ TZAT®Z 

=~), BLREBOHE,L SI FT FALL Y- RS, FF RALODOHL, 

チル アラ トイ な る も る も の あり 5。 Fr FB HERE, U HFDET TE 

混 の 地 に 土 を 運び 、 長 約 三 町 、 幅 約 二 町 、 高 約 一 丈 程 に 築き た る も $ も る の 

を 5。 ERHIELT, ZEorBkirzıa.RıpznNE 

る ぁ 、 此 上 席 に は 暫く チ ょ シ の 内 算入 せ ず 。 

樺太 島 に は 、 革 南西 岸 、 フト ロ 岬 と 白 主 と の 間 、 グ イィ イ と 去 へ る 

地 の 山 の 褐 に K、 ト イチ ュ シ (又は チュ シ ) と 舟 す る も る の あ 5。 + zZ 

ABIL. 方形 を な し 。 BBA ZSRHRcHTEZ3, BETR 

ZEILE BA CMSALARMCOLRBWBOSZE SI WET 

KOKELIKTIL RABRBRABKE RROHENBEHHARDO 

FREHLRSMAIEZRRALERL, ERR KB ZRR END 

MZOHIRZARPTLTMZ3ZBAL, -ZRR EN NoDER HE SE 

ZEZAILEREL, ERRB AUT KR, MM ZOO EZB HUT PATH 

SFERLEHRFEHERTK FABOKH Ab Le a N db LA 

bo BN UVYRBR LEBEN FEEETZMHOF,. VEN FARB 

HASTA5I. 優 信 同種 類 の も の と する る も ゃ $、 ABERrTREMRT® 

を て チュ シ あ る と と を 聞か ぎざぎざ れ ば 、 此 廣 に は 杜 末 島 を 、 チ ュ シ 超 布 司 
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城 以 外 に 軒 き 、 更 に 他 日 の 調査 を 待つ と と と すべ し 。 

Fx VOUBRUAKS 

チュ シ は 如何 な る 地 に 設 く る や 、 之 を 細 読 すれ ば 多様 に 小 る と 

RE BKM T NI, EEELE WIA, Riis Mises Rp, X 

KEROHLRLT, HEREC RCAPEWAE LR SICMA LS, 

RKEKkbHdOCKEHERUCEN 6. ABBRZERLT, BO HE 

燥 、 衛 生 に 適する 謀 と す 。 

WAC Rw La AE, EHER TFT LACES HEI. STE 

下 際 の 横 に 細長 て 斗 出 し た る 成 な れ ど も 、 RELOTHKERS 
a A SORENESS N SGU R OE 

ETELSFHELRZEDHSIE ZHEEKER E za, eh 

er 3 kkolizned, RRAKTEEFZEHPFETN DO 

(het SH DO. MIB HEC A HR DEN DI MS 

岸 の 一 小 砂丘 K 過 き 8 ざる も の あり 5?。 MECH RL?RSZ, WKB 

釧路 町 モ シ リャ の チャ ュ シ の 如き は 、 丘 陵 の 一 端 に 於 て 一 肥 高 8 席 K 

あり 5 て 、 丘 岬 と 丘 頂 と を 併せ た る 地勢 を 有する も の と す o。 

Me, HA BOA SZ IF Fr RL ERIC RS TL RS, EBD BT 

EHLAUTVENELANTYV 然 れ ども 北海 道 の サ チャ シ 忠 、 世 

OHS BALD の 内 EI EZ EDIT E MS は 下院 に ON Mg 

玉 低 地 に 下地 と 同 し 高き 又は 下地 ょ より 生々 低く 、 設 けた る も の ある 

や も 知る へ か ら ず 。 fad lk HH A B To 

チュ ッ シ 所 在 地 の 高 さき は 、 其 丘陵 の 林 ふ る 御 低 地 は 5、 双 海岸 

o> Osh k > HL ES TS CATR ZT FB 

甚だ 低 き $ る の あり })。 Bik TKMRAN 47 + FAICHSIOOMS 

は 、 失 地 K 漂 を 続 ら し 、 革 内 の 高き 僅 K 四 五 尽 に 過 き ず 。 Rhea 

尺 以 上 の 高地 に 在 る も の あり 5》。 DERE AMMAN RATE OR 

山 、 十 勝 國 中 川 郡 狼 別 市 街 の 西山 、 釧 路 園 厚岸 郡 オ ツナ イ 山 人 K 在 る 

著 の 如き は 、 直立 概算 二 百 尺 内 外 あ る べし と 思 は る 。 BT SICK 

ちり 低 き も の は 要害 な ら ず 、 高 き に 過 る も の は 、 日 常 の 食糧 、 飲 水 を 

ain dee a ee 
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チュ シ の 大 さ は 甚だ 一 定 せ す 。 其 周 園 二 三 十 間 』 り 5 約 百間 に 

至る る 、 概 し て 小形 の $ る の 多 し 、 文 稀 れ に 大 な る も の あめ 5、 其 例 を 

墨 く れ は 、 座 振 國 伊達 村 タ テ 山 の 丘 岬 に 在 る ふ の は 、 鞭 形 略 ほ 三 角 

形 を な し 、 東 西 約 三 十 間 、 南 北約 三 十 五 問 、 価 ほ 基 一 方 を 仕切 あめ た 

る 二 重 河 の 幅 合せ 入 九 間 あ 5 ぅ 。 HMA IY So. 陸奥 國 北 津 回 郡 

高野 村 、 北 見 國 網 走 村 翻 木 傘 村 に 在 る も の の 如き は 、 予 は 之 を 見 き 

る る ゃ る 、 書 籍 に 記す る 所 に よれ は 、 願 る 大 な る る の な 5?。 

テ チャ シ の 形 獣 肥 び 精 造 

チャ シ の 下面 に K 於 ける 形状 は 、 概 ね 不 規則 な る 椿 彫 形 、 其 他 不 

RMS SAB RED, RR. BRI MIS, FHMO= HH, 

又は 方 形 に 属す る も の 等 あり 》。 SELAEBBORAL, RREOMF 

と に 依 ゅ め 、 種々 の 形 誠 を な す は 営 然 の 事 な ら 4。 其 構 造 $ 赤 各 頻 

多少 異な る 所 あり 5 ぅ 。 今 便宜 の だ ため 丘 岬 に 在 る も の と 、 丘 項 人 K 在 る 

$ も の と の 、 二 種 に 分 ち て 説明 せん 。 

7+ YORMUHSZIOWU HEKRKRMUV AFL. HOFORF 

く は 直線 の 底 沙 を 、 掘 り 廻 し て 乏 を 仕切 5%、 其 掘 ちり た る 土 は 、 チ ュ シ 

の 方 に 盛り 上 げ て 土手 を 作り 》、 牙 は 外部 に 盛り 9 上 げた る も の あぁ あり)、 

ie a sen sh DUB ee FERN UL eee 

3DH bo KORIEHRURT, ARRERZErTIR WG 上 部 

IHTRRAETARHET, ZIIRZAZLDOUIHA 5. EU 

HALLEIN RRR RS A OWA eso LEM 

の 細長 く 《 半 出し だ た る 者 に 在り! て は 、 WEITER Hb RS 

も の ある は 間 を 見 る 所 な 5。 Fr VoOENTTRASZ TAB ED 

場合 に は 其 供 に な し 言 き 8、 基 他 は 自然 の 傾斜 CK 任 す る も の と 、 臣 階 

を 設け た る も る もの と の 二 様 あ 5》。 KH DEI FR, ERIK EI IE. NR 

(LPB. He MOU Sa. Re ROL. Ri re ae 

の 雨 端 に 連接 せ し も 。 稀 に 一 方 に の み 段 階 を 設け た る も の あら 、 構 

造 の 精 租 一 様 な ら ず 。 
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EAR HSF, FU, EO PB Beer BOL. RL OM 

RAN, ZEAMCE5 EI, MMI HATS ELC. BAO 

修築 等 に 用 ひだ る か と 、 思 は る る も の あけ 25{。 MITHDEOAAICM 

PSB HSL. ET HABT ELITE L.FERR DS SOF 

に - 全 だ な る ふも の あ 5 ヵ 。 RMERBKBOMS ROLSZF+~V IHS 

EHFPARRORPMMHTUTZELALEF ZB DIE, HMABEH 

(lel SE. MOLEHOFERTECHTTOAKETL MI RR AR 

の あ 5o RF+VRLCHS RERGT MEMES TO TREE 

LALRABLBDOHIKENTEH A LOB S THE LT. AL 

だ る 所 に て は 、 殆 ん と ど 人 工 を 加 へ ざる か の 如 《 鍵 は る る も の あり 5。 

チュ シ ウ の 内 部 は 、 或 は 天然 の 地勢 に 任せ 、 或 は 少し 《 手 入 を 

な し 、 或 は 丁寧 に 手入れ と な せ ぅ 5、 従 て 綻 か な る 傾 待 を な する もの あ 
bd. BIRKSZADD 560 一 部 分 年 班 に し て 一 部 分 緩 人 知人 せる も る の あ 

, ZELL TLFANLTIRTEIRZBDODSI&,MLTER 

RBVUEBTN DG, BARN CBRL ET SAIDHSECLEE 50 

WEBS M SAME TN ARM HSU TIE HIT BH OH SNL 

チャ シ 内 の 遺物 

チェ シ と 内 の 遺物 に 就 て は 、 BATOBKROARB HI. BH. A 

te Ee HL ROR ROMTML. RERHK. ERBRK 

oh, EMM OWL b AR. haere Oe ol. 

其他 チュ シ 内 ょ ち 吉 等 の 遺物 を 得 た る と て こと は 、 間 を 聞く 〈《 所 を 5?o。 Mm 

ほ 予 が 親しく 調査 し た る 表 例 を 区 べ ん に 、 後 志 國 余市 町 の チュ シ K 

MITTE BF. TER DE FR, BR, HE Auber. A 

A, AR ARFIRU, AUF, VO -MHTBZAKUNTZS 

(ZEB? bo 駐 釧 路 國 促 路 町 を シリ ャ の チュ シ に 於 て は 、 石 鱗 、 

具 塚 土器 片 、 鐵 町 ( 般 名 を 採集 し 、 同 町 奮 谷 所 裏 の チェ シ の 切 骨 し だ 

ARIE CAR TR MOM AR SHR. Aktah, An, KR 

骨 、 貝 殻 等 を 得 た 5。 ROKR RMR RN OF ev ICR CE BD, 
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ZAHL OR AA RA. BAL. AREIHELR 

3. 石器 及び 貝塚 土器 の 類 を 見 ず 。 HEHENTBZ END - IH 

b72 ZX. THA. BATBRARBAT IS. RAMESH av 

FAMOF.YKHR CE, DHORBB OM —3B SHAH 5 AQ 
チュ シ の 肉 、 或 は 石器 、 具 塚 土器 を 出す る も る の あり ぅ 、 或 は 石器 、 具 

RABE KCBBETHTt’DSI NARS TH EU CHS. ARE 

BrHST43%90H 5. H-HRAGCSABALMAZRATNAR 

fkbBAIDEL GF. 想 ふ に チ ュ シ の 許 入 公 た ちり し 人 種 は 、 最 初 石器 胡 

び 具 塚 土 器 を 使用 し 、 鐵 器 基 李 便利 の 器物 を 得る に 従 C 之 を 変 へ 

用 ひ 、 終 に 鐵 器 等 に て 事 足 る に 宇 5 石 器 及 び 具 塚 土器 の 使用 を 雇 

TLIDOKABEAK 面 し て 基盤 釘 の 比較 的 多く 出 づ る を 見 れ ば 、 和 営 

RAE AMAKCArRBRL, ZWHKRBD UR CHrBRADrE 

宗 す る を 得 べ し 。 ERTÄTUM RE TAR. BHWrAmAeET ISO 

必要 ある を 信 す 。 

チュ シ の 内 部 、 並 に 其 修 に 存在 する 遺物 の 種類 、 人 器物 の 材料 の 

品質 、 及 び 遣 物 の 多少 は 、 基 主人公 た る 人 種 の 生活 状 世 を 知る の 、 

好 材 料 た る の みな ら 5 ず 、 又 チュ シ 使 用 の 時 代 、 並 に 住居 期間 の 長短 

Sr PET SME? bo 

+VYtLERLORE 

+, vi, BC BALMRSSIONHSFLEI. ERGY 

Dis, HCBEKRLBROBRRTrAt 5 MOBRARLIMREAER 

COS. AFA REMAIN WAA, BB R=HH DMB Yoo 7. r 

BSA PNBRARA DRAReBRBA YD FAA Rk YODOF, YD iN 

BI, HARK BKS 50 Hh. "ON ELBERNDIT, BAO EE 

KEREABERDSZZITELT, 想像 せ し ぜ る も の 少し と せ ず 。 HOF 

の 淫 所 に 於 て 各 際 取調 べた る 所 父 ま は れ ば 、 チ ュ シ 内 の 遺物 $、 其 附 

近 に 在 る 克 穴 の 遺物 る 、 同 一 に し て 列 に 差異 あめ と 認め ざれ ば 、 或 

る 時 代 、 或 る 地 の 住 民 は 、 菩 穴 を も 作り 5、 チ ょ ェ シ を も 造り だ た 5 と 、 過 
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チャ シ は 何人 の 遺跡 か 

チュ シ は 何人 が 何 の た め に 造り た る や を 、 ア イヌ に 間 ふ に 、 牙 

は 知ら ず と 答 ふ る あり 2、 或 は っ ロボ ポッ クル の 遺跡 みり と 答 ふる あり ひ 、 

MIL mowed LABAAOH 5 LHL. WTA 2OMMA DL 

ISIS, Anm Sr RN 2rmbre~zaHEABRACE 

定 す る K 難 か ら ず 。 KAERBRUESBRBLTDBZ FL BER EN 

は 然 館 等 の 名 移 を 有 し 、 面 し て 荻 (イヌ) の 字 は 彼 の 地方 に て アオ ミネ 

< 使用 し だ た る 字 に し て 、 明 K 其 アイ ヌ の 遺跡 だ が る を 示せ り )。 MIR 

- 蒼 記 類 に 就 て 調査 する (<、 克 廊 九 年 (西暦 669 の 年)// プ チュ 7( 信 の 日 高 

國 静 内 郡 の 谷 長 シャ グ シ ャ イン の 角 を 記せ る 表 種 の 書 中 に は 、 彼 等 

が 類 を 設け て 乏 K 提 り た る と と を 記し 、 用 津軽 一 統 志 の 内 シャ ダ 

シャ イン 外 の 時 の 記事 中 に 、 瀬 棚 、 余 市 、 及 び 石 狩 の 奥 に アイ ヌ の 大 

秒 の 居城 ある と と 等 を 記せ り 5、 降 て 天明 元 年 (西暦 ZS 年 ) 入 前 廣 長 

Ke 6 lt O HH BIR Re DPIC POM. BNW bo 

夷 方 に て 不義 を な し 、 或 は 罪 あ わる も の に は 、 埋 物 を 出 き する を 法 と す 、 

EB FALLS EBS CUA WS Th LS に RAZER 

ea hk Oe eR ARMA T RY MIKA BOMBA ZL DI, TF — 

BROMWAF yy LAUTER 4 Yo 

天明 四 年 (西暦 Z84 42) ERRIF RE DATE IT AS, 

名 は 忘れ た れ ど も 東明 夷 に 大 な る チャ シル を 持て る 者 あり 、 四 方 隙 阻 

i LRRD RI TRY CHA TOR MBF + y 2 LR © eR DO a 

t De So 

DE fs SE ae (Se gt 4B TR Aa) IC BS, 

Fr Yl BRUMO TLR CRSA LY CRIA se dD 2 OWLS 

) HK we HT TO 

Hit, BSA 2ROBPARS CEU. ZI SAH NT ME 

最も 価値 ある は 、 導 政 五 年 (西暦 TS58 FE) BRO RR A 

誌 の 一 節 に し て 、 釧 路 國 釧路 町 附近 に ある チュ シ の 泰 歴 に 付き 8 下 の 

名 《 記 せり 5。 
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RESMOBiAF + Y¥ 27H VMI Rt 

fExerlaAFt He EOMBRRABRF ABA RET 

*RLBIKHS VERA Geen te Sey De 

3) ved so Ae 

ミ に と おこ の と (中 略 )、 ヘ ルト 

FIL RES HH US 

ょ し に て 、 左 の 如く 等 ふ 。 

DAR He ASE AK EME AO Ra = YL. GER Sake 

ur Er u ale ek Ay ee be Se Cp Se と ER a に 。 で a ee ee 

の 名 ば 知ら ざる: し Lo HF. taTzrraAsAHBrn~Awy hb voRmae BE 

fEe LBHBSB RT RHA RLV RIV BRMi ROBY vy + GF IR 

Hae) L Bt rekeRIY LBW ORF MAME NRL ICRF BAA BR 

FEB YVR yy gj VOT: Te He. LE. ZZSIESETRZUU te + 

Fr FTA IT’ EZB BU,’ FI VI’ Pr XT OLCRMAEABASABEODO ELE 

OBL LS ZZ LT AMASZLRERBRV AA%I= wur: カ 

TTAJTOKN\HEEIVTI/ FTIOKL TB FA AG FL 2 \ 38220 

FESTER ~AFvV=A ee (ABA UJV\)\ HBZOS HIV VOoHKLE 

YL to 

UOmM BHRARGOBCKAR YL HI VYROKRABORMHRVIL: 

mut te われ We EB LRRER ZU 

以上 の 内 、 松 前 志 に 高山 と 云 ふ が 如き 、 東 遊記 に 藤 網 に す が 5 

て 出入 す と 芯 ふ が 如き は 、 如 何かと 思 は る れ ど る ゃ 、 是 れ 著 者 が 策 附 

和 違 た る に あら ず し て 、 聞 き し 代 を 書き た る に ょ る る の な れ ば 、 敢 て 

符 む る に 足ら ず 。 兎 人 角 此 等 の 書 中 に 記す る 所 を 概括 すれ ば 、 チ + 

YUAFTARSOME RL TC. HEFOBBIEIRZLDOR GARE 

REIZULTANS BAG. ANESSERRF ont tt. BUX 

CERBB. BDLABRF.~ YER ~RILBANSGT. PRE 

R722 5 OD. GRICE Fer RED. EL DIL ZI LA E 

mRACMADrTASHEMRKMD. FURBidRAZAZAOMOPURLAC.GE 

BMRATASLAaABPrTAZERFLRABSILA. HHRARK 

SF+~YH OCI MAKRF~YEPOARSCLPUC-HLS 

SEG 

ey * mo Su 席 

チャ シ 使 用 の 年 代 

FAZBBSOHZUIAN ZBAILL THEIH EL, FR 

LAWARYE ZA REL CKRPEMRNARAL<S RFLR4ZZ2 
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LbSe KEOOMHRLOCHIFL EMS LANL ROME 
DERERTINK BURA. ri zat MAL OME Ba 

FASZHAROMFL. FRA S bb 面 し て 遺跡 遺物 調査 の 

粘 果 に ょ れれ ば 、 チ ュ シ に は 牙 は 貸 長 、 若 く は 和 貧 長 の 外 身 分 あ る 

の 者 まで 、 長 《 儲 大 し た る も の も あり し な らん 、 或 は 和津 役 の 際 の み 

一 時 立 租 りな た る も の も あり し を ら 4。 チュ シ 創 始 の 年 代 は 、 信 之 を 

wlC SF SHIRT LHR. 使用 の 終期 は 略 訂 之 を 知る を 得 べ し 。 即 

ち 今 ょ 5 吾 二 十 人 鱗 年 前 、 天 明 の 頃 輝 は 間々 チュ シ 近 り 居 た る 者 あ 

Db LIS, BB. HOMERIC IT SP CMDR bo BLIFAZOF 

ALLE Ff Be sc EEE 17804F) BART A OBL. BETZ UHR, 

真 政 年 間 を と を以て チュ シ 使 用 の 終り と な す は 、 半 し 適 営 な る 推定 を る 

べき Mo 

| コロ ボッ クル ん 説 の 誤 議 

FAROUMICIN GERRI sae KY er LRT SED 

人 種 あ 5。 BK Dit, HM L bWOSZAR, ARBOR, & 

紫 人 種 の 使用 し た る も の に て 、 ア ィ イヌ の 使用 し た る る の に た 非 ず と 

本 し 、 甚 だ な しき は チェ ょ シシ を も コロ ポッ クル の 遺跡 な り ょ と 芸人 ふる の あ 

bo 但 北 千島 アイ ヌ ( 信 の 色 凡 土 入 ) た は 此 口 碑 を し 。 WLCHE HE 

王 の 如き は 、 此 日 碑 を 殆ど 全然 信用 し 、 多 年 之 を 唱 道 し 、 其 読 大 世 

CHE bRb. 然 れ ども る アイ ヌ 以 前 K、 此 地 に 他 の 人 種 が 居住 せ 

LTE N NM ELLTZIEB SEN, 73 ARREARS 

資 他 の 人 種 の 遺物 な 5、 ア ィ ぇ の 使用 し た る も の 記 非 ず と 云 ふ は 、 

felCRBRECRNS LRM ONLI, ERTUZIKULE 

CF r+, vHROMRI SbZeARA 

FrevVPBPTA2ZOKALRLRZIDZS7LIU, WI BS TF Alc 

LOPE ICL CHAE CHES. BCR SRB T SACLE 

は ざる べし 。 築 ら ば チュ シ 内 の 遺物 た る 石器 、 及 び 内 塚 土器 の 類 は 、 

之 を アイ オイ ヌ の 使用 し な る も の な り と 革 ム ふる 、 TEBSESUKBRT S 
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DHADMBSNLo RF+VYERROMRTATAZRABKI.24 

デス の 梗 放 も を だ る も の を 5 を と 芸 ふえ る 、 赤 恐 らく は 之 を 否定 する 

と と 態 は ざる べし 。 想 ふ に 坪井 博士 は 、 アイ ぇ ュ の 口碑 に 重き を 吐 

き 、 遺 跡 遺 物 の 調査 を 疎か に し た る が 含め 、 誤 良 に 陥 め た る に あら 

Sk ANAHAPOHENTKRARDI TE LEI TE IADG 

Fo BPARBCHT SZOM@OMAS lL, MORBA RM 8H + HA 

BEMRLTCSEGMLAKAL DX BARAADPDRLES 

を 適 営 と すべ し o MKT AR AAOMO TSU Bpe An 

ば 、 世 5) に 之 を コロ ポッ クル に 忠 す る の 剖 癖 あり 5。 聞く 人 注意 せ ざ 

る 可 ら ず o 

1 

CHASHI OR FORTRESSES OF THE AINU. 

(RESUME) 

まま KNO 

(With Plate IT.) 

1. Definition of Chashi. CZzsZ is an Ainu word applied to a fortress 

enclosed either by an open ditch or earth embankment, or protected by steep 

slopes. It is at present generally known by the name of Chashikot which 

means the site of a fortress, or the place where a fortress was. 

2. Distribution of Chashi. CZzsZz are distributed throughout the main 

island of Hokkaidö or Yezo, where more than ninety remains in different 

localities have already been recorded. They are also found in the northern 

provinces of Honshü and in the Kurile Islands. 

3. Position and Size of Chashi. A Chasfi is generally built on the top 

of a hill, or on the projecting point of a terrace near the sea, lake or river. 

Generally they are located in such places where they can easily procure food and 

water, and can command a wide view of the surrounding country. Their height 

is from 20 to So feet, but seldom reaches to more than 200 feet. Their circum- 

ference is from 120 to 600 feet. Chashi of smaller size are more abundant 

than the larger ones. 
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4. Shape and Construction of Chashi. The shape of CZzsZz is mostly 

irregularly oval or circular in outline, or rarely irregularly square or triangular. 

A Chashi situated on the projecting portion of a terrace is generally separated 

from the rest of the elevated land by an open ditch, the remaining side being 

left in its natural slope, or encircling steps formed on the declivity. That which 

is built on the top of a hill, has generally an open ditch dug round its base, 

or has its slope made very steep. 

5. Remains in the Inside of Chashi. Remains dug out from within the 

enclosure of Chashi vary a great deal in different localities. In some places, 

fragments of pottery and stone implements, such as stone-axes and arrow-heads 

are found; in others besides these remains, iron implements are also found ; 

while in others only iron implements are dug out. All these remains are quite 

similar in character to those found in pits near by. 

6. Relation between Chashi and Pits. Pits may be found either within or 

outside the enclosure of Chashi, or sometimes they may be entirely absent from 

the vicinity of a Chashi. From these facts, we may safely infer that some 

people in some period built both Chashz and pits together at the same place. 

7. By whom were Chashi built? According to old Japanese literature 

relating to the subject, Chashi were built by the Ainu. Moreover, in the 

traditions of this people, it is transmitted that their ancestors built these 

Chashi in time of war. 

8. Date of the Making of Chashi. Although we can not tell when 

Chashi first began to be built, yet we know the latest period of their use to 

be about one hundred years ago, 2. e. at the end of the eighteenth century. 

9. Erroneous Views concerning the Koropokguru., According to the tra- 

ditions of the Ainu, there lived in Yezo a dwarf race called the Koropokguru ; 

and pits, stone-implements, shell mounds, and pottery are all the relics of this 

people. But there are many strong proofs against the veracity of this tradition. 

Even from the studies of Chashi alone, it is evident that the Ainu used at first 

stone implements and pottery, and abandoned their use at the introduction of 

iron implements; and that the Ainu lived in pits at some period. 
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NEUE FORFICULIDEN JAPANS. 

Von T. SHIRAKI. 

(In dem Entomolabolatorium der Landwirthschaftlichen Hochschule zu Sapporo.) 

(Mit Tafel II.) 

In der Monographie der Forficuliden Japans (Journ. Sapporo Agr'! Coll. 

vol. II. pt. 2. 1905) habe ich mit Herrn Professor Dr. S. MATSUMURA zu- 

sammen 3 neue und 5 bekannte Arten veröffentlicht. 

Da ich seitdem 5 neue Arten gefunden habe, möchte ich hier diese Diagnosen 

bekannt machen. 

Diese wertvollen Materialen wurden von Herren Dr. S. MATSUMURA, T. 

NAGASAWA, H. OKAMOTO und W. ISHIDA gesammelt, dafür möchte ich hiermit 

meinen herzlichen Dank aussprechen. Ferner muss ich hier meinen verbindli- 

chsten Dank veröffentlichen, dass ich unter Herrn Prof. S. MATSUMURA’S 

Leitung diese Arbeit fertig gemacht habe. 

I. Gatt. Labidurodes Borm. 

1879. Labidurodes (Typ. : L. robustus), DUBRONY (BORMANS) in : Ann. 

Mus. Genova, v. 14 p. 355. (©) 

1900. Labidurodes, A. De BORMANS u. H. Krauss, Tierr., Forf. und 

Hemimer., p. 39. 

2 Neue Arten: 

I. Labidurodes nigritus n. sp. (Fig. 1). 

Körper. kräftig, glänzend schwarz. Kopf schwach konvex, länger als breit. 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I. 1905.] 
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Fühler 20-gliedrig : Glied 1. lang und dick; 2. sehr klein, kugelig; 3. fast so 

ang wie das 1., aber dünner als das 1.; 4. und 5. sehr klein, kugelig; die 

übrigen Glieder wie bei Zabidura, schmutzig schwarz. Pronotum fast recht- 

winklig, kaum so breit wie der Kopf. Der Hinterrand des Pronotums ein wenig 

abgerundet. Flügeldecken vorhanden, etwa doppelt so lang wie das Pronotum. 

Flügelschüppen hervorragend. Scutellum bedeckt. Beine mittellang, ziemlich 

kräftig, seitlich zusammengedrückt, schwarz; Schenkel ein wenig verdickt; 

Tarsen wie bei Ladbidura riparia, kastanienbraun. Hinterleib bei den beiden 

Geschlechtern mit Seitenfalten, Glied 3. und 4. von der Basis bis zum Vorder- 

rande des letzten Tergiten deutlich verbreitert ; Unterseite kastanienbraun. 

Letztes Hinterleibssegment : beim Männchen breit, fast quadratisch; beim 

Weibchen nach hinten etwas verschmälert. Zange schmal, symmetrisch ; beim 

Männchen stehen sie an der Basis auseinander und viel kürzer als die Körperlänge, 

sehr schwach eingebogen, an den Innenseiten mit einem feinen Zahn und mehrere 

kleine Zähnchen versehen; beim Weibchen an der Basis zusammen liegen, 

unbezähnt und viel kürzer als die Körperlänge. Pygidium deutlich, beim 

Männchen dreieckig, beim Weibchen fast quadratisch, an den Seiten je mit 

einer Vorragung. 

Körperlänge : To mm... PES bali. 

Pronotumslänge : DAN oe a lye tN. 

Pronotumsbreite : 1.6mm. >. +2 1.6. mm. 

Flügeldeckenlänse: . »8 32mm. 5~ 2 37 gam. 

Hlogeldeckenbreitie:. & 1.3 mm; 72 737m: 

Hinterleibslänge : 7.5.1900. 020.27 mm: 

Hinterleibsbreite : a nm. Dose 4 

Fühlerlänge : mn... 28 nom 

Zangenlänge : NN 12mm. 2: 3.8 ms 

Nur zwei Exemplare (& u. 2) aus Jözankei, gesammelt von Herrn H. 

-OKAMOTO (Juli, auf einer Baumrinde). 

Trivialname : Kuro-hasamimusht. 

2. Labidurodes-formosanus n. sp. (Fig. 2). 

Körper zart, schmutziggelb etwas rötlich einspielend. Kopf schwach 

konvex, mit dem roten Scheitel und dem hellen Mundteil. Fühler schmutzig-. 

gelb, 20-gliedrig (?) : Glied 1. lang; 2. sehr klein, kugelig; 3. ein wenig 

kürzer als das 1.; 4. sehr klein, kugelig ; 5. lang; die übrigen wie bei Zadrdura 

riparia, aber etwas schmäler. Pronotum fast quadratisch, breiter als der Kopf. 
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Pronotum an den Seiten und am Hinterrande matt, blassgelb, in der Mitte mit 

einer braunen Längslinie, die sich über die Naht der Flügeldecken und Schüppen 

erstreckt; Flügeldecken und Schüppen strohgelb, an den Seiten schwärzlich. 

Scutellum bedeckt. Beine strohgelb, mittellang ; Schenkel, Füsse und Hinterleib 

wie beim Z. migritus,, das letzte glänzend und rötlichbraun. Zangen beim 

Männchen an der Basis auseinander stehen, gelblichbraun, allmählich nach aussen 

gebogen und an der Spitze zusammenstossend. Pygidium beim Männchen wie 

beim ん . nigritus. 

Körperlänge : T 8.5 mm. 

Pronotumslänge : ZT 1.5 mm. 

Pronotumsbreite : 1-2 m: 

Flügeldeckenlänge : U 2.5 mm. 

Flügeldeckenbreite : @ 0.8 mm. 

1 Hinterleibslänge : @ 3.5 mm. 

Hinterleibsbreite : 2:21 mim. 

Flügellänge : ® 11 mm. 

Zangenlange : や 3.6 mm. 

Nur ein Examplar (@) aus Formosa (August), gesammelt von Herrn T. 

NAGASAWA. 

Trivialname : Swji-hasamimushi. 

I. Gatt. Anisolabis FıEr. 

3 Neue Arten: 

I. Amnisolabis pallifes n. sp. (Fig. 3). 

2 Körper oben kastanienbraun, glänzend. Mundteil gelbbraun. Fühler 

15-gliedrig, wie beim A. marginalis, dunkler ; Glied ı. und 2. gelbbraun, 

Glied 12. und 13. gelb. Pronotum kastanienbraun, der schmale Seitenrand 

gelbbraun. Die rückgebildete (seitlich stehende) Elytre schmal, elliptisch, den 

Seitenrand des Mesonotum bedeckend. Metanotum wie beim A. maritima 

gebildet. Beine lichtgelb, zuweilen mit dunkler Tibialbasis. Seitenfalten am 

2., 3. und 4. Abdominaltergiten vorhanden, aber kaum sichtbar, letztes Tergit 

trapezförmig, hinten stark verschmälert, in der Mitte mit einer Längsfurche. 

Zangenarme an der Basis zusammenliegend, oben dreikantig, unten platt und 

an der Innenseite mit mehreren kleinen Zähnchen. Pygidium unsichtbar. 

Körperlänge : 2 7.1 mm. 

Pronotumslänge : 2 1.2 mm. 

Pronotumsbreite : 2 1.15 mm. 
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Mesonotumslange : 2 0.65 mm. 

Metanotumslange : 2-025 atin 

Fliigeldeckenlange: 2 0.7 mm. 

Hinterleibslange : 2. 2.75 mm: 

Hinterleibsbreite : 2243 Marne 

Fühlerlänge : 2 am. 

Zangenlänge : Ono mmm: 

Nur ein Exemplar (2) aus Takasago in der Sammlung von Herrn Dr. 5: 

MATSUMURA. 

Trivialname : Avashi-hasamimusht. 

2. Anpsolabes jallag n. spe (Ei 4). 

Form wie beim JA. marginalis, aber kleiner. Körper oben pechbraun, 

glänzend. Mundteil gelbbraun. Fühler 16-gliedrig, wie beim A. marginalis, 

dunkler; Glied 1. und 11. (ein Teil) gelbbraun, Glied 12. und 13. (oder ein 

Teil) gelb. Brustschild und Beine schmutziggelb ; die Basalhälfte der Schenkel 

so wie auch die Schienen etwas dunkler. Die 6. und 7. Hinterleibssegmenten 

am Hinterrande nicht heller wie beim A. marginalis, letztes Segment bisweilen 

dunkler. Bauch heller, gelb behaart. Zangen bei den beiden Geschlechtern 

wie beim A. marginalis, aber deutlich dünner. 

Körperlänge : a5 fos 2 2.5-9.5 mm. 

Pronotumslänge : Aa: 2 1.5-1.3 mm. 

Prenotumsbreite : DD 1s1.mm:; dame Se navn 

Mesonotumslange : “@ 0.7 mm. ; 2,09 mini. 

Metanotumslänge : @ 0.5 mm. ; 2 0.65-0.5 mm. 

Hinterleibslänge : . “O° 5.5 mmi-5 © 6.0-7.5 mm. 

Hinterleibsbreite: @ 2.2-1.9 mm.; Q 2.5-2.0 mm. 

Fühlerlänge : Cs 5.5 mn. 5 2 ip 5 Aman. 

Zangenlange : & Linksarm 1.6 mm., Rechtsarm 1.4 mm. ; 

2.2.2-23mm. 

ヶ Exemplare (3 u. 4 2) aus Insel Ogasawara, gesammelt von Herrn Dr. S. 
/ 1 Ye) > > に 

MATSUMURA und ein Examplar aus Hamana, gesammelt von Herrn W. ISHIDA. 

Trivialname : Ko-higeshiro-hasamimushi. 

3... .Amtsolabvs piceus Ne Sp. 

Der Form und der Färbung nach wie beim A. fallax, Fühler und Beine 

aber einfärbig, der erstere 22-gliedrig. Zangen bei den beiden Geschlechtern mit- 
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einander ähnlich, und wie beim 2 von A. marginalis gebildet und gefärbtsind. 

Körperlänge : 5 9.5 mm.: 2 12.5-9.5 mm. 

Pronotumslänge : @ 1.3 mm.: 2 1.5-1.3 mm. 

Pronotumsbreite: @ 2.1 mm.; 2.3 mm. 

Mesonotumslänge : U 1.1 mm.; 2 1.1 mm 

Metanotumslänge : @ 0.6 mm. ; 2 0.7 mm 

Hinterleibslange : & 5-7.8 mm 2 6.5 mm 

Hinterleibsbreite : 倒 3.1-2.7 mm.: & 3.5-3.8 mm. 

Fühlerlänge : 7. 10.1 mm.; 2 10.1 mm 

Zangenlange : @ 3.5-40mm.; 2 3.5-2.7 mm 5-2.7 

6 Exemplare (2 倒 u. 4 2) in der Sammlung von Herrn Dr. S. MATSU- 

MURA aus Insel Ogasawara (August). 

Trivialname : Yanitzro-hasamımushi. 

15. Nov., 1905. 

ERKLÄRUNG DER ABBILDUNGEN. 

afel IH. 

Fig. ı. Labidurodes nigritus n. sp. 

a. Männchen; 5. Tarsen: ce. Zange ds 2 

Fig. 2. Labidurodes formosanus n. sp. © 

Fig. 3. Anisolabis pallipes n.sp. 2 

Fig. 4. Anmisolabis fallax n. sp. 

a. Weibchen; 6. Zange ds © 

iii ye 

ZAC PUBS RBLBABELELHU AACR SHB 

を 札幌 農學 校 息 要 に Monographie der Forficuliden Japans £ UC, Aff 

を 記載 せ ぅ 。 其 の 中 五 種 は 新種 な ? き 。 今年 先生 及び 永 澤 定 一 君 、 

石田 和 三 郎 君 並 に 學 友 岡本 邊 次 郎 若 の 四 氏 の 採集 物 中 に 五 種 の 新 

fi > 5M BAS DK HC Neue Forficuliden Japans LLT&XRYTo 

HOZINEZETOML- 
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1. Labidurodes nigritus n. sp. くろ は さき みせ し Fig. 1. 

2. L. formosanus n. sp. す ぢ は きみ や し Fig. 2. 

3. Anisolabis fallax n. sp. と ひげ し ろ は きみ あや も し Fig.4. 

4. A. piceus n. sp. や (で の の は ek Ue 

5. A. pallipes n. sp. BS ae Lak: en eae Figs 3. 

Io SE RPC SH SRM FAA It 

Labidurodes nigritus n. sp. X AISAUL 

AMBRE LCHES 5. MAI HKREL HE RDIOR AM 

長 に し て 内 側 の 中 央 に 一 本 の 小 歯 を 有 し 、 雌 半 の も の は 短 か く 《 く し て 

hir ar HR ODN Bs BOF Bo 

L. formosanus n. sp. THURS AUL 

RM ¢CRM BIC UCR GREAT SL. BAI TH). Whe 

Ope} > WMOPRY WIL CRM lt BS6-AOMKA BE 

の 縦 線 を 有 す 。 AKTUIRBLELET BRIATE © 

Anisolobis fallax n. sp. と ひげ し ろ は きみ や し 

ZUUFLARSAULLTUNEFL HARZ HIEDNAR 

Le, Bari Kb, -REr- GO -BERAUTLTSET 

-~RBT=EABRRILHO-MBPLREAYLBRTSHLR bo BRER 

万 FE Tho | 

A. piseus n. sp. や に いろ は ささみ や し 

Pie OMe RICE LRA RAKE 50 AN EM HR 

oX J is. Ze HS Ie) BZ bo 

A. pallipes n. sp. Sp Ease ul 

Ay ae ee (CL COTE Cie ek bm. RO 

S-GHiRRBrILREBPHEGLRELT ST MMs wR. L 

C, PMB ORW CRE LU CHD 6. RMR 6 PMX FS Lo 

Wisk wee ET PRO Bo 

AL WE BE 8 Be BE ah SAE Ee SE IC TE To 



Trans. Sapporo N. H. S., Vol. I. Pl. III. 42 5 S lel AL fS 

Shiraki :—Forficuliden Japans. 
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SCLEROTINIA-DISEASES 

OF ROSACEOUS PLANTS IN JAPAN. 

BY 

JUN HANZAWA. 

Assistant Professor of Botany in the Sapporo Agricultural College. 

BRABHDDOBRAORBCKEADODRrECTCL REL BEL 

Be LU SMH. KRKAURAAOBRSR LEK RAZOR 

の に し て 、 英 来 に て は Brown rot or Black rot of fruits, 38 it TC Ik 

Schwarzfäule, Moniliafäule oder Polstelschimmel, & ES py (t CI& Rot brun 

des fruits 4 noyaux, 本 邦 に て は る に 5》 ら や 病 、 黒 腐 病人 又は 胡 星 病 と い 

Aro 

と の 病害 は 内 に 學術 界 に 知ら れ た だ たり 5 し を 以 て 、 其 研究 も る 多く 、- 

徒 て また 記事 に 富 め 5。 HRACHSHRECHR FR LC 者 は 、PER- 

SOON (ZKÖO)LTLTBEZREL -EOHMEFERT 3, Torula 

frucigna OEETBZTEIRETdIo BAHFENTLT2SKU ZT OH 

i HX Monilia Ic BL, VW fructigena & RX bo ML < V.THUMEN 

Ff Wit HALLIER 2329 WH ESOR BH Hi © A BLCI 5. E. SMITH, 

CAVARA, BRIOSI, HUMPHREY, GALLOWAY, SCHROETER, WEHMER, 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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WORONIN, FRANK, KRUGER, ADERHOLD 等 の 研究 する 所 と な 5 

て 、 一 般 果 樹 の 恐る べき 病害 と し て 知ら る る に 玉 り 上 @o 

ZAHSMTITRBEHKROHELE NT ATI CWORMEY 

KRL,ZEIrTraARABRINZITLFÜISI に 北海 道 果樹 協 

會 雑 誌 に 李 、 華 果 の も る に)〉% 和 や 病 を 記載 し 、 碧 井 理 欧 士 、 出 田 丼 に 山田 

二 農 了 欧 士 氏 等 の 植物 病理 移 書 に は 克 星 病 、 駐 は 凌 腐 病 と し て 多少 の 

記載 あり 、 予 $ 充 明治 三 十 四 年 (rgoo)K 北 海道 農 信 報 に も に 5 ちゃ や 病 

CHT S—RMOBM er Zt do 

hme Sm. ICD CMEAKA( OBRBRIL 5 TC HE 

EHSL A—HLOSP BOLBRTMAHiCmMS ZLEINShb EE 

Ut. HORE ZSARRMALOMBEI, FMB do 然るに 1902 

年 に NORTON” [3-4 3H BR UR ZItL 5. Swe RI LH 

4% Wd} % bh, SCHROETER HBO Mi % Selerotinia 属 中 に 入る 

NEBDLAI, HERKHEMUEL IL fructigena ABWAR, AN 

病害 の 一 分 生 胞 子 時 代 の 名 に 過ぎ ざる に 到 れ 5》o 

+: 4% ADERHOLD #£ &% |(t RUHLAND? ー 氏 は 、 詳 細 な る 研究 を 

な し 、 今 迄 果樹 の も ゃ に ちり や 病 と し て 記載 せら れ し ゃ の に 、 三 種 の 美 

な れる 病原 菌 、 即 ち Sclerotinia fructigena, ScZ laxa, $ (It Scl. cinerea 

の 存 寿 せる と と を 確 め な り 5o 

TARO % 1) RE WO BI) eo. Ace 

ee 

MBER L CDE DON SBELRASIORSAMELK, 

LEERE KEITEN T 2H mM HN FRHCKRO-KEB 

1) Norton: Sclerotinia fructigena.— Trans. of Acad, of Science of St. Louis. Vol, XII. 1902. p. 9I- 

07: PM. 

2) Aderhold und Ruhland : Zur Kenntniss der Obstbaum-Sklerotinien.— Arbeiten aus der Biolog, 

Abtheil. f. Land.- und Forst-Wirthschaft aus Kaiserlichen Gesundheitsamte, Bd. IV. 1905. S. 428-442. 

Tal. 1. 

vr 

Fi v 

7 
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FPIEFÄITAITSIAHESHLIRITRSHETEN 

SNH, ROLPRRACPERBRRWRBSZAR BERAKRSGHS 

RAMMYTMA~ SCNRACELHICR<S HT. 

被害 t 物 

蓄 薇 科 植 物 中 菌 核 病 に か ょ る も の は Pomoidee と Prunoidee と の 

=~MAKL CHRERBE SR MAK HL BRERA OK 

等 は 後者 に 属す < 

病 微 

AMEE BE RRERORMBCFEBBT SIO TUNE 

CHOMACIPSDOLZRS I. FERLCRKCSNCRA TNE 

花 の 病 徴 一 一 花 く され 病 と 生 し 櫻井 びに 共 樹 の 花期 に 際 し 

て 人 義 病 し 性 も 病害 に 過 ひ だ た る が 如く 《、 花 叢 全部 の 枯死 を 来 だ し 調 

垂 す る も の な 5o 面 し て その 新 色 は 花 の 柱頭 より する も あれ ば 、 

ET INT TE ee 

DESBLTEL ZNII MH ELT.EETRAL ZT AER IH 

Er LU NLTBKEROLZLHTUIRAFUT RER BO NM 

EU ZEDWIHIRHELBS,.LORBEBNTERT UM To 

REORU—-RTEDOEHTNETZLEHENZTETLR 

Lx MAT E-RRTBEDIHEHTEU MKRBE ME RAL 

CZABRMRK RO BEBLLBKAEFMM CZSROKERIER 

BE ORB TREL, SNCGEFTNEGHROMBTSEBU 

BRYN L. RESDORAANKRREDBBRORKT> 

葉 の 病 徴 一 一 櫻 及 び 芋 樹 の 葉 に 見 る 所 に し て 、 初 め に 揚 色 の 

PROACL RHOBATBAL TEDFUT EHRT EBEEL, H 

KRHMOoArRMEHETo 

EO5% —— FRANKFEUITKRÜGER ® RZ ABO BIC 6 
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WI RMCHR SMB LNA KEREROHK BCMA T 2K 

A. KRWARORAT SILO. RORERLRMARBLOME 

Miko 22. BW CF Bele bb. ZN ZRETIT ペ し と es Wee 

病 原 5 

f tt (Mycelium) — fj lh @ EMO MRA ICH Ah, 

f JEW UL CAE AM I A It Ik Be KB SN & te L, OR IE OS A A te 

富み 、 多 く の 脂 肪 球 SAF. 幅 は 7-I2 な な し て 、 稀 に 3 と な る も 

Db bo Bik it Hod, Sb BM Mit AF LL Rie OF MIE 

AL MARA LRR ARAL CHF BR CALREROE PI 

Do Cr. DmML MOL RoR LACRK eR > CHAM, 

果 面 た 小 癌 を 生じ 、 と と に 胞子 を 形成 す 。 

分 生 肥 子 (Conidia) 一 -- 分 生 胞 子 に 大 小 の 二 種 あり て 、 大 を 

大 形 分 生 胞 子 (Macroconidia) と いひ 、 小 を 小形 分 生 胞 子 (Micro- 

conidia) (Ew Ao FEI HIB L 56440 普通 彼 害 部 に 見 出さ きる る $ 

の は 、 大 形 分 生 胞 子 に し て 、 商 続 の 先端 に 念 球 状 に 附 着 し 、 相 了 廿 相 

接する 所 に Paplle あり ち て 、 之 の 部 ょ }) 分 離す 。 胞子 の 形成 法 は 

先端 後生 (Acrogene) に し て 最上 部 の も の 最新 な 5, ZNHEE 

(Budding) に た より て 形成 せら る る が だ た め な 5}》)o。 胞子 は 膜 薄く 《、 内 容 

一 様 に し て 無色 、 多 核 、 多 空 胞 を 有 し 、 卵 形 或 は 椿 園 形 に し て 、 大 き 

種類 に }』 つ て 同じ か ら ず 。 HDBEPFEMF IL RKERAOLRR 

中 見 出さ きれ 大 さき 2-454 BE 34) に し て 球形 を な を し 、 無 色 湊 明 

Kobo EELWHFOTENKBENIHERNZEROEN S 

ILD BEE AB HG AIR IE AE MD He BE Hee IE TE He 
出せ 5o RPBAEMFLAEROBRBRAMWESZAOICLTBK 

DE BARY (3 Zn & Silk L 3 RFF (Doubtful Spermatia) & MAL, MM 

ZB REL CRG CLF RRA OAAEA EAT ZSORGEAL 

い へ bo FERRTREDOKUESENSI LER IE DO EN 

生 胞 子 の 存在 する 事 に } ょ ちり て Sclerotna 属 に 属す べき も の と な せ 
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ち 、 即 ち WORONIN (1888) は Sclerotinia Vaccini の 研究 の 際 Monilia 

に 類 し た る 大 形 分 生 胞 子 井 び に 小形 分 生 胞子 を 店 見 し 、 該 Monilia 

は Sclerotinia の 不 完全 時 代 の も る の に し て 小形 分 生 胞 子 は 雨 属 の 達 

結 者 な る べし と いら 。 A WINTER は Monilia を Sclerotinia の Chlamy- 

dospore の 時 代 と 小形 分 形 胞子 の 時 代 の み を 存 し 其 の 他 は 若く 酒 

減 せ る も の な 5 と い の へ Jo 

BB (Sclerotium) — RER OHRNZXIBZELD ER 

IHHETERLT,BEBTABDOBRZRIER LUTHER So 

BPE TAL. PRR ER CF RE BET. Moniha fruc- 

gen BOMB YE RT SCL BKASCNRARAKUT, 

WEHMER RAÄEFERFIIHETZETKH TH KR OH TH 

ALT 12mm KOHBLENRETZ & BH, ZTUBEUFIFRD 

BRRRKRZEDRKTZIURKETIHB OF EIER DB, WORO- 

NIN REZERNTIEDRANZHBTEALRIO 然 れ どる 

何れ も 其 後 の 酸 育 を 認 ぜ る < と 能 は ざ 58。 FAUPWNB=ATA 

FE (189) に 札幌 民 内 な る 水原 果 言 園 に て 探 集 せる 梨 果 の 表 度 下 

に 、 果 心 を 園 続 し て 敷 多 の 黒色 塊 を 酸 見 せ し を 以 て 、 之 れ を 押下 

TKRELTEAT-EBEIHBAR 53, 人 邊 て て これ を 菅 時 大 究 中 を 

5 し Sclerot-nia Libertiana DBBEKRBRUELTEK ON SPUTLTH 

DHREOHZAZOHEIEHSZTAÄIH I. ZNTurhch 

BERDORBETAÄLLIBUTZEDOREIRBFRS5 So TH 

TLEZEOTZNIENG, ZUFOHAZUHBORERAE 

SIZOHKULT, FREIZELLLSBSIILIFUNZILA 

5。 ADERHOLD #uxIz RUHLAND BHRIINFCRTOR ER 

TEIHERTRRAOHBITEU BETH IO TREE Lb. SE 

EITRUFRETZEI LU KEFEEUIFEODHBLHES 

TALTFTZLIDLTLLT, KIEHFREDIASENSIULI IT ET 

くも る の な 5。 
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FER (Apothecia) — FRRUENRZKUEHSIMULT, + 

色 を な し 、 柄 の 長き さ 約 5-5:cm HAIR 1.5-3.mm HO ff HM 3-5.mm 中 

RRTMNADILTERUHNE LH To 

FE (Ascus) — [FER RIL MBEKI CAME. BAB 

cee mon CR eS tn 

ょ つて 同じ か ら ず 。 PIL AM OD lat & To 

FS he (Ascospore) — 9) Mik FH HI iC LT MEN 

る あり 5》 純 彫 な る あり 、 湊 明 に し て 大 さき 種々 あ 5 一 列 又 は 二 列 K 排 

Al す 。 

tit 1K 8 (Paraphyses)-—4 J D MAIC LICH 254 RUCK 

Sk MG IE Ft TA Uo 

= eee eee 

rj AY 35 (3. FE ih Ae RB D Del FE We EOL, BE SB UC TE MR KO 

年 胞子 を 形成 し 、 又 は 小形 分 生 胞 子 を 形成 す 。 KERAMS RH 

RE rR CHORMCRKAHOCRBR AOLMY EL. Kia 

FEB ME CHELTERMRTCL ARAN OMRIL BCHALT 

WRLER bD  ME ORT MEY BEL CLF RIFT FKL. BEY 

新 ら た 起き さき しり 。 AAPA He tit REO HB LIE ew EL 

CH EH HOR ILE OD EE It KO AE a TEEN To 

Mit MOM MAME SZHRAASRAMALKRLS UC ¢ ie 

子 を 形成 す 。 

BF OR AAG 

A MIs BI SD fe AW i HAL tik SMITH, GALLOWAY, 

ADERHOLD KOs MR SHAH I CHA AML KN 5, ADER- 

HOLD (3 JE D (€ A (i A % FE HE SBT Ld RE BAD EU FRANK 

E KRUGER fff IG 1k E Lb EA LC IES eT と いふ 。 WEHMER 

LATE AIL RA ORM KM ZUEROSIT II CHH OTS 

RO*~OLOUWGOLbDAdDRAKERO’OLREROHELKIL OTH 
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DRREBTCRBMBLERGRAISbASLEVN bo FRUBMA 

TEHSRSHRZAFHKERT III ERNZ ERDE ANH 

TKHKTEELREKEOHROHT TER ZU HBOBERICHEHR 

LEI5L,FELRTUEHZUHDOI 5 し 跡 及 び 病 果 に 附 着 する 

健全 無傷 部 よぅ す < 

= 還 

果樹 菌 核 病 の 誘因 と な 5% 得 べき 事 宮 は 表 の 場合 な 5 と す 。 

1) 多 混 谷 蒸 電 び に 大 風 等 の 度々 な る 者 合 。 

2) 土壌 の 低 混 な る 場合 。 

3) 室 素 質 肥料 を 多 施 せる 場合 。 

4) RBHOREFUTHEBRDLI 場合 。 

BMERE 

BKBROHLIBROHTELTRKES( ,ZRDOKH IH ED 

BRERZZAHBTUIBEIZ To KEIFUCHR SET 

SRERMHFIHKHRTZEDHEIIREERODOHTZEHTNK 

BAZ 

.) ABEBNRUBSOHKTITASLo 

2) WRRSBRE TE & FA~ Lo 

3) BHORBKAAKY KH T~ Lo 

4) BERBHKCKBATCSERALHKCKHKEEMHOAK BE 

Re FY eA BUT ~ Lo 

Se 除 法 

5) REOUCS. RRAOURERR( BHCHABON Lo 

病原 菌 の 種類 

ADERHOLD 丼 びに RUHLAND HK KHUSRBMDOBE 

病 画 を 記す れ ば 下 の 如 し < 

I、 果 面 に 生ずる 小 癌 は 湊 黄 色 大 形 に し て 子 奏 胞子 は 雨 端 失 

れる る $ も の ( 挙 果 丼 いひ に 梨 果 に 寄生 す )。 Sel. fructigena. 
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FAT IC AE SS ON BIL KR HD IB et OO OF SE HFS mE 

な る も る も の 。 I. 

TI. FRORK row Wk, FRMFORK U WEEZAO 

(AP It Be AEH )o Scl. laxa. 

FR ORE® ro UP SRW F ORM row 以下 な る $ の 

(BA, BE. SE IC RAE To Sel. cinerea. 

Sclerotinia fructigena (Pers.) Schroeter. (1893) 

Montlia (Sub. Sect. Torula) fructigena, Pers. (1801) 

Sporotrichum fructigenum Link. (1833) 

Oidium fructigenum Link. (1833) 

Torula fructigena Pers. (1796) 

Stromatima fructigena Ritz. Bos. (1903) 

BBEUIKEDOWHBRTADTHBELTEREGZZBTDANE 

も 時 K 外 部 に も 生 す る と と あり ら 、 厚 さ Imm、 外 部 は 黒く 内 部 は 自 し 、 
年 の 後 子 胡 艇 を 形成 す 、 艇 の 柄 は 座 沿 に し て 長き 3-!8cm 幅 1mm、 

盤 は 鐘 状 漏斗 形 に し て 中 央 に 僅か の 塗 み あり ひ 、 下 滑 に た し て 直 符 3- 

5.mm、 放 黒色 。 FTESHBEREBEPRLTLTEHE AO ARU ED 

に 細く な れ )、 先 端 の 孔 は 決 度 に て 青 染 せ ず 、 長 さき 120-1804, Hh 9-I2Zo 

子 坦 胞子 は 倖 に 一 列 又 は 二 別 に 排列 し 、 卵 状 紡 細 形 を な し 、 雨 端 失 

れ り 〉、 秀 明 に し て 長き rr-i2.5g、 幅 56-6840 MUMBA Hak bw Db 

fe さ 175-1804, Wh 2.5/o 

K IE ab AE ia F- (Monilia fructigena Pers.)——/) #4 tk. $8 ik & & UL He MK 

RMILARBM BRI MOSLABMEDM, RKBAABWFLAEL 

RRM LRA KBEPAENF LEAKE (PUL, PARI HE 

周 状 卵 彫 状 を な す 、 長 さ 18-230 Mi 9-13/0 

Ay IG 3} 7E Na Fh HF HB © FE Hs IC EAR ICE RER LIEZEN 

直径 2-4.54 BF SH 3/40 
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EZBRORGORARERBRYELUSZCL SERENE I ZIEHT 

EP TUEIHTSRKTBUT HDERUELERK ELU HEY 

HHFTFUTEHZEERIIDOETSUAHSBATINERE 

MBFToOskbHELTKEFERTIATETIISLZNTIBIB AL 

EFZEMNSAATHRLTRROEHENH IH S(Duı Ka 

FLREANG ELKÄEFERTFORUMLZAIRZSZBRAGIGLAÄ GA, 

ARNERHEHRNTEENTIT I SHDOH HT EAU 5. BS 

KAÄFNHERBZENIIERNZEISNHORBAUTUSH 

DREFERTFTINZUI, RWBZABKROBECING ERR 

FOBBCRCVEBOBSKLBENEKEORERCKCKERZSFT 

を 見 出せ ちと 。 」 

AB BUIRRTEITUH ER DRAHT EEE AH A BZ 

BDOANKÄZÄALTKTILLZNIKEHR BZ AÄHSOHT ENG 

AEFOUTEIRBRETUSIHFBETZIDAZNTLTFDIH LICH 

BIBHAHTZOHUEBN. TH AR AT RES bt Ts 

Sclerotinia laxa (Ehrenb.) Aderh. et Ruhl. 

Monilia laxa, Sacc. et Vogl. (1836 

Oospora laxa, Wallr. (1833) 

Acrosporium laxum Pers. (1822) 

O:dium laxu:n Ehrenb. (1818 

BBEUZRTLIEU ASFENSAB, BA rmm — KOR 

子 燈 盤 を 形成 す 、 盤 の 柄 は 長き ı 2a Himm, FHA 50 Bis 

KREIRULTER EBELILTRBEHT RE, AE 3-6mm。 

FZRBERTUTRSAH. FETTE RENTFLUENTZAFH 

す 、 長 さ 121.5-14998, M35-180 FERFALÄARTLIFER- AR 

排列 す 、 雨 敵 鈍 園 に し て 長 さ 115-1358, Bi 52-69, FREI FEL 

同 長 に し て 幅 25% 
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K AG ob AE Nd F (Monilia lava Ehrenb.)—jy lk HM 4 LU CREO mM 

く 、 和 白色 な O DMLERCRACKREPEMF LEB RR 5 て 廣 

(Fie lL PAK ev BIL. BARRA. RS 12.4-23.8 幅 

9-3-15-5 Plo 

sy We FP 7E We Fh EHS D TA He HE GAR VEU RR EN, AE 

2-4.54 (普通 3/40 

HOR © Bt L Vo 

Sclerotinia cinerea (Bon.) Schroeter. (1893) 

Sclerotinia fructigena, Nor, (1902) 

Monilia cinerea, Bon. (1851) 

Montlia Kusanoi, P. Henn., Engl. Botan. Jahrb. Bd. 32. 

(1903) S. 45 

Bld ERP ICAU UR REIT RAS. ABA BBs 

ALES immo $+ HBS MU BRE SN, HO BIS HS 3-5 cm, 

a 1-5-3cm, DEMIR ALC. AMIR Kb HILO EK 

せ ど る 紛 局 年 と な る 、 直 径 2-r5mm( 普 通 5-8mm) HA b0 FERN 

彫 柱状 に し て 、 頂 端 僅か に 厚 《、 先 端 に は 激 度 に 青 染 せ ざる 孔 を 有 

す 、 長 さ 89.3-roZ.6Z、 幅 5.9-6.8z、 子 倫 胞 子 は 入 個 に し て 、 斜 に 一 列 に 

HE A UL Md tin Gh BA), $e A 6.2-9.3Z、 幅 3.1-4.6/o 

犬 形 分 生 胞 子 (Monila cinerea Bn)— #8 1h R&I OT ORD 

IP IK. KOE DY ZEN Fk A MK ee vy BUT RS 93-1450, Mi 6.2- 

12.4 (普通 9-34), RARER bo 

NESEWFUETROHTHMTEHMLTEL,KAEMILTC 

AR 2450 (普通 3 の o 

BA ev PST VIMEORHAAKBRICFALZUNE 

Bike lu. LR CMH AS ZSZAIDELRAOMBEICL CC. HO 

病害 は 東京 附近 に 見 る 、 了 予 は 明治 三 十 三 年 西田 農 現 士 が 東京 に 於 
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て 採集 せる 、 山 櫻 の 葉 の Morilia 病 な る も る の を 、 氏 の 厚意 に よぅ て 無 

MISH BE CLMRE UFIOLM—WASAL BEES. MR 

る に P. HENNINGS は 同年 同 所 に 於 て 、 SRMAE RRS 

の #OD Mala Rw HL. 2 MME EC. Zi it Monta Kusano 

ROBERTO. TH Momra  HUTZEHEFL, ZEKE 

FEMFOKSCACHPDASR RZ IB EHI TN ADR OL 

Yb. LC RAM SI Azsezoz の 大 形 分 生 胞 子 の 大 さ は 、S-rz 

X7-Ion とし て 、 此 れ を Saccardo, Sylloge Fungorum IV. P. 34 に 記す る 

M. cinerea の 15-IZXro-r22 に 比 す れ ば 著しく 小 な る が 如 し と 難 も 、 

zit を ADERHOLD #QG lt RUHLAND 雨 氏 が 記載 せる も の に 比 す れ 

ば 、 殆 ん ど 大 差 な き が 如 し 、 即 ち 雨 氏 は 普通 の 大 さき さ に 於 て 93-145% 

62-12 と な せ 5 と 難 も 、 雨 氏 が 観 窪 せ し ある 場合 に が て は 、93Z | 

以下 の 小 な る も の あり ら 、 表 に 和 之 れ を 記載 すれ ば 、 

Beer = 9.3-4.5 X 6.2-12.4u2 

2. SHAZBE 6.2-22.4X 3.4-15.58 

3. TBRUHE 9.2-18.4X 8.15-11.54 

+ ZES-IIRM Q-3-15.5 X 6.2- 11.92 

5. 芋 果 (第 一 』 5 接種 ) 12.4-14-5 X 6.2-9.32 

6. BESZIIER) 2.9-18.6x 2.5-15.50 

77 BES -ı EM 4-6-16.1 X 3.1-15.54 

8. #8 RAGE — D PRE EE H)  145-18.8x 12.54 

9. BRUGES D MLR HB)  5-1-18.6x 3.1-15.54 

LEBFOKRSLFETSZDAOMRBOMMAOKLREA Oe 

ETKOTAER ZELLEN WORONIN が な せる 試験 に よ つ て も る 明 

か な る 事 に し て 、 氏 は WM cinerea DERBRBUMT 24.2xr3.2z の 大 

形 な る 胞子 を 策 見 せめ 、 盾 る $ 赤 427. 方 zeggezg OHRACHTHDOAR 

に 和 寄生 する も る の と 其 の 葉 に 寄生 する も の と の 間 に 於 て 著 し き 大 さき 

DHEA? MERKKRVG SAO 8-264 の 長径 を 有する 
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CKELMGZBDK 8-12.67 KHTESHA,ZNER-HOERR 

EL ZU TELHFTZZERUTEHELHLTEIENR ES 

る \ も の は 基 果 賞 の も の に 比 し 小形 な る を 常 と せる も の に あら ぎ 

る な きゃ o。 

RESUME. 

The sclerotinia disease is one of the well known and widely distributed 

diseases in orchards. In Europe and America, it attacks several kinds of fruit- 

tees, such sas apDle,。 pear, “peach, plum, apricot and cherry. Sclerotinia 

/ructigena (Pers.) Schröt. on apple and pear trees, Sc/. Zara (Ehrenb.) Aderh. 

et Ruhl. on plum and apricot trees, and Sc/. cinerea (Bon.) Schröt. on cherry 

trees are all found in Hokkaidö and in some other places in Japan. Fruits 

are the portion generally attacked by these fungi. The cases, where the 

flowering branches are affected, are only known to us in apple and cherry 

trees. Vhe former is more prevalent in northern Japan, often doing great 

damage. According to my own observations, the young leaves on a flowering 

branch seem to be the portion commonly attacked at first. The discolored 

portion generally appears along the midrib. The mycelium of the fungus 

extending along the vascular bundle reaches the branch, where at length 

growing into the cavities of vessels, it hinders the ascent of sap, causing the 

withering of flowers and leaves. On the discolored spots on the leaves and 

branches, microconidia or macroconidia may be produced according to circum- 

stances. I found microconidia in several previous occasions, but macroconidia 

for the first time this year. | 

In 1900, I found large irregular shaped black sclerotia in a fallen decaying 

pear. Their texture was looser than that of Sclerotinia Libertiana. Although 

I kept them buried in the ground during a winter, no apothecia developed on 

them. The matter was made clear by the late discovery by NORTON, and by 

the confirmatory results obtained by ADERHOLD and RUHLAND of the facts, 

that the sclerotia reach their maturity after two years’ hibernation, and that 

the apothecia are only formed on them in the third year’s spring. 

In 1903, .P. HENNINGS published the description of a new species of 

Monilia on the leaves of the Japanese cherry, Prunus Pseudocerasus, collected 

in Tokyo, under the name of Monilia Kusanot. He notes, that the species is 
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nearly related ‘a Monilia cinerea, from which it differs in the smaller size ot 

its conidia. But when we compare the measurements of the spores given by x 

Be: HENNINGS to those of Sclerotinia cinerea given by ADERHOLD and 

_ RUHLAND, we find almost no difference between them, and we are inclined to 

en. that Monilia Kusanoi is nothing more than a synonym of the wide — 

spread Sclerotinia cinerea, which is common on the cultivated cherry in — 

Hokkaido. 3 : = 
に ン 
=. 

Nov. 1905. 
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NEUROPTEROUS INSECTS OF HOKKAIDO. 

BY 

HANTIRO OKAMOTO. 

予 は 目下 本 邦 六 脈 次 目 の 研 究 中 な る が 、 其 北海 道 の 部 は 一 先 づ 

基 取 調べ を 終 へ た る を 以 て 、 全 之 れ を 公 に せん と す o。 ALPHA 

な る と 券 考 書 の 不足 と に 

MOBS RSL FO 面 し て 此 の 研究 を な す に 党 》、 参 考 と し て 用 ゐ 

し 書 目 の 主 な る も の を 記す れ ば 爽 の 如 し っ 。 

I: 

7 

3. 

4. 

BAF eX RTI}, 

Burmeister, H. : 

_ Rambur, M. RB: 

M’Lachlan, R.: 

松村 松 年 : 

EA Fo 

VI. 

LO. HAOBREARA SHEA TAZRERG 

Handbuch der Entomologie (1839). 

Histoire naturelle des Insectes (1842). 

A Sketch of our present Knowledge of the Neu- 

ropterous Fauna of Japan (1875). 

a lal EAB — (1904). 

AMBARE CR BAAMERAL. RCH 

Sialidze be oi eS BL 2 species 

Chrysopidzs FE $5 Ba Ft 5 

Hemorobiidz ie By Bs Bt I 

Osmylidz ie x4 By be BA 3 

Coniopterygidz oy By Be Bt 1 

Myrmeleonide ips Gy BS FE 4 

[Trans. Sapporo Nat. Hist, Soc., vol. I 1905.] 



112 it] ASA 4 HI-BU 4M BEB 

I Ek D # FED Bb it A Fp it id 

Rhaphididee ES Be gk FY} 

Mantispidze HE He MER Bh 

Ascalophidz RAR 

DEHDNEBRRAÄLTFERFZINS SF bo 

I. Sialidee RE Hy BS FY 

1. Neuromus grandis THUNB. SS ANE 

抹 集 地 一 札幌 附近 。 

ig lt li Ho AKI UCmMER 5》、 一 見 蛇 の 頭 状 を な す 、 故 に 此 名 

あり 5》o HMREDRTLTZHET ERERULTEM HALRB 

BERKER bo BNI ME BT —- More, HIS TR 

4. WR IL WH CL CR UR HALRB LOPKE 5. MA 

部 は OF fo, IL ef. IS Rb GRR IL KPC HO HE HH Ie 

HKG DLR TO HR — VED ASD MO Fk = oF ND A Sto 

2. Sialis frequens MATS. (n. sp.) En 

TR 4 HHR—AL ME, Al 3,  Bllo 

fei Bf HUN HM hENERSRHES BIRR 

Goo MARSEBRECUCH So WHE. Rigi m6 ER 

上 膨 起 す 。 AIS EGET LC BAR. RS RIE TES bo NR 
(Le fo. BD CBRE bo 幼 半 は 水中 に 住 せ 5。 BRENZ 

JY Ab. 38 D fl tke — sb A Sho 

Il. Chnrysopidee Ht hey ey Bh 

9 Chrysopaxperla ES 2 う 

TR 集 地 一 一 札幌 、 石 山 、 藻 Bo 

ig ll fo HRA KE. RA OMICXFBORKSH bo 顔 

(CPO OR MS bo 後頭 に も る 四 個 の 黒 紋 あり 》。 前 胸 は 細長 、 六 個 の 
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HD 5b. 中 胸 に も 六 個 の 黒 紋 あり 。 BLEW RRROKECA 

tbo ERURE. BEMOABU BER 5. HR LER RE. H 

BSBUBBADo BPREAAAA BORR—T W Zo 

4. Chrysopa bipunctata BURM. ふ だ た は し くさ か げろ う 

採集 地 一 一 札幌 附近 。 | 

BUIREBARELLTCHHUXFEOR RK IT HT HT Alt 

BHHOBKS+). MtCkLO-BREBALAOATKMY 5b. TE 

胡 黄色 。 前 胸 細 長く 、 前 、 中 、 後 胸 奪 の 中 央 を 通じ て 一 の 大 な る 黄 継 

色 の 縦 線 あり 5c BREMN BRERKRBEUTLU. HARRI OW SEE 

は 黒色 な 5》o HSCHRBRERE. RAR RB DO BRADAASA 

BOB — TU MW Abo 

5. Chrysopa septempunctata WESM. 方 な ほし くさ か げろ う Ei 

探 集 地 一 一 和 02 BH 近 。 

fellk@. 類 、 頭 頂 及 前 頭 に 黒 紋 あり 5。 鯛 角 は 基 節 と 第 一 節 と 

TR AaCHEZ bo TERR ARE HIRE HALRB E45, 

mL. NRROBMUFETETI BREFSZEN MN 

DARRAFTEENWN Sho 

6. Chrysopa microcephala BRAUER? こがし らく さか げろ う (Hm 

te 4 地 一 一 札幌 附近 、 定 山 湊 。 

器 は 痛 色 o 頭 部 は 黄色 、 頭 頂 に 黒 紋 を 有 せ ず 、 類 部 に の み 装 殺 あ 

bo BAR RBAKLCHHALRAZ 5. TREALRS EA. HEN 

RBEZbo BOHKMEREBEMUS (ABTEI. BRERFM 

St, 38 D BAG IL N Abo 

7. Chrysopa intima WL. ひと ほし くさ か げろ 5 RF) 

$f 集 地 一 一 札幌 附近 o 

忠 は 終 色 o 頭 部 は 黄色 、 血 角 は 英和 褐色 に し て 其 間 に 明 了 な る 一 

[DORE ESN 4D. AC AMOBKS 6.BHL I MORKS 50 前 

胸 知 く 、 次 は 透明 に し て 線 色 の 脈 と を 有 せ 5?。 BRRADBRREA. H 



114 i) AJL GH IA 2 RA 

HEBT BRETTEN AN WO BR — + Sb, 

II. Hemorobide FF 

8. Megalomus punctatus MATS. (n. sp.) く が <- EIG 

th SE 地 一 一 札幌 附近 、 苫 小牧 o 

fig (SR fe of AK ICL CHER EBL. RAK 5. WB 

前 胸 下 に 匿 れ て 能 〈 見 へ ず 。 WME. OMSL HY tek yb 

AS WRB ERK OWARMLAR EME do RM WWI dD 

(. RE LCM ERY db. MHUIRBEAd. PROBA 

Ah, BOW ILA AS ( 此 科 に 属す る も の 敷 種 あれ どる 他 日 を 期 

LTRRUAo 

IV. Osmylidee J i ii 0 Fy 

9. Osmylus flavicornis NPL. ろば か げろ みう 

Ir 集 地 一 札幌 附近 。 

BUERKUILTRRIE SH Ho PRE RE. REE SSM 

DEMYAY 5, SEAL CHABROMBEL HEA. 前 胸 

藤 し 。 MREMU UCR So 丈 脈 は 黄色 と 黒色 の 班 を 成せ 5?。 前 

BOD Wik BIL JEU ICA CUR RAMEE HM AEDdo RRR 

OPRY 6 HAM ICU 6 - OBR MS 60 MW AMI DBR DOI 

MiLw Wl bbe, BRB. MAKE BROAA BO 

張 一 寸 二 分 内 外 。 

10. Osmylus tessellatus ML. 寺 だ らい ひろ ば か げろ 5 う SH 

Dr 集 地 一 一 - 定 山 Ro 

REC UCKEOBEETS Wi RW LRR DIL T 

WE bo MATE KEED RR CRE ORD 5. Al wf. M 

ADM CREA SERMS bo MMFOMOPRICKREDHNEMS 

bo MERK A OR MIL Bee EN bo WMS BMA S 

HAKUBA O.-RBAABK bo HRI BML AIL 

EE —— ET ee 
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て 黒色 の 小枝 を 出せ 5 ぅ 5。 BOHRER RD 50 TR DRREE 

KERKRSIHORS RS TREE TEL, ZUR ESLR ZZ 

MABRrSt bo RKELRBE KRALWAIL IR. HRERUR 

BEEZ 5. BRARPF ABA ZORR-—TAB A Sho 

11. Osmylus hyalinatus ML. くろ ひげ ひろ ば か げろ 3 ぅ う (新竹 

探 集 地 一 一 札幌 附 近 。 

RA ( Re. KBE OIOSH 5). BHUEHRLLTE 

fo 前 胸 音 も 黒色 。 腹部 は 褐色 に し て 黄 褐 色 の 毛 と を 生 ぜ 5。 Miz 

BB. HMLARC HRAKRRCHRALTAT, BUIEHTLULCTH 

色 を 放 て 5》。 BARBS MHRRLBMRAEREE 5. HHOPRER 

MeCBEDKS 5. WIRKORK KU KR TAU. BKBE. EBB 

BBEHIIHTT AHBBOKRTDB SS OH. BREAFZERNS BO 

Ba ie — oT A EA - 

V. Coniopterygidze ) Sy OS By 

12. Coniopterynz abdominalis MATS. (n. sp.) と な か かげ ろう 

擦 集 地 一 一 札 幌 附近 、 袋 画 。 

BAHAR REKLCRISDR LR ELTA¢t I. U B RD 

TRI.ZRDBERAEN RK BLBELTHOA. BRIBES 

Sb. CRRBPR OP RARER. BUTAHR FE BRE. 

BGO GE HE. HALRB Fb. 札幌 附近 に 多 し 。 BE -FZ 

2 A St. 28 D FA tk = 3 — BA GO 

VI. Myrmeleonide #324 

13. Acanthaclisis moiwanus MATS. (n. sp.) を ぞ ち ほう す ば か げろ ぅ 5 

採集 eB. EU Ko | 
BUIHRESHLEABTLIERRTELHB OHR B bo 

BURG WAPKRRERBORARES I. HM ER DI 

KEN WREKAEITELOHTRL, EHTREI HOE 
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CLACERAWC BMD bo WELALENBOMMS b CoM 

排列 す 。 WML RMI ER bo PBMRWBLAK AOS 

Cbd THAEL MWFRBELBET MRM. 用 は 自 色 
と 黒色 の 長毛 を 寄生 し 次 色 な 5。 RGROM GOA MH ICH HI 

fo RIL Bo AME SL AMM LCA Ce EHH tbo 

BEFAND WO WROF AB So 

14. Myrmeleon formicarius L. KEITEN Ae 

ER 集 地 一 一 札幌 附近 、 浦 河 。 

ML KB HRB EG ORE PERE BED, MM 

ZGOABRERBENG ROM AIRE. WHO WH WE 

RABEN MLR eALRAOMT KT WKOMMILBE 

CEI HSZADILWE. BKM. RAUM OMicMh BH 

Wax b Cw ICE SICA HMORRE REZ bo HARE LCe 

Gi KIB Gi D IEW IL HE B50 MET AO MOM ROT =F A Abo 

15. Myrmeleon nigrivenosus MATS. (n. sp.) くろ みや くう す ば か げろ 5 

ER SE 地 一 一 札幌 附近 。 

MiLB MARALBE. OME ME) MH AOL TD & Bim 

OWMMRREAE SE 5. WMALEMCLCREOMS do Bae 

MEK CRHREE bo BHUNERLTEBER b. RM 

Mio) HRBOBRMIL WML ETHIC DB WP Bo BD 

SRBC LCH ERM OKAMRMGOLMAKE I. BEF 

vg Zh 9 Sb. HD BA HE = sh IL Hho 
16. Glenurus pupillaris GERST. laws 00 52 ラウ 

$8 集 地 一 一 岩 内 。 

角 は 吐 褐 頭頂 は 黒色 、 顔 は 黄色 、 角 角 は 揚 色 に し て 黄色 の 環 あ 

bo 其 末 痢 は 黒 宰 に し て 膨大 す o MUEN HBBORED 5. UR 

LEHR REOPRICREDMDABED TREO DERI 

RMABICKKSASMSD do BCMLMMI DOMHKRULCKROR 
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BIHEABEDAEDS bo MAREBLT ET. 腹 節 の 後継 は 黄色 o 

MURHA, REhHROHEHUABR bo 議長 一 寸 一 分 内 外 、 交 の 

開 張 二 寸 五 分 内 外 。 

The species of Neuropterous insects found in Hokkaidö are comparatively 

few in number. In the following list, five species seem to be new, and 

the descriptions of them will shortly be published by Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

I. Sialidee. 

I. Neuromus grandis THUNB. 

2. Stalis frequens MATS. (n. sp.) 

Il. Chrysopide. 

3. Chrysopa perla L. 

ARE bipunctata BURM. 

BE septempunctata WESM. 

Ga Ga microcephala BRAUER ? 

Re intima M’L. 

Il. Hemorobiide. 

の Megalomus punctatus MATS. (n. sp.) 

IV. Osmylide. 

9. Osmylus flavicornis M’L. 

I: ジー tessellatus M’L. 

1122 hyalinatus M’L. 

V. Coniopterygide. 

12. Contopteryx abdominalis MATS. (n. sp. 

VI. Myrmeleonide. 

13. Acanthaclisis motwanus MATS. (n. sp.) 

14. Myrmeleon formicarius L. 

TS ME nigrivenosus MATS. (n. sp.) 

16. Glenurus pupillaris GERST. 

* ーーーーーーー 一 一 
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種 昆布 の 「 ベ ント ー ザ ン 」 肥 「 マ チー ル を ベン トー ザン 
* J 

の 含量 に 就 て 

BR En 

ON THE AMOUNT OF PENTOSAN AND METHYL- 

PENTOSAN IN LAMINARIACEE. 

BY 

Y. SUZUKI. 

(From the Chemical Laboratory of the Sapporo Agricultural College.) 

a, ee  :: 論 、 

「 ペ ント ー デ ザン 」 及 "ヌメ チー ルケ 、 ペ ント ー ザ ン 」 は 互 C 相 侍 ふ て 柄物 

界 た 廣 く 存在 する ふる の な る べき は ツウ # ッ ト ソ ツー 及 ト ー レ ンス 雨 氏 

(WIDTSOE u. TOLLENS—Berlin, Ber. D. chem. Ges. 33. (1900) p. 143) の 

HREUTAÄSBRb-LY7%A i K (OSHIMA u. TOLLENS—Berlin, Ber. 

D. chem. Ges. 34. (1901) pp. 1425-1426.) の 接 出 に 掛 る 「 メ チー ル 、 フ ルフ 

ロー ア 」 克 習 す る "スペ クト カ ア 」 反 鷹 の 應 用 に ょ ?》5、 念 々  明 な る 至れ 

5、 面 し て 従来 の ' ペ ント ー デ ザン , の 定量 法 に 人 愉 りり て は 「 ペ ント トー ザン, 

を 全く 《' メ チー ル 、 ベ ペン トー ダ ザン 」 ょ 5 婦 離 する 能 は さる の 鉄 昧 あり 》o 

KCHEBAZIOLTERAZTANSZLHN, AI F- MR 

r - FYVLEELARNIFTEADILRAZSTAÄFREbELY 

ト 及 トー レン ス 雨 氏 (ELLETT u. TOLLENS—Berlin, Ber. D. chem. Ges. 

38. (1905) pp. 492-499.) は 「 ペ ント ー デ ザン 」 と 「 メ ヌメ チー みみ 、 ペ ント ー デ ダン 、 と 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc.。 vol, I. 1905.] 



120 鈴木 一 各種 昆布 の 「 ペ ント ー ザ ン 」 及 「 ヌ チー ル 、 ペ ント ー ザ ン ]」 の 含量 に 就 て 
\ 

ZZIBHELFAI TEL NIFTETAUCEIN Ab LRG 

WEESKRZTERL FZHEOHMIH TAB TZSTESFT,TE 

TCHMPUIMU ZRF - mM RY br - FY, DOLEIET ZHFIDO 

4 Id Hi DC WAG R b6-& Fo a 
Fe i BR ICA FH MARY - PY ORZTNAIBMITL 

CA RAE ie 3a ok oe a RR AS EO KM CMOS A BO In 

IK FP Ey ez - 2 - 2, (Fucose) DET NAME AN OKT ER 

—FUKRP-vVY Ai (MUTHER u. TOLLENS—BPerlin, Ber. D. chem. 

Ges. 37 (1904) p. 306) % Ip EA OD — Fil (Laminaria N ok HS HR 

Wy ic BRC BRIE Li FEU ICT? - = - ©) RAG BHE OD ETE TED 72 6. 

CPL WE ee 8 Be 2B OE it SCA YG = A ABS AIL ARSE K OB Re RG LO EP 

WEAN CASLOMACA ST AZT TFAORMAD RDP IT - 

= -— © ii aj ED AF TE RMT S&H 7 bo 

FHEUCBVYIPRP-VYAWKERWHWOKCEA CH 

BmhO'Ay bre FY RAF HAMA Yb KF VY LHEBYSZAKREBT 

報告 せん と す 。 

第 =... A oom 

BE A ih (kL SE AE A HR DS At TE SE Xe ALLA © WTR ARR 2 

BKUÄDLBORLRLTEBEE KERN CREE SADE do 

第 =, aA ha Ak. 

PREt+ZRAOrBATRM OFFA SS LT INZIHE - ONZS 

EM-OOMFMEMNTEZERLITISHRTZRRZONFM% 

FSLCHIHRTEZEOLFTMOHRELEIALB ZA FTRA LH RAR 

た 就 て フラ フル フロ ー 光 肥え メチ ー ル 、 フ ラル フロ ー ジ の 存 古 を 認め ぎる 人 

至り て 止む o 

ラフ ルフ ロー ル ん の 存 基 は 酷 酸 ア ェ リ ン を 以 て 稼 を 概 し し メス チェア ル s 

フル フロ ー ル 」 の 存在 は 大 島 及 ドー レン ス 雨 氏 ( 引 陸 前 出 ) の 「 ス ペク ャ 

と 反 鷹 ( 共 溜 浴 の 五 立方 級 を 取り 之 に 小 許 の の フロ ュ グ ルチン 」 の 障 酸 
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BELFEORBEINMNNACHANFRLEFZ ET ZDF Z 

ロー ル 、 フ ロ ュ グル チッ ド 」 の 沈 混 を 濾 別 し 鞭 闇 液 の 吸 履 "メッ メ ペ クト ル ,」 を 

RLEAZLZERSOFS MA TROKAZMHLCADREKKRI 

R7e7e-e+HRAGE+TERBK 7 HW — lS = OW FH He) 

QCA F -w 7%» 7 e-ry R+KMAGE-+OMB 2 CHEF 

る を 認め た 5 7 

HUT BRZERMLENTTZERK > 922 37 

ee. 

加 へ て 其 屯 容量 五 百 立方 糧 と し 各 日 まで 静 時 し 更に 少量 の ' フ ラロ 、 ヽ 

グ ア チ ン 諸 液 を 加入 し 洗 滅 の 生ずる ゃ や 否や を 検 し 全く 洗 滅 を 生 ぜ 

SZTÄRTRSEHRBETSF-FEÄEHBTLHATREL-00 

BE-BHOSFBHOKTLUTERLEEBRKT AR TSBHSRL 

BRFBTHBPBRM Der FRE -n KR 3 F - wm, rns mi ル の 「 ラ フロ 

\FMFIF ER bo 後 基 フロ ュ グ ダル チッ ドド を 入れ た る 理 場 を 小 な 

る ビー カー に 入れ 之 に 九 五 宮 の 酒精 一 五 立方 旨 を 加入 し 太 の 〇 慶 の 

AZ EKRCH-OF MES TREBRE BELEK ZU BRR 

EUABCM\RSCBELBROA( BEES SU 4 iz A 

<<eRELKR-OOKRKKRCLEHKBREATHLCBRKRR 

2 SROW AFT - ZI FE - WT UT KF I EK UCR 

解 な る も る の は 「 フ シフ ロー ル 、 フ ロ ュ グル チッ ド な 5o。 | 

"フロ ュ グ ルル チ ッ ド 」 の 量 よ の ペン トー デザ ン 」 若 し く は ほ は! メチ ー ル 、 

ペン トー ザン 諾 改 算 する 法 式 は 左 の 如 し 。 

POF EH MAES AIRE EL UY 1H FY RRR TS GN 

(Ph+ 1.82 —0.0104)X 1.88=Pentosan. *(PhD#BO: EUR? BA) 

Ch は 得る フル フロ ー ル 、 フ ラロ ュ グ ル チ テッド: の 量 ) 

| メチ ー ル ア 、 フ ルフ ロー ル 、 フ ヽ ュ グ ル チ ラ ビビ は 先 プ ラム ノ フー ゼ ,」K 換 

算 し 更に 之 狼 を 乗じ て 「 メ チー ルケ 、 ペ ント ー ザ ン 」 と かす 。 



122 鈴木 一 各種 昆布 の 「 ペ シン トー ザン ]」 及 「 メ ヌメ チー ル 、 ペ ント ー ザ ン 」 の 含量 に 就 て 

(Ph x 1.65 — Ph.? i.84 十 oO.oro) 三 Rhamnose 

Rhamnose x .8 = Methylpentosan 

(Ph iL 72 6 24 = M7 M7 aux Zuv/ivF2 3.5 

第 四 、 sha bh is. 

Ba A DICK bb 72 oA OM L, (LR HE AH. 

(in 100 parts of air-dry substance) 

Pentosan. Be. 

EN Re Laminaria japonica. 10.97 ge 1.68 

みつ いし CASE | L. angustata. 9.18 6.22 1.53 

hed av Cs ts ん . ochotensts. 278 6.71 1.46 

TRTZAHZ L. longissima. 9.43 53% 1.66 

ほそ を めこ と ん が ぷ が | L. religiosa. 13.26 6.10 1.79 

ね て あ し て こんぶ | Arthrothamnus bifidus. 8.32 5.5O 1.9 

AS だ に WS Kjellmanniella gyrata. 10.00 5.57 1.97 

無水 物理 分 中 に 改 算 せ ば 左 の 如 し 。 

(in 100 parts of water-free substance) 

種 AF Pentosan. Methylpentosan. 

TER Laminaria japonica. 6.42 1.88 

KOT. CA Lrungustata. 6.85 1.68 

ee 示 L. ochotensis. Tay 1258 

Mans Zei っ L. longissima. 5.97 1.83 

BZ H2A KR \L. religiosa. 2203 2.06 

ね こ あ し て ん 県 Arthrothamnus bifidus. 6.oo 2.09 

eS ee ey Bae Kjellmanniella gyrata. 6.19 2.19 

YEDOKIKTIBSTER FRE HUN nd - Fk 
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「 メ チー アル 、 ペ ント ー デ ダン 」 の 二 者 を 共有 し 基 合 量 は 種類 に ょ 5 大 差 な 

き が 名 し 面 し て ペン トー ザン は '「 メ チー ル シ ペ ント ー ザ ン 」 の 状 三 倍 万 

至 四 倍 に し て 乏 を レツ トト 及 ド トー レン ス 雨 氏 ( 引 照 前 出 ) の 研究 に ょ 

2887-272 (Fucus) POAB' Ry bt -F Yj HEH MAF --”, 

ayr-FY=AMAMKCKTNM<1r+-F YOLK ZS 

RAF = PK, SIT HT YORE BLY ae BH So 

EIR, AHA PRB LI BEE ONRZEASERRUABRT 

R To 





Se ate 2 に ブ 9) TE EM 

THE ALPINE FLORA OF MT. MAKKARI-NUPURI. 

BY 

Jun HANzawa. 

Assistant Professor of Botany in Sapporo Agricultural College. 

ee 

Makkari-nupuri is one of the highest mountains among the Islands of Hok- 

kaidd : it is situated between the Provinces of Iburi and Shiribeshi, and lies 

in latitude 42° 59’N., the longitude being 149° 48’E. Standing alone with a 

truncated conical form on the Kutchan Plain, this dormant volcano presents 

an exquisite scene approaching closely that of Mount Fuji; and on this 

account it is also known popularly by the name of the “Yezo Fuji.” The 

memory of the last eruption lies buried in the depth of the past, and its true 

age can not be determined. 

It attains the height of 1857 metres and has three extinct crators on its 

top. The largest one is situated on the southern portion of the top, and it 

is so extensive that it takes about 5 hours to walk around the top of the 

crator wall. The crator is almost entirely covered with vegetation and at its 

bottom the melted snow forms a large pond having a diameter of 429 feet in 

early summer, but its water gradually decreases by evaporation. Among the 

plants covering the crator wall almost to the edge of the pond, are found 

Cardamine resedifolia, Carex flavocuspis, Allium lineare, Lilium avenaceum, 

Orchis aristata, Polygonum Weyrichit, P. polymorphum var. alpinum, 

Aquilegia flabellata, Thalictrum aquilegifolium, Arabis amplexicaulis, Parnas- 

sia palustris, Geranium erianthum, Empetrum nigrum, Hypericum kamtschati- 

cum, Viola Selkirkii, V. crassa, Pieris nana, Phyllodoce taxifolia, Diapensia 

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I. 1905.] 
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lapponica, Veronica Schmidtiana, Diervilla Middendorffiana, Patrinia sibirica, 

Solidago Virga-aurea, Artemisia norvegica, Salix Reini, Stellaria ruscifolia 

and Saussurea acuminata. But the greater part of the crator wall is thickly 

covered with creeping stems of Pinus pumila, and under its entangling 

branches Linnea borealis is found in abundance. Two other crators are 

situated to the north of one just mentioned, each having a pond at the bottom. 

In one of them we found Funcus curvatus. Around this pond are found 

Potentilla Miyaber, P. gelida, Polygonum polymorphum var. alpinum, 

Pentstemon frutescens and Campanula lasiocarpa which were in full bloom 

when we visited there. Little lower down there is a small lake called the 

“Unsen-Ko,” which retains drinkable water for a longer time. Fields and 

‘slopes around this pond are covered with thick alpine vegetation, rich in 

species, presenting a beautiful scenery. Here we found Phyllodoce taxifolia, 

Artemisia norvegica, Rhododendron chrysanthum, Lilium avenaceum, Rubus 

japonica, Geranium ertanthum, Hypericum kamtschaticum, Diervilla Midden- 

dorffiana, Sedum Rhodiola var. Tashiroi, Parnassia palustris, Solidago Virga- 

aurea, etc. 

The first botanical collection was made by Mr. T. ISHIKAWA, a geologist 

to Hokkaidö-chö in September 1893. It was late in season for alpine plants, 

and most of the specimens collected were from the eastern slope of the 

mountain. In 1895 Mr. K. TOTSU, then a student in Sapporo Agricultural 

College, accompanied a scientific party for meteological observations and 

stayed nearly a month from July to August on the top of the mountain mak- 

ing observations and collecting plants on the summit. A list comprising 46 

alpine plants thus collected by Mr. TOTSU was published in the “Report of 

the Meteological Observations on Makkari-nupuri.” 

In 1905 the Yezo Fuji Ascending Club was. organized by the people of 

Kutchan aud a pass was opened up to the summit making the ascent tolerably 

easy. 

On August 6th, 1905, Prof. MIYABE and myself together with many students 

ascended the mountain and passed a night on the top making as complete a 

collection as possible by exploring different parts of the crators. 

Our collection as well as those of Messrs. ISHIKAWA and TOTSU are all 

preserved in the Herbarium of Sapporo Agricultural College. The following 

is a list of the alpine plants of Makkari-nupuri based on these collections, 

which we believe fairly represent the character of its vegetation. 
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マッ カリ ヌ ブ プリ は 北海 道 騰 振 國 蛇 田 郡 に 在 》、 北 緯 四 十 二 度 五 

十分 、 東 経 百 四 干 度 四 十 入 分 K 位 し 、 基 形 富 織 に 似 た る を 以 て 昌 夷 

富士 上 積 せ ら る o 高 き 六 千 百 有人 鈴 選 に し て 、 北 海道 山 壮 中 最高 の 一 

Rb HI KOBKRI (UCHR AZN LMS BAH? 6. FEA S 

死 火 山 に し て 、 植 物 は 其 噴 火口 内 に も 生 ず 。 頂 上 } OREM MOH 

四 千 四 百 尽 の 所 に て 、 ダ ケ カ ンマ 絶 え を 、 ハ ヒモ マッ 油 と な 5》、 五 生 四 百 

ROM 5 美 な る 高山 植物 の 生 茂 を 見 る 。 頂上 に は 三 個 の 噴火 口 

と 一 個 の 小 湖 と あり て 最大 を る 噴火 口 は 、 最 南 高 所 に あり 、 口 豆 を 

-ATZRINEHEHNLTAETLUHN KR SHRN, BERAU TCM 

KERSAHTENNKNATWHART, FESRUTLFUKOAE 

KZALEITEDTHRARTHOHKT RL EA LEN TI - Mm 

に 開花 中 の ミヤ ャ マク ロス ゲ を 見 だ 5。 此 附近 及び 口 壁 の 所 を 岩石 の 露 

出し て 混 気 を 著 べ る 所 に は 、 オ ムッ ナチ ヴ ダ ナ の 遅れ ば せ に 吹け る あめ 5。 

SREP Bey シマ ラ ツキ マイ ウ に オー ユー タラ ザ * ネ 、 ヒ メ き 主人 

eee ee ee I ee i SRT ee YY. te 

EDDIE DIT FEN I IA IE ER ae ie 

XV eS he ede a EI MBT FT. AS ee ee ギタ 

本 

Fe RF A Ie SE. KBIIOEOHELRESTE 

ee as oe Cee ht epee 

Wi BRPSLAIYAFVORARAUCHLS, BATRA 

を 過 き し ず o 他 の 二 個 の 噴火 口 は 最大 な る も の の 北 に 位 し 、 其 内 最 

小 の も の の 底部 に は 小 量 の 水あめ て 、 此 に エゾ ホッ キ を 密生 す 故 人 

之 れ を の で ぐさ の 池 と 命名 す 、 此 の 池 の 附 近 に メア カン キン マイ 、 ミ 

ES お Sv の es BEE FRE FRA GERT 

ッッ マ ォ ン タデ 等 を 生 ず 。 最 北 の も の の 池 中 に 一 個 の 大 岩 あ り 、 上 に 

PTS 

泉 湖 と いふ 、 長 時 水 を 港 を 、 癌 山 者 初め て 渦 を 疹 す る の 所 た 5o。 其 
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附近 に は ウゥ ウコン ウッ ギ 、 キ マナ シャ ク ナ ゲ 、 iss ee アプ キク 

キリ ンタ ウタ 、 等 の 哀 花 を 附 《 る あり 、 或 は さそ ン ッ カゲ ザク ラ 、 チ シン セミ 
II WM DHREIBRABSIKLNR U VYAS SF HYVOHEIHTZE, 

FG SO tas iW ORME LC. RB SREMKE U CHS TR 

me eREE LU. ME BOBS. CDORIW AewRY eA, 

IRRE LE IDOI FA PAS ナー ルス トン で ミウ トク 

フ オ イチゴ 等 を 生 ず 。 野 泉 湖 より 噴火 口 次 る 途中 に エー ラン タイ 、 

GE の 5 2 ee ee Vinee Poe eS SO) AL RE ei ae A eb 

AL WE ES 8 BE Hs BE SE UT UE KR Ld S UR OS TS Ue A yD HR SE HK IL. ZI 

RRERLAPZFSNKRLTEZNRKRKMBIFSRSEIHBTWENL 

て 十 入 種 の 高山 植物 を 採集 し 、 戸 津 氏 は 甘 後 二 年 を 綴 て 高山 気象 親 

出 者 に 従 ひ 行 8、 溝 在 約 一 ヶ月 (E ヒ 月 ょ 5 狼 月 )、 植 物 を 採集 する て と 

四 十 六 種 、 其 の 種 名 は 載せ て マッ カリ ヌ プ ブリ 気象 親 測 記 に あり 》o 

AIMNZURERELTRUFZTZLOLHERL. We 

STRULER IT KROTCAAAH ER CF MB KA 

生徒 十 表 名 と 共に 疹 山 し 、 山 頂 に 一 泊 し て 植物 の 採集 を な せ 5o 此 行 

に よ ょ 5 て 得 た る 山頂 植物 は 七 十 四 種 に し て 新た な に マッ カリ ヌ ブ 9》 

高山 植物 誌 に た 加 ふ へ きも の は ョ プス マサ ッ 、 タ カネ アザ ミ ( 新 舟 、、 マ 

ies BPS リプ SC の が ツウ Te yo eA TA ENDETE 

マウ 14 の 04 ラオ ホス ie 
// Xx m に 3 774 + Al N aa レン 5 ee ees, FT Aa eee as ae 

On ees NR Se ESP AN N NT EN eS » 

PU A YS ES es Oe SR eee ee 

INAS AR RF Re POR ee eS hd 

内 タカ ネ ア ザ ミ は 本 邦 に 於 て 初め て 本 見 せ ち られ たる も の に し て 大 

噴火 口 東 方 の 口 胡 に 生長 せり 5o 

含 予 等 が 採集 せる 標本 、 丼 び K 石 川 、 戸 津 、 光 田 の 三 氏 が 葛 集 せ 

られ だ た る 標本 に ょ り て 、 該 山 山 頂 植物 を 列記 すれ ば 、 次 の 如 し 。 
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= 3 Y'AZTFTIUBBBDA S&S 

A LIST OF PLANTS GROWING ON THE SUMMIT 

OF MAKKARI-NUPURI. 

Composite. 55 Fo 

Solidago Virga-aureaL. アキ フキ リン サラ タ 、 

ISHIKAWA (If., Sept. 23. 1893); TOTSU (fl., July 30. 1895); MIIYABE 

& HANZAWA (fl., Aug. 6. 1905). 

Artemisia norvegica Fr. サマ ニョ ヨモギ 、 

152: (IE) 5; + Lars. (Ya ME Se BR): 

Cacalia hastatal.. ョ プス マサ ウツ 、 

M. & H. (fi). 

Saussurea acuminata Turez 2 ARIF Fz, 

M. & H. (fi). | 

KEUNAHSLIAKTHSETERHTENRSZRDOLT,AREX 

噴火 口 の 口 壁 に 生 せ ?》、 丈 け は s-r5 cm KL TE EA G 

DOHETITUTERZ,ZEICBHARZUNRRAENLT. TE 

LRACALL ERIM RAT 5. ERURHRULT. 43 個 

DHCDOZR LOZ. BELA RBDIOLPRRA BIE 

CHBLD. AMOLORMRABLRERAEKLCHBRN 
bo 3 
Circium kamtschaticum Ledeb. var. Grayanum Maxim. マル マセ モレ アザ ミ 、 

M. & H. (fl). 

Picris hieracioides L. var. japonica Reel. 2Y PIF, 

M. & H. (fl.). 

Campanulacee. FE HE Flo 

Campanula lasiocarpa Cham. ハギ キマ ヤツ ウ 、 

Torsu (fl., July 25. 1895); M. & H. (fl.). 



8. 

TO。 

II. 

33. 

14. 

生 澤 一 マツ カリ ネプ ブ 9】 山頂 植物 

Valerianacee. Ay 42 Flo 

Patrinia sibirica Juss. +. y¥ + _ ン 4 LE RE 3 ee RES 7 ミリ チ ae 

TorTsu (fl., July 30. 1895); M. KAWASAKI (fl., July 2o. 1905); M. & 

H. (fl). | 

HEIL 9 mI AT Y HS WLU GE We Parrinia rupestris と し 

TERANLI GR ENAZRSNAZTWERATEOR 

BIUITHETFZF VE Y VAP IE A -ÄT LT EHE AD 

AE Tb LB P. rupesiris ER EELUIZBROLLT,S 

BAM OSCAR SMALE ZN WSL I, KR AS Hi DS A 

no ILS SABO A Lin ( ア . sibirca な る 

と と を 知れ り o | 

Caprifoliacee. I, 科 。 

Linge borealis Gronow; YY PY AAPL = PT ド Ty, 

M. & H. @). 

Diervilla Middendor fıana Carr. % ュ ン ウッ PL 

Torsu (fl., July 30. 1895); M. & H. (fl. & fr.). 

Rubiacez. 茜 草 科 。 

Galium kamtschaticum Stel. A ホ ママ ノ フ ョ ッ マム グラ 、 

VE SCHE. Mit) 

Scrophulariacee. YB 科 。 

Pentstemon frutescens Lamb. A277, ダル マオ イオ サウ 。 

OSD (i., July. 30:.7895)5 N. TR. (i): 

Veronica Schmidtiana Rg. ミ ヤマ モメ トラ ノラ ヲ 、 

OS 703, july.230. a18o5) sue (ih) 5 

Gentianaceze. HWEFo 

Gentiana trifora Pal 2A*¥ 3 I 7 29, 

M. & H. (bud). 



15. 

16. 

17- 

18. 

19. 

21. 
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Gentiana Amarella L. var. uliginosa Griseb. ラノ ヘリ ンダ クウ 、 

K. IKEDA (fl., Aug. 13. 1905). 

Diapensacee. Kt Fo 

Diapensia lapponica L. var. asiatica Herd. 4 » >» 2, 

ISA. (If.); Totsu (fl., July 15. 1895); M. & H. (fl. & fr.). 

Vacciniacee. ti Fo 

Vaccinium Vitis-Idea le コケ = x, 

Isa. (fr.); TOTSU (fl., July 30.. 1895); :M- & H. (fl. & fr.). 

Vaccinium ovalifolium Smith 7er 9 AS, 

TOTSU (fl., July 15. 1895). 

| Ericaceee. 石 南 科 。 

Ledum palustre L. var. dilatatum Wahl. オン ソ In ジジ 、 エ デシ ャ ク テ チゲ 、 

IsH. (fl.); TOTSU (bud, July 15. 1895); M. & H. (fr.). 

Rhododendron chrysanthum Pal. キマ チノ シャ クサ ナ ゲ 、 

Isa. (fl.); TOTSU (fi., July 15. 1895); M. & H. (fl.). 

Phyllodoce taxifoha Salisb. = vs F>5, 

ISH. (fl.); TOTSU (fl., July 15. 1895); M. KAWASAKI (fl, July 2o. 

1905); M.&CH. @). -. 

BSTHTHSZEZHUKRCHHRUH LEI WF I FBDOm 

種 中 Phyllodoce tazifoha Salish. = v7 FI FDHAINELR 

地産 の ツガ ザク ラ を Phyllodoce nipponica Mak. } FLZAUNY EI 

Bho 
Casstope lycopodioides Dn. 4 > & 7, 

M. & H. (fr.). 

Pieris nana Mak. コメ マッ ガザ クラ 、 

Isu. (fl.); TOTSU (fl., July 15. 1895); M. & H: (fr.). - 

Cornacee. 山 茶 英 科 。 

Cornus canadensis lu デマ モン タチ マナ 、 

IsH, (lf.); ToTsu (fl., July. 30: 1895); M. & H: (fk). 
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Umbellifere. ER 

25. Carum holopetalum Maxim. 4 7 ¥* x), 

M. & H. (fi.). 

26. Pleurospermum austriacum Hoffm, オ ネ ホカ サモ チ 、 

M.:&,H. (fl). 

Oenotheraceae. 柳葉 楽 科 。 

27., Corcaeasalpinna hl, 2 ヤリ マシ ター ニス Ss, 

K. IKEDA (fl, Aug. 16; 1905). 

Violaceze. 革 楽 科 。 

28. Viola Selkirkü Gold. モメ 2 ¥ a iS Ly. 

ME scr std (1). 

29.°. Viola: crassa.Mak. #332: レ 

MM. SHEL, Gr). 

9 

Guttiferee. Ay $% Bk Bho 

30. Hypericum kamtschaticum Ledeb. A» A x), 

IsH. (fl. & fr.); TOTSU (as #7. erectum.—bud, July 30. 1895); M.-& 

AH. (A): | 

Empetraceee. ¥ i BY Flo 

31.0 Empetrum nigrum lL ガン カジ ツラ - ン 、 

Ist. (If.); Torsu (If, July 30. 1805); M. & H. (fl). 

Oxalidaceze. — ii 48 EE Bh 

32. Oxalis Acetosllalh = ¥ 7H BR 3, 

M. & H. (fl). 

Geraniaceze. Jil Flo 

W Ww Geranium erianthum DOA. チ シ マ フ ウツ ウ ュ 、 

HOTSD (4. July 12. 8g9595 MH (Al). 

Rosaceee. : #% 7% Fo 

34. Spiraa betulifolia Pall vw vevr, 

TOTSU (il, July 30." 1805) ; SM. (0). 



35・ 

36. 

37- 

38. 

39- 

40. 

43. 

45. 
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Pirus sambucifolia Cham. et Schl. タカ ネ ナ ュ カマ ド 、 ミ ヤマ ナチ ュ ヽ カ マ ド 、 

TOTSU (fl., July 15. 1895). 

Rubus japonicus Fook, = 74 F =, 

TOTSU (fl., July 25. 1895); 

Potentilla gelida C. A. Mey. 

TOTSU (fl., July 25. 1895); 

= = 
で 

M. & H. (fl). 

at キリ ジン テイ く 

M. & H. (fl). 

Potentilla Miyabei Mak. メア カン キン マイ 、 

M. & H. (fl). 

Saxifragacee. 席 耳 草 科 。 

Parnassia palustris . ウメ ンマ チ サ ウ 、 

M. & H. (fl). 

Crassulacee. mm 大 Flo 

Sedum Rhodiola DC. var. Tashirot Fr. et Sav. Aa TA ee 

ee 2 4 

ToOTSU (fl., July 15. 1895); M. & H. (fl. & fr.). 

Crucifere. + = 46 Fo 

Cardamine resedifoial. ミヤ マダ ネツ ケン マナ 、 オス ハチ ダチ 、 

TOTsU (fl. & fr., July 30. 1895); 

Arabis amplexicaulis Edgew. 

M. & H.(H & fr.). 

ィ ハ スハ タダ ま ホネ 、 

Isg. (If): Torso (fl., July 15. 1895); M. & H. (fr.). 

Ranunculacee. 

Glaucidium palmatum §, et Z. 

M. & H. (fr.). 

ジ シ ラフ 

= B Fo 

FEINE | 

Aqutlegia flabellata §. t 4. ラダ マキ 、 

M. & H. (fl). 

Anemone debilis Fsch と メイ チゲ 、 

TorsU (fl. & fr., July 15. 1 8 © 95); M. & H. (fr). 
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46. 

48. 

~ 40- 

50. 

51. 

53. 

54. 

55. 

56. 

BE vy hyx 7) WHR 

Clematis alpina Mill. = 
ミヤ マス ハン シャ ウッ ヴ グル 、 

TOTST (fl, Aug.42-T895) 5 MI (fr) 

Thalictrum aqmilegifolum lh カラ マッ ツ サ ウミ 

Topsy AfL, July 235.185), aM: Hd). 

Caryophyllaceee. Ar Bho 

Stellaria ruscifolia Willd, シュ タン ハコ ュ ペ 

M. & H. (fl). 
» 

Polygonacexz. 2 科 。 

Polygonum polymorphu m Ledeb. var. alpinum Ledeb. ホ ソバ オ 

ToTSU if. July 30.1805 AN .& H. (f.). 

Polygonum Weyrichit Fr. Schhm. ウラ ジロ タデ 、 

SEAL.) > TOLSU (fl, July 30. 1895); M. & H. (fi). 

Salicaceee. 楊 柳 科 。 

Saux Reime Pr. eis. 2 ae r 3, 

TOTSU 10, July 25-20-0605) NM: S&H. (ir): 

Orchidaceee. bi Flo 

Orchis aristata Fisch. Beer 2 a リ 、 # 

TOTSU (f., July 30. 1895); M. & H. (fl). 

Majanthemum bifolium DC. var. kamtschaticum Trautv. et Mey. 

DT N 

NER EL (.): 

Allium lineare L.. チ 

Mopac HH. (9.). 

Liliaceaee. 百合 科 。 

A 2 も ES 、 

Lilium avenaceum Fisch 7 vw + 2 9, 

M. & H. (fl). 

Juncacex. KE uty HE Bho 

Funcus curvatus Buch. 

M. & H. (fr.). 

er. as ase 

= e 



57° 

58. 

59. 

60. 

61. 

64. 

65. 

66. 

67. 

68. 
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Luzula campestris DC. var. multiflora Celak. ミヤ マス デブ メ ク ノ =, 

M: & H.-ffr.). 

Cyperacez. SE 草 科 。 

Carex Onoei Fr. et Sav. ハリ スゲ 、 

Ms ee (ff) 

Carex flavocuspis Fr. et Savi. ミヤ マク ロス ゲ 、 

TorsU (fl., July 30. 1895);- M. & H. (fl). 

Carex scabrinervia Franch. 

isu. (IE) 5. Mga H. (ff) 

Carex pyrenaica Wahl. キン スゲ 、 

M. & H. (fl}.: 

Gramine. TK 本 Fo 

Agrostis cannal.. ARRA AW, 

2 WE Seo (as 

Deschampsia flexuosa Trin, コメ スス RX, 

IM. SoH i). 

Pinacee. 松 柏 科 。 

Pinus pumila Regel. Pa be ey a 

ist. (d.); Yorsu, (IE, July 30, 1805); M. & A. (fi). 

Lycopodiaceez. At 松 科 。 

Lycopodium alpinum le ミヤ マヒ カゲ ノ ガ ゾ ヅラ 、 

isu. (L)s. Lory (i. July 13. 1895); IM. & H. (S69: 

Lycopodium Selagol, コス ギラ ン 、 

IsH. (lf); TOTSU (HE July 15. 1895); M. & H. (sp.). 

Musci. #5%o 

Sphagnum Girgensohnii Rus, ホソ マミ デ ヅ ヴ デ ゴケ 、 

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

Polytrichum contortum Lesd. スギ ゴケ ノ 一 種 、 

Ist... M. & H, 
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69. Polytrichum gracile Dicks. ~2¥ 2 > / — fifi, 

| TOTSU, (July 30. 1865)5 IM. & 1. 

70. LHypnum crista-castruenseIn クジ ャ クー ae 

TOTSU (July 30. 1895); M.& H. 

71. LHylocomium triquetrum (L) Br. オ ホ フ サー ケ ヶ 、 

IsH.; TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

72. Climacium rutheniacum (Weinm.) Lindh. ホウライ サッ 、 

EZ OH. 

ehe 地 衣類 。 

73. Cetraria islandica (L) Ah. エー ラン タオ 、 オ スラ ンド ゴケ 、 * 

ET oe 

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

74. Cladonia rangiferina Web, » + = 7, 

Torsu July 30. 1895)& Vin 8 EL. 

75: Cladonia gracilis (L.) Nyl. 

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

76. Cladonia furcata Hoffm. 

TOTSU (July 30. 1895); M. & H. 

77. Sticta pulmonacea Achh カブト ゴ ケ 、 

ToTsU (July 30. 1895); M. & H. 

Dec. 15." 1905, 

附 HE — A ar 30D EN hl) 4. FE BF RR Hl RE EEE 

ZHZ-TEELIRTHBELHTEHBFORABZETUEBOHER 

FÜUÜLTHERENRS-VY FR FIWMOHMATRÜL BEX 

せら れ だ な だ り 》o。 NDUBEHMELTAUSENLLOLMTÄHRLT, 

HOW Agwlegia akitensis Hetth ミヤ マラ ダマ で マキ 、 Astilbe chinensis 
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Maxim. var. japonica Maxim. 7 >> © Vy ¥ 9 wy FE UU Taraxacum of- 

ficinale Web. var. latidum Maxim. 27 7 42 YX 2, O=HMLA( TE 

が 採集 に 混 れ た る も の と 思考 せら る 、 然 れ ど も Carex macrochaeta C。 

A. Mey. ミヤ マタ ヌキ ラ ン 、Cgzcr Buxbaumi Wahl. $ シィ ス Y, Salix 

arctica Pall. $ シマ ャ ッ ヤ ナギ 、 Thalctrum tuberiferum Maxim. ミ ヤマ カラ 

= 7, Cotyledon malacophylla Pall. var. japonica Fr. et Sav. イハ レンゲ ダグ 、 

Gentiana auriculata Pal. F y ~ I vy FY, Saussurea Reideri Herd? OF 

FLA MRC BRKESZIOLCKREMAWRARSSTSEHLORS 

5、 今 暫く 此 た 記載 し て 後日 の 確 護 を 待つ 。 
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素 木 得 一 RMA EXE 

INSECTS COLLECTED ON MT. MAKKARI- 

NUPURI. 

BY 

T. SHIRAKI and H. OKAMOTO. 

WHS TASAAABL SSEMB~ RBREOBM ETUC. B 

RELEMERU. AMAZE 7 HI RTF 9》 と ニ 云 ひ 北海 道 、 騰 

RA RAR RE 2. 5A T-GHIrTriIR KER’ ERO mM 

(CORSE. PUCHSABEEOBYrAUAZAKESADG 5. KR 

CHP RB UR PERM ORMSZSL LV to RNESE 

BREDAMETUCTSZAIORSSHRCHRBKLBTALBE SS 

な 5。 BEVCBRLEAZLAWA KEL WRAMELHA ORES 

赤 放 あか ら ざ る も の あ 5? So 

KEHREEYHSEREHZAHL DWAR PRASAD 

BLL BALHERAOMGYG3\ Hd. SHOCKEOBAES 

た る は 、 深 てく 感謝 に 堪え ざる 所 な り 5<c 

ZUIOH,FELRLTITBTEU WET EREIT REA 5, 

2HTURBLTZZERLI,BSECTHEMOSADILERL 

HRMLT SME bo 

HEBRICL CHK BSUS 3 O18, LEPIDOPTERA ( @ A) 

it #] Boarmia BO — Fi, HYMENOPTERA (f& 34 B) 中 Siricidee ( 樹 映 

科 ) の Sirex B © — fH, COLEOPTERA (#4 #1 A) 中 Elateride WE FH 

[Trans, Sapporo Nat. Hist. Soc., vol. I. 1905.] 
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2 
3 
4 

140 A AR-<+ YP hd x 7) RE EO 

の 一 種 、 MECOPTERA (ih = A) Panorpide #EHFN D Panorpa 

AO-FLS ICU TC. PNR SORKIN BE UHR L 

CHIMP T NAB MSD SZXDLBTSTO BNUEE LOH UB 

TUARKRESOHEHRZAILUT HOS RHEL CBC RE 

Hit Pidorus remota WK. LAURIER BB KB Arichanna jaguaria GN 

SSFBAZHRELPC OMAR MAIL OCAMICLETZAOZ 

る を 確 め 得 だ た?》。 MUCH PRELPLZIORNCRBESIO 

大 る 多く 、 一 々 部 載 す る 能 は ざる も る の あぁ 151。 其他 種 名 の 明か な ら ざ 

る も る の は 唯 だ sp. を 其 属 名 の 下 に 記す る と と い \ せ り 5)o 

余 等 の 認め た る 中 、 最 も 多き & は DIPTERA (WWHA) it tC. oH 

に 次 くも の は HYMENOPTERA EB) A 2 ml. 面 し て 山頂 

あり て は COLEOPTERA (539 EB) 中 、Cerambicidee (REF) の Mesosa 

japomca BAT. Je び (LEPIDOPTERA (#39 EB) +h Geometridae (RX ik FH 

D) Boarmia sp. D — Fi HO Ht, Psyllidee (HE xi FL) の アッ ZZ sp. の みな 

b 3, Mesosa japonica BAT. は 本 道生 る 諾 に 存在 し 、 且 つの つ 紫 の 如き 高 

NAH ETBEFZTEHLRZUHSGERUU EKD ARE 

WU 72 bo 

YVIARVATFIVCNESSREROBDSILFORERODAI LS 4b 

PET SCLHBES ZAM r > LER EN CHEM Sn 2 

が 名 Lo 

本 稿 を 草 す る 営め 概 村 博士 に 信人 ふ 謀 甚 だ 大 な り 、 と れ 余 等 が 

RRC MT SER bo 駐 本 稿 は 精査 の 間 暇 な か り し 人 篇 め 、 牙 は 多少 

DRBAITRLEL RA. Zee Lo 

I. ODONATA. 33% B. 

1. Aeschnidee. WS bt Fp. 

Anatogaster Sieboldii SELY. IRA? 

Gynacantha sp. 
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I. EUPLEXOPTERA. SE. 

1. Forficulde. be oS 科 . 

Forficula tomis, KOLEN. C FNAARSATL LE. 

II. ORTHOPTERA. BWWE. 

1. Acridide. aS 3 Fi. 

Podisma alpina KOLL. HELE GBM 2 e&- 

Tettix sp. 

2. Locustide. 条 新 科 . 

Decticus japonicus BOLTV.~ ee と 

Phaneroptera nigroantennata BRUN. ObuL.: 

A. HOMOPTERA, HG. 

a. DIMERA. 二 分 類 . 

1. Psyllidee. EIER. 

Psylla sp. 

b. TRIMERA. = £f 28. 

1. Jasside. FETFH. 

Epiacanthus straminea MOTSCH 

Epiacanthus guttigera UHL. (> 37 Reee 

Phlepsius Ishide@ MATS. 5 りん ござ ごま か なら の ょ てこ ばい C- 

Selenocephalus elongatus MATS. 

2. Cercopide. ZREEH. 

Peuceptyelus nigroscutellatus MATS. 

Aphrophora costalis MATS. まこ yr wo A. 

Aphrophora intermedia UHL. LEER 3 res ・ 

I4I 
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Aphrophora putealis MATS. いあ めし ろ を びあ わ 和 ふき. 

3. Membracidee. BER. 

Tricentrus flavipes UHL. つの ぜ み . 

4. Cicadide. + EB 科 . 

Cicada bihamata MOTSCH. と えど せみ. 

B. HETEROPTERA ZH. 

a. GEOCORES, BER. 

1. Pentatomide. El. 

Carbula humerigera UHL. EeUDBUL. 

Elasmucha, Putori SCOTT. 

Elasmucha sp. 

Elasmostethus Scotti, RENT. 

Elasmostethus sp. 

2. Capsidee. Bik & 科 . 

Dereocoris pallidus HORY. 

Dereocoris sp. 

V. MECOPTERA. #8 6B. 

I. Panorpide. =. 2 Be Fi. 

Panorpa sp. 

VI. LEPIDOPTERA. #28. 

A. RHOPALOCERA. ‘tt 8. 

1. Papilionide. BtEzl. 

Papilio bianor Cram. var. Maackii MEN. APPSHDATWAY tk. 

Papilio xuthus 1. BAT は ほ DO. CB 
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2. Pieridz: BER. 

FE Wh bE de 

OL ie ee ee ee 
oy) ave ん き ee 

3. Nymphalide. ie WE Fh. 

Araschnia levana Ee wae. ‘prorsa, J. H Dre FH b- 

Vanessa Urtice L. UBUSEL- 

Vanessa xanthomelas L. Ch ee L- 

Vanessa to L. で も 5 

Lethe callipteris BUTL. ひひ めき だら ひか ゆび. 

Neope Gaschkewitschii MEN. き . ゆ だ ら ひ か が びに 

Pararge (Pronophila) Schrenckii MEN. BIE ADDY. 

4. Lycznide. ay Tx HE FI. 

Zephyrus Orientalis MURR. BITRE EULA. 

5. Hesperidze. i #.- 

Paruara jansonis BUTL. みや ゃ や まち や ば ね せよ いり 5). 

Thanaos (Nisoniades) montanus BREM. APPEND. 

B. HETEROCERA SRE. 

r. Arctide. SEE 科 . 

Miltochrista gratiosa GUER. ZU dD. 

Spilosoma (Dionychopius) niveus MEN. UL Ahk ど が 、 

Lithosia griseola HB. る し た ほそ を ば げに 

2. Zygaenide. BWEH- 

Pidorus (Laurion) remota WK. LA bier aa 

3. Lymantridee. ZRH. 

Lymantria disper L. 2r2ur. 
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4 Geometridee. fF tt #. 

Acidaria steganioides BUTL. ERTL 次 みみ と u めし ゃ く 〈《. 

Arichanna jaguaria GUEN. 15 A eras ee (て. 

Boarmia sp. 

VU. DIPTERA. 3% 4B. 

1. Muscidee. Fe ws Fh}. 

Eggizoneura formosa WIED. Narr Ow. 

_ Eggizoneura sp. 

2. Syrphide. | SIEH. 

Serzcomyia borealis FALL. 合作 し すす は かな あぶ. 

Evistalis teuax L. は な BE 

Chrysochlamys sp. | 

3. Asilidee. SEICH- 

Laphria Mitsukuri Cog. Bu L あ が 

Laphria sp. 

4. Tabanidee. 4 ¥}. 

Tabanus chrysurus LOEW, wD te a aR: 

5. Bibionidee. = it Et. 

Bibio japonica MOTSCH. Rou idv. 

VIN. COLEOPTERA. #2 B. 

1. Coccinellide. 2 sa 科 . 

Ptychanatis axyrydis PALL. “Cafe eee aa 

Coccinella 7-punctata L. ZN ENS Seren: 

2. Chrysomelidee. & Zé Se Ft. 

Chrysomela guttata GEBL. は つの Balk see 

Chrysomela sp. 
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3. Cerambicide. 天 + #. 

Prionus insularis MOTSCH. ER b Akash 

Megasemum quadricostulatum KRAAT. BIZ ( ADA? 5. 

Leptura ochraceofasciata MOTSCII. if. de das. も 6。 

Leptura succedanea LEW. あか は を か みき 3 5. 

Leptura granulata BAT. BALL KDA» b. 

Chloridolum thaliodes BAT. Sb PAA 6. 

Rosalia Batesi HAR. る 5 ば し か みき 5. 

Monochammus fraudator BAT. REIFE A 

Monochammus luxuriosus BAT. = ADADAS 5. 

Mesosa japonica BAT. IE 55 が か みさき 5. 

Mesosa longipennis BAT. ひげ な が まだ ら 5 か みき 5. 

Mesosa hirsuta BAT. めす 3 だ ら か みほ 5. 

Apalımna liturata BAT. ひげ な が ほし か み Sb5. 

Acanthocinus oppositus CIIEVR. u な が も ん か みさ 3 5. 

4. Curculionide. FS = FE. 

Hylobius transversoguitata GOEZ. 

5. Oedemeride. i K + Ft. 

Xanthochroa Waterhouset HAR. BS oDHA HT まま も 。 

6. Tenebrionide. BSEITEH- 

Plesiophtalmus @eneus MOTSCH. a2). 

Plesiophtalmus nigratus MOTSCH. くろ BES. 

7. Cantharide. i 科 . 

Dictyopterus atrorufus KiES. くろ す ぢ ど ほ なる. 

Carphurus plagiatus KIES. 

Podabrus macilentus KIES. 

8. Elateride. OP 66 £3 #4. 

Elater rubridorsus LEW. あか て こめ つき . 

145 
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Melanotus sp. 

Athous sp. 

Athous sp. 

9. Scarabide. @ 5h 5 Ft. 

Geotrupes levistriatus MOTSCH. Ab CO: 

Popilia japonica NEW. 2H CI 

Anomala testaceipes MOTSCH. SCHULE ae 

Trichius japonicus JANS. & ems ae det aes Ged 

Heptophylla picea MOTSCH. ざき. の 50G32P 2 

10. Platyceride. oh FZ Be Ft. 

Macrodorcus rectus MOTSCH. Ck tear し 、 

Macrodorcus striatipennis MOTSCH. Me age ie le 

Macrodorcus rubrofemoratus SN. v. VOLLENN. あ か あ 、 し © は | 

ir. Silphidee. 12 SE ae Fy. 

Parasilpha perforata GEBL. Del. CET 

ı2. Carabidee. 3 Ty Be FI. 

Carabus arboreus LEW. 6 も 2 RPE 

Damaster rugipennis MIOTSCII. Ze gueu か ぶり 5. 

Dolichus halensis SCHALL. お の で (の に も FiP 

Pterostichus Thunbergii Mor. TER 

Anisodactylus stgnatus TLLIG. と の みや も し 。 

IX. HYMENOPTERA. BEE. 

A. TEREBRANTIA. 4 #2. 

a. PHYTOPHAGA. 2ER. 

1. - Siricidze. 樹 蜂 Bh. 

Szrex Sp. 
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Sirex sp. 

b. ENTOMOPHAGA. 43 類 . 

1. Ichneumonide. 姫 蜂 科 . 

Mesostemus sp. 

Rhyssa sp. 

Hemephialtes sp. 

Ophion pungens SMITH. > Cw bb - 

Panstcus sp. 

Pimpla sp. 

2. Braconide. jy Ba OS 科 . 

Bracon sp. 

B. ACULEATA. 4 i B. 

1. Formicide. aa > 7 

Formica fusca 1. var nipponensis FOr. 

2. Vespide. aA OS 科 . 

Vespa cingulata Mocz. id bd. 

AL WE ES SE RE EL a A ECE To 

RESUME. 

On the 6th of August, 1905, we ascended, for the purpose of collecting 

insects, Mt. Makkari-nupuri, an extinct volcano rising to about 6200 feet above 

the sea-level. As we were probably the first entomologists who ever climbed 

this high peak, it was expected that some interesting species would certainly 

be found there. But to our great regret, the day was stormy, and so perilous 

that it was quite unfavourable for such an undertaking. Nevertheless, we were 

so fortunate as to be able to collect, those enumerated in the foregoing pages, 

—a goodly number of specimens—among which are included some new species, 
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as we believe. Full accounts of these, are, A 

paper as it is hoped to describe them. else vhe: 

® _remark that Pidorus (Zaurion) remota Wk. eo en PR 

me ‘the species which are, together with the new. species, looked an 

= _aditions to the Ines une of Hokkaido: 4-55 

, 
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A NEW DISEASE OF THE HOP-VINE CAUSED BY 

PERONOPLASMOPARA HUMULIN. SP. 

By 

KINGO MIYABE, SD., Rigakuhakushz. 

Professor of Botany in the Sapporo Agricultural! College. LIBRARY 

NEW YORK 

AND BOTANICAI 

= & R | RP DEX. 
YOSHINAO TAKAHASHI, Nogakushi. 

Botanist to the Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sappore. & 

It was in the early summer of 1905 that our attention was first drawn to a 

diseased appearance ofthe leaves ofthe cultivated hop-vines in the experimental 

plat ofthe Hokkaido Agricultural Experiment Station in Sapporo. An examina- 

tion showed at once that it was due to a kind of downy mildew, having a close 3 

affinity to that of cucumber. Our interest was naturatly aroused leading us to a 

inquire into the extent of the damage done in other hop fields about Sapporo, and 

also into its occurrence on the wild hop, which is not uncommon in this vicinity 

as well as in other districts in northern Japan. ; 

In the hop-field belonging to the Sapporo Brewery Company a careful search 

was made on June 15th this year, and we found the mildew to have already begun 

DI to spread to an alarming extent throughout the field. A portion of the field 

= adjoining the place where the hop-vines were collected and burnt the previous 

= autumn was very badly attacked. The lower leaves of the vine were at that time- 

— most infected, but the disease had already spread to some of the upper. leaves. 

一 Judging from the extent to which the fungus had spread in the field, we may safely 

infer, that the disease had existed there for many years without drawing attention.’ 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc, Vel. J. Part 2] ご j 

a. ne m 
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Messrs. S. Fujita and J. Kasahara of the Company struck with the seriousness of 

the case at once took active measures to combat the disease. By thoroughly spray- 

ing with the Bordeaux mixture and by systematic picking of the affected leaves, 

they were able to prevent the spread of the disease for the rest of the year. 

The fungus in question seems to be peculiar to Japan, as there are no records 

of the occurrence of the downy mildew on the hop-vines either in Europe or 

America, for such a destructive parasite on such an important crop is scarcely likely 

to have passed unnoticed there. 

In August of 1905, Mr. J. Hanzawa, an assistant professor of botany in the 

Sapporo Agricultural College, found on the wild hop-vine, Hamulus Lupulus L. 

var. cordifolius Maxim. the same fungus at Zenibako about 12 miles from Sapporo. 

At about the same time, Prof. G. Yamada of the Morioka Agricultural and Dendrol- 

ogical High School also collected the same parasite on the same host in the vicinity 

of Morioka in Northern Honshu. These facts prove beyond doubt, that the mildew 

fungus is indigenous to this country growing on the wild hop-vine, and has recently 

found a more congenial host in the cultivated: hop-vines introduced from America 

and Europe. 

The diseased leaves show at first small yellowish spots limited by the veinlets 

and scattered irregularly over their surface. Finally these spots become confluent 

often forming large irregular brownish or dark brown patches. On the undersurface 

of the leaf at the discolored portion is formed a thick downy growth, which is 

whitish at first but later turns to dark gray. The leaves having large affected 

spots along their margin or midrib show occasionally conspicuous bullations in the 

adjoining green portion of the blade. 

From two to five conidiophores spring out of a stoma. Their length is variable, 

ranging from 209 to 460 u, sometimes attaining even 600. They are slightly 

swollen at the base; and their average diameter at about the middle is 6-7 1. 

The first branching takes place at about 2/3 or 3/4 from the base. The branch 

system is 5-6 times dichotomous and rather spreading ; and its ultimate branches 

are either straight or slightly curved inwards or occasionally outwards, tapering 

to a blunt point. 

Conidia are broad elliptical or obovate, 22-26 u long and 15-18 y broad, of 

a light smoky color, and with a lighter colored or colorless blunt apical papilla 

(1.5-2 # in height and 4 z in breadth). The thickened septum of the conidium 

often remains as a short papilla at its base, but generally it dissolves away when it 

is mounted in water. The germination takes place in about three or four hours. 

The contents break up into about eight zoospores, which escape through an open- 
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ing formed at the apical papilla. The zoospores are kidney-shaped with two cilia 

attached to its lateral side. 

The oospores are formed in abundance in the mesophyll of the discolored spots. 

They are spherical, smooth, 28-34 + in diameter, and light brownish in color. 

The wall of the oogonium is persistent and loosely surrounding the oospore. The 

diameter of the oogonium is about 40 /. 

This fungus with its dichotomously branched conidiophores and with its 

conidia germinating by zoospores shares the characters of two genera Peronospora 

and Plasmopara, and may form an intermediate genus together with the downy 

mildew fungi of cucumber and Ce/tzs. In 1901, Berlese! created a new subgenus, 

Peroneplasmopara, in the genus Plasmopara and placed under it Peronospora 

cubensis Berk. et Curt. and Peronospora Celtidis Waite. Rostowzew? reported in 

1903 a detailed account of his study on different species of the Peronosporaceae, 

but especially on Peronospora cubensis B. et C., on which he founded a new genus 

Pseudoperonospera, apparently without knowing the above mentioned work of 

Berlese. 

In 1904, Clinton? made a critical study of the cucumber mildew and came to 

a similar conclusion in regard to the recognition of its generic position. But re- 

garding Berlese’s subgenus, Peronoplasmopara, because of priority of publication, 

and also because it was given definite descriptive characters, as deserving prefer- 

ence over Rostowzew’s rather indefinite Pseudoperonospora, Clinton elevated 

Peronoplasmopara to generic rank and included under it two species,—Peronoplas- 

mopara cubensis (B. et C.) Clint., and Peronoplasmopara Celtidis (Waite) Clint. 

In the present paper, we have adapted Clinton’s view and named our fungus 

Peronoplasmopara Humuli Myb. et Tak., thus adding another species to this in- 

teresting genus. 

In this connection, it may be interesting to know, that Peronosplasmopara 

Celtidis is also found in Japan on Celtis sinensis. It was collected by Mr. K. 

Yoshino in the Province of Echigo in 1903. The specimen was sent to one of us 

for determination, and it was proved to correspond exactly with the descriptions 

and figures of Peronospora Celtidis Waite.* 

An apparently rare species Peronospora cannabina Otth parasitic on the leaves 

1. Berlese, A. N. Plasmopara cubensis (B.etC-). Riv. Pat. Veg. Vol. 9. p. 123-6. 1901. 

Rostowzew, S. J., Beiträge zur Kenntnis der Peronosporeen, Flora. Bd. 92. p. 405-430. 1903. 

3. Clinton, G. P., Downy mildew, or Blight, Peronoplasmopara cubensis (B. & C-) Clint., of Musk 

Melons and Cucumbers. Report of the Conn. Agric, Exp, Stat. for the Year 1904. p. 329-362. 1905. 

4. Waite, M. B., Description of Two New Species of Peronospora, Journ. of Mycology. Vol. VIL. p. 

105-109. Pl. XVIII. 1892. ‘ 

to 
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of Cannabis sativa, was also recently found in this country by Mr. T. Goto in the 

Province of Shimotsuke. The fungus was first found in Switzerland, and described 

by Otth! in 1868, and later by Massalongo? in Italy. Unfortunately, the original 

papers of these authors are not accessible here, and we cannot tell whether the 

germination of its conidia was determined or not. At any rate, we hope we shall 

be able to settle the question duing the next season, and thereby may possibly be 

able to add another species to the genus under consideration. 

Let us here enumerate the species of Peronoplasmopara in Japan, giving its 

hosts and distribution. 

1. Peronoplasmopara cubensis (B. ct C.) Clint. 

Syn. Peronospora cubensis DB. et C. 

Plasmopara cubensis Humph. 

Pseudoperonospora cubensis Rostow. 

Hosts and Distrib. On Cucumis sativus L. 

Hokkaido. Prov. Ishikari: K. Miyabe, 1890, t891; E. Tokubuchi, 1894; @. 

Kurosawa, 1895; T. Miyagi, 19¢5. Prov. Kitami: K. Miyabe, 1894. Prov. 

Teshio: K, Miyabe, 1894. 

Honshü. Prov. Musashi: Y. Tanaka, K. Tamari, 1888; S. Hori, 1895; K. 

Shirai, 1896; K. Miyabe, 1897; N. Nambu, 1899; T. Nishida, G. Yamada, 10900. 

Prov. Rikuchu: G. Yamada, 1904. Prove Uzen- 7G. Yamada, eicor: Prov. 

Echigo: K. Yoshino, 1903. Prov. Mino: E. Tokubuchi, 1898. Prov. Icez 

E. Tokubuchi, 1898. 

Kyushu. Prov. Higo: K. Yoshino, 1905. 

On Cucumis Melo L. 

Honshu. Prov. Musashi: K, Tamari, 1888 : N. Nambu, 1897; S. Hori, 1900. 

Prov. Kozuke ; K. Tamari, 1888. 

Kyushu. Prov. Higo: K, Yoshino, 1905. 

On Cucumis Melo L. var. Conomon Mak. 

Honshu. Prov. Musashi: T. Nishida, 1900. 

On Cucurbita Pepo L. 

Honshu. Prov. Musashi: Y. Tanaka, 1888; S. Hori, root. 

On Cucurbita maxtma Duch. 

Honshu. Prov. Musashi: N. Nambu, 1899. 

1. Otth, Mitteil. d. Naturf. Gesell. in Bern. 1868. p. 63.—Hedwigia. Bd, 35, Repertorium. p, XXII. 

1896. 

Massalongo, C., La Peronospora della Canapa. Agricoltore Ferrarese, 1898. c. tab.—Saccardo, 

Sylloge Fung. Vol, XIV.p. 460, 

や 
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2. Peronoplasmopara Celtidis Waite) Clint. 

Syn. Peronospora Celtidis Waite. 

Plasmopara Celtidis Berl. 

Hosts and Distrib. On Celfis sinensis Pers. 

Honshü. Prov. Echigo : Fukudo-mura, K, Yoshino, Oct. 10, 1903. 

3. Peronoplasmopara Humuli Myb. et Tak. n. sp. 

Spots, small, irregular, limited by nerves, scattered or confluent forming large 

irregular patches, at first yellowish, then brownish Conidiophores 2-5 from a 

stoma, 200-460 » long, 6-7 # wide, 5-6 times dichotomous, rather spreading ; the 

first branch at about 2/3 to 3/4 from the base; the ultimate branches straight, slight- 

ly arcuate or sometimes deflexed, tapering to a blunt point. Conidia, broad ellip- 

tical or obovate, 22-26 & x 15-18 y, of light smoky color, with blunt apical papilla, 

and germinating by zoospores. Oospores、 spherical, smooth, 25-40 gt in diameter, 

and light brownish. 

Hosts and Distrib. On the leaves of Humulus Lupulus L. (cult). 

Hokkaido. Prov. Ishikari : at the experimental fields of the Hokkaido Agricul- 

tural Experiment Station, Sapporo, Y. Takahashi, July, 3, 1905; K. Miyabe, July 

29, 1905. Hop-fields belonging to the Sapporo Brewery Company, Sapporo, K. 

Miyabe, June 15, 1906. 

On Humulus Lupulus L. var, cordifolius Maxim. (wild). 

Hokkaido. Prov. Shiribeshi, at Zenibako. J. Hanzawa, Aug. 1905. 

Honshü. Prov. Riküchü, at Morioka, G. Yamada, July 1905. 

TR 摘 ee 

RRR Cie 7 7 (Humulus LupalusL.) BEI SRR D 

SENFBRRZNTFET 4 & BW (Peronosporaceae) H SZ & Ho Fo 

FRSC MERI PH SAUER AR) OFT TH -HMORBEK 

害 せ られ 、 ZARURZETSTCHÄHE HD FI TAT AR TIL ÄFZ 

NBEELRSHKHELL-UDBGSII Io BESTLTFEIRUEE 

ABREBEZHUET. ZZNERALNFTEBSLSTUMZAÄR 
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Ke IS. BE He BE a) PG ICH. AL AO MER OP TEL #5. 

+3» (万 Lupulus T. var. cordifolius Maxim.) K$EL ZI DI HE 

FENRI, ZN II ZN TEN WW ZER AR HF ER 2 Zc 

FELTERTZAÄABSHHOB HU LT, H+ Mir 7 TORR 

MEE SL URKSUNCBAELIOKS PHL SHAH 

X — MRL HB L, Peronoplasmopara 万 zz な と 命名 し た bo 

AFROBAM IZA AMAR LI. BRBOHNCHEEO LH 

AI MOAB DICLCEML OU TRENG se Mit 4d. Biz 

RAKE L CHA DKMIL KS. ANHEHOTUREKRER 

ORAL. HAMAR ETSY KIT RE ICT 

ETEULZBEHRAÄSINHDOTHOALIS REL TEE OD 

SKEMOKIBEL, ARUBA OM RIM ST CHEM FU 

枯 財 又は 倒 卵 形 に し て 、 淡 黒色 を 呈し 其 上 商 に 有 所 房 汰 突起 あり o 外 

en a ea ae Oe 

LTIENNOHETERILMFOLHREFZ AL II H To 

WEL LAR Ut. EMM HT KRORMEYL AL ABI RH 

胞子 を 有 す 。 PWFLEOREMOR APICAL, RERLTE 

mom LAL. 微か に 褐色 を 壮 ぶ 。 造 卵 器 の 膜 は 緩 か に 卵 胞子 

x lel REL KA TO 

Peronoplasmopara Wi D #5 BL, FEF BM MEI BW (Pero- 

n0spra hey Sos). i UC HAA Ma 3 BEF LATS 2 (Plas 

mopara WHEW BDSM L) IC TE do Ib Peronoplasmopara JR fe る や 、 往 年 

A. N. Berle KAS + VIDBRAL = 7 x Dw (Peronospora Celtidis 

Waite) を 収容 せん が 多め に Plasmopara の 亜 属 と し て 設定 し た る る や 

の に し て 、 近 年 G.P.Clinton KLNRMA r 5] LU CHUO-BL es 

L. 397 I DK Hr Peronoplasmopara cubensis (B. et C.) Clint. と 改称 

bznı 5 先 8 J.Rostowzew I  Y ) DoR HFAUT- HOB 

it BL BL, Psendoperonospra CRHBERURZYI KUH 
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TBERATUESIS5I. SURI Berlsee 氏 の 亜 属 ちる を 知ら ざ ぅ 5 し 

も る の い \ に 似 た 5。 故に 余 等 も Chmton 氏 の 説 に 同意 し て Peronoplas- 

mopara ZERb, Pseudoperonospora を 以 て 之 れ が 異名 と 肪 す 。 

Peronoplasmopara Celtidis (Waite) Clint. る 赤本 邦 に 産 す 。 即ち 吉野 

炉 一 氏 は 敷 年 前 に 益 後に 於 て 之 れ を 採集 せら れ た 5。 

ZUZETZIHL Peronoplasmpaa KC 属す る る の 三種 あ I. 

何れ る 本 邦 に 存在 す 。 MS, 

1. Peronoplasmopara cubensis (B. et C.) Clint. 

Peronospora cubensis B. et C. 

AB“ Plasmopara cubensis (B. et C.) Humph. 

i cubensts (B. et C.) Rostow. 

*+VIOA. KM BOSSA TO 本 邦 各 地 に 普通 っ 

2. Peronoplasmopara Celtidis (Waite) Clint. 

Peronospora Celtidis Waite. 

nu 

Plasmopara Celtidis (Waite) Berl. 

=J7J*UFET KHER-EREAR-AR HHErTrNE) 

3. Peronoplasmopara Humuli Myb. et Tak. nov. sp. 

HERE IT RUHFHERIT (HF A FI YT)TZ 

生 す 。 

te th — ALB LARK ae 7 TSE SYD), 

SEAMS LPI ++ VLFELCSEIO.S 

二 海 氏 、 明 治 三 十 入 年 ) 陸 中國 盛岡 ( 全 上 、 山 田 云 太 

郎 氏 全 上 )。 

本 病害 は 『 ま ルド -JPAOHGNT II TR TS ZTHN Lo 

日 本 変 酒倉 年 の 札幌 に 太 け る ネッ プ 園 に て は 、 本 年 其 彼 害 を 認 ぜ 

る や 直 に 全 園 に 之 れ が 撤 布 を 行 ひ 好 成 哨 を 得 た 5< 

(明治 三 了 手刀 年 二 三 月 二 二 時 ) 
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BREULKE>RE 

素 A 得 — 

DIE TETTIGIDEN JAPANS. 

VON 

T. SHIRAKI. 

(Aus dem Entomolabolatorium der Landwirtkschaftlichen Hochschule zu Sapporo.) 

Die bis jetzt mir bekannt gewordenen Tettigiden Japans sind sehr wenig. Es 

kommen hier nämlich die folgenden 10 Arten vor, von welchen nur als neue zu 

bezeichnen sind : 

1. Cladonotus gibbosus de Hann. 

2. Criotettix bispinosus Dalm. 

3. Tettix japonicus Boliv. 

4. Teitir longulus N. sp. 

5. ZZ ガイ formosanus N. Sp. 

6. Paratettix singularts n. sp. 

7. Paratettix histricus Stal. 

8. Paratettix hachyoensts n. sp. 

9. Paratettix gracilis n. sp. 

0. Hedotettix arcuatus N. Sp. 

Dr. Adlof Fritze gab in seiner “ Die Fauna der Liu-kiu-Insel Okinawa” an, 

dass die Art 7eitir cingalensis in Okinawa (Japan) vorkommt, diese ist mir jedoch 

ganz unbekannt. 

Aus OKINAWA habe ich nur eine einzige Art, es erwarten lässt jedoch, dass 

dort noch mehrere Arten vorkommen werden. 

Diese wertvollen Materialien, welche von Herrn Dr. S. Matsumura gesammelt 

wurden, zum Studium zu benutzen möchte ich hier mit demselben Professor meinen 

verbindlichsten Dank aussprechen. 

Tabelle zur Bestimmung der Gattungen. 

I. Frontalrippe (Costa frontali) zwischen den Augen gabelförmig, die zwei 

Aesten sehr divergierend und abgerundet ........... ER 1. Cladonotus Sauss. 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. Part 2.] 
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1.1. Frontalrippe gabelförmig, die zwei Aesten mässig divergierend oder paralle- 

lierend, meistens sehr schmal einteilig. 

2. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand Spitzig.… 

2.2. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand nicht spitzig. 

3. Fühler ist an dem Vorderteile der Augen versehen. 

4. Scheitel, von oben gesehen, breiter als das Auge, vor 

das Auge vorgezogen, winkelig oder stumpf............. 

DREHEN N 3. Zettix Charp. 

4. 4. Scheitel höchstens so breit als die Augen, nicht über 

die Augen vorgezogen, stumpf.....4. Paratettix Boliv. 

3: 3% Buhler ist in der Mitte der beiden’ Augen versehen. nu... 

5. Hedotettix Boliv. 

I. Gatt. Cladonotus Sauss. 

Saussure: 1861, Soc. ent. France, p. 478. 

Bolivar: 1887, Essai sur 1. Tettig., p. 34. 

J. L. Hancock: 1906, Genera Ins. Orth. Acrid. Tetriginz., p. 16. 

In Japan kommt eine Art vor. 

C. Gibbosus de Haan. 

De Hann W.: Bijdrag., p. 167 u. 169, pl. XXII, fig. 142. 

Bolivar: 1887, Essai sur |. Tettig., p. 35. 

Ich habe nicht die Materialien. 

Il. Gatt Criotettix Boliv. 

Bolivar: 1887, Fssai sur 1. Tettig., p. 48. 

In Japan kommt eine Art vor. 

C. biopinssus Dalm. 

Dalman (Acrydium bispinosum): 1818, Vet. Ak. Hand., p. 77 ; 1823, Annal.. 

p- 86. 

De Hann (Acrydium bispinosum): Bijdrag., p. 169. 

Stal C (Zettix bispinosus): 1873-1875, Recens. Orth., 1, p. 150. 

Bolivar: 1887, Essai sur |. Tettig., p. 89. 

PER Zu 



. des Vorderschenkels deutlich, sehr wenig gewellt. Hinterschenkel wenig länger 

SHIRAKI : DIE TETTIGIDEN JAPANS. 

Körper dunkelgrau bis braun. Kopf kurz. Scheitel use breiter Me 

das Auge, in der Mitte mit undeutlicher kante. Frontalrippe zwischen den Fühler 

sehr erhoben. Fühler dick und kurz, gelbweiss oder gelbbraun, in der Spitze R- 

dunkler. Pronotum ein wenig flatt, zwischen den Schulter gewölbt, an dem Vorder- | 

rand abgeschnitten. Mittelkante des Pronotums in der Mitte ziemlich undeutkeh 

knötchenförmig ; Hinterteil des Pronotums lang und schmal. Der 2. Seitenlappen 

des Pronotums am Hinterrand sehr scharf, stachelig, gelblich. Hinter de m 

Vorderrande des Pronotums an der beiden Seiten der Mittelkante mit je einem — 

kurzen kante. Vorderflügel länglichovalförmig, an dem Ende spitzig ; Hinterflügel — 

leicht beräuchern, Vorderrand schwärtzlich, gleich lang wie das Pronotum. Kante 

als das Hinterleib, die kante des Oberseites ziemlich gewellt; Hinterschiene ziem- 

lich richtig, rötlich. Die Kleinkissen des ı. Hintertarsengliedes rundlich, jeder ’ 

drei Kissen ist etwa ähnlich lang. ae 
押し 

Körperlänge : & 11.-9. mm.; 2 13 mm. ee y. 

Pronotumslänge : & 16.-15.mm.; 2 18.5-20. mm. 

Vorderflügelläinse: @ 2.5-2.0mm.; 2 2.5-2.3 mm. 

Hinterfiügellänge : & 14.-ı2.5 mm,; $ 16.-14. mm. 

6 Exemplare (4 @ u.2 2) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura 

aus Tokyo (Juli) und Taisanzi (Juli). E 

Sonstige Fundorten: China, Java, Borneo. 

Trivialname: Togehishibatta oder Tsuchibatta. 

‘ UI. Gatt. Tettix Charp. 

Charpentier: 1841, Germ. Zeitscher. III, p. 315. 

Brunner : 1882, Prodr., p. 234 

Bolivor : 1887, Essai sur 1. Tettig., p. 83. 

Fischer: 1853, Orth. europ., p. 419. の 

J. Redtenbacher: 1900, Dermat. u. Orth. öster. u. deutsch., p. 41. 

R. Tümpel : ı901, Geradfl. mitteleurop., p. 253. +5 

Lattreille P. A.: 1802-1805, Hist. Crust. Ins., XII, p. 164 (Zetrzx). 

Brumeister: 1839, Handb. Ent., II, p. 657 (Zetrzx). “a 

J. L. Hancock: 1900, Genera Ins. Orth. Acrid. Tetrigin, p. 57. (Tetrir). 

In Japan kommen 3 Arten vor. 3 

Uebsrsicht der Arten : 

> 

14 
1. Pronotum sehr länger als das Hinterleib. ......-....--- SiS. ...dongulus 1. Sp. 

に 
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1.1. Pronotum so lang wie das Hinterleib. 

2. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand deutlich zweilappig..... 

er it eee Soreaed japonicus Balıya 

2.2. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand ziemlich zweilappig...... 

Soy fy ore re. formosanus 2. sp 

1. Art. T.japonicus Boliv. 

Bolivar: 1887, Essai sur |. Tettig., p. 89. 

Körper grau bis schwarzbrann, sehr verschiedenfarbig, runzelig. Kopf klein: 

Scheitel etwas quadratisch, in der Mitte mit einer kante : Frontalrippe ein wenig 

erhoben, zwischen den Augen mehr oder weniger gebogend. Fühler fadenförmig, 

braun, in der Spitze schwärzlich. Pronotum am Vorderrand abgeschnitten, hinten 

scharf, fast erreichtet der Hinterschenkelspitze ; Rücken länglich rautenförmig, 

meistens schwarzbraun aber diese Färbung schr verschieden, allgemeine Ex- 

emplare mit 4 schwarzen Punkten, selten mit 2 grossen schwarzen Punkten, sehr 

selten ohne Zeichnungen. Mittelkante des Pronotums vorn und hinten sehr wenig 

gebogend, in der Mitte richtig. Schulterwinkel sehr stumpf, mit einer Kante. 

Vorderflügel länglichovalförmig ; Hinterflügel fast gleich lang wie das Pronotum. 

Kante auf der Oberseite des Vorderschenkels richtig. Hinterschenkel lang, die 

Pronotumsspitze überragend ; Hinterschiener nach hinten ziemlich ver breitet. 

Das Hintertarsenglied ı. sehr ersägig, die r. und 2. Kleinkissen sehr wenig länger 

als das 3. Hinterleib braun, zuweilen dunkler gefleckt. 

Körperlänge : 95 の: 2 8.-10. mm. 

Pronotumslänge : A675 mm,, 2 7.5-8.5 mm. 

Vorderflügelslänge: 8 1.2-1.5 mm.; 2 ‚12 22mm. 

Hinterflügelslänge: 8 4.5-5. mm. ; 2 5.-5.5 mm. 

Hinterleibslänge: © 3-5. mm. ; 2 5.5-6. mm. 

Zahlreiche Exemplare aus Tokyo (Juni, Takasago (Juni bis September), 

Sapporo (Mai bis Juli), Aomori (Juni), Numatzu (Juni) und Insel Hachijo in der 

Sammlungen von Herren Dr. S. Matsumura, M. Ishida, T. Hirano, S. Mitsuhashi, 

H. Okamoto und in meiner Sammlung. 

Trivialname : Avshzbatta. 

2. Art. 7: formosanus nN. Sp. 

Ahnlich wie 7. japonicus, nur ist 7. formosanus dick und ohne auf dem 

Pronotum färbigen Flecken, Scheitel ist so breit wie das Auge, Frontalrippe ist 



ei u 7 

SHIRAKI: DIE TETTIGIDEN JAPANS. 161 

sehr erhoben, der ı. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand ist sehr stumpf, 

die Kante auf der Unterseite des Vorderschekels sehr wenig gewellt, Fühler ist 

fast zwischen den Augen versehen, Scheitel ragt nicht über die Augen hervor, die 

Mittelkante des Pronotums ist fast nicht gebogen, Vorderflügel ist länger, Hinter- 

flügel ist krüzer. 

Körper braun, sehr runzelig. Kopf mössig gross, braun. Pronotum einförmig. 

Beine dunkel geflecktet. 

Körperlänge: 2 10. mm. 

Körperbreite : 2 3.9 mm. 

Pronotumslänge : 2 9. mm. 

Vorderflügellänge : Se 

Hinterflügellänge : 2 4-5 mm. 

HinterleibsI&nge : 5555, mm. 

Hinterschenkellänge: & 6.5 mm. 

Hinterschienenlange: _& 5.3 mm. 

Nur ein Exemplare (©) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura aus 

Formosa (August). 

Trivialname: Tarwan-hishibatta. 

3- Are = だ longulis Nn. sp. 

Ähnlich wie 7. japonicus Boliv., nur ist 7. Zongulus die Verlängerung des 

Pronotums länger als das Hinterleib, die Mittelkante des Pronotums ist nicht 

gebogen, das Pronotum ist schmäler, die Kante auf der Ober- und Uterseite der 

Vorder- und Mittelschenkel etwas gewellt. der 2. Seitenlappen des Pronotums am 

Hinterrand ist länger. 

Körper braun bis aschbraun, sehr wenig runzelig. Kopf klein : Scheitel ziem- 

lich quadratisch, in der Mitte mit einer Kante; Frontalrippe ein wenig erhoben, 

zwischen den Augen mehr oder weniger gebogend. Fühler fadenförmig, gelbbraun 

oder braun, in der Spitze dunkler. Pronotum am Vorderrand abgeschnitten, hinten 

scharf, die Hinterschenkelspitze überragend ; Rücken rötlich braun bis weisslich 

braun, mit zwei deutliche schwarze Flecken, selten diese Flecken sehr undeutlich 

oder 4 theilend. Schulterwinkel sehr stumpf, mit einer Kante. Vorderfliigel 

ovalförmig ; Hinterflügel sehr länger als das Pronotum. Hinterleib schwarzbraun 

oder gelblich, zuweilen gelblich gefleckt. Beine braun oder gelblich braun, meistens 

dunkler gefleckt, selten einfarbig : Hinterschenkel gross und lang ; Hinterschiene 

nach hinten ziemlich erweitert; das Hintertarsenglied 1. sehr ersägig, die I. u. 2. 

Kleinkissen etwa länger als der 3. 
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Korperlange : 合 7.5-8 mm. ; | 9.8-12. mm. 

Korperbreite : Aas ag =3.5, trams i 2 4.-4.2 mm. 

Pronotumslänge : > 1.1 1.2) mim. 2 .11.8-12.5'mm. 

Vorderflügellänge : AS 21.8-20. mm; 2 1.8-2..mm. 

Hinterflügellänge : 合 9.5-10.5 mm. ; 2s 11.-11/2.mm, 

Hinterleibslange : 命 4--4.2 mm. ; 2 6.5-6.6 mm. 

Hinterschenkellange: & 5.5-5. mm. ; 2 6.-7. mm. 

Hinterschienenlänge: 4 5.-4.8 mm.; 2 5.8-6. mm. 

Fühlerlänge : SN9S90Gmtl 5 2 3.8 mm. 

9 Exemplare (7 2 u. 2 &) aus Hagi (August), Totomi (August) und Sapporo 

(August) in der Sammlungen von Herrn Dr. S. Matsumura, W. Ishida und 

in meiner Sammlung. 

Trivialname : O-hishibatta. 

IV. Gatt. Paratettix Boliv. 

Bolivar: 1887, Essai sur 1. Tettig., p. 96. 

J. Redtenbacher : 1900, Dermat. u. Orth. öster. u. deutsch., p. 43. 

J. L. Hancock: 1906, Genera Ins. Orth. Acrid. Tetriginz, p. 55. 

In Japan kommen 4 Arten vor. 

Uebersicht der Arten: 

I. Köper höckerig. 

22, Vorderfiugel gross, in der'Spitze stumpf winckelig: „m... 

A RR gS Hachizoensts N. Sp. 

2.2. Vorderflügel langlichovalférmig, in der Spitze rundlich. ......... ....- 

ees ann des decent eRe ESET LCUS Sam 

I.1. Körper runzelig. 

3. Körper dick und kurz, Mittelkante des Pronotums sehr erhoben... 

NAT Martek singularis n. Sp. 

3.3. Körper schmal und lang, Mittelkante des Pronotums sehr wenig 

erhöben... iS. MoR pe eee uecoe beeen ae tae gractlis N. sp. 

I. Art. Pestgeulavis i. sn. 

Körper klein und dick, rötlichbraun. Kopf mittelgross, fast senkrecht, mit 

der glänzenden schwarzen Augen, die, von Seiten gesehen, nicht höher als der 

höchste Theil der Mittelkante des Pronotums; Scheitel fast quadratisch, sehr 
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wenig schmäler als das Auge, mit einer Mittelkante, die streckt die Transvarsal- 

kante aus. Pronotum breit und lang, den Hinterleib weit überragend, nach spitze 

abgebogen, rötlich braun, mit zwei schwarze dreieckige Flecken, Mittelkante sehr 

deutlich, zusammengedrückt. Der r. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand 

rechtwinckelig. Vorderfliigel länglichovalförmig, braun; Hinterflügel länger als 

die Verlängerung des Pronotums, dunkel. Beine kurz und dick : Vorderschenkel 

mit fast gerader kante auf der Oberseite ; Hinterschenkel hell braun, die Kante 

mässig scharf; das Hintertarsenglied 1. fast gleich lang wie das 3. Jede Klein- — 

kissen des 3. Hintertarsengliedes spitzig, fast ähnlich lang. Hinterleib kurz und 

dick, gelblichbraun. 

Körperlänge : 命 7.0-7.2 mm 2 7.5 mm. 

Körperbreite: 命 2.5-2.6 mm 年 2.9 mm. 

Pronotumslänge: & 8.5-8.6 mm. ; 2 8.5 mm. 

Vorderfliigellange : & 0.9 mm 2 1.1 mm 

Hinterfligellange : & 8.0-8.1 mm. ; 2 8.3 mm 

Hinterleibslänge : & 3.0-3.2 mm. 2 3.5 mm 

Hinterschenkellänge: #& 4.0-4.3 mm.; 2 4.9 mm. 

7 Hinterschienenlange: 4 3.8-4.1 mm.; 2 4.5 mm. 

Fühlerlänge : &-. 2.3 mm. 

Nur 3 Exemplare (2 & und 1 @) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsu- 

mura aus Formosa (August). 

Trivialname: Futahoshi-hiskibatta. 

2. Art. P. histricus Stal. 

Körper runzelig, braun bis schwärzlichbraun. Kopf schwärzlichbraun, klein ; 

Scheitel quadratisch, ragt über die Augen hervor, mit schmaler erhobener Mittel- 

kante und undeutlicher Transversalkante. Fühler mässig lang, nach vorn sehr 

wenig dicker, braun. Pronotum schmal und lang, mit einer undeutlichen Kante, 

den Hinterleib weit überragend, nicht gekrümmt, mit zwei undeutlichen Flecken. 

Vorderflügel länglichovalförmig, braun, in der Spitze rundlich ; Hinterflügel länger 

als die Verlängerung des Pronotums, dunkler. Beine mässig lang, die Kante fast 

richtig, schwärzlich gefleckt: das Tarsenglied 3. gelblich, inder Spitze schwärz- 

lich; die 1. und 2. Kleinkissen des 3. Hintertarsengliedes sehr länger als der 3. 

Hinterleib braun, zuweilen dunkler gefleckt. Jede Kleinkissen des 3. Hinter- 

tarsengliedes sehr spitzig. 

Körperlänge: 倒 6.3-6.5 mm.; 2 7.0-7.3 mm. 

Körperbreite: @ 2.4-2.8 mm. ; 2 2.7-3.0 mm. 

Pe, FT 

po 
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Pronotumslänge : SS 0.3-09.5 mm 2 9.3- 9.8 mm. 

Vorderflügellänge : 2 rromın., 21.1 mm 

Hinterflügellänge: 5.0.0. 0:5, mm; $ 8.3-9.0 mm. 

Hinterleibslange : ON13.2-3.5 Mammy, | 3.5-4.0 mm. 

Hinterschenkellange!:' 49 lo=405 mame & '4.6-5.0mm. 

Hinterschienenlänge : ® 4.2-4.3 mm. ; 2 4.3-4.6 mm. 

Fuhlerlange : EIS 

Zahlreiche Exemplare aus Tokyo (Oktober) und Takasago (September) in der 

Sammlung von Herren Dr. S. Matsumura, S. Mitsuhashi und in meiner Sammlung. 

Trivialname : Hanenaga-hishibatta. 

3. Art. P. hachipoensis N. sp. 

Sehr ähnlich wie P. Arstricus, nur ist P. hachijoensis dicker und hat auf dem 

Pronotum meisten Höckerchen, Vorderflügel ist grösser und in der Spitze stumpf 

winckelig, die Kleinkissen des 3. Hintertarsengliedes ist sehr schmäler und spitziger, 

die Mittelkante des Kopfscheitels ist schr undeutlicher und die Transversalkante 

ist sehr deutlicher und höher. Die Körperfärbung ist schwarz. 

Korperlänge : T 6.0-6.3 mm. ; 2 8.0-8.8 mm. 

Körperbreite : Aa 2 mm. ; 2 3.1-3.5 mm. 

Pronotumslänge : . & 8.7-9.0 mm. ; 2 10.0-1r.o mm. 

Vorderflügellänge : YS ime OE 30-4 mm: 

Hinterfligellange : oy Sr 6.3) mm. ; 2 10.3-12.0 mm. 

Hinterleibslange : E22 2 Smm.; O 92 13mm: 

Hinterschenkellange: —& 4.3-4.6 mm. ; ® 4.8-5.0 mm. 

Hinterschienenlange: TU 4.0-4.2 mm.; 2 4.2-4.4 mm. 

Fühlerlänge : SEE UTM 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn §. Takahashi aus Insel 

Hachijo. 

Trivialname: Hachzijo-hishibatta. 

Ais; ES ERBEN, 

Körper braun bis schwarzbraun. Kopf mässig gross, schief ; Frontalrippe 

zwischen den Augen gewölbt, ziemlich gebogend. Pronotum lang und schmal, 

fein runzelig braun bis gelblich ; die Mittelkante des Pronotums deutlich, aber 

nicht erreichtet dem Vorderrande des Pronotums, an dem Vorderteile der Kante 

ziemlich zusammengedrückt. Der 2. Seitenlappen des Pronotums am Hinterrand 

winckelig. Vorderflügel länglichovalförmig, braun oder gelblich ; Hinterflügel sehr 
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länger als die Verlängerung des Pronotums, dunkel und mehr oder weniger fleckig. 

Beine gelblichbraun, zuweilen dunkel fleckig: Die Kante der Schenkeln richtig; — 

die Kleinkissen des 1. Hintertarsengliedes scharf spitzig, die 1. und 2. Kleinkissen_ 

kürzer als der 3. Hinterleib schwärzlich fleckig. 

Körperlänge: @ 667.0 mm.; 2 3.0-9.1 mm. 

Korperbreite : . @ 2.3-2.5 mm. ; 2 3.0-3.1 mm. 

Pronotumslänge : ® 8.0-8.5 mm. : 2 11.0-13.2mm: ae 

Vorderflügellänge: 1.2 mm.; 2 1.5-1.8 mm. ; 

Hinterflügellänge: @ 8 7-9.1 mm.; 2 11.5-14.2 mm. 

Hinterleibslänge : © 2.7-3.2 mm. ; 中 4.0-4.2 mm. 

Hinterschenkellange: @ 3.5-4.0 mm.; $£ 5.6-6.0 mm. 

Hinterschienenlange: 8 3.5-3.6 mm.; 2 4.9-5-7 mm. 

Fühlerlänge - &. 2 4.0mm. 

S Exemplare (3 @ und 5 £) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura 

aus Formosa (August). 

Trivialname: Hoso-hishtbatta. 

V. Gatt. Hedotettix Boliv. 

Bolivar: 1887, Essai sur 1. Tettig. p. 109. 

J. L. Hancock: 1906, Genera Ins. Orth. Acrid. Tetriginz, p. 60. 

In Japan kommt eine Art vor. 

H. arcuatus n. Sp. 

Körper convex, runzelig, rötlichbraun bis braun. Kopf klein, zu wenig her- 

vorstrecken, braun : Scheitel ziemlich stumpf winckelig, schmäler als das Auge, in — 

der Mitte mit einer zusammengedrückte Kante, die vorn transversale Kante hervor- 

strecken ; Frontalrippe zwischen den Fühler boger.artig, zwischen den Augen nicht 

gebogend. Fühler kurz, ist zwischen den Augen versehen, braun. Pronotum 

schmal, länger als das Hinterleib, vorn ziemlich stumpf winckelig, auf dem Rücken 

mit 2 schwarzen langen Flecken ; die Mittelkante des Pronotums sehr deutlich, 

fast dachförmig. Vorderflügel länglichovalförmig, schwarzbraun; Hinterflügel 

ungefähr so lang wie die Verlängerung des Pronotums. Beine zusammgedrückt, 

braun bis schwarzbraune : Kanten des Vorderschenkels nicht gewellent ; Kanten 

des Hinterschenkels gebogend ; Hintertarsenglieder ähnlich wie das 7. japonicus. 

Hinterleib braun, fast einfärbig. 

Körperlänge : で 7-0 mm. ; 2 8.5-10.0 mm. 

Körperbreite : @ 3.1 mm.; . | 3.5-3.7 mm. 

Pronotumslange : 人 10.0 mm. ; 2 11.0-12.1 mm. 
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Vorderflügellänge : NAM 2 1.8 mm. 

Hinterflügellänge : » 9.7 mm. ; 2 11.1-12.5 mm. 

Hinterleibslänge : ん UN 28 um. ; 2 40-4.3 mm. 

Hinterschenkellänge: @ 5.0 mm.; 2 6.0-6.1 mm. 

HHinterschienenlanee: © 4.3 mm); 2 5.0-5.2 mm. 

Fühlerlänge: a. 2.5. mm. 

Nur 3 Exemplare (1 @ und 2 2) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsu- 

mura aus Formosa (Juli). 

Trivialname: Sedaka-hishibatta. 

17. Nov., 1906. 

1 Be 

AP HEAL > RMLHOMER DT HAST WHO AA 

LEED EUS IC ASE EPIC ERE TTL POSORDE YD MH 

愛す る 理 移 博 士 松 村松 年 先生 の 採集 物 を 得 て 征 を 基 の 敷 を 増加 せ 

5 召 人 の 研究 結果 下 の 如 8 も の を 績 見 せ 5、 

1. Cladonotus gibbosus de Haan. 

此 の 種 は De Haan Rick b TARKESNRZROLLTÄH 

EAIELEZNELRRHEOHTEHLRZERLK CHEN 

ざる な りら 5、 

2. Criotettix bispinosus Dalm. と げ ひ し ば っ を ( 新 fit), (0 6 ば っ) 

FM: AM Zn ER RE 

Tettix japonicus Boliv. U し ば っ な だ た 、 

分 布 : 北海 道 、 本州 、 

4. TZ. formosanis m. “Ferra A ONL Ww 272. 

分 布 : i. 

5 Tlongulusn.p BaRULÄ>R, 

分 布 : 北海 道 、 本州 、 

Oo 

vw 
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6. Paratettix singularisn.2. 2RRIZLALK IR, 

Fs AA: BB 
7. P. histricus Stal. は ね な が ひい し ば っ みか 、 

AM: KM. 

| 8. P. hachijoensis usp. は ち じ ゃ や う ひ し ば っ か 、 

5 AM: ALB. 

$;‘ 4 9. P.grachsn.p ほそ ひし ば っ た 、 

a 分 布 : SB. 
BE: 10. Hedotettix arcuatusn.2. せ だ か いし ば っ か 、 

Be. AM: AS 

. ーーーーーーーーー* ーー ジー で 一 U 一 - 
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Sa po oe 

NOTES ON SOME PARASITIC FUNGI OF 

JAPAN. 

Y. TAKAHASHI, 

Boianist to the Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sapporo. 

WEASRAORACLIAA RA CR  TRH EN RB FE 

BHOHZSHZZUNDAZHZ ADAH’ EIF IT ZAZTOF 

FBEF’FRHL.ZAZIIENDOBATIIHEFETRALR 3% 

DPRHMH bo FTZHLIENWNDOZZLKHTR IT ZH BAS5SAE To 

n 

an “LE 

ZI -EBERAITSESEBRIIZHTZBAÄL II, EI OD 

ZWIETUITFEIZTAI RS. REIN ERTROAER IN 

dzeErıznddbr nt BANMOPERRHKAZNBEL 

IRZAGBGUK 

WARHEOBRTE TALON LIBS -EOMESSRK 

MIELZZEILFBBEIFURZEAHTAUZAUBSZSOR 

ABU INE BLARSRRRACMREST LT. ÄHK SH IT 2 

BDO HMLISZDrEBERHKERDIHOK + BREKCKBAIRGZIO 

1. Ustilago Sacchari Rabenh. (ff © OZER) 

ある 5)。 EBILGHTFIROTRKOTTER FEN ÄKURKAED 

ERLZAITRIRMTIREOE IT ZI BEULTLKKERELTBEITEH- 

出せ し せる と と 、 す ヽ SS HM D Ustilago Kusanei Sydow ic HU 3 BS MLo 

BFURENTLT.RRBETELHER IS HH BRP bo 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. Part 2.] 



170 En -So<weremieh- 

4 Saccardo's Sylloge Fungorum (Vol. VID) 所 載 の Ustilago Sacchari © # 

MEA SU MF ORS SAH FH db TROWMELTZKAIALHKH THN 

ば 著 し き 差 あ 》。 KREISEN LEBEN A HET B 

する が 如く な る も $、Butler 氏 交 其 近 著 『 さ ンー シル 地方 の 甘 尊 病 害 』 
中 に の Sacchar! と し て 記し ある ふも の は 正しく 〈 余 の 標本 K 了 史 合 す 

る を 以 て 、 余 も る 此 種 名 を 邦 産 甘 茂 黒 穂 菌 に た 充 つ 。 A Saccardo IT IK BE Iz 

“Sorisatris" と あり て 、Sori の 表皮 下 に 造成 せら る ヽ \ を 記載 せ ざ れ ど 、 

と は 蘭 し 標本 の 不 完全 な 5 り し に た に 由 る な を なら 4。 

Butler 氏 の 記す る 所 に よれ ば 、 税 害 程 は 其 上 部 1 5 枝 を 生 ぜ ぎ 

る $、 下 部 よめ 5 は 比較 的 多 表 の 枝 を 抽出 し 、 面 し て 此 人 等 の 枝 は 何れ る 

主 程 と 同様 の 病状 を 呈す と 。 抑 々 本 病 は 病原 菌 の 貢 続 を 全 め る 親 

株 よ !5 取り た る 苗 を 用 の たる が 含め 紙 生 する と と ある べく 、 双 苗 

が 直接 に 胞子 の た め に 侯 さ る \、 と と る % も ある べし 。 Butler 氏 曰く 『 苗 

ee ee 

TSR XSHSWMERALRIDORSANSNRELCHS 

ee > )3 だ る 頃 に た 

あら ざれ ば 病状 を 呈 せ ず 、 現 た に ジャバ に て 行 へ る 接種 試験 に 於 て は 

接種 後 約 一 年 に し て 比 病 せ 》o 又 余 の 目撃 せ し 所 CK ょ れ ば 、 植 附 後 

Ma 月 大 し てく は ほ エ ヶ月 (し CC 病状 を 時 する も の 最 恵 多 ak 健 @ 

第 害 株 は 無病 苗 が 直接 に 光子 の ため た 侵さ れ だ た る も の な ら ゃ ず J と 。 

猛 氏 の 親 察 に ょ よれ ば 、 甘 基 の 品種 中 本 病 に 侯 さ る \ ヽ  は 細 程 種 (Thin or 

reed-like cane) (7 限り 、 用 ベン ゴー ング の Khari 種 、 ボ ン Sen Sanna 

Bile 種 、 マ A LZ OD FY VAT - zy b HAD Nanal fi is RE a > 

き 品 種 K 局 し 、Lounda or Bourbon BOHERTREITURTEKEDD 

し を 聞か ず と 。 

集 は 未だ 此 南 の 胞子 を 比 芽 せしめ ざれ と ど と 、Butler 氏 の 報 文 に + 

1) Butler, E. J., Fungus diseases of Sugar-cane in Bengal, Mem. of the Department of Agriculture in 

India, Vol. I. No. 2: 1906. 
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れ ば 、 小 子 (Sporidia) KM > a Bil Hi Ak (Promycelium) It 着 生 し 、 其 形 細 長 

IT UC.Pir ag Budding T I 5 MAT Lo 

Ustilago Sacchari の 贅 見 地 と し て SaccardoK 記 載 し ある は 伊太 

利 キ ター ル を 浴 亜 米 利 加 ) の 二 地 に 過 ぉ る ざれ と ど 、 Raciborski KD v x» 

ie y 4E fg & (Exsicata) (0 ld Bh a & MY. MR Butler 氏 は 前 記 の 如く 

S-IHFPHENED-LLTZNEHSo 

べく ミイ 

2. Ustilago Sorghi (ん を .) Pass. [(3Zo2EH) 

ZBIIRAFTZGZRTRIHNDOHETZTZLUIHRKRODEBIFEM 

BATIETITHZZD-EFZESHLA THUN II RAD AR 

TZBRIEFLIUIPNOREFBUR TI HR BROKER ZB BMT. 

HEBEN BRORBEB AE (U. Rechane Kühn) FU RREE 

WOM (BAB Yr — OBE (Smet gall) RLBBYLUANRSDS 

FLLEOFELBEHSBEORHMTBELUZLOLLTE 

BREBiEPRRAFEDMBI 5 KN S HH (Columella) を 具 へ 、 周 

EITHBOKMLAT 面 し て 黒 粉 胞子 は 彼 膜 と 軸 柱 と の 間 に K 介 

AEF ZILLES KR Fo 自 色 の 税 膜 は 子 房 の 表皮 と 菌 の 無 性 河 胞 

(Sterile cells) と ょ 5 成 ? 無 性 細胞 は 穫 明 に し て 彫 く 、 厚 さ 3sooz 以 上 の 

層 を 含 す o F$-HORBR CREA LU CEE Mr RT OKRHO 

MH LOMA RRERET SHORE MBDRORAUBS 

Ob UPRMM CF#ROMFRROWMCHRROAL I HHO 

FMM LHESEASH 5), AUR UCM FRAT 42 BREE 

a (CRS CBR LC RY LEE RHYL US BS Md 

FR RBAIFLRB CURE EO S84. RP bc 

健 穂 と 病 穂 と を 比較 する に 、 健 穂 に あり て は 凡 て の 花 が 惹 《 結 

EIBALTDBEF LT FEIEHBEH TEL OW - ZART, BRO 

KEUBELFLICHEINELKHELTDSI TUN TOERS AR 

BNBITSZTUTHLIMZOKETMABSENDS 
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Busse PORZIUINAREAERO HK ih FE (Columella) の 形 、 大 き 、 

RUKHKRKMOEROWSEBSZAHMDEAZAZLTKUFLIS BE 

bb ko 

Clinton Je” th IE A PR id %& Sphacelotheca 属 に 移し た り 》。 BUR 

Ustilago ID FA a (CL OT Ml FO © JE) ET SE a Oe eA LAO 

PRICSEDM MIS EZHH TAT ZLOB IMAL 

る も の に た し て 、 此 分 類 法 に 従 ひ ば 、 米 國 に は 同属 に 属す る も の Spr. 

Fydropiperis Oo TUR — HD do 

HMAEBMSREB-ENN [TRE GA] O BEM H bo [he wal t th 

BRROBBIWOBAR bo 鞭 文 に 曰く 、 

fH. —- GRAB ZAK A. fe — 8 i eb 

i eZ AY tid RE Ay TE 2) EE Yb KB 

AR SL A BN FR GH AS A AS SE RS ee ha oS 

FL Da nh 4 25 TS. fe OP nd 7K 25 Ze. BE KR A) IL ee UE SY 

HARZABSREMLMA MBM H.A AA AA Fe WN, 

ASEAN IRAE RAUEED OBAKEOE 
RK, 

EXE REAR ME — Bean. EN EOE MIS DZ 
IR BE (Ustilago Reiliana) % 48 UCR TF TERE IE 8 Bik U. Sorghi 
た 外 な ら ぎ ざる が 名 し 。 MLTREZEÄT ELF SNK EITE FT 

る 所 な る が 、 余 も 知 友 よ OMMODARB ROBB (VU. Sorghi) を 

食す る と と を 聞 及 べり ぅ 。 及 往 年 岩手 双 下 に て 余 の 開 知 せる 所 に よ ょ 

れ ば 、 同 地方 村落 の 小 見 は Ustilago Kusani & Eb RF LEX bo 

ı) Busse, W., Untersuchungen über die Krankheiten der Sorzhum-Hirse. Arbeit. aus der Biolog. Abteil. 

für Land- und Forstwirtsch. am Kaiserl. Gesundheitsante. Bd. IV. 1904. 

2) Clinton, G. P., North Armerican Ustilagınex. Proc. of the Boston Society of Natural History. Vol. 

31. No, 9. 1904. 
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3. Ustilago Oxalidis El. et Trac. (2 RAD BBB) 

Bae SIEK? YI - NIRTeR FIN HE = 7 17 F 

AI RMWOSMISAENRZLDOLTLT 北米 に て は Oxalis 

stricta を 答 主 と する も の な る が 、 余 は 昨年 九 月 札幌 に 於 て 其 か ば 

み に 和 寄生 せる も る の を 得 た 5。 | 

KERLFERMOHETFITBLEOHBRTEFZIDOT LTE 

ERUERIETNIHEBERHANFEZLB3&AKZTSZTYITZN 

ZZEHTZLHERI. MRFUSEMFRETBITLIURBHL 

く は 長 園 形 を 呈し 、 直 径 15720, ZHEIEMBIAREITE I 胞子 

BFOARIZAAZ bo 

G. P. Clinton EF D' 2 7 FF FP ı NIE, Oxalis stricta DHE BB 

HBEKBARAZREPAMTF Yr BL AEF SERBORREL 

C.HSORFLHORMKMH ST S HIBHRTEU ERO m { 

Bei lb CHKHKESV KBE OL AA KRORCILNEEB 

分 生 胞 子 は 此 Ustlago BR BF SZAORABME.L HIROTA 

る 一 回 の 接種 試験 は 無効 に 経 れ 5 と 云 ム ふ 。 狐 又 氏 の 説 に ind 

BOBHRULEDTFORER RU KENT AL ZZ \ ヽ を 見 れ ば 世 ら く 《 

ば 多年 性 な らん と 。 

4. Tilletia? Commeline Kom. (つゆ く 〈 く 30 2% BB) 

tt 2 fi Ait Komarow SIERT EOHHRTRTEHTSH 

CH REHUMUKRCHONSA Ib LEN A SL ZEHKU - BE 

TAEFERHTHTZNIKHELZUEHBATESTUBZAÄB 

氏 ょ 5 得 た 5。 ZHEOLDILAHEDLDILETODCARH 

生 せ る る の な 5。 

1) Loc. cit. 

2) Jaczewski, Komarow, Tranzschel, Fungi Rossie exsicati. Fasc. V. 1899. (Hedwigia. Bd. 

XXXVIH. 1899.) 
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KAAFBONZIARBKOHRLETFTZUIORLT. TEE 

$ ぁ 大 生 破 壊せ られ 粉末 を 露出 せ し せ 。 MFT RBM LCR EBL 

を 呈し 、 直 径 ローri8z. 表面 に は 順 る 題 著 な る 網目 状 の 脈 紋 あり 》。 Mh 

紋 は 六角 形 の 目 を 形 造 め 、 季 膜 面 よ 5 隆 起す る と と >2 一 ぅ 3.5 ヵ を 03 

胞子 績 芽 の 状 未 だ 明か な ら ざ る を 以 て 、 全 此 菌 の 所 属 を 確定 す 

る 能 は ざる は 勿論 た る が 、 項 《 は Tiletia BOAUOMMERDAN 

し o 

5. Thecaphora hyalina Fingerh. (U2Z2E D FS A) 

Ue FRB A IS IT BRIN IC CB 7e oA SOSA A BB 

Kt io RS RRS E KHOU BIEOHREELICZNY 

RAG ARAEOLA ACHE TAR RRA CSN RES 

bo 

KEHUTFTBEORRIHFTEFZIOLTLT,-KOFENE®E 

SZNUR RS NWNLTBKHERDIBUL2IBBOHRITHS 

NITLTRHMHTORMEIHTISZITEHLT DICHTE FÄHRUH 

ぜ る 種子 を 合 む も の 無き に あら ず 。 FBER FIRE ES AL 

IT BERND LER HE To 

Ne ik Be ei Al < REA LO CEM OLE & ZU FRI BIC 

ZUM II MRS 30 —MEREKKREGEAMO WEN 
BESAB.HIISEINP ER Dd. 肥 子 球 の 直径 は 15-500: あ 

bo 胞子 は 不正 多角 形 に し て 、 湊 褐色 を 呈し 、 大 A 4 一 204 メ ケー15、 

HE BE LBA OM DR SRI DH bo 

現時 Thecaphora KE ST 6RBAN TRH SNUKAWFOR 

GF BORBUG B72 Sik Th. Lathpri Kihn と Th. hyaline D = FR It 

過 き ず 。 即ち Brefeld KY の 研究 に よれ ば 、72.727 み ZZ (HMR SHA 

= 

1) Brefeld, O., Untersuchungen aus dem Gesamtgeb. der Mykalogie. Hept. V. 1883. 
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BeAR PMs CHR BRBOLF-MrESF LAA Th 

hyalina RH 56 TAMFEFLTIKR FT Z WER TEFZSZTZLEIR 

州 の 区 者 の 確 め た る 所 な る が 、 未 だ 其 小 子 の 形成 を 見 た ね る 人 ある を 

聞か ず 。 

te Bel th Bk YH It HE TIE Couvolvulus spesium, arvensis Fe び Soldanella 上 

bE A AL 72 bo 

6. Puccinia Helianthi Schwein. (CA ik. 5 D FKP) 

ww MHD CHK ze eer AFrFRKORY YW 

FOMKR CRAY COOMERA OO Sd ICKS eA Ku 

て 英 、 猫 、 瑞 西 等 に 於 て 其 存 在 を 認め た る 種類 を な る が 、 余 は 一 昨年 北海 

道 農 事 試 験 場 札 幌 に て 栽培 せる ひま は りり 上 に 之 れ を 見 信 け な り 5。 

Puccinia Helianthi |X U2 ii 5 DA Helianthus OD HB BAT S 

る の に し て 、 北 米 に て は きく いる (Helianthus tuberosus) 4 If Z i (0 FH 

BZ ı tz. 然 れ どる Woronin KRU Jacky KY OWMAE itt 

は 、 ひ まま は 5 和 寄 生 せ ら る も る の は きく の $ ゃ 人 な 偉 は ら ざ 5 し と 王 へ ば ぱ 、 

Ar RIRFETZIDLULKINHGETZIDEN EEE EIN 

HORHLENFSBZLDOAXGAo TR Tray KRU Arthur Ko fh 

の Helianthus Ai pie MCT SM RH KL 53. BFROBBAZE 

(CHW Sin D FTE (Specialization) AHRU HF ALT BZNDABS 

が 如 し (Fischer 氏 の "モノ ガラ ン フン 参照 )。 

KESEBIDEEET/F=- + fA Aut-eu-Puccinia) X る は Woronin 氏 

DHMRBirik > TEN FT ENRZER BAD, PP. RUH. Sydrow K” 

LAS b ECKE Accidium DENY SCNMREAMAELEDBH 

に ょ 5 Wormn KOBICHL t Sr Bd, Accidium > Rms BD 

1) Jacky, Ernst, Beitrag zur Kenntnis der Restpilze. Centralbl. f. Bakt. etc. II. Abt. Bd. IX. 1902. 

2) Fischer, Ed., Die Uredineen der Schweiz. 1904. 

3) Sydow, P. et H., M nographia Uredinearum, Vol. I. 1904. 
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tk D2 bo BNE SHR Jacky 氏 の 行 へ る 接種 試験 の 結果 に 

X aud A a (hI ie Aecidium 及び Pycnidia を 有する も の に し て 、 

Fischer RL ZNEHEETI/F = Vt BE do 今 之 れ が 標 徴 を 記 

FALL RO ho L (Accidium & & Pycnidia 記 開 する 記載 は Fischer 氏 の 

eID ZNO RBG 

Pycnidia LENLLTRKBÄFR ZAHL I RAB ZZEALSB 

L, Accidia [2 RK HRI ALK BR LCA RAE RAR 

を 為す 。 Accidia D kh He (Peridia) We - 2 -MKE BLKELRAAF 

K 反 48 LB Ifa  (Accidiospores) (4 $y AK [CHE RM L CAL HA XS A 

形 を SL Sw 15-2, PML TE BU BON RE 

を 呈す 。 Bila YE (Uredospere sori) は 葉 の 雨 面 に 現 は れ 、 褐 色 に し て 

PEK Ee BL. ZHTHET O 鐘 胞 子 は 長 園 若 し く は 卵 形 に し て 、 

25— 35x 18—22n, RL BEI LCRA DH LAT 終局 胞子 

HE (Teleutspore sori) AWPRLTRI KEO I Ut RHE BLE 

eELTZEOTHLRÄLZNERSIPELHT .,ECV AREF 

LCHBUKETZAIOBlLO BMF LAA. PRAL SCAR 

1 © BL he lh mw PAL I AML OOP ih Pe MIC LO & 

同一 の 幅 を 有 し 、 長 さ 35—63u, I 20-284, Be MIL Oe ef IC UTE 

胞子 の 上 端 に て は 著しく 厚 《、 柄 は 強固 に し て 、5og 以 上 の 長き を 有 

し 、 GW bo 

7. Puccinia purpurea Cooke. (も ろ て 1 D HF fii) 

Be 5 ta (SEAR ROA, DR, 2 voy. AR Oe DP A NE ICRC 

Sorghum FIC BL UhAL, KE A IM - Fe eM CERES 

Sit LADA 32%, W. Busse” 氏 は 近年 東部 亜 非 利 加 の 獲 逸 殖民 地 

1) Busse, W., Ueder den Rost der Sorghum-Hirse in Deutsch-Ostafrica. Ber. d. Deutsch. Bot. Ges. Jahrg. 

XX. 1902. 
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の Sorghum fH] (CH CMe HD fH CE eH ZU DET A A 

せ 5。 AANKTLEBRKR-RKENB ER EREBANZHRF 

KZZZEZTrLtENABRAÄTONKRIHURTZNIHETEN 

だ bo 

KEHOSMTFELRELLTEOTHTAUNHEBERLTC 

PEZEKMERFFELERCTATLH LT EoHN BU TR RATS 

す ( 反 習 の 面 に 同色 の 斑紋 を 生 ず 。 EMFIHALRPBFAL SUN 

形 等 に し て 、 長 き 283-400, IR 26 一 28z、 我 膜 は 黄 褐 色 に し て 其 表 面 

EBRBBOKEMZALHLKACTHFOEHUSL. BHA GF 

の 赤道 融 に 四 個 又は 五 個 あ 5》。 BAO RK (Paraphyses) H 5 TC He 

子 K 混 生 す 。 絵 局 胞子 堆 も 主として 葉 の 下面 に 生じ 、 其 色 赤 褐色 な 

bo 継 局 胞 子 は 褐色 に し て 、 椿 園 、 長 形 、 若 し く は 中 央 に 於 て 少し く 《 

fal fe S 35 一 56z、 Ha 22 一 32z、 各 細胞 に 黄色 球形 の 油 酒 大抵 一 箇 ) を 

Uc 胞子 の 柄 は 透明 に し て 、 長 き loo. it SL. MF LX 5b ak 6 REM 

to KBIAF HEC RMRED Io (胞子 の 大 さ は Sydow KD Mono- 

graghia Uredinaerum に た よる 、 但 し 余 の 測定 せる も の も 大同 小 異な 5o 

Puccinia purpurea の Accidium IRRKEHLTENT Kit Dz 

HCl LCR RRR ST NS BMH Lo 

8. Cronartum ribicolum Dietr. (7 - 7 v b+ DEE) 

Cronartum OD #8 jay WF IS BARA CH Ke BUA IS HE 

EOMABLATSIZSADMSAMA bo MU T Er. rebicolum は ¥F 1a 

FRUBRABTFERUTATE I - Fv bt HA § DO Ribes 属 の 植 

物 た 寄生 し 、 腔 胞子 時 代 (Accidium stage) ICH TI Pinus Strobus, P. 

Cembra 等 KC 寄生 する も の に し て 、 終 局 胞子 は 成熟 後 和 寄主 ょ り 5 脱落 せ 

FA BUC ER Pinus & BUS A Uc Pyenidia & BML Ic 

% 5X Aecidium を 形成 する も の な 9?。 BW wlth Pinus Strobus O A ze Hh 

PSA KIT ACES TNE RANK TUE EA 55H D - ZA2DN 
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余 は 一 昨年 九 月 北海 道 農 事 試験 場 札 幌 に て 栽培 せる カー ラン ト 上 

之 れ を 見 出し 、 タ 農 褒 士 三宅 勉 氏 は 昨年 樺太 (トン シナ ティ チャ 山道 )M 

IS CH KRibes rubrum L. var. silvestre Rehb. に 和 寄生 せる も る の を 探 集 せら 

AL 72 bo 

此 菌 の 腔 胞子 時 代 は Peridermium Strobi Keb. 0% & ALLE EX 

を る Acecidia は 前 記 Pinus DARD Khe & Hk I CBA BAL. Pycnidia 

LRAODREL TIO CKREKLHMASY. IOSD. ZURKE 

BER &% Ah SS (Pinus Strobus は 札幌 農 移 校 及 び 北 海道 農事 試 駿 場 

HADES RRA LD db) ML Puccinia graminis の 名 きる Accidium 

RELA LE SCL. DES CKRCRHOCUNRARE S 

UY, Cronartium ribicolum (He TRRBMFIKRKAREADRETB 

TUT. BCP fel 2 EAD BG py ah = Pinus Strobus 其他 ) に 寄生 ずる に あ 

ら さ ざれ ば 越 年 する の 途 な か る べし 。 HRC RCLEKRREOLR 

告 す べし 。 MICH C RID By EID BERK ERC 

Schellenberg JR” Z #0 23 JE JR Re BSL bo 

G. ribicolum OEM FERFED EN THRHIUN BEE LT 

RErEL AK Peida) A Fo BMF LBAAMILIPB I LARS 

26— 320, Ma 15— 214, MMI SMI LCR MAS MAME Ro OK 

jay NF D HH HS HN & AE (Column) (LADS Ke HHL Ss 

- ト ケル 内外 、 始 め 黄 赤色 、 後 に 褐色 を 呈す 。 終局 胞子 は 長 さ 70, IE 

21 REIT 面 し て 終局 胞子 柱 が 銃 胞 子 堆 の 中 央 } ょ ちり 抽出 し 、 終 局 

胞子 が 一 筒 の 細胞 ょ り 成 る は 宴 C 此 属 の 特徴 の 一 を do 

に 記し かる 如く 〈 此 菌 は 多く の Ribs 属 植物 に 寄生 する も の 

を な る が 、 之 れ に 感染 する の 度合 が 和 寄主 の 種類 に よぅ 一 様 な ら ぎ ざる は 

元 よ 5 其 所 に し て 、Klebahn 氏 ? の 研究 に よれ は ば 、Ribes nigrum と R.au- 

7] 

er N 

1) Schellenberg, D. H. C., Der Blasenrost der Arve. Naturw. Zeitsch. f. Land- und Forstwirtsch。 

Jahrg. II. Heft 6. 1904. 

2) Klebahn, H., Die wirtswechselnden Rostpilze. 1904. 
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rum LBASULESNBLE. RK. alpinum と R.ruburum と は 其 表 

に 位 し 、R.sangsuinale は 更 ら に 侵さ れ 難 く 、 双 Z. Grossularia も KAM 

zt L & HE 4. R aureum (C HAL 72 4 R. Grossularia は 比較 的 容易 に 感 

wtrtaho X P. Hennings K’% — 2 # Dahlem fiwMR CR Co+ 

fi. ffi O Ribs Bi WMRONBH. HMDA K RASS EB BL? 

る が 、 其 う 5 ち R. nigrum, R. bracteosum 及び R. rubrum O = fh RE 

BZELILEHUNL(SRHRFETZUNEAR FERN +) 3-1 

WED ER SICH UP? SY. R. americanum UTI FMF HES A OG 

HLTHIANHBOHEOHNTAILOAASEF BBBFHOERS 

BS (RFs 2 - ri BEE 9 2 - ARB SI Liz 

KOR LNEFEDORORAL BE DEH. GWT EOE RE 
BBFEDORIETSEKRAZEZETTL LSB VII HD mM HD 

BLUSIDICULA R.nigrum, R. bracteosum 及び R. ruburum Ic HR T 

RERABAYCUCHOBEZER HZ S 4, R. americanum DEREN 

LC#ARELALUCHEARAZSEAEBL, R. sanguineum と 

R. aureum と の 間 種 な る R.Gordonianum AERHUTLTEROEHNDOFA 

2B. OABR KARIM & Re rubrum Wie] U 6. R.aureum, R. temfolium, 

RUM R. aureum var. keibotrys RH THLEBKULCTCHOK BM HS E 

STEHTEIHIMLEIENZBZEM E L,X Grossularia fe 

DFERKTUMTEHUSTUNZHBHL TAU ZBN ITHEITE 

Z Ao 

ZUETPTBLARTFZIÄA HG DH THE EHE LO HT 

を 得 だ た る を 深謝 す 。 

盟 治 四 二 年 一 月 

ı) Hennings, P., Beobachtungen über das verschiedene Auftreten von Cronartium ribicola Dietr. auf 

verschiedenen Ribes-Arten. Zeitsch. f. PHazenkr. Bd. XII. 1902. 
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. RESUME. 

The following are some of the parasitic fungi found recently in Japan. 

1. Ustilago Sacchari Rabenh. 

On Saccharum officinarum, Prov. Sanuki (S. Kayaba, 1905). Mr. T. Kawa- 

kami informs me that the fungus is also found in Formosa. ] 

The spores are formed under the epidermis of young stem, the latter becoming 

a long whip-like body. In its earlier stages the affected stem is sheathed, as in 

_Ustilago Kusanoi Syd., by the silvery-white epidermis which soon ruptures and 

exposes the black spore masses, as described by Butler in the Memoirs of the 

Department of Agriculture in India, Vol. I, No. 3, 1906. 

2. Ustilago Sorghi (Lk.) Pass. 

The fungus appeared very abundantly in Hokkaido in 1905 on Sorghum vul- 

gare introduced from Manchuria. It is also known from Honshiu. 

In a Chinese book we find an account of two forms of smut on Sorghum, of 

which one can be identified with Ustilago Reiliana and the other with U. Sorghi. 

In China these two are held to be edible when young. 

3. Ustilago Oxahdis Ell. et Trac. 

On Oxalis corniculata, Sapporo, Prov. Ishikari (Y. Takahashi, Sept. 1906). 

The fungus hitherto reported only from North America, where it is found 

parasitic on Oxalis stricta, is now known to occur also in Hokkaido. The reddish 

brown spore masses are formed in seeds, the diseased ovaries being scarcely 

distinguishable from the healthy ones by their outward appearance. The spores 

are yellow, spherical or avoid, verrucose, and 13 一 2O in diameter. 

4, Tilletia? Commeline Kom. 

On Commelina communis, Morioka, Prov, Rikuchiu (Ch. Miyake, Oct. 1905). 

This smut fungus found on Commelina communis by Komarov in 1897 ina 

valley near the River Yalu occurs also in Japan on the same host. The chocolate- 

brown spore masses are formed in ovaries and the spores are light chocolate- 

coloured, spherical, and 11 — 18x in diameter, epispore being furnished with ridges 

which form a hexagonal-meshed network. 
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9. Thecaphora hyalina Fingerh. 

On Calystegia sepium, Sapporo (8. Uchiyama, Jan. 1905). 

The brown spore masses are formed in seeds, the affected ovaries scarcely 

differing from the normal in shape and size. Although usually no trace of seeds 

is contained in the affected ovaries, yet sometimes a few partially-destroyed seeds 

are found in them. 

6. Puccinia Helianthi Schwein. 

The fungus was found in 1905 on Helzanthus annuus in the garden of the 

Hokkaido Agricultural Experiment Station at Sapporo. As yet, however, no 

serious damage has been caused to the plant. 

The aecidium stage of the fungus is not yet found with us. 

7. Puccinia purpurea Cke. 

On Sorghum vulgare, Prov. Higo (K. Yoshino, Sept. 1905). 

The present species, which has hitherto been recorded from India, Java, and 

other countries, is now known to occur in Southern Japan. But to what an extent 

the crop is damaged there by the fungus is not yet known to me. 

8. Cronartum ribicolum Dietr. 

On Ribes rubrum, Sapporo (Y. Takahashi,’ Sept. 1905) and on Rides rubrum 

var. szlvestre Rchb., near Tonnaicha, Saghalin (T. Miyake, Oct. 1906). 

This well-known parasite on various species of Ribes in Europe appeared very 

abundantly on two or three plants of Rzdes rubrum in the garden of the Hokkaido 

Aguricultural Experiment Station in 1905. The aecidium stage (Peridermium 

Strobi Kleb.) of the fungus, which occurs on Pinus Strobus, Pinus Cembra, etc. in 

Europe, is not yet found with us. 

ンー メン ーー 
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De Se we 

NEUE FORFICULIDEN UND BLATTIDEN 

JAPANS. 

VON 

T. SHIRAKI 

(Aus dem Entomolabolatorium der Landwirthschaftlichen Hochschule zu Sapporo.) 

In der “Monographie der Forficuliden Japans” (Journ. Sapporo Agr’l coll. 

vol. II. pt. 2. 1905) und der “ Neue Forficuliden Japans” (Trans. Sapporo n. h. s. 

vol. I. pt. 1905-1906) habe ich’8 neue und 5 bekannt Forficuliden, in der “ Blat- 

tiden Japans ” (Annot. Zool. Jap. vol. VI. pt. 1. 1906) 6 neue und 7 bekannt 

Blattiden veröffentlicht. 

Da ich seitdem 5 neue Forficuliden und 3 neue so wie auch 2 bekannte 

Blattiden gefunden habe, möchte ich hier diese Diagnosen bekannt machen. 

Von diesen neuen Arten habe ich 2 neue Gattungen, nämlich Aurokia und 

Mesolabia begründet, von denen die erstere den Blattiden-und die zweite den 

Forficuliden gehört. 

Rehn, in seiner “Studies of Old Wold Forficulids or Earwigs and Blattids 

or Cochroaches” an gab, dass die Art Periplaneta pallipalpis Serv. in Kioto 

(Japan) zu Hause sein, diese Art habe ich jedoch nicht in Japan gefunden, sondern 

nur aus Formosa. 

Dr. A. Fritze erwähnt in seiner “ Die Fauna der Liukiu-Insel Okinawa 

“ Paratropa histrio Sauss. und Phyllodromia adspersicollis Stal. als Japanische 

Arten, diese ist mir jedoch ganz unbekannt. 

Diese wertvollen Materialien gehören grösstentheils zu der Sammlung von 

Herrn Prof. Dr. §. Matsumura, mit seiner Erlaubniss habe ich mich unter seiner 

freundlichsten Leitung sie eingehend zu studieren beschäftigt, gestatte ich mir hier 

mit meinen herzlichen Dank auszusprechen. 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. Part 2]. 
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I. Gatt. Phyllodromia Serv. 

2 Neue Arten: — | 

1. P.nigripronotan. sp. 

Körper klein. Kopf herzförmig, schwärzlich gelb. Scheitel gelb. Netzaugen 

braun ; Punktaugen lochförmig, blassgelb. Fühler fein borstenförmig, kürzer als 

die Körperlänge, braun: Glied r. lang, walzenförmig ; die übrigen fadenförmig. 

Pronotum halbkreisförmig, schwarz, mit gelbbraunem oder gelbem Rande, seltens 

in der Mitte mit einer braunen Langslinie. Vorderflügel mässig lang, schmutzig- 

gelb ; Radialader entsendet nach dem Flügelrand zahlreiche Nebenadern ; auf der 

Hinterseite nur eine, welche ungefähr in die Richtung der Radialader selber fällt ; 

Radialader nicht mit der vorderen Ulnarader am Gründe verschmolzen. Hinter- 

flügel durchscheinend, alle Adern schwärzer. HHinterleib oben gläzend schwarz, 

mit gelbem Seitenrande, unten schmutzig schwarz mit gelbem Seitenrande. Hinter- 

leibsegmenten mit je einem gelbem Hintenrande. Hinterleib des Männchens lang, 

-das des Weibchens breiter, aber kürzer. Beine mässig lang, schmutzig gelb ; 

Schenkel zusammengedrückt, ein wenig stachelig; Schienen so lang wie der 

Schenkel, mit zahlreichen Stacheln ; Tarsen kürzer als die Schienen, das Glied 1. 

sehr lang, das letzte mit sehr kleinen Krallen und grossen Haftlappen. Cerci und 

Griffel ziemlich kürz, gelblich. 

Körperlänge : @ g.1-10. mm. ; 2 0.0-9.5 mm. 

Pronotumslänge : > 355 -26: mm); ©: 2/0-2.1mm. 

Pronotumsbreite : 5 4.0-4.1 mm.: 2 3.5-3.2 mm. 

Vorderflügellänge: や 8.0-9.5 mm. ; 2 7.0-8.1 mm. 

Hinterleibslänge : T 5.0-5.5 mim. ; S 4.8-5.2 mm. 

Hinterleibsbreite: @® 4.0-5.0 mm. ; © 3.5-3.8 mm. fe) +39 

Fühlerlänge : au. BB: 

Cercislänge: 27mm. 

7 Exemplare (2 2 2.2 und 3 Larb.) in der Sammlung von Herrn Dr. §, 

Matsumura und T. Kawakami aus Formosa (Juli und Oktober). 

Trivialname : Seguro-cokiburt. 
Po) ro) 

2. \ P. lineata n. sp. 

Körper sehr klein. Kopf gross und dick, schwarzbraun ; Scheitelgelb. 

Netzaugen schwarzbraun. Punktaugen lochförmig, dunkel. Fühler fein borsten- 

förmig, ein wenig kürzer als die Körperlänge, braun: Glied 1. lang, walzenförmig ; 
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die übrigen fadenförmig. Pronotum halbkreisförmig braungelb, mit 2 schwarzen 

breiten Längsbänden. Färbung und Geäderung des Flügels ganz ähnlich 2. 

nigripronota, Hinterleib ähnlich P. zgripronota, aber oben und unten glänzend 

schwarz, mit gelbem Seitenrande. Beine lang und dick, gelblich. Cerci und 

Griffel mässig lang, gelblich schwarz. Vorderfliigel ein wenig länger als die Ver- 

längerung des Hinterleibs. 

Körperlänge: 2 7.3 mm.; @ S.ı mm. 

-Pronotumslange : 2 homme; © 2.0 mm. 

Pronotumsbreite : 2 32 mm. ; @ 3.3 mm. 

Vorderflügellänge : 2 5.5 mm.; 5 7.0 mm. 

Hinterleibslänge : 2. 4.3m; 5 4.5 mm. 

Hinterleibsbreite : 2 .3.75.mm}; >. 5-1. mim. 

Fühlerlänge: る u. 2 6.8 mm. 

Cercislainge : る u. 2 1.2 mm. 

Nur 2 Exemplare (1 @ und 1 @) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsu- 

mura aus Formosa (Juni). 

Trivialname: Aime-gokiburi. 

II. Gatt. Epilampra Burm. 

I Neue Art: 

F.formosana n. sp. 

Körper lang, schmutziggelb. Kopf mässig gross, dick und breit, von Pro- 

notum ganz nicht bedeckt. Stirn convex, braun; Netzaugen auf dem Scheitel 

genähert, braun ; Punktaugen schwarz. Fühler ein wenig kürzer als der Hinter- 

leib, schwärzlich braun, borstenförmig; Glied 1. gross und lang, schmutziggelb. 

Kiefertaster sehr lang, gelbbraun, das letzte Glied spindelförmig, schwärzlich grau, 

so lang als das vorletzte, Glied ı. kürz, braun. Pronotum etwas rautenförmig, 

bräunlichgelb, zerstreut schwärzlich punktiert, auf der Scheibe mit 4 kleinen 

runden Verfiefungen in der Mitte, am Hinterrande in der Mitte mit stumpfen 

Winkel. Färbung und Geäderung des Flügels ähnlich Z. guttigera Shiraki. 

Hinterlieb flach: beim Weibchen kürz und breit beim Männchen ein wenig lang. 

Afterdecke : beim Weibchen halbkreisförmig ; beim Männchen trapezförmig. Beine 

schlank und lang, gelblichbraun : Schenkel zusammengedrückt, schlank, an der 

Innenseite mit kleinen Stacheln ; Schienen stark stachelig, länger als der Schenkel ; 
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Tarsen kürzer als die Schienen, Glied 1. so lang als die folgenden Glieden, letzte 

Glied mit 2 kleinen krallen und einem Haftlappen. Cerci kürz, bräunlich gelb. 

Körperlänge : “20.0 mm. 20.0 mm. 

Pronotumslange : AO mn; ey 5.5 mimi. 

Pronotumsbreite : Fae CINE ae SPL ye2 mm. 

Vorderflügellänge : 2 25.8 mm; 2 24.0 mm. 

Hinterleibslange : ‘5 aA: O mm; ST mim: 

Hinterleibsbreite : AN o.5) ani: 2990 mm. 

Fühlerlänge : 2. 22:7 mm; 2 217 mm. 

Cersislänge : 2 O° fh 23-0 matin: 

Nur 2 Exemplare (1 @ und ı £) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsu- 

mura aus Formosa (Juli). | 

Trivialname: Ao-madara-gokiburi. 

III. Gatt. Periplaneta Burm. 

I Wäre: 

P. pallipalpis Serv. 

Serville (Aakerlac pallipalpis): 1839, p. 71. 

De Haan: Bizdrag., p. 49. 

Brunner: 1865, Syst. Blatt., p. 238. 

% Körper kastanienbraun. Kopf konvex, herzförmig ; Stirn dunkelbraun. 

Punktaugen lochförmig, gelb ; Netzaugen braun. Fühler borstenförmig, länger als 

die Körperlänge, gelbraun. Kiefertaster sehr lang, gelblich. Pronotum etwas 

halbkreisförmig, konvex, einfarbig kastanienbraun, glänzend. Vorderflügel länger 

als die Verlängerung des Hinterleibs, pergamentartig : alle Adern deutlich, aber 

Ulnalader undeutlich. Hinterflügel hellbraun, das Vorderfeld ein wenig grösser 

als das Hinterfeld, häutig, mit deutlichen Längsadern, gleich lang wie Vorder- 

flügel. Hinterleib lang, das letzte Bauchsegment ein wenig gewölbt, mit den sehr 

schmalen kurzen Griffeln, daneben mit eben so langen schwert-förmigen Cerci 

versehen ; das letzte Rückensegment kaum länger als breit, etwas häutig, welches 

am Hinterrande abgeschnitten, fast quadratisch. Beine sehr lang und schlank, 

kastanienbraun ; die Schenkel zusammengedrückt, an der innen Kante des Unter- 

seites stachelig ; Schienen stark stachelig : Tarsen kürzer als die Schienen, das 

letzte Tarsenglied mit schmalen krallen und sehr kleinen Haftlappen. 

Körperlänge: 25.0 nm. 
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Pronotumslänge : @ 6.9 mm. 

Pronotumsbreite : @® 7.2 mm. 

Hinterleibslange : 5 13.0 mm. 

Hinterleibsbreite : a 8.1 mm. 

Vorderflügellänge : 4 23.0 mm. 

Cercislange : @ 4.1 mm. 

Fühlerlänge: 33.0 mm. 

Nur ein Exemplare (@) in der Sammlung von Herrn Dr. §. Matsumura aus 

Formosa (Juli). 

Trivialname: Usu-zro-gokiburt. 

Sonstige Fundorten: Java, Padang, Nouvelle Hollande. 

VI. Gatt. Chorisoneura Brun. 

Brunner: 1865, Syst. Blatt., p. 255, Fig. 26. 

EINE. 

C. flavoantennata Brun. 

Brunner: 1865, Syst. Blatt., p. 257. 

Burmeister; 1839, Handb. Ent., II, p. 497. (Blatta literata kig) ? 

De Saussure: 1862, Rev. et Mag. de Zool., p. 167. (Blatta gracilis) ? 

@. Körper mässig lang, kupfergelb. Kopf gross und flatt, fast dreieck- 

förmig, vom Pronotum ganz nicht bedeckt. Netzaugen auf dem Scheitel nicht 

genähert, schwarz. Fühler ein wenig kürzer als die Körperlänge, gelblich, faden- 

förmig. Kiefertaster mittelange ; das letzte, Glied spindelförmig, länger als das 

vorletzte, gelbraun : das Glied 1. sehr kurz, hellgelb. Pronotum etwas halbkreis- 

förmig, kupferbraun, in der Mitte ein wenig heller, mit durchscheinbaren breiten 

Seitenrande. Vorderfliigel mässig lang, gelbbraun; alle Adern weisslich, aber 

Radial- und Ulnarader braun, Analader und Axillaradern scheinbar, Scapularader 

vielastig. Hinterflügel Schwärzlich gelb, mit der Apicalfläche (campo apicali). 

Die beiden Flügeln mit deutlichen Längs- und Queradern. Hinterleib flach. 

Cerci mässig lang, hellgelb. Afterdecke gross, halbkreisförmig. Beine hellgelb; 

Schenkel zusammengedrückt, ohne Stachel, Scheinen stachelig, so lang als der 

Schenkel; Tarsen halb so lang wie die Schienen, Glid 1. so lang als die folgenden 

Gliedern, das letzte mit dunkelen zwei krallen und etwas grossen Haftlappen. 

Körperlänge : @ 8.3 mm. 

Pronotumslänge ®@ 2.5 mm. 

ま 
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Pronotumsbreite : 7.2 mm. 

Hinterleibslange : 5.1 mm. 

Hinterleibsbreite : 3-8 mm. 

Vorderfliigellange: - 7.5 magn: 

Cercislange : o.8 mm. 

Fuhlerlange : 8.1 mm. 

Nur ein Exemplare (@) in der Sammlung von Herrn Dr. $. Matsumura aus 

Formosa (Juli). 

Trivialname : Usu-dorro-gokiburt. 

Sonstige Fundort: Brasilen. 

V. Gatt. Kurokia n. g. 

Type: Aurokia nigra n. sp. 

Körper sehr flach, oval, oben konvex, unten koncav, aber an dem Hinterteile 

ziemlich konvex. Kopf klein, herzformig, ohne Punktaugen. Fühler sehr kurz, 

kaum halb so lang als der Leib, borstenförmig ; Glied 1. gross und lang, kugel- 

formig ; das 2. klein ; das 3. länger und schmäler als das 1., walzenformig。 Mund- 

theile ohne Auszeichuung, nur die beiden letzten Kiefertastergliedem etwas dicker ; 

das Kaustück kurz. Pronotum gross, halbkreisförmig, mit feiner nach oben 

aufgeworfener Seitenrand Randleiste. Vorderflügel und Hinterflügel beim beiden 

Geschnechtern ganz fehlend. Beine mittellang, zusammengedrückt ; die Schenkel 

stachellos, so lang als die Schienen, doch ziemlich breit ; Schienen stark 4-kantig, 

kurz, stachelig. Tarsen so lang als die Schienen ; das Glied r. kürzer als die 

übrigen ; das letzte ein wenig gross, so lang als die zwei vorletzte, mit 2 kleinen 

krallen und ziemlich grossen Haftlappen. Hinterleib so lang als die 3 Brustrin- 

gen, fast rundförmig. Lamia subgenitalis: beim Weibchen sehr klein, halbkreis- 

förmig, vom letzten Abdonialsternit ganz bedeckend ; beim Männchen gross, fast 

dreieckförmig konvex. Lamia supranalis: beim Männchen ein wenig konvex, 

ziemlich breiter als die Länge ; beim Weibchen fast platt, breiter als die Länge. 

Cerci sehr klein, fast blumenknospférmig. 

ı Neue Art: 

K. nigra n. sp. 

Glänzend schwarz, haarlos. Kopf gläzend schwarz; Netzaugen gelblich. 

Fühler gelbbraun. Kiefertaster braun; Oberlippe mit einem gelblichen Ouer- 



bande. Schenkel und Schienen glänzend schwarz. 

letzte Glied braun, mit ziemlich dunkleren Haftlappen. 

Nur zwei Exemplare (ri @ und ı 2) in der 

Körperlänge: 

Pronotumslänge : 

Pronotumsbreite : 

Mesonotumslänge : 

Mesonotumsbreite : 

Metanotumslänge : 

Metanotumsbreite: 

Hinterleibslänge : 

Hinterleibsbreite : 

Fühlerlänge : 

Cercislange : 

Hinterschenkellange : 

Hinterschienenlänge : 

Hintertarsenlange : 

Matsumura aus Formosa (Juli). 

Trivialname : Maru-gokiburz. 

® 14.7 mm.; 

3.6 mm. ; 

6.8 mm. 

1.7 mm. -. 

7-1 mm. .. 

1.4 mm. ; 

6.9 mm. ; 

S.O mm. ; - 

7.2.mm.$5 

07 0} 0} OF OF OF OF 07 OD 6.0 mm. ; 

>: 0.4 mm. : 

3.0 mm. ; 

Minnie 

9 o2 02 2.2 mm. 

Neue Forbiculiden. 
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Tarsen gelblichbraun ; das 

Cerci schwach, behaart. 

2 12.5 mm: 

+0 +0 +40 40 1 +4 40 +o W +40 40 40 +40 

I. Gatt. Labidurodes Borm. 

oF Neue Arten: 

1. L. Okinawaensts n. sp. 

3.5 mm. 

6.5 mm. 

1.1 mm. 

7.0 mm. 

1.0 mm. 

6.6 mm. 

6.5 mm. 

6.4 mm. 

6.2 mm. 

0.25 mm. 

3.0 mm. 

2.5 mm. 

2.2 mm. 

Sammlung von Herrn De. 

Form und allgemeine Färbung wie bei Z. /ormosanus Shiraki, aber Flügel- 

schuppe fehlend. Kopf rötlich hellbraun. Das letzte Abdominaltergit : beim 

Männchen quadratisch, am Hinterrand stachelig ; beim Weibchen nach hinten sehr 

schwach schälert, nicht stachelig. Zangenarme wenig und regelmässig gebogen 

bis zu den sich berührenden oder sich kreuzenden Spitzen ; beim Männchen mit 2 

Zähnchen; beim Weibchen schwach gezähnelt. Grösser als die Z. formosanus 

Shiraki. 

Körperlänge : 

Pronotumslänge : 

Pronotumsbreite : 

Flügeldeckenlänge : 

& 9.9-10.0 mm. 

2 1.3-1.5 mm.; 

@ 1.1-1.2 mm. ; 

@ 2.0-2.1 mm. ; 

2 8.5-8.7 mm. 

2 1.5-1.8 mm. 

Q 1.2-1.3 mm. 

2 2.3-2.8 mm. 
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Fliigeldeckenbreite : 5 0.6-0.7 mm.;  §& 0.8-0.95 mm. 

Hinterleibslänge : ® 4.5-5.0mm.; 2 6.5-7.0 mm. 

Hinterleibsbreite : a 1.8-2.1 mm. j 72 2.3-2.5 mm. 

Fihlerlange : > 8.3 mm. ; 2 8.0 mm. (?) 

Zangenlange : や ' 3.1-3.5 mm S)'35-4.4 mm. 

4 Exemplare (2 & und 2 &) in der Sammlung von Herrn T. Kuroiwa aus 

Okinawa (Mai). 

Trivialname: Okinawa-hasamimushi. 

2. ん . singularis n. sp. 

Form und Fäibung wie bei Z. zzgritus Shiraki, aber Pygidium sehr scharf und 

lanzigformig. Köper kleiner als die ん . nigrz£us. 

Körperlänge : T. 9.0-9.3 mm. ; 28mm. 

Pronotumslänge : 2» 1:5 mm; 271,3 mm. 

Pronotumsbreite : & ey mms 274 mm. 

Fligeldeckenlange : 5 2.3-2.5 mm. ; SEA mm. 

Flügeldeckenbreite : 12 mm% 2-0 mm: 

Hinterleibslange ; 5 4.3-4-5 mm. ; 293.5 mm. 

Hinterleibsbreite ; 5 2.5-2.6 mm. ; 9.2.1 mm: 

Fühlerlänge : 5 5.38 mim. 5 2 4.0 mm. 

Zangenlange : 5 6.3-6.0 mms, eee SO umnm. 

3 Exemplare (2 令 u. 1 §¢) in der Sammlung von Herrn M. Ishida aus 

Sapporo. 

Trivialname : Gi-kuro-hasamimushi. 

IN Gat? Rorficura L. 

1 Neue Art: 

F.ruficeps n. Sp. 

Körper schwach, lang und konvex, glänzed kastanienbraun. Kopf herz- 

förmig, nicht länger als breit, glänzend kastanienbraun. Fühler 12-gliedrig, braun ; 

das Glied 1. keulenförmig, hellbraun ; das 2. klein, kaum länger als breit, hell- 

braun; 3. walzenförmig, ziemlich lang ; 4. kleiner als das halb 3.; 5. und 6. langsam 

wachsend, länglich ; die übrigen walzenförmig, allmählich schlanker und länger 

werdend. Pronotum ein wenig schmäler als der Kopf, hellbraun. Flügeldecken 

strohgelb, an den Naht der Flügeldecken und Schüppen und an dem Seiten der 
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Flügeldecken schwarzbraun. Beine von mässiger Länge, schmutziggelb ; Schenkel 

seitlich abgeplattet, ein wenig breit : Schienen fast ebenso lang wie der Schenkel ; 

Tarsen mit langem und dünnen ı Glied und dem 3.; das letztere etwas kürzer als 

das erstere, 2. klein, herzförmig verbreitert. Abdomen lang, mit vier deutlichen, 

höckerförmigen Seitenfalten. Letztes Abdominaltergit : beim Männchen rechtwin- 

kelig, an dem Hinterrand mit zwei Kropfförmigen Falten ; beim Weibchen nach 

hinten schwach verschmälert, nicht bewerbt. Vorletztes Sternit mit halbkreis- 

förmigen Hinterrand ; das letzte beim Männchen zum grössten Teil, beim Weibchen 

ganz bedeckend. Zangenarme : beim Männchen an der Basis fast ganz zusammen- 

liegend, gewöhnlich verbreitert, platt, mit gezähneltem Innenrande, dann regel- 

mässig gebogen ; beim Weibchen leicht gebogen, fast vollständig zusammenliegend, 

wenig gebogen bis zu den sich kreuzenden Spitzen. Pygidium sehr klein ; beim 

Männchen halbkreisförmig ; beim Weibchen quadratisch. 

Körperlange : る 10.0-11.0 mm. ; 2 8.0-8.2 mm. 

Pronotumslänge : HNO EI; | oO.S-r.o mm. 

Pronotumsbreite : 5 1.1-1.2 mm. ; 2 1.0-1.2 tani 

Flügeldeckenlänge : 5 2.5 mm. ; 2 2.1 mm. 

Fliigeldeckenbreite : で 0.8-0.9 mm. ; 2 o.8 mm. 

Hinterleibslange : a 5:0- 5.3 min: > £ 4.1 mm 

Hinterleibsbreite : 5 1.8-2.0 mm. ; 2 1.5-1.7 mm. 

Fühlerlänge : a 5-5 mus; 2 5.5 mm. 

Zangenlänge : 5 3.5-6.0 mm. ; 2 2.3 mm. 

4 Exemplare (2 & und 2 £) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura 

aus Formosa (Juli, August). 

Trivialname : Aasshoku-hasamimushi. 

III. Gatt. Apterygida Westw. 

3 Neue Arten: 

1. A. aeris 0. Sp. 

2 Körper schlank, glänzend braun, unbehaart. Kopf herzförmig, ziemlich 

gewölbt, ungefähr so lang wie breit, kupferfärbig, mit den Schwarzen Augen. 

Fühler 13-gliedrig, schwarz braun: das Glied 1. langkeulenförmig; das 2. klein, 

kaum länger als breit ; 3. walzenförmig. ziemlich lang; 4. fast gleich lang als das 

3.; die übrigen walzenformig ; 10., II. und 13, braun; an der Basis der 10. und II. 

heller. Pronotum schmäler als der Kopf, in der Mitte mit einem Querstriche, 
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seitenrand hellgeib. Flügeldecke und Flügelschuppe kupferfärbig, mit schwäz- 
lich braunem Nahtbande. Beine schwarzlich braun. Seitenrand des Abdomens 
fast parallel. Zangenarme leicht gebogen, fast vollständig zusammenliegend, von 

der Basis bis zur scharfen Spitze an Dicke abnehmend, schwärzlichbraun. 

Pygidium klein, quadratisch. 

Körperlänge: IO.O mm. 

Pronotumslänge : 1.2 mm. 

Pronotumsbreite : I.I mm. 

Flügeldeckenlänge: 2.5 mm. 

Flügeldeckenbreite : mm. 

Hinterleibslänge : 5.I mm. 

Hinterleibsbreite : 1.7 mm. 

Fühlerlänge : 8.1 mm. 

49 40 40 40 40 40 40 40 40 

S 

Zangenlänge: mn. 

Nur ein Exemplare (2) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura aus 

Formosa (Juli). 

Trivialname: Dogane-hasamimushi. 

2. A. flavocapitata nN. sp. 

& Körper schlank, langgestreckt, glänzend schwärzlich kastanien braun, 

unbehaart. Kopf herzförmig, ziemlich gewölbt, ungefähr so lang wie breit, gelb. 

Augen schwarz ; Mundtheil schwarzbraun. Fühler 12-gliedrig, schwärzlichbraun : 

das Glied 1. keulenförmig; das 2. klein, kaumlänger als breit; 3. walzenförmig, 

ziemlich lang; 4. fast gleich lang das 3.; die übrigen walzenförmig. Pronotum 

schmäler als der Kopf, mit dem halbkreisförmigen Hinterrande und einer V- 

förmigen Mittelvertiefung, Seitenrand hellgelb. Flügeldecke schmal und lang, 

schmutzigbraun; Flügelschuppe schwärzlich kastanienbraun, mit cinem grossen 

gelben Flecke versehen. Beine von -massiger Lange; Schenkel ein wenig ver- 

breitert ; Schienen fast ebenso lang wie der Schenkel ; Tarsen mit langem, dünnem 

1. und 3. Glied, das letztere etwas kürzen als das erstre, 2. Glied herzförmig mit 

deutlichen Seitenlappen. Hinterteil der Schienen und der Tarsen hellbraun. 

Hinterleib parallelseitig, mit vierd eutlichen, höckerförmigen Seitenfalten ; letztes 

Abdominaltergit fast quadratisch, an dem Hinterrand mit zwei kleinen kropf- 

förmigen Falten ; vorletztes Sternit mit halbkreisförmigen behaarten Hinterrande, 

das letzte zum grössten Teil bedeckend. Zangenarme stehen an der Basis ausein- 

ander, dreikantig, oben mit kleinem Basalhöcker und bis zum Ende des ı. viertels, 

wo ein klein, schief nach innen und schief nach oben gerichteter Stachel steht, 
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regelmässig gebogen bis zu den sich kreuzenden Spitzen. Pygidium halbkreis- 

formig, behaart. 

Körperlänge: る 13.0 mm.” 

Pronotumslange : 令 1.5 mm. 
N. 

Pronotumsbreite : 5 1.4mm. 

Flügeldeckenlänge: 5 3-1 mm. 

Flügeldeckenbreite - 令 1.2 mm. 

Hinterleibslänge : る 7.0 mm. 

Hinrerleibsbreite : 5 2.0 mm. 

Fühlerlänge : & 8.0mm. 

Zangenlänge: る 10.0 mm. 

Nur ein Exemplare (&) in der Sammlung von Herrn Dr. S, Matsumura aus 

Formosa (August). 

Trivialname: Ar-gashira-hasamimusin. n 

3. A. czzzzZZ7 が m. sp. 

2. 7 Körper konvex, schwarz, behaart. Kopf schwarzbraun. Fühler 13- 

gliedrig, schwarzbraun : das Glied 1. gross und dreikantig ; das 2. klein; 3. walzen- 

förmig, ziemlich lang; die übrigen walzenförmig; das 11. und das 12. blassbraun. 

Pronotum kaum schmäler als der Kopf, mit den braunen Seiten- und Hinterrahde. 

Flügeldecke schwarzbraun, mit braunen Seitenrande. Flügelschuppe glänzend 

schwarz, mit gelbbraunem Ende. Schenkel schwarzbraun ; Schienen und Tarsen 

gelbbraun. Hinterleib hinten verbreitert, mit vier deutlichen höckerförmigen 

Seitenfalten ; letztes Abdominaltergit fast quadratisch, fast glatt; vorletztes Sternit 

mit halbkreisförmigem Hinterrande, das letzte zum grössten Teil bedeckend. 

Zangenarme stehen an der Basis auseinander, hin und her gebogen, mit schwachen 

Krümmungen, Innenrand von der Basis bis zu einem sehr scharfen, zähnchen- 

förmigen, ungefähr in der Mitte sitzenden Dorn, ein wenig deutlich gekerbt, Kreuz- 

ung vor den Spitzen, nach der Basis von der Mitte an dem Innenrand mit zwei sehr 

kleinen Zähnchen. Pygidium fast spitzig. 

“ Körperlänge : 信 11.0 mm. 

Pronotumslänge : 人 る 1.6mm. 

Pronotumsbreite : 5 1.5 mm. 

Flügeldeckenlänge : る 3.0 mm. 

Flügeldeckenbreite : 5 1.3 mm. 

Hinterleibslänge : © 46mm. 

Hinterleibsbreite : 5 2.6 mm. 
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Fühlerlänge : 5 8.2 mm. 

Zangenlange : ©. 7.0:mm. 

Nur ein Exemplare (&) in der Sammlung von Herrn Dr. S. Matsumura aus 

Formosa (August). 

Trivialname: <Ae-hasamimushi. 

VI. Gatt. Mesolabia n.g. 

Type: WM. ntitakaensis n. sp. 

Unterscheidet sich von der sehr ähnlichen Gattung Zadra nur durch das 

weniger gerundete Vorletztabdominalsternit, den freien Letztessternit, das sehr 

Kleinung der 3. und 4. Antennalgliedern und durch die wie bei Pygidierana 

geformte Scutellum. 

Nur in weiblichen Geschlecht bekannt ! 

Körper konvex. Kopf ziemlich konvex, länger als breit. Fühler über 8(?)- 

gliedrig; das Glied 1. lang, walzenförmig ; 2. sehr klein; 3. kleiner als das 2. ; 4. 

sehr kleiner als das 3.; die übrigen kegelförmig, regelmässig sich verlängernd. . 

Pronotum ziemlich schmäler als die Kopfsbreite. Flügeldecken vollkommen ent- 

wickelt; Flügelschuppe fehlend. Beine mittellang und schmal; das Tarsalglied 

1. länger als das 3.; 2. walzenförmig, sehr klein; 3. sehr schlank. Krallenpelotte 

fehlend. Abdomen in der Mitte mehroder weniger verbreitert ; letztes Tergit nach 

hinten schmal, mit sehr deutlichen Analsegmenten ; vorletztes Sternit ein wenig 

abgerundet, das letzte Sternit fast nicht bedeckend. Zangenarme gewöhnlich 

susammenliegend. 

TINTE: 

M. nittakaensis 1。 sp. 

Körper glänzend, schmutzig gelbbraun. Kopf ein wenig behaart, schmutzig 

gelb. Augen klein, schwarz. Fühler 12(?)-gliedrig, schmutzig gelb: das Glied 1. 

lang ; 2. sehr klein; 3. walzenkegelförmig, lang, aber nur halb so breit wie das I. ; 

die übrigen kegelförmig, regelmässig sich verlängernd. Stirn mit 3 braunen 

Puncktchen. Pronotum schmäler als der Kopf, sehr wenig behaart, an dem 

Vorderteile mit 4 braunen unregelmässigen Makeln, an dem Seitenteil mit je einer 

braunen Linie und in der Mitte mit einer braunen Linie versehen. Flügeldecke 

vollkommen entwickelt ; Flügelschuppe fehlend. Beine gelb. Abdomen mässig 

schlank, glänzend dunkelgelb, mit schwarzbraunen Seitenfalten. Letztes Ab- 
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dominaltergit in der Mitte mit 2 bruanen Längsstreifen und an dem Seiten mit je 

einem Schiefen braunen Langsstreife. Zangenarme sehr schmal und klein, zuletzt 

mässig nach innen gebogen, hellgelbbraun. Pygidium sehr ‘klein, mit ziemlichen 

schafen Spitze hellbraun. 

Körperlänge: 2.95 mm: 

Pronotumslänge: 2 1.5 mm 

Pronotumsbreite: 2 ı.2mm 

Fligeldeckenlange : 2. 1.6 mm. 

Fliigeldeckenbreite : 2 1.2mm 

Hinterleibslange : 2 5.5 mm 

Hinterleibsbreite : 2 2.6 mm. 

Fühlerlänge: 2. 6.0 (?) mm. 

Zangenlänge: 2 3.5 mm. 

Nur ein Exemplar (2) in der Sammlung von Herrn T. Kawakami aus Niitaka 

(Formosa Oktober). 

Trivialname: Nittaka-hasamimushi. 

17. Nov., 1906. 

die) 要 

含 年 夏期 我 が 最 も 敬愛 する 席 の 理 學 博士 松村 松 年 先生 遠く 台 

洛 へ 昆 剖 採集 を 試み ら る 慕 の 採集 物 中 吾 人 の 人 研究 中 に な る 鍋 暖 科 

及び 蕎 虹 科 中 敷 種 の 新種 及び 既知 種 に し て 未だ 本 邦 に 帝 見 せら れ 

ざり し も る の を 和義 見 せ 5 下 の 如 し 

28 
1. Phyllodromia nigriprontan.sp. 。 せ ぐ でろ ど きり 5- 

分 布 : me 

2. P. lineata n. sp. ひめ どき でぶ 5. 

分 布 : me 

3. Epilampra formosana n. sp. A EBZIES. 

分 布 : BE. 



196 AH OA ETE BR RR OD OR TE 

4. Periplaneata pallipalpis Serv. peg Aree だ か 

Ri: BB US. WEA. RI 
5. Chorisoneura flavoantennata Brum. DEN. Sr Aeeane 

分 布 : Be HEU S- 

6. Kurokia in. g.) nigran. sp. まる どき ぶり 
分 布 : ae | 

WE ie? BE 

1. Labidurodes okinawaensis n.sp. ちや きみ は は さき さみし. 

分 布 : UP RB. / | 
Pe esngularis hsp. WE RAS Ate we 

分 布 : 札幌 
Ue D Fis L. wgritus Shiva & A 6 A —-wWeEECHAMCZNE 

FÄLHSRZDHEOK-BREMELIINZB ER NMA 

IHHLRIBZNHTHBAROHEMH I SF ehr ZZU 

THHLAIRNÜKOERHHELTKEF ZZ 

3. Forficura ruficeps n. sp. の の し EAU U: 

ah: me. 

“4: Apterygida eris Nn. sp. I pe Ae eee ures Ud ore 

條 布 : ea 

5. A. favocapitatan. sp. - ABI しょ ら 赴き みや し. 

aM: ne: 

6. A. crinitata n. sp. ole 3S ea wale 

Ah: Re. 

Mesolabia niitakaensis n. sp. に い だ た か は さ み で し. 

分 布 : BEE). 

紫 の 種 は 河上 瀧 哉 氏 の 採集 に か いる も の な り 5. 

N 

AL We Se 2 Be BL te Sh Fe Be Se Uc HE 
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ON THE PROCIDZ OF JAPAN. 

BY 

H. OKAMOTO. 

AKAAEZHEBTHI CTHNODOH AL ZI OB Sr HPAL 

ARCHADZUNDSMECEPRLZAPRATHE 5, 面 し て 余 

の 知れ る 和 谷 園内 に 於 て は 一 千 六 碧 入 十 二 年 に コル ア べ ぶ 氏 が 唯一 種 即 

ち Psocus japonicus Kolbe を 記載 せる の み 。 和 然るに 先頃 恩師 松村 博士 

の 久 國 博物 館内 = アル べ で 氏 に 和 寄 術 せ られ だ た る 標本 に 就き て Dr.G. Er 

derlem 氏 は 之 れ が 研究 を を し 酸 表 せ し ゃ の 四 科 九 属 十 七 種 あ ?c 面 

し て 此 内 十 四 種 は 新種 に し て 二 種 は 欧洲 の ふも る の と 同種 な 5?。 AK 

中 二 属 は 新種 に て 基 の 一 は 松村 博士 の 名 在 の 人 徹 め KK Matsumuraiella 

と 命名 せり 5》。 

同氏 報告 の 外 に 余 の 研究 に よれ ば 本 邦 産 茶 福 は 勘 種 類 其 だ 

BEBBZOANHSAIORLHHEMOZ SREY Sb. MH 

新 属 並び に 二 十 魚 種 の 新種 ある を 信 ず れ 足る も 信 記す る を 止め 下 K 

LAB BADSAZAZrCABPLREMARAHTAL CART AR 

LAF HAH BRrMARYALTALOBAECHEAAL TO 

Psocide. ESF 2. P.tokvoensis Enderl. 1906. 

第 一 選 Psocus Latr. 1796. 和 有 名 “がち た て Si 

1. Psocus kurokianus Enderl. 1906. FRE th ok HE SA FL B®) 

AG お ほす じ ち や た FE) 本 鳥 ( 東 京 . 籍 根 青 森 - 門 司 ) 

Rem Jt eA Bz NM) 3. P. nebulosus Steph. 1836. 

本 Birk B) | 和 名 BNWBSPTT KM 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. I. Part 2.] 



198 ii] AL—Ch A AS FR AE SH MH 5 

北 ES HL PRE I 2) 

本 Birk #) 

KM > 3 4 

ER FE Al 

分 布 

4. P,japonicus Kolbe. 1832. 

AeA ON i he os oe Se (C279) 

PR SE Sh 

5. P obtusus Hagen. 

不 明 

1858, 

AA ほ ー も ん ちや た て KM 

REM AR (SL. iil) 

第 二 扇 Amphigerontia Kolbe. 

分 布 

1880. 

6. Amphigerontia kolbei Enderl. 1906, 

和 名 CD DER a> PuferC FA 

FE) | 

PRE th 九州 ( 鹿 見 島 ) 

7. A.nubila Enderl. 1906. 

和 名 

REM dk ie SCE WR) 

お ほ び ひげ ちや た て (BRB) 

第 三 飛 WTatsumuraiella Enderl. 

1906. 

8. Matsumuraiella radiopicta Enderl. 1906. 

Ha MEN BED DO TI Fa ae) 

探 集 地 ERTL DE 山 

x) 

本 島 ( 京 都 . 岐 A. 石 . 東 京 ) 

Au IN (BE 見島) 

Sj Taeniostigma Enderl. 1901. 

9. Teniostigma ingens Enderl. 1903. 

MR EB SATS や た てき ( 新 

Fit) 

探 集 地 SE BCH es WF 年) 

IO, 

分 布 支那 (東京 ) 

#5 I Stenopsocus Hag. 1866. 

Szenopsocus niger Enderl. 1906, 

和 名 ( 新 Fi) 

探 集 地 北海 道 (札幌 . 昔 小牧 ) 

S. aphidiformis Enderl. 

Kamal ちい 2 だ で 

1906. 

和 名 ( 新 Fi) 

REM 北海 道 ( 和 札幌 っ 函 千 定山渓) 

本 ER 山寺 . 明 石門 司 . 東 京 ) 

九 州 ( 鹿 見 KS) 

IE ea er] = C 

S. gygm@us Enderl. 1906, 

A HS os ees CA, 

Fa) 

探 集 地 dk i SAL I) 

本 5 (We Br AB. FA 司 ) 

55 73 J Graphopsocus Kolbe. 1883. 

Graphosocus cruciatus L. 

AA & Olea < て ちや 12 

( 新 Ff) 

探 集 地 九州 ( 鹿 見 島 ) 

分 布 FH 

E45 TE ik A 

s& — 3 Dasypsocus Enderl. 1906. 

Ceciliide. ( 新 Fi) 

Dasypsocus japonicus Enderl. 1906, 

と げ ち や た て KM 

本 島 ( 東 京 . 京 都 : 門 a) 

和 名 

探 集 th 

九 州 (鹿児島 ) 

第 二 扇 XKolbea Bertkan. 1853. 

YoZ2zg fusconervosa Endrel. 1906. 

SEAN BORN Din ene 

( 新 FR) 

和 名 



16. 

18. 

Myopsocide. 

20. 

OKAMOTO: 

北 海道 (札幌 ) 

本 島 (箱根. 高 砂 ) 

PR AR 地 

3 = Cecilius Curt. 1837. 

Cecilius ovamai Enderl. 1906. 

az DEI Actes Ste ME 

FE) 

PRE Hh dk iy: HL DEN Be) 

本 BOR 京 ) 

C. gonostigma Enderl. 1906. 

ME O に も ん 9 ちや だ た で W 

Fit) 

採集 地 九州 ( 鹿 見 島 ) 

C. japonicus Enderl. 1906. 

和 名 

RE 

$745 Dypsocus Hag. 

きい ろ み ちや た て HP®) 

JE tH SAL PE) 

1866. 

Dypsocus coleopteratus Hagen. 1858. 

HR OT ER や た た で 

探 集 地 BB 

分 布 Bi 

(Br FE) 

Ze Zs TE Bk FY 

第 一 選 Myopsocus Hag. 

( 新 A) 

1866. 

Myopsocus muscosus Enderl. 1906. 

ON THE PROCIDE OF JAPAN. 199 

和 名 GR) 

控 集 地 AR (HE Re A FH 

S AR de eh 

Mesopsocide. [fi] 28 #E ak FL m 
55 — 5 Mesopsocus Kolbe. rSSo. 

21. Mesopsocus unipunctatus Müll. 1776. 

和 名 

探 集 地 

( 新 EB) 

Ak 海道 ( 札 BE) 

Atropide. hr HE ak El 

第 一 局 Atropus Leach. 

(Ht FH) 

22. Alropus pulsatrius L. 1758. 

し ちや た て (FH) 

JE 海道 ( 札 幌 ) 

全 世 界 

Al 名 

IE 地 

分 AL 

Troctide. ES HE Fl 

#5 — 5 Troctis Burmeister. 

( 新 FB) 

1339. 

23. Troctis dioinatorius Müller. 1776. 

Ae IE UL URS Ze 

EG 

REM 北海 道 札幌 ) 

FH 全 世 界 





北海 道産 天 牛 科 

A LIST OF THE CERAMBICIDA OF 

HOKKAIDO. 

BY 

S. MITSUHASHI. 

TEZEZRFRORHLI ENT S(EADL oA Z-BEIEDE 

DAESIHADOBFZZFrRtLToHhl. REHKT2ZTHOBNE 

少な を な から ず 此 等 は 研 完 の 上 報告 すべ し 。 文 新種 に 係る る の は 近 き 

乏 来 に 於 て 松村 博士 に よめ 5 て 記 表 せら る ヽ な る べし 。 

本 目録 は 北海 道産 の みな 5 ぅ 5 と 難 他 の 産地 に し て 其 分 布 の 知れ 

ある も の は 共 く 之 れ が 記入 を な せめ 5% 臣 れ 其 の 分 布 関係 を 知る に 

あり と 思考 せる に ょ る 。 表 中 *※ を 附 し た る も の は 未だ 管 攻 室 に 標 

本 な きも る 本 道産 と し て 知ら れ た る る の な 5 其 の 他 は 惹く 営 攻 室 に 

HU Do 

FET-3TITI EB ARRHELTSHFETSBRSSE 

42 Sy DY -+— Hi (698) に Saperda sulphurata Gebl. y+ a2 293 L LT 

EREENREZTORUHMESHZETHR (686) に Saperda tetra- 

stigma Bat. » y 7 HA 2TFILELACHREENRGASORLBAERE 

し て 前 者 は Entetrapha variicornis Bat. y + 2 #9), BKK Saperda 

sanguinolenta Thoms. a Yy 7722 IRSZELERBEAYEENRSEK 

Loe SN BAELARSZ . BFA bLRLeo 本 表 中 に は 之 れ を 

攻 訪 し 置き だ 5 め 。 

L Trans, Sap. Nat. Hist . Vol. I. Part 2} 



る 助力 を 待 

1% 

D 

lo = HB AE Ye SHA AP BT ER AKO 5 

#E WC Mh AR His & SE 

Cerambicide. 天 A+ Ft 

Prionus insularis Motsch. の こぎ りか 

みき リ ・ 

FL WE, ee WN RS 東京 京都 兵庫 

高 砂 , 鹿 見 島 ・ 

Psephactus remiger Har. こげ ばれ か み 

きり . 

BER; TK 

Aegosoma sinicum White. うす ば か み 

3. 

AL PE TH als 兵庫 ・ 

Megasemum quadricostulatum Kraatz. お 

129% Ad 3:9, 

tL PR, WR; H HE ul. 

Asemum amurense Kraatz. 3 ろ る wu 

Bile os 7 = N). 

ER ee 
Tetrapium luridum Linn. tate as Giles See 

ろか みき り . 

Ela; KR. 

Stenygrinum 4-notalum Bat. ie DRS 

ふみ さり リ . 

AL WET Yl; RK 澤 , 東 京 ・ 

Necydalis ebeniaBat. つや ほそ こげ ば 4 

か みさ きり <・ 

2; 十和田 ・ 

Necydalis pennata Lewis. Beau MN 

か みき Y. 

北海 道 ) 昌光 ・ 

1O. 

I. 

12, 

14. 

i 

16. 

IS. 

19. 

SFRZLZEYLBRALASCBAEPEDZAKE 

TEANGA Bo Wk Que BEE 3,9 Gee Do 

Necydalis solidaBat. お ほほ そこ ば ね れ 

か みき ミリ ・ 

札幌 : 日光 . 

Distenia gracilis Bless. 

AL WERTE U 18,55 285 

EINER EB. 

T Al FE 耶 山 , 

Stenocorus ( Texotus) coerwleipennis Bat. ユ 、 

た こ Sa 2523). 

札幌 : 盛岡. 

Allorhagium inguwisitor L. し はい ろか み 

き 4. 

AL ME, WKS 日 光 . 

Grammoptera amentata Bat. tp Ball 

な か ク さ リ ・ 

札幌 : 箱根 日 光 , 大 山 . 

Fachyta Sree Bat. まろ が た は な が 

みき さり リ - 

#L WE; 日 光 . 

Leptura aterrima Motsch. 2AF 4 d it 

near). 

AL DE. 

Leptura camıetes Bat. ンク ) Ix IL は ile か ゝ 

み ミ さり リ - 

札幌 : 昌光: 京都 ・ 

Leptura cyanea Gebl. Da 5 カ ゝ n D> or + り . 

AL bt; HO. 

Leptura ganWataBat. お は は な か み 

きり 

札幌 : EW ik. 
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Zeßtura mimica Bat. つき わ は ば は な か み 

+). 

HE; 

Leptura ochraceofasciata Motsch. { 79 

+ Al 田 盛 岡 。 日 光 - 

すむ は ほ は な か みき さり - 

礼 幌 : KHER 崎 - 

Leptura subtiis Bat. こ ょ つつ す ど は な 

か みき り - 

Au; 日 光 - 

Leßtura succedanea Lew. あか は ば は な か 

みき り - 

LEEW: KEK 

Leptura thoracica Creutz. せ で あ か は ば は な 

か みき さり ・ 

Ar BA 

Leptura vicariaBat. 3.72 F FM uw 

Eustrangalia distenoides Bat. くろ すむ 

ほな か みき り - 

AL BR; 

Strangalia atra F. 

日 x- 

くろ は な か みき 

し 

#L 幌 , 定 山 渓 - 

Strangalia Maindroni Piece BIZ L FPL 

は な か みき り - 

4t #3; AM. 

Strangaria 8-guttata Mats. (n.sp.) あし 

と ほな か みき さめ .- 

札幌 : Ei. 

Strangalia regalis Bat. お ほ む つ も ん 

は な か みき さり ・ 

札幌 : PR 

*31. TAhraniuswariegatusBat. と らく は ほな 

か みき り - 

北海 道 : BG. 

32. Corynis sericata Bat. く び よび ぼ そ あ か か 

みき り - 

ERBE; 日 3-H +. 

33. Aromia moschata L. var. ambrosiaca Stev. 

く び あ か か みき り - 

AL 62,88 EE- 

34. Chloridolum thaliodes Bat. szE DBR ps 

a2". 

Au; WR. 

35. Chelidonium quadricolle Bat. あ を を かみ 

き < 

LEER: HE. 

36. Challichroma tenuatum Bat. みどり か 

a>»). 

AR; HH. 戸 - 

7. Rosaha Batesi Harold. ろり 9 ぼ し か み Oe 

yy. = 

札幌 ? H %- 

*38. Rhopalogus signaticollis Solsky. Cu 

も ん ひら た か みき り - 

札 er. 

*39. Semanotus chiorizaus Solsky- 5% U 

57.242 9- 

Am: FH 

40. Callidium albicinctum Bat. LARUE db 

みき り - 

札 82. 

41. Calädium Maacki Kraatz. 内 ああ ふか み 
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札幌 , 昌光 

42. Callidium violaceum L. 

みき り ・ 

札幌 : 兵庫 . 

*43. Clytus auripilis Bat. き 

Sy: 

AL OB. 
44. Clytus caproides Bat. + 

さき り ・ 

AL BE 5 — 本 木 , 東 京 . 

三橋 一 北海 道 天 和牛 科 標 本 目 鉄 

くろ ひら た か 

ん けり けり とら か み 

す ぢ と 5 か み 

45. Clytus dimidiatus Mats. (n.sp.) ひめ と 

5 か みき り . 

定 山 ik. 

*46. Clytus melenus Bat. 2, 

U. 

ay OR. 

47. Clytanthus gracilipes Fald. 

ら か みき さり. 

‘DR; mm KS. 

ら け と ら 5 か み 

は DE と 

48. Clytanthus latifasciatus Fisch. (sy 8 

ら か みき り . 

ALORS 青森 東京 遠江 . 

49. Clytanthus moiwanus Mats 

は と ら か みさ きり. 

ALTE 2). 

・(.SP) もい 

50. Clytanthus oppasitus Chevr. と の のち) 

と ら 5 か みき さり . 

和 札幌? TARA NE 

51. Clytanthus xeniscus Bat. 

きり. 

札幌 函館 . 

ほそ と ら か み 

52. Aylotrechus albifiäis Bat. sol と 』 ら 

か みき り . 

we Wt Ry ARS HE 7K. 

53. Aylotrechus chinensis Chevy. と ら 5 か み 

= Y. 

AL WES TF BR HE FS EP 國 , 九 

州 ・ 

*54. Aylotrechus clarinus Bat. つま き と ら 

か みき り . 

am. 
55. Aplotrechus Grovii White. こと ら 5 か み 

See 

札幌 : 長崎 

56. Xylotrechus Kuwayame Mats. (n. sp.) く 

ば や ま と SW り ・ 

#L UE. 
57. Awotrechus pallidipennis Mats. (n. sp.) 5 

FuUAL EHH Y. 

FL DE. | 

58. Apotrechus rufilius Bat. く び あ か と 

ら か みき り . 

AL LEE DR. 
*59. Plagionotus pulcher Blessig. - U (P ん & 

いと ら 5 か みき さり リ .・ 

60. Brachyclytus sinswaris Kraatz. あか 

ebm As). 

札幌 ? 箱根 . 

61. Parachyclytus excultus Bat. 24 6 

み きり . 

HL WE ae 山 渓 . 

62. Aglaophis colobotheoides Bat. a Soy) 
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と ら 5 か みき り - 73. Mecynipus pubtcornis Bat. いた や か ふみ 

Ar BH. >»). 

Purßuricenus spectaliis Motsck. ~ HE; 大 分 - 

ぐろ で に か みき り - 74. Messosa carinata Mats.(n..p) ひめ ご 

LEW: HE. ま ふ か みき り 。 

Pilyctidola metallica Bat. あか が ね れ ね か 定 Wy 渓 - 

みき り - *75. Messosa cribrata Bat. ュ ふた す ち どこ ご ま 

AL. 2243 5. 

Haplohammus (Monochammus) fraudator HA». 

Bat. びろ ぅ どか みき さり. 76. Messosa hirsuta Bat. あぁ た じ ろ ご まき 

AR; 十和田 , 兵 庫 長 時 - か みき り - 

Haplohammus (Monochammus). luxuriosus 142: RS WM. 

Bat. RO AS). 77. Messosa japonica Bat. SE ME 

ARE, BE | ). 

Monochammus Abieti Mats. (n.sp) と ぶさ ABER: REE EH. 

まつ ひろ か みき Y.- 78. Messosa longipennis Bat. RTL 

= W #.- ふみ きり リ . 

Monochammus grandis Waterh. ひげ な 札幌 : RL DEM. 

が くろ か みき きり. *79. Messosa foccila Bat. あし まだ ら ご こま 

札幌 定山渓 : 日 光 - ふみ みき さり - 

Monochammus subfesciatus Bat. ひめ ひび = 225; (HE 

げ な が か みき り - So. Messosa futealis Mats. (n.sp.) くろ ご ま 

WR; 長崎 - ET 

Monochammus tesserula White. 27° 5 HB eB. 

ヵ ふみ きり - Si. Messosa semis Bat. た て すむ どこ ご まさ ふ 、 

定山渓 : 兵庫 . みかみ きり リ ・ 

Metanauster chinensis Först. ご まだ ら ABER: A K- 

か ふみ きり. $2. Apalimna liturata Bat. URL 

札幌 : 東京 , 着 根 , 遠 江 , 兵 庫 、 鹿 見 鳥 ・ か み きり ・ 

Urecha bimaculata Thoms. ° (i 7 2 | #L &. 

a2. | "83. Rhodopis Lrwisii Bat. tA TS ba 

北海 道 : KHN- きり 9- 
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北海 道 : RM. AL WE A). 

84. Praonetha anguita Bat. あ らら コク Si の 95. Acanthocinus oppositus Chevr. し ろか を 

か みさき さり. び も も ぶ と か みき り . 

FL DES 長崎 . 札幌 : EN. 

85. Praonetha jugosa Bat. な か じ ろ か み 96. Acanthocinus stillatus Bat. REITS 

Se も も ぶ と か みき り . 

北海 道 : 兵庫 長崎 AL BE, HRS 昌光 . 

86. Praonetha rigida Bat. まり じ ろ か み 97. Agapanthia lineatocollis Donovan. げ ま 

+ 4. だ 5 かみ きり 。 

AL WEE WR 5 京都 兵庫 , 長 崎 ・ | AL DE, ZR. 

87. Praonetha zonata Bat. さび が か みき さり. 98. Agapanthia pilicornis Fo け ひ げ か み 

札幌 : BER SOK PEE we. | 29. 
88. Xylaripsis mimica Bat. く び じ ろか み | AL 幌 . 

き Vy. 99. Asperda agapanthina Bat. 2, 2D 2 

AL DES 日光, 樺太 ろ ふ みかみ きり リ - 

*89. Terinea atrofusca Bat. くろ ちび か み 札幌 ? 青森 構 演 . 

きり . 100, Superga re Gebl. と ほし か 

DR. みき E 

90. Pogonocherus seminiveus Bat. UA d Et i. 

AX NE | “Tor Saperda octomaculata Bless. ぞ や つ 避 

AL EE WS 横濱, 兵庫 . る か みき り .・ 

*91. Rhopaloscelis bifasciatus Kraatz SE HER. 

mat. SIE ZA) 102. Saperda sanguinolenta Thoms. は ん の 

AL WE, a; ZR. か みき り .・ 

*92. Rhopaloscelis unifasciatus Bless ひ と 北海 道 ,) 兵庫 

ポ も や さび か みき 3 きり. *103. Saperda sulphurata Gedl. きい ろか み 

AIR: 肥後 - Sam DE 

93. Acanthocinus griseus F も し ぶ と か み AL BES |S DA 

a) Te 104. Lutetrapha chrysargyrer Bat. は ん の お 

札幌 : 兵庫 ・ ほる りか みき さり.・ 

94. Acanthocinus moiwellus Mats. (n.sp.) U 札幌 : OK ER 

Dub SEE» fe Ss U: 105. Lutets -apha varticorms Bat. し な か み 
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De 109. Paragleuea chrysochloris Bat. は 2, © 3. 

| りか みき さり - で 

106. Glenea Fortunci Saund.? か つら か み AR;  #- 

さき y. 110. Paraglenea eximia Bat. 

LM. ふみ きり 9- 

107. Glenea ocelata Bac. Dasa2 3). LES 

zu8; Ken. 3 “int, Paraglonea theaphia Bat. 
108. Glonea relicta Pase. まち ほし か みき ま か み ミリ - 
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_MINUTES OF MEETINGS. 

(1891— 1605.) 

—— 9 ょ ーーーーーー 

AMS &k BRS 

AGALAWURE EMT SCLAHAH EMU RAOMESCR 

SCHHAAOBWMSH SD LM BIH eRACHKELB CSU 

ELE NY 

語 きず o 

ATS AGTLHHD. MH AMR RL HRL REA 
海道 に 関す る 事項 を 調査 する を 以 て 目的 と し 、 明 治 二 十 四 年 一 月 久 

日 、 石 川 真治 、 橋 本 左 五郎 、 徳 淵 永 治郎 、 械 山上 壮 克 郎 、 高 橋 良 直 、 村 

BRE. FHERKM AHHRER HIM. BERD BAB 

Sf PSP FIO. HERRN ERSE MARAE. BBA ARS 

Bm, BAS —-MOTAYA. AHRESRCRAEULCSrawllR 

Wel RArBSYI.RBORBZLSRERSEA BH 

SRSA. SERERERFA. DHMS=EMAT 50 

B-BSS WAITWETIÄTIENM RBSHOR 

EMM OKE. ECROkKES >. ERROR ELSRMERNERH @ 

HRAAKOR A. PRA RR CMA. BWIA do 

第 二 弧 集合 明治 二 十 五 年 十 二 月 十 日 開創 。 座 務 倉 計 の 報告 、 

役員 の 改選 あり 、 役 員 の 営 選 は 信 長 宮部 金吾 衝 、 會 計 橋 本 左 五 郎 君 、 

2 = 



(2) KeidrriBRZzTwBzIyzriErX) 

HWM BR. BABE AK bo 

H=EBQBe MEI +ARTCLIALAA a KB SHOR, 

RADOKE DS). BEBDODBEUNSESKBEFERINSNTIE, 

ea A is 2 BB AY UN EE AK Do 

第 四 綿 集 會 明治 二 十 入 年 一 月 十 九 日 開 會 。 庶 務 人 久 計 の 報告 、 

役員 の 改選 あ り 、 役 員 の 営 選 は 全長 宮部 金吾 看 、 會 計 徳 潤 永 治郎 君 、 

書記 高橋 良 直 君 、 卒 塚 直 治 君 な 5。 

第 五 総 集 會 明治 二 十 入 年 十 二 月 二 十 一 日 開 會 。 座 務 會 計 の 

報告 役員 の 改選 あり 、 役 員 の 曽 選 は 會 長 宮部 金吾 君 、 會 計 大 島 金 

RK AR 

Arme 明治 二 十 九 年 十 二 月 十 九 日 開創 。 KRBAGHOR 

告 、 役 員 の 政 選 あり 、 役 員 の 堂 選 は 信 長 宮部 金吾 君 、 會 計 小 寺 皿 子 二 

AB. FieGRE A. UA YAM AR bo 

第 七 線 集 會 WA=>rKRrOADAM Aa KBaHOR E, tz 

員 の 改選 あり 》、 営 選 は 創 長 宮部 金吾 君 、 貸 計 原 十 太 用 、 書 記 西 田 藤 炊 

BA. PHWAK 6. CARN AM ROR tr RR LAR OF 

UC BU ok K BB. J EEE. FE  O = BCR er BETO 

第 八 綿 集 會 WRET-RFOATAW Go KRBEAHORSG 

規則 の 改正 、 役 員 の 改選 と な す 、 役 員 の 曽 選 は 信 長 宮部 金吾 君 、 會 計 

WOR A, Sab NE Re oe. PRK A OG 

第 九 弧 集 全 明治 三 十 二 年 十 二 月 二 + 三 日 開 依 。 KRBAHO 

報告 役員 の 改選 と を な す 、 賞 選 は 償 長 宮部 人 金吾 君 、 貸 計 原 十 太 君 、 

EN hve A. FW Be bo 

AtrRBEe 明治 三 十 四 年 一 月 十 九 日 開 信 。 座 務 會 計 の 報告 、 

役員 の 改選 と な し 、 終 て 擬 箱 會 を 開く 〈、 役 員 の 営 選 は 創 長原 士 太 君 、 

@ ata me in a. SERUM AR A. PEW AK bo 

Ar-RES WNWIETWETrIAIT-BHR KBA tt 

ORG KAOKkEH HS). BELRRERGSEA. SH HZRN 



MINUTES OF MEETINGS. (1891—1905.) (3) 

EB. ERFENE HS SMA 50 

ATrZRrRES WRETHRBZrCOAX+T+AAHA. KBAR 

ORE BZBOKETE TST. BHEUQSGERERSEE. THIH EX 

BA, ELE WA. SHS CMA 50 

第 十 三 線 集 會 WRATLKFAAAKAH Bo KRBAHORTE 

役員 の 政 選 と を な し 、 双 報告 編入 の 事 を 議決 す 、 役 員 の 営 選 は 會 長 宮 

部 金吾 君 、 編 往 委 員 大 島 金 太郎 君 、 松 村松 年 君 、 會 計 石 田 員 人 君 、 書 

a = EMA. WA SRA ZT bo 

states WNWEErNE-AIr-HHN KBAHO 

RERADOKETKR IT BZBREULBERERSEA, BTFE AALS 

怒 河 内 完治 君 素 木 得 一 君 、 編 時 委員 は 信長 の 指名 を 以 て 六田 三郎 、 

河野 常 埋 、 河 内 完治 の 三 君 と 征 せ 。 

@StRBEe@ 明治 三 十 入 年 十 二 月 二 十 三 日 開 信 。 KYA Ht 

RKU@GHRE -BRBCATAZRE SMOKE. RADKETAT. 

営 選 は 信 長 宮部 金吾 君 通 信書 記 大 島 金 太郎 君 、 閑 事 書記 松村 松 年 

BA. SAHFENELL ZSROHZU II SEHR AAIHENH, 

MBA. BEZBEFRHE FRHUIRAR-ASARKRNGHA 

RIBRARLEUo 

HRGR RE 
AK@UHAREBRAENKKCZLEMAHRBORE ROR 

話 を な す を 例 と し 、 文 臨時 適宜 の 場所 を 選 ひ 、 公 開演 説 と な し たる 

と と あぁ 5。 今 詳細 の 記事 を 略し 開 倫 の 年 月 日 及 ひ 演題 の み を 掲 ぐ o 

明治 二 寺 四 年 | eas Ake aH 

#-BAXe 一 月 日 十勝 原野 四 近 の 地 禄 i Wi Ak & Rh 

FRRCR BOR i tk oem | | LORE et: 
EEDEOHE 野澤 俊 大 色  B=ESBAKS ” 三 月 ニ 十 入 日 

b FAR D 85 宮 部 2 7) sesonpnoT 石 川 8 治 
第 二 回 月 次 全 ” 月 ニ +- 昌 | HBO BAR Uta fa 山 済 利 

ケシ ロ ネ の 話 Hi vk HK BB 地質 調査 ょ 土 性 調査 "Rh DR 



(4) 

第 四 回 月 次 儲 _mATran 

植物 擦 集 章 に 貯蔵 法 a ih & 昔 

OSPR EE AE I= BRE OF EE fe oe MR 

昆 晶 探 集 部 に 時 蔵 法 Aye I = 

2B C7 i | PRO TE m 保 小 府 

BAAAKRS whine 

SMM SKR ~X vy eV A yF ROR 

宮 部 金 理 

BREAKS At=H 

ASF Fy El FAR BP AR 

宮 部 4 和 理 

北海 道産 草 島 頭 誠に 就 て 宮 部 金 = 

GEHT) 須藤 義 衛門 

_ 人 第 回 月 次 會 "TAH 
ッ ル ッ プ 島 の 植物 宮 部 金 F 

EDER 橋 - 本 左 五朗 

IE HEMO EL mw Bk OR 

BNEAXS Ha=srmn 

北海 道 山川 の 巡回 10 保 小 UK 

Vv y7 BOW EU 宮 部 金 香 

第 九 回 月 次 會 。 十 一 月 ニ 二 入 日 

チ ナブ タテ シク 山 の 話 HE HE BR 

JER Hse 2 RL 石 川 an 

想 室 方 面 の 林 揚 iB 山 清 利 

第 十 回 月 次 信 月 

IE LEID Shs 2 SURCHU) AN BW 

地理 に 関す る アイ ヌメ の 考 my fe vy Be 

| 明治 二 十 五 年 

第 キー 回 月 次 儲 ammm Ast 

日 本 動物 地理 分 布 UF ie PR KR MR 

AULD © BEIT HET HM 頁 i 

東部 亜細亜 地理 一 BE HE x BR 

ALEVE WAI HC 和 田 健三 

HBO RA Te ee 廃 

FLURIIE D MA, 永 田 方 正 

| 

ASHES (WBO PEE! VSPA RX C) 

ArZEAA® =n7=+80 

IE RER UK 宮 部 金 香 

第 十 三 回 月 次 會 ” = 月 = ニ 日 

アイ メ 利 用 の 植物 宮 部 金 = 

FER ty) BOR fo HE oe BB 

第 士 四 回 月 次 會 myA=t=n 

EHE Ko NE fh 保 bh BE 

テア イヌ 利用 の 植物 ( 緒 ) 宮部 4 FE 

STrZBAK® 。 五 月 ニー 日 

水 送 調査 の 高め 本 州 巡 固 の 雑話 YF PE PE HR RB 

北海 道 に 層 す る 日 本 海洋 中 の 諸島 

“a 川 Aw 

ArREAAZ® ” メニ 生日 

| 植物 分 布 論 = 部 会 = 

Baca C iB A EB 

STtBAR@ = anarea 
WEBS D Fl HE xk HF 

KE WILE T AR + = 

+A AK@ zu 
ALB BEER De Py = 

Jr Wi (PARA AT BS SUE LR EOF HP | 
en 

千島 諸島 の 景況 & Hi Je 2 BB 

ATABAXS +—N=orAB 

陸奥 園 入 甲 田山 捕物 探 集 記 BR ER 

HROKEIIHET 松 PB = 

化石 の 話 a vl MM 

$=-+BAXK@ エニ 月 

Fe D i iG 7 Ze HOB 

ALO APRA Ie C fi WW HH: Se BB 

明治 二 叶 六 年 

第 ニキ ー 回 月 次 侍  -A=1-B 

北見 園 に て 新 に 笑 見 せ し 石 炭 産 地 

石 ai # 

EHRE o OTE = RS = 



MINUTES OF MEETINGS. 

第 二 十 二 回 月 次 會 ames ZAr-H 

AZUZRA BAZAR 

HHO A CMSLOSR 

ABER 

MALEN 

S-r= 

AHEIRT 

SHER fF 

画 白 き ア イ ぇ メ 語 の 使 ひ 方 

a jl & 

SF = RK WB 

=f 
デュ zur 
= mM 

ジョ ンジ ンジ 、 バ チェ ラー | 

=SATAH 

小寺 里子 ニニ 

Fi fax Bw 

WK OBR BADR 4 RAAT 

#—+5HAxKe 

FRHAEOLEZ - 

TA xOMTELRT 

Ehe F 

SATIH 

ia 7k 7c A BB 

岡 部 方 RR 

EINSEHEN SARI ET 

AZTZAAX® 
Panmixie の 説 

日 本 樹 本 の 分 布 に 就 て 

BEEK i= SEC 

S-rTrREAX® 

AED PBI AT 

HR FT BIRT 

Att Axe 

APs NGA BRE 

AFD ih 

第 二 十 八 回 月 次 會 

北海 道 石 南 馬 一 吾 

Codling Moth. 

LBHOAY 7c Bidet 

AZrTrABAXE 

E 2 0r0= 

nm RP ee — BB 

ZAzT+tH 

SBOE ni | 
BER 
ee 
i 

AATtER 

BAA TL 

i = fk BB 

| 

AA=ZTH 

高 畑 = 一 

= 部 金 吾 

十 月 十 四 日 

EHRE 

BAA Th Bw 

FE = 

十 一 月 圭一 日 | 

BW BR =| 

Hart + Amat HH LER % 

有する 詳報 宮 部 = m 

(1891— 1905.) (5) 

千島 の 動物 OF ie i se 
A=TtHAke TZAAB 

※ ロ モ シ 9 BRT Hi ak se BS 

| Bitr+tse 

SEH-BAX® en | 
RER FHERAM 
NO OM Aw 

SS+ZMAA®S unten 
| 212 Hr ART i ok 3 KB 
| Fan 宮 部 金 理 
| エッ カリ ネプ ブリ 石 川 中 a 

| 第 三 十 三 回 月 次 全 (AER) 四 月 三 日 

| SLO BA BH eR 年 
| HMO BIT EHER 

| Arte zu2H# 
| 第 三 十 四 回 月 交信 EAH 
we: ok 
| Entomophthorese IT 時 澤 R 至 
| Ro KBE i Wl HE oe BB 
| FRBROR BF iE (2 Je BB 

SS+ZRAXS 月 

een Re = 
| BIBT u EF i= f& K 

B=EtAHARS anrne 
| 欧 後 園 鳥海 山 請 物 探 集 謎 NEEER 

| EHDRATRT Br me te eR 
| BO RRELOR 宮 部 & = 

| 第 三 士 モ 回 月 次 會 +n+=# 
HIRED = = 1 +58 FERAM 
NUSEREORER BAER 

第 三 十 八 回 月 次 全 エー 
| 他 の 植物 租 織 を 貫通 す son B RE 直 

樺 科 補 物 受 縛 作 用 に 係る 新説 FM S BS 

mA @& +4-A=ren 

PLEATS RR TIER wm f& + KR 



(6) 本 會 記事 (明治 二 十 四 年 より 三 十 入 年 まで ) 

第 三 士 刀 回 月 次 信二 月 和 日 

千島 巡航 謎 Ce 

植物 瀬 胞 の 農水 化物 KE & AM 

HS mM KNE 

SO+BAKS -Jran 
ば モ に 就 て 宮 部 金 吾 

千島 囲 チャ チャ ォ ブ 9 登山 の 訪 石川 A 治 

秋田 巡回 所 見 mm 健三 

第 四 キ ー 回 月 次 =ATAH 

ar REBEL RE el O EME RE |S AU 2 

ORE m i RF 

AU © ak 川 isd 

動物 の 彩色 mH NW Se = 

ABrZEMAX® won 

海産 生物 と 海水 温度 と の 開 係 Mr TE BAe AB 
藻類 の 導 見 窒素 同化 に 就 て m ih 
ICEL Atk rela 

ABO+TEHAKS AAzst-H 

Frivvr — HR ER It 

就 て WF i PE Je RK 

植物 ば 有機 物 を 類 化し 得る や 大 島 金 次 郎 

癌 立 相 病 原因 の 研究 高 i 長 直 

第 四 二 四 回 月 次 會 +=r“H 

HE ET ORE RR J) 上 ie MR 

ミ ど 》 - HAHN Wl Wa Ze A RB 

A RUE, Ost 松 村 m 年 
小鳥 ッ ケ ミ 科 に 就 て 小 2 HF = 

第 四 十 五 回 月 次 會 月 FH 
動物 剛 と 植物 鈴 の 化 区 的 構造 の 一 致 に 
開 す る 研究 Ta» Em 

PREETI DWE C BAND 

に 開 す る 論文 に 就 て m ee 

第 四 填 六 回 月 炊 會 OA I+ 

$m |Z BUF 4 Bt | BF PE pe oe RB 

ALVBH ICAU ZEOR MIT 石 川 A 治 

明治 ニニ 十 刀 年 

第 四 十 モ 回 月 次 會 

Ve ID CO BBE 
一 月 十 入 日 

小田 A =H 

北海 道産 の 山手 禁 hom 啓司 

第 四十八 回 月 次 會 - 月 Fi 

ZW O—AELEET m 橋 長 直 

BEKO URI BEC 松 oP OR 年 

AB in Hy iy st = RR 

第 四 寺 九 回 月 次 全 ミニ F- 昌 
北海 道 の 柳 層 徳 淵 永 次 部 

AED EH LOH KE SAE 

FU TERROR 

宮 部 金 理 

第 五 十 回 月 次 倒 。 四 月 十 入 昌 

ザラ メ に 就 て 宮部 a 

清酒 の 酵母 
bak A A 

SEtT-ERAZ® z1=+=H#H 

LECT BLORR 石川 ra 

FZrTrZEAA® 月 ニ 

メラ ンプ ッ ラ 苗 届 に 就 て Ele HK Ww 

EA Pe pis ee eer a FERAB 

第 五 十 三 回 月 次 會 ANA 

HAS HEME D FI 松 村 松 4E 

i Witt D Ie HAS = HET CK 2 aeaat 

第 五 十 四 回 月 次 會 tint 
利尻 山 見 開 の ー 二 ke OBR 渡 

利尻 山 植物 の 特性 HS = 8 

SATABAKS T-A=t-H 

BRLEN ARRAS KE SK 
PY IR VIVIR, 72 SORMO 

造 及 び 効用 宮 部 金 = 

@AtABAKS ~ 十 三 月 十 九 日 

鳥類 雑話 小寺 里子 ニ 

FIN RER HERAB 



MINUTES OF MEETINGS. (1891—1905.) (7) 

明治 三 十 年 | 明治 キー 年 

第 五 十 七 回 月 次 使 一 』 ニ ロ 第 六 十 六 回 月 次 會 -ntoa 
Sina MOE RIT Tt a th Se Kk OD KAKBD#E Grafhioltha sp. KT 

| 
| 

| 
HEROD DEL ak OE | 松 村 m 年 

ェ エゾ デ ャ ツウ ッ 林 の 害 苗 佐々 木 和 策 | ER ASP HARE 

SAD RBI HC @ Hom 年 | ERIC 角 田 ew 
北海 道 の 天 英和 林 に 於 ける 針葉樹 田 HA BE 

第 五 十 八 回 月 次 會 <At=H 
第 大 十 モ 回 月 次 會 三 月 十 ニ 日 

RAN EI = BE 
酒精 醸 酵素 に 就 て Em 8 

ROHR 小寺 甲子 ニ 
昆布 の 成分 KEEAB 

* を 人 3 

RATABARS mite SATNBARKS mi=t=H 
ACSA ENT 6 RSE Alinit に 就 て 山田 玄太 郎 

EHRE persicae ED 原 +t = 
FERAOPFMBSLOELE = m = SATABAXKE HAIFA 

BAT-BAXS uns POSE UPB IS THREE LT: 5 

EHER 数 = BE SS = + E~YOREHABERET zB EN 

au = urn u = に 就 て 宮 部 金 & 
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査 た 従事 され 、 其 旅行 中 観 寮 せ られ たる 事項 の 中 最も 興味 ある も の 

hit 
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PRELIMINARY NOTES ON THE GEOLOGY 

OF JAPANESE SAKHALIN.* 

BY 

KOTORA JIMBO. 

The island of Sakhalin, which lies to the north of the larger island Hokkaido, 

is about goo km. in length but less than 160 in the greatest width. The following 

brief note was written principally after my own observations in 1906 and 1907, and 

after the knowledge gained by the geologists, Mr. KAWASAKI and Mr. KATAYAMA, 

and by the two young students of the Imperial University of Tokyo, Messrs. 

SHIMOTOMAI and MURATA. 

The general report, (147 pages, in Japanese), on the mineral resources of 

Sakhalin,t written in 1907 by KAWASAKI, Chief Geologist to the Japanese Civil 

Administration of the island, contains a geological map compiled by him, a general 

topographical and geological sketch, and also his observations on the northern half. 

Besides, this work includes observations made by KATAYAMA in the south, and my 

own on the greater part of the boundary line of the soth. Parallel and on the river 

Poronai ; also numerous maps, profiles, views, and so forth. 

*Jt is to be remembered that where, in this paper, the word “ Sakhalin” 

occurs, tt means only that part of the island which belongs to Fapan, 

while the expression “ Island of Sakhalin” is used for its whole. In 

the present paper, the transliteration of place-names was made as 

exact as possible, such precaution being made, however, not to render 

them so scientific as to appear foreign-sounding. The consonants 

are to be pronounced as in ordinary English spelling and the vowels 

asin Italian. This simple rule was adopted in our Romanization 

of Fapanese and Ainu words. The Russian x ıs rendered by kh, 

and the w by y, while the sound like the German umlaut of o ts 

also written with 6. 

| SAREE 
(Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. Il. 1908.) 
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Mr. KENZO WADA, in his “Report of Reconnaissance of the Fisheries in 

Sakhalin”, 1907, (184 pages, with numerous maps, diagrams, and views, all in 

Japanese), gave in the introductory notes, descriptions of the coast line, the sea- 

bottom, the meteorological conditions, and the oceanic currents of the island. 

The Strait of Soya or La Pérouse, is regarded by our zoologists as an im- 

portant line, showing the presence of very different faunas on both sides of it. 

The main fields of my geological observations in Sakhalin were (1) the 

mountains between Dubki and Chipesani, (2) the eastern coast of the island 

Kaibato, also called Todojima, Todomoshiri, or Moneron Island, (3) several places 

on the west coast of the main island, (4) the boundary region of the soth. Parallel, 

(5) the main course of the river Poronai, and (6) the coast-line from Shitka to 

-Dubki. Those parts of Sakhalin, for which I must make use of observations by 

other eyes, are chiefly (s) the greater part of the west coast, (2) the greater part 

of the coast of Aniwa bay, (3) the coast-line from Cape Shiretoko (called Jüzö-zaki 

after the Russo-Japanese war) to Tunnaicha, (4) the greater part of the coast-line 

from the river-mouth of the Poronai, round. Cape Patience (Mys Terpyeniya in 

Russian, Shinnoshiretoko in Ainu, and Kataokazaki again in our new nomenclature) 

as far as Taodo on the east coast, besides the inland routes taken by KATAYAMA or 

KAWASAKT'S parties. These routes are (1) on the Tokuso mountain in the North- 

eastern Mountain-land,* (2) on the river Nokoro ‘(whose watercourse was actually 

found to be a very short one, with its source far to the south of the 50th. Parallel), 

(3) on the rivers Khoi and Nayashi, (4) on the rivers Esturu and Shiruturu, (5) 

on the rivers .Naibuchi and Tomanai, (6) on the Uriu river on Aniwa bay, besides 

in other places. 

I must here express my most cordial thanks to Mr. KUMAGAYA of the Civil 

Administration and to Mr. OSHIMA of the Boundary Commission for rendering me 

many travelling facilities, but the name of the old savant of St. Petersburg, the 

Academician, Mr. FREDERICK BOGDANOVITCH SCHMIDT, must be specially 

mentioned. He was in the island of Sakhalin about nine months altogether in 

1860-61, and visited several places in this land. His companion, GLEHN, was 

there about twenty months in 1860-62. They brought to Europe a good collection 

of fossils, mostly Tertiary, which Mr. SCHMIDT kindly allowed me, during my stay 

in St. Petersburg of a month and a half, to compare with similar fossils in my 

collection from Hokkaido and with recent shells from northern seas, preserved in 

the zoological museum of the Academy of Sciences in the town. His list of pre- 

liminary determination of the Tertiary fossils from the island of Sakhalin, then not 

* See p. 4. 
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yet published, was revised at the same time ; and this little study of fauna made 

the real beginning of my researches on the geology of that island. I very much 

regret that I have not yet found occasion to visit the very rich fossil locality of 

Mgatch, lying to the north of Alexandrofsk, which furnished him with the greater 

part of his Tertiary Mollusks. 

With regard to the geology of the island of Sakhalin in general, very little has 

been published, before the appearance of KAWASAKTS work. In European 

languages, SCHMIDTS descriptions of the Cretaceous fossils from Cape de la 

Jonquiere near Alexandrofsk, the general report of travels by SCHMIDT and 

GLEHN, and BATSEVITCH’S “ Materials for the Study of the Amur region,” in 

Russian, may be mentioned as important. But the designation of rocks by 

SCHMIDT and GLEHN sometimes led SUESS to misunderstandings about the 

geological structure of the island, in his “ Antlitz der Erde,” in which he gives a 

list of works connected with the island. 

I. Topographical Subdivision of the Island of Sakhalin. 

Sakhalin consists of two longitudinal mountain ranges, making the outer and 

inner zones of sedimentary rocks, separated from each other by the Median line of 

Depression, as was aiready recognized by KAWASAKI in his manuscript report for 

the year 1905. There is only one dependent island of large size, called Kaibato, 

and the coast of the main island is almost free from islets and large rocks. The 

Kaihyoto (Azarashijima, or Robben Island) is a little islet of great importance, 

lying among the series of rocks extending from Cape Patience far to the south. It 

is a breeding place for the sea mammals. The well-known Danger Reef (Kamen 

Opasnoti) lying off Cape Notoro (Cape Crillon, also called Kondözaki after the 

war) is a little mass of eruptive rock, measuring about 7 meters in height, 7 in 

width, and 30 in length. Flat reefs and submarine shelves are however of 

common occurrence round the coast. 

The Median Depression is formed by the valleys of the Susuya and Takoi 

rivers on the south, and of the Poronai* and Tymi rivers on the north, and includes 

broad plains, which on both sides of the Poronai river, assume the character of 

tundras. This depression formed and still forms a part of the chief way leading from 

Alexandrofsk over low mountains down to the valley of Tymi, and further. passing 

over to the town of Korsakoff. On the south, the Russians succeeded in improving 

the primitive Ainu track, which naturally proceeded on that beaten by bears. But 

* This river is also called “Piyi” in Glehn's report, in Beiträge zur Kenntniss des 
Russischen Reiches, &c. 1868. I heard the name “ Sangeshü ” used by the Orokko. 
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the road on the west side ofthe Poronai river has long been abandoned, and now 

loaded horses find pains next to death in passing the numerous and extensive 

tundras on the way. It is very remarkable to find that water is still very little 

utilized in the inland communication of the island. 

The Outer Zone, or the eastern side of the depression, shows extensive regions 

of Palzozoic rocks and Crystalline Schists, with less extensive Tertiaries and 

Cretaceous, besides Eruptive Rocks. This zone is formed by the Northeastern 

Mountain-land extending on the east of the Poronai river, and the Susuya Moun- 

tains lying between Cape Shiretoko and Dubki. There we find a region with 

the lakes, Tunnaicha, Chipesani, and so forth, which in the opinion of 

KAWASAKI, may represent a minor zone of depression, corresponding to the region 

‘ending at Cape Patience, and carrying the lakes, Solenuiya and others, on the 

peninsula. | 

About the northern, that is to say, the Russian part of Sakhalin, our observa- 

tions are restricted to the post-road from Alexandrofsk, across the low mountains 

with wide valleys on the west side ofthe Tymi river, down to Derbenskoe, and 

further southward to Grodekovo, lying almost on the line of the soth. Parallel. 

There we must follow the “ Sakhalinski Kalendari ", for the year 1898 and regard 

the Western Range as assuming a plateau-like character on the extreme north, where 

GLEHN mentions a ridge of about 2000 ft. in height, projecting out towards the 

northern extremity of the Sakhalin Island. He points to the occurrence of only four 

exposures of rock (fossil-less sandstone) to the north of Oidktö ; in that region 

there are usually found wide tundras along the coast. A remarkable contrast of 

the river Tymi with the Poronai is that the valley ofthe former is more narrow 

and is covered with woods and grasses, nowhere showing the nature of the tundras. 

The east side ofthe Tymi has not yet been described, but it is no doubt a part of 

the Northeastern Mountain-land. 

The Inner Zone, or the west side ofthe Median Depression, consists essentially 

of the Cretaceous, Tertiary, and Volcanic rocks ; but the Older Eruptives there are 

also of importance. 

II. General Geology. : 

The tri-zonal structure of Sakhalin, which has just been mentioned, is at once 

recognized, by looking at any one of the now-existing maps of the island, however 

inaccurate they may “be in: degree. On) the He Guide for Immigrants to 

Sakhalin,” 1906, published in Japanese by our Civil Administration, a map with 

well revised place-names was given. The great unedited map by the famous 

DI: aan 
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Japanese explorer MATSUURA contains a great many names well transliterated into 

the Japanese ana (syllabic signs) ; the outlines, however are naturally wrong. 

Just the reverse is found in our charts, published by the Hydrographic Office. 

The coast-line to the north of Cape Patience is very wrong in almost all maps. , 

In order to trace the principal geotectonic lines of Sakhalin, one must first look at 

the Geological Map of Hokkaido, prepared by my joint work principally with 

Messrs. T. ISHIKAWA and S. YOKOYAMA. One will very easily find the 

striking similarity of rocks and fossils collected in these two islands. The 

north-south line is very important in the Island of Sakhalin, which is meridionally 

elongated, with its narrowest portion on about 48°, anda big depression on the 

east, forming Patience bay (called after "the war “Shichirö-wan”) or the 

broken part of the outer zone of sedimentary rocks. 

But the principal difficulty in the geological structure is to trace the southern 

prolongation of the Median Depression. The Cretaceous terrains on the west side 

of the axis of old rocks in Hokkaidö are similar to those on the west side of the 

Depression in Sakhalin. Therefore the Median Depression of the former has no 

equivalent in the latter. 

The occurrence of Cretaceous fossils on the east coast, towards the north of 

Cape Patience, is of special interest, since Hokkaido also has the same on its far 

eastern part. 

The island of Kaibatc, lying on the northern continuation of a line, joining 

Rishiri and other volcanoes in Hokkaidö, must form with them a single zone 

of volcanic eruption, though there is no regular volcanic cone on the 

Kaibato. 

The Kaihyöto, whose name is always heard when speaking about the fisheries 

in Sakhalin, is geologically a little piece of land, detached from the region of Cape 

Patience, just like smaller rocks in its vicinity. | 

The strike of many coal-seams and generally of various sedimentary strata is 

very often either exactly or nearly north to south. Also many large rivers show 

the greater part of their watercourse meridional. Striking examples are found in 

Pilevo, Agnevo, Khoi, Shitka, Nitui, Makunkotan, Chikaporonai, Naibuchi, Rütaka 

and others, not to mention particularly the main rivers on the Median Depression. 

The oldest geological formation in Sakhalin consists of Crystalline Schists, 

which compose the whole northern part of the Susuya Mountains and a little 

portion of the Northeastern Mountain-land. They are an alternation of gray and 

black sericite-schists, with various green schists ; among the essential components 

of the latter we find pyroxene, hornblende, and chlorite. A gray, dirty-looking 
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quartzite is also found there. A black, minute-scaly biotite-schist is observed on 

some places on the sea-coast between Dubki and Ochopokka ; a gabbro-diorite is 

also found there associated with the schists. There are, however, remarkably 

wanting the piedmontite-schist and spotted schists, which are characteristic to a 

similar formation in the mountains to the north-west of Tokyo. We can not tell at 

present, whether these schists in Sakhalin represent one or other of Mikabu and 

Sambagawa Series of this region. Moreover the occurrence of diabase-tuff amongst 

the schists in Sakhalin raises the question as to whether it makes a concrete part of 

the schistose series or not. The character of stratification can only be observed in 

the Susuya Mountains, where the strikes are most frequently meridional. 

The next older rocks are thé ordinary Palaeozoic Sediments, such as 

_sandstone, phyllite, clayslate, quartzite (both red and gray), diabase-tuff (red and 

green), and limestone, the last of which is sometimes interbedded in the tuff. The 

gray quartzite is sometimes so very irregularly cracked, as to look brecciated, for 

instance on the northern shore of the larger basin of the Chipesani lake. No 

fossils have yet been found in the Palaeozoic, except indistinct Radiolarian remains 

in some red quartzites. Most of the exposures show distortions, but where 

the stratification is rather regular as on a very limited portion of the 50th. Parallel, 

we find the meridional strike prevailing. 

Eruptions of diabase in the form of masses and interstratified tuffs are of 

common occurrence in the Palaeozoic. But the hornblende-granitite, which 

changed the strata by contact action, must be specially mentioned. The principal 

locality of the granite is at Cape Shiretoko and its vicinity, where KATAYAMA 

found a biotite-hornfels on the contact. On the boundary region of the soth. 

Parallel; the granite appears as boulders in a river, but the extent of contact 

metamorphism is not very limited. There is a very well cleaved, compact biotite- 

hornfels, and a green, massive, and compact amphibolite. The former is no 

doubt derived from the clayslate and the latter from a tuff, although no gradual 

transitions from those sediments are observed in the field. KAWASAKI also found 

a hornfels on the mountain Tokuso in the Northeastern Mountain-land. Large 

boulders of granite, found on the Kaihyoto and near Cape Patience and many other 

places on the coasts of Sakhalin, indicate a rather wide distribution of this rock. 

Pebbles of quartz-diorite and a contact slate, with characteristic hexagonal trillings 

of cordierite, as those abundantly found at several places in Japan, have been 

met with on the river-bed of the Naibuchi. 

The Mesozoic rocks, whose total area is next to that of the Tertiaries, show 

their principal development in a broad zone on the west side of the Median 
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Depression. The oldest known and the best explored locality of the Cretaceous 

fossils is that of Cape de la Jonquiere near Alexandrofsk. The very rich 

locality on the lower course of the Naibuchi river, called “ Petrefactenschlucht ” by 

LOPATIN, who lost all his collections from there on his boat turning upside down, 

was studied particularly for the coal-seams found there in the Tertiary. There are 

several other places in Sakhalin, where more or fewer specimens of Cretaceous 

fossils have been already found ; as for instance at the Gilyak hamlet of Pilevo and at 

Wenchishi, both on the west coast, on the rivers Khoi, Shiruturu, and Makunkotan, 

besides at Ware and Otasan on the coast of Patience Bay, Takinosawa on the 

pass from Vladimirotka (the future seat of the local government) to Mauka across 

the Western Range, and Motsnai, Tomarionnai, &c. on the west coast of Aniwa 

bay. Besides, SCHMIDT states the occurrence at Manue on the coast of Patience 

bay, also at Cape Patience, at Cape Bellingshausen, and near Rymnik. However I 

only found finely broken shells of Jueceramus in collosal amount, enclosed ina 

black shale, at about 8 km. to the north of Narumi on the east coast. The 

Mesozoic region near Toni, observed by KATAYAMA, affords no fossil. 

The Cretaceous rocks, which very often show a meridional strike, and carry 

tufaceous admixtures as the Tertiary sediments do, .are sandstones (in part 

glauconitic, as on the river Naibuchi and on the west of Takinosawa), besides shales 

(gray or dark in colour, and sometimes hard as on the Khandasa river, and usually 

carrying marly nodules, which may grow together in layers), and conglomerates. 

The Cretaceous conglomerates must not be confounded with those on the boundary 

ofthe coal-bearing Tertiary and the Cretaceous, as observed at Pilevo and on the 

Khandasa river. A peculiar light-gray marl, on the lower course of the 

Naibuchi and on the Khandasa too, is without any fossil. Well preserved fossils 

are to be sought for in marly nodules in the shale, but less common in the shale itself 

or in sandstone. It is usually very difficult to draw a line of boundary between 

the Cretaceous and Tertiaries, which are always found side by side, and whose 

petrographical characters are in most cases perfectly identical. Only a peculiar 

white-spotted appearance after weathering of a gray sandstone in the Cretaceous, 

as on the Khandasa and Pilevo rivers, is to be noted. 

The principal fossils are Nucula, Cucullaea, Inoceramus ,Phylloceras, Puzosta, 

Pachydiscus, Gaudryceras, Hamites, Trochocyathus, Cidaris, Ananchytinarum, 

&c. 

The horizon represented in the Cretaceous of Sakhalin will correspond to the 

uppermost parts of the same formation in Hokkaido. A regular meridional strike 

is often observed on the river Khandasa (where no fossils were collected), on the 
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Naibuchi river, and other places. \ 

The Furassic has only been observed in the Russian part of the island; Mr. 

FREDERICK KLEYE, in Alexandrofsk, who lived there for many years, showed me 

a letter from Professor E. FRAAS (dated Feb. 22, 1904) stating that the fossils in 

marly nodules from Andree-Iwanofskoe near Rykoff may be identical with the 

Astarte depressa from the Lower Oxfordian of North America. 

The Tertiary rocks occupy the largest area in the island, and are especially well 

developed in the Western Range, where various beds with characteristic fossils are 

met with. The rocks are sandstones, which are sometimes siliceous, sometimes 

tufaceous, sometimes glauconitic and sometimes banded with lighter and darker 

coloured portions, and often broken in plates ; shales, which are sometimes very 

dark, but sometimes tufaceous with gray or almost white colour, and in many cases 

contain marly nodules with or without enclosed fossils, and various con- 

glomerates ; besides tuffs of different colours, white, gray, green, and so forth, as well 

as agglomerates, both of which are sometimes as extensively developed as in some 

parts of Hokkaido. Agglomerates with associated tuffs are observed on the east 

coast, about 16 km. to the south of Narumi, near Ware, at and near Cape Notoro, 

also near Ushoro on the west coast. The diatom-earth, attaining in Hokkaido a 

great thickness of 12 meters, is not found in Sakhalin. 

Although the relative position of various fossiliferous beds in the Tertiaries 

has not yet been made out, the plant-bed with several broad leaves and one or two 

kinds of Seguoia leaves associated with coal-seams in the Naibuchi and Serutonai 

coal fields and on the river Khandasa on the boundary region, can directly be 

compared with that in Hokkaidö, which was also formerly believed to be Miocene. 

The coals of Sakhalin, which are often more than 3 meters in thickness, resemble 

in part those of the Ikushumbets mine in Ishikari, Hokkaido. Besides, the pale- 

eray tufaceous sandstone, associated with many coals in Sakhalin, strikingly 

resembles that in several coal-fields in Hokkaido, as those of Ikushumbets and 

Poronai. The mineral resin, which is observed in sands of sea-beaches on the coast 

of Patience bay and other places, seems to have been derived from the coal by its 

disintegration. Silicified wood is found not only in coal-fields but also in several 

other places. 

In the Tertiaries of Sakhalin, the following beds with animal fossils are 

distinguished : - 

(1.) Shale with calcite pseudomorphs resembling thinolite. 

* HABE 
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(2.) Gray sandstone with Pecten Peckhami (Merei), and gray tufaceous shale 

with small shells of the same species (Kushunnai). 

(3-) Gray shale with 7Ayrasia disecta (Shiraraka and Tomarionnai), and 

with Echinarachnius sp. ( Takinosawa) ; and greenish-gray shale with Zél/ina sp. 

(Mauka and environs). 

(4.) Gray tufaceous shale (“ Kushunkotan Shale”) with an inflated form of 

Yoldia, showing a very wide distribution, as for instance at Korsakoff and its 

Vicinity. 

(5-) Gray sandstone with several species of Mollusks (Wenruesan, Porotomari, 

etc. near Ushoro ; and other places). 

(6.) Dark-gray marl with sponge remains (Peshuturu). 

(7-) Soft gray sandstone with Mya crassa (the lower course of the Naibuchi 

river), and similar sandstone with large shelis of a large-eared species of Pecten 

(the same locality and Peshuturu). 

KAWASAKI endeavoured to subdivide the Tertiaries of Sakhalin, without 

taking the difference of fossil contents much in consideration, (see his report, p. 

16-17). 

Whether the above enumerated beds are really independent of one another 

can not yet be definitely answered ; but we must remember that many fossil forms 

are also met with in Hokkaido. Thus, 7%yrasia の zyeczz occurs at Mörai in 

Ishikari province, and other places; Zchinarachnius at Kanikarushi in Hidaka, 

the inflated Yoldıa in the oil-field of Mörai, and at Wakkanai in Kitami; Mya 

crassa at Penaanrubeshbe in Tokachi, and Peeten Peckhami at Yudo in the same 

Province. The numerous Molluscan species of Wenruesan and other places will 

correspond to those in the shell bed of Piratoriushnai in Hidaka. 

The Quaternary rocks in Sakhalin are clays, sands, gravels, and peat. The 

young deposits composing the coast terraces sometimes attain a great thickness 

of more than 60 meters. Gold placers were discovered mostly in the valleys of 

Palzozoic regions. Volcanic detritus may be met with on the slopes of the 

conical mountains of Ushoro, but it has never yet been actually observed by us, 

anywhere in the island. The deposits of sea-terraces, which usually level 

the irregular surface of underlying hard rocks, sometimes lie upon the well-shaved 

horizontal face of rocks, as at Ochopokka and other places. This fact is of 

special interest in connection with the shift of sea-level in past periods, when we 

remember the extensive development of submarine shelves on the present sea- 

coast, especially in the regions of Tertiary rocks. 

The formation of thick peat underneath the still growing mosses and lichens 
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of the tundras is best studied at Khandasa on the right bank of the Poronai 

river, far to the south of the opening of the river Khandasa. There the dried- 

up mosses at an eroded margin of a tundra make a transition into a brown layer of 

the same stuff, about half a meter in thickness. Below this layer there is a dark- 

brown peat more than 6 meters in thickness, resting upon a light-gray bed of clay: 

Vast masses of peat, detached from such a cliff in flood, now lie upon sands and 

pebbles of the river-bed, and look like small grass-thatched roofs of hut, when 

first observed from a good distance by a new visitor. 

Thin layers of peat are also found on heaths, which extend on low wet 

grounds as at several places on the zoth. Parallel, on the south of Nayoro on the 

coast of Patience bay, and to the south of Kushunnai on the west coast, also on 

the plain of Mitslyofka on the Susuya river, and so forth. 

The shell-mound of Soloviyofka near Korsakoff, which consists of recent shells 

of Ostrea sp., Mactra sachalinersis, and other forms, lies chiefly on a terrace, about 

35 meters above the sea level, at a direct distance of less than half a kilometer 

from the coast. This locality, which remained almest unexplored, has this year 

rewarded Professor S. TSUBOI with numerous finds of archzological interest. 

Of the Older Eruptive Rocks, granite (hornblende- granitite) has been already 

mentioned in connection with the contact metamorphism in the Paleozoic regions, 

where ordinary diabase is also extensive. 

Various facies of granitoid diabase are observed near Shiranushi, and on the 

west coast of the boundary region of the 5oth. Parallel. There are granular, aphanitic, 

as well as porphyritic varieties of the same rock. Olivine is sometimes observed in 

this eruptive. Columnar joint, with the axis perpendicular to the face of contact 

with the underlying sedimentary rock, are observed in the similar diabase of Pilevo, 

where the rock appears like an intrusive sheet. The same, forming a small rock in 

the sea of Ambets, is again irregularly cracked with plane faces of fracture, 

beautifully covered with minute scales of dark-brown mica. The contact of the 

rock with a dark shale on the south of Pilevo seems to have exerted no influence 

in the petrographical characters of either one of the rocks. 

But the occurrence of gabbro is very limited. 

Ordinary diorite with its porphyritic modifications are met with on the soth. 

Parallel, though never found in great extent. 2 

Volcanic Rocks are abundant in Sakhalin, but not of such great importance 

as those in Hokkaido. No active craters are known to exist. There are only two 

or more conical mounts* on the otherwise quite low mountains of Ushoro, whose 

* The well-known, very conspicuous cone of Kitoushi-nupuri (or Kitoushi-pal) on the west 
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geology was only guessed at by the nature of pebbles in a river descending from 

them, and the actual presence of andesite exposures at Ushoro and its environs. 

The volcanic rocks of Sakhalin are mostly pyroxene-andesite, sometimes 

making a transition into basalt. The andesite often shows columnar and other 

joints. Some specimens present an old aspect, as at Wäre. Basalt occurs.at Otek- 

koro, Notasam, the island Kaibatö, and other places. Liparite, which occupies in 

Hokkaido a very extensive area, especially round the mountain-mass of Optateshke, 

is here almost restricted to the region of Shiraraka, where a reddish-gray compact 

specimen with a fluidal structure is met with. A white silicihed, decomposed 

liparite occurs at Ruionaibo near the same place. 

The diabasic rock, which turned the coal of the Serutonai coal-held into natural 

coke, resembles that found in the Chiku-Ho coal-field in Kyushu under the same 

condition. 

Pretty pebbles of white chalcedony, found near Nayoro and other places in the 

main land, and at many localities in Kaibatd, attract the eyes of every tourist, and 

are derived from the cavities in lavas and agglomerates of usually andesitic nature. 

The vast deposit of pumice, so widely distributed in Hokkaido and also on 

Kunashiri and other islands belonging to it, has never yet been observed in 

Sakhalin. 

As regards the distribution of volcanic rocks, we may only state that their 

principal districts are in the Western Range, not only on its west coast, but also at 

several places between Nayoro and Manue on the east. On the river Poronai, hills 

of andesite and agglomerate are found not far below Sakai (formerly probably 

known by the name “ Poronai ” after the river itself), that is the place where the 

2nd. Astronomical Point of the soth. Parallel is found on this river. On the 

coast of the Okhotsk sea, similar rocks were observed about 16 km. to the south of 

Narumi. 

The form of the andesite mountain, along the sea-coast of the region of Poronaipo 

on Patience bay, shows its formation as a dyke. 

II. Geological Consideration of Topographical Features of 

Different Subdivisions of Sakhalin. 

Now we proceed to the characteristics of different parts of Sakhalin, commenc- 

ing with the Median Depression of fundamental importance. On its northern part 

coast to the north of Pilevo, is of sandstone according to Schmidt. The Tusso mountain on 

the coast of Patience bay is of volcanic rocks, and looks conical only in one direction. 
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I observed the whole length of the Japanese portion of the Poronai river from a 

boat. On the south, both the Susuya and Takoi rivers were only visited within a 

small limit. 

The Median Depression. 

Before 1906, we had no reliable map of the river Poronai accessible, and the 

place-names on it were often very carelessly copied from one map into another. It 

is felt that a certain knowledge of at least three different languages, Ainu, Orokko, 

and Gilyak is there necessary, all of which occur inthe names. Such a complexity 

of nomenclature is found in no other place in Sakhalin. This great river has large 

branches only on the western side. On the eastern side, Muigö and Bolmöksha 

are worth mentioning. Many tributaries show narrow mouths, compared with their 

width a little above them. The main river is about 230 meters wide at the mouth 

and about 45 on the zoth. Parallel. The river is navigable up to Poroto, with a small 

steamer of about 4% ft. draught. The main course shows a great meandering, 

which produced several crescent-shaped lakes, by drift-wood choking up one of the 

canals, into which the river is often split up. The hugest heap of this wood is found 

about 8 km. direct distance from the 2nd. Astronomical Point. It was a good piece 

of labour to remove a part of the accumulation, measuring about 500 meters in 

length, by blasting the wood with picric powder. The river-bed seldom shows in 

the Japanese part pebbles larger than 20 cm. in diameter. Both sides of the river 

are flat plains, with the exception of only a few places above Bolmöksha, where 

the spurs of hills reach the river and end abruptly in high cliffs of volcanic rocks, 

sometimes more than 50 meters in height. Where the flood-water has eroded away 

a margin of the tundras, the formation of peat is best studied. A gray clay usually 

forms the basement of the peat, which attains the thickness of more than 6 

meters. Otherwise the main river shows nothing of geological interest. 

However, the pure forests of poplar-trees (Populus suaveolens), and of larches 

(Larix dahurica), the forests of Picea ajanensis mixed with Abies sachalinensis, 

and those of birches (Betula alba and Ermanni) attract the attention of all 

observers, especially in Autumn, when the leaves assume the beautiful colours 

peculiar to themselves. The luxuriant growth of such and other trees is by no 

means welcome to surveyors, concealing nearly everything at a short distance. 

In good weather one can enjoy the distant sceneries of the gigantic mountain 

Ninkutnupuri or Ambarmait (about 1200 meters high, according to KAWASAKI 

who ascended it), together with elevations connected with it. The lower 
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elevations on the other side of the river, that is to say, along the eastern sea-coast, 

can be seen only on the lower course of the river. 

The so-called Tundra* of the plain of Poronai is a flat land, occupying its 

greater part and covered with lichens (Cladonia, Stereocaulon, etc.) and mosses 

(Sphagnum, Polytrichtum, etc.), besides shrubs suchas Ledum palustre, Vaccinium 

hirtum, Betula nana, and so forth, also a remarkably crippled form of Zarir 

dahurica. The tundra is more or less wet with the brown water of bogs, on which 

the pedestrian sinks into a depth of at least one third ofa meter. Close to the side of 

flowing water, however, drainage is complete, and no character of tundra is there 

observable, and we find forests of coniferous as well as broad-leaf trees. The ground 

was frozen in the very height of summer below the depth of more than one meter, at 

a tundra just on the west side of Sakai, and also on the eastern bank of the Poronai, 

about 8 km. (direct distance) below Sakai. In the midst of the tundras, there are 

often found heaths where the ground is more dry. Among the low mountains and 

in valleys, also on the sides of the tundras, there are extensive heaths. 

The large lagoon-lake of Taraika on the north coast of Patience bay has a 

long spit, across which a little boat may be dragged by those, who want to pass from 

the bay by the shortest distance into the lake, and then over the narrow land on 

the west side up to the Tarankotan river. 

The southern part of the Median Depression, occupied by the plains with the 

rivers Susuya and Takoi, shows the character of vegetation different from that on the 

Poronai, there being observed no tundra, though heaths are found at Mitslyofka 

and other places. The whole region is a plain, with low terrace-lands lining 

some of the hills, but without high cliffs of rock, extending right down to the 

river side. Cultivation is going on in the former Russian settlements, which 

makes a great contrast with the wet and sterile character of the main part of the 

Poronai plain. The principal lands selected to introduce immigrants from Japan 

are mostly found on the lower course of the rivers, Susuya, Rutaka, and Naibuchi ; 

and on the low plateau to the west of the Tunnaicha lake. 

No marked feature revealing any fault character of the Median Depression has 

been yet recognized. The presence of volcanic rocks just on the bank of the 

Poronai river is however remarkable. 

The two bays, Patience and Aniwa, may here be treated in connection with 

the Median Depression on land. These are the only two large bays in Sakhalin, 

* We possess no particular Japanese word for such a sort of land. The Russians call it 

* Tundra,” which word was introduced to us, after our making acquaintance with it after 

the war. This word is naturally often corrupted by the Japanese into Tsun-do-ra! 



I4 利 保 一 邦 領 カ ラフ ト 地 質 大 要 

with their terminations formed by the Capes Patience, Notoro, and Shiretoko. 

There are no other well marked promontories in Sakhalin. The existence of the 

three capes and the narrow form of land, measuring only about 30 km. from Manue 

to Kushunnai on about 48°, are very important when taken in connection with the 

oceanic currents, meteorological conditions, and the distribution of marine plants 

and animals. 

Patience bay is very shallow (K. WADA, p. 12-13). When a line is drawn 

between Cape Patience and Cape Toni, the breadth of the sea enclosed on the 

west side of it is 100 sea-miles in maximum, but the depth rarely exceeds 50 

fathoms. Patience bay is particularly shallow, showing a flat sandy bottom. 

On the other side of the line, the real sea-bottom is found at about 15 sea miles 

to the east of Toni, showing there a depth of 125-160 fathoms. 

| Aniwa bay is also shallow (K. WADA, p. 13), the depth being generally about 

25 fathoms on the inside of the line from Cape Notoro to Cape Shiretoko. Sound- 

ings of 50 fathoms or more were rarely made there. 

The Western Range. 

The general topographical features of this part of Sakhalin, whose watershed 

lies a little to the west of the real median line, shows a marked contrast with the 

east side of the Median Depression. 

Here we find a great development of the Tertiaries and the Cretaceous, with a 

less extensive one of Volcanic and other Eruptive Rocks. The Cretaceous forms 

high mountains, among which the Ninkutnupuri shows lofty peaks with snow 

remaining in summer in some parts of narrow valleys. 

On the east, however, we find particularly rugged sceneries of Palaeozoic 

rocks with subordinate Crystalline Schists, besides the Tertiaries, the Mesozoic, and 

Eruptive rocks, which are all more limited in area. The Volcanic Rocks are, 

however, not wanting in the east. 

Now look at the west coast of the Western Range (K. WADA, p. 2-5 and 13), 

which consists essentially of the Tertiaries, in which diabase, andesite and other 

eruptives appear in various forms. Turning round Cape Notoro from Aniwa bay, 

we pass over to the coast of the Japan sea, measuring more than 500 km. up to 

Ambets on the boundary. Our Chart published by the Hydrographic Office puts 

the cape at 45° 54 N. L. The general straightness of the coast-line is remarkable 

in Sakhalin, especially to the north of Cape Patience. 

Along the west coast, a depth of loo fathoms is often observed even at a 

distance of ro miles from the beach line ; that of ro fathoms is found at about one 
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mile. At a place 50 miles to the west of Mauka, Mr. NAKAMURA, one of the 

assistants of Mr. K. WaDa, found a line 190 fathoms long not reaching the bottom. 

From Kushunnai to Raichishka, a sounding of 20 fathoms is made beyond 5 miles off 

the coast. At Ushoro, water is deeper, showing 50 fathoms at the same distance, a 

gradual shallowing being however observed towards the north, as we proceed on 

into the Mamiya strait (Strait of Tartary), which is only about 5 miles wide and 

allows a free passage on sledges across the frozen sea in winter. 

Between blunt capes, mostly consisting of andesites and other eruptive rocks, 

there are slight concavities of coast line which are only used in summer seasons, 

when the sea is calm with easterly winds prevailing. From the later autumn to 

the next spring, rough westery winds sweeping over the Asiatic coast, leave no 

shelter to ships on that coast. From Cape Notoro to Tokombo (about go km.) there 

is no plain on the bottom of coast-hills, and there swift currents and numerous 

series of reefs hinder the progress ef the fisheries. From Tokombo to Cape 

Chiikai (about 120 km.) the generally terrace-shaped character of the coast land 

is conspicuous. The only exception is the sandy plain with dunes, found at Notoro 

(not to be confounded with Cape Notoro on the south), which is said to be 

slowly decreasing, on its whole length of about 20 km. On the terrace coast, there 

are level grounds, from about 10 meters to more than 100 in width, extending along 

the beach. There are again more or less level lands on the back, 6 to 50 meters 

in height ; and equally flat shelves in front, covered by water of 2 or 3 ft. in depth. 

These submarine shelves of rock, which are found not only on this part of the sea- 

coast but also at many other places of Sakhalin, where the Tertiary rocks are pre- 

vailing on the coast, is particularly well developed on a stretch of about 72 km. from 

Tokombo to Tokotan. Their width varies from about 30 to 300 meters. The 

depth of water over them is 3 to 5 ft. at their margin, where it is deepest, and 

“beyond which we find a sounding of 3 to 5 fathoms. From Tokotan to Kushunnai, 

shelves are found here and there ; on the north of Ushoro, they lie deeper in the 

water, which is one fathom in depth close to the beach line. 

The terrace coast shows the continuation of valleys cutting the shelves in the 

form of broad clefts, which admit at Mauka entrance to small steamers of about 200 

to 300 tons. The most important roads for ships there are Tokombo, Oko, Ohoto- 

mari, Mauka (the most important and now well populated town on the west coast), 

Rakumaka, Notasam, and others. 

From Chiikai to Kushunnai (about 55 km.) topography of the coast-line is 

very different from that of the above mentioned region. The hill coming more 

close to the sea-coast, often shows precipices of about 30 meters in height, 
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descending directly into the sea water. There the principal roads are Otekkoro, 

Tomarioro, Oronbentomari, Epekeenrun, Shiraroro, and others, of which Tomarioro 

is of some importance. 

The region of Kushunnai shows broad and flat sandy shores. 

Between Paikoshakushi and Ebishi (about 20 km.), hilly lands come close to 

the sea water. 

To the north of Raichishka, where a large lagoon of the same name is found, 

we observed a mountain of andesite, on which stand the conical mounts of Ichara, 

Kotanturu, and so forth. There Cape Ushoro shows steep cliffs of rock with big 

boulders underneath, which is a feature not commonly observed on the west coast. 

On the stretch of 160 km. from Ushoro to Ambets on the soth. Parallel, the 

coast-line shows very few slight concavities. They are Horokeshi, Omuto, Itonai, 

and Nayashi. These places show shallow waters, and with the exception of 

Nayashi, are lined with steep cliffs with narrow grounds below. 

Now the west coast of Aniwa bay (K. WADA, p. 6). There are Tertiary 

rocks, besides Volcanic Rocks and the Cretaceous of a limited extent. There are 

numerous high rock-cliffs, chiefly of andesite, descending directly into the sea water. 

A bay on the south of Cape Chishiya forms the only road for smaller ships on the 

whole extent of the coast, which measures 120 km. from Notoro to the opening of 

the Rütaka river. 

We now pass over toward the north of Korsakoff, and make observations from 

Dubki, along the east coast of Sakhalin, up to Nayoro, (K. WAKA, p. 9). 

From Dubki to Shiraraka, there is a sandy coast with many lagoon-lakes, 

showing a very broad plain on the mouth of the Naibuchi river. There are many 

huge dunes on this plain, where travellers wonder at the abundance of dwarf 

pines (Punts pumila), which are to be seldom observed on the other coasts of 

Sakhalin. All the lagoon-lakes are nothing but the bends of rivers, which are, on 

both east and west coasts of the Western Range, usually directed towards the 

north. The sea-bottom shows a gentle slope, the reefs are not there abundant, 

and only at Ware we find a poor shelter for boats. 

To the north of Shiraraka, especially in the region between Ware and Makun- 

kotan, the mountains form steep precipices directly descending into the deep sea, 

where numerous reefs are also observed. The well-known Tusso mountain belongs 

to this part of the sea-coast. There are also terrace lands. Between Shiraraka. 

and Poronaipo, the sea-bottom is irregular and carries many reefs on it. Between 

Wäre and Poronaipo there are submarine shelves. 

To the north of Makunkotan, the coast-line allows free passage to observers, 
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just as on the south of Shiraraka, the beach-sand being broad especially on the 

river-mouths ; from Poronaipo to Nayoro, the sea bottom is flat and sandy. The 

rugged mountain-range along the sea-coast of the region of Poronaipo, stands in front 

of low mountains of Tertiary rocks. This range is of such an andesite, as that 

occupying a large area in the region of Makunkotan, and found also at many other 

places on the coast-line from Dubki to Nayoro, where the exposures are mostly 

Tertiary sediments. Liparite is founded only near Shiraraka. 

The east coast of Sakhalin has in general fewer rough places for observers 

proceeding on foot than the west coast, although the region near Cape Shiretoko is 

naturally an exception. 

The East Side of the Median Depression. 

Beginning our observation at the region of Korsakoff (original Ainu name, 

“ Kushunkotan’’) on Aniwa bay (K. WADA, p. 6), we find first of all a terrace 

coast, extending about so km. from Tretiya Padji down to Chipesani, with charac- 

teristic submarine shelves. The rocks exposed are mostly Tertiary, though at and 

near Chipesani, there are Palzozoic strata. Here lies the badly sheltered anchorage 

of Korsakoff, the present seat of local government. To the south-east of Chipesani, 

there is a low sandy coast with the interesting Busse lake, with oyster banks and 

other marine products, and said to possess an opening with water 12 ft. in depth, 

though this has not yet been confirmed by our observers. 

Further to the south, we have the steep rocky coast of the region of Palzeozoic 

rocks, with granite at Cape Shiretoko and its immediate vicinity, where the cliffs are 

very picturesque and attain about 100 meters in height. Here the principal barrier 

to communication is the roughness of ground, while on the north the opening of the 

Rütaka river prevents an easy passage from the sea into land. 

Leaving Shiretoko and passing over to the external sea (K. WADA, p. 7), the 

stretch of land from Shiretoko to Cape TGni (about So km. long) shows several dreary 

sceneries of high and steep cliffs of Paleozoic rocks, either descending directly into 

the deep sea-water or with a narrow land below. There are many reefs in the sea- 

water. Less rugged is the northern part of this region, which consists of Mesozoic 

rocks without fossils so far discovered. 

Airop bay on the west side of Toni shows a narrow plain in front and 

a hill behind, and there is the best road for ships running along.the east coast, 

especially in the principal fishing season, when the northeast- wind seldom sweeps 

over the sea. 

The immediate vicinity of Tunnaicha is a broad sandy beach. 
; 



18 it RMB I Tr HERE 

From Tunnaicha to Ochopokka, we find a terrace coast with cliffs of Tertiary 

rocks, above sandy beaches with submarine shelves. 

On the south of Tunnaicha, there is the large lake ofthe same name ; the hills 

on its south coast separating it from the northern basin of the Chipesani 

lake, which again communicates with a narrow opening to the southern or smaller 

one. Although the latter basin is separated from the sea by a sandy ground of 

slight elevation, the larger one as well as the Tunnaicha lake, and its western 

neighbour the Omuto, can not be simply regarded as lagoons on sandy shores. 

The opening of the last lake into the sea lies between Tertiary terrace-lands, while 

the shores of the Tunnaicha lake are hills, and not the simple eminences of Quater- 

nary deposits. The sand of the sea-side on the east of Tunnaicha covers the 

-Tertiary rocks of the hills. 

From Ochopokka to Sakaihama, we observe the steeper side of the apparently 

asymmetric meridional range of the western part of the Susuya Mountains. Except 

on the southern region, which consists of Tertiary rocks, we find there rough sceneries 

mostly of crystalline schists, but partly of ordinary sediments of the Paleozoic. 

There are perpendicular rock-cliffs with huge boulders below, and reefs and rocks 

in the sea water. 

Now we go over the sea directly to the north coast of Patience bay, and 

observe the Northeastern Mountain-land. From Nayoro to Nokoro, there is 

geologically speaking not much to be observed, for the whole coast is a sandy 

plain of the river-mouth of the Poronai. From Nokoro to Cape Patience, there are 

terrace-cliffs of Tertiary rocks, in which andesite occupies a small area near 

Yangenai. The so-called “ Funakoshi” (that is an overland passage for a small 

boat!) lies on the lake Solenuiya. Here the natives, who wish to pass over from 

Patience bay to the outer sea, drag their boat over a land of only about 150 meters 

in width lying between the lake and the bay, and then row out to the sea, in 

order to save the time and labour of turning round Cape Patience, projecting out 

like the end of the elephant's proboscis. On the north coast of Patience Bay, we 

usually observe the westward bend of rivers at their opening into the sea. 

The small island Kaihyoto, or “the island of sea-dogs,” as it is not very 

properly named, is a breeding place of the other sea-mammals. It is nothing but a 

little land detached from the peninsula on its north, just like a series of smaller 

rocks, making hindrances to navigation round the cape by a short course. The 

island is a very flat piece of land of about ı5 meters in average height with sandy 

plains all round, and consists of Tertiary rocks, granite (?) being there found only 

as huge boulders. The whole length of the island is only about 700 meters. 
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The eastern sea-coast forms a gentle curve from Cape Patience up to beyond 

Narumi, everywhere with sandy beaches. On this part the sea is covered with mist 

very frequently in spring and summer ; and often at the end of August, even under 

a perfectly clear sky, the horizon is still found misty. 

That part was geologically observed by KAWASAKI and his party, as well as 

by myself. Commander Y. WaDa observed the presence of shale (?), making cliffs 

between Flat Bay and Cape Bellingshausen. KAWASAKIS observation extends 

from Cape Patience to a little before the Taodö lake, which he did not observe. My 

route along the sea was between the mouth of the Akhmametieff river and the 

andesite cliff, lying about 16 km. to the south of Narumi, and also at a place on 

the north side of Cape Povorotoni, which I touched last year. 

KAWASAKI has coloured as Cretaceous, in his geological map, the whole 

coast from the west side of Funakoshi just to Narumi, and SCHMIDT has mentioned 

the occurrence of the Cretaceous at Cape Bellingshausen and near Cape Rymnik. 

However that part of the region which I observed consists essentially of Tertiary, 

Paleozoic, and Mesozoic rocks, with andesite and agglomerate both of a limited 

extent. 

he peninsular part ending at Cape Patience is described as a low hilly land, 

gradually rising up to the region of the Flat Hill and Bratkofsk. Flat Bay 

has a number of lakes on the back ground, which is extremely low. Beyond the 

bay, there extend low coast-hills and terraces, forming the margin of high 

mountains of the interior, which consist, near the zoth. Parallel, entirely of Palzeozoic 

rocks. In the Palzeozoic region, there are many peaks to be observed from a steamer 

running off the coast. The Tiara, which name is found in nearly all maps of 

Sakhalin, close to the 50°, can not be easily distinguished from the other equally 

high points round it, by looking at the Chart of Sakhalin or the original work of 

Krusenstern, who first named it. 

The coast-cliffs between Cape Patience and Narumi seldom fall directly 

into a deep sea-water. That part of the coast still remaining unobserved can 

probably be easily examined by geologists going on foot along the sea-beach, and 

no river of great depth will be met with on his route. For this part we must now 

be contented mostly with our observations from the steamer Daireimaru, which 

ran last year very close to the coast line. 

The swell of the sea is constantly present on the coast to the north of Cape 

Patience, and consequently the sandy beaches fall into the rumbling sea-water by 

low but abruft slopes. Besides, almost all the rivers are said to have a very 

shallow opening to let fishers’ boats in at the time of storms. Thus the rivers 
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are generally still full of fishes. Bear-tracks abound along them, where they catch 

fish for food, and look at unexpected human visitors with curious eyes, without 

running away at the first sight. 

We now turn our eyes into the interior of the mountain-lands on both sides of 

the Median Depression. Mountains are almost everywhere covered with dense 

forests, and valleys and plains are grown with tall grasses. Not only this, but the 

abundance of fallen trees is found after heavy storms and forest fires, the latter of 

which are peculiarly frequent and long-lasting in Sakhalin. Trees have usually short 

roots and easily fall down by the pressure of wind, and this makes great obstacles to 

explorers pushing deep into the mountains. There are however frequently found 

good tracks of bears, which may easily be mistaken for those of natives. The 

growth of bamboos and several tendril plants, which embarass observers in Hok- 

kaidö, is less luxuriant in Sakhalin. What makes a great impression to travellers 

even from Hokkaido, which in several respects closely resemble Sakhalin, is the 

great extent of forests of straightly growing larches, and a generally less variegated 

appearence of vegetation, when compared with that of Hokkaidd. There are 

many plant-forms, which we do not see in Hokkaid6, among which the medicinal 

plant of the family Compositae, known by Russians as “ Remashka” and every 

where found in Russian settlements, may be counted. 

The clouds of mosquitoes and at least four other obnoxious insects cause much 

suffering to poor explorers. The land is by no means actually free from poisonous 

snakes. I met with four or five of them in a single day, when I was going up the 

Akhmametieff river on August 18th. 

June, July, and August are the driest months in Sakhalin. The great heat of 

summer is felt only during a few hours, and in night and morning it becomes so cool 

that mosquitoes retreat from their daily work of persecution. But on the bank of 

the lower course of the Poronai and similar rivers, we find an unfortunate exception 

to this rule. Snow falls first toward the end of September in the mountains, and 

much later on the sea-coast and low regions. Snow disappears from the ground at 

the end of April in warmer places. 

My own observations across the mountainous lands are limited to the region of 

the boundary line of the 50th. Parallel, and only a few other places as along the 

Japanese part of the Poronai river, from Korsakoff to Tunnaicha and Ochopokka, 

along some rivers on the western flank of the Crystalline Schist region of the Susuya 

mountains, and on a part of the path leading from Vladimirofka toward Mauka on 

the west coast. But about the typical geological profiles of different regions we have 
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at present not much to discuss. The thick vegetation, hiding all the inner structures 

of land, is one never seen in South Manchuria, where natural geological profiles are 

exposed in many places to travellers, who vainly seek for the shade of trees. In 

Sakhalin, the principal fault-lines and axes of folding are not yet known. Clefts 

in submarine shelves, found at Rakumaka, Mauka, Ohotomari, Asannai, Oko, 

and Moiretomari, have already been spoken about. They are, according to 

KATAYAMA, probably ditch-like depressions along prevailing fault lines of local 

importance, parallel to which rivers run. 

Generally speaking, the mountains of Sakhalin are characterized by gently 

sloping, open valleys, without many high precipices on the side of rivers. Water- 

falls are seldom met with, though rapids and gorges are found. Exceptions to this 

are found in the region of older rocks, especially in the Northeastern Mountain- 

land. One indeed wonders, when he first looks at the almost dried-up beds of 

many rivers, running across the highway leading from Korsakoff to Dubki, and 

then proceeds only a few kilometers up those rivers to find a wild flow of abundant 

cold water even in summer. The rugged sceneries on the eastern part of the 

50th. Parallel is a more remarkable one. Naked peaks of rock, horns of 

quartzite, stone-deserts on mountain-slopes, torrents descending almost vertical cliffs 

more than 100 meters high, many gorges and rapids :- all these surprise observers 

coming new from the flat plateau-lands round Korsakoff. In the region of younger 

rocks, however, we must generally go to coast-cliffs to find good exposures. 

Usually no topographical boundaries between different formations can be 

drawn. For instance, the mountains of Paleozoic contact-rocks on the zoth. 

Parallel are very low and flat. It gradually rises up to the region of crystalline 

schists on its side, while further on we find ordinary Paleozoic sediments, to which 

they make topographically a gradual transition. Only on the main watershed of the 

Northeastern Mountain-land, the above-mentioned wild sceneries begin to appear. 

The Mesozoic region on the zoth. Parallel, to the west of the Poronai river, also 

shows high cliffs on rivers. There are certain high mountains as Aimiyama, on 

both sides of which usually quite different conditions of atmosphere are observed. 

The height of the mountains in Sakhalin are only roughly estimated in former 

publications. Where actual surveys were made in recent times quite a different 

result was presented in the numbers. On the east of the Median Depression, the 

height of g00 meters near Okimiyama will be taken as one of the highest elevations. 

On the west we have about 1100 meters on the Aimiyama, about 1200 meters 

estimated by KAWASAKI for the Ninkutnupuri, which he ascended, and about 1000 

meters estimated for Mount Spanberg etc. 
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No peaks in Sakhalin seem to attain the snow line. The snow, which we 

found remaining in summer in valleys of the Palaeozoic mountains on the soth. 

Parallel all melted away in the same year. 

Alpine plants are found not only on ridges of high mountains, but occur also 

on tundras and even on sea-coasts. In Sakhalin, where plants of different zones 

occur together along hill-slopes and beaches, it must have been a great task for 

Schmidt to subdivide the zones of vegetation. 

The Island of Kaibat5. 

This island lies alone in the sea to the west of Moiretomari on the west coast 

of Sakhalin. From this place, the Ainu pass on their small boats to the island, on 

calm days in the proper season, to hunt sea-mammals. I myself observed only 

the eastern side of the island. The Kaibato consists of andesites, agglomerates, 

and the Tertiary rocks, tuffs, shales, and sandstones. The eruptives are found as 

sheets and dykes. The coast line is everywhere rugged with reefs, and high cliffs 

often with waterfalls. The mountains however show gentle slopes, which are 

mostly grown with grasses. The sea abounds in isolated rocks, on which sea-lions 

are sometimes found in crowds. Hence the name Kaibatö, Todojima, and Todo- 

moshiri, all meaning the “island of sea-lions.” No crater-shaped topography is 

observed in new maps of the island, prepared after actual surveys. 

IV. On the Annexed Geological Map. 

The annexed geological map, on which my own routes are entered, is for the 

greater part a miniature copy of KAWASAKTS geological map, compiled in 1907. 

Among the changes, which I made in the geology, the most important are those on 

the region of the soth. Parallel, and on that of the lakes, Tunnaicha, Chipesani, 

Wawaito, and Busse. 

Only a little part of the latter region was observed by KATAYAMA, whose 

observations were used by KAWASAKI in making the whole region Quaternary. The 

northern coast facing the Okhotsk sea, and the southern facing Aniwa bay 

were observed, besides the locality of coal on the west side of the northen basin of 

the twin lake of Chipesani. But he did not see the shores of the Tunnaicha lake, 

as we judge from his descriptions, nor the interior of the mountains on the sides of 

these four lakes. 

I found the whole northwest shore of the Tunnaicha lake to consist of Tertiary 

rocks. The land is found very low, between the southern shore of this lake and 

the northern shore of the northern basin of Chipesani, which one crosses 
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by a narrow track on his way from Tunnaicha to Chipesani after passing over 

the former lake by boat. But the hill-slopes on the shores of the Tunnaicha lake 

are generally too high to be regarded as of Quaternary formation, although they 

are covered with dense forests and no rock exposures were actually observed on 

my way across the lake. On the north shore of the northern basin of Chipesani, 

we find exposures of Tertiary and Palzozoic rocks. 

A study of microscepic slides after the publication of KAWASAKI’S map has 

necessitated some changes in colouration of the areas of Eruptive Rocks. 

No fossil localities are distinguished by signs in the map. The cretaceous 

localities have been already all mentioned in the text. Those in the Tertiaries will 

be seen in the following table, the place-names occurring in which are mostly to 

be found on the map, and all the localities observed by myself as well as those 

by Messrs. SHIMOTOMAI and MURATA are given. Of the other localities there 

may be some omissions which are due to mistakes in my notes. 

Table of Principal Localities of Tertiary Fossils (mostly Mollusks) in Sakhalin. 

(1.) On the west coast of the Western Range :—Ambets, Serutonai, Nayashi 

near Serutonai, Morochi, Horokeshi, Rikuntomari, Ushtomanai, Porotomari, Wen- 

ruesan, Komoshirara, Kushunnai, Nayoro, Shiraroro, Tomanai, Tomarioro, Otek- 

koro, Ussu, Chiikai, Tobuts, Mauka, Tea, Pirochi, Tokombo, Nayashi on the 

southwestern part of the island, Erumnai, Peshtomanai, etc. 

(2.) On the east coast of the Western Range :—Tomarionnai, Dorogawa, 

Peshuturu, and Uriu on Aniwa bay ; Itatakushnai to the south of Otasan, Shiraraka, 

Tomichishi, Poronaipo, near Repungenai, Shiruturu, near Chakamaushnai, the 

Nayoro river, etc. 

(3-) In the interior of the Western Range :—Shimizu, near Takinosawa, near 

Nadejdinskoe, &c.on the Naibuchi river, the lower course of the Khandasa river, etc. 

(4.) On the east coast of the Northeastern Mountain-land :—Narumi and 

many places on the stretch of about 12 km. to its south. 

(5.) In the interior of the Northeastern Mountain-land :—The lower course 

of the Akhmametieff river. 

(6.) On the east coast of the Susuya Mountains :—between Ochopokka and 

Tunnaicha, and near Omuto. 

(7.) On the west coast of the Susuya Mountains :—Merei and many places 

on the sea-coast from Merei to Soloviyofka and on the road from the latter up to 

Golyi Mys. ’ 
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V. Occurrence of Minerals. 

The Mineral Industry in the island of Sakhalin is still in its infancy. Before 

the Russo-Japanese War, 1904-05, the only mines in work were the four coal-mines 

near Alexandrofsk, said to have then given only about fifty thousand tons altogether 

ayear. The oil-fields at the Nabil lagoon and other places, mentioned in almost all 

geographical notes connected with the island, remain still unopened. The Seru- 

tonai coal-field was only worked for a time and then abandoned. There are no 

mines at all now in progress in the Japanese part. 

After the reannexation of Sakhalin by Japan, the island was visited by our 

geologists, including myself, who belong or belonged to the Local Government. 

Many coal-seams as well as some localities of gold-placers were discoverd, (see 

KAWASAKTS report). It is a wonder that the Russians in this “ Prison Island ” 

did not care about the easily workable minerals, such as coal and placer-gold. 

The island is very long but not broad ; and it is therefore not difficult to traverse 

the island from one coast to another, or from the valley of large rivers towards 

the sea. More discoveries of useful minerals will be made in the nearest future, and 

will tend to the speedy opening of the land’s interior by the wonderfully attractive 

power of gold and other substances. 

Coals. In the Tertiaries, we find coal-seams sometimes attaining the thickness 

of more than 3 meters. They are mostly found on the Naibuchi river, on the upper 

course of the Uriu river, at several places between Tokombo and Shiranushi, in the 

region of Serutonai, in the Tertiary regions on the west side of the Poronai river, 

and on the main and branch courses of the Pilevo river, both in the tract of the 

5oth. Parallel ; and other places. In all these localities, there is a black-coloured 

coal, while near Ochopokka, at Menabets, and on the west shore of the northern 

basin of the Chipesani lake, there is observed only a bad coal of a dark-brown colour. 

Some of the coal-seams are nearly vertical. The age of the coals in the island 

of Sakhalin is all Tertiary. The fossil leaves, as those we find at Poronai, Iku- 

shumbets, Yubari, and other coal-fields in Hokkaidö, are only met with in the 

fields of Naibuchi, Serutonai, and Khandasa. The resemblance with the coal of 

Ikushumbets is observed in the samples from the Naibuchi river, the Khandasa 

river, and several other places as Erumani near Söni on the west coast. 

KAWASAKI classified the coal of the island of Sakhalin into two categories: 

namely, one is more brilliant and more brittle and with more abundant volatile 

matter than the other. 



JIMBO : GEOLOGY OF JAPANESE SAKHALIN. 25 

The formation of natural coke on the contact of the Serutonai coal with a 

diabasic rock has been already mentioned. - 

The good coals in sea-beach pebbles and sands on the west coast of Patience 

bay indicate in parts the real presence of coal there in the land, but are in eats 

nothing more than pieces fallen from coasting steamers. 

Gold-Piacers. The petrographical characters as well as the irregularly fissured 

appearance of the Palzozoic rocks remind us of the features observed in the principal 

gold-placers in Hokkaido. Thus I brought round an experienced gold digger during 

my traverses in the region of the soth. Parallel, and ascertained the existence of 

placers there. In the same manner KATAYAMA found placers at several places near 

Cape Shiretoko, also on the northwest of the Tunnaicha lake and in other districts. 

Sea-beach placers were observed on the east and west coast of the boundary 

region, and also on the west coast of Aniwa bay. 

But none of the quartz-veinlets in the regions of Palzozoic rocks and Crystalline 

Schists, analyzed in the Civil Administration, gave a good trace of gold. 

Limestone. The gray limestone in the Palzozoic occurs at some places. 

Among them that on the southeast coast of Aniwa bay is situated at a place, from 

where it can be easily brought out by steamers. In the same region a saccharoidal 

limestone of a white colour is found. 

Crystallized Minerals of scientific interest are not wanting in Sakhalin. Thus 

on the west coast, we have in the cavities of the granitoid diabase at Shiranushi, as 

well as at Ambets and vicinity, analcime, natrolite, and prehnite ; and in the 

andesite near Ushtomanai on the same coast, hexagonal columns of white aragonite 

trillings. There are some crystals of white calcite in -2R found near Wäre, pretty 

pseudomorphs of chalcedony after fluorite in the compact pyrite-veins through the 

diabasic andesite of Soni near Shiranushi, a white massive quartz with moulds of 

prismatic barite crystals (whose angles were measured by making casts) among the 

pebbles found by Count KGzur OTANr near Nayoro on Patience bay, and a 

pseudomorph of a dirty brownish-gray calcite after a double-ended pyramidal crystal. 

The last pseudomorph is often more than 10 cm. in length, and resembles thinolite 

in form, and shows rough striae parallel to the middle edges of the simple pyramid, 

in which the pseudomorph appears. It is found in the Tertiary shale and its 

marly nodules on the east and west coast near the soth. Parallel, in the Tertiary shale 

on the Naibuchi river with Cytherea sp., also in the Tertiary sandstone with fossil 

shells on the lower course of the Akhmametieff river, etc. KAWASAKI brought a 

single incomplete specimen in the Tertiary marl from Ussu on the west coast. 

Tokyo, December, 1907. 
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カラ ント 島 は 長き 凡そ を 九 百 「 キ ロ ョ メー トル |、 幅 の 最大 を る 席 

骨 そ 百 到 十 「 キ ロメ ヌー ャ トル ] あ うり 。 RZRBETRELULTZSSHE 

三 十 九 年 及び 四 十 年 に 於 て 麗 窪 せる 上 鹿 と 、 地 質 時 の 理 學 士 川崎 氏 、 

片山 氏 、 及 び 局 了 生 下 斗 米 、 村 田 雨 氏 の 記事 に 基き 8、 本 文 の イギリス 

文 の 字句 の 修正 は バ デ ェ ラー 氏 の 好意 に 因 れ り 5。 

四 二 年 三 月 カラ ラッ ト 民 政 署 は 川崎 氏 の 「 ヵ カラ ラン ト 鐘 産 調査 概 

報 」( 吾 四 寸 頁 ) を 出版 し て 同氏 の 邦 領 北部 片山 氏 の 同 南 部 、 余 が 

Bl ih A AE ICH SMe AW 56 

ZPBPÜZESMFUELLT, C-)\rZ e.ER GT =O WM, 

(2) FAN) = (BRIO MR. (SZ) 9 Ir BO B,C) 
He +E SH Ca) Ee se AM AHL CA) yyw db Fee RBS 

海岸 な 5o 其他 の 地方 に て 余 が 観察 の 及ば ぎる 所 に は 、 他 の 諸氏 

D HZ %& FFA do 

AOMAPARLH EL CAIZ7 + MORBBAS—-BRS. BRA 

定員 の 大 島 健 一 氏 等 の 和 神々 の 好意 を 表せ られ だ た だ る を 深謝 す 。 RR 

委 が カラ ント 巡 見 の 機 を 得る に 先 ち て 、 ロ シア の 玉 士 貸 院 シュ ミッ 

ト 氏 は 、 同 氏 等 が 和 甘 て 探 集 せる カラ フト の 化石 を (明治 二 十 太 、 革 年 ) 

吉 く 余 K 示 され だ た る は 余 が 深 《 て 感 喜 する 所 と す 。 MaDikme + 

る 所 は 、 余 が 未だ 第 三 紅 化 石 の 最 ふ 豊富 な る ヶ ガ ナ ( ア レク サン ド 
EI AP OAC RM oC ER ee OL Se oe 

AAZYOMMICHM ELC FI Fr RA HK RU BLA 

HC MEYa ty P ROAM LAE L-LOWD SOA do 
AOD AA 7 tL OMB EORBAr WS ix oF 4 JY 22 

AMBRKAAZXME LUT. PRE BEE 5 ow IBY fe b, 

之 を 以 て 東西 の 雨 山地 帯 を 分 ち た 5》。 RHA BOFLAMLAEBEB 
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WLECKWABLB=EARRBKCKRIAHBOIYVIBRAEUO 
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253 7 rBDHER2PUBRE, FPRDRFOHHTLT, BER 

LBEZLALKETAUN KUZSTHLFETZIE DD. Ark 

ZOWMCRGEBRORBMHADBRKTECHRTALZURSET 

B=HOMS SI GBEBRRHREMMSDCFHL To RRM 3 

所 に 火山 岩 の 露 出 あ ぅ o 

然 れ どる 古 火 成 岩 は 一 般 に カラ フト に て 大 な る 面積 を 有する 

所 な し 。 

ァ ラ ント 現 は れ だ る 岩石 は 大 略 北 海道 に が る 者 と 同じ く 、 ヽ 文 

た 石 克 層 及び 諸 岩 層 の 走向 及び 大 川 の 流向 に 南北 の 者 多き は 奇 な 

る 現象 を る も る 、 カ ラフ ント の 中 央 思 地 帯 と 北海 道 の 凹 地帯 と は 全く 別 

物 に し て 、 地 質 上 に 此 二 大 島 の 暫 絡 を 論ずる は 容易 な る 事 に 非 ず o 

カラ フト の 最 古 の 地層 は 結晶 片岩 (本 邦 右 生 層 の 三 株 系 等 に 類 

Meh) に し て 、 秩父 右 生 層 に 善く 似 た る 北海 道 の 古 生 層 は だ 

ヵ ぁ ラ ント に 現 は れ 、 其 結晶 片岩 に 怪し て 境界 の 明瞭 な ら ざ る は 注意 

IFNISEHLITD 

結晶 片岩 地方 に な は ヵ ス 9 BS) GERT ERS Som $ 

(2REMHADEBBSAIM se CZeWhSoe~Llo 
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CRAY CURSBS 6 C.HKHMWECRABKLMEL 
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ne > 

第 三 紀 地方 に 石油 あ 

SUP BILe eT ANMIC IY FIDEAPRSH 5 THE 

DROBLTEPTOARSTAMOMBPLBSrATs.£e 

すべ Lo RRYIVPLSF7FAORKCKRMASBLEAOLHMES 
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Hho ANEFLEHBELKUG ZHAO BI a FT + ICHLS 

火山 岩 は カラ フン ト に は 所 を に あ 5o。 RRR RCRRKEAS 

面積 を 有する 所 あり て ヽ 、 其 特に 廣 8 ッ ショ 地方 の イチ ャ ラ 等 は 火 
山 な る が 如 し 。 

カラ ント の 地 愛 を 考 ふ る に 、 明 治 三 十 元 年 官 版 の 第 一 カラ ラキ 

移住 案内 の 地 園 は 新しき 地 賠 の 内 に て 地名 の 最も 正しき 者 と す o 

を に 先 ち て 松浦 武四郎 の カラ フト 大 地 剛 (版本 無し ) は 、 ア ィ ュ 語 の 

地名 を 次 時 する に 最 重 要 な る 者 と す 。 双海 岸 線 に 関し て は 水路 

BDO we ll (IMMA A CRAKE RUS 

Fe Je TU] HF CA He SED MY Hh AY We SHE HH EH) LAL AL BS a 

a LAK eFAOMNMMBCevrTADBMSZ7Y FIOMhH) TH 
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ZREMSITENLHUR FFIR = BHO. HUB BS 
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の 成 肉 を 明か に し だ た る 構造 と 見 ざる も ポ p ナ イィ 有川 の 凡人 た 、 火山 岩 

DRED SEPUX BaTA ASS 

MW tha OH MW CG she OM 6 Uc. WMRAAFELK, 

Wl KFA UBB CBM ZAEHOREL SMA Lo 

RRA eA ALO — BG OOH BLUME SMILED BF lc 

me bP SbkYFAF eH. FRGF=HOMI, BKAE( UU TR EH 

Oak He as ON) EFF RE TFT SY FI FeO RI Pee 

常 の 潟 に は 非 ず 。 

西側 に は 分 水 鈴 征 西 に 偏 し 、 基 地 の 最 高 部 に は 四 千 尺 位 の 山 ゃ 

® > CH OD ie wh eS WAL b & Lo 

海底 の 形 は 和田 健三 氏 の カラ フト 島 水 産 報 告 ( 官 版 ) に 因り て 

大 要 を 見 る べく 、 更 に た 海 単 の 和 汰 態 を 見 る と き は 、 東 南端 を 和信 せ る シ 
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Ir SDOMEIEBZOBELLTSFTÜUROHRRT EHE AH 

Oi b bo 又は 所 々 火山岩 の 廣 く 霊 れ だ る 海岸 は 絶壁 多 し 。. 

テル シベ ニャ 革 の カタ オカ ヵ年 島 の 如き は 、 其 人 本 骸 の 陸地 は 段階 の 

柏 面 に し て 、 机 の 如 〈《 延 長 せ る を 望 ぜ べし 。 文 友 段 階 岸 の 地方 に は 

ACH POMH ' 7THECAAM + CRVELCKMERENRS 

を 見 る べし 。 RRMOPCRABLCHLCC-HEUCHELOZORB 

き の 如 き 3 地勢 な る は マウ カ 及び 其 南 と 北 と の 所 を に 食す べし 。 

海岸 に 砂地 の 大 な る も る の ある は ポロ ティ イ 河口 (ナチ ナ ィ プチ 有川 口 、 

ネス スヤ ャ 川口 の 外 に は 、 マ ウラ カ の 北 夫 け る ノット ロ の 低地 に し て 、 特 

ドブ プ キ 地方 の 砂丘 に … モ ーッ の 群生 する 所 ある は 一 種 の 奇才 と 

Fo 

RRBRDBOKASZHIAAF YVALTYCHKLT. 

EZBHRERZATHIE LU XOHI FED 56 

Ath it Wh EDERZZZUERL HD - IOHEABDAHT 

HERZ BRE ARI SMOBRBLAPKRERB~ME(. RP 

EEIDSI CHRP EL ETFO 文章 木 到 虎 に 繁茂 し 、 加 る 倒木 

の 多き 事 は 北海 道 よ めも ゃ 一 層 甚 し 〈、 山 火事 の 度 あ る 事 及 び 其 延焼 

の 大 を る 事 る 赤 北 海道 に 過ぎ か な 5。 HEUER EIN OHNE 

を 困 工 な らし せる 者 な れ ど る ゃ る 、 山 間 に し て 狗 夫 $ 容 易 に 近づか ざ ぎ 

る 所 に は 、 HOMBARK-AWCEROM( CKO CT. RRS 

CHMARSABRWAD Dr BPEL Uo 

ZADOZAMMBON MBI 5323 if IE 

な ら ず o 此 等 の 低地 以外 に は 、 政 群 $ 日 暮れ 後 C 長 《 其 責 を 績 け 

得 ざ る な 5。 然 れ どる も 午 の 早 〈 來 る 事 、 其 融け 方 の 遅 き 事 、 海 の 一 

る 事 を と る も 探 概 者 た は 不便 多 し 。 

ZZCHALEULTERZTZUIUT. IHRES LIROEZ 

HAZZREOHKEIHTZSZHREBALTSISIBRERNI, Ke 

海堂 に は 骨 所 少く し て 邦 傾 は 大 部 歩行 し て 活 岸 を 調査 経歴 し 得る 
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ー 部 離れ た る 者 な 5。 

有用 鏡 物 に は 、 ロ シア 傾 内 に 現に 寺 業 する 石 狭 玩 あめ 。 AR 

だ 開 寺 せ ぎる 石油 地 あ り 》、 邦 令 に は セル ケト ナイ 地 方 イデ プチ 地方 、 

西岸 ズ マウ ヵ の 南 、 其 他 に 石 の 厚 層 あ り ヽ  砂金 は 境界 線 東部 、 ス スキャ 

山地 其他 に 在 5、 大 な る 石 克 岩層 は シレ ント =P OMIT SHH EA 

の 地 に あり 5。 
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水 地方 を 、 其 低 き 山地 の 地質 に 因り て 、 大 移 第 三 入 と な し た る に あ 
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THE KOROPOK-GURU OR PIT- 

BWELEERS OF YEZO. 

By the Rev. John Batchelor. 

On pages 73-79 inclusive of Part I, Vol. I. of the Transactions of this Society, 

there will be found a very interesting and valuable brochure on the Chas/fi of the 

Ainu by Mr. T. Kono. In this brochure Mr. KONO speaks of these Chashz, which 

he describes as “ fortresses,” the word itself meaning “ an inclosure ” or “fence,” in 

connection with the pits of the so-called Koropok-guru or ancient inhabitants of 

Yezo. These people are said by some to have been a race of dwarfs (Äo-bito, i. e. 

“ little people ”), and to have inhabited this part of the Japanese Empire both long 

before and also together with the ancestors of the present Ainu. Mr. KONO has 

very clearly and satisfactorily proved both by-a reference to ancient traditions, by 

Japanese history, and also by personal archeological research, that the Ainu were 

in olden times themselves pit-dwellers, and that the stories concerning a race of 

dwarfs as having formerly resided here are entirely lacking in proof. He has also 

demonstrated that the Ainu once used stone implements and made pottery. That 

Mr. KONO’s conclusions are correct is proven also in other ways. Thus, for ex- 

ample, by Ainu traditions as told by themselves as they sit round the fires upon 

the hearth in their huts of an evening ; by their language ; and by ostiology ; for, 

careful searching shows an entire lack of dwarf remains anywhere in Hokkaido, 

while geographical nomenclature comes in as a secondary or correlative proof. 

In speaking of Ainu defences it is of interest to remark that the language used 

by this people seems to show that they formerly made two kinds of forts. The first 

and most important were the chashz spoken ot by-Mr. KONO, and the second which 

went by the name of fot or kat. According to the derivation of these words the 

chashi proper would appear to have been forts inclosed by means of a fence or 

[ Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. II. 1907.] 
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embankment, and the を 2Z smaller places with dykes or ditches dug round them. 

Aut may meana “belt” or “girdle.” oft itself has various shades of meaning 

such as “dyke,” “ ditch, -“ little valley ;” then a)“ grave,’ sand a) ““housersttes 

The word is found to enter into many place names such as for example, Kotoni, 

“the place where there is a dyke,’ Shumunkot, “the place where there is the 

southern dyke ; ” Kutchan or Kotchan, “ the locality where there are many dykes ”’ 
7 

or! the place efbelts” or “eirdless* 

Without, however, entering more fully at the present time into the matter of 

the chashi and ot of the Ainu it is the purpose of this paper to deal more particu- 

larly with the so-called Koropok-guru or Pit-dwellers of Yezo. A great deal has 

been written from time about these people and the pits which are still found to 

exist, not only on the Island of Yezo and about the Chishima group, but also in 

hundreds of places throughout the Japanese Empire. Among foreigners, for inst- 

ance, we remember the names of such men as Captain BLAKISTON, Prof. 

CHAMBERLAIN, Prof. MILNE, Captain SNow, and Dr. MUNRO; while among 

Japanese writers we will mention only Mr. NAGATA HOSEI, Dr. JIMBO, Prof. 

TSUBOI, and Prof. TORII. For the latest, most thorough, and fullest treatment of 

the subject I would point to Primitive Culture in Japan, by Dr. MUNRO, in vol. 34, 

Part 2, The Transactions of the Asiatic Society of Japan, 1906. But of these 

authors the present writer does not now propose to treat any further than in so far 

as they touch upon Hokkaido. 

That the early inhabitants of this part of the Empire really lived in pits is too 

well known to need further proof. The pits are here in evidence and may be seen 

at various places at any time. Sometimes they are found to have been dug in level 

places while at others they will be seen to have been scooped out of the side ofa 

cliff or in a bank. There is, however, no evidence to show that the people ever 

lived in caves. In Yezo these remains are most often to be found, in so far as has 

yet been observed, near the sea, and not far from the banks of rivers. And, not 

only have they been hitherto frequently met with, but they are still being discover- 

ed in unlooked for places while the land is being newly cleared and opened up for 

farming purposes, as for example near Shikerebe and Penakori in Saru. It should 

also be remarked in passing that the pits are naturally disappearing as the country 

gradually becomes populated and brought under cultivation, as for example in and 

about Kushiro, where, it may be observed, hundreds of such pits might be seen 

thirty years ago and many stone implements and pieces of pottery picked up. 

Koropok-guru is the name now given to the people who made these pits 

and manufactured these stone implements and used this pottery. With regard to 
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them essays have lately appeared in the Jiji Shimpo dated Feb. 21-23, and 26 of 

this year (1907) by Mr. SASAKI YASUGORO : essays which would have proved to 

be of greater value had they been written in a more temperate manner, and serious, 

courteous strain. In the Jin-sei, pp 1-8 of vol. 3, part I. Jan. 2ı: and in vol. 3. part 

2, pp 57-66, Feb. 21, will be found a resumé of an interesting paper on “ The 

Ancient Inhabitants of Japan ” by Dr. NAGAI, read in Germany. 

In all these writings one cannot but be struck with the amount of time and 

labour which has been spent in attempting to demonstrate that these Pit-dwellers 

were called Koropok-guru because they are said to have lived beneath the Petasites 

plant, Koropok being erroneously supposed to mean “ beneath the Petasites.” 

On first coming into contact with the Ainu, now more than thirty years ago, I 

was told of a race of people said to have lived in Yezo many years before the 

Ainu,-a race of people whom the Ainu found living in pits and whom they in time 

extirminated. Those who told me of these folk said they were so called because 

they were dwarfs who were so smail that they could with ease walk beneath the 

~ Petasites plants or take shelter beneath them when it rained. They told me that 

Koro was short for Korokoni which means Petasites ; that fok meant “ beneath” ; 

and that gz ヶ z stood for “ persons.” Being at that time altogether ignorant of the 

Ainu tongue I accepted the name and derivation without question and gave 

publicity to it in my writings both in English and Japanese. But a further 

acquaintance with the Ainu themselves and with their native traditions, with the 

idioms of their language and the derivations of the words they use, have compelled 

me to see the necessity of reviewing my old beliefs and abandoning the former 

explanation by making room for another in its place. Äoropok cannot possibly 

mean “ beneath the Petasites.” The derivation of the word will not allow of it. 

To mean this the name would have to be Korokoni-pok-un-guru, or possibly 

Korohampok-un-guru, while as matter of fact it is neither. The real name is 

Koropok-un-guru, ic. ‘* Pit-dwellers,” and nothing else. The plant Petasites does 

not appear in the name at all. Korogok is merely a variation still in use of chore- 

pok, which means “under;” “below.” Ur is a locative particle meaning 

“ residing,” and guru is the ordinary word for ‘ person” or “people.” The very 

same idiom occurs in such constructions as the following. Kando-un-Kamuz, “ the 

deities who dwell in heaven”; Kim-un-guru, “ people dwelling among the 

mountains.” Rep-un-guru, “ people who dwell across the sea.” Oya-moshir-un- 

guru, “foreigners,” i.e. “dwellers in other conntries.” Hence it may well be 

concluded that Koropok-un-guru means “ people who dwell below,” i.e. “ pit 

dwellers.” 
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Quite a new, but very amusing, tradition has appeared upon the scene of late 

and is doing its duty. By it we are gravely taught that this people were called 

Koropok-guru because they used to thatch their pit-dwellings with the broad 

blades of the Petasites! It is needless to point out, one would think, that these 

blades are altogether too succiferous for employment for such purposes. Nor have 

I ever heard any Ainu hint that they were so used. 

There is, however, some doubt expressed in some quarters as to the type of 

dwellings frequented by the primitive inhabitants of Hokkaiko, the fact being that 

the huts were of various shapes. In the Kurile Islands there were until quite 

recently and in Karafto also, pit-dwellings in actual use. Mr. Snow describes 

these in the Geographical Journal for 1885. He there says, “ The dwellings of 

these people were constructed by hollowing out a shallow pit, usually in sandy soil, 

planting posts around it, and, if they could be got, making an inside lining of 

boards. Poles were laid across the top, forming a flat roof, and more poles laid 

again at an angle from the edge of the roof, so as to give the sides a sharp slope. 

The whole was covered with reeds or grass, on which were placed earth and turf.: 

The entrance was closed by a roughly made wooden door, which opened into a 

small lobby and low narrow passage, with another door opening into the main 

compartment. Around the sides of this, bunk-like recesses were constructed under 

the lean-to side walls. Sometimes these dwellings consisted of two or three rooms, 

each one being separated by a short, low, narrow passage with a door at each end. 

These larger houses are found more particularly on Shumshir, where the natives 

were much better off than those of the central Kuriles.” 

In Karafto such houses were called 7ozche, while in Yezo the name given them 

was Toschisei ; tot is the ordinary word for “ earth,” and che or chiseris an “ abode,” 

a “house” or “dwelling place.” Dr. OUCHI YoAN, in his 72Zgz Yawa or 

‘Evening talks of Eastern Yezo,” written in 1860, makes some very interesting 

statements. YoAN was a government physician and resided in Yezo for three 

years. He specially mentions the pits at Kushiro and those surrounding the hill on 

which the chashz or fortified place of the Ainu chiefınamed MENKAUSHI was 

situated. The hill is yet to be seen as well as many remains of the pits. Although 

MENKAUSHI lived in the chashz he yet told Dr. YOAN that the pits were supposed 

to be the dwelling places of dwarfs. But MENKAUSHI himself had never seen these 

dwarfs and stated that they must have been a very ancient race of people as his 

great grandfather knew nothing*about them. The entire matter concerning them 

seems to be inference myth. On digging about this place he found pottery and 

also an iron pot with the handles inside. In the Kita Ezo Zusetsu, written in 1855 

bis 
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by Mr. MAMIYA RINZO, it is said that the mode of building houses in Karafto was 

the same as that of the Ainu of Hokkaidö. A site was chosen,-he tells us, on a 

hill side and excavated to a depth of three or four feet. Four posts were driven 

into the ground and the intervening spaces were filled in oa the branches of trees, 

bark, and grass. He says nothing at all about Petasites having been used for this 

purpose. A ladder was used for entrance and exit. 

An old Ainu with whom I was talking some years ago on the subject told me 

that the pits were only used during the winter months, and also that Yezo is 

reported to have been much more cold many years ago than it is now. In Karafto 

these pits were occupied only from September till March about, when the people 

resided in huts built above ground. 

In 1899 Prof. TORII paid a visit to the Kuriles. He here found some remains 

of ;pit-dwellings which had been in recent use. The pit-dwellings were called 

Toiche, “earth houses,” and the huts used for summer residence were named 

Inunche. Inun really means to stay away from home as when in persuit of one’s 

livelihood, as when fishing or working in a distant garden. In Shumshir also, 

Lieutenant GUNJI found over 60 pits in one place, over many of which the huts still 

remained. Yet no dwarfs nor any Koropo%-guru other than Ainu have ever been 

seen by any of these witnesses ! 

The pieces of pottery and the effigies which have been found from time to time 

about the pits on Southern Chishima, Shumshir, and Poromushir, as well as on Yezo 

show that the Ainu made pottery. The word for “ earthen-ware ” is sez, which also 

‘means “shell.” It appears in the word for “house,” which is c/zsez. It also 

occurs in the word sez-met, “an earthen body,” i. e. “an earthen-ware idol” or 

“image.” The word ze? means “body.” Sei-nima is an “ earthen-ware plate.” 

Ainu earthen-ware has now given place to that made by the Japanese. 

The old»Ainu word still at times to be heard for the marks left in tattooing 

Carries us back to the time when the Ainu used flint knives. That word is anch#- 

pirt, i.e. “flint-wounds.” Prt means “wound,” and ancht “coal” and “dark 

obsidian ” (Zokachz tsht). The Ainu therefore belong to the stone age of Japan. 

It is also of interest to remark that these old Ainu pit-dwellers used paint. 

Nore, to which the Japanese word zuru “to paint” is allied, means “ paint” and 

“to paint.” The name can still be recognized in the Ainu word for “to flatter.” 

It is Ja-nore. Pa means “ mouth,” and zere “ paint;” hence panore “ mouth- 

paint,” i. e. “ to flatter.” 

There is evidence to show that some imagine the clay figures and stone 

implements which have been dug up at various places belonged to a pre-Ainu race. 
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And it is difficult to persuade people that such is not really the case. When Prof. 

TSUBOI was showing the figures in the University Museum at Tokyo to Prof. 

STARR of Chicago in 1894, doubts at once entered into the Professor’s mind, he 

tells us, as to the existence of any Koropok-guru as distinct from the Ainu. In his 

little book entitled “ The Ainu Groupe,” Prof. STARR says on page 86,- “Now, of 

course, we never believed in any such Koropok-guru. We had been impressed by 

the arguments and we had been greatly interested at Yokohama, in a chart or 

diagram, which a friend had shown us, in which a reconstruction of the life of this 

early race of Japan was attempted. We were specially astonished at the detailed 

information regarding the dress of the Koropok-guru, which the chart seemed to 

show. Later, in Tokyo, at the University, Prof. TSUBOI showed us some ancient 

- figures of human beings and it was-clear that the author of the chart had gained 

his ideas of dress from these. And in the presence of this instructive chart and the 

evidence shown me by the learned Prof. my first doubts regarding their history 

arose. Surely the shell heeps, the crude pottery, the stone tools, and the old pit- 

houses were never made by a people who dressed as those represented in these 

figures. To-day we feel somewhat skeptical with reference to the whole theory of 

a pre-Ainu race.” Such are the words of Prof. STARR, and we cannot but agree 

with him. 

AG@@GHB-BB RK. TASZDFeVvKRMS, 河野 淀 吉 

ROMURUR 4 A 42S tbh bo 苦し と の チャ シ て ふ ア イネ ヌ 語 は 、 

元 と 「 園 ! 駐 は 「 箇 」 の 意 な る が 、 河 野 氏 は 「 北 」 の 意義 に 於 ける チャ シ 

と 、 EOMM2e KV 7FrORKRLOMR TBS. HRUIRTE 

FARORBELUTL 2, SOC-MOBPAMB. MbaexXo7Z 
MBIRRBICER EOL ORD. SBAMRBZ ACL Er. ROR 

MWR lL. REASIEBHRE MO, TETALRZZ 

と を 読 明 せら れ だ な 5。 氏 の 考 誠 の 其 党 を 得 た る は 、 WOAH. 例 

へ ば アイ テ ヌ が 募 診 玉 邊 に 於 て 相 語 る 所 の 口碑 、 彼 等 の 言語 及び 稼 

MALL OASEMDMS. Arnrkmearze, ku 
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NNEUMKTL HRRNIHOBRKRORREHhrTSEnL zn 

Fo AHBZEIIZAZITRHNÄAHOARFTLEN TR DBELo 

FAZDHEHLLSBULIDERZST, RFUIEBIHnDE 

を 造り めし が 加 し 。 MEB-BAHRKOKRENRGAF xr vl, 

で は 最も る 重要 な る も の な な?》%。 第 三種 は ュ ッ 又は クッ と 生 せ し る の 

BOK bo 今 此 等 の 生 呼 の 語源 に ょ よれ ば 、 チャ シ は 棚 又 は 場 に て 

Benr3H sv7i AR ewer ME LRS PMA 5S LI MA Lo 

= ELez7BRTBIOR. 27h bs BR ERLlER CORT 

有する 言 業 (し て 、 地名 < は とこ の = ョ ッ を 合 め る る の 少な か ら ず 6 

INA, = トニ = は 「 堀 の ある 所 トシ ェ ゥ ムン ニッ は ! 南 方 に 堀 ある 所 ト 

クッ チャ ン 双 は = コッ チャ ン は 多く の 場 の ある 地方 、 公 『 壮 の 土地 』 

Z3RMAaENK bo 

EKRMETUTEvV/n, ROWMRRRROTRBAROWM H 

AZABTELRSOHFRÄHSZNENN OA, ERTAUL 

RZAMBELo ESISAFSADOMLTU,FTITRAPIFEIN 

レン 、 ミ ルン 、 ス フー、 ふ み ン ゼー 諸氏 に 指 と を 届 す べく 〈、 日 本 入 の 側 に 

て は 永田 方 正 氏 、 運 保 博 士 、 坪 井 博 士 、 島 井 龍 蔵 氏 等 の 名 を 旭 げ ざ 

る べから ず 。 若 し 夫 れ 本 間 題 に 開 す る 最近 の 該 博 精細 な る 論 交 を 

BUAD. 亜細亜 協會 會 報 第 三 十 四 徐 第 二 貴 (一 九 〇 六 年 ) 所 載 ! 目 

本 に 於 ける 原始 的 交 明 : と 題する ムシ ロー 氏 の 論 是 れ を ぅ 。 ALS 
は 今 以 上 諾 家 の 論 著 に 畔 し 、 其 北海 道 に 開 す る 箕 以 外 に 於 て は 、 政 

て 論証 を 試み ざる べし 。 

抑 る 北海道 最 初 の 人 民 が 、 取 穴 に 生活 せ し と と は 、 最早 議論 

FHS SRE. ZLEXODEHO NEN, MI HSFRF 

の 穴 居 せ し 誇 に し て 、 和 吾 人 和信 は 随時 種々 の 場所 に 於 て 墜 穴 を 見 る を 

得る な bo 此 等 の 世 穴 は 時 に 福地 に 掘ら れ 、 時 人 傾斜 地 の 一 側 に 

造ら れ 、 時 に は 文 河 坦 に 設け られ し を 見 る 。 然 れ ど $、 役 等 が 目 

然 の 洞 窒 に 生 棲 せ し 詩 跡 を し c ZAHZTOHRTINK, BR 
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島 に 於 て は 、 此 等 の 堅 穴 は 最も 普通 に 海 た 近く 〈《、 且つ 河岸 5 選 

か ら ざ る 所 に 見 出さ る 。 MLTEERR TECH SOR RD EN 

せら れ し の みな ら ず 、 現時 土地 の 開拓 の 進捗 する に 従 ひ 、 意外 の 

MRAEFZERH IT. ANAK WRB Ye eS ROX SIH He 

BUSPBMS BNE 5 然るに 文 一 方 に 於 て は 、 BMARO WS 

UKGEU, ARK RARE MOWRT 4AM bd bd, 即ち 釧路 附近 

DOMSHLE-BITLT, 同 地 方 に 三 十 年 以前 に は 、 RHOBK 

を 見 る を 得 、 又 種々 の 石器 及び 土器 の 破片 を 探 集 す る を 得 し が 、 信 

や 河 〈 此 等 の 道 跡 遺物 を 減少 せ ?》。 

STUFE» >/ HL UHFDERTEHA LEORBL UE db. 

KFOLSCEHMARZARDOLZAGIo 本 問題 つい て は 本 年 二 月 

ニキ ー 日 、 二 十 三 日 及び 二 十 六 日 の 時 事 新報 は 、 佐々 木 安 五 郎 氏 

の 説 を 掲 び 、 駐 本 年 一 月 語 行 の 人 性 第 三 徐 第 一 弥太 び 二 月 全 行 同 

BBO. RAED BB CMM Yt STARE ROK 

KRIt AS St COWRDS bo 此 等 の 論文 を 計り 者 は コロ ポッ クル 

CAGH ODEN SZ, 彼 等 穴 居 人 人 が ふ 8 の 下 に 生 棲 せ し に よる と 

の 読 を 評 せ ん が 含め に 、 FKOBALPMOBANLeBDSS 

$ の 無 か ら ん 。 然るに ュ p ポ ク を 「 ふ 8 の 下 」 の 意 な り と 解せ し は 

mie eb UK bo 

TLS PER. ROMBDCTARLBMI SS. ア ィ ぇ ュ に 

先 だ つ て 限 夷 島 に 生 棲 せ し 穴 居 人 人 あり し が 、 ア ィ = の な め に c 減 記 

ih LU bc ORCS. RRECZAONL. 紫 の 穴 居 人 (時 

ie Be 3) CEH lO LT, HH RADOPFESAL. RUB 

MeoETP CBU SY HR b to RAL. 2 eh se ze ORE 

“i ュ ロ ュ ョ = は 「 ム ふき ボク は 「 下 グル は [人 」 の 義 な り と o Ary ts 時 

FASDHCG Db U LU CKARMECORT EC. KIRuH 

本 文 に て 物 せ る 余 の 著書 に 之 れ を 記載 せ ぅ 5。 然 る K 其 後 会 は アイ 

テ を 知 $、 共 口碑 を 究め 、 基 言語 に 通ずる に 及び 、 余 の 所 信 を 改め 、 
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KEREOHRELIMREISTHESTZTRSLENdo 即ち 召 人 は 

ヨコ ロボ ポ ク を 「 ふ き の 下 」 と 解す る 能 は ず 、 療 し 語源 之 れ を 許さ ゞ  

ば な 5》o 若 し 「 ふ きる の 下 」 の 意味 あら し めん に zea =, ¥ 2 

ioe eK see ea yy. or EES SRD tome 

る に 雨 者 何れ に あら ず し て 、 コ ロボ ポ ク 、 ウ ラン 、 グ ル な 5o ZU 

タン 、 グ ルケ (コロ ポッ グ ア ) は 取り) も る 直さ ず 「 容 居 者 」 に し て 、 他 の 喜 

KAT TFZSIIDERKEI TESZAFLNEETIZSAG.:. AG 

= u SPRITZE TZ Fer FIZDBEHLULT, zB LH 3E 

用 する 言葉 な bo ÄUIIBRIEALUDERTAL. ZPrUTIIR 

は 「 人 民 ! の 意 な 5。 FZNE. ARD TAB BL And, Ary FY 

YY. MAARIKCEU MIF 2. VY TrID RELA UZ, 

ISIS ZPETITBLTELAN Ag SY rn, 77, Zen WED 

ERIZZ Zus En bo SNES ZY. Zr を以て NE 

RECA), MOREBILRRT SHPAOR AH GA Po 

BiREARAC CMS4HAA-HRAHP? 5. Hr 

Mid. GOXBABRKERRTZIDEI THIS LIT, 2X 

ク グ ル の 名 を 得 た 5 と 。 KRS6UN. AADERZRAKSACKELA.AD 

底 着 か る 用 途 に 供し 得 べ くも あら ぬ は 多 言 を 要 せ ざる 所 、 Rls 

ア ィ ヌ よ ょ より 5、 よ ふき が 需 か る 目的 に 用 の られ し 事跡 の 端緒 だ も 聞か 

ざる な 5。 

道 古代 人 民 の 住家 が 加 何 な る 構造 な らし や に 就 て は 、 含 

猫 疑 を 挿 ぜ 人 を な き に あら ず 。 事 冥 を 云 へ ば 、 彼 等 の 住家 は 種々 の 

形 を 有 せ し な を 5》。 若 し そ れ 千 島 群 島 に 於 て は 、 穴 居 は 近年 ま て 行 

(Lil, RHAKRCIBRILA 50 ス フ ー 氏 は 一 入 入 五 年 の 地理 移 

雑誌 (Geographical Journal) に 於 て 記し て 曰く 、「 此 等 の 人 民 の 住家 

は 通例 砂地 に 淫ら 究 を 掘 有 て 造れ る ろ る も の に し て 、 其 周 園 に 柱 を 立 

て 、 且 つ 材 料 だ に あれ ば 、 其 内 側 を 板 張 》) と し 、 駐 穴 の 頂上 に は 秩 

を 横 た へ 卒 家 根 と な し 、 EIHRIIFTHEIHO TBL EN 
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CaM ie BSL. MK LCA. TUOMKR TAA. # 

EXHREREEL UCB. 入口 に は 粗末 な る 木 の 戸 を し つら 
へ 、 委 れれ を 開け ば は 狭 陰 な る 小室 と 狭小 な る 通路 あり?、 EIT fh DB 

KLIBTEZTEU KEZORNHMOMATZZHOTTUBEE 

を 設 く 《.。. 此 等 の 家屋 は 時 と し て 二 室 又は 三室 } DI Ebd, BLE 

の 間 に は 短 、 狭 且つ 低 き 通路 を 具 へ 、: 通路 の 雨 端 に 戸 あ り 、 折 か る 大 

家屋 は シュ ムシ リ に 多 し 。 と て れ 此 地方 の 土 人 は 中 央 千島 土 人 に 比 

し 、 人造 に 富裕 な 5. し (た 』 る 」 と o 

右 K た 述べ だ る か 加 き 家屋 を 、 槍 太 に て は トイ チェ と 移し 、 B 

夷 に た て は トイ テ チャ イ と 呼び た 53o ch A ABs ナー ズ は と 60 

は ! 誠 所 |、「 家 屋 ] 等 の 義 を た 5。 幕府 の 六 覧 に し て 三 年 間 明 夷 に 滞在 

TANKEN -ATOEIMLRZKRRREHRTBR EICH A 3 

記事 あり 。 BER, HK MKOERALHYYOF ey OES LY 
-NEPHENLDBZERTAUN, RYDVYVOMEIL F + v it 

AWB UD. LARMFORRKrBL. BPAMOHREM LHL 

Beto tae bd CH eB To RMNLRVYVRPVVEADOEDA fh 

FÄRZITDETFT BPAMLERKRA( UCL RN OMRORR 

SiS 5 LER FB LAA Ke BE RES [a] the EHR AS LUC oh ae 

ROGMEDMHW C7 bb LOH KE 5。 TON ERUBRR DOSE IA, > 

BLorse slo MES MRO LIK Biri. MALROVRRO 

造 法 は 総 て 岩 夷 島 に 異な る と と な を なし] と あり 9?》。 氏 は 双 樺 末 土 人 の 

Wick oK よ 家 の 人造 法 を 記し て 曰く 、[ 山 に 添 ふ て 地 を 撰 み 、 土 

を 掘る と と 過 三 四 尺 許 、 其 肉 に 柱 を 立て 、 屋 を 覆 ふ K 木 の 皮 を 以 て 

し 、 基 上 に 重 内 る K 草 木の葉 枝 を 以 て す 、 戸口 の 上 に 底 を 設け 、 内 

CHA SHRM Fr DW. HRMICHBETE O. BPL ORT Et 

RH Me THR SWS, KHOR PMT ERACHRI DRA 

出し 去 し り 」 と co 若 し 夫 れ 造 家 上 ふき 8 の 使用 如何 に つい て は 、 氏 ゃ 

何事 も 記す る 所 な し 。 
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ReEMWMRSSEDrASERREC SR. RREDERRKUA 

OEULCLE CUCL, ZBEREFDOABKRSH II BER ER 

EBEFBTRNRLUTE FR AD RLEAR CR NT RANG 

LOb=A2COHMHKUVHOGN. ZERURUIHELOIEZNKER 

5 し な 5。 

一 入 九 九 年 島 居 龍 蔵 氏 は ほ は 、 千島 に て 近頃 まで 用 の 6 られ し 堅 究 

senhrehnhrsnrbdb, MIRTRE tAFe(tHtLRENnS 

期 の 佳 居 に 用 の られ も 小屋 は 、 イ ネン チェ と 呼ば れ し ゃ の に し て 

オォ ミュン は 生業 、 例 べ ば 漁業 又は 吉 距 離 の 所 に て 畑 仕 事 を 倉 す 場合 

な ど に 、 家 を 離れ て 他所 に 濡 在 する の 意 な 5。 

ZBJAÄHR Yet yvVI(CRCMRIA-BAKRtTHBROBR 

DB3FZZAL WTIEERTREBOBETTLIOPAMS IH EZ 

ふる 然 れ ど ゃ 未だ 何人 も る 、 TAZUARDOIENEEFLNAZLo 

これ まま て 千島 並 に 暖 夷 本 鳥 に て 、 酸 見 せら れ だ る 土器 の 破片 

及び 偶像 は 、 アテ イヌ る $ 代 て 土器 を 造り し を 誠 す o IERMUETÄR 

mRCHEAL ASO EARRIADME ORL HOSS. チ モ イ 

( 家 ) の も ィ 4 即ち も とれ な 5o Vit Avot DzwihRbo モイ ネッ ト 

ek +20 8ı HDLIEBIZEIBRUID BE, Xi =-FRIERD 

板 」 な 5。 HBLFAZRAKRAOBRY SHAY HOBRSUKBEITS 

5、 自 ら 之 れ を 造ら ぎる 区 反 れる な 5。 

老年 の アイ = は 今 猫 往 ん 入 墨 と アン チビ ど 》 と 稽 す 。 アン チビ ゼ 

IRTKHAHDEIOR.MbE JR BE, TI FRA RN RR ZEA 

(FBEHIKAASSZZAI. KU TRKEZAREHRDNTJ)THOL 

を 寮 す べし o 要 する に ア ィ ヌ は 日 本 の 石器 時 代 に 属す る 人 種 を 5。 

EHE FTASBeERrREr LEBT HOR 5. 即ち 彼 等 の 

V(HRESPTZIZNTELISTER. ZUIRETZIOERLT 

SAP VBAOBZRENT 5. 即ち は 「 日 」 ノ と は ! 柴 料 ト バ ィ と 

RITDOZHLı MIR AIDE bo 



42 パチ ェ ラ ーー コロ ポッ ケル 即 エ ゲ の 堅 究 住民 

Hi PMEACU CHACH 4 CMRCHAYECHLEBE 

Ong@g@eUct. FASUMOAMIC BT ZADL BEL. SEE 

ROT SUTHF 53. AAZLRLSLHGACTSO RSZUSC(-ALGD 

EIIF FT RFARAZ - KENNT Hu, PHL - oO 

TBEKRUTTP. 氏 は 劉 ち イオ アヌ ュ 以外 K、 zeke» ert aK 

種 が 果して 生存 せ し や に つき 疑 を 起 し だり 5。 氏 は 「 ア ィ イヌ 族 」 と 題 

する 小 著 K 記 し て 曰く 、「 香 人 は 勿論 赤 だ 租 て コロ ポッ クル の 現存 

せ し を 信 ぜ し と と な し 。 最初 理 人 は 大 に = コロ ポックル 説 に 感動 し 

Rigi CHABRAR (2 te ¥y 7”) OMEALRACZAKOM 

Ke C. RICRREOMMOBRL CAMBY CN RSMBALAS, 

RM EABRCCRSBRERSKCRKO. WOMBABL Nese 
OStHAMSNRZreEMdOWS, MIBALKHMKS MELB 

EA. PAROLE ORM SH SHOT. MA AIBA HK 

に つき 、 余 は 先 つ 疑 を 起 せ し な 5?》。 BANRARP. HEZZ ERS, 

Ae OLR RIL, RUC hLBPOMI RE SBMAMELYLBtAR 

の 造り し る の に あら ぎる べし o 要する に 、 吾 人 は = コロ ボッ クル 説 

た つい て は 疑 な き 態 は ず 」 と 。 CNHKCAR-HEDS SHEN 

C 同 意 せ ざら ん と する も る 能 は ざる な 5。 (高橋 生 斉 ) 

ーーーーーーー ラ mwー・ で 



Eı ロボ ッ ク グル 論 

河 野 = Ti 

ANTI KOROPOKGURU THEORY. 

BY 

Zr EV RT BO HR 

EEBABEFLTBIB, BHRRR GV S7TASZOPRRABTA 

SLED. -ORERZERS 5. 其 語 る 所 、 人 に ょ ぅ て 多 

少 の 相知 あり と 璧 も る 、 其 大 要 は 略 ほ 一 致 せ 5。 AS GFHME, 

sux, 27rLALERSZAMS 5. BROELSEBCRIA 

チャ クル と 科す 。 Hie vs vrei SMMOMD bo HEME 

Mut. アメ パネ と 交易 大 も が > 常に 身 骨 を 見 する と と を 嫌 へ bi 

RMR LL ELBS do 或 る 時 、 ア イネ が 暴力 を 以 て 、= セ 

ポッ クル と の 一 女子 を 捕 へ 、 家 に 引 入 れ 見 し に 、 其 口 の 周 園 と 手 と CK 

ABSd. Blb er, vi, MH CHR EMS Fo 

AHRBLLKETFTZMOER LB. Aloe Zr DoEHEL 

BOLLT. TARZDOALI KHK I TDARKRÜLL DD 

Roto 樺太 アイ ミュ の 語る 所 、 赤 略 ほ 之 に 似 だ 5》o 面 し て 北 千 島 

FAW, B2 tH OM ds BBS Lo 

HAD THR PRM BSMREEHFERRROAM SH BI ASST 4A 

DORLLYILE TONKA MD EBB BORBLAD EACH 

Tee アイ ZORHALBUERARILIENTKHOHEHARER 
EL 

[ Trans. Sap, Nat. Hist. Soc., Vol. II. 1907.] 
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て 居 た 」zo RBEROUVFOMBR LAN TAR PKR RAB 
地 か ら 、 北 海道 (IT-BVYVLLCONRABL 4 OHH TMI UWHA EH 

lL aZRL_TUY REOS CI HREMWBOMK ERY と 思ひ 居 
れ り c 又 路 の 葉 の 下 に 何人 も 居り し と か 、 何 人 も 立つ た と か 、 語 る 者 多 じ 
と 避 も 、 踏 の 葉 拓 を 屋根 と し て 居り し と 云 ふ 者 稀 な り o 博士 の 記 逃 と し 
CHH BA BH Fo 

IMB, ACW SREP. Me ReRbo an 
CSMAB,SHSRICR., EREALRDS4LOAREAT. 東夷 

AR WIR AROMA, HRACSZCLERL R50 io 

MSA CC. URAL AH. Heme D dO. ArEZZ 

と 約 三 寺 年 前 2NMYARK BAY GN, Bt ear b. We 

世 人 の 注意 を 若き 8、 穫 て 信 を 嘘 る と と 二 十 鱗 年 前 、 信 の 理 移 博 士 

任 井 正 廿 郎 氏 、 又 之 を 信 し て 基 読 を 流布 せ し ょ 5、 大 な る 勢力 を 

Uctwicketb2 bo 但し 其 前 後に 於 て 、 上 の 坪 氏 の 外 、 コ = ョ ポッ 。 

クル の 存在 せ し と ょ と 克 開 し 、 読 を な し た る 者 な き 光 あら す と 貴 る 、 

比較 的 重要 を る も の に あら す 。 

二井 博士 は 明治 二 十 年 、「= ョ ポッ クル 北海 道 に 住み し な る 

し 」 と 説 8、 又 「 ュ ョ ポッ クル 内 地 住み し な る べ し 」 と 論 し 、 妥 ニキ ー 

22. PMA LOIRE GNI ICH. BIBRA. CH 

FLrb, RR PREBR KROSS. FRLADT ABE, Se ポラック: だ 

de ee, 

EriMmL MLCT A RRA CHR RICH ELC EEC. Bee 

oP Ee cS) Ae RAE LCL AL EME bo 

然 か る 樺太 ア ィ TA ぇ か 堅 容 佳 し 、 ne a ee: 

aor CUE ORES ZUR eee Se SENT SE 

の 入 民 と 、 本 島 ア イヌ と は 8 は 、 AC OMME ARI tT EFF RT = 

ERR 2 ete? 2h LHOz AX e-UXOM WM. BEA SH 

RHSTLRMALL AS に ML CE RMD 種々 の 
Bim, 席 々 の 演 読 に 之 を 陳 へ た れ は 、 基 説 の 珍奇 を る と 、 BE 
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DAMSSMOSZSZ2U 15. ALADOHEBRLTAA, -KräM 

FSUNBIR do 

世間 普通 の 人 は 、 弄 井 博 士 の = ロボ ポッ クル 説 に 酔い ひたる も 、 意 
を 用 ひ て 研究 せる 人 の 中 に は 、 之 に 反 半 する も の 恋 少 な か らき 5 

き o FUN BSRLPSHRR RE. FHBILARR. LBB 

zaBzrsn id, HARSHA ACRPHBLLRSBKLO. 本 

島 の アイ ヌ は 、 ERXRTEL £LBABTEALRA7CLHVL 

bo. ANLRHERSIRKRDZARU, FHEtOM<(., ABBE 

FNMEEBZSZTUT EKRHEFZTLEUZOEHTATTE 

MiCFHB tt. HERYSHMOACLER. 自説 を 流布 し 、 苦 

BEZELHLORUIAT. RBALBEL. SATHAVSEKEN 5, 

近 時 = ロボ ギ ッ ク ル 読 は 、 學 者 間 に 於 て は 三 運 傾け る も 、 然 か ぁゃ 多 

年 唱 道 の 結果 、 ERMSRADOBHBURAESNEN bo 

FOSSZAUGEH 

FRABBACS OTF. EBEIIHURDIT. SSARS 

QO-MCR~ 4040 MLCHEBRBRCKRVZARSHRFRRRA 

Ch. HIEFFBIOFETRT His *X7~RLE ER 

5 し か な 、 明治 二 二 七 年 夏 、 北 海道 に 来 め 、 山 る な 〈 く 各地 を 中 渉 し 、 

WRG MRKRSRAOR. RRTAA LC. 遺跡 遺物 等 を 再 

FL Abe Ss Ir BcHa3 Tzgrmi, STHRORBATB 

ぶな 5o ENBITDARLHBEF. LTEETEIT, AHA E 

せる 諾 氏 の 多く は 、 FEAR -DERINIT, Fer ir BZ 

と な 5 し な 3$1。 BLAEMHBROBRE, TASPBRBRARKREL + 

Zig REENLrZ ZT... BKRAAL ES. ERFEZAE 

merASSEORMAALTUTZ bo 

MC OM FHL REFHOF er SS rn, HKD —EB 

DIBHBFZOHLETZHEAI LI DOoOH{, HBETZEAR 



46 m E—5E= HW Ky7 wW i 

ATS Id, RRAMSA SCRE L RERBP. 札幌 更 移 信 に 

CIPHRKO2 re Fy 7rnRSeRTILAABBS SO LAL EREL 

に 、 HRAR BS HB. eRe Hb CER ROBB 

し た る < て と あり 5、 FH UCRIHAD EBS THU LY? bBo 

明治 三 十 夫 年 予 は 上 京 の 機 全 を 以 て 、 RRAMBSEOAKE EH 

» FeV NM FCMROBVUCHM IT MBE EL. HOF 2 RF WMBED 

RBr, HM IRA oll, RR. RCM ARO HE 

FZMALHANRZRIcKTFrANBErTrIE HR HH ee eR 

BOB, TOH RE SM eRe. HBOSRIZIEBZEIMLT, A 

FB RHSHRCMAYE LN. FORKBLCE( 1BROR 

Wi bREBHS3. 未だ 其 誤認 ある と こと を 指摘 せら れる 者 

あら す ヽ  、 面 し て 墓 井 博 士 は 前 約 に 花き て 、 一 言 の 批 証 と も る 賜 は らき 

630 FHRÄMEZS NE HbBUIRRL TEB r S ZH N 5 

bFORUMHLCHRITTFSEZAZRMKE. BEC RKRBROHF 

を 有 せ ざる に 由 る を ら 4。 面 か も 同 博 士 の 誤認 る コ ャ ポッ クア アデ 読 

> FREE cwRAT Se Ack. HSOBDAFRUERE FSU 

LHR. ENFHDLCMD RAIA, UCASE SHEL E 
MORE. MDALRMTSMUZ bo 

HORM MS. 始終 同 し 考 楽 に :5、 MLR BRRT LK 

So UF 2 2 tA HF=H=-JF 2 RAM ReM Se. HHA 

AMERZLEDBB Hi AYU CHRMY+LUSZHS O. Sd 

CHE E-MP SARE SMEAMHOETO 面 し て 一 方 た は 

北海 道 に 及 け る 遺跡 遺物 並 に た アイ ュ 語 に 就き て は 不 十分 な か ら 、 
WRHELIEBOOHBHZEK, EHMEREZDBBLTKRELA 

られ す 。 IANSIKFOHHEIRRL HALB HRIERTDB 

CEO, BÄRZENMELT, HERDER FELBEREZ 

$ の の 角 ふ へ き 所 を る を 信 す 。 BNHPFHPRLLMKLHTSZ- 

理由 な 5 ぅ 。 従 て 予 は 成る へ 《、 先 斐 詳 氏 か 既に 逃 へ られ だ る 所 を 、 

In 
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BABRZET EZELCHFLDSÄALBIAISERIIT, HRS 

所 あら ん と 欲す o MARA. Kira er RAY BO 

全部 と 見 他 き す 、 紫 畠 丸 と 共に 小金 井 博 士 、 ジュン 、 バ チェ ラー 氏 、 其 

他 非 コロ ボッ クン と 葵 者 の 既に 読 か れ し 所 を 疹 照 せ られ ん こと と を 。 

本 島 デ イヌ は 人 堂 穴 C 住 せり 

北海 道 本 島 並 に 國 後 、 揚 捉 に 存する 墜 穴 の 、 基 た 大 き も の に あ 

ら さ る て と は 、 BKC OADBUSAME 5 FFETI TEL Z 

FRO. HNAHBERHFSTIETELTCH(S, 

EEZSOHKHAUAFLVEZ EL ARAZOHLNUN ABO HH EI TET 

FLiC HROseprAvIi TLEBLSERTETLT KH OHR > 5.208 

DS EOIKOHT.ZESSYLTLEXUHUJVBer LOCAZLEBE 

AteEORL CB Z4iLiO0OOBwW SOBRI I nV, 2z2vo a BR livin 2 

EEA Oe Bit Bho 

CHHPER. se Zr RAN II AN ERTS 

BDEAL, HERLIZEBELRSHRN, AZETFFUNZZTL 

と 云 ひ 、 其 遺跡 遺物 か 本 謝 の る の より 5、 北 海道 の る ゃ の の 方 新 ら し 

き C よ 5、 コ ロボ ポックル は 南 よ 5》% 北 CK 行き し も ゃ る の を る へ し と 広 は 尋 

72 bo 

FRAP RKRRAMAY AK. HEINBOHFRUZ EM 

SZcLMAT tH. HHAOBIOFREAFHAWSAEHSE* 

と を 知る を 得 た 5》。 WRI TASK FEL REAR AMBAN 

BEFBEHNRESOERBZTÄTB MET FALLEN 

道 磨 属 井 口元 一 郎 氏 ( 後 御料 局 に 韓 勤 と 共に 、 其 一 個 を 掘 め て 、 土 妖 

片 有 友 ひ 焼 右 等 を 得 し か 、 短 三 十 年 井口 氏 は 再 ひ 同上 鹿 に 至 5 又 一 個 

EI THNISBHRMERUTMTRHEHLATrbo 此 資 重なる 

採集 品 は 、 其 後天 野 延 太郎 氏 か 、 本 道 芝 回 の 際 宴 し 取ら れ だ た れ は 、 冬 

し 帝國 大 學 人 類 移 室 に 保存 せら れ あ る な らん と 信 す 。 BIKAR 

EDBEXRIIHRZ3SER HEHZDERNEFLZTLLT HER 
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LUS-HHIC Lt. AMBER NOBEABD. Fiarzzıen, 

後 章 石器 K 就 る て 論 す る 所 に た に} ORT Ab. ME CMAORSAT 

日 本 K 入 ちり た る は 、 KRXVUBORCL. HEMKEBH URS 5, 

慶長 十 年 (西暦 6o5 年) た は 、 奥州 地方 ま て 流布 する に 至り た 5 と ょ と 喜 

AK, HU RM IMA LBRE. EI FE EZB SEHEN RL} 

BAT SCE~L. KIZUHISTR, ZUIEDKIE IB, ER 

アイ テ = に K 倍 は 5、 BLABKASRILALAHSPI.,MGEaM 

£3. BROWER SI, 地理 歴 更 を 知る 人 の 首 育 す る 所 な 

lo in LC Ae OER Kd WS た の 0 だ 0 II SIT 

に 住 し た る 一 主たる と 共 、 双 基 究 を 使用 し た る 年 代 を 推 祭 せ し 

< 足る ゃ る の なり )。 

Bere RAGS PCIe RE Be 2 8,7, WANNE Ru 

GBAPBCR CBRE HOUR RPL OBST 1 ER 

LHESZ%OLMBK 4. RRROBROMORMH «F725 iI 5, 

EKROR SDA ACODNCHOASLHML. HABHKRORKERB 

BO~ BD te Hh Ic ESB SS SESS ERE SOR RAMS BH 

ao 5 — ALBA) HMEBEERBDERX II, Baer 1A ZO 

AT SHDMEODM BwBiMeSoOM + HctCrRZ7tankh. Een 

4 

推定 し せる に た 足る も る の な 5。 

RHEFEZEIDODBENEZZIETL BTBAAAOHT OPE 

My i= CBE LIC EO, UR MCP LKB A DB SRY HS NM 

る 、 TRMMBELOBReEMER $60 2emRT Ni, Fe 

(ih A TAS © te uo WA A OR I LA ® SG A a PLY 

EVOL PR BARAT OH Bi CHE Ct YS HR HE oF eh. + 

町 許 沖 より 各 泳 さき 上 り 中 修得 ば 人家 も 見 え 不 申 山 深く 相 見 え 條 政吉 何 
可 働 と 存 居 候 謀 華 尺 許 と 者 一 人 参り 、 何 と や らん 車 候 得 共 、 一 園 通 し 不 甲 

修 牙 此 方 より 助 く れ 候 様 に と 相 頼 師 得 と も 、 基 も 通し 不 申 候 に 付 、 手 を 合 

TRABRLRRILIKEL FALTER FALK TB R FAT UDO RE 
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SJAERKFWENFS)JEBERTÄAENNLAKOKTEFLE TB IO 

BEZERTHBERHNRLBEHZEIEWHBCHRZHRGRLJ HGOR 

O*A.E HP AHRHZSOHUI- HEBEL tHE BE RHE wt 

ABRRETER Ti nNntoOI=AOBASATH LF EH RBAELER 

RERENHGOSKOSKAUTERAANRS ER HRRBS. HF i 

RBOHIBSER(K Bo 

BREZELERSEHEVBELEIDET RI, Emmi 20 

BEMORMBKBT4Z43AO\ HL BEHEBREB. ZI 

NCTZ0oH 5. BRA TrHIA. BHRAL. 121758 

門 の 取扱 を 受け た る か 、 書 上 に は 十勝 の 外 、 容 居 の 事 を 記せ 

に 再 て 之 を 観れ は 、 一 般 (C 穴 居 せ さる る 、 夏 

5 て は 、 何人 抽 稀 C 墜 穴 に 佳 し た ん る る も る の あら 5 し を 知る を 得 へ 

本 の 事 管 EL れれ は 、 ZZEZIEFHRECR CH, SBS 

前 ま て 、 空 穴 に 任 居 し た る も の ある < と 明か な 5。 工 坪 

突 を 以 て 、 全 く = コ ロロ ポ ギク ル の 遺跡 と を し 、 其 人 種 は 北 

herbei. ZLACTHHTÄNRGATE, 多く の 年 

代 を 癌 さる 今日 、 革 事跡 に 就き 千島 列島 、 若 し く は 樺太 に 為 て 、 多 

の 設 控 を 合 見 せき る 可 ら す 。 BSCR 

営 時 ア ィ ヌ は ほ は 

EB 

inz 

m=zrI-# SERRE 

SFRKRLIIREFSNKRETERLT. TErRwReoN 

rn VIHEHTAZZ.ERNS5B.L FTRRETSFERR 

ENE$LT, 千島 を 調査 し た る か 、 同 し 《 得 る 所 な きのみ な ら 

ず 、 北 千 島 土 人 ( 今 の 名 刻 島 土 人 ) は 、 自 ら 太 古 ょ 5 北 千 島 K 住 し だ 

ちと 言 ひ 居れ 5%。 REAOBSATHEFRZCKI TER. ARIE 

鳥 ア ミィ ス 佳 居 し 、 他 に コロ ギ 。 ク ル を の 如 3 奇 怪 な る 人 種 を 見 さぁ き o 

樺太 に 至ら ちら て は アオイ ヌ 、 オ ロッ =、 ギ リャ ー ク の 諸 信 種 居 佳 し 、 駐 松 

HEOBRK INE KATES RR 4s PRAORA. FORE 

BLOBRKAS, RHTKOHKHERTABRZRALRZS TED. 

= eK IPDEHTAIRZZER EIZIRUZSZTZLEUN To 

SUURHBEX2 he 8, 3 vr DAÄRICHI TU, BESEHLR 



50 mM PFE a EEE 2 Zu Zu 

ne Hz, Mi weA wR Big CRO AM. HR 5, 

2H ポッ ク シル は 一 純 北 方 に 生き は し た が だ 35 南 に 所 りり まっ し a = 

何 誇 へ いつ た か 、 わ か ら ぬ の で あり ます 、 疑 問 は 黒 湖 に 随 つ て 、 ア リッ シア 

A 島 。 に いつ TS eo OT ed. banner an 

コロ ボ ポッ クル か な 、 一 陸 北 方 行き 駐 南 に 戻り めし と は 、 Ama 

論 近 あり て 、 MEY CNRSED BKLRILLEXMRBOBACR 

り し か 、 FAI WME St. アイ = の 口 碑 を 開き 、 Ti 
跡 等 を 見 な る $、 BVM OMAMAL RAT KLEDADA 

REOPMIC TC. BHMOBRMSC. HHL. HAT yy vys 

BREITHDEZATEITN, BRdSZACBALHLS OF 

な り と す 。 PHMLOLMKOMAR, BEBRIHoRS|, 一 
婦 解 と 見 る の 外 を な か る べし 。 

アイ ヌ 語 の 研究 は 、 双 本島 ア イヌ の 世 穴 に 住 せ し と と を 説く 

ZAHELEANd. アイ テ 語 の = トコ 又は ほ は コッ は 。、 現 。、 穴 、 徒 地 等 の 

意義 を 有 し 、 面 し て 村 を 意味 する コタ ン な る 語 は 、= ト の 在 る 所 と 

zAzAnU, = ョ タン は 有 即 ち 究 ある 所 に し て 、 BIBLT RE 

3 村 を も 称す る に 至り し ゃ の な らん と 説く 者 あ 5。 Rar wry 
EBA, HRM 6 MRE OM, RRA ROBROPTFOAL 

FLV AC TASATE LE RANSHROM BRET GNU. Ser, 

AF.7-KE. 研究 の 結果 、 チ 。 モ ボッ クル (CC レ て 、 下 の 人 、 Moe 

の 下 K 住 する 穴 居 人 と 解 し し 、 ア イヌ か 即ち チ 』pg RN, Zr Ab. nn 

Roo 此 等 語 邊 上 の 解 如 は 正確 な りや 否や 、 今 何 ほ 刻 言 し 難し 

cH’. PUCBEAEICHETN 3 ’AOR do 

ABFIZEF:VZEHR)D 

F.YM BB. LBP. BRUERVAHEAZBHE 

bo チャ シ K 開 する 基 末 の 記事 は 、 諸 書 K な 散見 す と 路 も る 、 其 詳細 

至り て は 、 未だ 代 て 研究 し た る も る の ある を 聞か す 。 From 

きゃ る 、 北海 道 巡 回 の 釈 、 種々 調査 せる 所 を 飼 表 せら 5 れ か だれ と る ゃ 、 
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チュ シ に 関し て は 、 殆 ん と 語る 所 な く 《、 唯 僅 に チュ シ の 名 と 甚 館 跡 た 

る と を 知 め し に 上 正 肥 5) し ゃ の の 如 し < 息 ふ K 博 士 か 敷 士 日間 、 惑 

行 せ られ だ る 北海 道 の 道路 の 附近 に は 、 RMEOF.YHIL3. B 

らく 〈《 は 博士 の 慢 に は 、 基 一個 る 見 堂 ら さち) し な ら 4。 FKHBEO 

EHrmEn BEZILTHRZILTE, E-ZEZIZUTZEE 

ZISTENET NEN LDvrEBENERN PWOMEI 5 3, 

BATAZOOM KURMIELRZOHBSEL DL AAW 
豆 な か る へ し 。 

チュ シ を 生々 詳細 K 研 究 し た る は 、 予 を 以 て 嘱 矢 と な す 。 EM 

ZOIKBE, ETAFEHRUBERL ZH2BESSIR TI GH 

Zug rzarEitsnrnu, BAGKLACTLHI. 要する 

TI,IUCHLICNR, TASH. KREBLOHFTOHERZILIOX 

bEBU. Kir, Ir DEIRZRDAbELZU 一定 せ す 

HEY. 研究 の 結果 は 、 アス ミヌ の 使用 し た る も の た る こと と 甚だ 明 

BEIT LC. 復 友幸 ぁ 疑 を 容れ さる な 3$1。 Kr, FHBLLE 

Run 2 6% ESCHE SA ESS a eM... Pie 

BEOMRDSMABKS,. PrAZOHEALRZIDZSz2L 

HAt7bo HILITBBZIBLT RRABOHTRB FE To 

ZNEETITNSUIFTVYERNER, HLrASZOEBLRS 

BOAbLEIR, KEH DER RL, LI - Br IB Hdz ze 

な 5。 MOMS FF, RBRTELEÄFTENEENRZR, K5 FrrY 

I BACMHRREAYt ENS) 3, 其 詩 は 、 一 方 に は 、 チ ュ シ の 内 

MKRBRALYTAL.ALS RHR ECRBRKS 5. BAO I BHO 

BRSSCEemRT LH. MITTE, F6-YORRLTCBREW 

きる も の ある に ょ 5 て 之 を 知る を 得 へ し 。 面 し て 本 島 ア イミュ か 他 

SBEXRIELRZU 今 を 嘘 る と と 約 二 碧 年 前 徐 に し て 、 其 全く 

チュ シ を 雇 し た る は 、 今 を 嘘 る て と 約 百 二村 年 前 後 と す 。 Mb Fry 

の 礎 止 は 、 密 穴 の 雇 止 15 り も?$ 後 れん る も る の に し て 、 従 て チュ シ に 関 
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TznM&, BRKURATZOML 4. 比較 的 正確 な る も の あな を 

へ 3 を 和 想像 する を 得 へ し o BN TA Sh, BExXr7TU Teer ボ ミ グル 

(Che. F Sit Poh の すさ Fev ICAO ee ポ リク MOU ae 

HEZALDOBZLEN, RECMBCHAACOMEDORHSZ be 

BH A4BHOAMUE 6 Ao 

シュ チ は 比較 的 時 代 の 新しき か 篇 め 、 比 較 的 精確 な る 研究 

す を 得 た 5o 面 し て 基 研 究 の 結果 は 、 F.-Y. OMRSS. BKRA 

石器 土器 鍼 器 等 と 、 ア イヌ 人 K 結 ひ 付 くる を 得 て 、 ヨ ロボ ポ 。 ク ル 説 を 、 

消滅 かせ し る 奥 ち て 大 た 力 あ 58。 其 委 細 は 予 か 人 錠 着 に 就 て 見 

EI 

木島 ア イヌ は 石器 土器 を 使用 せり 

坪井 博士 は 、 アイ ヌ は 石器 土器 を 製造 使用 せ す と な し 、 8Z 

之 を コロ ポ 。 ク ル の 遺物 を な り と な せ 56。 東京 人 類 欧 會 雑 誌 第 三 十 一 

競 人 博士 の 区 へ られ し 所 を 見 れ は 

私 か 北海 道東 南部 に 於 て 和 賃 親 し た 事 と 、 西 北 部 に 付き 人 か ら 聞 いた 

事 と を 申し ま を すれ ば 、 矢 の 寺 を 作る 時 に 用 ゐ ゎ た 曰 桁 と 、 煙 草 を 春 む 時 に . 且 

ゐ お る 炎 入 の 他 に は 、 ア イメ の 問 物 中 石 の 物 は ご ざり ませ ん o( 中 員 )o 毒 を 作 

る 時 の 人 道 具 は 下 ら な 石 と 丸い 石 と て 、 自 然 に 好い 加 不 の 形 に 成 て ゎ る の 

PSEA CH RECOM SCR ADBHROBRI: FR 4OTH IE Y Et AK 

ARBMAOBRRKUBAAARA Hw CPMCHRADCIE VE FRBFGTOT A 

DBO Bob EA な 。 物 て こざ 9 ET eC Sey SLE 5,38 

BEHFWNOTASLTENKLTILKR?ZTO KUN ATET HP AR 

HATELEZUOÄNZKELEUIH LLC CH MDMorTARHHBES* fF 2d 

LE ZERLEDOSUENr に 。 ほ ご ざ 。 り Bt Do 

是 れ 博士 か 巡回 中 、 現 在 の アイ ヌ 等 に 就き 見 開 さ せら れ だ る 所 

な る か 、 博士 は 軽 卒 に も る 需 か る 見 聞 に 基 つ き て 、 TARE ASE 

器 を 製造 せ す と 読 か れ な 5。 今 博士 の 晶 け ざる 右上 共に し て 、 ア イネ 

の 使用 し た る < と と 明白 な る も の を 云 へ は 、 第 一 は 前 に 逃 へ だ る 石 

IMI LCP A REE vee REM LAND KKH EE 1858 

42 PIB AT MORRO, THUR RIES. 
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YaAY’*FTFTITRERTEMAEAEPASFAREBLILERTL SAFE 

BRR RFSATARK RL ST-V AnBZBrLHZTRLODASHER 

BEewACARSAABLARERAORSA iL VME S LSB Rs 

zer) -ARNTZSETZ URSZ HENNEF TI RAUF TE 

JTFZLSLZEDEINSOETFTESAEZEULTBZE EAF TR 

BMitCHlARASZMBECKRBCABRLEAORBtL AUT ZIRE 

OT Vo 

HROTBAES £EWORRRA 
AE? BREF TE UF TH DOEBZEEO HEN CRB 

ZZ2Z2TZAH 9% 

zccasbstzzann, AMER. 安政 年 間 迄 は 、 間々 る 本島 

ア ィ イヌ を 使用 せら れ 居 めし を 5?》。 MLUCHKARED WEBEL 

MI, SEHEN ERBRFERFODORERIISHTRSKTEHST 

H BKBLOBALTSEAMAEBA. SHEHBOLSZHESETA 

HBOTAS LEB BASBME—-Kh. ARREPRATEMA OO, 

BRIIBZALRZ ZEN, HZIÄABHBSSEIZSHEHTERD 

bg ZEAWHRSE ÄHDBRRIRAT, ZSE oh, Au -RozrR 

SHOU. KRoWHstz or Aftt: >», FLUE 

Reu,. & 

FE=:zAab, BXTSEI CR LIUTSGSEE). Rec Aa 

し る の を な る へ し 。 

Ze ae... 

REEREZFTFIZS HR, SPITZ ZATENTLILAÄN 2 

MEFLELSEOR BNLRASLArHERELAEEALSSL 

る の あ 5o。 FPHBLiLBRBAOR. ASBHRERHDAYIVY 

グ 、 劉 路 國 厚 岸 町 の 田村 八 馬 等 は 5、 役 等 の 裾 先 は 石 登 土器 を 使 

FAS LAES~LLOS tr BNR 5. 之 に 就き 博士 は 、 役 等 は 紅 

RM MILES ZOU L tt. BELE る か 故に 取る に 足ら す と 

せら れ た 5。 然 れ と る 、 ア イミ テ か 石器 土器 を 使用 せ }5 と の 口碑 か 、 

念 《 な か 5 し と 畔 言 する は 軽 論 な 5。 槍 浦 氏 の 二 勝 日 誌 に 日 《、 
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= Tr FATENADMER EK KR ERSTHRS IEARHAO H 2 
EN VUEPAR SPS HADOK BRUT LLM OAU SEP HHI FA 
々 に て 見 た り o Ch Do RRELYV BSF AEBOKHMEHMAILLASHET 
MuUY to FRTEERZOHISHEL EAST ELTEYV HUB KA 
RKPOAA WME Ae AUR Me ESI BE DH DY AL 

BPN eSe tT ZR BER AM SE 2RAY S25 

ELADHBIREOH LL.M - AB Met FLY KET ArT 
事 た ら ぬ こと な き な り o また 山中 に は 煙管 も 木 双岩 に て 作り 用 ひし か 
追々 演 近 く 予 等 も 住む 条 に な り 、 器 財 も 衣服 も 審 修 に 成 て 、 今 は 我 人 等 未 親 
HR ROME AH ORK HIE CT NMEANORAH~HLA BY, 

Be ORML.EVY) to CT HILL ORI Bs’ lt 20 

ESI, SREBESCLATEMICRC. +r as 
の 一 部 分 に は 、 GREELEY) LOOMLHLRZIDOM 

lo 蓋 し 十 有 座 國 は 漁 利 少な く 、 其 アイ ミ は 多く 海岸 を 離れ だ る 了 地 
MEG. 和信 に 接する と と 少な か ちり し を 以 て 、 比較 的 古風 を 残 

し 、 古き 言 信 を 存 せ し も る の な ら 4。 

ジュ の ツ パチ ラー 氏 は 、 ア イヌ の 石器 を 使用 し た る と と を 誇 す へ 

ME OO 1 の 7 ォ ス ミロ Be SNR bo 氏 に 十勝 園 に 起き 、 

BEN EUR る. に で BELA Ses lt Hes eo) Ba Ae 

VFM BHA, CVE, 即ち アン チビ ゼ リ は 、 BeAoRB:L 

いふ と と に し て 、 ア イヌ か 黒曜石 の 破片 を 以 て 、 ABEMHURS 

を 知る べし 。 (バチ 。 ラ ー 氏 の 論文 参照 )。 駐 日 高 園 に ショー タバ 鍋 を 作 

LE) 及び オタ シュ 。-( 土 鍋 を 作り し 席 と いふ ) と いふ 地 名 ある か 

き 、 土器 を 作り 5 た る 一 主として 大 K 玩 味 す べ ' ほ 8 所 に あら ず ゃ や 。 

予 の テラ ュ シ 、 肥 の 了 堅 穴 等 調査 の 結果 に よれ は 、 其 内 部 』 SAB 

土 碧 を 出す る の あら 5%、 石器 土 器 と 共に 金属 器 と を 出す も の あり 5o 石 
器 土器 と 出さ きず し て 、 金 属 器 と 出す も る の あり 5o 交 に 中 の 事 綿 は チュ シ 
に 於 て 多 〈 認 め だ たち ぅ 。 MHULCHBEIHGZINK, アイ ぇ は 初め 

石器 土器 を 使用 し 、 金 局 器 其他 便利 な る 器物 を 得る 諾 従 ひ 、 河 炊 石 

器 士 器 を 度 し 、 絶 に 全て 石器 土器 を 使用 せ ざ る 至り 5 し も ゃ の な } ぅ o 

eo 
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ALOPKMACKR. RAGA 4. ME BROSILCRS 5 ii 
を 参照 せら る べし 。 

本 島 ア イヌ 村 太 デア イヌ % 北 千島 デイ ヌス ば 同人 種 な り 

FÄZREBERIELRSTEAL. 石器 土器 を 使用 し た る と 

と な し と 、 世 定 し た る 琴 井 博士 $、 和 樺太 ア ィ イヌ の 妄 突 佳 居 を 否認 

F3 TZEBAIZZUT BREECA. 

EATÄAJEREBETAFTENSZT RELLN BUN IF, Rund - 30 

ZERHOSEELSETKSIZS 2K HB KG 

MLRHRH( Om’. HRBEIFRITSDOARLT, WT 

ASHCMARAZERBASPLCRBACILSIRMI SHEL 本 

Br4As=2.#ATASZLG. FH. 2H. RBELEOoHAE - Ai 

て 、 AAEULBb IT zz L.Üü, ERZTITELRZSTI(DADER 

USHZZUI, BIIRFBLTOZBIRTAUIFZUFERANLo 

KIHFTASHLUAZARSZLANBA ZEN, EHHZERTZAT,R 

ABZILSEN AM. BRSDANOSMAIH UL DES 
あれ ば げ ば 、 皆 同種 に あら ざる べし 、 登 に 新 く の 如き 理 あ らん や o。 B 

士 の 見 解 の 如き は 、 買 た 暖 論 す べき 償 信 な きも の と $。 ASBE 

は 樺太 に 赴き 、 親しく 調査 せら れ だ た り と 聞く 〈、 ALTFTHERDBE 

る 前 読 を 維持 する 通信 あ ぅ や 否や 。 

HATA. ERTELELRZSZDOAASTF, £BTI’RS 

EAL. RAMEOMARHBBEDOR. HEHKERTS3IDO 

5 な 5。 HELBRBOBR. BPERRROLBRRESR. SKEA 

ROHAEBBSKBRL. FKLRARARKCL. THRRET SH 

DISS LE ZZ EMEFZLT HN SFT. PABA. HSH 

ん と ど 要 領 を 得 ず と 云 ひ 、 ECBERREROMSA’. ZELTE 

度 太 アス ィ ュ が 暴 作 使用 せ し や 、 REBKORKBRI SUCRE 

し と 云 は れ し が 、 之 れ 曲 解 な ぅ c BRETR 5 LAREBRROK 
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明光 記 附 銚 第 七 澄 に 、 潰 政 年 間 杜 森 に 在勤 越 年 せる 番 信太郎 吉 

右 衛門 雨 人 に 鞭 問 し た る 書留 を 載せ た る が 、 基 内 人 曰く 、 

負 は 実 人 持た ざ ろ る も の な く 、 へ な . 壮 和 を以て 持 へ 、 素 焼 に し て 魚類 を 著 る 

"ArtEumHrvzL zZ. 営 叶 種 天 アイ ヌ か 、 工 土 を 以 て 

素 焼 の 土器 と 作り 5、 之 を 使用 し た る と と 、 復 た 一 昧 の 疑 を 容れ ざ ぎ 

Abo 

北 考 島 ア イヌ は 、 BRECELVDESISHRTENLR 3 ZES 

RWWA FRR EORVRER ST Seb Sd, Kreta 

CEFBEENREZUTIETBE TAT SBI. HAIE ZUT, 9 

ACHEACRBPACEEBHENR 54, 面 か ゃ 常識 ある 人 は 、 FB 

北 千 島 ア イヌ の 、 本 島 ア イヌ と 同種 な る と と を 信ずる を 名 何せ ん 。 

島 居 准 蔵 氏 の 如き も 、 皿 地 調 査 の 結果 、 北 千島 アイ ュ の 、 thor 

イヌ と 同種 な る こと を 認め られ だ 5o。 KKWAKD. 言語 上 な 於 て 

最も 如 揮 する 所 あり し は 、 同氏 著 逃 の 北 千 島 ア イヌ な る 書 に 1』5 

CHO do FUPTEBAOK, 調査 する 所 あ 5、 和 幌 入 類 移 

TUMT EHMABRerUMSrRo6D. KREEORRSHNSDB 

A DE O — Ei rt Ao 

WEI RAW 6A BRT AZT OMBIE AIF HILAL Bitte Y 

EL KEOSENHESORHEL INTER REORMAIADABL EF 

ELABARLR- RE MS Il MO x RM ROM!” BR Hey 

Krk RY BOBM エナ ォ ッ シ MER RPoMAdE ZAM DY. U 

AYIRIABIA HUT VENKBTASTSSALF US HB AZ 

と 同じ きも の に あら ず や 。 RKSFU BER OA MARA T ZI, ABH 

の 物 を 捨 ば は せ 、 或 は 水 を 多量 に 飲ま せ 、 又 人 の 死す る と きせ は 、 其 使用 せ し 有 吉 

Mori TEUL:.E SI 基 れ 本 島 ア イィ イ テ ァ の 十 同 と 同じ きも の に あら 

Fr 甚 他 應 援 の 武儀 日 常 の 行動 等 、 多 〈 北 海道 本 地 の ア イィ イヌ と 均 し か 

り し か 如き 、 皆 了 爾 アイ ィ イ ぇ の 同種 族 た る を 明 に する も の な り V。 元 も スノウ 

兵 の 和 寺島 列島 誌 に は 、 南 部 の 土 人 に 見 る 如き 、 彫 記し た る 木 吾 、 諸 器具 な く 、 

Heer Yat LE EE Te Ye INTERNER し た 280 の EN 

ZEITEN BELA クタ リン シ ニ イ も I BH Vo 

言語 及 ひ 風俗 に た が て は 、 北 千 島 ア イヌ は 惜 に 他 の アヌ テイ と 同 
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一 種族 な ぅ 5。 EIZBRTHTEFBBER KREABORS 5. 何 

と な れ は 、 北 手島 アイ ミネ は 、 昔 時 カム チュ ダー ル の 面 液 を 混 し 、 降 

て 露 西 亜人 の 邊 液 を 混 せ せる 等 、 Be OBKrBRNUEA 45 K 

か る 小金 井 博 士 等 の 調査 区 ょ れ は 、 BREOFRELKCKRCREAB 

FARE. MBRESFLHAACLBER To 北 手 島 ア ィ テ の 、 Ho 

Tiz.HBkzzu, STAGES 

FFB. RHERSARS RAK. ROM RAL LE 

BABL. EFRBLEORTDAENR 4 

ERBOEREFSC EV LF HCHBZESDSI2FAAEB 
ROEHBBOLCOL ER TI: HERZ 2 Fe 

此 起 事 題 る 箇 易 な る る も 、 博 士 か 相違 か 見 を ます: と 秘 言 せら れ 

し を 見 れ は 、 末 人 な 角 博 士 は 、 雨 者 の 間 に 少 な か ら さ る 差異 ある を 

め あめ だ たる も る の な る へ し 。 言 す れ は 、 BZSOHNBRIEDRD 

ZAIRBBRZUTBSHE AT KR ANL LEN FF DORT 6.0 

REFRRRVSEBH. EHEN SI KHERG 

ST HELRZEE, FPR HSRHBZEH. SOULRSBER 

# EROAFSO-FAMKCBASINR. KRRBMCZACL BRT 

"Ed, LF BOLMTSG AT. REDIEISISHEITIRSHAUND 

Ae AH ABSIL. 北海 道 本 島 に 存する も の と 異な ら す 。o 

文 北 生島 の 土器 ほ 、 厚手 の 竹垣 を る る の に し て 、 比較 的 内 部 H 

TATIZIDOSLTEEL HLEFOHETSLDE, RE 

BltPRZSH 5. ANHLZLL, HABRUHTBIRTE 

見 せら れ た 5。 EHFRLITREBZS HAHN. EITBTBS Ch 

れ に し て 、 ABKZASMBS S31. ZIYUTAFBE LTD a (, U 

RBEENTAGSHZLZOKLIRRALT ES 5 mau. ER 

の 甚 し きも る の な 5$。 要する に 本 島 及び 南 手 鳥 の 右 器 土器 と 、 北 手 

BORABLBLOMK. ESTRERAELTZSZDOHR, 全日 決し て 

成立 す へ きら も る の に あら さる な 5$6 
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因 に 云 ふ co 北 末 島 代 は 比較 前 多く の 骨 器 あり て 、 精 巧 に 刷 造 し た る も 

の 少な か ら ず 、 基 れ 半 し 同 地 に は 寄 鯨 多き に 因 る な らん 4o。 北海 道 本 島 に 

Lik RM ease ete LR RBA RBA H SEERA OS tt MO mM 

27 Ae BH He OR BAH UR ZU ILAOM ZR Yo FILA 

明治 三 年 一 年 友 入 一 到 藤 之 助 氏 ( 今 東京 人 造 肥料 會 年 具 ) と 共に 、 釧 路 國 釧 

BM Reh ROM BO—- WMI bY LAR E OBE UO tS LI BEI 

CMR LCRA eS DLR WMORAK ERR E MERWE tT 

を 拾 ひ た る こと あり o EBERBFU SAMI TFRLESZ I.—-BRUBLZ 

ARELR ZUG EMM SRORP ZELTE HUB ER: ID 

多 

oe 

| 

Jo MLUTKBRAROFRZRRUTETFTBOFELER THRO 

SLB DBOMIIR CTR BOBMLEL CH ZL. OOMLE. !?L EL, ABER 

は 一 致す る 所 わり CHK OMBA M7 ROBRRARDY Sx 2 EN Po 

北海 道 本 島 ア イ =、 HKTAS. 北 千島 アイ ュ の 三 考 、 BE 
同種 族 た bo 面 し て 樺 礎 アイ スネ 、 北 干 島 ア イヌ の 二 者 か 、 BAR 
EL, 石器 土器 を 提 造 合用 し た り と すれ は 、 本 島 ア イス や 恋 同 し 
LEAL. 石器 土 器 を 製造 使用 せ 5 と の 推定 は 、 -EEmD 

度 を 増す る の な 5。 唯 本 島 ア イヌ は 、 比較 的 早く 此 人 等 の 使用 を 麻 

せる に 』 ぅ 5、 之 を 使用 せり 5 と の 設 跡 $、 才 比較 的 早く 消滅 せり と 

寅 地 調査 せる 公 は 多く つ コロ ビ ポ ルツ クル 説 を 否認 す 

seu X,7" BR. SFREMERMSROAKR HY ENE S & ie 

8. HR ALESRCAMBOKRRARHW ES. MRA 

MDOUMCHMArBS,. SYBALU CK. HAERSZMHSZAODTLE 

て 、 信 す る 信 の 多く は 、 研究 し て 信 し だ た る に あす ず 、 FARH 

て 然 り と 思ひ 居る の み 。 基質 地 研究 せ る 人 を に 至 5 て は 、 医 非 

HEL RB UC. BE LOERT 622 2 Ir BDA, ALS 

a ee 

郎 氏 は ほ は 、 Hl ZROH, く 北 海道 の 地 を 巡回 し 、 表 多 の 遺跡 

を 見 、 双 好 て 遺物 を 拾 集 せら れ 、 WR MWR CR, teow 

ml 

査 に 開 し 氏 の 右 K 出 つる も の な か り し か 、 Kiely アイ テ ネ を 也 
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TERRTELNZESTEHLRZIDOLBL, 22 *X,7YOE 

て 住居 し た る と と を 信 せ す 、 所 詩 小 人 (= で ト ) は 古人 な ちと 言 は れ 

た 5o ジョ シバ チェ ラー 氏 は 、 明 治 十 三 年 以 夫 北海道 に 在 5、 人 類 學 

に 志 あ る 外 國 人 中 、 最も 永く 北海 道 に 居 ら る る も の な る か 、 Ki 

研究 の 結果 、 全 然 ミ "ボボ 。 ク ル を 否認 し 、 基 庶 実 と を 婦 しら れつ つ あ 

ee le es ke ona wad ae 
宮 一 氏 の 如き 、 並 に 了 手 の 如 3、 京 《 く 北海道 に 在 5) て 研究 せる 者 は 、 

青 非 = ポッ クシ 論者 な 5o 面 か も 其 多 く は 、 最 初 = c ポ 。 ク ル 説 を 

EL. 研究 の 後 、 其 誤認 と を 暁 め た る も の に し て 、 甚 論 折原 る 堅く 

季 の 漢 然 闘 $ き て 信 す る る の と 大 KK 同 し か らき る も の あぁ 5。 0 

鳥居 本 蔵 、 大野 延 太郎 の 二 氏 は 、 多年 坪井 博士 に 末 突 し 、= 
ポッ クル 説 を 信 し 居 ら れ だ た ち し か 、 明 治 三 二 年 北海 道 出張 後 、 其 

読 の 羨 部 分 を 凝 更 し た 5o 鳥居 氏 は ! 北 千島 以外 に 内 陸 土 器 の 種 姜 

は 存在 する 半 」] と 題し 、 東 京 人 類 學 盆 雑 誌 に 掲 け た ん る 論文 中 に 曰く 

BlIlLwSsSARe GUAT ASUS CASERVOAR CH TUL 

EZ - BZ LEX E EAH 4 S2~ 40 SH OT 1 FOL FE I. = FAS 

歩も 進ん だ も の で あら 3 ぅ 3 と 考 へ る の で ある 。 

EATASZSOLLRIBTZSBR-LEFBETASOLELHTDO 

H#F2.EZEZMLTE:TCHDUIRALTBRA
o 

vv. in sn 

な い ぃ い o AL-ZZULABZELIJEL+IT7AS TH So ZUBE NT 

上 ES aos HB BEZ 作 つ て 大 つ た こと か 明か カ 

BMABOTA SILER DARE KC KRHEKKROBECBATASZE 

~~ Gtk SW FE eee se TRGS NH Ta 3 OS 

me Sn Se THIEL ET USE A ee EFF 

知 れ ぬ o 

英 後 鳥居 氏 は 、 太 陽 第 九 委 第 十 三 革 に 掲 け ん る 、! 琶 井 、 ホ 金井 

雨 博士 の 意見 を 証 じ 」 と 題する 論文 中 に は 、 革 時 北 和 手島 アイ ヌ か 、 北 

海道 本 島 及 ひ の 南 千島 に 居住 し た ん る る の と 優 定 し 、 本島 ア イヌ テ ふ 日 

本 内 地 か ら 渡 和 来 す る に 及 ひ 、 和 途 に 追 は れ て 北 千 島 に 退 8 ん る も る の 

と な し 、 以 て コロ ポッ クル 問題 を 解 大 せ ん と 試み られ な うり 》。 MLK 



60 yy BFJE an Ko 7 WV RH 

ORiL 2zueX7vieMTZAEL AR -IRELT, 24 ek, 

クル を 以 て アイ ミネ の 一 種族 な る 北 千 島 ア イ ュ と 優 定 す る も る の な 5。 

革 し 氏 の 賃 地 調査 せる は 、 千島 の みな る か 、 若 し 一 歩 を 進め て 表 

海道 本 島 を 調査 せら れ だ た らん に は 、 人 条 は 一 層 凝 放し て 、 FRO Zz 

a Sf RSD Magee SS (EEL BY is 

大 野 氏 は 北海 道 西部 を 巡回 せら れる の み に し て 、 甚 日 敷 る 

多 か ら す 、 鳥居 氏 程 に は 其 読 を 改 め ら れ さ りり し か 、 MH ds BRO 

“Be BARE EN RAMIC I Nit, HERE LABLETEAL 

REARGLE HGH 5 UTAZORBRADORTSO. BLT 

AZLUMMOAI,ORSPIL HRN? b0 HLA ZOBREOD 

az Lok HEPLR GEA RU. FEES Er Zr ORB 

lh, HREMAAAIDLASZWBHAAC 

長 〈 北 海道 EI CC HERS AFA EEE KF I FF EBD 

49 REA HG ZI TEN BHO HEME AMF OBR = Se 

MEOMD eC BIRG SB) bo RICH EBAY ABE. 

AHDZ-RAkdriksr za ns, RIAATNAPRSASIO 

Lt, ENEWOMRA, 22K rw ST SORE AS SBR 

きる と と を 示す と 共に な 、 PAPE S. ZHA2ODMIESTE 

Sy 軽々 を 論 世 し たる 詳 診 を 憶 に 誇 明 する も の に あら す や 。 

2RUEB AMES AAZONR BY 

Abs TAS DN Ee Vee Gh ee eee Te) 

RACE LA Hi ah at a & TEE vem ce ER ag te ae By Ce 

WAR $o Add ae N, ZI ARBZB IE ULC. MEESTER 

wkhH OU RPM EEA SMHSETO Mbris td BRxnHarte 

CML. 2 Perr gPR  S BKRABLEC EAL) ER 

en Aaa nee ge 

の 説話 の 外 、 WiC B.GMN TNS AMAA Lo 
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本 鳥 ア ュ ュ に 作り 5 話 の 多き と と は 、 暴 井 博 士 既 に 之 を 知れ 5%o 

面 し て 作り 5 話 の 多き を 知 め つつ 、 基 奇怪 な る コロ ポッ クル の 話 を 信 

し た る は 、 斗 し 各 諾 の アイ ヌ ネ の 語る 所 、 大 要 一 致 せ る に 因り て な 

Bio 然 入 と る 其 話 の 一 致 と そ 刻 て コロ ボッ クル を の 作り 595 話 だ る と と 

ee: 

FTAZPBZIUIBALTEULURI LEAD. KERUDBI AH 

RECHM ASS LAZ SI, CCHOMI’MHHMe FESAZAM 

ら さ る に 、 HUIEBIIKNRRENT EZ RS MET SMOT 

42%. SO-@ BR Lee e7rYO-KRE CBAC SI, 

BEUREITAZTIEGAOALLT BKLBRCHL- 2183 

る 所 な し 。 BNMAMKK GY 6RHEARRARARDKAT 3 fF 5 

話 の 、 高 ロ 一 律 、 廣 く 世 に 流布 する と 均 し きも る の に あら ず や co 

= ロボ ポッ クル の 身 財 の 大 さき に 就 て は 、 近 時 普通 の アイ ヌ は 、 

FASE DAIPSSARES ULLEAVOSEHOFLER 7 
AFORBEOSS i. ERBPTSDBMSA~ 5. Ib -MOH 

DEOPFRBZOABEN' LAND, HEbRAZCLEMSENAZ 

bo ZELERARSZBMS BAD BRBOARKO LE. HK 

bRARERSZYEUCHERAMT CC. BMHRHOPhTZALBZAL 

ee Me cs ase. 2a 

ある べし と は 、 MABsAT SHAT OH 50 

= ュ ロ ギュ 。 ク ルケ は 明らか に な 身 角 を 見 せ ぎ ざり し と 記 へ 5}o BNE 

ア ォ ィ ヌ が 之 と 接 鯛 し 、 或 は 変 易 と な し 、 或 は 戦 当 と な し た 》 り 5 と せ 

ば 、 其 賠 何 回 $ 彼 等 を 見 ざる 道理 な し 。 MR CHABDAS3.F 

DAZIELZFÄRZZEHN. 最後 に 一 女子 を 打 へ て 、 HT 

知り た り 5 と 云 ム に 至り 5 て は 、 奇 $ 赤 甚だ し と 調 は ぎる べから ず o 

ミロ ポッ クル の 小計 た る て こと は 、 従 挫 之 を 読 け る 人 少な か ら ず < 

殊 に 暴 友 開場 不二彦 氏 は 、 札 幌 和 人 類 學 含 に 於 て (コロ ポッ クル は ア A 

ミュ の 小説 な 5] と 題し 、 入 小 人 種 に 関す る 小説 の 往々 未開 人 人 の 間 に 
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il eT SBS BS Cir bal ent FTESIHRTLZSEHrEP 

す の 必 要 な し 、 WEF UIC AMBIT = 2 R77 KOM, (CBD A HE 

に 了 開 す る 小説 ある と と を 言 ひ て 、 BAWRETZHCEBA 其 第 一 

は 朝比奈 三郎 の 島 巡 りり に た し て 、 同人 が 小 人 國 に 至り し 面白 き 話 を 

bo 全日 は 需 の 如き 作り 話 を 語る 入 も 殖 ん ど な き 有 様 な る が 、 三 

四 十 年 前 迄 は 随 信 世間 に 流布 せ し 小 読 に し て 、 予 る 幼少 の 頃 は 息 

て 小 人 島 を る も $ も の の あり し と と を 信じ た る 時 期 あ りな 5 ぅ 。 第 三 は 

剖 薄 の 養 人 中 に K 存 する 日 碑 に し て 、 予 は 明治 三 十 夫 年 第 一 回 肉 較 

wmRBRA cr BME LU, SMA ARAOBR NBR SE & MAT 

EEE 
een HRSEKDODHEN, FBKEELO lp 

IL, trv-LarosBRROSTHABRRE RTE CMtZE 

Rpt bs 耳 其 遺 跡 と 云 へ る 土地 に 古 土 器 を 堀 る と と あり 5》、 果 

LTHZRIDEBRELR ST, HERSCHEMZ ART, X 

Ike, a KM ORME PMG To ir 

KHBEAIH FAZ RUrSKUNAHRLHEB, HEE 

以 て 土器 を 造り つつ ある か 、 EEBBSTHSELIOLTAEIT, Fr 

極め て 短 し と 云 へ は 、 大 に コロ ボッ クル 区 似 た る 所 あ 5o EHELT 

は 既に ラロ ポッ クシ を 以 て 、 北 海道 は db AM, BR. WN SEL 

な た る も の と な せり 5》o MET. ヴォ 4 ヌ ネム > 族 の 口碑 に }』5%、 更 K 進 ん て 

ZBELBWELRILZAOHRIITTED ER HERREN, 

DIHEDERUDIRFRU, ANULTZLd, KANIHEcCHT 

ZEINERZELRNISKAdo 

= RRA wv PIL BURR UT Nb ROCHA His WICH 

博 華 に 向 て 希望 せ さ る を 得 さ る と と あ 5 ぅ 。 RNAFSLTUJ MER 

多 か ら す 、 面 し て 和信 頻 胸 の 大 家 は 無論 攻 井 博士 に し て 、 其 読 く 所 

RAWLS. FEAITENFTENDB(, EKTRAzzee 

ポッ クル 読 の 如き ,EVICHEOBARICL b CHA E725 R 
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ne Der SB Ir RE, BEERZUN ACHZINE 

BAPKRRISHMOMALL. 2¢FEK LT HHPI’1SZBORR 

Ri. HRATRETtCLA*HELAE 380550 Anton 

BRZEET3ZHAIO 予 は 今 博士 に 望む 。 BER ULCKR2 2, 

クル 読 を 維持 せん と なら は 、 之 に 就き て 一 大 詳細 に 、 —BAH I 

読 明 を 奥 へ ら る へ し 、 B2nNnS64O028387 5. 博士 の 責任 を 5$。 & 

され は 思 然 共 説 と を 姜 改 せら る へ し 。 若 し 偶 ほ 全然 = ロボ 。 ク アル 説 を 

METFSTLBRSSZNRACH. BHAtTKHHEOBBERRDPRS 

SN LHOBREBEZHRSES*L. 2NMSO0B SF 5. FADES 

Zbo FPREBAPMAZSEBECRHBTSE~SIDATSLR. BU 

ZIBITZBALEEI, TYT AFFE LO > I Zr AK 

ZAHTUBKTZZEEULIZIDOZI. BLILOHELEDOÄRR 

る は 人 皆 之 を 知れ は 、 - ei, Zr BI rbL CT, ALTE 

主 の 債 儲 を 損する と こと な か る へ し 。 SAEFIKBEZZBSTIT 

ACEBORSrt RL. B+ BRT RBU~ AT 50 

明治 四 二 年 十 二 月 RRR CBT, 

at” 

PR & 

FHELDSACKRUSABRSHAEOBB 

FHS LAABOATSEAYTRARHRY ON, BROR TE 

ARRVSRERRARRRTAZABILAL. HERR A TH 

E5snRrshrt HKERRECHBATr—-F#-ABAO. & 

Ber SBILBB-HRCSH 5. 其 の 記す る 所 に よれ ば 、 BLke 

ze FI rBRIERL Z7EFZZERLCTEELN SZ DD 

知 し 。 BUMRMKBRI NC RBTNA7CER SEF To 
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天井 博士 か 杜 太 た 於 ける 遺跡 の 甚大 きも る の KK 非 る と と を 説 

か れ だ な た る は 可 な 151。 其 最 も 新しき 墜 穴 の 名 き は 現存 せる ア ィ イヌ の 

使用 し たる も の な }53o 面 し て 博士 の 調 ふ 所 の トン チ (= ロ ポッ クル 

Ci LIDOB RE, TARZOBRLE UMA TZERMSH FD OPLALAI 

BEAFTASUREBZENFT, ZITBARBRLOBR Na +R 

KEEITZBREFDOEMETFTÄAZTZOMEOMT SS TFT JTEBEAUNRZB 

THO. ZLEEMT II TEN TEILE ALT SRBES~ Lo 

然 れ と る 土鍋 を 以 て アオイ ヌ の 使用 し た る も の に あら ず と な す は 、 

博士 の 調査 の 浅 薄 を る に 因 る も ゃ も の な 5。 若 し 博 士 た し て 先 つ 御 太 

RAP OKA GBR BRA TC CRAM THRASZIDE. ~ 

REUEUCHABelL oer Rh. KKM SHR KO ACI KR lal B Ie 

Mac. (MRRITSROLMS I AeIOMRrMENREAK 

は 、 B@LbBCORBTRCZSER GE Ad MAT ASABCBRKE 

“Ly ABLE CRMC RAAE ST bo 

FHM ERE TA SHAR DMB tv rb eMeEEZAS 

ee Pa oe a 2 は れ な る 

EBB. ST PSN ey を 語り Sa 2 を EI ZE NE 

bo 理 簿 博士 斬 保 小 虎 氏 は 、 人 和信 て コロ ポッ クル な る 語 の 解 種 に 

開 し 、 佐 藤重 紀 氏 の 質問 に 答 へ て 、「 基 究 喘 は 或 は 無効 を らん 4、 M 

同 と な れ は アイ ヌ の 思想 は 淫 薄 に し て 甚大 不 確 賀 な る か 柳 区 、 以 

TER.L.BELEI ZT EU NK De BZANRSZD. BNERK 

ふ へ き 言 に あら す ゃ や 。 FANTITBERZ, FARO 

Stemi PDMS SU, TORRKENRETBZMA bo 

RHP MErT Ache vFA cua owms om Hee 

ul 

Pr 

ul 

ABITEFTRER- III HABE Ae BeBe TS. rer 

の 自 策 な りら と 、 断定 せら れ な た る 由 な る か 、 トン シ チ は 北海 道 本 島 ア 
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イミ = 語 友 る へ し 。 取ら ち ア イヌ ネ 自 ら ト イチ た る も の な 5o 

坪井 博士 は 、! 遣 物 を 以 て 之 を 推す K 本 洲 よ 5 ぅ 北海道 に 移 れ る 

右 究 時 代 人 民 、 即 ち ト ンチ は アイ ィ イヌ と 溝 ひ て 、 北 方 一 は 千島 KK、 一 

SELTEN LZAI EA SG N R 3 7 3 5, BnNBt-HOE 

AUHEZZRARZEERI. 想 ム に 樺太 に は 博士 の 所 謀 ト イチ: 

の 遺跡 中 、 今 を 嘘 る と と 吾 年 万 至 二 百年 前 後 の も る の 少な か ら さ る 

へ さき 等 を る に 、 菅 時 に 於 ける 松前 の 奪 記 類 に 振れ は 、 アァ ア ィ ヌ 語 の 

地名 に 今日 と 同 し 《 鹿 々 交 附 せら れ あ ぅ 5 て 、 ア ィ ヌ の 女 布 必 域 を 

示す の みな ら ず 、 ト ンチ ウ の 如き 他人 種 と 相当 いつ つ あ らし 事 各 は 、 

徐 も る 之 を 倒 見 する と と 態 は ず 。 換言 すれ は 、 ァ アイ ヌ の 碧 先 か 博 二 

の 所 調 ト ンチ を る る の に し て 、 別に K ア イヌ と 相 沼 いた る トン チ あ 

る に あら ざり 5 し な り 5。 アイ ネタ 以前 に 加 何 な る 人 民 か 住 し た る や 吾 

や は 、 別 問題 と し て 之 を 措 き 、 兎 に 角 、 博 士 の トン テ に に 於 ける 息 人 
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AREBERUCHE. 

DIE PAPILIONIDEN JAPANS. 

(mit Tafel I.) 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trotz in unsern Hauptinseln Japans man nur selten neue 'Rhopaloceren 

entdeckt, kommen sie aber dort in Formosa noch ziemlich häufig vor. Auf meinen 

zweimaligen Reisen nach Formosa, von Herren T. KAWAKAMI, N. TSURU und I. 

NITOBE geholfen, sammelte ich zahlreiche Materialien von Tagsfalter ; eine 

ganze Angabe möchte ich erst später irgendwo veröffentlichen, benütze ich mich 

diese Gelegenheit um die sämtlichen Papilioniden offentlich zu machen. Aus 

Japan sind mir nur 30 Arten, von denen Io für Formosa neu sind, bekannt und 

zwar die folgenden 4 sind überhaupt für die wissenschaftliche Welt neu: 

ı. Papilio koannania n. sp. 

i) Papilio hoppo n. sp. 

Papilio Gotonis n. sp. 

4. Papilio Asakurae n. sp. 
Oo 

Die folgenden 6 Arten sind aus Formosa noch nicht bekannt : 

1. Papilio rhetenor West. 

2. Papilio prexaspes Feld. 

Papilio xuthus L. 

Papilio machaon L. 

Papilio agestor Gray. 

Ar bw Papilio horatius Blanch. 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. II. 1907.] 
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Durch die folgende List kennt man die geographische Verbreitung der 

japanischen Papilioniden : 
ee 2 "2 ES ER SE 

Sachalien |Hokkaido |Honshu | Shikok | Kiushiu [Riukiu | Formosa 

ı. Papilio aeacus Feld. x 

P. alcinous Klug. x x x 2 

do. var. plutonius Oberth. x 

3. P. koannania Mats. x 

4. P. philoxenus Gray. x 

5. P. aristolachiae F. x 

6. P. memnon L. foi x x x x x 

7. P. protenor Cram. | x x 

8. P. rhetenor West. | | x 

9. P. demetrius Cram. | | x x x x x 

10. P. macilentus Jans. | IE x x x 

ı1. P. bianor Cram. | ch a x x x x x 

i2. P. hoppo Mats. | x 

152% P. parısı | x 

14. P. helenus L. | | x x x x 5 

15. P. prexaspes Feld. | x 

16. P. Gotonis Mats. | | x 

17. P. polytes L. | | ; x x = 

182 P..xuthus T. | x | x ; x 

ro. P. machaon L. We oe % 

20. P, Asakurae Mats. | | x 

21. P. cloanthus West. | x 

22. P. agamemnon L. | > 

23. P. telephus Feld. | | | | | x x 

do. var. mikado Leech. | 

24. P. sarpedon L. | an EHER x x x x 

25. P. demoieus L. | x 

203 P. clytia L: x 

27. P. agestor Gray. | x 

28. P. horatius Blanch. | x 

29. Luedorfia Puziloi Ersch. | ? x 

30. Parnassius Stubbendorfii 

Men. | x >“ 

BB 
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Man kennt aus Sachalien nur 3, aus Hokkaido 6, aus Honshu ı2, aus Shikok 

9, aus Kiushu 12, aus Riukiu S und aus Formosa 27 Arten. 

Die Gattungen Luedorfia und Parnassius gehören exclusiv der palaearctischen, 

während die Gattung Papilio sich meistens der orientalen Region anhängt. Die 

folgenden ro Arten verbreiten sich bis ferner zu Ost-Indien : 

Papilio aeacus Feld. _ 

arislolachiae F. es 

zB: memnon L. 

Ma helenus L. 

Se た polytes L. 

Ey cloanthus West. 

ve LF telephus Feld. 

#. HRS demoleus L. 

g.- EP, clytia L. 

a) agestor Gray. 

Da in Daito und in den andern Oestküsten-gebieten von Formosa entomologisch 

gar nicht ausgesucht sind, und wenn man nur eingehend gesammelt hätte, kommen 

dort vielleicht noch mehrere neue Arten vor. 

Da nun die Wildmenschen dort hie und da noch zu wandern scheinen, um 

Fremdenköpfe auszusuchen, so ist es sehr gefährlich dort hineinzutreten. Aber 

wenn die Insei Formosa von den Wildmenschen nicht gewohnt hätten, würden die 

schönen Urwälder sowie auch die immer grünen Gebirgen wahrscheinlich schon 

früher her verwüstet worden und entomologisch als ein armes Land, wie die jetzige 

Ebene von Formosa, geblieben. Wir hoffen jedoch dass die Urbewohner allmählich 

verschwinden, damit die Entomologen ein lohnendes Untersuchungsfeld sich 

erfreuen, können. 

: Fam. PAPILIONIDAE. 

Gen. PAPILIO. 

Subg. Ornithoptera Boisd. 

(Troides Hübn. Pompeoptera Rip.) 

1. Papiliv aeacus Feld., Wien. Ent. Mon., Vol. 4, p. 225 (1860). 

var. formosanus Rothsch., Nov. Zool. Vol. 6, p. 67 (1899). 

Fundort: Formosa (Hoppo, Koshun, Kotosho). 

Sonstige-Fundorte: S. Chin., Philipp., Malay, Ind. 
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Häufig in Koshun, da sie aber hoch fliegen pflegt, sind sie schwer zu fangen. 

Sie kommen gern an Blumen. 

Trivial-Name: Kishita-ageha き |. few Wit. 

Subg. Pharmacophagus Haase. 

i) Papilio alcinous Klug., Neue Schmett. P. 1, Pl. 1, fig. 14 (1836). 
Papilio mencius Feld., Wien. Ent. Mon. VI. p. 22 (1862). 

Papilio spathatus Butl., Ann. Mag. Nat. H. (5), VI. p. 139 (1881). 

Papilio haematostictus Butl. 1. c. 

Fundort: Japan (Honshu, Shikok, Kiushiu). 

Sonstige-Fundorte: Corea, China. 

Trivial-Name: Yamajoro 22 2524 5. 

Fako-ageha Tr 5 HU Uh. 

var. plutonius Oberth., Etud. d’Ent. 11. p. 16. Pl. II. fig. 2 (1876). 

Fundort: Formosa (Shinsha, Horisha, Hoppo, Arisan). 

Trivial-Name: Zaiwanzako-ageha いわ ん じ や かう あ げ は . 

var. loochoanus Rothsch., Seitz, Gross-Schmett. der Erde, p. 9. Tab. 1 ie 

ho. C. (1907). 

Fundort: Japan (Riukiu). 

3. Papilio (Pharmacophagus) koannania n. sp. 

Der Form und der Zeichnung nach der sehr variabelen Art P. alcinous 

ähnlich, beim $ aber die Färbung immer schwarz. Sie unterscheidet sich wie 

folgends : 

I. Kopf und Hals ganz kamoasinrot behaart. 

2. Abdominalsegmenten am Rücken rötlich gesäumt. 

3. Vorderflügel an der Spitze deutlich breiter, an der Region des Hinter- 

winkels aber deutlich schmäler. 

4. Hinterflügel oben mit 7 grossen hellrötlichen Flecken, von denen die in 

den ıten, 2ten und 4ten Zellen befindlichen sehr gross; am Aussenrande* deutlich 

tiefer ausgerandet ; die Schwanze kürzer und an der Basis stärker eingeschnürt. 

5. Beim 2 die Vorder- und Hinterflügel dunkel, nur ein wenig heller gefärbt 

als beim ©. 

6. Hinterflügel unten wie bei oben gefleckt, aber mit noch deutlichen, schönen 

gelb bis röthlichen Flecken, welche an den Umrissen noch tiefer gefärbt sind. 

Länge: @ 2. 28mm., Flügel-Exp. 110-112mm. 

Fundort: Formosa (Shinsha, Kanshirei (Koannania), gesammelt in 6 

Exemplaren vom Autor. 
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Trivial-Name: TJatwan-ojako-ageha だ いわ ん ちほ は じ や か う あ げ び げ は . 

4. Papilio philoxenns Gray, Zool. Misc. p. 32 (1831). 

Papilio polyenctes Dbl., Zool. Misc. p. 74 (1842). 

Papilio lama Oberth., Etud. d’Ent. II. p. 15, Pl. III. fig. 1 (1876). 

Fundort: Formosa (Hoppo, Tappan, Arisan, Koshun). 

Sonstige-Fundorte: China, Siam, Burmah, Himalaya. 

Trivial-Name: O-denimon-ageha S&S |FNIUWAA AY id. 

5. Papilio aristolachiae F. Syst. Ent. p. 443 (1775). 

Papilio polidorus Cram., Pap. Exot. II. t. 128, A, B (1779). 

Papilio polydorus Jabl., Nat. Schmett. IT. t. 15, f. 3. (1784). 

Papilio diphilus Esp., Ausl. Schmeit. t. 40 B fig. 1 (1785-98). 

Papilio adamas Zink., Nov. Act. Nat. Cur. XV. p. 144 (1831). 

Fundort: Formosa (überall häufig). 

Sonstige-Fundorte : China, Philippinen, Siam, Indien. 

Trivial-Name: Senimon-ageha べべ に る ん あび げ は .- 

6. Papilio memnon L., Syst. Nat. ed. X, p. 460 (1758). 

Papilio agenor L., lc. p. 460 (1758). 

Papilio androgeos Cram., Pap. Exot. I. PL XCI. fig. A, B (1776). 

Papilio achates Cram., l.c. II, Pl. 182 (1776). 

Papilio mestor Hübn., Verz. bek. Schmett. p. 89 (1816). 

Papilio Thunbergii Sieb., Hist. Nat. Jap. p. 16 (1824). 

Papilio androgeus Wall., Trans. Ent. Soc. Vol. XXV, p. 47 (1865). 

Papilio Esperi,Bult., Trans. Linn. Soc. (Zool.), Vol. I, p. 553 taf. LXVIII, fig. 7 (1877). 

Papilio phoenix Dist., Rhop. Malay. p. 340, Tab. XXVII fig. 7 (1882-86). 

Papilio cilix Dist., Rhop. Malay. p. 340, Tab. XXIX, fig. 4 (1882-86). 

Fundort: Japan (Honshu, Shikok, Kiushiu, Riukiu), Formosa (überall 

häufig). 

Sonstige-Fundorte: S. China, Philipp., Malay, Ind. 

Trivial-Name: Nagasaki-ageha 友 が さき あげ は .- 

7. Papilio protencr Cram., Pap. Exot. I. Pl. XLIX. fig. A, B (1779). 

Fundort: Japan (Hidachi, Tsushima), Formosa (überall häufig). 

Sonstige-Fundort: China. 

Trivial-Name: Onashi-kuro-ageha を な し くろ あげ は .- 

8. Papilio rhetenor West., Arc. Ent. I. p. 59 Pl. XVI, fig. 1 @ (1842). 

Papilio icarius West., Orient. Ent. p. 5, Pl. TI 2 (1848). 

Papilio alcmenor Feld., Wien. Ent. Mon. VII (1862). 

Fundort: Formosa (Hoppo, Horisha, Tappan, Arisan). 

Sonstige-Fundorte: China, Himalaya. 

Trivial-Name: Watanabe-agcha DrRE~AG It. 
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9. Papilio demetrius Cram., Pap. Exot. IV. p. 196, Pl. CCCLXXXI, fig. 
He: (1782). 

Papilio Carpenteri Butl., Ann. Mag. N. H, (5) X, p. 318 (1882). 
Fundort: Japan (Honshu, Shikok, Kiushiu, Riukiu); Formosa (Taihok, 

Horisha, selten). 

Sonstige-Fundorte: China, Corea. 

Trivial-Name: Kuro-ageha くろ あげ は . 

10. Papilio macilentus Jans., Cist. Ent. I. p. 158 (1877). 

Papilio scaevola Oberth., Etud., d’Ent. IV. p. 37. Pl. VI. fig. 1 (1879). 

Papilio tractipennis Butl. Ann. Mag. N. H. (5) VI, p. 139 (1881). 

Fundort: Japan (überall häufig), nur im Norden selten. 

Sonstige-Fundorte: Corea, China. 

Trivial-Name: Onaga-ageha LEBD VY tk. 

11. Papilio bianor Cram., Pap. Exot. II. Pl. CIM, fig. C (1777). 

Fundort: Japan (Honshu, Shikok, Kiushu, Riukiu), Formosa (Hoppo, 

Horisha, Arisan, Koshun). 

Sonstige-Fundort: China. 

Trivial-Name: Karasu-ageha p> ら す あげ は . 

var. Maackii Men., Butl. Acad. Petr. XVII. p. 212 (1850). 

var. Raddei Brem., Bull. Acad. Petr. III. p. 462 (1861). 

var. Dehaani Feld., Verh. Zool.-Bot. Ges. Wien. XIV, pp. 323, 371 (1864). 

var. alhacmon de TOrza, Lep. Jap.-p. 9 (1869). 

var. japonica Butl., Journ. Linn. Soc. (Zool.), IX, p. 50. (1864). 

var. tutanus Fent., Proc. Zool. Soc. Land. p. 855 (1881). 

Fundort: Japan (Hokkaido, Honshu). 

Sonstige-Fundorte: Corea, Amur, China. 

12. Papilio hoppo n. sp. 

Der Form und der Färbung nach dem P. krishna Moor. ähnlich. 

で Vorderflügel oben schwarz, mit goldengrünen Atomen gesprenkelt, jede 

Apical zelle mit einem schmalen sammetartigen schwarzen Querstreif, am Rande 

weisslich gesäumt. Hinterflügel an der Vorderhalfte irisierend blau, purpur, 

bläulichpurpur oder grünlichblau, je nach der Stellung des Flügels; nahe am 

Vorderwinkel mit einem schwarzen Fleck, in der Mitte der 2ten, 3ten, 4ten und 

5ten Zellen je mit einem schwarzen Fleck, an dessen Aussenseite, die dritte Zelle 

ausgenommen, je mit einem rötlichen Neumondfleck versehen ; auf dem Innenwinkel 

ein etwas grösser rötlicher Neumondfleck ; die Hinterhälfte vorwiegend schwarz, 

mit goldgrünen Atomen gesprenkelt. Die Schwanze schwarz, schmal, nahe an der 
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Basis eingeschnürt und in der Mitte mit spärlichen grünlichen Atomen gesprenkelt. 

Unten dunkel, an der Basis mit spärlichen graulichen Atomen gesprenkelt, nahe 

auf dem Aussenrande mit einer breiten weisslichen Querbinde, welche durch 

schwarze Nerven und Querstreifen unterbrochen wird. Hinterfliigel am Rande 

mit 7 grossen, rötlichen Ringen, welche je einen andern purpurblauen Ring darin 

besitzt, auf der Innenseite des 2ten, 3ten、 4ten und sten Rings je mit einem 

rötlichen dreieckigen Ring, welcher oft an der schmalen Spitze ausgemündet ist. 

4 Vorderflügel wie bei &, nur nahe am Hinterwinkel mit einem breiten, 

goldgelblichen Querfleck. Hinterflügel oben mit 7 grossen, rötlichen Ringen, von 

denen die obersten zwei in die rötlichen Flecken reduziert sind. Hinterflügel unten 

mit zwei Reihe von grossen rötlichen Ringen, von denen die Innenringen des 

obersten zwei undeutlich sind. 

Lange: & 2 27mm., Flügel-Exp. & 2 98-104mm. 

Fundort: Formosa, gesammelt in 3 Exemplaren von Herrn T. KAwA- 

KAMI in Arisan und eins von Herrn K. WATANABE zu Hoppo. 

Trivial-Name: Hoppo-ageha I, ZAUYEK. 

Diese Art unterscheidet sich gleich von P. £rishna durch die doppelten 

Ringsreihen von Hinterfiügel, welche sich von P. rhetenor West. erinnern lässt. 

13. Papilio paris L., Syst. Nat. I. 2, p. 745 (1767). 

var. chinensis Rothsch., Seitz, Gross-Schmett. der Erde p. 11 Tab. 5. 

fig. 6 (1907). 
Fundort: Formosa (Taihok, Hoppo, Horisha, Tainan). 

Sonstige-Fundort: China. 

TrivialName: Aomon-ageha あ を も ん あげ は - 

14. Papilio helenus L., Mus. Ulr. p. 185 (1764). 

Fundort: Formosa (Horisha, Tappan, Arisan). 

Sonstige-Fundorte: China, Philipp., Malay, Ind. 

var. nicconicolens Butl., Ann. Mag. N. H. (5) VII, p. 139 (1881). 

Fundort: Japan (Honshu, Shikok, Kiushu, Riukiu). 

Sonstige-Fundorte: China. 

Trivial-Name: Monki-ageha あん ら あげ は . 

1 un 
. Papilio prexaspes Feld., Reise Nov. Lep. I. p. 107 (1865). 

Fundort: Formosa (Hoppo, Horisha, Arisan, Koshun). 

Sonstige-Fundorte: Malacca, Malay. 

Trivial-Name: Taitwan-monki-agehu だ わん る えき あげ ほぼ - x 

16. Papilio Gotonis n. sp. 

& Schwarz, mit goldenen Atomen gesprenkelt. Vorderflüsel in der Dis 8 I g >“ 
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coidalzelle mit 4 von goldenen Atomen bestehenden Längslinien, am Aussenrande 

in der Mitte der Apicalzelle je mit einem weisslichen Fleckchen. Hinterflügel in 

einer Querreihe mit 4 gelblichen oder weissgelblichen, langlichen Flecken, von denen 

die in der 5ten und 6ten Zelle befindlichen Flecken gross sind. Der Längsnerv 4. 

etwas verlangert und bildet eine kurze Schwanze, jede Zelle am Ende mit weiss- 

licher Behaarung. Unten dunkel, deutlich heller als oben. Vorderfliigel in der 

Mitte des Quernerven mit einem und nahe dem Hinterwinkel mit 2 weisslichen 

Fleckchen. Hinterflügel in einer Querreihe mit 4-7 weisslichen Flecken, von denen 

die in ıten, 2ten, 3ten und 7ten befindlichen klein sind und manchmal fehlen ganz. 

Scheitel mit 4 schneeweissen Flecken, auch ein gleicher Fleck hinter dem 

Auge. Hals (Pronotum) in einer Querreihe mit 4 weissen Flecken. Brust und 

Abdomen weisslich gefleckt. 

2 Dunkel oder schwarzlichbraun. Die Randflecken des Vorderflügels 

deutlich grösser. Hinterflügels-Flecken sind 7 und von citronengelber Farbe, von 

denen die in ıten, 2ten, 3ten und 7ten Zellen befindlichen klein sind. Vorderflügel 

unten nahe dem Aussenrande, den Randflecken parallel, mit einer Reihe von 

weissen Flecken versehen. Hinterflügel unten mit zwei parallelreihen von weiss- 

lichen Flecken, von denen die äussere Reihe klein und jede halbmondförmig ist. 

Länge: @ 2 25-30mm.; Flügel-Exp. & 2£ 90-105mm. 

Fundort: Hoppo (Kanshirei, Horisha, Koshun). 

Der Zeichnung nach P. prexaspes Feld. sehr ähnlich, es unterscheidet sich 

iedoch durch das Fehlen der Schwanze. | 

Trivial-Name: Onashi-monki-ageha Y¥RULAAS あ W tz. 

Die schöne Art widme ich dem vormaligen Gouverneur von Formosa, Herrn 

Baron S. GOTO an. 

17. Papilio polytes L. Syst. Nat. ed. X, p. 460 (1758). 

Papilio pammon L Syst. Nat. ed. X, p. 40 (1718). 

Papilio romulus Cram., Pap. Exot. p. 1, t. 43 (1776). 

Papilio stichus Hübn., Verz. bek. Schmett. p. 85 (1816). 

Bapilio alphenor Hübn., l.c. p. 85 (1816). 

Papilio polites Godt., Enc. Meth. IX. p. 70 (1819). 

Fundort: Japan (Riukiu), Formosa (überall häufig). 

Sonstige-Fundorte : China, Philipp., Malay, Ind. 

Trivial-Name: Obr-ageha を びあ げ は . 

18. Papilio xuthus L. Syst. Nat. ed. XII, p. 751 (1767). 

Fundort: Japan (überall häufig), Formosa (Horisha, Gyochi, Koshun) 

Sonstige-Fundorte: Corea, China, Amur. 
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var. xuthulus Brem., Bull. Acad. Petr. IH. p. 463 (1861). 

Fundort: Japan (Hok., Honshu). 

Sonstige-Fundorte : China, Corea, Amur. 

Trivial-Name: Ageha あげ は . 

19. Papilio machaon L. Syst. Nat. ed. X. p. 462 (1758). 

Fundort: Japan (überall häufig, nur in Riukiu selten), Formosa (Shoka, 

Shinsha, Hoppo, Horisha, selten). 

Sonstige-Fundorte : fast cosmopolitan. 

Trivial-Name: Az-ageha 3 HUE. 

Subg. Cosmodesmus Haase. 

20. Papilio Asakurae n. sp. 

Der Form und der Färbung nach P. exreus Leech sehr ähnlich, bei dieser Art 

fehlt jedoch die Schwanze und zwar in Detail ganz anders. 

5 Vorderflügel deutlich breiter, stumpfwinkeliger und ähnlich gebildet wie bei 

P.tamerlanus Oberth. oder P. alebion Gray. Die sämtlichen schwarzen Quer- 

binden viel breiter, an der 4ten Binde am breitesten ; Hinterflügel ohne Schwanze, 

am Innenrande je mit einer gegen einander zuneigenden spitzdreieckigen Vorragung. 

Die Endregion des 4ten Nerven fast rechtwinkelig vorragt und daselbst mit einem 

weissbläulichen Querfleck ; die Querbinden viel breiter, besonders die am Aussen- 

rande befindlichen zwei sehr breit und fast gerade sind. Unten gestreift wie bei 

oben, aber deutlich heller gefärbt, beim Hinterflügel deutlich viel schmäler als bei 

oben, grünlich beschattet. Oben weisslich, ein wenig grün auswerfend. 

Länge: 24mm.; Flügels-Exp.: 80mm. 

Fundort: Formosa (Horisha), nur ein Exemplar gesammelt im April von 

Herrn K. ASAKURA, ein Dorf-Massager zu Horisha, den, der dort so 

eifrigst alle mögliche schöne Schmetterlinge gesammelt und mir 

freundlichst überreicht hat, widme ich das schöne Tierchen an. 

Trivial-Name: Asakura-ageha あさ くら あげ は . 

2r. Papilio cloanthus West., Arc. Ent. p. 42, Pl. XI. fig. 2 (1845). 

Fundort: Ind. 

var. clymenus Leech, Butl. Chin. Jap. and Cor. p. 523 (1893). 

Fundort: Formosa (Hoppo, Horisha, Kiirun). 

Sonstige-Fundort: China. 

Trivial-Name: Taiwan-aimal か いわ ん だ いい すい. 

bo iS) Papilio agamemnon L., Mus. Ulr. p. 202 (1764). 



var. 

var. 

Bh: 

26. 

D Su 

Var. 

var. 

28. 

iA PI—AS FB Ee I BE FL = BE OX- 

Fundort: Koshun, Tokyoshun ( 十 居 ¥§). 

Sonstige-Fundorte: Chin., Malay. 

Trivial-Name: Komon-taimai Kann. ART 

Papilio telephus Feld., Reise Nov. Lep. I. p. 64 (1865). 

Fundort: Riukiu, Formosa (Hoppo, Horisha, Böryo). 

Sonstige-Fundorte: Chin., Malay, Ind. 

mikado Leech, Proc. Zool. Soc. Lond. p. 406 (1887). 

Fundort: Kiushu. 

albidus Wilem., Entom., p. 300 (1903). 

Fundort: Kiushu. 

Trivial-Name: Mikado-ageha みか ど あ げ は . 

Papilio sarpedon L. Mus. Ulr. p. 196 (1764). 

Fundort: Japan und Formosa (überall häufig, nur im Norden selten). 

Sonstige-Fundorte: Cor., Chin., Malay, Ind. 

Trivial-Name: Kuro-taimat くろ だ たい すい . 

Papilio demoleus L. Syst. Nat. p. 753 (1758). 

Papilio erithonius Cram. Pap. Exot. IIT. t. 232 A, B (1782). 

Fundort: Formosa (überall häufig). 

Sonstige-Fundorte: Chin., Philipp., Malay, Ind. 

Trivial-Name : Onashi-ageha RANZEN: 

Papilio clytia L., Syst. Nat. ed. X. p. 479 Ce, 

Papilio dissimils L., 1.c. p. 479. 

Fundort: Formosa (Koshun). 

Sonstige-Fundorte: China, Philippinen, Malay, Ind. 

Trivial-Name: Älberi-ageha Inh HUW tk. 

Papilio agestor Gray, Zool. Misc., p. 32 (1831). 

Fundorte: "China, dad: 

govindra Moor. 

Fundort: Formosa (Horisha), gesammelt von Herrn K. ASAKURA. 

restricta Leech, Butt. Chin., Jap. and Cor. p. 557 (1893). 

Fundort: Formosa (Hoppo), gesammelt von Herrn K. WATANABE. 

Sonstige-Fundort: China. 

Trivial-Name: Kabashita-ageha か ば し た あげ は . 

Panilio horatius Blanch., Seitz, Gross-Schmett. der Erde, p. 13, Tab. 7, 

fig. b (1907). 

Fundort: Formosa (Hoppo, 2 Exemplare gesammelt von Herrn K. 

WATANABE). 



海 道 

Var. 

30. 

var. ceitrinarius Motsch., Bull. Mosc. XXXIX. p. 189 (1866). 

Parnasstus glaczalis Butl. Journ. Linn. Soc., Zool. IX. p. 50 (1865). 

Trivial-Name: Usuba-shiro-cho 35 TYULAT 3B. 

AAR ET ZAR OBRi=A +h 

に WN FB, AL AY 2 Gy eateeel FE, 

KriEkuzekIrtHR 

MATSUMURA: DIE PAPILIONIDEN JAPANS. 

Sonstige-Fundort: China. 

Trivial-Name: Krboshi-ageha BE LAYER. 

Gen. LUEDORFIA Crüger. 

Luedorfia Puziloi Ersch., Hor. VII. p. 315 (1871). 

Fundort: Japan (Honshu)- 

Sonstige-Fundorte : China, Amur. 

japonica Leech., Entom., XXII p. 25 (1889). 

Fundort: Japan (Honshu). 

Trivial-Name: Dandara-cho 2A 7 & T BL. 

Gen. PARNASSIUS. 

Parnassius Stubbendorfii Men. Lehm. p. 57, t. 6, fi 

Fundort: Amur, Sib. 

18 妥 

AD BRE HK GS 

Si “I 

し て 其 内 樺太 に 三種 、 北 
MHL. AHR TOR BE 
Eto ZECHKEHDRERMT を 

Sx Ut. ECRHRAKR BET 50 ERFORRESBSRKE 

REMEBER O-ATREYE LIDS LY 
と 以 て 
< ” 

ある や ゃ 疑 を 容れ ず 。 ZUSBUINKUSHRDOREN 

am を 得 た 5。 下 の 如 し < 

必 す や 新種 の 

ht. BHO 

1. Papilio koannania n.sp. いわ ん ちほ は じ や か う あ の げ の は. 

2. Papiliohoppon.sp. ほ ッ 人 度 あ げ は - 

Papilio Gotonis n.sp. を な し ふん きら あげ は .- (in 



松村 一 本 邦 産 鳳 中 科 ニ 就き . 
NI le<) 

4. Papilio Asakurae n. sp, fH 3 < Gea は 

POAMBAR BE CSB l bOMOENRAHA Lo 

1. Papilio rhetenor West. わたなべ あげ は . 

KEETRRERERTZH)LT P. Watanabei n. sp. LE LY Do 

2. Papilio prexaspes Feld. あい わん も る ん き あ げ は . 

3. Papilio xuthus L. あげ は . 

4. Papilio machaon L. & AY Ku. 

5. Papilio agestor Gray か ば し た あげ は . 

6. Papilio horatius Blanch. a ぼ し あげ は . 

都合 十 種 は 雨 度 の 癌 藻 採 集 に 於 ける 獲物 な 5。 AERO RE 

に は 新種 基 だ 多 し 他 日 を 期し 本 表す べし 。 AR RAtRKE—-EK 

の 健 筆 に 係る る の な れ ば 好 公 表し て 其 券 を 謝 す 。 

ERKLARUNG DER TAFEL 1. 

I. Papilio koannania n.sp. %. 

2. Papilio-hoppo n.sp. @. 

3. Papilio Gotonis n.:sp.,, 8 

A. Bapılio Asakurae'n.sp. の 
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北海 道 に 普通 に 産 す る チョ ウザ メ 

大 2:4 4 

THE COMMON STURGEON OF HOKKAIDO. 

BY 

K. OTAKT. 

During the months of July and August young Sturgeons of about 4-5 cm long 

and, later in the season, larger and full grown examples of 170cm in length are 

common in the fish market of Sapporo. They are chiefly caught in the large rivers of 

Ishikari and Teshio of Hokkaido, and they are of one kind. Of these there are in 

the stuffed of the College of Agriculture, the Tohoku Imperial University, three large 

stuffed specimens of 170-180 cm in length and many other small ones of different 

sizes preserved in formalin. One of the large specimens is female, which is a speci- 

ally good example being not deformed as it is often the case in stuffed specimens. 

The head and cheeks bony and rough; operculum rugose; snout not very short 

and rather rounded ; the skin between the series of the scutes above and below, is 

profused with irregular small ossifications, the larger ones being stellate in the 

anterior dorsal portion. Head 4 or 33, depth 72-8 times in the body, but the head in 

the young is generally larger and contained 3 times in the body; eyes nearly median 

in the head of the full grown specimens, while in the young the preorbital region is a 

little longer ; barbels simple and cylindrical, and they are nearer to the eye than to 

the tip of the snout ; the transverse aperture of mouth is equal to the distance from 

the upper lip to the barbels. The dorsal scutes 10-11; the lateral scutes 33-34 

on the right, 31-33 on the left; the ventral scutes 7-9 on each side. Dorsal fin 

Wii32-II37 ; the anal Ill24-VI2zo. The origin of the anal fin is below きき 

posterior of the dorsal fin and it is also preceded by 2 or 3 bony tubercles. The 

vertical fins in the older fish are preceded by 3 or 4 short tubercles instead of 

fulcrum. The scutes are radiating and not very large, each with a prominent ridge 

and distant. There are three oblong plates behind the dorsal fin, the middle one 

being larger; there are also 3 or 4 plates behind the anal vent and one or two behind 

[Trans. Sap. Nat. His‘, Soc. Vol., Fart I-II. 1907.7 



SO 大 瀧 一 北海 道 に 問 通 に 産 す る チョ ッ ザ メ 

the anal fin. These latter are not unfrequently wanting in young specimens. The 

upper caudal lobe 1% times in the head. In young specimens of 25 cm-36 cm, the 

posterior margin of the tail is straight; the pectral r3 times in the head. The 

colour is greyish blue or light chestnut. 

Of the Japanese sturgeon two species, Asipencer mikadot, Hilgendorf, and A. 

kikuchi, Jordan and Snyder, in the Proc. U.S. National Museum, vol. XXX, pp. 

397-398, 1906, are recorded. Besides these a third species closely related to A. 

mikadot is A. gäldenstädtii, Brandt of Russia. 

The common species of Hokkaido in question seem to be identical with A. 

giildenstédti in its rounded snout and small irregular stellate ossifications, while 

the other data such as the number of scutes, the proportional length of snout and 

depth in the body and the fin formula have their affinity to A. mikadoi. The 

“number of scutes in each series of five, and fin rays, taken as specific distinctions 

are variable in different ages and even so in individuals of the same size. The fin rays 

split up into two, four or sometimes into three, while the anterior rays often fuse 

together to present two or three spines more in addition when the fish grows 

older. In young specimens the dorsal scutes are horny with prominent claw-like 

spines, the 4th being the largest, and decreasing in size both anteriorly and posterior- 

ly, and in the lateral series a large portion of posterior scutes is simply a dermic 

papillae. Snout in young specimens is short or shortish and bluntly pointed. Of 

young specimens we notice that in some of them the snout is a little longer than 

others and the scutes are iesser, while in others the snout is a little broader at its 

base and shortish with blunt point. The aperture of the mouth is even with the 

distance of the mouth and the barbels, and 13 times in the rostrum before the 

barbels. This difference among the same species may possibly be a sexual one 

which could not be determined at the time. I reserve the final determination 

until a further examination can be made of both sexes in fresh fish. 

Another sturgeon, a single specimen contained in the museum, seems to be 

quite a different fish, of which I shall hope to have another opportunity to describe, 

when I have more specimens to compare with it. 

The tabular accounts of the species are as follow : 

Note :— 

(1) and (2), the figures with the plus marks between show that the next figures are 

the number of an unossified dermal papilla, and those with the same mark 

before or after or the plus alone, show that there is present. an imperfect 

plate or two. 

(3), the spines are indiscernible. 
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ke specimens in the table are grouped into A, B, B’ and C according = | 
to the sizes and their probable age. The specimens in the group A are no & a 
older than two months except the last one which is the second year, I 
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I beg here to express my best thanks to Prof. S. Hatta of ie College 
of Agriculture, the Tohoku Imperial University, Sappro, for his kind — 

advice and courtesy. 
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Sapporo, August, 1907. 
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OTAKI : THE COMMON STURGEON OF HOKKAIDO. S3 

ji 要 

毎年 入 月 の 頃 に 至れ ば 、 札幌 市 魚 市 場 に チョ タ ザ メ あ りら 、 其 

大 き 一 尺 二 三 寸 以 上 一 尺 七 入 寸 の も の 多 し 、 其 庄 色 は 背部 は 次 青 

色 或 は 茨 褐色 に し て 、 腹部 は 無色 を 5、 之 れ 即 も ち 幼 魚 な 5%。 TH 

TEHLARRULERA TH O ER AR DIFF RB TIIK LA FINTR 

て 漁獲 する も る の な りら と 坪 ょ 。 AENBBHRTERATARLT 

備付 ある も の 三尾 あめ 、 内 一 尾 は 雌 魚 に し て 其 形 状 は 申 分 を 《 保 

存 き れ あ 5o RIITIVYRCHPRLDAZRAS ZTE OTF. HK 

き 武 寸 五 六 分 の 初 年 生魚 ょ ぅ 一 尽 七 入 寸 の 三 年 魚 多 敷 な 5。o 

紫 の 普通 な る チョ ク ザ テ メ は 何れ の 種 な る べき か を 知ら ん と て 、 

之 を 詳細 に K 富 査 し 面 し て 諸 書 に 就 て 考 窪 せ 9》o 

KK DABERADREF.V FT 2KRBRCBMLRAIOL= 

種 あ %。 其 一 は モル ダン ドル プ 氏 か 初 て 記 迅 し た る : カド チュ ツ ッ ダ ザ メ 

(Asipencer mikadoi, Hilgendorf) U UT, RKUSNZYRAFIZ-H 

氏 が 相州 三崎 産 の 一 尾 に 就 て 記載 し た る キク チ チュ ウザ デザ (A. kikuchi, 

Jordan & Snyder) な 5、 面 し て 此 二 種類 を 類別 する 特徴 は 、 音 鱗 及 管 鱗 

DRM: BRO ACZEZEBRMNDRKORKTUTHEIL, 

基 他 は 大 同 小 異な 5。 

駐 本 邦 産 の 此 二 種類 に 近似 し た る も の なき や と 均 ム に 、 BB 

Mies St AA. güldenstädtü, Brandt は 、 YvFSVKRAK KN 

ば 、 DEMNREARRLR MAUL. REAL REWMKLET 

前 の 二 種 と 異な れ 5。 

HTÄENTRZENZZOBACIHTER IT SK. BRERA 

ECTHETZANODOHRH, ZENHMIHORAULSLODOERD 

ZURDERLIKd, ZKUMERT TCILZNDSIN ZER. MET 

HEMMds MRRAKCKR CRBS MIT BZBTÄAÄNGO 

ELF YISHLÄNFSELHLOHTLELL, bi 3 K 



84 Aik eM MM AT 2 tay FD 

ー と せる 鱗 條 及 硬 鱗 の 敷 C 差 異 あ る を 兎 れ ず と すれ け 、 北海 道 普 

HOFF AIR RRR IB. HP FLY PF ARs SF 

FaV V7 (CMI Ut ML. HHERMRUA CRRA ER mE A. 
gildenstadtii に 類似 す 。 MDIREHTEHZZI OH, WI wee 

少し 長 《 CCHMOMBOM KOT. ARBRHOLKMIEAMICH 

CHIARA 5. MOM ROR RICKNI. MEHBERLTEND 

tt). ROEUVRBRMHEDOIOLMCOBKICWMHARKZK) 2S 

Ay IC Hh YO % Old He GM HE D A. güldanstädir HALLE 

ee 4 と す o 

別に 駐 三 年 生 位 の 標本 に て 、 号 敵 必 し く 長 〈 伸 出し 、 硬 鱗 の 

Rv PAID HNL 8. WLU MM Mit MEME IC OAT 

S%*OkGAD ZBIHEIELTBRBOHETTEO RHItRE- 

R=aVih. WKB CSRRBYr SL. ABR L CHK. 

BERGA, 一 見 他 と 別 な る も の あり 5。 MESZMA-MOAIDLrE 

par OR Za. すず でも 。 

明治 四 十 年 九 月 K te = ZI 
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STICKLE-BACKS OF JAPAN. 

BY 

OFA. 

The materials at hand are represented from Sapporo and its vicinitity in the 

island of Hokkaido, from Gifu, Mino Province, and Tamagawa near Tokyo. Of 

these specimens the variations of a species in its form, lateral armature, and coloura- 

tion in the case of Gasterosteus cataphractus, are considered to be due to the 

differences of seasons and changes of environment. Now that it is impossible, after 

careful examination, to satisfactorily separate the varied examples in the lateral 

armature, which is in some fully, in some, partly mailed, this family of Japan falls 

into two genera and four species with a new one. 

A. Gasterosteus (Togeuo). 

Three spined stickle-back. The free spines three, the third spine preceding 

the dorsal fin ; gill openings restricted and united mesially to the isthmus ; sides of 

the body partly mailed. 

Gasterosteus cataphractus, Pall. 

A small stickle-back, the size of which exceeds no more than 54cm. The 

distribution ranges extensively throughout Japan. 

D. Il : - 
10-12 

Body fusiform, slightly compressed ; caudal peduncle not compressed. Head 

A) L’zg(10y BR 4; 1: 

rather small and pointed, still smaller in female ; mouth oblique, maxillaries hardly 

reach the eye. The ventral pubic plates lanceolate, its greatest width 13 in its 

length which equals the distance from the tip of snout to the post margin of pupil; the 

upper shoulder processes reach further beyond the upper base of the pectoral fin. 

The free spines laterally separated, long and stoutish, length equalling the snout. 

They are supported by membrane, but each is not continuous to the other; the 

[ Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. IL, 1997.] 
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third and the anal are short and curved, the length being the same or one third of © 

the free spines ; the ventral spine long, and its length equalling the snout and the 

pupil ; it has a basal cusp, followed by a soft ray. The lateral armature above 

the pectorals ; they are of six oblong plates which anteriorly diminish their size ; no 

keel on the caudal peduncle. The colouration bronwish or bluish dark above, pale 

below and mottled. The vernacular name is z¢owo from the striation of the lateral 

armature giving it the appearance of a skein of thread. 

B. Pygosteus. 

Many spined stickle-backs. The spines more than nine. The body naked 

or partly mailed. Gill openings confluent with a fold of gill membrane across 

the isthumus. 

1. Body slender with a rather long caudal peduncle ; free spines nine, long and 

divergent. Pygosteus steindachnert. 

2. Body naked and not slender, with a rather long caudal peduncle ; free spines 

nine, short and divergent. Pygosteus brevispinosus, n. sp. 

3. Body thicker ; free spines eleven, short. Pygosteus undecimalıs. 

Pygosteus steindachnert, Jordan & Snyder. 

A long spined stickle back with a slender body. The specimens from 

Rebun, an islet on the north-eastern coast of Hokkaido. They are compressed 

with a depressed caudal peduncle. 

The largest specimens are 7 cm long. 

D. IX, (VIII rarely) 10-11 (occasionally 9 or 12), A.], 10-11 (8 or 9), P. 10. 

Height 4# in the length; in male the length is a little longer and slender 

with a pointed snout; depth 62. The diameter of eye equals snout or slightly longer, 

it is 33 in head; the interorbital space 2 in eye; the maxillaries are far from 

reaching the anterior margin of eye, but reaching nearly below the nare. The dor- 

sal spines divergent and without the supporting membrane ; they are folded alter- 

nately when depressed, and the lengths are all equal; ventral spines long, the length 

equalling the snout and the pupil of eye, the lateral serrature weak and without 

cusp ; the length of the pectoral fin equals the snout and eye together. The ventral 

pubic plates lanceolate, reaching the front margin of the vent. The armature small 

and continuous to the caudal base, forming a strong keel on the caudal peduncle. 

The ventral fins opposite each other. The fresh colour is dusky greenish pale 

above, the cheeks and the chin colourless. The spawning colour, of some specimens 

from Sapporo is very dark and dusky. 

Such Japanese names, concerning the stickle-backs, as Aariuo or haritoto 
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(needle-fsh) and Aarusaba (spring mackerel) are most probably the old dis- 

tinguishing names for this species, for these names are casually seen in the literature 8 

describing local finny creatures. The range of distribution is extensive in Japan, 

abounding northward, and especially so in the island of Hokkaido. 

Pygosteus brevispinosus, Otaki, n.sp. 

BADE dr NAT 19, 10: 

Head 4; depth 5 in the length or 13 in head ; snout 4 in head. Diameter of 

eye equals the snout or 3% times in the head; the interorbital space equals the 

snout ; mouth oblique, the lower jaw not perpendicular as to give the chin angular 

appearance as it is in the P. szeindachneri. The maxillaries short, barely reaching 

the under margin of the nostril. The dorsal spines much shorter than those of the 

former species, they are supported by a membrane ; the length of them is two-thirds 

of the diameter of the eyes, the last is curved and longer, the length equalling the 

snout, and also the anal spine. The ventral spine long and laterally serrated, 

with a weak soft ray following, its length equals the distance from the tip of snout — 

to the anterior margin of pupil. The bases of the dorsal and anal fins equal, and 

they are opposite each other. Body rather slender, devoid of the lateral armature 

except those of 5 or 6 small ones forming a keel on the caudal peduncle. The 

ventral pubic plates lanceolate, the length shorter and width narrower than those 

of P. steindachneri, and the former is three times the latter ; the lateral pubic plate 

shorter and cuniform. The fresh colour yellowish pale green and dusky above, the 

- belly, chin, and ventral fins colourless, in spawning specimens the entire body, fins 

and all, dusky or dusky black. 

This species is a small darting fellow living in small streams in Sapporo, 

running from cold springs, where the bottom is fine muddy sand and full of swamp 

weeds. The largest size of the specimens we have taken is 5 or 5$ cm long. 

From the same stream a number of P. stetudachnert were taken. 

Pygosteus undecimalis, Jorden & Starks. 

Body elongated and thick, and completely smooth except narrow plates on the 

caudal peduncle, forming a keel. The ventral pubic plates absent or insignificantly 

small. 

D. XI, 10-11 (rarely X10-11), A. 1,9-10, P. 10. 

Head obtuse with a shortish snout; its length 4 or scarcely 4 in the case of 

female; depth 5 or less; eye comparatively small, its diameter being 33-4 in the 

head or the same with snout. The maxillaries barely reach ‘the eye. The dorsal 
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spines are all equal, and they are thick and short, the last one slightly curved and 
longer ; the anal spine same with the former and its length twice in the snout; the 
ventral spine simple and short, but a little longer than the last dorsal spine. The 
colouration in fresh is uniformly greenish olive above, silverly pale below, but in 
the spawning season the entire body, fins and all, very dusky with some darker 
puncturations on the sides. 

19 要 

KORRES SMMC RC. 巳 K 理 學 士 突 戸 一 郎 氏 の 詳し 

SERM HOF SEA ODM BMH do La Rw HERS 
る Gasterosteus aculactus D #8 IN UE (CHET. HEARBER RB sn 

nr ee am. HM %& Jordan and 

Snyder i IR 0 #8 OK Bl 0 ty 0 RA The a) CHE I ECK amd, 
OMB’. =MML EX 50 MLT Gasterosteus DH=K LEO XO 

IS, HHMI DSMPOABRSSZLRSES ALK S EHI + 

る $ ふ の 多 ne A 

る を以て 、Dr. Günther 又は Dr. Day 等 は 、 右 の 相知 は 之 を 別種 と な 

す の 債 値 な し と 久 定 せ 5。 面 し て Dr.Jordan は 日 本 の 三 本 背 球 の る 

の Gasterosteus cataphractus 一 種 を 記載 し 、 其 魚の 二 種 を Pygosteus 局 

ER 8 

MU CHAR Be we bADOBALHEL OS 5. RE 

LABBE DRE L REID. ML AMIE FES N TKD DBE 

に て 採集 し た る 標本 を 比較 考査 な し た れ ば 、 其 概要 を 記さ ん 。o 

(7) EABMH)E), 

Gasterosteus cataphractus, Pall. 

育 潜 三 本 あ り 、 内 二 本 は 各々 離隔 し て 立ち 、 BED-AU 

BOW MIC PIL CH bo MV MMOBBRCRKHABEAK 

ある の み に し て 、 其他 は 皆 裸 な 5. BRAS Hdl BML 
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EEDOERKOHU-EZEIGSZTI ZI, FRE FALLE EL L. TI 

AECOMEZSD 5. こ て 入 本 を 普通 と し 、 九 本 又は 稀 た 二 本 

ある も の あ 5%o。 KESERMNT ZER TAI L. BSEOoHURT 

LTEZEBRFELZAS-WMFANERTUTWFLER TER 

BUIFEBEZFURSZBEBET 5. EBUERL BHI 5B 

SECRHXLSH 5b. ROKRSUHHEHFEIRLTHAG. BR 

KRRULTCHB= 2:76 5. BRET Ro 

HBMRRRORBRKRDOENT 5. BRUDBAULFAN 

#m@OZIL 5B e hE 5. Dr. Günther FRAO HMAR 

B & # & D Gasterosteus aculaetus, var gymnurus, C. JH ABBAS 

— Lo 

=) BRAAWUEZ BA- 

4. Pygosteus Steindachneri Jordan & Snyder. 

MEEAMBERK LCF IFOBRKRVLOAR 5S. ERI. LH 

RUC LCHR’IAP SOTO BELFER. BKELCHRAhTEEF 

BMKEA—-TFRSSZOSR. HERBAL ERKCKRCRKEETCEH 

成す 、 SBAKNMABBERBEDREE To SRAAKDS. A 

BERLTZHRAGAGTR A ZTEBSUR FH ERIK 

23. BRORGRKEL, EHOHFRUHMENRLTAIRZ 

HEE RBRMARK RA. HH KR SDSCABGHERERLEBABE 

Lt. HEBER M<(.WSlLSb RL. ESCHER AKZ ゅ 、 ヽ  然し 

ZRUTEAL.ELEBRUHEFEUTLTKHE DD THK 

FZ zz BRUL, ZKURZERCICHATZEIISHRBÄL TH 

Met RbRE,OR GA. BRIRRRULTR HA SSH 

SECRET. HREOBRABCBEDML. EMBRAER. 

MBOBILMEAT bo ERPMHCENCEOSMREL TZ 5 

Feat is Bte TF Bo 

BADEMWELHRRBZECULT. XO EY 5 HED 
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SOL BLE FHI. BEN ABER ZI AM RE HE 

PL ie DW TOL EK ASLEAMEMOADYOANS (AF 

セテ メ の も や も の 営 標本 中 最大 を なり 〉。 

北陸 地方 に て ハル サ 、 カッ サバ と 征 す る 此 科 の 魚 は 多分 

本 種 な る べし 。 

w, Pygosteus brevispinosus, n. sp. 

KHEOAHUA)LMOHHTLTÄRUCHNT BHO LTM 

tin BH. ERUCANDMS MER do MU CRRA URL tH 

Abd, BMOMAE RE LO HARB LU CHE HERS 

3), ERTEKBMIORET SI CUDKBRERT. BRO 

RAHFAULTRRBODOERZIDSdb, RED-ALBBOK 

BEHUMAEI DL HIT. WMA BE KAT 5、 細長 

CLC MME Ke ATRL BRI TEHT. Ewe 

HLH R ASA CK UCARADEES 6. BMORMMe BT 

Tk WP RILCAIDFLFAD XOX 5 WMA. RHO A HMI HS 

BOURKE RE CHO. A) C)OMMLERE 4. FRB 

brevispmosus と 新しく 名 づけ ん と す 。 HAIR Mid eR IE L 

て 、 PLM OBRMARMICHE MET. ENMiCKRCLHEAORE 

A lg & © Fo 

AL HE D TH Ak OWES Sb Mp rc C4 DE & Tal Ge IC AE FE TO 其 

fee lLhe zs FORUDRKT do 

(>») Pygosteus undecimalis, Jordan & Starks. 

ie SIC LTEMREERL\ER E RAH REBO HMI 

細 小 の も ゃ の 五 六 個 梁 状 を な し て 存 し 、 BPOSBEBREE 50 © 

に 孤立 せる 球 は 十 一 本 あめ ヽ  、 連 を 々 木 く し て 長 か ら ず 、 膜 を 科 ふ る 

音 紅 の 前 に ある 一 本 は 、 SLIRILTEHL BROBRRS 

同 し 。 音 庄 雨 鮨 の 軸 は 各々 十 本 あり 5、 稀 に 九 本 或 は 十 一 本 ある 

も あら り ひ o 腹面 の 入 骨 板 は 微小 に し て 、 牙 は 皮下 に あり て 見 へ き 

ーーー 
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樺太 森林 植物 の 分 布 に 就き て 

= 宅 勉 

ON THE DISTRIBUTION OF FOREST TREES 

IN KARAFUTO (SAGHALIN). 

BY 

TSUTOME MIYAKE, Nogakusht. 

樺太 の 植物 に 就き て は 、 既 に た に シ ネェ <> ト 氏 の 公 に せら れれ し る の 

あり ぅ て 、 陸 上 植物 の 種類 及び 其 分 布 に 就き て の 記載 詳細 を 極め 、 又 

樹種 に 就き て は マキ シモ ツウ > チチ 氏 の Primitiae Florae Amurensis 中 に 略記 

せら る \ あ り と 足る 、 未 だ 本 邦 に 於 て は 基 種 類 分 布 等 に 就き 記載 

せる $ ふ の ある を 知ら ず 、 唯 、L 虹 夷 草木 園 説 中 に 樺太 植物 の 記 る さき 

れ だ た る も の は ある は 、 告 て 白井 理 移 土 の 東京 植物 學 雑 誌上 に 記せ ら 6 

れ だ た る が 名 し 。 日 露 戦 委 の 結果 、 樺 太 南 年 島 の 我 領土 に 忠 す る や 、 

FARKAS RMSE. RMD eM SS BEE RYE 

ABLTEHSERCIKHEIBKEL,. PRPHAMWerwES SO MW 

LA BETRELA BRB LEBSLERRBARYT HAN. WS 

RHR Rs, BERARLMYMWOHMACEBRY ON, MiB 

E/Irser£Bu, REBHYvbr se. rt DH FB mM 

St CMBR eA, Tey SOMA MCR RAEN, 

-~fHADHBAFMKRY Z HM OHNE. RKOESUTHSHL 

調査 せら る ヽ \ 所 あぁ ち 5 た 5。 宮部 博士 の 調査 に 従事 せら る る に 区 

つく < と 一 筒 月 、 即 ち 同 年 六 月 予 は 同 地 に 至り 》 同 年 十 月 に 至る 五箇 月 
[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. II., 1907.] 

“~~ 



94 三宅 一 欄 太 森林 植物 の 分 布 に 就き 

回 方 クチ ナ ミ コラ ol デレ や 用 は 0 の ナ 、 Dede 

ウッ カ 、 クス ン ナ イ の 西海 岸 、 及び 東海 岸 の 中 部 一 帯 、 タラ イカ 、 

ポロ ナイ 川 附近 、 及び 図 幸 中 央 部 に 探 集 シ 試み し が 、 Bea, RHA 

人 査 の 地 あ る を 以 て 、 PRB L OBAMA tae oR. 同 四 十 年 五 

月 ょ 5 十 月 に 至る 六 ケ 月 間 、 同島 の 山 策 肥 び 西 海岸 一 帯 に 就 a 探 

集 を 績 行 せ し も る 、 BEMA TERT SHAS +3, 三 十 九 年 度 調 

人 査 な か か る も の は 、 既に 樺太 民政 署 ょ 5 樺太 植物 調査 概 報 と 題し 

分 に せら る る と と ろ あ 5。 四 十 年 度 に 於 ける も の は 肥 に 同 磨 提 

HE bo FHREMEO-R. 森林 植物 の 分 布 に 就き 略記 せん と 

する も $、 未だ 踏破 せ ぎ ざる 地 多 けれ は 不明 の 叶 少 か ら ず 。 マキ シモ 

ツ ッ > チ 氏 及び シス ユミ > トド 氏 等 の 書 を 参考 し 之 を 邊 ひし と 牙 る も 、 猫 ほ 不 

備 の 和英 は 勿論 、 攻 らく は 誤認 ある を 更 か れ ず 。 調査 完結 の 後 を 待 

ち て 証 正 せこ と を 期す 。 

樺太 所 産 森林 樹種 は 組 計 入 二 一種 ( 未 だ 探 集 せ ざ る も の 及び 斑 

名 不明 の も の を 除去 せ し を 以 て 、 猫 ほ 四 五 種 の 代 加 と を 来 すべ し ) 

Lt. SHEAR. BEBEt+E= Mt bobo ML CHE DAO 

eee Fo 0 と ます 。 

樺太 所 産 針葉樹 種 中 、 特に 注意 すべ き 重 要 な る も の た し て 各 

地 に 主 を な る 林 相 を 構成 せる も の は 其 敷 に 於 て 多 か ら ず o 即 ち 、 ク イ 

ie ERENTO ZERE EL Vor m Le Verena 

Owe RI Wi PU TR SA KMNZEZTHNSZZTZLARLo 

グイ マッ は 前 者 と 異な 5、 主 と し て 混 地 に 生育 し 、 西 海岸 の 大 部 、 

及び ノ ト 年 島 を 除く の 外 、 随所 群生 し て 細 灯 を 形成 す 。 UF 

X7YYRARECHE OMB BALE AWAKA IK ti 

BReELCHEL. BSSERYBOSZIOBZL. イチ キ は 南部 

wACMCRAKERSIOL BUGLE, 北方 た 進む K 従 ひ 

His 3 CU L. ZRERORNELEITSKEZ (AL. HAG 

LE 
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HABRERZUZIHHRELK TR ES BEN ER A ZCHELK 

海岸 に て は マク ン ュ タン 以 北 KK 生育 せる も る の ある を 見 ず 。 面 し て 

PRU BOMB CAMB OM RPE TAL BL To KiCrery 

は 普通 山岳 の 高 所 に 生ずる も の な むれ た ど ふ % ふ マヌ ネェ エ 、 シ ララ カ 、F プ キー 

附近 に て は 海岸 に 盛 に 繁茂 し 、 KUNE CR CR Ber AME 

入る と と 一 里 内 外 の 地 に 生 ず 。 其他 北方 ッ ン ドラ 地方 に て は 廃 る 

た 叢 生 し 、 西 海岸 に 於 て る 内 地 に 入る て と 約 二 里 に し て 此 樹 を 認 

ぜ る て と を 得 。 更 に 山 豚 に 至り 5 て は 始 ん ど 常 に 存在 する も る の な 

如 若 へ ム ヒ マッ の 分 布 は 廣 し と 避 $、 弟 済 的 に 観察 する と 8 は 、 MA 

島 森 林 樹 種 中 休 値 ある も る の と し て 認 ヤ る と と 能 は ざる も の を 151。 

更に 同島 潤 葉 樹種 を 楼 す る に 、 誰 本 二 丁 種 、 小 木 入 種 、 港 木 四 

—fi, BROMDICAAECMEL. 未だ 純 林 或 は 雨 三種 ょ 5$ 

な れる 混 沙 林 の 存在 せる を 見 ず 。 上 只 往 々 シラ カン“ の 針葉樹 林間 

に 群生 する も る の 、 並 カラ フト カシ の 他 樹 を 混ぜ ざる も の あり 5 

と 中 ぁ る 、 其 面積 基 だ 大 を ら ず し て 未だ 容易 に 純 林 と 稀 す る と と 能 

は ざる も の な 5。 面 し て で エ は 北方 各地 の 河川 に 洛 ふ て 演 を な し 

て 生育 する を 常 と する ぁ 深 て 内 地 に 入ら ず 。 HEABHO mM Did 

葉 樹 に 富める 地方 に 於 て は 、 油 葉 樹 の 海 央 に 近 き 3 傾斜 地 に 群生 せ 

る も の ある も る 、 営 に 多少 の 針葉樹 を 混 生 し 、 純然 た る 潤 葉 樹林 と 

和 杯 する と と を 得 ず 、 上 只 僅 に 山地 於 て 針葉樹 林 舟 に 其 跡 を 絶 な ん 

EIS5DE =VzZsr Ars OoRNBHEL. KECHEBN TE 

成す る 過ぎ ざる な 16$。 

今 、 各 樹種 の 分 布 を 略記 せん に 、 ド は 好 ん て 河川 の 流域 に 生 

HL, 北部 地方 に 其 穀 多く 南部 に 於 て 少な し 、 門 れ 或 は 往時 主人 

の 伐 探せ る か 、 又は 山 火 の 信 あめ に 焼失 せる か に 原因 する る $ ふ の な る 

aD 柳 属 も 赤 各 地 河 川 洗 岸 卑 混 の 地 交 多く 〈 生 育 し 、 テ ガヤ 

ナギ の 一 種 の 外 は 、 総 て 小木 に し て 特に 算 す る K 足 ら ざ る $ の な 

bo 面 し て キマ ナラ シ は 前 種 と 異な 5、 Ze MRM EBA? 
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Bro Fo EI DEN ER ITS FREI KA PIE 

KÜURHFEHOHIRZERAMSLS, KRKIRKRoULBUAJILTZ KL 

WtCHRSZSE7CLPRAKBST SER, MCs’ vr YOARR 

KANKERKETEAI RTL HZ EN A SBS ハンノキ 

類 は 一 般 K 河 邊 及び 混 地 を 好み て 生育 し 、 北 海道 に た 於 て ャ チュ ムン 

ZROPMFNAMBORMRCMR CIA MARR CREB E LB 
る < と 態 は ず し て 、 北 海道 た 於 て 山地 に 生ずる を 常 と する ヶ キ 

mea Peele OCI bet ARS Wo Se ee ee 1 Bee 

5 内 地 隊 所 に 生じ 、 BSUREITRrETTIHUAIWRM ER 

Bo 炊 に アカ ダ モ ェ 、 ヤ チ ダ モ は 専ら 肥 浜 K し て 征 混 潤 を る 論 野 、 並 

KK 河 岸 に て 寒風 C 暴 露 せ られ ざる 地 を 好み 、 HARKAKR=ENR I 

至る る の 敢 て 少な し と せ ず 。 特に ヤ チ ダ モ は 西海 岸 の 河谷 肥 浜 を 

る 地 に 多く 、 マウ カ 以 南 に た 於 て は 洗 岸 の 草原 地 に に 、 HOMR BL 

BER Bee ee Pag. ETF N DETZZRETF OT 

GRR PAL D b te BERR ase I HD EI aye 

及び クム 等 は 加 ふ る と き 3 は 再 方 油 業 樹種 の 大 部 を 占 ひ る も の な 5o 
面 し て 此 等 の 樹種 は クス ン ナ イ 以 北 、 及 び ア ェ ッ 洛 内 、 東 海岸 等 

の 何れ の 地区 於 て も 生育 せる も の ある を 見 ず 。 

以上 記せ る 席 を 以 て 樺太 の 論 地 に 於 ける 森林 植物 帯 を 穴 す る 

MI 天 史 じ て 三 民 きど すず る を 得 べ きか の 思 ち リャ シン UM DE 

Lao Te TEeY 7A ne ur a 

の 代表 者 だ る べく っ ご は 全島 め 」 大 部 EN Aw ee” el 

の 生ずる 針葉樹 帯 に し て 、 海 岸 ふ 5 起り て 山 織 の 中 腹 に 至る も の 、 

三 は グイ マッ の 占 せ る 所 に し て 温 潤 針葉樹 帯 と $ 答 すべ き 3 部 分 に 

Lt. MBAS ER LEA AE oe ke So 

Biche PM CLeAS CHM AKOLAOKEBRANGM IC 

LoOCEMMIKMERBLETEBN SD 即ち 第 一 、 下 層 油 業 

樹 帯 、 第 二 、 針葉樹 帯 、 第 三 、 上 大 潤 葉 樹 帯 、 第 四 、… と マッ 韻 、 

本 
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Sh AUSBRBFOIFERTF, 

B-FRWERZFZIUHRLI, BEBESET KARE 

SLC Pe TS FFIR オカ ガラ デ ナ 、 ヤ ナギ 、 イ クタ ャ 、 FR, 

アカ タダ モ 等 差 が 代表 者 た 5。 BIBS FY 7, =~ r+ I ORE 

林 を 以 て 形成 せら れき ぉ エゾ ダケ カン ご を以て 代表 せら 6 る 3。 第 (1 ai 

EBBEZBFTBZ. BHKRVSzYR 7 ay -LRER EI 

EI,BSISBIELRZBI DER SK  BTTBEHZA3 Ze Ya = 

a a ee DE Er キ 。 オー ee ee 

SORES TAU pate as So? BRUT 

ETYIBTARKRKTERERASISTBLT EI ZI ADS. EL. 上 昇 す 

ZTEUTHFISTERL. ZBKCMEKNAATAZALS 

EZB > i 友 デ ラ ン 、 チチ シマ ゼ キュ シャ ツク 、 ES FI IH 

Re オシ マフ タキ ギ キャッ <。 ナシ コーデ ジン シ ン 、 Fy FETUSES 

EL. 所 席 第 五 高山 草原 葵 を な す 。 

UERZIZSZZWIAFOHBE, FY2 2 FREE IHN SS, 

CEPR HM DEKRAR MAB Pa s.x aC KRV6BRRECAT 

ZIKEM -DHERLT, 大 過 な きき を 信 ず 。 ANE BREL 

て 調査 せる 山 生 極め て 少な 〈《、 具 AA. Ju 272 

ZIEH YI.T.DOANTBAFIT. LOMB. UKOF MHL ABE 

FORAZTEITSSDELTZKTTUT SzcHarz! 

DEBI’. KULSIMALITZIDOZIZRCG. HROMARHE 

CHROMA THELCHARRTESRSSALRT 

BlLABMBCRMRAMT SMS SAL YeL IMAP EL TS 

SZFTUTZIEL, CHE’ ZZIAONZHIELHEDÄ GE 

BLZTANrR5. ZEORRKETIZLIOKLT, Y2V,r 

KEIAHHBERBUTZL DON ZIEMN "INLTATCh, 

EIBEA ABERAHIBLESBLIDOREZZ UWE, ROPE 

BSROHZAZAZUEINTANSNRZBEIRATD 
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LoS) 

6. 

NI 

CO 

It HE ke RM HL th D FP qe IL T 

eK TK TE i Be 

A List of Forest Trees in Karafuto. 

Fam. Taxaceae. — 位 科 。 

Tazxus cuspidata Sieb. et Zucc. Ay SAF キ 、 (Raramanı)) 

西 海岸 ア ェ ッ 放 内 、 ス ヽ ャ 山脈 及び 東海 岸 南部 に 生 ず 。 
Fam. Pinaceae. 松 42 科 。 

Larix dahurica Turcz. Ree Te (UE) 

dk iba 7 = 7 BW FOB Hs tit HR Hb We CB Lo 

Picea aganensis Fisch. =. Vise J. V(Skungu.) 

 FYVERELIERRRH FR SOHEN TS BE 

島 の 一 部 に も 生 ぜ 5 

Picea GlehniMast. アカ エゾ アッ マッ ツ 、 

グン ー レ 氏 は チビ サ = ニ 、 ル シート カ K 於 て 初め て 探 集 せら れ 

し 事 シ ス ェ > 下 氏 の 著 樺 太 植 物 誌 に 見 め 。 

Abies sachalinensis Mast. ト ヾ マツ 、 (Yayoppu.) 

エゾ マツ と 混和 生 し て 到 る 廃 に 生 ぜ り 5》。 

Pinus pumila Pal. »e = v9, (Numni.) 

IM, LI F FIR XR URE ES Be RS HE To 

Funiperus dahurica Pall. PSE OE ae マク ング 、 

FPR SA LKWMALCAU RAS R LH ~ Vo 

Funiperus nana Willd. リリ シン 9 Er DIV, (Amanı) 

ZUBSMPRTEUN# To 

Funperus conferta Parl. > Cees. (Wittane) 

西海 岸 海 演 砂地 に 生じ 和銅 久 す 。 

Fam. Salicaceae. 楊 柳 Flo 

Populus suaveolens Fisch. ドロ ギヤ ギ w 

各地 河川 沿岸 に 多く 生じ 北方 に 至る に 従 ひ て 大 樹 を 産 す o 



11. 

[2- 

人 

14. 

すす で 

16. 

We 

18. 

19. 

20 

21 
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Populus tremula L. as, 

各地 乾燥 地 に 生 ず 、 其 敷 多 か ら ず 。 

Salix Caprea L. マッ コヤマ ナチ ギ 、 (Meremani), (Menemani). 

各 Hel Hh (tc So 

Salix opaca Anders. £ 3 22 7973-5, usu.) 

iW BRIA TST. KES Lo 

Salix viminalis L. キヌ ヤナ ギ 、 (Susu.) 

各地 河岸 に 生 ず 。 

Fam. Juglandaceae. BH BE Bho 。 

Fuglans Sieboldiana Maxim.? ER, 

FÄAFFWNBERED-BRTETFTBBSCTHHUA bo 

Fam. Betulaceae. BE FR Flo 

Betula alba L. y¥7nwY ~~, (Tatni), (Tachni). 

各地 山野 に 生 ず 。 

Betula Ermani Cham. Sy EDS (Shütat.) 

答 地 山地 に 生 ず 。 

Betula Middendorffii Trautv. et Mey. var. communis Trautv. 

Ku tetiavor, (ERBE) 

By te Pi at Wy Ha it AE Zo 

Betula nana L. var. sibirica Ledeb. Ett 4.2, Las 

EAL 7 4 F FILE KA So 

Alnus hirsuta Turcz. ケ キ ヤマ ハン キ 、 (Furükini), (Kini). 

各地 卒 野 、 河 岸 混 地 に 生 ず 。 

Alnus viridis DC. var. sidirica Reg. ミヤ ャ マメ ハン クノ キ 、 (Tetara-kini.) 

(Kini.) 

各地 に 生じ 、 又 高山 に た 生 ず 。 ハモ マツ 材 C 入 り エ テ エゾ ダ ケ カ 

Far SE = > De cobs ド 等 と 混 生 ず 。 

Fam. Fagaceae. = 2» Bho 
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i) i) 

bo し ゝ 

26. 

to EST 

Qo 

= 2-H kK HK HL O FMF mR 2 < 

Quercus mongolica Fisch. カー Re: (Tunni.) 

(宮部 博士 新 策 ) 

ie FEC HL BE ie EP BB de ie HEL 

Quercus grosseserrata Bl. SI NER 

前 者 に 同じ 。 

Fam. Ulmaceae. RR Eko 

Ulmus campestris L. FA =, „(Karanı) 

& th BF KR Oli HE O Rh WB Lo 
Ulmus montana With. var. laciniata Trautv. AE See Ata) 

(Ahhani.) 

各地 山野 に た 生 ず 。 

Fam. Moraceae. x 科 。 

Morus alba L. ZF 2x. (Tattuni,) 

tt BB RO DG te ee D Ye Ty ah It AE. 

Fam. Saxifragaceae, BEH H Fh, 

Hydrangea paniculata Sieb. et Zucc. Jee? リ VIER. (Kinnenrs 

南方 各地 森林 内 た に 生 ず 。 

Fam. Rosaceae. He 懲 科 。 

Pirus baccata L. var. mandshurica Maxim. TIEREN oe Se 

A Fy 4 fe vc Sd Mb Fe UC Way OP ie RO KA Jo 

Sorbus japonica T. Hedlund. Far, “lnaunin) 

各地 に 生 ず 。 

Sorbus sambuctfolia Trautv. See ee NII ae 

4 Uh Wy BP te (2 By i ily AR A FO 

Crataegus sanguinea Pall.? WEED + oo eee (UU nsenis) 

Cm 25 fal Ee PT Fil) (Unchuni.) 

各地 山野 に 生 ず 。 

Prunus Maximowiczır Rupr. 

答 所 の 山地 に 多 し 。 

22 EIER 52058 
| 74 
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Prunus Pseudo-Cerasus Lindl. x = "2 5, (Karimbani.) 

西海 岸 南部 活 海 の 地 に あり 5?o 

Prunus Padus L. = YFP Yo 2 9325. (Kikinmi.) 

各所 河岸 の 地区 生 ず 。 

Prunus Sszozz Fr. Schm. wer Se. 2+ (Shiuri.) 

ca eng 

Fam. Rutacae. = F Flo 

Phellodendron amurensis Rupr. キュ メダ 、 (Shikerebeni.) 

西海 岸 南 部 及び 海馬 島 に 産 す o 
Fam. Celastraceae. iH 科 。 

Evonymus alata Sieb. var. striata Mak. u. ee 

1 i Fe HA ah IT HE So h 

Evonymus macroptera Rupr. ER» 7 9 Y 2 +, (Konkeni.) 

Ba A it AE Jo 

Evonymus sachalinensis Maxim. +» 7 ¥ *¥ FY > Fy ( Enumukonkeni.) 

fy EG 

Evonymus Hamiltoniana Wall. マユ 2. (Kashupuni.) 

RR? 
Celastrus articulata Thunb. ッッ ウメ ズ メモ ドキ 、 

南部 生野 に 生 ず 。 

Fam. Aceraceae. fe EST Fo 

Acer pictum Maxim. A &# ヤ 、 (Nishiteni.) 

地 に 産 す 。 

Acer Ukurunduense Trautv. et Mey. ォ ガ ラー バナ 、 (Tobeni.) 

各地 山地 KK 多 し 。 

- Fam. Arahaceae. FM Flo 

Acanthopanax senticosus Harms. エゾ ヅラ シッ ウッ ュ ギ 、 (Mauni), (Epusakani.) 

BR. T= THIBROCOKRKEOPMOMKES 



102 三宅 一 樺太 森林 植物 の 分 布 に 就き て 

45・ Acanthopanax ricinifollum Seem RE ED a 

iM HE TO ETE AE Ko 
Fam. Oleaceae. 

46. 

木 BE 科 。 

Fraxinus mandshurica Rupr. ャ チ ダ モ 、 

DY 海岸 、 r= 

(Opeu), (Itatosu). 

7 2 AD ny il Ue be Ie EPO 

Fam. Caprifoliaceae. 2), & 科 。 

Sambucus racemosa \.. var. pubescens Mig. ジー SD 

各地 山野 に 生 ず 。 | 

(Osokoni.) 

Viburnum furcatum Bl. 48. AS 

南方 各地 山野 に 在 5。 

因 EB. 

(Habituni.) 

ZAM OBAMA D UFR? A 2H bo 

Note.— The word in parenthesis is the plant name given by the Saghalin Ainu 

(Aiushini.)> 



BAESERRUVERHoSE 
x 木 得 一 

NEUE BLATTIDEN UND FORFICULIDEN 

JAPANS, 

VON 

T. SHIRARI. 

—SS ーーーーーーー 

In der „Monographie der Forficuliden Fapans “ (Journ. Sapporo AAgr'1. coll. 

vol. II, part 2.—1905), der „Neue Forficuliden Fapans “ (Trans. Sapporo N. H.S. 

vol. I, part I,—-1905-1906), der „Neue Forficuliden und Blattiden Fapans “ (Trans. 

Sapporo N. H.S. vol. I, part 2. 1905-1905) und der „ Blattiden Fapans “ (Annot. 

Zool. Jap. vol. VI, pl. 1,—ı906) habe ich 13 neue und 5 bekannte Forficuliden, 9 

neue so wie auch g bekannte Blattiden Japans veröffentlicht. 

Da ich seitdem 4 neue Blattiden, eine neue Gattung und 4 neue Arten der 

Forficuliden in Formosa gefunden habe, so möchte ich hier diese Diagnosen bekannt 

machen. 

Die vorliegende Beschreibung wurde exclusiv aus der Ausbeute von Herrn Dr. 

S. MATSUMURA, Professor an der kais. landwirth. Hochschule zu Sapporo, 

genommen, welther mir freundlichst die wertvollen Materialien zur Benützung 

überlassen hat, statte ich hier meinen herzlichsten Dank ab. 

Neue Forficuliden. 

I. Gatt. Labia LEACH. 

Labia flavoguttata N. SP. 

2. Körper konvex, glänzend braunschwarz, unbehaart. Fühler 12-gliedrig, 

fadenformig : das 1. Glied ziemlich lang, birnenformig ; das 2. sehr klein; das 3. 

fast kegelförmig, lang; das 4. klein, annähernd kegelförmig; die uebrigen kegelförmig, 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. II. 1907.] 
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regelmässig sich verlangernd. Pronotum etwas schmäler als der Kopf, ‘mehr 

langer als breit, hinten abgerundet, in der Mitte mit einer Quervertiefung, am 

Seitenrande heller. Vorderflügel schmal, am Ende quer ausgeschnitten, braun ; 

Flügelschüppe halb so lang wie der Vorderflügel, braun, in der Mitte mit einem 

fast quadratischen, weisslichen Flecke. Beine mittellang, schwarzbraun: Tar- 

senglied I. dick, kaum länger als das 3., das 2. walzenförmig, sehr klein, die ersten 3 

Glieder fast von gleichem Umfang, an der Unterseite fast glatt. Hinterleib fast 

parallelseitig: das Tergit 3. und 4. je mit 2 Seitenfalten, die Falten des 4. 

Tergites gross ; letztes Hinterleibstergit nach hinten etwas verschmalert ; vorletztes 

Hinterleibssternit abgerundet, das letzte Sternit nicht bedeckend. Zangen mittel- 

lang, schmal, an der Basis zusammenliegen und an der Spitze sich aneinander 

berühren, dreikantig, schwarzbraun. 

Körperlänge : 10.3 mm. 

Pronotumslänge : ET 。 mm. 

Pronotumsbreite : 1-2.. mm. 

Vorderflügellänge : 3.0 mm. 

5 

+0 +0 40 10 40 +0 40 +0 

Hinterleibslänge : mm. 

Hinterleibsbreite : 2.0 mm. 

Fühlerlänge : 5.2 mm. 

Zangenlänge : 2.86 mm. 

Nur ein Exemplar (2) gesammelt von Herrn Dr. 5. MATSUMURA in Horisha 

Mai). 

Trivialname : <Azboshz-hasamimushi. 

(Formosa 

II. Gatt. Diplatys SERV. = 

1831. Diplatys (Typ.: D. macrocephala), SERVILLE in: Ann. Sc, Nat., v. 22, p. 33. 

1893. Diplatys, Bormans in: Biol. centr. Ortb., p. 1. 

1900, Diplatys, BormAns u. Krauss, Forficulidae u. Hemim., p. 8. 

1881. Dyscritina (Typ.: D. longisetosa), WEsTwoop in: Tr. ent. Soc. London, p. 601. 

1898. Dyscritina, GREEN in: Tr. ent, Soc. London, p. 381. 

Diplatys flavicollis n. SP. 

Körper konvex, behaart : beim Männchen schwarz ; beim Weibchen schwarz- 

braun. Kopf nach hinten verschmälert, so breit wie lang, am Hinterkopf mit einer 

Quervertiefung, schwarz. Augen kreisförmig, schwarz. Fühler 17-gliedrig, beim 

Weibchen hellbraun, beim Männchen dunkler: das 1. Glied lang, fast kegelförmig, 

schwarzbraun ; das 2. sehr kurz, walzenförmig ; das 3. halb so lang wie das 1.; das 
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4. kurz, kugelförmig ; das 5. umgekehrt kegelförmig, ebenso die übrigen, die sich 

von Glied zu Glied allmählich verlängert. Mundtheile hellgelb, mit gleichfärbigen 

Taster, Oberlippe braun. Pronotum kaum länger als breit, fast rundlich, gelb- 

lich hellbraun. Scutellum frei, klein, gelblich hellbraun. Vorderflügel sehr schmal 

und lang, an der Basis und am Ende abgerundet : beim Männchen schwarz; beim 

Weibchen braun. Flügelschüppe sehr schmal, so lang wie der Vorderflügel, gegen 

die Spitze hin verbreitert, am Ende quer ausgeschnitten : beim Männchen schwarz ; 

beim Weibchen braun. Beine schwach, mittellang, seitlich zusammengedrückt : 

beim Männchen schwarz, die Hüfte, die Schenkelbasis und die Tarsen gelbbraun; 

beim Weibchen gelblich hellbraun, an der Endhälfte der Vorderschenkels schwärz- 

lich. Tarsen sehr schmal und lang: das ı. Glied fast 2 mal so lang wie das 3., 

schlank ; das 2. sehr kurz, einfach ; das 3. deutlich schmäler als die andern Glieder, 

am Ende mit einer schwärzlichen Krallenpelotte. Hinterleib sehr schlank, walzen- 

förmig, in der Mitte leicht eingeschnürt, schwarz, beim Weibchen hell, mit Seiten- 

falten: letztes Tergit bei beiden Geschlechtern aufgetrieben, annähernd quadratisch; 

letztes Sternit sehr gross, fast quadratisch. Zange bei beiden Geschlechtern 

beinahe gleich, fast gerade, unbewehrt, an der Basis fast zusammenliegend, abge- 

plattet, annähernd 3-kantig, zugespitzt: beim Weibchen deutlich schwächer, gelblich 

hellbraun ; beim Männchen schwarzbraun, gegen die Spitze hin heller. 

Körperlänge : 5 11.5 mm. 2 12.0 mm. 

Pronotumslänge : a> 1-2. Bun: > 1.25 nam: 

Pronotumsbreite : る 1.15 mm. Q 1.15 mm. 

Vorderflügellänge : >35. mm. 2 3.2, mm 

Hinterleibslänge : 5 5.0 mm. 2 380800 

Hinterleibsbreite : る 0.9 mm. 2 0.37mm 

Fühlerlänge : @ 9.3 mm. 2 9.2 mm 

Zangenlänge - @ 1.8 mm. 2 1.6 mm 

Nur 2 Exemplare (@ 1 u. 2 1) gesammelt von Herrn Dr. 5. MATSUMURA in 

Kanshirei (Formosa—Mai). 

Trivialname : Deboso-hasamimushi. 

III. Gatt. Taipinia n.G. 

Type: Taipinia pulla n. sp. 

Körper mässig konvex, behaart. Kopf herzförmig, nicht oder kaum länger als 

breit. Fühler 13-gliedrig : das i. Glied keulenförmig ; das 2. klein, kaum länger 

als breit ; das 3. walzenförmig, schmal und ziemlich lang; das 4. klein, kürzer als 
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das 3., kegelförmig ; 5. und 6. lang ; die übrigen walzenförmig, allmählich schlanker 

und länger werdend. Pronotum schmäler als der Kopf, annähernd quadratisch, am 

Hinterrande abgestumpft. Vorderflügel und Flügelschüppe vorhanden. Beine von 

mässiger Länge: Schenkel deutlich seitlich abgeplattet, schmal ; Schienen fast 

ebenso lang wie der Schenkel; Tarsen mit langem, dünnem r. und 3. Glied, das 

letztere etwas kürzer und schmäler als das erste, das 2. Glied klein, herzförmig 

verbreitert. Krallenpellote fehlend. Hinterleib mit 4 deutlichen, héckerartigen | 

Seitenfalten ; letztes Tergit bei beiden Geschlecktern beinahe gleich, sehr kurz, am 

Hinterrande abgerundet ; vorletztes Sternit beim Männchen gross, mit querausge- 

randetem Hinterrande, das letztere nicht ganz bedeckend, beim Weibchen sehr 

kurz, breit, das letztere nicht ganz bedeckend ; letztes Sternit bei beiden Gesch- 

lechtern beinahe gleich, mit halbkreisförmigem Hinterrande. Zangen bei beiden 

Geschlechtern auseinanderliegend. Pygidium deutlich. 

Diese Gattung steht der Gattung Apterygida Westw. nahe, unterscheidet sich 

jedoch davon durch die Form der Abdominalsegmenten und die auseinanderliegende 

Zangen der beiden Geschlechtern. 

In Japan kommt nur eine Art vor. 

Taipinia pulla N. sp. 

Körper schwarzbraun. Kopf rotbraun, Netzaugen und Mundtheile schwärzlich. 

Fühler dunkel, das ro. Glied weissgelb. Pronotum glänzend schwarz, mit braunem 

Seitenrande, in der Mitte mit einer schmalen Längsfurche, Vorderfligel mittel- 

lang, ziemlich breit, am Ende quer ausgerandet, behaart, schwarzbraun. Flügel- 

schuppe sehr kurz, behaart, dunkel. Beine braun. Hinterleib kurz, behaart, 

schwarzbraun: beim Weibchen schmal; beim Männchen nach hinten zu verbreitert. 

Zange schmal und lang, gelb: beim Männchen an der Basis auseinanderstehend, 

abgeplattet, bis zum Ende des ı. Viertels stark nach aussen und oben, dann bis 

etwas über die Mitte stark nach unten und wieder leicht nach innen gebogen, 

Spitzenhälfte innen gezähnelt, nahe an der Spitze und in der Mitte mit einem etwas 

grössern zugespitzten und einem kurzen, nach unten gerichteten Zähnchen bewehrt; 

beim Weibchen dünn, sehr schwach gebogend, auf der Apicalhälfte an der Innen- 

seite mit 2 zugespitzten Zähnchen. Pigydium etwas gross, mit drei spitzigen Spal- 

tungen, schwarzbraun. 

Körperlänge : 2 95mm. Oo 48.2: anata, 

Pronotumslange : の Hm nm. 2 Lam: 

Pronotumsbreite : GS. 1.2:mm: 2... 122mm: 

Vorderflügellänge : 43) 2.2 0m: 221.0. m. 
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Flügelschüppenlänge : 5 0.7mm. 2 0.55 mm. 

Hinterleibslänge : T 4.5 mm. 2 3.2 mm. 

Hinterleibsbreite : @ 2.7 mm. 21237 

Fühlerlänge : る 6.i mm. 2 6.1 mm. 

Zangenlange : 5 16.000. 2’ 74.5. aoa 

Taipin bei Hoppo (Formosa—-Mai). 

Trivialname : Magart-hasamimushi. 

Neue Blattiden. 

I. Gatt. Phyllodromia SERV. 

Phyllodromia formosana N. SP. 

2 Körper gross, schwarzbraun. Kopf herzförmig, glänzend schwarz. Netzau- 

gen schwarz ; Punktauge in einem Loch, gelb. Fühler borstenförmig, ein wenig 

länger als der Körper, braun : das ı. Glied lang, walzenförmig ; das 2. kugelförmig, 

klein; die übrigen fadenförmig, sehr klein gliedrig. Pronotum halbkreisförmig, 

braun, am Seitenrande hellgelb. Vorderflügel kurz, aber den Hinterleib fast 

überragend, hellbraun. Hinterfliigel rauchgrau, die sämtlichen Nerven (Geäder) 

braun, am Vorderrande gegen die Spitze zu gelblich. Geäder fast wie bei 

Phyllodromia vitrea Brunn. Hinterleib dick und kurz, oben glänzend schwarzbraun, 

unten braun. Beine mässig lang, schmutziggelb : Schenkel seitlich zusammenge- 

drückt, stachelig ; Schienen länger als der Schenkel, meistens stachelig; Tarsen 

sehr schmal, fast so lang wie der Schenkel, das ı. Glied so lang wie die 

übrigen, das letztere mit sehr feinen Krallen und grossen Haftlappen. Letztes 

Bauchglied breit und gross, abgerundet, ziemlich konvex, ohne Subgenitalplatte. 

Supraanalplatte kurz, klein, fast dreieckig, am Ende sehr kurz gespaltet. 

Cerci ziemlich kurz, zugespitzt, braun. & Körper schmal und lang, hellbraun. 

Kopf hellgelbbraun, mit schwarzen Netzaugen. Fühler wie beim Weibchen. 

Pronotum halbkreisförmig, hellbraun, mit durchscheinendem Seitenrande. Vorder- 

flügel lang und schmal, den Hinterleib meist überragend, hellgelb, durchscheinend. 

Hinterflügel wie beim Weibchen. Geäder wie beim Weibchen. Hinterleib schmal, 

gelbbraun, braun gefleckt. Beine wie beim Weibchen, aber hellbraun. Subgenital- 

platte lang, ohne Stylen. Supraanalplatte ziemlich gross, fast dreieckig, am 

Ende kaum gespaltet. Cerci wie beim Weibchen. 
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Körperlänge : © 13.5— 15.0 mm. 2 15.0— 15.2 mm. 

Pronotumslänge : 4S 20 — 24mm. & 3.4— 3.6mm. 

Pronotumsbreite : © 4.0— 4.2mm. 2 4 エー 4.5 mm. 

Vorderflügellänge : 5 14.8—15.0 mm. 2 11.0— 12.0 mm. 

Hinterleibslänge : 5 00-—-.6.5 mm. ie 6.0 mm. 

Hinterleibsbreite : 5. 4.2— "5.0mm: 2 6.2 一 6.4mm. 

Cercislänge : Ss 2.1 mm. ーー 2.0 mm. 

Fühlerlänge : T 1Z.O mm. + 16.0 mm. 

S Fxemplare gesammelt von Herrn Dr. S. MATSUMURA in Zoroyen (Formosa, 

Mai—®@® 4u. 2 2) und Horzsha (Formosa, Mai— 令 2,) 

Trivialname: Ochabane-gokiburi,. 

I. Gatt. Pseudophyllodromia. 

1865. Pseudophyllodromia, Brunner, Nouv. System, Blatt., p. 111, fig. 03 や 

Pseudophyllcdromia testascea N. Sr. 

2 Körper lang und platt, gelbbraun. Kopf mässig gross, lang, vom Pronotum 

nicht ganz bedeckt, am Hinterkopfe an der Innenseite der Netzaugen mit 2 Quer- 

erhöhungen. Stirn ziemlich konvex, breit. Netzaugen mittelgross, auf dem Scheitel 

nicht genähert, schwarzbraun. Punktaugen nicht entwickelt. Fühler so lang wie 

der Körper, borstenförmig, gelbbraun ; das r. Glied lang, walzenförmig, das 2. kurz, 

kugelförmig, die übrigen fadenförmie. Pronotum gross, kürzer als breit, fast 

halbkreisförmig, am Hinterrande abgerundet, rotgelb. Kiefertaster mässig lang, 

gelbbraun. Vorderflügel das Hinterleibsende erreicht, rotgelb. Hinterflügel 

durchscheinend, mit gelben Adern. Geäder wie bei Phyllodromia formosana m. 

Beine mittellang g, seitlich zusammengedrückt, hellschmutziggelb : Schenkei schmal, 

ein wenig stachelig ; Schienen ein wenig länger als der Schenkel, viel stachelig ; 

Tarsen fast so lang wie der Schenkel, das 1. Glied ein wenig länger als die übrigen, 

das letzte Glied mit schr feinen Krallen und grossen Haftlappen. Hinterleib mässig 

gross, schmutziggelb, oben am Hinterrande jeder Gliedern schwarzbraun. Supra- 

analplatte dreieckig, oben in der Mitte mit einer Längskante. Letztes Bauch- 

segment breit, halbkreisförming. Cerci kurz, zugespitzt, braun. 

Körperlänge : 27787 mam. 

Pronotumslänge : ビン 5.0 mm. 

Pronotumsbreite : 275.5 mm. 

Vorderflägellänge : DE,150. mm. 



ee a? | en Ball « wat i 

SHIRAKI : NEUE BLATTIDEN UND FORFICULIDEN JAPANS. 109 

Hinterleibslänge : 2 7.5mm, 

Hinterleibsbreite : 2 7.0mm. 

Cercislänge : . し EC 

Fühlerlänge : een: 

‘Nur 1 Exemplar (2) gesammelt von Herrn Dr. S. MATSUMURA in Kumamoto 

(Higo-Juni). 

Trivialname : Usuchabane-gokiburt. 

III. Gatt. Chorisoneura BRUN. 

Chorisoneura nigra N.SP. 

Form wie bei C. Zavoantennata BRUN. 

En Körper mässig lang, schwarz. Kopf gross und flach, fast dreieckig, vom 

Pronotum fast bedeckend. Netzaugen auf dem Scheitel nicht genähert, schwarz- 

braun. Stirn ziemlich konvex. Fühler ein wenig kürzer als der Körper, schwarz- 

gelb, fadenförmig. Kiefertaster mittellang, letztes Glied spindelförmig, länger als 

das vorletzte, schwarz, das ı. Glied sehr kurz, schwarz. Oberlippe braun. Prono- 

tum etwas halbkreisförmig, am Vorderrande in der Mitte ein wenig ausgebuchtet, 

schwarz, mit durchsichtigem, breitem Seitenrande. Vorderfliigel mässig lang, am 

Ende etwas winkelig, glänzend schwarzbraun. Hinterflügel hellbraun, mit -der 

Apicalfläche. Geäder wie bei C. zzgrifrons SERV. Beine schwarzbraun, seitlich 

zusammengedrückt : Schenkel ohne Stacheln ; Schienen lang stachelig, die vordern 

sehr kurz, die beiden hintern ein wenig länger als der Schenkel; Tarsen sehr 

schmal und lang, das ı. Glied deutlich länger als die übrigen, das letzte mit 2 

dunkeln Krallen und ziemlich grossen Haftlappen. Hinterleib so lang wie breit, 

schwarz, flach. Cerci mässig lang, schwarzbraun. Subgenitalplatte kurz, mit nach 

- aussen gebogenen, kräftigen Stylen. Afterdecke gross, halbkreisförmig. 

Körperlänge : 5 8.3mm. 

Pronotumslänge : 4 2.1mm. 

Pronotumsbreite : 2 3.0 mm- 

Vorderflügellänge : ® 8.5 mm. 

Hinterleibslange : 人 る 4.0mm. 

Hinterleibsbreite : ® 3.8mm. 

Cercislange : 5 1.0mm. 

Fihlerlange : 5 7.6mm. 

Nur 1 Exemplare (@) gesammelt von Herrn Dr. S. MATSUMURA in Zorisha 

(Formosa—Mai). 
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Trivialname :  Fimekuro-gokiburt. 

IV. Gatt. Corydia SERV. 

1839. Corydia, BURMEISTER Handb, JJ, p. 490. 

1863. Corydia, SAUSSURE, Mel. Orth., I facs., p. IT. 

1865. Corydia, BRUNNER, Nouv. system. Batt., p. 335. 

Cassida LINN., 

In Japan kommt nur ı Art vor. 

Corydia zonata N.SP. 

の Form wie bei C. »uptialis Gerst., aber sehr klein. 

Körper dick und breit, schwarz. Kopf ziemlich lang, vom Pronotum ganz 

bedeckend, metallisch grünschwarz. Stirn konvex. Netzaugen auf dem Scheitel 

nicht genähert, lang, schwarzbraun. Fühler etwas kürzer als der Leib, perlschnur- 

förmig, in der Mitte etwas verdickt, fein behaart, schwarz, das Glied 28. 29. 30. und 

31. weissgelb, nahe an der Basis mit kleinen, gelben Nebenaugen. Beide letzte 

Kiefertasterglieder verdickt, schwarz. Kaustück mit 2 parallelen, fast gleichen 

Zähnen, schwarz. Pronotum querelliptisch, am Vorderrande stärker gebogen als 

am hinten, am Seitenrande deutlich winkelig, oben runzelig, in der Mitte mit 4 sehr 

schmalen Längsfurchen, dicht mit angedrückten Haaren bedeckt, am Rande 

gewimpert, die Schulterkante entwickelt, metallisch grünschwarz. Vorderflügel 

länger als der Hinterleib, pergamentartig, ebenfalls dicht behaart, metallisch grün- 

schwarz, in der Mitte mit einer breiten vom Vorderrande bis zum Hinterrande 

reichenden, roten Querbinde. Hinterflügel häutig, durchsichtig, am Ende braun, 

am Vorderrande in der Mitte mit einem gelben, langen Mark. Geäder wie bei C. 

nuptialis GERST. Beine schlank und zierlich, seitlich zusammengedrückt, schwarz: 

Schenkel ohne Stacheln, behaart ; Schienen lang stachelig, die vordern sehr kurz. 

Hinterleib sehr flach, kreisförmig, rotgelb, am Ende schwarz. Afterraife perlschnur- 

förmig, mit kurzen Griffeln. 

Körperlänge : 5 14.04 mim 

Pronotumslänge : AS Aer nin: 

Pronotumsbreite : 2 E56 om. 

Vorderflügellänge : 5.7207 mm. 

Hinterleibslänge : 655 mm. 

Hinterleibsbreite : RE 830o nm. 

Cercislange : Gee 15 mm: 

Fublerlange : OO mm. 
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Nur 1 Exemplar ($) gesammelt von Herrn Dr. S. MATSUMURA in Horisha 

(Formosa—Mai). 

Trivialname : Odr-gokiburi. 

14. Juli, 1907. 
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1. Phyllodromia formosana N.SP. BALL RPÄAÄANRNZI Ko 
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3. Chorisoneuranigra N.SP. UBXATZa do 
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DIE PSOCIDEN JAPANS. 

VON 

H. OKAMOTO. 

(Mit Tafel II.) 

Die bis jetzt mir bekannten Psociden Japans sind ziemlich zahlreich und die 

folgenden 10 davon wurden schon von Herrn Dr. G. ENDERLEIN in „ Zool. Jahrb. 

Abt. f. Syst. Berlin, S. 243-255, (1906) und Stett., entomol. Zeit. S. 306-312, (1907) “ 

veröffentlicht : 

1. Psocus kurokianus ENDERL. 

au oo tokyoensis ENDERL. 

ce Ne est sexpunctellus ENDERL. 

4. Amphigerontia nubila ENDERL. 

5. A. Kolbei ENDERL. 

6. Matsumuraiella radiopieta ENDERL. 

7. Hemipsocus hyalinus ENDERL. 

8. Stenopsocus aphidiformis ENDERL. 

GQ. IRs niger ENDERL. 

10. 8. pygmaeus ENDERL. 

Prof. H. KOLBE hat noch eine japanische Art (Psocus japonicus KOLBE, 1882) 

eschrieben, diese ist mir aber unbekannt. . 

Da bei uns in Japan noch zahlreiche Arten vorkommen, von welchen nur 

wenige ausgenommen, die meisten der wischenschaftlichen Welt neu sind, so will 

ich hier eine kleine Veröffentlichung machen. 

Die vorliegenden Materialien wurden meistens von Herrn Dr. 5. MATSUMURA 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. II. 1907]. 
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und einige davon von Herren S. KUWAYAMA, S. MITSUHASHI, M. OGUMA, und M. 

SUZUKI gesammelt, mit denen Erlaubnissen ich sie benützen konnte, so bin ich 

diesen Herren zum herzlichen Dank verpflichtet. 

Es sind mir in Japan im ganzen 32 Arten bekannt, von denen 16 neu sind; die 

folgenden 2 Arten Psocus obtusus HAGEN und Taeniostigma ingens ENDERL. 

gehören der Indo-australischen Fauna an, während die drei anderen Arten Psocus 

nebulosus STEPH. und P. 6-punctatus L. sowie auch Graphopsocus cruciatus L. in 

Europa vorkommen. Es kommen dabei in Japan Io Gattungen vor, von welchen 

die eine neu (Kodamaius N. G.) ist. 

Zum Schluss sage ich noch mal an Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA meinen 

innigsten Dank, welcher bei dieser Arbeit mich sehr freundlich geleitet hat. 

Die folgenden 32 Arten sind mir wohl in Japan bekannt: 

Fam. PSOCIDAE. 
I. Subfam. PSOCINAE. 

I. Gatt. COPOSTIGMA ENDERL. 1903. 

1. C. hyalinum n. sp. 

2. C. subcostalis N. SP. 

II. Gatt. CERASTIPSOCUS KOLBE 1883. 

3. C. singularis N. SP. 

4. C. hakodatensis N. SP. 

IH. Gatt. PSOCUS LATR. 1796. 

5. P. capitatus N. sp. 

6. P. Mitsuhashianus N. sp. 

7. P. grandis N. SP. 

8. P. nebulosus STEPH. (1836). 

9. P. pellucidus N. sp. 

Io. P. Kurokianus ENDERL. (1906). 

11. P. tokyoensis ENDERL. (1906). 

iz; P. Mali N. spi 

13. P. sexpunctatus L. (1758). 

14. P. sexpunctellus ENDERL. (1907). 

15. P. obtusus HAGEN. (1858). 

16. P. japonicus KOLBE. (1882). 

17. P. formosanus N. SP. 

18. P. tateokanus N. SP. 
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IV. Gatt. AMPHIGERONTIA KoriBE (1880). 

. fieivorella N. sp. 

. nubila ENDERL. (1906). 

. Kolbei ENDERL. (1906). 

. jezoensis N. SP. 

. Gatt. HEMIPSOCUS SELY DE Lonc. (1872). 

. hyalinus ENDERL. (1907). 

VI. Gatt. TAENIOSTIGMA ENDERL. (1901). 

T. ingens ENDERL. (1903). 

VII. Gatt. MATSUMURAIELLA ENDERL. (1906). 

M. radiopicta ENDERL. (1906). 

K. 

K. 

の の の の 

VII. Gatt. KODAMAIUS n.c. 

brevicornis N. SP. 

pilosus N. SP. 

Il. Subfam. STENOPSOCINAE. 

IX. Gatt. STENOPSOCUS HAGEN (1866). 

. nigricellus N. SP. 

niger ENDERL. (1906). 

. aphidiformis ENDERL. (1906). 

. pygmaeus ENDERL. (1906). 

X. Gatt. GRAPHOPSOCUS KOLBE (1880). 

. cruciatus L. (1768). 

BESTIMMUNGSTABELLE ZU DEN SUBFAMILIEN DER PSOCIDEN. 

Ohne vollständigen Querast zwischen Pierostigma und Ramus radialıs......... 

7. te Psocinae. 

Mit Querast zwischen Prerostigma und Ramus radialis ...... .. Stenopsocinae. 

PSOCINAE. 

BESTIMMUNGSTABELLE ZU DEN GATTUNGEN DER PSOCINEN. 

Adern und Flügelrand unbehaart, Media drei-ästig... ...........errreeeeeenerr a 

Adern und Figweietad Weliadr? 2... 05. LR N ln more し で 
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Pterostigma ohne Rudiment eines Querästchen ............. Pes LENS Aree Sd ge 

Pterostigma mit Rudiment eines Querästchen...... Copostigma ENDERL. (1903). 

Vorder-Ast des-Radalramus\6# 3), normal, 1... MER. re 4.. 

Vorder-Ast des Radialramus stark nach innen gebogen.....i...mer....:8eseenen. 

AER ae Cerastipsocus KOLBE (1883). 

Radialramus und Media im Vorderflügel durch eine Querader nicht verbunden 

ee: Psocus LATR. (1706). 

Radialramus und Media im Vorderflügel durch eine Querader verbunden ... 

A. Amphigerontia KOLBE (1880). 

Meder AGE SUG a hee ee eee 上 あら ee soe vanes oe eeer he aaa 6. 

Mean 2 Gl aStig 5 ek See fe AS Hemipsocus SELYS. (1880).. 

Pierbsti ma: breit und kurz... BE. EEE a. teem = 

Pterosiigma streifenartig ausgedehnt und sehr schmal ........................... 

eae Taeniostigma ENDERL. (1901). 

Radialramus und Media im Vorderflügel durch Querader nicht verbunden 

und Areola postica mit breitem Scheitel sich der Media verwachsen ...... 

ES; Matsumuraiella ENDERL. (1906). 

Radialramus und Media im Vorderfligel durch eine Querader verbunden 

und Ayvola, postica geslielt 82.7.2... 2-2, 2 es een Kodamaius N. G. 

1. Gatt. COFOSTIGMA ENDERL. (1903). 

Copostigma ENDERLEIN, Ann. Mus, Nat, Hung., vol. I. s. 229, (1903). 

In japan kommen 2 Arten vor. 

Uebersicht der Arten. 

Vorderflügel ohne starke und lange Subcostalader ............... hyalinum N. SP. 

Vorderflügel mit starker und langer Subcostalader - ......... .. subcostalis N. SP. 

1. C. hyalinum n. sp. 

Scheitel dunkelbraun ; Stirn bräunlichgelb, in der Mitte mit zwei schwarzen 

Punkten; Clypeus ziemlich klein, gewölbt; mit einigen dunkelbräunlichen, parallelen, 

Längslinien ; C/ypeolus dunkelbraun ; Oberlippe und die 2 Endglieder des Maxil- 

lartasters schwarz. Wangen gelblichbraun; Ocellen röthlich, hoch erhaben. Augen 

ausserordentlich gross, etwas nierenformig, nach hinten etwas überragend, röthlich- 

braun (beim 9 ziemlich klein). Scheitelbreite sehr schmal, Scheitelnaht deutlich. 

Antennen dünn, von der Vorderflügelslänge, schwarzbraun, die beiden Basal-- 

glieder und das 3. Glied hellbraun ; sämtliche Glieder fein behaart. 
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Thorax schwarzbraun, mit gelblichen Suturen. Addomen schwärzlichbraun. 

Beine hellgelblichbraun, die Spitzen der Schienen und die Tarsen schwarz ; das I. 

Hintertarsenglied mit 28, das 2. mit 2 Ctenidien. Ctenidien mit 4 Zähnchen. 

Klauen ziemlich stark, vor der Spitze mit kurzem Zahn. Verhaltniss der Hinter- 

tarsenglieder 3 : 1. 

Flügel fast hyalin, sehr schwach angeraucht. 所 braun, nur an der Basis 

gelblichbraun. Vorderflügel: am Vorderrande, an der äussern Spitze und am Preros- 

Zigma bräunlichgrau. Ein hellbräunlicher Streif läuft den Hinterrand des の を ヶ os- 

tigmas entlang bis an dem kurzen Querast. Der Ausserrand der Medialzelle ziem- 

lich lang, Gabelzelle lang, nicht divergierend, der Stiel sehr kurz ; Gabelzelle fast 5- 

mal so lang wie der Stiel, r, +5 parallel zur Media. Apicalzelle des Hinterfingels. 

spärlich behaart. 

Vorderflügelslänge 33mm. (@ u. 2). 

Flügelsspannung | „. ı.) 

Fundort: Formosa (Koshun, 7. Juli, 1906), gesammelt (3 @ und ı ¢) von 

Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

2. Copostima subcostalis n.sp. (Fig. 1.) 

Der Form nach dem Copostigma hyalinum N.SP. sehr ähnlich, es unterscheidet 

sich. jedoch. dadurch, dass der Scheitel beim szdcoszalis röthlichbraun und fein 

gefleckt ; Stirn auch röthlichbraun ; die Spitze des Maxillartasters dunkel; Augen 

verhältnissmässig klein, schwarz ; Scheitelnaht undeutlich. Thorax blassbraun, 

mit gelblichbraunen Suturen, Axtedorsum und Dorsum des Mesothorax dunkel. 

Abdomen’schwärzlichbraun, mit gelben Flecken. Beine hellgelblichbraun, die Spitze 

der Schienen und das 2. Tarsenglied dunkler. Das ı. Hintertarsalglied mit 24 

Ctenidien. Flügel hyalin, Subcostalader sehr stark und lang, Pierostigma grau, 

den Basaltheil ausgenommen hyalin. Ein grauer Fleck am Nodulus und eben- 

solcher an der Cubitalzelle. Vorder und Hinterflügel stark grün bis roth irisirend. 

Vorderflügelslänge 33 mm. 

Flügelsspannung 73 mm. 

Fühlerslänge 3 mm. 

Fundort: Formosa (Tainan), gesammelt am 21. Mai, 1907 (2 ¢) von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Il. Gatt. CERASTIPSOCUS KOLBE (1883). 

Cerastis KOLBE, Stett. Ent, Zeit. p. 65, (1883). 

Cerastipsocus KoLBe, Berlin, Ent. Zeit. Bd. 28, p. 38, (1884). 

ーー ENDERL, Ann Aous。 Nat. Hung., vol. I. s. 214, (1903). 
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In Japan kommen 2 Arten vor. 

Uebersicht der Arten. 

Radialramns und Media im Vorderfliigel durch eine Querader verbunden 

A singularis N.SP. 

Radialramus und Media im Vorderflügel durch eine Querader nicht verbunden 

ca hakodatensis N. SP. 

1. Cerastipsocus singularis N.SP. (Fig. 6.) 

Kopf röthlichbraun, Maxillartaster mit schwärzlichbraunem Endglied, Ober- 

lippe dunkelbraun, an den Seiten abgerundet, vorn ausgebuchtet, C/ypeus vorge- 

wölbt, dunkelbraun, mit schwärzlichen, parallelen Längslinien ; C/yfeolus deutlich: 

vorgewölbt, hellbraun. Wangen braun. Schläfen schmal. Scheitel ungefleckt. 

Stirn in der Mitte mit einem schwarzen Punkte. Scheitelsutur dunkel, deutlich.. 

Hinterkopfsrand ‘abgerundet. Augen verhältnissmässig klein, schwarz oder hell- 

braun, in der Mitte schwarz. Fühler schr lang, etwa 2 mal so lang wie der Vorder-. 

flügel, schwarz, die beiden Basalglieder braun, das 1. ausserordentlich gross, kurz,, 

dicht behaart. x 

Thorax glänzend schwarz, Scutellum, cristae scutelli des Metathorax hellbraun.. 

Abdomen schwarzlichbraun. Beine röthlichbraun bis braun, die Spitze der Schienen 

und die Tarsen dunkler. Das ı. Hintertarsenglied mit 22, das 2. mit 6 Ctenidien. 

Verhältniss der Hinterschiene zu den Tarsengliedern etwa 13.2 : 3:2. 

Vorderflügel hellbraun, mit starker Subcostalader, die im distalen Theile der 

Costa sich befindet; Pterostigma schmal, lang, rothbraun, diese Färbung tritt hinten! 

weit über dasselben hinaus. Die Adern dunkelbraun, an der Basis gelblich, die 

Basalhälfte des 1. Astes (R2+3) der Radialgabel und & des 2. Astes (R4+5) 

gelblichweiss, von einem sehr schmalen hyalinen Streifen begleitet, der 2. Ast in 

seinem proximalen Theile nach innen und unten stark gebogen und es bildet sich 

alsdann eine unregelmässige S-förmige Zeichnung, wie bei Fig. 1. Ein hyaliner 

Fleck befindet sich an der innern Basis der ı. Cubitalzelle (Cu,) und es dehnt sich: 

bis zum Scheitel der Medra aus, die Adern innerhalb dieses Fleckes gelblichweiss. 

Radialramus und Media durch eine Querader verbunden. Ein hyaliner Fleck 

befindet sich am distalen Theil der Costa. Das Vertex der 1. Cubitalzelle unges- 

tielt, mit schmalem Vertex sich der Media berührend. Hinterflügel grau beraucht. 

Vorderflügelslänge 6 bis 7 mm. 

Flügelsspannung 13 bis 15 mm. 

Fühlerslänge — 13 mm. 

Fundort: Kagoshima, am 10. Juli, 1903 (I 2) und Formosa (Shöka), am 20. 
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Juli, 1906 (1 2), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

2. Cerastipsocus hakodatensis N. SP. 

Der Form und der Zeichnung nach C. singularis N. SP. sehr ähnlich, es unter- 

cheidet sich jedoch von demselben wie folgends ; 

Kopf hellgelblichbraun, das Endglied des Maxillartasters dunkelbraun, Ober- 

lippe glänzendschwarz. Wangen gelblich. Schläfen ziemlich breit. Stirn braun, 

ohne schwarzen Punkten. Scheitelsutur scharf, deutlich, nicht dunkel. Beine 

gelblichbraun, Tarsen dunkler. Das 1. Hintertarsenglied mit 18 Ctenidien. Ver- 

hältniss der Hintertibien zu den 2 Tarsengliedern etwa 35:7:43. Radialramus 

und Media im Vorderflügel sich eine Strecke weit verschmolzen. Pierostigma hell- 

braun. Etwa am Basaldrittel des i. Astes (R2+3) der Radialgabel gelblichweiss. 

Vorderflügelslänge 7 mm. 

Flügelsspannung 15 mm. 

Fühlerslänge circa 12 mm. 

Fundort: Hakodate, nur ı & Examplar gesammelt am ro. Oct. 1906 von 

Herrn S. KUWAYAMA. 

IN. Gatt. PSOCUS LATR. (1796). 

Hemerobins Linnaeus, Syst. Nat. p. 549, (1758). 

2 FABRICIUS, Ent. Syst. Tom. I. p. 81, (1793). 

Psocus LATREILLE, Ditto, in Coquebert. Illustr. Iconogr. Ins. tab. 2, (1796). 

Ls BURMEISTER, Handb. d. Entom. I. p. 775, (1839). 

も RAMEUR, Hist. Nat. d. Ins. p. 318, (1842). 

っ HAGEN, Verh. d. Zoolg. Bot. Ges, Wien, (1866). 

= M’LACHLAN, Ent. Month, Mag, vol, III., (1867). 

= SPANGBERG, Psocina Sueciae et Fenniae, (1878). 

= KoLsE, Stett. Ent. Zeit. (1880). 

a ENDERLEIN, Ann. Mus. Nat. Hung., vol. I. s. 215, (1903). 

In Japan kommen 15 Arten vor. 

Uebersicht der Arten. 

ンス を ュー し 

Scheitel der Arcola postica anliegend ... . --- | | eee の TE 

II. Vorderflügel mit brauner Zeichnung ... .…… …… .… .-. capitatus N.SE. 

Vorderflügel-ohne brauner Zeichnung ... ... ... ... Mitsuhashianus n. sp. 

1, Vtech oder braun... --.。 2. SR te... IV. 

EEE Nas... ';.. 5. eee ees. . Ve 

Vorderflügel graulich oder grau angeraucht. ... ... ee un. N. 
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IV. Vorderfliigel mit einer undeutlichen, braunen Subbasal-Querbinde... 

.. grandis N. SP. 
Vorderflügel ohne undeutliche Subbasal-Querbinde, Pierostigma braun 

…・ nebulosus STEPH. 
V. Vorderflügel nahe an der Basis mit einer. braunlichen Querbinde ... ... VI 

Vorderflügel ohne bräunliche Querbinde ... .… .… ..  pellucidus n. sp. 
VI. An der Basis des Vorderflügels mit braunem Flecke.. Kurokianus ENDERL: 

An der Basis;des Vorderflügels ohne braunen Fleck.. ... .... ... x.-VIE 

VII. Am Hinterrande des Pterostigmas (Ti) abserundet..., i... 202. 

Am Hinterrande des Pterostigmas (r,) scharfeckig... tokyoensis ENDERL. 

VIH. An der Apicalhälfte des Vorderflügels mit 6 grauen Punkten... ... ... IX. 

An der Apicalhälfte des Vorderflügels ohne Punkten. ... ... Mali n. sp. 

IX. Subcostalader stark verwachsen, Vorderflügelslänge über 3 mm. ... ty 

sexpunctatus L. 

Subcostalader schwach verwachsen, Vorderflügelslänge nicht über 3 mm. ... 

...sexpunctellus ENDERL. 

X. Vorderflügel mit H-förmiger grauer Zeichnung... ... ... obtusus HAGEN. 

Vordertlüsel ohne H-formige graue Zeichnune... ... rn. 7... 2 en oee 

RU Rrerosmeoma-dunkelbraun.oder braum.. Seen. „Nee sn ne 

Pterostigma dunkelbraun, an der Basis hyalin .. ... ... japonicus KOLBE. 

XI. Radialgabel des Vorderflügels mit fast parallelen Aesten.. formosanus N. SP. 

Radialgabel des Vorderflügels mit divergierenden Aesten. tateokanus N. SP. 

I. Psocus capitatus N.sp. (Fig. 10.) 

Der Form und Färbung nach erinnert es sich an の . fokyoensis ENDERL. 

Kopf hellbraun. Scheitel sehr blass gefleckt. Clypeus vorgewölbt, längsgestreift; 

Clypeolus klein, hellbräunlichgelb. Oberlippe schwärzlichbraun. Maxillartaster 

bräunlichgelb, das Endglied schwarz. Augen sehr klein. Scheitel breit ; Scheitel- 

naht undeutlich. Wangen bräunlich. Schläfen schmal. Z%orax schwärzlich- 

braun, Scutellum, Cristae scutelli des Mesothorax und Postscutellum, Cristae 

scutelli des Metathorax gelblich. Abdomen schwarz. Beine bräunlichgelb, 

Schienenspitze und das 2. Tarsenglied schwarz. Das ı. Hintertarsenglied mit 19, 

das 2. mit 5 Ctenidien ; Ctenidien mit 5 Zähnchen. Klauen an der Spitze gelb, mit 

einem Stumpfen Zahn. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 2}: 1. 

Flügel hyalin. Vorderflügel an der Basis mit braunen Flecken; die dunkel- 

braune, unterbrochene Subbasalbinde weder den Vorder noch den Hinterrand 

erreicht; am Nodulus ein brauner Fleck. Péerostigma TOthlichbraun, die Färbung 
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tritt hinten über r, hinaus. Am Hinterrande des P/erostigmas abgerundet. An 

der Apicalhalfte braun wie bei Fig. 10. Die Adern bräunlichgelb, an der Stelle 

der braunen Zeichnung dunkelbraun. Areola postica fast dreieckig, am Vertex 

der Areola postica gestielt. Die Adern des Hinterfliigels bräunlichgelb bis braun. 

Die Analzelle des Hinterflügels mit einem grossen, grauen Flecke. 

Vorderflügelslänge 4 mm. 

Flügelsspannung 73mm. 

Fundort: Formosa, Juli, 1906 (1 2), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. 

MATSUMURA. 

2. Psocus Mitsuhashianus N.SP. (Fig. 3 H.) 

Kopf blassbraun. と みみ ez dunkelbraun, sehr klein. Stirn gelblich, in der 

Mitte mit einem schwarzen Punkte. Scheitel mit einigen dunkelbraunen, kurzen 

Streifen. Scheitelnaht schwarz. Augen relativ klein, hoch vorstehend, schwarz, 

zuweilen heller gefärbt. Schläfen und Wangen gelblichbraun. Ocellen dicht 

gelegen, etwas röthlich. Antennen sehr lang, mehr als 2 mal so lang wie die Vorder- 

flügelslänge. Clypeolus hellbraun. Die 2 Endglieder des Maxillartasters und das 

Labrum schwarz. 

Thorax glänzend schwarz. Am Hinterrande des 42s0o- und Metanotums 

braun, Scutellum, Postscutellum und Leisten hellbraun. Addomen schwarz, oben 

und an der Seite gelblich gesprenkelt. Beine hellbraun, Schienenspitze und Tarsen 

dunkler. Das 1. Hintertarsenglied mit etwa 21., das 2. mit 8 Ctenidien. Verhaltniss | 

der Hintertarsenglieder 2: 1. 

Vorderflügel hyalin, nur an der Basis graulichbraun. Die Adern schwärzlich- 

braun, an der innern Spitze der Radialgabel, der Stiel der ı. Cubitalzelle (Areola 

postica) und die Axilarader, sowie auch der Ast des Cudztus hellbraun. Die Sub- 

costalader ziemlich lang und stark entwickelt. Die Vereinigungslinie des Radius 

und der Media verhältnissmässig kurz. Areola postica sehr hoch und gestielt. Ader. 

rs,s etwa } mal so lang wie der Gabelstiel. Radialgabel mit fast parallelen Aesten. 

Pterost'gma sehr schmal, röthlichbraun, die Färbung tritt hinten über dasselbe 

hinaus. Flügelspitze sehr scharf. Hinterflügel hyalin, Adern dunkelbraun. Vorder- 

und Hinterflügel schwach irisierend. 

Vorderflügelslänge 6 mm. 

Flügelsspannung 133 mm. 

Fühlerslänge 13 mm. 

Fundort: Sapporo, 25. Aug., 1905 (1 @), (Coll. Herrn S. MITSUHASHI!. 

Diese Art weidme ich zum Andenken an Herrn S. MITSUHASHI. 
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3. Psocus grandis N.sp. (Fig. 9.) 

Kopf dunkelbraun, röthlichgefleckt. Die 2 Endglieder des Maxillartasters 

schwarz ; Oberlippe glanzend schwarz; Clypeolus ziemlich gross; Clypeus gross 

und vorgewölbt, mit undeutlichen, dunkeln Längslinien. Wangen gelblichbraun. 

Schläfen schmal. Scheitel breit, nicht gefleckt ; Scheitelnaht deutlich, dunkel. 

Stirnauge röthlich. Augen klein. Fühler so lang wie der Vorderflügel, beide 

Basalglieder und das 3. Glied gelblichbraun, die Spitze des 3. sowie auch die 

übrigen schwarz, kurz behaart. 

Thorax schwärzlichbraun ; Scutellum und Postscutellum bräunlichgelb. 

Abdomen schwärzlichbraun. Beine mehr oder weniger gebräunt ; Schenkel dunkel, 

Tarsenglieder und Klauen dunkler, die letzteren an den Spitzen gelb. Das 1. 

Hintertarsenglied mit 22, das 2. mit 7 Ctenidien. Verhaltniss der Hintertarsen- 

glieder 2: 1. 

Flügel braun angeraucht, mit undeutlicher, subbasaler Querbinde. Péeros- 

tigma dunkelröthlichbraun, Basaldrittel gelblichbraun, die Färbung tritt das Pteros- 

tigma ziemlich weit hinüber. Die Adern braun, die Radialzelle 3 (KR 3) an der 

Basis und Areola postica am Scheitel gelblichweiss. Areola postica sehr gross, 

fünfeckig, mit mässig kurzem Scheitel. Hinterflügel hell bräunlich angeraucht, 

ziemlich stark irisierend. 

Vorderflügelslänge 8 mm. 

Flügelsspannung 1743 mm. 

Fühlerslänge 8 mm. 

Fundort: Sapporo (1. Juli, 1906 1 2) und Ziozankei (12, Juli 1905 1 2), 

gesammelt von Herrn S. KUWAYAMA und vom Autor. 

Die vorliegende Art erinnert uns, nach der Zeichnung und der Form, an die 

Amphigerontia nubila ENDERL; durch die Nerven jedoch kann man leicht von 

dieser Art unterscheiden. 

4. P. nebulosus STEPH. 

P. nebulosus Srevu. IN. Brit. Ent. Mand., vol. 6, p, 119, (1835-1873) ; BURM. Handb. Ent. vol. ii; p. 

780, 17, (1843); HAGEN, Ent. Ann. p. 29, 16, (1861); M’L. Ent. Mon, Mag. vol. iii. (1867); TüMmpEL, Die 

Geradf. s. 156, (1901) ; ENDERL. Ann. hist-natur. Mus. Nat, Hung., s. 217, (1903) ; ENDERL. Zool. Jaherb. Abt. 

f. syst. s. 246, (1903). P. similis. Stern. Ill. p. 120, 20 (1836); BRAUER N. A. p. 33. P. varisgatus 

Curt. B. E. 648, 4. nec. Fas. P. infuscatus Ramp, Hist. Nat. Ins. Neur. 319, 1, 2 (1842). P. affinis 

Rams. Néurop. p. 320, 3 & (1842). | j 

Kopf schwärzlichbraun, beim % heller. Scheitel beim @ schwärzlichbraun, 

beim 2% dunkelbraun. Scheitelsutur dunkel, beim & sehr fein. Stirn an den Seiten 

und die Wange beim @ gelblich. Clypeolus klein; Clypeus gewölbt, dunkelbraun 
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mit parallelen, undeutlichen, schwarzen Längslinien, jede in der Mitte mit einer Reihe 

von Härchen. Augen beim @ sehr gross, zweimal so lang wie beim 2, die Durch- © 

messer so lang wie die Scheitelbreite zwischen den Augen. Maxillartaster dunkel- 

braun, mit schwärzlichbraunem Endglied. Oberlippe schwarz. Antennen schwarz, 

viel länger als die Vorderflügelslänge, beim @ das 2. Glied gelb, dicht und kurz 

behaart; beim 2 beide Basalglieder und das 3. Glied rothlichbraun. Am Hinter- 

rande des Kopfes abgerundet. 

Thorax beim @ schwärzlichbraun bis schwarz, matt; beim 2 dunkelbraun, 

Leisten und Naht gelblich. Addomen schwärzlichbraun. Beine hellbräunlich, Tar- 

sen dunkler, das ı. Hintertarsenglied mit 2 Endspornen und 30 Ctenidien, das 2. mit 

6 Ctenidien. Ctenidien je mit 3-4 ziemlich stumpfen Zähnchen. Klauen ziemlich 

gross, vor der Spitze mit einem Zahn. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 3: 1. 

Flügel graulichbraun, ohne Flecken, beim 2 heller, Unterapicalzelle (M,, M,, 

M,, und Cu,) je mit einem hellgrauen Flecke. Pterostigma dunkelbraun, dreieckig; 

beim @ braun, den Basaltheil ausgenommen hyalin ; die Färbung tritt über das 

Pterosiigma hinaus. Am Nodulus mit einem grauen Flecke. Die Adern graulich- 

braun, der I. und 2. Ast der Radialgabel an der Basis und die Ader des innern 

Schenkels der ı. Cubitalzelle entlang bis zum Scheitel gelblichweiss, welche von 

einem sehr schmalen hyalinen Streifen begleitet wird. Areola postica gross, mit 

schmalem Scheitel, sich beinahe zu der Medianzelle。(M。) genähert, beim @ die 

Medianzelle, sehr klein, etwa eine Hälfte so gross wie die zweite Medianzelle (M,). 

Hinterflügel grau angeraucht, beide Flügel grün bis rot jrjsierend. 

© = 
Vorderflügelslänge 5 mm. 6 mm. 

Flügelsspannung II mm. 13 mm. 

Fühlerslänge S mm. 8 mm. 

Fundort: Hakodate, 19. Aug. 1506 (1%); Sapporo, 30. Juli 1906 (1 &); 

Gifu, 13. Juli, 1903 (1 2); Sapporo, 1903 (2 2); Ziozankei, 9. Sept. 1906 (1 2); 

gesammelt von Herren Prof. Dr. S. MATSUMURA, S. KUWAYAMA und M. OGUMA. 

Sonstige Fundorte: England, Deutschland, Indien und Australien. 

5. P. pellucidus n. sp. 

Maxillartaster blassgelb, mit schwarzem Endglied. Scheitel gelb, mit brauner 

Zeichnung. Oberlippe schwarz, vorn und an den Seiten abgerundet. C/ypeolus 

klein ; と Zzzs gross, mit 12 dunkelbraunen, parallelen Längslinien. Stirn an den 

Seiten mit einem rundlichen dunkelbraunen, in der Mitte mit halbkreisförmigen 

Fleck. Wangen gelb, mit einem schwarzen Punkte. Augen schwärzlichbraun. 
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Die 2 Basalglieder der Antennen gelb, die übrigen schwarz ; etwas kürzer als die. 

‘Vorderfliigelslange und sehr kurz pubesciert. 

Thorax schwärZlichbraun, die) Furchen. und die Ränder des Pronotums, das; 

Scutellum und der äussere Vorderrand des Mesothorax gelb. Abdomen schwärz-; 

lichbraun mit gelber Zeichnung. Beine hellgelb : Tarsen dunkel, das 1. Hinter-- 

tarsenglied mit 19, das 2. mit. etwas 6 Ctenidien; Klauen schwarz, an der Spitze, 

gelb. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 3: 1. 

Flügel hyalin, hellgrau angeraucht. Pterostigma röthlichbraun, die Färbung 

tritt über das Pierostigma hin, am Hinterrande des Péerostigmas abgerundet. Am 

Nodulus ein kleiner, schwarzer Fleck. Die Adern gelblichbraun, die Basis des 1.. 

und 2. Astes des Cudztus gelblichweiss. Areola postica mit breitem Scheitel, 

sehr gross. Hinterflügel hyalin, ziemlich stark irisierend. 

Vorderflügelslänge _ 4 mm. 

Flügelsspannung 83 mm. 

Fühlerslänge 3.5 mm. 

Fundort : Sapporo, 10. Juli, 1903 (1 2); 30. Juli, 1903 (1 2); Towada,.25: 

Juli,.1905 (1 2); gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

6. P. Kurokianus ENDERL. 

P. Kurokianus ENDERI. Zool. Jahrb. Abt. f. Syst. p. 244, Tafel, 10. fig. 1. (1906). 

Kopf hellgelblich bis graulichweiss. C/ypeus mit zahlreichen, feinen, dunkel-. 

braunen Langslinien, die den Vorderrand nicht erreicht. C/ypeolus hell graulich- 

weiss. Oberlippe in der Mitte dunkelbraun, an den Seiten gelblich. Maxillartaster 

blass, Endglied kaum dunkler angeraucht. Scheitel und Stirn gelblich, mit dunkel- 

braunen Flecken gesprenkelt. Augen graulichbraun ; beim 2 klein; beim & sehr 

gross, zweimal so gross wie beim 2.. Ocellen röthlichschwarz. Wangen graulich- 

weiss. Scheitelnaht ziemlich scharf. Fühler lang und dünn, dunkel, die beide 

Basalglieder, das 3. und 4. Glied die Spitze ausgenommen, gelblich, sehr kurz und 

fein behaart. 

Thorax schwärzlichbraun, mit weit ausgedehnter, blasser Region und blassen 

Leisten. Addomen dunkelbraun. Beine rostgelb, Schienenspitze und die Tarsen 

schwärzlichbraun. Das ı. Hintertarsenglied mit 2 Endospornen und 23 Ctenidien, 

das 2. mit 10 Ctenidien. Ctenidien je mit 4 stumpfen Zähnchen. Klauen schwärz- 

lichbraun, an der Spitze gelblich, ein Zahn vor der Spitze stumpfig. Verhältniss 

der Hintertarsenglieder etwa 2:1. 

Vorderflügel hyalin (kaum angeraucht), mit brauner Zeichnung. Die Adern 

bräunlichgelb, an der Stelle der Zeichnung dunkelbraun. An der Basis mit braunen 
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Flecken; die subbasale Querbinde erreicht weder den: Vorder- noch den Hinterrand; 

am Nodulus, am Innen- und Unterrande des Pierostigmas, am: Scheitel der Arcola 

postica je mit einem.braunen Flecke : die Radialzelle (R,) auf der Apicalhälfte mit 

2 dunkelbraunen Flecken ; Zelle M,, M, und M, je mit einem dunkelbraunen Streife 

gefleckt. Die Adern Cu,, m,, m; und m, je dunkelbräunlich gesäumt. Pterostigma 

hyalin, in der Mitte röthlichbraun. der Scheitel der Arcola postica ziemlich breit. 

Hinterflügel hyalin, die Adern bräunlichgelb, T2:3) Ts, M und die Apicalhälfte der 

Cubitalader tietbraun. 

人 に 
Vorderflügelslänge 43 mm. 6 mm. 

Fundort : Ziozankei bei Sapporo (o- Sept. 1903 1 2), Nakano bei Tokyo (7. 

Juli, 1903 ı &), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

_7- P. tokyoensis ENDERL. 

P. tokyoensis, ENDERL. Zool. Jahrb. Abt. £ Syst. P. 245, Tafel 10, fig. 2 (1906). 

Kopf röthlichbraun bis dunkelbraun, besonbers beim 2 dunkler. Scheitel 

undeutlich blass gefleckt. Stirn dunkelbraun. Ciypeus gewölbt, dunkler, der 

Lange nach gestreift. Clypeolus heller. Oberlippe schwärzlichbraun, besonders 

beim 2. Maxillartaster rostgelb, beide Endglied und die Spitze des 2. Gliedes 

schwarz. Augen beim る röthlichbraun, schwärzlieh gefleckt, ziemlich gross ; 

beim 2. schwarz, etwas kleiner als wie bei &, bei beiden Geschlechtern kugelig 

abstehend. Fühler länger als die Vorderflügelslänge, schwärzlichbraun, die 3 

. ersten Glieder rostgelb ; beim 2: sehr kurz und fein ; beim & sehr lang und dicht 

pubesciert. Scheitelnaht scharf. Hinterkopfsrand abgerundet. 

Thorax dunkelbraun, Leisten gelblichbraun. Beine gelblichrostbraun, Schenkel 

rostgelb, Schienenspitze, das ı. Tarsenglied mit Ausnahme des Basaldrittels, heller, 

das 2. Tarsenglied schwarzbraun. Das 1. Hintertarscngiicd mit 19-22, das 2 mnit 5 

Ctenidien. Verhältniss der Hintertarsenglieder 4 : 11. 

Vorderflügel hyalin, mit dunkelbrauner oder brauner Zeichung ; die dunkel- 

braune, subbasale Querbinde, welche in der Mitte nach aussen gebogen ist, und den 

Vorderrand nicht erreicht;' ein kleiner Fleck am Nodulus, ein Fleck am 2. Aste des 

Cubitus, an der Spitze des Vorderastes der Radialgabel; ein grosser Fleck an der 

Mitte des Hinterrandes des P/erostigmas und der Basaltheil der Radialzelle, (R;) 

dunkelbraun : -Medianzelle, ganz, Medianzelle, und Medianzelle, theilweisse und die 

Apicalhälfte der R, mit dunkelbraunen Flecken. Pierostigma dunkelbraun, am 

proximalen Ende hyalin, die Färbung tritt hinten r, hinuber. Am Hinterrande des 

Pierostigmas (r,) bildet einen rechten Winkel. Areola postica gross, mit ziemlich 
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schmalem Scheitel. Medianzelle, sehr klein. Die Adern dunkelbraun, an der 

Basalhälfte gelblich. Hinterflügel hyalin ; Adern gelblich, Radius und Cubitus 

dunkelbraun. Vorder- und Hinterflügel grün bis rot irisierend. 

で 2 
Vorderflügelslänge 5 mm. 63 mm. 

Fühlerslänge 7 mm. 8 mm. 

Fundort: Aomori (26. VII. ’06) ; Sapporo (Aug. ’06) ; Tokyo (Juli, 1903-6) ; 

Moji (Aug. 1906) ; Hakone (Jun.—Juli, 1903-6) ; Hakodate (Juli, 1906). 

Diese zahlreiche Materialien wurden von Herren Prof. Dr. S. MATSUMURA, S. 

KUWAYAMA, M. OGUMA und dem Autor gesammelt. 

8. Psocus Mali N.sp. (Fig. 5.) 

Der Form nach P. Kurokianus ENDERL. sehr ähnlich, es unterscheidet sich 

jedoch durch die Apicalflecken der Apicalzellen und den gréssern Kérperbau. 

Kopf schwarz, vorn braun, Maxillartaster gelb, die 2 Endglieder dunkel 

angeraucht. Scheitel breit, mit netzartigen, gelben Streifen, Stirn an der Seiten mit 

gelbem, viereckigem Flecke, in der Mitte mit drei gelben, rundlichen Flecken, welche 

durch einen gelben Querstreifen gekreuzt wird. Clypfeus gross, mit bräunlichen 

Längslinien; CZypeolus mässig klein. Oberlippe gross, am Rande schwärzlichbraun, 

in der Mitte erhebt sich eine schwärzlichbraune Ouerleiste. Augen schwarz. 

Scheitelnaht sehr fein. Antennen schwarz, die zwei Basalglieder und die Basalhälfte 

des 3. Gliedes hellgelb, deutlich länger als der Vorderflügel und kurz behaart. 

Thorax schwärzlichbraun, die Suturen hellgelb. Addomen schwarz, jedes 

Segment mit einem gelblichen Ringe. Beine blassbräunlichgelb; Tibien und Tarsen 

baunlichschwarz; das 1. Hintertarsalglied mit etwa 18; das 2. mit etwa ro 

Ctenidien. Klauen schlank. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 2: 1. 

Vorderflügel hyalin, die Adern bräunlichgelb, der Scheitel der Areola postica, 

‘der Basaltheil der Nerven r,,, und r,,,, sowie auch der Hinterrand (r,) des Preros- 

ligmas gelb. Die subbasale, braune Querbinde erreicht weder den Vorder- noch 

den Hinterrand ; am Nodulus ein brauner Fleck und die Medianzelle mit einem 

braunen Flecke. Radialzelle, (R,) mit drei unregelmässigen, braunen Flecken, wie 

bei. Fig. 3. Pierostigma den hyalinen Basaltheil ausgenommen, braun, die Färbung 

tritt über das Prerostigma hin. Areola postica viereckig ; Radialgabel mit paral- 

lelen Aesten, 2 mal so lang wie der Stiel. Die Vereinigungslinie von Radialramus 

und Media mässig kurz. Hinterflügel hyalin. Beide Flügel ziemlich stark irisierend. 

Vorderflügelslänge 7 mm. 
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Flügelsspannung 15 mm. 

Fühlerslänge 12 mm. 

Fundort: Sapporo (3. Oct. 1905 ı ©), Hagi (10. Aug. 1904 1 2), gesammel 

von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und vom Autor auf einem Apfelbaum. 

9. Psocus sexpunctatus L. 

Hemerobius sexpunctatus Linn. Faun. Suec. p. 383, 1511 (1761); LINN. Syst. Nat. ii, p. 913 ; 

Fasr. Syst. Ent. p. 310, 9, &c; BERK. Syn. i. 151; STEw. Elem. Nat. Hist. ii. 216; TuRT. Syst. Nat. iii. 402; 

MIarr. Prodr. p. 146 (1865), GEOFFR. Ins. par. ii. 205, 10. Psocus sexpunctatus Latr. Coqueb. Ill. Icon. 

13, pl. 2. f. 10; FABR. Ent. Syst. Suppl, 203 ; Burm. Handb. Ent. ii. 778, 8; M’L. Ent. Month. Mag. vol. iii. 

(1861). Psocus subfasciatus STEPH, Ill. p. 119, 7 (836); HAcen, Ent. Ann, p. 30, 18 (1861). Psocus 

irroratus CurT., Brit. Ent. 648. Psocus maculatus SrEpg. Ill. p. 119, 6 (1836). 

Kopf farblos oder gelblich, Scheitel beiderseits je mit einem braunen, punktierten 

Flecke, Scheitelnaht mit einem braunen Flecke gesäumt. Stirn gelb, dunkel- 

braunlich gefleckt (Kopfsfleck sehr veränderlich). Clypeus vorn dunkler, mit feinen, 

braunen Längslinien. Clyfeolus schwärzlichbraun, mit gelbem Vorderrande. Ober- 

lippe schwärzlichbraun, Maxillartaster gelblichbraun, die Spitzenhälfte des letzten 

Gliedes dunkler. Wangen und Schläfen tiefgelb, die letzteren sehr schmal, Augen 

schwärzlichbraun, relativ gross (2). Antennen deutlich kürzer als die Vorder- 

flügelslänge, sehr dünn, hellbraun, die Apicaltheil dunkler, fein pubesciert. 

Thorax dunkelbraun (zuweilen farblos), mit gelben Suturen. Addomen gelblich 

oder farblos. Beine gelblichbraun, Schenkelspitze dunkelbraun, Schienenspitze und 

das ı. Tarsenglied dunkler, das 2. Tarsenglied schwarzlichbraun. Das ı. Tarsen- 

glied mit ca. 11 Ctenidien, das 2. ohne Ctenidien. Verhaltniss der Hintertarsen- 

glieder 2: 1. 

Flügel hyalin, kaum angeraucht. Vorderflügel mit zahlreichen, braunen Flecken 

wie beim P. sexpunctellus ENDERL. Eine unregelmässige, braune, subbasale 

Querbinde setzt sich vom Hinterrande bis zum Vorderrande fort, in der Mitte 

der R. mit 2 dunkelbraunen Flecken. Pierostigma hyalin、 das Apicaldrittel 

dunkelbraun, r, abgerundet. Ein dunkelbrauner Fleck am Nodulus und am 

Innenrande des Pterostigmas auch ein solcher. In der Mitte des Hinterrandes des 

Pterostigmas, am proximalen Ende der Radialgabel und nahe dem Scheitel der 

Arcola postica je mit einem bräunlichen Flecke. 6 kleine dunkelbraune Flecken in 

einer mit dem Aussenrande parallellaufenden Bogenlinie, je in einer der Aussenrand- 

zellen (R, R。, R。 Mj, Mz, M,). Apicalrand hellbraun, die Vereinigungsstelle des 

Ausserrandes und der Apicalader mit einem kleinen, dunkelbraunen Flecke. Adern 
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braun bis tiefbraun, Subcostalader stark, sich im Distaltheile der Radialader mün- 

dend. Die vereinigungslinie von Radialramus und Media sehr lang. Radialgabel 

mit fast parallelen Aesten ; die Ader r,,; 18 mal so lang wie der Gabelstiel. Arcola 

postica verzerrt wie beim P. sexpunctellus ENDERL., Scheitel breit. . Die Adern des 

Hinterflügels hellbraun. | | 

Vorderflügelslänge 4 mm. 

Fühlerslänge 34 mm. 

Fundort: Sapporo, 10, Juli, 1907 (2 2); gesammelt auf einem Apfelbaum vom 

Autor.. 

Sonstige Fundorte : Deutschland, England. 

10. P. sexpunctellus ENDERL. 

P. sexpunctellus ENDERL., Stett. entoml, Zeit. p. 91. (1907). 

Da diese Art mir unbekannt ist, so Deals ich hier die originale Beschreibung 

von Herrn Dr. ENDERLEIN wieder. | 

„ Kopf farblos, Clypeus mit ca. 10 Längsreihen hellbrauner Punkte, Stirn mit 

einigen blassen Punkten neben den Augen und neben der scharfen Scheitelnaht mit 

sehr blass braunen Punkten. Augen relativ gross (2), schräg eiförmig (grösste 

Länge etwa 』 der Scheitelbreite), Hinterrand schräg nach vorn rechtwinklig zu 

einander convergierend. Ocellen dicht gedrängt, dunkelbraun, vorderer etwas 

kleiner. Antennen braun, die beiden Basälglieder und das 3. Glied gelblich. 

Clypeolus farblos, Hinterrandsaum braun, Zabrzıum braun. Stak 

Thorax ungefarbt, Hinterrand des Mesonotums braun, Metanotum blass 

braunlich. Addomen ungefärbt ; oben und an der Seite dicht sehr fein braun 

Spitze braun. Schenkel braun, Vorder- und Mittelschenkel mit gesprenkelt, 

r blass. Schienen schmalem ungefärbten Ring vor der distalen Spitze. Trochante 

bräunlichgelb, Tarsen hellbraun. ı. Hintertarsenglied mit ca. 16 Ctenidiobothrien, 

2. mit 2 ; jede einzelne Ctenidiobothrie mit kräftigen Zähnen, braun, Klauen braun, 

Spitzendrittel gelb ; in der Mitte des letzteren der spitze Zahn. Hinterschiene mit 

4 ziemlich kurzen, kräftigen Endopornen. Hinterbeine: Schiene ı mm, 1. Tarsen- 

glied 0,3 mm, 2. Tarsenglied 0,1 mm. 

Vorderflügel mit zahlreichen, braunen Sprenkeln mässig dicht bedeckt, mit 

Ausnahme der innersten Basis. Drittes Vietel (von der Basis aus gezählt) der 

Analzelle schwärzlichbraun, diese braune Färbung setzt sich in eine mässig schmale 

schräge Querbinde bis zum Vorderrand am Stigmasack fort, die in der Mitte 

mässig schmal unterbrochen ist. Schwärzlichbraun sind ferner : 6 kleine Flecke 
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in einer zum Aussenrande parallelen Bogenlinie, je in einer der Aussenrandzellen (R,, 

R;, R,, My, M,, M,), das Enddrittel des Pterostigmas, je ein kleines Fleckchen an den 

Aderenden, die Umgebung des Stigmasackes und ein in der Mitte des Hinterrandes 

des Pterostigmas anliegender Fleck. Blassbraun sind: langgezogene, elliptische 

Flecke längs der Aderenden diese umsäumed die ganze Arcola postica, das 

proximale Ende der Radialgabel und ein Fleck zwischen ihr und dem Scheitel der 

Radialgabel. Form der Areola postica verzerrt wie bei Psocus major K. und 

sexpunctatus L., Scheitel breit. Pterostigma relativ kurz, am Ende stark 

verbreitert und kreisförmig abgerundet. r,,, ist I$ mal so lang wie der Gabelstiel, 

Gabel ziemlich parallel, nur sehr schwach nach aussen divergierend. Subcosta 

nur an der Basis entwickelt. Hinterflügel hyalin, Adern blassbraun.‘“ 

Vorderflügelslänge 24 mm. Körperlänge (in Alkohol) 24 mm. 

Fundort : Kanagawa, an altem Bambuspfahl. 10.7. 1906. 192 ; Yokahama, 

an alten Brettern. 25.7. 1906. 22. 

11. P. obtusus HAGEN. 

P. obtusus HAGEN, Verh. d. Zool.-Bot. Ges. Wien. P. 774 (1858); P. 202 (1859); P. 216 (1866); 

ENDERLEIN, Ann. hist. nat. Mus. nat. Hung. s. 227, Tafel IV. fig. 14 (1903). 

Kopf gelb bis gelblichbraun, über Scheitel, Stirn und C/ypeus läuft ein weiter, 

medianer Längsstreifen von dunkelbrauner Farbe, fein noch Fe etwa 

deutlicher Saum um die Augen). Scheitel, Stirn (die Mitte ausgenommen), und 

Wangen gelblich; Clypeus hellbraun, stark vorgewölbt, mit dunkelbraunen, 

parallelen Längslinien, jede mit -einer Reihe von Härchen. Clypeolus ziemlich 

gross, dunkelbraun. Oberlippe schwärzlichbraun, Maxillartaster hellgelblichbraun, 

mit dunklem Endglied. Augen schwarz. Antennen kürzer als die Vorderflügels- 

länge, graulichbraun, beide Basalglieder und das Basaldrittel des 3. Gliedes heller, 

fein, kurz ; beim @ lang und dicht behaart, Härchen nach vorn gerichtet (2). 

Thorax röthlichdunkelbraun bis dunkelbraun ; beim @ die Naht gelblich ; 

beim 2 die Leisten und die Naht blassbraun. Abdomen dunkelbraun. Beine 

blassbraun, das 2. Tarsenglied dunkler, das: ı. Hintertarsenglied mit 22, das 2. mit 

3-4 Ctenidien. Verhaltniss der Hintertarsalglied 3: 1. 

Flügel blassgraulichbraun angeraucht, Subbasaltheil des Vorderflügels mit 

sehr schwacher H-förmiger graulichbrauner Zeichnung, die meist sich verwaschen 

und sehr undeutlich ist. Pterostigima graulichbraun, abgerundet, der Basaltheil 

graulichweiss, die Färbung tritt nach hinten über dasselbe hinaus. Vor der inneren 

Spitze des Pterostigma ein dunkelbrauner Punkt, ein ebensolcher am Nodulus. 

Die Adern braun, die Vereinigungsstelle von Radus und Media, die Adern der 
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inneren Spitze der Radialgabel und die aufsteigende 1. Cubitalader, sowie die 

Scheitel der i. Cubitalzelle blassgraulichbraun, die Subcostalader sehr stark und 

lang. Scheitel der Areola postica auffällig breit, fünfeckig. Hinterflügel ziemlich 

hell, Adern Radius, 72+3, 74+5 und Cw. dunkelbraun, die übrigen graulich- 

braun. Vorder- und Hinterflügel röthlich irisierend. 

Vorderflügelslänge 33mm. (Pu. Y). 

Fuhlerslange 24 bis gam) (|) )% 

Fundort: Hirosaki, 29, Juli, 1906. 

Zahlreichen Exemplare in meiner Sammlung, gesammelt auf einem Apfel- 

baum. | 

Sonstiger Fundort: Singapore. 

12. P. japonicus KOLBE. 1882. 

P. japonicus KoLse, Ent. Nachr., No. 15, P. 209 (1882). 

,, Cinereo-fuscus, vertice maculis parvulis fuscis signato, fronte longitudinaliter 

striato, oculis fuscis ; antennis longis, nigricantibus, articulis tribus primis, excepto 

tertii apice, ferrugineis ; palpis ferrugineis, articulis 2 ultimis fuscis, articulo ultimo 

latitudine duplo longiore, praecedentibus robustiore, apice rotundato-obtuso. 

Thorax supra opace atrato. Alae cinereo-fumatae, venis fuscis vel nigrofuscis 

apicalibus obscuro-cinctae ; areola discoidali I latitudine dimidis longiore, extus 

concavo; areola discoidali II illa tertia parte minore ; pterostigmate elongato, sat 

late, angulo postico obtuso, atrofusco, intus pallidiore.: areolae posticae vertice 

angusto. Pedes flavescentes, tibiis, praesertim anticis, tarsisque omnibus fuscis. 

Long. corp. c. al. 8,5 mm. 

Japan, 3 Exemplare in J7’Lachlans Sammlung.“ 

Diese Art mir unbekannt. 

13. P, fermosanus N. SP. 

Kopf braun, mennig-roth gefleckt. Maxillartaster braun, mit dunkel- 

schwarzem Endglied. Oberlippe dunkelbraun bis schwarz, an den Seiten 

abgerundet. Clypeolus deutlich gewölbt ; Clypeus vorgewölbt, mit dunkelbraunen, 

parallelen Längslinien. Scheitel mit undeutlichen, braunen Zeichnung. Scheitel- 

naht deutlich, dunkel. Augen schwarz, beim. Männchen ausserordentlich gross. 

Die Schläfen undeutlich ; Durchmesser der Augen des Männchens breiter als die 

Scheitelbreite zwischen den Augen. Hinterkopfrand ziemlich scharf. Fühler so 

lang wie die Vorderflügelslänge, schwärzlichbraun, beiden Basalglieder und das 

3. Glied hellbraun ; dicht, beim & besonders lang pubesciert. 
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Thorax graulichgelb, Metathorax dunkel. Abdomen gelbbraun.. Beine 

gelblichbraun, nicht gefleckt; das ı. Hintertarsenglied mit 21, das 2. mit 3 

Ctenidien ; Ctenidien mit 5 Zähnchen. Verhältniss der Hintertarsenglieder 25: I. 

Flügel graulich angeraucht, ohne Zeichnung. Perostigmma dunkelbraun, die 

Färbung tritt hinten über r, hinaus. . Am Modulus mit einem braunen Fleck. Die 

Adern bräunlichgelb, der 2. Ast des Cxditus, die Media (der Scheitel der Areola 

postica) und der Basaltheil des Radialramus weisslichgelb. Radialgabel mit 

parallen Aesten, deutlich 23 mal so lang wie der Stiel. Die Vereinigungslinie 

von Radialramus und Media sehr kurz. Arcola postica sehr gross, mit breitem 

Vertex. Apicalzelle des Hinterflügels mit einigen Härchen. Vorder- und 

Hinterflügel stark grün bis rot irisierend. 

Vorderflügelslänge 34 bis 4 mm. 

Flügelsspanung 4 bis 9 mm. 

Fühlerslänge 4 mm. 

Fundort: Formosa (Koshun), 29, Juni 1906 (3 &), gesammelt von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

14. P. tateokanus n. sp. (Fig. 8.) 

Kopf mit brauner Zeichnung ; bein @ gelblichbraun ; beim &£ heller. Die zwei 

Endglieder des Maxillartasters dunkelbraun. Oberlippe schwarz. C/vpeolus 

ziemlich klein; Clypeus gross, vorgewölbt, mit hellbraunen Längsstreifen, jede 

mit einer Reihe von Härchen versehen. Scheitelnaht deutlich, dunkel. Stirn 

und Scheitel deutlich getrennt; beim & undeutlich. Wangen beim & dunkel; 

beim 2 gelb. Schläfen schmal. Augen des Männchens sehr gross und schwarz, 

dadurch beim @ die Scheitelbreite sich schmäler zurücklassend. Fühler kürzer 

als die Vorderflügelslänge, dunkelbraun : beim @ dicht und lang; beim 2 fein und 

kurz pubesciert. 

Thorax glänzend schwarzbraun, mit gelblichbraunen Leisten ; Scatel/um und 

Nebstleisten hoch erhaben. Abdomen schwarz. Beine gelblichbraun, die. Spitzen 

der Schienen und des ersten Tarsengliedes und das 2. Tarsenglied dunkel. Das 

1. Hintertarsenglied mit 2 Endspornen und circa 21 (@) bis 20 (2) Ctenidien ; 

das 2. mit 5 Ctenidien ; Ctenidien je mit 4-5 Zähnchen. Klauen gross, mit einem 

Zahn. Verhaltniss der Hintertarsenglicder 3: 1. 

Flügel hellgrau angeraucht, ohne Zeichnung, am Nodulus und am inneren 

Ende des Petrostiginas jedoch je mit einem Fleck. Pterostigma braun, die 

Färbung dehnt sich weit hinüber: das Pterostigma aus. - Der Hinterrand. des 

Pterostigmas (y,) abgerundet. Die Adern gelblichbraun bis braun; die Adern 
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der Radialgabelzelle an der Basis und die der Areola postica an der Spitze deutlich 

heller. Die Subcostalader des Vorderflügels deutlich; Media und Radialramus 

verbinden sich in einer langen Strecke; Areola postica flach und gross, mit 

ausserordentlich breitem Scheitel, Radialgabel mit divergierenden Ästen, die etwa 

14 von der Stielslänge ist. Vorder- und Hinteffliigel roth bis grün irisierend. 

Vorderflügelslänge 3 mm. 24 mm. 

Flügelsspannung 7 mm. 6 mm. 

Fühlerslänge 2—24 (@und 2) 

Zahlreiche Exemplare in meiner Sammlung aus Tateoka, gesammelt auf 

einem alten Zaun am 5. Aug. 1906. 

IV. Gatt. AMPHIGERONTIA KorBE 1880. 

Amphigerontia KOLBE, Stett. Ent. Zeit. p. 104. (1880). 

In Japan kommen 4 Arten Vor. 

Übersicht der Arten. 

I. Vorderfligel mit zahlreichen, braunen Flecken... ... ... .、!. '.. IE 

Vordeninoal-ohne Flecken. men... ee EE 

Il. Prerostigma röthlichbraun, Vorderflügel an der Basis hyalin. 

… ficivorella N. ST. 

Pterostigma theilweise röthlichbraun, Vorderflügel an der Basis ... 

braunlich@aneeraucht. '"...t.... vn. ce VE bla Noe ee 

111. Vorderfiügelan der Basis braun... 7) 3. eee Kolbei ENDERTA 

Vorderflügel an der Basis hyalin ... ... ... ... |. jezoensis N. SP: 

I. ficivorella n. sp. (Fig. 4.) 

Kopf röthlichbraun. C/ypeus gelb, stark vorgewölbt, mit zahlreichen, deut- 

lich nach vorn convergierten, dunkelbraunen Längsstreifen ; Clypeolus und 

Labrum schwarz. Maxillartaster braun, mit zwei dunklen Endglieder. Augen 

klein, halbkugelig, schwarz. Scheitel mit undeutlicher, dunkelbrauner Zeichnung ; 

Scheitelnaht fein, aber deutlich. Stirn in der Mitte mit einer dunkelbraunen, 

hufeisen-förmigen Zeichnung. Tempus schmal. Der Hinterrand des Kopfes 

ziemlich scharf. Antennen dünn, schwarz, die beiden Basalglieder und das 

3. Glied (das 1. Basalglied sehr gross und dick) röthlichbräun ; kurz und fein 

behaart. 
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Thorax röthlichbraun, - Azze- und Postdorsum des Meso- und Metathorax 

glänzend schwarz. Aöddomen schwärzlich. Beine gelblichbraun, die Spitzen der 

Schienen, das 1. Tarsenglied und die Klauen schwarz; Klauen ziemlich lang, an 

der Spitze gelblich. Das 1. Hintertarsenglied mit ca. 22, das 2. mit 6 Ctenidien. 

Verhältniss der Hintertarsenglieder 23 : 1. 

Flügel hyalin. Vorderfliigel mit dunkelbrauner Zeichnung, die subbasale, 

dunkelbraune Querbinde erreicht weder den Vorder- noch den Hinterrand ; am 

Nodulus ein dunkelbrauner Fleck. Pterostigma röthlichdunkelbraun, die Färbung 

tritt hinten über 7, hinaus. Die Apicalhälfte dunkelbraun, wie Fig. ı2. Die Adern 

bräunlichgelb, welche an der dunkelbraunen Region schwärzlich gefärbt; am 

Scheitel der Areola postica und an der Basis der Radialgabelzelle schmutziggelb. 

Die Szbeosta des Vorderflügels sich in Radius nicht ermündet. Areola Postica 

ziemlich flach. Memdran mässig stark. Hinterflügel hyalin, roth bis grün irisierend. 

Vorderflügelslänge 44—-5mm. (Zu.2) 

Flügelsspannung II mm. EEE 

Fühlerslänge 5 mm. に 

Fundort : Formosa (Shinsha), 24. Juli, 1906. - (1 @); (Koshun), 6. Juli, 1906 

2), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA auf Ficus wightiana. 

Der Flügelfärbung nach erinnert es sich an Psocus Kurokianus ENDERL., 

3 

diese Art ist jedoch viel kleiner. 

2. A. nubila ENDERL. 1906. 

A. nubila ENDERL, Zool. Jahrb. Abt. f. Syst. P. 247. Tafel, 10-fig. 4, (1906). 

‚Kopf röthlichbraun, oben heller. C/ypeus hellbraun, vorgewölbt, der Länge 

nach undeutlich dunkelbraun gestreift. Clypeolus sehr gross, dunkelbraun. 

Oberlippe schwarz. Maxillartaster dunkelbraun, das Endglied schwarz. Augen 

klein, schwarz. Scheitelnaht mässig scharf. Antennen sehr lang, dünn, schwarz, 

die beiden Basalglieder und das 3. Glied die Spitze ausgenommen röthlichbraun, 

sehr kurz behaart (2). 

Thorax glänzend, röthlichdunkelbraun. Addomen schwärzlichbraun. Beine 

tief gelblichbraun, Coxen und Schenkel heller. Das ı. Hintertarsenglied mit 24, 

das 2. mit 8 Ctenidien. Klauen schwarz, an der Spitze gelb. Verhaltniss der 

Hintertarsenglieder 2 : 1. 

Vorderflügel braun angeraucht, mit undeutlicher, brauner, subbasaler Quer- 

binde, die den Vorderrand nicht erreicht. An der Basis des Vorderflügels braun, 

die Axillarzelle auch braun. - Apicalhalfte mit Ausnahme der Radialzelle und der 

Radialzelle 3. braun. Péerostigma dunkelröthlichbraun. Basaldrittel gelblich- 
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braun; die Farbung tritt hinten über 7, hinaus; 7, in ziemlich kräftigen Winkel 

ausgebogen. Die Adern braun, an der Basis der Radialgabelzelle und am Scheitel 

der Areola postica gelblichbraun. Die Subcostalader des Vorderflügels sich 

deutlich in Radius ermündend. Hinterflügel hyalin, die Adern blassbraun, 

Vorder- und Hinterflügel roth bis grün irisierend. 

Vorderflügelslänge Smm. 

Fühlerslänge II mm. 

Fündort: Ziozankei, 12. Juli, 1905, (1 2) in meiner Sammlung. 

3. A. Kolbei ENDERL. 1906. 

A. Kolbei EnDerr., Zool. Jahrb. Abt. f. Syst. P. 246, (1906). , 

Kopf dunkelbraun. Schläfen und Wangen heller. Scheitel dunkelbraun, 

Scheitelnaht ziemlich scharf, mit schwarzbrauner Flecke gesäumt. Stirn in der 

Mitte schwarz. Clypeus braun, ungestreift, fast flach. C/ypeolus relativ gross, in 

der Mitte schwarz. Oberlippe schwarz. Maxillartaster tiefbraun, mit schwarzem 

Endglied. Scheitelbreit zwischen den Augen etwas ı mm. Augen klein. Fühler 

sehr lang, dünn ; lang, dicht und abstehnd behaart (8). 

Thorax glänzend schwärzlichbraun, Leisten und Suturen gelb. Abdomen 

dunkelbräun. Beine gelblichbraun ; die Schienen an der Spitze, die Tarsen und 

die Coxen bräunlichschwarz. 

Flügel hyalin, Vorderflügel an der Basis braun. Péerostigma sehr schmal und 

lang, rötlichbraun ; die Farbung tritt hinten weit über 1 hinaus, am Hinterrande 

abgerundet. Die Adern dunkelbraun, am Basaldrittel, an der Basis der Radial- 

gabel und am Scheitel der Arcola Postica sowie auch an der Ader Cz, blassbraun. 

Die Subcostalader ziemlich stark, die sich am Distaltheile der Costalader 

ermündend. Areola postica sehr hoch, mit schmalem Scheitel. Radialgabel mit 

parallelen Aesten. Vorder- und Hinterflügel rötlich irisierend. 

Vorderflügelslänge 5 mm. 

Fühlerslänge Iomm. 

Fundort: Kagoshima, 10. Juli, 1903 (1 &), gesammelt von Herrn Prof. 

Dr. S. MATSUMURA. 

4. <A. jezoensis N. SP. 

Kopf röthlichbraun, beim @ schwärzlich. Scheitel nahe den Augen mit 

zahlreichen, schwarzen Punkten ; Scheitelnaht deutlich, die Naht entlang mit 

zahlreichen, schwarzen Punkten (beim & undeutlich). Stirn braun, in der Mitte 

schwarzlich. Clypeus vorgewölbt, mit zahlreichen, dunkelbraunen Längslinien. 
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Clypeolus ziemlich gross. Oberlippe glänzend schwarz. 、 Maxillartaster gelblich- 

braun, das Endglied dunkelbraun. Antennen des Mänchens von der Vorder- 

flugelslänge, beim 2 etwas kürzer, dunkelbraun, die beiden Basalglieder etwas 

heller und kurz ; beim # dicht und lang behaart, die Haaren nach vorn gerichtet 

(2). Augen relativ klein, schwarz. Am Hinterkopfsrande abgerundet. 

Thorax dunkelbraun, matt. Scutellum, Postscutellum und Cristae scutelli 

des Meso- und Jletathorax röthlichbraun, die Naht hellgelb. Abdomen schwarz 

oder röthlichschwarz. Beine gelblichbraun ; Schenkel, Tarsen und Klauen dunkler, 

die letzteren je mit einem Zahn, die Spitze gelb. Das 1. Hintertarsenglied mit 

22 (2) bis 24 {#), das 2. mit 3—4 Ctenidien. Ctenidien mit 4—5 stumpfen 

Zähnchen. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 205 : 1. 

Flügel hyalin, graulich angeraucht, ohne Zeichnung. Am Nodiulus und am 

inneren Ende des P/erostigmas ein undeutlicher, brauner Fleck. Pferostigma mit 

Ausnahme des Basaldrittels hyalin, graulichbraun ; die Färbung dehnt sich weit 

über das P/erostigma hinaus. Der Hinterrand des Pferostigmas (;,) abgerundet. 

Die Adern braun bis dunkelbraun, die der Radialgabelzelle an der Basis, die der 

Areola postica an der Spitze und die Analader deutlich heller. Die Subcostalader 

stark erwachsen und mündet sich in Radius. Areola postica ziemlich gross, 

deutlich fünfeckig, mit sehr breitem Scheitel. Radialgabel mit parallelen Aesten. 

Media und Radialramus des Hinterflügels sich entweder in einem Punkte oder 

in sehr kurzem Strecke vereinigt. Membran grün bis roth stark irisierend. 

3 + 
Vorderflügelslänge 44 mm. 5 mm. 

Fühlerslänge 43 mm. 4 mm. 

Fundort: Ziozankei, 10. Juli, 1907 (1 @) und {7 2), gesammelt vom 

Verfasser auf einem Apfelbaum. 

V. Gatt. HEMIPSOCUS SELLYS LonG., 1872. 

Hemiprocus DE Setys LoONnGcHAaMPs, Ent. Mo. Mag. vol. 9, P. 145, fig. A, (1872-73); KOLBE, 

Stett. Ent. Zeit. P. 79, (1883). 

In Japan kommt nur ı Art vor. 

ı. Hemipsocus hyalinus FENDERL. 1906. (Fig. 17). 

Hemipsocus hyalinus ENDERL., Stett. Ent. Zeit. P. 311, (1906). 

Körper einfärbig, blass schmutziggelb; 7%orax dunkler; Kopf und Thorax 

mit zahlreichen Härchen ; Abdomen mit braunen Ringen. Augen bei den beiden 
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Geschlechtern mässig gleich gross, schwärzlich, halbkugelig. Ocellen auch 

schwarz, abstehend. Letztes Maxillartaster an der Spitze etwas dunkler. Fühler 

länger als die Vorderflügelslänge, gelblichbraun, die beiden Basalglieder und das 3. 

Glied heller, fein und kurz behaart. C/ypeus gross, mit undeutlichen hellbraunen 

Längstreifen ; C/ypeolus sehr klein, deutlich. Coxen, Trochanter und Schenkel 

fast farblos. Das 2. Tarsenglied hellbraun, das 1. Hintertarsenglied mit 27, das 

2. mit 2 dunkelbraunen Ctenidien. Klauen ungezähnelt, kurz und stumpf, dunkel- 

braun, an der Basis blassgelb. Verhältniss der Hintertarsenglieder 5 : 1. 

Flügel hyalin, farblos, röthlich irisierend ; der Rand und die Adern des Vorder- 

fliigels, den N. analıs und die 2. Asten des Cudztus ausgenommen, pubesciert ; die 

Behaarung am Rande deutlich dichter. P/erostigma lang. Media und Radial. 

ramus sich entweder in einem kurzen Streifen oder in einem Punkte vereinigt. 

Radialgabeläste parallel und etwa 1} länger als der Stiel. . Areola postica klein. 

Die Adern schmutziggelb. Hinterflügel unbehaart. 

Vorderflügelslänge this „4 mm. (会 un 時 9 

Fühlerslänge 6 ma 

Fundort: Kyoto (2 & und 2 2), gesammelt von Herrn M. SUSUKI. 

. VI. Gatt. TAENIOSTIGMA ENDERL. 1901. 

Taeniostigma ENDERL.} Zool. Jahrb., Abt. f. Syst. p. 546, fig. 9. (1901). 

In Japan kommt nur ’L. Art vor. 

1, .Taeniostigma ingens IÜNDERL. 1903. 

Taeniostigma ingens ENpERL., Ann. Mus. Nat. Hung. vol. I, S. 238, Taf. V, fig. 18 (1903). 

Kopf gelblichbraun (@) bis braun (2). Scheitelnaht scharf, mit einem 

dunkelbraunen Flecke. Hinterkopfsrand in der Mitte ziemlich tief ausgeschnitten. 

Clypeus ungestreift, Oberlippe sehr. gross und, breit, ‚seitlich lappenartig erweitert, 

vorn sehr deutlich ausgebuchtet. Die aeusserste Spitze des Maxillartasters dunkler, 

Augen bräunlichschwarz (2) bis schwarz (@), die des Männchens sehr gross, fast 

doppeltmal so gross wie beim Weibchen, vorgewölbt. Fühler etwas länger als 

die Vorderflügelslänge ; beim ®& dünn und kaum behaart ; beim & dick, gegen die 

Spitze hin sich stark verjungend, besonders das 3. Glied sehr-dic ド und lang, und 

dicht lang behaart, die Haare nach vorn zugerichtet. Fühler: beim. Weibchen 

schwarz, die 4-11. Glieder an der Basis hellgelblichbraun, beim @ nur undeutlich 

t L angedeutet. ' 
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Thorax gelblichbraun. Das Axtedorsum und das Dorsum des Mesothorax 

jederseits mit einem grossen, tief braunen Flecke; das Antedorsum durch eine hellere 

Längsmittellinie in zwei Hälften getheilt. Scwtted/ui zuweilen gelb, die Leisten 

ein wenig geschärft. Das Dorsum des Methorax ebenfalls tiefbraun.: Abdomen 

hellbraun, unten gelblich. Beine hellgelblichbraun, das 2. Tarsenglied dunkler; das 

1. Hintertarsglied mit einer Reihe von 30-36, das 2. mit 2 Ctenidien. Verh&ltniss 

der Hintertarsenglieder 3 : 1. 

Flügel: hyalin. Die sämtlichen Adern des Vorderflügels, den N. axillaris aus- 

genommen, behaart, schwarz, der Rand und der Radars gelblichbraun. Die sich mit 

dem Cz の zZzry vereinigte Media (M +Cu), der Cubitus bis zur 1. Cubitalzelle und der 

N. axıllaris sehr stark verwachst. Péterostigma gelblichbraun, dicht pubesciert, ein 

dunkelbrauner streif die hintere Hälfte des Pferostigmas ausgefüllt, beim @ mehr als 

4 der Breite einnehmend. Hinterflügel : Die Adern dunkelbraun, nur die Analader 

und Radius gelblich; am Rande undeutlich gelblichbraun. Die Analader nicht 

allein mit einseitiger, langer Behaarung, sondern mit dichten und sehr kurzen 

Pubeseirung. Der Rand und die Adern, die Spitze der Analader ausgenommen, 

lang und ziemlich dicht pubesciert. Membran grün bis rot ziemlich stark irisierend. 

る + 
Vorderflügelslänge 54 mm. 74 mm. 

Fühlerlänge i 6-64 mm. S mm. 

> Fundort: Formosa--(Shinsha, 24. Juli, 1906, 1 & ; Kagi, 26. Apr. 1907, 1 2; 

Horisha, 30. Apr. 1907, 12 ; Kanshirei, 13. Apr. 1907,:2 @; Niitaka, 10, Oct. 

1906,-1 @) gesammelt von Herren Prof. Dr. S. MATSUMURA und -T. KAWAKAMI. 

Sonstiger Fundort: China. 

VI. Gatt. MATSUMURAIELLA ENDERL. 1906. 

Matsumuraiella ENpERr.、 Zool. Jahrb. Abt. £. Syst. S. 248, Taf. 10, fig. 3, (1906). 

In Japan kommt nur ı Art vor. 

ı. Matsumuraiella radiopicta ENDERL. 1906. 

M. radiopieta ENnDERL., Zool, Jahrb.) Abt. f. Syst. S. 248, Taf. 10; fig. 3, (1906). 

Körper sehr lang und .struppig‘ behaart, besonders ’auf\dem Kopfe. Kopf 

hellgelblichbraun bis braun, Cl/yfezs dunkelbraun, stark vorgewölbt, C/vpeolus 
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heller, Oberlippe schwärzlichbraun, vorn etwas ausgebuchtet. Maxillartaster gelb- 

lichbraun, die Spitze des Endgliedes dunkler. Augen schwarz oder etwas röthlich 

gefleckt, beim 2 sehr klein ; beim & etwa doppeltmal so gross wie beim Weibchen, 

Augen unbehaart. Antennen von der Vorderflügelslänge, hellbräunlichgelb, die 

äussersten Spitzen der 3. bis zum letzten Glieder schwarz. Scheitel sehr breit, 

Scheitelnaht undeutlich. 

Thorax glänzend bräunlichschwarz. Abdomen bräunlich, gelb gefleckt, an der 

Spitze dunkler. Beine hellbraunlichgelb, das 1. Tarsenglied dunkler, Klauen 

schwarz, die Endspitze gelb. Das 1. Hintertarsenglied mit 4-9 ungleichen Ctenidien, 

das 2. ohne Ctenidien. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 22 : 1. 

Flügel grau, hyalin. Vorderflügel in der Mitte der Apicalhälfte dunkelbraun- 

lich gefleckt, nämlich die Zellen R,, R,, R;, My, M, und M, je mit einer streifartigen, 

dunkelbraunen Zeichnung. An der Basis hellbräunlich angeraucht. Pferostigma 

hyalin, Basaldrittel braun, die Adern tietbraun, lang und struppig, 2 reihig behaart, 

mit Ausnahme: des N. azıllarıs. Hinterflügel : die Adern braun, unbehaart, 

Apicalzelle mit spärlichen Härchen. Vorder- und Hinterflügel rot bis grün 

ziemlich stark irisierend. 

Vorderflügelslänge 4} mm. 4 mm. 

Fühlerslänge 43 mm. 4 mm. 

Fundort: Sapporo, 28. Aug. 1903 (5 2.2 @), Tomakomai, 1903, (2 2.2 @), 

Takasago, Juli, 1903, (1 &. 3 2), Kyoto, Sept. 1905 (2 &.1ı 2), Gifu, 13. Juli, 1903, 

(1 &), Akashi (1 2), Tokyo, 1903 (1 &. ı 2), Kagoshima, io. Juli, 1903 (1 &). 

Überall häufig. 

VIII. Gatt. KODAMAIUS n.c. (Fig. 2.) 

Fühler etwas kürzer als die Vorderflügelslänge, dicht aber kurz behaart. 

Oberlippe seitlich lappenartig verbreitert und vorn ausgebuchtet, wie beim 

Taeniostigma. Pterostigma wie bei Matsumuraiella, schr breit und kurz, kurz 

behaart. Areola postica ziemlich klein, mit langem Stiel, welcher sich der Media 

vereinigt ist. Radialramus und Media im Vorderdußel sich durch eine Querader 

verbunden. Subcostalader mündet sich in der Basis des Radius und erreicht den 

inneren Rand des Pterostigmas, so dass die ausserordentliche dicke Radia zurück- 

lassend. Die Adern und der Rand des Vorderflügels dicht behaart. Der Rand 
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des Hinterflügels, die Cost ausgenommen, "behaart. Kopf und T%orax dicht und 

kurz abstehend behaart. Media 3 ästig. Tarsen 2 gliedrig. Klauen ungezähnelt. 

Diese Gattung ist dem verstorbenen Feldmarschal Kodama, dem vormaligen 

Oberbefehlshaber von Formosa, gewidmet. 

In Japan kommen 2 Arten vor: 

Uebersicht der Arten. 

Die Adern und der Rand des Vorderflügels nicht struppig behaart ... 

...brevicornis N. SP. 

Die Adern und der Rand des Vorderflügels dicht struppig behaart und deutlich 

BL Ef, Sock ch haat OR en MAS sera Fehr rg, CoOIIS Nae 

1. K. brevicornis n.sp. (Fig. 2.) 

Kopf röthlichbraun bis röthlichdunkelbraun. Das Endglied des Maxillartasters 

dunkel; Clypeus gross und vorgewölbt ; C/ypeolus klein ; Oberlippe schwarz. 

Augen schwarz, ziemlich klein, abstehend vorgewélbt; beim @& etwas grösser. 

Scheitel breit, ohne Flecken ; Scheitelnaht deutlich. Schläfen schmal; bein & 

schmäler. Fühler kürzer als die Vorderflügelslänge, dunkelbraun, die beiden Basal- 

glieder und das 3. Glied gelblichbraun. Der ganze Körper, besonders der Kopf und 

der. Thorax dicht und kurz, gelblich behaart ; Augen behaart. 

Thorax und Abdomen bräunlichschwarz, die Leisten des ersteren scharf und 

von heller Farbe. Beine hellschmutziggelb x das 2. Tarsenglied und die Klauen 

schwarz, die letzteren an den Spitzen gelb. Das ı. Hintertarsenglied mit 19-24 

Ctenidien, das 2. fehlen ganz. Verhaltniss der Hintertarsenglieder 3 : 1. 

Flügel bräunlich ; Pierostigma breit und kurz, dunkelbraun, mit zahlreichen 

Härchen; die Färbung tritt nur in der Mitte über die Grenze des Pterostigmas hin- 

aus; die Basalhalfte hyalin. Die Adern dunkelbraun, Radius sehr stark. Die 

Verbindungsstelle des Radialramus und der Media bildet eine Querstrecke. Arcola 

postica klein, lang gestielt. Die Adern und der Rand des Vorderflügels behaart ; 

Hinterflügel am Rande, die. Cesta ausgenommen, behaart. Hinterflügel grau, 

ziemlich irisierend. 

Vorderflügelslänge 3 mm. (@ und 2) 

Flügelsspannung 7 mm. ( = ) 

Fühlerslänge 2} mm. ~ ( い ) 

Fundort: Formosa (Tainan), 18. Juli, 1906 {2% und 4 2), gesammelt von 

Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 
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2.. K, pilosus N.SP. (Fig. 7.) 

Der Zeichnung nach der Ä. brevicornis aus Formosa sehr ähnlich. 

Scheitel, Oberlippe, Clypeus, Clypeolus, Thorax; Abdomen und Flügel wie 

bei K. drevicornis. Maxillataster gelblichbraun, mit der äussersten Spitze dunkel. 

Die Scheitelsutur und die Naht zwischen Stirn und Scheitel ziemlich scharf. 

Schläfen breit. Augen verhältnissmässig klein. Fühler dunkelbraun, die beiden 

Basalglieder, das 3. und das 4. Glied heller. Hinterkopfsrand abgerundet. Beine 

gelblichbraun ; Endtarsenglied braun. Das 1. Hintertarsenglied mit 22 Ctenidien. 

Klauen ziemlich lang. Verhältniss der Hintertarsenglieder 4: 1. 

Vorderflügel dunkelbraun, die Adern und der Rand dicht struppig behaart. 

Media und Radialramus sich durch eine kurze Querader vereinigt. Pferostigma 

breit, kurz und behaart; dunkelbraun. Der Hinterrand des Pferostigmas bildet 

einen Rechtwinkel. Der Rand des Hinterflügels, die Mitte der Costa ausgenom- 

men, mit einer Reihe von Härchen besetzt, röthlich irisierend. 

Vorderflügelslänge mm. 5 5 

Flügelsspannung ' gmm. 

Fühlerslänge 3 mm. 

Fundort: Akashi (Juli, 1903, 1 2), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. 

MATSUMURA und 2 2 Exemplare aus Kyoto (Oct. 1906) gesammelt von Herrn 

M. SUZUKI. 

STENOPSOCINAE. - 

BESTIMMUNGSTABELLE ZU DEN GATTUNGEN DER STENOPSOCINAE. 

Flugelrand /behaart!l. "lt 2.05). SER AO 112 Stemopsocus HAceneis6e: 

: Flügelrand unbehaaft. ... ...  ... 2... 0.29.22... Graphopsoeus KOLBE 1830. 

ーーー ニーー ーー 

I. Gatt. STENOPSOCUS HAcGEN 1866. 

Stenopsocus HHAcEN、Verh. d. Zool. Bot. Ges. Wien, P. 203, (1866) : SPANGBERG, Psocina Sueciae et 

Feuniae, P. 17, (1878); KOLBE, Monogr. deutsch, Psociden, P. 126, (1880); ENDERL. Ann. Mus. Hung. vol. 

I, 3, 239, (1903). 

In Japan kommen 4 Arten vor.: 

Uebersicht der Arten. 

I. Ptesostigma Schwarzlichbraun... „a. 

Pterostigma nur am Hinterrande bräunlich angeraucht.. ... .... .… ...UL 
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BE - eros, EEE cme en ...nigricellus N.SP. 

Pterostigma länglich.... ... -.- --- .-- >... --.miger ENDERL. 1906. 

III. N. analis des Vorderflügels behaart... ... ... aphidiformis ENDERL. 1906. 

N. analis des Vorderflügels unbehaart ... ... ...pygmaeus ENDERL. 1906. 

1. Stenopsocus nigricellus N. sp. 

Der Form und der Flügelsfärbung nach es erinnert sich an S. niger ENDERL. 

diese Art ist jedoch viel kleiner. 

Scheitel, Stirn, Clypeus, Schläfen und Wangen glänzend schwarz, mit sehr 

kurzen dunkelbraunen Härchen. Cl/ypeolus bräunlich. Oberlippe bräunlich- 

schwarz bis schwarz, breit, in der Mitte schwach ausgebuchtet. Schläfen sehr 

schmal oder undeutlich. Augen bräunlichschwarz bis schwarz. Scheitelnaht fast 

undeutlich. Hinterkopfsrand ziemlich abgerundet. Fühler von der Vorderflügels- 

länge, gelblichbraun, die beiden Basalglieder und das 3. Glied schwarz, erstere 

etwas heller, sehr kurz behaart. 

Das Aniedorsum, das Dorsum der Mesothorax und die Leisten glänzend 

schwarz. Das Postdorsum und das Dorsum des Metathorax und die Leisten 

bräurlichschwarz. Addomen schwarz, an der Spitze braun. Beine gelblichbraun, 

Tarsen heller, Klauen dunkel. Das ı. Hintertarsenglied in einer Reihe mit ro 

Ctenidien, ein anderes Ctenidium befindet sich seitlich des letzten Ctenidium. 

Verhältniss der Hintertarsenglieder 3:1. 

Flügel blass, graulichbraun angeraucht. Prerostigma sehr breit, dreieckig, 

tiefbräunlichschwarz, ziemlich stark pubesciert ; die Färbung tritt hinten über r, 

hinaus. Die Adern gelblichbraun. Der Rand und die Adern mit Ausnahme des 

N. axtlarts in einer Reihe behaart.. Die Radialader sehr stark verwachst, wie 

bei Kodamazus. Eine lange, bräunlichschwarze gebrochene Binde läuft von der 

Basis der Radialader bis zum Innenrande des Pterostigmas; die Adern an den 

Stellen der Binde bräunlichschwarz. J/eméran schwach grünlich bis rothlich 

irisierend. 
Vorderflügelslänge 4 mm, 

Flügelsspannung 8} mm.., 

Fundort: Tokyo (r 2), gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

2. §. niger ETDERL. 1906. 

S. dizer Examen, Zool! Jaluh, Abt. £ Sys. P. 249, Tab. ro fig. 5 (1906). 

Kopf rothgelblichbraun. Scheitel, Schläfen, Stirn (an den Seiten gelblich), 

Clypeus und Oberlippe glänzend schwarz. Clypeolus gelb. "Maxillartaster tief 

gelblichbraun oder dunkelbraun. Scheitelnaht scharf. Augen schwarz, röthlich 
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gefleckt, beim @ um doppeltmal so gross wie beim Weibchen. Schläfen verhält- 

nissmässig breit, beim & undeutlich, Antennen von der Vorderflügelslänge, 

dunkelbraun, die beiden Basalglieder und die Apicalhälfte heller. 

Thorax glänzend schwarz, an den Seiten und die Leisten röthlichbraun. 

Abdomen dunkelbraun, an der Spitze schwarz. Beine schwarz, der Basaldrittel 

der Schenkel, die Coxen und Trochanter gelblichbraun ; Tarsen tief gelblichbraun, 

die Basis des r. Tarsengliedes dunkler. Klauen schwarz, die Spize gelb, ohne Zähn- 

chen. Das 1. Hintertarsenglied mit 22 (@) bis 25 (2) Ctenidien, die in einer 

ziemlich unregelmassigen Längsreihe angeordnet sind. Verhaltniss der Hinter- 

tarsenglieder 23:1. 

Flügel hyalin. Pterostigma tief bräunlichschwarz, ziemlich schmal und sehr 

lang, mässig stark pubesciert. Die Adern gelblichbraun. Der Rand und die 

Adern des Vorderflügels in einer Reihe behaart. Die Subcostalader ziemlich stark 

verwachst. Der Rand der Radialgabelzelle des Hinterflügels etwas pubesciert. 

Membran golden bis röthlichblau oder grünlich irisierend. 

Vorderflügelslänge 5 mm. 6 mm. 

Fühlerlänge 54 mm. 64 mm. 

Fundort: Sapporo (3 2, 3&) und Tomakomai (2 2), gesammelt von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

3. S. aphidiformis ENDERL. 1906. 

S. aphidiformis ENvERL., Zool. Jahrb, Abt. f. Syst. S. 249, Taf. 10, fig. 5, (1906). 

Kopf hellbräunlichgelb oder tief gelblichbraun, vor den schwarzen Ocellen 

mit einem länglichovalen, dunkelbraunen Flecke. Cl/ypeus vorgewölbt, Ober- 

lippe sehr gross, an den Seiten breit, in der Mitte des Vorderrandes deutlich 

ausgebuchtet. Die äusserste Spitze des Endglieds des Maxillartasters grau. Die 

Augen des ® sehr gross, um doppeltmal so gross wie beim 2. Scheitelbreite des 

Männchens von der Grösse des Augendurchmessers ; beim 2 fast doppeltmal so 

gross wie beim @. Antennen etwas kürzer als die Vorderflügelslänge, dunkelbraun, 

mit Ausnahme der beiden Basalglieder. Scheitelnaht scharf. 

Thorax tief gelblichbraun, das Antedorsum und das Dorsuim des Mesothorax 

elanzendschwarz, das Dorsum des Metathorax braun. Abdomen tief gelblichbraun 

bis dunkelbraun. Beine hellgelblichbraun, die Spitze der Schenkel, am proximalen 

und distalen Ende der Schienen und die Tarsen mit Ausnahme der Basis des 1. 

Gliedes graulichbraun. Das 1. Hintertarsenglieder mit 26 Ctenidien. Verhältniss 

der Hintertarsenglieder 4: 1. 
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Flügel hyalin. Die Adern mit Ausnhame des 2. Astes des Cz2zZz ぶ 、 bräunlich- 

gelb. Pterostigma nur am Hinterrande bräunlich angeraucht, etwas behaart. Die 

Adern und der Rand des Vorderflügels behaart. Die Apicalzelle des Hinterflügels 

mit spärlichen Härchen. Die Adern und der Rand (mit Ausnahme der Apicalzelle) 

des Hinterflügels unbehaart. J/eméraz intensiv golden bis rot zu blau irisierend. 

Vorderflügelslänge 5-6mm. (@ und 2) 

Fühlerlänge 44mm. ( J ) 

Fundort: Sapporo, Ziozankei, Hakodate, Tokyo, Taisanji, Takasago, Gifu, 

Kyoto, Moji und Kagoshima (vom Juni bis Oct.), in der Sammlung von Herrn Prof. 

Dr. 5. MATSUMURA. 

Ueberall häufig. 

4. S. pygmaeus ENDERL. 1906. 

S. pygmaeus ENDERL., Jahrb. Abt. f. Syst. S. 250, Taf. 10, fig. 6, (1906). 

Kopf hellbräunlichgelb. Stirn in der Mitte schwärzlich, Schläfen und Ober- 

lippe bräunlichschwarz. C/ypeus dunkelbraun, vorgewölbt. C/rpeolus gelblich. 

Fühler von der Vorderflügelslänge, dunkelbraun bis schwarz, die beiden Basalglieder 

heller. Augen schwarz, beim @ sehr gross, um doppeltmal so gross wie beim 

Weibchen. Scheitelnaht ziemlich scharf. 

Thorax dunkelbraun, oben glänzend schwarz, die Leisten gelb. Beine blass, 

die Spitzen der Schienen und das 2. Tarsenglied graulichbraun. Das ı. Hinter- 

tarsenglied mit 21 Ctenidien. Klauen schwarz, mit gelber Spitze, uugezähnelt. 

Verhältniss der Hintertarsenglieder 3: 1. 

Flügel hyalin, die Adern blass bräunlichgelb. Pverostigma hyalin, dreickig, 

zuweilen nur in der hinteren Hälfte bräunlichgelb, ziemlich stark behaart. Der 

Rand und die Adern des Vorderflügels, mit Ausnahme des N. analis fein und kurz 

behaart. Flügelrand an der Radialgabel des Hinterflügels pubesciert. Membran 

schwach rot bis grün irisierend. 

Vorderflügelslänge 4-44 mm. (@u. 2) 

Fundort : Moji, 29. Juli, 1903, (t 2) und 18. Juni, 1906, (1 @) ; Tomakomai, 

1903 (1 @); Kyoto, Oct. 1906 (2 2), gesammelt von Herren Prof. Dr. S. MATSU- 

MURA und M. SUZUKI. 

Fühlerlänge 4-43 mm. ( 

II. Gatt. GRAPHOPSOCUS KorLpBE ı88o.: . 

Graphopsocus KoLgE, Monogr, d. deut, Psociden. P. 125, (1880). 

In Japan kommt nur ı Art vor. 
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1. @. cruciatus L. 1768. (Fig. 16.) 

Hemerobius cruciatus L., Syst. Nat. t. 3. app. 255 (1768). 

Hemerobius 4-punctatus F., Mant. t. 1. p. 248 (1777); Syst. Ent. Suppl. p. 204 (1798); LATR., 

Coq. Icon. 12, Tab. 2, fig. 8; STEPH., Ill. p. 125, 33, (1836); BurM., Handb, 2, p. 776 (1834); Rams., 

Neurop. p. 321. (1842). 

Psocus subocellatus Srern., Ill. p. 124 (1836); Hagb., Ent. Ann, p. 24, 6 (1861). 

Psocus costalis STErH,, Ill. p. 126 (1836). 

Psocus cruciatus Braver, N. A. p. 32. 

Stenopsocus cruciatus M’L., Ent. Month. Mag. Vol. 111. 

Graphopsocus cruciatus KOLBE, Monog. p. 125 (1880); Tiimp., Die Geradf, p. 155 (Igor). 

Kopf schmutziggelb, Maxillartaster gelblichbraun, das ı. Endglied und die 

Spitze des 2 Gliedes angeraucht, Oberlippe gelblichbraun, an den Seiten lappenartig 

_ verbreitert, vorn ansgebuchtet. C/ypeus gelblichbraun, beim @ dunkler. Stirn in 

der Mitte mit einem dunkelbraunen Flecke; beim 2 undeutlich. Augen verhält- 

nissmässig gross, schwarz. Scheitelnaht deutlich. Hinterkopfsrand abgerundet. 

Fühler dunkelbraun, ziemlich dick, etwa von der Vorderflügelslänge, und sehr fein, 

kurz behaart. 

Thorax kastanienbraun bis dunkelbraun, die Naht gelblich und scharf. .42- 

domen gelblichbraun bis dunkelbraun. Beine schmutziggelb, Tarsen und Klauen 

dunkel. Das ı. Hintertarsenglied mit 13 Ctenidien ; Klauen ohne Zähnchen, an 

der Spitze gelblich. Verhältniss der Hintertarsenglieder 2: 1. 

Flügel hyalin, stark roth bis grün irisierend. Die Adern gelblichbraun. 

Pterostirma breit und kurz, gelblich beschattet, spärlich pubesciert. Ein grosser 

V-förmiger hellbräunlicher Fleck befindet sich auf dem Apicalfelde, welcher das 

Ende im Péerostigma besitzt. Auf der Media befindet sich auch ein hellbräunlicher 

Streif. Auf dem Innerrande mit zwei schwärzlichen Längsflechen, deren Aussen- 

seite mit 2 hellbraunen Flecken, von wechen der obere deutlich kleiner ist. Der 

Hinterrand des Péerostigmas und der Rand der Axillarzelle pubesciert. Die 

Vereinigungsstelle und der Rand des Hinterflügels unbehaart. 

Vorderflügelslänge gma) (CQ u) 

Fühlerlänge etwa 3 mm u) 

Fundort: Sapporo, 1. Oct. 1906 (1 @ und 1 2), gesammelt von Herrn S. 

KUWAYAMA. 

Sonstiger Fundort: Europe. 

ERKLÄRUNG DER ABBILDUNGEN. 

Fig. r. Copostigma subcostalis N.sP. 20:1. 

Fig. 2. Kodamaius brevicornis N.SP. 30:1. 
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Fig. 3. Psocus Mitsuhashianus x. sp. 12:8; 

_ Fig. 4. Amphigerontia ficivorella N.sP. 12:1. 

Fig. 5. Psocus Mali n. sp. io >T. 

Fig. 6. Cerastipsocus singularis ヾ .SP. 12:1. 

Fig. 7. Kodamaius pilosus ヾ .SE. py ae 

Fig. 8. Psocus tateokanus N. SP. EEE 

Fig. 9. Psocus grandis N. SP. 8:1. 

Fig. 10. Psocus capitatus ヾ .SP. 16: 1. 

Fig. 11. Amphigerontia jezoensis N. (/) の 
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本 邦 産 噛 半 目 茶 昔 典 科 に 属す る も る の 少な か ら ざ る べし と 難 る 

東北 帝國 大 學 農 科大 學 に は 唯 だ 三 十 二 種 を 所 基 す る に 過 き ず 、 其 

中 十 種 は 近く 狗 人 エン デル ライ ン 氏 に ょ 5 享 術 界 に 交 表 され 、 三 

FLEW. HOMER. DERRHCV.EL SD. MCRALK 

は 二 亜 利 、 十 属 肥 三 十 三種 を 合 み 、 其 一 属 Eodamaius 及 十 七 種 は 全 

回 新 に 余 の 命名 せ し も ゃ る の な 5?》。 

此 研 究 は 弧 て 松村 博士 の 指導 に ょ りら て 完成 せる の に し て 其 材 

料 も 赤 大 部 氏 の 探 集 に 係る る の な り め %、 愛 に 公表 し て 其 助 力 を 謝 す 。 

今 學 名 和 名 を 記し て 其 分 布 を 示せ は 下 の 如 し 。 

1. Copostigma hyalinum N.sP.__............. を いわ ん すか し ちや か な て 

RM. BB. 

Zee Suhcostahs Te SP - I 8s. S2.ctnna- LReAKRRT 

AM, BBo 

3. Cerastipsocus singularis N.sP. ............ た いわ ん くろ ひげ ちや な て 

分 布 、 AN Bio 

4. WE balinlateneie N:SE. I 3 can. くろ ひげ ちや な て 

分 布 、 北海 道 

5. Psocus.capitatus N.SP.. -。  -.…………… だ いわ ん す ぢ ちや な て 

分 布 、 Bo 
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P. Mitsuhashianis Nose. N ee SBREUGRDB LER 

分 布 、 北海 道 。 | 

P. Prandist ne sr te ea eee SIE b PRT 

分 布 、 北海 道 。 

P. nehnlosus STEPH: ~~. °° Us)... See か ば いろ ちや ん て 

By AR, AG EG. AN KEE, EU, ED Ro 

P.. Kurokianus ENDERL. に ies ck beg 

分 布 、 北海 道 、 本 州 。 

P. tokyoehsis ENDERL. = 1 ニー ラニ ンーー LE N Ze Oe 

分 布 、 北海 道 、 本 州 。 

上 か NSP N ee Tg 

分 布 、 北海 道 、 本 州 。 

SSD も EDNG I. 7 SEE TD CALS SS Fe て 

分 布 、 At eG. BK Ullo 

P. sexpunetellus ENDERL. 。 に DEI BTI GR BS Je se 

RA, Ko wi 
Po pellneidus N.SPp.3r nr on ぜ も ん ちや た て 

分 布 、 北 海道 、 本 州 。 

Pi AODtUSUS GENS ay = eh re hes ees a, Da > ita i な で て 

Ie 布 、 KM. FD Bc ren ES 
BC japonienisgE OLBE. ev ı Lern ひげ な が ちゃ た て 

分 布 、 本 邦 。 

Pr ROPIN ORANG Bite SB emg tm un ie SBIEHbHPRT 

分 Mi, SERB 

DP sapeokanis RIRSRT Terre wear. せく ぐろ ちや た な て 

Amphigerontia ficivorella N.sP............. と の きち ちや な て 

aM BiB 

A... KolbeisENDERW. IT ZU Fe C fy fare くも や が (で 

分 布 、 九州 o peo See 

nba SENDER Ei vite る お 2 SBHAW b&b PZT 

分 布 、 At 海道 
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A. jezoensis N. SP. 

分 布 、 北海 道 。 

Heminsocus hyalinus ENDERI 

分 布 、 A 州 。 

Taeniostigma ingens ENDERL 
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Matsumuraiella radiopicta ENDERL....... 

分 布 、 北海 道 、 本 州 、 九 州 。 

Kodamaius brevicornis N. sp. 

K. pilosus n. sp. 

分 布 、 本 Mo 

Stenopsocus nigricellus N. sp. 

分 布 、 本 州 。 

S. niger ENDERL. 

分 布 、 北海 道 。 

S. pygmaeus ENDERL. 

分 布 、 北海 道 、 本 州 。 

S. aphidiformis ENDERL. 

分 布 、 北海 道 、 本 州 、 

Graphopsocus cruciatus L. 

分 布 、 A eS. BK 洲 。 

EE 
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SBEIEZEUF ERR 
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Cae で 5 や だ で 

EIER を 55 辻 た て 

ほぞ を ち 補 だ て 

ょ ろ も ん ほ を ちや だ て 
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DIE PSYLLIDEN JAPANS. IL. 

VON 

S. KUWAYAMA. 

(Mit ‘Tafel II.) 

Die japanischen Psylliden, welche mir bekannt sind, beträgt im Zahl ungefähr 

90, und zwar ihrer Hälfte scheint mir für die wissenschaftliche Welt neu zu sein. 

Sie zerfallen unter 14 Gattungen, von denen 6 neu sind. Die folgenden 3 Arten sind 

nur bis jetzt aus Japan bekannt: 

ı. Anomoneura Mori SCHWARZ. 

NO * Psylla pyrisuga FRST. 

3. Psylla hexastigma HORV. 

Im Jahre 1878 teilte Dr. F. Löw die Psylliden in die folgenden 4 Subfamilien 

ein, nämlich: Ziviinae, Aphalarinae, Psyllinae und Triosinae. Eine fünfte Sub- 

familie Prionocneminae wurde von J. SCOTT in seiner Abhandlung ,,On Certain 

Genera and Species of the group of Psyllidae in the collection of the British Museum “ 

(Trans. Ent. Soc. London 1882, p. 466) beschrieben, welche aber in Japan noch nicht 

bekannt ist. Im vorigen Jahre stellte Dr. J. J. KIEFFER in der Zeitschrift für 

wissenschaftliche Insektenbiologie, 1906, Bd. II p. 387, eine sechste Subfamilie vor, 

nämlich Phacoseminae für seine neue Gattung Phacosema und Bucktonische ん 2- 

capteron. Nach meiner Beobachtung gehört auch eine dritte Gattung Ansmoneura 

SCHWARZ an dieser Subfamilie, da bei dieser Gattung der Radius sich gegabelt 

und die sämtlichen Tibien unbewehrt sind. 

Einige Psylliden sind in Japan oft den Obst-, Kampfer- und Maulbeerbäumen 

sehr schädlich, besonders in Formosa spielen sie Jahr für Jahr unter die Kampfer- 

kultur eine nennenswerte Rolle. 

Bei dieser Arbeit bin ich mich ganz verpflichtet an Herrn Prof. Dr. 5. MATSU- 

[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc. Vol. II. 1907.] 
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MURA meinen herzlichen Dank auszusprechen, da ich mit seiner Erlaubniss die 

vorliegenden, sämtlichen Materialien benützen konnte und zwar unter seinen freund- 

lichsten Leitungen diese Arbeit fertig gemacht habe. 

TABELLE ZUR BESTIMMUNG DER SUBFAMILIEN DER PSYLLIDEN. 

i WRHa US am Ende gepabelt ne ne ee Se A ee 2. 

PC 0170S CMEC た シー eee: tare ee a 

2. Alle Tibien unbewebtts, 3.25.4 >. 24... Abe: まし まま RENTE PHACOSEMINAE. 

Hintere Tibien an der Basis mit einem,Zahn ................-- PRIONOCNEMINAE. 

go Stiel des’ @xbzrus.in N orderflüsel vorhanden 2... 2... ee eee ER 4- 

SHeldes C2aWYsHleNiender e eerste AMAR tte TRIOZINAE. 

4. Stiel des Cubitus so lang oder länger als das Discoidalstück der Subcosta...... =; 

Stiel des Cudztus deutlich kürzer als das Discoidalstück der Subeosta ............ 

I PSYLLINAE. 

5. Augen über den Seitenrand des Kopfes halbkugelig erhaben ; Scheitel kürzer 

ale abreite centres ech iets sonic ee A ER De er i oes APHALARINAE. 

Augen in den Kopf eingesenkt, über den Seitenrand desselben nicht vorsprin- 

sends; Scheitel länger als. breit........... near nen nn essen LIVIINAE. 

I. Subfam. _LIVIINAE: 

1. ‚Gate: Livia LATR. 

Livia LATREILLE, Hist. Nat. Ins. Vol. xii. 1804, p. 374. 

Diraphia ILLıGer, May. i, 1802, p. 284, 

Diraphia Waca, Ann, Soc. Ent. Fr. xi, 1845, p. 275. 

In Japan kommt nur eine Art vor. 

1. Livia jesoensis MATS. (N. SP.) 

(Fig. 6-7a-) 

Kopf und Z%orax schmutziggelb, unten schwarz ; Scheitel und Pronotzm mit 

rothen Punkten ; Dorsulum und Rücken mit rothen Flecken und Striemen. Fühler 

ein wenig kürzer als der Kopf und das Pronotum zusammen ; ähnlich gebildet wie 

bei Z. juncorum LATR. Vorderflügel 2 mal so lang wie breit, bräunlichgelb, mit 

zahlreichen braunen Flecken und Punkten bedeckt; ein mit zahlreichen glashellen 

und gelblichbraunen Punkten gesprenkeltes, braunes Band erstrekt sich vom Ende 

der Radialzelle bis zur ersten Zinke ; an der Basis der zweiten Gabel befindet sich 

ein weisses Fleckchen ; Pterostigma ein wenig länger als die Hälfte des Radial- 

stückes der Costa. Beine schmutziggelb ; die Schenkel vorwiegend braun. 422- 

men schwärzlichbraun, unten manchmal weisslich. Genitalien bräunlichgelb. 
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Genitalplatte des @ so lang wie das Genitalsegment ; an der Spitze nach vorn 

erweitert sich ein breiter Lappen ; Zange so hoch wie die Genitalplatte, behaart. 

Untere Genitalplatte des 2 kaum 2 so lang wie alle vorhergehenden Abdominal- 

segmente zusammen; die obere ein wenig länger als die untere, in der Mitte 

eingedrückt und daselbst mit einem schwarzen Punkt versehen ; von hier an bis zur 

Spitze spärlich behaart. : 

Körperlänge :, 72) 2-3,;<2 25mm. 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Yamashiro). 9 Exemplare gesammelt im Mai 

und Juni von Herrn Prof Dr. S. MATSUMURA und dem Autor. 

Trivialname: FAlrazu-kioiramı. 

II. Subfam. APHALARINAE. 

Uebersicht der Gattungen. 

1. Vorderfliigel rhombisch, sehr derb .............. Er. 1. Euphyllura FRSF. 

Mordertugsel:schwach, ledenge oer hautis. a 2 4 en. en RE 

2. Vorderflügel am Ende breit abgerundet ; Genitalplatte des @ in der Mitte 

beiderseits mit einem langen, schmalen Fortsatze ............ 2. Aphalara FRST. 

Vorderflüsel:am Ende eckis; Zugespitzt. ..2...u.2- 2.2. 3. Zenaphalara N.G. 

1. Gatt. Euphyllura FRST. 

Euphyllura Foerster, Psyll. Verh. Nat, Ver. Preuss. Rheinl. 3. 1848, p. 93. 

In Japan kommt nur eine Art vor. 

1. Euphyllura magna N. sp. 

(Fags. 15) Fie. ’S) 

Schwärzlichbraun, mit zahlreichen, braunen oder schwarzen Pünktchen. Die 

vom Scheitel nach vorn ausgezogenen Lappen sehr schmal. Fühler kaum mehr 

als 4 so lang wie die Costa, braun, die 2 Basalglieder dunkel ; das 6te und 7te am 

Ende und die beiden Endglieder ganz schwarz. Vorderfliigel rhombisch, braun, 

mit zahlreichen, schwarzen Punkten, welche an den Seiten der Adern und auf den 

Randnerven deutlich sind; 2 zickzackartige, schwarze Binden sehr deutlich, die eine 

verläuft vom Ende der Radialzelle bis zur Mitte der ersten Randzelle, an der 

Innerseite mit weisslichemjSaum, die andere, welche viel breiter als die erstere ist, 

zieht vom Ende der Szbdcosta bis zur Basalhälfte der Cubitalzelle, an der Aussen- 

seite mit weisslichem Saum ; die Einmündungstelle der zweiten, der dritten und 

der vierten Zinke sowie auch des Radius je mit einem hyalinen Fleck ; Radialstück 
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der Sz の coyzz den Vorderrand nicht ganz erreichend; die 2te Zinke fast gerade. 

Beine braun; die Schenkel an der Basis und die Schienen am Ende schwach 

gebräunt. Genitalplatte (@) etwas länger als das Genitalsegment, jederseits m ders 

Mitte nach hinten lappig erweitert; Zange ein wenig kürzer als die Genitalplatte, 

mit der nach vorn zugerichteten Spitze, behaart. 

Körperlänge : @ 2.0mm. 

Kiushu (Kagoshima), gesammelt in 3 Exemplare am ro. Juli von Herrn Prof. Dr. 

S. MATSUMURA. 

Trivialname : Hzshi-kijiramt. 

2. Gatt. Aphalara FRST. 

Aphalara Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss, Rheinl. 3, 1848, p. 89. 

In Japan kommen 6 Arten vor : 

IGG は 111 1 6. fava N. SP. 

Vierderntigelolashell-oderweisslich: ここ ンー シー こら 2; 

2. Vorderfliigel mit zahlreichen, braunen oder schwarzen Punkten.................. 3. 

Vordertlige) ohne ‚zahlreichen Runkten „aa er FIRE ee 4. 

3. Körper dicht mit schwarzen Punkten bedeckt ............ 1. multipunctata N.SP. 

Vorderflügel weisslich ; Körper nicht mit schwarzen Punkten bedeckt............ 

N >... 5. Artemistae FRST. 

4.2, Vorderflüsel slashell:;sehne  Bindes nv Sr se... 4. Calthae L. 

Vorderflügel mit einer Binde, welche vom Ende der Radialzelle bis zur ersten 

Kandzellesreicht v Sara te RED 7 3. fasciata N. SP. 

Vorderflügel mit 2 Binde, von denen eine vom Ende der Subcosta bis zur 

Spitze der ersten Zinke und eine von der Nähe der Flügelspitze bis zum 

Ende demzweiten Zinke reicht 322. 22 aa He er 2. nebulosa ZETT. 

1. Aphalara multipunctata N. sp. 

Bigs RB <2.) 

Gelb ; Scheitel, Dorszlum und Rücken mit zahlreichen, braunen Pünktchen 

zerstreut. Fühler um } so lang wie die Costa, gelb; das ıste, das 2te und das 

letzte Glied dunkel. Vorderflügel 2 mal so lang wie breit, weisslichhell, mit 

zahlreichen, braunen Punkten, welche auf den Adern auch sich befinden, inbesonders 

zahlreich am Ende der Radialzelle. Abdomen schwärzlich ; Beine und Genitalien 

gelblichbraun. Untere Genitalplatte (2) kürzer als die 2 letzten Bauchsegmente 

zusammen ; die obere kaum länger als die untere. 

Körperlänge: 2 1.5 mm. 
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Hokkaido (Sapporo), gesammelt nur in einem Exemplare im Mai von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname : Hoshi-kyıramı. 

2. Aphalara nebulosa ZETT. 

Aphalara nebulosa REUTER, Meddel. Soc. Pro. F. et Fl. fenn. 1876, p. 77. 

Aphalara radiata ScoTT, Trans. Ent. Soc. Lond. 1876, p. 562. pl. IX, Fig. ı2. 

Aphalara graminis C. G. THoMson, Opusc. Ent. Fasc. VIII. 1877, p. 841. 

Chermes nebulosa ZETTERSTEDT, F. Ins. Lapp. I. 1828, p. 551 ; F. Ins. Lapp. I. 1840, p. 307. 

Kopf und 7%orax schmutziggelb, oben mit gelben Längsstriemen. Fühler 

kaum mehr als } so lang wie die Costa, gelb; das erste und das zweite Glied dunkel; 

die 2 letzten schwarz. Vorderfliigel um 2} mal so lang wie breit, glashell, die 

Nerven gelb, mit 2 braunen Binden, von denen eine vom Ende der Sz2coszz bis zur 

Spitze der ersten Zinke und eine andere von der Nähe der Flügelspitze bis zum 

Ende der zweiten Zinke reicht, die letztere verzweigt sich nach aussen auf den 

Stellen der Nerven ; die hintere Basalzelle in der Mitte mit einem braunen Fleck. 

Beine gelb. Addomen schwärzlichbraun ; Genitalien gelb. 

Körperlänge: 信 1.8 mm. 

Hokkaido (Ziozankei, Hakodate) und Honshu (Hakone), gesammelt in 3 Exem- 

plare im August und September von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und dem Autor. 

Trivialname: NMon-kıjiramı. 

3. Aphalara fasciata N. sp. a 

(Fig. 3. Fig. 94-2) 

Kopf und 7%orax braun, oben mit weissen oder hellgelben Flecken und Striemen. 

Fühler um 4 so lang wie die Costa, gelb; die 2 letzten Glieder schwarz. Vorder- 

fligel 24 mal so lang wie breit, glashell, mit gelben Nerven; ein braunes Band 

läuft von der Nähe des Endes der Radialzelle bis zur ersten Randzelle, welches 

sich am Radius, an der zweiten, der dritten und der vierten Zinke nach aussen 

verzweigt; die hintere Basalzelle in der Endhälfte vorwiegend braun ; an der Spitze 

des Clavus schwarz gefärbt. Abdomen schwarz ; Genitalien gelb. Beine gelb; die 

Schenkel vorwiegend braun. Genitalplatte des & kürzer als das Genitalsegment, 

an der Basis beiderseits mit einem schmalen, nach hinten gerichteten Fortsatze, 

welcher viel länger als das Genitalsegment ist; Zange ein wenig kürzer als die 

Genitalplatte. Untere Genitalplatte des ¢ kürzer als die 2 letzten Bauchsegmente 

zusammen, behaart, die Spitze geschwärzt ; die obere in der Mitte eingedrückt, viel 

länger als die untere. 
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Körperlänge :, 2A 2 2.3 mm. 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Tateyama, Takasago). 5 Exemplare gesammelt 

von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname : Obr-kytıramı. 

4. Aphalara Calthae L. 

Chermes calthae LINNE, F. Suec. 1761, Nr. 1005. 

Aphalara polygoni FOERSTER, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl 3, 1848, p. go- 

Aphalara ulicis Forster, Psyll. Verh, Nat. Ver. Preuss. Rheinl, 3. 1848, p. 96. 

Aphalara calthae REvUTER, Meddel. Soc. p. F. et FI. fenn. 1876, p. 72; Ent. Tidskr., 1881, p. 149. 

Braun ; Scheitel und Oberseite des 7%orar mit gelblichen Striemen, welche 

auf dem Rücken deutlich sind. Fühler kaum } so lang wie die Costa, weiss, die 2 

letzten Glieder schwarz. Vorderflügel um 2} mal so lang wie breit, giashell oder 

etwas gelblich; an der Spitze des と Zzzzs schwarz; am Ende der ersten Zinke 

eine schwarzer Punkt. Abdomen schwarz, mit schmalen, gelben Segmenträndern. 

Beine gelb, an den Spitzen der Schienen dunkel. 

Körperlanse: 81.2 3omm. 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Takasago). 3 Exemplare gesammelt im Mai und 

September von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname : Mumon-koiramı. 

5. Aphalara Artemisiae FRS1. 

Aphalara Artemisiae FOERSTER, Psyll. Verh, Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3. 1848, ». 96. 

Aphalara malachitica Daım»om, Kgl. Vet. Akad. Handl. I. 1850, p. 177. 

Hellgrün; Rücken bisweilen mit bräunlichen Flecken und Striemen ; bei 

getrockneten Exemplaren nicht selten der ganze Körper blassgelb. Fühler } so 

lang wie die Costa, hellgelb, die beiden Endglieder schwarz. Vorderfigel um 

2mal so lang wie breit, weisslich, mit kleinen, braunen oder schwärzlichen, 

mehr oder weniger dicht zerstreuten Pünktchen. Beine grünlich; die Klauen braun. 

Abdomen und Genitalien hellgrün oder gelblich. 

Korpetlance =) 748 2:0, 22225 mm. 

Hokkaido (Sapporo, Ziozankei). 6 Exemplare gesammelt im Juli und August 

von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und Prof. J. NIISHIMA. 

Trivialname : Yomogi-kijirami. 

6. Aphalara flava N. sp. 

(big. 4... Fig..ae@a4) 

Gelb oder blassgelb ; Kopf und 7%orax mit schmalen, weissen Striemen. 
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Fühler etwas mehr als } so lang wie die Costa, hellgelb. Vorderflügel um 

23mal so lang wie breit, schwach lederig, hellgelb, mit einem gelben. Saume, 

welcher von der ersten Randzelle bis zum Ende der Radialzelle läuft ; in der 

Endhälfte des Vorderflügels mit kleinen, gelben Punkten ; Stiel des Cubitus um so 

lang wie das Discoidalstück der Sudcosta. Beine gelb. Addomen und Genitalien 

grün. Genitalplatte des & 』 so lang wie das Genitalsegment ; an der Basis 

beiderseits mit einem schmalen, nach hinten gerichteten Fortsatze, welcher ein 

wenig länger als das Genitalsegment ist; Zange kürzer als die Genitalplatte, mit 

einer dicken Spitze. Untere Genitalplatte des £ kaum so lang wie alle Abdomi- 

nalsegmente zusammen ; die obere ein wenig länger als die untere, die Spitze nach 

oben gebogen, spärlich behaart. 

Körperlänge: @& 2.5, £ 2.3 mm. 

Hokkaido (Ziozankei, Sapporo), Honshu (Hakone). Zahlreiche Exemplare 

gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und dem Autor. 

Trivialmame : Kzzro-kijtranit. 

Diese Art steht der A. pieta ZETT sehr nahe an, unterscheidet sich aber von 

ihr in folgenden Merkmalen : 

Aph. picta ZETT. | Aph. flava M. 

Vorderflügel 24mal so lang wie breit. | Vorderflügel um 23mal so lang wie breit. 

Die Endhälfte des Vorderflügels mit || Die Endhälfte des Vorderfliigels mit 
* 

kaum erkennbar bräunlichen, ver- gelben Punkten. 

ästelten Fleckchen. 

3. Gatt. Tenaphalara N. c. 

Type: Tenaphalara acutipennis N. SP. 

Körper lang. Kopf sammt den Augen so breit wie der 7Aorax. Scheitel so 

lang wie breit, in der Mitte mit einer feinen Längsfurche. Stirnkegel fehlen. Fühler 

dünn, länger als der Kopf und der oz みて zusammen, die beiden Basalglieder dick; 

das dritte Glied ılmal so lang wie das vierte. Pronotum 3 des Scheitels lang, der 

Vorderrand gerade. Rücken flach. Vorderflügel häutig, flach, um 3mal so lang wie 

breit : die Flügelspitze deutlich winkelig; die Nerven dünn, Stiel des Cxbdztus 1}mal 

so lang wie das Discoidalstück der Szbcosta ; vierte Zinke mündet sich im Hinter- 

rande nahe der Flügelspitze ; Radius kurz; am Ende nach dem Vorderrande 

gebogen und mündet sich weit vor der Flügelspitze. Genitalplatte (&) ohne 

seitliche Fortsätze oder Erweiterungen. 

Diese sonderbare Gattung sollte am Ende dieser Subfamilien kommen, da sie 
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von den übrigen Gattungen ziemlich weit entfernt ist und zwar sie den andern 

bekannten Gattungen kleine Aehnlichkeit hat. 

In Japan kommt nur eine Art vor: 
\ 

7. Tenaphalara acutipennis N. SP. 

(Fig. 5, ‘Fig: 112-2) 

Weisslichgelb. Dorsulmm und Rücken mit 3 undeutlichen, weissen Längs- 

striemen ; Augen dunkelbraun. Fühler 1.6 mm. lang, weiss ; die Glieder 3 bis 9 am 

Ende und das letzte Glied ganz schwarz. Vorderflügel glashell, manchmal 

gelblich, mit weissen Nerven ; Radialstück der Szbcosta läuft parallel mit dem 

Radius ; vom Ende der Subcosta bis zur Basis der dritten Zinke läuft eine Falte 

(nicht Ader). Beine blassgelb; die Schienen fast gerade. Abdomen und Genitalien 

grün. Genitalplatte des A schmal, kaum länger als das Genitalsegment, ihre 

Spitze nach hinten gebogen ; Zange 3 der Genitalplatte lang. Untere Genitalplatte 

des & kürzer als die 2 letzten Bauchsegmente zusammen ; die obere 2 mal so lang 

wie die untere, ihre Spitze nach oben zugespitzt, spärlich behaart ; der hornartige, 

glänzende, rothe Ovipositor ragt sich über die Spitze der unteren hervor. 

Kerperlange ae A262 93. 0.mm. 

Formosa. 7 Exemplare gesammelt im Juli von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname: Naga-kiiramı. 

111. Sublam- E-ESSLEINAE: 

Uebersicht der Gattungen. 

1. Fühlergeissel dünn, fadenförmig, spärlich behaart ; Flügelnerven nicht behaart 

2: Merderllügel am Endeeckie zugespiesr it ri See ne 2. ee しか 

Vorderllüsel am Ende. abgetundet Sr EN rn Ce 4. 

3. Vorderflügel 3mal so lang wie breit; Fühler deutlich länger als die Kopfsbreite. 

BEE ee 7. Mesohomotoma N.G. 

Vorderflügel 2 bis 2}mal so lang wie breit; Fühler so lang wie Kopfsbreite... 

NE Pe 3 6. Macrohomotoma N.G. 

As) Euler höchstens So lang wie-die Kopfsbreiter fe 25. Eee 6. 

Kohler deutlich;länger;alsidie-Kopishreite ae. 2..2. 2 cee Are eee 5- 
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5. Fühler nicht länger als die Körperlänge...............2..-..-..-: 4. Psylla F. Lw. 

Fühler deutlich länger als die Körperlänge.............--.....--- 5. Epipsylla N.G. 

-6. Vorderfligel mit geradem oder ein wenig gebogenem Radins........... a 2 

Vorderflügel rhombisch : Radius am Ende V-förmig gebogen..................... 

ーッ I. Metapsylla N. G. 

Vordere Basalzelle des Vorderfliigels sehr lang, die Halfte des Vorderrandes 

einnehmend..........-..--. 2-2. --22--s00eeeeeeecc enters enters 3. Diaphorina F. Lw. 

Vordere Basalzelle des Vorderflügels kurz, kaum ein Drittel des Vorderrandes 

Een BETEN IN eet i Calephya. Es 

1. Gatt. Metapsylla N. c. 

Type: Metapsylla nigra N. sp. 

Körper glatt und kahl. Scheitel flach, kaum länger als 3 seiner Breite. 

Stirnkegel sehr kurz und breit. Fühler so lang oder kürzer als die Breite des 

Kopfes. Rücken mehr oder weniger hoch gewolbt. Vorderflügel rhombisch ; 

Stiel des Cz2zzzzs deutlich kürzer als das Discoidalstiick der Sudcosta, Radius am 

Ende V-förmig gebogen. 

Der Form nach der Gattung Zuphyllura etwas ähnlich, es unterscheidet sich 

jedoch hauptsächlich durch den Nervenverlauf des Vorderflügels; und den kürzen 

Fühler und des gewölbten Ruckens wegen ist sie der Gattung Calophya nahe 

verwandt. 

In Japan kommen 2 Arten vor: 

1: ‚Schwarz; "Körperlänge 3-2 mm... 2.2.22. a4, I. nigra N.SP. 

Röthlichbraun ; Körperlänge 1.5 mm..........................2. marginata N. SP. 

1. Metapsylla nigra N.sP. (Fig. 18, Fig, 12.) 

Schwarz. Scheitel in der Mitte kaum mehr als 』 so lang wie seine Breite, am 

Hinterrande gerade. Stirnkegel sehr kurz und breit. Fühler 0.37 mm. lang, 

dunkelbraun ; die 3 Basalglieder sehr dick und lang, kaum so lang wie die 7 übrigen 

Glieder zusammen. Pronotum um 3 der Scheitellänge ; am Rücken mit schmutzig- 

gelben Striemen. Vorderflügel glashell, bräunlich gefleckt; ein breiter, schwärzlich- 

brauner Saum erstreckt sich von der Spitze der ersten Zinke bis zum Ende des 

Radius ; ein glashelles Fleckchen je am Ende der 2ten, 3ten und 4ten Zinke ; eine 

gleichfärbige Binde verläuft von der Spitze der vorderen Basalzelle bis zur Basis 

der 2ten Zinke ; die Nerven gelb, wellig geschwungen; Pferostzgma gelblichbraun, 

breit. Beine gelblichbraun ; die Schenkel vorwiegend dunkel; die Tarsenglieder 



schwarz. Untere Genitalplatte (2) ein wenig länger als die 2 vorhergehenden 

Abdominalsegmente zusammen, am Ende zugespitzt, kaum kürzer als die obere. 

Körperlänge: 2 3.2 mm. 

Kiushu (Kagoshima). 3 Exemplare gesammelt im Juli von Herrn Prof. Dr. S. 

MATSUMURA. | 

Trivialname: Aokuro-kiyiramı. 

2. Metapsylla marginata n.sv. 

Hellröthlichbraun. Scheitel gelb, am Hinterrande undeutlich concav. Stirn- 

kegel kurz und sehr breit. Fühler ein wenig kürzer als die Breite des Kopfes, 

weisslichgelb ; die 2 Basalglieder dick, hellröthlichgelb, die Glieder 3 bis 8 an den 

Spitzen und die 2 Endglieder ganz schwarz. Pronotum sehr kurz; Dorsulum und 

Rücken mit gelben Striemen ; Schildchen hellgelb. Vorderflügel glashell, mit 

zahlreichen, braunen Pünktchen besäet; ein mit glashellen Pünktchen gesprenkelter, 

brauner Saum erstreckt sich von der Spitze der ersten Zinke bis zum Ende des 

Radius; ein kurze braune Binde verläuft von der Mitte des Pterostigma bis zur 

Basis der 4ten Zinke ; die Nerven weisslich ; Discoidalstück der Swdcosta 14mal so 

lang wie der Stiel des Cudztus, Pterostigma sehr breit. Beine bräunlichgelb ; 

Vorder- und Mittelschenkel braun. Addomen dunkelbraun. Untere Genitelplatte 

(2) allmählich zugespitzt, so lang wie die 3 vorhergehenden Bauchsegmente 

zusammen, die obere ein wenig länger als die untere. 

Körperlänge: & 1.5 mm. 

Formosa (Köshun). Nur ein Exemplar gesammelt im Juli von Herrn Prof. Dr. 

S. MATSUMURA. 

Trivialname : Ko-chairo-kijtramtz. 

2. Gatt. Calophya F. Lw. 

Calophya F. LoEw, Verh. d.k.k. Zool.-botan. Gesell. Wien., 1878, p. 598. 

In Japan kommen 4 Arten vor: 

1. Fühler an der Spitze nicht schwarz; Oberseite des Kopfes und des Thorax 

SCHWATZ N EN Re ...I. nigridorsalis N. SP. 

Fühler an der Spitze schwarz un ad sake eee ドー つや 0 2: 

2ER örper: ganz grünlicheeib. 1.1 a nr at fe ee 3. viridis N.SP. 

Kopf und Thorax schwarz, am Rücken mit grünen Striemen..................... 

es 2. viridiscutellata N. SP. 

Körper ganz schwarz, am Rücken mit gelben Flecken ............ 4. migra N.SP. 
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ı. Calophya nigridorsalis n.sr. - 

Kopf und 7%orax oben schwarz, unten gelb, bisweilen ganz schwarz; Abdomen 

gelb oder grün. Stirnkegel weiss, dick, stark divergirend, mit scharfen Spitzen. 

Fühler sehr kurz, hellgelb, sehr selten das Endglied dunkelbraun. Vorderflügel 

gerade wie bei C. rhots LW. Beine gelb, bisweilen ihre Schenkel schwarz. 

Genitalplatte (8) ein wenig länger als das Genitalsegment, am Ende sehr stumpf 

zugespitzt, an ihren Seitenrändern ziemlich stark erweitert; Zange gerade, halb so 

hoch wie die Genitalplatte, sehr schmal. Untere Genitalplatte (2) nur so lang 

wie das vorhergehende Bauchsegment, allmählich zugespitzt, die obere kaum länger 

als die untere. 

Körperlänge: 8 1.3, 2 1.5 mm. 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Hakone), Kiushu (Kagoshima). 3 Exemplare 

gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname: Seguro-hime-kyiramı. 

Diese Art steht der €. rko@s Lw. sehr nahe an, es unterscheidet sich jedoch 

durch die breitere Genitalplatte des &. 

2. Calophya viridiscutellata N. sp. 

Schwarz. Stirnkegel weiss, halb so lang wie der Scheitel, mit schwarzen 

Spitzen. Fühler kurz, weiss, die 2 Endglieder schwarz. Scheitel, Pronxotum und 

Dersulum an den Hinterrändern grün. Rücken mit 4 grünen Längsstriemen ; 

Schildchen ganz grün. Vorderfliigel 2 mal so lang wie breit, glashell, mit weissen 

Adern. Addomen und Beine grün. Genitalplatte (4) deutlich länger als das 

Genitalsegment, schmal, an der Spitze nach hinten ausgebogen ; Zange etwa 2 der 

Genitalplatte hoch. 

Körperlänge: #& 1.5 mm. 

Hokkaido (Ziozankei). Nur ein Exemplar gesammelt am ro. October vom 

Autor. 

Trivialname : Avsuji-hime-kiiramt. 

3. Calophya viridis . sp. 

Grünlichgelb. Scheitel halb so lang wie zwischen den Augen breit; Stirnkegel 

ein wenig kürzer als der Scheitel, am Aussen- und Innenrande gerade. Fühler kurz; 

die 2 Basalglieder gelb, die Glieder 3 bis 6 braun, 7 bis ro ganz schwarz. Augen 

schwarz. Vorderflügei glashell, mit weissen Nerven, 24 mal so lang wie breit. 

Beine gelblichgrün ; die Tarsen dunkelbraun, mit schwarzen Klauen. Untere 

Genitalplatte (2) so lang wie das vorhergehende Bauchsegment, allmählich 

zugespitzt, die obere kaum länger als die untere. 
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Körperlänge: 2 1.5 mm. 

Hokkaido (Sapporo). Nur 2 Exemplare gesammelt im August von Prof. Dr. 

S. MATSUMURA. 

Trivialname: Kzzro-hime-kyiramt. 

4. Calophya nigra N. SP. 

Schwarz. Stirnkegel gelb oder weiss, kiirzer als der Scheitel, an der Basis 

entfernt stehend. Scheitel mit gelbem Hinterrande. Fühler eben so lang wie die 

Breite des Kopfes, braun ; die beiden Endglieder schwarz und etwas verdickt. 

Pronotum am Vorderrande, Dorsulum am Hinterrande und Schildchen ganz 

röthlichgelb ; bisweilen Rücken mit gleichfarbigen Striemen. WVorderflügel glas- 

hell, mit weissen Nerven, um 2! mal so lang wie breit ; Plerostigma lang und breit, 

etwa 3 des Radialstück der CosZz einnehmend. Beine bräunlichgelb, mit schwarzen 

Tarsen und Klauen. Genitalplatte (@) so lang wie das Genitalsegment ; Zange 

um 3 der Genitalplatte hoch. Untere Genitalplatte (2) kurz, so lang wie das 

vorhergehende Bauchsegment ; die obere kaum länger als die untere. 

Körperlange : XD 1.2, 9 1.8. mm: 

Hokkaido (Sapporo). Zahlreiche Exemplare gesammelt im Mai und Juni von 

Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und dem Autor. 

Trivialname : Kuro-hime-kijiramı. 

3. Gatt. Diaphorina F. Lw. 

Diaphora F. Löw, Ver. d.k.k. Zool-botan, Gesell, Wien, 1878, p. 603. 

Diaphorina F. Löw, Ver. d.k.k. Zool-botan. Gessell Wien, 1880, p. 257. 

In Japan kommt nur eine Art vor: 

ı. Diaphorina Citri n. sp. 

Gelblichroth. Scheitel hellgelb, hinten fast gerade. Stirnkegel um 3 der 

Scheitellänge, weiss, nicht divergirend. Fühler und Beine gerade wie bei D. 

Putonit LW. Pronotum weiss, mit zahlreichen, bräunlichen Pünktchen. Vorder- 

flügel glashell, etwas weisslich, mit braunen oder schwärzlichbraunen Flecken und 

Punkten ; Adern röthlichgelb ; der Radius, der Stiel und der vordere Ast des 

Cubitus an der Basis stets mit einem schwarzen Strichel, an der Spitze des Clavius 

und an der Basis der Discoidalzelle ein grosser, schwarzbrauner Fleck ; den Flügel- 

rand entlang zieht sich ein schwärzlichbraunner Saum von der Basis der Radialzelle 

bis zur ersten Zinke, welcher am Ende der Radialzelle deutlich getheilt wird ; 

dieser Saum umschliesst sich 4 weissliche Flecken, welche am Hinterrande zwischen 
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den Nerven liegen. Genitalien gelblich ; Genitalplatte, (&) deutlich länger als das 

Genitalsegment ; Zange etwas kürzer als die Genitalplatte, gerade, an der Spitze 

stumpf abgerundet. Beim 2 gerade wie bei D. ど zzozzz Lw. 

Körperlänge: @ 2.0, .2 2.2 mm. 

Formosa (Shinchiku). Zahlreiche Exemplare (im April) gesammelt von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA auf Cz/rxs-Arten. 

Trivialname: Mikan-kijiranmi. 

Diese Art steht der D. Putoniz Lw. sehr nahe an, es unterscheidet sich jedoch 

durch den Saum des Vorderflügels. 

4, Gatt. Psylla F. Lw. 

Psylla Georrroy, Hist. Ins, I. 1762, p. 484; Löw, Verh. d.k.k. Zool-botan. Gessell. F. Wien. 

xxviii, 1879, p. 60C, 

In Japan kommen 31 Arten vor : 

1. Vorderflugel glashell, weisslich oder kaum erkennbar gebräunt..................2. 

Vordertiusel:gelb adesgbazun: \ Bass AERO 17- 

a Wwörlertusel’olme SE wens 3: 

Vorderfliigel an der Spitze des Clavus schwarz oder bräunlich gefarbt........15. 

Vorderflitgel den Hinterrand entlang mit braunen’ Saum........5. spadica N. SP. 

Vorderflügel am Hinterrande zwischen dem Radius und der ı sten Zinke mit 3 

お の GMC 人 EEE I SN で > 16. 

3. Fühler gelb oder braun, mit 2 oder 3 schwarzen Endglieder ..................... 4- 

Fühler schwarz, mit 2 gelben Basalglieder ............ II. migriantennata N.SP. 

4. Körper ganz roth : Körperlänge 1.5-1.8 mm...................... 18. coceinea N. SP. 

Pian CE CERO LSE ee on eee she ee ete. ee... EE 5. 

5. Stirnkegel 4 so lang wie der Scheitel : Körperlänge 1.5-2.0 mm........ ........... 

Ske De を 9. jamatonica N. SP. 

Starıkeptl’ eiwaso lane wie der scheitelr 2... irre... sr 6. 

6. Seheitel deuthch’kurzer aig aie Hallte seiner Breite _. 2..2.......: ge 7. 

Scheitel in der Mitte fast halb so lang wie am Hinterrande breit ............... 8. 

7. Körper braun; Rücken weissgelblich; schwärzlichbraun gefleckt und gestreift.. 

Aa ek re 15. magnifera N.SP. 

Körper gelblichgrün oder gelb ; Schienen an der Basis mit schwarzem Fleck... 

BE 2 nn. EEE 13. Adu L. 

Körper grünlich oder gelb : Schienen ohne schwarzen Fleck......................-- 

32 Se 14. Foersteri FLOR. 

ip Se ES Se WIE DNA Ce RE aE So De EEE 2 Q. 

eet a alee der Co IR ag 12. 
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9. Untere Genitalplatte (2) so lang oder etwas länger als die vorhergehenden 

Abdominalsegmente zusammen nn a Saar 12. arisana N.SP. 

Untere Genitalplatte (2) so lang wie 2 oder 3 vorhergehenden Bauchsegmente 

ZUSAMMEN. as. a Eee ES oie ris こら 10. 

row V orderflügel.2malisorlane wie voneit re oh u de Wheaton 19. melina FLOR. 

Vorderllügel:24-22 malssolansswie breit... io OA eee a eee ee igi 

Ir. Stirnkegel fast so lang wie der Scheitel, nicht divergirend; Körperlänge 2.8 mm. 

Paes ih Nh See 7. sapporensis N.SP. 

Stirnkegel so lang oder etwas kürzer als der Scheitel, ein wenig divergirend ... 

ER 6. Pyrisuga FRST. 

12y enue SO lahe,wie-diesCassa Penn NONE: ae I 

Hoblercinyweme danger alstdie- Halfte der | Gosia ERNEUT: 14. 

13. Tarsen braun oder schwarz gefärbt, untere Genitalplatte (2) so lang oder 

kaum kürzer als die vorhergehenden Abdominalsegmente zusammen.......... 

TO WDeralae 

Tarsen nicht gebräunt oder geschwärzt, untere Genitalplatte (2) kurz und 

ie Re A AS Ce RE RU RD RER 10: Mah‘EFRSE 

14. Scheitel am Hinterrande fast gerade, Körper grünlichgelb oder gelblichgrün... 

URL BERGE TE ERBE OR 233.42, 8. peregrina FRST. 

Scheitel am Hinterrande concav, Körper gelb, braun oder dunkelbraun ......... 

Se oe 17. wena LEID! 

15. Stirnkegei so lang oder ein wenig länger als der Scheitel.....22. salicicola FRST. 

Stinkecel deuthch-kirzer als’deriSeheitel:r Gen eee ne 1. pyricola FRST. 

16. ‘Die zte Zinkesum 2mal'so lang wieider Rand.der2tenRandzelle. 2er see ee 

2. hexastigma HORV. 

Die 3te Zinke um 13 mal so lang wie der Rand der 2ten Randzelle............... 

A RIDOPONLES, NSH 

Die 3te Zinke um 14mal so lang wie der Rand der 2ten Randzelle................. 

BP ERBE ae 3. Hlaeagni N.SP. 

17. N ordeshupelihellgelb’oderiselbe 2. 72..2.:. Da DE N. a aaa 18. 

WVordeniicel velblichbraun sede toc.) 2 een... os er eee 20. 

18. Vorderflügel mit zahlreichen, schwarzen Punkten ......... 25. fripunctata N.SP. 

Vorderiligel/ohne'schwvarzen: Bunktene in 5.42.0. en. 2. IQ. 

Vorderflügel gegen der Spitze hin etwas dunkler gefärbt, die Spitze des Clavus 

hicht gesch waza eae Re ee 23. ambigua FRST. 

Vorderflügel gegen die Spitze hin etwas dunkler gefärbt, die Spitze des Clavus 

ECHWALZ. 6200.50. ee ee EEE SEE. LA AA 24. kiushuensis N. SP. 

19. Körper gelb, am Rücken mit hellen Striemen...............2I. 2iozankeana N. SP. 
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Körper dunkelbraun, am Rücken ohne Striemen............ 20. toroenensis N.SP. 

20. Warde bmi ebene Brenn 22.22. en nr ea eee と 

Vorderflügel an der Spitze braunlich gesprenkelt............28. Rakonensis N.SP. 

(Wardenmurce| Sstellenweise elashell” -......-2. 2.2.2.0. 220.000 31. fulguralis N.sP. 

Vorderflügel stellenweise dunkler gefärbt.................... 30. satsumensis N.SP. 

ah a Morderinpel, tit weissen, Nerven 0 ne Niet... 29. albovenosa N.SP. 

Morderfiuaelant braunen Nerven 000 020.002 ee 2... Soe VER DI 

22. An der Spitze des Clavus schwarz gefärbt....... ....... a: 26. Abieti N.SP. 

An der Spitze des Clavus nicht geschwärzt ................ 27. motwasana N. SP. 

1. Psylla pyricola FRST. 

Psyila pyri Curtis, Gard. Chron. 1842, p. 156. 

Psylla pyricola Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 77. 

Psylla apiophila Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 78. 

Psylla notata FLoR、 K.d. Rhyn. 1861, p. 365. 

Kopf und 7%orax braun, oben mit dunklen Flecken und Striemen. Stirnkegel 

deutlich kürzer als der Scheitel. Fühler so lang oder kaum länger als die Hälfte 

der Costa, gelblichbraun ; die beiden Endglieder ganz schwarz ; die Glieder 4-8 an 

den Spitzen geschwärzt. Vorderfliigel glashell, mit bräunlichgelben Nerven; an 

der Spitze des Clavus schwarzgefärbt ; an der hinteren Basalzelle, nahe der Spitze 

des C/avus ein kurzer, brauner Längsstreif. Abdomen dunkelbraun ; Beine bräun- 

lichgelb. 

Körperlänge: @ 2.0, 2 24 mm. 

Honshu (Hakone und Kioto). 4 Exemplare gesammelt von Herrn Prof. Dr. 

S. MATSUMURA. 

Trivialname: Futahoshi-nashi-kijiramı. 

2. Psylla hexastigma Horv. 

Psylla hexastigma HorväTH, Termes. Fuzetek. xxii. 1899, p. 373. 

Hellgrün oder gelblichgrün. Stirnkegal kaum kürzer als der Scheitel, ein 

wenig divergirend. Fühler um 2 so lang wie die Costa, gelb; die Glieder 4 bis 7 

an den Spitzen und die 3 Endglieder ganz schwarz. Vorderfliigel 24 mal so lang 

wie breit, glashell, mit blassgelblichen Nerven ; die 3te Zinke 2 mal so lang wie der 

Rand der 2ten Randzelle; an jedem Abschnitte des Hinterrandes, zwischen der 

ersten und vierten Zinke ein schwarzer Punkt, bisweilen die Spitze der ısten Zinke 

schwarz. Beine gelb; die Klauen schwarz. Abdomen grünlichgelb. 

Körperlänge: @ 1.9, 2 2.6 mm. 

Hokkaido (Sapporo, Ziozankei). Zahlreiche Exemplare gesammelt von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA, 
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Trivialname: NMutsuboshi-koirami. 

3. Psylla Elaeagni N. sp. 

Weisslichgelb, oben mit braunen Flecken und Striemen. Stirnkegel kaum 

kürzer als der Scheitel, an den Spitzen etwas divergirend. Fühler um # so lang 

wie die Costa, weiss oder hellgelb ; die beiden Endglieder schwarz. Vorderflügel 

21 mal so lang wie breit, glashell, mit weissen Nerven ; an der Spitze des Clavus 

schwarz; an jedem Abschnitte des Hinterrandes zwischen dem Radius und der 

ersten Zinke ein schwarzlichbrauner Fleck; die 3te Zinke um 14 mal so lang wie 

der Rand der 2ten Randzelle. Hinterflügel glashell, am Aussenrande schwärzlich 

gesäumt. Beine gelb, bisweilen der Hinterschenkel mit braunem Striche. Aédomen 

weiss, mit schwarzen Flecken. Genitalsegment (@) schwarz, mit gelblichem 

Rande; Genitalplatte ein wenig länger als das Genitalsegment, an der Spitze nach 

hinten schwach gebogen ; Zange schmal, einfach, um 3 so hoch wie die Genital- 

platte. Untere Genitalplatte (2) kaum kürzer als die 3 letzten Bauchsegmente 

zusammen ; die obere 14-14 mal so lang wie die untere, scharf zugespitzt. 

Körperlänge: ‘@ 2.3, 2 3.0 mm. 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Towada, Tateyama, Kamakura, Totomi, Taka- 

sago, Maiko, Hagi), Kiushu (Kagoshima). Zahlreiche Exemplare gesammelt von 

Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname : Gumi-kyiramı. 

Diese schöne Art kommt häufig auf Zlaeagnus umbellata (Gumi) vor, und ist 

zwar sehr schädlich. 

4. Psylla albopontis N. sp. 

Kopf und Thorax röthlichbraun, oben mit weisslichen oder gelblichen Flecken 

und Striemen. Scheitel am Hinterrande undeutlich concav, Stirnkegel weiss, kaum 

kürzer oder so lang wie der Scheitel, ziemlich dick, am Aussen- und Innenrande 

gerade. - Fühler kaum 2 so lang wie die Costa, gelb; die 2 Endglieder ganz und 

die Glieder 4 bis 7 an den Spitzen schwarz. Beine gelb, mit schwarzen Klauen. 

Vorderflügel 14 mal so lang wie breit, glashell, am Hinterrande kaum erkennbar 

bräunlich gesäumt, die Nerven hellbräunlich, am jedem Abschnitte zwischen der 

ersten und der vierten Zinke ein dunkelbrauner Fleck; an der Spitze des Clavus 

1 so breit wie die Basalbreite 2 
oO schwarz; Plerostigma breit und lang, an der Basis um 

der Radialzelle, um 1 von Radialstücke der CgsZZ einnehmend. Addomen 

schwarz, mit gelben Segmenträndern. Untere Genitalplatte (2) so lang wie das 

vorhergehende Bauchsegment, breit, die obere ragt sich über die Spitze der unteren 

va 
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hinaus. Genitalpiatte (@) so lang wie das Genitalsegment, schmal; Zange sehr 

schmal, um 3 der Genitalplatte hoch. 

Körperlange: %2.6, 2 3.0mm. 

4 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA und in 

meiner Sammlung aus Sapporo und Ziozankei (October). 

Trivialname : Mayejiro-kijirami. 

5. Psylla spadica N. sp. 

Röthlichbraun ; am Rücken mit undeutlichen, gelben Striemen. Stirnkegel 

kaum so lang wie der Scheitel, an den Spitzen divergirend. Fühler um $ so lang 

wie die Costa, gelb, die 2 Endglieder schwarz. Beine gelb, mit schwarzen Klauen. 

Vorderflügel glashell, mit braunem Saume, welcher von der Spitze des Clavus bis 

zur Spitze des Radius verläuft ; die Nerven gelb ; der Radius mit dem Vorderrande 

fast parallel; die vierte Zinke 2 mal so lang wie der Rand der 2ten Randzelle : 

Pterostigma sehr breit und um 3 der Basalbreite der Radialzelle. Addomen braun. 

Genitalplatte (&) ein wenig länger als das Genitalsegment, an der Spitze nach 

hinten gebogen ; Zange sehr schmal, um 3 der Genitalplatte hoch. 

Körperlänge: @ 2.0mm. の 

Formosa (Arisan). Nur ein Exemplar gesammelt am 21. April von Herrn Prof. 

Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname : CAabert-kijirami. 

6. Psylla pyrisuga FRST. 

Psylla pyrisuga FoERSTER, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 78. 

Psylla austriaca FLor, K.d. Rhyn. 1861, p. 372. 

Psylla aurantiaca GoUREAU, Ins. Nuis. 1862, p. 34. 

Psylla rutila Meyer-Dir, Psyll. 1871, p. 394. 

Psylia rufitarsis Mever-Dür, Psyll. 1871, p. 394. 

Chermes pyri SCHMIDBERGER, Beitr. z. Nat. schadl. Ins. I. 1827, p. 179-195; RATZENBURG, 

Forstins. IT, 1844, p. 187, Anm., Taf. XI. Fig. 2. 

Kérper gelb, gelblichbraun (jiingere Exemplare), braun oder dunkelbraun 

(überwintere Exemplare). Stirnkegel etwas kürzer als der Scheitel, weisslich, 

dick, an den Spitzen ein wenig divergirend. Fühler um 4 so lang wie die Costa, 

gelblichbraun ; die 2 Basalglieder an den Wurzeln, die Glieder 4 bis 8 an den 

Spitzen und die 2 Endglieder ganz schwarz. Vorderfliigel um 24 mal so lang wie 

breit, glashell, mit gelben oder braunen Nerven; P/erostigma um } so breit wie 

die Basalbreite der Radialzelle, um 2 des Radialstiickes der Costa einnehmend. 

Abdomen gelb, bisweilen schwarz, mit hellgelblichen Segmentrandern. 
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Körperlänge: 52572 300m: 

Hokkaido (Sapporo), Honshu (Aomori, Tokio). Gesammelt von Herrn Prof. 

Dr. S. MATSUMURA, S. MITSUHASHI und dem Autor in zahlreichen Exemplaren 

auf Birnbäumen. 

Trivialname : Nashi-kijliramı. 

Sie sind der Birnenkultur sehr schädlich. 

7. Psylla sapporensis N. sp. 

Braunlichroth, oben mit röthlichen Flecken und Striemen. Scheitel am Hin- 

terrande undeutlich concav, um 4 so lang wie am Hinterrande breit. Stirnkegel 

schwärzlichbraun, so lang wie der Scheitel, an den Aussenrändern concav, mit den 

geraden Innenrändern. Fühler um 4 so lang wie die Costa, hellbraun, die 2 

Endglieder ganz, die Glieder 4 bis 8 an den Spitzen und die 2 Basalglider an den 

Wurzeln schwarz. Vorderfliigel 2} mal so lang wie breit, glashell, mit braunen 

Nerven; Pterostigina weiss, an der Basis um 2 so breit wie die Basalbreite der 

Radialzelle, um 3 des Radialstückes der Cos¢a einnehmend. Beine braun, die Schen- 

kel vorwiegend und die Schienen an den Wurzeln geschwärzt, die Klauen schwarz. 

Abdomen schwarz, mit rothen Segmenträndern. Untere Genitalplatte (2) ein 

wenig länger als die 2 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, sehr schmal, 

allmählich scharf zugespitzt, deutlich kürzer als die ähnlich gebildete obere. 

Körperlänge; 2 2.8 mm. 

Diese Art steht der Psylla pyrisuga FRST. nahe an, es unterscheidet sich aber 

durch etwas längere Stirnkegel, sowie auch durch schmälere und etwas längere, 

untere Genitalplatte (2), welche bei sapporensis 3mal so lang wie an der Basis 

breit ist, bei AZyrisuga dagegen um ılmal so lang wie an der Basis breit. 

Hokkaido (Sapporo). Nur ein Exemplar gesammelt von Herrn Prof. Dr. S. 

MATSUMURA. 

Trivialname : Äurobara-kijiramt. 

S. Psylla peregrina FRST. 

Psylla peregrina FOERSTER, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 74. 

Psylla Carpini Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss, Rheinl, 3, 1848, p. 72. 

Psylla crataegicola Fror, Rhyn. Livl. II. 1861, p. 474. 

Hellgelb oder grünlichgelb, oben mit gelbbräunlichen Flecken. Stirnkegel so 

lang wie der Scheitel, scharf zugespitzt, ein wenig divergirend. Fühler um halb so 

lang wie die Costa, gelblichgrün, die 2 Endglieder und die Spitze des Sten schwarz. 

Vorderfligel um 21 mal so lange wie breit, glashell, mit weisslichen Nerven. 
fo) 2 > > 



KUWAYAMA : DIE PSYLLIDEN JAPANS. 167 

Genitalien des 2 gerade so wie bei の sz Mail; Genitalplatte (@) deutlich länger 

als das Genitalsegment, einfach; Zange sehr schmal, ein wenig kürzer als die 

Genitalplatte. 

Körperlänge: @ 1.5, 2 2.5 mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA 

aus Sapporo (Hokkaido) und Kamakura (Honshu, Juni). 

Trivialname : Midor:-kıjiramı. 

9. Psylla jamatonica N. SP. 

Hellgrün oder hellgelb. Scheitel um ま so lang wie am Hinterrande zwischen 

den Augen breit, am Hinterrande fast gerade. Stirnkegel um } so lang wie der 

Scheitel, mit den geraden Innenrändern zusammenschliessend. Fühler kaum mehr 

als 4 so lang wie die Costa, bleichgelb ; die Glieder 4 bis S am den Spitzen und die 

2 Endglieder ganz schwarz. Vorderfliigel 2 mal so lang wie breit, glashell, bis- 

weilen sehr schwach gebräunt, mit bleichgelben Nerven ; Pierostigma so breit 

wie um } der Basalbreite der Radialzelle, um 2 des Radialstückes der Costa 

einnehmend, die 3te Zinke um 2 mal so lang wie der Rand der 2ten Randzelle. 

Beine und Abdomen grün oder gelb. Untere Genitalplatte (9) um 13 mal so lang 

wie das vorhergehende Bauchsegment, breit, die obere deutlich länger als die 

untere, plötzlich zugespitzt. Genitalplatte (@) um 14 mal so hoch wie die Zange, 

nach hinten gebogen, am Ende zugespitzt; Zange etwas 4 mal so hoch wie an der 

Basis breit, mit schwarzer Spitze. | 

Körperlänge: @ 1.5, 2 2.0mm. 

Diese Art steht der Psylla peregrina sehr nahe an, unterscheidet sich jodoch 

durch kürzere Fühler, sowie auch kürzere und dickere Stirnkegel. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herren Prof. Dr. S. MATSUMRA 

und M. ISHIDA aus Sapporo (Hokkaido), Tokio, Moji und Totomi (Honshu, Juli). 

Trivialname : Yamato-kiirani. 

ro. Psylla Mali ScHDBIGc. 

Chermes Mali SCHMIDBERGER, Beitr. z. Nat. schadl. Ins. IV. 1836, p. 186-190. 

Psylla Mali Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 72. 

Psylla crataegicola Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 72. 

Psylla dubia Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 73. 

Psylla aeruginosa FoERSTER, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss, Rheinl. 3, 1848, p. 97. 

Psylla occulta Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3. 1848, p. 98. 

Fsylla Mali Fiow、 Rhyn. Livl. II. 1861, p. 474. 

Psylla rubida Mever-Dür, Psyll. 1871, p. 393. 
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Psylla claripennis MEyer-Diir, Psyll. 1871, p. 400. 

Psylla viridissima SCOTT, Trans. Ent. Soc. Lend. 1876, p. 543. 

Grünlichgelb; Scheitel, Dorsalwm und Rücken mit röthlichgelben Flecken und 

Striemen. Stirnkegel so lang wie der Scheitel, deutlich divergirend. Fühler um 

〇 59 so lang wie die Costa, gelb; die 2 Endglieder und die Spitze des 8ten schwarz. 

Vorderflügel um 2} mal so lang wie breit, glashell, mit gelblichen Nerven ; Pteros- 

tigma ziemlich breit, gegen die Spitze hin plötzlich verschmälert. Abdomen und 

Beine gelb. Genitalplatte (@) etwas höher als die Zange, einfach; Zange sehr 

schmal, durchaus von gleicher Breite, die Spitze scharf zugespitzt. Untere Genital- 

platte (2) kurz und breit, plötzlich zugespitzt, die obere wenig länger als die 

untere. 

Körperlange: @ 2.5, 9 3.0mm. 

4 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA aus Sapporo 

(Hok., Juli). 

Trivialname : Ringo-kijtramt. 

11. Psylla nigriantennata N. sr. 

Gelblichroth ; am Hinterrande des Scheitels und des Prosotums bleichgelb. 

Stirnkegel ein wenig länger als der Scheitel, gelb, am Innenrande gerade, am 

Aussenrande concav, kaum divergirend. Augen schwarz. Fühler um 4 so lang 

wie die Costa, schwarz, die 2 Basalglieder gelb oder dunkelgelb. WVorderflügel um 

2 mal so lang wie breit, glashell, selten sehr schwach gebräunt, mit gelben Nerven. 

Beine gelb. Addomen gelblichroth. Genitalplatte (人 、) 2 mal so lang wie das 

Genitalsegment ; Zange ein wenig kürzer als die Genitalplatte, 4 mal so lang wie an 

der Basis breit. Untere Genitalplatte (2) kaum kürzer als die vorhergehenden 

Bauchsegmente znsammen ; die obere deutlich länger als die untere, die beiden an 

den Spitzen schwarz, scharf zugespitzt. 

Körperlänge 11 S2.0 29 »2% um. 

6 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA aus 

Hakone (Honshu, Juli). 

Trivialname: Higekuro-kijiramt. 

ı2. Psylla arisana N. sp. 

Schmutziggelbroth ; Pronotum weiss. Scheitel am Hinterrande ein wenig 

concav, kaum um } so lang wie am Hinterrande breit. Stirnkegel weiss, an der 

Spitze geschwärzt, ein wenig länger als der Scheitel, am Innenrande gerade und 

am Aussenrande concav, divergirend. Fühler kaum 2 so lang wie die Costa, 

schmutziggelb, die 2 Endglieder schwarz. Vorderflügel um 24 mal so lang wie 
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breit, glashell, mit feinen, schwarzen Nerven; Pierostigma an der Basis um 4 so breit 

wie die Basalbreite der Radialzelle, $ des Radialstückes der Costa einnehmend. 

Beine schmutziggelb. Addomen schwarz. Untere Genitalplatte (2) so lang oder 

ein wenig länger als die vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, schmal, all- 

mählich zugespitzt, die obere deutlich länger als die untere, die beiden gelb, mit 

schwarzen Spitzen. 

Körperlänge : & 2.5 mm. 

Formosa (Arisan). 2 Exemplare gesammelt am 21. April von Herrn Prof. Dr. 

S. MATSUMURA. 

Trivialname: Arzsan-kiiramı. 

ı3. Psylla Alni L. 

Chermes Alni Linse, F. Suec. 1761. Nr. rooS. 

Psylla fuscinervis FOERSTER, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss, Rheinl. 3, 1848, p. 70. 

Psylla Heydeni Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 81. 

Hellgrün oder gelb, bisweilen hellröthlichgelb ; Rücken mit röthlichgelben 

Flecken und Striemen. Scheitel kurz, in der Mitte 2 so lang wie am Hinterrande 

breit. Stirnkegel so lang oder etwas kürzer als der Scheitel. Fühler so lang wie 

der Körper, gelb, die 5 Endglieder ganz schwarz, das 3te und das 4te Glied an der 

Spitze geschwärzt. Vorderfliigel 24 mal so lang wie breit, glashell, mit feinen, 

dunkelbraunen oder schwarzen Nerven : der Randnerv am Vorderrande und die 

Basis des Hinterrandes grün oder gelb. Beine grün oder gelb ; die Schienen an der 

Basis mit einem kleinen, schwarzen Fleck; das 2te Tarsenglied, selten auch das 

erste gebräunt. Abdomen grün oder gelb : Genitalien.des 2 lang, scharf zugespitzt. 

Körperlange: @ 3.0, 2 4.0mm. 

4 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA aus 

Sapporo und Ziozankei (Hok., Juli— August). 

Trivialname: Hanno-kijiramt. 

14. Psylla Foersteri FLOR. 

Psylla Alni SERVILLE, Encycl. Meth X. 1825, p. 229. 

Psylla Alni Foerster, Psyll, Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3. 1848, p. 70. 

Psylla Foersteri Fıov, Rhyn. Livl. II. 1861, p. 458. 

Hellgrün, hellgelb oder grünlichgelb ; Dorszlum und Rücken mit hellrothgelb 

lichen Flecken. Scheitel und Stirnkegel gerade wie bei Psylla Alni. Fühler so lang 

wie der Körper, gelb; die 2 Endglieder und die Spitzen von 4 bis 8 schwarz. 

Vorderflügel 2 mal so lang wie breit, glashell, mit heilgelben oder grünen Nerven; 

Pterostigma undeutlich. Beine gelb oder gelblichgrün ; die Spitze des letzten 
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Tarsengliedes schwach gebräunt, die Klauen dunkelbraun. Addomen und Geni- 

talien grün ober gelb. 

Körperlänge > &25, ?Y4omm 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herren Prof. Dr. S. MATSUMURA 

und Prof. Dr. J. NIISHIMA aus Sapporo, Ziozankei (Hok., Juli— August) und Towada 

(Honshu, Juli). 

Trivialname : Ko-hanno-kijiramı. 

15. Psylla magnifera N. sp. 

Braun ; auf dem Rücken mit weissgelblichen und schwarzbräunlichen Flecken 

und Striemen. Die Form des Scheitels und der Stirnkegel gleich gebildet wie bei 

Psylla Aint; der erstere mit 2 dunkelbraunen Flecken, "Fühler so lang wie der 

Körper, gelb; die 2 Basalglieder an der Basis schwarz, das 4te und das ste Glied 

an der Spitze und die übrigen ganz schwarz. Vorderflügel um 21 mal so lang wie 

breit, glashell, mit hellbraunen Nerven. Beine gelb; die Tarsenglieder schwach 

gebräunt; die Klauen schwarz. <A ddomen schwarz, mit röthlichgelben Segment- 

randern. Genitalplatte (@) 2 mal so lang wie das Genitalsegment, am Hinterrande 

in der Mitte schwach convex, an der Spitze plötzlich zugespitzt; Zange ein wenig 

kürzer als die Genitalplatte, mit etwas verdickter Spitze. Untere Genitalplatte (2) 

ein wenig kürzer als die 3 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, die obere 

kaum länger als die untere, sehr schmal, scharf zugespitzt. 

Korperlanse =; 2 2:8, 18, Komm. 

Hokkaido (Ziozankei). 7 Exemplare gesammelt am 10. October von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA und dem Autor. 

Trivialname : Ogata-kytramt. 

16. Psylla Betulae L. 

Chermes Betulae Linse, F. Suec. 1761, Nr. 1007. 

Chermes Zetterstedti THomson, Opusc. ent. VIII. 1877, p. 832. 

Hellgelb, rothlichgelb oder grünlichgelb ; Rücken mit gelblichrothen Flecken. 

Scheitel am Hinterrande concav. . Fühler um 2 so lang wie die Costa, hellgelb ; die 

2 Endglieder ganz und die Glieder 4 bis 8 an den Spitzen schwarz, nicht selten die 

5 oder 6 letzten Glieder ganz schwarz. Stirnkegel so lang wie der Scheitel, all- 

mählich scharf zugespitzt, stark divergirend. Vorderfliigel um 2} mal so lang wie 

breit, glashell mit bleichen oder bräunlichen Nerven ; Pferostigma kurz und sehr 

breit, aber plötzlich verschmälert. Beine schmutziggelb ; das 2te Tarsalglied 

gebräunt, die Klauen schwarz. A ddomen hellgrün oder gelb. 
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Körperlänge: @& 2.0, 2 3.0mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA 

aus Sapporo und Noboribetsu (Hok., Juni—Juli). 

Trivialname: Kadba-kijirami. 

17. Psylla nigrita ZETT. 

Chermes nigrita ZETTERSTEDT, F. Ins. Lapp. I. 1828, p. 556: Ins. Tapp. 1840, p. 300. 

Chermes pulchra ZETTERSTELT, Ins. Lapp. 1440, p. 300, 

Psylla pineti Fror, Rhyn. Livl. II. 1861, p. 471. 

Psylla similis Mryer-Diir, Psyll. 1871, p. 393. 

Hellgelblichroth ; Addomen hellgrün. Bei den dunkel gefärbten Exemplaren 

röthlichbraun oder schwärzlichbraun ; Abdomen schwarz, mit rothgelblichen Seg- 

menträndern. Scheitel am Hinterrande concav, in der Mitte etwas kürzer als die 

Hälfte seiner Breite. Fühler ein wenig länger als die Hälfte der Costa, gelb oder 

braun ; die 3 Endglider ganz, das 4te und das ste Glied an der Spitze schwarz. 

Stirnkegel so lang wie der Scheitel, divergirend. Vorderflügel 2} mal so lang wie 

breit, glashell, meist sehr schwach gebräunt, mit mehr oder weniger gebräunten 

Nerven; Pierostigma lang und breit. Beine gelb, die Klauen, nicht selten auch 

das letzte Tarsenglied, braun ; bei den dunkelgefärbten Exemplaren die Schenkel 

vorwiegend schwarz. 

Körperlange: @ 2.0, 2 3.0mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA 

und in meiner Sammlung aus Sapporo und Ziozankei (Hok., Juli-October). 

Trivialname: NMatsu-kijiramı. 

1S. Psylla coccinea N. sP. 

Einfärbig coralroth. Fühler und Beine weiss, die erstere mit 2 réthlichen 

Basal-und 2 schwärzen Endglieder ; die Schenkel roth. Stirnkegel kurz, um 3 so 

lang wie der Scheitel, ein wenig divergierend. Augen braun. Fühler kaum = der 

Costa lang. Vorderfliigel um 24 mal so lang wie breit, glashell, mit bleichgelben 

Nerven. Genitalplatte (@) einfach, kaum länger als das Genitalsegment, ein wenig 

behaart ; Zange etwas kürzer als die Genitalplatte, scharf zugespitzt. Untere 

Genitalplatte (2) so lang wie die 3 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen ; 

die obere deutlich länger als die untere, allmählich zugespitzt. 

Körperlänge: @ 1.5, 2 1.8mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA 
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und in meiner Sammlung aus Hakodate (Hok., August), Kamakura, Hagi, Takasago 

(Honshu, Mai-Juni) und Kagoshima (Kiushu, Juli), 

Trivialname: Dem-kijiramı. 

19. Psylla melina FLOR. 

Psylla melina Fror, Rhyn. Livl. II. 1861, p. 477. 

Hellgelb ; auf dem Rücken mit undeutlichen, gelblichen Flecken und Striemen. 

Scheitel am Hinterrande ein wenig concav oder fast gerade, in der Mitte um 4 so 

lang wie am Hinterrande breit. Stirnkegel kaum länger als der Scheitel, an den 

Spitzen schwach abgerundet, ein wenig divergirend. Fühler um 4 so lang wie die 

Costa, bleichgelb, die 2 Endglieder und die Spitze des 8ten Gliedes schwarz. 

Vorderflügel 2 mal so lang wie breit, glashell, mit feinen gelblichen Nerven; 

Pterostigma weiss, ziemlich breit, allmählich gegen die Spitze hin verschmälert, um 

2 bis 3 vom Radialstücke der Costa einnehmend. Beine und Addomen hellgeib 

oder schmutziggelb. 

Körperlänge «yO 2.8, 7.2.5 mm: 

7 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. 5. MATSUMURA aus 

Sapporo (Hok., Juni), Hakone, Kamakura und Tokio (Honshu, Juli). 

Trivialname : Ameiro-kijiramı!. 

20. Psylla toroenensis N. SP. 

Gelblichbraun. Scheitel in der Mitte kaum 2 so lang wie am Hinterrande 

breit. Stirnkegel ein wenig kürzer als der Scheitel, ziemlich stark divergirend. 

Fühler so lang wie die Hälfte der Costa, gelb ; die 2 Basalglieder gelblichroth, die 

2 Endglieder ganz und die Glieder 3 bis 8 an den Spitzen schwarz. Vorderflügel 

um 21 mal so lang wie breit, gelblichbraun, mit eben so gefärbten Nerven; ZZZ の 5- 

figma an der Basis um } so breit wie die Basalbreite der Radialzelle, und um 3 so 

lang wie das Radialstück der Costa. Beine gelblichbraun; die Klauen dunkelbraun 

oder schwarz. Untere Genitalplatte (2) etwas kürzer als die 2 vorhergehenden 

Bauchsegmente zusammen, allmählich zugespitzt ; die obere ein wenig länger als 

die untere. 

Korperlange: 2 2.7 mm. 

Formosa (Toroen). Nur ein Exemplar gesammelt am 9. April von Herrn Prof. 

Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname: TZoroen-kiiramı. 
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21. Psylla ziozankeana N. SP. | 

Röthlichgelb ; auf dem Rücken mit schmalen, hellgelben Striemen. Scheitel 

am Hinterrande fast gerade, in der Mitte kaum kürzer als die Hälfte seiner Breite. 

Stirnkegel so lang wie der Scheitel, dicht an einander schliessend, an der Spitze 

breit abgerundet. Fühler gelb, mit schwarzer Spitze. Vorderfliigel um 2 4 mal so y 

lang wie breit, schmutziggelb, mit eben so gefärbten Nerven; Pierostigma an der 

Basis um 4 so breit wie die Basalbreite der Radialzelle. Beine gelb. Genital- 

platte (%-) schmal, 1 4 mal so lang wie das Genitalsegment ; Zange um } der Genital- 

platte lang, sehr schmal. 

Körperlänge : & 2.0mm. 

Hokkaido (Ziozankei). Nur ein Exemplar gesammelt am 28 August von Herrn 

Prof. 5. MATSUMURA. 

Trivialname: Ziosan-kijiramı. 

22. Psylla salicicola FRST. 

Psylla salicicola Foerster, Psyll, Vern. Nat. Ver. Ver. Prenss. Rheinl. 3.1858, p. 72. 

Psylla rufula FOERSTER, Psyll, Ver. Nat. Preuss. Rheinl 3.1848, p. 76. 

Psylia subgranulata FOERSTER, Psyll, Ver. Nat. Ver. Preuss. Pheinl. 3.1848, p. 94. 

Hellgelb oder röthlichgelb, oben mit bräunlichgelben Flecken und Striemen. 

Scheitel in der Mitte um J so lang wie am Hinterrande zwischen den Augen breit. 

Fühler ein wenig mehr als 4 so lang wie die Costa, gelb; die 2 Endglieder ganz 

und die Glieder 4 bis San den Spitzen schwarz. Stirnkegel so lang oder etwas länger 

als der Scheitel, mehr oder weniger divergirend. Beine blassgelb, bisweilen die 

Basis der Schenkel schwach geschwärzt. Vorderflügel glashell, mit bleichen 

Nerven; am Hinterrande nahe vor der ısten Zinke ein kurzer, schwarzer oder 

brauner Längsstreif, welcher die Spitze des C/avus ausfüllt. Addomen gelb oder 

röthlichgelb. 

Körperlänge: @ 2.3, 2 2.5 mm. 

5 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus Sapporo 

(April-Juli) und Hakone (Honshu, Juli). 

Trivialname : Futaten-yanagi-kyiramı. 

23. Psylla ambigua FRST. 

Psylla ambigua Foerster, Psyll. Ver. Nat. Preuss. Rheinl. 3.848, p. 

Psylla insignis F@ERSTEL, Bsyll. Ver. Nat. Preuss. Rheinl. 3.1848, p. 74. 

Psylla abdominalis MEvEr-Dür, Psyll. 1871, p. 304. 

Psylia stanolabis F. Löw, Pet. nouv. ent. IL 1876. p. 64. 
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Psylla stenolabis F. Low, Verh. d.k.k. Zool-botan. Ges. 1877, p. 144. Taf. VI. Fig 10 a-b. 

Chermes annellata THomson, Opusc. ent. VIII. 1877, p. 836. 

Gelb. Scheitel in der Mitte um $ so lang wie am Hinterrande zwischen den 

Augen breit. Stirnkegel so lang wie der Scheitel, ein wenig divergirend. Fühler 

deutlich kürzer als die Hälfte der Costa, gelb, die 2 Endglieder ganz und die Glieder 

4 bis 8S an den Spitzen schwarz. Vorderfliigel um 2 』 mal so lang wie breit, hellgelb, 

allmählich gegen die Spitze hin etwas dunkler gefärbt; Nerven eben so gefärbt. 

Beine bleichgelb ; das letzte Tarsenglied braun. Addomen grünlichgelb. Untere 

Genitalplatte (2) ein wenig länger als die 2 vorhergehenden Banchsegmente 

zusammen ; die obere kaum länger als die untere, allmählich zugespitzt. 

Körperlänge: 2 255 mam: 

Hokkaido (Sapporo). Nur. cin Exemplar gesammelt von Herrn Prof. 5. 

_MATSUMURA. 

Trivialname: Yanagi-kiiramtz. 

24. Psylla kiushuensis n. sp. 

Gelblichbraun ; Pronotum weisslichgelb, Scheitel, Dorsudum und Rücken mit 

bleichgelben Flecken und Striemen. Stirnkegel ein wenig länger als der Scheitel, 

weiss oder gelb, dick, mehr oder weniger divergirend. Fühler so lang wie der Körper, 

gelb; die 2 Endglieder schwarz. Vorderfliigel 2 4 mal so lang wie breit, glashell 

oder schwach gelblich gefärbt, an der Spitze des Clavius schwarz. Beine gelb, bis- 

weilen die Hinterschenkel vorwiegend schwarz, das 2te Tarsenglied und die Klauen 

schwarz. Abdomen schwarz. Genitalplatte (@) ein wenig länger als die Zange, 

einfach, schmal; Zange sehr schmal, 4 mal so hoch wie an der Basis breit. Untere 

Genitalplatte (2) um so lang wie die vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, 

schmal, ein wenig kürzer als die ähnlich geförmte obere, allmählich zugespitzt. 

Es unterscheidet sich von P. salicicola durch die Fühler-und Körperlänge. 

Körperlänge: & 1.5, 9 1.7 mm. 

5 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus Kiushu 

und Formosa (April). 

Trivialname:  Tsukushi-kytramt. 

25. Psylla tripunctata N. sp. 

Rothlichgelb: Pronotum weisslichgelb, am Vorderrande des Dorsulum schwarz 

gesäumt, auf dem Rücken 2 schwarze Punkte und auf dem Addomen an der Basis : 

ein grosser. Scheitel am Hinterrande schwach concav, um $so lang wie am Hinter- 

rande breit. Stirnkegel so lang wie der Scheitel, an der Spitze etwas abgestumpft, 
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ein wenig divergirend. Fühler 2 so lang wie die Cos¢a, gelb ; die 5 Endglieder ganz 

und das 4te Glied an der Spitze schwarz. Vorderfliigel um 2 mal so lang wie breit, 

gelb, mit zahlreichen, schwärzlichbraunen Punkten ; Nerven eben so gefärbt, an der 

Spitze des Clavus schwarz; Randnerv an der Spitze des P/erostigrmas und an jeder 

Einmündüngsstelle des Radıxs und der vierten Zinken mit einem kurzen, schwarzen 

Streife ; Plerostigma an der Wurzel } so breit wie die Basalbreite der Radialzelle, 

} vom Radialstücke der Costa einnehmend ; Iste Radialzelle um 2 mal so gross 

wie 2te. Beine gelb, die Klauen braun oder schwarz. Genitalplatte( 令 ) so lang wie 

das Genitalsegment, am Hinterrande stark convex; an der scharfen Spitze nach 

hinten gebogen ; Zange ein wenig kürzer als die Genitalplatte, schmal. Untere 

Genitalplatte (2) so lang wie 2 vorhergehende Bauchsegmente zusammen, breit ; 

die obere ein wenig länger als die untere, plötzlich zugespitzt. 

Körperlänge : & 1.6, 2 1.8 mm. 

Formosa. 6 Exemplare gesammelt von Herrn Prof. S. MATSUMURA. 

Trivialname: Mitsuboshi-kiiramı. 

26. Psylla Abieti N. sp. 

Röthlichbraun, auf dem Rücken mit hellbraunen Striemen. Scheitel am Hinter- 

rande schwach concav, um } so lang wie am Hinterrande zwischen den Augen breit. 

Stirnkegel gelb, ein wenig kürzer als der Scheitel, dicht an einander schliessend. 

Fühler ein wenig kürzer als die Hälfte der Costa, gelb ; die 2 Endglieder ganz und 

die Glieder 4 bis 8 an den Spitzen schwarz. Vorderfliigel um 24 mal so lang wie 

breit, gelblichbraun, mit eben so gefärbten Nerven, die Spitze des Clavus schwarz ; 

Pterostigma an der Wurzel um i so breit wie die Basalbreite der Radialzelle, etwa 

? vom Radialstücke der Costa einnehmend. Abdomen ganz grün, bisweilen dunkel- 

braun, mit gelben Segmenträndern. Genitalplatte (®&) ı ! mal so lang wie die Zange, 

schmal, die Spitze nach hinten gebogen ; Zange 5 mal so lang wie an der Basis 

breit. Untere Genitalplatte (2) ein wenig länger als das vorhergehende Banch- 

segment, breit, die obere kaum länger als die untere, allmählish zugespitzt. 

Korperlänge: @ 2.6, 2 3.0 mm. 

Zahlreiche Exemplare in der sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus 

Ziozankei, Noboribetsu (Hok., Juli-September), Hagi (Honshü, August) und Towada 

(Honshu, Juli), und 5 in der sammlung von Herrn Prof. J. NiISHIMA und dem 

Autor aus Ziozankei und Sapporo (October). 

Trivialname : Todo-kijiramı. 

27. Psylla moiwasana n. sp. 

Dunkeibraun, oben mit schwarzen Flecken. Scheitel am Hinterrande schwach 
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concav, um 2 so lang wie am Hinterrande breit. Stirnkegel weisslich, in der Mitte 

ein wenig langer als die Halfte des Scheitels, dick, dicht an einander schliessend. 

Fühler etwa 4 so lang wie die Costa, braun ; die 2 Endglieder schwarz. Vorder- 

flügel braun, mit ebenso gefärbten Nerven ; C/avas, vordere und hintere Basalzelle 

etwas heller als die übrigen ; Pferostigma an der Wurzel um 』 der Basalbreite der 

Radialzelle und 3 vom Radialstiicke der Costa einnehmend. Beine gelb, die 

Schenkel vorwiegend schwarz, die Klauen schwarz. Addomen schwarz, mit rothen 

Segmentrandern. Untere Genitalplatte (2) so lang wie das vorhergehende Banch- 

segment, die obere viel länger als die untere, schmal, scharf zugespitzt. 

Körperlänge: 22.5 mm. 

2 Exemplare gesammelt von Herrn Prof. S. MATSUMURA zu Moiwa bei Sapporo 

(Hok., Mai), 

Trivialname: Morwa-kyiramı. 

28. Psylla hakonensis N. SP. 

Dunkelroth. Scheitel } mal so lang wie am Hinterrande zwischen den Augen 

breit. Stirnkegel ein wenig kürzer als der Scheitel, gelb, dick, nicht divergirend, am 

Aussen-und Innenrande gerade. Fühler kaum } so lang wie die Costa, gelb ; die 2 

Endglieder schwarz. Vordeflügel kaum 2} mal so lang wie breit, braun, mit eben 

so gefärbten Nerven, an der Endhälfte mit zahlreichen dunkelbraunen Pünktchen ; 

an der Spitze des Clavus schwarz; Pterostigma an der Basis } so breit wie die 

Basalbreite der Radialzelle. Beine gelb; die Schenkel vorwiegend schwarz. 

Abdomen schwärzlichbraun, mit gelben Segmenträndern. Untere Genitalplatte 

(2) ı } mal so lang wie das letzte Bauchsegment ; die obere kaum länger als die 

untere, scharf zugespitzt. 

Körperlänge: 2 2.6 mm. 

2 Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus Hakone 

(Honshü, Juli). 

Trivialname: Hakone-kıjir amt. 

29. Psylla albovenosa N. Sr. 

Kopf und Zhorax ziegelroth; oben mit weissen Flecken und Striemen. Scheitel 

um J so lang wie am Hinterrande zwischen den Augen breit, am Hinterrand concav. 

Stirnkegel so lang wie der Scheitel, nicht divergirend. Fühler um 3 so lang wie 

die Costa, gelb ; die 2 Endglieder ganz schwarz. Vorderflügel um 2 mal so lang 

wie breit, dunkelbraun, mit weissen Nerven, auf jedem Abschnitte der Randader 

zwischen den 4 Zinken und an der Einmündungsstelle der ısten Zinke mit kurzen, 
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schwarzen Streifen ; P/erostigma sehr schmal, gelb; Radius mehr oder weniger 

wellig. Aédomen und Beine gelb. Genitalplatte (&) um ıl mal so lang wie die 

Zange, die stumpfe Spitze nach hinten stark gebogen ; Zange sehr schmal, etwa 5 

mal so hoch wie an der Basis breit. Untere Genitalplatte (2) so lang wie die 3 

vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, die obere kaum länger als die untere, 

allmählich zngespitzt, behaart. 

Körperlänge : @ 2.5, 2 2.7 mm. 

Honshü (Hakone). 3 Exemplare gesammelt am 17. Juli von Herrn Prof. S. 

MATSUMURA. 

Trivialname: Shzroswet-kejiramt. 

30. Psylla satsumensis N. SP. 

Kopf und Thorax ziegelroth, oben mit weisslichen Elecken und Striemen. 

Scheitel am Hinterrande fast gerade, um 4} so lang wie am Hinterrande zwischen 

den Augen breit. Stirnkegel so lang oder kaum kürzer als der Scheitel, nicht 

divergirend. Fühler um 4 so lang wie die Costa, gelb ; die 2 Endglieder schwarz. 

Beine hellbraun. Vorderflügel 2} mal so lang wie breit, braun, mit eben so gefarb- 

ten Nerven ; Radial-und Discoidalzelle vorwiegend und die Basalhälfte der 2 ten 

Randzelle dunkelbraun ; hintere Basalzelle und C/lavus heller als die übrigen; 

an der Spitze des Clavus geschwärzt, Abdomen braun, oben in der Regel 

weiss. Genitalplatte (@) ı 4 mal so lang wie die Zange, nach hinten gebogen : 

Zange 4 mal so lang wie an der Basis breit. Untere Genitalplatte (2) so lang wie 

die 3 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen ; die obere ein wenig länger als 

die untere, scharf zugespitzt. 

Körperlänge: & 1.7, 2 2.0mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus 

Kagoshima (Kiushu, Juli). 

Trivialname: Satsuma-kitramt. 

31. Psylla fulguralis N. sp. (Fig. 17.) 

Gelblichbraun ; oben mit weissen Flecken und Striemen. Scheitel am Hinter- 

rande fast gerade, um 4 so lang wie am Hinterrande zwischen den Augen breit. 

Stirnkegel so lang wie der Scheitel, dick, ein wenig divergierend. Fühler um 3 so 

lang wie die Costa, bleichgelb ; die 2 Endglieder ganz und die Glieder 4 bis 8 an 

den Spitzen schwarz. Vorderfliigel um 2 4 mal so lang wie breit, hellbraun, mit 

braunen Nerven; vordere Basalzelle und C/avus ganz und ıste Randzelle vorwiegend 

glashell : 2te Rand- und hintere Basalzelle ganz, und Cubital-, Discoidal-, Radial- 
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und ıste Randzelle an der Endhalfte dunkelbraun, die Spitze des Clavus geschwarzt; 

Öterostigma breit, an der Basis um 3 so breit wie die Basalbreite der Radialzelle. 

Beine gelblichbraun ; Abdomen schwarz. Genitalplatte (@) 1} mal so hoch wie die 

Zange, schmal ; Zange 5 mal so lang wie an der Basis breit. Untere Genitalplatte 

(2) so lang wie die 3 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen; die obere 

deutlich länger als die untere, scharf zugespitzt. 

Körperlänge : & 2.0, 2 2.5 mm. 

7 Exemplare gesammelt von Herrn Prof. S. MATSUMURA zu Kamakura (Hon- 

sha) und Kioto (Honshu, Juli). 

Trivialname: /nazuma-kijiramı. 

5. Gatt. Epipsylla n. G. 

Type: ZEpipsylla albolineata N. SP. | 

Körper glatt und kahl. Scheitel und 7%orax ähnlich gebildet wie bei 

Psylla. Stirnkegel deutlich länger als der Scheitel, horizontal vorgestreckt 

oder nach unter geneigt, weit divergirend. Fühler viel länger als der Körper ; das 

3te Glied kaum ı } mal so lang wie das 4te. Vorderflügel häutig, flach, um 24 mal 

so lang wie breit, an der Basalhälfte ein wenig schmäler als an der Endhälfte ; am 

Ende breit abgerundet ; die Flügelspitze zwischen dem Radius und der 4ten Zinke 

und das Basalstück des Vorderrandes behaart; Pterostigma fehlt; Radius mit dem 

Stiel des 2ten Gabels fast parallel, an der Basis ausgebogen; das Discoidalstück der 

Subcosta ı 3-13 mal so lang wie der Stiel des Cuditus. 

Diese Gattung steht der Psylla schr nahe an, es unterscheidet sich aber durch 

den besonderen Bau der Stirnkegel und die sehr langen Fühler. 

In Japan kommen 2 Arten vor: 

Publerum 2 malso Jane wie'der Körper... ML albolineata N. SP. 

Fühler ı 4 mal so lang wie der Körper........... ne Mei rubrofascrata N. SP. 

ı. Epipsylla albolineata x. sr. (Fig, 19.) 

Hellbräunlichgelb ; von der Spitze der Stirnkegel bis zur Basis des Schild- 

chens ziehen sich 2 weisse Binden, welche an den Seiten schmal, schwärzlich 

gesäumt sind. Scheitel ein wenig kürzer als die Hälfte seiner Breite, am Hinter- 

rande etwas ausgebuchtet. Stirnkegel deutlich länger als der Scheitel, gegen die 

Spitze hin allmählich verschmälert und scharf zugespitzt. Fühler um 2 mal so lang 

wie der Körper, schwarz ; die 3 Basalglieder bräunlichgelb ; das 3te an der Spitze 

schwarz, die Glieder 4 bis 7 an den Wurzeln gelb. Beine gelb. Vorderflügel um 

2 3 mal so lang wie breit, glashell mit feinen, hellbräunlichen Nerven. Genitalplatte 
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(@) 1 2 mal so lang wie die Zange, einfach, behaart ; Zange 3 mal so hoch wie an 

der Basis breit, zugespitzt. Untere Genitalplatte (9) ein wenig länger als das 

vorhergehende Bauchsegment ; die obere fast so lang wie die untere, scharf 

zugespitzt. 

Körperlänge & 2.2, 2 2.4 mm. 

Formosa (Arisan). 2 Exemplare erbeutet am 21. April von Herrn Prof. S. 

MATSUMURA. 

Trivialname: Tatesuji-kiiramı. 

2. Epipsylla rubrofasciata N. Sr. 

Bläulichgrün ; Pronotum ganz, Dorsulum in der Mitte des Vorderrandes, 

Rücken vorwiegend, A/etanotum und das 2te Abdominalsegment oben roth gefärbt. 

Scheitel ähnlich gebildet wie bei albolineata. Punktaugen roth. Stirnkegel 

deutlich länger als der Scheitel, an den Spitzen rothlich gefärbt. - Fühler 14 mal 

so lang wie der Körper, rothlichgelb ; die Glieder 3-8 an den Spitzen und die 2 

Endglieder ganz schwarz. Vorderflügel ähnlich geförmt wie bei @/dolineata. Beine 

gelblichweiss, die Klauen braun bis schwarz. Genitalplatte (@) ı 3 mal so lang 

wie die Zange, an der Spitze nach hinten gebogen ; Zange 2 mal so hoch wie breit. . 

Untere Genitalplatte (2) so lang wie das vorhergehende Bauchsegment ; die obere 

etwas so lang wie die untere, an der Spitze stumpf. 

Körperlänge: & 1.6, 2 1.8 mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. MATSUMURA 

aus Köshun (Formosa, Juli) und Arisan (Formosa, April). 

Trivialname: <Akaobi-kijtramt. 

6 Gatt. Macrohomotoma N. c. 

Type: Macrehomotoma gladiatum N. SP. 

Körper glatt und kahl. Kopf nach unten geneigt, sammt den Augen so breit 

wie der Thorax. Scheitel ähnlich gebildet wie bei Calophya, bei der ersteren 

jedoch fehlen 2 Eindrücken. Stirnkegel fehlen. Fühler kurz, so lang wie die 

Breite des Kopfes ; das 3te Glied um 2 mal so lang wie das 4te. Pronotum 

sehr kurz; Dorsulum rundlich, so lang wie breit, am Rücken ziemlich hoch gewölbt. 

Vorderflügel um 2 } mal so lang wie breit, am Ende zugespitzt; Pierostigma sehr 

gross, eiförming; Radius kurz, so lang wie das Discoidalstück der Sudcosta, welches 

um 3 mal so lang wie der Stiel des Cudztus ist; ıste Zinke und die Spitze des Clavus 

in einer Stelle ; 2te Zinke in der Mitte eckig ausgebogen ; 4te Zinke mündet im 

Hinterrande nahe der Flügelspitze ; die beiden Randzellen sehr gross. 

Beer, 
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Der Form des Vorderfliigels und dem Nervenverlauf nach der Gattung 

Mesohomotoma etwas ähnlich, sie unterscheidet sich jedoch durch den starkgeneig- 

ten Kopf und den gewölbten Rücken. 

In Japan kommt nur eine Art vor : 

1. Macrohomotoma gladiatum N. sp. (Fig. 13.) 

Schmutziggelb oder gelblichbraun. Scheitel gelb, am Hinterrande concav. 

Fühler um # so lang wie das Basalstück der Costa, gelb; das Endglied schwarz, 

bisweilen die Glieder 7-9 an den Spitzen braun. Beine weisslichgelb ; Schenkel 

vorwiegend braun ; die Klauen schwarz. Vorderflügel um 24 mal so lang wie breit, 

glashell, mit weissen Nerven; Pferostigma gross, eiförmig, an der Spitze mit einem 

schwarzen und an der Spitze des Clavus mit einem braunen Flecke ; an jedem 

Abschnitte des Hinterrandes (zwischen der ısten und 4ten Zinke) ein schwarzes 

Pünktchen ; die beiden Randzellen sehr gross, die ıste viereckig. Untere Genital- 

platte (2) kaum so lang wie die vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, schmal, 

allmählich zugespitzt, die eben so geförmte obere so lang wie die untere. 

Körperlänge: 2 3.2 mm. 

Formosa (Arisan). Nur ein Exemplar gesammelt am 21. April von Herrn 

Prof. Dr. S. MATSUMURA. 

Trivialname: Sedaka-kiiramı. 

7 Gatt. Mesohomotoma \. c. 

Type: Mesohomotoma Camphorae MATS. (N. SP.) 

Körper lang. Kopf horizontal, sammt den Augen höchstens so breit wie der 

Thorax. Scheitel vorn in der Mitte mit einem tiefen Spalte ; zwischen den Augen 

mit 2 langen Eindrücken; am Hinterrande gerade. Stirnkegel fehlen. Fühler 

fadenförmig, fein und lang; das 3te Glied um は mal so lang wie das 4te. 

Dorsulum so lang wie das Pronotum. Beine lang. Vorderflügel um 3 mal so lang 

wie breit, am Ende eckig zugespitzt; Pterostigma fehlt, Discoidalsück der 

Subcosta 3 mal so lang wie der Stiel des Cubitus ; Radius kurz; 2te Zinke in der 

Mitte eckig ausgebogen ; 4te Zinke mündet im Hinterrande nahe der Flügelspitze ; 

ıste Randzelle klein, 2te Randzelle sehr gross. 

Der Form des Vorderflügels nach hat sie eine Aehnlichkeit der Gattung 

Homotoma, es unterscheidet sich von der letzterer jedoch hauptsächlich durch die 

fadenförmigen Fühler. 

In Japan kommt nur eine Art vor: 
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1. Mesohomotoma Camphore Mats. (N. sp.) (Fig. 15, Fig. 20). 

Hellgrün ; bisweilen der Kopf braun. Scheitel in der Mitte des Vorderrandes 

sehr tief gespaltet. Augen gross, dunkelbraun. Fühler ein wenig länger als das 

Basalstück der Costa, weiss ; die Glieder 3-S an den Spitzen und die 2 Endglieder 

ganz schwarz. Vorderfliigel glashell, mit weissen Nerven ; an jeder Spitze der vier 

Zinken und an der Spitze des C/avus heil gebräunt ; die ıste Randzelle klein, die 2te 

gross ; von der Basis der 3ten Zinke bis zur Mitte des Radzus läuft eine Falte (nicht 

Ader). Beine weiss ; die Tarsenglieder lang, die Klauen schwarz. Genitalsegment 

(&) so lang wie die 2 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, gross, halb- 

kugelig ; Genitalplatte half so lang wie das Genitalsegment, mit dicker Spitze ; 

Zange sehr schmal und lang, deutlich länger als die Genitalplatte. Untere Genital- 

platte (2)so lang wie die 3 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, plötzlich 

zugespitzt; die obere in der Mitte mit grossem Auswuchse, behaart, scharf 

zugespitzt. 

Körperlänge: @ 2.9, $ 3.5 mm. 

Zahlreiche Exemplare in der Sammlung von Herrn Prof. S. MATSUMURA aus 

Ogasawara (August) und Horisha (Formosa, April). 

Diese Art ist in Formosa dem Kampferbaume sehr schädlich. 

Trivialname: Kusu-kiztramt. 

8. Gatt. Homotoma GUER. 

Homotoma GuErin, Iconogr (Insectes) 1844, p. 396. 

Anisostropha Foerster, Psyll. Ver. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. 3, 1848, p. 92. 

In Japan kommt nur eine Art. vor: 

ı. Homotoma radiatum x. sp. (Fig. 14.) 

Schwärzlichbraun. Kopf klein, Augen gross, Fühler kaum 2 mal so lang wie 

das Basalstück der Costa, schwarz, dicht behaart. Vorderflügel um 2 mal so lang 

wie breit, glashell, mit hellbraunen Nerven ; auf dem Radius (selten auch den Stiel 

der ersten Gabel und die 2te Zinke entlang) ein breiter, schwarzer Streif; Stiel des 

と z の zzzs mit dem Discoidalstücke der Szdcosfa, und Stiel der 2ten Gabel mit dem 

Radius an der Basalhälfte zusammenschliessend : ıste Radialzelle sehr klein; 2te 

Radialzelle mehr als 20 mal so gross wie die iste. Beine gelblichbraun ; das っ te 

Tarsenglied und die Klauen, bisweiler auch das ıste, schwarz. Abdomen schwarz. 

Genitalien des & ähnlich gebildet wie bei 77. fcws L. Untere Genitalplatte (2) 

kaum kürzer als die 2 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, die obere um 

so lang wie die untere, allmählich zugespitzt. 
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Körperlänge: @ 2.5, 2 2.8 mm. 

Formosa (Horisha). 7 Exemplare gesammelt am 25. April von Herrn Prof. 5. 

MATSUMURA. 

Trivialname: Higebuto-kytrami. 

Oe OO CS ET TI ee 

dig Be 

4 ik AOD BS BRD ZEIGE 4G ED Pe AGB PE A ah i EA 

PS PEW LPS . MUCH I MAE $ と 信 ず 。 

YP it A Sh EAR hk BED BE SK TH Ca AE ALT SB 

士 の 疹 考 に 供 せ ん と す 。 

AL ik 科 Fam. Psyllide 

Thee oid: Me le ee un EB] AC HU Hit Al Phacoseminae. 

NEN NDR We ae a a RE 3 を 28 

ZO ihe cD PM ie BSZe bara) Ce SGS5PO3G oo ce a 

— Bid JY WR it HEAR HOO... Rennes Ace FR Hl HE FL Triozine. 

3 NMROBLAMEMOPHP Lb Rao. MWR DO... A 

— fT WED WIL BWR OB HL b MIC L. …………… Sh Bee eee A 

用 AR lit AR BF Psylline. 

4. 複 明 は 頭 の 雨 側 は 5 年 園 形 に 廿 出 し 頭頂 の 長き は 幅 』》 短 し 

リー ソト ADMINIKN NT 1/3 HEN uk Hp Pl Aphalarine. 

-ZENHORHIDIEHLTFTHHORISUM IH ERL:...... 

Wlan. Alain Im AN ik In Rh Liviine. 

1. I X ik Un A} Liviine. 

vores > 3S 15.5 Live Jesoenses ats, (NsP:) 

re, en ny Wit MGIC UC OA tm Ob 
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Il. PEA git FEF Aphalarine. 

a. WME BRUCLt EE L......... EEE Seek MEAP Be Euphyllura & 

本 b. 

証人 Aphalara 5 

A I N kay ocean Tenaphalara # 

Euphyllura 属 

2 ひし きじ ら み Euphyllura magna N. sp. 

ax fe PIC C fe BT RR BHT 

Aphalara 属 

ein SEL ue u ss eek eee ee 8.3 ur ABS EGA flavan. sp. 

— Pi Wi WR SPR L........... も 2 ae) eee が 

BE a A I の まま OAL ae = ae ee an. oe pe €. 

2 WIE SO RL HET De ee ee d. 

c BIRAHTDHTAR 2... 3. ほし きじ G&A multipunctata N. SP. 

ae fae LG ee ee ee 

ee ee Le ees 7 AL SA CE ら み Artemisie FRST. 

d. BUI BAIT OL CREB 5.…………… Oth Rie yen Cah 

=a ac BEE II BSH sl En SR 8 eis ee 

TEST WERNER une en er aT Br Pässe 

-NANIHDb - REINER OH AI ER Ow I a 

I5;SBSIEKOKHNENTI...4. 3 AA LEBE 2 nebulosa ZETT. 

Tenaphalara 属 - 

9 ABS UG A Tenaphalara acutipennis N. SP. 

RRELLTERERAG WMI EM BM ML 

II. X gik HE P+ Psylline. 

時 b. 
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0 月 は 多 EM DB... eee Homotoma 属 

b 前 逆 の 来 端 は 失 れ の りー BE ae ee a weeps Cs 

ee Ta ae 2 yor d. 

c. WMORSUMDOERBIMMURL. Me. Mesohomoma 属 

— MMDEISUMDAOIBREIRBEFLIBHUHML-.. nennen 

a Ne ee ........Macrohomotoma 属 

BR EEE en ee f. 

REES BEAL COU ME ML De ecto cease, nee = 

_e. BAUERIIERD ER iy a is 2 i Maer Suan 5 Psylla & 

— fag th gee bo Se Uk ke bees Se ee ee Epipsylla 属 

. WMWOMIRIL HA DRL 6 MMH be gr. 

一 前 次 は 菱形 に し て 委 脈 は 未 端 に 於 て V 状 た 届 曲 せり …………… 

A Be ee Re NEL Metapsylla 属 

a, Klee ee De mo Diaphorina 5 

m DES So Be GH EY SS) Gc ee Calophya 5 

Metapsylla 属 

10. ZI AB CG & Metapsylla mgra N. SP. 

em Gl UC ie 32 3,27, CT 

Ir て ちや いろ きら じ ら み Metapsylla marginata N. SP. 

ZUMAL LTER 15 ミ 、 メ 、 あ 5 

Calophya Jz5 

ee NN ーー BR. 
引 OZ2 ニ まぜ 2 の め ME BA mgridorsahs Nae 

= AO oe the は 時 し ig eee ce tones BRECHEN REN. Oe ati es b. 

foes Ve Vk pa See A ben 14. Suv AZAUH 3 EGS wirds N.SP. 

— 9A fy HS th E EM D 5... een... DE a fi sina c's Sore bola) cla sone ee ee 

し 5 Is. あほ す お ぢ お いひ い め 8 きじ ら み virdiscutellata N. SP. 

- EI ACT HENEDH ID... r5.《 ろ ひ め ら レ じ ら み nigran. SP. 
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Diaphorina 1 

16. みか ん ちら じ ら み Diaphorina Citri N. SP. 

MLR WWM LCRHE OR MRAM EDORTAT 

Psylla J 

a. FIMABW WA KS PMI De HEY Deren b. 

EEE EEE 2, SAT BR ee REL ee Be ee q. 

Der EI oa Sarena aha. Pama RE Sou と c. 

— ii AD WS OD AR i (LB MUS HB FO ee een LPP AG. 

BINDEND om Bde A Een a 

IB. TE A EMS 2t. ち や べり 5 SUG spadica N. sp 

Hi BO Be = MB I nennen BE SS 

EB ABEND ee OS =H a RE と だ ちら ェ UBER se 

一 秋 角 は 黒く 只 二 基 衛 の み 黄 色 な 5.…………… a. Pan ot a) ee 

REEL. p< Beale Sate 2 27, UU X AXSUGBA migriantennata N. SP. 

Sag ne Se Se ie di leds 

Seer ee oak en a 34. NIT & 15 A coccinea N.SP. 

呈 欄 は 赤色 な . ら 5 ず 、. Sn. ae REN RR EP Be 

ee BESHHOERIDELETBEISM E20 2.2 Dd.. ……・ 

3 en de ee 25. © dL} 3 EG A jamatonica N. SP. 

ae LOE IK ERBEN I DR BEE f. 

HP we GET STEREO IE Der ne nen na nase ne g. 

一 頭頂 の 長き は 其 山 の 年 に 等 し «nee. 人 h. 

g. 帳 褐 色 、 背 に 淡 黄 色 と 黒 褐色 と の 班 中 を 存 す … een 

31. SIA RACHA” magnifera N. SP. 

— Mik BERR Zk WG GD EBC AT ee cae 

時 soe の 生じ ら 必 AL: 

ee En Ve EY BG Tp Up TSR ee cont ae caterer Pee ne eee 

Lea's Name En rectors ns tee i 30e で きん の き UG A Foerster: FLOR. 



186 2 U-HREREH 

h. HERE OR RAT RET een een a モコ i. 

— SE CE NR Md BBD RR A TO nee nennen eect tee nennen BER 

i QOARTRMAABHL DFARADMANRA Genen. 

te Me tr 28. H りき A 32760 Osea 

— POARTRMERSAREPD A =ABAO Mie SL... d 

. 前 次 の 長き は 幅 の 2 倍 あ り ……35 あめ いろ きじ ら み melina FLOR. 

— Fill AD FSR ULM D 24-22 NED Dee eee cece tee eee teas k. 

k BESHRSHÄLF LI UCMRE SIR 28 2,3, 55. 

-EIHRSHMLELICRUNDIL TIL MRE | | 

So He a ere Ce ROPE rae fester OE 22. FLAC & A Zirisaga ese 

fee Wah fat J SO) AS CBE す T. s- keds cases er m. 

—BBEEMROBSLEL BIT IT RN eco n. 

m. 嗣 衛 は 黒褐色 早 の 生殖 下 板 は 征 や 全 腹 節 の 和 に 等 し .………… 

Eee elle pet 3: BA じ 5 み Bde 

- HEN Bee BETS OAR P Mis 6 MIR LL... - Pee. 

Te wap eee eee RE oO bc oh AW Sahiba 

np. BRO BRL. PRG RRO ーー…… ae. 4 

Perce len ed ee oe 24. みどり きじ ら み peregrina FRST. 

— BT OD BAL PH UC RA TB RENNER 5……………… 
EA cee eR eon AGS ont Oe 3a. I Bere ae 

o. 88 OE ix EE SR BC es re eee ae ee ee 

SEEN a ae a8) R72 CA PRS SEG A saliciccda trae 

=A ENO) ee Sk. BE TE UR aha NIS Me: 

yee ell Te だ (ほし な | し A ら - み pyricola Fase 

PP WTBOBERMORSAUFBIREOKOIMEUT EU nen 

RM en nen LTE も S Ce Bids. lexastectag arenas 

- WMOBSEHRHMOKLAUKFHIBREDKO -MEDde.. BE: 

ee ror” X EEE 52 な sapperensis N. SP. 
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ee Eee 20. EIN eee be “a, se albapartis: N. Sp: 

—HWMOB=ABRMOR SL BORE OED UBD denen 

Ret ak, oe eee os ee sea SS ec aa Be eden Ny Se 

q HMLRRAL (URE 5 ...... es... A r. 

BAUKBELLIEBEAD eee eee eee eee Be t. 

Een nee es oy 2- 

Baer... Me dar thee a みつ の つぼ し きじ 6 A tripunctata N. SP. 

= 

— Bil AD A vis (3. FA he He OT WN He SE OD Be IR A DD Tone 

Pat Ses, < 39. やなぎ きじ ら み ambigua FRST. 

一 前 麹 の 未 端 は 策 漠 色 交 し て 内 纏 室 の 商 は 黒 し ーー…… 

ar... Se. 40- つ 〈 く し きじ ら み hiushuensts N. SP. 

Ser m BEE DEE Br IE LEI I 

a pee だ SE GA sebzadkeive: NOSE, 

ee we gee, CaP ic GRE Sh TEE TEL ABEL EN 

Se 5 36. & zZ る 4 3UB5 A toroenensis N. SP. 

Si Be ee u. 

a le ne 

ee a nn ae SE 44.18 2 923 EB A hakonensis N.SP. 

eee A pe ag ee, IB) EB. eta os wo wee chs Sew tar asin et apescin- pete mates? 

ーー 497-7 A523 EU GBS fulguralis N. sp 

De 

Be nen ease» Se ARE: 46.30% 3 じ 6G A satsumensis N. SP. 

u. BMOMRMLAL....... end LAF E48 じ ら み albovenosa N. sp. 

ee 030 Se SE HB ee: oe eee v. 

anne... ..42。 と どる ビ 5 み Abieti N. SP. 

—AKRZORBR BHT .......... 43- VI 3 EG A mowasana N. SP. 
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Epipsylla jx 

48. た て す ぢ お らき ら じ ら A Epipsylla albolineata N. SP. 

淡 黄 褐色 に て 背 上 K 二 本 の 自 縦 線 を 有 す 

49 あか を びら 1 GA Epipsylla rubrofasciata N. SP. 

青 線 色 に し て 胸 背 及び 腹部 に 美しき 流 色 の 丁 線 を 有 す 

Macrohomotoma 局 

50. せ だ か ら じ ら のみ Macrohomotoma gladiatum N. SP. 

初 色 種 に し て 銅 角 短く 胸 背 著 し 〈 隆 起 し 政敵 は 失 れ 5 ぅ 

Mesohomotoma, J23 

5. § FAL B A Mesohsmotoma Camphorae Mats. (N. SP.) 

VR RE GO LC PAB US BRR OT Uh GE) im (ESE Lb 

Homotoma Js | 

52. UF KL AS EGBA Homotoma radiatum N. SP. 

BEBETTBMTEBGOREIHTMUUENMNLLTER EN 

線 を 走ら す 

ERKLÄRUNG DER TAFEL. 

Fig. 1. Vorderflügel von Zuphyllura magna N. SP. 

Fig. 2. Vorderflügel von Aphalara multipunctata N. SP. 

Fig. 3. Vorderflügel von Aphalara fasciata N. SP. 

Fig. 4. Vorderflügel von Aphalara flava N. S.P. 

Fig. 5. Vorderflügel von Tenaphalara acutipennis. N. SP. 

Fig. 6. Vorderflügel von Zivia jesoensis N. SP. 

Fig. 7a. Genitalien des & von Ziwia jesoensis N. SP. 

Fig. 7b. 3 ng a > = の 

Fig. 8. Genitalien des & von Zuphyllura magna N. SP. 

Fig. ga. Genitalien des & von A phalara fasciata N. SP. 

Fig. ob. f 3 ae 5s 5 

Fig. toa. Genitalien des & von Aphalara flava N. SP. 

Fig. 10b. 5 1 ae 
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Genitalien des & von Zemaphalara acutipennis N. SP. 

„ en »„ の 

Norderflügel von Metapsylla nigra N. SP. 

Vorderfliigel von Macrohomotoma gladiatum N.SP. 

Vorderflügel von Homotoma radiatum N. SP. 

Vorderflügel von Mesohomotoma Camphore Mats. (N. SP.) 

Vorderflügel von Diaphorina Citri N. SP. 

Vorderfliigel von Psylla fulguralis N. SP. 

Fühler von Metapsylla nigra N. SP. 

Kopf. Pro- und Mesonotum von Epipsylla albolineata N. SP. 

Genitalien des や von Mesohomotoma Camphore Mats. (N. SP.) 
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co 本 = 

(明治 四 二 年 二 月 ょ 5 四 二 一 年 一 月 まま て) 

MINUTES OF MEETINGS. 

(Feb. 1907—Jan. 1908.) 

A 次 = 

第 百 三 十 一 回 PRAtrFr-AAHAARES RAS eK 

BCH. 前 回 記事 の 報告 及 容 の 講演 あり 》。 

ZEHIET B2+ HAERBA 

FRE HOREOBRGEBEOEMAMEBER I VERE ER AREER 

OS PE RPE OUBRIO DA FM RM~ FCKXK Vo EN ZA OG. Foderlain £ は 

KE RASHSRMT-ACRFRAeEECNLEWMKRCENCKA BRE BEID 

六 科 に 分 類する を 得 べ し 、 今 日 迄 に 知ら れ た る 本 邦 所 産 の も の は ほ は 己 に 太 二 

MBOBZ 1 Set Y Lo 

ま ホップ O— HI RA it KC BABt BREA 

ARI RUS4,7REORRLI-PHORRHEREREARE BI 

BWC Fi -RBORROBEC ZL LAREN EKRABA RARER RE RUSS 

KRUROMAESCRAIHM-RALMEBE~' te RE BF4s Ot 

L て 、 新 種 Peronoplasmopara Humuli Miyabé et Takahashi x 3 = t & Re 6 NT Yo 

第 百 三 十 二 回 WHRArFLEA-AARRSAKRARS SEU 

於 て 開 信 、 前 回 記事 報告 の 後 、 本 會 の 趣旨 を 賛成 し 金 員 を 和 寄 贈 せ ら 

れ だ る 故 を 以 て 、 ZEN SZSESI-KkT II TER KT Ad 

員 に 推薦 し 、 祭 他 の 三 氏 の 入管 を 紹介 せ 95?o 

Seh 植村 乱 三 旋 君 nFESGH 

©& eR £53 吉 U ny 大 it 



Gebt a > tee SP の (5 

Mie AK VY t-OFRe lL VE RAMKOB RUZ tt AH SEILER 

ん で 、 外 EE ON EL WR RE A GH Luk RIL AMNETCHKN = + {4 

=H ISB OD sRMe Gar Yo 

HE AK OD VE WE I. HR OT BS+ 和田 健三 妊 

KCDHAIL PWM CORAM ARMAWM BME ORHOEDA 

IRSA MBE Pl CsA RM LK MEER ee by 

Fr se TBEHVEHKHU FT eA HEY OMA MBL TYr b= MOTH 

I. HED I HMRI BS CBE RI BOR SBE VLE Mr ENTS 

SEBE=Et=ZE WABA+eAAHT AAD BS eR BS EEE Ic 

RCA We EEORG RRO MW DH do 

BEM eR wMO ARIK U 4 FA oH OB + R= RB # 

ARR EMMOTT MIM CK MB Ue AF MY TB - BIR CLAS 

WAR HRL GS RERA IB T CHD OR MH KB ZaO LRH SD HN 

ZWRPRMOMP MMI KYU CHROMA EB ZT IV AR FF ER H X 

ULF ZHMZSZLEENEN AK ZELL IR Lee ii LIT D> 23 # 

TA BHMOMR I 4 DLE SDB E REAM EI RH et BH t OR EK 

LAM t WA st BPRAKRE CY) 2 Cw AN ES He OO AR HH I; we 

さき 詳細 な る 説明 も あり た り 、 最 後 は ホン ダッ ソラ な る 語源 に 就 て 興味 あわ る 談 計 

あ り Xo 

第 百 三 十 四 回 WR +e AN A A BALE Re Be Re Re A Oe AE Uc 

KC Ui) STB ESO RE RAGAOD Fb bo 

EGA KHE2t A He A HE Re 

uly TH OK IEP D BL 

kK Hi A > Fw ie Bt ENSB=S# 

ROM eB os 4 Y -V My ラッセ ル 、 伯 林 、 キ ュー 等 の 植物 闘 の 現 
WIR A MRI Mate oH ARAM EOAR STH RAROT 

Bl . PMBEI VR CLER BERN ZLOMNCRA I ABM RO ti 

HR ORM DDL OBAM~ 5 20 

Be Ut ik fT ck ZH BARE A 

PED SE EM FER WMG AUR OF RO 

RWI CRRA RAH COM Fe RR BRI L CE 



MINUTES OF MEETINGS. (3) 

LRUZRHUARÄAHOLDERARIL, TOHTU ISEN FM 

DOBAAYV FY ABHz=FRAOAFN*YREVLERIRAET ALAKANMODLAADAI RY 

CPF BNHBBSOAASABI AZ LOUISE RVAZASRERE LA Mie 

が ける も の と は 全く 趣 を 異 に ささ ざる 可 ら ず 。 

第 百 三 十 五 回 明治 四 十 年 元 月 廿 一 日 東北 帝國 大 移 農 科大 拘 

RRS EER CH AWE PORE RAG ADHD 50 

ERR 22: MERRE 

EA FBAWA 鈴木 勇一 看 

護 演 の 大 要 下 の 如 し 。 

火山 の 地質 抑 上 の 位置 a2 MREKRKA 

FUWUR-KRORRNMANS WTF -ROBRRERIFARO Ri EU, 

HWROpD>aRGAA DAHA DMR RLSM Rod KK AFFE I hr 4 E 

RWS CRS ORABRTI ZI HEA2.- 4 RAASBO CREB er NT Yo 

HROMP OY FI RX KHELAE 

LF VA+OBRERORDMTARUAR E+ FY FEHLT DAISFER GE 

PRAL REC RR OBES 2H As BH} Y T Yo 

wHSoOneR Fear WRLR A 

MEL MAS LORMARURCKhRABRALSAPEAL SAE ARAL 

Bflii Al MRAZONRARMCR EMR RI ALB bt RKR SS HH 

あり た Yo 

第 百 三 十 六 回 HRAtFErTATAAKAFAKSRAKS 

経済 更 講 堂 に 於 て 開 會 、 前 回 記事 報告 の 後 、 講 演 に 移る o 

果樹 の モニ リア 病 に 就 て B2+ 高橋 長 直 君 

RRBARMADERI L CHR RR RB PER RK EHM FARB FORE 

RUS@A AR RRORBRS SA FM Life Woon Kk LER OE FE 

する は Sclerotinia cinerea Schr. I EFEREEEN LS HR WAI Ber slits 

く Selcimeree な る を 論じ られ た り 。 

zeveHh HARE ENR ES 

SELKRTFAEHR. MT 6 の 約 百 五 十 種 基 内 加害 最 甚 し きゃ 

の 十 三 種 を 時 げ ー 々 説明 し 、 最 後に 今日 迫 電 の 害 昌 と 箱 す べき も の は 全 

/ wy 
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滞 國 政府 の 支配 下 に あり し 頃 、 他 園 よ り 輸 入 せ し も の 多 し 、 面 し て 今日 は 其 
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々 操 本 に ょ より て 説明 され た り 、 氏 の 研究 に ょ れ ば 、 其 種類 ほ 区 填 基 種 に し て で 

ZREMN TAT AMAZTHBAIHITIRHDMHMIT-EBELTEM 

KRIRTEELNMNEELSZFZRULSEIL CHB IT NIE OD I TFA AZ 

WZ2ZBMEOMRE MT Hl URES Ca ec HT Mo 

カム チャ > ヵ 及 シベ リヤ 東部 活 岸 視察 談 fi i bh 
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BERTERUTS HUN yn nay Er HBLL ELM CO ly Wr mM 

fbrHe 56 t CAAFeYIADOEE Hee MAL RZ He MB 6H し 、 夏 に 

た り 9 り 。 其 主眼 は 全 地 漁業 に 関す る 事 に し て ヽ 舟 來 理 和信 の 大 に 研究 を 要する 事 o 

用 全 披 方 住 委 な る 2 カス チッ ター ルク 放 上 E 交 方 に 住 す る コリ ヤー ミ N ERS 

の 話 等 な Yo 

第 百 三 十 八 回 明治 四 十 年 十 二 月 症 一 日 東北 帝國 大 克 農 科 経 

済 移 講堂 に 於 て 了 朋 會 、 前 回 記事 報告 後 護 演 あり o 

S- Jy 7TH RAR fi WW i ih A 

WM OoORMii Ce -v THE ORB Y コ 、 オ ッ ト tt iR MRCS, 

AwMeryraAX-RIFFFWVHFIRVAZABARKEWMERSI- WL MACL 

MEI FTAAALRVY CHREBOSHRORRAMNVKS BHEOML SEF 

人 人 の 鱗 り 知ら ざり し 庶 な る みか 漁業 、 狩 狼 探 鏡 待 正 に 香 人 の 企業 を 侯 ち つつ 

あり と ょ 結論 せら 5 れ :- り 。 

第 百 三 十 九 回 明治 四 二 一 年 一 月 十 入 日 東北 帝國 大 學 農 科大 

光 綴 済 移 講 堂 に 於 て 開催 、 前 回 の 記事 報告 後 交 の 講演 あ 5 
海藻 、 尼 布 及 アカ ヵ カメ の 宇 義 に 就 て HOt RA S=>R A 

海 源 は 海 の 草 即 ち 海 の 植物 : な り 。 然 る に 舌 書 に は 往々 に し て 特種 の 者 



ーー en 

MINUTES OF MEETINGS. (5) 

ARLTZEET NZ .ZEHSHI TR EBS RSI RArsaéBweAA HAY 

ELENERLRATKAAKOHURKS ELKELRTENE 

SXLERHEORY a 2 YK VY IT TTESOHIBERCMO5 3 1 22 

= BZ AUTEEIÖNTNIUGUJLEOEBERABSUERT[TVARL 時 

SNQLAEF L TRUHBUSRFA- yYI IL Mu DdD 5 35%» 

BHeE i で Em: 

LITE THBITARLCLUESOZULBIERCIAIJTERI Se 

BB XVII Rz ABER TZSKVJUFESNnNELEN 

Hotei ou) 2. HOAHBBUIRSAELEFTZSUNR RABEN 

EFEHSHEAREINSZTFZIOHFBRHLU AHLEN LE LGSCR 

ZT ESS LE TFT EC HE IT ZEV Oo KULEAE TE RT Wo 

= = 

StthH ARBAt—-F-—-AtrAHRtPRASBEAKSE 

BESS CR CHE. HREEARTtAZ. 8SBAR BOR ZT ÜÄN 

RHEE RRGZHEBRES 5. REDET A ( AR -HO,AX 

SAMKRLCAXS-HOHRAEBATAA. BRXTHLAE 

PMC AT ZAIOARMMC BT ZI PM MARCA IT Z LIDL, 

KA RRRRET OO KKSHRARCAT SRH. ACER 
IHERELLLISHISBCH SFERBHFRE BRSBABSAK 

BSEHFEMNEHZAAHBSRINFTG HEFTE TR SAFE 

FEBUI HER EFFAB Er 50 



Lee we Sk AR BB 
CHA Pas 48. — ob A Bae 

LIST OF OFFICERS AND MEMBERS. 

1% 員 (明治 四 二 一 年 度 ) 

OFFICERS FOR 1008. 

Ar un President. 

a: ee = KINGO MIYABE. 

通 信 書 記 Corresponding Secretary. 

KR Ske : KINTARO OSHIMA. 

Se H st 3 Recording Secretary. 

松 村 松 年 SHONEN IMIATSUMURA. 

73+ AeA Treasurer and Librarian. 

“> = 83) JUN HANZAWA. 

i oie Z A Publishing Committee. 

9. os am 弄 SABURO HATTA. 

caps eB WE TSUNEKICHI KONO. 

er 計 ah BW Treasurer Assistance. 

BE a = KINGO KONDO. 

OR FR TS aE Ai DA Secretary Assistance. 

小 RE iF KAN OGUMA. 

ピコ + . 幹 & IMIKIO KASAI. 



@ A 表 

LIST OF MEMBERS. 

AD 85 

BH BE fi 札幌 屋 南 四 條 西 二 丁 目 、 

pw 秀 ZEST) ARMDLAANH- BH, 

fi HS = BB WE 3 va il) HE A YT + HH 

et NEN = 

kM 雄 ~-(2825 北海 道 拓殖 銀行 重役 、 

ZRORB(SS1) MARINE SW MASH Ft 7 Ig, 

AT RK BB i] 1) 8% 52 fe EB BY 

JOHN BATCHELOR, Rev., (F.R.G.S) #BEBA=KBETSA. 

ZR SSM (Her BSH) KRtFAKSEAKS KES 

es 授 、 

HRG: ZHHRITHSERT, 

f= B Ss (Br) RKAARBREKS RMA GS m) 

キキ = HESb) 東北 帝國 大 學 農 科大 學 助 到 授 、 

原 +T ACG#4y) FBHRR Kr IZMAN ZT 

目 二 番 地 、 

橋本 EAB(BEr KITBKREREARKREIR AREIN 

條 西 五 丁 目 、 

I a Rd FAMKSBAKSAWRR iE WH 

主任 、 札 幌 臣 南 四 條 西入 丁目 、 

FR 直 BRSb) 帝國 製 麻 株 式 會 視 技師 (札幌 支 年 詰 )、 



(8) ®@ A. 表 

EHE S(2Bb) KERNKERAREURER, 

ar Ea HH (SE Ro) om JF AR ie Se AR SBE 

Rik EO ROSE) BS BRE a eA. 

H 田 昌 人 ZEEHAH ENTF ik 

石 川 a BERD) OMAR. MRT A. 

伊 藤 EB KROSS) ANS RAM SMe. 

mR 小 RMA MENT) RPK SMA KBAR, 

角 田 EHRT is BAS Kit be St A Ue De HK hi, 

EZR + DCKED KOA AS BE YG RR Er ik Be CAL IE). 

柏 井 徳 -CESD) Wea ARR, 

加 藤 KR RUNS) Wet i A SS ee Bk hi 

加 藤 SB 治 ( 農 移 士 ) TERIKHRBSER, 

川 eR CS SA) EE BA a 

WML SAL aa Wat Sb 4k Fi SI WO SE PB Os J BE 

河瀬 春 太 郎 妙 華 園 主 、 東 京 府 在原 郡 南 品 川町 字 三 ッ 

KE +H sh. 

菊 池 HULSE Db BPM ee Rew, 

Hw SERBS) PRAM BARR. 

木 下 閉 CBA SB) BE RAR EE Ae RK @ HK 

河 内 完 OBE) WAKA RAK BREA ST al, 

IN 時 0 A He MEME, AL eM Oe eS 

番 地 、 

BP BOAR CE Se) ih na RE ite, 

(RB, PES). Wee it Bd Kk Se BK BH, 

AL WE i AN 8 Ph TOA 

BME BR CUE SE, ESCHE) AC Ae a EN AA BEE AB cH A 
MED HS. HL WEA IE BE BE 

= BK LS) FTE EB a, 



ik} a H> za (ker, H&B. >D.) 

LIST OF MEMBERS. (9) 

KIRBRRERKE 

ZARZHUBERHBRELIERAHTTHREE 8 

a AÄ(R2»D 

@ (22+) 

正 

m (22+) 

eB (KS +) 

@mRBCR St) 

西 田 He RES) 

SF EBREBCLSD) 

AHE = 4D) 

RY R= BCE S++) 

“HM 町 ao i Hog 中 St OF 

団 

小 川 = BB S+) 

小川 BER C24) 

AA ESRB (EST) 

ABZSABCESi. 

Az £2 B.A.) 

斉藤 SB AH BB 

清 水 RB SS4T) 

& 々 & # (B21) 

ERTRAR RST) 

FH BKB (2S) 

aan -E (ZH) 

ZAR 得 — (BED) 

RP G #RKSED 7 

26D) 

WER AND SASEAREKE 
#KESH. ARELT=EEBET SE. 
mE REKRREAR, 
BB KES EE. CPE). 
Gk SRKSRAKAKSAAE, 
島根 騒 農 林 移 校 数 訟 、 
諾 商務 省 農 事 試験 場 技師 (熊本 支場 在勤 )、 
KERUKSEHKSKERFHEER, 
AESUEFSHS, 
AN SES. ASA LAST RHA 
Be mE. 
ABRERE ARELTEN-TH, 
KETTE. 
LEM ERRS SES, 

Hi PRKSRAKBKES 
LEHEEREEE. ABELIEME 
TH. 
ke PKS RAKERKESRERE, 
AN BEM BAAN BS XB). 
iG REE, 
BERSBELHÄRERBERS. 
GH RERSGEANBXBE). 
BREE Gm. 
HE LEBER. 
SSSR EERE. 
KIRÜKBEHKSKAHER, 



(10) 

at 

東 

= 

ka 

a 

AM & Se Se 酒 

tt Of @& W EF E NR I 

EN OH 

allt 

司 BX 

海 KD HR Ce Ab) 

沼 市 jx St) 

u #5 ACES) 

光 績 (農學 土 ) 

@i2zh Oe Sb) 

木 A 2 SSD) 

KR WS 7 OK +) 

A zZ (fe & 

橋 BR BCR et) 

松 正 te (2 St) 

A AS 

HAZ Hh 

fy a Ce ae) 

津 te 4” Of Sb) 

RAK BO St) 

AH KA RB Ce B+) 

田 it (2 St) 

田 u 

Wy dt R BB CE Be) 

A Rm SF (BSb) 

村 S— BCR St) 

城 庄 A (BS) 

川 & # 

= 直 知 

HE oF 員 

® Ei: & 

dé ie 3H i BE Se. AL de = IE + 

四 丁目 、 

He AB BAB HR, 

(i) 26 98 — EB RBH, 

WC HC AF At NE ae HB a, 

OF IR BYE An AE A KE > NT, 

He AG ais Bd He SEE Ae ED BHR, 

a AE ee BE SE i 

PF UF Bd Je A JE Gl lh PRE BE EK 

HC dt i ASAE BA Sk EB PR, 

北海 道 農 事 試験 場 技師 、 

東北 帝國 大 學 農 科大 學 講 師 、 

東北 帝國 大 學 農 科大 學 講 師 、 

Bal fe He 8 BE Fe, 

SR AG iff Bl He Be EE BE He Be HE. 

AL We TER EL We Ab ihe Hs St BE Be die. 

AH ABE HL BE CL ae AS ET DB GB 

HE (i) GE SE EPR BE Bc BRE TD Te Eb, 

HE th er ik Be li, 

EF dik Bb BL pk SBE BN 

清 園 泰 天 府 農事 試験 場 長 、 

Se OS WB EE 

TR We AK BRE, 

ey BE WR WE Bi 

on 

ME dt ait Bd HK St Ee PEK St Bh 

Jie Ui) teas SE SS PR ER BR 



Gt ot ft 

mM u S 

+ HB 

of aS # 

A Mm 

LIST OF MEMBERS. (1r) 

BERNER, 

KX ASERAAGHA. RERAEBE 
村松 町 四 二 一 番地 、 

Wd PAKS RAKS BSAA 

Hi F#RAKSRAKSEAB AA, 

dL #AASEARKSRBASA, 

(22+) NRL MEBSRKA, 

(224) FRU ESRAR 

東北 帝 園 大 學 農 科大 學 助 手 、 

北海 道 農事 試験 場 技 手 、 

東北 帝 図 大 學 農 科大 學 農 郊 科 學 生 、 

FAHBBIRBES, 

東北 帝 園 大 學 農 科大 學 農 単科 更生 、 

234 WORT PeeRaR, 

Hitt MKARAK SHS, 

Kd #AKBSRAKSABARRA 

Ai 9 BAL RED RB AD SE 

(234) PERU ESRER, 

Hit #AAKSRAKAKSRABZEE 

京都 府下 高野 郡 花園 村 字 口 、 

東北 帝國 大 學 諾 科大 學 農 吾 科 撮 生 、 

BRREUKSRER, 

NEBEN BAR, 
LRG SAAR 



& us | i it : an 

4 Erd: er っ “ 『 Ni fps 

SDA ates 

taal 7 ER a 



K
E
R
R
E
E
R
T
E
 
K
R
 

K
 Br 

B
E
R
 

R
E
R
 
S
H
 

| 

| 
RER 
e
e
 
|
 H
k
 

| 
B
E
E
R
 

O
Ä
O
(
H
f
e
k
a
s
ı
 

H
B
 

eT ee RR | Poa TRE x 

Br. 

RR 

Kuh 

SB 

ER 

ee 

Mae 

ea 

oe 

€ 

O
R
 

R
L
]
 

B
Y
E
 
a
l
e
 

5 
Be

et
 

I
E
 

[
k
e
 

a
r
 
E
x
 H
E
:
 

』 
し
 





— a 

TRANSACTIONS 
OF THE 

SAPPORO NAITURAL HISTORY SOCIETY. 

FOUNDED IN 1891. 

VOL. M. 

礼 幌 BASE 報 
明 治 二 十 四 年 創立 

第 2 = LIBRARY 

NEW YORK 

BOTANICAL 

GARDEN. 

札幌 博物 光信 A 行 

四 十 三 年 治 四 十 二 年 

PUBLISHED BY THE SAPPORO NATURAL HISTORY Socrery. 

SAPPORO, JAPAN. 

1909——1910. 





CONTENTS. 

Dia 

Yoshinao Niisima— Pre Bor- 

kenkäfer Nord- und Mittel- 

Fapans 

Yoshimaro Tanaka—/relimi- 

nary Note on the Silk Glands 

of Bombiz mort Be... 62. - 

Mikio Kasai—Ox the japanese 

Species of Phragmidium 

CREP... a ーー 

Shigeru Kuwayama—ve Psil- 

liden Fapans IT. (Pl. IT).. 

Yasotaro Watanabe 一 Oz the so- 

called Blackhead of Turkey. . 

Jun Hanzawa — Ueber einen 

neuen Fruchtkrankheitserre- 

Pilz (Rhabdospora 

Melongene sp. 

Eier pflanzen. (Pl. WIL) .... 

Hanjiro Okamoto— Or @ new 

Species of Phleothripide of 

Japan 

Saburo Hatta ev? Nozomu 

Sasaki—Jlzst of the Gas- 

tropods and Lamellibranchs 

bof Hokkaido......-.. 

Shonen Matsumura — J/ono- 

genden 

nov.) der 

graphie der Dictiophorinen 

ae ren... 

Minutes of Meetings (Feb. 1908 

— Jan. 1910.) 

89 

99 

H 2,2% 

Be 

新島 善 直 一 北部 友 中 部 日 本 の 「 き 
を で EE Nica ご て で きだ 時 I 

APSE BOMMRCH A Ne) 

笠井 幹夫 一 日 本 産 フ ラグ ミイ テ デ 

Se = ' 2 BIC REG 2: 27 

ZU Mm — HAAR (HI) 
| ee 53 

KERZAB- LER OS RIAs 
| PME area 67 

FE MRO Bias ET 
KUÜSZSERN :-- ee - 83 

岡本 生玉 邸 一 本 邦 産 前 馬 科 の 一 

See ee AE, - un 89 

八田 三郎 及 佐々 木 望 一 北海 道産 
at 22) = > .------------- 93 

PHBE HA CA CTU 
レイ 本 CC を とこ と 99 

本 會 記事 (明治 四 十 一 年 二 月 よ 5 
四 二 三 年 一 月 まで ). (1) 





RY SOCIETY. 

= 
= 

と
 つ 

=) 
Pan 

as 
S
e
 

e
y
e
 

e
l
 

=
|
 

—
!
 

は 

N
e
 

e
e
e
 

ae 
oe, 

e
a
e
 

PO 

~ 
_ 7 

. 

N 

. 
6 

P
k
 
e
o
 

UK
 

お Y
Y
 

B
a
 

er
s 

a 

‚ JAPAN. S 

1909 一 - 1910. 



All communications should be addressed to the Correspe 
owl 

に に 
< 

of Agriculture, the Tohoku Imperial University, Sappor 0, Ja a 

KAERHTZMTOERREKERAUKE > 

いぶ 

RAKSHA YReM ARBRE RE 



DEC 1 0 1910 

北部 及 の 中 部 日 本 の 「 きく ひし 」 
BE & 

DIE BORKENKAEFER NORD- 

UND MITTEL- JAPANS. 

von Prof. Y. Niisima, Ringakuhakushi. 

In diesem Abschnitte möchte ich die Borkenkäfer Sachalins, Hokkaidos und 

Honshius, welche dort kürzlich gesammelt wurden, erwähnen. 

1. Sachalin. 

Die jüngste zum japanischen Reich gehörende Insel ist das nördlich gelegene 

Sachalin. Ihm wurde von der entomologischen Welt bisher wenig Beachtung ge- 

schenkt. Sommer 1909 war es Herr Oguma, welcher dort Untersuchung anstellte. 

Sein dortiger Aufenthalt war von der Witterung derart ungünstig beeinflusst, dass 

nur zwei Arten vorgefunden wurden. Die anderen sammelte ein Forstbeamter in 

Sachalin. 

Polygraphus proximus Blandt. 

Trans. Ent. Sce. Lond 1894, p. 75. 

Fundort : Korsakow. 

Frasspflanze : Abies sachalinensis Mast. (?) 

Polygraphus jezoensis Niis. 

Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. No. 2. 1909, p. 135. 

Fundort: Toyohara. 

Frasspflanze ; Picea ajanensis Fisch. 

Crypturgus tuberosus Niis. 

Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Uniy. Vol. 3. No. 2. 1909, p. 139. 

Fundort : Toyobara. 

Frasspflanze : Picea ajanensis Fisch. 
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Diese zwei P. jezoensis Niis. und Cr. tuberosus Niis. fand man mit der nachfolgenden Art am selben 

Baum, und zwar in grosser Zahl. 

Ips japonicus Niis. 

Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. No. 2. 1909, p. 147. 

Fundort : Ohdomari (Oguma), Toyohara. 

Frasspflanze : Abies sachalinensis Mast. 

In Toyohara fand man den Käfern an noch grünen Bäumen. 

2. Hokkaido. 

Die hokkaidoschen Borkenkäfer und deren Frasspflanzen sind schon bereits von 

mir beschrieben.* In letzter Zeit fand ich mannigfaltiges neues Material, was mich 

veranlasst es hier wiederzugeben. 

Scolytus agnatus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1884, p. 78. 

Fundort: Sapporo (Niisima). 

Frasspflanze : Betula alba L. var. vulgaris D. C. 

Der Muttergang ist ein einfacher 3 bis 4 cm grosser Längsgang. Die verhältnismässig langen 

Larvengänge, 10—14 cm, gehen orösstenteils nicht parallel, sondern verlaufen in unregelmässigen Krüm- 

mungen. Es ist eine unter Birkenrinde allgemein anzutreffende Art. 

Hyorrhynchus lewisi Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 60. 

Fundort: Hakodate (Hirose), Tomakomai (Niisima). 

Frasspflanze : Fagus japonicum Maxim., Acer pictum Thunb. 

Von dieser merkwürdigen Art war es mir lange Zeit nicht verg nnt eine genaue Frasspflanze 

zu finden. Im verflossenen Sommer (1909) erhielt ich von Herrn Hirose versch‘ dene Buchen-Frass- 

tücke zugesandt, in denen noch zahlreich lebende Käfer waren. Ich selbst entdeckte kurz darauf an 

Ahornbäumen manches Exemplar, wodurch mir weitere Untersuchungen ermöglicht wurden. Nach dem 

Körperbau und der Lebensweise des Käfers zu urteilen, gehört er nicht den Scolytiden an. Später 

werde ich meine Studien darüber fortsetzen um genauere Figenschaften festzustellen. Er ist kein 

Rinden- sondern ein Holzbewohner 

Kissophagus tiliae sp. nov. 

Körper 2,2-2,5 mm lang, schwarz, greis behaart, mit schwach bräunlich gefärb- 

ten Flügeldecken. Kopf schwarz, wenig glänzend, gleichmässig dicht punktiert ; 

Stirn leicht gewölbt, mit undeutlicher Längslinie auf der Mitte. 

*Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. No. 2, 1999, pp. 109 一 179. 
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_ Halsschild schwarz, so lang als breit, nach vorne stark verschmälert, beide 

Seiten nach Basis gerundet ; Scheibe dieht körnig punktiert, undeutliche Mittellinie, 

und mit kurzen greisen flachliegenden, nach der Mitte zu gerichteten Haarbörstchen 

bedeckt. Breiter Fortsatz zwischen den Vorderhüften. 

Flügeldecken an der Basis schwarz, nach Apex bräunlich, Streifen rundlich 

punktiert, Zwischenräume wenig gewölbt, fein einreihig gekörnt, dicht mit kurzen 

greisen Borstenhärchen und einer Reihe längerer Schuppenhärchen besetzt ; 1., 3. 

und 5. Zwischenraum hinter der Mitte erhöht, 2. und 4. vertieft. Bauchseite schwarz, 

dicht fein greis geschuppt. 

Fundort : Sapporo (Niisima). 

Fraspflanze: Tilia cordata Mill. var. japonica Mig. 

Im verflossenen Frühjahr fand ich diese Art in einem dünnen abgestorbenen Lindenzweig. Der 

Muttergang ist ein zweiarmiger, mit breiter Rammelkammer versehener Quergang, dessen Arme 17 mm 

lang und ungefähr 15 mm breit werden. Die Larvengänge laufen parallel miteinander und erreichen 

eine durchschnittliche Länge von 22 mm. Obige Art ist die Erste, welche von dieser Gattung in 

Japan gefunden wurde, und hat keinerlei Ähnlichkeit mit den beschriebenen Kissophagus-Arten. 

Polygraphus Ssiori Niis. 

Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. No. 2. 1909, p. 132. 

Frasspflanze : Prunus Psendo-Cerasus Lindl. 

Cryphalus (Hypothenemus) sapporoensis sp. nov. 

Körper 1,2 mm lang, schwarz, glänzend. 

Halsschild wenig länger als breit ; beide Seiten parallel, nach vorne verschmä- 

lert abgerundet ; Vorderrand einreihig gehöckert ; auf der Mitte ein beulenförmig 

erhöhter Höckerchenfleck, der rings mit nach der Mitte hin gerichteten Härchen 

besetzt ist; zwischen ihm und dem Vorderrande sind die Höcherchen unterbrochen, 

hinterm Höckerchenfleck zeigt sich eine feingekörnte Ausbuchtung ; von der Schei- 

benmitte aus zieht sich ein Streifen gelblicher Schüppchen hin. 

Flügeldecken anderthalbmal so lang als Halsschild, Punktstreifen fein punktiert, 

dünn gelblich behaart; Zwischenraum an der Basis fein, zum Apex hin breiter 

einreilig gelblich geschuppt. 

Fundort : Sapporo (Niisima). 

Frasspflanze : Tilia cordata Mill. var. japonica Miq. 

Mit Kissophagus tiliae zusammen fand ich ihn am selben Frasstück. Die feinen Larvengiinge, 

welche ihren Lauf teils vom nnregelmissig eigenen Muttergang (Plätzgang), teils von dem des 

Kissophagus tiliae ausnehmen, liegen meisten in der Rinde. Die Halsschildserhöhung ähnelt dem des 
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ryphalus setotus Eichh., jedoch sind die Flügeldecken nicht diegleichen. 

Xyleborus germanus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1594, p. 106. é 

Frasspflanze : Alnus incane Willd. var. glauca Ait. 

Von Frassstiicken, die ich im verflossenen Herbst aus Tomakomai (Proy. Iburi) mitbrachte, fand 

ich in einem Frassgang viele Larven nebst einem Käfer, dagegen in den anderen Gängen zahlreiche 

Jungkäfer. 

Der Frassgang ist ein Familiengang von 12 mm Länge und 8 mm Breite. Die Gänge sind dick; 

oftmals findet man zwei oder drei durch einen Quergang verbunden. 

Xytoterus aceris sp. NOV. 

Körper 3-3,5 mm lang, schwarz, glänzend. 

Kopf schwarz, beim Männchen schmal, vorne wenig vertieft, auf der Mitte glatt 

mit einer länglichen Erhöhung, beiderseits punktiert, gelblich behaart, obere Hälfte 

des Auges scharf dreieckig deren Spitzen auf der Stirn fast zusammenstossen, mit 

einer darüber befindlich erhöhten Querlinie; beim Weibchen breit, vorm Munde 

etwas vertieft, grob punktiert, spärlich gelblich behaart, Stirn erst quer, alsdann 

länglich gerunzelt. Fühlerkeule grcss, oval, fein dieht behaart. 

Halsschild fast so breit als lang, zu beiden Seiten abgerundet, vorne beim 

Männchen stark verschmälert, Spitzenrand bei einigen gelblich, bei andern schwarz, 

Behaarung bedeutend länger und dichter als die des Weibchens; beim Weibehen 

vorne etwas schmal, nach der Basis hin breiter werdend und daselbst gelblich 

gefärbt ; Vorderrand mit einreihig starken Höckerchen begrenzt ; vordere Teil fast 

3 grob, dann feiner gehöckert, kurz vor der Basis fein gerunzelt ; bräunlich lang 

behaart. Schildchen gross, fein punktiert. 

Flügeldecken gleichmässig schwarz, glänzend, jede von ihnen auf der Mitte 

länglich vertieft, an der Basis schmäler als Halsschild, allmählich breiter, vorm 

Apex am breitesten ; Apex stark abwärts geneigt, wenig gewölbt, dieht länglich 

gelblich behaart ; Punktstreifen fein, seicht ; Zwischenräume flach mit feineren 

unregelmässigen Punkten ; Punktstreifen und -reihen fast % der Länge deutlich 

erkennbar, während sie sich auf dem übrigen Teil ineinander verlieren. 

Fundort: Sapporo (Niisima in Anzahl). 

Frasspflanze : Acer pictum Thunb. 

Der Frassgang ist annähernd derselbe wie der der anderen Xyloterus-Arten, da er gleichfalls von 

der Rinde zur Mitte hingeht und sich dann verzweigt. Die beiden Arme bilden einen Winkel von 
En 5 2 c 8 2 
70°, laufen entweder in gerader Richtung oder nach den Jahrringen weiter und können von der 

ı Aug 
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Gabelung ab höchstens 3,5 cm lang werden. Erst hier, nicht schon in der Eingangsröhre befinden 

sich die Larvenwiegen, und selbige sind abwechselnd oberhalb und unterhalb der Gänge anzutreffen. 

Der Käfer hat verschiedene gleiche Eigenschaften wie X. pubipenne Blandf., nämlich das Männ- 

chen besitzt die erhöhte Querlinie über den oberen Augen, dagegen ist der Spitzenvorderrand des X. 

pubipenne Blaudf. nicht einreihig mit 8 bis 9 Höckerchen wie bei dieser neuen Art, sondern nur mit 

zwei Höckerchen besetzt; auch die Punktierung der Flügeldecken ist bei beiden Arten eine ganz 

andere. Punktstreifen sind bedeutend feiner als bei X. proximus Niis. 

Im Laufe dieses Winters fand ich zahlreiche Käfer an Ahornholzern ; teilweise waren sie ausge- 

wachsen, teils noch sehr jung. 

Seolytoplatypus daimio Blandf 

Trans. Ent. Soe. Lond. 1:93, p. 433. 

Frasspflanze: Fraxinus mands'urica Rupr., Acer pietum Thunb. 

Beide Frasspflanzen stammen aus Tomakomai. Früher schrieb ich,* dass der Brutgang unverzweigt 

sei, jedoch sah ich viele Bilder, die sich gleich dem Se. mikado Bland. in zwei Arme teilten; dagegen 

sind die Arme selbst unregelmässig. Bei einem Frassbild hatte sich sogar der geteilte Brutgang am 

Ende nochmals verzweigt. 

Seolytoplatypus tycon Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1893, p. 432. 

Fundort: Hakodate (Hirose), Tomakomai (Niisima). 

Frasspflanze : Fagus japonica Max., Acer pictum Thunb. 

Von dieser Art fand ich ebenfalls mehrere Male verzweigte Brutgänge. Bei ihnen ist der Winkel 

zwischen den beiden Armen kleiner als beim Sc. mikado Blandf. 

Platypus severini Blandt. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 136. 

Fundort : Sapporo (Niisima). 

Frasspflanze: Tilia cordata Mill. var. japonica Miq., Acer pictum Thunb. 

3. Honshiu. 

Mein Material stammt hauptsächlich aus der Sammllung des Herrn E. Gallois. 

Er sammelte es vorwiegend in der Umgebung Tokios sowie Karuisawa. Dann 

möchte ich noch bemerken, dass in den grössten Teilen Mittel-Japans bis jetzt 

keinerlei Untersuchungen angestellt wurden. 

Scolytus frontalis Blandf. 

Tans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 79. 

*Zeit. Wiss: Insektenbiol. Bd. HT. 1907, p. 315. 
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Fundort : Sasagotoge, Kofu (Gallois). 

Man bemerkte ihn in Hokkaido fast nur an Ulmen, Ulmus ampestris Sm. var. major Walp., aber 

in Honshiu ist für ihn noch keine bestimmte Frasspflanze festgestellt worden. 

Scolyius aratus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 79. 

Fundort: Tokio (Gallois 4 Stücke, Arakawa). 

Frasspflanze : Machilus japonica 8. et Z. 

Phloeosinus lewisi Chap. 

Chap., Scol. Jap., p. 198. 

Fundort: Tokio (Galiois). 

Frasspflanze : Chamaeciparis obiusa S. et Z., Cryptomeria japonica Don. 

Phlocosinus perlatus Chap. 

Chap., Scol. Jap., p. 198. 

Fundort: Aomori (Niisima). 

Frasspflanze : Chamaecyparis obtusa S. et Z, Thujopsis dolabrata S. et Z. 

Von erstgenannter Frasspflanze liegt in der forstlichen Versuchsstation zu Tokio ein Frassstück 

vor, doch konnte bis jetzt leider der Fundort nicht ermittelt werden. Von der anderen fand ich das 

Material in Aomori. 

Phloeosinus rudis Blandt. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 73. 

Fundort: Aomori (Niisima), Tokio (Gallois ein Stick), 

Frasspflanze : Chamaecyparis obtusa S. et Z., Tnujopsis drabrata S. et Z. 

Viele Exemplare dieser Art entnahm ich in Aomori von einen Thujopsisbaum und Herr Gallois 

entdeckte sie in Tokio an einem Zierbaum, Kamakurahiba (Ch. obiwa S. et Z.). Ein Frassstiick von 

Ch. obtusa S. et Z., ohne Ortsbeschreibung ist in der forstlichen Versuchsstation vorhanden. 

Das Frassbild ähnelt sehr dem des Ph. perlatus Chap. Der Muttergang, ein einfacher Längsgang, 

erscheint oftmals doppelt. 

Myelophilus piniperda Rabr. 

Frasspfanze : Pinus densiflora S. et Z., Pinus thunbergü Pall., Pinus 

Koraiensis 8. et Z. 

Überall wo Kiefern gepflanzt sind, ist diese Species anzutreffen. In Tokio wurde sie von Prof. 

Sasaki, Herrn Gallois und mir gesammelt, ferner fand ich in der forstlichen Versuchsstation Mesuro 

und der landwirtschaftlichen Versuchsstation Oji viele Exemplare. Die yon Aomori und’ Morioka 

5 eas 
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befinden sich in meiner Sammelung. Die honshiuschen Exemplare sind bedeutend grösser als die 

europäischen sowie hokkaidoschen, und erreichen selbige eine Länge von über 5 mm. Im botanischen 

Garten der Tokio K. Universität fand ich viele Käfer am P. Koraiensis S. et Z. 

Sphaerotrypes pila Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1849, p. 62. 

Fundort: Tokio, Takao-Berg bei Hachioji (Gallois in Anzahl). 

Von Lewis wurde diese Art zuerst gefunden; er sammelte sie unter der dünnen Rinde der 

Camellia, dagegen entnahm Galleis seine Exemplare einer immergrünen Eiche. 

Polygraphus Ssiori Nis. 

Journ. Coll. Agric. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. No. 2. 1909, p. 132. 

Fundort : Tokio (Galleis u. Niisima in Anzahl). 

Frasspflanze : Prunus Psendo-Cerasus Lindl. 

Die von Gallois gesammelten Kifer sind bedeutend kleiner als die meinigen. 

Polygraphus oblongus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1849, p. 73. 

Frasspflanze : Abies firma S. et Z. 

Exemplare nebst Frasstiick untersuchte ich in der forstlichen Versuchsstation. Der querlaufende 

Muttergang wird 1,5-3 cm lang, ist grisstenteils einfach, selten verzweigt und greift sichtbar in den 

Splint ein. 

Hylastes parallelus Chap. 

Fundort: Tokio, Kokubunji bei Tokio (Gallois in Anzahl). 

Frasspflanze : Pinus densiflora Don. 

Im Wurzelstock einer Rotkiefer fand man Exemplare in grosser Anzahl. 

Hylastes plumbeus Biandt. 

Chap., Scol. Jap., p. 197. 

Fundort : Kioto (Matsumura ein Stück). 

Frasspflanze : unbestimmt. 

Hylastes intermedius Chap. 

Fundort : Kokubunji bei Tokio (Gallois in Anzahl). 

Frasspflanze : Pinus densiflora Don. 

Dieser wurde ebenso im Wurzelstock gefunden: 



8 新島 一 北部 及 中 部 日 本 の 「 き く ひ も むし 」 

Hylastes glabratus Zett. 

Fundort: Tokio (Niisima 3 Stiicke). 

Frasspflanze : Pinus densiflora Don. 

Cryphalus piceae Ratz. 

Frasspflanze : Abies firma S et Z. 

In der Sammlung des Herrn Gallois und die der forstlichen Versuchsstation zu Tokio befinden 

sich zahlreiche Käfer, denen leider jedoch die Ortsbeschreibung fehlt. 

Cryphalus abietis Ratz. 

Fundort: Tokio (Niisima in Anzahl), 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. et Z, Pinus koraiensis S. et Z. 

Cryphalus fulvus Niis. 

Verh. k. k. z.- b. Gsel. Wien. 1908, p. 92. 

Fundort: Aomori (Sasaki in Anzahl), Takao-Berg bei Hachioji (Gallois 

6 Stücke). 

Frasspflanze: Pinus densiflora S. et Z. 

Verschiedene Käfer der forstlichen Versuchsstation, und die vom Taka-Bderg gesammelten sind viel 

dunkler getönt als meine Originalexemplare, während alle überigen Eigenschaften übereinstimmen. 

Cryphalus exignus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 82. 

Fundort: Tokio (Sasaki, Gallois, Niisima in Anzahl) Nagano 

(Niisima). 

Frasspflanze: Morus alba L. 

Cryphalus parvulus sp. nov. 

Körper 0,8 mm lang, länglich oval, schwarz, glänzend, greis behaart. 

Kopf pechschwarz, Stirn wenig gewölbt, schwach punktiert, fein gekerbt. 

Halsschild pechschwarz, beiderseits nach vorne abgerundet, Vorderrand ohne 

Höckerchen ; Scheibe bis vor Basis zerstreut gehöckert, mit feinen grauen Schuppen- 

härchen versehen. Flügeldecken so breit als Halsschild, dagegen beträgt die Länge 

etwas mehr; Puuktstreifen grob weitzerstreut punktiert; Zwischenräume nicht 

punktiert, schmal, mit einreihig greisen Schuppenhärchen besetzt. 
Das einzige Exemplar dieser Art sah ich in Herrn Gallois Sammlung, auch ihm fehlt die genaue g I 5 
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Ortsbeschreibung, doch könnte es möglich sein, dass er in Tokio gesammelt wurde. Er gehört zu der 

Untergattung Tuenioglyptes und wahrscheinlichst ist es von dieser die kleinste der bekannten Cryphalus- 

Arten. 

Cryphalus (Hypothenemus) Basjoo sp. nov. 

Körper 1,2 mm lang, länglich, pechschwarz, mattglänzend, Fühler und Füsse 

gelblich. 

Halsschild breit als lang, vorne schmal, allmählich breiter werdend, kurz vor 

der Brasis am breitesten, pechbraun; Vorderhälfte gelblich gefleckt mit dichten 

Schüppchen und Härchen ; Vorderrand mit 4-6 Höckerchen, von denen die beiden 

mittleren dichter zusammenstehen und am grössten sind. Scheibe zur Mitte hin 

immer dichter und fast reihenartig gehöckert, hinten grob punktiert. 

Flügeldecken dieselbe Breite als Halsschild, anderthalbmal länger, pechschwarz, 

Streifen grob punktiert, einreihig behaart ; Zwischenräume mit einreihig regelmässig 

gelblichen Schüppen besetzt. Absturz etwas steil geneigt. 

Fundort : Tokio (Gallois. 

Frasspflanze : Musa Basjoo Sieb. 

Mit Cr. Ellersi Eichh. hat dieser Käfer viele Ähnlichkeit, nur sind die bei ihm vorhanden Schüp- 

pchen breiter geformt, und auf dem Flügeldeckenzwischenraum stehen sie dichter beieinander. 

Zahlreiche Exemplare entnahm Gallois von getrockneten Blumen der Musa Basjoo Sieb., eine 

palmenartige Pflanze. 

Cryphalus Ehlersi Eichh. 

Fundort : Tokio (Gallois in Anzahl). 

Frasspflanze : Ficus Carica L. 

Diese bis jetzt in Japan noch nicht bekannte Art wurde von Herrn Gallois an einem Feigenbaum, 

derselben Frasspflanze wie bei den der europäischen Kifer entdeckt. 

Cryphalus (Hypothenemus) oblongus sp. nov. 

Körper 1,5 mm lang, sel'warz, mattglänzen(l. 

Halsschild so breit als lang >? auf der Mitte am breitesten, vorne stumpf abge- 

rundet, schwarz, auf der Mitte gelblich, mit gleichfarbigen Schüppchen und Härchen ; 

4 kleine Höckerchen am Vorderrand, von ihm bis zur Mitte laufen reihenartige 

Höcker, welche sich auf dem hinteren Teil fein zerstreuen. 

Flügeldecken schmal, doppelt so lang als breit; Punktstreifen deutlich mit 

gelblichen Härchen ; Zwischenräume einreihig fein gehöckert, mit gelblichen Schüpp- 

chen ; Absturz schief geneigt. 
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Fundort: Tokio (Niisima). 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. et Z. 

Diese neue Species wurde unter der Rinde eines Kiefernbaums entdeckt. Sie ist wenig länger 

und schmäler als Cr. Dasjoo, sodann sind die Höckerchen des Halsschilds flacher und die Punktstreifen 

der Flügeldecken feiner, 

Cryphalus (Hypothenemus) chamaecipariae sp. nov. 

Körper : 0,9 mm lang, schwarz, glänzend ; Fühler schwarz; Beine gelblich 

braun. 

Halsschild schwarz, so lang als breit, an der Basis am breitesten, nach vorne 

allmählich schmäler werdend und daselbst nur wenig stumpf abgerundet, fein gelblich 

behaart, kurz hinter der Scheibenmitte eine sich quer hinziehende Vertiefung ; 6 

gleich grosse Höckerchen am Vorderrand von denen die beiden mittleren weiter 

voneinander getrennt sind, vorne bis fast zur Mitte weit gehöckert, hinterer Teil 

dicht punktiert ; Zwischenräume schwach gewölbt, feiner als Streifen punktiert, 

mit einreihig gelblichen Schüppchen. 

Fundort : Tokio (Niisima in Anzahl). 

Frasspflanze : Chamaeeiparis obtusa S. et Z. 

Im botanischen Garten der Tokioer Universität fand ich Sommer 1909 diese Art in der Rinde 

eines 6 jährigen bereits abgestorbenen Baumes, Chamazciparis obtusa 8. et Z. 

Von anderen ähnlichen japanischen Arten kann man dieselbe sofort unterscheiden, und zwar 

durch den schuppenlosen Halsschild und die bedeutend feineren Schüppchen der Flügeldeckenzwischen- 

räume. 

Cryphalus (Hypothenemus) japonicus sp. nov, 

Körper 1 mm lang, schwarz, glänzend ; Fühler bräunlich gelb, Beine braunlich. 

Kopf schwarz, Stirn schwach gewölbt, fein punktiert ; beim Männchen mit 

erhöhter Mittellinie. 

Halsschild fast so breit als lang, beide Seiten nach vorne hin gleichmässig 

abgerundet, dicht punktiert ; Scheibe mit greisen Schuppenhärchen versehen. 

Flügeldecken doppelt so lang als breit, an der Basis dieselbe Breite wie Hals- 

schild, nach Apex zu schmäler werdend. Punktstreifen vertieft, grob punktiert mit 

feinen Härchen ; Zwischenräume schmal, fein punktiert, mit schmalen Schuppen- 

reihen. Absturz etwas steil gewölbt. 

In Herrn Gallois Sammlung sah ich ein männliches und ein weibliches Exemplar ; Ortsbeschreibung 

war keine vorhanden. Diese Art besitzt grosse Ähnlichkeit mit Cr. chumaecipariae, doch fehlen bei 

letztgenannter Species die Schuppen des Hals:childs, dagegen ist bei beschviebener Art die Punktierung 
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der Flügeldecken eine viel kräftigere. 

Ips e:mbrae Heer. 

Fundort: Karuisawa ‘@allois), 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. et Z. 

Die japanischen Exemplare, welche von Herrn Gallois gesammelt wurden, sird wie Blandford 

schon früher erwähnte, viel grösser als die europä’schen und werden 4,7-5,5 mm lang. 

Ips proximus Eichh. 

Fundort : Tokio (Gallois). 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. et 2. 

Ips acuminatus Gyll. 

Fundort : Yoshino in der Prov. Yamato (Niisima in Anzahl). 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. et Z. 

Xyleborus lewisi | landf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894. p. 104. 

Fundort: Tokio (Gallois in Anzahl). 

Frasspflanze : Pruuus Pseudo-Cerasus Lindl. 

Mas. nov. 

Körper sehr klein 1,8-2 mm lang, kugelig-eiförmig, gelblich braun, lang 

behaart. 

Halsschild fast quadratisch, wenig verschmälert, nach vorne geneigt, kurz vor 

der Mitte mit einer quer gepressten Linie, lang dünn behaart. 

Flügeldecken stark gewölbt, Zwischenräume fein punktiert; Absturz ohne 

Höckerchen. 

Seinerzeit beschrieb Blandford unr die weiblichen Käfer. Erst später entnahm Herr Gallois beide 

Geschlechter einem kleinen Kirschbaum, der ihm von einem Gärtner mitgebracht wurde. 

Der männliche Käfer hat manche Ähnlichkeit mit Nyleborus dispar Herbst, aber die Punktierung 

ist beim Beschriebenen viel feiner. 

Von den weiblichen Exemplaren gibt es zweierlei Formen; die Länge der einen leträgt 8,4 mm 

und gleicht der Beschreibung Blandfords. Die andere ist kleiner und wird nur 3,4 mm lang; 

im übrigen haben beide dieselben Merkmale. Letztgenannte wurde in Tokio gesammelt, von der 

ersteren fehlt die Ortsbeschreibung. 

Xyleborus magnus sp. nov. 

Körper : 5 mm lang, pechbraun, gelblich behaart. 
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Kopf vorne schwach gewölbt, stark punktiert, mit länglich glatter Mittellinie, 

gelblich behaart. 

Halsschild so breit als lang, zu beiden Seiten nach vorne gerundet, stumpf 

zugespitzt, länglich gelb behaart, Vorderrand kielartig erhöht in der Mitte mit 

einem Einschnitt ; vorne mit schuppenartigen Höckercken besetzt, die sich nach der 

Mitte zu verdichten und feiner werden, hintere Teil fein punktiert. 

Flügeldecken so breit als Halsschild, pechbraun, gelblich behaart, unmittelbar 

vor der Mitte nach Apex schief geneigt; Punktstreifen unvertieft, deutlich pun- 

ktiert ; Zwischenräume unregelmässig feiner doppelt punktiert. Absturz gross, hinten 

kielartig abgerundet, Pnnktstrifen wenig vertieft, rundlich seicht punktiert : Zwi- 

'schenräume dicht unregelmässig punktiert. 

Fundort und Sammler unbekannt. 

Diese grossen Exemplare haben keine Ähnlichkeit mit anderen japanischen Xyleborus-Arten. Nur 

die Gestalt ähnelt mit X. lewisi Blandf., aber die Höckerchen des Halsschilds und die Punktierung der 

Frügeldecken sind ganz anders. 

Xyleborus rubricollis Eichh. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 105. 

Fundort : Iwate (Matsumura). 

Frasspflanze : Morus alba L. 

Xyleborus collis sp. noy. 

Körper 3,3 mm lang, eylindrisch, pechbraun ; wenig glänzend. 

Kopf wenig glänzend, vorne dieht punktiert, überm Munde länglich gelb 

behaart. 

Halsschild vorne schmal, nach der Basis hin breiter, letztere fein gehockert, 

nach dem Apex zu stark punktiert. 

Flügeldecken braun, Punktstreifen dunkler gefärbt, scharf punktiert ; Zwischen- 

räume flach einreihig und zwar an der Basis ebenso wie die Streifen punktiert, 

später weiter fein zerstreut, gelblich fein behaart am Apex besonders lang ; Absturz 

stark geneigt, erster Punktstreifen vertieft, Zwischenräume gehöckert, kurz. behaart. 

Fundort: Kumanotaira bei Karuisawa (Gallois), 

Nur drei Exemplare wurden gefunden. Mit X. rubricollis Eichh. scheinen sie der Beschreibung 

nachzuurteilen verschiedene Ähnlichkeiten aufzuweisen, nur ist X. collis grösser, und bei ihm sind die 

Fliigeldeckenabstiirtze nicht gekielt. 
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Xyleborus montanus sp. nov. 

Körper 2,7 mm lang, pechbraun, glänzend. 

Kopf glanzlos, vorne subeonvex, mit länglich zum Munde hin gerichtet ruu- 

zelicher Erhöhung, Stirn mit vorhandenem Längskiel, gelblich, über dem Munde 

dicht behaart. 

Halsschild etwas länger als breit, vorne stark gerundet, Basis in der Mitte 

wenig ausgebuchtet, auf der Scheibe vorne schuppenartig gehöckert, alsdann dicht 

punktiert, fein behaart. Schildchen nicht ganz dreieckig, glatt. 

Flügeldecken pechbraun, zum Apex hin schwärzlich, von Basis nach . Apex 

zuerst schwach, allmählich stark geneigt ; Punktstreifen fein, ziemlich dicht pun- 

ktiert : Zwischenräume breit, flach, unregelmässig feiner als Streifen punktiert. 

Absturz gerundet, zu beiden Seiten nach Apex gekielt, Punktstreifen und Zwischen- 

räume fein gekörnt, letztere mit dünnen langen Haaren versehen. 

Fundort : Kumanotaira bei Karuisawa (Gallois). 

Fraaspflanze : Pirus Toringo Sieb. 

Viele Exemplare sind Ende Juli und September gesammelt worden. Mit X. germanus Blandf. 

hat der Käfer vieles gemein, aber die Punktierung der Flügeldeckenzwischenräume ist eine dichtere 

und unregelmässigere, als dann ist die Behaarung eine stärkere. 

Xyleborus germanus Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 106. 

Fundort: Kumanotaira (Gallois 、 

Frasspflanze : Fagus sylvatica L. var. Sieboldi Maxim. 

Xyleborus validus Eichh. 

Eich., Scol. Jap., p. 20?. 

Fundort: Kumanotaira, Kokubuji (Gallois). 

Von Lewis ist diese Art am Tannenbaum „fir” gefunden worden, Herr Gallois dagegen entnahm 

sie einem Buchenstamme Fagus sylvatiea L. var. Sieboldi Max. Für Hokkaido wurde Abies sachalinensis 

Mast. von mir als Frasspflanze festgestellt. 

Xyleborus aquilus Blandf. 

Trans. Ent. Soe. Lond. 1894, p. 109. 

Fundort : Takao-Berg (Gallois . 

Frasspflanze: Pinus densiflora S. et Z. 
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Xyleborus praevius Blandf. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 110. 

Fundert : Kumanotaira (Gallois). 

Frasspflanze : Acer parmatum Thunb. 

Xyleborus machili sp. nov. 

Körper 2 mm lang, schwarz, glänzend ; Fühler und Bein gelblichbraun, Keule 

braun. 

Kopf vorne flach, matt, dicht punktiert mit einer glänzenden Längslinie : 

Augen schwarz, vorne stark ausgerandet. 4 

Halsschild so breit als lang, fein behaart, beide Seiten parallel, vorne abgerun- 

det, bis über die Mitte hinaus gehöckert hinten matt, fein geritzt, dünn behaart, 

mit Ausnahme einer sich auf der Mitte befindlich länglich glatten Fläche, dicht 

gelblich fein behaart. 

Flügeldecken cylindrisch, wenig kürzer als doppelte Breite; Punktsteifen 

unvertieft, dünn behaart ; Zwischenräume mit feinen weit auseinander stehenden 

Punkten und dünnen Härchen. Absturz schief geneigt ; jeder Zwischenraum auf 

demselben fein einreihig gehöckert, länglich dünn behaart, Punktstreifen stark 

behaart, an der Naht unvertieft. 

Fundort : Tokio (Gallois). 

Nach Blandfords Beschreibung weissen sie manche gleiche Kigenschaft mit Xyleborus muticus Bl. 

auf, doch der Körper ist kleiner und die Hickerchen auf dem ersten Absturzzwischenraum stehen 

dichter. Ferner bei einer Vergleichung mit X. seriatus Bl. hat er cine mehr eylindrische Form und 

auch stärkere Höckerchen auf dem Elügeldeckenabsturz. 

Viele Exemplare sind in Tokio am Machilus japonica S. et Z. gesammelt worden. 

Xyleborus kraunhiae sp. nov. 

Körper 2,2 mm lang, schwarz, länglich eylindrisch. 

Kopf vorne schwach gewölbt, matt, fein zerstreut punktiert, über dem Munde 

gelblich behaart. 

Halsschild länglich, anderthalbmal länger als breit, beide Seiten fast parallel, 

vorne gerundet, beinahe 』 gehöckert, hinten fein zerstreut punktiert, wenig greis 

behaart. 

Flügeldecken schmal, nicht so breit als Halsschild, 24 mal so lang als breit, 

am Apex verschmälert ; Punktstreifen fein punktiert, sehr diinn behaart ; Zwischen- 

räume flach, einreihig gelblich behaart. Absturz etwas steil geneigt, erster Punkt- 
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streifen stark vertieft, erster zwischenraum vorm Absturz mit einem starken und 

einigen schwächeren Höckerchen, zweiter und vierter mit schwachen Höckerchen, 

dagegen auf dem Apsturz ohne Höckerchen, dritter und fünfter auf dem Abstruz 

mit sehr starken Höckerchenreihen. 

Fundort: Kumanotaira (Gallois). 

Obige Art steht in naher Verwandtschaft mit X. saxesceni Bl., aber die Punktierung der Flügel- 

decken ist bedeutend feiner und der Absturz ist ein anderer. Bei Vergleichung mit X. soptentrionalis 

Niis. ist dieser kleiner von Gestalt, die Fliigeldecken sind schmäler und die Höckerchen des Absturzes 

dichter. Nur ein einziges Exemplar wurde von Herrn Gallois am Kraunhia japonica Taub. gesammelt. 

Xyleborus septentrionalis Niis. 

Journ. Coll. Agrie. Tohoku Imp. Univ. Vol. 3. 1999, p. 162. 

Fundort : Yoshino in der Prov. Yamato (Niisima . 

Frasspflanze : Pinus densiflora S. ct Z. 

Scolytoplatypus mikado Blandt. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1893, p. 439. 

Fundort: Kumanotaira (Gallois). 

Frasspflanze : Pirus Toringo Sieb, 

Platypus modestes Blandt. 

Trans. Ent. Soc. Lond. 1894, p. 133. 

Fundort : Kumanotaira (Gallois). 

Frasspflanze : Aesculus turbinata Bl. 
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PRELIMINARY NOTE ON THE SILK GLANDS 

OF 

BOMBYX MORI. 

YOSHIMARO TANAKA. 

Serieultural Laboratory of the College of Agriculture, 

Tohoku Imperial University. 

In my recent studies on the silk glands of the domestie silkworm (Bombyx 

mori) L come to conclusions differing greatly from those of previous authors. I 

will enumerate in the following pages the chief points obtained. 

1) There are two pairs of long slender muscles standing in relation to the 

silk glands. A pair of these muscles attaches to the middle division”, and the 

other to the posterior division of the glands. They tie up various parts of the silk 

elands by means of connective tissue tendons. As it appears to me, they afford in 

this way an important service to give to the glands the certain fashion of its loop- 

ings and convolutions. Concerning their histological nature, the silk glands them- 

selves are, in contrast to the remarks made by A. LENTICogTA の 。 not muscular 

at any rate. 

2) Numerous tracheal tubes of various sizes stand in connection with the 

middle and the posterior division, but not with the anterior division at all. These 

tracheal tubes not only supply air to the secretory cells, but they are subserved in 

1) In the silk gland there are generally distinguished four parts, respectively named filiere, 

excretory tube, reservoir and secreting tube, according to the physiological function of each part which 

is so assumed. As will, however, be seen in future pages, this assumption is partly incorrect. I 

prefer, therefore, the terms anterior, middle and posterior division for last three parts, while the term 

filiere is retained. 

2) Bollettino di Sexisoltura. Anno XIII, No. 46, pp 468, 1906. 
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supporting the glands so as to fix them in their positions. They peneterate deep 

into the bodies of the gland-cells, piercing through the tunica propria. In the first 

step of this penetration, the propria, which is highly elastic, is not bored, as one 

might presume, by the pushing force of the growing tips of trachex ; but this 

elastic lamella is dissolved, in points of contact with the tracheal tips, by some 

enzyme substance secreted from the latter. The tracheal tubes which penetrated 

the glands branch repeatedly, to be at last divided into finest capillaries, which 

show no trace of tsenidia and are lost in free termination within the cytoplasm ; in 

this way, they become distributed everywhere in the cell-bodies. In spite of 

my efforts, no traces of socalled “Tracheenkapillarendnetz” by WustrNGHAUSEN ” 

have been observed. Every ecdysis is preceded by a formation of a new series of 

teenidia coming into view immediately beneath the peritoneal cells. Therefore, on 

eross sections through the gland in this stage, the old tenidian ring is revealed 

inside a new one. Furthermore not unfrequently, double rings of old teenidia 

surrounded with a new ring are seen. 

3) Contrarily to the observation by G. JosSEPH”, there is found no trace of 

nerves standing in connection with the silk glands. The connective tissues and 

tracheal tubes, ramifications of which are in close resemblance to nerve fibres, are 

probable to be mistaken for nerves. 

4) ‘Tunica intima in the anterior division is a continuous layer provided with 

fine radial striations. The spiral markings are observed, on the intima of the 

middle division, by some previous authors; but their peculiar condition in the 

posterior division is, so far as I am aware, yet noticed by none. The spiral 

markings on the intima are regular in arrangement and run in parallel in the 

middle division, and is gradually disturbed towards the hinder part of the gland, 

so that they are converted into a net-form markings. 

5) In the silken column contained in the gland-lumen are distinguishable two 

distinct layers, the sericin and the fibroin. Views of previous authors concerning 

the silk formation or the production of the sericin and fibroin are widely divergent 

from one another. BoLLEY’s view may be looked upon as having totally been 

abandoned. GrrsoN's “selection” theory appears also to be hardly intelligible. The 

1). €. v. Wistinghausen: Tracheenendigungen in den Sericterien der Raupen. Zeitschr. J. wiss. Zool, 
XLIX, 1890. pp 565-582. 

2). G. Joseph: Vorläufige Mitteilung über Innervation und Entwickelung der Spinnorganen bei 
Insekten. Zool. Anzeig. 1880. pp 326-328. 

+ ・ , FRA) . ö ae cat ea 3). G. Gilson: Recherches sur les céllules sécrétantes. La soie et appareils sericigénes. La cellule. 
1890, 1893. 

| a ae 
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views generally accepted at present are the following two: 1) the fibroin is secreted 

from the posterior division, and the seriein from the middle division (HARERLANDT ”, 

LrpTH DE JEUDE”, MatLior et LAMBERT” etc.) : 2) the sericin is formed in 

the middle division by some chemical changes performed in the periphery of the 

fibroin mass, which is secreted from the posterior division (BLANC ®, SILBERMANN ®, 

etc.). Both these views are, as I believe, occasioned by failure in detecting the sericin 

in the posterior division. On the contrary, I have made out, in fact, the distinct 

sericin cover surrounding the fibroin column in the division in question, especially 

in the individuals fixed just after a moult. Fixed material reveals not unfrequently 

an irregular layar of the fibroin covering the sericin ring ; furthermore, the fibroin 

layer is connected by its processes with the gland-wall, a fact which affords undis- 

putable evidence in proving the fibroin secretion of the middle division. From the 

faets «above mentioned, I will be permitted to draw the following conclusions in 

regard the silk formation: the fibroin is secreted not only from the posterior 

division, but also from the middle division, and that the sericin is transformed from 

the fibroin itself under influence of the air in the lumen of the gland. The chem- 

ical changes in question occur usually in the middle division; however, the 

processes take place also in the posterior division, as this is observable in certain 

periods. The usual absence of the sericin in the latter division is due to the 

transportation of the fibroin which is carried on, in the period of active secretion, 

so quickly that the fibroin secreted escapes the chemical changes therein. On the 

other hand, the seriein is formed abundantly in the middle division simply because 

the fibroin column stays here for an interval of time ample to undergo the chemical 

action in its peripheral part, being as it were, sustained by the suddenly narrowed 

passage from the division in question into the anterior division. On the contrary, 

in the case of inactive secretion, as it happens not unfrequently in individuals 

which have just finished a moult, the fibroin naturally does not quickly leave the 

1) F. Haberlandt: Der Seidenspinner des Maulbeerbaumes, seine Anzucht und Krankheiten. 

Wien. 1871. 

2) Lidth de Jeude: Zur Anatomie und Physiologie der Spinndriisen der Seidenraupe. Zool. 

Anzeig. 1878. pp 100-102. 

3) E. Maillot et F. Lambert: Traité sur le ver a soie du murier et sur le murier. Montpéllier. 

1906. 

4) L. Blane: Etude sur la secretion de la soie et la structure des brin et de la bave dans le 

ox の yr mori. Lyon. 1889. 

5) H. Silbermann: Die Seide. Dresden. 1897. 
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place secreted, so that it satisfactorily undergoes therein the transformation into the 

sericin. In this way we find, in the posterior division, the sericin layer covering 

the fibroin mass. 

6) As to the motive of shifting forwards the silken column in the lumen of 

the gland, there is no intelligible view advanced by previous authors. Some authors 

ascribe this partly to the action of so-called fliere in the spinneret and partly to 

the blood pressure. The silken column in the gland-lumen, however, is not a solid 

body, but nothing more than a viscous fluid; then, the first half of this view 

self-evidently loses its power ; the second half is unintelligible, because the pressure 

of blood, which slowly flows backwards in the so-called body cavity of caterpillar, 

may not act as motive pressing forwards the secretes. In my opinion, the motive 

force in question is quite different. Numerous air-bubbies are seen in the interior 

of the silken column, and a large air-reservoir is found between the inner wall of 

the secretory cells and the central silken column, a fact which is so striking that 

it may not be overlookd at any rate. This enormous amount of air is doubtless 

brought in by tracheal passages which give it off within the ecll-bodies from their 

free terminations ; therein the air is driven into the gland-iumen, where it becomes 

accumulated to preserve a considerable pressure. The posterior end of the gland 

being totally blind, this pressure ucts on the silken column, so that this force is 

utilized to shift forwards the latter. 

7) The anterior division is not excluded from the silk-production, but secretes, 

in the cmbryonal stages, some silken fluid, as in the other two divisions, although 

the silk secretion is entirely given off, when the embryo hatches out, to be followed 

by seeretion of the chitinous substance which makes up the exceedingly thick 

intima. 

8) During the first age, the cell-muclei are nearly uniform in shape and size 

throughout the whole cxtent of the silk gland: they vary from roundish to ellipsoid. 

Furkation of nuclei appears for the first time early in the second age in the anterior 

division, being not coincident with the observation by HELM.” 

9) In later stages of the larval life, the nuclei of the anterior division distinetly 

differ from those of the other divisions in microscopical features: in the former 

part they are slender, homogeneous, non-granulated and less ramified, while in the 

latter part they are massive, roughly granulated and complicatedly branched. 

1) F. E. Helm: Ueber die Spinndrüsen der Lepidopteren. Zeitschr. f. wiss. Zool. XXVI. 1876. 

pp 43 !-!69. 
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10) Cautious measurement shows that the silk-producing surface of the silk 

glands is absolutely smaller in Japanese races than in European ; however, considered 

in proportion to their body-weight, it is much greater in the former races as 

compared with the latter. This fact is seen in an excellent parallel with the 

results by the physiological experiment undertaken in the Tokyo Sericultural Insti- 

tute: this experiment shows that the European silkworms are, for a given quantity 

of mulberry-leaf supply, much inferior to the Japanese in respect to the cocoon- and 

silk-production. 

My work is not closed, but is being carried on and extended to the silk glands 

of some other silk-producing insects, which are nearly allied to Bombyx mori. The 

complete work will soon appear in a future paper. 

ii 妥 

昨年 以 泰 、 子 は 家 修 の 絹 続 腺 に 就き て 研究 し 、 多 少 従来 の 學 説 と 異 

な 5 な た る 結果 を 得 だ 5。 今 下 K 其 の 概要 を 摘 店 せん o 

1) 絆 腺 と 連繋 する 二 習 の 狭 長 筋 あ 5、 其 一 は 中 部 継 肛 に 連なり 、 

Wi RRO MCHA TS, HCA MRS OD PRI, RL 

% VC HIRO tunica propria LER T EHEN AH HH OT ACH 

要 な る 開 係 を 有する も の い ヽ \ 如 し 。 

2) 中 部 並 に 後部 継 腺 に は 、 種 々 の 森 さ を 有する 無 敷 の 気管 拉 め 附 

着せ 5、 但 前 部 継承 は 全く 気管 と 連 撃 と を 有 せ すず 。 此 等 の 気管 は 分 泌 

細胞 C 空 気 を 供給 する と 共に 、 絹 了 腺 を 其 位 置 に 固定 する の 作用 を 生 

QA る も の な り 5o 気 管 は 腺 の 外 膜 を 貫き て 深く 細胞 中 に 究 入 す 、 其 進 

入 す る 方 5 て は 気 営 の 突端 より 分泌 す る 一 種 の en2yme に ょ 5 外 

膜 の 接 鍋 部 を 溶解 する も る の な る べく 〈、 機 械 的 作用 に ょ より て 之 を 突破 

AUHST BALZASRMMAK ES CHE sPRL Bw 



24 HEZBBOHARMTAEERE 

環 シ を 有 せ ざる 細 微 の 毛細 管 と な り て 終る 。 WISTINGHAUSEN ® fif ii 
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4) Tunica intima は 前 部 に 於 て は 甚 厚く し て 還 彼 方向 に 走れ る 立 き 

(EMA T. 中 部 に 在り) て は 其 表面 に 征 規 則 正 し き 論 行 の 條 紋 を 
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mm PAA LRAT. A 4 MAIS BB UE IT AAR LI HI BZ, 
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BALRRARKRCEROBSOPC-HRBAK BY 6S 

Mit PRAARECFRBCKRCLEZADNTD MNRK( EF 

SZMAICR CRE CHAROTA ESE ( SEDALSO 

6) FRY EN RAEBRDATHACRCBAYLUVUARAKCHLT 

iA SB SNADHAS LHHS, RAS LS fl OBE 

CMROABALKCAHSAIODZTb Lo BNHUEI,KBRAKKUAZBH 

DECHBMAZRRTITBEIZ TUT, Air OBWA Biz ( PHB 

万 至 後 部 に 及ぶ の 理 ほ は ある 可 か ら ず 。 AUZIHECH ST 4S 

5 て は 、 一 大 理由 な き と と な を な ぅ 5 と す 。 何 と な れ ば 、 継 腺 は 血 溢 中 に 侵 

潰し あ ぅ ち て 、 其 血液 は 紛 方 に 流 る 、 と を以て 、 之 が 絹 継 物質 の 前 進 を 

促す の 動力 た 5 得 べ し と は 信じ 華 《、 殊 に 継承 は 前 後 左 吾 に 赴 台 曲 

折 せ る の みな ら ず 、 絶 験 内 腔 に は 指 継 物質 と 分 潜 幼 胞 と の 間 に 大 な 
442 EB0 >7CHRORBRAMRDACREOMAGHN EE 5, FO 

観る 所 に 依 れ ば 、 分 湊 細 胞 内 応 無 填 に 存在 せる 気管 毛細 管 ふ 1 5 放出 

# 6 75 2 Ris, tunica intima * HCC —-BRRRAB HCH 5, 

BeMALURRMALTRET. RAEUKNKRBRBRBECHALTUT, 

BRAC ROMRDMATHA CHET AZDHALBAADET 5, 

fHRRONEKBZBOBZRBRYEAZEARRDAPKRRE SSS 

MRORWCRECSARS ET, 

7) BBR RAUTRR RE Sb CE MOMMBL ACK BRDA LT 

FRTEA%ABHRLEKCENTEEA LC KAS chin ng 

FES KHEGEN?RS chtn 質 は 著 積 し て 前 部 に 特有 な る 厚 き 

intima を 形成 す 。 

8) 細胞 核 は 第 一 王 中 に 在り ) て は 、 経 陣 全 部 を 通じ て 其 形 態 殖 相 等 

し く 、 球 形 妃 至 本 彫 体形 を 呈す 。 第 二 醒 に 至れ ば 前 部 の 細胞 炉 は 早 

CREP ERU る も 、 中 部 並 に 後部 に 在 ) て は 第 四 画 に 入 》 初 め 

THRBEOHBRIHRUZINET, 

= 

す 
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9) KRY SBS ICE O CILLA RD MH Ks. SD Hm Ha EL 

KUHBBLBRCT NOMADIC RY ABI LULT. EM ORK 

3 5ReH SE UPR HT. Z ICR UC BHA IS DIA Ba N EEE 

kD, F#MBOKS EF iC LC, Hm SAK BY bo 

lA MELOMMOBBLLELCAMMKLTNEHBEHRE 
BCHMBN bo BNEL-HOWRRCHITSASICKH TUE, MA 

は 知 K 後 者 に 優れ 5》。 PMRKRELMOSHATNARBLASS 

可 か ら ず 。 
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CONTRIBUTIONS TO THE MYCOLOGICAL FLORA OF JAPAN. III. (1) 

ON THE JAPANESE SPECIES OF PHRAGMIDIUM. 

By 

MIKIO KASAI, Vogekushi. 

(With Plate I.) 

INTRODUCTION. 

The observation which I propose to report upon in the following pages was 

undertaken with a view to revising the species of Phragmidium existing in our 

country, and, if possible, to correctly describing a few of them in a manner that 

can readily be of service to those who are interested in the subject. 

Since DIETEL (8.9) recorded forty-six species of Phragmidium in his monogra- 

phic paper in 1905, eight more species have been described ; namely, Ph. Rubi- 

Thunbergii Kusano, Ph. orientale Sydow, Ph. Butleri Sydow, Ph. Nambuanum Diet., 

Ph. Rosae-acieularis Liro, Ph. Rubi var. candicantium Vleugel, Ph. Rubi-saxatilis 

Liro, and Ph. Englerianum Diet. Consequently about fifty four species have 

hitherto been known to the scientific world. Of these fifty four species, only ten 

have been supposed to belong to our flora. 

In the present paper I have been able to increase the number of our species 

of Phragmidium to seventeen. Eleven of these are peculiar to Japan and three 

are new to science. 

(1). Prepared under the direction of Prof. Dr. K. MIYABE. Contributions. I.-T. MIYAKE. 

On Puceinia Parasitic on the Umbelliferae of Japan. Journ. of the Sapporo Agric. Coll. Vol. II. Pt. 

3. 1906. Contributions. II. S. ITO, On the Uredineae Parasitic on the Japanese Gramineae. Journ. of 

the Coll. of Agric., Tohoku Imp. Univ., Vol. 3, No. 2, 1909. 



28 SEIE—- HREFZFILIFLL- AS ST 

Ph. subcorticium (Schrank) Wint. and Ph. Fragariastri (DC.) Schroet., which 

were ascribed by DIETEL (11) and P. HENNINGS (14) to our flora, have not been 

found by us, notwithstanding careful search being made for them. 

On Rosa rugosa Thunb. two forms of Phragmidium are commonly found in 

the vicinity of Sapporo. They have not been distinguished from each other, but 

have been ideutified collectively by most of our mycologists to Ph. subcortierum 

(Schrank) Wint. But a careful observation has disclosed the fact, that the so-cailed 

“Ph. subcoriicium” is in reality composed of two distinct species with a clear line 

of demarcation between them. I am inelined to consider them as new species and 

propose to give them the names of Ph. Rosae-rugosae and Ph. yezoense. 

The following seventeen species are found in our country : 

On Potentilla. 

1. Ph. Potentillae (Pers.) Karst. 

On Rosa. 

2. Ph. americanum (Pk.) Diet. 

3. Ph. fusiforme Schroet. 

4, Ph. japonicum Diet. 

5. Ph. Rosae-multiflorae Diet. 

6. Ph. Rosae-rugosae n. sp. 

7. Ph. yezoense n. sp. 

On Rubus. 

8. Ph. Barnardi Plowr. et Wint. var. pauciloculare Diet. 

9. Ph. griscum Diet. 

10. Ph, heterosporum Diet. 

11. Fh, Nambuanum Diet. 

12. Fh. Rubi (Pers.) Wint. 

13. Ph. Rubi-Idaei (Pers.) Wint. 

14. Ph. Rubi-japonici n. sp. 

15. Th. Rubi-Thaunborgü Kusano. 

16. Fh. Yoshinagai Diet. 

On Sanguisorba, 

17. Ph. carbonarium (Schlecht.) W int. 

The materials, on which my present study was based, were mostly those preserv- 

ed in the Herbarium of our College, which had been most kindly placed at my 

disposal by Professor Dr. K. MIYABE. Prof. M. SHIRAI, Prof. S. KUSANO and 
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Mr. T. YOSHINAGA also kindly supplied me on request with valuable specimens. 

And I have been able through the kindnes of Mr. T. MIYAKE to examine a few 

Saghslien specimens. Thus the total number of the specimens st my disposal 

amounted to 205. 

Now I wish here to express my hearty thanks to Prof. Dr. K. MIYABE who 

has helped and encouraged me throughout my work with many valuable suggestions 

and constant guidance and allowed me also the privilege of a free use of his library 

and collections. My obligation is also due to Prof SHIRAI, to Drs. Y. TAKAHASHI, 

S. KUSANO, T. MIYAKE, and S. ITO and to Mr. T. YOSHINAGA, who all had the 

goodness to aid me in many ways in the preparation of this paper. 

SPECIAL PARTS. 

On POTENTILLA. 

1. Phragmidium Fotentille (Pers.) Karst., Fung. Fenn., 1868, No. 94; Sace., 

Syll., VIL. p.743; Wint., Die Pilze, p.229; Schroet., Pilz Schles., p.352 : 

Fischer, Die Ured. d. Schweiz, p.410; Plowr., British Ured. and Ustilag., 

p-221; MeAlp., The Rusts of Australia, p.188; Diet. Engl. bot. Jahrb, Bd. 

37, 195, p-104; Diet.. Ann. Myeol, Vol.6, 1908, p 227; P. Henn., Engl. 

bot. Jahrb , Bd.52, 1903, p 36. 

Teon : Fischer, Die Ured. d. Schweiz, p.410, fig. 286; Ludwig, F., Lehr- 

buch d. Nied. Kryptogamen, p 475, fig. bo 

Hosts and distribution. 

On Potentilla chinensis Ser. 

Prov. Ise, Akogigaura (II. T. YOSHINAGA, Aug. 1904) 

Proy. Rikuchu, Ishinomaki (II. N. HTIRATSUKA, Sept. 1901) 

On Potentilla eryptotaeniae Maxim. 

Prov. Oshima, Konuma (II, III. K. MIYABE, Sept. 28, 1599) 

Prov. Iburi, Chitose (IL K. MIYABE et S. ARIMOTO, Aug. 4, 1902) 

Prov. Iburi, Hayakita (II. K. MIYABE et S. ARIMOTO, Aug 4, 1902) 

On Potentilla Diekensii Fr. et Sav. 

Prov. Mutsu, Iwakiyama (III. K. KIKUCHI, Aug. 24, 1596) 

Prov. Mutsu, Iwakiyama (III. N. HIRATSUKA, Sept. 1899) 

On Potentilla gelida C. A. Mey. 

Prov. Iburi, Matkarinupri (II, III. S. ITO, Aug. 1907) 
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On Fotentilla Kleiniana W. et A. 

Prov. Tosa, Kamoda-mura (II. T. YOSHINAGA, May. 1903 

2 7 5 Nov. 1907) 

Prov. Iyo, Ebara-mura (II. M. OKUDAIRA, May 22, 1899) 

Asakura-mura (III. 

REMARKS: — This is the only species in our country found parasitic on several 

species ef Pofentilla. I rather hesitate to believe, as will be referred to in the 

conclusion, the existence of Ph. Fragariastri (DC.) Schroet. in Japan, although 

P. HENNINGS (14.) recorded its cecurrence. 

On ROSA. 

2. Phragmidium americanum (Pk.) Diet., Hedwigia, Bd. 44, 1905, p.124. 

Icon : Diet., Hedwigia, Bd 44, 1905, pl. IV. fig. 5. 

Teleutosori hypophyllous, small, loose, scattered or aggregated, black ; teleuto- 

spores fusiform or eylindrical, cells 8-10, rarely 7 and 11, septa comparatively thin, 

base attenuated, apex with a sharp or blunt yellowish p.«pillum (12 mmm long), 

membrane dark-brown, thick, provided with many rath small colorless warts, 

not constricted at septum, the uppermost cell is often longer than the rest, germ- 

pores 3 in each cell, 80-100 x 28-32 mmm., pedicel pale-vellow in the upper part, 

firm, bulbous, longer than the spore length, up to 140 mm. 

Host and distribution. 

On Rosa dahurica Pall. 

Prov. Nemuro, Shumbetsu (III. K. MIYABE, Aug. 6, 1894) 

Saghalien, Sausuchainoskoe (III. T. MIYAKE, Oct. 8, 1907) 

VEMARKS :— Our plant corresponds exactly in every respect to the specimens 

of Ph. americanum (Pk.) Diet. and there remains but little doubt as to their iden- 

tity. The present species is more or less closely related to Ph. yezoense, n. sp, Ph. 

Jusiforme Schroet. and Ph. Rosae-multiflorae Diet. But from Ph. yezoense n. sp. it 

differs in form of papilla, the size of warts and also the number of cells. From 

Ph. fusiforme Schroet. the number of cells and the form of the uppermost cell 

appear to warrant sufficient disagreement. Ph. Fosae-multiflorae Diet. again varies 

from this species in respect of the color and form of pedicel and the number of 

cells. 

F. von THUMEN (26) recorded the occurrence of Ph. subcorticium (Schrank.) 

Wint. upon 78ose dahurica. But the species in question, though parasitic on the 

same host plant, sufficiently proves beyond doubt its identity to Ph. amerieanum 

(Pk.) Diet. rather than to Ph. subeortieium. (Schrank ) Wint 
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3. Phragmidium fusiforme Schroet., Brand- und Rostpilze Schles , p 24 ; Schroet , 

Pilze Schles., p354; Sace., Syll., VIL p.747; Plowr, British Ured. and 

Ustilag., p 256 : Fischer, Ured. d. Schweiz, p.404; Diet., Hedwigia, Bd.4, 

1905. 

Icon: Fischer, Ured., p 405, fig-283; Dietel, Hedwigia, Bd 44, 1905, pl. 

IV. fig 3 ; Ludwig, F ., Lehrb. d. Kryptogamen, p 465, fig.18. 

Host and distribution. 

On Rosa acicularis Lindl. 

Prov. Iburi, Mukawa (II. III. C. YENDO, Aug. 24, 1895) 

Saghalien, Vladimirohuka (II. II. T. MIYAKE, Aug. 22, 1906) 

REMARKS:— The present species was idenified several years ago by Prof. Dr. 

K. MIYABE and Mr. T. MIYAKE. Its occurrence in Japan, I believe has not yet 

been published in any paper. DIETEL states that the fungus is known so far to be 

restrieted to the eentral Europe. It should tkerefore bs of special interest to find 

it out-in nerth Japan. The present species will readily be recognised by its many 

celled and thin septated teleutospores. E. M. FREEMAN gives us an account of 

Ph. subeortieium (Schrank.) Wint. on Rosa acicularis from Minnesota, U. S. A. 

But the character of our type leaves no doubt about its identity with Ph. Jusiforne 

Schroet. 

4. Phragmidium japonicum Diet, Engl. bot Jshrb, Bd. 27, 1900, p.567 ; 

P. Henn, Engl. bot. Jahrb, Bd 3!, 1902, p.732; Sace., Syll., XVI. p316. 

Icon : Dietel, Engl. bot. Jahrb , Bd. 27, 19, pl. VI. fig.8. 

Hosts and distribution. 

On Rosa multiflora Thunb. 

Prov. Hizen, Omura (IIL Y. OKA, May. 1897) 

Prov. Harima, Himeji (II. Y. TAKAHASHI, June 10, 1599) 

Prov. Sagami, Misaki (IH. N. HIRATSUKA, Ang. 6, 1898) 

Prov. Musashi, Hodogaya (IIL T. MIYAKE, July 27, 1993) 

Prov. Ugo, Warabioka (III. K. MIURA, Aug. 27, 1905) 

= „ it..Chokai (IH. J ENT, 

On Rosa Wichuriuna Crep. 

Prov. Tosa, Kodono (III. T. YOSHINAGA, May 18, 1908) 

Prov. Mino, Gifu (III. E. TOKUBUCHI, June 3, 1899) 

Prov. Suruga, Gotemba (III. K. MIURA, July 12, 1907) 

= »  Fujisan (IIL. 2 Da. oD 

Prov. Musashi, Tokyo IH. S. KUSANO, Oct. 16, 1898) 
Hodogaya (III. T. MIYAKE, July 26, 1905) 

” 33 
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On Rosa Luciae Fr. et Sav. 

Prov. Settsu, Kobe (III. K. MIYABE, Sept. 5, 1899) 

Prov. Awa, Mera (IIf. K. MIYABE, July 29, 1893) 

REMARKS:— This endemie species was described by DIETEL in 1900 from a 

specimen collected by S. KUSANO in Tokyo. It is widely distributed throughout 

Honshu, Shikoku, and Kıushü. But it has not been found in Hokkaidö so far. 

The fact, that only one germ-pore is present in the upper end of each cell, is unique 

for Phragmidium. According to the generic character of Phragmidium accepted by 

such authorities as TULASNE, DIETEL, MAGNUS and LAGERHEIM, the number 

of the germ-pores are more than two in each cell. DIETEL remarks that the species 

may belong to the genus Kuhneola which MAGNUS founded on Ph. albidum (Kuhn.) 

Ludw. Yet for the present, we shall retain our species in the genus Phragmidium. 

5. Phragmidium Ros&-multiflore Diet., Hedwigia, Bd. 44, 1905, p. 132. 

Icon : Dietel, Hedwigia, Bd. 44, 1905, pl. IV. fig. 8. 

Hosts and distribution.— 

On Rosa multiflora Thunb. 

Prov. Tosa, Hane-mura (III. T. YOSHINAGA, Oct. 10, 1908) 

Prov. Iyo, Gosho-mura (Il. K. SENGOKU, June 26, 1900) 

a „  Maruho-mura (III. M. OKUDAIRA, June 15, 1902) 

>» っ Misakatöge (II. 2 May 20, 1899) 

Prov. Bizen, Machikanda (III. I. KONDO, July 20, 1908) 

Prov. Musashi, Takao (III. S. KUSANO, Oct. 1899) 

Prov. Shimotsuke, Nikko (III. G. YAMADA et J. HANZAWA, Aug. 6, 1900) 

Prov. Echigo, Yahiko (iI. III. S. ITO, July 23, 1908) 

s en Nahasıa Glas lie in ee) 

% = Rsubamren@ Wie eae AE ot ms) 

= hr Gomado (II. ITT. 55 Aug 20, 1908) 

Prov. Rikuchü, Kuzumaki (I. II. III. M. MIURA, July 6, 1907) 

Prov. Rikuchu, Iwatezan (Il. 8. ARIMOTO, July 16, 1903) 

Prov. Rikuchu, Asakishi-mura (III. Y. TAKAHASHI, Sept. 26, 1897) 

Prov. Rikuchu, Morioka (I. Il. G. YAMADA, May 24, 1903) 

Prov. Ugo, Sakata (III. G. YAMADA, Aug: 2, 1901) 

e »  senhoku-gun (I. II. E. TOKUBUCHI, July 12, 1897) 

7 Re Akita (II. III. T. YOSHINO, July 1896) 

Prov. Mutsu, Goshogawara (III. T. KASHIWAI, Oct. 1904) 

Prov. Oshima, Hakodate (III. K. MIYABE, July 10, 1890) 

Prov. Ishikari, Sapporo (III. E. TOKUBUCHI, June 28, 1891) 

Prov. Ishikari, Sapporo (I. II. III. M. KASAI, June 28, 1908) 

Proy. Ishikari, Sapporo (III. M. KASAT, Sept. 24, 1907) 
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Prov. Ishikari, Makomanai (III. M. KASAI, Nov. 1, 1908) 

On Rosa laevigata Mich. 

Prov. Tosa, Yoshiwaragoe (II. T. YOSHINAGA, Jan. 1908) 

REMARKS : 

country. This species was erroneously identified to Ph. subeortieium (Schrank.) 

Wint. by DIETEL in 1901 (Engl. bot. Jahrb., Bd. 28, p. 255). The same spe- 

eimen collected by S. KUSANO at Takao, on which DIETEL made his determination 

This is also one of the endemic species of Phragmidium of our 

in 1901, is also found in our College Herbarium. An examination of the specimen 

shows us that it is nothing but Ph. Rosae-multiflorae Diet. In Hedwigia, Bd. 44, 

p- 132, our present species was first described by DIETEL. He mentions there only 

the name of the eollector, S. KUSANO, without giving the locality and the date 

of the collection. He might have used, as it seems to be the case, the same 

specimen of 190: from S. KUSANO over again. The best criterion, by which this 

species is distinguished from Ph. subeortieium (Schrank.) Wint. is its smooth, beau- 

tiful, flavated pedicel whose upper half is of a deep yellowish color. The teleuto- 

spores make their appearance very early in summer. I got many specimens of 

them by the end of June last year in the vicinity of Sapporo. This is the only 

species on Rosa multiflora in Hokkaidö, as Ph. japonicum Diet. has not yet been 

found here on the same host so far. On Rosa laevigata Mich. the teleutospores are 

not yet found. Mr. T. YOSHINAGA informed me, in his letter accompanied to the 

specimen, that the uredostage on the host above named was identified to Ph. Rosae- 

multiflorae Diet. by DIETEL. 

6. Fhragmidium Rosx-rugose. n sp. 

Caeomata forming a large dense cushion on stems, petioles, and fruits, and on 

the lower surface of leaves often causing a remarkable deformation, bright orange ; 

paraphyses club-shaped, contents yellow, granular ; cseomaspores polygons! or globose, 

epispore minutely warty, hyaline, contents granular, orange yellow ; 22-24 mmm. 

in diam., germ-pores 3-4. 

Uredosori hypophyllous, yellow, minute, orbicular, scattered or crowded ; para- 

physes linear cylindrical, generally slightly curved ; uredospores globose, ovate or 

polygonal, diameter 16-22 mmm., contents yellow, epispore finely echinulate, 2 mmm. 

thick, colorless ; germ-pores 4-5. 

Teleutosori hypophyllous, scattered or loosely aggregated, brown to chestnut- 

brown, not black, readily detachable ; teleutosporex cylindrical, rourded at both ends, 

brownish-yellow ; papilla obtuse, very short (4-6 mmm.), yellow ; 7-11 celled (some- 
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times 4-6), 72-128 x 28-32 mmm.; two end cells generally longer (12-16 mmm.) than 

the rest (8 mmm.); epispores 4-7 mmm. thick, brown, warty ; germ-pores 3 in each 

cell (even in the apical cell); wall of the pedicel pale yellow towards apex, more 

or less swelled in the basal part, 100-150 mmm. long. 

Host and distribution. 

On Rosa rugosa Thunb. 

Prov. Ishikari, Sapporo (III. K. MIYABE, Oct. 1889)(II. K. MIYABE, July 1892) 1. K. 

MIYABE, July 1890)(1. II. III. M. KASAT, Oct. 30, 1908)(T. M. KASAI, June 

14, 1908) 
ポ 人 Garugawa (III. M. MIURA, Sept. 22, 1907)CII. III. M. KASAI, Oct. 17, 1908) 

“ im Ishikari (III. J. HANZAWA, Oct. 17, 1908) 

5 ” Shinoro (III. G. YAMADA, Sept. 23, 1892) 

Prov. Oshima, Kamiiso (II. K. MIYABE, July 12 1890) 

Prov. Shiribeshi, Okushiri (II. K. MIYABE, July 31, 1980) 

A 55 Zenibako (II. III. M. KASAI, Oct. 17, 1908) 

Prov. Hidaka, Samani (II. E. TOKUBUCHI, Aug. 9, 1892) 

A Sg Niikapp (I. M. KASAT, July 12, 1907) 

5 _ Atsubetsu (I. 2 aA ine a: pte em) 

Proy. Kushiro, Kushiro (IJ. T. KAWAKAMI, Sept. 1896) 

Proy. Nemuro, Nemuro (II. G. SUGIYAMA, Aug. 1891) 

Prov. Iburi, Matsushima (II. III. K. MIURA, Sept. 20, 1905) 

Rishiri-Island (II. T. KAWAKAMI, Sept. 1, 1899) 

P (II. III. M. MIURA, Aug. 15, 1907) 
Rebun-Island (III. M. MIURA, Aug. 24, 1907) 

Kurile, Etorofu (I. II. T. KAWAKAMI, Aug. 15, 1898) 

REMARKS :— Comparing this with other species of Phragmidium already 

known to grow on Rosa, I am disposed to regard it as a new species. 

BAND? (1) makes the statement that PA. subcorticium (Schrank.) Wint. fails to 

attack Rosa rugosa even when artificially infected. Rosa arkansana, R. blanda, 

R. setigera, R. foliosa, R. nitida, R. Engelmanii, R. gymnocarpa, IR. pisocarpa, R. 

Woodsü, R. rubiginosa, R. rubrifolia, and R. lucida in the Botanical garden of our 

College have proved to be perfectly immune to “/raginidium, while Rosa rugosa, 

planted near by, is seriously infected by two different species of Phragizidium, both 

of which are peculiar to our country ; namely Ph. Rosae-rugosae n. sp and Ph. 

yczo-nse m. sp. Macroscopically the present species is allied to Ph. subcortieium 

(Schrank.) Wint. with regard to the form of its ceomata and other stages. But 

in the following points they are at variance. 

Ph. subeortieium. Ph, Rosae-rugosae. 

Teleutosori black brown. 
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Teleutospore brownish-black yellowish-brown 

Number of cells 4-9 7-11 

General form fusiform or subeylindrical eylindrical 

Papilla long (10-12 mmm.) very short (4-6 mmm.) 

Pedicel conspieuously bulbous slightly inflated 

(100-120 mmm. long) (159 mmm. long) 

REMARKS: — From Ph. yezoense n. sp. this species differs by the colour of 

its teleutosori as well as by that of the teleutospores.. The general form of the 

teleutospores and the shape of papilla also show sharp points of their dissimilarities. 

The characteristics of Ph. Rosae-rugosae n. sp lie in the very short papilla, a 

cylindrical outline and also in the brownish-yellow color of its teleutospores. I have 

often noticed that in the lower part of the pedicel, where fine spiral striation often 

comes to view, the outer portion of the wall, on a long treatment with potash or 

water, swells up and melts away leaving the innermost layer of the wall compa- 

ratively unchanged. 

7. Phragmidium yezoense n. sp. 

Teleutosori on petioles large, aggregated, often elongated ; on the under surface 

of leaves, small, densely scattered or crowded, black (not brown), readily detachable : 

teleutospores fusiform, subeylindrical or subelavate, dark-brown, never yellowish- 

brown, 5-10 celled ; attenuated or rounded at both ends, uppermost cell longer than 

the rest : apical papilla conical or awl-shaped, pale-yellow, generally 6-1} mmm., 

often rough at its tip; not constricted at septum ; 72-105 x 25-32 mmm.: wall thick, 

verrucose ; germ-pores 2-5 in each cell ; pedicel pale-yellow in the upper part, more 

or less bulbous in the lower half (16 mmm. broad), up to 150 mmm. long. 

Host and distribution. 

On Rosa rugosa Thunb. 

Prov. Mutsu, Goshogawara (III. T. KASHIWAI, Nov. 1904) 

Prov. Iburi, Matsushima (III. K. MIURA, Sept. 20, 1905) 

Prov. Shiribeshi, Raidentöge (III. G. YAMADA, Oct. 5, 1900) 

& Zenibako (III. M. KASAI, Oct. 17, 1908) 

Prov. Ishikari, Sapporo (III. K. MIYABE, Sept. 10, 1895) 

a ーー III. M. KASAT, Oct. 30, 1908) 

Kurile, Shumushu (III. S. YOKOYAMA, Sept. 22, 18927 

Saghalien, Nayoro (III. T. MIYAKE, Sept. 9, 1906) 

Pelwayapedji (III. = Oct. 12. 1906) 

REMARKS:— Most probably this is the species that some of our mycologists 
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have taken to be identical with Ph. subcorticium (Sehrank.) Wint. BANDI (1) 

informs us, that Ph. subcorticium (Schrank ) Schroet. does not inhabit on Rosa 

rugosa which is the host of the species in question. In fact this species differs from 

the above-named in more than one point. Macroscopically it shows a large and 

elongated cushion of teleutosori upon the petiole, which, indeed, is neither found nor 

anywhere mentioned to be seen in the case of Ph. subcorticium (Schrank.) Wint. 

Microscopically they disagree not only in the shape and size of the pedicel but also 

in the nature of the papillum. Taking again the respective number of cells into 

consideration we frequently come to another point of dissimilarity ; for in the case 

of Ph. subcorticium (Schrank.) Wint. there always exist 7 or 8 cells only, while 10 

celled form in our species is comparatively often met with. Neither can this spe- 

cies be identical with Ph, Rosae-sterigerae Diet. of North America. They differ 

from each other in the size of the teleutospores, and also in the color of the papilla 

as well. Distinction between this species and Ph. americanum Diet. is also easily 

noticeable, as we have already discussed in detail under the latter species. 

On RUBUS. 

8. Phragmidium Barnardi Plowr. ct Wint., var. pauciloculare Diet., Enel. bot. 

Jahrb., Bd. 32, 1902, p.49; Diet., Hedwigia, Bd. 44, 1905, p.344; P. Henn., 

Eng]. bot. Jahrb., Bd. 31, 1903, p.732; Sace., Syll., XVII. p.399; Diet. 

Ann. Mycol., Bd. 6, 1908, p.227. 

Hosts and distribution, 

Prov. Iyo, Maruho-mura (II. M. OKUDAIRA, June 17, 1992) 

Proy. Tosa, Kamoda-mura (III. T. YOSHINAGA, Noy. 1907) 

Proy. Settsu, Kobe (II. K. MIYABE, Sept. 5, 1889) 

Prov. Mino, Ogaki (II. E. TOKUBUCHI, Dec. 28, 1898) 

に eGift Glin: “ Oct. 1898) 

Proy. Musashi, Oji (III. K. SENGOKU, Cct. 29 1895) 

" = Urawa (III. N. NAMBU, Nov. 15, 1899) 

Prov. Echigo, Gomado (II. S. (TO, Aug. 20, 1908) 

5 » Xahagi (II. S. ITO, July 22, 1908) 

Prov. Mutsu, Goshogawara (III. T. KASHIWAI, Oct. 1904) 

> »  Furumaki (II. K. SENGOKT, Oct. 4, 1895) 

Proy. Iburi, Numanohata (III. K. MIYABE et G. YAMADA, Nov. 1, 1900) 

Oiwake (III. Ss > Oct. 30, 1900) 

he »  Mombetsu (II. K. MIYABE, Aug. 14, 1890) 

Proy. Shiribeshi, Zenibako (II. III. K. MIYABE, Oct. 5, 1891) 

Gul, IUBR > Sept. 9, 1896) 

” 22 

2 ” ” 
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Prov. Shiribeshi, Zenibako (IIT. G. YAMADA, Oct. 20, 1899) 

Prov. Ishikari, Maruyama (I. J. HANZAWA, May 8, 1901 

er > + (III. M. KASAT, Sept. 19, 1908 

4 = Pe Cd. T. MIYAKE, June 8, 1901 

3 Moiwa (III. T. MIYAKE, Oct. 26, 1902) 

Makomanai (III. M. KASAI, Aug. 15, 1907 

N > Ishiyama (III. M. KASAT, Sept. 15, 1907) 

x - Ishikari (III. G. YAMADA, Oct. 24, 1899) 

- Asahigawa (III. K. MIURA, Oct. 10, 1906) 

En r Shimofurano (III. M. KASAI, Sept. 20, 1908) 

Re m Chikabumi (III. T. MIYAKE, Sept. 1905) 

35 * Kamuikotan (III. M. KASAT, Sept. 27, 1908) 

i 上 Sapporo (IH.:K. MIURA, Oct. 30, 1906)CI. K. MIURA, June 5, 1906) 

(1I. E. TOKUBUCHI, Aug. 1895)(I. U. E. TOKUBUCHI, June 39, 1890)CH. 

III. E. TOKUBUCHI, Sept. 1895)CIH. E. TOKUBUCHI, Oct. 1896 CI. K. 

MIYABE, June 1890)(II. IH. K. MIYABE, Oct. 1889)<I. K. MIYABE, June 

21, 1892)(II. IH. K. MIYABE, Aug. 25, 1891)( III. T. MIYAKE, Oct. 21, 1992) 

CII. III. M. KASAI, Sept. 13, 1908)CH. III. M. KASAI, Aug. 25, 1307)CIII. M. 
KASAT, Oct. 10, 19073CIII. M. KASAT, Sept. 29, 1997 

On Rubus phoenicolasius Maxim. 

Prov. Shiribeshi, Zenibako (III. G. YAMADA, Oct. 20, 1899) 

REMARKS :— This endemic species was first described by DIETEL in 1905 as 

a variety of Ph. Barnardi Plowr. et Wint., which is an Australian species on Rubus 

parvifolius. But the host of the present variety is not restricted to Rubus par- 

vifolius only. For it has been found on Rubus phoenicolasius, and is also reported 

to attack Rubus rosaefolius Sm. var. minor Hak. As to the Rubus parvifolius of 

Japan, MATSUMURA (20) regards it as synonymous with Rubus triphyllus. Uf it 

is really so, the Australian host, on which DIETEL lays so much stress in draw- 

ing his conclusion, becomes a different thing from the so-called Rubus parvifolius 

of our land. Compared with the description and the photographic figures given 

by MCALPINE our species appears to vary in divers points from the Australian 

type, so far as the morphological characters are concerned. All these reasons 

readily tend us to throw doubts on the correctness of taking this species as a variety 

of Ph. Barnardi Plowr. et Wint. But for the present we shall stick to the present 

name which is so familiar to us. 

9. Phragmidium griseum Diet., Engl. bot. Jahrb., Bd. 32, 1903, p.49; Sace., 

Syll., XVII, p.899; Diet., Hedwigia, Bd. 44, 1905, p.344. 

Host and distribution. 
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On Rubus incisus Thunb. 

Prov. Tosa, Kamo-mura (II. III. T. YOSHINAGA, Aug. 15, 1905) 

Prov. Kozuke, Myogisan (II. III. S. KUSANO, Nov. 4, 1899) 

Prov. Shimotsuke, Nikko (II. III. G. YAMADA & J. HANZAWA, Aug. 6, 1900) 

REMARKS:— This is also one of our endemic species described by DIETEL 

in 1903. Among the few specimens I have had the occss.on to examine, the one 

received from S. KUSANO may be regarded as the best representative of the type. 

It has two germ-pores in the uppermost cell of the teleutospore, situated a little 

above the middle of the cell, while in the other cells there are three set closely 

under the septum. The general character of the teleutospore bears much resem- 

blance to that of Ph. Yoshinagai Diet. DIETEL holds the length, the papillum 

and the constriction at septum as the distinctive points of their teleutospores. But 

many well constricted and conically papillated teleutospores of PR. Yoshinagai 

Diet. have come under my observation which seem to stand in contradiction to 

DIETEL’s remarks to a certain degree. 

6 

10. Phragmidium heterosporum Diet., Engl. bot. Jahrb., Bd. 22, 1963, p.626 ; 

Sacc., Syll., XVII, p.399; Diet., Hedwigia, Bd. 44, 1905, p.344. 

Host and distribution. 

On Rubus trifidus Thunb. 

Proy. Tosa, Kodono (il. T. YOSHINAGA, Jan. 1908) 

Prov. Izu, Ito (II. S. KUSANO, Jan. 3, 1900) 

VEMARKS:— This species is also endemic to our country. The first account 

of it was given by DIETEL in 1903 after examining the specimen collected by S. 

KUSANO at Ito, Prov. Izu. The materials I have examined were all in the ure- 

dostage. DIETEL made remarks concerning the affinity of this species with Ph. 

obtusum (Strauss) Wint. I have, however, hardly, any thing to say on this species, 

as | have not been able to observe the teleutospores myself. 

ta: Phragmidium Nambuanum Diet., Ann. Mycol., Bd. VI, 1908, p.227. 

Host and distribution. 

On Rubus occidentalis L. var. japonica Miyabe. 

Proy. Iburi, Eniwasan (II. III. K. MIYABE et S. ARIMOTO, Aug. 6, 1902) 

Prov. Ishikari, Moiwa (III. G. YAMADA, Oct. 17, 1897) 

う の = CI. UI. K. MIYABE, Oct. 19; 1803) 

” ” ” ( IT. JUDE 9 Oct. 11, 1901 ) 

” ” „ ( JE ” Noy. 。 1897 ) 

REMARKS:— This species is also one of our endemic forms of Phragmidium, 
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recently described by DIETEL. The teleutosori resemble those of Ph. Rubi-Idaet 

(Pers.) Wint. on Rubus Idasus var. strigosus. But under the microscope Ph. 

Nanbuanum Diet. will at once be distinguished by its characteristic broad, stout 

and eylindrical teleutospores, conspicuous for the absence of papillum. This fungus 

is comparatively common in the vicinity of Sapporo. 

12. Phragmidium Rubi (Pers.) Wint., Pilze, p.230; Sace, Syll., VII. p.745; 

Schroet., Pilze Schles., p.353 ; Plowr., British Ured. and Ustilag., p.224; 

Fischer, Ured. Schweiz, p.418; Tubeuf, Handb., p.375; Klebahn, Zeits. f. 

Pflanzenkr., Bd. 17, 1907, p.140-142. 

Icon.: Fischer, Ured. d. Schweiz, p.418, fig.290 ; Plowr., British Ured. 

and Ustilag., pl. VI, fig.5 ; Tubeuf, Handb., p.375. fig.173; Ludwig, 

Lehrb. d. Kryptogamen, p.475. fig.16. 

Host and distribution. 

On Rubus arctieus L. 

Saghalien, Kusunnai (IIL. T. MIYAKE, Sept. 8; 1907) 
“= Shikka (IL. a Aug. 20, 1906) 

2 Solowiyohuka (III ,, Sept. 20, 1907) 

REMARKS:— This species is a new addition to our flora. Rubus arctieus 

L. seems to be a new host for this fungus. Uredo arcticus, recorded by LAGERHEIM 

(15) as living on the same host plant, appears to have no connection whatsoever 

with our present Phragmidium. The number of cells, a sharp papillum and 

shorter pedicel are the characters which distinguish Ph. Rubi (Pers.) Wint. from 

Ph. Rubi-Idaei (Pers.) Wint. and Ph. Rubi-japoniei n. sp. So far as our present 

knowledge is concerned, this species is found in Japan only in the Saghalien Island. 

13. Phragmidium Rubi-Idaei (Pers.) Wint., Die Pilze, p.231 ; Sace., Syll., VIL, 

p.448 ; Fischer, Ured. Schweiz, p.420 ; Schroet., Pilze Schles., p.355 ; Plowr., 

British Ured. and Ustilag., p.226; Klebahn, Zeits. für Pflanzenkr., Bd. 17, 

“1907, p.141-142. | 
leon: Dietel, Engl. u. Plantl, Pflanzenfam., 1. 1. p.71. fig.47. D.; Fischer, 

Ured. d. Schweiz, p.420. fig.291 ; Ludwig, Lehrb. d. Kryptogamen, p. 

475. fig.15. 

Host and distribution. 

On Rubus Idaeus L. var. strigosus Maxim. 

Kurile, Kanashiri, Zembekotan (III. H. TANAKA, Aug. 1893, 
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Prov. Ishikari, Jozankei (III. G. YAMADA, Oct. 12, 1902) 

Moiwa (II. III. T. MIYAKE, Oct. 4, 1903) 

Misomai (IH. K. MIYABE, Oct. 11, 1905) 

” ” 

22 22 

5 Misomai (IIT. J. HANZAWA, Oct. 11, 1905) 

hr N Ishiyama (III. a ea a) 

REMARKS: — ‘This is also one of the species newly added to our flora. The 

fungus is comparatively abundant in the vicinity of Sapporo. Comparing our plant 

to the North American specimens of Ph. Rubi-Idaei (Pers.) Wint. preserved in our 

College Herbarium there remains hardly any doubt as to their identity. Ph. Rubi- 

Idaci (Pers.) Wint. differs from Ph. Rubi (Pers.) Wint. by the number of the 

‚cells and by the shape of the papillum of the teleutospores. Also in spite of the 

many apparent similarities existing between this species and Ph. Rubi-japoniei n. 

sp., they differ from each other in the length of the pedicel, and also in the form 

of the uppermost cell. 

14. Phragmidium Rubi-japonici n. sp. 

Teleutosori liypophyllous, scattered, pulverulent, loose and black ; teleutospores 

subeylindrical, 6-11 celled, 72-120 x 24-28 mmm., tapering or rounded at apex, 

papillum acute, base rounded, not constricted at septum, uppermost cell longer than 

the rest ; epispore thick, dark-brown, verrucose ; germ-pores 3 or 4 in each cell ; 

pedicel shorter than or same as the spore-length, 60-110 mmm., flavate at the base 

and yellowish in the upper part. 

Host and distribution. 

On Rubus japonicus Maxim. 

Prov. Ishikari, Jozankei (III. G. YAMADA, Oct. 12, 1902) 

5 3 (III. M. MIURA, Oct. 17, 1909) 

N 4 „- CII. T. MIYAKE, Oct. 17, 1909) 

REMARKS :— The fungus under consideration was at first taken to be iden- 

tical with Ph. Rubi-Idaci (Pers.) Wint. But after all we are rather inclined to 

regard it as a new species. Our present type is easily distinguished! from Ph. 

Rubi-Idaci (Pers.) Wint. by the shorter pedicel and also by the acute papillum of 

its teleutospore. desides Rubus japonicus, being herbaceous, varies widely in its 

habit from Rubus Idaeus var. strigosus. 

1, Phragmidium Rubi-Thunbergii Kusano, Tokyo Bot. Mag., Vol. 18, 1994, 

p-147 ; Diet., Engl. bot. Jahrb., Bd. 37, 1905, p.104; Diet., Hedwigia, Bd. 44, 

1905, p.344. 
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Host and distribution. 

On Rubus Thunbergii S. et 2. 

Prov. Iyo, Iwayama (IL M. OKUDAIRA, May 21, 1899 

Prov. Settsu, Kobe (II. K. MIYABE, Sept. 5, 1889) 

Proy. Sagami, Hakone (II. K. MIYABE et G. YAMADA, April 12, 1901 

> Ci. K. MIYABE, April 12, 1901 

に aa に (ii. N. HIRATSUKA, Aug. 2, 1898) 

Prov. Musashi, Tokyo (IL. S. HORI, April 17, 1900) 

> = 5 III. M. SHIRAI, Nov. 1905) 

= af Hachioji (DI. Y. TAKAHASHI, July 27, 1893) 

REMARKS:— This species is also endemic to our country. KUSANO’s original 

description is said to have reached DIETEL, while his paper on Phragmidium in 

1905 was in the pres. However, DIETEL made a short remark on this species 

under Ph. Rubi (Pers.) Wint. var. miniatum J. Müll., saying “Als eine neue, in 

dieser Arbeit noch nicht berücksichigte Art erhielten wir während des Druckes 

noch Ph. Rubi-Tiunbergii Kusano auf Rubus Thunbergit S. et Z. aus Japan. Sie 

ist den anderen japanischen Art sehr ähnlich”. But nobody will think, that the 

present species is allied to PA. Rubi (Pers.) Wint. var. miniatum J. Müll., when 

he once observed the smooth epispore of the former. In reality, the smoothness of 

the epispore of Ph. Rubi-Thunbergii Kusano was not mentioned in the original 

description of this species. Through the kindness of Prof. M. SHIRAT I got a 

specimen of the teleutostage of the present species. Under the microscope the teleu- 

tospore disclosed its resemblance to Ph. grisenm Diet. in the character of the pa- 

pillated apex and of the constriction at septum. But, as the author of the species 

well noticed in his remarks, the number of the germ-pores in each cell are 2, while 

in the case of Ph. grisewm they are generally 3. The length of the pedicel of 

the present species is also always shorter than that of Ph. griseum 

16. Phragmidium Yoshinagai Diet., Engl. bot. Jahrb., Bd. 34, 1905, p.586 ; 

Diet., Engl. bot. Jahrb., Bd. 37, 1905, p.104; Diet., Ann. Mycol., Vol. VI, 

1908, p.227 ; P. Hennings, Engl. bot. Jahrb., Bd. 34, 1905, p.596. ・ 

Hosts and distribution. 

On Rubus morifolius Sieb. 

On Rubus erataegifolius Bee. 

Prov. Iwaki, Tögatta (II. III. K. MIYABE, Aug. 28, 1893) 

Prov. Iwate, Asakishi-mura (IT. III. Y. TAKAHASHI, Sept. 26, 1897) 
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Prov. Rikuchu, Tsunagi-mura (III. Y. TAKAHASHI, June 17, 1897) 

Prov. Mutsu, Hirosaki (III. N. HIRATSURA, Sept. 29, 1897) 

Prov. Oshima, Nanae-mura (III. 1% MIYAKE, Aug. 11, 1897) 

の 上 Hakodate (III. K. MIYABE, July 10, 1890) 

Proy. Shiribeshi, Kumaishi (III. a > 2), 1890) 

“3 Otaru (III. G. YAMADA, Aug. 1898) 

> 55 „ CLIT. T. KAWAKAMI, Oct. 1898) 

REMARKS :— Mr. T. YOSHINAGA kindly sent me, on request, a part of the 

type specimen on Rubus morifolius, with which I was able to compare our Hok- 

kaido forms on Rubus erataegifolius. On examination I came to know that they 

are doubtlessly the same as 7 ん Yoshinagat Diet. Only point of difference is 

_ that 6-celled teleutospores are comparatively often encountered in the case of the 

Hokkaido-forms, while in the Tosa specimen the spores are always composed of less 

than five cells. 

On SANGUISORBA. 

17. Phragmidium carbonarium (Schlechts.) Wint., Die Pilze, p.227; Fischer, 

Ured. d. Schweiz, p.406 ; Sace., Syll., VII, p.751; Plowr., British Ured. and 

Ustilag., p.227 ; Schroet., Pilze Schles., p.355 ; Dietel, Engl. bot. Jahrb., Bd. 

27, 1900, p.567 ; Dietel, Hedwigia, Bd. 44, p.346 ; P. Hennings, Engl. bot. 

Jahrb., Bd. 27, p.147. 

Icon.: Fischer, Die Ured. d. Schweiz, p.407, fig.284; Dietel, Engl. u. 

Plantl, Pflanzenfam., 1. 1. p.71. fig.47. E; Ludwig, Lehrb. d. Kry- 

ptogamen, p.475. fig.22. 

Hosts and distribution. 

On Sanguisorba tenwifolia Fisch. var. alba 'Trautv. et Mey. 

Prov. Shinano, Yatsuradake (III. T. MIYAKE, Aug. 5, 1903) 

Prov. Ishikari, Kita-mura (1. K. MIURA, May 24, 1906) 

の a Sapporo (1. の e265 11906) 

se > Horomui (I. G. YAMADA, July 3, 1902)(1. II. G. YAMADA, July 30, 

1900)(1. III. S. ITO, July 8, 1908) 

の 55 Fukagawa (J. III. T. MIYAKE, July 10, 1901) 

> 5 Sarugawa (I. III. K. MIYABE, July 9, 1891) 

„ > Tobetsu (I. I. SHIMIZU, July 21, 1890) 

本 5 Tsuishikari (I. II. S. ITO, July 1907) 

Prov. Oshima, Hakodate (III. K. MIYABE, July 10, 1894) 

x > Izumizawa (111. 35 ye: 1890) 

5, rt Kamiiso (III. 5 21211890 

E- 
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Prov. Hidaka, Samani (III. Y. TOKUBUCHI, Aug. 8, 1592) 

» Namanohata (I. II. M. KASAI, July 7, 1907) 

本 ® Niikapp (IL. UL = 。 20, 1907) 

Prov. Iburi, Oshamambe (I. G. YAMADA, July 26, 1807) 

P= »  Mororan (I. K. MIYABE, Jane 10, 1900) 

Names . QL G YAMADA, Aug. 3, 1898) 

Rishiri Island, Oshitomari (IIL. T. KAWAKAMI, July 21, 1899) 

Kurile Island, Etrofu, Shana (I. K. MIURA, July 11, 1906) 

= = a Toro (I. =: » 24, 1906) 

2 „ - Shakotan GIL T. KAWAKAMI, Ang. 1, 1898) 

> „ Eitrofu, Shana (IH. ji っ > る 1898) 

On Sanguisorba oficinalis L. 

Prov. Musashi, Tokyo (IH. S. KUSANO, May 30, 1897) 

Prov. Shimotsuke, Nikko (1. III. G. YAMADA et J. HANZAWA, Aug. 6, 1900) 

Prov. Rikuchu, Morioka (IIL S. ARIMOTO, July 15, 1905) 

On Sanguisorba canadensis L. var. media Maxim. 

Prov. Ugo, Chökaizan (L K. MIURA, Aug. 22, 1905) 

Prov. Uzen, Gwasan (III 3 。 13, 1905) 

に YO IH. G. YAMADA, Aug. 7, 1601) 

Prov. Iwaki, Zuwozan (III. K. MIYABE, Aug. 29, 1893) 

Prov. Rikuchu, Iwatesan (III. = Sept. 4, 189) 

Kurile Island, Urup (I. K. MIURA, July §, 1905) 

REMARKS:— This fungus is very common in northern Japan. 

CONCLUSION. 

In the preceeding pages it has been my endeavour to enumerate the seventeen 

species of Phragmidium found in Japan. These embrace ten species hitherto found 

in our country, four that have been unknown to us up to this day, and three that 

appear to be quite new to science. Among these seventeen species eleven are found 

only in this country. 

Though proper justice has been done in their respective places, it seems worth 

while to diseuss briefly how the mistake with regard to the identification of Ph. 

subeortieium (Schrank.) Wint. and Ph. Fragariastri ( DC.) Schreet. occurred. 

Originally Ph. subeortierum ( Schrank.) Schreet. was a European species. It was 

subsequently introduced into America and Australia. So far as our knowledge goes 

this species is not found at all in our country. It is true that reference to it is 

found in all our writings on this genus. But of these writings one of DIETEL 

is the earliest and practically the basis of all subsequent works. It has been my 
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good fortune to get from the College Herbarium the very specimen (No. 92) collected 

by Prof S. KUSANO at Mt. Takao, Prov. Musashi, on June 11, 1899, which 

DIETEL reported upon as Ph. subcorticium (Schrank.) Wint. in 1901. Under the 

microscope the above mentioned specimen showed to be nothing but Ph. KRosae- 

multiflorae Diet. At the time of describing Fh. Rosae-multiflorue Diet. in 1905, 

DIETEL did not give us the date and locality for the specimen, on which he 

fonnded this new species. He only mentioned KUSANO, the collector’s name. 

This fact makes it probable, that DIETEL used the same specimen in both occasions. 

As regards the existence of Ph. Fragariastri (DC.) Schroet. in Japan, frequent 

references are met with in our literature. Both kinds of specimens on which P. 

_HENNINGS made his report have been also in our possession While I was engaged 

in the study of those specimens they appeared to us upon examination to differ in 

no way from Pucciniastrum Potentillae Kom. This fact drew us on to a further 

study and closer examination of the above named Fuceiniastrum. In the course of 

my study my attention was directed to DIETEL’s remark under Pucciniastrum Poten- 

tillae Kom., in his Uredineen Japonice VI. (p.105), where he clearly sets down as 

follows; namely “Es ist dies Pilz (Puceiniastrum Potentillae Kom.), der von P. 

HENNINGS in Fungi japonici IV als Lh. Fragariastri (DC.) Schroet. aufgeführt 

ist.” This remark of DIETEL fully agrees with and corroborates what I had found 

to be the fact. Under Ph. Potentillae (Pers.) Karst., 1 have already said that in 

our country Ph. Fragariastri (DC.) Schroet. has not yet been found. 

— 

HOST-INDEX. 

1. Potentilla L. 

Potentilla chinensis Ser................. Phragmidium Potentillae (Pers.) Karst. 

Potentilla eryptotaeniae Maxim. ..... EEE N 

Potentilla Diekinsu Er. et Sav..........-.. EUR EL 

06600g gelida, ©. A: IMey ae II II 5 nen, 

oeniila kK lemiana) Ws er ame rer 

2. Rosa Tourn. 

Kosa acicularis Lindl............. .. Phragmidium fusiforme Schroet. 

Hosa dahurica Pall.......... .......Ph. americanum (Pk.) Diet. 

Mora laevigata, Mich.........2...Ba Ph. Rosae-multiflorae Diet. 

Rosa luciae Pr. et Roch. ............ Ph. japonicum Diet. 

in 4} 
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i oii. orien 2 eee 

Rosa rugosa Thunb...---- ye 

33 

Ph 

Fh 

Fh 

Ph 

. japonicum Diet. 

. Rosae-multiflorae Diet. 

. Rosac-rugosae n. sp. 

sp . yezoense u 

Rosa Wichuriana Crep...-- - Ph. japonicum Diet. 

3. Rubus L. 

Tubus. arctacus Ly... . .-: gee. 2 272: . Phragmidium Rubi (Pers.) Wint. 

Rubus erataegifolius Bge. ーー Ph. Yos'inagai Diet. 

Rubus Idacus L. var. strigosus... -....- Ph. Rubi-Idaei \Pers., Wint. 

Rubus mess. Thunb.:.238-.--::-*------- Ph. griseum Diet. 

Rubus japonicus Maxim. ......--...-.... Ph. Rubijaponici n. sp. 

Rubus mortfolius Sieb. --- ----.----------- Ph. Yoshinagai Diet. 

Rubus occidentalis L. var. japonicus... Ph. Nambuanum Diet. 

Rubus parvifolius Vs... -2-2----+-----+----- Ph. Barnardi var. paueiloculare Diet. 

Rubus phoenicolusius Maxim......-.-----~---------- e 

Eubus Thunbergü S. et 2....---..- _ Ph. Eubi-Thunbergii Kusano. 

Rubus rosaefolius Sm. var. minor. -..... Ph. Barnardi var. pauciloculare Diet. 

Rubus trifidus Thunb. -...-----.-----. 

4. Sanguisorba し 

Sanguisorba canadensis L. var. media. 

STR: 

Sanguisorba tenuifolia Fisch. var. alba. .. 

heterosporum Diet. 

. ecarbonarium (Schlecht.) Wint. 

- Sanguisorba officinalis, L.....-------------- BR = 

うー マー 
? 
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EXPLANATION OF FIGURES IN PLATE I. F 

Ali the figures were drawn with the aid of a camera-lucida, magnification being about 390 

times. Ph. heterosporum Diet. is not included being unable to get the teleutospore of the same. 

Re @, Phragmidium Potentillae (Pers.) Karst. 

Fig. 2. Phragmidium americanum (Ph.) Diet. 

Fig. 3. Phragmidium fusiforme Schreeter. 

Fig. 4. Phraguidium japonicum Diet. 

Fig. 5. Phragmidium Rosae-multiflorae Diet. 

Fig. 6. Phragmidium Rosae-rugosae n. sp. 

Fig. 7. Phragmidium yezoense n. sp. 

Fig. 8. Phragmidium Barnardi Plower. et Wint. var. pauciloculare Diet. 

Fig. 9. Phragmidium griseum Diet. 

Fig.10. Phragmidium Nambuanum Diet. 

Fig.11. Phragmidium Aubi (Pers.) Wint. 

Fig.12. Phragmidium Rubi-Idaei (Pers.) Wint. 

Fig.13. Phragmidium ubi-japonici n. sp. 

Fig.14. Phragmidium Rubi-Thunbergii Kusano. 

Fig.15. Phragmidium Yoshinagai. Diet. 

Fig.16. Phragmidium earbonarium (Schlecht.) Wint. 

oi Ra 

— FrEOH % Dietel 氏 は Hedwigia 誌上 に 於 て Phragmidium KC FH 

a 和 精細 な を る 論文 を 公 に し 内 に 四 十 六 種 を 記載 せ 5。 ERBBAOD 

研究 に 依り て 酸 表 せら れ な る 種類 は 略 入 種 に 止ま る が 知 し 、 KE 



48 夏井 一 日 本 フラ グ デ イィ ユー ム 選 に 就き て 

AVR CACM ON RZAARRAMOAWIA TAME ES 4% 

得 べ し 。 FLZUEKLMKCAT SCAM BET SIOLAA HD le 

+ IHNEN TFT, Hi t Ph. Potentillae (Pers.) Karst, Ph. Fragariastri (DC.) 

Schreet., Ph. japonicum Diet., Ph. Rosac-mulliflorae Diet., Ph. subeorticium (Schrank. ) 

Wint., Ph. Barnardi Plowr. et Wint. var. pauciloculare Diet, Ph. griseum Diet., 

Ph. heterosporum Diet., Ph. Nambuanum Diet., Ph Yoshinagai Diet, Ph. Rubi- 

Thunbergii Kusano, Je び Ph. carbonarium (Schlecht) Wint. 7% b & Fo An FE. 

余 が 全 同 の 研究 に 依 れ ば 以上 列記 せる も の の 内 7 が Fragariastri (DC.) 

Schroet., RX Ph. subeortieium (Schrank.) Wint. © = = fa Ze SACI NC HS Fe 

aaa DIE の 

in を Ph. Fragariastri ORAFEMHELTRBSSBSANıLKEHL 

ょ ー 千 九 百 〇 二 年 P. Hennings 氏 が Engler’s botanisches Jahrbücher 誌 上 

に 公 に せる Fungi Japonici IV. PR AB THF 4 CI HL A - RAU 

ZUFOTÄRKRSEHRKIHTZELKOTAL I RBRESNRS 

SMe ere > BIT ZEN < Puceiniastrum Potentillae Kom. の 寄生 せる 

も の 過ぎ ざり 58。 MI MICHEL C Dietel RKEIFO THESE 

て P. Hennings 氏 の 誤認 た る を 指 絢 せる も の あり 565。 乏 れ を 要する に 

AFG HR UB Potentilla 選 の 植物 に 寄生 する Phragmidium は 具 Ph. Po- 

tentillae (Pers) の 一 種 あ る の み o 

次 に Ph. subcorticium は 草野 氏 が 武蔵 國 高 尾 に 貢 て 探 集 せら れ だ 

る の いばら の 葉 上 に 寄生 せ る Phragmidium の 標 品 に 基き て 一 千 九 百 
〇 一 年 Dietel 氏 が 本 種 と 同一 種 な ? と し Engl. bot. Jahrb. gk b tc BH 
FZINRELLWHRREIMHERKDLTÄS OH EL A IT FEN 

ZADOITZAHAOTLESRZUDOR do # Dietel Ko Hr in Ph. 

subeortichum % 15 SF ORAS AM IL CH TEL - FIG 
〇 五 年 Dietel 氏 が 新種 と し て 記載 せる ア 7 ん Rosac-milliflorae & FF ti & Ar 

する が 如く 〈 秋 牽 の 差 知 と を 説 め ず 。 面 し て 同 著 者 は 該 新 種 を 記載 す 
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る 営 つ て 何等 此 諾 に 論 友 せ ざる の みな ら ギ ず 其 採集 地 及び 採集 月 

日 を も る 記入 せ ず 具 革 野 氏 の 捧 集 品 た る を 示す に 止ま る 。 之 依 つて 

或 は 局 一 標 品 を 用 ゐ て 記載 せる も の に あら ざる や を 疑 ふ も る の な 5。 

Ri zsıı zer 2 Phrogmidium は 精細 に 且 穴 する 時 は 種々 の 

MCR CMELABR ZN Li - ER OL MUACL HAT. ML 

TRZEERFETZIDEHLELTFEITSZSIDLURBERL 

異 る を 以 て 余 は 前 者 を Ph. Lose-rugose, 後 者 Ph. yezoense & tH BE bo 

以上 夢 ぶ る 理由 人 依 め て 此 等 二 種 を 本 邦 菌 界 ょ 5 除去 すれ ば 

EMAÄRE Phragmidium の 種類 は 具 十 を 敷 ふる の み 。 面 し て 今 同 会 

の 考察 K よ 5 て 付 此 れ に 七 種 を 沙 加 する と と を 得 た 5。 内 三種 は 

新種 と 訟 識 し 新 に 乏 れ を 記載 せ 5。 信 其 添加 七 種 の 名 移 を 記す れ 

(X Ph. americanum (Pk.) Diet., Ph. fusiforme Schret., Ph. Rubi (Pers.) Wint., Ph. 

Rubi-Idaei (Pers.) Wint., Ph. Rosae-rugose n. sp., Ph. yezoense n. sp. 及び Ph. 

Rubijaponiei n. sp. bb L To 

HTROBRLUAHTIRKEIRUT TEE LARA SZ. 内 本 邦 特 種 

と BUN 3 BB th Ph. japonicum Diet., Ph. Rose-multiflore Diet., Ph. Barnardi 

Plowr. et Wint. var. paueiloculare Diet., Ph. griseum Diet., Ph. heterosporum D¢et., 

Ph. Nambuanum Diet., Ph. Yoshinagai Diet., Ph. Rubi-Thunbergii 人 Kussno。 Ph. 

fose-rugose n.sp., Ph. yezoense n. sp. KU Ph. Lubi-japonici n. sp. D + — ML 

To 

EICHATAÄRRTRUSHKEHMOSERHRMIEINÜKX 

Da Lo 

1. Potentilla L. 

Phragmidium Potentille (Pers.) Karst. 

Potentilla chinensis Ser. ius a Ae 

a Cryptotaenie Maxim. ミツ モト 

“ Dickinsii Fr. et Sav. オス ハム キン マオ 

gelida C. A. Mey. ミヤ マキ ンー で オ 



2. Rosa ‘Tourn. 

Fotentilla Kleiniana W. et A. PAs 

Phragmidium americanum (Pk.) Diet. 

zos dahurica Pall. 

Ph. fusiforme Schreet. 

Bis 

Eh. 

Eh: 

Eh. 

3. Rubus. L. 

fosa acicularis Lindl. Ni 

japonicum Dict. 

Rosa Lucie Fr. 

multiflora Thunb. 

Wichuriana Crep. 

ftosae-multifiore Diet. 

vosa lacvigata Mich. 

multiflora Thunb. 

Rosae-rugose n. 

Rosa rugosa Thunb. シャ ー マ BR 

yezoense n. Sp. 

cosa rugosa Thunb. as J 

Phragmidium Barnardi Plowr. et Wint. var. pauciluculare Diet. 

Ph. 

Ph 

eh 

Ph 

Ph. 

fiubus parvifolius L. Fre HH 

BEE At phoenicolasius Maxim. 

rosaefolius Sm. var. minor Hack. 

griseum Diet. 

Rubus incisus Thunb. Fu An Te 

. heterosporum Diet. 

Rubus trifidus Thunb. 

Nambuanum Diet. 

カタ パル Figs 

Rubus occidentalis IL. var japonicus Miyabe. 

. Rubi (Pers.) Wint. 

Rubus arcticus L. 

tubi-Idei (Pers.) Wint. 

Rubus Ideus Vi. var. strigosus Maxim. 

oP SA Ai Se Ss 

Sa SP SY 

Ph. Rubi-japoniei n. sp. 

Rubus japonicus Maxim. ゴブ エ テ フ オ イチ デー 

“Ph. Rubi-Thunbergii Diet. 
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Rubus Thunb’rgü S. et の. GERNE 

Ph. Yoshinagai Diet. 

Rubus crategifolius Bee. BOF A Tae 

Rubus mortfolius Sieb. YS 

4. Sanguisorba L. 
Phragmidium carbonarium (Schlecht.) Wint. 

Sanguisorba canadensis L. var. media Maxim 

の も ニュ アー ツン Se eee 

officinalis L. EEE 

RR tenuifolia Fisch. var. alba Trautv. et Mey. 

oho we AS ee 

Se bICKACAME TART RCROTCHME MELO AK 

RSHULNRAGCNHHORBRKAMDAKERRMOABHOB 

ALB T SCL ERM ON RACE ERATSLRICROG 

ib CHINA ZEB RTBRYECHNRABDKBAE BHPWMAR= 

BEIETERLKITHOTEATHH EY AL TE OR 

RAIMBct WALL Rr EnNnrR¢~ABBPRHSLRALTCMAO 

意 を 表す 。 (明治 四 十 二 年 十 一 月 稿 ) 

Hi, 日 本 菌類 志 料 と は 東北 帝國 大 移 農 科大 移 攻 授 理 況 博士 

宮部 金吾 氏 の 研究 並 に 氏 の 指導 に ょ ち 5 て な れる 本 邦 産 南 類 の 研究 

粘 果 を 皿 ぜ せる ふも の に し て 巳 C 華 表せ られ だ た る $ の 次 の 如 し 。 

1. T. MIYAKE, On Puccinia Parasitic on the Umbelliferee of Japan. Journ. 

of the Sapporo Agric. Coll. Vol. II. Pt. 3. 1906. 

2. S. ITO, On the Uredinex Parasitic on the Japanese Graminee. Journ. 

of the Coll. of Agric. Tohoku Imp. Univ. Sapporo. Vol. III. Pt. 2. 1909. 





Trans. Sapporo N. H. S., Vol. TIT. Pl. 1. 
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DIE PSYLLIDEN JAPANS. II. 

VON 

S. KuwAYAMA. 

(Mit Tafel I1.). 

ー meーー ーー 

IV. Subfam. Triozinz. 

Uebersicht der Gattungen. 

1. Fühlergeissel dünn, fadenförmig, spärlich behaart ....... -..--..---. < の SS 

ー Fihlergeissel dicht behaart....................... ------------------- Stenopsylla ng. 

2. Scheitel und Rücken behaart ............................... Trichochermes Kirk. 

ECHL TATE Trucken ehe WAM och. oly 0-25 ee. os ae Se x 

3. Die 4te Zinke des Cubitus miindet in die Costa; die Fliigelspitze liegt daher 

er is Lind OnE Yo 

— Die 4te Zinke des Cubitus mündet in oder hinter der Flügelspitze ; die Flügel- 

in der 2ten Randzelle... 

spitze liegt daher zwischen dem Radius und der 4ten Zinke ....... Epitrioza ng. 

1. Gatt. Stenopsylla n.g. 

Type: Stenopsylla nigricornis n.sp. 

Körper glatt, kahl. Scheitel und Thorax ähnlich wie bei Homotome. Stirnkegel 

spärlich behaart, nach unten geneigt, so lang oder kaum länger als Scheitel, mit 

breiter Basis, zugespitzt. Fühler lang, dieht behaart ; 3tes Glied 14mal länger 

als das 4te. Vorderflügel häutig, am Ende deutlich zugespitzt ; Radius lang, Pte- 

rostigma und Stiel des Cubitus fehlen ; Iste Randzelle deutlich grösser als die 2te. 

Der Form des Vorderflügels und dem Nervenverlauf nach Tiioza etwas ähnl- 

ich, sie unterscheidet sich jedoch durch die dicht behaarten Fühler. 
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In Japan kommt nur eine Art vor: 

1. Stenopsylla nigricornis n.sp. 

Gelb oder bräunlichgelb ; auf dem Rücken mit braunen Flecken. Scheitel am 

Hinterrande deutlich ausgerandet, } so lang wie am Hinterrande zwischen den 

Augen breit. Stirnkegel grün, so lane oder kaum läneer als der Scheitel, stark 

divergirend, mit scharfen Spitzen. Augen gross und schwarz. Dorsulum ein wenig 

länger als breit. Fühler schwarz, «dicht behaart, $ so lang wie die Costa; die 2 

Basalglieder grün und gross. Vorderflüsel um 22 mal länger als breit, glashell, 

mit gelben Nerven; Radius sehr lang, mit dem Vorderrande fast parallel, am 

Ende nach vorn gebogen ; Radialstück der Costa Smal so lang wie das Spitzenstück 

derselben ; Iste Randzelle 4mal grösser wie die 2te. Beine gelblichbraun, mit sch- 

warzen Klauen. Abdomen grün. Genitalplatte (で ) einfach, so lang wie an der 

Basis breit, scharf zugespitzt; Zange sehr schmal, so lang wie die Genitalplatte. 

Untere Genitalplatte (2) allmählich zugespitzt, ein wenig länger als das vorherge- 

hende Bauchsegment, die obere ein wenig länger als die untere, mit schwarzer 

Spitze. 

Körperlänge: & & 3.0—3.3 mm. 

Zahlreiche Exemplare aus Formosa, Kagoshima (Kiushu), Moji und Takasago 

(Honshu) in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Figebuto-togari-kijirami. 

2. Gatt. Trichochermes Kirk. 

Trichopsylla Thomson, Opus. Ent. (f VIEL), p.820, 1877. 

Trichochermes Kirkaldy, Entomoloeist, p.280, 1904. 
af) > 2 | り 

In Japan kommen 2 Arten vor: 

Vorderfltigel.eanz 'slashelli.: 2 mw... a) u es en. Ran 

Vorderflügel glashell, am Basaldrittel schwärzliehbraun.... ......... bicolor n.sp. 

1. Trichochermes bicolor n.sp. 

Körper braun oder schwärzlichbraun, kurz behaart. Scheitel gelblichbraun, 

etwa 3 so lang wie breit, am Hinterrande ein wenig ausgerandet. Stirnkegel so 

lang wie der Scheitel, nicht divergirend, an der Aussen-und Innenseite gerade. 

Fühler kaum 』 so lang wie die Costa, gelblichweiss, spärlich lang behaart, das 

Endglied schwarz. Vorderflügel 3mal länger als breit, glashell, am Basaldrittel 
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braunlichschwarz, etwas lederig ; Nerven gelblichweiss, 2m Basaldrittel schwarz, oben 

lang behaart ; Radius lang, mit der Costa parallel, Radialstiick der Costa etwa 34 

mal länger als das Spitzenstück derselben ; die 4te Zinke des Cubitus mündet in 

die Flügelspitze. Beine braun; Abdomen schwarz. Genitalplatte (€) 14 mal so 

hoch wie an der Basis breit. Zange schmal, ein wenig kürzer als die Genitalplatte. 

Untere Genitalplatte (+4) um so lang wie das vorhergehende Bauchsegment, plözt- 

lich zugespitzt ; die obere ebenso geförmt und so lang wie die untere. 

Körperlänge: & | 2.5 mm. 

5 Exempiare aus Yamashiro (Honshu) und Kagoshima (Kiushu), in der Sammlung 

von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Neguro-kijirami. 

2. Trichochermes hyalina n.sp. 

Körper schwärzlichbraun, kurz behaart. Scheitel schmutziggelb, etwa ま so 

lang wie breit, am Hinterrande ein wenig ausgerandet. Stirnkegel schmutziggelb, 

solo so lang wie der Scheitel, stark divergirend. Fühler 4 so lang wie die Costa, 

gelb ; die 2 Basalglieder heller, das letzte ganz und das 9te an der Spitze schwarz. 

Dorsulum ein wenig länger als breit. Schildchen weiss. Vorderfliigel 23mal läng- 

er als breit, scharf zugespitzt, glashell, mit braunen Nerven ; Radius kurz, Radial- 

stück der Costa kaum länger als das Spitzenstück derselben ; die 4te Zinke des 

Cubitus mündet in die Flügelspitze. Beine bräunlichgelb ; die hinteren Schenkel 

vorwiegend, das 2te Tarsenglied und die Klauen Schwarz. Abdomen grünlichgelb, 

an der Basis schwärzlich. Genitalplatte ( 合 ) um so lang wie das Genitalsegment, 

plötzlich verschmälert, scharf zugespitzt. Zange kaum so hoch wie die Genitalplatte, 

einfach, sehr schmal. 

Körperlänge : & 2.0—2.5 mm. 

2 Exemplare aus Formosa in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Sukiba-kijirami. 

Gatt. ITI. Epitrioza n.g. 

Type: Epitrioza mizuhonica n.sp. 

Körper glatt, kahl. Kopf schief, nach abwärts geneigt, sammt den Augen ein 

wenig schmäler als der Thorax ; Stirnkegel ähnlich gebildet wie bei Trioza. Fühler 

lang, fadenförmig, das 3te Glied 2mal so lang wie das 4te. Pronotum kurz, Rücken 

ziemlich hoch gewölbt. Vorderfliigel mehr als 2 mal so lang wie breit; Radius 
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lang, mit der Costa parallel ; die 4te Zinke des Cubitus mündet in oder hinter der 

Flügelspitze ; die 2 Randzellen sehr . gross. 

Diese Gattung steht der Gattung Trioza sehr nahe, sie unterscheidet sich aber 

durch den Nervenverlauf des Vorderflügels. 

In Japan kommt nur eine Art vor: 

1. Epitrioza mizuhonica n.sp. 

Grün, gelb oder braun. Scheitel kaum länger als die Hälfte des Hinterrandes, 

am Hinterrande gerade. Stirnkegel } so lang wie der Scheitel, dicht an einander 

schliessend. Fühler 4 so lang wie die Costa, gelb oder weiss, das Endglied ganz 

und das 9te an der Spitze schwarz. Vorderflügel 23mal länger als breit, glashell, 

mit weissen oder gelben Nerven; Radialstück der Costa 4mal länger als das 

Spitzenstück derselben ; 2te Randzelle ein wenig grösser als die lste. Beine und 

Abdomen gelb oder grün. Untere Genitalplatte des 9 13 mal länger als das 

vorhergehende Bauchsegment, scharf zugespitzt, die obere ebenso geförmt wie die 

untere, der Ovipositor ragt etwas über die Spitzen der beiden Genitalplatten hervor. 

Genitalplatte (&) so lang wie das Genitalsegment, scharf zugespitzt. Zange so hoch 

wie die Genitalplatte, sehr schmal. 

Körperlänge: & 38 mm., £ 4.0 mm. 

Zahlreiche Exemplare aus Sapporo (Hokkaido), Takasago, Yamashiro und Ta- 

magawa (Honshu) in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : O-togari-kijirami. 

Gatt. IV Trioza Frst. 

Trioza Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver Preuss. Rheinl. 3, 67, 1848. 

In Japan kommen 12 Arten vor: 

Uebersicht der Arten: 

IFUSDrper. kanz schwarz A a Pi ee 

— Körper nicht ganz schwarz ; is Sn oe Ns Toe ARSFUFE < eee 

2 surnkegel schmutziggelb: EE ミミ キミ 9707008607000870850 

EnSkienkegel. "schwarz... a u Me mE, A cast a 3 

sas ete Glied. des Fühlers, ‚weiss u. ira oe ae ep wel ga 

eiıhllen'sanz schwarz... step N SEE NE Orem eon 

suulkewel) Sanz sch WAZ u... le se N. ee N 
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ー Sitirnkeeel nicht schwarz .....-.--------- 人 WER 6 

5. Scheitel ganz schwarz .................-. Be en 8. nigrieeps n.sp. 

— Scheitel ritlichgelb, mit 2 schwarzen Flecken ...... FLIRT‘ 12. striola Fior. 

6. Stirnkegel so lang wie der Scheitel..........................- 7 

ー Stirnkegel kürzer als der Scheitel... ..-. ..-- ...- --....-- --- REN 2. 8 

7. Radius kurz, fast gerade oder sehr schwach nach innen gebogen...7. remota First. 

ー Radius sehr lang, deutlich wellig gekriimmt..-.........-.-........ 5. magna n.sp. 

8. 2 Randzellen fast gleich gross..-.----.--- ---- --- Sa pete inte Se Sha ee 

— Iste Randzelle fast 2mal srosser als die 2te -..---...-....... ...9. brevifrons n.sw. 

9. Radius fast gerade oder sehr schwach nach innen gebogen ... --...--....-.---. 10 

— Radims wellig gekrümmt)’ -.----...------:.-+.--+-+- .......11. eurvatinervis Frst. 

10: Orangenrot, Körperlänge 2.0 mm... .---.-.-- .-.-.--2..-- . ==... 6. salicivora Reut. 

== Rellselb; Körperlänge 29 mm... -- AH ee rn 4. silacea M-D. 

— Grün oder schmutziegrünlichgelb, Körperlänge 1.5 mm .....10. viridula Zett. 

1. Trioza galii Frst. 

Trioza galii Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss Rheinl. p.87, 1548. 

Schwarz, glinzend. Stirnkegel kurz, etwas 3 so lang wie der Scheitel, dick, 

scharf zugespitzt, divergirend. Fühler um 4 so lang wie die Costa, schwarz; das 

3te Glied ganz, auch die Spitze des 2ten und die Basis des 4ten vorwiegend weiss 

oder gelblichweiss. Vorderfliigel glashell, selten sehr schwach gelblich gefärbt ; 

Nerven bräunlichgelb ; Radius gerade oder sehr schwach nach innen gebogen; Ra- 

dialstiick der Costa so lang oder ein wenig länger als das Spitzenstück derselben. 

Beine schwarz; Schienen und Tarsen gelblichweiss, Klauen geschwärzt. Abdomen 

schwarz, mit schmal roten Segmenträndern. 

Körperlänge: & 2 2.0 mm. 

3 Exemplare aus Sapporo (Hokkaido), Houshu und Formosa, in der Sammlung 

von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Ko-togari-kijirami. 

2. Trioza nigra n.sp. 

Schwarz, glänzend, zuweilen die Insertionsstellen der Vorderfliigel galblichrot. 

Scheitel um ま so lang wie breit, am Hinterrande ein wenig concav. Stirnkegel um 

so lang wie der Scheitel, scharf zugespitzt, divergirend. Fühler kaum 2 so lang 

wie die Costa, ganz schwarz. Vorderfliigel 23mal länger als breit, glashell, mit 
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hellbraunen Nerven ; Radius lang, wellig gekrümmt, Radialstück der Costa 2mal 

so lang wie das Spitzenstück derselben. Beine ganz schwarz, bisweilen die Schienen 

vorwiegend gelb oder braun. Abdomen und Genitalien schwarz. Genitalplatte (&) 

um so lang wie das Genitalsegment, in der Mitte nach hinten lappig erweitert. 
€ 

Zange 3 so lang wie die Genitalplatte, in der Mitte am breitesten, mit scharfer 

Spitze. Untere Genitalplatte (2) kürzer als das, vorhergehende Bauchsegment, am 

Hinterrande breit abgerundet, die obere sehr lang, scharf zugespitzt. 

Körperlänge: “Gy 1-0, mm,, 221,3 mm. 

Zahlreiche Exemplare aus Sapporo (Hokkaido), Takao und Tamagawa (Honshu), 

in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Diese Art steht der T. galii Zett. sehr nahe an, sie unterscheidet sich jedoch 

hauptsächlich durch die ganz schwarzen Fühler. 

Trivialname : Kuro-togari-kijirami. 

Schwärzlichbraun. Scheitel um } so lang wie breit, am Hinterrande deutlich 

concav. Stirnkegel ein wenig kürzer als der Scheitel, schmutziggelb, scharf zuge- 

spitzt, divergirend. Fühler um 4 so lang wie die Costa, schwarz; die 3 Basal- 

glieder bräunlichgelb. Vorderflügel um 2}mal so lang wie breit, glashell, mit 

gelben Nerven ; Radius kurz, schwach nach innen gebogen, Radialstück der Costa 

so lang wie das Spitzenstück derselben ; 2te Randzelle kaum grössr als Iste. Beine 

schmutziggelb ; die Schenkel vorwiegend schwarz; das 2te Tarsenglied und die 

Klanen geschwärzt. Abdomen und Genitalsegment schwarz. Genitalplatte (&) 

einfach, 3mal so lang wie an der Basis breit, schmutziggelb, mit schwarzer Spitze. 

Zange schmutziggelb, ein wenig kürzer als die Genitalplatte. 

Körperlänge: & 1.3 mm. 

Nur ein Exemplare aus Formosa in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Diese Art steht der T! galü Zett. nahe an, sie weicht jedoch hauptsächlich 

durch den schmutziggelblichen Stirnkegel ab. 

Trivialname : Tai wan-togarikyiram. 

3. Trioza silacea M.-D. 

Trioza silacea Meyer-Dür, Psyll. p 389, 1871. 

Trioza munda Flor. Rhyn. Livl.- II, p.515, 1861. 

Hellgelb, Abdomen grün. Scheitel am Hinterrande ein wenig concav. Stirn- 

kegel um # so lang wie der Scheitel, scharf zugespitzt, stark divergirend. Fühler 



KUWAYAMA: DIE PSYLLIDEN JAPANS. 54 

Pu) 
so lang wie die Costa, weiss, die 2 Endglieder und die Spitze des Sten schwarz. 

Vorderflügel 24mal länger als breit, glashell, mit hellgelblichen Adern ; Radius 

gerade, nur an der Spitze meistens sehr schwach, kaum erkennbar gekrümmt, 

Radialstück der Costa 14 bis über 2mal länger als das Spitzenstück derselben. 

Beine hellgelb ; bisweilen das cte Tarsenglied und die Klauen geschwärzt. 

Körperlänge: 2 ?.0 mm. 

3 Exemplare aus Ishiyama (Hokkaido) und Takasago (Honshu), in der Sammlung 

von Herrn Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Ao-togarikijirami 

4. Trioza magna n.SD. 

Hellgrün oder gelblichgrün. Scheitel kaum kürzer als die Hälfte der Breite, 

am Hinterrande ein wenig concav. Stirnkegel so lang wie der Scheitel, weiss oder 

weisslichgrün, mit scharfen Spitzen, stark divergirend, Fühler 4 so lang wie die 4 

Costa, braun ; die 2 Basalglieder grün, die Glieder 3.-8. an den Spitzen und die 2 

Endglieder ganz schwarz. Vorderfliigel 3mal so lang wie breit, glashell, mit 

weissen Nerven ; Radius sehr lang, schwach wellig gekrümmt; Radialstück der Costa 

6mal länger als das Spitzenstück derselben : 2te Randzelle 
belle! 

so gross wie die Iste. 

Beine hellgriin, das 2te Tarsenglied und die Klauen gebräunt. Abdomen grün. 

Genitalplatte (5) um so lang wie das Genitalsegment, in der Mitte beiderseits 

lappenartig erweitert. Zange einfach, um so hoch wie die Genitalplatte. Untere 

Genitalplatte (3) so lang wie die 2 vorhergehenden Bauchsegmente zusammen, an 

der Basalhälfte fast gleich breit, von hier an scharf zugespitzt, die obere so lang 

wie die untere, die beiden Spitzen gebräunt. 

Körperlänge: & 2.5 mm., 2 2.5 mm. 

7 Exemplare aus Hekone (Honshu), in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Trivialname : Midori-togarikijirami. 

5. Trioza salicivora Reut. 

Trioza salicivora Reuter, Med: Soc. Pro. Fet. Fl. Kenn. 1. p.75 1876. 

Orangenrot. Scheiel am Hinterrande concav, 3 so lang wie am Hinterrande 
bole! 

zwischen den Augen breit. Stirnkegel kaum so lang wie der Scheitel, stark diver- 

girend. Fühler weiss oder weisslichgelb ; 3 oder 4 Endglieder schwarz. Vorder- 

fliigel 23 länger als breit, glashell, mit gelben Adern ; die Costa schwach convex, 
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Radius gerade, Radialstück der Costa schwach convex, Radius gerade, Radialstück 

der Costa 12-2mal länger als das Spitzenstück derselben. Beine rötlichgelb ; das 

2te Tarsınglied und die Klauen dunkel. Abdomen und Genitalien rötlichgelb. 

Körperlänge: 2 2.‘mm. 

2 Exemplare aus Sapporo :Hokkaido), in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. 8. 

Matsumura. 

Trivialname: Yanagi-togarikijiramt. 

6. Trioza remota Frst. 

Trioza remota Foerster, Psyll. Vern. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. p. 83, 1848. 

Trioza cinnabarina Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. p. 85, 1848. 

Trioza drysobia Flor, Rhyn. Livl. II. p. 522, 1861. 

Hellrötlichgelb cder gelblichrot, auf dem Rücken mit bräunlichgelben Striemen. 

Scheitel am Hinterrande concay. Stirnkegel hellschmutziggelb, mit schwarzer äus- 

serster Spitze, um so lang wie der Scheitel, an der stumpfen Spitze etwas divergirend. 

Fühler um 』 so lang wie die Costa, schwarz; die 3 Basalglieder gelblichbraun. 

Vorderflügel 23mal länger als breit, mit gelben Nerven ; Radius kurz, fast gerade, 

manchmal kaum erkennbar, gegen den Cubitus gebogen ; Radialstück der Costa 

ebenso lang oder ein wenig länger als das Spitzenstück derselben. Beine hellgelb; 

die Schienenspitze und das Iste Tarsenglied ein wenig gebräunt, das 2te Tarsenglied 

und die Klauen schwarz. Abdomen oben braun, unten und Genitalien hellgelblich. 

Körperlänge: & 1.8mm., 9 2.0mm. 

8 Exemplare aus Tokio und Yamashiro (Honshu), in der Sammlung von Herrn 

Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Kashi-toharikijirama 

7. Trioza nigriceps n.sp. 

Schmutziggelb oder gelblichbraun ; Kopf ganz schwarz. Scheitel um 3 so lang 

wie breit, am Hinterrande fast gerade. Stirnkegel um so lang wie der Scheitel, 

mit scharfen Spitzen, divergirend. Fühler kaum 4 so lang wie Costa, schwarz, das 

3te Glied an der Basis und die 2 Endglieder ganz braun. Vorderfliigel 3mal 

so lane wie breit, glashell, mit gelben Nerven; Radius lang, wellig gekrümmt; 

Radialstück der Costa 23mal länger als das Spitzenstück derselben. Beine hell- 

gelb, das 2te Tarsenglied und die Klauen geschwärzt. Abdomen oben schwarz, 

unten und Genitalien schmutziggelb. Genitalplatte (©) sehr kurz, 2mal länger als 
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breit, in der Mitte beiderseits mit einem langen, nach hinten gerichteten Fortsatz. 

Zange um so lang wie die Genitalplatte, einfach, sehr schmal. Untere Genitalplatte 

(&) sehr schmal, 13mal länger als breit, scharf zugespitzt, die obere ebenso geförmt 

. wie die untere, nur ein wenig länger bei der obere. 

Körperlänge: & 2.0mm., Q 2.2mm. 

9 Exemplare aus Takasago (Honshu), in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Diese Art steht der T. salieivora Reut. nahe, sie weicht jedoch durch den ganz 

schwarzen Kopf ab. 

Trivialname : Aurozu-togarikijirami. 

9. Trioza brevifrons n.sp. 

Sehmutziggelb, oben mit gelblichbraunen Striemen. Scheitel boll so lang wie 

breit, am Hinterrande ein wenig concav. Stirnkegel kurz, um 3 so lang wie der 

Scheitel, gelb, schwach schwarz zugespitzt, dicht aneinander schliessend. Fühler 4 

so lang wie die Costa, gelblichweiss, die 2 Endglieder ‚schwarz.  Vorderflügel 

kaum 3mal länger als breit, glashell, kaum erkennbar bräunlich gefärbt ; Nerven 

gelb, Radius fast gerade, Radialstück der Costa 2mal so lang wie das Spitzenstück 

derselben, 2te Randzelle 3 so gross wie die Iste. Beine gelb; die Spitze des 2ten 

Tarsengliedes und die Klauen schwach gebräunt. Abdomen braun ; Genitalien gelb. 

Untere Genitalplatte (2) ein wenig länger als das vorhergehende Bauchsegment, 

scharf zugespitzt ; die obere ebenso geformt wie die untere. 

Körperlänge: 2 2.0mm. 

Nur ein Exemplar aus Formosa, in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Der Form nach der T. seneeioni Scop. etwas ähnlich ; sie unterscheidet sich 

jedoch durch den Bau der Stirnkegel. 

Trivialname : Hosoba-togarikijiramı. 

10. Trioza viridula Zett. 

Chermes viridula Zetterstedt, F. Ins. Lapp. I. p.555, 1828. 

Trioza viridula Flor, Rhyn. Livil. II. p.496, 1561. 

Trioza apicalis Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver Preuss. Rheinl. p.S2, 1548. 

Grün, etwas schmutziggelblich spielend. Scheitel ま so lang wie breit, am Hin- 

terrande fast gerade. Stirnkegel ziemlich kurz, etwas 2 so lang wie der Scheitel, 
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allmählich scharf zugespitzt, divergirend, an der Spitze gebräunt. Fühler kurz, 4 

so lang wie die Costa, gelblichweiss, «lie 2 Endglieder und die Spitze des 8ten (sehr 

selten die 4 letzten Glieder) schwarz. WVorderflügel glashell, mit hellen Nerven ; 

Radius gerade oder der Spitze ein wenig gekrümmt, Radialstück der Costa 14mal 

länger als das Spitzenstück derselben. Beine hellgrün oder grünlichgelb, das 2te 

Tarsenglied und die Klauen gebräunt oder geschwärzt. Abdomen und -Genitalien 

grün. 

Körperlänge: 2 1.5mm. 

2 Exemplare aus Yamashiro (Honshu), in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Trivialname : Momi-togarikijirami. 

11. Trioza curvatinervis Frst. 

Trioza curvatinervis Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl. p.83, 1848. 

Trioza pallipes Foerster, Psyll. Verh. Nat. Ver. Preuss. Rheinl p.84, 1848. y 15) ? 

Trioza unifasciata F. Loew, Ent. M. Mag. XIV, p.229, 1878; Verh. d. k. k. 2 oO 2 う 

zool-botan. Ges. p.580 Taf. XV. Fig.22, 1879. 

Schmutziggelb ; oben mit dunkelbraunen Flecken. Scheitel kaum kürzer als 

die Hälfte der Breite, am Hinterrande ein wenig concav. Stirnkegel ein wenig 

kürzer als der Scheitel, dunkelbraun, mit den geraden ‚Innenrändern sich zusam- 

menschliessend. Fühler 4 so lang wie die Costa, schwarz ; ; die 3 Basalglieder ganz 

und das 4te nur an der Basis gelblichbraun. Vorderfliigel 23mal länger als breit, 

glashell, mit braunen Nerven ; Radius wellig gebogen, Radialzelle schmal, Radia- 

Istück der Costa 2mal länger als das Spitzenstück derselben. Beine gelb, das 2te 

Tarsenglied und die Klauen schwarz, bisweilen die Schenkel vorwiegend schwarz. 

Abdomen bräunlichgelb. 

Körperlänge: & 1.8-2.0mm. 

3 Exemplare aus Takasago (Honshu), in der Sammlung von Herrn Prof. Dr. S. 

Matsumura. 

Trivialname : Kawara-togarikijirami. 

12. Trioza striola Fl. 

Trioza striola Flor, Rhyn. Livl. II. p.508, 1861. 

Schmutziggelb oder rötlichgelb ; Rücken mit dunkelbraunen oder schwärzlichen 

Flecken und Striemen ; in der Mitte des Scheitels befinden sich 2 schwarze Flecke. 
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Stirnkegel nm so lang wie der Scheitel, etwas divergirend, schmutziggelb, mit 

schwarzer Spitze, bisweilen schmutziggelbbraun oder fast schwazlich. Fühler 』 so 

lang wie die Costa, schwarz; die 3 Basalglieder gelblichweiss, selten das lste Glied 

und die Basis des 2ten schwarz. Vorderfliigel 23mal länger als breit, glashell, mit 

braunen Nerven ; Radius deutlich wellig gekrümmt; Radialstück der Costa mehr 

als 2mal so lang wie das Spitzenstück derselben. Beine schmutziggelb ; die Schenkel 

mit schwarzem Längsstrich, das 2te Tarsenglied zuweilen auch die Spitze des Isten 

und die Klauen geschwärzt. Abdomen schwarz, mit schmalen gelblichen oder 

rötlichen Segmenträndern. 

Körperlänge: & 2.3mm, 2 2.5mm. 

Zahlreiche Exemplars aus Sapporo (Hokkaido), in der Sammlung von Herrn 

Prof. Dr. S. Matsumura. 

Trivialname : Madara-togarikijirami. 

V. Subfam. Phacosemine. 

1. Gatt. Anomoneura Schwarz. 

Anomoneura Schwarz, Proc. U. S. Mus. XIX. p.295, 1896. 

In Japan kommt nur eine Art vor: 

1. Anomoneura mori schwarz. 

Anomoneura mori Schwarz, Proc. U. S. Mus. XIX, p.296, 1896. 

Grünlichgelb, gelblichbraun oder schwärzlichbraun ; Rücken ziemlich hoch 

gewölbt, mit weisslichen oder gelbeh Flecken und Striemen. Scheitel am Hinter- 

rande ein wenig concay, in der Mitte um 3 so lang wie am Hinterrande breit. 

Stirnkegel so lang wie der Scheitel, ein wenig divergirend. Fühler kaum 3 so lang 

wie die Costa, gelb ; die 2 Endglieder ganz und die Glieder 4 bis 8 an den Spitzen 

schwarz. Vorderfliigel 23mal länger als breit, weisslich subhyalin, mit zahlreichen, 

dunkelbraunen Punkten bedeckt ; Nerven braun ; Pterostigma an der Basis um } 

so breit wie die Basalbreite der Radialzelle ; Radius, welcher sich am Ende mit der 

4ten Zinke verbunden ist, mit 4 Aesten versehen. Beine gelblichbraun. Abdomen 

und Genitalien braun. 

Körperlänge: & 3.5mm, 2 4.0mm. 

Zählreiche Exemplare aus Sapporo, Ziozankei (Hokkaido), Tokio, Yamashiro 

(Honshu) und Kagoshima (Kiushu), in der Sammlung von Herrn Frof. Dr. S. 

Matsumura und in meiner Sammlung.. 



64 % 山 一 日 本 EH A mt 

or Or 

Diese Art ist dem Maulbeerbaume oft sehr schädlich. 

Trivialname : Kuwa-kijirami 

IV. £A#nM%# Triozinee. 
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Trichochermes 3 

ge Ke ey ER Trichochermes bicolor n.sp. 

‘KE Bw OBA BAICL C MEE EHH 

DARA ae Tse sey tek Trichochermes hyalina n.sp. 

(ee ee a Erb 
Epitrioza Jz3 

TOC ed OS lose Epitrioza mizuhonica n.sp. 
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b AR Fe 3.8—4.0 2.2. 

Trioza & 
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Anomoneura Jz3 

Anomoneura mori Schwarz. 
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日 の 研究 に 委 す 、 
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TAAL LNG IZA eS 表す 

Vorderflügel 

Tafel. Erklärung der 

von Anomoneura mori Schwarz. 

Fig. 2. Vorderflügel von Triehochermes bicolor n.sp. 

Fig. 3. Vorderflügel von Stenopsylla nigricornis n.sp. 
| 

Fig. 4. Vorderflügel von Epitrioza mizuhontea n.sp. 

Fig. 5. Vorderflügel von Trioza mugna n.sp. 

Fig. 6. Genitalien des 会 von Trioza formosana n.sp. 

Fig. 7. Genitalien des & von Anomoncura mori Schwarz. 

Fig. 8. Genitalien des & von Trichochermes bicolor n.sp. 

Fig. 9. Gemitalien des & von Trichochermes hyalina n.sp. 

Fig.10. Genitalien des & von Stenopoylla nigricornis n.sp. 

Fig.11. Genitalien des & von Epiirioza mizuhoniea n.sp. 

Fig.12. Genitalien des & von Trioza nigriceps n.sp. 

Fig.13. Genitalien des & von Trioza nigra n.sp. 

Fig.l4. Genitalien des 2 von Trioza nigra n.sp. 
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CN THE SO-CALLED BLACK-HEAD OF TURKEY.” 

By 

Y. WATANABE. 

Agricultural College, Tohoku Imperial University. 

Introductory. 

Since 1905, the turkeys in our college farm have greatly been destroyed by 

some unknown disease. When attacked by the disease in question, they fell within 

a few days. The disease seems to be infectious, and especially perilous. Our 

farm keeper threw some of the dead animals into weak alcohol, probably weaker 

than 70%. I have undertaken a work to determine the cause of the mischief 

and, if possible, to find out the methods in taking care of the suffering in- 

dividuals. The present paper is embodied of the results so far as obtained in this 

work. 

The material fixed in the above-stated fluid was put in successively stronger 

alcohols and was imbedded in the ordinary way in paraffin-mixture. It was 

next divided into sections about 1/100 mm. thick, making use of the Schanze’s 

microtome. 

As regards the staining fluids, I employed several kinds, such as Delafield’s 

hzematoxyline, Hansen’s hematoxyline, eosin, congo-red, ete., but double staining 

by Hansen’s hematoxyline combined with congo-red proved to be the best. For 

the staining of bacteria, which are found among the cecal contents, fuchsin, 

gentiana-violet, methyl-blue and Gram’s fluid were preferable. 

To my great regret, the present material is very imperfect, indeed, owing 

doubtless to the imperfect method of fixation. As very well known, tissues thrown 

1) This paper was originally presented as a graduating dissertation. 

(Trans. Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. III. 1910.] 
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in weak alcohol suffer thorough damages in their microscopic structure: they are 

quite valueless for histological works. And the present investigation is connected 

a great deal with the histological studies. In addition to this, I could not obtain 

a healthy turkey, the viscera of which may, if necessary, be compared with those 

of the diseased one, in verifying the pathological changes suffered by the animal. 

In my hope, therefore, to renew my work with the fresh material probably ob- 

tainable in the coming summer, I left the present work in an imperfect state. 

The disease in question appears in early summer and grows severer towards 

midsummer when it is most severe. Quite young chicken turkeys often show 

_ symptoms of the disease, so that we may conclude that the infection goes on already 

in the chicken. 

The birds attacked by the disease soon become inactive, their plumage is turned 

into a dirty colour, and sowe feathers become ruffled. At the same time, the belly 

swells up enormously, and diarrhea soon follows, causing immediate death. There 

is little room in doubting that the direct morta! cause is diarrhea and decreased 

absorption of nutriment. In the following lines, I will point out some probable 

causes of the diarrhea and decreased absorption, together with some other factors 

standing in connection with these pathological phenomena. 

I wish here to express my warmest thanks to Prof. S. HASHIMOTO and to 

Prof. Dr. 8. HATTA and Dr. T. KATO for their courtesy shown by them during 

the course of my present work. 

Part I. DESCRIPTIVE. 

It should first be mentioned that the coeca as well as the liver undergo, as 

close examinations of the viscera of the preserved specimens show, manifest patho- 

logical alterations. For the sake of convenience, the coeca and liver will be dealt 

with separately. 

A. The Ceca. 

The coeca affected by the disease in question show a certain thickening, and 

on the inner surface of their walls are detected curious elevations. The thickening 

varies in degree according to cases met with: it is, in some cases, confined to the 

distal or to the proximal part, or to both the parts; in other cases, it forms patches 

circumscribing the walls; in still other cases, the whole extent of the tube’s wall is 

uniformly swollen up. Wherever the ccecal walls are thickened, the serosa is always 
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; 

thickened. ‘The tuberculous elevations are, on the other hand, nothiug more than 

masses of compact but brittle bodies adhering to the mucous membrane of the 

ceeca ; they are yellow or vellowish-white in colour and fall off by a slight touch. 

The elevations occur in more numerous number in the distal part than in the 

proximal. 

I have repeatedly examined these curious bodies detached : neverthless I could 

not determine, whether they are parasitic in nature or mere coagulated fluid. At 

any rate, the sections through these bodies are stained intensely by the Hansen’s 

haemaloxyline, but slightly by congo-red. Those points ot ccecal walls, on which 

the bodies are found, beeome sonietimes slightly thickened, owing to the submucosa 

pathologieally thickened ; sometimes this is not the case. In either case, the walls 

are depressed on these points, causing the mucous epithelium to sink down and the 

tunica propria as well as the submucosa to be strongly pressed, so that there is 

formed in each point a funnel-shaped depression on the mucous epithelium. I can 

not tell, what is the cause of these changes of the ewcal walls. It is, however, 

bevond doubt, that the bodies in question are pathological products, because there 

vas met with, in spite of my efforts, no trace of such strange bodies and such 

changes of the ccecal wall acompanying them in healthy ewca. I will turn away 

for a moment from this postulated point, to deal with it in future pages. 

Let us now pass to the cause of another kind of thickenings which do not 

lie under the curious bodies just referred to. On series of sections through the 

diseased wall of the ceecum, we notice at the first sight a certain abnormity of the 

mucosa, especially that of the tunica propria. Furthermore such an abnormal 

feature of tissue is not unfrequently extended into the submucosa : even the mucous 

epithelium often suffers more or less such changes. A close microseopiesl examina- 

tion goes to show that the damages are caused by a parasitic organism. 

Numerous ovoid or roundish bodies are suspended in the meshes of the reticulated 

fibrous elements of the tunica propria. Examined in the preserved specimens, each 

of them is formed of the compact protoplasmic body enclosing a large distinet 

nucleus which is highly refractive. The cell body is 1.8-3.0%. in diameter, and 

the nucleus 0.S 一 1.0g (while the cell of the sme kind found in the liver, is 

2.5—4.04. in diameter, and the nucleus 1.0—1.54 ; ride infra). Most frequently the 

parasites occur in groups consisting of two or four ; their solitary occurrence, however, 

is often met with. 

I can tell nothing about their living state and the life-history they pass 



70 WIE HORMMIMT 

through. There are, however, certain facts, by means of which we can infer some of 

the functions they performed during life I have not untrequently observed the 

solitary individuals possessing obtuse processes on their body surface, which look 

like pseudopodia suddenly hardened. It is thus highly probable that they creep 

about during life by means of the pseudopodia which they may produce on the 

suface of their body. On the other hand, the individuals in groups present no 

structure comparable with a pseudopodium or other locomotive organs of unicellular 

organisms. They are, therefore, to be regarded as being in a motionless state ; 

they are, as I believe, in the phase of division or multiplication, This assumption 

is further supported by the fact that the individuals are united in groups formed 

‘of sometimes three, sometimes four and rarely more than six. From these facts 

the following consideration will prove to be true. The parasites multiply by 

repeated fissions, until they attain a certain number, perhaps, less than 10. Then 

they creep out of their cell-nest, sending out and withdrawing their pseudopodia. 

This may further be the reason why the parasites are rapidly added in number. 

If the above considerations are convincing, the parasites in question doubtless 

represent a species of the group Ameba, as will be induced from their life history ; 

but I can not say, however, at present with certainty, whether they are Amba 

meliagridis, a name which Smith” has given to the parasite worked out by him 

in turkeys. 

Concerning the damages which the parasites cause in the structures composing 

the ceecal walls, the following facts are to be mentioned. Im the tunica propria, 

for instance, there is detected no additional matter which may be looked upon as 

pathological products. On the contrary, the fibers of this layer become very scanty : 

consequently the texture is much loosened. The spaces thus brought about are 

occupied by the scattered solitary parasites or by the cell-nests. This fact makes 

it intelligible that the fibrous elements of the tunica propria are to agreat extent 

dissolved : probably the parasites nourish themselves with the dissolved matter of the 

fibers. 

In spite of decrease of the structural elements within, the cwcal wall swells up 

in its thickness; this is due to nothing else than rapidly progressing increase in 

number of the parasitic individuals, as shown by the fact that at the maximum of 

the thickening which I have observed, the interior of the tunica propria is thickly 

1) Smith: Infectious Entero-Hepaties in Turkeys: Bulletin of the Bureau of Animal Industry. 

Wise Dep. of Agr., Nor 87.118958 
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loaded with the parasitie cells. 

It is noteworthy that during the earlier stages of infection, the parasites are 

confined to the tunica propria, and that they invade by stages the submucosa and 

even the blood vessels. Changes caused by the parasites in the submucosa, are, on 

the other hand, quite different from those suffered by the tunica propria just stated : 

"the structural elements, the fibers, are, in contrast to the case in the tunica propria, 

enormously added, so that the layer is woven with reticulated fibers of thick 

meshes. The meshes of the reticulated tissue are filled up with the parasitic cells. 

It is furthermore not unreasonable that there is, within this layer, produced a 

certain pressure. This pressure and the added tissue-elements probably take part 

to a great extent in causing the ccecal walls to be thickened. 

Lestly the mucous epithelium is not directly attacked by the parasites, but is 

broken up in consequence of the enormous bulging of the strata underlying it, 

i. e. the tunica propria and the submucosa. 

The Lieberkühn’s erypts, which are formed of mucous epithelium, are also 

filled up with the parasitic cells ; their walls suffer, of course, a damage to a 

certain extent. 

Now we arrive at the question, how the parasites reach the place, the tunic 

propria, where they are found in earlier stages of the disease. I have no positive 

evidence in proving the actual invading of the parasites ; there are, honever, several 

negative inferences as to the possibility in regard to their invasion. In the first 

place, it may be assumed that the parasites arrive at the tunica propria by an 

indirect way from the blood-vessels which they enter at a far distant place. But this 

assumption could not have bean proved : so far as my observations extended, nowhere 

were the parasites found in the blood-vessels at the time when they make their first 

appearance in the tunica propria. 

In the second place, the Lieberkühn’s crypts may be taken as the entrance of 

the parasites ; for the tubes are not only in a situation appropiate for the entrance 

of the parasites, but they are, in fact, very often filled up with the parasitic cells. 

There is, however, an important factor which should not, at any rate, be overlooked 

for the elucidation of the problem: the parasitic cells are deteeted always in the 

outside as well as in the inside of the tube’s wall, i. e. in the tunica propria and in 

the tube’s interior, and they never occur in the latter part alone. It is, therefore, 

evident that the parasites in the tube’s interior push their way from without into 

the interior, and not in the inversed direction : in other words, they come into the 
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erypts from the tunica propria, destroying certain points of the crypts walls, which 

an actually be made out ; consequently the present assumption is disproved. 

| In the third place and lastly, I have mentioned in the foregoing pages that 

the mucous membrane is excessively depressed at the points where the curious bodies 

are found. The depression shows for each body the shape of a funnel, so that it 

encloses the basal half of the body ; the underlying tissues, especially the tunica 

propria and the submucosa, are strongly pressed, so as to be turned into compact 

layers. When we follow the series of sections through a depression, we see that the 

mucous epithelium forming the bottom of the depression is, in a certain extent, 

dissolved. Furthermore, the fibers of the tunica propria adjacent to the depressions 

are also melted together, and the numerous parasitie cells are found imbedded in 

this molten mass. This part is the only point which is to be recognised as the 

entrance of the parasites, as the following considerations will prove. 

Suppose that the parasitic cells arrive at the interior lumen of the ccecum, 

having been carried in by the food ingested; the cells sooner or later fasten them- 

selves on the surface of the mucous membrane of the ececum. By the influence 

of their parasitic life on this part, there is produced an abnormal body, as it seems 

to me, in a similar way as the gall-nut is produesd on a plant leaf, to which gall- 

wasps or gall-mites give their irritating stimuli, in leading their parasitic life on it. 

The increasing irritation of the mucous membrane by the parasites causes, as 

it were, the abnormal body in question to be added in its bulk, so that it presses, 

at last, strongly upon the ccecal wall, until the wall has been depressed into a 

funnel-shaped pit, embracing the basal half of the body. If this assumption is 

correct, the body in question may represent what was spoken of above as the curious 

body, and it follows that the pit is nothing else than the above-mentioned funnel- 

shaped depression. 

Next, the parasites migrate into the tissues of the coecal wall, destroying the 

epithelial lining ; in the first step, they come into view in the tunica propria and 

turn, as above stated, the structure into amorphous masses, in which they are found 

imbedded. I can not say with certainity, however, how this is brought about ; but 

there is little doubt in assuming that the changes are effected by the parasitism. 

The parasites not merely wander about within the tissue of the tunica propria, 

but force their way, on one hand, into the submucosa, and on the other, into the 

mucosa layer, under rapid multiplications. In the submucosa they do not give any 

marked change to the structure at all. On the contrary, the mucous epithelium 
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suffers injury ; this is especially the case in the walls of the Lieberkühn’s crypts : 

the erypt’s walls are destroyed at several parts which the parasites attack in 

multitude to make their way into the interior of the erypt’s lumen, as stated in 

the foregoing lines. I call attention to this point of destruction by the parasites: 

‘namely, the parts of the crypt’s walls, which are destroyed in consequence of the 

parasitism, form the only way of escape of the parasites. The animals come to the 

interior of the ccecum through the erypt’s walls broken up and are cast off to the 

exterior, being intermingled with the coecal contents, viz. the fieces ; in this way they 

may infect other host individuals. 

B. The Cecal Contents. 

Having dealt with the diseased features of the cceca, the coecal contents will 

briefly be examined, in order to make intelligible the relations of the parasitic 

organisms which may be found in the contents, to the diseased parts of the coeea. 

The contents of the turkey’s coeca are hard, owing doubiless to the action of 

the preserving reagent employed. They are coagulated, though semifluidal in 

their fresh state, being greenish in colour similar to those taken off from the fowl’s 

ececa. A microscopical examination shows that the ccecal contents consist mainly ア 

of undigested parts of their foods, such as the vessels and fibers of plants. _ Ouly 

one species of animal parasite is detected, but numerous in individual number. It 

is a species of the genus Trichostomum of Trichocepalide, Nematoda. Bacteria are 

found in abundance: at least six species are to be distinguished. All these 

vegetative parasites have, it seems, certain physiological meanings in causing putrefac- 

tion to the food undigested. There are found many epithelial cells which show 

a great similarity with those forming the mucosa layer: they have doubtless fallen 

off from this layer in consequence of artifact. It is very striking that there are 

detected only a few individuals of the parasitic protozoon which was recognised, 

in the foregoing lines, as causing the disease. There is, therefore, little room for 

doubting that these parasitic cells are on their way escaping from the cwcal walls 

where they live in colony. 

C. The Liver. 

The liver of a diseased turkey shows resemblance to the fowl’s liver in its 

external configuration. On the surface of the liver, we find numerous coloured 

spots varying in size. They are in some cases 17 mm in diameter, while in other 
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ases they are represented by mere points which also vary in size among them- 

selves. These peculiar spots are greater in number on the upper surface than on 

the under or gastral surface of the liver. In a surface-view they are round or 

ellipsoidal in outline and- flattened or slightly depressed on their surface, and are 

lemon yellow or light yellow in colour. On this ground colour, are seen dark 

brown lines of varying forms: in some spots the lines mark a net-work and often 

show irregular markings; in others they are represented by radial striations sent 

off from the center of the spot. Besides these sharply defined spots, there is another 

kind of spots, showing mottled brownish colour and bein’ marked off from the 

surrounding liver tissue only by their darker colour, while in some other cases, 

there are found uniformly light yellowish spots, shading away gradually into the 

surrounding tissue. The spots are often so hardened, that they can easily be taken 

off, by a slight touch, as plates or scales. 

The peculiar occurrences above referred to are due, self-evidently, to the patho- 

logical condition. Let us proceed to show, how they are caused. 

Observed in sections into which the diseased liver is divided, the liver tissue 

beneath the above stated spots shows great changes. The hepatic cells are fused 

together, and the nuclei become bigger, and are feebly stained. In some cases, the 

liver cells are converted into fibrous net-like structure containing neither nucleus, 

nor blood capillaries and blood corpuscles, and are still less affected by certain 

staining reagents such as the Delafield’s haematoxyline, ete. The changes of the 

liver tissue go so further that the whole tissue is transformed into a single homo- 

geneous plate, containing no blood-vessel and no blood corpusele at all. This plate 

is to be hardly stained with the above-mentioned haematoxyline or some other staining 

fluids. 

Very curious, however, it is that, in and about the changed tissues of all the 

kinds above enumerated, I can not make out, in spite of my efforts, anything to 

be regarded as parasites. On the other hand, amidst the unchanged liver tissue, 

lying apart from the above-mentioned changed tissues, I made out foreign cells, 

two or four of which are in groups. Beyond doubt, these cells are parasites ; they 

are, in all their features, quite the same as those pointed out in the coecal walls, 

except their bulk slightly greater than the cells of the latter lot, varying from 

4.0 to 2.54% in diameter (see p. 69). 

These parasitic cells are detected in the meshes of the hepatic cells as well as 

in the places which were doubtless occupied formerly by the hepatic cells themselves 
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and which have now been destroyed. In addition, they occur in bile-ducts and in 

the interlobular vessels which latter represent probably the branches of the portal 

veins. 

The parasitic cells under consideration are found free in the vessels as well as. 

in the ducts, but those in the hepatie meshes are surrounded by fibrous capsules 

which are, as it seems, extended by stages. Observations of sections through the 

liver in several stages of the disease, show that the fibrous corpuscles extend them- 

selyes to the peripheral parts of the liver. The fibrous structure in this case can 

by no means be distinguished from the above-stated scale-like and plate-like struc- 

tures, containing no parasites. We are justified, therefore, in concluding that the 

fibrous structure is pathogenous in origin, being caused by the parasites, and that 

the scale-like and plate-like structures above mentioned represent nothing else than 

advanced states of the same pathological changes of tissue, although there is detected 

no trace of parasites. In short, when the disease is advanced, the parasites disappear 

in the places previously infected, migrating into other parts where the nourishment 

is not yet exhausted. 

I have nothing at present to tell with certainty about the mode, in which 

this fibrous change of the hepatic tissue is brought about; it is, however, highly 

probable that this change is due to the abnormal increase of the connective tissue, 

which forms the support of the hepatic glands, by stimulations of the parasitic 

life. The host animal dies simply because the liver loses its functional power to 

a certain degree, when the pathological change in question is extended to a certain 

extent. 

Next we come to explain, how the parasites enter the substance of the liver. 

I have mentioned in the foregoing lines that the parasites are found in both the 

bile-ducts and portal branches of vessels. The former-constitute, as I believe, their 

way escaping, while the latter represent their entrance. There is little room in 

doubting that the parasitic cells do not travel by means of their own activity, but 

are, to a great extent, transported in a passive way by the medium in which they 

are found, and this medium is represented by the hepatic juice poured out from, and 

the portal blood hasting into, the liver. It is, therefore, convincing that the 

parasites enter the liver through the portal blood, and escape through the bile-ducts. 

From the facts above pointed out, it follows that the ccecum is the first to be 

attacked by the parasites, and then they come, on the way of the portal stream of 

blood, into the liver. The parasites in the ccecal walls represent, I venture to say, 
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a generation different from, and foregoing to, the generations to be passed in the 

liver. 

If the considerations above given are valid, the progressing process of the 

disease may be assumed as follows: in the first stage, the hepatic cells are more or 

less destroyed ; in the second stage, the hepatic tissue is turned into fibrous retie- 

ulum, the gland cells being totally absorbed ; in the third stage, the reticular struc- 

ture disappears to a large extent, and the parasitic cells can no longer be detected 

there at all; while in the fourth stage, the fibers constructing the abnormal tissue 

is converted into an almost homogenous plate. When the histological changes of 

the last state advance to a certain extent, then the death of the host animal takes 

place. 

The parasites escaped through the bile-ducts are, it is obvious, cast off, together 

with the excrement, throngh the vent. They are probably encysted in the exterior 

to be again taken up, mixed with foods, by- other host individuals which will be 

infected by them. 

Part Il. HISTORICAL REVIEW AND CONCLUDING REMARKS. 

It is rather curious that the stı'king disease of the turkey above referred to 

has drawn the attention of comparatively a few scientic. observers. So far as I 

am aware, concerning the disease in question, there are only a few published papers, 

of which the work by Cushman,” that by Smith” and that by Moore” are very 

well known. The views adyanced by these three authors are in accordance in 

concluding that the bacteria which are found in the diseased organs of the turkey 

in large number, can by no means be looked upon as the pathogenetic in the disease 

under consideration. As mentioned in the foregoing pages, the results of my present 

work also speak for this view. As to the real cause of the disease, on the other 

hand, the results arrived at by myself best agree, as seen from the above descriptions, 

with those by Smith,” but I can not, at present, determine with certainty, 

whether or not the parasite represents the species named by Smith. In spite of 

1) Cushman: Nature of Black Head in Turkeys: Reports of Rhode Island Agr. Exp. Station, p. 

199, 1894. 

2) Smith: Infectious Entero-Hepatics in Turkeys: Bulletin of the Bureau of Animal Industory, 

U. 8. A. Dep. of Agr. No.8. 1895. 
3) Moore: The direct Transmission of infectious Entero-Hepatics in Turkeys: Circular No. 5. 

Bureau of Animal Industory, U. S. A. Dep. of Agr., No.7., 1896. 

4) Loe. cit. 
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the morphological harmony of the parasite observed by Smith with that by myself, 

it differs in size: the parasitic protozoön in my case is smaller, as compared with 

that in the case of the American observer; this differenc is, however, due, it is 

probable, to the different reagents of fixation employed in both the cases. A further 

difference in the results by Smith from mime consists in the frequent occurrence of 

the exudates on the outer surface of the diseased ccecum, while this is not the case 

in the specimens observed by myself. I have never met with at all any structure 

which may answer to the giant cells mentioned by Smith : they are, I think, nothing 

else than the thickly grouped parasitic cells imbedded in the destroyed tissues. 

From the accounts given above, the mortal cause of the host is not difficult to 

infer. In the case in which the host dies when the cceea alone are attacked, the 

death is due to diminished absorption of the digested matters; for the eeca of the 

birds form, as is very well known, a strong organ of absorption. The death in the 

case of the disease attacking the liver is self-evidently caused by the weakened hepatie 

function. Very common mortal causes consist in destruction of both the organs. 

Among others, Schaudinn worked out Entameba hystolyea occurring in the 

human body. It is in great resemblance with the parasite of the turkey above 

mentioned. A comparative study of the parasites in both the hosts will prove of 

interests. 

It is the common opinion in our country, that turkey farming is connected 

with great difficulties, and we have been informed that the difficulties consist chiefly 

in pretecting the bird from the disezse above referred to. To do this, we have only 

to keep off the chicken from the infected individuals. 、 

Summary. 

1. Tie disease is caused by the parasite called Ameba sp., and not by bacteria 

found in the cceea. 

2. The parasite attacks first the ewca, the histological structure of which is 

destroyed by it. 

3. Some of the parasitic organisms escape from the ceca through the Lieber- 

kühn’s erypt, into which it comes out, breaking up the erypt’s walls. 

4. Passing through the portal vein, it comes then to the liver which is con- 

verted by it at last into hard plates. 

5. The parasite escapes from the liver through the bile-ducts. 

6. The parasite from the liver, together with that from the ceca, is cast off 
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from the enteric canal through the vent, being intermingled with the excrements, 

to be infected to other individuals. 

7. The direct mortal cause is the destruction of the cceca or liver, or of both 

the organs. 
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2902 @ と も あれ ど 、 多 〈 く は 邦久 正四 個 づ 5 導 と を と 含 し で あり 0 IE 

状態 は 全 知 る に 由 な し と 中 も $、 基 表面 上 に ある 銭 き 突起 は 、 席 足 が 
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Tr 2 -RDOBSLKBERHERSNRZUHAL.IG CE 

CEB PIR REIL ob CHAM SE CLM db, また 群 を 肪 せ 

る も の は 、 席 足 其他 原生 を 物 の 移動 器 と 見 る べき も の を 有 せ ず 、 此 

等 は 休止 の 状態 に た あ 5、 分 裂 閉 殖 し つい ある や 明か な 5。 是 等 の 事 

人 を 綿 合 し て 考 ふ る に 、 此 寄生 生物 は 分 裂 増殖 し 、 後 一 の 一 つ 分 離 

し て 思ひ 出す も の な 5%。 然 ら ば 則 ち 此 答 生生 物 は アミ ーー の 一 種 

を る < と 有明 か な る が 、 果 し て スミ ス 氏 の 七面鳥 に て 綴 見 せ し と 同一 

DF 2 -wNTKSZRP BPH TZ ぅ 。 

BBEAORR PIE FEDDYIAT RHEE DEELTCH 

る べき も る も の を な し 。 ZNTBRLTÄKE RD ZA HH HR U Ko & 

APM CRA RE WL OCH RAZ 基 れ 組織 成分 た る 緩 維 は 此 

寄生 動物 の 含め に 融 か され 、 其 管 輩 物 と な れる な 5 ぅ 5。 Pi RAO 

少 せ する に も か ヽ \ ヽ は ら ず 壁 が 肥厚 せる 所 以 は 、 寄 生 動 物 が 等 劇 に 増加 

し て 組 繊 問 を 埋 る に ょ る 。 疾病 初期 に あり て は 寄 生 動 物 は 粘 陳 下 

に の み 棲 めど も る 、 順 次 其 下層 に 及び 粘膜 下層 並 に 血管 を 佐 す も の な 

5o 此 唇 は 礎 膜 と 反 に 、 組 紙 要 素 大 に 増加 し 、 其 綱 眼 は 寄生 細胞 を 

以 て 充 た さる 。 是 れ 盲腸 壁 の 厚 さ を 増す に 奥 り て 力 あ る て と と 論 

ART 粘 膜 表記 は 直接 寄生 動物 に 優 か され ざれ ども 、 其 下 に ある 

BRO PROBL. BAY RRM OSL CBS リー で 

we. - + RRBARASEMBTUTCHRA SO 

F2RAAFEDDOBBEN KR RAT SEH RA LU, 

(第 一 ) MBX OR EFT AM ELEANKÄR OYHIT AR ah EI 5 

先 き CK 優 さる れ ば な 15。 

BZ) リー ベル キュ ー ン 氏 腺 内 に は 礎 膜 よ ょ 6 後に て 現 は る 、 故 此 

の 腺 ょ 5 侵入 せ し に 非 ら ざる と と 明か な けら 5。 

BZ) 余 は 上 に 異常 を る 第 起 が 附 着せ る 所 に 於 て 、 粘 膜 が 漏斗 状 に 

占 入 する と と を 記せ 5、 此 所 に て は 粘膜 表記 は 殆 ん と ど 礎 し 破 ら れ 是 
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OHM OMB LS MAN EPRCSMOFt Mea eo. fe 

MH LSEFWMORAYLADLS AWM SM—-OME OLE TO & 

の 経路 を 想像 する CK 左 の 如く 《 く な らん 4。 

寄生 生物 は 食物 と 共に 胃 肉 に 入り 5、 芽 腸 に 達し し フシ 蜂 或 は クシ ダ 

= が 葉 上 C 五 倍 子 を 生ずる が 如く 粘膜 に 異常 物質 を 生 ぜ しゃ ぜ 、 面 し 

て 盲 腸 壁 の 組織 中 に 表皮 を 破り て 礎 虹 に 出 で ヽ 増殖 し 、 粘 膜 下層 粘 

膜 に 移行 し し リー ベル キュ ー ン 氏 腺 を 破 5 て 腺 内 腔 に 出 で 、 其 れ + ょ 

BBA Aw & SIC PEE Ye 6 So 

HBOWAWEEKEWOKWKLBEE 5o NE 779 7TOB 

ZBkL—-MOFL ML MMORBRY6ZALDOROL EFT SED 

の 細胞 と あり 5》。 寄生 生物 中 ベク テ リ ア と 一 種 の 賠 剖 類 は 他 の 健康 

体 C$ る 見 耳 き る いも の な り と す 。 

Lowes oR GR KAS ERI HEE 

ODMMbD b'C. KE SIAM ER, bE SIL OG 4 IC HS 

ず 。 HERHEXIRRAET EB BER EHER 6. ERO HU 

HIER BERNER ORR H 5b MEM HEB is FW RO EL Ik 

せる 部 分 を 5。 FFM HD set (tM MA Fe ts (1) FO a ik HB De Ic MEA 

BN BAA HS, (2) MMC IRK AE LOM RI Kt me OB, 

fi. FLEE ME e+ SSH — (3) HA MK it BAW S MM es KC MM — OK 

MER SED WIG K2575 B40rH b TER U Mrs 

Mi sete e eo U CF Me SICA kp CRM A SOM LAH 

(LHS AR rUC HR Ow BATT SHES SY UL HEAR AO 

Wi. WZ It FE COAT Ab Ee FRITH CHS 

此 疾 病 に 開 す る 研究 は 僅か に カッ シマ ャ マン 、 スミ ス 、 ょ ムーア 氏 

等 の も の ある 過ぎ ず 。 余 の 研究 の 結果 は スミ ス 氏 の と れ と 大 

似る も の あり 5、 具 スミ ス 稀 の 散見 せる も の に 比 し 、 原 生 動物 は 小 

2530 EUMILHAAECHMORKNSELRIL ZH EAD 他方 面 
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KC 座 て は シャ タッ デン 氏 は 人 KC 寄 生 し 病原 と な る エント テア ミー…、 と 

スト リカ に 就き て 極め て 有 答え る 研究 を な せ 5。 ELHKHEFH 

肥 び 原生 動物 の 比較 研究 は 彼 我 利 す る 所 大 な る を 信 ず 。 っ 

or 

YEORMALRRSZ7CLErFRAB TO 

jar i -+O-BUBT6ZSFERWOFS#A KH SB, 

-RBRA7T2-SRRPBBrREUCHMARCRET, 

-_FEQGMO—-BEI-xw~ es. - "KRIEBEI TH LICH, 

.ZE59Y2J RI: FRITHAULTFREURSEL EHE LT 

BIR To 

・ 答 生 動 物 は 膝 管 ょ 5 肝 誠 を 去る 。 

・ 肝 誠 ょ 5 去れ る 寄生 動物 は 官 騰 の 内容 物 と 共 排 演 さ る 。 

直接 の 死因 は 官 腸 到 は 肝臓 の 破損 若く は 雨 者 の 破損 に あり 5。 

七面鳥 飼養 の 琶 事 た る 原因 は 寅 に 圭 に 存 す 、 故 に 此 の 疾病 の 病原 た 

る 寄生 動物 の 偉 描 を 防ぐ は 最も 適切 # を る も の な 5。 
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UEBER EINEN NEUEN FRUCHTKRANKHEITS- 

ERREGENDEN PILZ (Rhabdospora 

Melongenz SP. NOV.) DER EIERPFLANZEN. 

(Mit Tafel II.) 

Vox Jun Hanzawa. 

——————— 

Im September 1907 entdeekte ich in einem Garten zu Yoichi (Hokkaidö), eine 

neue Pilzkrankheit an Eierpflanzenfrüchten. Ueber die Erkrankung von Eierpflan- 

zen innerhalb Japans finden wir in den von K. Shirai, A. Ideta, S. Hori und 

G. Yamada herausgegebenen Handbüchern verschiedenes aufgezeichnet ; hierbei 

sind jedoch nur Blätter, Stengel und Keimlinge in Mitleidenschaft gezogen. Die 

von mir neu entdeckte Krankheit beschränkt sich nur auf die Frucht; dieselbe ist 

mit vielen kleinen schwarzen Pünktchen besetzt, infolgedessen könnte man die Krank- 

heit “Schwarzpünktehen-Fäule” der Eierpflanzen benennen (Fig. 1). Als den 

Krankheitserreger stellte ich einen neuen Pilz fest: Rhabdospora Melon- 

genae m. 

Dieser Pilz besitzt keine Ähnlichkeit mit Rhabdospora Cireii Karst, 

welcher öfters in Deutschland und Finnland auf abgestorbenen Stengeln von Solanum 

tuberosum vorkommen soll. 

Die Fruchtgehäuse von Rhabdospora Melongenae sp. nov. sitzten direkt 

unter der Oberfläche der Eierpflanzenfrüchte und zwar herdenweise angeordnet. 

Anfangs sind sie gelblichbraun und membranartig (Fig. 2—4), später werden sie 

dunkelbraun oder schwarz, korkig, kugelig oder abgeplattetkugelig. Sie sind mit 

einem kleinen, bisweilen länglichen Schnabel versehen, welcher etwa die halbe Länge 

des Fruchtgehäuses erreicht und aus dem Gewebe des Wirtes hervortritt. Die Breite 

des Fruchtgehäuses beträgt am unteren Teil 0,3—0,4 mm. an der Spitze 0,13—0,15 

mm. und die Höhe 0,5—0,6 mm. Die Sporenträger sind sehr klein und nur bei 
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starker Vergrösserung sichtbar (Fig. 6). Die Sporen sind fadenförmig, an beiden 

Enden verschmälert, gerade oder gekrümmt, farblos, 14— 20% lang, 1,2—1,6y dick, 

ohne Scheidewände und sichtbare Oeltropfen (Fig. 5). Das Mycelium ist sehr fein, 

farblos und gefächert. 

Wir haben diesen Pilz nur an ausgewachsenen Früchten, welche als Samen im 

Felde verbleiben, gesehen. Da er nicht an jüngeren Früchten, die mit Salzbrühe 

verarbeitet werden, vorkommt, so ist die Krankheit bisher nur den Samenzüchtern 

bekannt. Die Farbe der Frucht ändert sich an den erkrankten Stellen ; daselbst 

erscheinen dann viele kleine schwarze Pünktchen. Die jungen Fruchtgehäuse 

sind eigentlich gelbbraun, die äusseren, unter der Oberhaut liegenden Gewebe 

des Wirtes nehmen eine schwarze Färbung an. Nur bei jungen Fruchtgehäusen 

wurden Sporen vorgefunden. Die ausgewachsenen Fruchtgehäuse sind mit einer 

dunkelbraunen bis schwarz gefärbten, zelligen Wand verschen, und ähneln sehr dem 

Ascomyceten-Perithecium, doch konnte ich den Schlauch darin nicht nachweisen. 

Als ich mit dem Studium dieser Krankheit beschäftigt war, hatte Herr Dr. 

Y. Takahashi die Güte, mir eine in Fäulnis übergegangene Eierpflanzenfrucht 

zu senden.  Selbige sammelte er im Garten der hiesigen Landwirtschaftlichen- 

Versuchsstation und so bot sich mir Gelegenheit noch eine weitere Fruchtkrankheit 

der Eierpflanzen zu untersuchen. Die erkrankte Frucht war, im Gegensatze zu 

der oben beschriebenen mit schwarzen kontinuirlichen Flecken versehen, auf denen 

man bei schwacher Vergrösserung viele Haare wahrnehmen konnte. Bei den 

mikroskopischen Untersuchungen konnte ich feststellen, dass diese schwarzen Flecken 

aus dem Gemenge der Sporen und Sporenträger von Alternaria Solani und 

der Sporangienträger und Sporangien von Phytophthora infestans bestehend 

herrühren. 

= 
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一 星々 萩 巴 は 余市 郡山 田村 三宅 輔 氏 果 樹 園 に 芯 て 、 採 種 用 と し 

て 園 場 に 意 蒸 せしめ あつ ヽ いあ 5 し 尊 果 和 の 腐敗 せる も の を 認め 、 携 へ 

忠 $ て 此 れ を 検 鍵 せ し に 、 未 だ 管 て 本 邦 並 に 欧米 区 於 て 記載 せら 5 られ 

ざる 一 種 の 菌類 の 寄生 に ょ る と と を 確 め 得 た だ れ ば 、 予 は 之 れ に 新 名 

SXLIHL,.Rhabdospora Melongenaesp.nov.- と 呼ば ん と す 、 

従来 攻 植 物 の 寄生 薦 と し て 入 術 界 に 知ら れ た る も の は Botry- 

tis fascieularis (Cda.) Sacc.、Sporodesminm Melongenae Thnm.、 

Phyllostieta hortornm Speg.、Phoma vexans Sacc.et Syd., Mys- 

trosporinm polystichum Cke, Tubereulina solanicols EIl., 

Rhizoctonia Solani Kin. $ ULI RERRWOEC REEF 

KHRAKRE RB RSAT ML CANS OPAACBELTCHHD 

寄生 する る の は 、Phryllosticta hortorum EX Rhizoctonia 

Solani の 二 種 な 5 と す 、 

DEOA MEAD CR CMRABKRSEL CHERRY BELL 

U43%OH5, SELBREBARERMERBRARMAE BIL 

SRP RATFRLARRERECKHYE ONRAMFOREE 

MER tet 42h +B, Phytophthora infestans (Mont) De 

Bary. if ic Alternaria Solani (E. et M.) Sorauer. の 二 種 の 寄生 菌 が 

HEMOBA RP ZCL EH ARI MKAADKCKUAZAMEBOE HK 

TET AMMLTHBARINCKRKRAAL TS Rhabdospora 

Melongenae sp. nv. HEAULC=BA OL 

See a Melongenae sp. nov. 

AWis Septoria BRtCMUTAZAKREABRK LIF SB 2 mt ek 

BOAKRHRBAKREUCL FELFZE FT PARBEKLCKRAR YE 
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ZAULHEEICHRZTN EL RLTEITRBEHER EA FED 

ZENHUWNTTEITTFTROHHER AAR IT, TRURKTE, FH 

BE,.SEAMEELTFAHUNTRUEFENRZMKELAL, KR 2 03-04 

mm x0,15—0,23mm LC MMBORASUBROFICHL LMRREZT 

b 4 fe 0,5—0,6 mm 38 #8 OD KH 3 0,158—0,15mm % 5、 

EBFEUNELTANLTLTHR OK AL I AL DB Sndz 

NIMMT oae3k& HE Ob, 

AFR B EMU CHK Yr ZLB LUX AH ET, & A 14 一 20 

#0 1,2—-1,6y LTEE LR DAK RBS, 

Al #* IS HE EAA IC LO PE ae A OLA HC OA EO, 

fig Co Be OS 7a Deir od BUSH CN 7 AF SES 1S Se ES Rha bid "ors pro 

Circii Karst., Symb. Myce. XV. 151; Sace. Syll. III. 592, Rabh. Kryptogamenfl. VI. 877 u. 

924 一 は 医科 植物 中 の Solanum tuberosum に も 寄生 する ん 以 て 、 本 薦 と 比較 する に 、 

基 胞 子 の 天 き は 、 長 き 435 一 52 履 由 1 一 1524 に し て 、 著 し く 大 な る か を以て 、 容 易 に 之 れ 

と 還 別 する こと を 得 べ し 

本 画 は 攻 子 の 幼稚 な る も の 、 即 ち 普 授 食 用 に 供する 時 代 の も の 

RAL RSERHS SRST LCE RANE L CMHC 
EZEMETKAFTLBONSZLOTAHT EB RALITHE 

KAMSKHRENOCHFRENTEAL HR EOH AGBS AL 

認め られ 友 5o。 

MKEDrMFLRREN KA BZREN TEL KEN FED DER 

FRÄT CZORMWCRG STROBES RHEE OE ENTER 

TOARMMICRAPEREBKRY LUA II AH I I AED 

STEBLEULTHMEBSZIKEZIDAZI FI ER EHER I O 

AW SGM F ROM BNCRA CHAM eM S 

egies SD So 

KWOAMCKTERREERE ZN ELTA SZ を以て 、 乏 れ 

TMZLTILALEEKE EB EHEOHATKFERENTZLO 
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mL. ZeE2ar = Wi M&K fi -$ D Rhabdospora WY HK 56 NZ 

る と と あり し と 云 へ ば 、 恐 ら ぐ 本 州 に る 鷹 く て 分布 す る も の な る べし 。 

Erklarung der Tafeln. 

Rhabdospora Melongenae sp. mov. 

1. Ein Teil der beschädigten Frucht. 

2—4. Druchschnittene Pyknidien. 2-3 (90x) 4. (400 x ). 

5. Conidien A (600x) » (1000 x ). 

6. Conidientrager u. Conidien. (1000 x ). 

7. Perithecien. 

8. Aeussere Ansicht eines beschädigten Fruchtteils. (vergr.) 

A. Pyknidien innerhalb der Frucht. 

o. Perithecien herausgetreten. 
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ON A NEW SPECIES OF PHLCEOTHRIPIDE 

OF JAPAN. 

By 

HANSIRO OKAMOTO, Nögakus'i. 

The insect, which I propose to describe below, was first found crawling inside 

the corolla of a flower of daizu (Glycine hispida Maxim.) by my friend, Mr. Y. 

TAKAHASHI of the Hokkaido Agricultural Experiment Station, while he was 

making crossing experiments with this crop. He found afterwards, that the insect 

is pretty common upon this as well as upon some other leguminous plants, such as 

azuki (Adzukia subtrilobata Tak.), sasage (Vigna sinensis Hattk.) etc., the pollen 

grains apparently being damaged by this insect. He collected both larval and adult 

forms of the insect and kindly placed these specimens at my disposal. 

The insect in question belongs to the family Plleothripide and seems to be 

new to the scientific world. 

Its characteristic may be described as follows: 

Liothrips glycinicola n. sp. 

Body dark-brown and shiny. Head about 0.21 mm. long, longer than its 

breadth; genze on its side nearly straight and parallel, without nipples. Eyes dark- 

red, not protruding, ocelli 3, well separated. Mouth conical, almost reaching the 

fore-edge of mesosternum. Antenne distinctly longer than the head ; color of first 

and second segments uniform dark-brown; 3rd to 6th light brownish yellow ; 7th 

and 8th pale dark-brown ; 3rd and 4th a little longer and broader than the others. 

Prothorax 0.18 mm. long. Wings hyaline, not reaching the tip of abdomen ; fringe 

of hairs on the end of posterior margin crossed. Legs deep dark-brown ; anterior- 

femore very large; femore as well as middle- and posterior-tib’e dark-brown ; 
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anterior-tibise and all tarsi yellow. Abdomen cylindrical, uniformly dark-brown ; 

tubus 0.13 mm. about 4 the breadth of 8th segment. Length of body 24 mm. 

Described from 2 females, male not yet collected. 

The present species resembles Liothrips parva Uzel., in many respects, but the 

latter differs in the color of antenne and in the length of its body. 

As far as, I am aware of Phleothripide, Phleothrips oryze Mats. which sucks 

the juice of rice plant, causing it to die off without setting fruits, is the only species 

of Phloeothripide known in Japan up to date. 

In conclusion, I wish to express my thanks to Prof. S. Matsumura of the 

‘Tohoku Imperial University for the free access to his library and collection, and 

also for his many valuable suggestions. My best thanks are also due to Mr. Y. 

TAKAHASHI for the specimens upon which the above deseription is based. 

ZFEHREALKTSERRN, TIMES EN S SER, 

高橋 良 直 氏 が 大 豆 の 交配 試験 中 、 其 花 息 の 内 部 に 岬 食 せ る を 誰 め ら 

れ し を 初め あと し 、 鞭 後 該 植物 其他 小豆 、 弄 号 等 の 如き 意 科 植物 の 花 

宛 内 に 、 比 較 的 普通 K 存 在 し あり て . 其 花粉 本 を 傷害 し つい ヽ  いあ る と 

と を 残 見 せら れ だ 5》。 面 し て 同氏 は 其 幼 半 及 び 成 半 を 採集 し 、 乏 れ 

を 了 予 に 示さ る 。 HTZINZRT HR BRUT ENERUB TZLOR 

し て 、 學 術 界 に 未だ 知ら れ ざ る 一 種類 な る と と を 確 め 友 db. FRE 

汰 を 記す れ ば 区 の 如 し 。 

Liothrips glycinicola n. sp. 

まめ くだ あざ みう 5 ま (DM 

ie ae 4 UCHR S bo HRB HAL り $ 長 く 〈、0.21「s 

) jo 類 に は 法 状 突起 を 鈴 き 、 両 側 殆 ん ど 黄 直 に し て 年 行 せ 5。 # 
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PRAMS CCL A TAL RL. BRB SHS ICH 

To MASE CL CPHORA LHR RED BAZHBELI 5 

る 長 〈、 第 一 及び 第 二 an ic. te 8 F& tc ay en 5 BK hz FR: 33 

色 な ら 5 て 第 ヒ 及 び 第 入 節 は 湊 8 晒 褐色 を 呈す 。 其 第 三 及 び 第 

四 委 は 他人 節 に 比 し て 大 形 な 5c。 WWII s 9) BSBEMeLCH 

長 さ 腹部 の 末端 に 達せ ず 。 BEHENTUIMTZATZEEDD. We 

BBE. 前 脚 の 服 節 は 甚だ 大 な 5。 全 脚 の 服部 並 ひ 中 後肢 の 

肥 衛 は 量 得 色 を 呈す る る も 前脚 の 双 節 及び 全 脚 の 瑞 委 は 黄色 な 5。 

BRAG BRC CH BEA eS, 尾 端 に 存在 する 小 管 (tubus) は 0.13 

ミリ 9] あ 5? て 甚 貼 第 入 和 分 の 略 三 分 の 一 5。 体長 は 二 ! ミ 9」 三 分 の 

ー あ り 5。 

本 種 は Liothrips parva Uzel. cc E+ b LEI AR RU BEA DE 

を 異 に する を 以 て 容易 に 分 つと と を 得 べ し 。 

M-KFBEBANETHSEROBENHTIRBOTRIRK LERNTE 

る に 先 て 枯死 せ し ぜ る Phloeothrips oryze Mats. (va RBSISA5%) 

の 一 種 あ る に 止ま る の み 。 面 し て 本 種 は 香 に 其 第 二 種 た 5?。 

終り に 臨み 此 小 報 を 公 に する K 管 5 東北 帝國 大 學 農 科大 學 散 

FHABTIRNRERORAEZZATEUTKRORERUR AR 

関 の 自 由 を 興 へ られ だ たる を 深謝 する と 共に 本 種 を 採集 剖 興 せら れ 

し 北海 道 農事 試 双 場 技師 高橋 良 直 氏 に 将 し て 厚く 〈 其 好意 を 感謝 す 。 
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A LIST OF 

THE GASTROPODS AND LAMELLIBRANCHS 

OF HOKKAIDO. 

By 

S. Hatra AND N. SASARI. 

The present list contains a systematic arrangement of conchological specimens 

collected by one of us during 5 years past. The specimens are small in number 

indeed, yet they comprise uearly all the species occurring in Hokkaido, representing 

110 species which are included in 70 genera and 41 families. As to their habitat, 

55 species are marine Gastropods and 39 species marine Lamellibranchs, while among 

the remaining 16 species, some occur on land, some in fresh water, being represen- 

ted by 7 Lamellibranchs and 9 Gastropods.” 

A large number of the specimens was identified by Mr. T. IWAKAWA, to 

whom our obligations are due. 

KERAOWFZISFZDO-AIADZTBSHENHTRAELRZAHDO 

分 類 表 て ある 。 BKLOHARKESTCH ZHU FIN TI EB EEND 

RERAEZNTEITHL 全体 百 十 種 あ 5 て 、 七 十 屋 四 十 一 笠 

BES ヽ 。 此 中 五 十 五 種 は 海産 の 腹 足 類 で 、 三 十 九 種 は 毒 産 策 

1) A List of the Placophora and Opisthobranchs will appear in the next number of this journal. 

[Transact. Sopporo Nat. Hist. Soc., Vol. III, 1910.] 
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欠 類 で 残り の 十 六 種 は 陸 産 若く 

種 は 腹 

標 

の 意 を 表す 。 

Class GASTROPODA. 

Subelass PULMONATA. & 

Fam. Siphonarüde. 

1. Siphonaria cocheariformis, Reeve - ーー 

Fam. Helieide. 

. Eulota polionphala sebtentrionalis, Ehrm. bo 

ャ マン 3. Eulota gainesi, Pils. 

. Eulota blakeana, Newc. var. ? 

5. Kaliella okiensis, Pils. & Hir. 

Fam. Suecineide. 

ー、 . Succinea latus, Gould 

Fam. Limneide. 

~I . Limnea japonica, Jay 

Subclass 

Ord. Pectinibranchia. 

Fam. Volutide. 

. Voluta megaspira, Sowb. 

Fam. Bueeinide. 

9. Chrysodomus arthritieus, (Val) Bernardi 

. Chrysodomus perieochlion, Schrenck: -- - - 

. Chrysodomus despectus, L. 

. Chrysodomus Sp. 

3. Buceinum okotense, Midd. | 

. Buceinum leucostoma, Lischke - - - - 

PROSOBRANCHIATA. 

FE Bethe * ASAE = BE TB EAN IR HER 

io oBe AK Ee CD So te bh TD ge 

MC EMIS HH Ch 30 

AROZBBWILGMAR A OMMAICHS Zı KÄr HMO TC silt 

足 類 

肺 Aa 

きく の は な が ひ 利 

ub} 
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POU b FF 

Me es =D) Fe 75 Be 

er 

ore 

いま い 、 石 狩 、 膳 振 背 小牧 

い 、 石 FF WE Ihe 

まい 、 右 狩 

= WA FF ME FF al 

> 
= 
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が ひ 科 

こはく が ひび 札幌 
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$ も の あら が ひ 科 
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15. Buceinum mirandus, Smith -----.---- ------ 

16. Volutharpa ampullacea, Midd. ----------- 

17. Volutharpa perrii, Jay ----- ----- ーーー ----- ーー 

18. Euthria fuscolabiata, E. A. Smith -- --- ----- 

19. Euthria hokkaidonis, Pils. ----- Euren ee ae nn 

20. Eburna japonica, Sowb. ーー ドー ーー ーー ドー ドー ーーーーーーー 

Fam. Nasside. 

21. Nassa hypolia, PilS 

22. Nassa acutidentata, Smith------- ne A キルト 

24. Murex falcatus, Sowb.----- 

3. Trophon c’athratus, L. 

. Murex brebiferous, Lam. ----- 

6. Murex emarginatus, Sowb.----- 

. Murex burnettii, Ad. & Rye.---- 

. Oeinebra endermonis, Smith------ 

. Rapana bezoar, L.----------*------------ 

. Purpura tumulosa, 

2. Purpura fleycinettii, Desh.---------- 

Fam. Murteide. 

Reeve --- 

- Purpura luteostoma, Dillw.------------------------ 

. Purpura saxicola, Val.----------+------+----+--+--- 

Fam. Tritonide. 1% 

De Pa 

PUNKTE 

ATLILESEN 

ıL IF v AH 

と ば いそ に な 後志 作 市 

kk だ Ue (EE 

ょ うば ひ 科 

あな を もり も ち も し ろ 、 後 志 余 市 

ひめ も むしろ 

ほ ね が ひ 科 

WD YONGE 

や う 6C RU BE 

きら ぼら 

“ORL C7 RED 

ひれ が ひび 

ZI 57T 232% 

- あ か に LE 

ーー れい LEBE 

ru し 

RBS AIT 5.4 B 

UBovsA LT 6. SB 

34. Ttritonium olearinus, Auct.--------------------+--- a © 

35. Priene oregonensis, Redfield------ ----------- -Hhoiz 5.31% 

36. Ranella pulchra, Gray----------------------+---+--> +O DED 

Fam. Cerithtiide. カ か (に も 5 り が ひび 科 

37. Potamides multiformis, Lischke-- --------- ------ うみ に な 、 後 志 僅 函 

Fam. Trichotropide. な は ぼら 科 

38. Trichotropis bicarinata, Brod. & Sowb.----------- ひげ まき な は ぼら 日 高 

Fam. Vermetide. へ びび が ひび FH 

39. Thylacodes imbricatus, Dunker-------------------- お う へ で び が ひび ひ 、 利 尻 島 

Fam. Turritedlide. & b BUELL FH 

40. Turritella bacillum, Kiener.----------- --------- SYROK2LLKSBAH 

. Littorina sitchana, Phil.------ -- 

Fam. Littorinide. 72 & & UX Fy 

estes ーーーーー T+  BRAE 
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42. Littorina subtenebrosa, Midd. ----- ーー ーーー ドー CAR LAKKRBER MIB ER 

Fam. Capilide. 2, 4a DS cA Bh 

43. Crepidura grandis, Midd.------¥e---------.-+---*-- RESON DOS Bie cB 5 

Fam. Naticide. 72 ¢ が ひ 科 

44. Natica ampla, Phil. 1 ドド ドド ドー ドー ーー ーー DH 72728 OT TEE SE He BD 1K 

45. Natica clausa, Broad & Sowb. ーー ドー +++ ーー RTV EN EIXE 

Fam. Viviparide. だ た に し 科 

46. Viviparus japonicus, Martens, var. ?:----.--------A@e lz T2 12 UAB te FB 

47. Viviparus malleatus, (Reeve): ---- once BOB ToS DOG he ly Be FL 

Fam. Melaniide. カ か |x ı wh Ft 

48. Melania libertina, Gould, var. ? ---*----------::- RI 7.4L OR 

Ord. Aspidobranchia. 

Fam. Trochide. ば て いのら 笠 

49. Moncdonta labio, L.----------- ーー Lf \ Ae ae 

50. Monodonta neritoides, Phil. ドド ++ + ーー CAO BS OR BF 

51. Calliostoma unicum, Dunker a a aa re BU FT DB OK fF 

52. Leptothyra amussitata, Gould -- -- ーー er N SE SEHEN 

53. Chlorostoma rusticum, Gmel., var.?-----:--------- =) Doe pape sen 

54. Chlorostoma turbinatum, A. Adams GDB GE ーー ーー 室蘭 

55. Umbonium ecostatum。TLessom ドド ドド ーー ツー ee: き ı " Brnzh 

Fam. Haliotide. 83 OX FY 

56. Haliotis gigantia, Cham, var. discus, Reeve sh WA O84 8H 

Fam. Fissurellide. くず や が ひ 科 

57. Subemarginula gigas, Martens - ーー Jos SEE sa bsbun BEnmnE 

Fam. Acmeide. 5 ちの あし 科 

58. Aemea saccharina, L. Bc Hise ous Oo oe う の あし 

59. Aemzea heroldi, Dunker ーー oH siege ng eu Sa td LOS 

60. Acmxa schrenckii conoinna, Lischke ++: +++: HABBO. SM 

61. Acmzea grata, Gould ---- vote e teen ees > Ba En ME 

62. Acmasea pallida, Gould -- Hr +++ +--+ eter estes ED: HEB teh 

Fam. Patelliide. よめ が か さき さ 科 

63. Helcioniscus toreuma, Reeve ドー ーー $62 > FE ie Wi 

64. Heleioniscus encosmius, Pils. | - eet eee ee NOD BB 8 HEB iW 
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Class LAMELLIBRANCHITA. X u 類 

Ord. Teleodesmacea. 

Fam. Pholadide. か も る めか が いひ Fh 

65. Pholadidea penita, Conrad ーー ーー ーー ーー ドーーーーー bh bt HOBO BE mE 

Fam. Saricavide. 

FT De RE ee ミ マ こじ > VER こそ @xee 

Fam. Myaade. & (% D DU Ft 

67. Mya arenaria, L. var. japonica, Jay ------------- お ほ の が ひ 、 北 見 網走 

68. Cyrtodaria japonica, A. Ad. ?----- ーー ドーーーーー RtBKILOB UH 

Fam. Mactride. 5 |x a3 UA FB 

69. Mactra sachalinensis, Schrenck----- ーーー lO 3a BU 53 IT 2 OV) Sw OF 

70. Mactra carneopicta, Pils..--------5------++ onen +++ zat DMO. HK 

Fam. Solenide. 2 PS cA Ft 

71. Solen krusensternii, Schrenck----------------- DT CAH 

72 ouigua  sodalis; Gaulle <= nen nenn BILA TPB O BER. Ase MS. Te 

75. Tellina venulosa, Schrenck -- 

3. Soletellina olivacea. 

. Tellina nasuta, Conrad 

Fam. Psaminobiide. 

さら が か が ひ 科 

し らら とり が な ひ 、 高 島 

SEI UL SP U BERN 

Fam. Veneride. X ¢ bd FF 

76. Dosinia troscheli, Lischke -- - - ABU BEBE HA 

77. Meretrix meretrix, L.------------+-------+-+-++-+- i> ¢ 9 BF 

78. Macrocallista chishimana, Pils.------ ------ +++ ++- ら ぞ すだれ 、 ら ぞ わ すれ 後志 高 島 

79. Venus reticulata, ーーー ドー ドー に ーー ドド に ーー に に ーー ドー ドー ドー に ーー exE 

80. Venus eflosa, Bivona.? ーー ドー ドー ーー :-KIBOHRAIR 

81. Venus jedoenesis, Lischke ーー ーー ーーーーーーー お に あき り 、 後 志 高 島 、 釧 路 、 十 勝 、 日 高 浦河 

82. Chione histrionica, Brod. ---------- ーー ーー ドー に ーーー イブ % FE 

83. Tapes philippinarum, Ad. & Bve.--------------- Hs) HBR 

84. Saxidomus purpuratus, Desh.----------------- 746053 aM 

85. Gomphina melanegis, Roemer - - ---- BSH &VARAR 

96. 

Fam. Cardiide. 

Cardium californiense, Desh. 

XS BU Fe 

-REvVvLaUR OH 
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98. 

110. 

AHMMEr AAR = BET Be IAD BGR . 

Ord. Prinodesmacea. 

. Mytilus crassitesta, Lischke 

. Mytilus grayanus, Dunker 

. Modiolaria nigra, Gray ? 

. Septifer virgatus, Wiegmann 

. Septifer crassus, Dunker 

. Placunanomia macroschisma, 

. Pecten yessoensis, Jay 

5. Pecten ruscenbergeri, Tryon: - 

7. Ostreea 

99. Anodonta woodiana, Lea. 

. Anodonta arc»formis, Hunde.-- - - 

. Margaritana margaritifera, L. 

. Nodularia japonensis, Lea. ? 

. Nodularia sp. 

. Nodularia sp. 

. Area 

. Arca 

. Arca 

. Arca 

. Pectuneulus yezoensis, Sowb. 

Fam. Mytilide. 

Modiola capax, Conrad 

Us が 科 

Fam. Drcissensiide. 

Fam. Anomtüde. 

Desh. 

Fam. Pectenide. 

Pecten swiftii, Bernardi-----------------> 
? 

Fam. Ostreide. 

talienwhanensis, Crosse: - - 

Fam. Cyrenide. 

Corbicula sadeensis, Pils..----------------- 

Fam. Unionide. 

Bee WVG・ 上 ドド トト トド トド トト ・・ー・・ optusa, 

kraussii, Phil. ?----------+-+----- 

inflata, Reeve 

suberenata, Lischke:---------- 

Fam. Nuculide. 

Nieula mirabilis, Ad. & Rve. 
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HAE TA CTP OMI 

松 村 松 年 

MONOGRAPHIE DER DICIYOPHORINEN 

JAPANS. 

VON 

Pror. S. MATSUMURA. 

Im Jahre 1896 hat Herr P. Uhler in “Proceedings of United States national 

Muesum” zwei Dictyophorinen aus Japan, nämlich Dictyophora inseripta Wk. und 

Orthopagus lunulifer Uhl. veröffentlicht. 

1900 habe ich in der “Entomologische Nachricht” eine neue Gattung und eine 

neue Art (Ciziopsis punctatus) publiziert. Ferner habe ich 1906 auch in meinem 

“1000 Illustrated Insects of Japan” noch 2 andere Arten (Dictyophora ishide Mats. 

und D. tengi Mats.) beschrieben. 

Seit dem gibt es keine Beschreibung der Dictyophorinen Japans. 

Bei genauer Untersuchung der japanischen Diciyophorinen habe ich im ganzen 

12 Arten, welche unter 6 Gattungen zerfallen, gefunden, und hier möchte ich ihre 

Beschreibung veröffentlichen. 

Die folgenden sind die simmtlichen Detyophorinen-Arten Japans: 

(1) Cixiopsis punctatus Mats. 

(2) Tengu lla mitsuhashii Mats. (n.g. et n.sp.) 

(3) Anagnia splendens Germ. 

(4) Tenguna Watanabei Mats. (n.g. n.sp.) (Formosa) 

(5) Dictyophora tengi Mats. 

(6) % sinca Wk. (Formosa) 

(7) 3 maculata Mats. (n.sp.) 

(8) = okinawensis Mats. 

(9) £ nakanonis Mats. (n.sp.) 

(10) = fuscovittata Mats. (n.sp.) (Formosa) 
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(11) Saigona ishidee Mats, (n.sp.) 

(2) 5 gibbosa Mats. (n.sp.) (Formosa) 

Unter obigen Arten sind (3), (5), (6) und (7) schädlich für Reis- und Zucker- 

rohrpflanzen. 

Da sämmtliche Arten in meinen Laboratorium aufbewahrt sind, nehme ich 

sehr gern anderen Cicadinen dafür in Tausch. 

Subfamilie Dictyophorine. 

Kopf in einem mehr oder weniger lang eylindrischen oder konischen Fortsatz 

vorgezogen. Augen kugelig oder eiformig, hinter den Augen mit einer Ocelle. 

Stirn lang, mit 3 Kielen. Decken meistens länger als der Hinterleib, mit 3 Längs- 

nerven, am Clavus ohne Körnchen, Clavalnery mündet in den Schlussrand, im 

Apicalteil bildet Adernetz. Beine lang, an den Hintertibien mit kräftigen Dornen, 

Hintertarsen an der Basis ohne beweglichen Dorn. 

Diese Subfamilie unterscheidet sich gleich von den anderen durch den verlän- 

gerten Scheitel und den in den Schlussrand mündenden Clavalnerv. 

Uebersicht der Gattungen. 

1. Vorderschenkel nahe der Spitze unten mit einem Dörnchen. ..... .. 42 

=, Vordersehenkel ohne: Dörnchen. 2. 2... 2.8 Me Soh hee 

2. Seitenlappen des Pronotums hinter den Augen jederseits mit 2 vollständigen 

Tiamoskielen : Hehe ember ent een 2: 2. Gelenk 302) 05 っ 

ー Seitenlappen des Promotums mit einem vollständigen Läneskiel............ 

Ne AA IRR Pe re Tessas 2a S epee oy 2 cael OR gs 2 ae al Saigona: Meta 

3. Beine lang, Vorderschenkel schmal, nicht blattartig erweitert............. 

fe ii ER AR 24 nr Lenguna: Mares 

— Beine kurz, Vorderschenkel breit, blattartig erweitert. ..... .. 3. Anagnia Stal. 

4. Scheitel länger als zwischen den Augen breit.................. et Lee a): 

— Scheitel kürzer als zwischen den Augen breit............ .......4. Oixtopsis Mats. 

OHDecken olashell.:.+.,.2... een ee ee ER 5, Dictyophora Germ. 

ー Decken subhyalin, an der Spitze matt....... EBENE ee 6. Tenguella Mats. 
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Gatt. 1. Cixiopsis Mats. 

Ent. Nach. p.207. (1900). 

Scheitel gross, breiter als lang, vorn rechtwinkelig, die Seiten am Beginn der 

Seitenkiele der Stirn vorstehend, der Hinterrand gebogen, der Randkiel nicht 

hoch, der Mittelkiel deutlich ; Stirn lang, ziemlich flach, ein wenig schmäler in der 

Mitte, 3 deutliche Kiele, die Seitenkiele den Clypeus nicht erreichend, an der Spitze 

mit dem Mittelkiel in einem Punkt vereinigt, Seitenkiele blattartig : Clypeus 

kurz, mit Mittelkiel und Seitenkielen ; Rostrum den Hintercoxen erreichend, Augen 

eiförmig, der verjüngte Pol nach hinten und unten ein wenig ausgebuchtet, Pro- 

notum vorn abgerundet, hinten winkelig gebuchtet, mit Mittellängskiel und zwei 

mit dem Vorderrande verschmolzenen Kielen, die Seitenkiele nach aussen etwas 

gebogen. Flügeldecken bei der ‘Macropterenform viel länger als der Hinterleib, 

glashell, die 3 Sectoren durch zahlreiche, ein dichtes Adernetz bildende Quernerven 

verbunden, die Clavalnerven bei 3 des Clavalfeldes vereinigt, nahe der Clavalspitze 

mündend. Der erstere Sector der Flügel mündet in den Flügelrand vor der Spitze 

und entsendet einen gegen die Spitze gegabelten Zweig. Hintercoxen mit einem 

dicken Dorn, Hinterschienen mit 4 kräftigen Dornen, Hintertarsen an der Wurzel 

kurz, eben so lang wie das Klauenglied. Bei der Brachypterenform Decken etwas 

länger als der Hinterleib, subhyalin, Adernetz schwach vortretend. 

1. Cixiopsis punctatus Mats. 

Civiopsis punctatus Mats. Ent. Nach. Cerl. p.208, 1909 ; 1000 Insects of Japan, 

if; P.47, PL RePrts. 8,1904 

Macropt. Pechschwarz, Kopf, Pronotum und Abdomen heller, das 2te und 

das letztere gelblich punktiert. Scheitel so lang wie das Pronotum, querrunzelig. 

Antennen gelblich. Stirn fein querrunzelig, an den Seiten gelblich punktiert, an 

der Spitze gelb. Pronotum mit 2 einstochenen Punkten. Schildchen querrunzelig, 

die Kiele heller. Decken 2mal so lang wie das Ablomen, hyalin, an der Basis 

bräunlich, Nerven hellbräunlich, am Spitz ndrittel Adernetz bildend. Beine gelblich, 

fein haarig, die Spitze der Vorder- und Mittel-Schienen sowie auch die Coxen braun, 

Klauen schwarz, deren Spitze castanienbraun. 

Brachypt. Einfarbig schmutziggelb, vorn und hinter den Augen bräunlich 

gefleckt, Schildchen in der Mitte der Länge nach hellbräunlich. Deeken so lang 

oder ein wenig länger als das Abdomen, subhyalin, von der Grundfarbe, Adernetz 
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undeutlich oder viele weniger. Meso- und Meta-Pleuree dunkel oder dunkel gefleckt. 

Hinterleib grau, gelblich punktiert. 

©. Genitalsegment sehr gross, von hinten gesehen länglichoval. Genitalplatten 

lane aufeeboeen, an der Basis schmal, plötzlich gegen die Spitze quadratisch ver- 
fo) > の 2 2 > 

breitert, am Hinterrande schief abzerundet, oben am Basalrande mit einem Zähnehen 2 f 3 

Afterröhre klein, hinten dreicckig erweitert. 

. Genitalplatten schmal, konisch, an der Spitze schmal abeerundet, Leeescheide } 2 2 te) ’ > 

lang, an der Spitze mit 4 hellbräunlichen Zähnchen. 

Länge: © 5.5, & 7 mm.; bis zur Spitze der Elytren & 7.5, 2 9 mm. 

Fundort: Sapporo, Aomori, Towada und Gifu, gesammelt in zahlreichen Kxem- PI 2 2 ke 

plaren auf Pteridis-Arten vom, Verfasser. 

Gatt. 2, Anagnia Stal. 

Stett. Ent. Zeit. XXII. p.149 (1861); Hem. Afric. IV. p.151 (1866); Atkin: 

Hom. Ind. p.24, (1885). 

Scheitel 2mal so lang wie zwischen den Augen breit, am Hinterrande spitz- 

dreieckig ausgerandet, mit 3 Längskielen. Stirn fast 4mal so lang wie breit, mit 

einem bis auf den Clypeus verlängerten Mittelkiel und jederseits einem bis zur 

Stirnspitze verlaufenden Seitenkiel. Augen kugelig, Pronotum zwischen den Augen 

stark spitzwinkelig vortretend, hinten stumpfwinkelig ausgerandet, in der Mitte mit 

einem scharfen Mittelkiel, an den Seitenlappen hinter den Augen jederseits mit 2 

Längskielen, Schildchen mit 3 Längskielen. Decken länger als der Hinterleib, 

glashell, die 3 Sectoren bilden durch wiederholte Teilung und durch zahlreiche 

Quernerven am Ende der Decken ein mehr oder weniger dichtes Adernetz. Der 

erstere Sector der Flügel mündet in den Flügelrand vor der Spitze und entsendet 

einen gegen die Spitze ungegabelten Zweig. Der 2te Sector gegabelt, durch Quern- 

erven mit den Aesten des dritten Sectors verbunden. Der dritte Sector gabelig 

geteilt, der innere Ast einfach, der aüssere geteilt. Hinterhüften mit einem zuge 

spitzten Zahn. Hinterschienen mit 6 kräftigen Dornen. 

1. Anagnia splendens Germ. 

Hata splendens Germ. Thon. Arch. 11, 2, 48 (1830). 

Pseudophana splendens West. Trans. Ent. Soc. XVIIL. p.151 (i841). 

Dictyophora indiana Wk. Cat. B. M. p.310 (1851). 

Anagnia splendens Stal. Stett. Ent. Zeit. XXII. p.149 (1861) ; Mats. 1000 Insects 



> hs 

MATSUMURA: MONOGRAPHIE DER DICTYOPHORINEN JAPANS. 103 

of Japan 11. p.ii, pl. XXI, fig. (1904). 

Oz が oz の gs lunulifer Uhl. Proc. Nat. Mus. U. S. A. p.279 (1896); Mats., Ent. 

Nach. Berl. p.209 (1900). 

Hellschmutziggelb. Scheitel dunkel, zweimal so lang wie breit, in der Mitte 

mit 2 länglichen und an der Basis mit 2 crescentförmenen, gelblichen Strichelchen. 

Stirn an den Seiten bräunlich gedeckt, die Kiele golden schimmernd. Clypeus an 

der Spitzenhälfte und Labrum die Basis ausgenommen dunkel, Pronotum grau, 

gelblich gefleckt. Schildchen in der Mitte jederseits mit einem dunklen Punkte, an 

der Spitze blassgelblich. Decken hyalin, 2mal so lang wie das Abdomen, die 

Nerven hellgelblich, ein Fleck am Randmal und ein länglicher Bogenfleck, an der 

Spitze braun'ch bis schwärzlich, am Schlussrande bräunlich. Flügel an der Spitze 

mit einem bräunlichen Flecken. Beine hellgelblich, Schenkel bräunlich, gelblich 

gefleckt, Schienen mit 3 bräunlich gleich entfernten Flecken. Vorder- und Mittel- 

tarsen bräunlich, Hintertibien blassgelblich, mit 6 schwarzen Dornen, deren Basis 

auch schwärzlich gestrichelt. Brust gelblich, bräunlich gefleckt. Hinterleib 

sechwärzlichbraun, gelblich punktiert. Bei einigen Exemplaren ganz hell gefleckt. 

5 Genitalplatien oblong, an der Spitze abgerundet, in der Mitte der Länge nach 

ausecfurcht, in der Mitte des Oberrandes mit einer rundlichen, an den Seiten je 

mit einem schwärzlichen Dörnchen versehenen Vorragung. Afterröhre von hinten 

gesehen rundlich, unten gerade und bräunlich gerandet. 

2 Genitalplatten fast conisch, an der Spitze schmal abgerundet. Afterröhre 

schwärzlich, im Umfang länglichoval. 

Länge: © 9, £ i0 mm.; bis zur Spitze der Elytren & il, 2 14 mm. 

Fundort: ganz Japan (ausser Hokkaido) und Formosa. 

Sonstige Fundorte : China, Halay, Philippinen, Ceylon, Bombay, Java. 

Sie sind sehr häufig auf niedrigen Gramineen-Pflanzen und zwar schädlich für 

Reis- und Zuekerrohr-Pflanzen. 

Gatt. 3, Tenguella n. g. 

Der Form nach Die‘yophora Germ. ähnlich, weicht aber in folgenden Eigen- 

schaften ab: 

1. Scheitel breit, Mittelkiel an der Basis sehr breit. Stirn fast 3 mal so lang wie 

breit, die Seitenkiele an der Spitze undeutlich, an der Spitze abgerundet. 

2. Pronotum auf der Oberfläche mit einem Längskiel, auf den Seitenlappen hinter 

den Augen jederseits mit 2 vollständig seitlichen Kielen. 
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3. Mesonotum sm breitesten. 

4. Decken schmal, lang, den von gleicher Breite, subhyalin, an der Spitze undurehsi- 

chtie. (Tengu ist einer von japanischen Götter, welcher durch seine lange Nase 

berühmt ist). 

Tenguella mitsuhashii n. sp. 

Dunkelgrün. Scheitel mehr als 2mal so lang wie breit, zwischen den vordern 

Augenrändern am breitesten, Clypeus an der Spitze und Labrum braun, Rostrum 

die Mitte der Hintercoxen erreichend. Teguls und Decken hellbräunlich, fein quer- 

gerunzelt, Nerven von der Grundfarbe, am Apicaldrittel dunkler, Randmal bräun- 

lich. Beine schmutziggelb, bräunlich gestreift. Hintertibien mit 5 一 6 schwarz 

zugespitzten Dornen. Hinterleib am Bauch dunkel, gelblich punktiert, am Rücken 

dunkel, gelblich punktiert, am Rücken hellschmutziggelb, mit schwärzlichen 

Fleckenreihen. 

5  Genitalplatten lang, 4mal so lang wie breit, in der Mitte etwas verschmälert, 

an der Spitze abgerundet, an der Seite je mit einer schwarz zugespitzten Vorra- 

eung, letztes Bauchsegment an den Seiten nach hinten stark dreieckig verlängert, 

Afterröhre im Umfang oval, Afterstielehen schmal, hellbräunlich. 

© Genitalplatten länglich, in der Mitte mit einer Längsfurche, an der Spitze mit 

einem bräunlichen Fortsatz, Afterröhre breit oval. 

Länge: © 8, @ 9 mm; bis zur Spitze der Elytren & 12, $ 13 mm. 

Fundort: 2 & Exemplare (Kawasaki), gesammelt ven Herrn S. Mitsuhashi, 3 

@ (Kumamoto) von Herr. H. Kawamura und 1 で Tateyama vom 

Verfasser. 

Tenguna n. 8. 

Der Form nach Dictyophora Germ. sehr ähnlich, es weicht aber folgenderweise 

ab. : 

1. Scheitel am Hinterrande rechtwinkelig ausgerandct. 

2. Rostrum sehr lang, bis zum 4. Abdominal-Segment reichend. 

3. Pronotum zwischen den Augen rechtwinkelig vortretend, auf der Oberfläche ein 

scharfer Mittelkiel, auf den Seitenlappen hinter den Augen jederseits 2 Längskiele. 

Schildchen mit 3 Läneskielen, die seitlichen Kiele gegen die Spitze stark cover- 

gierend. 

4- Decken fast wie bei Dictyophora, nur der Olavalnerv 3 des Olavalfeldes gagabelt. 
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5. Beine schmäler und länger, nahe der Spitze des Vorderschenkels unten mit 

einem Dörnchen. 

Diese ist auch der Gattung Metaurus Stal etwas ähnlich. 

1. Tenguna Watanabei n. sp. 

Gelblich bis gelblichgrün. Scheitel kurz, die zwischen deu Augen liegenden 

Seitenkiele parallel, dann plötzlich verengt und allmählig gegen die Spitze hin 

zugespitzt, deutlich kürzer als das Pro-und Meso-notum zusammen, Mittelkiel 

deutlich, von der Seite gesehen conisch, etwas nach oben aufgerissener Stirn von der 

Grundfarbe, zwischen den oberen Augenrändern am breitesten, in der Mitte etwas 

verschmälert. Pro-und Meso-notum von der Grundfarbe. Decken hyalin farblos, 

Nerven bald gelblich und bald griinlich, Randmal grünlichgelb getrübt, von 3 

Quernerven gebildet, Brust, Hinterleib und Beine einfarbig von der Grundfarbe, 

Hinterschenkel an der Spitze mit einem schwärzlichen Fleck, Vorder-und Mitteltarsen 

hellgelblich : Klauenglieder an der Spitze und die Klauen bräunlich. 

2 Genitalplatten lang, an der Basis breit, gegen die Spitze hin allmählig ver- 

schmilert, in der Mitte der Länge nach tief gefurcht, an der Spitze abgestutzt und 

mit einem langen Zahn; Afterröhre im Umfang oval, am Unterrande flach 

ausgebuchtet, Afterstielchen an der Spitze schwärzlich. 

Länge: Q 11 mm.: bis zur Spitze Elytren 16 mm. 

Fundort: Formosa (Hoppo, Horisha, Shinsha, Koannania), gesammelt in 5 2 

Exemplaren von Verfasser. 

Diese sonderbare Art ist dem verstorbenen Oberpolizist Kamesak Watanabe, 

welcher für mich zahlreiche andere Cieadinen gesammelt hat, gewidmet ! 

Der Form nach D. muliiretieulat« Muls. etwas ähnlich, der Scheitel aber viel 

schmäler. 

Gatt. 4, Dietyophora Germ. 

Germ. Silb. Rev. Ent. p.175 (1833); Fieb Ciead p.257 (1875); Melich. Cicad. 

Mittel-Eur. p.33 (1396). 

Scheitel schmal, in eine mehr oder weniger lange stumpfe Spitze verlängert, 

mit 3 Längskielen, Stirn sehr lang, schmal, mit einem bis auf den langen Clypeus 

verlängerten Mittelkiel und jederscits mit einem bis zur Stirnspitze verlaufenden 

Seitenkiel. Augen eiförmig, mit der schmäleren Spitze nach vo n, in einer Ausbuch- 
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tung des Halsschildes sitzend. 

Pronotum zwischen den Augen etwas vortreten, hinten winkelig ausgeschnitten, 

die Seiten lappenartig nach vorn und unten vorspringend, auf der Oberfläche drei 

Längskiele, auf den Seitenlappen hinter den Augen jederseits drei seitliche Längskiele, 

Schildehen mit 3 Läneskielen. Die Kiele des Pronotum und Schildehens liexen in 

einer Linie. Decken länger als der Hinterleib, glashell, die drei Seetoren bilden 

durch wiederholte Teilung und durch zahlreiche Quernerven am Ende der Decken 

ein mehr oder weniger dichtes Adernetz. Der erste Sector der Flügel mündet in 

ocgrabelten 
で c 

den Flügelrand vor der Spitze und entsendet einen gegen die Spitze g 

Zweig, vor der Gabel ein kurzer Quernerv zum Aussenrande. Der zweite Sector 

ist gegabelt, die Gabeläste wiederum gabelig geteilt und vor der Gabelung durch 

Quernerven mit den Aesten des ersten und dritten Sectors verbunden. Der dritte 

Sector gabelig, die innere Art einfach, die äussere geteilt, die Gabeläste mit kleinen 

Gabeln. Hinterhüften mit einem dreieckig spitzen Zahn, Hinterschienen mit +—6 

kräftigen Dornen (nach L. Melicher). 

Uebersicht der Arten. 

1. Decken mit einem dunkelbräunlichen Längstreifen....... ... .. fuscovittata n. sp. 

= 'Pecken ohne Flecke ..........:....: coarse t= =a Re a ont pane Uk っ 2 

2. Scheitel etwa so lang wie das Pro-und Mesonotum zusammen ..... ..... - > 

— Scheitel deutlich länger als das Pro-und Mesonotum zusammen ....- ae. > 

3. Abdominalrücken gerünlich, mit einer schwärzlichen Mittellinie .. . Sinica Wk. 

— Abdominalriicken ohne schwärzliche Mittellimie ーー 4 

4. Abdominalrücken in der Mitte bräunlich, Metapleura immer mit einem schwärz- 

lichen :Flecker ma mean kee oh suet 時 だ maculata n. sp. 

— Abdominalriicken hell bräunlich, mit weisslichen Punktreihen. Metapleura meis- 

tens ohne schwiirzlichen Fleck............ SR ger nano EG ct tengi Mats. 

5. Scheitel breit チー 200790770000088IM sp. 

— Scheitel schmal Re r ....2..... Okinawensis Mats. 

1. Dietyophora sinica Wk. 

Dictyophora sinica Wk. List. Hom. B. M. p.321, (1851); Stal, Öfv. Akad. 

Förh. p 487, (1862); Journ. Aseat. Soc. Beng. p.322, (1886). 

Dictyophora inseripta Wk. |. e. p.322, (1851). 

Blassgrün. Scheitel schmal, etwas länger als das Pro-und Mesonotum zusammen, 
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an der Spitze abgerundet, die Seitenkiele fast parallel, in der Mitte etwas verjüngt, 

zwischen den Augen mit einem kurzen grünen Kiele und beiderseits etwas gelblich. 

Stirntälchen ritlichgelb, Mittelkiel grasgrün, Seitenkiele heller, Clypeus an der 

Spitze und Labrum bräunlich, der Mittelkiel blassgelblich. Pro- und Mesonotum 

gelblicherün, die simmtlichen Kiele hellgrün. Decken hyalin, Nerven hellgelblich, 

am Apicaklrittel die Nerven bräunlich und ein wenig gelblich getrübt, Randmal 

bräunlich von 3 Querneven gebildet. Mesopleura bräunlich gefleckt. Beine hell- 

gelblich, Vordercoxen schwarzlich, Schenkel und Tibien schwarzlich gestreift, mit 5 

bräunlich zugespitzten Dornen. Hinterleib blasgrinlich, am Ricken mit einer 

sehwärzlichen Mittellinie, am Bauch beim & in der Mitte mit einer schwärzlichen — 

Fleckenreihe. j Py 

5 Genitalplatten hellbräunlich, fa-t 3mal so lang wie breit, an der Spitze schmal 

abzerundet, oben in der Mitte eine dreieckig, schwarz zugespitzte Vorragung. 

Afterröhre am Hinterrande duukel, Afterstielehen weisslich. 

© Bauchserment 5, in der Mitte etwas erhöht, Genitalplatten rectangular, an der 

Spitze mit einem schwärzlichen Fortsätze. 

Lange: © 9, 2 10,5 mm; bis zur Spitze der Elytren © 135, る 14,5 mm. 

Fundort : Formosa (Ako, Taikokan), gesammelt in zahlreichen Exemplaren vom 

Verfasser. 

Diese Art ist noch nicht in Japan gefunden, kommt aber in Formosa ziemlich 

hanfig vor und ist schädlich für Reis- und Zuckerrohr-Pflanzen. 

2. Dietyophora tengi Mats. 

Dietyophora inseripta Uhl. Proe. Nat. Mus. U. S. A. p.278, (1896). 

Dictyohora sinicai Mats. (nee. Walker) Dat. Nach. Berl. p.297, (1900); Mats. 

1000 Insects of Japan. 11. p.5€, Pl. XXI fig.6. (1904) 

Blasgrüm. Scheitel so lang wie das Pro- und Mesonotum zusammen, die Kiele 

grün, Mittelkiel nur zwischen den Augen deutlich; an der Spitze pechschwarz. 

Stirntalchen rötlichzelb, die Kiele breit, hellgrün. Clrpeus gelblich, Mittelkiel 

hellgrün welcher am L«brum weissgelblich wird, an den Seiten und das Labrum 

braunlich. Pro- und Mesonotum orangengelb, die Kiele grasgrün. Decken hyalin, 

oft gelblich getrübt, Nerven gelblich, Adernetz hellbraunlich, Randmal hellbräuu- 

lich, von 2 Quernerven gebildet- Brust gelblich, an der Metapleura mit einem 

brannlichen Fleck. Beine grönlichgelb, Schenkel und Tibien schwärzlich gestreift, 

Hintertibien mit 5 schwärzlichen Dornen. Hinterleib grünlichgelb, sm Rücken 
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beim で mit 2 hellbräunlichen Längsstreifen, in der Mitte eine schmale weissliche 

Mittellinie, an den Seiten je mit einer (oder zwei) weisslichen Fleckenreihe, beim 

© am Rücken hellbräunlich, mit 7 weisslichen Fleckenreihen. 

合 . Genitalplatten lang, dunkel, an der Basis etwas aufgeblasen, an der Spitze 

unten mit einem Dörnchen, Afterröhre weisslichgelb, im Umbang fast oval, am 

Hinterrande gerade und dasselbxt hellbräunlich gefärbt, Afterstielchen an der Spitze 

hellbräunlich. 

©. Genitalplatten meistens hellbräunlich, schmal, in der Mitte mit einer Längsrinne. 

Länge: & 9- & 9.5 mm.; bis zur Spitze der Elytren & 11.5, 時 13 mm. 

Fundort: Akashi, Takasago, Iki Insel; Formosa (Koshun, Bozan, Toppen, 

Taikokan). 

Der Form nach D. sinica Wk. sehr ähnlich, es weicht aber hauptsächlich durch 

das Fehlen der schwarzen Mittellinie des Abdominalrückens ab. 

3. Dictyophora maculata n. sp. 

Grün bis gelblichgriin. Scheitel so lang wie das Pro- und Mesonotum zusammen, 

gegen die Spitze hin etwas verschmälert, Mittelkiel niedrig, Seitenkiele in der Mitte 

deutlich verschmälert, an der Spitze ohne Fleckelien. Stirntälchen gelb, selten 

orangengelb, Mittelkiel grün, Labrum schwärzlich, der Mittelkiel weisslich. Pro- 

und Mesonotum grünlichgelb, das letztere an der Spitz: heller, die Kiele grün. 

Decken glishell, nicht getrübt, Nerven gelblich, Adernetz am Apicaldrittel 

bräunlich. Randmal hellbräunlich, von 2-3 Quernerven gebildet, an der Sp.tze 

die Nerven noch feiner anastomosierend als bei D. siniea Wk. Auf der Metapleura 

ein schwärzlicher ovaler Fleck. Beine schwärzlich gestreift, Hinterschenkel mit 4 

schwarz zugespitzten Dornen .Zwei letzten Bauchseemente auf der Mitte sch wärz- 

lich gefleckt. 

& Genitalplatten braun, fast dreieckig, an den Seiten mit 2 schwarzen Dörnchen. 

Afterrohre hellgelblich, am Hinterrande und das Afterstielehen dunkel. 

© Letzte Bauchsegment hinten flach ausgebuchtet, in der Mitte etwas vorragend, 

die Afterröhre im Umfang oval, unten bräunlich gerandet wie beim @. 

Tange: & 10, 2 12 mm.; bis zur Spitze-der Elytren @ 14.5,-2 15.5 mm 

Fundert: Tokyo (Nakano) Gifu, Maiko in zahlreichen Exemplaren vom Ver- 

fasser. 

Der Form nach D. sinica Wk. sehr ähnlich, es weicht aber durch das Fehlen 

der schwarzen Mittellinie des Abdominalrückens uud von D. tengi Mats. durch 
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das Fehlen der weisslichen Punktenreihen des Abdominalrückens ab. 

4. Dictyophora okinawensis Mats. 

Dictyophora okinawensis Mats., Sapporo Nat. Hist. Soe. Vol. 1. p.51, Pl.2. fig. 

8. (1905). 

Schmutziggelb. Kopf länger als Pro- und mesohotum zusammen, schmal und 

lang, bis zur Spitze fast von gleicher Breite; in der Mitte läuft eine schmale 

weissliche Längslinie ; unten gelb, mit zwei, mennigroten Längslinien und an der 

Spitze schwärzlich gefleckt. Rostrum an der Spitze dunkel, die Kiele gelblich. 

Pronotum in der Mitte rot, der Kiel gelb. Scutellum in der Mitte der Länge 

nach heller, mit 2 bräunlichen Läugslinien, an der Spitze gelb. Elytren lang und 

schmal, das Basalglieder gelblich, Pterostigma und Netznerven bräunlich, das erstere 

dreicckig und gros. Beine gelblich, die Coxen vorwiegend schwärzlich. Die 

Schenkel schwarz gestreift, die Spitze der Tibien und Tarsen schwärzlich. _ Abdo- 

minalrücken bräunlich gefleckt, der Bauch der Länge nach breit schwarz. 

&- Genitalplatten schwarzlichbraun, spitzconisch, an den Seiten mit einem eelb- 

lichen, schwarz zugespitzten Fortsatz, an der Basis am Rücken tief rundlich ausge- 

buchtet. Afterröhre von hinten gesehen im Umfang rundlich, unten gerade, 

bräunlich gerandet. 

© Genitalplatten rectangulär, an der Spitze tief ausgebuchtet, sodass gabelig 

erscheinen, die obere Gabel etwas länger. Bauchsegment 6. fast wie beim D. europe 

L. 

Länge: & 9, 2 12 mm.: bis zur Spitze der Elytren & 12, 2 15 mm. 

Fundort: Okinawa (1 &,1 2) und Yayeyama (1 @, 2 &), in meiner Samm- 

lung, gesammelt von Herrn K. Kuroiwa. 

5. Dictyophora nakanonis n. sp. 

Grünlichschmutziggelb. Scheitel 14 mal so lang wie das Pro- und Mesonotum 

zusammen, bis zur Spitze von gleicher Breite, an der Spitze abgerundet, Mittelkiel 

schwach, zwischen den Augen etwas deutlich. Stirntälchen gelb, Kiele von der 

Grundfarbe, der Clypeus an der Spitze und das Labrum schwärzlichbraun. Pro- 

und Mesonotum einfarbig von der Grundfarbe, die Kiele blassgelblich. Elytren 

lang g, schmal, hyalin, Nerven gelblich, Quernerven schwärzlich, Randmal dunkel, 

von 2-3 Quernerven gebildet. Beine gelblich, die Coxen vorwiegend dunkel, die 

Schenkel und Tibie dunkel gestreift, die Hintertibien mit 5 bräunlich zugespitzten 
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Dornen. Hinterleib an den Bauchseiten grau, gelblich punktiert, am Rücken 

hellbräunlich, mit 7 weisslichen Fleckenreihen. 

合 Geenitalplatten hellbräunlich, lang, fast 2mal so lang wie breit, an der Spitze 

conisch abgerundet, Afterröhre am Hinterrande und das Afterstielchen pechschwarz, 

deren Umfang fast oval. 

2 Bauchsegmete 5, in der Mitte flach, quadratisch ausgerandet, Genitalplatten 

einfarbig gelb, in der Mitte der Länge nach gefurcht. 

Länge: & 13, 9 14 mm.; bis zur Spitze der Elytren $ 16, 9 18 mm. 

Fundort: Tokyo (Nakano), zahlreiche Exemplare gesammelt vom Verfasser. 

Der Form nach D. pannonica Fieb etwas ähnlich, sie ist aber viel grösser. 

6. Dictyophora fuscovittata n. sp. 

Schmutziggelb. Scheitel lang, etwas nach unten zugerichtet, an der Spitze ein 

wenig verbreitert und daselbst verbräunt, fast 2mal so lang wie das Pro- und Meso- 

notum zusammen, der Mittelkiel an der Basis und Spitze deutlich. Stirntälchen 

mennigrot, die Kiele hellbräunlich. Clypeus und Labrum bräunlich gestreift. 

Pro- und Mesonotum weisslich, die Zwischenräume zwischen den Kielen oft rötlich. 

Decken schmal und lang, hyalin, gelblich getrübt, die Nerven weisslichgelb, Quer- 

nerven bräunlich, in der Mitte eine bräunliche Mittellinie, welche gegen die Spitze 

hin allmihlig verbreitert, ohne Randmal, Beine hellgelblich, Schenkel und Tibien 

bräunlich punktiert gestreift, Coxen bräunlich gegtreckt, Hintertibien mit Dornen. 

Hinterleib am Rücken hellbräunlich, mit 4 weisslichen Punktreihen. 

©. Genitalplatten oval, an der Spitze abgerundet, in der Mitte des oberen Randes 

ein wenig vorragend und daselbst bräunlich gefärbt. Afterrohre in Umfang rund- 

lich, hinten bräunlich, in der Mitte flach ausgebuchtet, Afterstielchen an der Spitze 

schwarz. 

©. Bauchsegmente 5. in der Mitte flach ausgbuchtet, Genitalplatten fast quadratisch, 

in der Mitte tief ausgehöhlt, an der Spitze mit 2 bräunlichen Dornen. 

Länge: © 7.5, 9 10 mm., bis zur Spitze der Elytren & 11.5, 2& 13 mm. 

Fundort: Formosa (Dakusui), gesammelt 5 (2 €, 3 &) Exemplare yom 

Verfasser. 

Gatt. 9. Saigona n. 8. 

Der Form nach Dictyophora Germ. sehr ähnlich, es weicht aber in folgenden 

Charakteren ab: 
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1. Untere Seitenkiele der Stirn undeutlich. 

. Seitenkiele zwischen den Augen blattartig hoch erweitert, diese Erweiterung in bo 

der Mitte ein wenig ausgerandet, Hinterrandkiel fast nahe in’ der Mitte des 

inneren Augenrandes. 

. Pronotum am Hinterrande, in der Mitte spitzwinkelig ausgeschnitten, der Mittel- = 

kiel hoch, die seitliehen Kiele undeutlich, an der Seiten lappenartig erweitert, 

hinter den Augen jederseits mit einem vollständigen Längskiele. 

4. Mesonotum zwischen den Seitenkielen mehr oder weniger ausgehöhlt, der Mittel- 

kiel undeutlich oder nur in der Mitte erkennbar, die Seitenkiele gegen die 

Spitze hin stark convergierend und in einem Punkte vereinigt. 

5. Randmal der Flügeldecken matt, in der Mitte mit einem Quernery. 

6. Schenkel erweitert, Vorderschenkel nahe an der Spitze mit einem niedrigen 

Dörnchen. 

. Genitalplatten sehr lang, lanzettlich. sa | 

Uebersicht der Arten. 

1. Scheitel an den Seiten mit 3 rundlichen Tuberkeln.............-- gibbosa n. sp. 

=" Scheitel an den’Seiten ohne 'Tuberkel.....»...2..........: een. ishide Mats. 

1. Saigona ishide Mats. 

Dietyophora ichide Mats., 1000 Insects of Japan.11. p.55, PIX XI, fig.5 (1904). 

Dunkelbraun. Scheitel etwas länger als das Pro- und Mesonotum zusammen, 

an der Spitze schmal abgerundet, zwischen den Augen weisslichgrau, weisslich 

punktiert, weissliche Mittellinie, gegen die Spitze hin allmählig erweitert, Seitenkiele 

zwischen den Augen sehr hoch, Mittelkiel nur an der Basis deutlich ; an den Seiten 

dunkelbraun, weisslich punktiert ; unten mit den Kielen zusammen blassgelblich. 

Oberlippe schwarz, Antennen hellbräunlich. Pronotum in der Mitte weisslich, nur 

an den Seiten des Mittelkiels verbräunt. Mesonotum in der Mitte weisslich gestreift, 

undeutlich gelblich punktiert, an der Spitze gelblichweiss. Decken glashell, die 

Nerven dunkelbraun, Clavus am Rande gelblich getrübt, Randmal dunkel, in der 

Mitte mit nur einem Quernerv, Adernetz am Apicaldrittel dunkler und stark. 

Brust und Bauch grünlichgelb, der erstere an den Seiten mit schwarzen Flecken, 

der letztere in der Mitte mit einer schwarzen Fleckenreihe, die Punktirung und 

Segmentränder gelblich. Beine dunkelbraun, Schenkel gelblich punktiert, Tibien 

gelblich, in der Mitte und an den beiden Enden dunkel, Hinterschienen vorwiegend 
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eelblich, mit 5 schwarzen Dornen, Tarsen an der Basis gelblich. 

5 Genitalplatten lang, an der Spitze zugespitzt, an der Seite mit 2 Vertiefungen, 

Afterröhre schwarz, am Rande und das Afterstielchen gelblich. 

2 Genitalplatten gelblich, an der Basis schwärzlich. 

Länge: & 12 mm., & 13 mm.; bis zur Spitze der Elytren & G& 15-16 mm. 

Fundort: Sapporo (Ziozankei) und Urakawa, gesammelt von Herrn M. Ishida 

und vom Verfasser. 

2. Saigona gibbosa n. sp. 

Schwärzlichbraun. Scheitel zwischen den Augen gelblich gefleckt, deutlich 

länger als das Pro- und Mesonotum zusammen, an der Spitze kugelig erweitert, in 

der Seitenmitte und an der Spitze je mit einer Tuberkel, die Seitenkiele von der 

Seite gesehen 4 mal gewellt, weisslichgelb gesprenkelt, unten an den Seiten und der 

Mittelkiel gelblichweiss, Clypeus in der Mitte hellbräunlich, Labrum und Clypeus 

gelblich. Wangen, die hinter den Augen liegenden Regionen ausgenommen weiss- 

lichgelb. 

Pronotum gelblich gesprenkelt, der Mittelkiel, der Hinterrand und die Seiten- 

lappe in der Mitte weisslich gestreift, der Mittelkiel undeutlich, der Zwischenraum 

zwischen den Seitenkielen elliptisch ausgehöhlt. Elytren hyalin, ein wenig gelblich 

getrübt, die Nerven bräunlich, am Costalrande schmal gelblich, Randmal pech- 

schwarz, undurchsichtig (2.2 mm. lang). Brust pechschwarz, Seitenlappen weisslich. 

Beine schmutziggelb, lang, die Coxen schwarz, die Klauen und die Klauenelieder 

an der Spitze bräunlich. Hinterleib pechschwarz, am Rande gelblich. 

© Genitalplatten 3mal so lang wie breit, in der Mitte oben flach ausgerandet, an 

der Basis mit einer hellbräunlichen Vorragung. Afterröhre lane, am Rücken 

gelblich, deren Umfang oblong, unten in der Mitte flach ausgebuchtet. 

& Bauchsegment 5. am Rande gelblich, mit 3 flachen Ausbuchtungen, Genitalp- 

latten dunkel, an der Spitze abgerundet, gelblich gerandet. 

Linge: & 12, 9 14 mm. ; bis zus Spitze der Elytren & @ 17-18 mm. 

Fundort: Formosa (Kuyania, Tappan, Arisan), gesammelt in zahlreichen Exem- 

plaren vom Verfasser. 
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i 要 

ABRUSBRLEITSITATISUIÄ ER P HEN ERS E 

ZIZOTLTEXZErTMEASENDSI RI AH LSZOHATZER 

Iing@eBeAtr—BH5 FOML 

1. Cixiopsis punctatus Mats 。 し だ の くろ すけ ば 

2. Tenguells mitsuhashi Mats. (ne..、nsp) みつ は し て ん で すけ ば 

3. Anagnia splendens Germ. つま で ろ て ん で すけ ば 

4. Tenguna watanabei Mats. (ng.,nsp.) わた だ た なべ て ん で ぐ で すけ ば ば 

5. Dietyophora tengi Mats ひい あめ て ん で ぐす け ば 

6. Dietyophora sinia Wk. せ す ぢ お て ん で すけ ば 

7. Dictyophora maculata Mats 。 ほし て ん で すけ ば 

S. Dietyophora okinawensis Mats. を だ きた は (すけ は 

9. Dietyophora fuseovittata Mats. (np) す ぢ で ろ て ん ぐす け ば 

10. Dictyophora nakanonis Mats. (np) な か の て ん で すけ ば 

11. Saigona ishide Mats.(nsp) くろ て ん 〈 ぐ すけ ば 

11. Saigona gibbosa Mats. np) 2ECACTUEE 

此 内 北海 道 に 症 す る も る の は ⑪ 肥 び (Q1) に し て (④,(⑥).(⑨) 及び 3) は E 

BrTEI3, (2),4),(9,0),0) RAID HEE 5, 

Tenguella, Tenguna 及び Saigona は 新選 な 5, Gips FAFSA S 

ZELHBZAZDZTAÄRHTERLENRZTZTEAL, 

従来 Dictyophora sinia Wk. Z AST ET ZB ERReES URN 

(MK LCHRAZBCKRCBALRABOHAAAC HITS TAG 

TKZHKEANTBETZENNRAARH HD Enz zZ 3ll)aom IL] 

の 植物 を 以 て 食 と する も の \ 如 き 8 は 全く 例外 な らん 4。 
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(明治 四 十 一 年 二 月 よ 5 有 明治 四 十 三 年 一 月 まで ) 

co 4 

MINUTE OF MEETINGS. 

(Feb. 1908—Jan. 1910.) 

月 K = 

SAA te ARAT-—-#- A LAKRLFAKSRBRAKESR 

BARBER CHS. WOMB ORERKOBBD bb, 

KW D 5 22: mM EK RF 

AU OR AIL RMLF ye 7 KML Ys He - Zr KDdFHAEN TED 

の 論 探 の 未だ 定まら 5 ざる な 府 じ 目下 の 所 に て は 彼 デ ルター 氏 の 設 を 以 て 

眞 に 近 き も の な らん と て 同氏 の 府 を 評 送 で 5 れ た 9。 デル シル ァ ー 兵 は 物理 : 

TCBRELYIME ALBHRE LE oBRRKCORAUKRBRAHT BLOT 

BEALS tL CTCAWORBARRALRAZBZAL ORF 

MREAEB~L 2 MBL CHORABALTCKAAWARBHE aT Vo 

[A yIRIF FIDHBLE FET Sly AK F - II KT 

228 2 Fh 2 £2 

kur Ar Fr -AIBRAOE LIC AL En bhr 1:5: ws 

4 v-RIn Fr MHERI CV T/r r F-ı A 3 BAFZES N LU 

- FRRETOHARAÄASFSK:IN- + => TKR*RRCRAABEL 

we Bla SALrTETZFZRUZFTF TUN FETT Aly z+ F-4IOD 

—@i- 2 HFERDAYI TVo 

SAmr-E ARAtrt—-#nRA ~ AP RLFRKBSAEALAKS 

ERASRECR CHS, HOM HBORERKOBMDH 5 7 do 

ELEBODRRMAI- KT my Fe te 

N 



(2) 本 會 記事 明治 四 十 一 年 二 月 ょ り 四 十 三 年 一 月 & で の 

CeO RR AMER OReZH RA MHL LKNK+— RH OB RI 

7; UPR BRR RBHROBK SE) CHAMAWHE TI ZI BY LAOS Rh it 

SKIER ERK OF RB RAR A SKM KR HA MII ROU 2 OTR BR it 

SEV HATAELFERSKkKEo WEL RB 4M OW OHM oe 

fi we Uk~ 56 T Yo 

ERHROZIBRUSPBIHRT Set BAB EEE 

KBSARHODMBREBL NRMP L - zZ BAR LV CHOBR RA RB 

LILOWRSA¢ABBAHRAT MBE AMA RT RAS 2B RC 6 ho 

KIL RBMOXMBREBOKTAZRAK MRCRMWARPARAKHLROE NS 

Be u YL CMM OMAR RL RB HE LARA eRe OM —- I RCH OD 

BRAK We 5 Io 

第 百 四 十 二 回 Wet T-BAR AM BK 

AM PRS (CHS CHR, 前 回 記事 の 報告 及 過 々 失せ られ し 来 

BIO So ah ey ye - F KROGH MD b 72 6° 

ABP HU 2 HA DO Mk = Saas 

OAM ivanar DY AKER ROBART ZHR EN IL Hi.f£ YC 

AAR I BR OK WHAM eet 4H A TSE BO HHI MH Bh ZH 

RAMOARAAADHRe LHBT WARS YL CHMHOPBRBOEAR 

LE YC BAMROR Bt Mh@oOBAL ACO Re OF IB I HET ZN 

any Be ib Te wa FSM Yo 

YRORRRY CREA REM CRRA HL - BORRA LRM 

Opt Bat: MRI FROMM LER VEN fAr~n~ Ak LRBROMAR 

必要 と する 所 以 を 逃 べ き キシ クー ド 兵 の 挫 玩 の 米 園 に と り て 如何 に 真 獣 す 

AMD 4 & HB 6 NT Yo 

RMAM+t+=( FARBOM+—#+rALC+tOa RLtPAAK SE 

Os ee oh Be ie ICA CHA. WH BORG RAHOHBM D bo 

oe SF Hl Yo D HOME HE mei st 23 OO OKE RE 

S0 OA TEE WIS ROC RH O TAT dD COP LE C.-— 2 He KY CK HB 

18 © 7 BE BOD ay BD BS Ss Rw Synapss BM Wii FADOH BA fA TX 2 D> 

Aswt~ FN KM AY CHR EMORBRREOMAE ORM BA WILK 

近頃 自ら 研究 せら れ た る 「 ド クダ ミ 」 の 時 性 生殖 を 逃 べ 5 る oc HOBI A Co 

ER BRI RVS6O OMAR KA RIP L CREAR LAKRFTRA RB 

Seo gine: Cc mo. st に よ WC Be SET ae Be eee Se Ce eee Yn BR 

Ale トス で x 

x 
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Smps Do BREKUKRSIENAELALTK HF AS ARZT T Baw 

TS AgoktikrAe), MLK (oSmpsO ERASBSBELT SAF 

AMOS. BLU): TFT 3 CSPOREOBNARA RU Y tt DSy 

mpsSOBRI-HLHOBHROE 2 - LCSHRIRMe FAN Ua a )2 = 

ュ 可 し ょ 5 HLTZIZELELRLITITITHBHRUBEDER EI AN I 

Akhıhr Taraxacum IR ZIEL KOHNMNIRTELZOHRUSTCHE X 

»REKZKOHFHRIZSECRAÄLEFRIEITLBELB IR TER LVJ ED 

EIBZENFRDERAER I) 余 は か \ る 現象 の 上 に 余 の 議論 の 根 近 を 

"有する 者 な り と て 降 環 さら れ た り 。 

KER gAtR2+ ER EF 
KM RHRABEKRCRECLABROAERBRCRICHHE LHS 

mt LOCK OBA BUT Yo 

1. 現今 世界 の 水産 業 を 見 ん と で せ ば 英男 た を 見 ょ 之 に て 充分 な る 可 Lc 

2. ZATHBEXRKTUSZUI RB: EZ eC z 2 alL# RY ITER 

Rz. 

3 RSE RPO RLCHKRBRARABS DW Lo 

DEOBMBRIVCAGHECERSERSORFSVERV KO MLO 

A@® 正 全員 KB ERE + BS ME FZHH ABE 
He 62 FARE=R2 

228 -#A KFA KE SBAREB 

yeah EN BAe 

APUBL<HRA Be I, 

ZB SHH AD WY HF 

SAEWNrWBg 治 四 二 一 年 十 一 月 十 四 日 東北 帝國 大 移 農 笠 

大 學 経 済 移 講 堂 に 於 て 開 會 前 同 記事 の 報告 肥 天 の 講 薄 あめ 5 だ た り ぅ 。 

ERSHIRT 22+ FRI RZ 

ZRLAUSZSKHHROELIVUVKTZELIOSEHZBEIB TS ER A 

ERLABEAJVTEBS5SBELLRAÄFH HOP ERSHANSELABD 

新種 た 報告 さら れ た 9。 KXKO MLO 

Puecinia Diarrhene n. sp. 

P. Epigejos n. sp. 

P. brevicornis n. sp. 

EF. pertenuis n. sp. 

P. rangiferina n. sp. 

i. Hierochloe n. sp. 



(4) 本 會 記事 (明治 四 十 一 年 二 月 ょ り 四 十 三 年 一 月 まで) 

MAAM BEIT SHRM LORD 河 野 常吉 腹 

理 井 陳 士 が 喝 へ た る コロ ポッ クル 読 に 河 PER ete 7 - KOBLZA KE 

RWC SZHMAR ea * ROMMEL ZLBEAOMEAME IY HD BMIe 

ARU ZREMEORMAKC RU 46GMEORBAA HHL TMT Ml 5 

Be eA ぇ の 由来 庶 傷 を 語る 事 多 き を 計 か れ コ ロ ポ ポッ クル は アイ ヌメ の 小 

Bh) t£Bont Yo 

第 百 四 十 五 回 NMNAWUr-ErZBr-ABRLFN RER 

耐 経済 移 講 堂 K 於 て 開 會 、 前 回 記事 の 報告 及 次 の 講演 あ ぅ だ 5!。、. 

Er 

BB ge ES NERD TE a De] ner ren En 

aoe ah hoe Sb LR Re SM CS eee So ee 

Pesce BSA LAA YS CHRIS 4 REN DU た 95 

HE A OD pe HID ee OT Mate 下 斗 米 秀 三 君 

新 領 樺太 に 渡り て 親しく 調査 豆 ら れ た る 同 地 の 由 田 に 就き て 詳 計 せ で 56 

te Ve 

第 百 四 二 未央 MEREUTZZIATEZERRETBRARBEFR 

克 経 済 移 講 堂 に 於 て 開田 、 前 回 記事 の 報告 及 交 の 誠 濱 あり だ i 

小豆 の 植物 的 研 完 B2E Su 6 BE HRA 

Ko) oo Eo ES BIBL Cig. fy vw 7 Y XS fh Phaseolus a Ho XK 

hi. ok he wt EAS EIT wy It HC Wikon ROBMA MAL. A Ow 

究 に 佐 れ ば 小 旨 に 於 て は 砂糖 を 分 泌 す る 細胞 と 水 を 分 泌 す る 細胞 と は 相 

異 り て 其 の 間 に 分 業 の 行 は る \ 事 を 明 に し 、 次 で 小豆 の 花 は ほ は 有 釘 前 的 構造 に 

KE ChOMB OR LUA MAHI FT 46H H ZA BA H OS A *APhaseolus 

mungo var. subtrilobata Eee 3 BHAuS6 FS ATLL RE e564 KD OD 

花 受精 現象 及 |[ そ て マルバ |]、[ ケ ン ザ ミキ 」 等 の 品種 に 就 て 論 マ られ た り 。 

zEDIN oS fh be 松 村 松 FA 

SWI RU HK OMIEKT 4 OMPMI-R CLERKS Ak 2H SE 

VHARL RAL SS MABHRSNME CHEK A DEI SY) TR? MHD 

MER e SN HAMS HBA A IK CH RB Ms th ES ADF IE 

SY RRM MOABRBRwe 6A ABB te Ft CH TN th: Yo 

WERE Y NER CMR AA BU Vo GI Re A) 

SAMOA 明治 四 十 二 年 三 月 三 日 東 北 帝 固 大 學 農 科大 

AEM ARE ICR CHG, WE RROR GT RAKOMMD 4 2 do 

MKM=AROA GT EMG bo 

ha; 

er 
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Eth Bkka-NE KR FF =AK O(ELILHREANRE 

HAH OW AH Lat MAKES 

mm eI KE OM BRAC RR REIL MRCMRHABL RCBHRAZH OB 

fHREBARA RVC KBROMABSRABHR GHEY). BEAM K A 

EI ZEIRTEBET-D TI KR URRP BER Ct Si RRO I RHR 

tFENTZAHOVMLE t SBT ~ 2 KH Io 

Ks l= wT Eft 4 # 河 君 

皮革 と は 店 國 滞 江 首 其 の 他 の 地方 に て 控 造 さら る \ 加 工 卵 の 一 竹 な 9 り o 

RM HRORUEOARBAM~ RHI LVI CHAS HOR BBC ZARL 

HORA DORREMR I SZuUFELRL OBA LY RHR CORUCHABEO 

HI MARKSAABtZERABHeH GN Yo 

SAM+AB 明治 四 十 二 年 四 月 二 十 四 日 東北 帝國 大 學 農 科 

KAR WAR CR CMA. HERR ORERKOBMD 5 722 50 
LER GEE WE BES2+ FEEXKBA 

英 園 に 於 て 「 ト ew - 1 BEA BAL CHA LAS RRKRMAHS!D’| LY 

RAR PLR NARA CLL eC nA 7 FAV - KELL UNIV CHA 

めし 事 ょ より 遂に 達 合 同 題 起り 北海 隊 合 漁業 調査 を 起 さ せろ る 同 の 順序 を 

ODAWKCS OLLBOKBRTREAEBI BT 4H. CH DHE 

Fi AT 4. FDRAEA Bw. (FM EOKR EH OD th OD EE ik ik 

起 H 

A 

ra 

SEN. 

BP UZARrHKLEITEDLDHERRÄNKASAL THE 

に 局 乗 し て スコ ッ ト ラ ンド F の 海上 に 員 で られ た る 事 を 語ら 5 られ た り o 

アイ ィ イ テ に 闘 す る 講話 2 生ま あー か 

ma OBR Sl KD MLlo 

北海 道 ア イ テ ァ は 樺太 アイ テ と 同一 な り 。 

Dee a Oo Sr ae. FESTEN は デコ 68z IE FE Fo 人 

HRY Tw RB T A RABE Yo 

以上 の 吉 に 開 し て 親しく 〈 く 調査 せる 若 果 を 遊べ 5 れ 手 上 是 本 請 と アイ ミヌ ミ 語 と 

の 開 係 の 二 三 に 就 て 話さ れ た リサ 。a 

第 百 四 十 九 回 明治 四 十 二 年 五 月 九 日 東北 帝國 大 學 農 科大 移 

経済 學 講 堂 に 於 て 開 何 、 前 同 記事 の 報告 及 家 の 講演 あり た 5。 

Btw om AI RS て Bat AtFLkur 

WReADVZSWI SU CMRLBRAZBRAREHCKAL CRM ou 

REO NROMBM DLV RIB LTKAOFEHTFOCHUROMAK 
HART CHEHARMAtoHIFOMACLRCKHRORMRMAHMARMe gu 

の u 



(6) 本 會 記事 明治 四 十 一 年 二 月 ょ り 四 十 三 年 一 月 ま で ) 

た り 。 氏 計 大同 の 登 由 の 中 四 月 三 二 三 日 に 登山 せ じ E 時 新しき woes 

POS CREVLREOMOM MI CRS Cx eer 7, er 

に 見 た る が 如き “Spine” ITBEIETFTZENRZUWULLÄNG 2. BMRELT 

噴火 前 有色 は 営 時 に 地 恩 お 9 し や 否や 、 樹 前 山 の 附 近 に 温泉 あり や 知 や 湖水 

の 水 及び 井 水 に 多少 の 迎 化 あり し や 和 藻 や を 逃 べ 最後 に 噴 田 物 ば は 安 山 央 な 

YL CrP PARA RS NT Yo 

YRORMHPRLRBILKY RA BRA II CRW A I OT: Yo 

SARE 明治 四 十 二 年 十 月 九 日 東北 帝國 大 學 農 科大 移 経 

BS mEIR CHa, WARE RKREMARKORERKORE 

m 5672 bo 

ii} 

ik @&B (ae ae amet a> : ye oe Ls a a= 2 

HAIL RU 4 OR OW RAIS BE OT a2: 人 佐々木 BF 

EOMM Mt MOKnRRhMOMRA Rs CH MM ORMIP A UMD & 

Le) CMBR RO BMOLPBE TF FXO BRMATRE CTR A RAW 

Eh LABMA BI COEF FEHR O- OI RI CHM 4EHRW SD YUE 

LAR EOMRMAABR Ss OT Yo 

本 島 に 於 け る Lycopodiacee に 就 て AHA GHZ 

BOI BEMOTME OMA MEM CC KR OF Hi we DES BIA 

UEOMEPARLCHOMERAMN SNUG LC eB RARL 

HOCOMEI LY CMEORBAAR ELSE I MH T SD Y Tt: Vo ir} i 

San t—-eB 明治 四 十 三 年 十 一 月 十 三 日 東 北 帝 國 大 抑 農 利 

KS MUS Bae ICS CHF WORE RKO END 5 7 bo 

ae i © TE PE Wi I we OTC Ee a Gea SGP Oe ag 

4H OE me DL CK MICE ROBEA RT 16 Bl RC OMA RIEL 

CHOBA SV HROHGP HA RIN OT ARRRRBEA Him t Gn kh 

Yo 

HMFTHELRUVZEFBo Br BABE AHA =a KA 

プレ キス トン 線 に 全て 界 せ ら た る 北海 道 の 動 物 と 本 洲 の 動物 を 比 池 

し て 此 の 分 界 線 の 存在 を 明 に し 更に 新 領 槍 太 に 於 ける 動物 を 調べ 宗谷 海 

峡 に 於 て 更に 大 な る 分 界 線 お ある を 有 計 き 、 北 海道 は 此 の 雨 線 の 間 に 兵 ほり て 

一 方 は 南下 せる 動物 を 入れ 他方 は 北進 で る 動物 を 容 し 正 に 雨 者 の 混戦 場 

TA4OWMHO ALA ine 56 2M LL CHOMBO PI HR oO een AA LS 

BERN 36 © dese 1 2. OB Ths: Ze eee eg 
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第 百 五 十 二 同 明治 四 十 三 年 一 月 十 五 日 東北 帝國 大 玩 農 科大 

AMM RS EIR CHea. WAtmBORE RKROBBS 5? do 

Tei 722 Ele 37 FA I TM TC 

| 6: Bee S£ 2 aa 

KAI VY >) LFEIZEu ZARB RFF I TIN KRCOMERRU YD 

Hofer 7 5 Y ア 」 は 多分 Lamprocystis roseo-persiinn % 5 2 & = 3 猫 近 似 種 - 章 に ~ 
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Bar WIR 

MEASUREMENT OF THE ZEBU mse eh NEW YORK 

OF FORMOSA AND INDIA. BOTANICAL 
GARDEN, 

By 

H. Yawnacawa, Nogakushi. 

Government Stock-Farm, Koshun, Formosa. 

In India many breeds of Zebu are known to exist, while in Formosa only 

a single breed as yet has been found. As the thorough measurement of the Indian 

breeds and especially of the Formosan seems never to have been taken, I tried to 

fill up this gap in our knowledge of this domesticated animal, availing myself of 

the excellent opportunity which I have had. 

The work was attended with considerable difficulty and often performed at a 

risk of danger, as the Formosan Zebu is still semi-wild and gives a very hard 

kick, which in many instances has proved to be fatal. 

The measurement was taken during the month of August in 1911 on thirty 

head of the Formosan Zebu-cows, and also on one head of the bull of the same 

breed. The measurement on the Indian Zebu was performed at about the same 

time; the individuals examined were nine in all, of which six were cows and three 

bulls. The Indian breed introduced to our Stock-Farm is one and the same breed, 

which seems to correspond to Bos Zebu indicus major Fitzinger. 

The measusement was taken after the method described by Werner ”. 

1). H. Werner, Die Rinderzucht. Zweite Aufl. S. 144. 



トゥ 

Name 

Years old 

Date of measurement 

Height at withers 

Height at chine 

Height at croup 

Height at setting of tail 

Depth of chest 

Height at knee 

Height at hock 

Height at elbow 

Height at thigh-joint 

Leneth from poll to tail 
Length from point of 

shoulder to pinbone 
Length of shoulder 

Length of pelvis 

Length of loin 

Breadth of forechest 

Breadth of hindchest 

Girth of hindchest 

Breadth of pelvis 

Breadth between hips 

Breadth between pinbones 

Girth of shank 

Length of head 

Length of forehead 

Breadth of upper forehead 

Breadth of lower forehead 

MN-EERMEHKF OEE RA 

Katsu- 
tsubaki 

it 

Aug.7, 
1911 

117 

110.3 

110. 

114. 

65 

31. 

45. 

60 

Narrowest breadth of forehead 16 

Length of horn 

Length of neck 

Live weight in kilogramms 3 

8 

7 

3 

2 

6 

mu 
11 7 

Aug.7, Aug.s, 
1911 1911 

114.2 102 
109.0 98.5 
112.5 103.5 
113.7 105.2 
Bie ee 57 
3 929 
2699 3 
er 257 
98 90.5 

152.5 135.0 
124.5 114.5 
39 
41. 35 
20. 008 
362 27 
5 Go Gr ID ws 

155 131 

36 34 

38 36 

22.0 10.5 

15 12.5 

40 39 

18.5 18 

16 15.5 

iL EGS 

15 16 

18 9.5 

60 48 

309.4 202 

就き 

18 

63 

r\ 

Katsu- 
den 

12 

Aug.8, 
Oat 

109 

104 

108 

146 

122 

44 

285.8 248 

ZEBU-COWS 

Katsu- Katsu- Katsu- 
koto izumi yanagi 

9 10 10 

Aug9, Aug.9, Ang.10, 
1911: 19117 1911 

106.5 108 114 

104 105.5 109 

104.2 108.8 112.5 

106. _ 106 A223 

61 61 63 

28.5 30.5 Ss 

41 39.5 44.5 

59 57 61.5 

90 92 97.2 

141 148 147 

116 120> 120% 

44 43.5 』 35 

36.5 395 39 

29 al 29 

30 om 33 

29 34 32 

141 150.7 188 

31 Dil 36 

34 34 39 

15 15 18 

15 14 15 

43 41 44 

19.5720 1) 

16 14 15 

18 19 18.5 

15 15 14 

19 16 13 

りり 60 9 

208.7 238.1 259.8 



46 

242.3 

or 

lo 

YANAGAWA: MEASUREMENT OF THE ZEBU 

FORMOSA 

deep kt esi ee で 
5 5 9. a0 5 

Ang.11、 Augll, A 
1911 1911 1911 1911 1911 

107.6 110.8 110 114 108.3 

105.5 109.5 106.5 112.5 105.5 

106.5 115 108.5 1102 110 

105 113.6 1074 108.5 1023 

60 65 50 59 58 

28 30 30 30 30 

38.5 40.2 37.5 37 39.5 

DT 65 aT 60 DAS 

90 us 90 94 9 

143.6 1443 1483 152.8 143.8 

123.5 125) © I 20 97 

42.8 45 40 46 41 

31 38.5 34 39.0 3.9 

21.2 26 29:5. 31.5. 30 

294 30.8 29 31 32.8 

27.8 273 28.5 28 34 

141 151 152 146 146 

33.0 342 32 347 30 

37 40 35.5 A0 37 

18 19.8 17 17 16.5 

15 16 14 15 13.5 

+ 44 42.2 43 38.5 

17.5 20 20 185 18 

15 14.5 15 13.5 145 

18.5 21 Bam 57.5 17 

14 16 145 138 14 

16 13 16 8 10 

44 50 32 60 61 

219.4 2790 261.4 275.8 263.6 

org as Ki-san U-sei Ten-wa 

6 7 8 8 6 

ug.11, Aug.11, Ang.12, Aug.12, Aug-12, Aug 12, Aug-14, Aug-14, 
911 1911 191 1911 1911 

107.5 113.2 108 108.5 109 

104 108.8 108.2 106.5 109.5 

107.3 109 108.2 109.6 112.5 

104.5 109 109.1 108.5 © 112-2 

58 65 61 60 59 

30 30 30.5 35 31 

1°65 129 - 1175 139 119 

45.5 46 40 2 45 

34 うう 345 36.5 36.5 

25 23 312 3 28 

29.5 35 29 26.5 29 

27.5 35 27.2 24 28 

30 31.5 315 30.5 33.9 

うう 38.5 354 35 36.5 

15 19 16 15 13.5 

& 5 
or bet He Kan Er — に =~] WW or wt 

16.5 17.5 

14.5 

Un-puku 

9 

Aug.14, 
1911 

ELE 

26.5 

141 

39 

40 

14.5 

14 

41.5 

18 

14 

16 

13 

Broken 

60 



Name 

Years old 

Date of measurement 

Height at withers 

Height 

Height 

Height at setting of tail 

Depth of chest 

Height at knee 

Height at hock 

Height at elbow 

Height at thigh-joint 

at chine 

at croup 

Length from poll to tail 
Length from point of 

shoulder to pinbone 
Length of shoulder 

Length of pelvis 

Length of loin 

Breadth of forechest 

Breadth of hindchest 

Girth of hindchest 

Breadth of pelvis 

Breadth between hips 

Breadth between pinbones 

Girth of shank 

Length of head 

Length of forehead 

Breadth of upper forehead 

Breadth of lower forehead 

Narrowest breadth of forehead 

Length of horn 

Length of neck 

Live weight in kilogramms 219.2 

Length of ear 

#90) 1] — SSS REP EK F ORRI- MST 

ZEBU-COWS 

Kwaku- Chin- aku- Chin’ A-hiehi Kini Ki-mu ee ey 

8 7 9 4 7 7 8 
Aug.14, Aug.14, Aug.15, Aug.15, Aug.15, Aug.16, Aug.16, 

1917. 1911 ° 1911 1911 . 4911 2 1011 ee 
1009 1062. 111: 106 1122 ‚1008 m 
978 104 1145 1035 108.2 109.2 103.6 

100.5 106.7%, 113 105.5 109 109.2 108 
95.5 108 » 108.5 104° ° 103 ' 1064 az 
57 56 51 55.5 56 59.5 60 
297 288 2. 180 295 30 30 29 
37.4 42 43 38 42 46 45 
57 58 61.5 bl 60 62 60 
90 90.5 97.5 93 99 90 91.5 

131° 1563 4563-196 1392 1er 
RS) 882 4975 - 111. >. Dr u ee 
41 49.5 43.5°' 39 41 41 40 
Bonsai 24.5 .39.5 32.57 335 eae 
O75. 32 28 25 305 26.4 26 

30 31 29 29 98.5 27.5 34 

30 24 32.5 30.8 30 26 32 

t27 153. was. = 141 > 1404, eae 

32.5 30 91.5 985 063250) SS 

37 33 34.5 30 32 35.5 39 

155 Gb eT 13500 ple: 13:3. Se 
14 14 15 13 13 13 15 
425 Mas 40.5 Al 41 38.5 
20 17 18 18 17 18 18 
16.50) “ee: 12.5.) Wiest 15 
18:5 vale 7.8. 15 17 16 17.5 
145 435 Mas 1 185; oboe 145 
14 155 6 7 5 10 17 
58 46 54 45 54 43 50.5 

207.3 249.0 190.9 200.6 210.9 252.3 



YANAGAWA: MEASUREMENT OF THE ZEBU 

OF FORMOSA 

Total Average ey Max. Min. 
Bo- Katsu- Katsu- > 
izumi tomi midori 

5 6 9 

Aug.16, Aug.16, Aug.16, 
1311 922 19 

105.5 113 108.5 3268.0 108.9 100.00 114.2 100.9 

107 112 105 3205.3 106.8 98.07 114.5 97.8 

1li 108 3268.5 109 100.039 114.0 100.5 

108.8 101.5 3226 107.5 98.71 115 95.5 

60 62 58 1785 59.4 54.55 66 5 

28 30 25.3 908.4 30.3 27.82 345 28 

42 43 41 1230.4 41.0 37.65 45.0 37. 

56 61 59.5 17843 59.5 54.64 64 54.8 

90 98 88.9 2820.2 94 86.32 99.5 88.9 

151 148 139 4325.9 144.2 13242 163.2 126 

122 124 120 3616.2 120.5 110.65 128 128 

45 44.5 40.2 1277.5 42.6 39.12 47 39 

eel | = TH ao © 

35.5 38.5 34.5 1080 36 33.05 42 31.5 

26.5 23 33.5 8463 28.2 25.90 33.5 23 

27 34.5 32 920 30.7 28.19 373 26.5 

27 33 30 908.6 30.3 27.82 42 23 

146 158 145 4589.0 146.3 134.34 161 131 

ol 30 27 928.1 30.9 28.37 39 27 

33-5 37 35.5 1095.3 35.5 33.52 42 30 

14.3 18.2 13.5 486.6 16.2 14.88 25 133 

14.5 17 3 432.5 144 13.22 17 12.5 

334 Al 41 1241.9 414 38.02 44 38.4 

16.7 18 16.5 552.2 184 16.89 20 16.5 

14 16 13 439.5 14.7 13.50 18 11.5 

17.5 17.5 17 328.9 17.6 16.16 21 15 

13.4 15 13 4357 142 13.04 16 12 

10 16 a 312 12.5 11.75 20 5 

49 56 62 1604 93.5 49.15 62 45 

225.0 292.5 246.8 7323.5 244.1 — 320.6 190.9 

Percent 

age 

100.00 

96.64 

98.57 

91.60 

51.26 

27.31 

37.82 

53.78 

85.29 

121.85 

104.62 

36.13 

32.35 

21.18 

27.14 

24.37 

125.21 

29.08 

31.01 

13.03 

OD u be hd CO Ko wo om ” - 

ェ ヒー Or ed %9 
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ZEBU-COWS OF INDIA (Perhaps Bos Zebu indicus major Fitzinger ) 

Total 

Name or No. 178 182 181 rae 179 180 

Years old 6 6 6 5 6 5 

Date of menrement ANE Aue 22 AP Ang22, Aug, Au 
Height at withers — 126 130.6 129 127 136.9 1301 779.6 

Height at chine 125 129.6 127 127 133.3 128.6 770.5 

Height at croup 1293 135.9 - 133.4 129:65) 141.2 7133. eee 

Height at setting of tail 126:0 7 131.5 129.0 | 122072593 Ps 

Depth of chest 64 63.5 59 67 62.2 62 BI 

Height at knee 35 38 95 36 40 39 223 

Height at hock 48 49 50 50 49 43 289 

Height at elbow 71 74 75 70 76 74.5 440.8 

Height at thigh-joint 112.5. 116 ah 114 119.3 -110.0 ICs 

Length from poll to tail 14722, 1158.52 2149 158.5 1565 12358 25 
Length from point of 
ld none 1224971922 3072). 120 133.09 323 761,4 

Length of shoulder 46 45 49 48 49.5 47 284.5 

Length of pelvis — 37.5 44 40 42 415 38.5 245,5 

Length of loin 31.5 31 2 29 34 295 7187 

Breadth of forechest aD 41 37 35.4 35 34.5 217.9 

Breadth of hindchest 37 32 35 33 38 34 215 

Girth of hindchest 162 166 163 175 170 168 1004 

Breadth of pelvis 35 38 28.3: 38 38 39 226.3 

Breadth between hips 45 43.5: 43 45.5 46.3 46 269.3 

Breadth between pinbones 18 20 | 18.5 19.5 21 118 

Girth of shank 18 16 16 17:5 17, 17 101.5 

Length of head 46.5 48.5 46 51.5 44 45 280.5 

Length of forehead 20 20 20 23 21 20.5 124.5 

Breadth of upper forehead 17252 SR, 19.5 19.5 19.5 18.5 112 

Breadth of lower forehead 18/2: 20202220 20 18 19 115.4 

Narrowest breadth of forehead 15 15.5 17.5 17.5 15.5 16.5 97.5 

Length of horn 43 40 48 38 30 36 235 

Length of neck 51 62 56 62 66 68 36.5 

Live weight in kilogramms 337.5 351. 1 361.7... 347.3 22109 

Lensth of ear 38 32 37 33 32 28 200 



YANAGAWA: MEASUREMENT OF THE ZEBU 

ZEBU-BULL OF INDIA (Perhaps Bos Zebu indieus major Fitzingor ) 

Percent- a Are Percen- 
age = tage 

174 175 173 

6 6 6 
Aug.17, Aug.17, Aug.17, 
193 1911 1911 

Average Max. Min. 

129.3 136.9 126.0 100.00 133.4 135.8 140.6 409.8 136.6 100.00 

1234 1333 125.0 98.84 130.0 133.4 140.8 404.2 134.7 98.61 

133.9 141.2 129.3 103.08 136.3 137.8 146.6 420.7 140.2 103.07 

129.9 135.9 126.0 100.00 1342 1375 145.2 4169 139.0 101.75 

63 67 59 48.5 74 65 75.5 214.5 715 52.34 

37.2 40 39 28.64 SS 41 39 118 39.3 28.77 

48.2 50 43 37.11 49.5 51 53 1535 51.17 37.46 

73.4 76 71 56.51 77 76 79 332 17.3 55.59 

113.6 119.3 110 87.45 120 121 125.7 366.7 122.2 89.46 

153.8 158.5 147.2 118.45 163.5 160.8 182.5 506.6 168.87 123.62 

126.9 133.6 120 97.69 155 141.8 1545 4513 1504 110.1 

47.4 49.5 45 36.47 5 まう 55 56.5 166 95.3 40.43 

40.6 44 37.5 31.28 46 44.3 495 139.8 46.6 34.11 

31.2 + 29 24.02 3 32.5 33 96.5 32.2 233.97 

36.5 41 34.5 27.94 42.5 39 52 133.5 445 32.58 

35.8 39 32 27.56 44-5 42 41 1275 25 31.11 

167.3 175 162 128.79 185 180 194 559 186.3 135.38 

37.7 39 35 29.02 43 42 49 154 447 3272 

44.9 46.3 43 34.56 45.5 45.5 47.5 1385 46.2 33.82 

19.7 21 18 15.17 24 21 22 67 22.3 16.52 

16.9 18 16 13.01 20.5 19 20 39.5 19.8 14.49 

46.8 51.5 44 35.03 46 48 ot 148 49.3 36.09 

20.8 23 20 16.01 25 22 25.5 70.5 23.5 17.20 

18.7 19.5 17.5 14.40 22 23 23 6S 22.7 16.62 

19.2 20.2 18 14.79 24 21.5 25 7 23.5 17.20 

16.3 17.5 15 12.55 20 20.5 19.8 60.3 20.1 14.71 

39.2 48 30 30.18 49 485 54 151.5 50.5 36.97 

60.8 DS 5l 46.81 57 60 65 182 60.7 44.44 

3515 363.3 337.5 ーー 487.5 4875 5445 1519.5 506. ぅ — 

33.3 38 S 25.64 32 31 33.9 96.5 32.2. 23.57 
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A NEW FUNGUS DISEASE 

OF THE YAM. 

By 

Serva Iro, Nogakushi. 

In the vicinity of Sapporo, the leaves and vines of the cultivated yam (Dios- 

corea Batatas) are yearly more or less affected by a fungus, belonging to the genus 

Cylindrosporium. The same fungus is also found on the wild yam (Dioscorea ja- 

ponica). 

The disease of the wild yam was first noticed in 1889 by Prof. Dr. K. 

MıyapE in Tokyo, and after that time, many specimens of the diseased yam both 

cultivated and wild were collected in various places of our country by him and 

others. In 1902, Mr. Torusucht collected the same fungus on the wild yam in the 

Island Oki in Kiushi. During my botanical excursion in the Province Echigo 

in the summer of 1908, I had collected the diseased leaves of Dioscorea japonica, 

and an examination showed that it was also due to the same fungus. Recently, I 

obtained the same diseased specimen of the cultivated yam from Morioka in North- 

ern Honshu through the kindness of Prof. G. YAMApA. ‘These facts show that 

the disease is very common aud very widely distributed throughout our country. 

In the last fall, the present disease severely threatened the yam which was 

cultivated in the experimental plots of our college and in the adjoining fields. At 

that time, I had an opportunity of examining the symptoms of this disease as well 

as the nature of its causal fungus by the fresh materials; and I have been able 

to recognize that the fungus in question is new to science and the disease itself to 

have passed unrecorded up to the present time. This short paper is intended to 

report upon some results of my study on this new disease of the yam. 
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I wish to express here my heartiest thanks to Prof. Dr. K. Miyase, who has 

kindly placed at my hand all the materials he had collected for my study. 

Symptoms of the Disease. 

In the middle part of September, many small yellowish unbordered specks 

appear on both surfaces of the leaf of the yam. In the central portion of the 

discolored area, numerous yellowish-brown pustules are usually to be observed. 

Under a magnifying glass, these pustules are seen to be slightly raised and covered 

by a membrane. The color of the pustules gradually turns into brown and finally 

into dark brown. At or previous to this period, the membrane ruptures and the 

hymenium of the fungus is exposed presenting the appearance of a small white 

point to the naked eye. When the surrounding conditions are favourable to the 

growth of the fungus, conidia ooze out very abundantly in a flesh-colored or pinky 

white mass. 

During the development of the pustules, the color of the specks also turns 

gradually from yellow to brown and finally to blackish brown, and a distinct dark- 

er colored border appears along their margin. Such discolored spots are roundish, 

polygonal or irregular in shape, and are scattered or gregarious, often confluent 

forming a large irregular spot. The symptoms are most conspicuous when a young 

leaf has ben attacked by the fungus. In that case, the entire leaf becomes affected 

making it dry and shrink up. When badly attacked, no green leaves can be ob- 

seryed on a young shoot. 

The fungus often attacks also the young vines and petioles of the yam. The 

pustules appear mostly in rows along their ridges, and their shape is longer than 

those on the leaf-blade. All the leaves on such affected vines are almost always 

attacked and killed by the same fungus; and in severe cases, the pustules also appear 

along the veins on the undersurface of the leaf. Such affected vines may be recog- 

nized at a glance by the presence of many dead black leaves on them as well as 

by the fact, that the vines are more or less hypertrophied, and lighter colored. 

Nature of the Causal Fungus. 

A section through a pustule shows that the hymenium of the fungus is formed 

under the cuticular layer. The stroma penetrates between the epidermal cells 
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reaching to pallisade cells, whose chloroplastids are destroyed. The conidiophores 

are thickly arranged parallel to each other and at right angles to a cushion of 

stroma, from which they arise. They are simple, straight or slightly curved, 

hyaline, smooth and unseptated, with granular contents. They measure 18-25 

(rarely 30) x 3-3.5 yp. 

A conidium is produced on the apex of the conidiophore. The spore is filiform 

or clavate-eylindrical in shape, straight or mostly curved on one side, and rounded 

at both ends. They are smooth, hyaline and guttulate. When the conidia are 

stained with iodine solution or other coloring solutions, it will be clearly observed 

that the majority of them consist of one to three, rarely four cells. When it is 

mounted in water or potash, these septa may often be overlooked. They measure 

26-67.5 x 2-3.5 py. 

Placed in a drop of water or the decoction of the host-plant, the spores germi- 

nate within 24-50 hours, throwing out one or two germ-tubes at or near the ends. 

The germinating hyphae are hyaline, about 2 in width and occasionally swollen 

in irregular shape. 

Nomenclature of this Fungus. 

From the morphological characters of the spore and hymenium, we may easily 

recognize our present fungus to be a species of Cylindrosporium. Up to the present 

time, I have not yet been able to obtain the ascosporous stage of the fungus both 

in its natural state as well as in its pure culture. 

No species of Cylindrosporium parasitic on the species of Dioscorea has yet 

been recorded in mycological literatures. Considering the fungus as a new species, 

the following diagnosis is given. fi 

Cylindrosporium Dioscoreae Miyabe et S. Ito. 

Spots amphigenous, at first unbordered, small, yellowish, at last bordered, brown 

or blackish brown, scattered or gregarious, roundish, polygonal or irregular, often 

confluent. 

Acervuli mostly epiphyllous or hypophyllous, also on vines and petioles, minute, 

scattered or gregarious, roundish, somewhat elongated on vines, slighty raised, at 

first covered by the cuticle, brownish or dark brown, finally erumpent above, then 

whitish, fleshy-colored or pinky white. 

Conidiophores simple, straight or slightly curved, smooth, unseptated, granulate, 
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hyaline, 18-30 x 3-3.5 yp. 

Coninia filiform or clavate-cylindrical, mostly curved or straight, rounded at 

both ends, smooth, guttulate, obscurely septated, 1-4 celled, hyaline, 26-67.5 x 2-3.5 ız. 

Hab. On Dioscorea Batatas Dene. a 

Honshü :—Prov. Rikuchü, Morioka (Sept. 1911. G. Yamapa). 

Hokkaidö:—Prov. Ishikari, Sapporo (Sept. 14, 1895. K. Mrvarı: & J. Hıyzawa; Oct. 4, 1904. 
T. MrvaKe; Oct. 1906; Sept. 1907; Sept-—Oet. 1911. S. Iro}-Shiroishi (Sept. 1907. 8. Im). 

Prov. Oshima, Kitamura (Sept. 1, 1995. K. MriYyasE}—Yamanaka (Sept. 2, 1905. K. Mrvase). 

On Dioseorea japonica Thunb. 

Kiushü : — Prov. Oki, Nagu, Togo (Aug. 1992. E. Tokestcnr). 

Honshu: —Tokyo (Sept. 1889. K. Mryase). 

Prov. Echigo, Mt. Gomado (Aug. 20, 1908. S. Ire). 

Phytopathological Laboratory, 

"eb. 1912. College of Agriculture, 

Tohoku Imperial University, 

Sapporo, Japan. 
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を 得 だ た る に L 5 Hic Cylindrosporium Dioscoreae Miyabe et S. Ito TSZBY 
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BFSEELFZIDOTLCHBSTITESBELT PR OVI OH ERX 

LHRCIKCTHELSENLUIHHITIFOTEZG EB EUR 
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れ ば 次 の 如 し 。 

初め 葉 の 表面 に 黄色 に し て 限界 不明 な る 小 病 班 を 生じ 奈 } め 尊 

克 墳 大 し 多 敷 の 病 天 ある と き は 互 C 疹 合 し て 一 大 病 班 を 作り? 褐色 

TH UCAE KREBS, BPP LCRA T NIThTS6HEDDROE 

FSA S, ZNHHOrHELILTRAÄKEN TER OHM TIE 

Hey LHF SMURY 32 LBuhBzZuamnnaErET, WAI 

KRUAEMELAETIORLECHEKLOMRSLMSWRORSE 

YEG RZPWAMPTEL BAKA RLECR KHL TI BE 

CET. MMAR -KELKCSHEALAORRE EUS DIEXK 

FSZLVUCHAALICKARMORLE LA ZB IF NL ABREU 

LIEF FF -ABMOHEENTREOHZROUKKERUMG EB 

KORMS xr Wt Fo 
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EINE NEUE CHRYSOPIDEN-ART JAPANS. 

Von 

H. Oxamoto, Nogakushi 

(Mit 1 Textfigur) 

Apochrysa matsumurae nov. spec. 

Körper mit den Anhänge gelb-weisslich; Fühler etwas verdunkelt, das 1. Basal- 

glied ausen breit purpurrot gestreift und das 2. Basalglied aussen dunkelbraun 

markiert. Clypeus an den Seiten je mit einem purpurroten Flecke. Pronotum 

an den Seiten je mit einem purpurroten Streifen gerandet. Hinterschenkel nahe 

der Spitze breit dunkelbraun geringelt. Jedes Tarsenglied an der Spitze hell- 

bräunlich behaart. Klauen an der Spitze braun. ‚Jedes Abdominalsegment an den 

Seiten purpurrot gestreift. 

Fühler lang, länger als die Vorderflügel, ca. 30mm. Pronotum länger als 

breit. Flügel breit und lang, hyalin; Flügelfleck wie beim Textfigur 1, dunkel- 

grau. Nervatur fast farblos, hellgelb bis 

dunkelgrau behaart; im Vorderflügel stark, 

m Hinterfliigel schwach netzartig nerviert. 

Venulae sectoris radii im Vorderflügel 

22-26. Venillas gradiformis im Vorder- 

fliigel drei, nicht parallel; im Hinterfliigel 

zwei, fast parallel. Flügelrand sehr dicht 

kurz behaart. Membran der beiden Fliigel 

ziemlich stark griin bis rot irisierend. 

Körperlänge 12-13 mm. 

Vorderflügellänge 22-24 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 9-10 mm. 

Kagoshima: 2%, 7/X, 1905, gesammelt von Herrn Prof. S. Matsumura. 

Diese Art benenne ich zum Andenken am Sammler. 
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Apochrysa matsumurae nov. spec. 

あみ めく さか ば ろ 2 ぅ ( 新 HF) 

MARKHAM LT. MMS LS IB ED MORE 

GHLCOnAWICPRED- MRM AL. B- HON Mis li BE ze 

呈す 。 MAIS MR aOR Re AL. OD Mo D Be IS OP 

CCHS So MK OHS SE hh Ce 6 EBD -ReER LR, HOF 

GilL 3 OS He RB EEA, MOR Mee bo 腹部 の 各 節 は 

雨 側 に 赤 紫 色 の 一 線 を 有 す 。 

HWM. , MSHS), MAMI ORCL 
C. GH MOMMKOMALMOML, HRA bo BMREMA 

ど 無 色 に し て 、 RALCLHREOHETEEL MMAOMIA WS. 

BORDUSCHENRLET, HEN WE IR He (Venulac sectoris radii) 
IFPI GRIN © A Fo Venillas gradiformis (i fy A ic RC HR 

欧 に 於 て 二 連 あり ち 、 面 し て 前 者 の 併行 せ ざ る に 反し 、 後者 の ゃ の 

は 併行 せ 5o MRK AED 6. Meike To 
体 長 12 - 13 #£ 

BE DS m-2% 

Man (最も $ 廣 き 虎 ) 9 - 10 FE 
採集 地 及 び 採 集 者 一 一 席 兄 島 GS, (松村 博士 ) 
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Bar 岡本 年 天 郎 

EINE NEUE GATTUNG UND EINE NEUE ART 

DER JAPANISCHEN PERLIDEN. 

Von 

H. Oxauoro, Nogakushi 

(Mit 2 Textfiguren) 

Matsumuria nov. gen. 

(Typus: Matsumuria sapporensis nov. spec.) 

Beide Geschlechter vollfliglig. Sector radii im Vorderfliigel zweigt sich etwa 

am Ende des ersten Drittels der Fliigellinge ab. Anastomose unterbrochen. Die 

Flügelspitze zwischen dem Radius und der Media mit mehr oder weniger un- 

regelmässiger Adernetze. Im äusseren Kostalfelde nur wenige Querädern vorhanhen. 

Der Vorderast der 2A im Hinterflügel entsendet drei akzessorische Aetse nach hinten. 

Beim 会 der IX. Ring auf der Bauchseite verlängert und durch zwei Längsfalten 

in drei Feldern geteilt, von diesen das mittlere die Subgenitalplatte bildend ; der 

Ring af dem Rücken nicht zeschlitzt und in der Mitte des Hinterrandes sich 

rückwärts stark gebogen. Der X. Ring auf dem Rücken geschlitzt und auf jedem 

Abschnitte mit einem hornartigen Fortsätze versehen. Die Su>analklappen fiach, 

schmal dreieckig. Beim die 2 Subgenitalplatte kurz, bogenartig, am Hinterande 

in der Mitte fast viereckig tief ausgebuchtet. 

Kopf relativ gross und samt den Augen ein wenig breiter als das Pronotum. 

Punktaugen klein, in ein stumpfwinkliges Dreieck gestellt. M-Linie nicht gleich- 

mässig deutlich, sondern in ihren Seiten etwas deutlich. Stirnschwielen klein und 

deutlich. Pronotum breiter als lang, parallelseitig, an den hinteren Ecken etwas 

abgerundet; seine Mittelfurche breit, vorne und hinten stark erweitert. 

Diese Gattung steht nahe Gattung Areynopteryx Klp., aber hauptsächlich in 

den Genitalien ganz anders. 

Die Gattung widme ich zum Andenken an Herrn Prof. S. Matsumura. 
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Matsumuria sapporensis nov. spec. 

Kopf oben matt, gelbbraun bis schmutziggelbbraun, Unterseite gelb; vor der 

M-Linie etwas heller, Stirn durkler. Fühler im ersteren Drittel gelb, gegen die 

Spitze hin dunkelbraun, zwei Basalglieder dunkel. Maxillar- und Labialtaster hell- 

gelbraun, jedes äusserstes Glied und jede äusserste Spitze schwarz. Kopfschild am 

Hinterrande in der Mitte mit einer ziemlich breiten und tiefen kurzen Längsfurche; 

Hinterhauptschwielen stark vortretend. 

Pronotum dunkler als der Kopf, mit einem breiten gelben Mittelstreifen; 

Wurmschwielen dunkelbraun bis pechschwarz; das Mittelfeld am ersten Drittel etwa 

1/5 der ganzen Breite ein- 
の ガリ イラク クア Nas, 
ルク etic yl Me な nehmend. Meso-und Meta- 

thorax gliinzend schwarz, 
INT ria : 
NNN ガル ARE un, 

7 fer Hts Ku 

AR 

Priscutum des ersteren 

gelb; Unterseite des Pro- 

MIR Meso- und Metathorax gelb, 

Meso- und Metathorax je 

in der Mitte dunkelbraun. 

Circi linger als das Abdo- 
B = A 

Fig. 1. A das 企 Hinterleibsende von oben, men, im unteren Drittel 

B dasselbe von der Seite. gelbbraun, gegen die Spitze 

hin dunkelbraun, kurz, dicht behaart. Beine 

hellgelbbraun, Schienen an der Basis und 

2. Tarsenglied dunkelbraun. Flügel hellgelb. 

Nervatur hellgelbbraun. Im Kostalfelde 

ausserhalb der Subcosta mit 3-4 Qucrädern. 

© + 
Körperlänge (Trocknen) 16 16-19mm. 

Vorderfliigellinge (”) 16 19-22mm. 

Grosste Vorderfliigelbreite 

(”) 45 5-6 mm. 

Grösste Prothorakalbreite 

(”) ca3 3-4 mm. 

Fig. 2. Das 2- Hinterleibsende von 

unten. 

Sapporo (1 & ) und Sapporodake (12 2 ), gesammelt von Herrn Prof. 

S. Marsumura und dem Autor. 
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本 邦 産 稚 麹 目 の 一 新選 及び 一 新種 に 就き て 

Matsumuria nov. gen. 

‘i SiS Matsumuria sapporensis nov. spec. 

HHL YHRMi LC. AR RY 3 EME (Sector radii) LBRO 

W=ROD ALG 1 b)D Bic dH DB, Anatomoe XI, WMO MEM —& 

PREORDCS SRB TSBMRKMRrAC. MREKMATED 

REEMA, EMCKRGABILBKROMhRAEA CHAM 

MEE, HC HICH... BABGRLEMKRCERL. —# 

fC lb Smee AS, HP ROD A MD 23 Subgenitalplatte を 形成 す 、 

HMCRCLCOBLASLABLAYSZAARGOS. 後継 の 中 

Rich CHB Fichndo. 第 十 腹 節 は 背面 に 旅 て 死 け 、 其 の 裂 

は だ た る 各部 分 に 一 の 角 上 次 突 起 を 有 せ 5。Subanalklappen zB Fit LT, 

ZDSHERELEI MEM H 5 TC id, Subgenitalplatte SEX LT. 

MER). CORMOPPRZ. AMAR RR( MAX ES 

ABACK. RABI eUERwWl OS SHEL. BRE 

小 に し て 、 KEMECMBT MROBUMEM-—-REOPFLC. 2 

D WH TW tk RAE 5b, «HGF (Strnschwielen) (2 HRN ESM MDA bo 

BmB kK 前 胸 は 常に 幅 バ 5 も ゃ 長く 〈《、 FHMSH. PRRODSSDH 

入部 は 積 廣 く し て 、 2 の 前 後 は 一 層 廣 し 

本 局 ら に Areynopteryx 局 に 近似 する も る 、 と の 主要 な る 異 枝 は 生 

MERUZOHMIEDERAd. 本 属 の 模範 種 あ みあ か あげ ば ら は 

最初 に 松村 博士 の 探 集 に か いる も の な れ ば 自 に 同 博士 の 名 を 冠 し 

て 記念 と 注 す 。 
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Matsumuria sapporensis nov. spec. 

あみ めか あか あ ば ら 

頭 部 の 背面 は 黄 褐 妃 至 吐 黄 物色 に し て 、 腹面 は 黄色 な 5、MM- 

線 の 前 部 は 征 決 く 、 額 は 量 色 を 呈す 。 鍋 角 の 基部 に 近 81/3 は 黄色 

(8 L JE Gi IS fa ER PE BIL SR i IT ES ICE it ? BB 

WR a, A hn BON Fe HO Se hE Eb 後頭 の 中 央 は 短 

KULTHR DS HEE} do 後頭 肝 (Hiuterhanptschwielen) は 強く 突出 す 。 

BU iy 2 SUB Ll OA BOL, HE OI A — ip R HER eA TOP 

Be It H 3 fA A # (Mittelfeld) (5 = HO — O je ie HSC Hi HR M1/5 & HU 

中 胸 と 後 胸 と は 黒色 に し て 、 中央 胸 の 前 膨 部 (Praeseutum) は 黄色 な 

bo 腹部 黒色 、 第 十 及 び 第 十 一 竹 は 黄 褐 。 尾 毛 は 腹部 ょ IRE 

部 に 近 き 1/3 は 黄 掲 に し て 、 残部 は 黒 褐 な 5。 Ham, Rio 

MROB— TH GHB MR, AMR ERB. 前 

BET IR DAM C= 75 BM He DIR A To 
“~~ 〇 
oO SF 

体長 16 16-19 FE 

A GD fe & 16 FE 19-22 #E 

BY OD Ne BRS KE) 345 第 5-6 FE 

前 胸 の 巾 ( 同 ) Sure 3-4 FE 

TRAE Sh RO RSE KH — HMI RN ALR 127, MR) 



On the Geology of the Ishikari coal-iAPid. 
By 

YOosHICHIKA ÜINOUYE., Rigakushi. 

ZETE&ZOEHSANFL AS CHHFEH OH BAZSEER 

ZEUSSOAIDSZALHHUEFETEEIAEITSER 

ELHEHATEFELÄELUZNBEIAHDERH A 53 DAX 

FRPBKBRGSRKABRBLVANL. FTEAZBZETrRFURER 

BERFZIHUTHLTARZHB:HEL RN KR RT HE 

ん と す 。 

= Bee 二 ARE 

甲 KR P KET 

4 FER と RA 

co HERE 内 RB 

> SZAR T ARKE 

= ZWAR 

と 火成岩 

4 古 著 火成岩 

新聞 火成岩 
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- 地 & 

KREBEUSBERENRSLTATWRAIÄNFRSERR LE ho 

BELDOBRZASABBSMKARR IK EHE AL To 
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Mo 水 成 岩 

TERRA ORB CBRE L SAMAR IRMOL Be RH SY 

AR ENT CARIB Me Gel b wT eRe TS S— WM 

GH AM et RRS) RAB BRBABR + CL TER LZAN Cima 

2 Cit +R Z%DRN BARBY ORM ZIOR IK FEN GE 

次 山 部 、 SUBRBOWMMICR b MRM IST SIOLZN RHEE 

Sb MUSHY AH I Tr nv 7 YIJRIEHEMWBRFM 

を 基 し 山 骨 稼 々 裸 出 し て 異様 の 地形 を 示せ 5》 ヵ 、 古 生 紀 層 を 構成 せ 

AH RR VE ee oe, Kuh OK, RR EIR a, FH 

S. EBARONKAZERLTHRHZUIH PR Bee LAURE 

MIMI SIO. WLLL C EW UC Uh HER A YT AD Hh LT 

J fil, D eB BYE} CREB RAC EOE BE SM RHE Ee 
A TOYO S ALO Tm KA WL MR We Ch a Yep WE PR ke Jes OLE HK A 

Wm RSH TN 4 Wei MPR IC Cc URAL EE LC EBAY 

一 和 定 す る 所 を な し 、 Tem Rw Re eo i HR LER EL RB 

7H % Sh sk We Hi DPR RES D Bh e AL ESO Meh eH 

HELM IPER EU AB DRM L TEN EN 3H bo 

PAE eet (ho EA Oe ROE A ie MO i] ie KR FEB RY 

We I] kde Hb CB LEI Lot ie WR © De WW ic HEL OE th 

TEKLTZANDBERTELITI NR Y za TFIIB RRAO 

KRAFT WK L MAMMAL RCS LRM TT SAO 

SHOR KL CMA, BARAAORM Rb. BM) eb dD 

FUE M LO THOLOLMICESACHH CK TFT ZAD SH 

A PAM Eb. LADEM Ls OWING St CORA > CHE 

a “oe 

RSG SE LD CHM KB BEA HN Me Hh Be AR ee th 

No onc Raee ks: ee 
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る て < と 明 に し て 地層 の 厚 さ は 随所 異 に は する も る 最も 著 し き 秦 化 ある 

は 上 部 碧 農 引 層 に 見 る 所 な 5 義 知 郡 北部 に て は 粗 千 尺 の 厚 層 を 成 

F- LESERN N ERHETTREDCKERURUCBH EHER LESE 

HERELDEHERRIBEZRZEHOHILESTTUHHSFRÄLR 

ZEFrADZEUENDYERRAIRTEZLECHEBHROREIHFT, BK 

HEAPS LRKCKRCHOFTRGABZ=ATROBSLATSZUNE 

3, WHOM, WMHROBBEL IR NRABOEROABAKE 

SEORBDR. PRR KE (MHS OMBCEC AOL 
TISTTITREBRETEITELAIUERH AG LS, ASHE 

ょ 5 ぅ 探 集 せ し 化 石 表 は 左 の 如 し 。 

i 1G — 種 

fig 足 類 — 種 

hl r-ER 

BER nr 

ARM ry =s7 4th) 二 十 種 程 

4F HE Eh Dy D FF HE — 種 

KWCH SBAKARHRARR A - FAME OMB YD 

BHtEGOURADATAMBS 6. LKHORRLRZCIRMBRE 

MMB Be CRIT rer ArTIDAFSBEKKLCHBARAT 

KETZRIODIZELIENZAGRT EL TELLER NT CLE 

MED AF7TeF ERIK: I ST =- 7IZEITZIEENKABD 

Di. A&B do 

SO RBIA SHREK KRB TSAR, 夕張 雨 郡 に て は 殖 ん ど 

BATKBELEHNMAFM- rd, KRHEHBLOKHAFARE 

SZ HEHRORKLENTEIRZERTÜIK BR ZOLE $i 

BETSZUALASRB EP CHTAZHAL LAS MALTBRIUULEA 

CHMABOKAER AZ BRAC RMWOKKRUVSHBHEDES ES 3 
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の な れ ば 頁岩 の 如き 細 微 な る 沈 減 物 と 其 沈 浪人 位置 を 異 に す 、 即ち 

地形 の 凝 動 を 想像 する を 得 べ し 、 贅 K 此 二 黙 1 5?5 余 は 和正 壁 組 層 と 

B= tet rT SBA BTU CH 5G 

os = ae et ik Bt CIR ASME AHSRMOBRERRT 

STUTEADEZEBISSHERNIFEEHRBZRIS LLC ER 

部 と を な す 、 上 部 及 下 部 は 何れ も 整合 を 成 し 雨 郡 内 に て 正確 な る 不 

ee ee ee 

REAM DHF LOARCHLIMAOBBRALBITZ4AO d 

され ば 第 三 礼 層 は 精細 な る 化石 上 の 類 列 に 央 ら ず ん ば 時代 に 従 ひ 

之 れ を 細 別 する 能 は ず 受 に 上 部 下部 と 別 ち た る は 主として 岩 種 を 

其 と し だ た る も の な を なめ 5、 HL TAFSSEHRBRUD A HA EKA BSE 

BARMISIKRI FR UK RAR ER Hua ı ı EN ZB ROAD 

FTESZERBMEIDAHRETERZRGRBHOLKLUL CREB I 

KRARMADORARB TING). KRARWMEOHBLUCKE 

HEOLPFWORBRL Re OMU CHBWER Si FRB=MB 

(XS ae Jeb Wc He UE LCR Je EL 8 9S = A Je He OO WA eb 
see, Sais 

下部 

腹 足 類 Ke 種 Fe 

i A A rn 

Ai BD it 4a Str 

上 部 

腹 足 類 — 種 

ee] 八 種 程 

(A Rik’ SES SILT CLC PRB ERROR OB 

SEU Cie eB RM LB ARP RIREALTAZAMNOHS, LOUK 

SP Wet 1X SE PR AL YR MD HE A BO FF HY Mee Xb ESM ICRA CHU S 
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BETZABZUMROBMKARPZERB Tr RATFHORMTTEL 

—-BFAACRPRCBARM~SCNRAED do 

SMB LARIL ZAIN. ZEN NM EAN RISIKEN DMSRN m 

BRRETSZRKEMHEUTLTELLTBREB I IR IR S— I 

RIL +b=+ROMKS IML TEAM BREFLAÄMT SU SC KR 

AXBRIRDBRHDI CHM ITE で は 三 段 を る 成せ る 段丘 

地 あ 5、 是 れ 第 四 起 成 生 物 に し て 河 流 が 上 流 + ETF AH 

を 甘 雨 岸 若く は 片 岸 に 玲 積 し 川 注 は 丈 第 に 川床 を 浸 九 し 新 く し て 

段丘 地 を 形成 せる も る の な 5。 

u RS 

吉 生 層 ょ 5 第 三 乱 居 で の 問 に 避 枝 せ し 火成岩 は 其 類 甚だ 少な 《 

駐 其 葉 域 極め て 小 な 5 今 火成岩 を 第 三 引 以 前 に 成 生 せる も の と 以 

後 と の も の に 工 別 し 其 種 類 を 時 げん 。 

杏 期 火 成 岩 と は 第 三 引 以 前 に 送 功 せる も る の に し て 堆 種 類 僅か に 三 

BUCASTHAA. BHA BANZZNZAI EZ UM EI KO 

BWMRIERNETFKENBEINKOLDOUFER LHSHRL 

DERTBELIRKREZEDOLDEGHGERIBATERESEIDO AI, SR 

RRETLTERBEIERBZELZCURRZ ZI FAME 

MO—-MBKCRARERY+SZ3OH 5. KOEZAUZEGST AE 

HRRDIDZSE Lo BKRBUITREORERBTAUVSRED 

岩石 LCDBRYASARASZEREURMO—-PBHSCKPRKE 

ELTFBERTEUE LDT db, KFRKEERHROZBEDTS 

“SLo 

ABKKRSLRMRBKUNAK CHEBVUEMLARFART SH 

DEC PHWBEREARLRZIODKNLCHBACARADS 

RlBRERKRHE}. BRAGA CRA HE - 7 HZAN Tim 

SFPRPF CR C—-PRKTEBELCAHHESZIOL A Kas 
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MIA EECKOS 5 流出 せる も の あり 5 牙 は 岩 脈 汰 を な せる あ 

IKEEHMLETZIOSIZAN kBE— m FF MER LAU 

TAWr as V7JHKHÜUTRE-KULTLTRELZHKBZULR WER 

BKEDI)TUTHKHUNE I BRILWMARTKRYD, KK AlL= ¥ 

zer 7 NN FHRS who 7 7 © a - "ejener 

WK e Re 6 RU l= Me e HS TH CL We A I Fe De Be te 

TIMER AHLAI TEHFZ BO DSI RA iki A YK 

BEMNTEIHEHFLENZELCHAFZIDDG, BZ) Er 

COMO KEK WS 6 KRFOL.O XH Mt Fk ANHAHDOADE 

7s ith pt TH LE BS Ue SER KES EE METH L 72 SB HE EIR HED HS 

PALRIAUL AM Ar, VFI RARMALA—AhwMBES 

be. Fike AH Oke ki CAKWASZ US RAR SHS 

BANFRARMERUN I TUE ZELUVUINLIAING HH 

CA Zm< KUWAOD HH BRM ew AI wet eB ALY LS 

REROKRSRMEDWLE UTHABD LOZ do 

PS SD A ae 

va AE Jet We AE de — BE Sh oe CB OC 7 a JU Be ae ZEEE 

MGR hICRBRA LKR UCHR PEHRORML 5 B= 

ice SI ICM AIC L ABH CMR LL RI 

PU? 6 tb STR CB = eee 6A SIC ic ee 

AL TSB} MMA S bh ete > WE ICMR rE UBS Ic he 

SRAOMLCESCEdDAOMROMM aH IiCfam ( Whe eB 

Ae LCi DCHBODRMIALAMAKRKNEECRS EA 

せしめ だ た 5、 彼 の 夕張 山脈 の 如き 或 は 美唄 山脈 の 如き は 皆 営 時 の 

遺物 に し て 就 中 美唄 山脈 は 角 曲山 上 脈 の 好例 を 示し 南北 に 通ずる 一 

背 舎 軸 の 雨 側 に 於 て 地 居 は 背 人 告 居 を 作り 東側 は 東 に 傾斜 し 西側 は 

Ac fH SA LRM e BY O, LRIRN hM C ihe om Ae 
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4H, 7TH SSR SB=ARBSELCKBYE AZAMARA ISTHE 

JABBUETHBELBENTFIKKSSHIKKELETE 

Bee Stim AB ZLDOZd, WTLIFSZEIKOKAH ROM 

BrHRTAZ4UCRRLBRRB LBA LT-ORMMLHEELSAUE 

LEBRC CERRY POP R XZEB Oo BE r 5 I SRS 

ZEISTFHHRREZZAZBDPUIKEN RUN ET LTAÄSH RT 

r+SEhZEuUBBEZNZRBESEIHEROERHRBESERTHUNGER 

VELEZERAZEHLZURZBUELNBALLEJRASGSZ 

BAHZMHERRZTZEHSGSUIUIKOHREH RICH LE ZZ 

ZBEALTZGRACSORSZNL. EZLZFIHESKIT EN TA 

ReKRYeZLMMCBATFTSZAIOLvAnrL SZANBRKAY 

SSA, 27 I7IG MRE RPRRESRMBRALRERES 

RoLBMRISARANLICRBAL ER OKMTBEREAE SO. & 

KL LCHSRHURAR UML EBSA RKEABAKUOBRSRT 5 

LOD. HS ERA MLBMARCMREY SD. BEBKOBSEA 

EATTANIKOHBUSEHETENWHASESBSTETrFEN 

TEEIRAUTEZ. TITIRKEFZFZEHERNLOFSUR 

含 の 三 倍 あ め り だ た 5 し な らん 、 HI om -ALRMEBTFRSAL 

ERFTZHEDEWKTELN ER RER UW OTHER LU TS 

日 の 第 四 起 層 を 吉成 せる な り 5)。 

= ARE 

HERB PR’LDPRORB TREES SCHESTSZIARSERES 

(HOKRZEHEZZLOANÜZNILERLELLTCF EHRE H 

DOHRUCKTÄALET, 

FO ge) a i KB 

SIM PRCLPBBHRBRKRRBLR ITN BAZOREB YE 

KEY SCSRUMINMEOBRR AMBRE S REL RTS 
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二 寸 以上 の も の を 角 計 すれ ば 百 五 十 を 超 ゆ 然 れ どる も る 龍 礎 は 敷 百 尽 

万 至 敷 千 尺 に 旨 5 て 同 厚 同質 な る も の 甚だ 少な 《 従 つて 茨 層 の 表 

は 場所 を 異 に する 従 ひ 其 敷 に 美 異 あ ヵ 。 KRRLHR TS wie id 

地形 上 海抜 二 千 尽 以 下 に し て 開 知 、 夕 張 二 郡 に て は 稲 高 括 性 を を 

せる 地 な ちり と す 、 即ち 美唄 山脈 、 夕 張 山 脈 等 の 高嶺 よぅ 5 基 雨 側 に 

ZBIERZALTETFZFSEHR PRET, 全 其 分 布 を 見 る 

に 芦別 川 刺 岸 ょ 5 交 知 川 雨 岸 に 及び 南 折 し て 美唄 山脈 の 雨 像 を 南 

PURI, AS FF ie Ne SEMA Oe BRT LO EAE BI JN] ie RO A BR 

es LO SM Per i ic Bl 6b WICH HRM It A 5 TI IR He OU Ar TE Oe 

RE CBSE & UN OR ec ST 

REMSELTZIHTNERHTSHMTHEOZRDIHN ED 

ZLZABKENRUEBAEKBKRZANFIMZETTERTM 

LtSrhe tt AF LVIKE AM Bh PY ER sl RE TS 

た あら ず 其 中 に は 小 局 部 に 止ま る $ も の 充 其 年 ば を 占 ザ 、 面 し て 痢 

(HPSS CHARGE MME BANU ST RBM BES AeTH 

ZN Ee Jit UG ath LS Sit LC 25 Fn BB AY UC ER Hep Ste FR STRRIEISLOD 

DNEBKREMIRETBZIELLEHIREIYELETFTRAADD 

の を 多 し と す . 夕張 郡 に 於 ける 厚 さ 二 十 四 尺 の 如き は 本 邦 中 K も 

稀 に 見 る 良 災 層 に し て 基 資 多 石 狩 燥 田中 の 首位 を 占 ぜ むる も の な bo 

aR 質 

同一 層 中 に て も 上 部 、 中 部 、 下 部 に 於 て 既 K 各 其 性 抱 を 異 に す 、 即 

ち 光 湊 、 色 . 人 硬度 、 比 重 、 割 目 等 物理 的 性 質 に 差 逢 ある の みな ら ず 化 

胸 的 成分 に 於 て $ る 著しく 異な る も の あり の 、 面 か も 上 部 は 弾 粘 結 性 

に し て 下部 は 殆ど 不 粘 結 性 を な る と と あり 5 基 れ 植物 の 種類 及び 乏 れ 

< 混入 せる 不純 物 の 差異 等 に よ ょ つて 親 か る 交 化 ある も の な を る べし 

故に 敷 百間 以上 も る 嘘 つ る 地 に て は 甚だ し く 其 性 質 を 縺 ずる と と あ 

5、 次 知 郡 及 夕張 郡 の 如き 導 層 敷 多 a 府 に て は 層 厚 常 な ら ず し て 
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HOETFTZRZEHORNIF-EIIZLIOIKTRERUT FR 

BRLEHETESLUZSZTZLUIFBAZBTELRTDG IF, BNE 

BEHOBEN E53 -ZORRBRRKLIEHRTFTBELLKE 

RELESYLSR5, MLOAFKMOHEIKIRRUAR 

BERINZUIHKHETZBESISZ CHR ET BZ ET DI FIG ZA 

DIDHELTEHSEEFTLTHEEDLDZYNEFI IH 

DOWICHFLZKBEHHEEDOLOZTIKCHHAÄATEO THKHR 

ZATLTTITAHREBRARULTREBR SHE I LCKHE ATS 

BAOTLBEINFBRTESMHCTHERZERAZSLAOTZULID 

DIRUERHIEBSZTHKTZETDIN CHMBELAH 

EELSIBZRAFNTÄTZLALÄr NT Zz.r Edi 5 3. KX 

cHÄAZıI MN TED AMLo 

ZAMBFUNWBEREORELZAKEMÄNOREFRTEH BERN T 

BRÄTBTZIODIITFII RER EAN RED AR DM S id 

ERMIBHAANMUTENT ZIDDBI, TEN RARRDARU 

KEMTHIZUBOKRUNASFLTKR I KR EET SORE 

REORBEACEL CHA b/MU CZAR PHRUMBRADAR I’ 

ZXAH AMHRMOBARKMAT SADT d. SRMROAKTH 

Mat lan EHEEDLDZYNFRIABRHARÄrF IT ZB DD 

LBEBEÄMSHHBAHRUZTBARATEFE SE AKA N 

ARAM AR RMR CA OTC ARS RARE SSL DA 

6 LARARGHOARZBEDKBS RL CRRHID RS 

AAMACHABMRATSR’DEZSXLo 

RACHHKERETHEH RK LIKE LE RER IO CHHECEE 

KOERTERdGLLEATERAILEBSLEDDREDBNELK 

大 約 を 知る を 得 べ し ) 
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ah 結 性 we AR ORG FE OPE He 

成 FIs He) mh mM | we 内 | 幾 春 別 

SiO, 24.48 13.471 32.48 55.29 
AO, 13.72 2497 34.65 31.62 
FeO, 14.62 30.06 5.75 3.06 

CaO 26.63 1325| 10.39 3.09 
MgO 11.06 3.22 1.03 0.57 
ae 5.50 1.90 2.40) 2.00 
SO, 3.80 7.92 5.54 1.26 

KEDOMSMMOHRUNTSELSEHT RZ AED Old 

EELALLTELCHOTEIRER. FTRRBELELEFTEDS 

る を 見 る 、 従 來 粘 結 性 の も る の は 酸素 の 量 若 く は 揮 配 物量 iK 開 係 あ 

る が 如く 唱 導 せら れ た る る 石 鱗 の 話 分 の 性 質 に 密接 な る 開 係 あ る 

CEVYEOML. FUIRBEAHRHERTZLIILIMUSHOM KH 

ECSU OH eM DAL RTS 

N Ri 

REOPS RA CME AN EZETIICH - ARMUT 

KLENISRKERNZEDHZ ZT LUFT TE Ad, RBNAHERHK 

ii Ws HE 2 LOE EU We BG RE BG YY Ue ERE LOGS SIR LITT II HK 

準 以 下 は 現 全 介 定 線 テ りゃ も 和輝 か に 掘 下 する を 得 べ し 。 PIE 

於 て は 随所 鱗 質 、 狗 層 厚 を 異 に する を 以 て 庄 所 水準 以下 線 の 位 軒 を 

Mico, RNEXBAMCK CLARA RBS RIM LRH 

FEBRGABEFRECLTHE+Y 6b. RIRMMIC CERES HO 

RARUBARZAIDSSLUCKBEUPTRECTCHFRARLEN 6 

a 

BFASUEIREHTFTULPLONATLEUH OTHER 5 REN 

る 奨 大 を 除き 諸 狭 大 の 組 量 を 計算 せ し に 左 の 概 毅 を 得 だ ? 

ZS Fl Fils A. (Ne ie 
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ai ae = ee 

OMB LRBRAB MB PICHBKYSZIDELTCHHESIIOD 

ZNCHRTFRELT CHEN EL LO LEI An 

Au Fh Fife B. 7 Hi 

タ 張 郡 = ft 77 

DREHTE FER) CRRAKREAABEL H=GOER(-— 7 

ZWEHTFH)LTAADZREI-TZEIESRRSI0TL. MD 3 

夫 採 掘 運 搬 法 進 歩 し 作業 容易 な る 上 暁 に は 水 進 下線 を 延長 し 更 K 倍 

敷 の 産 額 を 得る て と と あ る べし 。 

丁 BRAK 

AWE PRR ERY LMS BZOBRKBREL BARB SCPE 

to BRKEORHBERIERAZAZORMSEPLEBKEADRT 

3EMD—- Ad, HRERK TEL TER BR DSG. RIKBRH 

bMILMARH >. ANZBAHMLZUSRKRLATTZSZTKUER 

BTEDZNL. EMORARMXSAYRKBLAFEL I AAO oo 

き 南 北 に 長き 國 に 於 て 一 様 な る 能 は ず 、 政 に 水草 堆積 し て 爽 化し 

BREBNZ*DH4NL. REBKA SC LEKORILtTS3O 

ある べし 。 GHEE PO BREOLFECHES SHALE 

ZUIEMHAKBRHOBROHHZ ENT L CHE. A. RSRELY 

MMM DOTFMIKBADBER AR MICHRMLRASADICHS 

SZxvRBTMHOPi’.KRBRA-HACBERLAWBEITHL=EATRA 

EBZBKBRZETNEDIHARUR FZ SUN DI CHR 

RHBRTFRRBDCHE CAT AZCLAEARRAK CH A SR 

OLFME CRHREEPRABL I BAU BB T ZB INGLES 

KEFZZLEBZDAZSTFTZESOBHATKRBH ON EM ATE 

ATEDZUIFLOHELERLTRIELRZOLHM GT BA SO 

bEAHBHA AMIR CAR OH EHE Hr. BErıkındbc 
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BRILL RZIMOLRMT SCL BRR SENSLL AH REM 

Ab ak GE AY E(t Ik —- De OD he CE EO KR ET 37 

と あり 、 倫 も 筑豊 狭 田 に 於 ける 松 岩 と 等 し 〈 龍 層 面 K 人 年 行 し て 伏 

在 す る が 如き ぉ ある る 電 垂 直 な る と と も あり 5 其 形 不 規則 に し て 小 は 

座 大 より 5 大 は 委 三 尺 K 達 する も の あり 5 て 其 種 類 は 未だ 充分 な る 研 

究 な けれ どる 松柏 類 に た 似 た る る の 多 し 、 此 古 化 木 は 如何 CC し て 生 

成せ られ だ た る も の な る か 、 管 て 筑 了 豊 性 田 調査 K 際 し 木戸 、 松 国 雨 理 

郊 士 が 論 多 人 せら れ だ た る 如く 〈 既 K 人 化 せ し 樹 木片 が 流木 KC 混 じ て 堆 

HLRIÄTENRZHRFIEERELTFETSZTOZKANL 

BZ TEAL AS DS Be Jet i ie ET SRH S UC EL KOM BE SA X 

Silt Be AL BREOMWAR 2 6. ZAZEHMTHER OR 

或 る 種類 の み 逢 化し た り と する は 化 翠 成分 相 類 せる 植物 が 同一 の 

BECHT-UREL-BEETZOHELMTZCTHLUBOR 

bo 
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西 A 彰 = 

On the Distribution of Plants 

on Mt. Makkarinupuri. 

By 

SHozo NISHIDA. 

緒 

後方 羊 貴 山 は 本 道 史 上 の 名 山 な ? ヵ 5、 面 $ る 所産 植物 の 豊富 な る と 交 

BOETEZZTELZEABS IR Eb, 従 て 有志 の 本 山西 物 探 

SrAUSZtOMSSZLO AUHBBETREIAKRSEISEN 

KTEOTHTAÄUNREILKHHFHRBOHAT ZIEL, 

BEEZNSAÄAHTZIUTZLFRC, 明治 四 十 一 年 宮部 博士 に 従 

つて 再び 登山 し 、 以 て 第 二 同 の 調査 を 用 げ び 、 略 其 要 を 得 た だ 5。 

明治 四 士 四 年 入 月 大 野 博 士 に 従 つ て 三 な び 本 由 を 探 め 、 や \ 其 植 

物 分 布 状態 を 謗 に する を 得 た 5。 即ち 氏 し て 同好 の 参考 に 供 せ ん 

と す o 然 どる 、 本 山 山 域 の 廣 大 に し て 條 布 屋 域 の 多様 な る 、 BED 

完璧 は 本 日 に 得 て 思 むべ か ら ず 。 須 ( 後 日 の 探 陰 調 査 を 待ち て 修 

邊 する と ころ ある べし 。 

本 答 題 し て 後方 羊 路 山西 物 分 布 汰 惑 と な す 。 HRALNZOMNER 

HLCKRE+OR@ RO 5,04. $HURH ET. BRIEF IL RAS 

PeERAN ret lL. HNrHLFNAPAKRKABTIZOKRA 

を 有 せ すず o RPRRMH (EFZIRCH ir 32%, cn EE 

HimAL SR ADBHYHONLS 

AUDSEDPER +? bo 従 て 垂直 分 布 に 於 ける 高度 の 標準 を 定 せ 

Dill 



32 Ma—RFHLEHUOFF/ HI XPV ORT KEI EST 

ZTZEMZ HERD. KTAÄHS EB EEREO HM ER I. 2519 

43% 32 (6470R) & We I, HH es ES BK = IE UC OES a El WD st Ie S 

る 測定 を 基礎 と し て 推算 せり 。 

PILKBEAT SURO BALE ELYES SOL KHL. FE 

BA REL ERAKRERE SARAH LARORMLWS 

LeERNA GN RARKE LEU SRB os SIM Kielce HG 

野 三郎 氏 K 謝 意 を 表す 。 

媒 に 悲 せ べき は 恩師 蘭 司 高 夫 大 人 の 今や 殴 明 境 を 異 に し 、 Zu 

る の 喜 を 共に し 感謝 の 意 を 表す る 機 和 を し て 、 永 和 可 に 有 せ し め さ ざ 

tt xy.Ae AC BH To 

地 理 

後方 羊 貴 山 、 一 名 明 夷 富士 は 土 人 の 所 語 マ ク xy 27 3 21942 

K Fit LC Ab HE 4 2 HE 5 O FP He E140 pe 48 Fp NG the IC AR IT TE 5、 本 

道 西南 部 に 於 ける 最高 峯 な OD WAMETSRADAREICLC. 

を 四方 に 引き 、 北 は 傾 條 38 度 に し て 倶知安 高原 に 連 り 、 東 は 32 度 に 

し て 目 名 原野 に 接し 、 南 は 30 度 に し て マク カリ ベッ 原野 と な り 》%。 西 

LMABOS BU C28 KRREHKUN SL WER DEN 

YIN I7TMBAL BH ZI I sv WN, KH KAL TCHR UD 

WERE COB BB RA ZO KI UK HARTMANN IB CMH GS 

Bo 

IHRM UM) WIC bMS OBEARERI.CUEFA Me 

ZT MOAR M358 AM -BRAN SBM LAT. CHM OK 

BicP@CRA+AZBAkK WOE >. BAKCHMOB AKO do 

AJ KOA M11 oy, a eH 1000R, RAO HO = 

RM -?RZRWRBABAIL DO. HMUMIO-ASE, FS EEN SG 

レ し て 上 る に 容易 な ら ず 。 LUMEHLELTEUL TR, tke 

の 内 壁 に 岩石 の 露出 少な 〈 粉 確 涯 はまり な る を 以 て 、 昇 降 容易 な Do 
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口 底 は 賠 形 に し て 直 経 約 70 間 、 入 月 初旬 迄 は 藩 水 ある る 中 旬 蒸 呈 

LE bDCKBPRB + RADLECAMFRMMBKITAAZDA, 更に ロロ 

HROTi kK+—-AYAD> BRA L—-ObEOWRS '.°tCnN er PpE 

2tER TBAB LUAL BKOABOH Mr - ET E33, f, HO 

火口 も 赤 指 呼 の 問 に あり 》。 PHRE LS AMIOMHBKMOTHAA 

か 、 朝 背 を と を 上 5 て 南 皿 剖 あ り 》。 東 南 壁 上 は 寄 峰 中 出し 石 算 策 、 天 狗 策 、 

SSE MGS LRT BMRA rt EIER RU EZOHZHLT 

ZIHLFERNMERENEREI CNR CRKRBELTALE 

Mm SARIS KRIS TFPI PTEAPAMELE TD EN 

Pim KOEOAASKBIT~ Lo 

PIR ODE OR AB L4a 30h) EMAC UC R10 fl, 

PRICKLMABARBBAOKRH +e RI AWB KE WSs 

PI KO. EAA WS SO CU CE RE LIP EICHKS 5 

多く ら ど は ほ は 2 の ゐ の 、 を 産 す 、 て れれ を の ぐ き が 池 と な す 。 

本 山 は 其 外壁 に 於 て 敷 多 の 容 澤 を 有 し 、 基 走向 に よぅ て 各 特 異 の 植 

HERLZTIERKISOOKELLT- RR A HD ODMLZOER 

SEHEHKLARTEA.TNERBENERIIFUL ANDI. TE 

OKYTEL. ZBRBLAL WMRORBZA+rR4HhR4KBEXE 3 

OCLASPERA TAT BNAST-HRS 5d. MEMAAL 5G 

折 し 約 9 町 に し て 和 達 す べ し 、 湊 間 の 小 流 藩 し て 長池 と を な を なす 、 池 中 に 

(LALA ET. SDPWLERY SAL BAAS. MM PBR S 

HwmMRBERAZHABP. FACE MBI00RICLCKRS I. FAN 

CEPDEBLCAR TAA PAMBSE ERS ( AOEDSMNATET. 

CMUEBR BRL BO  HHB 1 BI BR P47 Et H1000R 

CLC-KEBAMS 6. AUPB-OMEMR 'CNERASK 

ft Hho 



34 VEH-—RHZEHIC"/ HY x PD VIDA AP REIS BE ET 

AD Be OX HA Wo a 

BAM UCM OM RBS’ LARK AU PBI To KT 

AM HWRE eKUSZLORA’ASS. HICHAZORME BET. 

RAL COM DMItL TER HAKEN ZLD 

明治 二 十 入 年 > ッ か が = 7 Y IRRE 24R} 47 種 7k EEE FE 

FHOCHAR 
WAST A AE SESS LE BS SHIT E MIN THY oak 

44 £3} 96 種 FRET AER 

fl SPAS GF BR HB B HS— HR. ェ マク カリ ヌ ブ アブ 】 山 項 植物 35 科 77 種 FRE HR 

明治 四 十 五 年 宮部 陳 士 就 工 二 十 五 年 記念 論文 集 «iM AERO A 24 種 同 ees” 

AA AVI+ = 46 Ss WA REE Te BEE | rpc Se aA aS pee a BAR 

arg PIERRE TI HERR ED FE = 109 Fi 近藤 SER 

DR: SEHE LEHESTDERTNZERR EEE = TB IR BEE 同 氏 

本 逢 記 載せ る 後方 羊 野山 所 産 の 植物 数 は 頭 形 箱 物 66 科 230 種 了 

花 和 植物 6 類 35 種 弧 計 265 種 を 計 せ り 5。 

moe ~-7 AI ae TIME YIS Tier 7 AIIM RMR = 

A WIG O Hi ay SE = ING HE WBE +m hE It BB L.1200R D By 

ee eee 2 

の に た し て 、 中 腹 以 ーー EEE Lok ER BF 2 DE EOL 

TANDELESRKUCHDHARULDSI Fr REIHE LIE 504400 

RY 4 JA bi ih. 8 He UE RS AB) 44 00R OME ERUÜ5000R 

1 ORG IS bh WA KE ACTER EA TORU PAID BIL, 

Wb mi RIE SR CU CR IC RN bom AR SAAB iL. Kw tec 

KC CHEM STAT & HEX 60O00OR YU E6470R DA ice TS 

Fl (cS CU SR UC RET ZUDERBSALEBNLS 

fli Wy He Ai DAR HE 

本 山 の 植物 配布 状態 を 見 る に は 、 Boe -oOewW or S RRA 

EHNMMDISTZEITLTEHRUNEOHEAHOMm{ ASS 

5) し 際 は . 交 山 者 の 多く は 目 名 口 ( 目 名 原野 ) カ シュ アナ スイ 川 上 流 友 

S—-MOAE MA Do SN ERG HC 30 3 We R25 
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BISERIL PL SRY AAUM CHR RROMML RR 

HELA OFUBABLLELRHMRESCAHMAA Ee LCR GR 

LH BUF ADRBRYERAZTENSZAIORIUPHEHRRAL 5 

HAE LRAZAWHMWOEB DM & wt Ad 

“FA TECSOOR)X BER LOA 200K) it BS Bo 

あ ち ふ だ も る 、 い た や 、 う だ いか ん ば . も ほな ら 、 ち ちほ ば ぼ だ いじ ゅ 、〈 く は 、 

a ie he (CC See SELLER a SUS SB 

ERBEN EAPIIEDANEN oe EI OA AI ee 

Db BVUOMDAT, rei od BSOBERSKOBRrRSOHL 

ERODOBRET SH boMPICRSZBEKDOHRESZ3O, TEHPRG 

$C bSBEUAVU ARP VNU BSIECTODAO IDOL, ER 

LCM ERA CRS RES. CL DEORRTAZH ID WHA 

続 す る る も の 。 

つた うぅ うる し 、 つ る あ ぢ お ぎの ゐ の あり 5< 樹 下 に 見 る 草本 の 重なる も の 。 

あか を 、 う 5 ど 、 ら ぞ C う 、 ち 5 う の き つね あざみ 、 る ん れい ひき う 、 ち ほ ば い の 

らく き 、 を グ の よつば ぜ びく ぐら 、 も や も ほ ば 5 ば ゆり 、 ち なほ ば だ と ど と}5、 か 2 

foe 8 Obs eee b OR et ot ZIEH SER Se 

EEE 2.4 Sie sees ASS SAM CASES Cs 

S220 OF SOLE FIA CALE OW ASS. ZBE5E BA 

PAS SALE 5 Eso IPB U eee SD, 3 Ae eS. Be 

まひ づる さき 5、 み や まとう ば な み 、 せ ひか どい らく き 、 み や まだ た に だ て 、 や 

N nr D 

ES 導き きい SI いま すさ らち eK 2 5,828. 6% 2538 

ん どう 、 つ くば ね さ う 、 ち ほう め が き さき う 5. うま の み づ は 、 ょ も ぎ 等 夷 

紅白 紫 樹 下 岩 際 を 飾る を 見 る ベ べく 、 ね まがり だ け 、 路 傍 を 理 む る の 

fl を 疑 ふ て 進む 

HRL(200R) ER ZN IB 2S, BERZ SEK BACHE 



36 ven — HEN 7 bY ヌ プ 》 OBA AGRE AE SC 

AUT a BR eS BEBE Ue Bb OE ARK BIT A Bo 

1.68 2,2 2-2 a FT ER I REED EHTEE TAI DEE 

SEHR ER ORS ZI BR LI IST DS AND 

BRDn~TULMD DAA ra TEE ER, HEATH SNK 

BAREBEAODBEBECWCOVCDDIDAHPMPAMDVANAVDY 723 

FEU A Oo SB ete Be te LC. で 0 I 2er 

SOOMMSA HICBRISeHSENLEM KORE S &Do 

RES Meu LS ALS BG 6S, EL Ele 2 、 き YO 

ん に く 、 さ は あ ぢ どき の 、 さ らし な し ょ うま 、 し ら ね あふ ひ 、 だ けし ま ら 

ASC RRA 5. eb IOAN ARE © & 315 a SB さ NNE 

IO 人 SINU SD まき さき 5. 2 の の 625 人 人 だ ん 、 る の 0 Re eee 

SD 1 う 53 S2bRDZ.RCU CT SROEM KAS Sh Ores 

HR AP st Bee Vail AE AS 5、 づ だ や (1 OU ae 

WHE RS OWS ¢ EN LE To 

0 We. Lao De ERBE LEDER 

四 合 目 狗 仙 開 (2300 尺 )、 に 達 す れ は 樹種 $ 其 敷 を 減じ 包 園 の を ぞ で まま 

BACH ST 6 O fw 2 O55 だ いか Ae 2 FORMU DAN. Aes 

Wh. RPE SOMBRAA DBREMICMRL. Peas LG 

| i er a 

cA Ee UCLEAORBMER ADOT, 

Die Drs b ん さ TSI ch ee Tee だ で 、 ひ と 、 り LS ee 

BA, 

Ar 2» 5 B(4000 RY) HE TOofA L WR O EA Ie LO My RE ft It AU 

NDOT HBEEABROBML BLS FeRAKWMRE RACKS 

CrmUELAZTORUVHDAWR I CHA CBE + KREODKYE 4AM 

ae OM 6 EA ad AHR He T omMRMB EK EE 座る の 
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問 、 あ くし ば 、 ひ ちの ゐ 、( ち ん <)5 こ と ん うつ き ぎ き 、 ら ぞ の た け か ん ば 、 ゃ が 

ら ば な 、 ち ちほ は ばす の き 、 と し あぶ ら 、 あ か み の い ぬ つ げ 、 ち し ま ぎ ざく ら 、 つ 

導水 き さき さ 、 な な が か すま と ど と 、 つ の は し ば み . み ね か で 、 ぜ ら さ きつ りな か に 

Se a eee 

ges Asm さき の き be PSV LAR eR ES 

mi Old つて Gee eee FT BEI IH LUD AIDS 

Pee AOS PZELZELHELDTETTISSTHZZE 

ある べし 。 

HRB 1400R), 2s FORUPACOSSRE + BRB, HE 

Be UE Bh WE BEM BE BED HRB BH TS D EE CE BIT HB 

CHL OEM A WRB TOVIIOORWEZH HR HAZ BD, DC 

BBWS CAS OB VSS. DESO 8.2 FT OFLU BAM 

ち し ま ぎ ざく ら 、 は ひま の つ 、 み ね か へ て 、 み や まな な か ま ど 、 み ね や な ぎ 、 

しか り 5 等 に し て 、 樹 下 の 草本 に は 

MS OS 6 KR の じい う まほ ぼ き "レル 、 ち もら IDEE IR TE 

SS は ば た けら 20Me ら うす つき う 、 て きき らん 、 て ぴの ゆで い どる Se 

wb fC う / が ぴた 3 あの 2 ゆき さ う みや まだ で な だ で て 、 み や きま が な ば み 、 

電光 坂 (5300 尺 )、 再 び 羊 腸 曲折 五 十 三 同 の 央 坂 、 所 主 電 光 坂 に 出 づ 

れ は 、 湊 谷 分 布 の 最 観 を 見 る を 得 べ く 。 

BEIDE DED だ 06 か ん 生ま あざ くら 、 は び ゆま つい ほ ぎ き 才 

を な かまど と ど 、 み ね か へ で 等 の 和樹 下 、 あ ぉ き き の きき 5 ん き う 、 い は べべ ん けい き 

2 Stee ob. es IS NIE Ll OA FI IE 

FREIEN LEI ID DEE AL TALS SEU 

の ひれ あ ぎ み 、 ト だ すさ う 、 か ら 北 つき う 5、 

等 美 な る 高山 植物 黄 紅 白 柴 を 競 ム を 見 る 。 生 坂 書く る と と ろ 、 

MIEM A ロ 5800 尺 )、K 着 す 。 は ひま つ 窒 生 す る 間 み や まみ な な か 人 六 



28 西田 一 後方 半 鷺 田 て マク カリ ォ ブ プリ) の 植物 分 市 状態 に 就き て 

どり 、 う て ん うつ き ぎ き 、 き MM SD か 0 は 2 の 0 0 の き SO NM SM NO SI 

ほ ば す の き 、 等 を 混 生 すべ で ぐ 、 草 本 の 重なる も る の 、 

DAA bAS THD 1-5 EUR EI る 20 00 Se 

きる ちち 、 か の ら まつ の つき. う 、 き いつ MO や TAKE eee 

あの さき DEW NM Da Tone 2 BR 

BI FE AMC 6 0.0.0 AF oi ith AB VC EES AU ELSE RN MP 4 I SE OR 

すべ て く 。 

Oo OO A bh Sb) (MG は で ん けり けい IE SIT 

ES OP 

233.58 OA SAS VRS UCR en Cie 

Be STIL eS LOWS? Oo? + 1A 5 Seow oeeee 

ぬ @ ち も げ 、 い いろ は の ひめ の ぐち げ 、 ち し は う ォ 5 A, 2 2 ED LA oe 

Sd じい 、 み や 擬 な を な かま は ど 、 み や 3 は がり やす 、 う の CSS ISM 

2 ぐ 

Nv 

の ひれ あざみ 、 と け も $、 

“MEO RB MEL CBG eH. 更に 山頂 宿泊 所 雲 表 開 背 

ZORMM RGA D, | 

あら し ぐ き 、 い は ほ ち とき 5、 い は べ で ん けい さき 5 う 、 い だき SA か ぼ 、5 め ば 

535,5 2AS OS5)G VAR Cee > > A 5 (2 8 

きま GL 42 be Ss 4G hie oh See he ee 

の ひれ あざ み 、 や きる は は と 、 あ わ も 5 し ょ うま $、 や だす 8、 み や る ひか 

げ の か づら 等 を 見 る べし 。 雲 泉 滑 1 DOA LAKORHT ZAR 

OER S7L2T OMB Ric, 

ら ぞ の ょ つば ひで ぐら 、 た KS きき や う 5、 ど ぜん た ちば な 、 ご ちょ いち ど 、 

と 見 る べく 路傍 の 格下 c、 あ わ も り し まう る いひ は ゃ と きり 、 う そん 

A m as) NS oF 

22 S629 いす 2 SEE II Sea A, iO an ee 

ZAONMbHAXTALARPZADPVOAODPISEAPZEEZEDH? YL ARPS 
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か だ た ば み 、 れ ん だく さき ム 、 ま る ば し も つけ 、 あ きる の き 35 ん さき 5 等 美 花 

を 付く る あら ち 、 優 松 の 焼 跡 に ほ 、 

みや まな な か まま ど 、 や な ぎ きら ん 、 あ き の き 5 ん さ 5、 ご ぜん な ちば な 、 

等 の 既に 玖 生 せる を 見 、 ぜ に ご ば ほ と す きど ご どけ 、 の 群落 所 々 に 球 存 す 。 

更に 未 焼 民 域 1 ょ 5 焼 跡 に 芝 入 する も る の 、 と け も も 、 き らき ば な の し や く 

な を なげ 、 う と ん うつ き 、 等 ある を 見 る べし 。 道 開き て 、 

MREKCHOFAZRETADBMSSDSASASI. VRS I, 

は や と き 》5、 う て ん うつ き 、 ち らん だ ど 、 や や ミネ ぁ 5 ん だ 3 ぅ 、 ち や. 牧 

芋 ふ すま 、 が ん と こう らん 。《《 る まま ゆめ 5、 と こけ も も る も 、 ご を よ の "ちご ど 、 き 40 

に よる き 、 ち し まま ふう ろ 、 ほ な どけ 、 つ めど け 、 ま る ば し る つけ 、 う め ば ぼ ば 

ーー ーー 一 _ 一 一 ーーーーーーーーーー 一 一 一 

ちら 、 せ ん ぼん や ぅ 等 を 得 べく 、 優 欠 の 樹 下 愛 らし き 、5 ん ね さ う 、 を 見 

Bek bs < Lo 

KM K(6200R) MHRI FS PESCBNEKPADOKOEA 

LTL.BEDHRDSI:ABG KB KL II BRHRE TA FG A DH FH 雲 

ZOHHEBER TS, 

ほほ に (てろ 、( で は きき さき 外 の ほら じじ ろ な で : 析 る ば で せん だ で 、 人 きく EN 

わが た 、 み や る きん ぼ ばい の 、 等 の 乾性 高山 植物 量 製 を 現 出 すべ く 、 中 塞 

E11 453, SEES I BI ETEZ AP RAD EL SAD 

き 5 ん さ う 、 い ひい はち とき 5、 の は きき や う 、 ひ は べべ ん けい き う 、 と ほぼ 

も さき で つが ぎ $ 

ら 、 写 や ま 5 ん だ うぅ う 、 ち ほか さも ち 、 が ん と うら ん 、 く ろう うす ご ど 、 と め ぬ 3% if 

すき 。 と すき ぎら ん 、 こ こけ も も る 、 さ まま チ C に よ も き 、 だ か ね ぬか ぼ 、 ち し ま ょ 5 

ろ 、 ほ くさ ん ちどり 5、 み や ます ず め の ひ を 、 み や まひ か げ び の か づら 、 み 

や まだ た ね つけ ば な 、 み や 計 く ろ す げ 、 め ん ね さ う 、 き ん す ば 等 を 産 し 、 

RPRPRLAGRrELT<X(. SRSA TRMATFZAO Vieds 
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BOUUFETDSTUHRE)TBHOHS A 6, KCBAULSGS, 

みや すい ちご ど つ の みん ぎ 、《 く ろう ぅ うす る NEAR BIT ERBETEN 

等 あ bo 

CHU lL DMRS RR IT SL CAD AMHEMS LOU, VlEH 

くろ 、 い の は うめ 、 の "の ほ の げ ば 、… POOL CE stave bs woes 

TEND AMP NO NN fas ee a aS 

更に 中 寺 喜 ょ 5 左 廻 5、 優 松 の 焼 残す る 問 を 巻 め 5、 三 角 標 に 達する 

の 間 、 

Bas AR5, CIS APIA vr ine ZI Ir 

ぬら 、 み や まや た まる 、 が ん て < う 0 パル きん すげ 、〈《。 ク ろり 、< の 

Sex ra a. BLA ASAD R2R Tan BI きん 56 6 

SU ABIT FATITN Br2 E25 9323, APE wo bie oe 

BAHRAS,UNaNHEFLTLÄAZNGERArRZENLIRA 

は と べ 、 た か ね あざ み 、( も ケム ふじ あざ み X 新 稀 ) 等 の 珍品 を 得 べ く o 閣 

ee. Om bh bea Sto bee 6 OS eo ee 

KI KOE A FIOOORKM KOBE POAD EROPFHA SLC 

さ 、 い は は た ざ ほ 、 う め ば ぱち さ う 、 み や まち ぉ だ まき ぅ 、 た か ね すみ れ 、 ち し 

Sapa LP 5. II AM て くべ BB FE TAN, am Rio 

ば な 、 ら し ょ せき し じゃ や うみ や まく ぐる の すげ. や の へ りり 4 だ た 235 62008 

さき 等 を 見 る べく o 南 壁 岩下 陰 混 の 地 多 く 地 衣 類 を 産 し し もち し まき ん 

2 わ を 産 す る 株 光 Us 

小 噴火 口 、 小 噴火 口 は 大 、 中 、 噴 火口 の 忠 問 に 座 す 。 面 積 甚だ 小 な れ と ど 

る 、 珍 品 K 富 Oo 口 底 一 小池 あり 、 を 2 ほほ 2 の を 産 す 。 だ か ね ち み な へ 

CB し 4 る きん れ LV も ) と ま と どき ご 
ゐ の の きり ん さ See TA ee ne i IE 

ん 725、 み や す ち だ まお S、〈 く じ や (で MC め すす さき 、 き NM 
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本 を すき どけ 、 香 See が だ で や ち 必 まとう ろ 、 ほ は うら cC き みや 

すず め の ひ る 、 め あか ん きん ば C、 み や まき ん ば いい 、 ら で ほろ 2 の 6 の 等 窒 

AE す 。 

中 吐 火 口 、 小 噴火 口 の 北 に 接し て 存 す 、 口 旗 不 断 の 水 あ 5、 水 底 多く 

O#MRRPIKMEOrTETKEERBSHA+CRABAVK AS DOE 

SSLUCHHLFHMWSA HS UN, 

を 々  グ の つが ぎざぎざ くら 、 と げ け も も 、< め ば つが ぎく ら 、 み や ます きん ば 等 

BIHRKRUTSCTEEDTLARKRKDATELLT TED CHE 

た ちば な 、 さ まま に C よ も き 、 ち し まま ふう ろ 、 ひ 上 めい Cc ちば げ び 、 ほ は と ば ちん だ な で 、 

まる ば の し も る つけ 、 等 を 産 し 特に 穫 類 を 産 す る て と 他 に K 管 o 

SED, SZIESASHAHNMT-EZIARRE TS LEHE BE 

開設 に 際 し 、 余 等 人 視 上 内 の 探 酸 政 見 する と と ろ な 5。 所 謀 南 門間 下 ょ 

5 優 松林 を 直下 する < と 3400 尽 万 至 500 尽 治 谷 分 か れ て 三條 を な 

す 、 み づ ば わ う 5 うれ ん を 産 す 、 全 草原 の 名 < これ よ ょ よ 6B So 

第 一 滞 、 あ らしく ぐさ き 、 い "ご ぶ き 8 ぜ 5、 う め ば ち さ う 、 ち ほ か さも る ち 、 き ば な 

Beet すり の 、 で の 0 うす ae いち らぶ こら の ん 、 AMS CRA. SOE 

Seek +t 2. 5 作ら N TERN IDEEN IR 

EDBHINZTILSIZSZTANKAH PFHR RE LHS. An 

eure it FG AC Hu 5 BED IE.N A, FI ELLE 

DRITT さ うめ ば ちら さ う 258 人 きび を じゃ し じ し た みす 、 き ん すげ ザ 、 み や まや を 

Bowe Oe BAER DREIER A be be Bo kG 

A SLZAARS FSRLCBRE HO BHRCKBTIN. DAO 

PRG ee ASO We Eee AO ZIG LE HR 

うら Bm Ot SALE bees 

S28. =~AWSE 1b B- BRT PS 7L. HIVOWRCSD 

5 HORMSTOBACHD\ 4.4 BRA UPRIATS MEM 
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MEM RURAR CNR HZ ID DB EMD So 

BACSR LES S7CLWHABSLOREZIL 5 TAGS So 

Bi, MHEMAO Lb PFSTCEMIMICECHAMWITETO Wer 

ほし み ど ろ を 産 す る も る 寄 と すべ し 、 WHEOHMDRM IPA 6B 

DR DEU EC ZINN BL ITS, 

あら し くき さき 、 の は で べ ん 2 けり いき 5MC KK き ぜ で 0 り 、 い で BVG 5 90 

trl AnD め ば 5 8 9 7003,22 て の の AT 

Beale CBD A) Jeon DDR, RR ea, beens 

8a. あ か ゆり の 、 ら ん すけ 、 き ば みや く 〈 く な りく 22 お ご で 、 で 2 

じ 、 き る に よもぎ き 、 ら し ま ム うろ 、 み や まく ろ す げ 、 し ら ね あ た ひ 、 は な 

9 けり 、 は くき ん ちどり ひめ くわ 2 ん 099.5、 み や ます ず め の の いる Ngl 

や な ぎ 、 み や まひ か げ び の か づら 等 其 周壁 に 生 する を 見 る べく 〈、 岩 

角 の 間 い は ぶ だ くろ 、 と め ば ぱ ば つが ぎく ら 、 だ いも ん じき う の 綴 る 見 

als 

AL i Hi APRIL Mi D OA H 1 (LK HEC GE do 
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Decisive View on the Frontier Post in 

Kunashiri and Etrofu. 

By 

TSUNEKICHI Köxo. 

AZ —-HOBPMPBT+RLEBAZRK. LCSLeEhe-Keals 

EAMARRBKOBTrHA, ELLTRREBBOFRTBL TH 

られ た 5。 HREBEIHTZKZUXDOMmL. 

[TKHAMT RA TI- Vv LAR BHR PSR MLAL 5b AED 

HAM KHRERA’SONLCHEBRMOZLH CREB Lo 

FRIERSS-BEN BKPSELEAM TAB ZY EAR 

FOI=-/F7REURZIOTLTFXRZLCUKRB AZ LSH] 

BAe été SEAR bo 

BH Bren. A4A77AIANRBCREABHEHR. KREZKTI FO 

HU LC BBRBRORTS PM CKRMAKAABIE EL? 

ZAHLT ET ARD ELR I EB AL, ELRHZTS Lo 

HETALERZAESK RADRBABROSBRSS HR 

SHNIARBTAYBRADPEHRDOZLIBSA. KRZBCH 

bCTHFORRERLATC LE ERT ACHFRRR FOH ELTA 

CRB LPFSALERT. 

Hits SRB 

ZEHON, タン ネモ 4 及び カム イワ マカ オオ に 関し て は 別 欧 



44 河 班 一 國 後 提 提 の 建 策 に 開 す る 断 案 

S272 ATER LEA ThA FAO ane eA 

解 を な し 居る も の の 如 し 。 MET FAYE UCHMROR A Ie eS 

一 箇所 に 限る と な せる も の に し て 、 此 誤り は 蓄 し 村尾 元 長 氏 か 、 

[アト イイ ヤ は 國 人 後 (CL て 近 提 MG あら す 』 と 記し だ た る り 直り DMSM 

な ら 4。 然 れ と も アト イヤ と 云え 眼 夷 語 は 日 和 待 又は 渡海 場 と 許 

LL ME RTN SA RBICLCHGZRBBR PKR SOZL I AE 

OWA HRBOe »~ REAM. RAMBOABRAT IATA WE 

CH bo MIFORET SHITTING BEST MH LED bo 

LCRMRBOWSB CAA RLMVWOIOSYREPSEANIL, RH 

を 生 し 易 し 。 FRBEOBDNED RI WL ERO EBL WIRT, 

甚だ 類似 せる 地名 ある の 例 を 暴 け ん 。 

4% $e dt He i EN 4% Ab HE HR 

ジン < Ep var Ir vo) 

BDA 2 の に ブイ (0 の MATT TI カブ フイ 

の Se N 5 Fo Np A es 

{AL BY fe D th % (230 (6 5c eB te Pt KE HE It He So 

前 の 地名 は 、 何れ も 西方 は 5? 東方 へ 順 を 迷 ひ て 記し だ た る ゃ も の を な を 

る が 、 地 名 と 共 K 位 置 の 順序 ま て 相似 た る は 、 偶 然 と は 云 へ 、 赦 面 自 

Geni きる が 56 

BUKRBERI LIT YYAFANS Tr A eRe SLO IE 

BERMLRTZDIENZBKOHLT HET ZIEH LT U MAR 

記す る 所 ある へ し o 

國 後 の アト スヤ ャ の 標柱 に 就 て 

此 標 柱 に 就 て は 、 志 有賀 、 小 林 二 氏 は 共に 言 は す o 唯 重田 胸 士 か 、「 天 

日 本 地名 アト イィ イヤ 」 と 列 せ る 標柱 を 以 て 此 遍 に 建て だ る も の と 人 篇 

IL, ERBRERDZLILETRZBALEELNR AOL AN EIG 

NRABNZICHEETHLTKR SRKZERH AU N DO Ef 
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RAM RS Sie sR OM SKK DOM Lo 

日 和 山 FR4TRBAORK SD bo LAR, ABBrız 

間 、 夏 山 に し て 上 叱 上 に 達 見 山 と い ょ 木 表 を 建 た 5。 召 連 夷 人 に 、 此 

山 ほ 回 何 な る 帆 そ と 云 し か は 、 辻 戸 明 の 建 だ る 木 を 取 て 、 近 頃 銚 

島 租 (^。 シリ トノ ) か 建 た 5o 此 上 謀 前 か だ 三 日 計 に 此 山 を 築 か れ し 

と 話し ける 。 僅 か の 高 な れ と SH ELOMLASKER I GEK 

OA Id, 

BAKE REEA 

IF iz Bw eB REZ 

HOLBH GD. BARTELA TREK. KEKE S| ERERO 

日 和 を 待ち 6 つつ ある 間 に 、 ZBROBAABETLEDPLATHER 

革 て だ る も の に し て 、 甘 後 数 十 年 を 経て 、 和 松前 落 に 於 て 建 換 へ た る 

CtEADS boM CRHOZFRIARRBR WI 5. EHE 

DAUMsSMOMSALSRRNZAIDLEMS~Lo 

HEODOZ YY REAOBHRK RA 

KRHA TEE ALM TAB HR ERD. BEL IBRD 

YREAWWHICHCRAASONLC. ABFXKDIES LT, AN 

XMUAFSMEELRKFIFL RT EBRL LP RE KR Ph SS 

SIFL.ZERLTHAFERR PEN T FL SAHHHEL TER 

て 書き ほ きた る と と は 、 謙 天 の 日 記 C 明 か に に し て 、 重 田 移 士 の 記す る 所 

Bere a 23 PES Te 

BE TFZBDLIKRHFFKOSBELUVRRUETR SR EE. UY 

T2&YJrnIL EBK SH) TEZ3RrHUrTrZUVo 

HHONABRAAIYVATVFTAOBEH I RO 

WBE BAOPOEL CRIEBERAIOA 5, KR ER OD 

BEREE ZEPHARSRAURARKAL FRET RTEHLR 



46 Yop EF — PE BE D RESIS BAT 4 BSE 

Sta Te Lat idk, TE IL HKD — EA HRI Eb reo, OD 

DBAKTIFERN 先 露 西 中 人 4 ジュ ョ 等 か 薬 取 の シャ ル シ ヤ ャ ヤム 

に 建て た る 所 の 十字 柱 を 打倒 し 、 進ん て カム オウ フッ ヵ タラ オイ の 高虎 

CES ECRABAOVOR OME CMI RM Mic Ina Be 

DORAILAMN RARE SD. -HURKOR RE AT NIL, RAD 

Ur WIC EU CUR RIC Bb LIL Rie eC Lt B+ 4 

BALI FoR RICH OAM RIT EERO AE Le bo 

DH FZFREBAZERDB UNE LT bot eet 7 oe 

ice LTLOHNEEL, BME UCHR KH? lus 

(C# OR bo HB ILE CIM REI OR BR CAL MRR 

ML. AOMKOMSYSZTCL THRE EL BARRE LIE 

と 同島 アト オヤ ャ の 標柱 と を 混同 し 小林 氏 は 、「 前 以 て 其 標 柱 を 用 意 

LEN ZBZZAI, REIRRZHR Oo AN TE Z ¢ TI FE 

mOmCtt SS PMOIEDH ZIE SAMT bo 

FQ AICHE TILA LS RAR db FPR RMORKO BY, AE 

GEO MAO MR IEICE bb CLIC LS Om 
BreRR ST SCL S b LD, 明治 三 十 九 年 木村 家 の 一 族 を る 

AM BRI et OP RMR L IR GN ZHRKO A ih ic, 

2 SMB HE 7e FO MID Be EAR HE ACE 4% © 78 Ut BE) 

Mise aH UC 回 < 

MAAR TST KAABRSRAEMR RB eoyry7FTFTROZA レ マ ト 、 カ 

モコ イフ ワッカ の 間 の 高み CK 立 つ 。 

KA AS BEE A I iT. Fr Se ae HR ee AE 

ATT, RA RIF 

着れ に ょ 5 之 を 観れ は 、 此 標柱 を 作り た る は 寛政 十 年 に し て 、 基 筆 

BDHÄAÄRZZLEIHLNITDSET 
BLAM D - TIL MIR 

BLReZmSs , TEEBERDZT sen Eı LB Er BZ 
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LCE CR OBS BRE LOLMS I LI ER U BED ALBA 

ワッ カ 和 に 建つ の る の 目的 を 以 て 、 慕 入 月 十 六 日 に 謙 家 を し て 標柱 

CEELBRZROAGEI MLCERSERZIEROHN 

HWBTECLRZUR-TZEXRILEGS EIS ZEHN L N LCH 

ASESErasıaı Li, AIUHRTEAZFZKOHKUNZ 

RMADSLRWMSZRA(, KRURBINKEBELZAr REA 

の 標柱 と を 混同 し て 軽々 看過 せ し に 因 る な る へ し 。 AURAHH is 

益 に 明瞭 と な りら り だ れ は 、 重 田 移 士 の 所 計 、 長 風 一 過渡 霧 四 蔽 の 思ひ 

(Lad CAB SRL bo 

WBHOKRFA AY READBHEL ALS TAKA ARS 

SH ERBE UT SHTBAS(  ROPMSEETKEMAKHSE 

Mrz oA LAA, PRALIKERMAKAAIZSZNLIEBUE 

賀 氏 は アト スィ スヤ の 標柱 と 混同 し た れ ば 、 陸 か 天 に 難 明 する 所 あら 

Ao 

(DREHAKRKHABR AZANRGRRAREBRKRO-HKBHORL 

HH MRS OCB RS Im LEE, HO FB RF U IAA 

(KEFFAHANEAKTERATIHDSG,H EA EI I 

NL EMTFENTETFNAUHFTFROIAD BENTK:NS 

の オォ オカ ヵ み 4 ワ クラ に 、| 天 長 地 和久 大 口 本 属 島 」 と 記し た る 標柱 を 建て 

RZ#H Ob TEIWKEHURGLELRADRI ENT A 

夷 草 紙 に 書き 加 へ だ た る K 非 る か 。 後 人 か 前 人 の 著書 に 、 書 き 加 へ 

附け 加 へ を 偽 し て 、 終 に 其 れ か 軸 の 如く な り だ る 例 は 、 間 々  ある 

ZL bo 

(3) 天 長 地 久 大 日 本 HWORFKREHETSZL AR. MO-FrnR 

《。 栗 本 多芸 の 和久 孝 志 利 吉 土呂 府 編 行 に 、| 昔 近藤 重蔵 建 柱 標 天 長 

WAKRBAZEWIt HAR. ANMPEAORS READ 

GQYEBAAA HAABAE. SRTRKROMB TS OH 



48 Toy ES EEE BAT 2ER 

LEHAETOLHEH MER UT AM Sod. MDS 

REMFEEREOMTNABRZALRROAR ICL 5 CHD 

boMEKRABRICB FO OMA CL FHARICKR YU DROME Iz 

WKAAB +A WIL HH? bo 

(4) 大 日 本 地名 アト イヤ PRES 6 OA DR O1E LS HF ie 

LT, Wh PARICHAZPrRATOKRBERBYSY db EB L 

る も の \ 如 し o 岡 本 柳 之 助 氏 の 北海 道 更 稿 K、 大 日 本 領 あ と いや 」 と 

記し た る な と は 、 一 大 甚 し 8 書き 逢 べ な 5 と 知る へ し 。. 

OAHKERSAMW 藤田 東湖 の 回 天 詩 昌 に 曰く 、 守 重合 将 、 扱 

VERE BUA RAR KARER ES MIL MLO 

Rr LAARERBAEOLMUIKAAREARIE ARTEL 

FN BIS TEE bo 

HEEL OT PAY OBE It RC 

Bia U7 Sms, BH Bti-BREOT 4A AE LT, 

PHOT rAY ERO? bdo DKK WH RAR DO TAH AHA 7 

tA*) OME UCHEKRGSZADKNHETPERBUNRS 

DAWU TC, PAE IBS + SR A Sn KS te FO 8 © es te OB 

FARMALTHL RSA HCR. 272A 7 AFAM DT Ae 

E ZU, ETHEEHETLEAKTZIEREROELR ZB LDOKAH 

t BE UL? bo 

FROr ray LE RBAT VY AFALUMBHT DSH, EMO 

wWRACLAKSZOR ARE CMAOBMA TS Pile. MwA 5 

言 へ ほる カム イソ ツイ DHA Sec. 7 トイ ヤ は N der 

即ち 志賀 氏 の 言 ふ 如く 《 其 同 地異 名 に あら さる て と 明か な り 5。 又 其 地 

名 の 意義 より 言 ふ も る 、 一 は 泡 水 の 義 、 一 は 渡海 場 の 義 な り o HOAs 

4 イワ ッ カ ライ の 標柱 は 、 前 に 読 け る か 如 〈《「 大 日 本 意 疹 呂 府 」 と 記せ 

る に アト イヤ の 標柱 は 「 大 日 本 地名 アト 4 ィ ヤ 」 な 5o 面 し て 虐 ア ト 4 ィ 

ie 
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"DBEZL, TERARTAMAZAIADMDZTELRZL ANKE 

RKBboCHSHAUNR, EBROEIILRZIDAIı LZ ALOE 

RBEIDZ5E IT ERL BZBLRABROBCRAIALSPCi’_MS 

IBETFTLELZIHBRZI LH ETISZTLEENÄSZIDA bo 

KBEERBS3 .ZZRUBOBARRRK ORTEN EFEZAZIDOTUTT, X 

RUHR CHB RZ SL FNL AKFORMALRAMK ING, BE 

ZA, WeK8trORRCEDTFZ3AOK BHEOXFORBEK 

BAN CMBYSTH CC. BRM REPERHDSUBCK 5d 

ta ho BPBAFHRREA THEI BH TRE I SMR GELATZ 

res HBEAETZIEBEBSHERZORZZHERL HA L. A = + 

PRE RRSROSR CEL. ALTA Ss We pS Mor Ll. 

BeBSRT BLY se 2ZrkPBRCBL. BEMRKCRELT 

今日 に 至れ DWEDHEDORSAREVFRSRA EN IT ID, B=Te 

ZULT.EPREILFE FFRSKHH GI KO TR BZ KH U THE RS 

を 知ら すず 。 材 質 は 針葉樹 に 馬 す 、 蓋 し 提 捉 産 の も る ゃ の な らん 4。 此 標柱 は 

明治 時 代 と な ぅ て 、 持 夫 め た る も の を て 、 其 控 提 の アト イヤ に あり 5 

し 事 に 就き て は 、 含 答 ほ 知る 人 少な か ら さ れ は 、 了 瞳 々 説明 の 必要 な 

きる の と す 。 

知 = 

ArERiAzTıInd, AE AUR Swe E mR TS PT 

DHRHHOBZBRAOM( RET~L 

ER 地 建 標 年 月 建 標 者 

園 後 の ア トイ ィ イヤ Su treeA KBEER 

wHODORY+=#4K 同 十 年 七 月 局 

BEREIT ZERTFTi NH Se 同 

控 提 の アト ィ ヤ 3 ? 

fa = AAA VFHFAADOHBHHARREFAAEY ET ZtL390RY 



50 up Mei oz tz 

FRDUHLOAH SELTEN T. FHLETELIHEFAER 

ら は 、 AERO EHRE 2ER EEE ET 
2 I CM KEN REICHT 5 RO MHA, AMD 
研究 を な す 事 に あら 4 ん o 



札幌 及 が 其 附 近 に 於 ける 植物 の 開花 期 

THE FLOWERING PERIOD OF THE PLANTS 

GROWING IN THE VICINITY OF SAPPORO. 

By 

Kixco Konno. 

AP RAOROME KRG OREM WOME Me eEMORML XL 

TEM ICM OAL MLE PFRARE UR ELSA R MAL 7S 3 A 

何せ ん 地勢 の 異な る K 従 ひ 植 物 の 種類 を 異 に し 植物 の 種類 異な る 

た 従 ひ 其 の 開花 期 と 花期 の 長短 周 じ か ら ざ る が 故に 甲 席 に 於 て 用 

穴 を 和信 し つい ある 間 に 選 上席 に 於 ける 植物 は 巳 に 花期 を 終る が 如き 

場合 東 か ら ず 或 は まだ な 天候 其 の 他 の 第 あめ 永く 同一 席 に 於 ける 植物 

に 就 て 親 窪 を 績 くる と と を 得 ざ る 場合 も 充 な き に あら ず 折 る 間 に 

在り て 完全 人 K 之 を 調査 せん と する は 洗 て 至難 に し て 能 《 短 日 月 間 

C 含 し 得 べ き と こと に あら ず さ れ ば げ け 信 凌 に 其 の 一 端 を 加 げ 詳細 な る 

研究 に 至り て は 他 日 更に 記す る と と ろ あ らん と 欲 す 

mila *BSABBAURTCBLRAEKRSZETACNILESRA, 

= fi. FROM IW, BR AB WB A A, AN, FR HER, 

Ee WR, 0 OB. BME, BEA FE OP, A AH BE ED KH TR 

(3 HE, i D Je we Hh, AT ER REM ORR RURAL RK 

BEAK SW EMDR SI LCR KRU MWR eICRELT 

HAA AOR WHR DMIC lL Fb CRE T OM HERR ABCODS OML 

CZEORMACRCBELR4ZAHBR=A FHI Sb RA FoR 

RHOMREUCHMYROETL MUD RL 7 SHBM ERE A 



52 近藤 一 札幌 及び 基 の 附近 に 於 ける 植物 の 開花 期 

七 十 四 種 に し て 六 十 三 科 百 三 十 志 民 K 過 ぎ ず 質 に 札幌 及び 慕 の 附 

近 C 於 ける 植物 の 一 小 部 分 に 過ぎ ざる な 15 今 之 等 少数 の 植物 を 以 

て 其 の 全般 を 律 せ ん と する は 特に 早計 に 失 す る の 缶 な き に あら ぎ 

れ ど る 之 等 植物 の 開花 甚 を 通 覧 する K 三 月 下旬 た 在り て は マン 

ク 或 は セ を チュ ムン クノ キ 等 の 敷 種 に 過ぎ ざる も 尊 次 遊 増し 五 月 中 旬 に 

至り て 大 K 其 の 敷 を 増加 し 其 後 逃 灘 する も 七 月 上 旬 に 至り て 再び 

其 の 敷 を 増加 し 其 の 後 滞 次 逃 減 し 九 月 下旬 に 至り て は 新開 花 す 

る も の 殆ど な き 8 に 至る 二 く 植物 の 開花 期 を 異 に する は 気温 の 影響 

赤 示 か ら ざ る べし と 思考 し た る が 故に 試 K 帳 夷 和 富士山 頂 は 5 移植 

だ. の, = ee ee & eee 

YAR UY, U VEI I, LT IT VA FErKTEoHEN 

ZHELRZEISEZSMMER LH ET EI CU WM NS EA F 

FE ABEITKEITHETZAOAZCH OS = > 7 ae 

キ 、 キ クマ クス ハス ガタ サッ ウ 、 イ ハン ケス オ サ ッ ウッ 、 イ ハム キジ マイ 等 ほ 牌 趣 

(CE 在り て は 一 月 中 旬 開 花 し マル ダシ モッ ケ 。 ミヤ マオ ング 用 人 

余 月 中旬 基 の 花 を 開け り 5 普 通告 地 に 於 て 見 る と と を 得る オ ネ ホカ 

Feast PF VS eA, TED IE TI MY) ZI DZ IT Tr 

TERELTWÄR EI TEAA LOM TS SL I THUIBHLH 

し く は 年 地 に CK 自生 する も の に 就 て 豚 察 する ヘス ク サン チ EFI, B 

ネ マ ミク ナウ 等 往生 AW 開 形 し イン MI ウ I EI イオ モカ ナリ モチ の 

は 六 月 中 旬 其 の 花 を 開け 5 ょ 5 て 明治 二 十 六 年 七 月 明 夷 富士 山頂 

た 府 て 偏 し た な る マウ カタ リュ ブリ 打 舟 製 測 記 友 び 明 冶 三 十 三 EI 

四 十 三 年 に 至る 衝 札 幌 測候所 に 於 て な し た る 素 年 比較 統計 表 と 妖 

ょ りら て 同 山 頂上 K 於 ける 気温 と 札幌 に 於 ける 其 と を 比較 し だ た る 

Mi O CREA DEY RRBKT EARL REO CRRA PE 

YA IR EPIC CH OM EK -ADE DADA YL iS 

DERLEZAIHTUSU HG SI ZZ EIMD, 
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ZUIBTZIUINCKHM OH EH FAN TZUNKZ AND 

閣 に よる は 勿論 な る べし と 難 ど る 気温 の 北 化 も 赤 其 の 一 因 な る < 

と 明 な る と 共に 五 月 中 旬 に 於 て 植物 開花 敷 の 増加 する は 営 時 の 気 

温 其 等 植物 の 開花 に 最も 能 く 適合 し た る も る の に し て 七 月 上 旬 再 び 

其 の 到 を 増加 する は 夏 草 未だ 全く 《 く 終ら ざる 秋草 洛 く 其 の 花 を 着 

くる に よる な る べし と 躍 ど ゃ 大 等 植物 と 其 の 気温 最 $ 能 く 適 合せ 

ZUIZASDRESTINIHRENERMIZHDSHR TEN A 

DURELKTESHETZIDLZIIHSEREN GER TEA 

ROMER XHOCHMET SZALDERRNTZ7CLEBZADK | 

ら ざ る か 

BKIHAZMEIBTNTB IRRE ZB ET EHI Re ZA zT L + = 

HB, AHHBEERUFR FREHALNERNT AIENMELIBTDO 

BETMNENKTAZTEIFIEB MER LTUKRAT, 

HERE トマ サッ DAÄFRURSFTFHIHTRZ ZT. rFEeS 

NEBÜBTEI TUE AUT E IS, Tare KAIFHER 

wm MBNA LMM LRU = リン チッ RACK 

MicM@CHSZ7CLrBIN CWB I TUR BEE TH 

APMCBEECHUMRCRCEHACLYEBNSZUBESZ ZY 

ポポ WAP BREA HOUELCBRZVLERBRORELS 

ZRÄDERKR, I, 19 BBPMICHSIOUKA 

PHHOPE CHASTE CEUTA SUMS LORMIEEY GR 

SBCLEBARZDOAR OF CAPD CE) CHEM HRT 
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III 

sl 10 

< 

トゥ S 

1. Hamamelis japonica マン サク 

3. Anemone Raddeana ッ ラ ミニ イィ チゲ 

I 

| 2. Alnus japonica ャ チュ ン ノ キ 

| 

4. Adonis amurensis フク シュ サッ 

5. Plantago kamtschatica zy + x »- 

6. Petasites japonica フキ 

| 7. Corydalis ambigua トマ サッ ー 

8. Gagea lutea キバ ナノ アー マチ ナ 

9. Ajuga yesoensis ニシ キ ゴ ロモ ェ 

10. Salix Caprea バッ ュ ヤ ナギ 

11. Salix Miyabeana エッ クノ カム ヤナ ギ 

12. Ulmus campestris v. japonica 55% 

13. Lysichiton kamtschatense =»xr+ — |. 

14. Erythronium dens-canis カタ クリ 

15. Chloranthus serratus フラ タリ シ メカ 

16. Corydalis speciosa エ ェ テ ャ ケー マン 

17. Vitis Coignetiae ヤマ ュ ア ダッ 

18. Stellaria media BER 

| 19. Pachysandra terminalis フッ ミサ ッ 

| 20. Trillium Smallin エン レイ サッ 

21. Anemone debilis 244» 

| 2983. Adoxa Moschatellina レレ ナク サッ 

| 22.Taraxacum ofticinale v. glauscens 3% 

24. Anemone flaccida ニョ ン サ ッ 

| 25. Chamaele tenera セン トッ サッ 

| 26. Cephalotaxus drupacea イメ か ヤ 

27. Cercidiphyllum japonicum 4 » 5 

28. Taxus cuspidata イィ チキ 、 ォ ンコ 

ジロ ハナエ un 
29. Trillium kamtschaticum “2737 

| —— 
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10 20 30 

6. Petasites japonica 7% — | 

| 7. Corydalis ambigua トー ポッ re | 

| 8. Gagea lutea ゃ チラ アテ アーチ EE sa 

9. Ajuga yesoensis - シ キー ロモ ーー ーー 

12. Ulmus campestris v. japonica ニン De re Pen | 

13. Lysichiton kamtschatense ミア ベ モ ッ = T ; =a 

14. Erythronium dens-canis 4274 ニニ ーー テニ i 

22. Taraxacum officinale v. glauscens 2. xx 一 

24. Anemone flaccida - y VL 49 ト 

25. Chamaele tenera セン トゥ サッ i= = | 

| 28. Taxus cuspidata 442. + y= ーーーーー 

29. Trillium kamtschaticum シュ ミナ フェ エン レ ィ サウ | ュー ーー 

| 30. Draba sachalinensis z4 »+y + ーーーーーーー 

| 31. Viola hirta v. colhna エル < テ ェ ぇ = 7 

| 32. Gentiana Zollingeri っ テン 婦 ッ y — | ーー 

| 33. Diphylleia Grayi +. 427 | 一 | | 

| 34. Magnolia Kobus + = 
. 

| 35. Acer japonicum メイ アッ カス デ | 

| 36. Populus suaveolens ¢ a 

| 37. Gentiana Thunbergiana ムル ショ ンー デ ダッ | ーー 

| 38. Spiraea Thunbergii = x»+ | = 

| 39. Glaucidium palmatum シラ ネ ア フ と 
ま 

| 40. Acer pictum 4 «+ 

| 41 Caltha palustris エンテ ノッ キン クッ 

| 42. Asperula odorata グル ルレ マ サウ 

| 43. Ulmus montana v.laciniata ++» 

| 44. Chloranthus japonica と 上 トリ シッ ヵ カ 

45. Viburnum fureatum メン j ヵ ョ 

6. Lindera sericea zu=» 

48. Torilis japonica +25: 

9. Andromeda polifolia exyr7+% 

| 4 

| 4 

| 47. Menianthes trifoliata = 44> 

| 4 
| 4 

| 50. Viola verecunda »xrx:v 

51. Prunus communis z=x 

52. Lonicera coerulea v. villosa =, 
i 

53. Acer palmatum ャ ー モ ミチ 
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Wa 

54. Rhododendron indicum v. Kaempferi 

_55. Leucothoe Grayana ムチ ナ モ リフ キ 

a Vaccinium Buergeri ォ ホ ベス ノ フキ 

57. Betula alba シラ ヵ カン 

58. Pirola renifolia ジン ニモ フ イチ ヤク 

59.  Capsella Bursa pastoris +9 3 

60. Aesculus turbinata に チラ キャ 

Al. Hydrangea scandens Dw > FF oF 
— - 

62. Quercus grosserrata = ナラ 、 オ ホ ナ ラ 

63. Dentaria macrophylla a. a, ¥y 

64. Chelidonium majus 7 #7 v 

65. Potentilla fragarioides ミッ レン ロ ョ ~ | 

66. Orchis latifolia v. angustata ムク サン FRY 

67. Lamium album 49444 3 | 

68. Paris quadrifolia クルー ペッ クベ バネ サッ ウー 

69. Paris tetraphylia FIRE 

70 Peracarpa eireneoides タニ ギ キ サタ 

71. Prunus Maximowiczil シロ ザク ケラ. ミヤ ー ザ クラ 

72. Sambucus racemosa v. pubescens ォ ホ メニ ハト ュ | 

ca Platanthera | decipiens ノ セ ゼネ ナチ ドリ 

74.0 ardamine | hirsuta v. sylvatica ヶ ネ ッ ク メ ナ | 
a 
(5. Fraxinus longicuspis アナ ダ モ 

76. Mjanthemum bifolinm + % » v ¥ 

77 . Viola verecunda y.semilunaris アテ キュ =v 

Viola Langsdorffi 42:52 24% 22% 21 | = 
. Menziesia pentandra ュ ャ ッッ ラク ッッ ッ 

80. Viola acuminata = ェ テ タチ ッ コ = ス = ミレ | = 

3. Heloniopsis pauciflora =>7-vrvsrvAns ー 

82. Syringa japonica ムシ ドイ | Bu == 

| 

83. Saxifraga reflexa セー メ ナ サ ッ 

84. Cremastra Wallichiana サイ ヘイ ラン 

85. Disporum sessile ヘッ チャ ヤク サッ 

| = 86. Smilacina japonica = x4 
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MI 
10 20 30 

日 日 日 ロ 9. Ajuga yesoensis = シキ ュー ロモ 

13. Lysichiton kamtschatene =: » xx y 

22. Taraxacum officinale v. glauscens メン ポポ 

32. Gentiana Zollingeri sey ey 

37. Gentiana Thunbergiana ヘル リン ダッ ーー ーーーーー 

38. Spiraea Thunbergii ==»x+ 

40, Acer pictum イタ ヤ ey 

pe ze 

+ 

| — 

42. Asperula odorata クシ マサ ナッ 

48. Torilis japonica ヤメ マシ ラミ 

53. Acer palmatum +==:%# と 

u le = 54. Rhododendron indicum v. Kaempferi Y5,., 

55. Leucothoe Grayana ヘナ リノ キ pe 

56. Vaccinium Buergeri +227 * = 

61. Hydrangea scandens ゅ ル ア チ サキ 

62. (Quercns grosserrata = ナラ 、 ォ ホ ナ ラ — 

63. Dentaria macrophylla ユン ロン サッ …ーーーーーー 

64. Chelidonium majus クサ ノッ ッ 

67. Lamium album ょ ドリ ュ コ サ ッ Re 

71. Prunus Maximowiezii シロ クラ ミヤ マテ クラ zn i 

72. Sambucus racemosa v. pubescens オォ ホ メニ っ トコ 

73. Platanthera decipiens ラ セ ネ ナド ) 

76. Majanthemum bifolium てこ モ ッ ル サッ 

77. Viola verecunda v.semilunaris テキ ゃ ぇ ュ ミン mee “a 

82. Syringa japonica ムシ ドイ 

83. Saxifraga reHexa ヤマ ム ナ サッ 

84. Cremastra Wallichiana ぉ イィ メラ ィ ン 

85. Disporum sessile  、 ッ チャ クサ ッ 

Smilacina japonica 3. ¥ 4 

87. Rhamnus japonica クロ ッ メ モドキ 

88. Heracleum lanatum 3 9% ¢ 

89. Ranunculus repens „uxy xv 

90. Senecio vulgaris フラ ポロ キク ae 

91. Allium Victorialis ギヤ ッ ジ ヤー ニー ン ニ グ ク aha ーー 

92. Picrasma quassioides -#x — er Ne ren = 

94. Geum strictum  + ォ ホメ ダイ コン サッ 

93. Staphylea Bumalda  。 ッ ミッ ッ キ ur 
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VI 

| 95. Dianthus superbus ぉ 、 ラ テテ シュ た 

96. Convallaria majalis = カケ サッ 

97. Cornus controversa v. Hamiltoniana ミッ キュ 

98. Euonymus europaea ==: | +ーーーーーーーー 

99. Polemonium coeruleum  、 ナ シノ テ | 

100. Styrax Obassiar アン セク 

101. Polygonatum giganteum  + ォ ホテ ナル ュ ュ リ 

102. Laetuca debilis チン | 

. Aiuga ciliata カセ ッ ン ダッ 

104: Sehizindra chinensis テッ セン テア ミ シ 

. Symplocos crataegoides 4 » 7 2 x 

106. Celastrus articulatus ッ ル ッッ モト キー | 

107. Potentilla Frevniana ミッ ミッチ ヶ リ & 
————— [8000007070077 ーーーーーーーーーー 

108. Lysimachia japonica = 3-24 

109. Prunella vulgaris» » 37 + | 

110. Vicia unijuga +, >> >¥ 

111. Viburnum Wriehti = z+=-+r=<: 
fe) 

112. Moehringia lateriflora #»+=x7x2= 

1 
T 

| 
win 
| 
| 
| 

113. Calystegia sepium v. japonica yw ha 

114. Rhus Toxicodendron y. radicans » ッ メ ッ ル シー 

115. Prunus Ssiort » vy ¥ 

116. Magnolia hypoleuca 4 4: 7 ¥ 

117. Ledum palustre v. dilatatum ィ ッ ッッ ッ | 

118. Evonymus alata -yxx 

119. Vaccinium eliatum + » ~ Be > 
120. Lotus cornieulatus v. japonicus ミヤ ュ ケ サ 

ーーーーーー 

121. Cicuta vilosca ze) 

122. Cirsium pectinellum ¥ ~74 = | 

123. Aconitum pallidum ニッ メラ レイ シン サッ 

Calystegia Solda nella ハマ ビル が | 

| 

124. Acer Tschonoskii = % 4+ 

125. Filipendula kamtchatica 3» 2% 49 

126. Tournefortia sibirica ぇ ナビ キネ サッ ahs 
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Vil 

10 20 30 

| 37. Gentiana Thunbergiana ムル ショ ン デ ッ ヵ | i | 

| 61. Hydrangea scandens »w7++= | 

| 64. Chelidonium majus クサ ファ ッ oat a ET 

| 67. Lamium album や ょ ょ す コ サッ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 

| 77. Viola verecunda v. semilunaris ーー ee oe a ee 

| 88. Heracleum lanatum ムチ ナッ ド Laie To bo; 

| 91. Allium Victorialis キモ キャッ シヤ ャ ニン ニク a. ee 

| 94. Geum strictum 32744249 as. i N 

| 98. Euonymus europaea ~~ = Ar: 

102. Lactuca debilis デシ 3 a= a Se Se | 

104. Schizandra chinensis 79%. ==: lee | 

105. Symplocos crataegoides ¥ ~7 2% Fer 

. Celastrus articulatus 

. Moehringia lateriflora 

ウッ ル ウメ モドキ 

kun <7 A 

3. Calystegea Sepium v. japonica ヒル 万 本 

Rhus Toxieodendron vy. radicans ッ ェ ッ シ シ 

. Euonymus alata ニシ キ ギ 

. Lotus cornieulatus v. japonicus star % 

5. Filipendula kamtschatica 

. Cirsium pectinellum #,„7#: 

ナツ エキ サタ 

. Urtica platyphylla 

. Rosa multiflora 

オズ イラ クサ 

ノイ バラ 

. Lieustrum acuminatum +=x4= - 4 

131. Styrax japonica) エー ノ キ 

132. 

133- 

134. 

135. 

Hypericum Ascyron トモ ェ テ ッ 

Hemerocallis Dumortiert に ュ メッ ァ ッ ン サ ッ 

Utrienlaria vulgaris 25+ 

Utricularia minor ユタ メメ キモ 

136. 

7% 

138. 

Picris hieracioides v. japonica カッ ンタ ナ 

Veratrum album v. grandiflorums4z4#> | — 

Actinidia arguta コッ クッ 
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139. 

SEHE FLUE ILO [EIT 2 HL BITES 

VIL 

Ilex crenata 4x »¥ 

140. Rosa rugosa ヘー ナス 

141. r » ” an ¥ N = サス Hydrangea Hortensia v. acuminata ジー 

142. Schizophragma hydrangeoides イム か ラミ 

143. Helwingea rusciflora „34 4 

144. Vaccinium japonica アク シバ 

Mimulus sessilifolius +» 2 vr :ky x 

Epilobium angustifolium + +35» 

Samolus floribundus se» ~<a” x 

Sanicula sinensis w-~< 7 = Yo 

. Hosta coerulea ¥ 32 ws | 

Nymphaea tetragona v. angusta モッ チケ サリ ) ら fe) 

Pogonia ophioglossoides トミ サッ 

Hydrangea paniculata ラリ フキ 、 サ セタ 

. Castanea pubinervis シバ ヶ クリ 

Vaccinium Oxycoccos ッ ル ュ ケ クモ ェ 

Geranium nepalense フッ ロサ ッ 

Eupatorium japonicum も と コ ドリ バナ 

Agrimonia pilosa x» zyrx 

Cladrastis amurensis v. Buergeri +22»2= 

Lysimachia vulgaris 7 ¥ve~ | 
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VIII 

10 20 30 

_ 64. Chelidonium majus 7 ¥ 7 y » ーー LA 

67. Lamium album ょ ドリ ュ サ テッ OS 

94. Geum strictum 44:74 32 4% 

113. Calystegia Sepium v. japonica モル ヵ 

128. Urtica platvphylla ホネ ペイ ラク サ 

124 Rosa multiflora ラ ィ バラ 

132. Hypericum Ascvron 、 モ エサ ッ 

140. Rosa rugosa ヘー ナ ネ ぇ 

141. Hydrangea Hortensia v. acuminata *2,.. 1 

143. Mimulus sessilifolius ++ r 2 vr »#yx 

148. Sanicula sinensis »<>:wxr 

155 Geranium nepalense フッ ロサ ッ 」 

156 Eupatorium japonicum と ョ ドリ バナ Be Se SEO TE aS > 

157. Agrimonia pilosa ミン ミッ デキ ドー 

160. Myrmechis gracilis アド ホシ ラン = | 
mW Cc 1 | 

B x | | | 
161. Polygonum Thunbergii =: yy» (aes ee Se nee 

162. Solidago Virga-aurea アミ フキ 9 ン サ ッ 

RAE P| = 163.Desmodium podocarpum v. japonicum *75 5) 

164. Lobelia sessilifolia + ~¥%-+ » 

165. Aster rugulosus サム シロ ョ キッ 

5 | 
| 

| 

| 

| 

166. Senecio palmatus ムン エン サッ 

167. Aster Glehni ギー マナ 

168. Sonchus arvensis ムチ ャ チ ヤ ッ ナ 

| 169. Aconitum Fischeri »y4 7} 

170. Lespedeza bicolor „x | r 

171. Catalpa Kaempferi x#++» 

172. Oenanthe stolonifera +, 

173. Cuscuta japonica ネ ナ シ カ ジ デラ 
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IX 

64. Chelidonium majus クサ ノッ ッ 

94. Geum strietum オ ホ パ タダ イコ ン サ ルウ 

145. Mimulus sessilifolius オ ポ ペ パ ミ グ ホホ ポ ヴ キ ギ 
fas 

nn 

148. Sanicula sinensis タマ ショ アゲ" 記し 2 = ーー 

155. Geranium nepalense フッ ロサ ウ ea | 

156. Eupatorinm japonicum ee es ーー 

157. Agrimonia pilosa ミン ョ ミッ 0 | ーーーーーーーーーーーーーー 

161. Polygonum Thunbergii =: yy x ss 

166. Senecio palmatus メン テン サタ ー  「" ーー | 

PUB Se eee 

168. Sonchus arvensis ハチ デ ヤ ッ ナ 

169. Aconitum Fischeri 

174. Utricularia affinis 

ト y カ Fa 

DIT SEEN: 

ERBEN NE 

アキ クキ リン サッ 

Tied KANTE 

TONGS ze 

7 リド ホシ ラン 

NE a 2 

EYE 

NEN TE 

A fo) ery Nie Ha 

4 za a 

イヌ エン Ya 

A A Ar 

ツ 
ッ ラ ベニ イチ ゲ 

WP PR が 

i) = Uf SVS 

ye Aas. = 

5 

エグ ノ フレ イジ ン サ ッッ 

Eu Ap) ame: 

エン レイ サウ 

エグ ノリ ウキ ンク ア 

エグ ゲタ チ ツ ウツ ポス ミレ 

ERDE MEERE WC) I 3 

ミコ ンジ 人 7 ルコ 2 PSF 

エグ キク マン 

オ 
2 ポポ バタ チン ポス ミョン 

42R SV JR Is 

オ ホ メ パイ ポタ 

オ ホ バ イラ クサ 

オ ホ バ ミグ ホホ ツキ 

Aue 

ォ ホ バス ノ キ 

ォ オ ポ ホ バ ダ イコ ン サ ウ 

オ ホ ナ ルコ テリ 

オ ポ バ ニム メト os 

a aus 

130 

145 
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5 Sp Er, ER: > 136 シロ ペナ フエ ン レ イサ 29 

カハラ ォ オデ ジュ 95 > 

カカ ヒジ ンダ 103 AF Vey 126 

a 9595 27 = ee ire 51 

キ セ 
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ヴ 〆 ェ ルッ ン FeO MS Pleat Zaren < 

Verson, E. Zur Kenntnis der Drüsenzellen welche in den Blutlacune 

der Insekten vorkommen. Zool. Anz. 38, 1911 (295-301). 

RRARK RACK CMAARHYrBTLArn~oSOSRMBMTK 

WUC PK OMBL EAT 

1) x PS °F iR M8 Ha (Hypostigmatische Driisenzellen) JE 48 PI D FH EH Ic hi 

LIBEFZREOHBLTWHERTBLTBESKOHMMIAM 

FERTKTERTARENTSN EIER EL OS Bem HER 

ZMIDRSDALKEEHILLTEZILECHZTFTEFR TAG FT HOR 

HBITEROMDÄELIABIZIHNZZTZLEDSIKOH AN TK TUR OD 

KBZIURKRATZLDEILFLAÄLSUIB BES EFF ER RT FAT 

2) Eh 3ER BE AE ir al Md (Postlarvale Drisenzellen) 前項 の も の と 同じ く 全 

SZBRUMIIERTZLDOLTLTEHRIS TAT MATE 

BSZEHLIEBTEHBRHOKRTNEITEFZELENZI RM 

BEBIETLMEBHRIANTIIELSER TB MUCH RU 

HFALBEREOKBEANH2-WIERMEBLTRURHLT ME 

KEITZZEDSIENE FEEHT FEMIHEH TZTHZANE 

る 細胞 核 は 常に 球形 に し て 人 分岐 する こと な し 

3 REZUHERU TER E Hw WB (Peritracheale und pericardiale 

Driisenzellen) 此 の 二 種 の 組織 は 常に 相 伴 ふ の み な ら ず 幼 門 時 代 K 在 

5 て は 殊 に 相 酷 似 し 共に 概ね 黄 線 色 と 呈 す 之 を Onocyten CET DB 

は 適 租 に あら ず 雨 者 は 共に 吾 粒 質 の 原形 質 を 有 し 細胞 は 相 連 な 5 ぅ 

CHARKEBLAEOBRAMKCHRT BRAC REANEBVE 
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SoRACRES MERABICL dD CR A TEA FAN RR 

CRC BE MOM OMR LMR FANE, HARM ME 

BUKIT CRM CA bCSKRBERARASEe REL CHAR 

NELZBEIHAÄTNERTRERU HR A- BrEL AN EL 

HOFRARENHLTEAZIG EEK OK RK A ES 

4) $8 — OO IC ART SME AK WR (Drüsenzellenstrang am Vorderrande 

des 1. Thoracalsegments) fh O FR MAM £5 HATH LEN SHALL TC 

1899% BPROUMHACHHKLELLRZIORSO ME CHW KRL1902% 

AGRA LR O-B RL LO B1891 FIT fh OM Ic A 

¥ ORATOR I Ht OL OA eS 

HOLDTETNIKABBBOERLTHOERT EN ZZ ARM eR 

ZI ms Be MRC 4-5O ER Z MR EN 2 ID 

BIL 2 B—-Ww Htc oOn ets ear +7 -ORR BIL DRL 

Moe SHER RERARABMBt BO CHE EI RIAL CA 

He th. oS — Shy Gi D A PY it SE LO KR id ED ME IC OE Ob OE is 

まり て 終る 元 来 此 の 卓 組 織 は 最初 ふり 第 三 項 の ゃ の ょ ちゃ 大 形 に 

し て 核 は 初め 苫 状 を 攻 す れ ど も る 徐 凝 形 す る が 如 し 此 の 腺 は 其 構 造 

EBBEISZAZESLWERELTES SA NAD FAN TS 

(HM 中 ) 

ZI ee 家 鳴 の 雑種 の 研究 

Goodale. H. D. Studies on Hybrid Ducks. Journ. Exp. Zool. 10, 

1911. (241-254) 

未だ メン デリ ズム の 見 地 』 ORBOM MRP A CMH LZIO 

有る を 聞か ざる を 以 て 著者 は 昨年 及 一 昨年 の 雨 年 に 於 て 此 が 研 完 

を 試み た 5? 試 際 に 供し た る は ペキン (Pekm) RK» - = ン (Rouen) の 

= inl CRN MAR ORREOMMAS OL LMY oNRS 
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る も る の な りり ベ ペキン は 全体 白色 に し て 雛 毛 は 全部 牙 多 アー エン K 在 5 

CUM AMBEROFSZRRAKRLCRKARTALERZE. ÜR 

ST RRA LC E+bORLRERAMLARRAK LCRA 

BrALACLHRKCES6ZOIGOBHRYA LHR TATSZ7ER 

LEISHEANSHRELTLTHOAFNTIROÄRR DI AK 

DEFTHRBOHMILHET 

FEZOFENZTORrRFTTOHDHLIV - = 7 DE-MIEL 

F-=rDED-HEHUSTITOHE-MLAIANRNIFBFEÄERKRDO 

BALZTAZCIHALHELOHKOTZECH BIT ZI ROP, 

を 互 に 混合 し 了 れ る も の 1 ダー ス あ 5 ぅ 5 

Fi の 雛 の 一 部 は アー エン 型 な 5 し も ゃ 他 は 雨 違 の 一 れ に も ゃ も 似 ず 全体 銭 

AULLCMEAATBIAHZRZIHEAR SE ISA BEDILIOIME 

TRIFEDKRLREZBOLIKACH TH - = MT EM ISNE 

る 多少 之 と 異な る 黙 な き に あら ず 即 ち 雑 種 の 雄 は 頭 部 を 除く の 外 

Kr - zer I I RE LTEBU IF I = Tr ı KL ITFEL 

AC HMAEDB LPR ZERTOMS FSB” - - rn 

SVDOE-MDIIIMTHEOHURRKZ I - EHRT EAN TS L 

BHBTTBRLEBOHEBSZÄUTFZILHABLIATZIDEH 

FIZIDOHRKOLEHLIETZLIDLBEZSZLILDERZI TE 

ZKDMEr - =’ CcHLIBEZZZESERMGZBEHTCR 

SBRREACL TEN RUHE HBAZ ID ID 

BEERBROMBLELLSTEULTERUIN LE SER TA 

URZBBAEHRBLTHENTAZEASZTENIEF EN ED 

BRU CMM LU RESHELRREONEL ORR EO SE 

E2PKRERBRBEKBFLALALOAMSRMSMALMECRExP? 

Rz» -= > P~ s+ YOMOF, CMR KKMRYELAT BrS 

D#HSBAAHODADOBEDAOS3RSHSKRPESXxKRE ORM HA 
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妹 及 び Fi の 黒色 雌 と 交配 せしめ だ た る 前 者 より は 有人 色素 5 黄色 多 

後者 より は 有人 色素 黄色 3 の 雛 を 得 だ 5 着 くし て 有人 色素 と 黄色 と 

の 比 は 天 期 の 3:1 に 反し て 2:1 の 比 を 現 は せり }) 

成長 し た る 中 白色 の も の は 全く ペキン に 同じ く (有人 色 型 の も の は ほ 

種々 を に し て 慕 の 中 二 雌 と 一 雄 は 巧 の 黒色 上 肉 に 同じ く 面 も 頭 顕 等 な 

白色 班 を 具 へ 丈人 KC 其 秦 の 顕 輪 を 欠け る は 最 著 し き は 特徴 な のり と す 他 

の 18 狗 は 大 体 シ ー テ エン 種 に 近似 し 唯一 狗 の み は 胸 の 赤色 を 失 ひ 一 

HTARBLANDBEHOH SEM TUT KHER TF ROY itl 

($A we Re IC e OME LC EM OK Fr AU Oh 

を 有 せ 5) 

理論 Lriine2m< FOEIKEILNT-KABZSCHR LER 

ZAL-HITZU TAÄNGEREED BER ZIHMT H  (Sexlimited 

character) £ Wik T LÄIFNUFNS- 7 9 7 (Bateson) D ff wE IC HEU TC PE 

CHL CO cme, Oe MME ASRSUSERMAMBBR LE LEARE 

Mest TMMESt PLE DMWKRHELTATZIOLNRMLEAN ADK 

WER OMBSSSSERESSsOe RS NOMASSS? Liksosee 

RSOE~<LKHR4UZERHUOrCHICH CHM CHR LUST AU 

ETZBIKEMHMLFSENSZTDSTFTERETENKF OMS 

BEL LISESSleé Bb this Is u 353 SE FSM bse Gree 

sy ee ee 

ZBMSHHIIÄNKHOTRFOKMDTFER EIS ML 

fl BY al DA KI OH US i BE IT ME AIC BA ULTIHEMEIEX 2 

CExyeREv ME CURE LPR ICR ABMLE CHORE ICS 

OTL ICMADRRBICHONA DSA, (HM 中 ) 



クリ ント ン NG Spee ia OD 

Clinton, G. P. Oöspores of Potato Blight, Phytophthora infestans. 

Rep. Conn. Agric. Exp. St. 1909-1910. Pt. 10, 1911 (753-774). 

HwmBE Pim ds MANC  BSrRBUCHSBHrATAAOER 

BREBRORICHOSZYIORDANL, COCKHDOEBLE 

RS COW BMA CLL. MH A = % (Smith) F -» 9 — (De Bary) HK 

ABD FORE RRACO MEE KKBROERLTEA 

mo, BLOAT KRSYONRABRBOSZERAME ic Pia 

FRU LRALCERLEALHFETHARGE ). 著者 は 再 

CAMA RMREALLALKHRAELCMRBRA TRA. X 

ROA BIS 1G UC fh A Matruchot X U Molliard K¥OFAURS7L 

DI TERHRUTABFRU TAB ZERELTI, 但し 同氏 

FINMHTFFZATZZEIHFSIIS TIABWEILIKRSTe rt 

(Vermont) KAOv = - 77 (ne) KL HWFSLRCHEKROD 

KRERNZRKOHMTÄHLRZEREI, MTLTAZSFURHLT 

ZA DOErE ij (Strain) So SZ7CL Yr RASZHKOBRECRACH RD 

RRMA AKIRBRELICRM LE PBF LESF SCL HAR 

b MERU RKIGRE ES CRE MINOR EM 5 300% 23508 

AKYEMNAHROKRBBARRAGIOS0R MAR ZU CR MS 

SRLUCEALBRKIORDBRYANHR OTR MART ME 

て 寒天 を 溶 稲 せしめ 全量 を 所 百 革 に 至る 迄 水 を 入れ 充分 混合 せる 

後 試験 管 に 分 ち 高 歴 蒸気 殺菌 器 中 に 入れ 7 万 至 10 往 璧 と な し て 15 

分 間 殺 菌 し 冷却 回 結 せ し むる な 5》5、 此 の 如く し て 得 た る 培 槍 基 に 

培養 せる に 歯 糸 の 先端 膨大 し 其 基 部 に 隔 膜 を 生じ 河 多 球形 と な 5 

先端 特に 濃 色 を 馬 し 來 め 其 膜 厚く 〈 濃 色 を 量 す る に 至れ 5、 時 に K 涯 

色 に し て 不 乱 明 と な る 、 之 れ 即 ち 本 上 画 の 蔵 卵 器 に し て 直径 3 ま も 万 至 
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50: 2-H 6 T38HB422z-KZRAOKASLMABOAR 

余り 良好 な を なら ず し て 其 初 期 を 確 知 す る と と を 得 ぎ ざり 53 き 3、 募 形 不 

a7 3 WELT Cte S14 2252-1 275 SITZ KO 

KBEEFZÜRTIERTZTZEIHSZOAZSFAERTMIEH 

OMBeE SIE TSE LBS) UDMINB MIE Aid Me HL 

AK oM HUM er WU TKUENDABRWKHE SEHE LNWMT LA 

3, HEPBICLCMREAREDL<\ £r ROR M245 B 892 a 

bb MURR DMS ORM eT eS aL MT 

BRIHSTZHAROKRRBUR OB LAN Bt te bd. mB Ic ABS 

Phytophthora Phaseoli £ ZH — it Se FW lc Se ze L OM 4 © [Al AR ZEAE L 

725. Ti MO OD HF (3 HE Pa OD HE ie A, a RCE AE BG ie OO 

BiEBITH U CARMA ZTCLE RUE SER EMY Zee 

$ Se twice osevu . #< Uc Bb.Phaseoh CMU Lb 27 I 

mS SZC eGR BB KSt se - b472 2-OM I EPC 

2929: 2-H d WWFOKAS (2257 $352 2-BH302 2a — 

wb, it 38 44 I& Phytophthora cactorum & Jk (c Se Fe +S IC HL D JB 7p IT 

beet: an RAM ees zz za animiert es See 

Ad, MHC HR A BRIO Ri oS ew OBO Ic MY 

し あり て 前 記 の 間 種 より $ 更 KK 深 色 な り 、 面 し て Ph. cactorum の jg 

R022 22077 2352 2 —-M FR 1lSH=z23: 2 -Du E73 

% fil fi D Fe IP BS ik 3579 BAO zs a - HPN F (R257 BIH i a-HS 

ae ende, 

BHR DEBS SB Pe a hE I I DH IE END EL BE 

NMREZEIDKCHCMPMMRBY SNH db, ZN BF ie Ph. Phaseoli 

Dims HhACw MBB SZLIMLBAMRYLRTLALAD, 

に 問 種 を 生ずる も の と な せり 5、 

要する 著者 の 本 研究 は . 近 半 に 於 ける 植物 病理 抑 研 究 中 注意 す 
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NXHORMS EBD - Ab, FLEKEFMBTORFORERU 

SRFHS OR RSE RTABCTRBRAR—-BARSANS 6 BRUM 

aS CIBROMRTROSX ARR MHACZ ALES (FE) 

ァ ル シッ ス SPAM OWT BH RAR ICRS CORR 

Melhus, I. E. Experiments or Spore Germination and Infection in 

Certain Species of Oomycetes. Univ. Wisconsin Agric. Exp. St, 

Bull. 15, 1911 (25-84) 

SALE KRM CAREY 4A SS Bw Cystopus candidus を 用 の c# 

JER ORSECAM ST SKE. BRERA TST ZHARORT ER ARO 

種々 ヶ な る 十字 笠 植物 に 殖 す る 生理 的 種類 (physiologiesl species) の 研究 

KE do | 
FKERTFTIKHTETFZ LIUSHOBR II I EL ERT 

BELESTERFEIT, KHRHEIBEISUTEBSITIDBLILS(O 

HRI DEA TOL ALRRION CL CBF REKERBLSERECHE 

( ie i im BE tk FL 9 — (De Bary) OB WU ae BD ( 25ER O Ai 

LITSETrLBAER IB EIUERKEÄG ZEHN L CK + ZT 

ZHEMRLMWZILKHETT, ETRBETFIEIFTZUEBIEND 

BKHUI2LEHBEIIKHHRLTCRIEDAZLOANLNISFULIEN 

ZFERSRrRbkHKREHEFS HAB DER FERNSEDER 

HENTHRIHTZLORAZ IHM AORTA TUBR KR US 

ZIESNCBHEBR CTA. PLERBEEL bRbR4 + 

SBFATATAZAENAS, MHERII CKRHFHSHRAFSKE 

LHS CLERC REP RAKHOZEA, RHRKRIARCKKE IFS 

SBR rR SRL MSRP KR CLA ST ZI I I BH 

oh F 
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宜 し か ら ず "~ 

次 に 接種 の 條 件 に つき て の 試 際 に 依 れ ば 寄主 植物 を 寒気 た 遺骨 

せ し む る と き は に 容易 に 侵害 せら る 即ち 覚 寒 子 苗 の 9522 は 税 害 せら 

れ だ た る る も 和 覚 寒 せ ざ る も の は 普通 5% 彼 害 に 止ま 4 り 決 し て 15% を 超 

BIZZzZERmbS, ZA TOBELETITDERDB D tc ER IE 

KKZBOAZTIRFEHWINMZTNELRMMTZRUFEGAZ 

か 未だ 充分 明か な ら ず 、 但し 此 の 事 質 は 本 菌 の 繁殖 上 極め て 好適 

ZREsOlUWELT KY) -KMRIBHA? ZAM AAO  F ik 

FO w LORM PICK IW LOSLH Z4AOR 6, KIEL 

im ECR CR SLES SAR LMNREA HS oO EHEN F 

し て 大 交 其 繁殖 を 制限 せら る ぃ に 至る べき な 5、 人 和 何 著 者 の 得 だ る 

結果 より 見 る と き は 衝 主 植物 の 病 的 を る 不定 な る $ ふ の ょ ちゃ 多 つつ 

て 健全 な る も の が 彼 害 せら る 、 何 成 葉 と 子葉 と は 慕 感受 性 に 於 て 

LAE © ie oS b Bc 

RRC BAM MBM OR EROS CKMICAER SAW YE Mh 

の 十字 科 植 物 に 接種 し 威 受 す る や 否や 就き て 富 際 せる に 大 根 の 二 

十 二 品 種 は 凡 て 感受 し 何 同 属 な る Raphanus caudatus に や る 接種 する を 

得 た だ 5、 大根 と 属 を 異 に する も の 人 接 種 し 得 た る も の は 和正 か らし 

RODE tL Cet eb LED ESIK ろか 6 (し 、2 7 ば Ze 

と せ う き さ う 、 み づ だ が らし 、 に C ほ ひい あら せい と 5, Sisymbrium oficinale, 

So (Ht We) S. altissimum, Lepidium virginicum, & {X Iberis umbellata を 5 



w 

ロー ッ ン AMBIT ARBEIT 

Lawson, A. Anstruther, Nukleare Osmose als Faktor bsi der Kernteilung. 

Brit. Ass., Ports-mouth 1911. Sek. K. abs. Nat. Rds. 26, 1911 (656) 

著者 Disporum, Gladiolus, Yucca, Hedera D 7€ #} D HM Ha HK KH cx Allium の 

根 の 先端 に が ける 体 細 胞 核 を 研究 し て 桜 紡 張 体 の 柳 育 を 唐 察 せ 5 

紡 秋 体 は 凡 て 核 板 形 成 の 直前 に 於 て 現 は ほれ 核 膜 の 消失 と 相 件 ふる 

DESROHZUINCHHER OR FH BEN EWR TFT _ L_ CBE 

HBB AROm, HOBEEATBe ET 42434907 62, LEK 

RiweKEBE KI ESZYECKHORRAAMKMPTSZrTBALROS 

NBEREIAEHLTHMHBEÄEHRTAZLTIZBOLLISUN BER 

TERIBMBEÄLTFZEITITZUTIEZTZOBOHTLT EA TIER 

HUDWMAIBRAZZBRLCHUNCH ER RA LI UM TOD HE 

造 Kinospbema の 形 を 収 る 

多く の 植物 を 研究 し た る 結果 に よれ ば と の Kinoplasma は 最初 種々 

異な れる 集合 を な す 例 へ ば Kinoplsma が 核 を 園 続 し 或 は 放射 線 捧 を 
KUMI ME D BSE He RT BAL, Kinoplama が 如何 な る 形 慈 
を 芝 す る る $ 和 営 に 緊張 の 方 向 と 合 す る も る の な 5 即ち 若 し 或 紡 縫 線 の 

一 征 方 向 を 取り 5 し ゃ の 緊張 弟 綻 すれ ば 更に 新た な る 緊張 方 向 に 浩 

ふ て 新 形態 を 取る か くし て 四 一 な る 紡 矯 弥 の みな た ら ず ぞ 其 集合 等 も 

種々 な る 形状 を 現 は す な り 5。 

従来 紡 細 線 は 核 中 に に 浸入 し て 染色 体 に 附 着 す と 信 ぜ られ だ た る も 

RMB eR. 著者 の 意見 に ょ れ ば 各 複 染色 体 は 収 欲し 拉 れ る 核 

映 に 剛 続 せら る \ ヽ  な り ? ち と 、 附 着せ る 紡 縫 線 が 染色 体 を 雨 極 に 牽引 

する 現象 は 未だ 著者 の 型 窪 に より 5 て 説明 する こと を 得 ず 。 (ME) 



F747 ¢—Behf Primula Kewensis の 染色 体 

Digby, L. Die Chremoscmen des Bastards Primula Kewensis. Brit. Ass. 

Ports-mouth 1911 Sek. K. abs. Nat. Rds. 26. 1911. (668-669) 

P. floribunda & P. verticillata と の 茜 種 は P. Kewensis と し て 知ら れ 不 結 

に し て 花柱 短 し 然 る Veitch ROH 種 園 に 一 個 の 長き 花柱 を 有 有 

する 花 を 紙 見 し た る 此花 は 受精 し て 種子 と 生 せ りこ の 種子 』5 

生じ な る 杜 物 は 花柱 の 短 a 花 と 花柱 の 長き 花 と を 有 し 粘 費 せり 5、 

Veitch Kix St kb — FH P-K. farinosa CA KL 22 bo 

Ye fa fk Beit P. Kewensis EMAIL CT RE PEAK A HE EG 5 
之 等 と 同 敷 な 5、 即 ち a > 

ち て は 36(2X) と 18( 失 ) と な 5 り 、 と の 二 倍 と な れる 肖 色 体 敷 は 世代 を 

HWS 3 RRL MP.K. farinosa it Ho AM RHA PEL MN bo 

O He & PK D Hm is Apogamie に より て も 解 租 す る と と を 得 ず 2 
は 腔 三 母 細胞 に 於 て は 上 記 の 何れ の 種類 に 於 て も 正規 の 分 更 を な 

Ser Re | 

1910 年 Kew に 於 て P. verticillata J P. floribunda var. isabellina の HE FH IF BE 

5 AL 72S ASH Hp BL P. K. farinosa (EM L X36EN)1E XD a ff 

Be To 

aA D NE SR NE Im Ik Oenothera it FE tT % J る Oenothera Lamarcki- 

ana は 14(2X) DRAKLTATAZICS 1 OIRBHicClLb TER 

6 O.gigas に 於 て は 28(2X)14(X) の 染色 体 敷 を 有 す Primula た 於 て は 

不 粘 賞 性 より 》 結 質 性 に 凝 化し た る 過渡 期 に 倍加 し た る も ぁ も の な り 5)。 

{th D #7 4E HS BLK (t P. floribunda var. isabellina と P. Kewensis の 結 和 

wk OM fi ic eC RE YG 2,M 12 18(2X) 後者 は 36(2X) Owe 

体 敷 を 有する CK 之 等 は よ 5 生じ たる 雑種 が 外形 及 染 色 体 数 共に P.f# 

var. is. (Ci MS —-HOM He Ic ko ct 9(X) ょ と 18(X) の 和 + ょ 5 
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18(2X) を 生じ た る も の と 考 へ ら る これ Oenotherx の 難 種 の 決 色 体 の 

現象 と 比 財 し て 甚だ 貞 味 ある 問題 な ゥ と す 。 (札幌 農林 Be RB 

“RETA BR) Op 尾 ) 

チケ クス WERE DS [il ae He LS Be $B 155 2 EC 

Zikes, H. Die Fixierung u. Färbung d. Hefen. Centralbl. Bakt. u Par., 

Jena, ii, 31. 1911. (507-534). 

ERHUIERKRZSONA FINE CHUR OB EETLEH EL 

CRAY LAX THOU TRAST RRA KRALL CUC KAS 

emit bb SHERMER re RRISL 

第 一 固定 法 MER LMLOMAB IL CEM RU BKM E 

RE PRR CHR YS ZNSD ETM EU CHHOKRBE 

ICKL RAO CRIT SRAM ESHOKSA FRI SD 

LOR db RHNIEGREORIL20-308 OM KR CRM TSH 

c¢TRACHMt LCHhIAWMEAUR7Z TAT ST - (Pfeifer) LKR 

RKURBRLSARMOTMRML THRs RHO LR USD 

HEART 9PM EFI YRSORSRRAZURBLAS 

MeMr~7rZ%IARdDLE ER 

BS MBROWBB LTC RM RSZUMZY - FU Y # - (Friedlän- 

der) KEITLICHHIINOHERL1-2ANMNELHELT OK 

FSFFPEAVIET = IKK CHES 420-258 Hic し 

C# ZX a - + ohne) KEKCKS LARK UE TS EKD A F 

-FERVY KBR PCR UMML CRE YUH KIT KH 

29 m2% A AE RRC O- LORD tke He ICR UE T NL MS BA x 

CIS SED EAE BR 7 v2 vy 7H (Flemming)! ¥%& Ic — FF A HE UC 
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水洗 乾燥 す 、 WUC 2TH 1% OHMIC C38-45P I BERL 7e SRO 

水洗 乾燥 し サッ ラニ ニン を 用 の て 5 分 間 染 人 色 を 行 ふ べし o 

第 三 細 胞 内 容 物 の 染色 法 

ー、、 グ リコー ゲン DEE BIKE ENCE ゆり て は EB RD ea 

ZAM AMN 4 BBR BL It 3 も Re な ろ る | は MM 
mw (Lugol) RI LU TCI ORKE AZAD KE MUN F075 OKDE AH 

な 5 タメ ルン と (Meller) KO1% D KE In BW i RIE & MI 2 

も の も 同様 の 効力 を 有 す 、 BKROMABEA LPT I 2 -F 

ン 染 色 用 と し て 使用 し 得る も る の を り 5?)。 

第 一 液 は カー ミン 10 隊 化 ア ン モ ニュ ー.> DOK YF = — ee 

を 500 の 冷水 浅 合 し て 一 度 加 熟し た る 後 300 の 水 酸 化 アン モ 

ニュ テー スム を 加 へ で 混合 すべ し 全 三 液 は デラ シン +E Reid 

の ヘ へ マト キシ リン 液 に し て 初め 同 液 に て 充分 着色 せしめ 次 第 

- WO2HTrTEe-TMEHrF- vn Twa - EZ HAAR 

一 時 間 肖 潰す べし 更に 2 分 の メチ ー ル 、 ア ルケ ュー ル 4 分 の 純 酒 精 5 

旬 の 水 の 混 合 液 或 は 一 分 の アン モニ ニア?2 分 の 純 酒 丁 の 混合 洪 を 

用 の 6 て 十分 間 股 色 す べし 然 る と き 細 胞 核 は 赤色 グリ ュー ゲン は 

ae + KH Bo 

MAI AYORBROR(S OIL CMY 56M LER 

b > Ii} J DO Ye f ic BOL a Dak EEE Ka IE ey 7 0 (Loa 

nV KOFrYAIPM ZF vY VF ZI RUHR KH FBEHEB, Ae 

CRE EC IR チー en EROS 

AB, SHREK AAY LU KUZMA Do FE 

(Tanzkérperchen) yw @ Ht UC A Fo we aAv yr eA LS, 

ン は 原形 質 {\ 

=. MADRE Pies hp hee ska owe yr 4 

7 2 NG wh Kr f- (Olkorperchen) R XA ¢ WHOA L b x 2 15 WG (OL 

tröpfehen) の 二 種 を 合せ 此 等 の 粒子 を 原形 質 よ り 9 必中 する に es 
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ルン テト (Ernst) KRU FY» (Raum) KRORAYSHUEICKS KL 

最良 と す 即ち 少し く 加 温 せ る レッ フレ ル 氏 メチ ナー ァ 藍 色 流 に て 席 

理 し 水 し た る 後 ビ ピス マー クタ ク 宰 色素 に て 菜 色 すべ し 着く する と 

き は 原形 質 は 褐色 と な り 5 粒子 は 翔 色 に 次 ず 、 又 粒子 の 脂 油 部 は 1 

22 オ スミ ッ ク 酸 液 K 依 め て 補色 人 多 は 黒色 を 量 す 、 アル カン ナチ 本 

糞 は 70% の 酒精 に 浴 和 解す る も る の 最も 有効 に し て スッ ダン 第 三 の 

05-1.09% 液 を 使用 する 場合 に 在り て は 溶 烈 と し て 酒精 と 用 ゐる 

ょ より も る も る グリセリン の 造 K 勝 れる を 知る 。 

四 、 細胞 核 の 梁 色 法 中 最も 良好 な た る は クレ ッ ク ケル (KIlGeker) 氏 の AH 

せ し ヽ イデ ン ュ イン (Heidenhain) 氏 法 に し て 次 の 操作 を 要 す 、 材 料 

を テア = ェ リ ン 油 0.3 ゲ ンチ アナ ビオ レッ ト 1 到 酒 精 の 15 首 を 水 100 

FEC RU SRM KR CREAT KARR CHARE 1 FRE Mm 

B27, S008 OKKBERYZIAKNBRTRECWBC CEH 

理 す べし 何 修 該 法 の 委 和 公 素 と し て へ マト キシ リン を 用 の て 更 

佳 良 の 結果 を 得 た 5 と 謀 ム 

A. 胞子 染 法 中 良好 な りり し は ワ グ ネ アル (Wagner) ホッ フラ マイ ステ ル 

(Hoffmeister) ヾ イエ テリ ンク (Beijerink) 等 の 諾 氏 に 依り て 報告 せら れ 

し ゃ の な 5 著者 か 此 等 の 法 を 和 丁 し て 考 衝 せる も の あり 5 入 乾 慈 

OPB TBI SOE CHRRLI-2FMBE ZT ILI YR CRE 

LKUKHELRZLEDOLI5-I5E DILL: MICCHHMEL?SG El 

Bhs = -r(Ziehl)ROW’WRMICCWHAL BRODER UM LE 5 

5% We REICH 1-275 Mi UC KUEBRIT~LO 

BOATS. UBAE RICA Mi RM DEI CB OS Ye fH 

SALMA CHT S7 >>. RAUL LE CROMER bw 

Mev FFFeAV yy + TH KYRA 2-3 hea Kee Ss 

ー と 氏 (Lngol) OREM CREST SHIAM CUCMBR I TC 

KUBZOBZIREINTNLNOHELTEML 7 2 Mi is 
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に 於 て 何等 の 次 化 た な きも 原形 哲 は 濃 褐 色 に 着色 す 。 

生死 南 細 胞 を 葬 別 すべ き 適 営 の 方 法 を 見 出し 態 は ざり し る 従 

来 用 の お られ だ る 色素 中 精々 適 常 な る は イン デ ゴ カー ミン の 930 倍 

稀 約 液 に し て 細胞 の 稀 薄 度 は 一 導 中 + キ 0000 個 に 在 る も の を 可 と 

TIERE AST EB TAB ER MB I ZI HE IR 

KABZENRKEBRFTFTZAWEN Fr E- TRB CHELAS 

る 後者 は 着色 する と と な し と 詩 ネ 。 

第 五 封 宣 放 と し て 従来 用 お お たり) し カナ タバ ベル サム 、 ダ マル 騰 肥 び が 

〆 ヴ キチ アン テレ ビン 油 等 は 着色 標本 に 使用 する K は 人 在 適 営 な 5 

EF, ZUNHEKEMRZMEURBEIETESHKAIHEFEORKEL 

TRFAZUIHEMEROU FRAGT LIE DZ arn 7 Awd, 

チモール 等 を 混合 すべ し 文 濃厚 な る グリ セリ サン も 代用 高 だ る 8 

と を 得る ゃ も る の な り 5 と 調 ふ に あり 9?。 (田所 ) 



HE Bk 

mt ft Hm & DO HE 

#E BA RELA TZRREPANRB tb ANDI AN A AD 

seHET3 BB oa ar, FH dLHRETAZLDRRBSD 5, 

TSKZHELBTZLDOUHELUNZEZBIDI TH ETF SLDIHGH 

-HDACHHITHERFEMCHETCHE. DLA 
BOATAHEBOARYE EV AOMSvVKCFRETSZIDY 

左 の 四 種 に 分 つて 説明 せん 

一 、 蝶 に 食物 を 奥 へ て 賊 に 保護 せら る ヽ も の 

二 、 蝶 に 食物 を 奥 へ 同時 に 中 ょ ?6 食 物 を 受 く る も の 

三 、 農 の 巣 を 借り て 同居 する も の 

WM. BRSRTITSLD 

AEETKHTATrETREFGEZB N 38 O—-ERGRAKH he 

RHUL CAESULIC SE POPVASUERDOSE FORABCKRMUL 

TCHEHEOFZERTEKTZOTSZRUÄ FT RDS 

LCKEHFTEHSSEHULUNDPRTETEI TZNMI ZU RE 

LFPZIAnNCHUISNnNTHLREUHD—(az, 本 邦 あ か あ 

HORLTU-ERKLEDOHHSIDOTERPKRTIRK LER ME 

AL CHILELFZTERTETÄEHLTEZ ENT FA DSHTFLZ 

FRUHENLTERZUTÄET: AKA U, EHBEZIFRACKRÄL N DIE 

MZEAUTKÜRTUNELSUNEUTCBC EN 4ZH STH HE 

ee ee a a CLEM LE 
LCMEKRSOAZHMKONBDISBSrHTF’DMEBALKHIBOA 

に は 宣 を 供する 丘 置 が な い の で ある 、 AV®MSADIPRAOK 
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(CG > CHAT SRM FS. E5SADORHU EST 

ee a 執 ON 

ある と と も あり ちら て 如何 に 其 食 物 を 得る や の 知れ ざる も の が ある .、 此 

Bern ee... 

IDTREHAIIFMETZMKINSRIT 6DCH ZEB Iz 

Rime CN HS—LMCHAMILT RHO Md, AB D  S, ud 

BOWIE DEE EEE ET RB gn 
CHS. PRAROLECRCHAAPHRAMErC HS Sie AD 

LTR ROD SBC GRORPWHY SHAE CRE i dR 

LTRELEP OMMICHBAREMI ST, SNYBKEA AEE ICH 

する 感 が ある 

二 ) 農 に 食物 を 典 へ 同時 に 蝶 1 5 食物 を 得る も の 一 - 此 内 に は 皿 瑞 

HAD Bu, BED (EH th BU Bs esr 2 F =F RK aw Da see 

BRB TS STEIF TFTARÜUIIFIEFISZIHHAZIDOTCH 

つて 其 相 互 の 陶 係 に 至 ち 5 て は 未だ 分 明 な ら ざ る も の ある が が 唯 だ ク 

ラビ ゲル の 経過 が 生 や 列 然し て 居る か ら 少 し 〈 延 て 見 よぅ 、 此 甲 

上 映 は 常に まあ り の 昌 中 に に 住 し 其 大 き WL > eR LECH OM 

KPBS AM OAM H SMELL ORM ARMUERMET BZ BD 

CTCHOTEHEPURMILARKCAKY Bw 3 — Bu OS ST 2 HER 

な る 楼 で ある 此 は 加 何 食 物 を 典 る も 自ら 乏 れ を 探り て 食す る < 

と が な の o、 必ず 蝶 の 口 よ 5 乏 れ を 吸 食 する の で ある 蝶 は 彼 を 愛護 

する と 同時 に 里 下 る 赤 彼 等 に 服従 し 共 大 形 の 鯛 角 を 以 て 蝶 K 附 着 

SMe iT SSCA Re OATH ZI Ti I IBGE 

WIR SUE CRM eKRAMAHA IH 5b CHAK KAO ZEIG DH A 

VOTH KICK Mi rHKLREUTANRCKCKRELMAELO 

A ae oak OM AN LMT SZORMMRAROWACL2AS SB 

lo Dy a 
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(] BOR OCHRE T4%AIO HEF ZIEHE DREH HE H 

RHF SIOCHSRBROMERKBS 319TH 5 つか と ほろ き 
と 笑 す る 小形 の 昆 是 が ある 上 も の は 本 邦 に 稀 な ら ざ る 種類 て あつ 

BUTISIDILHKELTESKTHBE EEE I IS DPF AEB NT RB TOD 

ee ee. 

ZBBEIRTZELTEZTUIRKTANZVC HT EEK IH ET BE 

BHBHSNMAVREBAABRDAMR TRUE ZB Zum - Bosch 

DIDOTALHELEIZSATBEZ.AÄLKRKUZ OH DB LAG, BER 

を 捕 ふ る 技 の ある 如く KK 之 れる 赤 何 に か 役目 を 持て 居る の て あろ 

SSHANAHBAUr, 駿 あ 5 つか を ん ませ し の 如く 〈 虹 と 同居 する 

も の が ある 此 人 等 は 如何 な る 関係 を 以 て 居る や ら 知 れ な い 、 秋 K 一 

つ 面 白き 8 も る の が ある 紫 は ひげ と を き ぜ し と 年 する も る の て あつ て 

順 る 大 な る 和 鍋 角 を 持て 居る 小形 の 里 是 で ある 、 此 は 上 蝶 』 5 食物 を 

供給 せら 5 れ あ る 代 に 其 梨 の 危険 に 飼 り た る と き は 其 尾 端 に 尊 置 せ 

る 肛門 陸 ょ 5 一 種 の 到着 を 紙 砲 する の 目的 を 有する る の で ある 如 

DHE RORHBANM ITH DP>ADSS6ELw 

W)ERFRTB は 暴 に 用 は な いい が 又 別 に 雪 も る な いや つ 

て ある 、 若 し 蝶 に 大 害 が ある も の な れ ば 同居 する と と は kw & 

CMAY COECBRCHS. FÜR OKT MORAL 

ESAILLBDIEMIBÄAÄLTDSE FLICH KENT AS AH EEK FL ZA 

SBSHEAKLAITIRETTZZKHTANRELO LG Lon 

DRURELR3E3TFTHPHHORL HDPHMLHPrRASACKIAE 

BTBLEAUTEUTIBKNTATEZSLTETDHDB, KZEOKK 

KZETOHHBERZZLENSDSZEEMIMTC ある や は 知れ な い 

BaKB THORS ADO LUV RAR KRY ~ LRT SRS SH 

AUNLEESURZUHRULRDO-EBELHE TFT ZIDTDHOT 

KARERIARTAZET AUF SATZ ILCHELT 
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24tHACECTHZRZUHRAALALEHABETSAZBArcheEes 

客 $ 赤 共に 移住 する と と で ある 荷 此 外 共 棲 する も る の に は 弾 尾 類 、 べ 

(C で ぐも 、 わ ら じ ぜ し 等 が ある 此 人 等 に 蝶 が 食物 を 和典 へ る と と が ある 、 此 他 

I A UC ISHED RA IC SEE ST OE CL Sp EE DS} S BS He Bd 

JEHET HK UCB AM OM ML ART YT Sk OT H 23 Fa IE th Sk Ie 

RAMA BHMWeMOMRCH SMF r - rı m - BE 

T3ZBETHKÄUEBA,TIVYTO-RKLEHEL CHS. KARE 

DRERMERMIZOTH SBKICMILILAOANLABRELCES.E 

BIT rT YX OMONKRHS, HKin( II FEL ZN II HA 

LCMw 4, TRH MARR EBRAL LEAR RIECK MEO 

BRA ewe IRIS ILA IME UG I CHAOHOMAL OAT AE 

MEeRATSBMICRMDMKBSHS3RS bH5'PGEKASDAEE 

他 の 外患 に 反抗 し て 其 宿 主たる 木 を 保護 する 、 愛 に 双 あ ゅ り の 未 と 

稀 し て 一 種 奇 表 な る 植物 が 爪 吐 に 生長 し て 居る 此 西 物 に は 大 な る 

球 が 出来 る 之 れ を 切 つ て 見 れ ば 其 内 は 蝶 の 有無 に 開 は ら ず ーー 種 財 

DROKITZKOTKHBUGZNERE TH TR LTE BR ELCH 

ZEUZKOTRZIHRULDS ZB L ZT Er ZH SE 

BLAIS — MP Sd Db CHAUS OM ERAS BIEL 
CHMALCH 4. KEOWA CENTRE HOR DH OT MRE 

ft UC HSCGULANLERRFOMLABKBARET ORK 

DRTC Hh So MBB ERAN B®) 

地 理 小 > 

Cl) 北海 道 地 名 の 女 字 

LEESOHZEIARRFTAZBE WISH LU の が SD 

KEFKREFDHTUSBE BUD US AI T BURN ECT 
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HS, FRAHAAS. BREIZULRDS, EXLRKCEvRU 

IBM HZEDOALECHBATLHUTOBLBBZI DEX 

B.GRMS CHIN CHOD HKHESAHDIROENCTARFTC 

あら 3。 夫 れ か ら 降 つて 次 化 四 年 に 、 徳 川 幕府 は 箱 館 奉行 に 命 し て 

明 夷 地 の 地 名 を ば 、 優 名 で 書く と こと に させ か 。 西 展 剰 綴 と い ょ 書 中 

IT, 

交 化 四 年 丁 卵 入 月 二 日 

RMAMOWA BEATA. RF LVRKEBLI. FAK 

間 、 侵 名 令 は 片 優 名 に て 認可 申 旨 備前 守 殿 税 仰 渡 候 段 、 手 津 

FREMDE IR 

AOWMAA = BB JNK BT BGs PES TAS BKK 

tet LCHSA MRKREBODRBVKRIODKRERODT So RS ICH 

治 の 代 と な つて か ら 、 漢 字 を 営 て は め ある の が 多く な つて 、 狐 《 近 失 

は 小字 に 迄 ゃ る 、 勝 手 に 漢字 を 用 ふる と と が 流行 し て 、 ホ ネト ネト 陸 日 

する o 誰 に て る 証 め る 優 名 を 捨て ヽ 、 振 優 名 附 き で な けれ は 証 め 四 

PSRRFLALZAORI. 私 に は 何と し て る も る 弟 租 す る と と が 

出来 な いっ ドッ ゥ か 全 後 は 特殊 の 事情 ある 地名 の 外 は 、 官 私 の 交 書 と 

も 線 て 優 名 て 書 層 て 貰い な い 。 文 臣 非 と ゃ 漢字 を 用 ひたい A 

場合 が あつ た な ら ば 、 FACHRAPTVOCSNRFLRBCLSTR 

VRruo KiB ZELC. BAP TUF YL HEOCTCRARMo £3 

延 れ 迄 使用 し て 來 太 郡 村 名 等 は 、 其 供 に 据え 置く よ ょ 5 外 K、 良 方 

法 も な いか 、 其 内 最も る ぜ づ か し い 生 顔 常 ほ イカ オッ テイ 又は そ オ イオ 

27 HABA FI -) MAF PM EZIHZLEFLIEN 

CHILA E56 Wo 

FCMRCRB AD, BABA. HAOTA SHEOMSAK, KETTE 

FEO CLHSSZA HAC URBAN S(CAUNK AUTESH 

REV ECROPWMCEHASI MO BRC ERLTCHARV IAD 
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で ある o 

(2) RE zZ IH 

EBEEOADODER, HCA CAML AOTC OOM ALA 

METZ LAN, EBERNHBRTALTAHEZURKAGS 

NER ENTFRBATBTURZE55 bo mA th cow ABs, I 

海道 が も だ 開け な い 昔 し の 時 代 に に 、 本 洲 か ら 5 出稼 K 來 だ 人 る 等 が 、 

本 湖 の 方 を 指し て 呼ん だ 語 に 過ぎ ぬ の で 、 夫 れ が 開け な 全日 まで 

残 つ て ゐる の だ 。 開拓 使 で は 之 に 気 が 付 じ て 下 の 通 5 布 達 を な し 

ed) OG 

ME HACE, Ab SE ehh, HS NIH LRRD 

dt te Mit ha RMWOMME AAS Lo 

FBZCHBERERENGSNT, 人 日 で は 殖 ん と 之 を 知る 人 人 を 

《、 官公 交 書 に ゃ 内 地 と 云 ム 女 字 が 常 り ま へ の 様 に 使用 きれ で てゐ 

る o 民 間 の 口癖 は 容易 に 改め 難い と し て も $ も 、 せ め て は 富 公 交 書 だ た げ 

Vik, MPSZKRMAORFLBLCRAR Yo 

(3) dtm t RABOEW 

MmAWICHB eG BLZ zei 幕府 直轄 の 時 既に 証 議 が 

あつ だ た が 、 次 KC 質 行き され な か つか な 。 明 浴 二 年 七 月 岩 夷 開拓 御用 係 松 

浦 武 四郎 が 、 命 を 泰 し て 道 名 を 撰 ん だ 時 に 先 づ 日 高見 道 、 北 加 

伊 道 、 海 北道 、 海 間 道 、 東 北道 、 千 島 道 の 六 名 を 所 ん で 申出 し だ o 日 高 

ROGARABH I OU CL LMP OS Bs AM NR IR EHE 

de A Be JE Ln en es Be th HE HN KARR A 

RFE AIE RRMA 2wWIt HSH MRO'F ICL EDF EA 

ARZIDELDZUKEOREBERP LA iP tH 

國 」 と た ある に ょ 5、 海 島 の 名 は 楽 更に 、「 國 之 東 境 接 海 島 、 夷 人 所 居 、 身 

MAABIL HSU 0, RAO LMR CLR RIK PI, 
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EDZBTIHRZLAOTDSBBILTITFROHE tn tohnft x 

po eee ae ae ee 

(4) L#HBMOMG 

RRR RBLC. AA re estvirctt rise 

CePA DORM BKCKHBALECKA LMMBoIEER 
松浦 武四郎 の 撰 定 に ょ り ぅ 、 評 議 の 結果 決定 し た の で あぁ る 。 其 園 名 の 

出席 は 天 の 通 めで ある 。 

渡島 日 本 書 坊 に 見 ちら て の る 渡島 暖 夷 及び 日 本 後 紀 、 ZIEH 

鍵 等 の 渡島 の 名 に ょ つて 階 け た の で ある 。 之 を ラシー と 証 ま せ 

た の は 、 南 部 津軽 の 人 そる が 此 地 方 を 指し て 、 哲 く 呼 ん で 居 た か ら 

で ある > 

後志 日 本 書 紀 の 後方 半 貴 を 探 %、 其 交 字 を 後志 の 二 字 kc 改 

め だ た の で ある 。 

Bik ZENLHÄFERORKRATIORNTC, 29 7 BK) 

ERKRATH ChZ. KL HHOBKREL BAT? ER 

EHBERKRANEIEDSZS. ZBBOHEKRURrRZTLrTÄT KR, =E 

Hm ZNL HAFMOHAABNDAZULUIORDTHE 其 

HHH MC LCRA OL BEDE CNR AEE CMG 

日 高 と 云 人 ム が 宜 し か ら うと て 、 MALRCAXADTH So 

FE トカ ヵ カチ 有川 の 名 に ょ つたの だ 。 

釧路 越路 クシ ル )、 久 摺 ( ク ス す )、 促 中 クシ ェ ョ ) の 三 名 を 撰 ん だ が 

釧路 が 控 用 きれ た の で ある 。 クシ ョ の 童 は 其他 の クス 9》 に 似 て 

の る は 勿論 アイ ヌ ュ は 慕 手首 に テキ ルアン ヵ カニ を 和 め て 半 飾 と な す 

ょ 5》、 高 葉 集 の 歌 の 「 く し ろ つ く 〈」 に 思ひ 合せ て 名 と し た の で ある 。o 

根室 . 武 本 郎 は 其 場 所 會 所 元 の 地名 ネモ を 募 備 根 諸 と し た 

が 、 臣 は 証 護 の 結果 、 根 室 と 改め られ かな 。 
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BR AYR IN OB LROT OT © So 

KB FV¥IMOZLCRORDNT DH S40 

北見 此 地 方 は 従来 北海 岸 と 稀 べ へ たから 、 其 北 の 字 を 探 》、 叉 

晴天 に は 樺太 が 見 ゆる に ょ } 5、 見 の 字 を 添 へ て 、 北 見 と 命名 し な 

DTH Bo 

千島 古 歌 に 千鳥 の 廊 字 が 往々 を 見 へ て の る の で 、 ZERO? 

の で ある 。 光 も 此 時 は 國 後 控 捉 の 二 島 の みて で 、 千 島 較 の 名 を 附け 

られ た の だ 。 

(5) Jw HOMO RE 

北海 道 の 郡 も 、 追 名 國 名 と 共 K 松 浦 武四郎 の 撰 ん だ の で 、 其 撰 ん 

だ 内 、 唯 善 報 郡 セ ン ポ ー シ 郡 ) が 控 用 せら 5 れず 、 大 入 郡 を 十勝 川上 流 

Ee Ze, PROMTBL, hI LINMBe Bu RA, BS KRG 

MOR Ci db THOR MADLAL PE BNC ih HA, bi, #8 

訪 島 は 其 郡 内 著名 の 地名 を 探 ヵ 津軽 郡 は 國 更 の 注 軽 津 の 名 に ょ 』 り 5) 

檜山 郡 は 基地 方 に 檜山 ある に より 5、 個 志 郡 は 俗 に 西入 箇 村 と 稀 へ 

し 西 の 訓 を 個 志 と 二 字 改め 人 和仁 名 し た る も の て ある 。 後 志 、 脆 振 、 昌 

三國 は 何れ れ も 共 場 所 を 甚 供 郡 と な し 、 漢 字 を あて は め だ の て 、 

EFF ATFADFALELTI RES rTe22 END ua, 

wt Wee LL SEHBIBITFTRISELRAUTE HERR, GH IT 

LMoOoRMBKvoARACLAW ZH BRO=L MAELO % 

ERD LL. 2 A AT Re ALR ON OD & Ge 72, KO BY US ie 

DIMEIESMOATEERT BES, KMD hve ic KC wie 

I, EN OTM RY eo KAHN TEEBHTELE RAKEBOM 

fet ICL OTCRAEMA EMO FENG BIEN TASK, AiR 2 

RO>=MIXTEA OG ® RIL. WiC IHM CRASS Me RU 

Mm BR Ae Ml CREA RR RU, OT BC Is de 

$55 (5. BM Be AN, Fe GE Le A IL TE HE Ob = BD UT FP Hl) SB aL 720 
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郡 名 は 大 体 ア イヌ 語 C、 漢 字 を 営 て は め だ の て ある 。 其 和 名 K 係 

る も の は 、 渡 鳥 國 の 表 田 、 上 磯 、 騙 島 、 津 軽 、 檜 山 、 個 志 、 後 志 園 の 高島 

AF AO EN, KBD il, BN, + BO pa oR, we, Ei, 

釧路 園 の 川上 合せ 十 五 郡 て ある 。 

(6) Jt HOME OB 

FBI FAA HCL BM CMe BHA LGOMM, BU wi 

ARATABCHSORBERARRBHOOT. STILATEME & 

SAK SHSMORDRUS6N CH 4. OR BH ik, 

FALE AL RIE REA ERMC I Ob. LA ABRAM BY 

千島 図 に 併せ 、 得 撫 、 新 知 、 占 守 の 三 郡 を 貴 く 。 

明治 十 二 年 七 月 、 郡 司 編 制 法 に ょ 5 り 、 渡 島 に 函館 屋 、 石 狩 園 に 

AL BERR TE to 

HmetrOeeAa, ERR RS Ee fe C HBR e LZ 

X Hi) SS BUH HER ee UC, at Sd BBE A Pit A BFL Ro 

明治 十 入 年 一 月 、 REMY 2 zB TFTEBTHALTER 

郡 と し な 。 

明治 三 二 二 年 九 月 、 屋 制 施行 地 を 指定 し て 、 礼 幌 画 館 二 島 の 外 

Bi iC SH & i 65 

MRZrTrAEIA,TBRERMIHELT TR REOL MBE 

& fF L To 

以上 の 外 、 PA ORBMICBDAH SA fe bOH VD 5. EE 

に は 記さ な い 。 (河野 常 埋 ) 

北海 道 に 於 ける 徒党 土 

理 抑 士 佐藤 停 滅 氏 は 地質 調査 所 報告 告 第 三 十 一 細 に 於 て 本 邦 夏 

et Mt MT SRE, BRYN db, KITAKÄDEELD 
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MER ZCEBAGH MRA RAN DE LI A eK 

A. Pampely & OD IH DO AIR EN ON AM CHR SH=K BR 

は Coceoneis, Coseinodiseus, Epithemia, Eunotia, Stephanodiscus, Synedra 3 X 5 な 

De OL AD A MEP OK, He MOYO EAR ee 
達し 多少 粘土 を 混 じ 不 純 に て 瀬棚 産 の ゃ の を 軸 人 Dr, Josef Pantocsek 

氏 の 調査 せる 虎 に よれ ば げ Amphora, Coseinodiscus, Diatoma, Eunotia, Fragi- 

laria(2), Melosira(5), Navicula(5), Stylobiblium(6) の 久居 二 十 二 種 よ りな 5 渡 

島 國 茅部 郡 血 尻 村 大 字 人 能 泊 の も の は 三 ケ ヶ所 に 吉 出 し あり て Synedra, 

Pinnularia, Cyelotella, Coseinodiseus, Epithemia, Navicula I 5 AH K EA RX 

Bi HG GE PF He © Ai WL GE GEL RS SD IE Biddulphia, Ceratautus, 
Cocconeis, Coscinodiscus, Dycladia, Grammatophora, Navicula, Paralia, Synedra, 

Terpsinoé, Triceratium ZI 56 % b KEGEL we & LT tk Campylodiscus, Cosci- 

nodiscus, Navicula, Rhabdonema, Rutilaria & % 6 dé AL PY Aa cE WH PM IE IT He I 

qh (42 vy HE ERD FRE GB U2 72 S MD [F Clavicula, Coscinodiscus. Navicula X 

DRS KM LAHORE UC PROHEFZALOAI LA A. EH 

WICH CUM bh RD Me SYD S HH AH YE I AB HE A IT AP Ue 

WE C im RG Lb I — BAO FB iy Hh ic Be LOA EA LC OP 

ZRDOERZRL. ED ae Zo IK BIN ADD De 

Be id HK ) 



本 = VE 事 

(自明 治 四 十 三 年 二 月 吾 明 治 四 十 五 年 三 月 ) 

例 @ 

ABELIATERIUTZLOoO ı  NRF TER NH IS ZB L OD LU TR FR 

EER-ERTERFTSZIENKLESHRURHRETIHTKOMLo 
OS r=sB BBAHTSFSZAZTRHRASFESELRT 

¢ 

REOoWMHRi-c HAT ES+t Af EZ 

KBOBeFi- FF 2-=z=ORR | Soe Ee Aa HH 

OfFaHatT+tTAM 同年 三 月 十 三 晶 開 含 

= つ の : u. ん EE で B+ WHAFKES 

LHEMOMTHARKOHAL HEL ORE 河 Fs 2A 

O 第 百 五 十 五 回 HAH tTthin 

MOAB IA RT 228 8 8 HZ 

ARWOMAIC Kt T 42 + KF La 

OfSHHTAR 同年 十 月 日 開 人 

逢 大 の ツン ドラ に 就き て B2+ Be- ex 

FSILRUZBRHLoE> FE 8 HS & FA 

O 第 理 五 十 上 同 AFt-AToame 

北日本 に 於 ける 歴 東 類 及 雨 接 類 橋本 周一 距 君 

Hr if + ” At ti A HOD BE i- RIT 農 & 

oOo#s RTAH A#er-AßbBe 

HEA RU AZRHOZHA S2SR+t AH A RA 

O 第 百 五 十 九 回 明治 四 十 四 年 一 月 二 寺 一 日 閉 含 

本 道民 布 業 の 浴 革 Hr es aa 

O 第 百 六 十 同 AHF - ATA 
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O 第 

選 を 

KRESHRHMIFTETZBGHELKST RSE = 

KPELBY 6 2 mV Bes Fe Be ies 

ONS Hr 同 。 年 = At ME 

REI RU 4HA WM MOM EI Ms T By :: 

日 本 産 か まほ ま きり も どき 科 = M] 

o®,srr=B AeA 

F BI & Je te Ww BE as 

i a BG ee RL © ae a SE 松 

Of BATFE in] 42 SA OBA 

fi O PE WG IS BES Be Stee sept 

食物 の 貯蔵 Bar = 

Of BATA fl 4e OA OB 

ie WG D HE WW Be Be US HE wm HE Be ae 

淫 生 葉 の 葉柄 の 長き の 調節 TER TER 

O 第 百 六 十 五 河 A#=r-AÄBH® 

ZEIT Ma & +t % 

AD BB We Ei -E ’F 

Of FATAL 同 。 年 fe =H 

マッ ヵ ゎ 9 = プリ の 植物 分 布 に 就き て 丁 

Hove FE oh eR IG Ik TF mR aut mM 

Ge o +e es Bee oe ape = Aaa) bare 

MERMAOLARPCK AT OEM MEN 宮 

OB AA TAB He= AnrA AB @ 

Ze ns == AR NSS Se ie OF AD lS Bie! YS See oe 

北海 道 博物 年 表 河 

= je Bam mMEzE- At - 8 ee Ge at Rh 

7 3k HR KD Mo Lo 

® 長 (pe Goes Tap 通信 書記 “= He fa 

tk = HE ae ot 藤 誠 uk = Br Al 中 義 鹿 

浦 道 

iG R 

中 53€ 

HE 

HOS 

Be aK 

漂 

RE 

BP 直 

2 ZS 

IE 

田 % 

松 

FE 

No 

Da: 

Ae 

ny 

24 

IH 
yr 

ty 



本 ® au 事 

RKIERESEHPFEFR FE EHER RER KIT KET 

Oo#5-+-B 

BEAZRUHNOKEARTS 

BGR OCR BOXBAAIAE 

® & mo De 会 抱 基 

合計 幹事 田 中 義 E 

明治 四 二 五 年 一 月 三 生 日 開 信 庶務 舎 

妥 正 現 明 は 別に 之 を 揚 り た る に は 

ERXO tM Lo 

EE iS SF 

mS eS 

FE Rm & 

-— te 

通 ff ww i 信 

に ae ie BE = 

2ER 松村 松 FA 

明治 四 十 

BAM st KOBRA Ue Yo 

HEI RUZ SRR 

BD A 

ES SZEHZAI- BLESDEHUV Fo 

新 A 
= 

= 員 

(明治 四 十 三 年 二 月 以降 ) 

本 同 #—-CDHARTRR A 

[BAD i) AWPSee 

AW ARG RALFAAZ BAKER 

大 S fE) RAL AAKSARALDS 

SAME HE Habit MKS RAAB E 

Se HEART AABSRAKSSE 

Ah SHC HULTAAKSBAAKLZEE 

中 本 

AR 

f= GE) iE IEE FBI BT 

ZECHE) LJP Bee 

A> ARC Rakai AKER KD SH 

FD REG) HAF AASRAKLVFS 

佐藤 SBGDABPBRS SKERRE, 

1 正 ORT eKeeaAS GER 

FEF =F CHE) ak i BAK SRAK BD SH 

= B&B BGR) HRLTRKZEAKS 

AASZ iE) RAL FRASER AST 

三宅 

仲 尾 政 礁 正 ) 東 北 常 園 大 學 農 科大 欧 助 手 

BZ 正夫 ( 正 ) 東 北 帝 園 大 學 農 科大 移 助 到 遂 

FHA ARE iE) HAL H# BA BERASDAE 

= 合 

a 本 ICHRETÄRERHAEUNF 

HCD Akt BKSRAKSYF 

富岡 ABGE MMR SRAS 

AB RC) ae) See 

宮部 MKC Mitt AKSRAASSE 

加藤 TE RECHE HL F#RASRAASESE 

金田 iE) RAF RASRAASSSE 

直 、 天 野 直 枝 

HERCE) Blt # HALERAENEZ 

91 

to E35) CBE 

JEN 

BReE- A KTS BAB LIV RARS REE RKRCAE RA 
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N a 

HEMFER-ZÄBUMEELEETZAAEKOHLAFUGN ABLE 

Iti O) Ae H tt Yo 

Wa B ii) JF 52 JS fr KK i a A We =E 2 WK 

we @ 員 = i FA WK HE @ Bi i A BR — BK 

退 @ A 

役 a 

(正明 治 四 十 五 年 二 月 球 大 正二 年 一 月 ) 

@ RR 宮部 金吾 

庶務 幹事 OH ak TK Hy 6A 

@u#3 At &E AD 近藤 金吾 

編 甲 幹事 HER ab 生 本 8 

同 天野 直 枝 
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札幌 博物 & 規 則 

(明治 四 十 五 年 一 月 改正 ) 

Bee 名 BR 
第 一 條 本 會 ラ 札幌 博物 學會 ト 稀 ス 

Sam H 的 

第 二 條 AG ’BN- HB. HDs. BER EHS,/ ABA? 

A 

員 正 會 員 及ぼ ど 准 盆 員 トス 

H=-NETFBZA= DI EEE 

研究 スル — 

ーー 
ーー ー 
ーー 

ee 

=m te 

第 二 條 名 

PETE I 

第 三條 HWSER-KeaVG 

= 依 7 其 事業 ヲ ラ 援 助 と シモ ノラ ョ 9 推薦 スシ モノ トス 

SBME 正 會 員 及 ど 人 准 會 員 第 二 章 第 一 條 クノ 學 科 ラ 専 攻 シ 莉 

BBEBRUSBETFRFIT TER TFA 

EE2EIZAW SL 

a € 
a5 

JHRYSRB YZ EHRZFE 

デア oi m N 

FR Ar TET AH 

» ay BR = 

a ti. fi 正 會 員 > 役員 

“SET =: = 

Hea EAVEBRe 

第 七 條 SE- SH „MT EST IASHE BE 7 BF AY a 

A 

E78 

Erik 

r 75 

第 四 章 ASke BEA 

第 一 條 名 艶 俊 員 … 総 全 = 誠 テ 出席 症 員 三 分 ノ 二 以上 ノ 同 意 

テ 之 レラ 推薦 ス 

圧 助 會 員 > 役員 會 ノ 決議 = 依り 推薦 ス 

Ar VYF7AgBerı  kzr = )’» FH 

第 二 tk 

第 三條 EBS XM > iff 
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一 名 ノ 紹 介 ラ 以 テ 本 會 = 申 込 ょ 

N, 

第 V4 條 

an 

第 五條 

BS 7S NK 

ケ ノ 義務 

MT 

第 一條 

編 RE Ge 

第 二 Kk 

第 三條 

Er 

第 四 條 

BH. tk 

第 六 條 

y 

第 1k 

FR 

第 入 AE 

ヨ me 

= — te 
第 二 We 
BE? 
b? a 

es = 

A @ 

K2zre > REA 

RK & 7 WARS Fre {\ 

EIER 

ik fr i Ay eo 

m TE — ンク us 本 和合 ノ 名 豊 ヲ 損 ス 
meh EES er 

N is 

7 Bape Ye >73. 

と ヲ 除 名 

本 會 へ 役員 トシ テ 會 長 一 名 、 庶 務 幹 事 一 名 、 

事 二 名 ヲ ラ 置き 更 = 幹 事 科 有馬 若 干 名 ラ 軒 タク 

RAT I ER T Ts 

HE XS Wt Ht > SEG i Bk ATR 7 RER eh = 

家計 幹事 会 銭 ノ 出納 及ぼ 資産 ノ 保 管 う 掌 

i RRR SR HER eR TMB TE 

MAA m7 Ar y+ AMT = M7 

v 7 je BL 

EARKT IF Rv er TEA RK UEK TFT 

Hz 7 ERX 

TRZ 7 RER 

Bre bh + oR 

iit A > @& Av a y 
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MATERIALS FOR A FLORA OF HOKKAIDO. 1. 

By 
LIB 9 

-K. Mrvase, SD, Rigakuhakushi, = 
and G 

Y. Kuno, Rigakushi. 

While engaged on the preparation of a Flora of Hokkaido or the group of 

Islands better known by the names of Yezo and Kuriles, we have come across now 

and then with the plants which are either new to its Flora or very imperféctly 

known. The results of our study on these plants will be published from time to 

time under the above title. 

In order to give a fair understanding of the distribution and variation of some 

of these plants, we are obliged to refer in We following notes to plants belonging 

to adjacent floral regions, especially to those of Saghalin, Kamtschatka and Northern 

Nippon or Honshu. All the specimens cited in this paper marked with an exela- 

mation point are preserved in the Herbarium of onr Botanical Institute. 

1. Delphinium brachycentrum Ledeb. in Fl. Ross. 1.p.60. (1842); Regel, 

Pl. Radd. 1. p. 66. (1861). 

ignota. Caulis 10-poll. altus, distincte striatus, ascendens, teres, villosus, 

co pilis deorsum curvis sericeis. Folia radicalia ignota. Folia caulina membranacea, 
ーー 

longe petiolata, petiolis sericeo-villosis, 4-5.5 cm longis, basi subdilatatis, ambitu 

= profunde cordata, 2-5 cm longa, 3.5-4.5 cm lata, 5-7 partita, partionibus ambitu 

— 
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rhombeis basi late cuneatis, profunde pauciserratis, apice saepius acutis vel acuminatis, 

subtus dense, supra parce villosa; inferiora longe petiolata, parviora; superiora 

breviter petiolata, petiolis laminis brevioribus, saepius tripartita, summa ad bracteas 

mutata. Bracteae inferiores caulina superiora aequantes; superiores angustiores, 

lineares vel filiformes. Rami breves, villosi, pauciflori (saepius 1-2-flori), pedicellis 

apice cum bracteolis 2 filiformibus floribus brevioribus. Flos cum calcari 4.8 cm 

longus, atro-cyaneus; sepalum superius maximum ovato-lanceolatum apice acumina- 

tum; lateralia 2.3 em longa late elliptico-lanceolata ipso apice tamen obtusa, basi 

rotundata ; inferiora 2.5 cm longa, ovato-lanceolata, apice acuta, basi cuneata. Petala 

superiora 2, aequalia, non alata, 2.5 cm longa, discolora, basi unguiculata, apice 

obtusa, emarginata; inferiora 2, aequalina, 1.8 cm longa, spathulata, apice imperfecte 

bifida, intus parce barbata. Filamenta 28-30, subulata, nervo parce piloso; antherae. 

glabrae oblongae. Germina 3 staminibus breviora, dense villosa, stylis nudis. Fru- 

ctus nobis ignotus. | 

Nom. JAP. Chishima-hiyenso, (nov.). 

HA». Kuriles: Paramushir Island (Tsutomu Sakurai! Aug. 1911). 

Distris. Kamtschatka, and Northern Kuriles. 

In an interesting collection of the Kurile plants made by Mr. Tsutomu Saku- 

rai, a teacher in a common school in Nemuro, on the Island of Paramushir in the 

summer of 1911, there was a well preserved specimen of Delphinium, about ten inches 

in height and with a few large dark blue colored flowers. Notwithstanding of the 

fact, that the genus is widely and largely represented on the Asiatic continent, it is 

noteworthy, that this is the first record of the occurrence of a species of Delphinium 

in the Japanese Archipelago. 

The original description of Delphinium brachycentrum by Ledebour and also its 

supplementary notes by Regel agree remarkably well with our plant, except perhaps 

in the characters of the base of the petiole and also of the lower pair of petals. In 

our specimen, the base of the petiole is somewhat dilated, and the lower pair of 

petals have an irregularly fissured lobe, which appears to us to be accidental rather 

than natural. As our specimen is single and the flowers flt for dissection only two, 

we hesitate in this connection to make a decisive statement on the presence of a 

natural lobe in the lower petal. 

Our plant is also very near to D. cheilanthwm Fisch. and D. pauciflorum Behb. ; 

but it is easily distinguished from the former by its strongly haired stems and 

long-petioled lower leaves, and from the latter by its larger flowers and blue colored — 

lower petals. 

ay 
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2. Polemonium coeruleum Linn., Spec. Pl. ed. 1. p. 162 (1753); Ledeb., 

Fl. Ross. 3. p. 83 (1846-47); Trautv. et Mey., Fl. Ochot. p. 69 (1856); Regel et 
Maack, Fl. Ussur. p. 106 (1862); Herder, Pl. Radd. IV. 1. p. 197 (1873); Brand, 

in Engl. Pfl-reich. 27. Heft (IV. 250) p. 37 (1907). 
Subspee. A. vulgare (Ledeb.) Brand, |. e. p. 38. 

P. coeruleum Linn. a. vulgare Ledeb., 1. e.; Trautv. et Mey., 1. ¢.; Regel ‘et 

Maack, 1. c.; Herder, 1. e. 

Var. a. yezoense Miyabe et Kudo, var. nov. 

Icon. T. Iwasaki, Honzo-zufu 18. fol. 21. (1829). 

Caulis erectus, striatus, multifoliatus. Folia glabra, breviter petiolata, petiolis 

basi subdilatatis, margine minute ciliatis; foliola ovato-lanceolata vel lanceolata, 20- 

35 mm longa, 8-12 mm lata, apice acuta vel acuminata, basi saepius rotundata. 

Infloreseentia thyrsoidea vel corymbosa, laxiflora, pubescens, puberula, plus-minus 

villosa vel canescens, semper glandulosa. Flores magni, corollis 22-25 mm longis, 

lobis obovatis vel elliptico-ovatis, apice rotundatis vel emarginatis. Calyx leviter 

villosus vel puberulus, pilis plerumque eglandulosis vel rarius glandulosis, demum 

glabrescens. 

Nom. JAP. Yezo-no-hanashinobu, (nov.). 

Has. Hokkaido. Prov. Oshima: Kakkumitoge (Y. Tokubuchi ! Aug. 21, 1888). 

一 Prov. Shiribeshi: Mt. Raiden (S. Ishikawa! June 11, 1897), — Prov. Ishikari: 

Sapporo (S. Tanouchi! June 1889; K. Miyabe! May 1880; Y. Tokubuchi! June 

1, 1889).— Prov. Tokachi: Puka Riv. (Y. Obanawa ! June 18, 1892)— Proy. Hi- 

daka: Shoya (Y. Tokubuchi! Aug. 17, 1892); Shibuchari (K. Miyabe 1 June 16 

1884). 

Distris. Endemic. 

The present variety is easily distinguished from the following by its larger 

conspicuous flowers and loose inflorescence. Perhaps it is the most beautiful among 

the varieties of Polemonium coeruleum, deserving the attention of horticulturists. It 

is distributed in the southern and middle provinces of Hokkaido, and is especially 

common in the vicinity of Sapporo in the alluvial banks of a river. 

Var. 3. racemosum (Regel). 

P. coeruleum Linn. a vulgare Ledeb. lusus 2. racemosum Regel, 1. e.; Herd., |. 

c. p. 199. 

Caulis teres, erectus, striatus, simplex, 60-80 cm altus, internodiis plerumque 

elongatis, 6-12 (3-17) cm longis, paucifoliatus. Folia radicalia minora, cum petiolo 

ca. 10 cm longa, petiolis basi dilatatis, margine non eiliatis, plerumque 3-4 cm 
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longis; foliola 23, sessilia, lanceolata vel ovato-lanceolata, apice acuminata vel acuta, 

10-12 mm longa, 3 mm lata, utrinque glabra : caulina inferiora longe petiolata, cum 

petiolo 6-10 em longo 11-18 cm longa, foliolis lineari-lanceolatis vel lanceolatis, 23— 

27 in numero, apice acuminatis: superiora breviter petiolata vel subsessilia, 3-7 cm 

longa, foliolis linearibus apice acuminatis vel acutis: summa ad bracteas mutata. 

Bracteae sessiles minores pinnatae vel pinnatifidae. Inflorescentia cymosa racemifor- 

mis vel rarius thyrsoidea, glanduloso-pubescens. Flores parvi, breviter pedicellati. 

Calyx puberulus, leviter villosus, pilis nonnullis glandulosis, lobis angustioribus, 

apice obtusiusculis, tubo longioribus. Corollae 14-16 mm longae, lobis elliptico-ovatis, 

apice rotundatis. Stamina corollae paulo breviora. Stylus corollae longitudine, ple- 

rumque apice 3-fidus, rarius 4—fidus. » 

Nom. JAP. Kushiro-hanashinobu, (nov.). 

Has. Hokkaido. .Proy. Kushiro: Hamanaka (K. Miyabe! July 4, 1884); Shi- 

takara (Sukeo Ito! Aug. 1895). 

Saghalin. Toyohara-district: Toyohara or Vladimirohuka (K. Miyabe & T. 

Miyagi! Aug. 22, 1906.); Dalni (T. Miyake! June 29, 1906).—Shikka-district : 

Shikka (K. Miyabe & T. Miyagi! July 23, 1906). 

DrsTRrB. Amur- and Ussuri-regions, Saghalin, and north-eastern part of Yezo. 

This is a distinct variety with the smallest leaves as well as the smallest flowers, 

which are generally arranged in a racemiform cyme or thyrsus. The length of the. 

corolla including the tube is only about 15 mm. According to Herder (Pl. Radd. 

l. e. p. 199), Regel once gave to the plant the name, var. parviflorum, which is 

probably more appropriate than his published name, var. vulgare, lusus racemosum. 

The diagnosis given by Regel for the plant, though brief, is so well delineated, that 

we do not hesitate to include our forms from Kushiro and Saghalin, and also those 

from the Amur-and Ussuri-regions under the one and same variety. 

In the specimens collected at Shikka in Saghalin, the lobes of the corolla are 

mucronate at the apex, although in other characters we could not find any point 

of difference from the present variety. 

In one of the specimens collected in Kushiro, all the flowers are provided with 

a 4-lobed stigma. Such an anomalous case has already been observed in some species 

of Phlox and Gilia, but as far as we know, the fact is new in the genus Polemoni- 

um. 

Var. 7. laxiflorum (Regel). 

P. coeruleum Linn. a. vulgare Ledeb, lusus 1. Zaziflorum Regel, 1. c. ; Herder, 
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Caulis erectus, solitarius, teres, simplex, striatus, foliatus. Folia caulina deorsum 

longe sursum breviter petiolata, petiolis glabris, basi subdilatatis, margine non 

ciliatis ; foliola sessilia, ca. 25, lanceolata, opposita vel alternata, apice acuminata, 

20 mm longa, 4-5 mm lata: superiora breviora, foliolis paucis, angustioribus : summa 

ad bracteas mutata. Bracteae sessiles, saepe pinnatae vel pinnatifidae. Inflorescen- 

tia laxiflora vel densiflora, ramis inferioribus elongatis, glanduloso-puberula. Flores 

mediocres. Calyx plus-minus canescens, rarius pilis albis mixtus, plerumque eglan- 

dulosus, demun glabrescens, lobis acuminatis tubo longioribus, fructifer auctus 10- 

12 mm longus, lobis tubo paulo longioribus. Corollae 17-22 mm _ longae, lobis 

elliptico-ovatis apice rotundatis. Stylus corollae paulo brevior, staminibus longior. 

Nom. Jap. Karafuto-hanashinobu, (nov.). 

Has. Hokkaido. Prov. Kitami: Rebun Island (K. Miyabe ! Aug. 23, 1394). 

Saghalin. Todomoshiri or Kaibato : Tomarizawa (T. Miyake ! July 23, 1906); 

Kotan (T- Miyake! Jnly 24, 1906); Shimizudani (T. Miyake ! July 26, 1906). — 

Mauka-distriet : Tokotan (T. Miyake ! June 22.1907); Tobutsu (T. Miyake ! June 

27, 1907); Notasan (T. Miyake! June 28, 1907). — Odomari-distriet : Menabetsu 

(T. Miyake! July 3, 1908). — Toyohara-distriet : Galkinovlaskoe (T. Miyake ! July 

11, 1906). — Shikka-distriet : Makunkotan (K. Miyabe & T. Miyagi! July 22, 1906). 

— Nayoro-district : Sorokai (K. Miyabe & T. Miyagi! Aug. 13, 1906) — Russian 

Saghahn : Alexandrovski (M. Takamatsu ! July 30, 1905); Pilewo (Miyabe & Mi- 

yagi! Aug. 13, 1906): 

DisTeis. Amur-region and Maritime Province of Siberia, Saghalin and Rebun 

Island. 

‘The present variety is quite common in Saghalin, where it is most widely dis- 

tributed. It is, however, not yet collected in the main island of Hokkaido, being 

known only from Rebun. Its general characters are intermediate between those of 

thetwo preceeding varieties. The flowers are of medium size, and are not so loosely 

set as in the var. yezoense. 

In our floral region, at least, the present form deserves to be treated as a 

distinct variety together with two others already described. 

Subspec. B. villosum (Rud.) Brand, 1. e. p. 38. 

P. villosum Rud. ex Georgi, Beschr. Russ. Reich. 3/4. p. 781 (1800). 

P. acutiflorum Willd. ex Roem. et Schult. Syst. 4. p. 792 (1819); Benth. in 

DC. Prodr. 9. p'318 (1845); Eastwood, in Bot. Gazette 33. p. 286 (1902). 

P. coeruleum Linn. 3. aeutiflorum Ledeb., 1. e. p. 84; Trautv. et Mey., l.c. p. 
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69; Regel et Tiling, Fl. Ajan. p. 112 (1859); Herder, 1. c. p. 201; Kurtz, in Engl. 

Bot. Jahrb. 19. p. 399 (1895). 

P. coeruleum Koizumi, in Tokyo Bot. Mag. 25, p. 218 (1911). 

Nom. sap. Ayokuchi-hanashinobu, (nov.). 

Ha». Saghalin. Toyohara-district : Takinosawa(T. Miyake! June 29, 1906); 

Sekiguchi-toge (T. Miyake! June 30, 1906); Osaka (T. Miyake! July 1, 1906). 

Behring Sea Region. E. Siberia: East-Cape (H. Hashimoto !, alias Yokoyama, 

Aug. 4, 1907); Anadyr (N. Hashimoto! Aug. 14, 1907); St. Lawrence Bay (N. 

Hashimoto ! Aug. 8, 1907),— Behring Island (N. Hashimoto ! Aug. 26, 1907).— 

Alaska, Nome (N. Hashimoto ! Aug. 6, 1907). 

DrsrsrB. Eastern Siberia, Saghalin, Manchuria, Aleutian Islands, Alaska, and 

British North America. | 

Although we have followed here the monographer Brand in the nomenclature 

of this plant, yet we could not help thinking that the present subspecies may be 

worth after all of a specifie rank, especially when we examine a large series of 

specimens collected from the regions around the Behring Sea, the original home of 

the plant. An acute deltoid tip of the corolla-lobe and shaggy-haired calyx are 

very characteristic. The corolla-lobes, as they fade in color, often leave behind 

deeper colored spots giving to them a fine punctate or mottled appearance. The 

last mentioned character is also observable in the Saghalin specimens. 

Brand seems to have considered the Saghalin Polemonium to be entirely of 

this type. The examination of a large number of specimens collected by Messrs. 

T. Miyake, T. Miyagi.and one of us in different parts of Saghalin shows an inter= 

esting fact, that the villosum-type is localized around a small area in the central 

portion between Mauka and Vladimilovka. The most common form in Saghalin, 

as has already been stated, is of the var. lawiflorum, and next to it the var. 

racemosum. 

3. Polemonium humile Willd., ex Roem. et Schult. Syst. 4. p. 792 (1819): 

Peter in Engl. et Prantl, Nat. Pfl.-fam. IV. 3a. p. 52 (1891). 

P. pulehellum Bunge, var. humile Ledeb., 1. c. p. 84 (1847-49). 

P. coeruleum Linn. var. humile Herder, 1. c. p. 202: Kurtz, 1. e. 

P. lanatum Pall. var. humile Brand, 1. e. p. 40. 

Nom. JAP. Hime-hanashinobu, (nov.). 

Has. Hokkaido. Prov. Chishima or Kurile Islands : Shumshu, in the vici- 

nity of Bettobu (S. Yokoyama ! Sept. 22, 1893). 
’ 
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Kamtschatka. (S. G. Littledale ! 1900). 

Distris. Widely distributed in the arctie and subarctic regions of Europe — 

and Asia, from Spitzenberg to Kamtschatka. 

Our plant, even when fully matured, does not attain the height of more than 

15 em. The base of the stem is villose, and leaflets are ciliate on the margin but 

not glandular. Pedicels are generally longer than the length of calyx. The upper 

flowers in an inflorescence have often a shorter pedicel, while the lower flowers have 

always a longer one. 

Botanical Institute, College of Agriculture, 

Tohoku Imperial University, Sapporo, Hokkaido. 

Dec. 25, 1912. 

摘 要 

LEBRDEYTHRSYARBS.,. ASMROBAYr MEATS 

Bb. RKRSRULBHRYSONT4BR. FLUC EERBKRE SN 

だ る も 、 ZERLERTELZAZIIDTEBTZEHSKALE RTF 

等 植物 研究 の 結 果 は ほ 、 洋 大 北海 道 植物 志 料 な る 名 目の下 に 礁 表せ 

Ato HBROPHPROSHYrBRLADBBSA. tHEBCKRE 

PSRMADBHDMRRMRTSBSH ONXLo 

1. Delphinium brachycentrum Ledeb、 ち し えい は る ん さき う ( 新 類 ) 

多年 生 章 本 に し て 、 BIRO Fs ZUESR-ELZEIEHH I EB). CU 

US, 5 cc DC. ZEE Harz). 本 種 は 1S# ま 2 年 坪 入 レー デ ギ ー ア に まほ 

り 、 新種 と し て 枝 奏 さら れ た る も の に し て 徒 楽 軍 に ヵ ュ ムチ ヤ ヵ 地方 より 知ら れ た 

る も の な 9 し だ た だ 、 振 に 本 種 の 一 末 埋 地 を 如 へ た る も の と す 。 Bi EN KKkENH 

BARBER. BBUNSZLCOUNEL. FRAKRHBEEKZAETSEAMSE TLR. 

GHBOBRL AI. RHEE -BARRIM~Hr74ARO EI 

FRBEOTBREEIRTAEL. SRE FErsnrs~eOunkt. Rin 

KOBSBARH To 

2, Polemonium coeruleum Linn. ほな し の ご 

北海 道 華 に 欄 大 に 電 す る は な し の は 、 Sl OBRBAZUANI. HEMEL 



104 SRL LER eR I 

DOXHEKEKTI N KORARML THAR RCKHML. 更に 著者 の 見 

Mite. HHMI RM SRA BELA TY. 

Subspec. A. vulgare Brand. 

Var. a. yezoense Miyabe et Kudo. % FILA UO RU FH) 

Bod |. — MBM IC LC. ER ORR CZ. BOKI- CHPORMA BK 4. — 

thi hil LHS BROD CP, OBB N ET BBR ZOAR ET. + 

BORFUBU BI-BY RC FHL. KOEOSBRNDZ BWCUAKRLORFRZH 

に 及ぶ も の な か る べく べく ̀ EUTBEHMELTERUSBS AN に 扶 る べし 6 

Var. ß. racemosum (Regel) Miyabe et Kudo. ¢ LAIL RL OD RA FF) 

ue OD 8B (LAE MESH IS CLO. 樺太 に て は 豊原 章 に シッ か ヵ 地 方 に 分 布 す る の み 

Mod, ABI TUTBEULRURNHEHFLIEV EIFAAlL, Anz MF 

な る ぁ る 小葉 、 綿 舌 花 序 に 類する 有限 花序 等 は 易 す く 他 と 攻 別 し 得 べ き 要 器 と な す 。 

Var. 7. laxiflorum (Regel) Miyabe et Kudo. ヵ ふら ふと は な し の だ ぶ ぷ ぶ ( 新 稀 ) 

基 性 質 前 二 者 の 中 間 に 仁 し 、 和 樺太 に 最も 普通 7 る も の に し て 、 西 海岸 、 閣 馬 島 、 

大 泊地 方 、: 敷 香 地 方 、 霊 領 樺太 等 を 経て 、 遠 く 杉 龍 江 地 方 章 に 油 海 酒 地方 に 連結 

する 織 種 に し て 、 FERMI CUB RR BCR ONT ADA 

Subspec. B. villosum Brand. 3 くち は な し の だ ぶ ぷ ぶ ( 新 稀 ) 

前 出 の 三 締 種 は 花 導 の 上 和牛 部 路 彫 形 を 呈し 、 従 ひ て 第 一 亜 種 に 属す べき も の な 

ned, RRM bY Ci, CMROLPRAAKASAL. St RW ARAOREAE 

El. EC RMROMM <- VV TBM RSC RT Se On AR. HIBEL 
CMMIT Rs MABRAMI BETZ LOR. Bri hODMM~ RUTYIZF4O 

な Yo 

3. Polemonium humile Willd. uv ¥% Ik UL D KH) 
PRISER RERAICL CI. B&AT. ZUBEILTHRIESV HB 

RUBE LGA BAK LMM I EHV, BBC HSAZELARAACHTO Ba 

MSM sZ LON, FRESFRMMOAAF YP HI CHE C6HnRZLODTH 

Yt. SEI BC Be RE A it MH OO fh M I TF Hi To 



AA EMMA ORF (第 一 報 ) 

Bar RZEXxXS8 

ERSTER BEITRAG ZUR KENNTNIS DER 

JAPANISCHEN PLECOPTEREN. | 

Von 

H. Oxamoto, Nogakusi. 

(Mit 33 Textfiguren) 

Vorliegende Arbeit enthält japanische Insekten zweier Familien (Perlodidae, 

Perlidae) in der Unterordnung Subulipalpia der Ordnung Plecopteren. Ich fühle 

mich genötigt die ganze Arbeit der japanischen Pleeopteren in zwei Abschnitte zu 

teilen, die nächste Arbeit soll die Unterordnung Filipalpia enthalten. 

Aus Japan sind bisher nur einige Arten der Perlodiden bekannt, die kürzlich 

von Fr. Klapälek behandelt und beschrieben wurden,” nämlich Megarcys ochracea 

Klp.. Areynopteryr compacta M’ L. rar. pusilla Klp., Isogenus nubecula Newm., und 

Isogenus scriptus Kip. Durch Untersuchung der Sammlung der landwirtschaftlichen 

Fakultät der Tohoku-Universitat zu Sapporo und meiner Kollektion fand ich noch 

fünf neue Arten. Sie verteilen sich auf drei Gattungen und drei Untergattungen, 

worunter eine Untergattung (Suzukia) neu ist. 

Die Mitteilungen über die Perliden-Fauna Japans verdanken wir F. J. Pictet。 

R. Mac Lachlan, J. G. Needham und Fr. Klapälek. Im Jahre 1841 hat Pictet 

drei japanische Arten publiziert.” Mae Lachlan führt in seiner Abhandlung 6 Arten 

der Gattung Perla an” und seitdem ist nur eine Perla tennina Needh. beschrieben 

worden” Ferner hat Fr. Klapälek im Jahre 1907 in einer erschienenen Arbeit im 

1) I. Fam. Perlodidae (Coll. Zool. du Edm. Selys Longs, Fase. IV. Plecoptera 1912) 

2) Fam. d. Perlides 1841. 

3) A sketch of our present knowledge of the Neuropterous Fauna of Japan (Trans. Ent. Soc. 

Lond., 1875.) 

4) New genera and species of Perlidae (Proc. Biol. Wash. 1905.) 
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ganzen 17 japanische Arten veröffentlicht,” darunter sind 10 neu. Hiermit ist jedoch 

die Zahl der in Japan einheimischen Arten bei weitem noch nicht erschöpft, denn 

aus meinen bisherigen Untersuchungen geht hervor, dass in Japan nicht weniger 

als 44 Arten vorkommen, von welchen 27 neu sind. Sie verteilen sich auf 3 Sub- 

familien und 7 Gattungen, darunter ist eine Gattung (Nogiperla) neu. 

Es ist mir eine angenehme Pflicht an Herrn Prof. Rigakuhakusi S. Matsumura, 

der mir das reichhaltige Material der landwirtschaftlichen Fakultät der Tohoku- 

Universität zu Sapporo zur verfügung stellte, meinen tiefsten Dank auszusprechen. 

Die Figuren sind von meinem Freunde, Herrn T. Tobe nach Typen gezeichnet 

worden. 

5) Ueber die Arten der Unterfamilie Perlinae aus Japan (Bull. intern. de TAcad. Sci. Rohéme 

1907.) 
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Ord. PLECOPTERA. 

Subord. Subulipalpia, 

I. Fam. Perlodidae. 

Uebersicht der Gatiungen und Untergattungen. 

1 (4). Zwischen dem Radius und Sektor unregelmässiges Adernnetz. 

2 (3). Queradern wenigstens bis zur Media entwickelt--------------. Megarcys Klp. 

3 (2). Queradern bis zum Sektor radii vorhanden.----. --++-Areynopteryx Klp. 

4 (1). Zwischen dem Radius und Sektor höchstens nur eine Querader.----------- 

eS a = Isogenus Newm. 

5 (6). Stiel der Zelle IR, so lang wie die Zelle selbst--------------+--- Subg. Suzukia. 

6 (5). Zelle IR, deutlich länger als ihr Stiel. 

7 (8). Entfernung der hinteren Punktaugen vom inneren Augenrade wenigstens 

2/3 des gegenseitigen Abstandes derselben gleich ---- Subg. Dietyogenus. 

8 (7). Entfernung der hinteren Punktaugen vom inneren Augenrande höchstens 

der Hälfte des gegenseitigen Abstandes derselben gleich-- Subg. Isogenus, 

I. Gatt. Megarcys Klp. 

Megarcys Klapälek, 1912 (Juni): Coll Zool. Edm. de Selys Longschamps, IV 

(I. Fam. Perlodidae), p. 7 et 10. 

Dictyopteryx Hagen, 1875: Bull. Geol. Surv. Terr., p. 575. 

Perlodes Banks, 1907: Cat. Nuropt. Ins., p. 10 (partim). 

Matsumuria Okamote, 1912 (September): Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. 

IV. p. 15. 

Bekannt ist diese Gattung bisher nur in zwei Arten, die aus Nord-Ost-Asien 

und West-Nord-America stammen, in Japan kommt nur eine Art vor. 

Megarcys ochracea Klp. 

Megareys ochracea Klapälek, 1912 (Juni): Coll. Zool. de Selys Longschamps, 

IV (I. Fam. Perlodidae), p. 10, Fig. 4 et 5. 

Matsumuria sapporensis Okamoto, 1912 (Sept.): Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., 

Vol. IV. p. 16, Fig. 1(A et B), 2. 

Hab.—Hokkaido (ziemlich häufig), Insel Sachalin. 

Sonstiger Fundort—Sibirien. 
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T. N.--Amimekawagera. 

II. Gatt. Arcynopteryx Klp. 

Areynopteryx Klapälek, 1904: Bull intern. Acad. Scien. Boh., XVII. pP: 
In Japan kommt eine Art und eine Varietät vor, eine Art davon ist neu. 

Uebersicht der Arten. 

Hinterhauptsmakel lang-dreieckig....-.....+-....- ernennen + Jezoensis n. sp. 
Hinterhauptsmakel fehlend ----+.....-....-:.0r220. compacta M’L. var. pusilla Klp. 

Arcynopteryx jezoensis n. sp. (Fig. 1 u. 2). 

Körper glänzend schwarz. Clypeus an den Seiten breit, Augen schmal dotter- 
gelb gesäumt. Hinterhauptsmakel lang-dreieckie. Pronotum mit dottergelber Mittel- 
linie, die das ganze Mittelfeld einnimmt. Beine schwarz, Schenkel an der unteren 
Kante und an der äussersten Spitze dottergelb, Schienen fast ganz (mit Ausnahme- 
der Basis) dottergelb. Abdomen an der Spitze und Cirei schmutziggelb, jedes Glied 
der Cirei an der Spitze dunkler. Fühler schwarz, am Basaldrittel mit Ausnahme 
der 2 Basalglieder braun vermischt, 

Punktaugen klein, Abstände derselben im Verhältnis wie 9:8, M-Linie und 
Stirnschwielen(den Augen etwas näher als den hinteren Punktaugen)deutlich. Hinter- 
hauptsehwielen fast undeultich. 7.Fühlerelied verkürzt. Pronotum beim 人 の fast 
RE kn he parallelseitig, beim 2 

etwas trapezoid nach vorn 

etwas verschmiilert ; das 

Verhältnis der vorderen 

Breite zur hinteren und 

zur Länge beträgt beim 

5 21 %28:2], bemmer 

81 : 32 : 24 ; Vorder- 

und Hinterrand stark 

Dr | .  bogenförmig. Mittelfeld 
oo ーー Bene Ara Re ER ; と : Fi Da i nimmt im ersteren Drittel Ig. Me Areynopteryx Jezoensis D. sp. Fig. 2 

$. Hinterleibsende von oben. +. Hinterleibsende von unten. etwa 1/5 der ganzen. 

Breite ein. 
Flügel hyalin. Nervatur im Vorderflügel dunkelbraun, Costa gelb;im Hinter- 

flügel gelbbraun. Zwischen Radius und Radialsektor unregelmässiges Adernnetz. 
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Im Kostalfelde mit drei Queradern im äusseren Teile. 

Beim © ist auf der Bauchseite der IX. Ring mit dreieckiger Spitze ver- 

längert ; auf dem Rücken ist derselbe gespalten und seine Abschnitte am Hinterwinkel 

abgerundet. Der X.Ring ist auf dem Rücken ebenfalls gespalten und auf jedem 

Absehnitte mit einem kolbenartigen Fortsatz versehen. | 

Weibliche Subgenitalplatte mittelgross, fast halbkreisförmig, etwas zugespitat, 

nimmt ani Gründe fast 3/5 der Breite des VIII. Ringes ein, jedoch den Hinterrand 

des IX. Ringes nicht erreichend. 

人 2 
Körperlänge 10-11 bis 13 mm. 

Vorderflügellänge | 10 a4 13 mm. 

Gröste Vorderflügelbreite 34 2 4! mm. 

Hab.—Sapporo (1 & u. 1 2, Prof. S. Matsumura) und Kutchan (1 合 u. 12, 

am 28/IV, 1909, vom Autor). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art ähnelt sich Areynopteryr compacta Mac Lachlan, unterscheidet sich 

aber durch den Bau der Genitalen. 

T. N.—Hime-amimekawagera. 

Arcynopteryx compacta M’L. var. pusilla Klp. 

Arcymopteryx compacta M’L. var. pusilla Klapälek, 1912: Coll. Zool. Edm. de 

Selvs Longs., IV (I. Fam. Perlodidae), p. 15, Fig. 9. 

Hab.— Insel Sachalin. 

Sonstiger Fundort—Sibirien. 

T. N.—Karafuto-amimekawagera. 

Diese Art mir unbekannt. 

III. Gatt. Isogenus Newm. 

Isogenus Newman, 1833: Entomol. Notes in Entom. Mag., I. p. 415 

In Japan kommen drei Untergattungen vor, davon eine neu ist. 

1. Untergatt. Suzukia n. subg. 

Der Stiel der Zelle IR, so lang wie die Zelle selbst; zwischen Radius und 

Sektor radii weder Adernnetz noch Querader。 Die Entfernung der hinteren 

Punktaugen vom inneren Angenrande wenigstens 2/3 des gegenseitigen Abstandes 



110 MR-ARERMHoOMN 

derselben gleich. 

Type: Suzukia motonis n. sp. 

Isogenus (Suzukia) motonis n. sp. (Fig. 3). 

22 2. Kopf hellockergelb, mit einem grossen schwarzen fast ovalen Fleck, 

welcher vorn die M-Linie, hinten den Hinterkopfrand erreicht ; Hinterkopf- 

rand schwarz gesäumt. Fühler schwarz, am Basalsechstel rötlichbraun, am 1. 

Basalgliede oben schwarz. Taster rötlichbraun. Pronotum an den Seiten des ocker- 

gelben Mittelfeldes mit zwei dicken schwarzen Längsstreifen, ockergelb. Meso-und 

Metanotum schwarz, Praescutum hellockergelb. Beine hellockergelb, Kniegegend 

der Mittel-und Hinterschenkel und der. Mittel-und Hinterschienen schwarz; 3. 

Tarsenglied dunkler. Abdomen oben schwarz, unten, Abdominalspitze und Cirei 

hellockergelb. 

Punktaugen sehr klein, ihre Abstände im Verhältnis wie 42:27. M-Linie. 

etwas stark ausgeprägt. Stirnschwielen deutlich, den hinteren Punktaugen und 

dem Innenrande der Augen gleich lang gestellt. Pronotum fast quer trapezoid ; das, 

Verhältnis der vorderen Breite zur hinteren und zur Länge beträgt 29:30:20; 

Vorderrand schwach bogenartig, Hinterand fast gerade, Seitenrand nach innen 

schwach ausgebuchtet. Das Mittelfeld nimmt in der 

Mitte etwa 1/6 der ganzen Breite ein. 

Flügel hellgelbbraun, Basalhälfte mit Aus- 

nahme des Costal-uud Subeostalfeldes dunkelgrau. 

Neryatur gelb bis hellgelblichbraun. Zwischen 

Radius und Radialsektor weder Adernnetz noch 

Querader. Im Kostalfelde mit nur drei Queradern 

im langen: äusseren Teile. 

Weibliche Subgenitalplatte mittelgross, halb- 

kreisförmie, nimmt am Grunde fast 2/3 der Breite 
=) 

des VIII. Ringes ein und den Hinterrand des 
Fig. 3. Susukia motonis n. sp. 

ゃ Hinterleibsende rankimten: IX. Bauchringes fast erreichend. Die Subanal- 

klappen lang und Spitzen dreieckig. 

Körperlänge 10 mm. 

Vorderflügellänge 14 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 4 mm. 

Hab.— Kyoto (22 2, M. Suzuki) 

Diese Art bennene ich nach dem Sammlar. 
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Typen in meiner Sammlung, 

T. N.—Suzuki-amimekawagera-modoki. 

2. Untergatt Dietyogenus Klp. 

+. Dietyogenus Klapälek, 1904 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh. (Eur. Art 

‘Dictyopt.), p. 7. 

In Japan kommt nur eine Art vor. 

Isogenus (Dictyogenus) japonicus n. sp. (Fig. 4). 

Diese Art steht nach Jsogenus (Dictyogenus) ventralis Pict. nahe. 

3 2 2. Körper oben glänzend schwarz, unten schmutziggelb. Kopfileck rost- 

gelb: Stirnfleck rundlich, welcher mit einem schmalen rostgelben Streifen den 

viereckigen Scheitelfleck vereinigt; ausserhalb der hinteren Punktaugen ein kleiner 

Fleck. Vorderrand der M-Linie schmal, Augen hinten breit, rostgelb gesäumt. 

Mittelfeld des Pronotums rostgelb, welches sich nach hinten allmählig erweitert. 

Fühler, Taster und Cirei schwarz. Beine schmutziggelb, Schenkel, Schienen an 

der Basis und das 3. Tarsenglied dunkler. 

Kopf mittelgross, nach vorn stark verschmälert. Punktaugen klein, gegen- 

seitige Abstände im Verhältnis wie 50:25. Stirnschwielen quer lang-elliptisch, den 

hinteren Punktaugen etwas näher als den Augen. M-Linie deutlich, dunkelbraun 

Hinterhauptsehwielen gross, stark vortretend, rund- 

lieh. Pronotum quer viereckig, fast gleich breit 

wie das Hinterhaupt, das Verhältnis der vorderen 

Breite zur hinteren und zur Länge beträgt 41:41: 

24. Mittelfeld sehr Breit, im ersten Drittel 1/10 

der ganzen Breite einnehmend. 

Flügel hellgelblichbraun angeraucht. Nervatur 

im Vorderfliigel schwarzbraun bis schwarz; im 

Hinterflügel heller. Kosta der beiden Flügeln und 

Adern des Analfeldes der Hinterflügel schmutzig- 

る ee: gelb. Im Kostalfelde der Subeosta 4 Queradern. 

ER Dior ee i ory In der Fliigelspitze zwischen Radius und . Sector 

—-. Hinterleibsende von unten. radii 1 bis 2 Queradern. 

Weibliche Subgenitalplatte breit, lang, fast quer viereckig, vorderes Eck ab- 

gerundet, im Hinterrande in der Mitte sehr seicht ausgebuchtet ; sie nimmt 9/10 der 
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Breite des IX. Ringes ein und überragt fast den Hinterrand des X. Ringes. 

Körperlänge 12 mm, 

Vorderflügellänge 17 mm. 

Grösste Vorderflügelbreit 5 mm. 

Hab.—Yamaguchi (12, am 25/IV, 1910. M. Sibakawa), Nikko (19, am 

15/VI, 1911, Prof. S. Matsumura) und Prov. Harima (12, am 3/V, 1912, K. 

Nakahara). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. 

T. N.—Yamato-amimekawagera-modoki. 

3. Untergatt. Isogenus Newm. sensu emend. 

Isogenus Newman, 1833: Entomol. Notes Entom. Mag., Vol. I. partim. 

In Japan kommen vier Arten vor, davon 2 neu sind. 

Uebersicht der Arten. 

1 (6). Gelbes Scheitelfleek deutlich. 

2 (3). Scheitelfleck hufeisenförmig--.-+..- ++... . BASIERT nakaharae n. sp. 

3 (2). Scheitelfleck nicht hufeisenförmie. 

4 (5). An der Anastomose ein brauner Makel:.....+-....-- nubecula Newm. 

5 (4). An der Anastomose kein solcher Makel--+............-- scriptus Klp. 

6 (1). Scheitelfleck undeutlich ーー ドーーー … nikkoensis n. sp. 

Isogenus (Isogenus) nakaharae n. sp. (Fig. 5). 

& 222. Kopf oben tief schwarzbraun, stark glänzend, mit einem gelben bis: 

rostgelben, hufeisenförmigen Scheitelfleck. Fühler am Basalsechstel hellgelbbraun, 

gegen die Spitze zu schwarzbraun ; erstes Basalglied oben dunkelbraun, unten gelb. 

Taster gelb, deren äusserste Glied dunkler und jedes Glied an der Spitze dunkler. 

Pronotum mit einem nach hinten allmählich verbreiteten gelben Mittelfelde, glänzend 

schwarz. Mesonotum schwarzbraun, Metanotum etwas heller. Beine hellgelb, 

Schenkel an der unteren Kante und Schienen oben an der Basis schwärzlichbraun, 

Tarsen dunkelbraun. 

Punktaugen mittelgross, Abstände im Verhaltnis wie 40:27. M-Linie und Stirn- 

schwielen deutlich. Pronotum quer trapezoid, nach hinten schwach verschmälert ; 

Verhältnis der vorderen uud hinteren Breite zur Länge ist wie 21:20:14. Vorder- 

und Hinterrand fast gerade, Seitenrand gerade. Mittelfeld ziemlich breit, erstes 
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Drittel beträgt fast den 1/6 der ganzen Breite. 

Flügel hellgelbbraun mit gelbem Vorderrandstreifen. Nervatur gelbbraun, 

Costa, Subeosta und Radius des Vorderflügels sowie alle Adern des Hinterflügels 

heller. Zwischen Radius und Radial sektor keine Querander. 1m Kostalfelde mit 

4 Queradern im äusseren Teile. 

Weibliche Subgenitalplatte. sehr gross, fast 

kreisförmig, mit etwa tief ausgeschnittenem Hinter- 

rande; sie nimmt am Grunde die ganzen Breite 

des VIII. Ringes ein, und ragt über den Hinter- 

rand des IX. Ringes. Die Subanalklappen kurz, 

Spitzen dreieckig. 

Körperlänge S mm. 

Vorderflügellänge 11 mm. 

Hab. —Matsumoto im Prov. Sinano {12, am 

8/VIII, 1912, K. Nakahara) und Okubo bei 

Fig. 5. Isogenus nakaharae n. sp. Tokyo (12, Prof. S. Matsumura). 
2. Hinterleitsende von unten. 

Typus in meiner Sammlung und in der landw. 

Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Art ähnelt sich Isogenus seriptus Klp., aber der Bau der Subgenitalplatte 

ist ein ganz anderer. 

Diese Art bennene ich nach dem Sammler. 

T. N.—Hime-amimekawagera-modoki. 

Isogenus (Isogenus) nubecula Newm. 

Isogenus nubecula Newman, 1833 : Entomol. Notes Entom. Mag., Vol. I. p. 415, 

Fig. 54 et 55. 

Nephelion nubecula Pictet, 1841: Perlides, p. 170. 

Perla parisina Rambur, 1842 : Nevropt., p. 450. 

Perla proxima Rambur, 1842 :ibid., p. 451. 

Hab.—Yamaguchi (12, M. Sibakawa). 

T. N.—O-amimekawagera-modoki. 

Isogenus (Isogenus) scriptus Klp. 

Isogenus (Isogenus) scriptus Klapälek, 1912: Coll. Zool. Edm. de Selys Longs. 

IV. (I. Fam. Perlodidae) p. 56. 

Hab.—Hokkaido, von Mai bis Juli sehr haufig. 
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T. N.—Amimekawagera-modoki. 

Isogenus (Isogenus) nikkoensis n. sp. (Fig. 6). 

22 2. Körper mit allen Anhängen schwärzlichbraun bis schwarz, Hinterkopfs-' 

rand und Mittelfeld des Pronotums sowie Pro-, Meso- und Metasternum zwischen 

den Hüften heller, vor den vorderen Punktaugen gelb. Abdominalring auf der 

Bauchseite 1. bis 6. an jeder Spitze hellgelbbraun gesäumt. Coxen, Trochanter und 

Schienen mit Ausnahme des Basaldrittels gelbbraun. 

Punktaugen mittelgross, ihre Abstände im Verhältnis wie 41:28. Stirn- 

schwielen querlänglich, den hinteren Punktaugen etwas näher als den Augen. M-Linie 

fast undeutlich. Hinterhauptschwielen schwach vortretend. Pronotum trapezoid, 

doch Vorderecken abgerundet; das Verhältnis der vorderen und hinteren Breite 

zur Länge ist 28:28:20. Vorder-und Hinterrand ziemlich stark gebogen, Seiten- 

rand gerade. Vorder-und Hinterrandfurche sich mit den tiefen Seitenfurchen 

vereinigend, eine Querellipse bilden. 

bat Flügel dunkel angeraucht, Kostal- und Sub- 

NO が aah) eth A omnis kostalfeld bis zur Anastomose, und Radius an der 

| Basis sowie Kostalqueradern innerhalb der Subkosta 

gelb. Im Kostalfelde ausserhalb der Subkosta 2 

(im Vorderflügel) bis 3 (im Hinterflügel) Queradern.. 

In der Flügelspitze zwischen Radius und Sector 

radii keine Querader. 

Weibliche Subgenitalplatte gross, halbkreis- 

férmig, nimmt fast die ganzen Breite des VIII. 
っ 茜 : 5 . 
ER だ Oy say MO at Ringes ein, und fast den Hinterrand des IX. 

N I, も 
AN Ringes erreichend. 

Fig. 6. Isogeuns nikkoensis n. sp. | Körperlänge Vet Slsschkiımmu 

*-. Hinterleibsende von unten. の 5 
Vorderflügellänge 14 3 mm. 

Hab.— Nikko (2 2 2,am 25/VI, 1911, Prof. S. Matsumura). \ 

Typen in der landw. Fakultät, 'Tohoku-Universität zw Sapporo. . 

Diese Art steht nach Isogenus nubeeula Newm. nahe. 

T. N.—Kuro-amimekawagera-modoki. 
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II. Fam. Perlidae. 

Uebersicht der Unterfamilien und Gattungen. 

Drei Ocellen vorhanden.------ --- ーー Ennsnenununnannennnnnen tn nun tee nennen 2 

Nur zwei Osella Vera TR. RAT. 000: Neoperlinae 5. 

Hinterflügel mit sehr schmalem Analfelde, in dem sich höchstens zwei sehr 

ane (A xillaraderie be... EL ---Chloroperlinae 7. 

| Hinterflügel mit breitem Analfelde, in dem sich zahlreiche Axillaradern befinden. 

3 Perlinae 3 

BEER REN beim Männchen mit einer nagelartigen Verdickung versehen, 

aa. beim Männchen klauenartig oder ruderformig.----------+---------- 

BER t..u09 Raadee ia... nv. ah: Acron@uria Pi た 

ER beim Männchen ohne Nagel, Subanalklappen beim Männchen 

dreieckig.---- まそ ギヤ を ギー で で a. ee Tee RA Sd 2. 7 7° bod Sedat eae. cteaee 4. 

Cubitalzelle (Cu,) im Hinterflügel mit einer Reihe von Queradern.--------------- 

本 Perla Geoffr. 

Cubitalzelle (Ce) im Hinterflügel mit nur einer Querader an der Basis und 

an der Spitze. ーー unensnnnnnnnnnnnunnn en Isoperla Banks 

Cirei viel länger als die Breite des Abdomen.---:------+------- Neoperla Needh. 

Circi nur wenig länger als Adominalbreite.------------ EEPEPEPEEEEEEEEEEEEEEEEEEYSE 6. 

1. Glied der Cirei sehr lang, fast gleich lang wie die übrigen Glieder zusammen. 

En nen SECRETS en. 定 

Cie orn RR saa ss ‚Bin: ER bet Kiotina Kip. 

Von der basalen Analzelle im Vorderflügel zieht sich nach hinten eine un- 

gegsbelte Axillaräder. SSN ne aes cam: 

A. Subfam. Perlinae. 

I. Gatt. Acroneuria Pict. 

Acroneuria Pietet, 1841 : Fam. d. Perlides, p. 177. 

Diese Gattung zerfällt in zwei Untergattungen. 

Ueber sicht der Untergattungen. 

ee dan ans klauenartig ; Subgenitalplatte des Weibchens 
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kurz, stumpf dreieckig. ドド oe Acroneuria (S. str.). 

Subanalklappen des Männchens sehr lang, ruderförmig, nach oben gerichtet ; 

Subgenitalplatte des Weibchens gross, parabolisch ドー ・… Niponiella Kp.’ 

1. Untereatt. Acroneuria お. str. 

In Japan kommen vier Arten vor, darunter ist eine neu. 

Uebersicht der Arten. 

1 (2). Am Anhang der Anastomose ein brauner Nebelfleck, …… stigmatica KIp. 

2 (1). Ohne Nebelfleck. 

3 (6). Schenkel nur an der Spitze mit ‘einem schwarzbraunen oder schwarzen 

Ringe. 

4 (5). Zwischenraum der Punktaugen schwarz.---.--+--+-++++--- beeen ececees fulva Klp. 

5 (4). Zwischenraum der Punktaugen orangeeelb. ーー ーー jezoensis n. sp. 

6 (3). Schenkel nur vor der Mitte der Dorsalkänte schwarzbraun. --: jouklii Kp. 

Acroneuria (Acroneuria) stigmatica Klp. 

Acroneuria stigmatica Klapälek, 1907: Bull. intern. 1’Acad. Soc. Boh., XII. 

p. 5. Fig. 2 et 3. 

Hab.— Nikko (26, 12, Prof. S. Matsumura), Towada-See bei Awomori (1%, 

I. Nitobe), Echigo (12, M. Nakamura), und Kamikochi im Prov. Sinano- 

(16, K. Nakahara). 

T. N.—Mon-kawagera. 

Acroneuria (Acroneuria) fulva Klp. 

Acroneuria fulva Klapälek, 1907: Bull. intern. 1’Acad. Soc. Boh., XII. p. 4. 

Fig. 1 (a et b). | | 

Hab. 一 Sapporo (4& u. 3 2, Prof. S. Matsumura), Noboribetsu bei Mororan 

(18, S. Kuwayama), Ziozankei bei Sapporo (1 で u. 29, vom Autor) und 

Sapporo (12, vom Autor.) 

T. N.—Ki-kawagera. 

Acroneuria (Acroneuria) jezoensis n. sp. (Fig. 7) 

Kopf oben hellgelbbraun, glänzend, M-Linie, Stirnschwielen und Scheitel gelb, 

Zwischenraum der Punktaugen orangegelb gefärbt, Punktaugen rötlich, dieselben 

entweder innen breit schwarz gerandet oder ‘gänzlich schwarz gefärbt. ‘ Taster 
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hellgelbbraun. Fühler gelb mit Ausnahme der zwei Basalglieder, welche hellgelb- 

lichbraun sind. Mesc-und Metanotum je mit einem gelben Mittelstreifen, hellgelb- 

braun. DBeme gelb, Schenkel an der äussersten Spitze schwarzbraun geringelt. 

Hinterleib und Circi gelb. Unterseite des Körpers gelb. Flügel gelblich angerzucht. 

Nervatur schmutziggelbbraun bis dunkclbraun, hinterere etwas heller. 

Punktaugen mittelgress, ihre Abstände im Verhältnis wie 1:3/4-4/5. M-Linie 

sehr schwach, Stirnschwielen stark vortretend. Pronotum trapezeid, vorn so breit 

wie Hinterhaupt, nach hinten deutlich verschmälert; Verhältnis der vorderen zur 

hinteren Breite und zur Länge 38:30:22; Vorderrand nach oben gebogen, doch 

Hinterrand gerade. Mittelfeld nach vorn und hinten stark erweitert, in der Mitte 

etwa 1/4-1/5 der ganzen Breite einenehmend. Im Kostalfelde im äusseren Teile 

nur 2-3 Queradern. Vorderast der zweiten Analader mit 3 Äste, welche mit dem 

Mittelaste durch eine Querader nicht verbunden sind. 

ーー e cn Beim & Hinterrand des IX. Ringes auf der 

en | Bauchseite 1¢-formig, Subanalklappen mit die nach 

‚oben gekrümmten keulenartigen Spitzen. Weibliche 

Subgenitalplatte mittelgros, stumpf dreieckig, 

nimmt am Grund 5/7 der Breite des VIII. Ringes 

ein. Subanalklappen flach, an den Spitzen dreickig. 

で ー 
Körperlänge 12-13 17-18 mm. 

Vorderflügellänge 16-17 29 —21 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite cirea 5 6 mm. 

Hab. —Hoekkaido (Ziozankei und Gebirge 

Hig. 7. Acroneuria jezoönsis u. sp. Moiwa bei Sappore) sehr häufig. 
4. Hinterleibsende von unten. T. I 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art steht nahe Aeroneuria fulva Klp. an, unterscheidet sich durch den 

Kopftieck und die Subgenitalplatte beider Geschlechter. 

Acroneuria (Acronenria) jouklii Klp. 

Acroneuria jouklii Klapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Soc. Boh., XII p. 6. 

Hab. —Gifu (1%), Sibata im Prov. Echigo (1%, H. Hatakeyama). 

T. N.—Jyokri-kawagera. 
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2. Untergatt. Niponiella” Klp. 

Niponiella Kalapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII, p- 2. 

In Japan kommt nur eine Art vor. 

Acroneuria (Niponiella) limbatella (Klp.) 

Niponiella limbatella Klapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII. p. 8. 

Fig. 8 et 9. 

Hab.—Takinoo bei Tokyo (19 , H. Takeda). Prov. Echigo (12 ,H. Hatakeyama 

und 12, M. Nakamura). 

T. N.—Yamato-kawagera. 

II. Gatt. Perla Geoffr. 

Perla Geoffroy, 1764: Hist, Ins. Paris, Vol. II. p. 230. 

Perlesta Banks, 1906 : Can. Ent., p. 224. 

Diese Gattung zerfällt in vier Untergattungen. 

Uebersicht der Untergattungen. 

1 (2). Fünfter Dorsalring des Männchens normal・ ERPPCCPRPREEUE Kamimuria Klp. 

2 (1). 
3°(4). 

4 (3). 

5 (6). 

6 (5). 

Derselbe schildartig erweitert. 

Zehnter Dorsalring des Männchens geschlitzt mit die nach oben aufoeworfenen 

Rändern des Ausschnittes ; weibliche Snbgenitalplatte klein, rundlich, am 

Hinterrande ausgekerbt FINE. DERE MEM に Sa に sl seele Paragnetina Klp. 

Derselbe in starken Fortsätzen verlängert, welche ihn überragen ; weibliche 

Subgenitalplatte entweder lang parabolisch oder kurz, bogenförmig ohne 

Auskerbung des Hinterrandes. 

Fünfter Dorsalring des Männchens in der Mitte des Hinterrandes mit einer 

rundlichen Auskerbung; weibliche Sub; genitalplatte gross, parabolisch. »- -+++++ 

u gperla "Rp. 

Derselbe hinten stark ausgeschnitten, wodurch zwei dreieckige an der Wurzel 

unter den basalen Teil untergeschobene Abschnitte entstehen ; weibliche 

Subgenitalplatte bogentörm ig. OS Be toes eater tte tees sen eae eens Oyamia Klp. 

9 Diese G: ıttung wurde von Klapälek beschrieben, aber ich habe keine and Carus 

charaktere “gefunden; sie weicht in der Bildung der Subanalk: appen (ruderförmig statt 

klauenartig), und der Subgenitalple ttte (parabolisch statt dreieckig) von den、echten Acroneurien 

ab, dieses ist kein so bedeutendes charakteristisches Zeichen : als selbst: ändige Gattung, so 

ordne ich sie als Subgenus zu Acroneuria ein. 
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1. Untergatt. Kamimuria Klp. 

| Kamimuria Klapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII, p. 2. 

‘In Japan kommen vier Arten vor, von welchen eine neu ist. 

Uebersicht der Arten. 

1 (4). Weibliche Subgenitalplatte kurz. 

2 (3). Beine schwarzbraun, nur der grössere Teil der Schienen gelb.--- tibialis Pict. 

3 (2). Beine gelb, nur Knierand schwarzbraun.--.. ーーーーー quadrata Klp. 

4 (1). Weibliche Subgenitalplatte gross, halbkreisformig oder parabolisch. 

5 (6). Beine gelb, nur Knierand der Schenkel und Schienen schwarzbraun..- --- 

ER... ee ngkannatiit.... ee. abe ne: bolivari Klp. 

‘6 (5). Beine zum grössten Teil schwarzbraun. -- +++... formosana n. sp. 

Perla (Kamimuria) tibialis Pict. 

Perla tibialis Pictet, 1841: Fam. d. Perlides, p. 217. Pl. 18. Fig. 6 et 7. 

Hab.—Sapporo (16, u. 22. Prof. S. Matsumura), Kozawa im Prov. Siribesi. 

112, vom Autor), Hiyama (12, vom Autor), Garugawa bei Sapporo (12, 

vom Autor), Iyo (32, T. Urakami), Yonezawa (12), Yamaguchi (12, Oda), 

Ugo (12, Z. Kurisaki), Echigo (15, H. Hatakeyama), Suma (2G u. 3%, 

M. Sibakawa), und Harima (1%, K. Nakahara). 

T. N. -Kawagera. 

Perla (Kamimuria) quadrata Klp. 

Kamimuria Ba ata Klapälek, 1907 : Ball. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII. 

p- 10. Fig. 10. 

Hab. - Sapporo (12, Prof. S. Matsumura, und. 1?, vom Autor), Chitose bei 

Sapporo (1G, vom Autor), Oiwake im Prov. Sinano (1%, M. Sibakawa), 

Nikko 86 w'12, Prof. S. Matsumura). 

T. N.— a aaa 

Perla (Kamimuria) A. ee Klp. 

Kamimuria Bolivari Biko tlek; 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII 

p. 2. Fig. 12. | | 

Hab.—Japan (ohne: Eokalität). Diese species mir unbekannt. 
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T. N.--Kamimura-kawagera. 

4 

Perla (Kamimuria?) formosana n. sp. (Fig. 8), 

12. Gelb. Stirn mit einem schwarzen abgerundet viereckigen Makel, Clypeus 

mit einem gleichfarbigen (+-férmigen Flecke vor der M-Linie. Fühler und beide 

Taster schwärzlichbraun. Pronotum mit einem schwarzen, breiten, ein Viertel der 

ganzen Breite einnehmenden Mittelstreifen ; V.order- und Hinterrand sowie Seitenrand 

schmal, schwarz gesäumt. Meso- und Metanotum schmutziggelbbraun. Schenkel, 

Vorder- und Mittelschienen ausserhalb, sowie Tarsen schwärzlichbraun. Cirei gelb. 

Flügel gelbbraun angeraucht, mit Ausnahme des Kostal-und Subkostalfeldes, 

welche schwefelgelb sind. Adern dunkelbraun bis schmutziggelbbraun, Kostal-und 

Subkostalader, sowie Kostalqueradern hellgelb. 

Punktaugen mittelgross; ihre Abstände im Verhältniss wie 1:1.1. M-Linie 

schwach, Stirnschwielen stark vortretend. Pronotum 

trapezoid, nach hinten schwach verschmälert, vorn 

etwa 1.6 so breit wie lang; Vorderrand nach oben 

bogenfürmig, Hinterrand fast gerade. Mittelfeld 

sehr breit, nach hinten und oben sehr ‚schwach 

erweitert, in der Mitte etwas 1/7 der ganzen Breite 

einnehmend. 

Im Kostalfelde beider Flügel 4-5 Queradern 

im äusseren Teile, 2A, (der Vorderast der zweiten 

m Analader) des Hinterflügels mit 2 Äste, welche mit 

BR ent = dem Mittelaste durch eine Querader nicht verbunden 

Fig. 8. Kamimuria? formosana n. se sind. 

2. Hinterleibsende von unten. 3 8 > 
Subgenitalplatte des weibchens sehr gross, fast 

parabolisch, in der Spitze lang-dreieckig, tief ausgeschnitten. 

Körperlänge 10 mm. 

Vorderflügellänge 13 mm. 

Grosste Vorderfliigelbreite 33 mm. 

Hab.— Japan (Formosa). 12 am 25/X, 1906, gesammelt von Prof. S. Matsumura. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

T. N.—Yamato-kawagera-modoki. 

Der Form und Färbung nach ähnelt sich sehr den Acroneuria (Niponiellay 

limbatella (Klp.), doch die Subgenitalplatte ist eine ganz andere. 
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2. Untergatt. Paragnetina Klp. 

Paragnetina Klapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII. p. 2. 

In Japan kommen drei Arten vor, wovon zwei neu sind. 

Uebersicht der Arten. 

Berinelsch warz.:= wars seN: wake BEIIEEEE - - - NSRERISEELUTAPLEE ee ee suzukii n. SD・ 

Beine gelb, unr Knierand der Schenkel und Schienen dunkelbraun..-.--------- ーーー 

„A po0nica n. Sp. 

Beine gelb, Schienen und Schenkel an der Spitze schwarzbraun.:--- ーー ーーーーー 

ale ee nie Ahmad a ee ae 。- < een 。 ss tinctipennis M’ Ty 

Perla (paragnetina) suzukii n. sp. (Fig. 9) 

12. Kopf oben glänzend schwarz, Stirnschwielen hellorangegelb, Zwischen- 

raum der Augen und Ocellen am Hinterkopf, und Zwischenraum der M-Linie dunkel 

bräunlichgelb, Fühler und beide Taster schwarz. Pronotum glänzend, tief dunkel- 

braun. Meso-und Metanotum stark glänzend, tief dunkelbraun, Praescutum etwas 

heller. Beine schwarz, Coxen und Trochanter hellockergelb. Hinterleib hellocker- 

gelb, an der Spitze dunkler. Unterseite des Körpers hellockergelb. Flügel braun 

schwach angeraucht, Kostalfeld dunkler. Nervatur tief dunkelbraun, nur Radialader 

schwärzlich. 

| Pronotum viereckig、 nach hinten schwach 

Rite: ete gee verschmälert, vorn etwa 1.5 so breit wie lang. 

e Im Subeostalfelde ausserhalb der Subeosta 8 

まさ Queradern, Sector radii der Vorder-und Hinter- 

flügeln mit 4 Ästen ausserhalb der Anastomose. 

Subgenitalplatte klein, dreieckig, an der Spitze 

dreieckig ausgekerbt, Hälfte des IX.Segmentes nicht 

erreichend. 

1 Körperlänge 18 mm. 

P Vorderflügellänge 27 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 7 mm. 

Fig. 9. Paragnetina suzukü n. sp. Grösste Prothorakalbreite 31 mm. 
2. Hinterleibsende von unten. 

Hab. —Kyoto (12, M. Suzuki), ohne Datum. 

Typus in meiner Sammlung, und diese Art benenne ich zum Andenken des 

Kollectors. 
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T. N.—Suzuki-kurakakekawagera. 

Durch Form und Farbe gleicht er der Perla (Oyamia) gibba Klp. sehr, aber 

leicht unterscheidbar durch den Bau der Subgenitalplatte des weibchens. 

Perla (Paragnetina) japonica n. sp. (Fig. 10 u. 11) 

Kopf glänzend gelbbraun, Zwischenranm der Punktaugen schwarz, Hinter- 

kopfsrand gelb; Ocellen dunkelrot, innenhalb derselben schmal schwarz gesäumt. 

Fühler und beide Taster gelb. Pronotum glänzend dunkelbraun, Mittelfurche gelb. 

Meso- und Metanotum glänzend bräunlichgelb, Praescutum heller. Beine gelb, Knie- 

Fig. 10 Paragnetina japonica n. sp. 

4. Hinterleibsende von oben. 

ae GR 
h 
| 

Fig. 11. #. Hinterleibsende von unten. 

rand der Schenkel und Schienen an der Spitze 

dunkelbraun. Hinterleib hell sahnefarbig, an der 

Spitze etwas dunkler; Circi etwas kürzer als 

Abdominallänge, gelb. Flügel hellgelb, Kostalfeld 

deutlich gelb gefärbt, Adern schmutziggelb, Kosta 

und Subeosta dagegen rein gelb. Unterseite des 

Körp°rs ganz gelb. | 

Pronotum viereckig, vorn etwa 14 so breit wie 

lang, an den Seiten fast parallel. 

Im Subeostalfelde ausserhalb der Subeosta 4-6 

Queradern, Sector radii beider Flügeln mit 2 Aesten 

ausserhalb der Anastomose. 

Beim Männchen der V.Dorsalring schildartig 

erweitert, der X. Dorsalring ist geschlitzt mit nach 

oben aufgeworfenen Rändern des Ausschnittes und 

mit einer polstersörmigen Verdickung der Innenseite; 

weibliche Snbgenitalplatte stumpf dreieckig, an der 

Spitze tief rundlich ausgekerbt. 

0 
Körperlänge 11 - 13 mm. 

Vorderflügelläge 15 - 19 mm. 

Grösste Vorderfliigelbreite 4% — 53mm. 

Grösste Prothorakalbreite 2 — 24mm. 

Hab.— Kumamoto (35 u. 12, gesammelt am 

30/VIII, 1907, von Kawamura), und Sibata 

im Prov. Echigo (1€, ohne Datum, H. Hatakeyma). 



OKAMOTO: ERSTER BEITRAG ZUR KENNTNIS DER JAP. PLECOPTEREN. 123 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. | 

T. N. -Hitohosi-kurakakekawagera. 

Diese Species unterscheidet sich von Perla (Paragnetina) tinetipennis M’L., 

besonders durch die geringere Grösse, und durch die Färbung der Schienen und 

der Antennen, sowie durch die Form der Subgenitalplatte. 

Perla (Paragnetina) tinctipennis M’L. 

Perla tinetipennis Mae Lachlan, 1875 : Trans. Ent. Soc. Lond., p. 171. 

Hab.—Tamagawa bei Tokyo (1%, Prof. S. Matsumura), Sibata im Prov. 

Echigo (16 u. 12, H. Hatakeyama). 

T. N.—0-Kurakakekawagera. 

3. Untergatt. Togoperla Kip. 

Togoperla Klapälek, 1907 : Bull. intern. I’Acad. Sci. Boh., XII. p. 2. 

In Japan kommen vier Arten vor, von denen 2 Arten neu sind. 

Uebersicht der Arten. 

1 (6). Pronotum nach hinten verschmälert. 

2 (5). Beine dunkelbraun bis schwarz. 

3 (4). Nervatur des Vorderflügels ganz hellgelb.-------------- -+- kawamurae n. sp. 

4 (3). Dieselbe mit Ausnahme der Costa, Subeosta und Radius dunkelbraun.--- - -- 

ミー ーー て トミ ュー ニーー ニ トト トニー トー トード テニ ーー トー mee DA Pict. 

5 (2). Beine goldgelb, nur Knierand der Schenkel und Schienen, sowie Schenkel 

an der Spitze schwarz, --+++-++ er. PF matsumurae n. sp. 

6 (1). Pronotum mit parallelen Seiten.-----.------umunnsunneseenseneen tennina Needh. 

Perla (Togoperla) kawamurae n. sp. (Fig. 12) 

12. Kopf glänzend schwarz. Zwischenraum der Augen, Punktaugen und 

Stirnschwielen goldgelb : vor jeder Stirnschwiele ein kleiner, goldgelber Fleck; M- 

Linie und Stirnschwielen tief dunkelbraun ; Vorderrand des Kopfes sehr schmal, 

schmutziggelb gerändet. ‘Beide Taster schwarzbraun. Fühler im unteren Sechstel 

mit Ausnahme des ersteren Basalgliedes gelb, nach der Spitze zu schwarzbraun. 

Pronotum mit einem goldgelben schmalen Mitterstreifen, glänzend schwarz. Meso- 

und Metanotum ebenfalls glänzend schwarz, Metascutellum hellgelbbraun. Hinterleib 
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hellgelbbraun, Circi gelb. Beine schwarz; Coxen und Trochanter schmutziggelb ; 

Tarsen hellgebbraun, ausgenommen aussere Spitze des letzteren Gliedes ; Schenkel 

innen mit zwei gelben Längsstreifen, die an der Apicalhälfte undeutlich sind; 

Fig. 12. Togoperla kawamurae n. sp. 

2. Hinterlebsende von unten. 

Schienen mit Ausnahme von Basis und Spitze gelb. 

Flügel stark rauchfarbig, dagegen Kostalfeld fast 

farblos. Nervatur im Vorderfliigel hellgelb, Costa, 

Subcosta und Kostalqueradern viel heller; im 

Hinterflügel dunkelbraun mit Ausnahme der Costa, 

Subcosta, Radius und Kostalqueradern sowie Radial- 

ramus, welche sehr hellgelb sind. 

Pronotum nach hinten stark verschmälert, vorn 

so breit wie lang; Verhältnis des Vorder- und 

Hinterrandes 1.4:1. Im Kostalfelde des Flügels 

aussrerhalb der Subcosta 6 Queradern ; Sector 

radii mit 2 Aesten ausserhalb der Anastmose. Im 

Vorderflügel zwischen Radıus und 1. Art des 

Sector radii mit einer Querader. 

Subgenitalplatte des Weibchens sehr gross und breit, parabolisch, fast den 

Hinterrand des X. Abdominalringes erreichend. 

Körperlänge 18 mm. 

Vorderflügellänge 21 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite circa 6 mm. 

Grösste Prothorakalbreite 4 mm. 

Hab.— Kumamoto, 12 am 18/VII, 1907 von Kawamura gesammelt, dem ich 

diese Art widme. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapparo. 

T. N.--Futamon-kawagere. 

In Form und Färbung ähnert er der Perla (Togoperla) limbata Pict. sehr 

ähnlich, weicht aber durch andere Nervaturfärbung der Vorderflügel ab. 

Perla (Togoperla) limbata Pict. 

Perla limbata Pictet, 1841: Fam. Perlides, p. 219, Pl. XIX. Fig. 1-6. 

Hab.—Kyoto (12, M. Suzuki). 

T. N.—Kiberi-Togokawagera. 
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Perla (Togoperla) matsumurae n. sp. (Fig. 18). 

322. Kopf glänzend goldgelb, vor der M-Linie und Zwischenraum der 

Punktaugen schwarz. Ocellen relativ klein. Fühler schwarz, im unteren Drittel 

goldgelb, erstes Basalglied innen an der Spitze dunkel. Maxillar-und Labialtaster 

Fig. 13. Togoperla matsumurae n. sp. 3 gop I 

2. Hinterleibsende von unten. 

gelb, jedes Glied des ersteren an der Spitze und 

äusserste Glied des letzteren an der Spitze braun. 

Keule in der Mitte dunkelbraun. Prothorax oben 

mit einem gelben Mittelstreifen, glänzened tief 

dunkelbraun; unten gelb, zwischen den Coxen 

dunkelbraun. Meso- und Metathorax gelb, an den 

Seiten und Seutum dunkelbraun. Hinterleib gelb 

(bei trocknen Substanzen an der Spitze schwarz), 

Cirei gelb. Beine goldgelb, Schenkel am Ende (fast 

ein Drittel), Schienen an der Basis und äussersten 

Spitze, sowie 3. Glied der Tarsen ebenfalls an der 

Spitze schwarz. Flügel stark braun gefärbt mit 

auffallendem gelben vorderrandstreifen. Nervatur 

gelbbrann mit Ausnahme der Costa, Subcosta und Queradern im Kostalfelde, die 

hellgelb sind. 

* Pronotum trapezoid, nach hinten verschmälert vorn etwa 1} so breit wie lang; 

Verhältnis des Vorder- und Hinterrandes 1.2:1. Im Subcostalfelde des Vorder- 

flügels ausserhalb der Subeosta 6-7 Queradern; Sector radii der beiden Flügel 

mit 2 Aesten ausserhalb der Anastomose ; zwischen Radius und 1. Art des Sector 

radii mit einer, selten keiner Querader. 

Subgenitalplatte des Weibchens sehr gross, lang parabelisch, welche den X. 

Ring überragt. 

Körperlänge 20 mm. 

Vorderflügellänge 25 mm. 

Grösste Vorderfliigelbreite circa 7 mm. 

Grösste Prothorakalbreite 32 mm. 

Hab.—Haki bei Kumamoto, 32, am 8/X, 1905, von Prof. S. Matsumura 

gesammelt. 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. Diese Art 

bennne ich zum Andanken des Kollectors. 

Nach Form und Färbung ähnelt er Perla (Togoperla) tennina Needh., aber die 
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Subgenitalplatte ist eine ganz andere. 

T. N.—Sesuji-kawagera. 

Perla (Togoperla) tennina Needh. 

Perta tennina Needham, 1905: Proc. Wash., p. 109. 

Hab.—Hikosan im Prov. Buzen. Diese Art mir unbekannt. 

T. N.—Togokawagera. 

4. Untergatt. Oyamia Klp. 

Oyamia Klapälek, 1907 : Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., XII, P. 2. 

Ich besitze nur eine Art davon. 

Perla (Oyamia) gibba Klp. 

Oyamia gibba Klapälek, 1907: Bull. intern. 1’Acad. Sei. Boh., XII. p. 14, 

Fig. 08 15 (a, b et c) und 16. 

Oyamia seminigra Klapälek, 1607 :do. p. 15. 

Hab.— Sibata im Prov. Echigo (18, u. 12, H. Hatakeyama), Yamaguchi und 

Minomo bei Kobe (26, M. Sibakawa) und Kyoto (12, M. Suzuki). 

T. N.—Oyamakawagera. 

Pree Gatt: Isoperla Banks 

Isoperla Banks, 1906 : Entom. News, p. 174. 

Chloroperla Pictet, 1841: Fam. Perlides, p. 176 (Nec. Newmann). 

In Japan kommen vier Arten vor, welche alle neu sind. 

1 (4). 

2 (3). 

3 (2). 
4 (1). 
5 (6). 

Uebersicht der Arten. 

Pronotum gelb, mit einer oder zwei schwärzlichbraunen bis schwarzen Längs- 

linie. 

Pronotum mit einer sehr breiten schwärzlichbraunen Mittellinie. --------------- 

Br. ar に ーー nee bee nenne er rt. Bp 

Pronotum mit zwei breiten schwarzen Längslinien.--------- nipponica n. sp. 

Pronotnm dunkelrostbraun oder schwarzbraun, mit einem gelben Mittelfelde. 

Kopf mit einem schwärzlichbraunen, verwaschen hufeisenförmigen Fleck..-- 

DE ee ee oprah. Lele. rel. ap 
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6 (5). Kopf ohne solehen Fleck.r-+.--......... 220000 bi... sibakawae. n. sp. 

Isoperla towadensis n. sp. (Fig. 14) 

12. Kopf oben hellgelbbraun. Auf der Stirn ein fast viereckiger schwarzer 

Fleck, vor der M-Linie ein fast lang dreieckiger dunkelbrauner Fleck, auf dem 

Hinterkopf ein fast dreieckiger dunkelbrauner Fleck. Fühler dunkelbraun, am 

Grunde mit Ausnahme des Basalgliedes gelb. Beide Taster dunkelbraun. Pronotum 

sahnefarbig, mit einer sehr breiten, in der Mitte nach aussen verbreiteten schwarz- 

braunen Mittellinie. Meso- und Metanotum schwarzbraun. Beine gelb, Schenkel 

oben am Knie dunkelbraun gerandert. Abdomen und Unterseite des Körpers gelb. 

Circi gelb, deutlich kürzer als Fühler. Flügel fast hyahn. Nervatur gelbbraun 

(im Hinterflügel heller), Kosta am Grunde gelb, Subkosta, Radius ausgenommen die 

Spitze gelb. 

に HE ER; Das Verhältnis des Abstandes der hinteren 
ck を RE P 1 
1 Hess ER ete: 1 Punktaugen bis zur Entfernung vom Innenrande 

der Augen beträgt 38:24. Pronotum quer viereckig, 

etwa 1.8 mal so breit wie lang. Im Subkostalfelde 

ausserhalb der Subkosta ein bis zwei Queradern; 

Sector radii nur einmal gegabelt; Cubitus anticus 

mit drei (im Vorderflügel) bis zu einer (im Hinter- 

flügel) akzessorischen Ader: Vorderast der 2. Anal- 

ader einmal gegabelt. 

Weibliche Subgenitalplatte gross, stumpf drei- 

am Grunde breiter als $ der Breite des IX. eckig, 
2. Hinterleibsende von unten. er 3 

Ringes einnehmend. 

Körperlänge 7 mm. 

Vorderflügellänge 10 mm. 

Hab.—Towada-See im Prov. Mutsu, 12, am Juli 1905, gesammelt von Prof. 

S. Matsumura. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Art ist ähnlich wie Isoperla nipponica n. sp. weicht durch den Bau der 

Subgenitalplatte ab. 

T. N.—Sesuji-midorikawagera. 

Isoperla nipponica n. sp. (Fig. 15 u. 16) 

Kopf gelb bis hellgelbbraun, oben in der Mitte mit einem fast länglich ei- 
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formigen schwarzen Fleck, welcher den .Vorderrand des. Labrum. nicht und den 

Hinterkopfsrand erreichend ; unten in der Mitte mit einem fast viereckigen schwarz- 

braunen Fleck. Hinterkopfsrand etwas breit schwarz gesäumt. Fühler am Basal- 

drittel bis zur Basalhälfte gelb, an der Spitze dunkelbraun. Taster gelb. Pronotum 

mit zwei breiten schwarzen Längslinien gelb. Meso-und Metanotum schwarzbraun 

bis schwarz, Praeseutum mit Ausnahme des vorderen Randes gelb. Beine gelb, 

Schenkel am Knie dunkalbraun gerändert, Schienen am Basalviertel oben braun 

gefärbt, Tarsen braun. Abdomen oben schwarzbraun bis schwarz. Unterseite des 

Körpers gelb. Cirei gelb, fein hellbraun geringelt, an der Spitze ganz dunkelbraun. 

Flügel hyalin ; Kostal- und Subkostalfeld sehr hellgelb ; Nervatur gelb bis hellgelb- 

braun. Kopf stumpf dreieckig; das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punkt- 

augen zur Entfernung vom Innenrande der Augen gleich 23-24: 15-16. Pronotum 

quer viereckig, etwa 1.3 mal so breit wie lang. Im Subkostalfelde ausserhalb der 

Subkosta nur eine Querader ; Sector radii nur einmal gegabelt, und zwar weit nach 

aussen der Anastomose ; Cubitus anticus mit drei (im Vorderflügel) bis zu einer (im 

Hinterflügel) akzessorischen Ader; Vorderast der 2. Analader einmal gegabelt. 

Der Anhang des & am VIII. Ventralringe wie bei Fig. 15. ersichtlich sehr 

kurz und flach. Weibliche Subgenitalplatte fast kreisförmig, am Grunde etwa 4 der 

IX. Ringbreite einnehmend. 

“ ut FE sil 

En. ここ その の 5 の 

Fig. 15. Isoperla nipponica n. sp. Fig. 16. 

7. Hinterleibsende von unten. 2. Hinterleibsened von unten. 

“aS 
ee, 2 O 

Körperlänge 6-7 mm. 7-9 mm. 

Vorderfliigellinge 9 mm. 10-11mm. 

Hab.--Towada-See im Prov. Mutsu (@@ u. 222, am Juli 1905, Prof. 

S. Matsumura) und Yamanouchi bei Tokyo (12, am Juni 1905, H. Takeda). 
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Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Species ist Isoperla towadensis n. sp. sehr nahe verwandt. 

T. N.—Futasuji-midorikawagera. 

Isoperla suzukii n. sp. (Fig. 17) 

©. Kopf rostfarbig, Punktaugen durch einen schwärzlichbraunen verwaschen 

hufeisenförmigen Fleck verbunden, Zwischenraum der M-Linie, Stirnschwielen und 

Augen schwärzlichbraun. Hinterkopf dunkelbraun gerandert. Fühler am Basal- 

viertel mit Ausnahme des dunkelbraunen Basalgliedes gelb, gegen die Spitze zu 

dunkelbraun. Maxillartaster dunkelbraun, Labialtaster tief dunkelbraun. Pronotum 

dunkelrostbraun ; Mittelfeld gelb. Meso- und Metanotum schwarzbraun, Praescutum 

heller. Beine gelb, Schenkel oben dunkelbraun, gegen die Basis zu heller, Schienen 

am Basalviertel oben dunkelbraun, Tarsen dunkelbraun. Abdomen schwarzbraun, 

an der Spitze gelbbraun. Cirei schmutziggelb, hellbraun geringelt. Flügel hyalin, 

Pterostigmagegend gelb. Nervatur gelbbraun bis duukelgelbbraun, Kosta und 

Radius am Grunde, Subkosta ganz gelb. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren 

Punktaugen bis zur Entfernung vom Innenrande 

der Augen ist 26:12. Im Subkostalfelde ausserhalb 

der Subkosta eine Querader ; Cubitus anticus im 

Vorderflügel mit zwei (selten drei), im Hinterflügel 

mit einer akzessorischen Ader. Beim & ist der 

Anhang des VIII. Bauchringes fast zangenförmig, 

hinten abgerundet. 

En Körperlänge 5-6mm. 

Ve re} a Vorderflügellänge 9mm. 

Hab.— Kyoto, 266, M. Suzuki, und Kuma- 

moto, 1 &, Kawamura. — 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Fig. 17. Isoperla suzukii n. sp. 

4. Hinterleibsende von unten. 

Diese Art ähnelt Isoperla venosa (St.), unterscheidet sich jedoch von ihr durch 

den Anhang des VIII. Bauchringes und den Körperfleck. 

T. N.—Midorikawagera-modoki. 

Isoperla sibakawae n. sp. (Fig. 18) 

Kopf gelb. Auf der Stirn ein schwarzer, grosser (-förmiger Fleck; vor der 
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M-Linie ein schwärzlichbrauner /\-förmiger Fleck. Beide Taster gelb bis hellgelb- 

braun, jedes Glied an der Spitze dunkler. Fühler am Basalhälfte bis Basaldrittel 

gelb, gegen die Spitze zu schwarz. Pronotum mit einem sehr breiten, gelben Mittel- 

felde, schwarzbraun : an den Seiten gelb, schmal gesäumt. Mesonotum gelb; Prae- 

scutum an oberer Hälfte, Scutum und Scutellum schwarzbraun. Metanotum ganz 

schwarzbraun. Beine gelb, Schenkel an der äussersten Spitze braun, sehr schmal 

gerändert, Tarsen dunkelbraun. Abdomen gelb bis gelbbraun. Circi gelb, gegen 

die Spitze zu dunkelbraun. Flügel hellgrüngelb angeraucht. Nervatur gelb, Kosta, 

Subkosta mit Ausnahme der Basis, und am Apicaldrittel schwärzlichbraun. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Innenrande der Augen ist 28:12. Pronotum quer 

viereckig, etwa 1.7 mal so breit wie lang. Im 

Subkostalfelde ausserhalb der Subkosta nur 1 (selten 

zwei)*Querader ; Sector radii nur einmal und zwar 

weit nach aussen der Anastomose gegabelt ; Cubitus 

antieus in beiden Flügeln 2-3 akzessorischen Adern ; 

Vorderast der 2. Analader nur einmal gegabelt. 

Beim & ist der Anhang des VIII. Bauchringes 

länger als breit, hinten abgerundet. Weibliche 

Subgenitalplatte bogenférmig. 

wre | © 〒 
Fig. 18. Isoperla sibakawae n. sp. Körperlänge 7-8mm. 

@. Hinterleibsende von unten. x 
Vorderfliigellinge 10-12mm. 

Hab.—Oiwake im Prov. Sinano (16, am 26/VII. 1911, M. Sibakawa) und 

Nikko (22 2, am 5/VIII. 1912, Prof. 8. Matsumura). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art ähnelt Isoperla nipponica n. sp., aber der Anhang des VIII. Bauch- 

ringes ist ganz anders. 

T. N.—O-midorikawagera. 

B. Subfam. Neoperlinae. 

1. Gate: Neoperla Needh. 

Neoperla Needham, 1905: Proc. Ent. Wash., Vol. XVIII. p. 108. 

Pseudoperla Banks, 1892: Trans. Amer. Ant. Soc., XIX. p. 842 (Nom. praeoe.) 



N 

OKAMOTO : ERSTER BEITRAG ZUR KENNTNIS DER JAP. PLECOPTEREN. 131 

Octhopetina Enderlein, 1909 : Stett. entomol. Ztg., p. 324. 

In Japan kommen fünf Arten vor, davon drei neu sind. 

Uebersicht der Arten. 

1 (2). Beine ganz schwirzlichbraun.-:----.-----+ 1 Beek. --- seb deaes hatakeyamae n. sp. 

2 (1). Beine gelb, teilweise dunkel bis schwarzbraun. 

3 (8). Weibliche Subgenitalplatte vorhanden. 

4 (5). Weibliche Subgenitalplatte in der Mitte des Hinterrandes mit einem zahn- 

förmigen Fortsatz.--.-- ーー FREE |: …-geniculatella n. sp. 

5 (4). Dieselbe ohne Fortsatz. 

6 (7). Knierand der Schenkel und Schienen schwarzlichbraun..-. - geniculata Pict. 

7 (6). Schenkel und Schienen ausserhalb schwärzlichbraun.--- -- - niponensis M’L. 

8 (3). Ohne weibliche Subeenitalplatte. ーーーーーーーーーーーー ーー ーー formosana n. sp. 

Neoperla hatakeyamae n. sp. 

12. Kopf glänzend schwarzbraun. Augen tief schwarz. Punktaugen rötlich- 

braun, sehr schmal gelb gesäumt. Fühler und beide Taster schwarzbraun. Pro- 

thorax gelb, oben mit einem fast ein Drittel der ganzen Breite einnehmenden, schwarz- 

braunen Mittelstreifen, Vorder- und Hinterrand sowie Seitenrand schmal schwarz- 

braun gerändert. Meso- und Metathorax oben schwarzbraun, unten gelb. Abdomen 

und Circi gelb. Beine schwarzbraun, nur Coxen und Trochanter gelb. Flügel 

stark braun angeraucht mit Ausnahme des schwefelgelben Kostal- und Subkostalfeldes. 

Adern dunkelbraun, Kosta, Subkosta, Radius und Kostalqueradern gelb. Membran 

stark rot bis grün irisirend. 

Kopf ca. 1.3 mal so breit wie lang. Fühler dünn und lang. Augen gross. 

Punktaugen ziemlich klein, kreisrund, nahe aneinander gestellt ; gegenseitiger Abstand 

von einander 2, vom Angenrand 4 Ocellendurchmesser. Stirnschwielen flach, fast 

kreisrund ; den Augen viel näher als den Punktaugen. M-Linie wenig ausgeprägt. 

Pronotum trapezoid, vorn so breit wie Hinterhaupt, nach hinten ziemlich stark 

verschmälert ; Vorder- und Hinterrand schwach bogenförmig, an den Seiten gerade. 

Mittelfeld in der Mitte am schmälsten, daselbst ungefähr den sechsten Teil der 

ganzen Breite einnehmend, nach vorn und hinten etwas erweitert. Wurmförmige 

Sehwielen schwach vortretend. Flügel ziemlich breit mit parabolischer Spitze. Im 

Subkostalfelde ausserhalb der Subkosta im Vorderfliigel 2, im Hinterfliigel 1-3 

Queradern ; Sector radii ausserhalb der Anastomose entsendet 2 Äste. Cu, entsendet 

im Vorderflügel zwei Äste; IM, im Hinterflügel etwas kürzer als ihr Stiel. 
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Subgenitalplatte klein, dreieckig, aber Spitze abgerundet. 

Körperlänge 12 mm, 

Vorderflügellänge 14 mm・ 

Grösste Vorderflügelbreite 41 mm. 

Hab.—Prov. Echigo (12, H. Hatakeyama). 

Bennant wurde diese Species nach ihrem Sammler. 

Typus in meiner Sammlung. 

Diese Species ist der Neoperla nipponensis (M’L.) verwandt, unterscheidet sich 

jedoch durch den Körperfleck. 

T. N.--Kuro-futatsumekawagera. 

Neoperla geniculatella n. sp. (Fig. 19 u. 20) 

Schwefelgelb bis gelb. Kopffleck wie bei Neoperla geniculata (Pict.), auf der 

Stirn mit einem schwarzen, fast viereckigen Makel und auf dem Clypeus mit 

einem schwarzen, abgerundete dreieckigen bis fast rundlichen Fleck vor der schwach 

entwickelten M-Linie : der erstere zieht sich bis auf Hinterhaupt, der letztere erreicht 

nicht den Vorderrand des Clypeus. Fühler mit Ausnahme des hinteren fast 4, 

dunkelbraun. Taster dunkelbraun. Punktaugen dunkelbraun. Pronotum mit einem 

breiten dunkelbraunen Mittelstreifen. Vorder- und Hinterrand, Mittelfurche, sowie 

Seitenrand schmal schwarz gesäumt. Meso- und Metanotum mit einem sehr breiten 

dunkelbraunen Mittelstreifen. Circi gelb, an der Spitze dunkelbraun. Beine 

gelb, nur Schienen an der Basis und Tarsen dunkelbraun gefärbt. Flügel hellbraun 

angeraucht mit Ausnahme des Kostal- und Subkostalfeldes, welche gelb sind. Adern 

dunkelbraun, Kosta, Subkosta, Wurzel des Radius und Kostalqueradern gelb. - 

Membran grün bis rot stark irisirend. 

Augen gross, besonders beim @. Punktaugen relativ gross; gegenseitiger Ab- 

stand von einander ca. 1.7, von Augenrand ca. 2.3 (€ )-3 (2) Ocellendurchmesser. 

Stirnschwielen fast queroval, näher den Augen als den Punktaugen. M-Linie ziemlich 

stark ausgeprägt. Pronotum trapezoid, vorn etwa 1.8 mal so breit wie lang; nach 

hinten schwach verschmälert; Vorder-und Hinterrand fast gerade, Seiten gerade. 

Mittelfeld in der Mitte etwa 1/16 der ganzen Breite einnehmend, nach vorn und 

hinten schwach erweitert. Wurmförmige Schwielen ziemlich schwach vortretend. 

Im Subkostalfelde ausserhalb der Subkosta in beiden Flügeln zwei bis drei Queradern ; 

Sector radii ausserhalb der Anastomose entsendet zwei Äste, Cu, entsendet im 

Vorderflügel ein bis zwei Aeste; 1M, im Hinterflügel kurz, kürzer als ihr Stiel. 
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Weibliche Subgenitalplatte sehr klein, bogenförmig, Hinterrand derselben mit 

einem kleinen Fortsatz in der Mitte. 

lati i on eal cee aod 

Fig. 19. Neoperla geniculatella n. sp. Fig. 20. 

4. Hinterleibsende von oben. 2. Hinterleibsende von unten. 

O 
ア = .. Y = 

Körperlänge 7— 8mm. 8- 9mm. 

Vorderflügellänge 11-12 mm. 11-12 mm. 

Grösste Vorderfliigelbreite 33 mm. 

22, M. Sibakawa), und Hakone, Hab.—Kyoto (16, M. Suzuki), Yamaguchi (22, } 

Sapporo, Gifu, Tamagawa bei Tokyo, Daisenji, Yamaguchi, Haramachi, Moji 

und Kumamoto (6% und 6 2, Prof. S. Matsumura). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo und in meiner 

Sammlung. 

Diese Species steht der Neoperla geniculata (Pict.) sehr nahe an, unterscheidet 

sich jedoch durch den Bau der weiblichen Subgenitalplatte. 

T. N.—Hime-futatsumekawagera. 

Neoperla geniculata (Pict.) 

Perla geniculata Pictet, 1841 : Perlides, p. 232, Pl. XXI. Fig. 1 et 2. 

Hab.—Iyo (16, Urakami), Yamaguchi (246, 12, M. Sibakawa), 

Tyo (1& u. 12,8. Arakawa), Kumamoto (12, H. Kawamura). Kyoto (12, 

M. Suzuki) und Takasago (1%, 12, Prof. S. Matsumura). 

T. N.—Futatsumekawagera. 

Neoperla nipponensis (M’L.) 

Perla nipponensis Mae Lachlan, 1875 : Trans. ent. Soc. Lond., p. 172. 
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Hab.—Suma bei Kobe (86, M. Sibakawa), Hakone, Takasago bei Kobe, Hagi 

bei Kumamoto und Kagosima (46, 3%, Prof. S. Matsumura). 

T. N.—Yamato-futatsumekawagera. 

Neoperla formosana n. sp. (Fig. 21) 

Körper gelb bis strohgelb. Kopf oben hellrötlichgelb, vor der M-Linie etwas 

dunkler, vor jeder Schwiele ein dunkelbrauner fast querovaler Fleck. Punktaugen 

innen schwarz breit gesäumt, diese Kreise können auch zusammenfliessen und einen 

schwarzen Fleck zwischen den Punktaugen bilden. Fühler mit Ausnahme des 

hinteren fast ; bis 4, dunkelbaun. Pronotum hellbraun. Beine wie Körper gefärbt, 

Schienen oberhalb unter den Knien dunkelbraun, nach der Spitze zu allmählich 

heller, Tarsen dunkelbraun. Circi gelb, an der Spitze dunkelbraun. Flügel sehr 

schwach getrübt, Nervatur gelbbraun bis braun, Kosta, Subcosta heller. Membran 

grün bis rot etwas stark irisirend. 

Kopf fast dreieckig. Augen gross, beim © grösser und sehr gewolbt. 

Punktaugen klein; ihr gegenseitiger Abstand von einander ca. } Qcellendurchmesser 

uud viel näher als die Entfernung vom Innenrande des Auges. Stirnschwielen 

mässig klein, doch stark vortretend, den Augen näher als den Punktaugen. M- 

Linie recht schwach ausgeprägt. Pronotum quer, 

ee | vorn etwas schmäler als der Kopf samt den Augen, 

etwa 1.5 mal so breit wie lang; nach hinten zu 

verschmälert. Vorderrand stark bogenférmig, 

Seiten gerade. Mittelfeld in der Mitte etwa den # 

Teil der ganzen Breite einnehmend, nach vorn und 

hinten sehr schwach erweitert, Wurm förmige 

Schwielen schwach vortretend. Im Subeostalfelde 

ausserhalb der Subcosta im Vorderflügel drei-vier, 

m Hinterflügel zwei-drei Queradern ; Sector radii 

- im Vorderflügel, Vorderzinke der Media im Hinter- 

Fig. 21. Neoperla formosana n. sp. flügel zweimal gegabelt ausserhalb der Anastomose ; 
T. Hinterleibsende von oben. っ 4 a 

Cubitus anticus (Cu」) im Vorderflügel mit nur einem 

accessorischen Aste. 1M, im Hinterflügel gleichlang oder etwas länger als ihr Stiel. 

Beim & ist die mittere Partie des VII. Dorsalbogens in einen recht spitzen 

dreieckigen Zipfel vorgezogen. VIII. Dorsalbogen nach unten vertieft und in der 

Mitte mit einem stumpfdreieckigen Fortsatz. IX. und X. Dorsalbogen in zwei 

Abschnitte gespalten, die polsterartig geschwollen sind ; nach vorn laufen sie in einem 
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starken Dorn aus. 

Weiblicher Abdomen zeigt keine Subgenitalplatte; es sind also alle Ringe 

normal entwickelt. 

en 18.2 
Körperlänge 6 - 9mm 

Vorderflügellänge 8.5-13 mm 

2 Grösste Vorderfliigelbreite 5ー 3.5 mm. 

Hab.—Formosa (Koshun 2% u. 12, Heirinbi 42, Taikokan 1%, Taihoku 

16, Sinsha 16, Tappan 35 u. 52, und Horisha 12). Gesammelt von 

Prof. S. Matsumura. 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Art steht dem Neoperla rubens Klp. nahe, leicht durch Genitalien des 

Männchens zn nnterscheiden. 

T. N.—Taiwan-futatsumekawagera. 

II. Gatt. Nogiperla n. g. 

Typus : Nogiperla formosana n. g. et n. sp. 

Augen behaart. Punktaugen zwei, deren gegenseitiger Abstand grösser als die 

Entfernung vom Innenrande der Augen. rabialtaster wie bei der Gattung Crypto- 

perla, Needh sehr vermindert. Stirnschwielen ruudlich, doch sehr flach, dem Innen- 

rande der Augen näher gestellt 

| als den Punktaugen. Pronotum 

trapezoid. Sector radii nur ein- 

mal gegabelt; Cu, hat in den 

Vorderflügeln 2-3, in den Hinter- 

flügeln 1-2 Äste, Medialfeld im 

Hinterflügel sehr lang, doppelt- 

an ヤー 

mal so laug wie ihr Stiel; 
ーー ーー 

- そる が ; 
zwischen der zweiten Analader 

3 4 た い ap 

ーー keine Querader. Oiret kurz, 1. 

Glied sehr lang, fast so lang wie 

die übrigen Glieder zusammen, 
Fig. 22. Nogiperla formosana n. sp. 

Nervatur des Flügels. an der Innenspitze mit einem 

etwas langen, dieken Dorn. Abdominalspitze wie bei Fig. 23. 

Diese Gattung ist nahe verwandt mit der Gattung Chryptoperla, Necdh. aber 
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durch den auffallend verschiedenen Bau des Circi und der Genitalien unterscheidet 

sie sich. 

Ich kenne nur zwei Arten. 

Uebersicht der Arten. 

Beine ganz schwärzlichbraun. obS ets formosana ni. sp. 

Beine gelb, nur Schienen schwirzlichbraun,---++++++s++-+eresere ree eeeees japonica n. sp 

Nogiperla formosana n. sp. (Fig. 23) 

12. Körper oben dunkelbraun, unten gelb. Fühler schwärzlichbraun. 

Maxillartaster schmutziggelb. Punktaugen orangerot. M-Linie und Hinterkopfs- 

fleck zwischen dem Punktauge und Auge rotlicheelb. Pronotum am Vorder-und 

Hinterrande schmal gelb gesäumt. Beine schwarzbraun. Circi dunkel gelbbraun. 

Flügel schwach braun angeraucht, Adern dunkelbraun, Costa, Subcosta und Kostal- 

queraderchen gelbbraun. Membran rot bis grün, ziemlich stark irisirend. 

Kopf ca. 2 mal so breit (samt den Augen) wie lang. Augen gross, kugelig. 

Punktaugen klein, ihr gegenseitiger Abstand von einander 3, von Augenrande 1.5 

Ocellendurchmesser. M-Linie fast undeutlich. Pronotum fast trapezoid, vorn ein 

wenig schmäler als das Hinterhaupt samt den Augen; nach hinten allmählig 

verbreitert. Mittelfeld in der Mitte sehr schmal, etwa den 1/12 Teil der ganzen 

Breite des Pronotums einnehmend, nach vorn und hinten sehr verbreitert. Im 

Subcostalfelde ausserhalb der Subcosta beider Flügeln mit 3-4 Queradern; Cu, 

entsendet im Vorderflügel zwei Äste : 1M, im Hinter- 

flügel doppeltmal länger als ihr Stiel. 

Körpelänge 5 mm, 

Vorderflügellänge 9 mm. 

Hab.—-Formosa (Giran, 12 ,2/X, 1906), 

gesammelt von Prof. S, Matsumura. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku- 

Universität zu Sapporo. 

T. N.—Taiwan-nogikawagera. 

= | Nogiperla japonica n. sp. 

Fig. 23. Nogiperla formosana n, sp. 22 2 M Kopf mit einem grossen schwarz- 

2. Hinterleibsende von unten. z 

braunen, fast viereckigen Makel auf der Stirn und 

Clypeus, orangegelb. Punktaugen innen schmal, aussen sehr breit, schwarz geringelt. 
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Maxillar- und Labialtaster schmutziggelb, die erstere am äussersten Glied und die 

letztere an der äussersten Spitze dunkelbraun. Fühler mit Ausnahme der orange- 

gelben Basalglieder, dunkelbraun, nach der Spitze zu schwarz. Pronotum dunkel- 

braun. Meso- und Metanotum hellgelbbraun, jedes Praescutum, Scutum und 

Seutellum dunkler. Beine gelb, Schienen schwärzlichbraun. Abdomen oben dunkel- 

braun; Circi orangegelb, nach der Spitze zu braun. Unterseite des Körpers ganz 

gelb. Membran rot bis grün, sehr stark irisirend. 

Kopf ca. 2 mal so breit (samt den Augen) wie lang. Augen gross, kugelig. 

Punktaugen klein, ihr gegenseitiger Abstand von einander 3.5, vom Augenrande 1.5 

Ocellendurchmesser. M-Linie fast undeutlich. Pronotum fast trapezoid, Vorder- 

und Hinterrand fast gerade, aber an den Seiten nach aussen bogenartig. Mittelfeld 

in der Mitte am schmälsten, etwa den 1/11 Teil der ganzen Breite des Pronotums 

einnehmend ; nach vorn und hinten sehr stark verbreitet. Im Kostalfelde ausserhalb 

der Subeosta im Vorderfliigel 3-4, im Hinterflügel 5-7 Queradern; Sector radii 

ausserhalb der Anastomose nur einmal gegabelt; Cu, entsendet im Vorderflügel zwei 

Aste; 1M, im Hinterflügel doppeltmal länger als ihr Stiel. 

Körperlänge 6- 7 mm. 

Vorderflügellänge 11 mm. 

Hab. —Hakone (12, am 27/VII. 1905) und Ono (12, am 10/VI. 1911), 

gesammelt von Prof. S. Matsumura. 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Art steht der Nogiperla formosana n. sp. nahe, doch der Körperfleck ist 

anders. 

T. N.—Nogikawagera. 

III. Gatt. Kiotina® Klp. 

Aeroneuria (Kiotina) Klapälek, 1909 : Bull. intern. Acad. Sei. Boh., XII. p.2. 

Hemaeroneuria Enderlein, 1909: Zool. Anz., Bd. 34. Nr. 13/14, p. 395. 

Punktaugen zwei, fast gleich, manchmal nur wenig enger oder weiter von 

einander gestellt als wie vom Innenrande der Augen. Sector radii des Vorderflügels 

entsendet bei einigen Gruppen nur zwei Aste, bei anderen mehr als drei Aste, und 

(7) Diese Gattung wurden yon Klapilek als Subgenus den Aeronewria eingereiht, aber ich habe 

besondere Gattungscharactere festgestellt. Die Gruppe Kiotina ist mit zwei Ocellen, gegenüber 

der Gattung <Acroneuria mit 3 Ocellen zu unterscheiden, daher ich sie unter Neoperlinae 

aufgeführt habe. 
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zwischen r, und dem vorderen Aste des Radialramus sind entweder meist zwei (im 

Vorderflügel), eine (im Hinterflügel) oder keine Querader entwickelt. Medialfeld 

der Hinterflügel sehr lang, Vorderast der zweiten Analader geschweift, mit ein- 

zwei Ästen, von welchem der hintere durch eine Querader mit 2A, verbunden ist. 

Circı kurz. Beim Männchen sind die Hinterleibringe bis zum neunten normal 

ausgebildet, aber der neunte Ring auf der Bauchseite die Subgenitalplatte vorgezogt. 

Beim Weibchen Subgenitalplatte gross, wenigstens den neunten Ring überragend, 

elliptische oder quer elliptische, gewöhnlich in der Mitte des Hinterrandes tief oder 

seicht ausgekerbt. 

Diese Gattung erhält zwei Subgenus, von denen eine neu ist. 

Uebersicht der Untergattungen. 

Sector radii der Vorderflügel entsenden mehr als drei Äste. Punktaugen fast 

gleich oder nur wenig enger von einander als vom Innenrande der Augen entfernt. 

N ee h Marsa de Mare feisatcchein Pals mtraeiia seh es + er een seen ee Kiotina Klp. 

Sector radii der Vorderflügel entsenden nur zwei Aste. Punktaugen weiter 

von einander als vom Innenrande der Augen entfernt..-..-- ーー Gibosia n. subg. 

1. Untergatt. Kiotina s. str. 

Diese Untergattung ist über Ost- und Südasien verbreitet, und in Japan 

kommen drei Arten vor, davon eine neu ist. 

Uebersicht der Arten. 

1 (4). Flügel durchweg gleichmiissig gefarbt. 

Werne RE cements gas sees Be oc lugbris M’L. 

3 (2). Pronotnm sechseckig. ーーー トード ーー ーー ドー ドー suzuki n. sp. 

4 (1). Flügelvorderrand gelb gesäumt. ーー ドー ドーン ドッ ーー ドー - pictetii Klp. 

Kiotina (Kiotina) lugbris (M’L.) 

Perla lugbris Mac. Lachlan, 1875 : Trans. ent. Soc. Lond., p. 173. 

Hab.—Kobe. Diese Species mir unbekannt. 

T. N.—O-kuro-futatsumekawagera-modoki. 

Kiotina (Kiotina) suzukii n. sp. (Fig. 24) 

12. Körper mit allen Anhängen schwarz glänzend, Meso-, Metanotum und 
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Hinterleib besonders am Grunde schwärzlichkastanienbraun, Flügel gleichmässig 

stark braun gefärbt mit etwas dunkler Nervatur. 

Stirnschwielen und M-Linie fast undeutlich. Schläfen lang und parallel. 

Punktaugen sehr klein, ihr Abstand kleiner als die Entfernung derselben vom 

Innenrande der Augen, Pronotum sechseckig, auf demselben Seitenränder fast am 

ersten Drittel nach aussen stumpfwinkelig vorragend ; Mittelfeld etwas breit, etwa 

am breitesten Teil 1/7 einnehmend; Wurmschwielen fast undeutlich. Circi kurz, 

kürzer als Hinterleibsliinge. Im Kostalfelde ausserhalb der Subeosta 5-6 Quer- 

adern; Sector radii ausserhalb der Anastomose mit 4 Ästen; Vorderast der zweiten 

Analader mit zwei Ästen, die mit dem Mittelaste durch eine Querader verbunden 

ist. 

Weibliche Subgenitalplatte gross, fast dem 

Hinterrand des X. Segmentes erreichend, elliptisch 

und in der Mitte des Hinterrandes fast balbkreis- 

förmig seicht ausgekerbt. 

Körperlänge 19 mm. 

V orderfliigelliinge 21 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 6} mm. 

Hab. — Kyoto, 12 von M. Suzuki gesammelt, 

dem ich diese Art widme. 

Typus in meiner Sammlung. 

a a 2 Diese Art steht sehr nahe Kiotina (Kiotina) 

ae ‚pieteti Klp. und K. (Kiotina) lugbris (M’L), jedoch 

unterscheidet sie sich von ersterer durch den Flügelmakel, von letzterer durch den 

verschiedenen Bau des Pronotums. 

T. N.—Kuro-futatsumekawagera-modoki. 

Kiotina (Kiotina) pictetii Klp. 

Acroneuria (Kiotina) pictetii Klapälek, 1907: Bull. intern. 1’Acad. Sci. Boh., 

XII. p. 6, Fig. 4. 

Perla infuscata Pictet, 1841:Fam, Perlides, p. 221, Pl. XIX. Fig. 6-11 

(Nec. Newman). 

Hab.—Gifu, Tokyo. Diese Species mir unbekannt. 

T. N.—Maeki-futatsumekawagera. 
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2. Uutergatt. Gibosia n. subg. 

Typus: Acroneuria (Kiotina) angusta Klp. 

Punktaugen zwei, weiter von einander als vom Innenrande der Augen entfernt. 

Circi sehr kurz, etwas linger als Abdominalbreite, nach hinten immer stark gebogen. 

Sector radii der Vorderfliigel entsenden nur zwei (selten drei) Aste. Media in den 

Hinterflügeln stark gebogen, Medialfeld doppeltmal bis dreimal länger als ihr 

Stiel. Vorderast der zweiten Analader nur mit einem Aste. Subgenitalplatte des 

Männchens vor dem Hinterrande mit einem Anhang. 

In Japan kommen sechs Arten vor, von denen fünf neu sind. 

U Tebersicht der Arten. 

1 (6). Pronotum schwarzbraun oder kastanienbraun. 

2 (5). Flügel hyalin oder schwach getrübt. 

3 (4). Kopf gelb. ----. -..: uber... Gc - = sahen kenne ee re thoracica n. sp. 

4 (8), Kopf kastanienbraun. ra. sl. a ea Meee hagiensis n. sp. 

5 (2). Flügel stark braun angeraucht. »+- +++ ーー ドー ドーー ernennen angusta Klp. 

6 (1). Pronotum gelb. 

7 (8). Pronotum mit zwei dunkelbraunen Längsstreifen.-+-+- ++ +-----jezoensis n. sp. 

8 (7). Pronotum olıne dieselben. : 

9 (10). Subgenitalplatte des Weibchens fast parabolisch. ----- hatakeyamae n. sp. 

10 (9). Dieselbe nicht parabolisch. Se. oe SD era cles a ere tobei n. sp. 

Kiotina (Gibosia) thoracica n. sp. (Fig. 25) 

266. Sehwefelgelb. Zwischen den Punktaugen bis zur Stirn ein grosser fast 

viereckiger, und vor der M-Linie ein kleiner fast dreieckiger kastanienbrauner 

Makel. Punktaugen glänzend hellorangegelb, vorn, hinten und innen breit, doch 

aussen schmal schwarz umringt. Fühler gelbbraun, nach Spitze zu braun. Taster 

braun. Pronotum kastanienbraun, an den Seiten schmal gelb gesäumt. Meso- und 

Metanotum ganz kastanienbraun. Schenkel und Schienen aussen, sowie Tarsen 

hellgelbbraun. Flügel hyalin, Pterostigmagegend gelb. Adern in beideu Flügeln 

gelb, Subcosta und Kostalqueradern heller. Membran grün bis rot irisirend. 

Punktaugen klein; ihr gegenseitiger Abstand von einander ca. 3 Ocellen- 

durchmesser, vom Augenrand ca. 1.2 Ocellendurchmesser. M-Linie. deutlich. Stirn- 

schwielen nach vorn geschoben und dem Innenrande der Augen fast gleich wie 

Punktaugen gestellt. Pronotum parallelogramig, vorn etwa 1.5 mal so breit wie 
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lang. Wurmförmige Schwielen sehr stark ausgeprägt. Mittelfeld in der Mitte 

etwa 1/10 der ganzen Breite einnehmend. Im Subcostalfelde ausserhalb des Subeosta 

in beiden Flügeln 1 bis 2 Queradern. Seetor radii ausserhalb der Anastomose 

entsendet 2 bis 1 Äste: Cu, entsendet im Vorderflügel 2 Aeste; 1M, im Hinterflügel 

lang, fast doppeltmal so lang wie der Stiel. 

Beim Männchen Hinterleibsringe normal, Sub- 

analklappen klauenartig stark nach oben gekrümmt; 

Subgenitalplatte vor dem Hinterrande einen fast 

herzförmigen Anhang aufweisend. 

Körperlänge 7- 8mm. 

Vorderflügellänge 9-12 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 22-34 mm. 

Hab.—Tamagawa bei Tokyo, 2%, am 25/VII. 

1905, von Prof. S. Matsumura gesanımelt. 

Typen in. der .landw. Fakultät, Tohoku- 

Universität zu Sapporo. 

Fig. 25. Gibosia thoraeica n. sp. Diese Species steht der Kiotina (Gibosia) angusta 
4. Hinterleibsende von unten. x L J } } 

(Klp.) nahe, unterscheidet sich jedoch durch die 

Flügelfärbung. 

T. N.—O-me-futatsumekawagera. 

Kiotina (Gibosia) hagiensis n. sp. 

15. Kopf kastanienbraun, Zwischenraum der Punktaugen und der M-Linie 

dunkler. Fühler und beide Taster gelb». Punktaugen rötlich. Pronotum dunkel 

kastanienbraun, an den Seiten gelb gesäumt. Meso-, Metathorax und Abdomen 

oben hellkastanienbraun. Circi gelb. Beine ganz gelb. Flügel schwach getrübt, 

nur Kostalfeld fast farblos. Adern braun, Kostal-, Subkostalader und Radius an 

der Basalhälfte, sowie Kostalqueräderchen gelb. 

Punktaugen ziemlich gross; ihr gegenseitiger Abstand von einander ca. 3, vom 

Augenrand ca. 2 Ocellendurchmesser. Stirnschwielen fast rundlich doch flach, den 

Punktaugen einwenig näher als dem Innenrande der Augen. M-Linie sehr stark 

ausgeprägt. Pronotum fast parallelorgamig, vorn etwa 1.5 mal so breit wie lang. 

Mittelfeld etwas breit, nach vorn und hinten sehr schwach verschmälert, in der 

Mitte etwa den 1/8 Teil der ganzen Breite einnehmend. Wurmtörmige Schwielen 

sehr stark ausgeprägt. Im Kostalfelde ausserhalb der Subkosta in beiden Flügeln 

nur 1 Querader; Sector radii ausserhalb der Anastomose entsendet 2 Aste; Cu 
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entsendet im Vorderflügel 2 Äste; IM, im Hinterflügel lang, doppeltmal länger als 

der Stiel. 

Körperlänge 7 mm. 

Vorderflügellänge 8 mm. 

Hab.—Hagi, 18, am 10/VII. 1905, gesammelt von Prof. S. Matsumura. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Species steht der Krolina (Gibosia) angusta (Klp.) nahe, doch viel 

kleiner. 

T. N.—Kiasi-kuro-futatsumekawagera. 

Kiotina (Gibosia) angusta (Klp.) 

Acroneuria (Kiotina) angusta Klapälek, 1907 : Bull. intern. Acad. Sci. Boh., 

XII. p. 7, Fig. 5,6 (a et b) und 7. 

Hab.—Prov. Harima, 15, am 3/V. 1912, K, Nakahara. 

T. N.—Hime-kuro-futatsumekawagera. 

Kiotina (Gibosia) jezoensis n. sp. (Fig. 26) 

12. Schwefelgelb. Zwischen den Punktaugen bis zur Stirn ein grosser fast 

viercckiger, und vor der M-Linie ein kleiner fast dreieckiger, kastanienbrauner Makel. 

Fühler dunkelgelbbraun bis dunkelbraun. Taster dunkelbraun. Punktaugen vorn, 

hinten und innen breit schwarz gesäumt. Pronotum mit zwei kastanienbraunen 

und dieken Längsstreifen. Praescutum des Meso- und Metanotums kastanienbraun. 

Schenkel ausserhalb dunkelbraun gefärbt. Flügel 

hyalin, nur Kostalfeld sehr hellgelb. Adern 

dunkelbraun, am Basaldrittel, Subkosta und Radius 

schwefelgelb. Membran rot bis grün stark irisirend. 

Punktaugen klein; ihr gegenseitiger Abstand 

von einander ca. 4, vom Augenrand ca. 3 Ocellen- 

durchmesser. Stirnschwielen deutlich, den Punkt- 

augen näher als den Augen gestellt. M-Linie 

ziemlich stark ausgeprägt. Pronotum parallel- 

orgamig, vorn etwa 1.3 mal so breit wie lang. 

Mittelfeld in der Mitte etwa den 1/14 der ganzen 

BRE PAGE 60456epocet nitsp. Breite emnehmend. Wurmförmige Schwielen sehr 
2. Hinterleibsende von unten. 

stark ausgeprägt. Im Subcostalfelde ausserhalb der 

Subkosta in beiden Flügeln 2 Queradern ; Sector radii ausserhalb der Anastomose 



OKAMOTO: ERSTER BEITRAG ZUR KENNTNIS DER JAP. PLECOPTEREN. 143 

entsendet 2 Äste; Cu, entsendet im Vorderflügel 2 Äste; 1M_ im Hinterflügel sehr 

lang, doppeltmal länger als ihr Stiel. 

Weibliche Subgenitalplatte gross, breit, parabolisch, an der Spitze seicht aus- 

gebuchtet, fast den Vorderrand des X. Ringes überragend. 

Körperlänge 10 mm. 

Vorderflügellänge 14 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 4 mm. 

Hab. —Sapporo, 12, gesammelt von Prof. S. Matsumura. 

Typus in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo. 

Diese Species steht der zo (Gibosia) thoracica n. sp. nahe, unterscheidet 

sich jedoch durch die Prothrakalfarbung. 

T. N.—Futasuji-futatsumekawagera. 

Kiotina (Gibosia) hatakeyamae n. sp. (Fig. 27) 

22 2. Körper mit allen Anhängen helldottergelb, Fühler etwas dunkler. 

Punktaugen innen etwas breit kastanienbraun gesäumt. Flügel hyalin, Adern gelb. 

Punktaugen klein, von einander weit getrennt; ihr gegenseitiger Abstand von- 

einander ca. 3.8, vom Augenrand ca. 3 Ocellendurchmesser. Stirnschwielen queroval, 

den Punktaugen näher als den Augen. M-Linie stark ausgeprägt. Pronotum 

trapezoid, nach hinten schwach verschmälert, vorn etwa 1.5 mal so breit wie lang. 

Mittelfeld in der Mitte etwa den 1/7 der ganzen Breite einuehmend. Wurmförmige 

Schwielen stark ausgeprägt. Im Subcostalfelde 

ausserhalb der Subcosta in beiden Flügeln 2 

Queradern ; Sector radii entsendet ausserhalb der 

Anastomose zwei Äste; Cu, entsendet im Vorderflügel 

4 Äste; 1M, im Hinterflügel sehr lang, fast dreimal 

so lang wie ihr Stiel. 

Weibliche Subzenitalplatte gross, fast zangen- 

förmig, fast die Mitte des X. Ringes überragend. 

Körperlänge 13 mm. 

Vorderflügellänge 17 mm. 

Grösste Vorderflügelbreite 5 mm. 

Fig. 27. Gibosia hatakeyamae n. sp. Hab.—Sibata im Prov. Echigo, 22 , gesammelt 
2. Hinterleibsende von unten. と : 

von H. Hatakeyama, dem ich diese Art 

widme. 

Typen in meiner Sammlung. 
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Diese Species steht der Perla hyalina Koll. nahe. 

T. N.--Ki-futatsumekawagera. 

Kiotina (Gibosia) tobei n. sp. (Fig. 28) 

12. Schwefelgelb; Pro-, Meso- und Metanotum etwas dunkler. Kopf hell- 

kastanienbraun. Fühler und Taster hellgelbbraun. Punktaugen vorn und innen 

breit schwarz gesiumt. Flügel hyalin, Adern ganz gelb. Membran grün bis rot 

schwach irisirend. 

Punktaugen ziemlich gross, von einander sehr weit getrennt; ihr gegenseitiger 

Abstand voneinander ca. 3.3, vom Augenrand ca. 2 Ocellendurchmesser. Stirn- 

schwielen gross und fast rundlich, doch flach; den Punktaugen etwas näher als den 

Augen. M-Linie stark ausgeprägt. Pronotum parallelorgamig, vorn etwa 1.4 mal 

so breit wie lang. Mittelfurche scharf. Mittelfeld 

in der Mitte etwa 1/12 der ganzen Breite 

einnehmend. Wurmförmige Schwielen sehr stark 

ausreprägt. Circi kurz, etwas länger als Abdominal- 

breite. Im Subcostalfelde ausserhalb der Subcosta 

in beiden Flügeln 2 Queradern ; Sector radii ausser- 

halb der Anastomose entsendet 2 Äste; Cu, entsendet 

im Vorderflügel zwei Äste; IM, im Hinterflügel 

sehr lang, fast dreimal so lang wie ihr Stiel. 

Weibliche Subgenitalplatte wie bei Fig. 28., 

vorne 2/5 der X. Ringbreite einnehmend und bis 

Fig. 28. Gibosia tobei n. sp. über die Mitte desselben X. Ringes ragend. 
2. Hinterleibsende von unten. 

Körperlänge 11 mm. 

Vorderflügellänge 13 mm. 

Grösste Vorderfliizelbreite 3.5 mm. 

Hab.—Sapporo (12, am 28/VII. 1910), gesammelt von T. Tobe, und benene 

ich diese Species nach dem Sammler. 

Diese Species steht ist der Kiotina (Gibosia) hatakeyamae n. sp. nahe verwandt, 

unterscheidet sich jedoch durch die Subgenitalplatte. 

T. N.—Yezo-ki-futatsumekawagera. 
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C. Subfam. Chloroperlinae. 

I. Gatt. Chloroperla Newman 

Chloroperla Newman, 1836 : Entom. Mag., Vol. III. p. 150. 

Isopteryx Pictet, 1841 : Fam. Perlides, p. 301. 

In Japan kommen sieben Arten vor, welche alle neu sind. 

Uebersicht der Arten. 

1 (4). Pronotum ganz schwärzlichkastanienbraun bis schwarz. 

2 (3). Kopf mit einem sehr grossen schwarzen, fast ei-förmigen Fleck, gelb. ----- 

Bene... ーーーーーーーーーーーーー horaeica n. sp. 

3 (2). Kopf ganz schwärzlichkastanienbraun bis schwarz. --------- nipponica n. sp. 

4 (1). Pronotum mit einem gelben oder schwarzen Mittelfelde. 

5 (12). Pronotum mit einem schwarzen Mittelfelde. 5 

6 (9). Kopf mit einem: grossen schwarzen fast ei- förmigen Fleck. 

7 (8). Weibliche Subgenitalplatte dreieckig. ------++-----+-+--+- - abdominalis n. sp. 

8 位 ). Dieselbe "Zangenförmie.--- lt... ea ai nikkoensis n. sp. 

9 (6). Kopf mit einem schwarzen drei- oder viereckigen Fleck. 

10 (11). Stirnfleck dreieckig. ーー…ー…… Be... cn は hd 3 sapporensis n. sp. 

11 (10). Stirnfleck viereckig.------+-+--+++- ーー ーー ドー ドー ーー - sibakawae n. sp. 

12 (5). Pronotum mit einem gelben Mittelfelde.-----------------.--. bimaculata n. sp. 

Chloroperla thoracica n. sp. (Fig. 29) 

222. Kopf zitrongelb, mit einem sehr grossen schwarzen fast ei-förmigen 

Fleck, welcher den hinterkopfsrand nicht erreichend. Fühler schwärzlichbraun bis 

schwarz, am Basalviertel gelb. Pronotum ganz schwärzlichkastanienbraun bis 

schwarz, doch Vorder- und Hinterrand schmal gelb gesäumt. Meso-und Metanotum 

und Abdomen gelbbraun. Beine gelb. Flügel hellgrüngelb, Adern weisslichgelb. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Innenrande der Augen ist 22:7. Stirnschwielen ziemlich gross, fast rundlich, den 

Augen näher als den hinteren Punktaugen. Pronotum quer elliptisch, in der Mitte 

etwa 1.6 mal so breit wie lang; Mittelfeld breit, in der Mitte etwa den 1/7 der 

ganzen Breite einnehmend. Sector radii ausserhalb des Anastomose nur einmal 

gegabelt ; Cubitus anticus im Vorderflügel mit einem akzessorischen Aste. 1M_ im 

Hinterflügel fast doppelt so lang wie ihr Stiel. 
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Weibliche Subzenitalplatte gross, fast zangenförmig, am Grunde 1/2 der VII. 

Ringbreite einnehmend. 

Körperlänge 5 mm. 

Vorderflügellänge 7-8 mm. 

Hab.—Kogota (12, Prof. S. Matsumura) und 

Fluss Chikuma im Prov. Sinano, 12 am 

26/VII. 1911, gesammelt von M. Sibakawa. 

Typen in der landw. Fakultät Tohoku- 

Universität zu Sapporo, und in meiner Sammlung. 

Diese Art Chloroperla nipponica n. sp. nahe 

verwandt. 

T. N.—Kuromune-midorikawagera. 

Fig. 29. Chloroperla thoracica n. sp. Chloroperla nıpponica N. sp. 

2. Hinterleibsende von unten. Bs cee E N 
Kopf ganz schwärzlichkastanienbraun bis 

schwarz. Fühler schwarzkastanienbraun, fast am Basaldrittel gelb. Taster gelb. 

Pronotum schwärzlichkastanienbraun bis schwarz, doch gelb schmal gerändet Meso- 

und Metathorax oben dunkelbraun; an den Seiten, je mit einem dunkelbraunen 

schmalen schrägen Streifen. Beine und Cirei gelb; Tarsen dunkelbraun. Abdomen 

oben gelb mit einer dunkelbraunen Mittellinie. Flügel hellgrüngelb, Nervatur 

ganz gelb. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Innenrande der Augen ist 16:7. Stirnschwielen fast rundlich, doch flach, den 

Augen etwa doppeltmal näher als den hinteren Punktaugen. Hinterhauptschwielen 

gross und fast rundlich, doch schwach vortretend. Pronotum trapezoid, Vorder- und 

Hinterrand schwach bogenförmig, an den Seiten parallel, in der Mitte etwa 1.3 

mal so breit wie lang, Mittelfeld breit, in der Mitte etwa den 1/9 der ganzen 

Breite einnehmend. Seetor radii ausserhalb der Anastomose nur einmal gegabelt; 

Cubitus anticus im Vorderflügel mit einem akzessorischen Aste; 1M, im Hinterflügel 

etwas langer als ihr Stiel. 

Subgenitalplatte beim Männchen fast parabolisch ; beim Weibehen kurz, bogen- 

förmig. 

Körperlänge Amm. (Gu 2) 

Vorderflügellänge 6-Dani: ( (7 4 

Hab.—Towada-See im prov. Mutsu (266, Juli 1905, Prof. S. Matsumura), 

Suma bei Kobe (1& u. 22 9, 23/V. 1912, M. Sibakawa) und Prov. Harima 



OKAMOTO: ERSTER BEITRAG ZUR KENNTNIS DER JAP. PLECOPTEREN. 147 

(18, 3/V. 1912, K. Nakahara). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo, und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art steht Chloroperla thoracica n. sp. nahe, ist aber durch die Sub- 

genitalplatte ganz anders. 

T. N.--Midorikawagera. 

Chloroperla abdominalis n. sp. 

12. Helldottergelb. Kopf mit einem grossen schwarzen ei-förmigen Fleck, 

welcher den Hinterkopfsrand dagegen den Vorderrand der Oberlippe nicht erreicht. 

Fühler gelb. Pronotum mit einem sehr breiten schwarzen, 1/2 der ganzen Breite 

einnehmenden Mittelband. Meso- und Metanotum auf dem Sentellum ein schwarzer 

hufeisenförmiger Fleck. Schenkel an der äussersten Spitze schwarz schmal geringelt 

Abdomen oben mii einem breiten tief kastanienbraunen Mittelband; das 1. und 2. 

Segment an den Seiten, mit je einem schmalen schwarzen Streifen. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Innenrande der Augen ist 37:16. Stirnschwielen klein, den Augen näher als den 

hinteren Punktaugen. Pronotum quer elliptisch, in der Mitte etwa 1.5 mal so breit 

wie lang. Sector radii ausserhalb der Anastomose nur einmal gegabelt; Cubitus 

anticus im Vorderflügel mit zwei akzessorischen Aesten; 1M, im Hinterflügel etwa 

so lang wie ihr Stiel. Cirei kurz, kürzer als Hinterleib. 

Weibliche Subgenitalplatte dreieckig, am Grunde 2,5 der IX. Ringbreite 

einnehmend. 

Körperlänge 7 mm. 

Vorderflügellänge 10 mm. 

Hab. —Kyoto (12. M. Suzuki). 

Typus in meiner Sammlung. 

Diese Art steht Chloroperla sapporensis n. sp. nahe, unterscheidet sich doch 

durch die ganz andere Subgenitalplatte. 

T. N.— Sesuji-midorikawagera. 

Chloroperla nikkoensis n. sp. (Fig. 30 u. 31) 

Gelb. Kopf mit einem grossen schwarzen fast ei-förmigen Fleck, welcher den 

Hinterhauptsrand erreicht, doch den Vorderrand der Oberlippe nicht. Fühler 

schwärzlichbraun bis schwarz, fast am Basalviertel gelb. Pronotum mit einer 
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breiten, 1/3 der ganzen Breite einnehmenden schwarzen Mittellinie, welche sich am 

Vorder- und Hinterrande des Pronotums erweitert. Meso- und Metanotum mit je 

einer breiten dunkelbraunen Mittellängslinie, auf dem Scutellum ein schwarzer 

hufeisenformiger Fleck, und an den Seiten jedes Notums mit einem schmalen 

schwarzen und schrägen Streifen. Beine gelb, an der äussersten Spitze des Schenkels 

schmal schwarz geringelt. Abdomen oben mit einer dunkelbraunen, 1/3 der ganzen 

Breite des Abdomens einnehmenden Mittellängslinie. Flügel hellgriingelb, Nervatur 

Fig. 30. Chloroperla nikoensis n. sp. Fig. 31. 

N. Hinterleibsende von oben. 2. Hinterleibsende von unten. 

Innenrande der Augen beträgt 24-27 :15-16. Stirnschwielen rundlich, doch flach, 

den hinteren Punktaugen näher als den Augen. Pronotum quer elliptisch, in der 

Mitte etwa 1.6 mal so breit wie lang; das Mittelfeld breit, nach vorn und hinten 

erweiternd, in der Mitte etwa den 1/7 Teil der ganznn Breite einnehmend. Sector 

radii ausserhalb der Anastomose einmal zuweilen zweimal gegabelt ; Cubitus anticus 

im Vorderfliigel mit zwei bis drei akzessorischen Aesten ; 1M, im Hinterflügel lang, 

länger als ihr Stiel. 

Beim で ist der VIII. Ring auf der Rückseite in der Mitte des Hinterrandes 

ziemlich stark nach rückwärts gebogen ; IX. Ring auf dem Rückeu in der Mitte 

tief gesenkt. Weibliche Subgenitalplatte zangenförmig, Hinterrand derselben in der 

Mitte schr seicht ausgebuchtet : am Grunde etwa 1/2 der Breite des IX. Ringes 

einnehmend. 

9 + 
Körperlänge eo Mi nie 

Vorderflügellänge IRA ・ 
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Hab. —Nikko (15 u. 42 2, Juni 1911, Prof. S. Matsumura) und Kyoto 

(12, M. Suzuki). 22 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo, und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art steht Chloroperla sapporensis n. sp. sehr nahe an, ist jedoch durch 

den Bau der Subgenitalplatte ganz anders. 

T. N.—Nikko-midorikawagera. 

Chloroperla sapporensis n. sp. (Fig. 32 u. 33) 

Gelb. Stirnfleck zwischen den Punktaugen fast dreieckig, schwarz, vor dem 

Flecke ein schwarzer fast lang viereckiger Fleck, welcher den Vorderrand des 

Clypeus nicht erreicht. Fühler dunkelbraun dis sehwarz, am Basaldrittel aber gelb. 

Taster braun, jedes Glied an der Spitze dunkler. Pronotum mit einer schmalen 

schwarzen Mittellängslinie, die nach vorn und hinten allmählich sich erweiternd. 

Meso- und Metanotum mit je einer ziemlich dieken, braunen Mittellinie; auf jedem 

Seutellum ein hufeisenförmiger schwarzer Fleck. Meso-und Metathorax an den 

Seiten mit je einem schmalen, schwarzen, schrägen Streifen. Beine gelb, Schenkel 

an der Spitze sehr schmal schwarz geringelt. Abdomen oben mit einer schwarzen 

Fig. 32. Chloroperla sapporensis n. sp. Fig. 33. 
4. Hinterleibsende von unten. 2. Hinterleibsende von unten. 

Mittellängslinie. Flügel sehr hellgrüngelb, Adern gelb. 

Kopf fast stumpf dreieckig ; das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punkt- 

augen zur Entfernung vom Innenrande der Augen ist 24:14. Pronotum fast 

quer elliptisch, ın der Mitte fast 1.5 mal so breit wie lang; Mittelfeld etwas breit, 

und in der Mitte 1/7 der ganzen Breite einnehmend. Seetor radii ausserhalb der 

Anastomose einmal gegabelt ; Cubitus antieus im Vorderflügel mit zwei akzessorischen 
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Aesten; 1M, im Hinterflügel etwas länger als ihr Stiel. 

Subgenitalplatte beim & fast parabolisch; beim 2 fast zangenförmig, am 

Grunde etwa 1/2 der IX. Ringbreite einnehmend. 

Körperlänge 6mm(G u. 2). 

Vorderflügellänge 8(@) bis 9(2) mm. 

Hab.—Sapporo von Mai bis Juni sehr häufig vorkommend und in Yatsuga- 

dake der Prov. Sinano (12. M. Sibakawa). 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo, und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art ähnlich Chloroperla burmeisteri (Pict.), unterscheidet sich jedoch von 

ihr durch die Subgenitalplatte und den Körperfleck. 

T. N.—Yezo-midorikawagera. 

Chloroperla sibakawae n. sp. 

12. Gelb. Stirnfleck querviereckig, schwarz, vor welchem Stirnflecke ein 

schwarzer ooc-formiger Fleck, den Vorderrand der Oberlippe nicht erreichend. 

Fühler hellgelbbraun, am Basalviertel etwas heller, an der Spitze jedes Gliedes (mit 

Ausnahme des 1. brauuen Basalgliedes) braun. Maxillartaster schmutziggelb, an der 

Spitze jedes Gliedes braun. Pronotum mit einem schwarzen, am Vorder- und 

Hinterrande sich sehr erweiternden Mittelfelde; an jeder Seite des Mittelfeldes ein 

kleiner schwarzer Fleck. Meso-und Metathorax an den Seiten je mit einem 

schmalen, schwarzen und schrägen Streifen ; und auf jedes Scutellum ein hufeisen- 

förmiger schwarzer Fleck. Schenkel ausserhalb braun, und an der äussersten Spitze 

schmal schwarz gerandet. Abdomen oben mit einer etwas breiten, schwarzen 

Mittellinie. Flügel sehr hellgrüngelb, Adern gelb. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Innenrande der Augen ist 30:19. Pronotum fast quer elliptisch, in der Mitte fast 

1.7 mal so breit wie lang; das Mittelfeld breit, in der Mitte 1/5 der ganzen Breite 

einnehmend. Sector radii ausserhalb der Anastomose nur einmal gegabelt ; Cubitus 

anticus im Vorderflügel mit drei akzessorischen Aesten : 1M, Hinterflügel fast gleich 

lang wie ihr Stiel. 

Weibliche Subgenitalplatte gross, halbkreisförmig, am Grunde etwa 2/3 der 

IX. Ringbreite einnehemend. 

Körperlänge 8 mm. 

Vorderflügellänge 11 mm. 

Hab. — Yatsugadake (7000 Füsse) im Prov. Sinano, 12 am 27/VII. 1911, 
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gesammelt von M. Sibakawa, nachdem ich diese Art bennene. 

Typus in meiner Sammlung. 

Diese Art ähnelt Chloroperla sapporensis n. sp., jedoch durch den Bau der 

Subgenitalplatte ganz anders. 

T. N.—Sibakawa-midorikawagera. 

Chloroperla bimaculata n. sp. 

Griingelb. Kopf mit einem sehr grossen fast lang elliptischen schwarzen Fleck. 

Fühler schwärzlichbraun, Basalglieder und 1.-4. Glied gelb. Labialtaster schwarz- 

braun. Pronotum an den Seiten des nach vorn und hinten stark erweiternden gelben 

Mittelfeldes, je mit einem grossen fast elliptischen schwarzen Fleck, Scutum, Prae- 

scutum und Scutellum des Meso- und Metathorax braun gefärbt. Beine grüugelb, 

äusserste Spitze der Schienen und Tarsen dunkler. Flügel hellgrünglb, Adern 

grüngelb. 

Das Verhältnis des Abstandes der hinteren Punktaugen zur Entfernung vom 

Tnnenrande der Augen ist 17:6. Stirnschwielen etwas gross, den Augen näher als 

den hinteren Punktaugen. Pronotum quer elliptisch, in der Mitte etwa 1.2 mal 

so breit wie lang; Mittelfeld sehr breit, in der Mitte etwa 1/5 der ganzen Breite 

einnehemend. Sector radii ausserhalb der Anastomose nur einmal gegabslt : Cubitus 

anticus im Vorderflügel mit 1 bis 2 Aesten; 1M. im Hinterflügel etwas länger als 

ihr Stiel. Circi kurz, kürzer als Hinterleib. | 

Subgenitalplatte beim 合 fast parabslisch : beim 2 fast zangenförmig, an der 

Spitze 1/2 der IX. Ringbreite einnehmend. 
a 

Körperlänge 44-5 bis 6 mm. 

Vorderflügellänge 5 

Hab.—Sapporo ziemlich häufig von Juni bis Juli. 

Typen in der landw. Fakultät, Tohoku-Universität zu Sapporo, und in meiner 

Sammlung. 

Diese Art ähnelt Isoperla sibakawae n. sp., unterscheidet sich jedoch durch den 

Bau der Subgenitalplatte. 

T. N.—Futamon-midorikawagera. 
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摘 = 

著者 は 、 ANCETEHDUSLAMTELM. HMA 
(PLECOPTERA) * = BH &# 9, 

I. Subord. Subulipalpia #2 (HM) 

II. Subord. Filipalpia 454 EB HM) 

SEL TC A ie SC ICA IL, BO ER MA OA Ee ES, MAA 

LW SHRI CHeEBR GF SOB SAT RRMA CHAE 

BU, 

I. Fam. Perlodidae #48 6 At (HM) 

Il. Fam. Perlidae 5A 

ZILT りら 

MAM WR ICR SRM, HEIST - HN ROSM 

CL oCHHR HSN, ETKREENRZSDEHRU-RBED 

b, FERN ZHBERKHÄHE EM N, ARTZBRUZHEBRUFD 

2 bo 

Mm SMM, BSL OBA Riek bb CH 

完 せ ら る 、2 の 内 容 は 1842 年 に 仙人 ビク テー 三種) に ょ 5、1879 年 

英 人 マク ラク ラン ( 六 種 ) に ょ り 5、1905 年 米 人 = ミー ダム (一 種 )(c は 5, 

CLOT SRA ZA FX KAZ (PER) ICL IT A BT 

tORod FAPIBALALRBVUABKCITEMRMBrRALABRTE= 

He Bt Le BBR UK AN I US FF AL Te Do 

< の 研究 に 使用 せ し 材 料 は 、 SARITA KB RAKES 

KOBAZZLFEHHOBATALTBLLE FF ML CSA 

に 標本 を 贈ら れ し は 、 偶 山 久 重 、 中 村 正 雄 、 芝 川 駐 之 助 、 鈴 木 元 二郎 、 

中 原 和 郎 、 篤 崎 甚 太郎 戸部 侍 の 諸氏 な 5、 記 し て 以 て 謝意 を 表す 、 
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ransanRrbd, 

ZREIRBKRERHRSTKRENBLRRE DEE LE EZOH 
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特に 記し て 厚く 感謝 の 意 を 表す る 所 以 な を 5。 

(ABER CREAR RS AMARER HABESFMIOR ESI 

HEC 4ZHRMRAR eT YP LKR R OFM KRAEBRKREBHDBO 

Fi MRULZAUTCME MAT ZHEet I RACHERE RABEL TEICHE P) 

Ord. PLECOPTERA. #48 

Subord. Subulipalpia. #4@#2EBB (5#) 

I. Fam. Perlodidae. WB ieAaH HR) 

BRUGES RRR 

19. @Ri@®aRA I RRS 2 4 O 

2 (3). Wk DZD 中 Kin る ろ も の ーー ーー 財 に ーーーーーーーーーーーーー Megarcys Klp 

32), fi MD HAM iz M6 Sb Din 2-2 ------- Arcynopteryx Klp. 

4). @MRt BARA IH e —-BR HS も の Isogenus Newm. 

56), B—-BBLtoWMe WRU る &O------------ Subg. Suzukia. 

66) S-BEIToH IL JR oe 

7®. RORDAMLYVY RREREOBHRUAA LC LRERRA AD EEN2? 

に Subg. Dietyogenus. 

sn. RORMIVERRZOHEITBF ez ERRAROBSB O12I- MH 

NE... | Subg. Isogenus. 

I. Gatt. Megarcys Klp. 

本 属 に 一 種 あ 5 ぅ 

1. Megarcys ochracea Klp. あみ めか わ げ びら 

a Rm 和楽 

a} Ah — jb te GHC AL OR, AL BE ER OBE) BE 太 。 西 比 利 BRO 

後頭 紋 の 長 三 角形 な る も の 

DR MAR C 

II. Gatt. Areynopteryx Klp. 

本 局 に 一 種 及 び 一 毅 種 を 合 む 、 

表 

2. Arcynopteryx jezoensis Okam. 

(第 一 及び 第 二 賠 ) 

jezoensis Okam. 

compacta M’L. var. pusilla Klp 

ひめ あみ めか わ ぴ げ ら A) 



154 it] A—A7R FR FE ia AD BE 

K fe CTE & Of, MH OM MIR (, IRIEL. RAI 

Br oS KCHKLR=AAK WHC PRED-HRSH 6.08 

ff, EGON WM RO Fe te fF ICE GLIDER IB O KH RUE 

ELT HMA RE. ZOR DIBA Ee BR ES MK BB 

FE BE Do HRH10(6) 75 B13(2) 2.40 WMR1IO(G)H B13 

(2) 2.40 

分 布 一 北 海道 ( 札 WE. A An Z)o 

3. Arcynopteryx compacta M’L. var. pusilla Klp. 

か ら ふ と あみ めか わび げ びら Bi) 

分 布 一 樺太 (日 本 領 )。 A SE Fil Hilo 

III. Gatt. Isogenus Newm. 

ANS MB kU, RHR KIS BW al D a Lo 

A. Untergatt. Suzukia Okam. 

4. Isogenus (Suzukia) motonis Okam. 

すゞ さき あみ めか わ げ ら も どき (HM) 

5A aS HR. IPED - KRM D bo MMM B. 4 DFE 1/6 1d TP PB 

fo Bi Ia He CREA DKS MER DS I HR BAR MR 

BS sh. WEIL OR to WE OB, Un sO ESR Ko RE HF 

D Fe Fab (a ee EO EN RE RC) ER AR O75 ER WH Pf 

10(2) ミ 、 メ o 前 細長 14(\) ミ 、 メ 。 6 
分 布 一 本 州 (京都 ) 

B. Untereatt Dietyogenus Klp. 

5. Isogenus (Dietyogenus) japonicus Okam. 

や ま と あ み め か わ げ ら も $ ど 3 (MM) 
(第 四 3) 

A OW MLC bd So EEE, THREE Ho MM AR AIT L 

て 財形 、 面 し て 同色 の 一 線 に ょ 5 と の 絞 と 同色 に し て 四角 形 な る 
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HBEÄEKEIENGBREROAUNTA BDO - HRS bo MRORMR 

KH, RMORBKERSCBHHKENT TREE ZN OHREN RR 

6, PRRUKRER fH MER Bi, BGO KBE bo BR 

HH WIR BH BBA REIL) s zoMBMRIT(L) ミ 、 メ 。 

3 Ai — AN (A EHRE II No 

C. Untergatt. Isogenus Newm. sensu emend. 

ARB iCM HSH 6. HMB bo 

a & kK = 

16). HH ORM ROHR SL O 

2(3). WHRO HG we SOS GOO. --- +s ++ nakaharae Okam. 

32). FAR ROBMBA Re ET 44 OD 

Eu a an en... . eee nubecula Newm. 

本 すま ae a ee eee 計ら = に とっ scriptus Klp. 

61)... fa ae) 6a ee FS. te - -. . er EL ieee nikkoensis Okam. 

6. Isogenus (Isogenus) nakaharae Okam. 

ひめ あみ めか わ げ ら も どき HF) 
(第 kc 園 ) 

FDR AAR SMB UC HEH ERR A. BAOK SD 

1/6 は RHE SEL EK oH BR, 3 DS Hb OMe 
Rw HOA W ROM iO ERS TH I RRB. Ni 

C-OREKS 60 MIR. MRM, MARI ROEM I BBO Pk 

長 8(〒) ミ 、 メ o 前 次 長 11(\) ミ 、 メ 。 

分 布 一 本 州 (信濃 松本 、 大 久保 )。 

7. Isogenus (Isogenus) nubecula Newm. 

ち ぉ ほ あみ めか わ げ ら も どき (HR) 

分 布 一 本 州 (山口 、 岐 阜 ) 西 比 利 ig ER Yo 

8. Isogenus (Isogenus) scriptus Klp. あみ めか わ げ ら も ども る も 

分 布 一 北海 道 ( 到 る 腐 に 産 す )。 
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9. Isogenus (Isogenus) nikkoensis Okam. くろ あみ めか わ げ ら も どき 

(第 。 六 DD 

PE He FG FG, kh) RO ERE UCR RRO I OD Pe 

(LAR Lo BIRO RAI eo B-HAEBAL HW it & GO 

Sen TR CHR LOS KG BH ROM GGE M13 & BRC) 

Bo MMS ICL CMR SERUM R SHAK OMB, WR 

DW A OR Be OX A DR NE UA ARR EE RHE IL(Q) 2, 20 
WB 143(2) 2,46 

分 布 一 本 州 (日 凶 )。 

II. Fam. Perlidae. in A 

im Fh U BB te 

1 ie PE RT 9, 

Be Dee SER ER - Neoperlinae 5. 

2 YO oNWNEHNE—- FOoKHALULZ RBs THM nn: HER CC BR 

の ) 内 KK IE Ap 有 = i 4 も の a0. っ こつ わ まい COMICDOSO 計 CFPLO 了 志 づ まつ OT ate) CCO に SC Chloroperlinae iR 

BKUWORBEHIUIRELINICIHSONKERKRRHATBL Dec 

II. rinae 3. 

3 TOHEBRMIT-MONTNKEESYULTOHBEILINRELTU 

BEA enh EN ie... «sy CR ne OL i ORTE GE Acroneuria Pict. 

DD ti 4 WA wt I; IK SE He 0 OB Et = hOB BL Dee 4. 

4, MD WY SH (Cu) IC: EMR O—WH ob m---.-.-.:......... Perla Geoffr. 

Mow BOK ML RH ML i we —- MMS 4 も の - Isoperla Banks. 
Be) ZERO ET OU SA Tyo een (REND), coe Oki Bee Sa Neoperla Needh. 

ESO We EV) ese E38 is i ee ee ee 6 

By BED a Re ir or a a 0 ae Sc 025.372 Ro oa ae co Nogiperla Okam. 

E = の af 通 形 TL る も Oy oa) = en's age nee つつ ロコ IO に EOID CCORWORCNCWCGOICI フ EGO Kiotina Klp. 

7. NBOKMIEINKEIV-KOFXUWSZNERKRTHE SE 

(0) もし PCK Se Re RN Re 1.0115 SE... Chloroperla Newm. 
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A. Subfam. Perlinae. ie ESOT AB) 

I. Gatt. Acroneuria Pict. 

AB — tt Bt Ft D0 

m= 属 検 RK 表 

TOoEBEINRL2OHBEHMHI MI CCm= ACLS t O.------- 

2 Er. |. . - ann denen. Acronenria (S. str.). 

TOBFELERCRBELTIEICWÄHTF LOB EMMUKRULT 
Ft 物 線 FPS を た な ぜ る ろ Se 2) ーー ドー ドーー ーー Niponiella Klp. 

1. Untergatt. Acroneuria S. str. 

ZUEBNNMNEDSAdb,k,-UNHET bo 

種 Rf RK = 

Es. — Br ni - en. ee ene stigmatica Klp. 

GG BME 24D 

RMORMIRPHBHBRAL CHROML HES 4D 

BRO = f& vz 4 も (2 に ドド ーーーーーー・ ト ーー nn fulva Kip. 

He I OD POSE fF TE る も の 1 に ーーー ドー ドー ドリ ーー Ye jezoensis Okam. 

BR Lh RIS RCMB Bb Deve eee ++ jonklii Kip. 

1. Acroneuria (Acroneuria) stigmatica KIp も ふん か わ げ ら (HM) 

分 布 一 本 州 (日 光 、 十 和田 湖 、 越 後 、 信 濃 )。 

2. Acroneuria (Acroneuria) fulva Klp. きか わび げ びら (MH) 

Ah 4k HS CAL OR. FAN EUR) HM (A 光 )。 

ARREBR MR, AB RO SAIN A. ER Dk ER ER I. 

HARA. PRM WYK FRAO PRS bo WREAK NO 

Rigi BK CHBRBS A LMR RUR EN Hs BR EH Ik 

Wa 8s #5 75 ER to KG 12-13 ミ 、 メ o 前 次 長 で 16 一 17 ミ 、 メ っ 

3. Acroneuria (Acroneuria) jezoensis Okam. みつ ふん か わ げ ば ら A) 

《 第 + © 

分 布 一 北海 道 ( 到 る 廣 に 産 す ) 
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4. Acroneuria (Acroneuria) jouklii KIp じょう 5 うく 5 か わ げ ら MR) 

IP Ai — AL IM (WR FA, BE Ro 

2. Untergatt. Niponiella Klp. 

5. Acroneuria (Niponiella) limbatella (Klp.) SiLpPDU 5. (HM) 

分 布 一 本 州 (東京 、 越 後 、 岐 阜 )。 

II. Gatt. Perla Geoffr. 

AB x OBO, 
亜 届 検索 表 

ID IE BEER B TE U る u nen en: Kamimuria Klp. 

20). @O BF ii Mw wu 44 oO 

34. 29ORfLMMAAI LC BE.t OBERMW A 44 O-.---- = 

pe ne ae eae . - > . 0 。 ーー バーーーーー Paragnetina Klp. 

43). QORMAM MAK 1 _CHMMBE BBL MAE LCL CK Bw MR 

ら さろ る も の 

5(⑥. ORM AWARE AI Ci wMRB LS も の - Togoperla Kip. 

66). 2OM £ WRI CHB 4% D---- --- -Oyamia Klp. 

1. Untergatt. Kamimuria Klp. 

AL a IC PUR 5 — UNTER bo 

14). や の 章 生 殖 板 の 小 な る も OD 

2 (3). 脚 E4 HCH Oi lL BE FADE る も の し ドド ドド ーー ドド レレ ーー ンー tibialis Pict. 

302). a EN DEN AB a ETDIRER quadrata Klp. 

41). Z Do KHKEHMIAI LT HET INH MDR U ZL D 

56). Be) BE RR (IL OTE DH Deus een eee nenne nenn bolivari Klp. 

6(5) 妥 の 大 部 異 各 な る も の し に ーー ロロ ーーー ドー レー formosana Okam. 

6. Perla (Kamimuria) tibialis Pict. PATS 

Fy Ai — Ac te SAL NR CK, a, A ee, 

i, ATEM BY (fF ER)0 

7. Perla (Kamimuria) quadrata Klp. くろ ひげ か わ げ ら (Fi HR) 
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ZU — Jt ALR. TRAIN GBGRER,.BR) 

8. Perla (Kamimuria) bolivari Klp. か み ぜ ぴら か わ げ びら GM) 

備 布 一 旦 本 (採集 地 不 明 )。 

9. Perla (Kamimuria?) formosana Okam. 24 2 Poe sr 3 AR) 

(第 AD 

AKER. AT BED, Ihr BEPrBERDBI-CEME Wo 

TRHTEBED-KrRDBI- RE. PRARGOAMRARKHLS 

BE BEBILTISSERU EN BRZEIH RE ACH BI =E 

is tS. A ER A ES RHO HK R1IO(L) 2. AN BMEI3(F) 2.40 

it ti — 2 B> 

2. Untergatt. Paragnetina Rip. 

COMB C= BH 5.5 DB MBA bo 

en 素 突 

HR & i る も の ーー ンー arm ee en 

HE E&il CR RO HB BU る 6 の ーー ュー = ニーー een japonica Okam. 

BHAI LUCBSGEMAOSFRBRAUSZ 2 OD tinetipennis ML. 

10. Perla (Peragnetina) suzukii Okam. 

すゞ きく ら か け か わ げ ら (AM) 

BB A WM 

ERBDOEHLERSBZER EHEN BEER RUMRE 

CHERBEBSRTENTKREBRHTEEBRELRER Bol ai 

REH OTHER URB WRER BE. BEA Bo KRIS(®) 

2.40 BR2T(f) 2.40 

分 布 一 本 州 (京都 )。 

11. Perla (Paragnetina) japonica Okam. 

いと ぼ し くら か け か わ げ ら A) 

(第 主 及 び ギ ギー 回 ) 

頭 部 光 涯 ある 黄 褐 、 直 眼 問 は 黒色 。 BARE WH RE. FD 
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160 iil AAS FB BE a AD OEE 

8 SOE Bo DH RG OE GD FREE Bo WLR Ho 
BU RS dK Bo MWK HC LOC OB AR EMR EK AK 11 

(@)—13(2) 2.40 BH H15(S$)—-19(F) Fo 

Th Ali — Ju I CHE AS )o AS IN (BE BB)o 

12. Perla (Paragnetina) tinctipennis M’L. 

SIC OPPO W 5 HM) 

iy i — A GR. OG, ER) 

3. Untergatt. Togoperla Klp. 

本 器 属 に 四 種 あり の 、 う ちら 二 つ は 新種 な bo 

19. 前 胸 は 後方 に 多 細 な る も の 

26) HERTERHNZLD 

3(4). WBOoRHESEX KEN ZB 10 Mer -d kawamurae Okam. 

43). WMO KEN ERES ER RUERAKRKIDUIERUZL De 

I POPS RT EN cS re 32. de 前記 Fe umbata Pict. 

529). WRSe AR RU BA ORM な る も MD te - be matsumurae Okam. 

6). WHER et 4 MR A A Tank Jasininsira tenis tennina Needh. 

13. Perla (Togoperla) kawamurae Okam. ふた も ん か わ げ ら (MH) 

Gee en: MD 

MoCEH SAG MER ROH RS 6 MH OM 

次 金色 の 一 小紋 あ 5oW 線 及び 額 肝 は 黒神 。 角 角 基部 176 次 色 、 突端 
は 時 Bo 前 胸 黒 色 、 間 金色 の 細 き 一 縫 線 あ 0 MERKEN 

HG LK RGO WWI REOLMMAE AL RHDOKBER 
& % bo ME BCL C HR SEB 5 OH AR IR io PER 1S(®) 

=, 370 N MR212):,%o 

ZA — Iu Hl (8B A), 

14. Perla (Togoperla) limbata Pict. きき べり と どう か わ げ ら FR) 

分 布 一 本 州 (京都 、 凡 UE, m 戸 )。 
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15. Perla (Togoperla) matsumurae Okam. せ ず じ か わ げ びら (FF) 

Eee Ce 

ARRKLELEESIMRKONTROHR HB AR BARE 

ZOERIPIL HRS 6 IR BH. PADO-HREA To TR MIA 

黄色 。 Wop Re HRS & EGEMIDE GO HA th ROBSH 

委 は 黒色 。 BASE MRE Bo DMO KD Bo fk R20(2) 8, 

F oki B@R25(L2) ミ 、 メ 。 

Ie Ais — Tu tH (HE A) 

16. Perla (Togoperla) tennina Needh. と うど ご どう か わ げ ら (HR) 

分 布 一 九州 (豊前 彦 映 )。 

4. Untergatt. Oyamia Kip. 

17. Perla (Oyamia) gibba Klp. BER ARDS FR 

分 布 一 本 州 (越後 、 山 PB, ADL POF) 

III. Gatt. Tsoperla Banks. 

本 司 に 四 種 あり 、 み な 新種 な 5。 

種 RK R 

14). SRBEBEIILTERIEFSED-NUIIER 5 ALO 

2(3). Bt ig IF BBO AS — MBH ろ る も の ーーー towadensis Okam. 

3(2). 前 RE a Sb De ones nipponica Okam. 

1). HMRBOERSHBCOPRRAU SLD 

5(6). PRR IC BBC OH BMH る も の ーー ドド ーー suzukii Okam. 

Bia iss AR ao. A Ae The a Olah. 

18. Isoperla towadensis Okam. せ す じみ どり 5 か わ げ ら ゃ も ゃ とき FP) 

stm mw | 

ARRABHUIUHEDEREKDSI.LMRKRONTFUIRENEND 

BBRKDIAKRHETIESHEDEBK DIE AED OH SE 

fo fi HA. EBD MD do. BG OF is FH. ME 

BBRRAFER BMS. ALN ER DHRMRAKEMLS 
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色 な boKET(L) 2. 4 HBRIOL) se 2 

分 布 一 本 州 (十和田 湖 )。 

19. Tsoperla nippnica Okam. ふ / す ぢ お みとり 5 かわ げ ら も どき (KH) 

G6 FR K 

3A ED th 475 BIRR. FAORPRICMWURO—-RKMOD do fH HEM 

D3 HBL KG, 3 OR TH LM Bo 前 胸 黄 色 二 條 の 太 き 黒 線 あ 

5。 脚 黄色 、 腺 委 の 失 端 購 宰 に し て 、 腰 竹 の 基 部 1/4 は 褐色 な bb. 腹部 

OS MBB ASEBR AMM RUOKBEILW Bo GR Hh UM HE 

BUH Mo 体長 6 一 7( ぐ ) 2.40 1-92) 2,400 MRIS) ミ 、 メ o 10— 
KIDS 823 

分 布 一 本 州 (十和田 湖 、 東 京山 内 )。 

20. Tsoperla suzukii Okam. みどり 5 か わ げ ら ゃ も どき HM) 

(第 + £ 男 ) 

頭 部 虫 錆 色 、 澤 眼 上 に 馬 貴 形 の 黒 得 紋 あ り 5。 NR AH RO MR IE 

黒 得 っ 鯛 角 基部 1.4 は 黄色 、2 の 内 端 暗 褐 。 前 胸 は 帳 褐 を 帯び だ る 多 

i. 3 OD vp te de fo DM oy fh, AE Gh D MH BM) cS OE By, IME Bh JE 8 1/4 k 

Bit wt c Wt & * S TMB BBL 4 OR de (ho He E 各 節 に 淡 

BORHKDI. BM BEM, KM HW Fo aed sone 

We & EM D ER ROX MAT WR LEHE A bo tk f 5—6(6) 2.40 前 

次 長 9(④) 2.40 

分 布 一 本 州 (京都 )。 九 州 (熊本 )。 

21. Tsoperla sibakawae Okam. も ゃ ほ み どり 5 かわ げ ら も $ ど 3 き (HM 

Ca “eke = ED 

頭 部 黄色 。 額 に Q 形 の 一 大 黒 紋 あり 、L 線 の 前 方 に は 心 形 の 一 

HH BD bo 鯛 角 基 部 1/3 万 至 1/2 は 褐色 、 と の 内 端 は 黒色 o 前 胸 は 黒 

HH. OPEL HE MRE, GOR BIH EO-Bd 0. GR 

#5. NEED BE 75 EO Ho EE 8 BR ig (CBS CHE ON HO TD 競 
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BER BRAS. NTRERN ER RUBHUTESKARMM do 

体長 7( ぐ ) 一 S(\) ミ 、 メ 。 商 現 長 10( ぐ ) —12(2) 8,30 

芳 布 一 本 州 (信濃 追分 、 旦 兆 ) 

B. Subfam. Neoperline. BBRAZBER (Hr) 

1. Gatt. Neoperla Needh. 

と の 属 に 既知 種 二 つ と 、 三 新種 あ bo 

a Rm KR 表 

1(2). Be ze = な る も 2 ee men hatakeyamae Okam. 

20). BH@.t DO-RFRBUSZLO 

3(8). LOoH AI BEBRAAT SE LEO 

45) PORBEMRORBKROHRRI -OMRHe*AATS EO: -- 

2 nso ARE ーーー ーーーー ジ ーーー バー  gemienlatella Okam. 

5}. か ヽ \ る 突起 な きも の 

BIT) REDE LA EB - - Var geniculata Pict. 

7). BMHLE MBL os MBRBUS 2 D---- te > niponensis ML. 
(3). 2° o BM SS EW wi き も D---ubn--- ーー ーー formosana kam. 

22. Neoperla hatakeyamae Okam. くろ ふた だ た つめ かわ げ ら FR) 

ADP tHHSSB EZRIHETTUI R56. BAROMA 

328 HWS. KABSBOPELAT. TRWOMRHRKRRO 

BUIEBETBSZ BRRAOREL RE, HAS. CLAS HOD 

sat, BRS. MRERODMRE RRM, BRB. BRM 

me ROR RRM HA KR12(?)2, 2. MARIS) ミ 、 メ 

It Ai — AH (ER) 

23. Neoperla geniculatella Okam. ひめ ふ だ つ めか わ げ ら AR 

SrARKOTED 

ZKRRR A. ACHE ABO-BROd RA CRABD—-S 

BDH bd. BH (EBS & HS) BOM Hw AK AHO — PED bo Hi 

BOMRMRRAMMRBRALCM( R56, HR TA SA 

> 

だ 
— 
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得 の 一 中 條 あ bo WH 4, ERGO ER ROT Gi DANK Bh BR fo 

RI RICH ACR ERS 5b, BURR BH. BRM, MRI KRAORMOD 

JE HB We UC Wi Se BER Ih KK ER T—8(G) 2, %0 8-9(P) 2.40 WAR 

ER ee 

FP Ai — ANA, Lo aA, EN. ee), A (?), PS 

司 )。 九 州 (熊本 )。 北海 道 (札幌 ) 

24. Weoperla geniculata (Pict.) ふる た つめ か わ げ ら MM 

分 布 一 本 州 ( 和 A, ee AB, WS), FU IN HE A )o VO BY (HF E)o 

25. Neoperla nipponensis (ML)  。 や ま と ふ だ た つめ か わ げ びら (HM) 

分 布 一 本 州 ( 須 摩 、 箱 根 、 高 秒 )。 九州 (熊本 、 鹿 見 島 )。 

26. Neoperla formosana Okam. だ た だい の いわ ん る ム る rR つめ か わび げ びら (HE 

ee en) 

AR WS BREIL CHB ILS PRES. AhHomid 

EEE — WKS 5b. MIRON MIR (OR It 6 OS, HE IC 

と の 黒色 は 合 し て 一 級 と な る あり 5?。 MOET 1/5 75 1/6 & RS) 

#40 Hii Hi) VR A > HH NR ef DO JE AE AD Ut He, tt i as 暗 % bo UR TE Mo 

10 We He AB 75 FE AB EE, HT RR Pe OX TB RRR PR Lo HK BR 6(S)—-9(4) 8, 

A oft GH Fe 8.5 (G)—13 (2) & 

Ph ti — SES (el Zr, SH Lik, SE AL. i at SF) 
IT. Gatt. Nogiperla Okam. 

< の 新選 に 二 新 種 あ bo 

i 検 RH # 
脚 全 ar Be 73 な Sat ODER». a or Srp OT one SI ICO ado cae formosana Okam. 

6b CEE ROMA MME る Dust) Ba. japonica Okam. 

27. Nogiperla formosana Okam. た いら の いわ ん の ぎ きか わ げ ら ( 新 稀 ) 

Haar =) 

fe D 4 ii Wis #5, Mimi fi} #4 FA BOM ROUTE & EAR fel (2 DER 

eX 72 Oo Hi Ne Hi He RR CHR 5 ZA. Rt REM 
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RS VRE ARS. HAM. DHRSMRKMREMRBSKE 

5(2) ミ 、 メ oc 前 麹 長 9( そ や ) ミ 、 メ o 

分 布 一 境 潜 (〒 ラ ン )。 

28. Nogiperla japonica Okam. の きか わび げ ら (A) 

FRE MCRAE >) AG RBO-RBKDS 5. BRD 

AMS. AMR BAKKE SS BARB. RHC ESALK 

CUR EL RS we, Dae. RGR} RRR RE 

棒 黄 色 、 失 端 に 至る に 従 ひ 福 色 と な る 。 体 長 6 一 7( そ ) i AU BRI 

(2) ミ 、 テ o 

III. Gatt. Kiotina Klp. 

zZOoBr I-mBDd bo 

= BD & HR 

BMirRUVAZSA RLV S=AaRBUDELARMAL BRA ORRI RR: E 

LORRI SLADP RHEIN I) HHS も O------------- Kiotina Klp. 

WBMircRUZEPRLVI “RAKE LER MORK REL BLO 

as eS aes ee LO ee a ーー Gibosia Okam. 

1. Untergatt. Kiotina S. str. 

本 亜 局 に 三種 あ 5、 う ち ー っ は 新種 な 5。 
a GE Se =; 

14. MDRFUSZ LO 

emo Ope woe oe Mea er ee ee ee ee oe lugbris M’L. 

3 (2). 前 ig Fr 角 形 ug 2 も の ーー oS < TEE en Bee Se eo suzukii Okam. 

4M. BUIBELILTHEIFSTRER SZ ED----- +++ pietetii Klp. 

29. Kiotina (Kiotina) lugbris (M’L.) 

BUXZAAROBERDYSERFEA (FM) 

AM —ANMm 戸 )。 

30. Kiotina (Kiotina) suzukii Okam. 
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KAAROBEHOYGEIEFS (HM) 

CR ==u mM 5) 

ZUERUMEHM WR OK 19(2) 8.20 NM BRAWL) se Ro 

分 布 一 本 州 (京都 )。 

31. Kiotina (Kiotina) pictetii Kp. ま へ き ふ だ つめ か わび げ ら (KM) 

分 布 一 本 州 (岐阜 、 東 京 )。 

2. Uutergatt. Gibosia Okam. 

本 聖 属 に た 六 種 あ め 、5 ち 五 種 は 新婦 bo 

種 検 KR R 

16). a we ee CE Br 4h we 

2 I. 次 無色 若く は 殆 ん と 無色 な る も の 

3(4). BR OBE TL B&D ーーー トド ドド ドド ドド ーーー ドー thoracica Okam. 

43), 頭 部 栗色 な ろ も の ーー ドー ーー Sapo あし ご っ Co な hagiensis Okam. 

5 (2). A 1B 4 Th る も の 上 ・・ ド ーーー・ に に <0 9 5 ee BAS ao tore 0 angusta Klp. 

6(1). Wi Wwe 4% OD 

7(8). Bi fd I< OF 7D — MER HS も の 一 …-…… ER eee jezoensis Okam. 

87). 前 胸 に 続 條 な きも の 

IN. Lo MH & Wi DHL RRA BOS ne hatakeyamae Okam. 

109). 2QPOR A MMOD DM RR KA Be ¥ る も O----:-tobei Okam. 

32. Kiotina (Gibosia) thoracica Okam. 

ち ぉ ほめ ふた だ た つめ か わ げ びら (FB HF) 

6 = Aa) Mm 

硫 i A BIRR CMO HEE RYeSBED-KMD >.MRD 

前 方 に る 策 三 角形 を な せる 同色 の 一 紋 あ 5o 四 眼 楼 黄 人 色 、2 の 前 給 

BROW WILK 6. WI ES BE OCHRE 6 So fil B.S DB his 

#5 oP (% if Ny (3. 3E 0 ME i OX IE Gi D Hh BU ME UT Et EUR A OME 

Bo Kk CL EB Wy ao Hi IK TH fg HK BH T7—8(6) 2.40 Hi BA HRI—12(G) 2. Fo 

BP Ai — ARI (FE 帰 )。 

33. Kiotina (Gibosia) hagiensis Okam. 
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き あ し くろ な つめ か も ぴ ぱら (AM 

AD RA. BIRROMBM MAT PR BARR AE HWE 

RAC CHW ERE ACHR 4p Rw ROKR REBO 尾 

ERBE WEE APE (S643, M9 KZ CRETE 5 MMAB. AL 

BRK. RT RM ERO AO WRB RE bo KRIS) 

ミ 、 メ o 前 次 長 8( 〇 ) ミ 、 メ 。 

am — Tu HW (> X) 

34. Kiotina (Gibosia) angusta (Klp.) 

ひめ くろ ふ だ つ めか わ も ぴ げ ら ME 

分 布 一 本 州 ( 播 摩 )。 

35. Kiotina (Gibosia) jezoensis Okam. 

ふ だ た す ぢ ど ょ だ つめ か わ げ ら (KR) 

< 第 = す 。 六 画 ) 

mee BRE CRO AB rT EYSRAED-KHRSD 5. MRD 

HMAC SH=EMBLAYZHED-KO 5. BAER BROMR 

ROAM CREECH 5S. MWK SA RED IH D 5. BG 

OAM Bo MRA EMREOAR HR BRR IOE RISB, R 

OX Sa BY && WK, PER IS Bo RH 10(S) 8. AOR MRL) 2. 35 

分 布 一 北海 道 (FL BE) > 

36. Kiotina (Gibosia) hatakeyamae Okam. き ふ だ た つめ か わ げ ら HM) 

ef +t wD 

BGR RE EB GSU CME HR ER OR MER (RE 

STCHE 5 S08 RK MIR B Bf R13(2) 2.4. BMRIT(Y) 2.2 

分 布 一 本 州 (越後 )。 

37. Kiotina (Gibosia) tobei Okam. > どき ふ だ つ めか わ も ばら GM) 

(第 = FA WD 

AGRE. ER PRWHR ETH R ADR BME 

RHR BROMRARI BACCHES 5. BRE Mik Ed. 体 
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#11(Q) ミ 、 メ o 前 期 長 13(") ミ . テ 。 
分 布 一 北海 道 (札幌 )。 

C. Subfam. Chloroperlinae. Kile A EE WM) 

I. Gatt. Chloroperla Newman “ 

ABEND do 

14) 前 胸部 栗色 乃至 鶏 色 な る も の 

23). 頭 部 黄色 、 卵 形 の 一 大黒 紋 わ る ろ も の ーーー thoracica Okam, 

3 (2), Be ak Se Bt Bee HE EB な も pers Senne の 299 nipponica Okam. 

4①). WHIcRARITREDO-— HHH 44D 

5(12). 前 胸 に 黒色 の 一 中 條 ある も の 

6(⑨). 頭 部 に 卵 形 の 一 凌 紋 わる も の 

118), ZeBW ER MER N BD m この WS abdominalis Okam. 

sm. LOB 4 WM GH TB も の O- し ーー ドー ドー ドド ドー ド ーーー nikkoensis Okam. 

96), ERTERBETUIWRARBOo -EHHAZLD 

"10(11). 額 紋 三角 形 な u 2 ee ae ide 7 こ ee EN sapporensis Okam. 

; 11(10). 額 紋 四角 形 な る も の ーー ドド ドド ドー レレ ーー レー Be er ue ee sibakawae Okam. 

12(5). SU Bis DO — HRD BS UD ie I: SEE bimaculata Okam. 

48. chloroperla thoracica Okam. くろ むね みどり 5 か わ げ ら (A 

(第 en Tuch 周り 

DAES PETE 4. NBO - KRM D } 9 M4 th 5 BE 4 の 基部 

1/3 は Wi (45 Bi ly BR 5 BML 4 OD BE HK IS OAc COC BS 

Dot & Mi KOREA MM Bo IR HE Ro REES 5?) 

2 Aon ME T—8(2) ミ 、 メ o 

Ty ti — A (fa A HH = = 2) 

39. Chloroperla nipponica Okam. み ど 5 か わび げ びら MÄR 

頭 部 黒 栗色 妃 至 黒色 。 鍋 角 黒 果 色 、2 DIE 1/3 1h ho 2a KR fo 

前 胸 黒 栗色 妃 至 黒色 、 黄 色 に て 細く と ら る < 中 徐 雨 胸 の 背面 出 得 、 

2 の 側面 に 暗 褐 の 一 斜線 あり 。 脚 及び 尾 毛 黄色 、 路 分 購 補っ 腹部 席 
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EH CR BO- PRD 6.0K RH BERS. KEAS.L)E. 30 

前 WR E—7(S.2) ミ 、 メ 。 

Ah—-ANERrAHN AS. EEE) 

40. Chloroperla abdominalis Okam. せ ず セ じみ ど と ど 5 か わ げ ば ら 5 FR) 

ZERFZEÄRSTFED-KERDI BR FE TR CA 

DFR rKHUEEZCDO-PES 56. PRABDEKARCSREOD 

-2# 5 bs, RGDKBCBREDO-Bd6. BRCRRED—-KHP 

bb. B-BIGORMOC-BSLaAt WRETS) 2.40 WER 

10($)2,30 

分 布 一 本 帰 (京都 )。 

41. Chloroperla nikkoensis. Okam. に つと うみ どり 5 か わび ば びら (FH) 

S=+—8=+ = 

SE RC ADKBRED-KEHD 5. BABA SHE. 45 

DERART CWE OID? SUSRAIBED—PED bo 

PRE ECASHRBO-PRERDBREREDO-ZRS5.R 

HE. BADEBSERCHESCZAEBKRAKAABBO— PED bo 

BRA HR BEBE KET (S) 2.4.8 BH10(S)1UE) =. 20 

分 布 一 本 (9G. BS 都 )。 

42. Chloroperla sapporensis Okam. ら ぞ みどり かわ ば げ びら (AR 

Qa SSF = | 

ZBRE. BRE AEZE. CPKRAHACRAAEDO-ZK 

DI-BREBDERE ZOLSAIPL RE WWKMAIBED— 

PRO bo PREBCAAASHEZO-PHEL. ERTUESED-— 

時 殺 あ ?5、 和 谷中 後 雨 胸 の 雨 側 に 細 き 黒色 の 一 下線 あ 1. WHER A 

の 失 既 時 色 。 腹 部 時 色 の 一 中 線 あ 5. BRAK MBKRE. KR 6 

(5,2)2,2.W #E8(5)-9($)=,%o 

FIR — Aw BARD AM (RAZ EN 



170 i] A—A7AR FE 2 fa A © EE 

43. Chloroperla sibakawae Okam. し ば か わ み どり 5 か わび げ ら (FF FR) 

Zr iS 4 額 絞 四 角形 、 黒 色 。 と の 絞 の 前 方 に 53 形 の 一 黒 紋 あり} 

fi) A RE (4 の 基部 1/4 湊 し )、 各 節 の 末端 得 色 。 前 胸 た 黒色 の 一 中 

條 あ 5、 と の 中 條 の 雨 側 に 一 小黒 紋 あ 59o 中 後 雨 胸 の 雨 側 た 細 き 時 

色 の 一 斜線 あり て 、 稼 状 部 に 馬路 形 の 黒 紋 あり o 騰 節 の 外側 褐色 。 未 

iB ARH bo MUT KSIRED- PED 5, ARE io BME 

fan TK 8 (2) 2.40 RT BWI) ミ 、 メ 。 

分 布 一 本 州 (信濃 入 ヶ 生 )。 

44.Chloroperla bimaculata Okam. ふた も ん み ど 5 か わ げ ら (HM) 

AMS ho HEBT REHEIEDO - RAND 5。 鯛 角 黒 褐 、 基 部 及び 

第 一 刀 至 第 四 役 黄色 。 前 胸 に 二 個 の 和 精 園 形 の 黒 絞 あ 50 UH SE RIM 

OA tis Be OX PH GW EZ bo ARR ER TR ES (S)—6(L)s, 

IM B&R 6(S)—7(L) ミ 、 メ o 

分 布 一 北海 道 (札幌 )。 

注意 本 文 に 用 ひし 主 な る 術語 の 課 或 は 艇 営 な SZ DSB Ar) 

UE ti St BRL & fe RT 

Anastomose fa fifi 

Analfeld Ay te 

Medialfeld des Pronotums Al i) DO rh BE 

Subgenitalplatte , Ea mh 

Subanalkappen mf 垂 

M-Linie M #& 
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19. 

RASH ~ 7 4 9 x 7» A 

» m Zoe 

A LIST OF PLANTS 

ON MT. MAKKARI-NUPURI. 

By 

SHoz NISHIDA. 

Compositaee 4 # 
Anaphalis margaritacea B. et H. + ~~ >» >= (@ 7 M) 

Artemisia norvegica Fr. var. pacifica A Gray. %-- = 3 = = (@@EM RWB) 

Artemisia vulgaris L. ョ モデ ギ ( 山 ©) 

Cacalia hastata L. var. glaber Ledeb. a 72 + #7 (iy B) 

Cacalia auriculata DC. var. kamtschatica (Max.) Koidz. = #7 =) (@E8AM) 

Carpesium abrotanoides L. * 72 >» > (th) ®) 

Cirsium arvensis Scop. var. setosum Ledeb. = 7 #zyir*F: (ih B) 

Cirsium kamtschaticum Ledeb. var. Grayanum Max. Kur WER: Ste 

Eupatorium japonicum Thunb. var. sachalinensis Fr. a yore a F 9 (dl =) 

Gerbera Anandria Schultz zer «>» + 9 BED) BR El) 

Lactuca dentata Mak. var. albiflora Mak. ve p++ = 7+ (4 BB) 

Petasites japonica Miq. 7 *¥ (il! ©) 

Pieris hieracioides L. 2 9 7 9 + aM) 

Saussurea acuminata Turcz.? 29% 72, =Y7,rY: (FR) er 

Senecio palmatus Pall. »=’+v»(h®) 

Solidago Virga-aurea L. アキ ノ キ リ サリン テウ (中 腹 ョ 7 山頂 迄 ) 

Taraxacum officinale Web. var. lividum Koch. a ae za. pr + 

Campanulaeeae. BE & 
Campanula lasiocarpa Cham. 4 ~>* ** 9(K AKO, pA KO) 

Peracarpa carnosa Hook. 2 = 4 479 (BRE. AEM) 



20. 

PY — fe AERC 7) ヌ プ リ Di ALE 

Cucurbitacee WE 科 

Gymnostemma pentaphyllum Mak. ア ャ チャ ヅル ( 山 茜 ) 

Valerianaceae. MEER 

Patrinia sibiriea Jus. 用 カテ チオ ミナ ヘ シ , チ シマ キン レイ クワ rape At fs 

Adoxaceze. i ig Fe 科 
Adoxa Moschatellina L. vr 7273» (3X v MFE HM) 

Caprifoliaeeae. A %& 科 

Diervilla Middendorffiana Carr.、 ウ ュ ン ウッ ギ , ミ ヤマ ウツ ギ ( 山 頂 各所 ) 

Linnaea borealis 上 上. リン テ サ ウ , テ ゾ ジッ ル シア リド ウッ ウジ)( 紳 筆 治 , 大 噴火 名 

Sambucus racemosa L. var. pubescens Miq. 2 7 7%, Az r=»r=(l HB) 

Viburnum furcatum Br. 2» HY) (UAE ad, ELAS EF) 

Rubiaceace. 茜 FF 
Asperula odorata L. クル シャ ドサ タウ (1h HE) 

Galium kamtschatieum Stell. var. hirsutum Takeda. a De a ee 

Plantaginaceae. 車 前 科 

Plantago major L. var. asiatica Decne. 4 av 2 (42 AL WP) 

7 cw 

Scrophulariaceaee KK B # 

Pentastemon frutescens Lamb. 4 » 770, 27-133 (KIA KO, Bod) 

Veronica Schmidtiana Rel. キク ベク ワダ が Ay Se nie so 7 Ale age 

Labiatae. fe Fe 科 

Ajuga ciliata Bge. we or Fy (qh #€) 

Brunella vulgaris L. var. vulgaris Benth. 

Saturea umbrosa Scheel. = * + # wort (Il FE Rp IH) 

Sentellaria japonica Morr. et Decne. var. ussuriensis Regel. = » 7%» = 4 y Citi) 

Elsholtzia Patrini Garcke. #24472 AY y 2 (il HE) 

yf hee eae 2 Ka RE 

Asclepiadaceae. 8 = # 

Cynanchum caudatum Maxim. 4 ¥ (I ##) 

Gentianaceae. ae OE 科 

Gentiana Makinoi Kusnez. 4 r= 9 » 2 y (FE UN, att fy I) 

Gentiana Amarella L. var. uliginosa Griseb. 4 7 ~9 v 2% (eB, 小 ) WEA UK rn) 

Crawfurdia trinervis Mak. ッ ル シリ ンダ ウ (hy pe ) 

Crawfurdia Pterygocalyx Hemsl. a oe y v9 zz» (U) 

Menyanthes crista-galli Menz. (Fauria crista-galli Mak.) オラ トイ 7 7 ae er Ps 

Oleaceae. 木 YE Fh 

Fraxinus longicuspis 8. et Z. 7 4 # = Gl?) 

\ 
1 
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Primulaceae. eH FH 

Trientalis europaea L. ッ マ トリ サッ ( 御 花 MM) 

Lysimachia vulgaris L. クサ レダ ー( 山 #) 

Diapensiaceae. 岩 # 
Diapensia lapponica L. var. asiatica Herd. 4 > 9 2 (大 , 中, 噴火 口 ) 

Ericaceae- a 南 笠 

Vaccinium Vitis-idaea L. コケ モモ (山頂 各所 ) 

Vaccinium ovalifolium Smith. クロ ョ ッ ス メー( 栓 草原 、 星 な 池 , 大 噴火 口 ) 

Vaccinium praestans Lamb. イハ ッッ ジ ( 中 腹 ) 

Vaccinium Buergeri hq オォ ネー ペ ス クノ キ ( 御 花畑 入口 . 中 腹 ) 

Vaccinium japonicum Mig. アク シン (中 用, 七 合 目 ) 

Cassiope lycopodioides Don. イハ モデ ( 天 噴 火口 ) 

Ganltheria adenothrix Max. アカ モノ 、 オ スハ スネ ゼ ( 大 噴火 口 

Gaultheria pyroloides Hk. f. et Thoms. „372-7 % (#8 w WEHR) 

Phyllodoce coerulea Gren. et Godr. = y’ 93275 (ı A & Fr) 

Pieris nana Mak. = 2 vo ow F775 (KPH kn) 

Rhododendron Albrechti Max. » 57+ 2% ¥¥ ayy (rh WH) 

Rhododendron chrysanthum Pall. キー ナチ シャ ク ナ ゲ (中 頂 各 所) 

Ledum palustre L. var. dilatatum Wahl. イッ ッッッ ラ . エン シヤ クチ ダ ゲ Atıko0stca) 

Leucothoe Grayana Max. ヘ ナチ と リノ キ ( 御 花畑 入口 ) 

Tripetaleia paniculata S. et 2. ホッ ッ ジ , マッ ノ キ ス ムダ ( 中 腹 ) 

Pyrolaceae- Et 科 

Chimaphila umbellata Nutt. オキ ネッ ウメ ガサ サッ ウッ (山林) 

Monotropa uniflora L. #» 9 +* 7 > & (= WB) 

Pyrola media Sw. マル マク フ オ チャ クサ タウ ( 天 噴火 口 ) 

Pyrola minor L. var. genuina Herd. エゾ ゲオ チャク サッ ( 天 噴 火口 ) 

Cornaceae. tl] A HF , 
Cornus canadensis L. ゼン タチ バナ 

Cornus controversa Hemsl. ミ ヅ ゲキ 

Umbellifereeae. # 形 # 

Angelica ursina Max. = y=» (|) ®@, EMA O) 

Carum holopetalum Max. 4 7 * <9 (th) JH #4 FR) 

Heracleum lanatum Michx. » 7 » "(Il #®) 

Osmorhiza aristata Mak. et Yabe. # ao 7 = (ili B) 

Pleurospermum austriacum Hoffm. 4a 73+ + (EMA O.K A KO) 

Sanicula chinensis Bge. y + 7 = > (ly #) 
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84. 

85. 

86. 

87. 

88 

89. 

90. 

96. 

97. 

PA — 42 HEH ~ 7H Y x 7 ) DP ARR 

Araliaceae. A m 科 

Acanthopanax rieinifolium Seem. 2 » 7 * (Il ®) 

Acanthopanax sciadophylloides Fr. et Sav. 2» P 7 3 (HB WS WE EB) 

Aralia cordata Thunb. » F (lj #) 

Aralia japonica Mak. トチ バニ ンジ ン ( 山 茜 ) 

Oenotheraceae. MER 科 

Circaea alpina L. 2 ye 2% =A F (PMRW EME RA 

Epilobium angustifolium L. ヤナ ギラ ン , FI’ (PMR Kw JAE wy) 

Epilobium Hornemanni Reihb. = * + 7 worF (jh Hi) 

Thymelaeaceae. in 香 科 

Daphne jezoensis Max. ナー ハム ヅ ( 山 #€) 

Violaceae. = 楽 OR 

Viola blanda Willd. ララ ュ バス ミン (大 噴火 口 底 ) 

Viola crassa Mak. タ カテ スミ レン (中 腹 , 大 噴火 口 底 , 星 が 池 ) 

Guttiferae. 4 # pk MA 
Hypericum kamtschaticum Ledeb. 4 ハス オト ギリ (HER IE K,-b AK DO) 

Dilleniaceae. fj ik BE 科 
Actinidia arguta Planch. サル ナシ , 27 7 (U ®) 

Tiliaceae. 田 Sik 科 
Tilia Maximowieziana Shiras. 4 a oy a 34 > 2 (li RE) 

Tilia japonica Simk. » + 7 * (ul #) 

Vitaceae. i) ORS 

77 

. Vitis Coignetiae Pulliat. + ~ 7 # » (i #) 

Balsaminaceae. KM 仙 76 # 
Impatiens Nolitangere L. ¥ 9 9 7 *% (jl) #) 

Hippocastanaceae. EE = tt A 
Aesculus turbinata Bl. + ¥ 7 & (sh FE) 

Aceraceae. fh 樹 科 
Acer japonicum Thunb メイ ゲッ カー ヘ デ (ih #€) 

Acer palmatum Thunb. ヤマ ャ モミ ヂ ( 同 上 ) 

Acer pictum Thunb. オタ ヤ カ ヘ デ , トキ スカ へ ヘ デ (1) BE Ae Hp ME) 

Acer spicatum Lam. var. ukurunduense Max. オガ ラナ (WR, pie, BRED 

Acer Tschonoskii Max. 3 a~F (\U #E, FE, 松 HE) 

Celastraceae. 衛 A 科 

Celastrus articulatus Thunb. » ~ » 2% F & (jl #) 

Euonymus alatus Sieb. var. striatus Mak. コマ ユミ (ily AE Be PHB) 
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Euonymus europaea L. var. Hamiltoniana Max. ==: (jl) & Krb I) 

Euonymus oxyphylla Miqg、 ッ リナ (jl #) 
an 

Euonymus sachalinensis Max. ムラ サキ ッ サ ペナ (中 用 ) 

Aquifoliaceae. & #5 笠 
Ilex crenata Thunb. 4 x » ¥ (jl) #) 

Ilex rugosa Fr. Schm. yy» » ¥ (BER hy BE) 

Ilex Sugeroki Max. 2 A 34327, FAZ JÄszvF7, (PINE BB) 

Anacardiaceaee 漆 樹 科 

Rhus semi-alata Murr. var. Osbeckii DC. ヌル テ , 7v7* (jl ®) 

Rhus Toxicodendron L. var. radicans Mig. #2» »: (I #) 

Empetraceae. 4 m& fi FF 
Empetrum nigrum L. wv ay 3’ (KIG KO, MER) 

Buxaceae = 楊 科 

Pachysandra terminalis S. et Z ラッ キサ ウタ ウ ( 山 茜 ) 

Rutaceae = 香 科 
Phellodendron amurense Rupr. キュ ダ , »=2 u (ly #) 

Skimmia japonica Th. 2 r+- » ¥ = (WER 

Oxalidaceaee EEE MM 科 

Oxalis Acetosella L. s x ¥~+ 32»: (IB RFE IM, OG OE fl) 

Leguminoceae. = # 
Cladrastis amurensis Benth. 4 x = » > 2 (jlj &) 

Pueraria Thunbergiana S. et Z > ¥ ( 山 #) 

Geraniaceae. 風 露草 FF 

Geranium erianthum DC. #vy+7¥ 2 EEK KRW Ml FP) 

Rosaceae. #3 & 科 
Aruncus sylvester Kostel. var. americana Max. + 7% ya + (i) B) 

Fragaria linumae. Max. ラッ ゴイ オチ ゴブ (同上 ) 

Geum anemonoides Willd. 4 »7~ +, チン グル ー( 圭 岩 公 園 ) 

Geum Aleppicum Jacq. Ax»xz4=27+73(l®) 

Prunus serrulata L. var. sachalinensis Mak. = ン ャ ヤマザクラ 、 ォ ホヤ ー ュ ザク ラ (UE) 

Prunus kurilensis Mivabe. チ シィ ャ サクラ,( 師 人 松 帯 ョ 7 11 HZ) 

Prunus Ssiori Fr. Schm. 799% 7 9 (ih ®) 
Potentilla fragiformis Willd. var. gelida F.S. =* >» 4, ミヤ マキ ン メ イ (山頂 各所 ) 

Potentilla Miyabei Mak. メア カン キン イオ (大 , 小 , 噴 KO) 

Rubus japonicus Max. 2 = 74 # > (\l) JA # AR) 

Sorbus commixta Hedl. # + 7 F (jl #) 
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Sorbus sambueifolia TrantY、 ミ ヤマ ナナ カマ ャ ド , タ カネ ナナ カマ ド (中 腹 以 御 花畑 , TARR) 

Sorbus Matsumurana Schneid. ウラ ジロ ナナ カー ド (中腹) 

Sorbaria sorbifolia A. Br. var. stellipila Max. ホ ザキ ナナ カマ ドド (中 用 電光 坂 ) 

Spiraea betulifolia Pall. マル バシ モッ ケ ( 山 頂 各所) 

Filipendula kamtschatica Max. = ¥ 4 7 CUBS, m TE m AD, 0 TE ie 

Saxifragaceae. jE H 草 科 
Astilbe Thunbergii Mig. var. congesta Boiss. トリ アシ ショ ウー( 血 #) 

Boykinia lycoctonifolia Engl. アラ シグ サ ( 和 山頂 各所 ) 

Hydrangea paniculata Sieb. 79 7 ¥, # UZ (th FH) 

Hydrangea scandens Max. vw PF + 4 (I HE) 

Hydrangea hortensis DC. var. acuminata A. Gr. FA PFA ( 山 #E, By 返 ) 

Parnassia palustris L. ウメ バチ サッ ( 天 噴 火口 , AH BW) 

Saxifraga cortusaefolia S. et Z. #¢4 evo ty (Ft of He BF SF) 

Saxifraga fusca Max. クロ クモ サッ ( 七 入 合 目 ) 

Schizophragma hydrangeoides S. et Z. スハ ダラ ミ ,( 身 WE, eB IA) 

Ribes japonicum Max. コマ ガタ ケス グリ ( 駒 返 附近 ) 

arellaiT polyphylla Don. y#*r>v= (HE, By ik シ ) 

Crassulaceae. # 天 科 
Sedum Rhodiola DC. var. Tachiroi Fr. et Sav、. イ ムペ ン ケ イサ ッ ( 天 噴火 円 , 星 か 池 ) 

Cruciferee -[ 字 花 FF 
Cardamine resedifolia L. オム ナッ ツナ, ミヤ マタ キッ ケー バナ (大貴 火 日 及 底部 

Arabis amplexicaulis Edgew. オム スム ヘタ ザ オ (大 噴火 口 ) 

Dentaria macrophylla DC. ュ ン ロン サウ ( 山 ff) 

Magnoliaceae. A HOF 

Magnolia hypoleuca S. et Z. a a: 7 ¥ ({l #) 

Magnolia Kobus DC. = 7v, » ¥¥7 > (fl £) 

Berberidaceae. nn ‘jf 科 
Caulophyllum robustum Max. ~ #27 a2 » (U i€, WIR v) 

Diphylleia Grayi Fr. Sehm. #4» A= > (fi FE IM A M) 

Ranunculaceae. 毛 BB 科 

Actaea spicata L. we 7 yay w, (ly fH) 

Aconitum yezoense Nakai. テ エゾ トリ カブト (il A, AMD 

Anemone debilis Fisch. e 2 4 #7 (FE IM, 中 腹 , 中 噴火 口 ) 

Anemone narcissiflora L. スク サン オイ チゲ ei) 

Aquilegia flabellata S. et Z. ミヤ マオ ダマ キ ( 大 噴火 口 ) 

Cimicifuga foetida L. var. simplex Reg. サラ シナ ショ ウー( 中 搬 ) 
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Clematis alpina Mill. xx = x vv aye (KG KO) 

Coptis trifolia Salisb. ミッ パワ ウッ と ン ン (薬草 ヶ 原 ) 

Glaucidium palmatum S. et . シラ ネ ア フ と ( 騙 返 , 御 花畑 , 星 th FF HR) 

Ranunculus acer L. var. Steveni Regel. ミヤ マキ ンー バッ ゲ ( 藤 草 ヶ 原 , 駒 返 シ ) 

Thalictrum aquilegifolium L. カラ マツ サ ッ ( 山 # & ılı Ti) 

Cereidiphyllaceae # ER 科 

Cercidiphyllum japonicum S. et Z. カッ ラ ( 山 茜 ) 

Caryophyllaceae A 竹 # 
Moehringia lateriflora Fzl. オォ ホネ ヤマ ラス マー( 御 花環 , I TH &) 

Stellaria ruscifolia Willd. シュ タン ハコ ュ ベ (大 噴火 O) 

Stellaria yezoensis Max. = FAT, Y FA EH ANS CKMAD PEM, HED 

Stellaria uliginosa Murr. 7 2 7 7 ~~ (ly #) 

“a 

Polygonaceaee ZZ # 
Polygonum polymorphum Ledeb. var. ajanense Regl. ホッ ペ ォ ンタ デ (C 大 , th, mt” 日) 

Polygonum Weyrichii Fr. Schm. ウラ ジョ タデ (大 噴火 口 ) 

Polygonum sachalinense Fr. Schm. 4 #42 F 9 (lj #) 

Polygonum sp. (大 噴火 I) 

Aristolochiaceae. Bau : 
Asarum Sieboldi Miq. 72 F/ivr (PRR # w db) 

Urticaceaee & MH 科 
Boshmeria platanifolia F. et S. var. trieuspis Matsum. 7 # Y (111 #) 

Laportea bulbifera Wedd. 23-24 9 7 # (111%) 

Urtica dioica L. var. platyphylla Wedd. 4-4 977,274 97 F (UE) 

Moraceae. En 科 

Morus alba L. var. stylosa Bureau. ¥ = 7 >» (111 #&) 

Ulmacee * # 
Ulmus campestris Sm. var. japonica Sarg、 ア カ ダ モ ( 山 茜 ) 

Ulmus montana Sm. var. laciniata Traut. Ze =» 2x (Il ®) 

Betulaceae. HE x # 
Alnus incana Willd. var. hirsuta Spach. ケ ヤマ ハンノキ (1%) 

Alnus alnobetula Hartig var. fruticosa Winkle. ミヤ マハ ムン ノ フキ ( 山 Ti) 

Betula alba Lv» 53,» (18) 

Betula Ermanni Cham. # 7 # yor, ドス が ン ピ ゼ ( 中 腹 及 山頂 ) 

Betula Maximowicziana Rel. ゅ ゥ ダイ オカン, サイ ムダ カン (山林 肥 中 腹 ) 

Carpinus cordata Bl. サ ュ シテ ( 山 #€) 

Corylus rostrata Ait. var. mandshurica Reg. 4 3.9 7 oy oy = (jh) #) 



191. 

192. 

193. 

194. 

195. 

196. 

erg 

198. 

299. 

200. 

201. 

202. 

203. 

204. 

205. 

206. 

207. 

208. 

209. 

210. 

211! 

西田 一 後方 羊 跡 山 (マク カリ プリ) 植物 目録 

Ostrya japonica Sarg. アナ ダ ( 山 #8) 

Fagaceae. 山 ER FF 
Quercus crispula Bl. 4 a+ > (ily #) 

Quercus grosseserrata Bl. = + 3 (ly $&) 

Juglandaceae. ji] #k # 
Juglans Sieboldiana Max. 4 =>» 3, Zw e (hy FE) 

Salicaceae. 楊 柳 科 
Salix Reinii Fr. et Sav.、 ミ 〒 キ ヤナギ, ミヤ マヤ ナギ ( 身 JA) 

Salix Caprea L. »v=r+x (jl) ®) 

Chloranthaceae. 4 E fj # 
Chloranthus japonicus Sieb. e bY vy YH (DER FIN) 

Chloranthus serratus Roem. et Sen. 7 #9 v va (hl HE RK vB IB) 

Orchidaceae. al Fi} 

Epipactis latifolia Sw. var. papillosa Max. アホ クラス デラ ン ( 中 腹 ) 

Ephippiantus Schmidtii Rchb. f£ コイ チェ エフ ラン (薬草 ヶ 原 ) 

Orchis aristata Hisch. ふ クサ ンチ ドリ (大 噴火 口 ) 

Plantanthera Matsudai Mak. タカ ネト ン ポ (大 噴火 口 ) 

Lilliaceaee GA 科 
Allium lineare L. チン シー JYVHEKV(KBKO REE FR) 

Allium Victorialis L. #*yo*syv=7 WER MIEMAD) 
Convallaria majalis L. キミ カゲ サウ , スズ ラン ( 御 花 畑 入 口 ) 

Disporum sessile Don. » 7 + * 74 yw (ly PE) 

Hemerocallis sp. 7 7 49 7—fG (BWW = Er BR 

Lilium Glehni Fr. Schm. A» wova 9 (Il #E) 

Lilium medeoloides A. Gray. 7 ~v 2 9 ( 御 花 畑 , mh & HH) 

Maianthemum bifolium DC. var. kamtschaticum Ledeb. マヒ ヅル サッ (中 腹 及 七 入 合 目 ) 

Paris quadrifolia L. var. obovata Reg. クル ママ ペッ クベ ネ サ ツウ (山林 ) 

Paris tetraphylla A. Gray. 9 7ov +4 wy (8) 

Streptopus amplexifolius. DC. 4 awa 7 9-37: (11 FE) 

Smilacina japonica A. Gray. 2 77 (Il #) 

Tofieldia nutans Willd. #»+x *#v*¥ y (ly JA & # Js) 

Trillium kamtschaticum Pall. Yves Ferı ir» (hl PE) 

Trillium Tschonoskii Max. : ¥37z2vv4v%y (UK RP ID 

Trillium Smallii Max. =y»v 4 F » (1%) 

Polygonatum officinale All. var. Maximowiczii Max. 4 wv 7 + F 2 «(ll #€) 
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Juncaceae. GF OD EH 科 
Juncus curyatus Buch. = Ya Y + (rh, HH, 噴火 口 , 星 な 池 ) 

Luzula campestris DC. var. sudetica Celak. 2 # #4 X27 & # (A, I, HEAD, B23 th) 

Araceas. K 南 # 科 
Arisaema japonicum Bl. Zr Fv x» (il) B) 

Cyperaceae. # HB 科 
Carex Onoei Fr. et Sav. » 9 ~ > BHEMRÄKD) 

Carex flavocuspis Fr. et Sav、 ミ ヤマ クロ スゲ (AMAD EBS > BB Bid) 

Carex pyrenaica Wahl. zz + (KIA KO, Bw Wh, BB 7 BB) 

Carex brunnescens Poir. var. sphaerostachya Kuek. & 4 4 > YA 7(KIB-KO) 

Carex scabrinervia Franch. v 7 » >» 2s (AB) ( 宮 SESE AE) (大 噴火 口 ) 

Graminae. F A FF 

Agrostis canina L. ミヤ マヌ カポ, タカ キヌ カギ (大 噴火 ロ ) 

Calamagrostis hakonensis Fr. et Sav. モテ ノダ デリ ヤス (中 肌 ) 

Deschampsia flexuosa Trin. コメ スス キ ( 天 噴火 口 ) 

Festuca ovina L. ウシ ッ ケ グ サ (大 噴火 口 ) 

Milium effuum L. 4 Fe RAK(KB KO, MEM. BAZ BR) 

Poa sudetica Hpe. var. radula (Fr. et Sav.) # y7 4 F PIF ¥ CHEARBADD 

Sasa kurilensis Mak. et Shib. + vy +7 % (eB IB Wf) 

Sasa paniculata Mak et Shib. ++ 79 #7 WERFEN 

Potamogetonaceae. IR 子 KE 科 
Potamogeton sp. (EA #) 

Coniferae. 2 柏 科 
Abies sachalinensis Mast. トド マッ ( 山 医 ) 

Picea ajanensis Fisch. テ エゾ ジャ ッ ( 山 茜 及 中 腹 

Pinus pumila Regel. +e + vH UE JA EZ) 

Cephalotaxus drupacea S. et A Az ow ¥ (th BR He MB 

Taxus baccata L. var cuspidata Carr. 4 ##, 4» = (\l) B & PB) 

Lycopodiaceae. HK 科 
Lycopodium chinense Christ. s ~2*¥ 37> (KIA KO, $M FE B) 

Lycopodium alpinum L. var. planiramulosum Takeda. pix ) 2% sd 

Lycopodium annotinum L. var. pungens Desy.、 タ カネ スギ カ ヅ ヴ ラ 「 頂 上 

Lycopodium obsenrum L. = 92 7 9-rxrrX (N) 

Lycopodium sitehense Rupr. var. nikoense Takeda、 タ カゲ ヒモ カビ ノ カ ヅラ 

Lycopodium serratum Thunb. var. Thunbergii Mak. ホッ ペタ ミッ ゲ シズ で (中腹 七 合 目 ) 
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Polypodiaceae. 水 HE 骨 科 
Aspidium Miquelianum Max. + 9  y # (42 A YA WP) 

Athyrium macrocarpum Bedd. *~ 4 27 3 & (fl 上 上) 

Athyrium thelypteroides Dsev.、 ミ ヤマ ャ シ ケ シダ ( 同 上 ) 

Athyrium pterorachis Chr、 オ ホメ シダ (ly #€) 

Athyrium filix-femina Roth. var. melanolepis Mak. メシ ダ (同上 ) 

Athyrium filix-femina Roth. var. nigropalaceum Mak. ミヤ マメ シダ (ih) 

Athyrium yokoscense Mak. 2 4 27 3 u (Si) iR) 

Asplenium incisum Th. + 7 7 4 v2 (Il WE, BH) 返 ) 

Coniogramme japonica Diels A 7237» (UR R= AHA) 

Adiantum pedatum L. クジ ヤグ シダ (22 月 ii ME Re BW シ ) 

Nephrodium filix-mas Rich. メン マ , ラ シダ , ミ ヤマ キノ デ ( 年 月 湖 星 

Nephrodium Totta Diels. ミゾ シ ダ (Il #€) 

Nephrodium filix-mas Rich. var. lacerum Chr. 7~ 97 3 & (47 A if) MP) 

Nephrodium dilatatum Dev. v7 AV AEH 2 ) EAB YY) 

Nephrodium viridescens Bak. 2 747 3 & (li RE ) 

Polystichum tripteron Sme. ジ ウェン ジ シ ジ ダ ( 山 HE, BY 返 , 中 WB) 

Pteridium aquilinum Kuhn. 7 3 & (42 Fh WED 

Struthiopteris orientalis Chr. イヌ ガ ン ヅ ゾク ( 同 上 ) 

Struthiopteris germanica Willd. クサ ソ デ ッ ( 山 茜 , 年 月 潮 旦 , 駒 返 ) 

Scolopendrium vulgare Sym. 2 #=7 2 9 (jl) HE, BA 返 ) 

Osmundaceze. fi # 
Osmunda einnamomea L. ¥ + FY x r-/ (18) 

Osmunda regalis I. var. japonica Milde. ゼン マイ (電光 坂 ) 

本 目録 ふ 明 治 三 十 九 年 同 四 二 一 年 同 四 十 四 年 ノ 三 同 = 是 ん 

予 ノ 採集 標本 、 明 治 四 十 年 伊藤 移 士 ノ 探 集 標本 及 曖 夷 富 士 次 

山 會 幹事 高山 高 炊 郎 氏 クノ 時 々 採集 = ニカ ヽ アル モノ 、 並 = 東北 音 

國 大 學 農 科大 移植 物 學 散 室 附属 膳 葉 標本 室 所 誠 ノ 宮部 博士 、 

SEPA 川 、 近 藤 、 山 本 諸氏 ノ 採 集 標本 ニョ リ テ 調 査 も キル 

モノ ニシ テ 、 併 モテ 従 來 記 氏 セ ラ レ タ ルル . 左 記 諸 氏 ノ 目 銚 ラ モ 

BM «ey. 
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BaztAeErrtYIs IRRE 246 SE = 3 page 
eer eS = | A 

BREFASRHESRITHERIH-TEN FT HI FE 。 
m I6RE 栗野 室 太 距 兵 

同年 本 含 含 報 第 一 佑 第 一 尊 マ タク ヵ リュ ェ ブ 『 山 頂 植物 3 科 TE 年 = WE 

AEXFERSERER-—THSEASRARE REROBE 24 同 氏 

明治 本 年 高山 植物 採集 和幸 養 法 、 中 に マク カリ サテ ェ アリ 画 西 物 是 箕 SH ARE 
ces. ... GE 

BRANITNEIRFRFTFTTIFBFRSLEDT PH 109 種 TE Sak 

夫 正 元 年 宮部 博士 就 惹 二 十 五 年 記念 府 文 集 胃 表 富士 貞 項 に ‚al pele 5 氏 
で せる 植物 に 就 て 14 

ABRRMAA’*HHMAOIABN+—-BeRA 7 Zr Al 

A=-k ’8-HArIE,/ 2 + - Er SYERKRAW AD 

BStrvyyRRt A FrRBR>RPH TR. BHR/A>E 

r’ 71 EMM=-RFeE I 575 Vz re 7) = v7 bHEBWE 

zRr rd Ritt’ am er) DTV SFI, 

ZEHK /UIERF-FAHBFR LS RI EITHER 

ODSWB- Kv rr e7F mM FAHD? SAS rn HM 

Re Re 7 WRB EB Bp. 31-22.. RF SRW 7A 

VAT) SHDMEBKBHARF7)=-FIMFAaRTIArs=+ 

oe 

@$) =H: ABRBK=-B) BEtrpsRE7 Bw) タル 、 

宮部 博士 、 大 時 博士 、 工 貢 移 士 = 護 テ 謝 意 ラ 表 ス 。 
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VERZEICHNIS DER JAPANISCHEN 

EUPLEXOPTEREN. 

Von 

Te. GN. 

Es waren bereits 23 Arten der Euplexopteren in Japan bekannt, welche haupt- 

sächlich von Herrn T. Shiraki beschrieben wurden. Ferner gibt es noch 7 heimische 

Arten, 3 von denen von dem neu zugehörigen Chosen (Korea) und 4 die bis jetzt in 

Japan noch unbekannt waren. 

Den Ohrwurm habe ich nach dem M. Burrischen System in 4 Familien und 11 

Unterfamilien geordnet. In seinem “Genera Inseetorum” (Dermaptera,), führt 

er an Chelidura diminuta Matsumura et Shiraki sei die Larvenform des Apterygida 

longipygt Matsum. et Shir. und gleich des Forficula mikado Burr. Ueber diese Be- 

stimmung hege ich grosse Zweifel, und es wird sich später aufklären. Vorläüfig werde 

ich Chelidura diminuta Matsum. et Shir. als eine selbstständige Art aufführen. 

Die mit Zeichen … versehenen Arten sind mir hoch unbekannt. 

Ord. EUPLEXOPTERA. 

Fam. PYGIDICRANIDAE. 

L Subfam. ANATAELINAE, Burr. 

A. Genus CHALLIA, Burr. 

CHALLIA Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 286 (1904). 

… 1. CHALLIA FRETCHERI, Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 286 (1904). 

Chosen, Nordchina. Verbreitung 
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II. Subfam. DIPLATYINAE, Verhöeff. 

A. Genus DIPLATYS, Serville. 

DIPLATYS Serville, Ann. Soc. Nat. Vol. 22, p. 33 (1831). 

= DIPLATYS FLAVICOLLIS, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe. 

Vol. 2, p. 104 (1907). 
どう ほそ は きみ を ち し - 
Verb: Formosa. 

Fam. LABIDURIDAE. 

E Subfam. PSALINAE, Burr. 

A, Genus ANISOLABIS, Fieber. 

ANISOLABIS, Fieber, Lotos, Vol. 3, p. 257 (1853). 

3. ANISOLABIS MARGINALIS, Dorhn, Stett. Ent. Zeit. Vol. 25, p. 

or 

288 (1864). 

ひげ ず ば じ ろ は さ み む し. 
Verb. Honshiu (an dem Towada-See, Shibata i. d. Prov, Echigo), 

Kiushu u. Formosa. 

A. FALLAX, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe. Vol. 1, p. 94 

1905). 

と ひび じ ろ は さ み を むし - 
Verb. Formosa. 

A. PICEUS, Shiraki, ibidem, p. 94. (1905). 

や に いろ は きみ むし - 
Verb. Insel Ogasawara. 

A. MARITIMA, Borelli (apud Gene), Monogr. Forf. p: 9 (1852). 

は きみ を し . | 
erb. Hokkaido, Honshu, (Takasago, Shibata), Shikoku, Kiushu. 

B. Genus EUBORELLIA, Burr. 

EUBORELLIA, Burr, Proc. U: S. Nat. Mus. Vol. 38, p: 448, note (1901). 
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7. EUBORELLIA PALLIPES, (Shiraki), Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe. 

Vol. 1, p. 93 (1905). 

き あ し は ば はさみ むし . 
Verb. Honshu (Takasago). 

C. Genus LABIDURODES, Dubrony. 

LABIDURODES, Dubrony, Ann. Mus. Stor. Nat. Genova. Vol. 14, p. 355 

(1879). 

8. LABIDURODES NIGRITUS, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe. 

Vol. 1 p..92, fig. 1.(1905). 

くろ は さ み む し . 
Verb. Hokkaido, (Sapporo, Jozankei). 

9. L. FORMOSANUS, Shiraki, ibidem, p. 92 (1905). 

すず す ち はさみ むし . 
Verb. Formosa. 

10. L. OKINAWAENSIS, Shiraki, ibidem, Vol. 1, pt. 2, p. 7 (1905-06). 

お き な は は さ み む し . 
Verb — _ Rinki: 

11. L. SINGULARIS, Shiraki, ibidem, p. 8 (1905-06). 

と 4 る ろ は さ み を むし . 
Verb. ———Hokkaido, (Sapporo). 

II. Subfam. LABIDURINAE, Burr. 

A. Genus LABIDURA, Leach. 

LABIDURA, Leach, Edinbourgh Eneyel. Vol. 9, p. 48 (1815) 

12. LABIDURA JAPONICA, De Haan, Verh. Nat. Gesch. Nederl. Overz. 

Bezitt. Orth. p. 240 (1842). 

- お ほ は ば きみ むし. 
Verb. Honshu, (Takasago, Akashi), Shikoku, Kiushu. 

Ax tH (3 PA AS PE HE SE BW Ae 4 HRB Bic Labidura riparia Pall. var, 

japonica DH. $ HARD 54. 
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Fam. LABIIDAE. 

I. Subfam. SPONGIPHORINAE, Burr. 

3 Genus SPONGOVOSTOX, Burr. 

SPONGOVOSTOX, Burr, Deutsch Ent. Nat. Bibl. Vol. 2, p. 59 (1911). 

“ 15. SPONGOVOSTOX? LEWISI, Bormans (apud Burr), Ann. Mag. Nat. 

Hist. (7), Vol. Il. p. 234 (1903). 

Verb. Japan. 

II. Subfam. LABIINAE, Burr. 

A. Genus LABIA, Leach. 

LABIA, Leach, Edinb. Eneycl. Vol. 9, p. 118 (1813). 

14. LABIA YEZOENSIS, Matsumura & Shiraki, Journ. Sapporo Agr. Coll. 

Vol. 2, p. 83, fig. 1 (1905). 

と を ぞ は さき みぞ を し 
Verb. —Hokkaido (Sapporo), Honshu (an dem Towada-See). 

15. L. FLAVOGUTTATA, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 

2, p. 103 (1907). 

き ほ し は きみ むし 
Verb. Formosa. 

Fam. FORFICULIDAE. 

% Subfam. CHELIDURINAE, Verhoeft. 

A. Genus CHELIDURA, Latreille. 

CHELIDURA, Latreille, Fam. Régne Anim., p. 410 (1825). 

16. CHELIDURA DIMINUTA, Matsumura & Shiraki. Trans. Sapporo Nat. 

Hist. Soe. Vol. 1, p. 84 (1905). 

ひめ は さ み む し . 
Verb. Hokkaido, Honshu (am Towada-See). 

II. Subfam. ANECHURINAE, Burr, 
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A. Genus ANECHURA, Scudder. 

"ANECHURA, Scudder, Proc. Boston Soc. Nat. Hist. Vol. 18, p. 289 (1876). 

17. ANECHURA CRINITATA, (Shiraki), Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc, 

1, p. 11 (1905-06). 

け は さ み む し . 
Verb. ——— Formosa. 

18. A. HARMANDI, Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 312 (1904). — 

Verb. Japan. 

19. A. LEWISI, Burr, ibidem, p. 317 (1904). 

Verb. Japan, 

20. A. JAFONICA, (Bormans), Ann. Soe. Esp. Nat. Hist. Vol. 9, p. 512 

(1880). 

Anechura eoa, Semenoff, Rev. Russe d’Ent. Vol. 2, p. 100, fig. 2 (1902). 

Apterygida athymia, Rehn. Proc. U.S. Nat. Mus. Vol. 27, p. 540 (1904). 

と ぶ は さ み む し . 
Verb. — Sachalin, Hokkaido, Honshu, Kiushu. 

III. Subfam. FORFICULINAE, Burr. 

A. Genus FORFICULA, Linnaeus. 

FORFICULA, Linnaeus, Syst. Nat. (ed. 10), Vol. 1, p. 423 (1758). 

21. FORFICULA TOMIS, Kolenati, Melet. Ent. Vol. 5, p. 74, pl. 17, 

fig. 6a (1846). 
Chelidura scindens, Kolenati, ibidem, p. 74, fig. 6b (1846). 

‘orficula hellmanni, Kittary, Bull. Soc. Nat. Moscou. Vol. 22 (4), p. 

438, pl. 7, fig. 1 (1849). 

くき ぬき は さ み む し 
Verb. Hokkaido, Honshu, (Aomori, Takasago.) 

22. F. MIKADO, Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 319 (1904). 

Apterygida longipygi, Matsumura & Shiraki, Journ. Sapporo Agr. Coll. 

Vol. 11, p. 84 (1905). 

き ば ね は さ み も むし. 
Verb. ——— Hokkaido, Honshu (Nikko, Koyaberg). 

23. F. VICARIA, Semenoff, Russe d’Ent. Vol. 2, p. 99, fig. 1 (1902). 

Verb.— Chosen. 
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24. F. HARBERERI, Burr, Ann. Mag. Nat. Hist (8), Vol. 8, p. 52 (1911). 

Forfieula ruficeps, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 1, p. 8 
(1905-06) (Nec Burmeister). 

HPDASSBL. 
Verb. Formosa. 

25. F. ROBUSTA, Semenotf, Rev. Russe d’Ent. p. 166 (1908). 

Verb. Japan, Chosen, Mandschurei. 

IV. Subfam. OPISTHOCOSMIINAE, Verhoeff. 

A. Genus TIMOMENUS, Burr. 

TIMOMENUS, Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 96. (1907). 

26. T. FLAVOCAPITATUS, (Shiraki), Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 

1, p. 10 (1905-06). 

き が し ら は さ み を むし. 
"erb. Formosa. 

27. T. AERIS, (Shiraki), ibidem, p. 9 (1905-66). 

どう が ね は さ み を むし. 
Verb. Formosa. 

28. T. KOMAROWI, Semenoff, Rev. Russe d’Ent. Vol. 1, p. 98 (1901). 

Verb. Chosen. 

B. Genus EPARCHUS, Burr. 

EPARCHUS, Burr, Trans. Ent. Soc. Lond. p. 120 (1907). 

29. EPARCHUS? PULLUS, (Shiraki), Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. 

2, p. 105 (1907). 

まがり は さ み を な し - 
Verb. Formosa. 

V. Subfam. DIAPERASTICINAE, Burr. 

A. Genus MESOLABIA, Shiraki. 

MESOLABIA, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. Soe. Vol. 1, p. 12 1905-06 

nur 2). 
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30. MESOLABIA NIITAKAENSIS, Shiraki, Trans. Sapporo Nat. Hist. 

Vol. 1, p. 12 (1905-06). 

(ゆい だか は さ み む し . 

Verb. Formosa. 

ii 妥 

従来 本 邦 産 と し て 知ら れ だ た る は さき さ み ぜ し は 二 十 三種 あめ 、 面 

L_CHEOKMLBA に 農 移 士 素 木 得 一 氏 の 新種 と し て 琶 表せ ら 

れ だ た る も の に 係る る の な れ 共 、 本邦 産 は さみし は 此 等 以外 区 倫 

は 七 種 を 敷 へ 得 べ し . 即 ち 新 領土 朝鮮 に 於 ける 三種 と 、 未 だ 本 邦 産 

EeLTEEZHUNSHLWEREZAD, Kuss - HLU 

THAITRUSHSAULARTHE bADAL TIT. AIIRSED 

Ae MILRARALCRLEHM A MARR ABADER BET 

OBBICXKOCABLHRZICMAIATSA bo 

RCRA CLAM BIS AULM EHRT Forficulidae 中 に 編入 

せ し ゃ 余 は MM.Barr. 氏 の 分 類 法 に 従 ひ 四 科 十 一 中 科 に 分 ちな り ひ 、 面 

し て 同氏 は Genera Tnsectorum 第 百 二 十 二 編 (Dermaptera) IT FR C, Cheli- 

dcra dminuta Matsumura & Shiraki U % は さみし を Apterygida longipygi 

Matsumura & Shiraki. SEK SAULOHBRBOTHAI ELBOZE 

Forfieula mikado Burr. の 異名 な 5 と せら 5、 和 然し Burr. KO te Bt ESEL 

CRN ZSHOMRES. SHKMESELMAB VIONAMT3ZO 
期 可 か ら ざ る 可 き を 信じ 、 本 目録 に は 従来 の 如く Chelidura diminuta 
Matsumura YShiraki. を 固定 種 と し て 記載 し 置け hie 

SP VKCAKARAECRG SHEAR “KBAR A 

研究 し 得 だ る を 厚く BRA Hob Bt To 
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注意 … 印 は 未だ 余 の 見 る を 得 ざ 5 し 種類 に し て 、 面 か も る 未だ 

和 名 の 決定 せ さしも の な さき を以て 是 等 に 百 し て は 特に 和 名 を 付 せき 

5 き o 

KREBS Bes 

x A = 



北海 道 の 津 浪 に 就 て 

I Ener 

ON THE DISAETROUS TIDAL WAVES 

IN HOKKAIDO. 

By 

T. Kono. 

KREMSBCrAAACRGSZHERCRCIOMAA Ke BK 

RUMETRSEB=EATMORK DS 5. HOKHMF WAY RSH 
HUMIC CREEL OER MICE OM GRB ECHR MES 
の 東南 岸 に 二 線 、 渡 島 國 の 全 海 岸 (後志 の 小 部 を 合 む ) に 一 線 を 引き 

な 5。 征 れ 北海 道 廃 ける 古 除 の 大 津 当 の 回 敷 及 び 其 必 域 を 示し 
REYIOKRSMRRAH CRD DW HOFMRORRAEER 
載せ られ さき 5》 Bo 

FOMAC LN. AMM CRG SHO KPI a EDR 
tM >) WRARKERH WRI. CARB AMH WKN 5c 
慶長 以前 も 大 津 浪 あ り し な らん と 黄 も る 、 記録 の 後 す へ きも の な 8 
を 以 て 乏 を 知る と と 能 は す o。 FREE ROM ERE Ao 

①) 府 長 十 六 年 (西暦 1611 年 ) 多 十 月 東明 爽 地 導 浪 あり 、 海 水浴 れ 
和 人 夷 人 湖 死す る も の 多 し 。 此 の 事 扇 山 秘 府 、 松 前 年 歴 織 径 等 見 
ゆる も 、 記 事 簡 当 に し て 詳細 を 知る と と 能 は す o 然 和 れ どる 湖 死 者 多 
LEAARHNA KOKRERILILERL 

(2) 8 +E: R160 年 ) AA TSS ARE BAS 
EGE) GARG KL, HP OKBRL CMR EEL. HHMO 
LHRRMOA +, BO DRCHR DN, MARA BHT S 
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ROLELABRMAK RR KORMULADARCKRT i, Kies + A 

RMEOB WC hOB ELS CBAD bd So RRMLERARS 

らき る 前 に 鳴動 を 聞く 。 松前 る 赤潮 水族 鹿 あ 5。 LOMKCHE 
EIMNRERUMSBT,. FTHANLTRRAHER LEN 

IBLERUBBET RU, EHE NTTIEBMB TENMEITAD Ao HK 

OBBHR CUR. MUR. HOB Hie Wo 

APB kKBOMR KH OSKHCELTC. 其 の 噴火 の 知ら 

NMRZ~POKBHH OLRM. ZRH LRALRBHKRK HT S— 

同 の み 。 Mut BCREL MAE LRDSSZ3IOZ 5 BEKDS 

火山 の 活動 に 原因 し て 大 津 浪 と を 生 し た る は 、 MADHCLT. & 

軍 な る 一 現象 と すべ へ し 。 

(3③) 寛 保 元 年 (西暦 17 和 年 ) LAA AL ORG OR 

ERBZABMUKOBS 6. FTERBA II HL DT EFT KE d 

THERISRBOKITTEZ TAB TROANELERRTESL. A 

RIL CKHERBKL MU i RANK ES=ATREOBR. & 

(HOES. KHOMMERTS’IOTHRA_—+—- Bh. RE 

BERKETZLATHAT-P, BHETFSZADOFMRAATEA 

に 達し 、 価 ほ 此 の 外 態 石 以 北 の 夷 地 に 於 て 湧 死 其 の 他 損 害 少 な か 

ら ず 。 入 月 編 山 の 立石 野 に 無線 堂 を 建て 以 て 死者 の 土 を 員 ょ ふ o 此 の 

Hite) By. ew i RD th A Etc WF 

HBEOBRSAR CRN. HOBPRDESH. HKEDRS 

SC LTARERKFI ES HI EOMHOBEROKRETILEK 

就き 種々 の 口碑 ある ふる 之 を 略す 。 

($) 安 永 九 年 (西暦 1780 年) 四 月 得 撫 鳥 地震 、 津 浪 あ 6。 征 の 了 時 

露 人 は 同島 の 東岸 ワニ ェ ノ みみ に 在 ち し が 、 同 廃 に 奉 泊 せ し 露 般 ナ ダ 

ITHREELTIREG, BETZLAMADb rd REN 

ROM WI 5 下さ ん と 苦心 せ し ゃ 、 終 た 下す < と を と 能 は ざさ うき 。 



192 | AH HOR Bi RT 

O)ERZER(HEINE) EAÄZTWAEHDZL, Wwe Rib ih 

ZU, BROMABEMML. ZERLELTERKRER ED, A 

ERIEGRIRTZWAEMURESTFTERL. 同 地 の 夷 人 K て 出 漁 

せ し ゃ の 五 人 湖 死 せ 》。 ERBMRCRCI,MAKRADHGRSdL 

LA HOMKBEM ICM To 

(6) ERO He OE 188 年 ) 三 月 二 十 六 日 暁 、 國 後 . 根 室 、 厚 岸 、 

釧路 大 地震 あ 9、 津 浪 と を 起 し 、 家 屋 の 破壊 する る の 七 十 五 、 船 の 葉 

破 す る ゃ る の 六 十 一般 、 和 人 夷 人 の 湧 死 し た る も の 四 十 六 名 な do tt 

の 記事 松前 家 記 友 び 國 泰 き 日 鑑 記 に 振る o 

(7?) 安政 三 年 ( 西 辱 1856 年 ) LEAKS AWM. EM. OMS wm 

雲 い 津 浪 あ 5o 画 館 に た 於 て は 同月 十 九 日 頃 よ 5 表 回 地震 を 威 じ 、 三 

TZHROFHLEIABEIEL. FTEBRREL TIH TR 

し 、 大 町 首 は 次 水土 蔵 に 入 》、 鈴 岡町 店 は 五 百 石積 の 船 街路 に 上 51、 

築 島 に K て は 地上 浸水 五 尺 達 し 家屋 の 漂 区 し 志 る も る の あ } ぅ 。 HS 

て 海水 退き て 又 畠 ひい 來 5、 一 進一 退 入 九 回 に 及 ひ 、 夜 に 入 ち て 定 受 
NS KHORHREEOK LIKE L. ER RTUND ZU LE 

BLCZERMY b. ÄALKOREREIKFTERFRI DI EI LIDO 

Lt. RN EEMEOMAIRMERK LS. REO AM MK BH Ic 

RMX? b6 & Bho 

HSMM IC CLERK MAL RARKORBEMK &. #9 
HBADKBRS ren Arkufkzsiir AL CH TS LU ES 

Livy set oo. BMEZLTACH SU OK BRLON 

HO LMICH OT, PRCA CM AMO KK LA 

WoW CRORCESRS, KEnNCKBSHBAR 5 Lzto 

iF 以上 記載 する 所 の 外 、 小 建 浪 少な か ら ず 。 Bie ERM 

DR ZATHATZrLIDSL EEE ABRGABRE ES 

と する を 以 て 、 小 涯 浪 は 之 を 略す o 
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NTLLBDERKAI,ZIROFTHIIBELT AKT 

ANTZDHSHERIET do 

FROFH, ERTSFIDIFTHNEBI SH-FÄRr, £8 

DREBRDSIT, FHOTREE K, LBBORNAZBHL. -ED 

KRHeEROSOLAAT IL AEFERCRCHE TR. Zr IH OA RR 

短 き は 十 一 年 、 量 も 長き は 碧 一 年 な 5。 KBERODEI LAKE 

見 れ ば 、 傘 暦 三 月 一 同 、 四 月 一 回 、 一 月 一 央 、 六 月 一同 、 七 月 二 同 、 二 月 

-ERT LT, £HORBAL SRMRRBORACELE To 

津 浪 の 原因 、 TRAILER, BRKREÄAÄNTIZHERERN 

せ 5。 安永 吉政 、 天 保 、 放 政 の 四 同 は 地震 と 起因 する ゃ 慕 の 地震 を 

起 せ し 原因 に 至 5 て は 之 を 明 に する て と 能 は ず 。 慶長 の 津 浪 は 記 

事 簡 思 に し て 、 地 震 の 事 を 記せ さる る も 、 赤 苔 ら く は 地震 に 起因 せ し 

Cb 6 XS Ko 

津 浪 を 杏 せ し 方 面 、 日本 毒 方 面 K 起 めし は 、 克 保 、 宮 政 の 二 回 

に し て 、 他 の 一同 は 太 論 洋 方 面 に 起 れ 5。 オ ォ オ ュ ッ ク 海 方 面 に 生 ゅ て 

は 一 同 の 大 津 浪 も る な か り ぅ らき 。 

税 害 地方 、 各 津 浪 は 何れ る も 北海道 の 一 部 を 故 い た る も の な る 

が 、 太 宇 洋 方 面 は 其 の 同 敷 多き を以て 、 各 地 天 抵 二 三 同 の 大 津 浸 

逢い ひたる も の い ヽ \ 如 し 。 日 本 海 方 面 は 、 赴 保 の 津 浪 に 、 渡 島 園 の 西部 

及び 後志 國 の 小 部 、 寛 政 の 津 浪人 に 後志 園 の 北部 が 害 を 受け し の み 、 

即ち 是 等 の 地方 は 唯一 回 に 止ま ゥ だ 5o。 日 本 海 方 面 の 北部 並 に オ 

= ュ ッ ク 海 の 海 単に 至り て は 、 一 回 の 大 津 浪 に も 刀 は きり 》 ぅ 3 き 。 

津 浪 の 前 兆 、 大 津 浪 の 前 兆 は 、 地 震 、 噴 火 及び 海水 の 著 し き 減 居 

ab, 然 れ どる 地震 は 多く の 場合 、 津 浪 の 前 兆 だ た ら さ る を 以 て 、 

ECHEOALMLI.ENLTMTACKAERKOMLSCH 
NZEBZALEELKUZKUNOHERUI FH LLTERTEFNL 

EEIL,.KZNDOZIHTEHTFTZUHAT I LAN FD ERKR DOT 
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し きる き 減退 、 殊 に 其 の 減 退 が 地震 若しくは 海岸 に 於 ける 火山 の 活動 

と 相 伴 ふ 場 合 に 在り) あて は 、 BFKEROMHRE LCBKEMATS 

の 要 あ らん 4o 宮 保 及び 安政 の 津 浪 の 例 を 見 て 之 を 知る べし 。 総 て 比 

RMR ORB ICRAET SHERI, ROMA IDET SIRT, 

先 づ 海岸 の 海水 を 滅 退 せ し ぜ る を 普通 と す o 

海岸 火山 の 活動 項 る べし 、 海底 に 於 ける 火山 の 活動 が MS 

べき 津 浪 と 生ずる と と は 勿論 な る も 、 海 岸 火山 の 活動 が 天津 浪 を 趣 

せ し 例 は 世に 多 か ら ず 。 然 か る ゃ 北海 道 に 在り ) て は 著 回 の 大 津 浪 の 

A, CPR CRRA KUOBHL DR Rb MEKBUAM— B 

=[MO-BBCELCHABRRGSKWOKEDERROKER 

FALL HDG HON ABER OKULLT, ROKER TK 

の 大 津 浪 と 生じ た り 5。 され ば げ 北 海道 に 於 て は 、 津 浪 と の 開 係 上 、 基 

tie KU OMB, BOAR ER TNSAR4Ga~XLo 

WOM ATC-BTo MO—MiLA BCR SEROKE 

MIHEELT,LEBBEALPOZBZZITHEL FT TRAM LOL 

HRM AO BRE BU. MTERLHKUZMROALKERAH 
含め 、 起 草 せ し も ゃ も の な 5。 休 人 ほ 此 の 篇 を 証 み 給 ム ふ 話 賢 に し て 、 誤 譜 

US UGE RAE ONAL, ENT BRIN AR AM 



や ぶ だ まき 胞子 の 一 二 成分 に 開 す る 試験 

RA+t HHEAM 

ON SOME CONSTITUENTS OF THE SPORES 

OF 

LASIOSPH 邊 RA FENZLII. 

Br 

I. TapoKoro, Nogakushi. 

従来 菌類 胞子 の 化 吾 的 成分 に 半 す る 研究 極め て 少く 、 872 

v = — (Cramer) 氏 が あ を か び の 胞子 、(Centralbl、 f. Bakt., Jena, 2. Abt., 

I Bd.,). AE ik & D fF (Bull. Coll. Agrie, Tokyo. Imp. Univ., Japan, 

1900, 81.) た 就き て 行い ひな る る も る の ある に 過ぎ きず 。 MLCPEKZE 

開 し て は 人 研究 報告 多く ある も る 、 未 だ 其 胞 子 の 成分 に 就き て 行い ひたる 

も の ある を 聞か ず 。 BORER ERLRKT SOM ARSED 
て 、 其 成分 に 就き 試験 を 行 は ん と と を 企 園 せ 5。 然 れ ど 材 量 極め 

て 少 か りら し が 含め 、 僅 に 一 二 の 成 條 に 就き 附 備 的 試験 を 行 ひ 得 な 

る に 過ぎ ざり 5 し が 故に 、 更 に 他 日 を 期し て 詳細 報告 する と と ある べ 

Lo 

HIHHDOHE PRKEAGORRBFERAY ST SHREK 

LLIZrEr#ZAKRBACKAXY LA? boMRMeSZMTF TREES, 

WmwliC CHUL CC. RPKREMOKRBDTrRA KRESCRAMKE 

LC#HBECEARHTCH SY bo. 

一 般 成分 MUL ZRHBORAEMORUECK CK OK 

es 分 を 定量 せ 5。 

成 分 水 分 #1 RD 粗 脂肪 HEAR HEE 

原 物 百 分 中 1: 2.25 37, 

Han 7 一 一 2,46 5,94 42,2 



196 田所 一 や ぶ だ ま 胞 子 ノー 二 成 分 に 開 す る 試験 

BRORE 一 般 分 析 に 於 て 粗 重 白質 と し て 定量 せ し 窒 素 化 

合 物 の 合 量 は 、 全 乾物 量 の 大 年 を 占 ぜ る と と を 知る が に 、 次 K 

HERP AK RY bo 即ち ヘッ スマ ン (Hausman) 氏 の 方 法 

に 令 58 到 の 材料 を 取り 80 充 の 濃厚 障 酸 と 共に 逆流 准 序 器 に 連結 

LT, 完全 に 分 解 し た る 後 ア ン モ ニア を 酸化 マグ ネ シ ャ に て 遊離 

せしめ 以 て アン モニ ア 問 室 素 を 定量 し 、 蒸 公 液 は 之 に 遼 酸 を 加 へ 

MDEDERTFRSTBEL EEE LPABRPSERULZFENR 

TIIS- ’BEROHLAL, ERUZT OHLALL HBB 

EM CHIT IRF TS I EBSHROARLNELEL EM 
100 EMI EV IT Ze RK ÄB LEI BAR FO Er 

cm mC KF tM SES RORRTM OL. Wael bd SB BAU 

モノ アミ ノ 酸 慈 室 素 と せ 5》、 其 結果 を 示せ ば 下 の 如 し o. 
ane” 2 メラ ニン 能 277 3 muy えま ms 

Ze ge 7 is. pein 素 

無水 物 百 分 中 4,84 1,32 0,046 3,47 3,02 0,42 

4 FAI pO 一 一 28,09 0,22 71,69 | 62,32 9,37 

導水 化物 の 定性 試験 RKRURKIEMT EA LEE HH 

ROME BREW DH bE RAO RICH AC TA? bo 

wey ee SI KOR KIC S, WOROMREM OZ 

21003 O90 % WME IMA LIMB MRL rye a7 

ALL 720 SR, WMG MBI HRC 2H BM EIC TRH bo 

MMi 2 eA AIC RRL 95% 8 Ge ICO eC 8 

理 し 以 て 含 利 別 を 作れ 5。 文 草 達 液 浸出 物 を 得る に は 、 其 残 溶 を 4 

(OMB MCRL BRR OMB TARIFE I, ZI II EM 

EN. ee 

同席 理 し て 前 同様 合 利 別 を 作れ り 。 BMDAHHET DOM BI" 
反 鷹 を 有 す 。 

酒精 遂 出 物 + ゅ 5? 得 た る 含 利 別 、 
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1. 72- 9 » > (Febling) RMB SK BTS. HCH TABS. 

2. モー リッ モウ ドラ ンス キー-(Molisch-Udransky) 氏 反 應 積極 な る 

も る も る 、 フ ロ ュ グル チン 法 に 由 る ペン トー ス の 反 應 を 呈 せ ず 。 

3. レゾ ゲル チン 及び 蘭 酸 に 仮り も リウ ノッ フ (Seliwanf) KAR 

應 消極 な り 。 

邊 フラ 。 ュ ニル と ドラ ジン を 加 ふ る も る マン フク ノース 固有 の 結晶 性 

ドラ ゾン を 生成 せ ず . BCRCZCHRRETM EMA CMAL 

に 黄色 結晶 性 の ォ サ ゾン を 生 ぜ り 5。 

eRe wl 5 得 だ た る 舎利 別 、 

BER re ee ee RIGS VO EI TFA TA 

+ — Ke REST bo 

2 Fu u2 nr FF BU BREUIIN vrr-z7zhAoKkkha 

ベク トル を 表 き ず 。 

3. レゾ ルチン 及び 世 酸 人 C 依 5 モリ 9 リ ワ ノ フッ フン 氏 の 反 鷹 を 量 せ ず 。 

4. フェニ ー ル ヒド ラジ ン を 加 反 る も マンノース 固 有 の 結晶 性 

と ドラ ゾン を 生成 せ ず 、 然 れ ど ゃ る 之 誠 酷 酸 を 加 へ 湯 義 上 に 加 温 する 

は 交 色 結晶 の ォ サ ゾン を 生成 す 。 | 
5. HORBeAWM hth + FF eM To 

Hh WS FP cL RE RU OREO ECR CHET 

NAMB LCeATMBBRRUOF TS 4S AWMFAY BIT MK 5 

SHR SPERM re ET) 

= F’ ÄLHT3AR 以上 の 如 《 諾 理 し た る 洋 浴 より 5、 更 

(Cc5% 硫 酸 に 依 5 て 加水 分 解せ ら る ヽ 物 質 を 除き た る 後 、 シ ュ ル アル 

ッ (Sehnlz) KENT KB En IE SM OP & BC 7b, MD 

DRM EMABM EC MAT SCL DAMORAMLAYE MX 

CHE LIBBY ERTIAFRUTRBE LER RE LICH RER 

BETZZELE-HUEURR I EEE 7 Ir = Ir: vVoOoHH TER HS 



198 国 所 一 や で だ ま 麹 子 ク ー 二 成分 に 闘 す る 試験 

b Bo 

概要 之 を 要する 人 胞 子 は 合 窒 素 有 機 物 に 富み 、 全 量 の 4225 

Creat KEUREHAÄR TS PEN IIABZ TOAST, EH 

分 和解 た 際 し て 、 室 素 の 取る べき 形態 は モノ ク ア ミノ 酸 問 最も 多く 、 ア 

ン モ ニア 紫 之 に 災 き デア ァ アァ ミノ 酸 慈 を 取る も の 最も 少し 。 

狭 水 物 中 に は ケト ネー ス 、 ベ ペン トー ス 、 マ ンク ノース 肥 び が 此 等 の 母 

体 た な る さき も の を 合 有 せ ず 、 然 れ ど 藤 色 結晶 性 の ォ サ ゲン を 作り ゅ ら 、 

fit cA. HOHMORE II BER BS WI ERBE SCH HER 

HEALTrEeATSA*ADESE~NLo 

| Oe cae aa a ee ee OO (LO 

RMT SDB rae ar OR CERES ZISKIBH FD 

皮膜 は 巡ら く キ チン 質 に あら ざる べし 。 
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At AF ERT 

ON THE SULPHUR IN THE LAKE PONTO 

OF 

KUNASHIRI ISLAND. 

By 

Y. ÖrmovyE, Rigakusht. 

FCF RRMARGRCCHALM PL RAMI CREEL BA 
SLHZAKRCEYLCHMAMMCLCRRORELSZIDZSEHDLAS 

ALHPELSSEPRBLECABKE DRL RRRE RRR 

れ ば 左 に 其 概 要 を 逃 べ ん と す 。 
位置 肥 地 勢 國 後 島 の 南 敵 に 一 漁村 あり ぅ 泊 村 と 稀 し 根室 国 に 

最も 接近 せる 一 小 港 な 5 上 現 港 を 嘘 る と と 北方 想 里 に し て 一 小山 の 

突起 せる も る の あふ 逢 を 治山 と 云 ム 其 北 側 に 一 天 回 地 あ て 益 に 水 
LBU-ERHLRENZIMMBELITESLUHELIEN 
EHRESCHERFZERBÄLELRB CHUR er I - ER 

BEHBRULTFAEBLIKLÄEL-KETK{ AB ZER A 

ZSEOKHRRTAHLRHDOLZETRF-ERHORKRUMG- 

KOMKRLCWOMMR SIX > +-WMOMHeSBAHROR 

達 を 妨げ られ 生 月 疹 を 取れ る ふ の な 5c 
「 ポ ント ー」 画 は 泊 火 山 の 中 央 火口 丘 に し て 元 と 賠 形 を 成せ る 一 

ZWRWWOHLTÄEHLRZIDZIR ER KR AH SB TE AL る 

《 往 め に 噴 孔 の 周 園 は 崩壊 せら れ 僅 か に 其 北 端 と 東南 部 に 其 遺 跡 

を 存する の み に て 醒 部 及 南 部 は 鉄 除 せ 2 北部 は 高き 約 二 百 尽 に し 



200 AH bk -A EB eK > + - FORK 

て 東南 端 は 南方 に 連なり 泊 山 に 接 績 す 面 し て 「 ポ ント - bit hpR 

に 較 形 一 火口 を 有 し 綴 約 七 百 尽 あ ち 一 美 内 湖 と は 高き 二 百 尽 の 小 

山 を 以 て 界 せ られ 湖面 は 一 開 内 湖 ょ より 約 二 十 尺 高 し 。 

「 ボ ント ーー 火口 は 硫黄 確 を 産出 する 湖 に し て 火口 底 の 中 農 は 水 

面 よ ち 九 十 尽 万 皇 百 尽 深 きゃ 潤 邊 は 中 央 に 向 ひ 五 十 尺 間 は 深き 五 

生 尺 を 越 も ちず 即ち 深 さ 百 尺 内 外 の 場所 は 湖 の 中 央 部 に 於 て 衝 夫 吾 

RH bd CHEM SAMM AMT 6M Sd MEU CWO Rat ris. 

ye 5 CT — 22 A Ut BK OW RU Ee RE Ee KT 

地質 Sh i We EZ TOIL ME MAL L C HAO BE A 

DREAEsPRK OR? BK bF-HIDIDLBRMEICL. TC 噴出 

到 着 の だ た め に 著しく 分解 せら る 然 れ どる ゃ 総 て 輝石 有 安山岩 た 5。 

RR PRK Rh ST oe yr ICLEMORRER 

せら る 。 

ー、 A359 

=, i Ye 

= “(AAA DWC CHER re EM TSAO 

— FAH DMIL KU OMI HLCHRAM AGA LU CKRREE 

周壁 に 付着 せ し せ る も の に し て 常に 噴火 山 に 於 て 目撃 する 所 の る 

Dh ole ~b-jMO ABI £ AMA IC DUAR IL b CBT TH 

me REL HRB TAR ST SZ RHEE YDREAZADZ bo 

[HH CAHN TSRMRAMO BSI OAM LiAMO 

Ag DW iS (ho 6 Ot et OU Oe HG EE SB TL Dy Ih EIT EA 2 OR 

Fick b RAR BY 6G MTS KB RAE FET? L 

UCeHAre ChB RG LU ZB BO ZI KT A EM La 

MIL OWN MICH TFT SAID CUE CKAKEIMMORK DA bo 

SKLAR ST ZAMPICCKHIS HRA ALKARICLT 

FE fh = WR he 38, HE ERE OK BRR Suc CK OW 
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ETTCHADRNERTMRTZIORERLAHTIKRSE-R 
RARRRCKHERGABKPRCCRRKAL TRARY HERL 

HLRCKREGRRAMKEPORRE RO MLCKHHREBERLY, 
2H.S + SO,=3S +2H,0 

H,S+0=S+H,0 

HI LTBFPRTER TSSZHKENHRRTLTREDIDOLEF 

S.,KEHEXZEDIOBTDKOPELCARYLSIDOL KBE 

PISHERZADLRREKRESUCERWT SHS bo 

KHEPO’DORBBRKEASZEKRLCCLAL N SEE 

ERBSRBRREMSKRIZTKRANL.IZ-ıI TB EI EI AR -N 

KEREDTRDOIEHLISKFRZST FRI LT KEER ı Äh + 

BEY\RITTHEZLRILIFERTETITZIOODI TH LTE FHR 

REGMRRMCAMESRRAEHALABS 5, 
KOPEXCMHEBLZI1DGWHAKRKRL BERR‘ KERB BE 

ERLTEUIKA-AZLFEDIOLRFULTSHTRRTL 

CHRBDEMKAULYTHT4 TBE FO 

FREE EE HB WoOm<( KHAKRSBSKOREET 

BTZUAERRBARMHEADBA 

ow CP KN KEEFTZIDODTEFLTEISK 

IE 底 I MBAR SKF SERCH 
a A fi] 
iu} 上 T BZELTRKEDIDOERETDB 
AK 4K if 
7 3: F - る も る の な る べ で ご く 表 面 の 極め て 年 消 な 
yy アー w 
= モ モ る は 生成 条 水 中 に て 相互 の 摩擦 
7 7 7 

LS BEEBOEHTUZEIEN 

(PRSERSCBRRSRK e/ ==HK=67 4) 前 作 用 ic < 痕跡 を を 認め あざ a 

の あれ ば なけ 5。 

EINBEMELSZTHRRUTKHEHKHKDO ER LEL TH 



202 大 井上 一 國 後島 ※ ン トー-ー 湖 の 硫黄 

Sees QS POM FOR RMF ONL ED SLA KY - LPO 

KhBeEMRRSAZAIDH SD CEMPBERKCKREZAAYADHSXABELS 

Fe 15 1 03 7K He It CT A KD KR CBRESIONRLCRSBAILK 

MEPL OER YE GSS ROKR FRERMIBeLMSNAL To 

MAROD RAM MET SICH? OUKAAS LHEABO 

BEL DART ZAEMORAZ ACBL TFT SNNHADOBEAFALA 

BDBELLTERKUNROKHKZZOHMHDBIZLEMLTE ZA 

IMMER EO LEM IT INA 7 He BK KR OEM (A 

hb R EAC ART SVRAD KRITIK SORT 

MEZ Cv RMICH EMM STEL NR ZB RUMAMR AFTER 

WM BNELAD= FAI LCHHO RRS RELY’ RE Se 

以 て 営 期 採集 する る $ る の は 産出 額 の 大 部 分 を 占 ぜ 素 』 DAHA 

AREIKSSIZTBHIEZEETENBERLTRM HS TE BB ED 

CHA SIL he dC Pale UC RR OH RR Lu 2 

FRSEDENEHULKECKM ER TINO EM 

到来 すれ ば 噴気 成 に な 5 一 尺 万 至 二 尺 の 水 柱 を 湖面 に 上 で ぐ 其 際 は 

人 

KIFLIOBRMCET EV AEM LSAY CH RAKE Ahh 

ACM SS DB HE O HEB ye GE Hs bmP@EV UT 

Sim tRSLUSZUMLAZIORO MECH FBI HET ZI 

MehLIBYLCUBICRCRKALW ELC DME TIER ME LZR 

深 さ 二 尺 ) を 火 道 管 中 に 下 ヾ  ぐれ ば 上 騰 せ る 硫 昔 粒 は 水 ょ 5} 比重 大 な 

る を 以 て 再び 湖底 に 沈 滅 せ ん と し 隆 下 する も の 桶 中 に 入る 之 を 清 

車 に て 波 み 上 ぐる な 5) 噴気 盛ん な る 時 は 桶 を 下 ぐ で れ ば げ ば 名 ち 充 滴 し 

一 日 中 百 棚 程 の 採集 は 困難 に あら ざる な 5 着 の 如き 3 多量 を 得る 日 

は 廿 日 万 反 三 十 日 間 も 継 績 する と と あり と いよ 人 然 れ どる 火山 活動 

HDERZTISINDKÄH AR ILAR SCHEN ER FAT ENDdo 
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ZKEHRMOHMRZINDIHRIF ER U RI HR UNE BR 

SREUDOMARMRUORBOLREASKCAWhUEDCLT 

Bala vb — jt Wi RCE YG SL AB BLK GE AS i oe UT HE 

MLE KDLSANLKRRROLDRAREHELYTR~ ZH CH 

HER WOM ALCOARAMORERSORARREDRUHLATS 

KE SUCEAORKE ERS IORSEXLHO MINKE 

LRADKUCRENRAZASONHESGNSEN(CHRKSNEREG 

CIMAMROAKYTARLR? DERN EDADAKEAKICLCH 

ZAALHE To 

(KE 3c # + — A ®) 



AR AW VER Ow 

Ar 大 井上 義 近 

ーーー 一 

NUMEROUS CONES ON THE MUD FLOW 

OF 

THE USU VOLCANO. 
By 

Y. OrNouys, Rigakushi. 

WGA tHe Ste RRNA RK KIRA BR aR dt 

Wh CRCWREMA CBA TARORBKALYTeECZEHOG 

Mec Fie RSZoOKUHRADK EMRE ED BRK OL 5b AVR 

cit ht be SBOHKHALBEREFUL- ko bir 

FLBDOLLTEKEELMTITRÄHERUTAR eC 4FMitHssozs 

ZEHKEFTHÄNKERELHAHKDBREIAELNTO& 

BHEHERELSKÄDIIMWMATEBLTCHTERN AR EH—AK 

KLULTNNMIZIEXRTELN PR EA Fr 3 ID rL ATNKAMZT 

=AWAR eM Ti Ut HVE LIT HF AKUH RER ZT DI LI 

BARB A RIWRMB IAL RABE CHK YZADLM—-BpMe 

LC MA REMKOCDORdIPRAL RRMA, FiO BARR 

PARSE eRALKMABRMERUWARBRACHMARUADDR 

を 交 ゆ る る ぁ 此 等 岩 片 は 質量 大 な る FUCHM PT AZITHR OERK KA 

み 表 面 に は 僅少 な り と す 。 

更 土 は 噴出 論 時 多量 の 水分 を 合 友 し 温度 高 ( HOM 6 ti te 

ABLBEWSENERZLTEUKFURFSUTKRLEDUR + E 
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BL-FERLURHLTMF LT ZA miı or ÄAmzrn 

 MHEBIEKEIZEUTSSZMERBLESTTZHLU FE OH 

AXYEUBBTRTFTAZEHRAREDRERLELTCERE BL 

RSLDBESRI’FEIERRZAHBRTRTER EHEN REEL 

EHEHISBRELKEBRE- FTEISEKONEFERTZSU 

En dbo 

AHEDOEREBEEHRBEERULLTÄNE  DN EIKE IA 

ABBRDUKSEKEEKHBIHRKRRRRIPDINZAZRDOUE 

O. RASS O.-KECLCWHEAARATREZ%ADaN FE 

AZBDORWTrENTEIZIDSIHLTRÄRT U BT ER EK 

像 月 ある も る 孔 形 を 有する ゃ の 甚だ 稀 な ぅ 此 等 小 丘 は 殆ど 一 定 の 如 

AAZRXRFTrKBEZEETKNIETI- MSN REL ZETAME 

zzrhb 

AAKNIKHEL/ÄR 

BBUTrHERATAHRS 

BARBRAIZLUNEBIKLRLCLREL ZN LTEHTZICH 

IEARKRÄBELHSEHTEFNLKEHRTAZFZ KAHN 



206 AF 73 Ar IW VERE EL OME 

tZRoNMl bs RMCRHLRERERAIDONRRBLO KALA 

FASE KOR ORE ESS ROKEO MERE TS EIS 

katt lH AWE O-RBARKOUAEAPAI OAD Mw Ie 

BHbOMKERVRKAZRHARKCSRAKLE’,HRBRO mL 

KABEZEUHTRIETKLORELABET LBS KT ER LLERE 

LTERKIKLKÄODIIAHHFLUNLTER HU KB RO AN 

IRBSELDAHTZLHRTAÄHIHRELR BEFORE 

HAUNREEUTZELZKHUH GL BAe ES SITHMIE A Bie 

KP REM KE BML FRAUDS ORR CAG SKBRE 
RATER CM ACARARICHMECMORMAS LETTER HR ALIK 

ABMATSICEAKRMAKRALKAHTMMNECMKCHBBLER 

BLZHneRBLEVRecL mene RUREKRREL CHRAHE 

DPEEBK+SADOELSSLHOM, MHI ORRUPFORMBE 

EHOBAHTLZETLFERKRMORTRTEU ZELL ER CURE 

EH SRNCFRBRKELAGCKRKMRE SEBEL HEA 

と と を 欲す ) と 呼べ うち 。 

溶岩 中 に 包 有 せる 気体 が 地表 に 於 て 勾 出 する 時 は 愉 も る 月 面 上 

CHS Sosa Aly -HM KU RIL MO ICBRKRTFSADSANL YD 

ARVUREOREROMAL MICS COMA CAMICCIBAAR 

RICH TAA CBB ST SH BMEBRTNAARORNL AMS < 

SRBL ABER REKBMEADOBDAME+EnDwirest 

~ Lo (FA 4 + ELA RR) 



HAIE Fr 7) +3 BO fre ie & — PIE SC 

小久保 清 深 

DESCRIPTIONS OF A NEW SPECIES AND TWO 

NEW VARIETIES OF DIAPTOMUS OF JAPAN. 

By 

S. KoKUEBo, 

Ei AMR vy FR TFT IBIHTZRIILAKRELL UN LI A 

BREFTFTr- IABCHSCHELLTELSEH TS Ta DH, 

TBRLAMTWIIDIELIZATITRUTZEBUAR EI o 

HZEALRZBRHUEBEE RI ZS UM. BERR. TINO 

EENTFIRTHEFZUDOZ do 

KAR CRT RR DC ÄHEH EERBAER OBE RSS 

Heb BCHKRHODORLR To 

1. Diaptomus denticornis Wierzejski var. yezoensis n. var. 

HE, 12 7 (= D. denticornis (c BF US, BB RA ICRC OR SRC 

BAWHACRACKR HH KCRRLARALT BT WMRBRIRBOM 

RNEHDORIADEFD- IH ECKA I ME S - Hl x Fit 

b&SMlLo RRM ( L CHHOLBLR CST B-BALRAUL 

BHT SHA RRC, BRWEOK AMS D. denticornis (7 | 7 

b KA Ht ORE Lo 

雄 、 BRAGS IMA CRMRREONSF ACR CRA 

SDAKH--BAPDEAOADA KML} S=EOHOMRBCRTR 



208 PAR HREIP 77) SR JBOSHBE HELLES T 

DECLHTBZEHEL ERÖELEBSTET AR LB TITOH EM 

肢 は D. denticornis MD LOIWKR< MUL.AWHA KOR bis OMU EL 

ME bo 

体長 tt --H- @ =O 

Uke BS S ic AH IL HI HEA 2 D. denticornis (c MAM 5608 

RR OCMLHCR CLARY Hi, B-KBGARKBH IK SIC, 

HER CLEA B —- MA ROBT hw KK bo Hb RICH C IA, ME 

D 3 hy Git BRIE CB BNCKRHLKAe BeeED D. 

denticornis (CC [LIF MO an ¢ = し く 突出 する 事 な し 、 又 本 種 の 第 一 腹 衝 

iS lta Fan ¢ Mb lel CHT MBH SB D. denticornis ic TC ld HH 

DKW } Mtl D FS He hy RW FEA ti O MILA MICKR CLL Oe 

し く 〈 ELLA DA HB — HH tk D. denticornis CH TER II SE 

AGORBRIRAFPROM xe ATtTN EDS AEBICH TAAL ZI 

未 侯 は 彼 に 比 し 極め て 僅か に 鐘 状 を 和信 す の み 。 HOBRWROG 

脚 外 葉 の 未 端 より 第 二 の 衝 は 、 著 し く 内 方 に 突出 する も D.denticornis 

CC (if Ol 3 HARE; LRH ER Id ME ae HE IT D. denticornis I 5 % A 

Abo 

FTUIMBUTZETHRAHBTERBZSHWUHTZERKE 

を 採集 せ 5。 

2. D. gracilis G. O. Sars var. minutus n. var. 

HE, 体 は 繝 長 な $、 前 体 部 最 廣 都 の 申 は 其 長 き の 三 分 の 一 1$ 

も 僅 に 大 を 5。 BMW GBH RUC WM it HD 2 ie & fe 

a. -BRGLMAOMHR—-MOCODRLAL. BIE 

BCM LO RMREM I LT ERSUENO -BFR >. F-MALB 

AlChWSSURARKR LO ,IFAB=HRUBEWKAAHO 

BBCATSMEATHAELE KL 
Mf. HE USE UC He LC Fa eb FST MEET BV On 
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Y-MO SL AT HASB-BALPREECASDEN KH II B= 

DH AMRCRC-MORARLALHBRORSLKFORSK 

FS LoS -RHGARAWDORRCKRC-HORTAT BADER 

RK LC ABHMHMKCB-ERORBCRrATNYE 3. EHO 

BDSIFHHDBAOTEHELTEXR AT) GH OS ZI KG HN ER 

BFRORLATEHDOREIHREHRZIAE RG OH UK 

DORTESBETEHRSLTLEIST TEN DAR RED ER 

に 達 す 、 左 脚 の 内 葉 は 三節 ょ り ぅ 成る 。 

体長 HE 一 一 稔 EEE —.Of 

APM ALCOMCRCR ¢ D. gracilis CMUTNESFSER 

ZREMESBCNIEKRDOML 

(1) ABCA CLHEOBAMWARRACHHTNY RD. gracilis 

RARCRAA CRE To OD Hie EL D. gracilis と 異な 5 全く 後 

方 に 突出 する 事 な し 。 

2) 本 種 に 於 て は 雄 の 右 方 第 一 鯛 角 は 、 先 端 よ 5 第 三 の 節 に 於 て 

WNETFLIHTETNEILKERKR TUE OH AN SLO 5Fo 

(3) 雌 の 第 一 鯛 角 は 彼 の 如く 《 長 から ず 。 

(4) 雑 の 第 五 胸 肢 は 彼 に 比 し て 甚だ 細長 に し て 種 を の 薄 に 於 て 

役 と 異な れ 5 即 ち 本 種 に 於 て は 右 脚 第 二 基 人 節 の 内 疹 に 秦 子 様 の 映 

を すれ どる 、 彼 に 共 て は 有 せ ず 、 文 在 脚 内 葉 の 形 を 異 に し 外 葉 の 

末 衛 は 彼 に 上 比 し 著しく 細長 に し て 、 耳 つ 其 部 は 未 端 の 爪 人 接近 し て 

存在 す 。 然 る に 彼 鷹 て は 末 彼 は 寧ろ 太く ぐし て 半 は 爪 を 遠く 離れ だ 

?。 左 脚 は 其 内 葉 彼 に 於 て ' は 一 節 な れ 共 、 本 種 に 於 て は 、 明 か に 二 節 

ょ 5 成 れ 5。 

(6) 暴 の 第 五 胸 肢 の 内 葉 は 、 彼 に 比 し て 甚だ し くく 短小 な を 5?。 

(6) 雌 の 第 一 腹 委 の 雨 側 に 在 る 半 は 彼 の 如く 著 し か ら ず 。 

(7) RRR He F SIS 7 LO 
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余 は 明治 四 十 三 年 九 月 、 近 江 國 琵琶 湖 K 於 て 採集 せる 標本 中 

ZEUKEHFTALET bo 

3. D. nipponicus. n. sp. 

ME HELM ICC PRM ICRC Hd Loni KIBO HI MBO Hp 

KHRADEFOO- II ÄELTKRLFAHh AED REF FT RE 

BÄLLTIMOHEBEL,ÄEO- KNAULTFHT ES, ah 

LLTHURESRETS- EBEN THUN Mar — MON 

有 し 、 第 二 腹 節 は 甚だ 短 し 。 又 肢 の 店 は 其 長 さき の 二分 の 一 を 5。 第 一 

MALS RAMPS SHAKEEL OSOHBMBARUEL. 

Bh RLEGOS MK -WPOBELARMCATMAEOR Hi i = 1M 

DRLALL. EXFDADELNFDID\ ARD-ODERALAT, 

HE. PIA MEL be MR ST OO8 AM Hid eeRA SL UT. MW 

Mic SS OMbRSME-HORLELALAND ELAM OR X 

5.SL AAB—-MBILER( LC. Ail b> B=]O Hi RICHTER 

C—-{APD BEC RARKYLTALEDERESKO_ABrAeLRARS 

Ilo B-MMASL WN GWORRRR)C-MORLA 

ToRBMOBMGLRRICR CAA MRT BWR RB I SG 

ONMICMFRRON RDS > SHON KEW ON HL OD 

(UC MSA tit Lb I OMe FSU CH DADA AWARD K 

Bi D WK (LA BHD JE BB eH HEL. A i ON Uk EK BEI eb. AMMO 

AHORSZLHHEORG 1 bb BIOMORS LE Lo 

体長 We IE E Oo — IE 

本 種 に 最も 良く 〈 酷 似せ る 形態 を 有 す . る は UD.bacilifer & u D. graci- 

lis の 二 種 な 5 第 二 胸 肢 の 構造 及び 腹部 の 形 等 より 見 る 時 は D. bacili- 

fer た 類似 し 、 骸 の 細長 な る 事 及 び 第 一 鯛 角 の 長き 事 等 よめ 見 る 時 

は D. gracilis た 似 だ た れ 共 、 詳 細 に 駿 す る 時 は 明 此 等 と 異な れる を 

知る 、 今 D. bacihfer ¢ BA SM ye BBA le, 
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(1) AMKRRCELMOS -BARMSOARCKEI 5 ME 

& 3 3 Dz bacilifer KRTRIZ EI LU CB-BArB ot 

(2) Sw GHteeAL Ut D.baeilifer の 如く 角 を 含 す 事 無 し 。 

3) EDOSBRBROABZABCKRCAL-HBENE KCK 

は 二 牧 + 5 RN do 

(⑬ 本 種 に 於 て は 第 二 腹 和 分 は 、 彼 ょ 5 る 無く 第 三 腹 節 は 彼 ょ ぅ る 

長 し 。 

6) 雄 の 右 方 第 一 鍋 角 の 未 敵 1 5 第 三 の 節 ょ り 5 生 ゼ ぜ る 笑 起 は 、 本 

ECIHKTURLLTRGPEHUTARN FB ER A TU EN KÜÄ LT 

越 ゆ る の み 。 

(6) 雄 の 第 五 胸 肢 は 、 其 内 葉 の 形 を 彼 と 異 に し 又 右 脚 外 葉 の 末 節 

は 彼 ょ ゅ 5 る も 細く 慕 圭 る 人 彼 ょ 5 は 著しく 基部 に 近く 偏在 す 。 

(7) 本 種 の 体長 は 彼 よ ゅ ぁゃ ふる 甚だ 小 を bo 

Kit D. grails }:RRZSRETSCHNE, 

1) BRMMLABKEACHRAEHTFSRA(LCHMA,KKEK 

て は 著しく 側 方 に 突出 せ 5。 

(②) 本 種 に 於 て は 、 雄 の 第 五 胸 肢 の 右 脚 の 内 葉 は 彼 に 比 し て 基 だ 

小 く 、 又 其 外 葉 未 節 の 半 の 位置 を 異 に す 。 

3) 本 種 に 於 て は 前 体 部 の 最高 部 の 店 は 其 長 さ の 三 分 の 一 』 5 

ARNE KCK CASU=aRO—{b 3H 45 

ZEAETHENTZERNABEBZHTKRTHE RS RL 

iC BA bo 

EXPLANATION OF PL. L 

Figs. 1-5. Diaptomus denticornis Wierzejski var. yezoensis. 

Dorsal view of the female. x 50. 

Fifth foot ef the male. x 158. 

Fifth foot of the female. x 158. 

Fig. rt 

ww 
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4. 

>. 

Figs 

6. 

i 

8. 

9: 

10. 

I 

e 12. 

Figs 

13. 

14. 

15. 

16. 

11% 

18. 

第 一 ie. 

第 二 BI. 

a = 園 . 

第 四 Bl. 

第 I |e. 

sa. D. 

as 七 8. 

BAM. 

mou 
+ ia. 

a — [al 

cee Bae 

)AR—AREIT 7 Tb ~ ASO yee & — AG HS T 

Five distal joints of right first antenna of the male. 

Side view of the abdomen. x 80. 

. 6-12. D. gracilis G. O. Sars var. minutus. 

Dorsal view of the female. x 60. 

Side view of the femal“. x 60. 

Dorsal view of the male, %. 60: 

Fifth foot of the male. x 158. 

Fifth foot of the female. x “200: 

Three distal joints of right first antenna of the mile. 

Side view of fifth thoracic segment of the female. 

. 13-18. D. nipponicus. 

Dorsal view of the female. x 45. 

Side view of the female. x 45. 

Dorsal view of the male, x 45. 

Fifth foot of the male. * 258: 

Fifth foot of the female. x 100% 

Distal four joints of right first antenna of the male. 

os — lel We wt BH 

x 65. 

x 158. 

%:158; 

x 158. 

Diaptomus denticornis Wierzjeski var. yezoensis ji D 45 iii El 

(AT 4%) 

同 上 4EO Baie (8 n+ AT) 

Ih} 上 ME D OS Th hy ( 百 五 十 入 倍 

fl 上 礁 の 大 方 第 一 鯛 角 の 末端 ( 太 十 五 倍 ) 

同 上 雌 の 腹部 側面 周 (A -F 4B) 

gracilis G. O. Sars eh tO % ia 六 十 倍 ) 

同 上 om ys 倍 ) 

同 上 MOR (N+ £8) 

同 上 ORM RW (EETIAN) 

同 上 MED aw (EM) 

同 上 ROBDB-MHADKRG (RAM) 

同 ie D oS Te Hey Gi BH Ter inl (i. + A 4B) 
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3+=B. D.mpponieus HOF MR (8+ HS) 

第 十 四 置 . 同 上 HOMER (Nt HP) 

第 十 五 園 - 局 上 Zoo Sn (8+) 

SB. 同 上 雄 の 第 五 胸 肢  ( 百 五 十 入 倍 ) 

S1tR N 上 kosıkk (Gıarim 

SIE HM 上 EOHFR-Bhokk ( 理 五 十 入 倍 ) 
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(自明 治 四 十 五 年 四 月 至 大 正三 年 三 月 ) 

例 @ 

明治 四 十 五 年 四 月 = ョ 本: 年 三 月 迄 例 含 チ 開 供え スル ュ ト 、 六 同 。 其 講 開 題目 

RKEr EZ? Do 

OS BATA BHPA+THRF OATS aASE BSR -KRTA 

€ 

LRM MR - Rr HH? BEN 近 藤 & FA 

ASRVZAM>ReraeseseRsMSB-R=aT7 Yo 

2M RRR = Re r B8+ FeRKBA 

(I MRRB VUE RAES BBRS- RFF FRB vi Gwe KS 

x 講演 ナ 》 キ 。 

O 第 百 も モ 十 回 同年 五 月 九 日 開 含 

STATEM/RE = MR TFT Zee "=. BE 2A 

KRRABFAMSFRARAABREZRAZKHRB- KR rr RHF * 

A 7;vV BKB -HLBEBA7AM*eRHAB=-TFTIFarGA-RFRKRLPERA 

FHI MARIE aR? 

YR WYI dD TF 7 BAYS B= 

x FH it 

* rt Ni x Wy ヾ M を A 3 lg 

Se Rf? « 2 = 25h Ht x 

Of#Bt+t—-H AREX#F#AA-T-HEe 

FERN BERS-RT 澤 田 Ze 

E2RHBMZ ERS  P#RBRIER - HF BASE = = vı ve iR 

BEFTZR ER - HE VYE Ye Nr - FErRI Ei = = VER 

ar FB r Br I yYERMAB ES HR HL ae BBERI EN 

EH- RS EBNEREHRSE-S RT FRI v sy 

ur RIL? Rt we RE 理 學 博士 ASF 8 RA 

ZAHN’ ERB EV BRR vKR-KFKRMI- AAA 
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rza- KK) BEYER SI vv BSS 

Ae SEF 

r Fv 7 EB 

Rweevrt ? tH SER RK=- Rrra AF A 

a ı BE = - EN errr ap Jazz SK=-R* F 

A = RWe 7 viK = Abraxas JE = - Bra SS HER = RF ar 
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問題 トシ テ 、 胸 者 問 = 況 へ ヘラ レ タル が 種々 之 レ = 反 幸 ナチ ナル 議論 アル 

チ 逃 < ぶ 、 今 後 ノ 研究 = RM AXKRT VIF MIR» > RRB PF = B 

meus Re MM- Eevee R= wer MB ey 27 WM 
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Abhandlungen aus dem Gebiete der Naturwissenschaften. Hamburg. 

Abhandlungen der Naturforschenden Gesellschaft zu Görlitz. 

Abhandlungen der Naturhistorischen Gesellschaft zu Nürnberg. 

Abhandlungen herausgegeben vom Naturwissenschaftlichen Verein zu Bremen — 

Abhandlungen und Bericht des Vereins für Naturkunde zu Cassel. 

Annals of the New York Academy of Sciences. 

Annual Report of the Board of Trustees of the Publie Museum of the City of 

Milwaukee. 

Bericht der Oberhessischen Gesellschaft für Natur- und Heilkunde zu Giessen. 

Medizinische Abteilung. Naturwissenschaftliche Abteilung. 

Bericht über das Zoologische Museum zu Berlin. 

Bibliographical Contributions from the Lloyd Library. 

Biennial Report of the Louisiana State Museum. 

Bolletino del Laboratorio di Zoologiea Generale e Agraria. 

Botanical Bulletin. Division of Forestry, Board of Agriculture and Forestory, 

Honolulu. 

Bulletin de la Société Royal de Botanique de Belgique. 

Bulletin of the Buffalo Society of Natural Sciences. 

Bulletin of the Chicago Academy of Sciences. 

Bulletin of the Illinois State Laboratory of Natural History. 

Bulletin of the Lloyd Library of Botany, Pharmacy and Materia medica. 

Bulletin of the Louisiana State Museum. 

Bulletin of the New York Botanical Garden. 

Bulletin of the Public Museum of the City of Milwaukee. 

Bulletin of the Scientific Laboratories of Denison University. 

Bulletin of the Southern California Academy of Sciences. 

Bulletin of the University of Nebraska. 
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Bulletin of the Wisconsin Natural History Society. 

Bylleti de Clvb Montaneyene. 

College of Hawaii Publications. Bulletin. 

Contributions from the United States National Herbarium. 

Cornell University, Agrieultural Experiment Station, The College of Agriculture, 

Departments of Entomology and Plant Pathology. (Publications) 

Department of Experimental Evolution of the Carnegie Institution of Washington. 

Deutsche Entomologische Zeitschrift. Berlin. 

Entomologische Rundschau. 

Insektenbörse. 

Jahrbuch des Provinzial-Museums zu Hannover. 

Jahresbericht der Naturforschenden Gesellschaft in Emden. 

Jahresbericht der Naturhistorischen Gesellschaft zu Hannover. 

Jahresbericht des Preussischen Botanischen Vereins. 

Jahresbericht des Vereins für Naturwissenschaft zu Braunschweig. 

Journal of the College of Agrieulture, Tohoku Imperial University. 

Medeelingen van s’Rijks Herbarium, Leiden, Holland. 

Missouri Botanical Garden. (Annual Report) 

Mitteilungen aus dem Zoologischen Museum in Berlin. 

Mitteilungen der Naturhistorischen Gesellschaft in Colmar. 

Mitteilungen der Naturhistorischen Gesellschaft zu Nürnberg. 

Mitteilungen des Thüringischen Botanischen Vereins. 

Mycological Notes by Lloyd. 

Museum Bulletin of the Staten Island Association of Arts and Sciences. 

Proceedings of the American Academy of Arts and Sciences. 

Proceeding of the American Philosophical Society. 

Proceeding of the California Academy of Sciences. Fourth Series. 

Proceeding of the Staten Island Association of Arts and Sciences. 

Proceedings of the United States National Museum, Washington. 

Societas entomologica. 

a. 3 ( Special Publication. 
The Chicago Academy of Sciences. - F { 

i U The Natural History Survey. 

Transactions of the Kansas Academy of Sciences. 

Transactions of the Texus Academy of Sciences. 

Transactions of the Wisconsin Academy of Sciences, Arts and Letters. 

University of California Publications in Zoology. 
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University Studies, Lincoln, Nebraska. 

Verhandlungen der Ornithologischen Gesellschaft in Bayern, 

Verhandlungen des Naturwissenschaftlich Vereins in Hamburg. 

Zoologica, Scientific Contributions of the New York Zoological Society. 
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